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What’s New

PADS9.0 について 

• 新規機能や拡張機能についての詳細はサポー ト ネ ッ ト のリ リースハイ ラ イ ト を
ご覧 く だ さい ：

http://supportnet.mentor.com/docs/200811036/release_docs/PADS_9_0_rh_ja.pdf

• 修正項目については 、 リ リース ノ ー ト をご覧 く だ さい ：  

http://supportnet.mentor.com/docs/200811036/release_docs/PADS_9_0_rn.pdf

http://supportnet.mentor.com/docs/200811036/release_docs/PADS_9_0_rh_ja.pdf
http://supportnet.mentor.com/docs/200811036/release_docs/PADS_9_0_rn.pdf
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Chapter 1
PADS Layout ク イ ッ クス ター ト

PADS Layout はパワフルで使いやすいレ イアウ ト アプ リ ケーシ ョ ンです。

以下のステ ッ プを通じ て、 簡単に機能を紹介し ます。

ステ ッ プ 1 －基板外形線の作成

ステ ッ プ 2 －ネ ッ ト リ ス ト の入力と部品の分散

ステ ッ プ 3 －設計規則の設定

ステ ッ プ 4 －グ リ ッ ドの設定

ステ ッ プ 5 －部品の配置

ステ ッ プ 6 －配線と未配線

ステ ッ プ 7 －内層接続層の作成

ステ ッ プ 8 －規則違反の検査

ステ ッ プ 9 －設計の注釈

ステ ッ プ 10 －レポー ト の作成

ステ ッ プ 11 － 設計の出力
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ステ ッ プ 1 －基板外形線の作成
基板外形線を作成するには作図ツールを使用し ます。 作図ツールは作図ツールバーに
あ り ます。

基板外形線を作成するには、

1. [PADS Layout へよ う こそ ] 画面で、 新規設計を開始を ク リ ッ ク し ます。

2. 作図ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 作図ツールバーの基板外形線と カ ッ ト アウ ト ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. 右ク リ ッ ク メ ニューから作成する形状を選択し ます。

5. カーソルを動かし ながら ク リ ッ ク し て外形線を描きます。

6. 長方形または円形の外形線の場合は一度ク リ ッ ク し て完了し ます。
多角形の外形線の場合はダブルク リ ッ クで完了し ます。

ステ ッ プ 2 －ネ ッ ト リ ス ト の入力と部品の分散
一般的にネ ッ ト と部品の設計データは回路図キャ プチャアプ リ ケーシ ョ ンで作成さ
れ、 ASCII ネ ッ ト リ ス ト 経由でレ イアウ ト アプ リ ケーシ ョ ンに転送されます。 ASCII
フ ァ イルを設計に入力するには、 [ 各種データ入力 ] コ マン ド を使用し ます。

ネ ッ ト リ ス ト を入力するには、

1. [ フ ァ イル ] メ ニューの各種データ入力を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 保存をたずねるダイアログボ ッ クスが表示された場合、 設計を保存
し て く だ さい。 

2. [ 各種データ フ ァ イルを入力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト
で、 入力する フ ァ イルの種類を ク リ ッ ク し ます。

3. 入力する フ ァ イルを選択し て、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

4. 入力操作の結果、 ascii.err フ ァ イルが生成された場合、 そのフ ァ イルでエラー
や警告を調べます。 

設計にネ ッ ト と部品を入力し た後、 [ 実装部品の分散 ] コ マン ド を使って、 基板の外
側に実装部品を分散し ます。

部品を分散させるには、

1. [ ツール ] メ ニューで実装部品の分散を ク リ ッ ク し ます。 

2. 部品の分散を確認するダイアログではいを ク リ ッ ク し ます。
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ステ ッ プ 3 －設計規則の設定
間隙、 配線、 高速回路などの設計規則を、 設計規則のダイアログボ ッ クスで設定し ま
す。

設計規則を設定するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則

2. デフ ォル ト ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

結果 ： [ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。 このダイア
ログボッ クスで、 設定するデフ ォル ト の規則の種類を選択し ます。 詳細は下記
の表をご覧 く だ さい。

3. 間隙のデフ ォル ト 規則を決めるには、 間隙ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

4. マ ト リ クスの任意の欄を ク リ ッ ク し て値を変更し ます。 

5. OK を ク リ ッ ク し て間隙規則の変更を適用し ます。

6. 他のデフ ォル ト 規則を設定するには、 該当するボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

7. 閉じ るを ク リ ッ ク し、 [ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

8. 閉じ るを ク リ ッ ク し、 [ 規則 ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

Table 1-1 に、 規則の種類を記載し ます。 

Table 1-1. 設計規則の種類

規則の種類 含まれる規則または各種定義

間隙 間隙の最小値、 同一ネ ッ ト 間隙の最小値、 配線幅、 ド リル間と
外形間の間隙の最小値。

配線 接続形態、 ベタ共有、 層の傾向、 ビアの傾向、 配線のプロテ ク
ト レベル。

高速回路 同層平行、 シールド処理、 配線長の閾値、 遅延、 静電容量、
イ ンピーダンス。

フ ァ ンアウ ト フ ァ ンアウ ト の構成 (PADS Router でのみ使用 )。

パッ ド入力
角度

パッ ドの入力と出力の配線角度 (PADS Router でのみ使用 )。

制約条件規則 特定の設計オブジ ェ ク ト が別の特定の設計オブジ ェ ク ト に近接
する場合に優先される、 固有の制約条件規則。 この規則には間
隙の最小値と同層平行も含まれます。

差動ペア 差動ペアのネ ッ ト 長と接続形態。
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ステ ッ プ 4 －グ リ ッ ドの設定
PADS Layout でグ リ ッ ド を設定する方法は複数あ り ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボッ クスを使用するか、 グ リ ッ ドのモー ド レスコ マン ド を使用し て設定できます。

設計グ リ ッ ド を設定するには、

• モー ド レスコ マン ド g の後にグ リ ッ ド値を入力し、 Enter キーを押し ます。

例 ： 「g50」 と入力し て Enter キーを押すと、 設計グ リ ッ ドが .050” に設定されます。

ビアグ リ ッ ド を設定するには、

• モー ド レスコ マン ド gv の後にグ リ ッ ド値を入力し、 Enter キーを押し ます。

例 ： 「gv50」 と入力し て Enter キーを押すと、 ビアグ リ ッ ドが .050” に設定されます。

表示グ リ ッ ド を設定するには、

• モー ド レスコ マン ド gd の後にグ リ ッ ド値を入力し、 Enter キーを押し ます。

例 ： 「gd50」 と入力し て Enter キーを押すと、 表示グ リ ッ ドが .050” に設定されます。

ヒ ン ト ： グ リ ッ ド に 1 つの値を設定する と、 その値が X と Y 方向に設定されます。 
「g<x 値 > <y 値 >」 のよ う に入力する と、 X と Y 方向に個別の値を設定できます。 例
えば、 「g 25 50」 と入力する と、 X に .025”、 Y に .050” の設計グ リ ッ ドが設定されま
す。

Table 1-2 に、 グ リ ッ ドの種類を記載し ます。 

Table 1-2. グ リ ッ ドの種類

グ リ ッ ドの
種類

用途 

設計 オブジ ェ ク ト の一般的な配置

ビア ビアの配置

表示 視覚的な補助
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ステ ッ プ 5 －部品の配置
配置コ マン ドは [ 設計 ] ツールバーにあ り ます。

結果 ： 実装部品移動モー ド にな り ます。 

部品を配置するには、

1. 設計ツールバーボタ ン > 移動ボタ ン

2. 移動する部品を ク リ ッ ク し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから コ マン ド を選択し、 部品の 90 度回転、 搭載面変更、
.001 度の単位で回転などを行います。

4. 配置場所でク リ ッ ク し ます。

他にも、 放射移動、 回転、 任意回転など部品配置に有効なコ マン ドがあ り ます。 

ステ ッ プ 6 －配線と未配線
PADS Layout の配線コ マン ド を使用し て、 未配線の配線を配線済みに変換する こ とが
できます。 設計規則をオン ラ イ ンチ ェ ッ ク し ながら配線できるため、 配線作成中に規
則違反を解消する こ とができます。

基本的な配線機能を使用し て配線を行う には、

1. 設計ツールバーボタ ン > 配線を追加ボタ ン

結果 ： 基本配線モー ド にな り ます。

2. 配線を開始する未配線または実装部品ピンを ク リ ッ ク し ます。 

結果 ： カーソルに付いた終了点から新規配線が開始されます。

3. 新規配線コーナーを追加するには、 カーソルを動かし てク リ ッ ク し ます。
新規ビアを追加するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。

4. 配線を完了するには、 未配線の完了点 ( 実装部品ピンなど ) までカーソルを移
動し てク リ ッ ク し ます。

ダイナ ミ ッ ク配線機能を使用し て配線を行う には、

1. drp と入力し て Enter キーを押し、 設計規則のオン ラ イ ンチ ェ ッ ク を有効にし
ます。

2. 設計ツールバーで、 ダイナ ミ ッ ク配線ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 配線を開始する未配線も し く は実装部品ピンを ク リ ッ ク し ます。 

結果 ： カーソルに付いた終了点から新規配線が開始されます。



PADS Layout User’s Guide, PADS9.038

PADS Layout ク イ ッ クス ター ト
ステ ッ プ 7 －内層接続層の作成

4. カーソルを完了点の方向へ移動し ます。 新規コーナーが追加されます。

5. さ らに配線コーナーを追加するには、 カーソルを動かし てク リ ッ ク し ます。
新規ビアを追加するには、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。

6. 配線を完了するには、 未配線の完了点 ( 実装部品ピンなど ) までカーソルを移
動し てク リ ッ ク し ます。

ダイナ ミ ッ ク自動配線機能を使用し て配線を行う には、

1. drp と入力し て Enter キーを押し、 設計規則のオン ラ イ ンチ ェ ッ ク を有効にし
ます。

2. 設計ツールバーで、 自動配線ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. ダイナ ミ ッ ク自動配線を開始する未配線も し く は実装部品ピンを ク リ ッ ク し ま
す。 新規配線が追加されます。

ヒ ン ト ： ダイナ ミ ッ ク自動配線機能は単層の自動配線機能です。 ビアが不要な配線の
完了に限られます。

配線線分の再配線や配線取消し もできます。 

ステ ッ プ 7 －内層接続層の作成
PADS Layout には、 CAM と分割 / 混在の 2 種類の内層接続層があ り ます。 CAM 内層
は CAM コマン ド で処理され、 配線のない全面内層接続層を対象と し ています。 分割
/ 混在は、 複数の内層接続領域を含むもので、 配線がある ものもないものもあ り ます。

CAM 内層を作成するには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. 層リ ス ト で CAM 内層に設定する層を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 内層銅箔面形式 ] 領域で CAM 内層を選択し ます。

4. ネ ッ ト 指定を ク リ ッ ク し ます。 

5. [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスで、 ネ ッ ト を選択し て追加を ク
リ ッ クする と、 そのネ ッ ト が [ 指定済ネ ッ ト ] リ ス ト に追加され、 選択し た
ネ ッ ト の内層接続層と し て指定されます。

6. OK を ク リ ッ クする と、 ダイアログボ ッ クスが閉じ て、 層の定義を終了し ま
す。

分割 / 混在内層接続層を作成するには、

1. 層リ ス ト で分割 / 混在内層に設定する層を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 内層銅箔面形式 ] 領域で分割 / 混在を ク リ ッ ク し ます。
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3. ネ ッ ト 指定を ク リ ッ ク し ます。 

4. [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスで、 1 つ以上のネ ッ ト を選択し て
追加を ク リ ッ クする と、 そのネ ッ ト が [ 指定済ネ ッ ト ] リ ス ト に追加され、
選択し たネ ッ ト の内層接続層と し て指定されます。

5. OK を ク リ ッ ク し て、 ダイアログボ ッ クスを閉じ て、 層の定義を完了し ます。

分割 / 混在内層接続層上に内層接続領域を作成し た り、 内層接続領域多角形を分割
する こ と も可能です。

ステ ッ プ 8 －規則違反の検査
設計検証を使って、 間隙、 結線状況、 高速回路、 内層接続、 テス ト ポイ ン ト 、 製造関
連、 およびその他の規則違反を検査する こ とができます。

設計の規則違反を検査するには、

1. ツールメ ニュー > 設計検証

2. [ 検査内容 ] 領域で実行する検査の種類を ク リ ッ ク し ます。

3. 設定を ク リ ッ ク し て検査のオプシ ョ ンを設定し ます。

4. 開始を ク リ ッ ク し て検査を開始し ます。

5. 違反個所には、 設計上でエラー表示マーカーが表示され、 [ 設計検証 ] ダイア
ログボッ クスに詳細が表示されます
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Table 1-3 に、 規則違反検査の内容を記載し ます。 

Table 1-3. 規則違反検査

検査 内容 

間隙 間隙規則の最小値違反。 同一ネ ッ ト 間隙の最小値、 ド リル間、
配線幅、 および外形間の間隙の最小値など、 他の設計機能を
検査するオプシ ョ ンがあ り ます。

結線状況 未完了の配線に起因する結線エラー、 内層接続層に接続し て
いないピン、 パッ ド寸法よ り も大きい ド リル寸法。

高速回路 指定されたネ ッ ト の静電容量、 イ ンピーダンス、 遅延、 同層
平行、 配線長の閾値違反。 配線のループ と ス タ ブ も検査し ま
す。 

内層接続 ピンやビアの内層への接続を制限する制約条件規則。 制約条
件規則には以下が含まれます ： ド リル寸法よ り も大きいパッ
ド を内層接続層に持つピンまたはビア。 サーマルステータ ス
が OFF で、 どのよ う な方法でも内層接続層に接続し ていない
ピンまたはビア。 内層接続層の不連続形状 ( 開いている ) のた
めに内層接続層から孤立し たピン。

テス ト ポイ ン
ト

テス ト ポイ ン ト 間隙の最小値、 優先面、 最小パッ ド寸法、
ネ ッ ト ご とのテス ト ポイ ン ト などを含む、 テス ト ポイ ン ト 規
則と各種定義の違反。

製造関連 アシ ッ ド ト ラ ッ プ、 スラ イバー、 パッ ド上のシルク図形、 最
小アニュ ラ リ ング、 半田ブ リ ッ ジなど、 製造エラーの原因と
なる制約条件規則。

ラテ ィ ウム
設計検証

SMD 上のビア、 差動ペア、 および PADS Router ベースの間隙
規則検査など、 PADS Layout では検証できない規則違反。

ワイヤボン ド ダイ部品のワイヤボン ドの長さ、 幅、 最大角度、 および最小
ワイヤボン ドパッ ド規則などの違反。
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ステ ッ プ 9 －設計の注釈
自動寸法線ツールを使って、 設計に寸法線を追加する こ とができます。

自動的に寸法線を追加するには、

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 自動ボタ ン

結果 ： 自動寸法モー ド にな り ます。

2. 線分、 配線線分、 または円形のパッ ド を ク リ ッ ク し ます。 寸法線がカーソルに
貼り付きます。

3. ク リ ッ ク し て寸法線を配置し ます。

選択し て自動寸法を追加するには、

1. 寸法の種類を示すボタ ンのいずれかを ク リ ッ ク し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから、 使用し たい引き込みと端点の設定を選択し ます。
引き込みと端点の設定によ って、 寸法を示す文字の引き込みと整列の方法が
決ま り ます。

3. 1 番目のオブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

4. 2 番目のオブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。 寸法線がカーソルに貼り付きます。

5. ク リ ッ ク し て寸法線を配置し ます。

ステ ッ プ 10 －レポー ト の作成
PADS Layout には、 レポー ト を作成する方法が 2 種類あ り ます。 [ レポー ト ] コマン
ド を使用する と、 標準的なレポー ト が作成できます。 また、 Basic スク リ プ ト を使っ
て個別設定のレポー ト を作成する こ と もできます。

標準的なレポー ト を作成するには、

1. [ フ ァ イル ] メ ニューのレポー ト を ク リ ッ ク し ます。 

2. [ レポー ト ] ダイアログボ ッ クスで、 出力するレポー ト を ク リ ッ ク し て、 OK を
ク リ ッ クする と、 レポー ト が作成されます。

Basic レポー ト を作成するには、

1. [ ツール ] メ ニューで、 [Basic スク リ プ ト 処理 ] にカーソルを合わせ、 Basic
スク リ プ ト を ク リ ッ ク し ます。 

2. [Basic スク リ プ ト ] ダイアログボ ッ クスで、 実行するスク リ プ ト を選択し て
実行を ク リ ッ クする と、 スク リ プ ト が実行され、 レポー ト が作成されます。
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ステ ッ プ 11 － 設計の出力
設計の製造や組み立てを行う には、 CAM ツールで生成された出力が必要です。 各出
力は CAM 文書マネージャで文書と し て定義されます。

1. フ ァ イルメ ニュー > CAM

2. 追加を ク リ ッ ク し て文書を定義し ます。 

3. [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 ] ダイアログボ ッ クスで、 文書名を入力し ます。

例 ： Photo plot layer 1

4. [ 記録文書形式 ] リ ス ト で作成する文書を選択し ます。 

結果 ： [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスが表示される場合があ り ます。 個別
設定、 NC ド リル、 およびフ ォ ト データ検証の場合は表示されません。

5. [ 層 ] リ ス ト で層を選択し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。

6. 出力フ ァ イル名を入力するか、 デフ ォル ト 名を使用し ます。

7. [ 記録文書を個別設定 ] 領域で、 層ボタ ンを ク リ ッ クする と、 出力フ ァ イルに
入れる項目を選択できます。 オプシ ョ ンボタ ンを ク リ ッ クする と、 位置調整、
ド リル記号、 名称の省略などを設定できます。

8. [ 出力デバイス ] 領域で、 使用する出力デバイスを示すボタ ンを ク リ ッ ク し ま
す。 デバイスの種類は文書形式に対応し ています。

9. OK を ク リ ッ ク し ます。

10. 処理する CAM 記録文書を選択し て、 実行を ク リ ッ ク し ます。
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Chapter 2
ラ イセンスオプシ ョ ンの管理

[ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス
[ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスを使用する と、 PADS Layout のラ イ
センス情報 ( ご利用のシステムで使用できる ラ イセンスオプシ ョ ン、 ラ イセンスフ ァ
イル、 ラ イセンスステータ ス ) を確認、 設定する こ とができます 。 

• ヘルプ メ ニュー > イ ンス ト ールオプシ ョ ン。

[ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスには、 以下の 2 つのタ ブがあ り ます。

• [ オプシ ョ ン ] タ ブには、 ラ イセンスオプシ ョ ンのステータ スが表示されます。
フ ローテ ィ ングラ イセンスをご利用の場合、 このタ ブを使用し て、 フ ローテ ィ
ングラ イセンスサーバーから取得し た使用可能な各種オプシ ョ ンを表示し た
り、 制御する こ とができます ( 各種オプシ ョ ン と関連モジュールのチ ェ ッ ク
イ ン / チ ェ ッ クアウ ト が可能です )。 ノ ー ド ロ ッ ク ラ イセンスをご利用の場合、
通常、 このタ ブは、 ご使用のハー ド ウ ェ アキーに設定されている ラ イセンス
オプシ ョ ン一覧を確認する と きに使用し ます。  

• [ ラ イセンスフ ァ イル ] タ ブでは、 ラ イセンスフ ァ イル情報を選択し て表示する
こ とができます。 フ ァ イルには、 実ラ イセンスフ ァ イル ( ノ ー ド ロ ッ ク ラ イセ
ンス用 ) と、 サーバーラ イセンスに関連付けられた機能使用ステータ ス
( フ ローテ ィ ングラ イセンス用 ) があ り ます。  

ラ イセンスオプシ ョ ンのチ ェ ッ ク イ ン / チ ェ ッ クア
ウ ト

[ オプシ ョ ン ] タ ブを使用し て、 ラ イセンス情報を設定できます。 フ ローテ ィ ング
ラ イセンスをご利用の場合、 通常は個々のラ イセンスオプシ ョ ンをチ ェ ッ ク イ ンまた
はチ ェ ッ クアウ ト する必要があ り ます。 この設定内容は、 powerpcb.ini フ ァ イルに保
存されています。 

ヒ ン ト ： ノ ー ド ロ ッ ク ラ イセンスの場合、 全てのラ イセンス済みオプシ ョ ンが使用可
能で、 チ ェ ッ クアウ ト されています。 フ ローテ ィ ングラ イセンスの場合、 最初にログ
イ ン し たユーザーが、 使用可能なオプシ ョ ンを制御し ます。 

• ヘルプ メ ニュー > イ ンス ト ールオプシ ョ ン  > オプシ ョ ン タ ブ

使用可能なラ イセンスオプシ ョ ンをチ ェ ッ ク イ ン / チ ェ ッ クアウ ト するには、
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1. 使用できる全てのオプシ ョ ンを取り出すチ ェ ッ クボ ッ クスが ON になっている
こ と を確認し ます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスが OFF で、 [ オプシ ョ ン ] リ ス ト の
オプシ ョ ンが全て OFF になっている場合、 全て選択を選択するか、 使用でき
る全てのオプシ ョ ンを取り出すチ ェ ッ クボ ッ クスを ON にし ます。

2. OK を ク リ ッ ク し ます。 

個々の PADS Layout モジュールに個々のオプシ ョ ンを選択し て、 データベースの制限
を選択するには、

1. 使用できる全てのオプシ ョ ンを取り出すチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

2. 個々のオプシ ョ ンを選択する前に全てのオプシ ョ ンを OFF にするには、
何も選択し ないを ク リ ッ ク し ます。 最初から選択し たいと きに便利です。 

3. 以下のいずれかの操作で、 オプシ ョ ンを選択し ます。  

• [ オプシ ョ ン ] リ ス ト で、使用するオプシ ョ ンの左にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを
オンにし ます。  

• [ モジュール ] 領域で、1 つまたは複数の PADS Layout モジュールに関連付け
られた定義済みのオプシ ョ ンセ ッ ト を選択し ます。    

ヒ ン ト ： 複数のモジュールで特定のオプシ ョ ンを設定し ている場合、 モジュー
ルの 1 つを OFF にし ても、 その共有オプシ ョ ンは OFF にな り ません。 使用し
ている全てのモジュールが OFF になった と きのみ、 共有オプシ ョ ンが OFF に
な り ます。 また、 オプシ ョ ンによ っては、 他のオプシ ョ ンを制御する ものもあ
り ます。 例えば、 ア ドバンスパッ ケージツールキ ッ ト を OFF にする と、 BGA
オプシ ョ ン も OFF にな り ます。  

4. 任意で、 ラ イセンス形態に適し たデータベース制限を [ データベースの範囲 ]
で選択し ます。 データベース制限は使用できる結線 ( ピンペア ) 数に関連付け
られ、 標準データベースの場合は 1500、 拡張データベースの場合は 6250 と な
り ます。 ラ イセンスに応じ て、 データベース制限の [ 標準 ]、 [ 拡張 ]、 [ 無制限
] を選択し、 選択し た制限の可用性を確認し ます。   

5. 使用するオプシ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト が完了し たら、 OK を ク リ ッ ク し て設定
を適用し ます。 

ヒ ン ト ：

• PADS Layout でモジュールのオプシ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト できる場合は、
[ ステータ ス ] には [ 使用可能 ] と表示されます。 チ ェ ッ クアウ ト できない
モジュールは、 ご購入いただいた PADS Layout パッ ケージ構成に含まれて
いないか、 他のユーザーがラ イセンスを使用中のためチ ェ ッ クアウ ト できず、
[ ステータ ス ] には [ 使用不可 ] が表示されている場合のいずれかです。 

• 特定のモジュールに関連するオプシ ョ ンが [ 使用不可 ] の場合、PADS Layout で
そのオプシ ョ ンを使用する こ とはできません ( 機能はグレー表示されます )。
例えば、 アセンブ リバリ エーシ ョ ンのステータ スが [ 使用不可 ] の場合、 PADS 
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Layout の [ ツール ] メ ニューの [ アセンブ リバリ アン ト ] はグレーで表示され
ます。

関連 ト ピ ッ ク

[ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス

ラ イセンスフ ァ イルやラ イセンスステータ スの確認 

ラ イセンスフ ァ イル定義 

ラ イセンスフ ァ イルやラ イセンスステータ スの確認
ノ ー ド ロ ッ ク ラ イセンスをご利用の場合、 ラ イセンスフ ァ イルの内容を確認できま
す。 フ ローテ ィ ングラ イセンスをご利用の場合、 ラ イセンスの実フ ァ イルは確認でき
ませんが、 サーバーラ イセンスに関連付けられている機能のステータ スを確認する こ
とはできます。 

• ヘルプ メ ニュー > イ ンス ト ールオプシ ョ ン  > ラ イセンスフ ァ イルタ ブ

ノ ー ド ロ ッ ク ラ イセンスの場合 
ラ イセンスフ ァ イルを表示するには、

1. ラ イセンスフ ァ イルのリ ス ト から、 確認する ラ イセンスフ ァ イルを選択し ま
す。 

2. 表示を ク リ ッ クする と、 画面下部に選択し たフ ァ イルの内容が表示されます。 

フ ローテ ィ ングラ イセンスの場合  
サーバーラ イセンスに関連付けられている機能のステータ スを確認するには、

1. 機能のステータ スを確認するサーバーラ イセンスフ ァ イルを選択し ます。 

2. ステータ スをする と、 機能の使用情報が画面の下部に表示されます。   

関連 ト ピ ッ ク

[ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス

ラ イセンスオプシ ョ ンのチ ェ ッ ク イ ン / チ ェ ッ クアウ ト

ラ イセンスフ ァ イル定義 

ラ イセンスフ ァ イル定義
こ こ では、 ラ イセンスフ ァ イルと、 ラ イセンスフ ァ イル内で有効なオプシ ョ ンについ
て説明し ます。 イ ンス ト ール済みオプシ ョ ンは全て、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイ
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アログボッ クスに表示されます。 このラ イセンスフ ァ イル例には、 よ く 使用するオプ
シ ョ ンが設定されています。 ご購入いただいたオプシ ョ ンによ ってラ イセンスフ ァ イ
ルが異なるため、 ご利用のラ イセンス フ ァ イルに含まれていない場合もあ り ます。 

オプシ ョ ン
INCREMENT pwradvedtrf mgcld \

以下のコ マン ドへアクセスできます ： 部品形状エデ ィ タの [DXF フ ァ イルを入力 ]、
[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ ビアパターン ] タ ブ、 ネ ッ ト と ピンペアの
[ ビアシールド を追加 ]、 ベタ とハッ チ外形線の [ 千鳥ビア ] と [ 千鳥ビアモー ド ]、
ピンペアの [ ベタ図形作成 ] と [ ベタ図形に変換 ]。

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 高度な編集 /RF]
と表示されています。

INCREMENT pwradvpkgtool mgcld \

BGA 機能へのアクセスを提供し ます。 このオプシ ョ ンがイ ンス ト ールされていない
場合、 BGA の全ての機能と BGA ツールバーボタ ンは無効にな り ます。  

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ ア ドバンス
パッ ケージツールキ ッ ト ] と表示されています。

INCREMENT pwradvrules mgcld \

設計規則の階層を拡張し ます。 この機能が有効の場合、 [ 設計規則 ] ダイアログ
ボッ クスに [ グループ ]、 [ ピンペア ]、 [ 部品形状 ]、 [ 実装部品 ]、 [ 制約条件規則 ]、
[ 差動ペア ] ボタ ンが追加されます。  

この機能を使用する と、 [ 設計検証 ] や関連機能で、 高速回路の検査や電気特性検査
が可能にな り ます。  

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 高度な規則 ] と
表示されています。

INCREMENT pwranalog mgcld \

アナログオブジ ェ ク ト へのアクセスを提供し ます。 この機能が有効の場合、 [ テ ィ ア
ド ロ ッ プの各種定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 テ ィ ア ド ロ ッ プの形状、 長さ、 線幅の
カス タム制御が可能にな り ます。 また、 [ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クスも有効にな
るため、 配線中や配線の編集中にワイヤを追加する時に、 ジャ ンパを追加できるよ う
にな り ます。   

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ アナログ ] と表示
されています。
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INCREMENT pwrautoconn mgcld \

BGA 配線ウ ィ ザー ドへのアクセスを提供し ます。 この機能は、 [ イ ンス ト ールオプ
シ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 自動接続 ] と表示されています。

INCREMENT pwrautoplace mgcld \

[ ク ラス タ部品を自動配置 ] ダイアログボ ッ クスへのアクセスを提供し ます。 この
オプシ ョ ンがない場合、 自動配置機能は無効です。   

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 自動配置 ] と表示
されています。

INCREMENT pwrbgafanout mgcld \

BGA フ ァ ンアウ ト 機能へのアクセスを提供し ます。 [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアロ
グボッ クスにある [BGA フ ァ ンアウ ト ] タ ブ と、 [ 結線 ] タ ブ内の [BGA フ ァ ンアウ ト
] チ ェ ッ クボ ッ クスに影響し ます。 

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [BGA フ ァ ンアウ
ト ] と表示されています。

INCREMENT pwrbgarouter mgcld \

BGA 配線へのアクセスを提供し ます。 このオプシ ョ ンがない場合、 [ 配線 ] タ ブ と
[ 結線と配線を生成 ] ラジオボタ ンが無効にな り ます。 この機能は、 [ イ ンス ト ール
オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [BGA ルータ ] と表示されています。

INCREMENT pwrbndpadfanout mgcld \

[BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスにある [ 結線 ] タ ブの [ サブス ト レー ト
ボン ドパッ ド を フ ァ ンアウ ト ] チ ェ ッ クボ ッ クスへのアクセスを提供し ます。 この
オプシ ョ ンがない場合、 [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの [ 結線 ] タ ブに
ある [ サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を フ ァ ンアウ ト ] チ ェ ッ クボ ッ クスは無効にな り
ます。   

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ ボン ドパッ ド
フ ァ ンアウ ト ] と表示されています。

INCREMENT pwrcam mgcld \

[ フ ァ イル ] メ ニューの [CAM] 項目から [CAM 記録文書の定義 ] ダイアログボ ッ クス
へのアクセスを提供し ます。 CAM を使用する と、 プロ ッ ト 定義の作成と変更、 CAM
出力の作成が可能にな り ます。   

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [CAM] と表示され
ています。

INCREMENT pwrcam350 mgcld \
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外部の CAM350 対応の実行フ ァ イル ( 設計の出力用 ) と CAM350 のリ ン ク機能、 およ
び [CAM350] ダイアログボ ッ クス と関連機能へのアクセスを提供し ます。 このオプ
シ ョ ンは、 [ ツール ] メ ニューの [CAM350] 項目に影響し ます。 

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [CAM350 リ ン ク ]
と表示されています。

INCREMENT pwrcamplus mgcld \

[CAM Plus] ダイアログボッ クスへのアクセスを提供し ます。 このオプシ ョ ンによ っ
て、 機械イ ン ターフ ェースの自動アセンブ リ と ピ ッ クアン ド プレースが使用できるよ
う にな り ます。 このオプシ ョ ンがない場合、 [ フ ァ イル ] メ ニューの [CAM Plus] 項目
は無効です。 

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [CAM Plus] と表示
されています。

INCREMENT pwrcluplace mgcld \

手動 / 自動のク ラス タ作成 / 修正機能と、 ユニオンの手動作成と修正機能が使用でき
ます。 また、 [ ク ラス タ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス と、 [ ク ラス タ部品を自動配
置 ] ダイアログボ ッ クスの [ ク ラス タ構築 ] と [ ク ラス タ配置 ] も使用できます。 この
オプシ ョ ンがない場合、 [ ツール ] メ ニューの [ ク ラス タ マネージャ ] 項目は無効で
す。 

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ ク ラス タ部品配置
] と表示されています。

INCREMENT pwrcopperflood mgcld \

塗潰し機能 ([ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの [ 全塗潰し ] や [ 高速塗潰し ]
など ) へのアクセスを提供し ます。 また、 [ 作図 ] ツールバーの [ 塗潰し ] と シ ョ ー ト
カ ッ ト メ ニューの [ 塗潰し ] コ マン ド も使用できます。   

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ ベタ塗り潰し ] と
表示されています。

INCREMENT pwrdieflag mgcld \

[BGA] ツールバーの [BGA ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ] へのアクセスを提供し ます。 この
機能は [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ]
と表示されています。

INCREMENT pwrdrafting mgcld \

自動寸法線機能と作図 ( および関連 2D ラ イ ン機能 ) へのアクセスを提供し ます。 こ
のオプシ ョ ンがないと、 全ての自動寸法線機能 ([ 自動寸法線 ] ツールバー ) と、 全て
の作図編集機能 ([ 作図 ] ツールバー ) は無効にな り ます。 
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この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 作図項目を編集 ]
と表示されています。

INCREMENT pwrdre mgcld \

ダイナ ミ ッ ク配線へのアクセスを提供し ます。 このオプシ ョ ンがない場合、 [ ダイナ
ミ ッ ク配線 ]、 [ 高速配線 ]、 [ バス配線 ]、 [ 円滑化 ] コ マン ドは無効です。 この機能
では、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのダイナ ミ ッ ク配線、 [ 設計 ] ツールバーの [ ダイナ
ミ ッ ク配線 ] と [ スケ ッ チ配線 ] が使用できます。   

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ ダイナ ミ ッ ク配線
編集 ] と表示されています。

INCREMENT pwrdxf mgcld \

AutoCAD® DXF® 形式のフ ァ イルのデータ入力 / 出力が可能にな り ます。    

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [DXF] と表示され
ています。

INCREMENT pwreco mgcld \

ECO ツールバーと関連機能を使用できます。 このオプシ ョ ンがない場合、 PADS 
Layout を ECO モー ド で実行できません。   

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ECO] と表示され
ています。

INCREMENT pwrgds2 mgcld \

GDSII フ ァ イルのデータ入力機能へのアクセスを提供し ます。 この機能は、 [ イ ンス
ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [GDS-II/ ダイ入力 ] と表示されていま
す。

INCREMENT pwrgenedit mgcld \

以下のコ マン ドへアクセスできます。

• シ ョ ー ト カ ッ ト メ ューの自動配線機能の他、 [ 設計 ] ツールバーの [ 自動配線 ]
および関連機能。 このオプシ ョ ンは、 [ ダイナ ミ ッ ク自動配線 ] へのアクセス
を提供し ます。 このオプシ ョ ンがない場合、 [ 設計 ] ツールバーの [ 自動配線 ]
ボタ ンは無効です。 [ ピン ] メ ニューと [ ピンペア ] メ ニューの [ 自動配線 ]
項目も同様に無効です。 

• [ 新規作成 ]、 [ 上書き保存 ]、 [ 名前を付けて保存 ] コマン ド。

• [ 設計の各種定義 ] ダイアログボ ッ クスの [ オン ラ イ ン設計規則検査 (DRC)]
オプシ ョ ン。    
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• 実装部品の移動、 回転 、 任意角度回転、 搭載面変更、 分散、 押し退け、 整列。
また、 [ 設計 ] ツールバーで [ 部品を移動 ]、 [ 部品を回転 ]、 [ 任意回転 ]、
[ 部品を交換 ] も使用できます。   

• シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの配線編集コ マン ド ( 移動、 ス ト レ ッ チ、 分割、
ループ配線、 コーナー追加、 ビア追加 )。 また、 [ 設計 ] ツールバーで
[ コーナーを追加 ] と [ 配線を追加 ] も使用できます。   

• 再利用の破棄

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 一般編集 ] と表示
されています。 このオプシ ョ ンでは DRE は制御し ません。   

INCREMENT pwridf mgcld \

IDF 形式のフ ァ イルのデータ入力 / 出力が可能にな り ます。   この機能は、 [ イ ンス
ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [IDF イ ン タ フ ェース ] と表示されていま
す。

INCREMENT pwrlibedit mgcld \

部品形状エデ ィ タ、 ラ イブ ラ リ マネージャ、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの [ ラ イブ ラ リ
に保存 ] などの関連機能へのアクセスを提供し ます。 この機能は、 [ イ ンス ト ール
オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ ラ イブ ラ リ エデ ィ タ ] と表示されています。

INCREMENT pwrplatingtails mgcld \

BGA 配線の [ メ ッキ付き尾部 ] パスへのアクセスを提供し ます。 この機能は、 [ イ ン
ス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ メ ッキテール ] と表示されています。

INCREMENT pwrradialplace mgcld \

レ イアウ ト エデ ィ タの [ 放射移動 ]、 [ 放射移動条件を設定 ]、 [ アレ イ を作成 ] への
アクセス と、 部品形状エデ ィ タの [ 放射形の間隔と反復 ]、 [ 極座標の間隔と反復 ]、
[ 放射移動条件を設定 ] へのアクセスを提供し ます。 この機能は、 [ イ ンス ト ール
オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 放射状部品配置 ] と表示されています。

INCREMENT pwrreuse mgcld \

物理的再利用の [ 作成 ]、 [ 追加 ]、 [ 同類 ]、 [ プロパテ ィ ] などの操作が可能にな り ま
す。 このオプシ ョ ンは特に以下のコ マン ド と ダイアログボタ ンに影響し ます。 

• 再利用の作成

• 再利用の追加

• 再利用の移動

• ラ イブ ラ リ に保存

• 基準原点の初期化
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• [ 再利用のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの [OK] および [ 適用 ] ボタ ン

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 物理的再利用 ] と
表示されています。

INCREMENT pwrshell mgcld \

グラ フ ィ カルユーザーイ ン ターフ ェースを提供し ます。 このオプシ ョ ンがない場合、
PADS Layout はデモモー ド で実行されます。 

INCREMENT pwrspecctralink mgcld \

SPECCTRA ト ラ ンスレータ を提供し ます。 このオプシ ョ ンがない場合、 [ ツール ]
メ ニューの [SPECCTRA] 項目は無効です。  

この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [SPECCTRA
リ ン ク ] と表示されています。

INCREMENT pwrsplitplanes mgcld \

ベタ マネージャの [ 内層接続へ接続 ] コ マン ド、 その他の方法での内層接続層のベタ
塗り、 モー ド レスコ マン ド C、 分割 / 混在内層接続層での DRC、 サーマルステータ ス
と未配線表示の自動更新、 内層接続の設計検証、 分割 / 混在内層接続領域の定義機
能、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 分割内層接続層 ] へのアクセスを提供し ま
す。 この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 分割銅箔面 ]
と表示されています。

INCREMENT pwrdbexp, pwrdbstd, or pwrdbunl mgcld \

これらのオプシ ョ ンは、 以下の設計接続制限を設定し ます。

• [ 拡張 ] の場合、 制限を 6250 接続に設定。    

• [ 標準 ] の場合、 制限を 1500 接続に設定。   

• [ 無制限 ] の場合、 データベースの接続制限をな く し ます。 

上記のオプシ ョ ンのいずれも設定されていない場合、 接続制限は 100 です。 データ
ベース制限数を超えて設計を開いた り、 修正し た りする と、 プログラムの様々な機能
が無効にな り ます。 このオプシ ョ ンは、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ
クスの [ データベースの範囲 ] 領域で制御されます。 

INCREMENT pwrvariants mgcld \

[ ツール ] メ ニューの [ アセンブ リバリ アン ト ] と、 [ レポー ト ] と [CAM] 内でサポー
ト されている [ アセンブ リバリ アン ト ]([ レポー ト ] ダイアログボ ッ クスの [ アセンブ
リバリ アン ト ] チ ェ ッ クボ ッ クスなど ) へのアクセスを提供し ます。 この機能は、
[ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ アセンブ リバリ エーシ ョ ン ] と
表示されています。
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INCREMENT pwrverify mgcld \

([ ツール ] メ ニューから開 く こ とのできる )[ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスへの
アクセスを提供し ます。 この機能は、 [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス
では [ 設計検証 ] と表示されています。

PADS Router のみのオプシ ョ ン
INCREMENT blzadvrulesstd, blzadvrulesexp, or blzadvrulesunl mgcld \

拡張規則 ( ネ ッ ト ク ラス、 ピンペアグループ、 ピンペア、 実装部品、 部品形状、 差動
ペア規則、 条件付き規則、 全ての整合長規則 ) の使用 ( および設計検証 ) へのアクセ
スを提供し ます。 以下から構成されます。  

• プロジ ェ ク ト エクスプローラウ ィ ン ド ウでの、 ネ ッ ト ク ラス、 ピンペアグルー
プ、 制約条件規則項目の [ 新規 ]、 [ 削除 ]、 [ 名称変更 ] シ ョ ー ト カ ッ ト メ
ニュー項目  

• [ ネ ッ ト ク ラス ]、[ ピンペアグループ ]、[ 制約条件規則 ] ダイアログボ ッ クスの
[OK] および [ 適用 ] ボタ ン  

• 上記全ての規則の設計検証

この機能は、 PADS Router の [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは
[ 拡張配線規則 ] と表示されています。

INCREMENT blzanyangle mgcld \

任意角度の配線へのアクセスを提供し ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの
[ 配線 ] タ ブに [ 自由角度 ] ラジオボタ ンを表示し ます。

設計に任意角度が使用されていても、 このオプシ ョ ンを設定し ていない場合、 45°で
の配線に変更するかを確認する メ ッ セージが表示されます。 45°での配線を選択する
と、 設計はその設定に変更されます。 この機能は、 PADS Router の [ イ ンス ト ール
オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 任意角度 ] と表示されています。

INCREMENT blzautoroute mgcld \

以下の自動配線機能へのアクセスを提供し ます。  

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 配線仕様 ] タ ブにあるパス タ イプのマイ
ター ( マイ ターサブ タ イプの追加 )。    

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスの [配線仕様 ] タ ブにあるパス タ イプの最適化
( ビアの最小化とサブ タ イプの円滑化 )。    

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [配線仕様 ] タ ブにあるパス タ イプの配線。  

この機能は、 PADS Router の [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは
[ 配線 ] と表示されています。
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INCREMENT blzdbstd, blzdbexp, or blzdbunl mgcld \

ピンペア制限数まで、 設計読み込みへのアクセスを制御し ます。 この制限は設計の読
み込みにのみ適用されます。 保存には適用されません。 PADS Router で新規のピンペ
アを作成し て、 ピンペア制限を超える と、 設計の保存時に警告が表示されます。 この
機能は、 PADS Router の [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ データ
ベース ] と表示されています。

これらのオプシ ョ ンは、 以下のピンペア制限を設定し ます。

• [ 拡張 ] の場合、 制限を 6250 に設定。    

• [ 標準 ] の場合、 制限を 1500 に設定。   

• [ 無制限 ] の場合、 データベースのピンペア制限をな く し ます。 

上記のいずれのオプシ ョ ン も設定されていない場合、 ピンペア制限数は 100 です。

INCREMENT blzdft mgcld \

テス ト ポイ ン ト の使用へのアクセスを制御し ます。 この機能は、 PADS Router の
[ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ テス ト ポイ ン ト ] と表示されて
います。

ヒ ン ト ： この機能は、 PADS Layout の [DFT 検査 ] ダイアログボ ッ クスの [ 実行 ]
ボタ ンにも影響し ます。 

INCREMENT blzdrestd, blzdreexp, or blzdreunnl mgcld \

以下のよ う な [ ダイナ ミ ッ ク配線 ] 機能へのアクセスを制御し ます。 禁止領域を避け
て設計規則に従いながら カーソルに追従、 正常なパッ ド入力を自動的に維持、 押し退
け、 円滑化、 高速配線、 ローカルの [ 完了 ] コ マン ド など。 この機能は、 PADS Router
の [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ ダイナ ミ ッ ク配線編集 ] と
表示されています。

INCREMENT blzgenedit mgcld \

[ 保存 ]、 [ 取消 ]、 [ やり直し ]、 [ 移動 ]、 [ 削除 ] コマン ド といった、 全てのメ ニュー
と ツールバー上の一般的な編集機能へのアクセスを可能にし ます。 このオプシ ョ ン
は、 オン ラ イ ンの設計規則検証 (DRC) へのアクセスも制御し ます。 このオプシ ョ ンが
無効の場合、 PADS Router は表示モー ド で実行され、 オン ラ イ ン DRC は無効です。 

この機能は、 PADS Router の [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは
[ 一般編集 ] と表示されています。

INCREMENT blzhsdauto mgcld \

最短 / 最長の長さ、 ネ ッ ト ク ラス と ピンペアグループ、 整合長ネ ッ ト グループ、 整合
長ピンペアグループ、 差動ペア、 実装部品に付属する全ネ ッ ト の調整といった、
[ 高度な規則 ] への配線へのアクセスを制御し ます。 この機能は、 PADS Router の
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[ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 高速回路配線 ( 自動 )] と表示さ
れています。 このオプシ ョ ンには、 [ 高度な規則 ] と [ 高速 DRE オプシ ョ ン ] の両方
が必要です。 両方のオプシ ョ ンがそろ っていない場合、 イ ン タ ラ クテ ィ ブな高速回路
配線 ( 自動 ) オプシ ョ ンは選択できません。 

INCREMENT blzhsddre mgcld \

高速回路規則に対する イ ン タ ラ ク テ ィ ブな配線へのアクセスを制御し ます ( 最短 / 最
長の長さ、 ネ ッ ト ク ラス と ピンペアグループ、 整合長ネ ッ ト グループ と ピンペアグ
ループ、 差動ペア、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ配線完了時の配線長の調整、 イ ン タ ラ クテ ィ ブ
に押し退けられたネ ッ ト の調整、 配線長モニ タ、 整合長モニ タ、 イ ン タ ラ クテ ィ ブな
アコーデ ィ オン配線追加 )。 このオプシ ョ ンは、 PADS Router の [ 高度な規則 ] オプ
シ ョ ンに関連し ます。 拡張規則オプシ ョ ンがない場合、 イ ン タ ラ クテ ィ ブな高速回路
配線 ( 手動 ) オプシ ョ ンは選択できません。 

INCREMENT blzlayers2, blzlayers4, blzlayers8, blzlayersunl mgcld \

配線可能な設計層の数を制御 (2、 4、 8、 無制限 ) し ます。 各層の制限は、 ラ イセンス
オプシ ョ ンの制限に対応し ます。 この制限を超える と ([ フ ァ イルを開 く ] を行った
り、 層の配線を有効に変えた時 )、 通知が表示され、 全ての配線機能が無効にな り ま
す。 このオプシ ョ ンは、 PADS Router の [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ
クスの [ 配線層数制限 ] で制御し ます。

INCREMENT blzshell mgcld \

このオプシ ョ ンがない場合、 PADS Router はデモモー ド で実行されます。 

INCREMENT blzverify mgcld\

基本的な設計検証機能の使用を制御し ます。 例えば、 配置外形層と SMD のビア検証
を含む全オブジ ェ ク ト の間隙などです。 この機能は、 PADS Router の [ イ ンス ト ール
オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスでは [ 設計検証 ] と表示されています。

ヒ ン ト ： この機能は、 PADS Layout の [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスの [ テス ト ポ
イ ン ト ] 検証と [ ラテ ィ ウム設計検証 ] にも影響があ り ます。
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Chapter 3
ユーザーイ ン ターフ ェース

このセクシ ョ ンでは、 PADS Layout の起動方法や、 様々な起動オプシ ョ ンについて説
明し ます。 モー ド レスコ マン ド ( 一般的な コマン ドのシ ョ ー ト カ ッ ト キー ) の一覧も
記載し ます。 い く つかのモー ド レスコ マン ド については、 こ こ で しか説明されていま
せん。 また、 起動オプシ ョ ンを起動するためのモー ド レスコ マン ド もあ り ます。

プロジ ェ ク ト エクスプローラウ ィ ン ド ウの使用方法、 デフ ォル ト のソ フ ト ウ ェ ア設定
のカス タ マイズ方法、 ウ ィ ン ド ウ内で設計内容をすばや く 表示する方法などを説明し
ます。

PADS Layout の起動
PADS Layout は、 Windows のス ター ト メ ニューまたはシ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンから
起動できます。

ス ター ト メ ニュー > プログラム > Mentor Graphics SDD > PADS<latest_release> > 
PADS Layout

ヒ ン ト ： イ ンス ト ールを実行する と、 Windows のデスク ト ッ プに PADS Layout の
シ ョ ー ト カ ッ ト が自動的に作成されます。 

起動オプシ ョ ン

起動オプシ ョ ン ( コマン ド ラ イ ンスイ ッ チ と もい う ) を使用し て、 PADS Layout の
初期設定を コ ン ト ロールできます。 コ マ

ン ド ラ イ ンスイ ッ チを使用し て、 多様なオプシ ョ ンの有効化、 フ ァ イルのオープン、
マク ロ実行、 PADS Layout セ ッ シ ョ ンの記録を行えます。 コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン
は複数指定できます。 

起動オプシ ョ ンは、 PADS Layout プログラムフ ォルダまたは PADS Layout シ ョ ー ト
カ ッ ト アイ コ ンに追加できます。
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Table 3-1 に、 PADS Layout 起動時に使用できる コ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを記載し ま
す。  

Table 3-1. PADS Layout コ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

フ ァ イル名 PADS Layout 起動時に、 指定し た設計フ ァ イルを開きます。 フ ォ
ルダのフルパス と フ ァ イル名を入力し ます。 フ ォルダ名やフ ァ イ
ル名にスペースが含まれる場合は、 " " で囲んで く だ さい。

例 ： "C:\PADS Projects\Samples\preview.pcb"

制限事項 ： コマン ド ラ イ ンではフ ァ イル名の前にスラ ッ シュ (/) は
使用できません。

/BMW[= イニ
シャル ]

( [ ] はオプシ ョ ンの文字列です )
ベーシ ッ ク メ デ ィ アウ ィ ザー ド を開きます。 セ ッ シ ョ ンログの記
録や、 前回のセ ッ シ ョ ンログをベーシ ッ ク ログテス ト で再生可能
な メ デ ィ アに変換する際に、 ベーシ ッ ク メ デ ィ アウ ィ ザー ド を使
用し ます。 現在の PADS Layout セ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン メ デ ィ ア
フ ァ イルを作成するには、 モー ド レス コマン ド BMW を使用し て
く だ さい。 
BMW コ マン ド ラ イ ンスイ ッ チを使用するには、 /BMW あるいは
/BMW=xx と入力し ます。 xx にはユーザーのイニシャルを入れま
す。 大文字小文字に注意し て く だ さい。
このオプシ ョ ンは、 モー ド レス コマン ド BLT と関連し ています。
BLT はベーシ ッ ク ログテス ト の略で、 BMW で作成されたセ ッ
シ ョ ン メ デ ィ アを検索 / 実行し、 記録された PADS Layout セ ッ
シ ョ ンを再生し ます。 
参照 ： モー ド レス コマン ドの入力

/l PADS Layout 起動時に、 前回最後に開いていたフ ァ イルを開きま
す。 

/m マク ロ名 デフ ォル ト のマク ロ フ ァ イルで、 指定されたマク ロを実行し ます。
例えば、 MyMacro とい う マク ロを実行するには、 /mMyMacro と
入力し ます。

/M マク ロ フ ァ
イル

デフ ォル ト のマク ロ フ ァ イルと し て使用する フ ァ イルを指定し ま
す。 user1.mcr フ ァ イルに含まれる MyMacro とい う マク ロを実行
するには、 /Muser1.mcr /mMyMacro と入力し ます。 大文字小文字
に注意し て く だ さい。
必須事項 ： マク ロ フ ァ イルは必ず \PADS Projects フ ォルダ内に
置いて く だ さい。

/nc 著作権情報等を含む起動画面を表示せずに、 PADS Layout を起動
し ます。
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/NTL 層の関連付けを無効にし ます。 [ 搭載面変更 ] を使用し ても、 層の
属性は実装部品と共に新しい層へ移動し な く な り ます。 層の関連
付けを無効にするには /NTL と入力し ます。 大文字小文字に注意
し て く だ さい。
TrueLayer はデフ ォル ト で有効になっており、 マスク層定義は部品
と共に反対側へ移動し ます。 また、 CAM で ド キュ メ ン ト レベルの
パッ ド形状における メ タルを正し く プロ ッ ト し ます。 定義の移動
先の層については、 [ 実装部品層を指定 ] ダイアログボ ッ クスで設
定し ます。 
参照 ： CAM 文書の追加と編集、 実装部品面層と文書層の関連付け 

/sXXX PADS Layout 起動時に Basic スク リ プ ト を起動し ます。 スペースを
含むフ ァ イル名は " " で囲んで く だ さい。
例 ： "/sC:\PADS 
Projects\Samples\Scripts\Layout\Unsupported\Attributes to Excel.bas"

Table 3-1. PADS Layout コ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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新規 PADS Layout プログラムフ ォルダ項目に起動オプシ ョ
ンを追加 

イ ンス ト ール時に作成される PADS Layout プログラムフ ォルダ項目は読み取り専用
で、 これに起動オプシ ョ ンを追加する こ とはできません。 ただ し、 プログラムフ ォル
ダ項目を新規作成し、 そこに PADS Layout 起動オプシ ョ ンを追加する こ とは可能で
す。

新規プログラムフ ォルダ項目に起動オプシ ョ ンを追加するには、

1. Windows の [ ス ター ト ] ボタ ンを右ク リ ッ ク し、 [ エクスプローラ  - All Users]
を ク リ ッ ク し ます。 Windows エクスプローラが開きます。

2. All Users ログイ ン名の下の、 プログラム \Mentor Graphics 
SDD\PADS<latest_release>\Design Layout & Routing ス ター ト メ ニューフ ォルダへ
移動し ます。

例 ： C:\Documents and Settings\All Users\Start Menu\Programs\Mentor Graphics 
SDD\PADS<latest_release>\Design Layout & Routing.

3. Windows エクスプローラの右側の何もない領域で右ク リ ッ ク し て、 [ 新規作成 ]
にカーソルを合わせ、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。  

4. powerpcb.exe を表示させます。 [ 次へ ] はク リ ッ ク し ないで く だ さい。  

例 ： PADS Layout の標準イ ンス ト ール先は、
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\powerpcb.exe
です。

5. ボッ クス内でク リ ッ ク し、 End キーを押し、 スペースキーを押し て、 使用
し たいコ マン ド ラ イ ンスイ ッ チを入力し ます。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

例 ： PADS Layout を起動し て preview.pcb を開 く には、 コ マン ド ラ イ ンは以下
のよ う にな り ます。
“C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\powerpcb.exe” 
“C:\PADS Projects\Samples\preview.pcb”

必須事項 ： スペースを含む文字列は " " で囲んで く だ さい。

制限事項 ： 起動する フ ァ イルを指定する際、 フ ァ イル名の前に / を使用する
こ とはできません。

ヒ ン ト ： コ マン ド ラ イ ンスイ ッ チは複数指定する こ とができます。 

6. 作成するプログラムフ ォルダ項目の名前をボ ッ クスに入力し、 [ 完了 ] を
ク リ ッ ク し ます。  

7. 起動オプシ ョ ンを使用し て PADS Layout を起動するには、 PADS Layout が実行
中であればそれを終了し てから、 新規プログラムフ ォルダ項目を ク リ ッ ク し ま
す。  
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新規 PADS Layout デスク ト ッ プシ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンに
起動オプシ ョ ンを追加 

イ ンス ト ール時に作成される PADS Layout デスク ト ッ プシ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンは
読み取り専用で、 これに起動オプシ ョ ンを追加する こ とはできません。 ただ し、
シ ョ ー ト カ ッ ト を新規作成し て、 そこに PADS Layout 起動オプシ ョ ンを追加する こ と
は可能です。

新規デスク ト ッ プシ ョ ー ト カ ッ ト に起動オプシ ョ ンを追加するには、

1. デスク ト ッ プの何もない領域で右ク リ ッ ク し、 [ 新規作成 ] にカーソルを合わ
せ、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。  

2. powerpcb.exe を表示させます。 [ 次へ ] はク リ ッ ク し ないで く だ さい。  

例 ： PADS Layout の標準イ ンス ト ール先は、
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\powerpcb.exe
です。

3. ボッ クス内でク リ ッ ク し、 End キーを押し、 スペースキーを押し て、 使用
し たいコ マン ド ラ イ ンスイ ッ チを入力し ます。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

例 ： PADS Layout を起動し て preview.pcb を開 く には、 コ マン ド ラ イ ンは以下
のよ う にな り ます。
“C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\powerpcb.exe” 
“C:\PADS Projects\Samples\preview.pcb”

必須事項 ： スペースを含む文字列は " " で囲んで く だ さい。

制限事項 ： 起動する フ ァ イルを指定する際、 フ ァ イル名の前に / を使用する
こ とはできません。

ヒ ン ト ： コ マン ド ラ イ ンスイ ッ チは複数指定する こ とができます。 

4. 作成し たいシ ョ ー ト カ ッ ト の名前をボ ッ クスに入力し、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク
し ます。  

5. 起動オプシ ョ ンを使用し て PADS Layout を起動するには、 PADS Layout が実行
中であればそれを終了し てから、 シ ョ ー ト カ ッ ト をダブルク リ ッ ク し ます。  

PADS Router へ切り替え

PADS Router で作業できるよ う すばや く 設計を移動するには、 メ イ ンツールバー上の
[PADS Router へ切り替え ] ボタ ンを使用し ます。 

ボタ ンを ク リ ッ クする と設計が保存され ( 「元に戻す」 機能は使用できません )、
PADS Router に読み込まれます。
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モー ド レスコ マン ドの入力
コ マン ドのシ ョ ー ト カ ッ ト キー ( モー ド レス コマン ド ) を使用し て、 設定や機能を
いつでも設定 / 変更する こ とができます。 モー ド レス コマン ド には、 他では設定でき
ないコ マン ドが多数含まれます。

モー ド レスコ マン ド を入力するには、

1. 画面上でク リ ッ ク し ます。

2. 実行し たいコ マン ドのモー ド レスコ マン ド ( シ ョ ー ト カ ッ ト キー ) を入力
し ます。 

制限事項 ： コ マン ド と引数はスペースで区切り ます。 例 ： N GND、 GD 50

3. Enter キーを押し ます。

関連 ト ピ ッ ク

モー ド レスコ マン ド ダイアログボ ッ クス

モー ド レスコ マン ド

シ ョ ー ト カ ッ ト キー

プロジ ェ ク ト エ クスプローラ
• プロジ ェ ク ト エクスプローラボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト エクスプローラに設計内のオブジ ェ ク ト の階層構造が表示されます。
こ こ でオブジ ェ ク ト や規則にアクセスできます。 設計を更新する と、 この階層構造も
自動的に更新され、 変更を反映し ます。

ヒ ン ト ： 階層構造は、 設計が開いている時のみ使用可能です。

制限事項 ： プロジ ェ ク ト エクスプローラは部品形状エデ ィ タ では使用できません。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• オブジ ェ ク ト の選択

• カス タム規則

• 選択し た項目にズーム

オブジ ェ ク ト の選択

プロジ ェ ク ト エクスプローラでオブジ ェ ク ト を選択し、 作業領域でそのオブジ ェ ク ト
を自動的に選択状態にする こ とができます。 
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作業領域で項目を選択するには、

• 右ク リ ッ ク メ ニューから、 選択肢を許可を選択し ます。

カス タム規則

オブジ ェ ク ト の左上コーナーにアス タ リ スクが付いている場合、 デフ ォル ト 以外の
規則がある こ と を示し ます。

選択し た項目にズーム

プロジ ェ ク ト エクスプローラで選択し た項目にズームできます。

選択し た項目にズームするには、

• 右ク リ ッ ク メ ニューから、 選択肢にズームを選択し ます。

アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウ
アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウを使用し て、 レポー ト やセ ッ シ ョ ンログの表示、 マク ロ編集
やデバッ グを行います。

• アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウを表示するには、 アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウは表示ウ ィ ン ド ウの左下部分に位置し ます。 アウ ト プ ッ ト
ウ ィ ン ド ウはド ッキングする こ と も、 独立状態にする こ と も可能です。 また、 表示 /
非表示を切り替える こ と もできます。 

[ ステータ ス ] タ ブでの作業

• セ ッ シ ョ ンログの管理

[ マク ロ ] タ ブでの作業

• マク ロの作成

• マク ロの管理

• マク ロの再生

• マク ロスク リ プ ト のデバッ グ

• マク ロでのコ マン ド ラ イ ンスイ ッ チの使用

関連 ト ピ ッ ク

• コ ンセプ ト ガイ ドの 「アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウ」
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セ ッ シ ョ ンログの管理

以下の ト ピ ッ クでセ ッ シ ョ ンログの管理について説明し ます ：

セ ッ シ ョ ンログ

アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウの [ ステータ ス ] タ ブ上に表示されるセ ッ シ ョ ンログでは、
開いている フ ァ イルや保存されたフ ァ イルの名前、 整合性テス ト の結果など、 現在の
セ ッ シ ョ ンに関するプログラムのアウ ト プ ッ ト がすべて表示されます。 

セ ッ シ ョ ンログでは、 情報が色別に表示されます。 下線のついたアイテムはリ ン ク と
な り ます。 以下の表に文字色の説明を記載し ます。

[ ステータ ス ] タ ブでページ間をナビゲー ト する

アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウの [ ステータ ス ] タ ブにあるツールバーボタ ンで、 前の
ページや次のページを切り替えた り、 レポー ト や他のページの表示を更新できます。
ページの更新を中止し た り、 セ ッ シ ョ ンログの表示に戻る こ と もできます。

これらの機能を実行するには、 [ ステータ ス ] タ ブにある以下のツールバー ボタ ンを
使用し ます。

• [ ステータ ス ] タ ブでページ間を
ナビゲー ト する

• [ ステータ ス ] タ ブでページ間を
ナビゲー ト する

• [ ステータ ス ] タ ブ表示を フ ィ ル
タ リ ングする

• [ ステータ ス ] タ ブでの文字検索

• セ ッ シ ョ ンログ メ ッ セージを印
刷する

• レポー ト を表示、 印刷する

• セ ッ シ ョ ンログを フ ァ イルに保
存する

• セ ッ シ ョ ンログ表示を消去する

Table 3-2. セ ッ シ ョ ンログの文字色

色 内容

赤 エラー

緑 警告

黒 メ ッ セージ

青 フ ァ イル、 ウ ェ ブページ、 データベース
オブジ ェ ク ト へのリ ン ク

Table 3-3. [ ステータ ス ] タ ブのツールバーボタ ン

コマン ド 説明

戻る 前のページを表示
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[ ステータ ス ] タ ブ表示を フ ィ ルタ リ ングする

[ ステータ ス ] タ ブのセ ッ シ ョ ンログフ ァ イルメ ッ セージは、 内容に応じ て色分けさ
れています。 また、 色分けされた メ ッ セージは任意の組み合わせで表示させる こ とが
できます。

[ ステータ ス ] タ ブで表示を フ ィ ルタ リ ングするには、

1. アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウで、 右ク リ ッ ク メ ニューのフ ィ ルタにカーソルを合わ
せます。 以下のコ マン ド を含む [ フ ィ ルタ ] サブ メ ニューが表示されます ：

2. サブ メ ニューコ マン ドのいずれかを ク リ ッ ク し て、 表示を フ ィ ルタ リ ングし ま
す。 表示が有効になっている メ ッ セージにチ ェ ッ クマークが付きます。 チ ェ ッ
クマーク を外すと、 メ ッ セージの表示がオフにな り ます。

[ ステータ ス ] タ ブでの文字検索

ド キュ メ ン ト 内で文字を検索するよ う に、 [ ステータ ス ] タ ブで文字を検索できます。
[ ステータ ス ] タ ブで文字を検索するには、

1. 右ク リ ッ ク メ ニューから検索を選択し ます。

2. [ 検索 ] ダイアログボ ッ クスで、 検索する文字を入力し、 必要に応じ て
オプシ ョ ンを選択し ます。

3. 次を検索を ク リ ッ ク し ます。 文字が見つかる と、 そこへスク ロールされ、
その文字が強調表示されます。

進む 次のページを表示

停止 ページの更新を停止

リ フ レ ッ シュ レポー ト や他のページの表示を更新

ホーム セ ッ シ ョ ンログへ戻る

Table 3-4. [ フ ィ ルタ ] サブ メ ニューのコマン ド

コ マン ド 説明

エラー エラー メ ッ セージを表示

警告 警告メ ッ セージを表示

メ ッ セージ メ ッ セージを表示

全て表示 すべてのメ ッ セージを表示
( エラー、 警告、 メ ッ セージ )

Table 3-3. [ ステータ ス ] タ ブのツールバーボタ ン (cont.)
コマン ド 説明
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セ ッ シ ョ ンログ メ ッ セージを印刷する

レビ ュー用に、 セ ッ シ ョ ンログのハー ド コ ピーを印刷できます。 セ ッ シ ョ ンログを
印刷するには、

1. 右ク リ ッ ク メ ニューの印刷を選択し ます。

2. Windows 標準の [ 印刷 ] ダイアログボ ッ クスで、 必要に応じ て印刷オプシ ョ ン
を選択し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

レポー ト を表示、 印刷する

セ ッ シ ョ ンログには表示 ・ 印刷可能なレポー ト へのリ ン クが含まれています。 リ ン ク
は青色で表示され、 下線が引かれています。

レポー ト を表示するには、

• リ ン ク を ク リ ッ ク し てレポー ト を表示させます。 ステータ ス タ ブで、 セ ッ シ ョ
ンログフ ァ イルの代わり にレポー ト が、 アクテ ィ ブなページ と し て表示されま
す。

レポー ト を印刷するには、

1. 右ク リ ッ ク メ ニューから印刷を選択し ます。 

別の方法 ： [ ステータ ス ] タ ブのツールバーにある [ 印刷 ] ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。

2. Windows 標準の [ 印刷 ] ダイアログボ ッ クスで、 必要に応じ て印刷オプシ ョ ン
を選択し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

セ ッ シ ョ ンログを フ ァ イルに保存する

後で参照できるよ う、 セ ッ シ ョ ンログを保存できます。

• [ ログを フ ァ イルに記録 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

結果 ： セ ッ シ ョ ンログフ ァ イルが既に存在する場合、 新たな情報が追加されま
す。 セ ッ シ ョ ンログフ ァ イルが存在し ない場合は、 フ ァ イルが新規作成されま
す。 セ ッ シ ョ ンログフ ァ イルのデフ ォル ト パス (\PADS Project) は、 プログラム
イ ンス ト ール時に設定されます。 PADS Router では、 デフ ォル ト のフ ァ イル名
とパスは [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イル ] タ ブで変更できま
す。 PADS Logic と PADS Layout では、 デフ ォル ト 設定は .ini フ ァ イルに保存
されています。
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セ ッ シ ョ ンログ表示を消去する

フ ァ イルを開 く 毎にセ ッ シ ョ ンログ表示を消去する こ とができます。 これによ り、 現
在のフ ァ イルではな く 以前開いたフ ァ イルの情報を参照し て し ま うの防げます。
セ ッ シ ョ ンログ表示を消去し ても、 ログフ ァ イルが消去される こ とはあ り ません。

• 右ク リ ッ ク メ ニューから [ ク リ ア ] を選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

• コ ンセプ ト ガイ ドの 「セ ッ シ ョ ンログ」

マク ロの作成

マク ロを作成する こ とによ り、 重複する作業を単純化させる こ とができます。 複数の
操作手順を 1 つの動作と し て記録する こ とができます。 また、 マク ロはネス ト させる
こ とができます。

ヒ ン ト ： ダイアログボ ッ クス動作については、 動作そのものではな く 結果が記録され
るため、 再生過程においてダイアログボ ッ クスは表示されません。 このため、 開いて
いるダイアログボ ッ クスで停止するマク ロを作成する こ とはできません。 結果または
動作を完逐する必要があ り ます。 た と えば、 [ フ ァ イル ] メ ニューの [ 開 く ] を ク リ ッ
ク し、 フ ァ イルを選択し て、 OK を選ぶとい う マク ロを作成する こ とができます。 こ
のマク ロを再生する と、 フ ァ イルが開かれます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 新規マク ロの作成

• マウス移動の記録

• マク ロの保存

新規マク ロの作成

新規マク ロを作成するには、

1. アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. [ マク ロ ] タ ブで新規ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 新規マク ロには Macro# とい う
名前が付けられます。 # は、 Macro1、 Macro2 といった連続する番号を表し ま
す。

3. マウス移動を圧縮と相対マウス移動ボタ ンの両方またはいずれかを ク リ ッ ク
できます。 詳細は、 マウス移動の記録をご覧 く だ さい。

4. [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある記録ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. マク ロに含めるキース ト ローク、 コ マン ド、 マウスク リ ッ ク操作を実行し ます
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6. [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある停止ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

マウス動作を記録する代わり にマク ロをスク リ プ ト する こ と も可能です。 

マウス移動の記録

マウス動作はマク ロに記録されます。 マウス動作に関し て、 そのまま記録 / 圧縮し て
記録、 また、 相対移動を記録 / 絶対移動を記録を設定できます。

マウス移動を圧縮モー ド―このモー ド ではマウス動作の始点と終点のみが記録されま
す。 始点と終点間の中間座標は記録されません。 フ ァ イルサイズが小さ く なるため、
通常は圧縮モー ドが推奨されます。 特殊な用途で必要な場合は、 マウス動作の中間点
を記録する と、 フ ァ イルサイズは大き く な り ますが座標情報も記録されます。

相対マウス移動―このモー ド では、 絶対座標ではな く 相対的な増分座標でマウス動作
の始点と終点を記録し ます。

マク ロの保存

1. 保存ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. Windows 標準の [ 名前を付けて保存 ] ダイアログボ ッ クスで、 フ ァ イル名を
入力し て保存を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

• マク ロでのコ マン ド ラ イ ンスイ ッ チの使用

• コ ンセプ ト ガイ ドの 「マク ロ」

マク ロの管理

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 既存のマク ロ フ ァ イルを開 く

• 複数の開いたマク ロを表示する

• マク ロの編集

• マク ロの保存

既存のマク ロ フ ァ イルを開 く

マク ロは .mcr 拡張子を持つマク ロ フ ァ イルに作成、 保存されます。 既存のマク ロ
フ ァ イルを開 く には、 メ ニューまたはツールバーを使用し ます。

1. アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウボタ ンを ク リ ッ ク し、 マク ロ タ ブを ク リ ッ ク し ます。
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2. 開 く ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログボ ッ クスで、 開 く マク ロ フ ァ イルを選択し て
開 く を ク リ ッ ク し ます。

マク ロエデ ィ タ では複数のマク ロを開 く こ とができます。 また、 マク ロエデ ィ タ では
ネス ト されたマク ロ もサポー ト し ます。

複数の開いたマク ロを表示する

マク ロエデ ィ タ では複数のマク ロを開 く こ とができます。 開いているマク ロ間で
切り替えるには、

• [ マク ロ ] タ ブの [ 開いているマク ロ リ ス ト ] 領域で、 表示させたいマク ロを
ク リ ッ ク し ます。

編集領域にマク ロスク リ プ ト が表示されます。

マク ロの編集

選択し た文字を コ ピーまたはカ ッ ト し て、 ク リ ッ プボー ド に貼り付ける こ とができま
す。 また、 選択し た文字を ク リ ッ プボー ドからテキス ト ウ ィ ン ド ウに貼り付ける こ と
も可能です。 他のアプ リ ケーシ ョ ンに対し ても ク リ ッ プボー ドから文字を貼り付ける
こ とができます。 開いている複数のマク ロを切り替えて個々のマク ロの編集をする こ
と も可能です。

マク ロでテキス ト を コ ピーまたはカ ッ ト し て、 貼り付けを行う には、

1. コ ピーまたはカ ッ ト し たいテキス ト を選択し ます。

2. [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある コ ピー または カ ッ ト ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。

3. [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある貼り付けボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウで挿入箇所に選択し た文字が貼り付けられます。

別の方法 ： アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウで右ク リ ッ ク メ ニューから コ ピー、 カ ッ ト
または貼り付けを選択し ます。 

ノ ー ト パッ ド をデフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ と し て選択し ている場合、 ノ ー ト パッ
ドのサイズ制限によ り容量の大きいマク ロ フ ァ イルはロー ド できないこ とがあ り ます 

[ 編集 ] からサイズの大きなフ ァ イルにアクセスするには、 適切なフ ァ イルサイズ
容量のある ASCII テキス ト エデ ィ タ を イ ンス ト ールする必要があ り ます。 デフ ォル ト
のテキス ト エデ ィ タ を変更するには、

1. テキス ト エデ ィ タ で powerpcb.ini フ ァ イルを開きます。
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2. [GENERAL] セクシ ョ ンを修正し て、 新規テキス ト エデ ィ タの実行フ ァ イル名
を指定し ます。 このエデ ィ タが Windows のフ ォルダにない場合は、 ド ラ イブ
と フ ォルダも含めるよ う にし て く だ さい。

3. .ini フ ァ イルを保存し、 テキス ト エデ ィ タ を閉じ ます。

4. マク ロの編集を続けます。

マク ロの保存

1. 保存 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. Windows 標準の [ 名前を付けて保存 ] ダイアログボ ッ クスでフ ァ イル名を入力
し、 保存を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

• Reference Guide の 「マク ロ言語」 

• コ ンセプ ト ガイ ドの 「マク ロ」

マク ロの再生

[ 実行 ] を使用し て既存マク ロを再生できます。 また、 一時停止し たマク ロ も [ 実行 ]
で再開できます。 マク ロの再生中は作業領域内でマウスを使う こ とはできません。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• マク ロの再生

• 再生中のマク ロの一時停止

• 再生中のマク ロの停止

マク ロの再生

マク ロを再生するには、

1. [ マク ロ ] タ ブで [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てマク ロ フ ァ イル (.mcr) を開きま
す。 最近使用し たマク ロは、 ツールメ ニュー > マク ロ > マク ロ メ ニューにあ り
ます。

2. [ マク ロ ] タ ブの ツールバーにある実行ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

別の方法 ： [ マク ロ ] タ ブで右ク リ ッ ク メ ニューから実行を ク リ ッ ク し ます。

再生中のマク ロの一時停止

再生中のマク ロはいつでも一時停止できます。
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• [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある [ 一時停止 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

ヒ ン ト ： マク ロの再生を再開するには [ 再生 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

再生中のマク ロの停止

マク ロの再生はいつでも停止できます。 ただ し、 一度マク ロを停止する と、 再生を
そこから再開する こ とはできません。 [ 実行 ] を ク リ ッ クする と、 マク ロは最初から
再生されます。

• 右ク リ ッ ク メ ニューから停止を ク リ ッ ク し ます。

別の方法 ： [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある [ 停止 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま
す。

関連 ト ピ ッ ク

• コ ンセプ ト ガイ ドの 「マク ロ」

マク ロスク リ プ ト のデバッ グ

マク ロを再生する際、 段階的に実行する こ と も、 スク リ プ ト のある箇所で実行を停止
する こ と もできます。 これらのデバッ グを行う には、 マク ロを停止させたい箇所に
ブレークポイ ン ト を挿入し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• ブレークポイ ン ト の設定、 解除

• マク ロスク リ プ ト のデバッ グ

• ラ ン タ イムエラーの修正

ブレークポイ ン ト の設定、 解除

マク ロのデバッ グにおいてブレークポイ ン ト の設定 / 解除機能は役に立ちます。 マク
ロ再生中にブレークポイ ン ト に遭遇する と、 マク ロエンジンはマク ロを一時停止し ま
す。

マク ロにブレークポイ ン ト を設定するには、

1. ブレークポイ ン ト を挿入する ラ イ ンにカーソルを置きます。

2. [ マク ロ ] タ ブで右ク リ ッ ク メ ニューのブレーク切り替えを ク リ ッ ク し ます。
現在のカーソル位置にブレークポイ ン ト が挿入されます。 ガ ター領域にブレー
クポイ ン ト マーカが表示されます。

別の方法 ： [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある [ ブレークポイ ン ト の切り替え ]
ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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マク ロ再生中にブレークポイ ン ト に遭遇する と、 マク ロエンジンはマク ロを一時停止
させます。 マク ロの次のラ イ ンが命令ポイ ン タ で示されます。

マク ロスク リ プ ト のデバッ グ

ブレークポイ ン ト を挿入し たら、 以下のタ スクでマク ロをデバッ グできます。

マク ロの 1 行を再生するには、

• [ マク ロ ] タ ブで右ク リ ッ ク メ ニューからステ ッ プオーバーを ク リ ッ ク し ます。

別の方法 ： [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある [ ステ ッ プオーバー ] ボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

現在のラ イ ンでサブルーチン呼び出し を実行し たい場合、

• [ マク ロ ] タ ブで右ク リ ッ ク メ ニューからステ ッ プイ ンを ク リ ッ ク し ます。

別の方法 ： [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある [ ステ ッ プイ ン ] ボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。 

サブルーチンから呼び出し を実行し た箇所へ戻るには、

• [ マク ロ ] タ ブで右ク リ ッ ク メ ニューのステ ッ プアウ ト を ク リ ッ ク し ます。

別の方法 ： [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある [ ステ ッ プアウ ト ] ボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

マク ロを カーソル位置まで再生するには、

• [ マク ロ ] タ ブで右ク リ ッ ク メ ニューのカーソルにステ ッ プを ク リ ッ ク し ます

別の方法 ： [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある [ カーソルにステ ッ プ ] ボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

現在の箇所から実行を続けるには、

• [ マク ロ ] タ ブで右ク リ ッ ク メ ニューの実行を ク リ ッ ク し ます。

別の方法 ： [ マク ロ ] タ ブのツールバーにある [ 実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。 

ラ ン タ イムエラーの修正

ラ ン タ イムエラーが起きた場合、 マク ロデバッ ガーは段階モー ド に切り替わり、
ステータ スバーに詳細な メ ッ セージを表示し ます。 エラーを起こ し たラ イ ンは命令
ポイ ン タ で示されます。 エラーの修正後、 マク ロ再生を再開できます。

関連 ト ピ ッ ク

• コ ンセプ ト ガイ ドの 「マク ロ」
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• Reference Guide の 「マク ロ言語」

マク ロでのコ マン ド ラ イ ンスイ ッ チの使用

コ マン ド ラ イ ンスイ ッ チを使用し て、 セ ッ シ ョ ンの記録、 マク ロのロー ドや実行、
プログラム起動時にマク ロを特定のフ ァ イルや場所に記録が行えます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• セ ッ シ ョ ンを記録する

• 特定のフ ァ イルや場所にログフ ァ イルを記録する

• プログラム起動時にマク ロを実行する

セ ッ シ ョ ンを記録する

1. ス ター ト メ ニューで PADS プログラムのシ ョ ー ト カ ッ ト にカーソルを合わせま
す。

2. シ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し て、 プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。

3. シ ョ ー ト カ ッ ト タ ブを選択し、 リ ン ク先のボ ッ クス内を ク リ ッ ク し ます。

4. 既存シ ョ ー ト カ ッ ト の末尾に -log と入力し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト
( 例 ： "powerlogic.exe") と "-log" コ マン ドの間には必ずスペースを入れて
く だ さい。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。 プログラムを実行する と ログが作成されます。

特定のフ ァ イルや場所にログフ ァ イルを記録する

1. ス ター ト メ ニューで PADS プログラムのシ ョ ー ト カ ッ ト にカーソルを合わせま
す。

2. シ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し て、 プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。

3. シ ョ ー ト カ ッ ト タ ブを選択し、 リ ン ク先のボ ッ クス内を ク リ ッ ク し ます。

4. 既存シ ョ ー ト カ ッ ト の末尾に -log:[ パス と フ ァ イル名 ] と入力し ます。
例 ： -log:C:\PADS Projects\mylog.txt。 シ ョ ー ト カ ッ ト ( 例 ： "powerpcb.exe") と  "-
log" コ マン ドの間には必ずスペースを入れて く だ さい。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。 プログラムを実行する と特定の場所に指定し た名前で
ログが作成されます。

プログラム起動時にマク ロを実行する

マク ロをシ ョ ー ト カ ッ ト から開始する と、 プログラム起動時にマク ロを ( デスク
ト ッ プかス ター ト メ ニューから ) 実行する こ とができます。
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1. ス ター ト メ ニューで PADS プログラムのシ ョ ー ト カ ッ ト にカーソルを合わせ
ます。

2. シ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し て、 プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。

3. シ ョ ー ト カ ッ ト タ ブを選択し、 リ ン ク先のボ ッ クス内を ク リ ッ ク し ます。

4. 既存シ ョ ー ト カ ッ ト の末尾に以下を入力し ます。

-run=[ パス と フ ァ イル名 ]

例 ：

-run=C:\PADS Projects\Samples\mymacro.mcr

必須事項 ： シ ョ ー ト カ ッ ト 末尾 ( "blazerouter.exe") と "-run" コ マン ドの間には
必ずスペースを入れて下さい。 

別の方法 ： ハイ フ ンの代わり に / も使用可能です ( 例 ： /run=mymacro.mcr)。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。 プログラムを実行する と、 プログラム開始と同時に
指定されたマク ロが実行されます。

関連 ト ピ ッ ク

• コ ンセプ ト ガイ ドの 「マク ロ」

• マク ロの作成

使用中のフ ァ イルを開 く
PADS 製品では、 既に他ユーザーによ って開かれている フ ァ イルに変更を加えられな
いよ う になっています。

共有されている場所で最初にフ ァ イルを開いた人が、 フ ァ イルを開いている間は、 そ
のフ ァ イルのオーナーと な り ます。 その間、 フ ァ イルは他ユーザーに対し てはロ ッ ク
されます。 既に他の人が開いている フ ァ イルを開こ う とする と、 現在のフ ァ イルオー
ナーと フ ァ イルをロ ッ ク し ている コ ンピ ュータの名前を通知する警告メ ッ セージが表
示されます。 フ ァ イルを読み取り専用で開 く こ とはできますが、 オーナーがフ ァ イル
を開いている間はフ ァ イルの更新はできません。 [ 名前を付けて保存 ] コマン ド を使
用し、 他の名前でフ ァ イルを保存する こ とは可能です。

PADS Layout のデフォルト設定のカスタマイズ

PADS Layout 操作のデフ ォル ト ASCII パラ メ ータ を定義するには、 設定が必要です。
これらのシステム設定を変更し、 フ ァ イルに保存する こ と で、 ユーザーイ ン ター
フ ェースを カス タ マイズできます。 

こ こ では、 以下について説明し ます ：
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• PADS Layout のデフ ォル ト 設定

• PADS Layout のデフ ォル ト 起動条件を変更

• PADS Layout のデフ ォル ト 起動フ ァ イルを変更

PADS Layout のデフ ォル ト 設定

DEFAULT.ASC フ ァ イルにはレ イアウ ト モー ドの設定が、 DECALEDT.ASC フ ァ イル
には部品形状エデ ィ タ モー ドの設定が含まれています。 起動フ ァ イルを作成し、 拡張
子 .stp を付けて保存する こ と も可能です。

レ イアウ ト モー ドや部品形状編集モー ド で起動フ ァ イルを一緒に機能させるには、
メ ニューオプシ ョ ンの [ 起動フ ァ イルを名前を付けて保存 ] や [ 起動フ ァ イルを設定 ]
を使用し ます。 [ 起動フ ァ イルを設定 ] ダイアログボ ッ クスで、 フ ァ イルに保存する
オプシ ョ ンを設定できます。

PADS Layout のデフ ォル ト 起動条件を変更

PADS Layout のデフ ォル ト の起動条件を変更するには、

1. [ ツール ] メ ニューで、 オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスで、 設計単位、 グ リ ッ ド、 デフ ォル ト
フ ォ ン ト などを変更し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し て変更を保存し ます。

4. [ 設定 ] メ ニューで、 層構成を定義を ク リ ッ ク し ます。

5. [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 層モー ド、 電気層の数、 層の関連付
けなどを変更し ます。

6. [ 設定 ] メ ニューで、 設計の規則を ク リ ッ ク し ます。

7. [ 規則 ] ダイアログボ ッ クスで、 設計に使用する規則を変更できます。

8. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 起動フ ァ イルを名前を付けて保存を ク リ ッ ク し ます。 
フ ォルダを C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Settings に設定
し ます。

9. フ ァ イルリ ス ト から適当な *.stp フ ァ イルを選択するか、 フ ァ イル名がない
場合は、 [ フ ァ イル名 ] 領域に新しいフ ァ イル名を入力し ます。

10. 保存を ク リ ッ ク し ます。 [ 起動フ ァ イルを名前を付けて保存 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

11. [ 起動フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスで、 全選択を ク リ ッ クするか、
既に選択されているオプシ ョ ンをそのまま使用し ます。

12. 他のオプシ ョ ンは変更せず、 OK を ク リ ッ ク し ます。
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ヒ ン ト ： 起動フ ァ イルにコ メ ン ト を追加できます。

PADS Layout のデフ ォル ト 起動フ ァ イルを変更

PADS Layout のデフ ォル ト の起動フ ァ イルを変更するには、

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで起動フ ァ イルを設定を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 起動フ ァ イルを設定 ] ダイアログボ ッ クスで、 [ 設計を起動 ] リ ス ト から使用
し たいフ ァ イルを選択し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

基板の全体表示
基板の全体表示を行う には、 数字キーパッ ドの Home を押し ます。

PADS イ ン ターフ ェースのカス タ マイズ
PADS イ ン ターフ ェースは、 作業ス タ イルや設計作業に合わせてカス タ マイズ可能で
す。 表示させるツールバーを選択し た り、 ツールバーやメ ニューにアイテムを追加し
た り、 カス タムのツールバー、 メ ニュー、 シ ョ ー ト カ ッ ト キーなどを作成できます

カス タ マイズには [ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスを使用し ます。 ダイアログ
ボッ クスを呼び出すには 2 つの方法があ り ます。

• PADS イ ン ターフ ェースから、 ツールメ ニュー > カス タ マイズを選択し ます。
行ったカス タ マイズはすべて PADS ツールのメ イ ン表示画面に適用されます。

• イ ン ターフ ェースのウ ィ ン ド ウ部 ( アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウなど ) で、右ク リ ッ
ク メ ニューから カス タ マイズを選択し ます。 カス タ マイズはそのウ ィ ン ド ウに
のみ適用されます。

カス タ マイズは現在の作業領域と共に保存されるため、 ツールバー、 メ ニュー、
シ ョ ー ト カ ッ ト キーに加えた全ての変更は、 作業領域を再び開いた際に復元されま
す。

関連 ト ピ ッ ク 　

• ツールバーやシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのカス タ マイズ

• カス タム メ ニューの作成

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーのカス タ マイズ

• 表示画面のカス タ マイズ
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ツールバーやシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのカス タ マイズ

カス タムのツールバーやシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを作成するには、 [ カス タ マイズ ]
ダイアログボッ クスの [ ツールバーと メ ニュー ] タ ブを使用し ます。
( ツールメ ニュー > カス タ マイズ > ツールバーと メ ニュータ ブ )

• カス タムツールバーの作成

• シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのカス タ マイズ

• ツールバーのリ セ ッ ト

• カス タムツールバーの削除

• カス タムツールバーの名称変更

• シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのリ セ ッ ト

ヒ ン ト ： カス タムのメ イ ン メ ニューを作成するには、 [ カス タ マイズ ] ダイアログ
ボッ クスの [ コマン ド ] タ ブを使います。 参照 ： カス タム メ ニューの作成

関連 ト ピ ッ ク 　

ツールバーと メ ニューのアイテムの移動

カス タムツールバーの作成

カス タムツールバーを作成するには、 空の新規ツールバーを作成し、 そこにアイテム
( コマン ド ) を追加し ます。

カス タムのツールバーを作成するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > ツールバーと メ ニュータ ブ

2. [ ツールバー ] ボ ッ クスで新規ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. ツールバーの名前を入力し OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 　

• PADS イ ン ターフ ェースに空の新規ツールバーが表示されます。

• [ ツールバーと メ ニュー ] タ ブに新規ツールバーが表示され、 選択かつ表示
が有効な状態と な り ます。 ( 名前の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスが選択された
状態 )。

4. PADS イ ン ターフ ェース上で配置し たい場所にツールバーを ド ラ ッ グし ます。

5. 新規ツールバーにアイテム ( コマン ド ) を加えるには、 コマン ド タ ブを ク リ ッ
ク し ます。 

6. [ カテゴ リー ] リ ス ト で メ ニューまたはツールバー名を選択する と、 対応する
コ マン ド名が表示されます。 あるいは、 全てのコ マン ド を選択し ます。
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制限事項 ： 特別なモー ド で PADS Layout や PADS Logic を実行し ている場合
( 例 ： PADS layout の部品形状エデ ィ タ )、 一部のカテゴ リーやコ マン ドは
カス タ マイズできません。

7. [ コマン ド ] リ ス ト から希望のコ マン ド を選択し、 ツールバーに ド ラ ッ グし ま
す。

8. コ マン ドの追加が完了し たら、 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

• カス タムツールバーの削除

• ツールバーやメ ニューにアイテムを追加

• ツールバーやメ ニューからアイテムを削除

ツールバーの表示と非表示

PADS イ ン ターフ ェース上の領域を広 く するため、 必要なツールバーを表示し、 他を
非表示にする こ とができます。

ツールバーの表示 / 非表示を制御するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > ツールバーと メ ニュータ ブ

2. [ ツールバー ] リ ス ト から ツールバーを選択し ます。

3. イ ン ターフ ェースにツールバーを表示するには、 名前の横にあるチ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し ます。 ツールバー非表示にするにはチ ェ ッ ク を外し ます。

4. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ツールバーやメ ニューの他のカス タ マイズ方法については 、 表示画面のカス
タ マイズをご覧 く だ さい。

カス タムツールバーの削除

作成し たカス タムツールバーは削除する こ とができます。

制限事項 ： システムツールバーは削除できません。

カス タムツールバーを削除するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > ツールバーと メ ニュータ ブ

2. [ ツールバー ] リ ス ト から カス タムツールバーを選択し て、 削除ボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

• ツールバーやメ ニューにアイテムを追加
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• ツールバーやメ ニューからアイテムを削除

• ツールバーの表示と非表示

カス タムツールバーの名称変更

作成し たカス タムツールバーの名称を変更できます。

制限事項 ： システムツールバーの名称は変更できません。

カス タムツールバーの名称を変更するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > ツールバーと メ ニュータ ブ

2. [ ツールバー ] リ ス ト から カス タムツールバーを選択し、 編集ボタ ンを ク リ ッ
ク し ます。

3. [ ツールバー名 ] ダイアログボ ッ クスに新たな名前を入力し、 OK を ク リ ッ ク
し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

• ツールバーの表示と非表示

• カス タムツールバーの削除

ツールバーのリ セ ッ ト

1 つまたはすべてのツールバーをデフ ォル ト のボタ ン状態に戻すこ とができます。

特定のツールバーをデフ ォル ト 状態に戻すには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > ツールバーと メ ニュータ ブ

2. [ ツールバー ] リ ス ト から ツールバーを選択し ます。

3. リ セ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。 

ヒ ン ト ： すべてのツールバーをデフ ォル ト 設定に戻すには、 全て リ セ ッ ト を ク リ ッ ク
し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのカス タ マイズ

右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューが表示されます。 PADS ウ ィ ン ド ウで選択中の
オブジ ェ ク ト や、 現在行っている操作に対するオプシ ョ ンが表示されます。

既存のシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー項目は追加、 削除、 並び替えによ り カス タ マイズでき
ます。 また、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューをデフ ォル ト 状態に戻すこ と もできます。

制限事項 ：
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• シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを新規作成する こ とはできません。

• PADS Logic や PADS Layout のシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューはカス タ マイズできませ
ん。

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを カス タ マイズするには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > ツールバーと メ ニュータ ブ

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー ] 領域で、 変更し たいシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを
選択し ます。

結果 ： シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー ( ポ ッ プア ッ プ メ ニューとい う ) が表示されま
す。

3. メ ニューアイテム ( コマン ド ) の追加、 削除、 並び替えが行えます。

• シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューにアイテムを追加するには、

i. [ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスの [ コ マン ド ] タ ブを ク リ ッ ク し ま
す。

ii. [ カテゴ リー ] リ ス ト で メ ニューまたはツールバー名を選択する と、
対応する コ マン ド名が表示されます。 あるいは、 [ 全てのコマン ド ] を
ク リ ッ ク し ます。

iii. コ マン ド をシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューに ド ラ ッ グし ます。

• シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューからアイテムを削除するには、 アイテムを選択
し てシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの外側に ド ラ ッ グし ます。

• シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのアイテムを並び替えるには、 アイテムを選択
し て メ ニュー上の別の位置に ド ラ ッ グし ます。

4. メ ニューのカス タ マイズが完了し たら、 X または閉じ るを ク リ ッ ク し て終了
し ます。

ヒ ン ト ： コ マン ド動作がシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの内容と一致し ない場合、 カス タ マ
イズ操作でコ マン ド を メ ニューに追加する こ とはできますが、 そのコ マン ドは
メ ニューには表示されません。 た と えば、 PADS Router で配線コ マン ドの [ 円滑化 ]
は動詞モー ドのコ マン ド です。 配線コ マン ドの [ 円滑化 ] を [ 対話型配線 ] シ ョ ー ト
カ ッ ト メ ニューに追加し ても、 このコ マン ドはメ ニューに表示されません。

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのリ セ ッ ト

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを カス タ マイズし た後、 元のメ ニューアイテムに戻し たい
場合、 一部またはすべてをデフ ォル ト 状態に リ セ ッ ト する こ とができます。

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューをデフ ォル ト 状態に戻すには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > ツールバーと メ ニュータ ブ
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2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー ] リ ス ト から、 リ セ ッ ト するシ ョ ー ト カ ッ ト
メ ニューを選択し ます。

3. [ シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー ] 領域で リ セ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。

すべてのシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューをデフ ォル ト 状態に戻すには、

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー ] ボ ッ クスで全て リ セ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのカス タ マイズ

コ マン ド と メ ニューのカス タ マイズ

コ マン ド を カス タ マイズし て、 メ ニュー項目と し て使用し た り、 ツールバーボタ ン と
し て使用できます。 また、 メ ニューも カス タ マイズ可能です。

• カス タムコ マン ドの作成

• 新規コ マン ドのプロパテ ィ の設定

• カス タムコ マン ドの編集

• カス タムコ マン ドの削除

• カス タム メ ニューの作成

カス タムコマン ドの作成

カス タムコ マン ドは以下から作成できます。

• メ ニューアイテムやツールバーボタ ン と し て既存のコ マン ド。
このタ イプのコ マン ド を作成するには、 新規コ マン ドの元と なる既存コ マン ド
を選択し、 新コ マン ドのプロパテ ィ を定義し ます。

• マク ロ コ マン ド フ ァ イル。 参照 ： マク ロ コ マン ド フ ァ イルから コ マン ド を作成

既存コ マン ドから カス タムコ マン ド を作成するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > コマン ド タ ブ。

2. [ カテゴ リー ] リ ス ト で メ ニューまたはツールバー名を選択する と、 対応する
コ マン ド名が表示されます。 あるいは、 全てのコ マン ド を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ( [ マク ロ フ ァ イル ] タ ブで ) マク ロ コマン ド を コマン ド と し て使用
できるよ う に指定し た場合、 [ カテゴ リー ] リ ス ト には [ マク ロ ] カテゴ リーも
表示され、 [ コマン ド ] リ ス ト にはマク ロが表示されます。 詳細は、 マク ロ コ
マン ド フ ァ イルから コ マン ド を作成をご覧下さい。 
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3. [ コマン ド ] リ ス ト で、 カス タムコ マン ドの元と なる コ マン ド を選択し ます。
新規を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 追加コマン ド ] ダイアログボ ッ クスで新規コ マン ドのプロパテ ィ を設定し ま
す。

a. [ コマン ド名 ] ボ ッ クスにコ マン ド名を入力し ます。

b. [ 引数 ] ボ ッ クスにコ マン ドの引数を入力し ます。 複数の引き数はスペース
で区切って く だ さい。 引数にスペースが含まれる場合は引用符 ("") で囲い
ます。

c. [ 説明 ] ボ ッ クスにカス タムコ マン ドの説明を入力し ます。

d. 元のコ マン ド に関連付けらた画像を使用する場合、 デフ ォル ト イ メ ージを
使う  を選択し ます。 別の画像を使用し た り、 既存の画像を編集または画像
を新規作成する場合は、 ユーザー定義イ メ ージを使用を選択し ます。

e. OK を ク リ ッ ク し て [ 追加コマン ド ] ダイアログボ ッ クスを閉じ、 [ カス タ
マイズ ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。 

5. すべてのカス タ マイズの完了後、 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ツールバーやメ ニューにコ マン ド を追加するには、 コ マン ド を ク リ ッ ク
し、 コ マン ド リ ス ト から ツールバーまたはメ ニューに ド ラ ッ グし ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

• ツールバーやメ ニューにアイテムを追加 

• マク ロ コ マン ド フ ァ イルから コ マン ド を作成 

• ツールバーのリ セ ッ ト  

新規コマン ドのプロパテ ィ の設定

新規コ マン ドのプロパテ ィ を設定するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > コマン ド タ ブ。

2. [ コマン ド ] リ ス ト で新規を ク リ ッ ク し、 新規作成ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
[ 追加コマン ド ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. [ コマン ド名 ] ボ ッ クスに新規コ マン ド名を入力し ます。

4. オプシ ョ ン と し て、 [ 次に基づ く ] ボ ッ クスに新規コ マン ドの元と なる コマン
ドの名前を入力し ます。

5. [ 引数 ] ボ ッ クスに新規コ マン ドの引数をスペースで区切って入力し ます。

必須事項 ： 引数にスペースが含まれる場合、 引数を引用符で囲います。
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6. [ 説明 ] ボ ッ クスでコ マン ドの説明を編集し ます。 ( 追加し た引数の値を表す
説明など )

7. 元のコ マン ド に関連付けられた画像を使用する場合、 デフ ォル ト イ メ ージを使
う を選択し ます。

または

別の画像を使用し た り、 既存の画像を編集または画像を新規作成する場合は、
ユーザー定義イ メ ージを使用を選択し ます。

8. OK を ク リ ッ ク し て [ 追加コマン ド ] ダイアログボ ッ クスを閉じ、 [ カス タ マイ
ズ ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

コ マン ド と メ ニューのカス タ マイズ 

カス タムコマン ドの編集

制限事項 ： 編集はカス タムコ マン ド ( 作成されたコマン ド ) のみ行えます。 システム
コ マン ドは編集できません。

カス タムコ マン ド を編集するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > コマン ド タ ブ。

2. [ カテゴ リー ] リ ス ト で メ ニューまたはツールバー名を選択する と、 対応する
コ マン ド名が表示されます。 あるいは、 全てのコ マン ド を ク リ ッ ク し ます。

3. [ コマン ド ] リ ス ト から コ マン ド を選択し、 編集ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

4. [ コマン ド編集 ] ボ ッ クスでカス タムコ マン ドのプロパテ ィ を変更し ます。

a. [ コマン ド名 ] ボ ッ クスにコ マン ド名を入力し ます。

b. [ 引数 ] ボ ッ クスにコ マン ドの引数を入力し ます。 複数の引数はスペースで
区切って く だ さい。 引数にスペースが含まれる場合は引用符 ("") で囲いま
す。

c. [ 説明 ] ボ ッ クスにカス タムコ マン ドの説明を入力し ます。

d. 元のコ マン ド に関連付けられた画像を使用する場合、 デフ ォル ト イ メ ージ
を使う を選択し ます。 別の画像を使用し た り、 既存の画像を編集または画
像を新規作成する場合は、 ユーザー定義イ メ ージを使用を選択し ます。

e. OK を ク リ ッ ク し て [ 追加コマン ド ] ダイアログボ ッ クスを閉じ、 [ カス タ
マイズ ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。 

5. すべてのカス タ マイズが完了し たら、 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。
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OK を ク リ ッ ク し て [ コマン ド編集 ] ダイアログボ ッ クスを閉じ、 [ カス タ マイズ ]
ダイアログボッ クスに戻り ます。 

カス タムコマン ドの削除

制限事項 ： 編集はカス タムコ マン ド ( 作成されたコマン ド ) のみ行えます。 システム
コ マン ドは編集できません。

コ マン ド を削除するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > コマン ド タ ブ。

2. [ カテゴ リー ] リ ス ト で メ ニューまたはツールバー名を選択する と、 対応する
コ マン ド名が表示されます。 あるいは、 全てのコ マン ド を選択し ます。

3. コ マン ド リ ス ト から コ マン ド を選択し、 削除ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

4. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

カス タムメ ニューの作成

カス タム メ ニューを作成するには、 新規ツールバーを作成し て、 そこにアイテム
( コマン ド ) を追加し ます。

メ ニューを新規作成するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > コマン ド タ ブ。

2. [ カテゴ リー ] リ ス ト から新規メ ニューを選択し ます。

3. [ コマン ド ] リ ス ト で 新規メ ニューを選択し、 希望の位置へド ラ ッ グし ます。

• ト ッ プレベルのメ ニューを作成するには、 メ ニューバーに ド ラ ッ グし ます

• サブ メ ニューを作成するには、 既存メ ニュー名の上に ド ラ ッ グし ます。

4. 新規メ ニューを ク リ ッ クで選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューからボタ ンの外観を選
択し ます。

5. [ ボタ ンテキス ト ] フ ィ ールド に メ ニュー名を入力し OK を ク リ ッ ク し ます。
[ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスは開いたままにし ます。

6. 新規メ ニューにアイテム ( コマン ド ) を追加するため、 コマン ド タ ブを ク リ ッ
ク し ます。 

7. [ カテゴ リー ] リ ス ト で メ ニューまたはツールバー名を選択する と、 対応する
コ マン ド名が表示されます。 あるいは、 全てのコ マン ド を選択し ます。

制限事項 ： 特別なモー ド で PADS Layout や PADS Logic を実行し ている場合
( 例 ： PADS layout の部品形状エデ ィ タ )、 一部のカテゴ リーやコ マン ドは
カス タ マイズできません。
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8. [ コマン ド ] リ ス ト から コ マン ド を選択し て メ ニューに ド ラ ッ グし ます。

9. コ マン ドの追加が完了し たら、 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

ツールバーやメ ニューの内容の制御

ツールバーやメ ニュー項目を変更できます。

•

ツールバーやメ ニューにアイテムを追加

ツールバーにボタ ンを追加し た り、 メ ニューにアイテムを追加するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > コマン ド タ ブ。

2. [ カテゴ リー ] リ ス ト で メ ニューまたはツールバー名を選択する と、 対応する
コ マン ド名が表示されます。 あるいは、 全てのコ マン ド を選択し ます。

制限事項 ： 特別なモー ド で PADS Layout や PADS Logic を実行し ている場合
( 例 ： PADS layout の部品形状エデ ィ タ )、 一部のカテゴ リーやコ マン ドは
カス タ マイズできません。

3. [ コマン ド ] リ ス ト から コ マン ド を選択し て メ ニューに ド ラ ッ グし ます。

ヒ ン ト ： ( [ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスを開いている時に ) ツールバー
やメ ニューからアイテムを削除するには、 アイテムを ク リ ッ ク し ツールバーや
メ ニューの外側に ド ラ ッ グし ます。

4. コ マン ドの追加が完了し たら、 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

• カス タム メ ニューの作成

• マク ロ コ マン ド フ ァ イルから コ マン ド を作成

• ツールバーやメ ニューからアイテムを削除

• ツールバーと メ ニューのアイテムの移動

ツールバーと メ ニューのアイテムの移動

メ ニューアイテムやツールバーボタ ンは配置を変更する こ とができます。 また、
メ ニュー間やツールバー間でアイテムの移動やコ ピーが行えます。

ツールバーボタ ンの移動

ツールバーボタ ンの移動方法は、 [ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスが開いている
か閉じ ているかで異な り ます。
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[ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスが開いている場合

• ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し、 同じ ツールバー上の別の位置または他のツー
ルバーに ド ラ ッ グし ます。

ヒ ン ト ： ボタ ンを移動する代わり にボタ ンを コ ピーし、 それを移動する こ と も
可能です。 ボタ ンを ド ラ ッ グする際は Ctrl キーを押し続けます。

[ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスが閉じ ている場合

• Alt キーを押し続けます。 ツールバーボタ ンを、 同じ ツールバー上の別の位置
または他のツールバーに ド ラ ッ グし ます。

メ ニューアイテムの移動

制限事項 ： メ ニューアイテムを移動するには、 [ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クス
が開いている必要があ り ます。

メ ニューアイテムを移動するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ

2. PADS ツールのメ イ ンウ ィ ン ド ウで、 移動させたいアイテムを含むメ ニューを
表示させます。

3. メ ニューアイテムを ク リ ッ ク し、 同じ メ ニュー上の別の位置または他の
メ ニューに ド ラ ッ グし ます。

ヒ ン ト ： メ ニューアイテムを移動する代わり にアイテムを コ ピーし、 それを
移動する こ と も可能です。 アイテムを ド ラ ッ グする際は Ctrl キーを押し続け
ます。

4. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

• コ マン ド と メ ニューのカス タ マイズ

• ツールバーやメ ニューにアイテムを追加 

• ツールバーのリ セ ッ ト

ツールバーやメ ニューからアイテムを削除

メ ニューアイテムやツールバーボタ ンは削除できます。 削除方法は [ カス タ マイズ ]
ダイアログボッ クスが開いているか閉じ ているかで異な り ます。

[ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスが開いている場合 

• アイテムをツールバーやメ ニューの外側に ド ラ ッ グし ます。 その後、 [ カス タ
マイズ ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。
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[ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスが閉じ ている場合

• Alt キーを押し ながら、 アイテムをツールバーやメ ニューの外側に ド ラ ッ グ
し ます。

ヒ ン ト ： ツールバーやシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのアイテムリ ス ト はデフ ォル ト 状態に
戻すこ とができます。 参照 ： ツールバーのリ セ ッ ト

関連 ト ピ ッ ク 　

ツールバーやメ ニューにアイテムを追加

シ ョ ー ト カ ッ ト キーのカス タ マイズ

シ ョ ー ト カ ッ ト キーの作成と カス タ マイズは [ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスの
[ キーボー ド と マウス ] タ ブを使って行います。 ( ツールメ ニュー > カス タ マイズ > 
キーボー ド と マウス タ ブ )。

• 使用可能なシ ョ ー ト カ ッ ト キーのレポー ト を作成するには、 使用可能なシ ョ ー
ト カ ッ ト キーのリ ス ト をご覧下さい。

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーの作成または既存シ ョ ー ト カ ッ ト キーの再割当を行う には
シ ョ ー ト カ ッ ト キーの新規作成をご覧下さい。

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーにマク ロ コ マン ド を割り当てるには、 マク ロにシ ョ ー ト
カ ッ ト キーを割り当てるをご覧下さい。

• 既存のシ ョ ー ト カ ッ ト キーを削除するには、 シ ョ ー ト カ ッ ト キーの削除をご覧
下さい。

• すべてのシ ョ ー ト カ ッ ト キーをデフ ォル ト 設定に戻すには、 シ ョ ー ト カ ッ ト
キーのリ セ ッ ト をご覧下さい。

シ ョ ー ト カ ッ ト キーの新規作成

作成するシ ョ ー ト カ ッ ト キーはあらゆるモー ド で適用されます。 し たがって、 1 つの
シ ョ ー ト カ ッ ト キーが使用中のモー ド によ り異なる機能を持つ場合があ り ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト キーを作成するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > キーボー ド と マウス タ ブ。

2. [ モー ド ] ボ ッ クスで、 シ ョ ー ト カ ッ ト を適用するモー ド を選択し ます。 使用
可能なコ マン ドが [ コマン ド ] ボ ッ クスに表示されます。

3. [ コマン ド ] ボ ッ クスで、 新たにシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し たいコマン ド を選択
し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト が既に存在する場合は、 [ 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト ]
ボッ クスに表示されます。
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ヒ ン ト ： 既存のシ ョ ー ト カ ッ ト を置き換えるには、 削除を ク リ ッ ク し てその
コ マン ド用の新たなシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。

4. [ 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト ] ボ ッ クスの上にある新規ボタ ンを ク リ ッ ク し て、
[ シ ョ ー ト カ ッ ト 割り当て ] ダイアログボ ッ クスを開きます。 

5. 以下のシ ョ ー ト カ ッ ト タ イプのいずれかを選択し て く だ さい ：

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーを割り当てるには、 新規シ ョ ー ト カ ッ ト キーを選択し
て、 使用し たいキーを押し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト キー作成についての規則
と制限の詳細については、 キー順序に関する規則と制限をご覧下さい。

ヒ ン ト ： 新規シ ョ ー ト カ ッ ト を入力する と、 [ 他のコマン ド に割り当てられ
た同様のシ ョ ー ト カ ッ ト コ マン ド ] ボ ッ クスに同様のシ ョ ー ト カ ッ ト が表
示されます。 これによ り既存シ ョ ー ト カ ッ ト と新規シ ョ ー ト カ ッ ト の競合
を避ける こ とができます。

• マウス動作を作成するには、 ポイ ン タ イベン ト を選択を選択し、 リ ス ト
ボッ クスオプシ ョ ン、 マウスボタ ン イベン ト 、 変更キーの組み合わせを選
択し ます。

6. OK を ク リ ッ ク し て [ シ ョ ー ト カ ッ ト 割り当て ] ボ ッ クスを閉じ ます。

結果 ： [ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスの [ 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト ]
ボッ クスに新規シ ョ ー ト カ ッ ト が表示されます。

キー順序に関する規則と制限

最初の文字には、 以下に加え、 Alt、 Ctrl、 Shift 修飾キーを含むこ とができます ：

• スペースやタ ブを含む印刷可能なすべての文字

• すべてのフ ァ ン クシ ョ ンキー

• 拡張キー ： ↑、 ↓、 ←、 →、 Insert、 Delete、 Home、 PageUp、 PageDown、 End

• 数字キー (NumLock オフ時 ) ： ↑、 ↓、 ←、 →、 Insert、 Home、 PageUp、
PageDown、 Del、 End、 /、 *、 +、 -

• マウスポイ ン タ イベン ト ： ク リ ッ ク、 ダブルク リ ッ ク、 フ ォワー ド ホイール、
バッ クホイール

制限事項 ： マウスポイ ン タ イベン ト をキー順序と合わせて使用する こ とはでき
ませんが、 Ctrl、 Alt、 Shift 修飾キーは合わせて使用できます。

後に続 く 文字には以下が含まれます ：

• 英数字 (a-z0-9)

例外 ： 一部の組み合わせ (Alt+Tab など ) は、 Windows で使用されているため、 シ ョ ー
ト カ ッ ト キーには使えません。
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関連 ト ピ ッ ク

• コ マン ド と メ ニューのカス タ マイズ

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーのリ セ ッ ト

• 使用可能なシ ョ ー ト カ ッ ト キーのリ ス ト

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーのリ セ ッ ト

使用可能なシ ョ ー ト カ ッ ト キーのリ ス ト

コ マン ド と割り当てられたシ ョ ー ト カ ッ ト の表を HTML フ ァ イルと し て作成し、
その情報を WEB 上で設計チームの他メ ンバーと共有する こ とができます。

使用可能なシ ョ ー ト カ ッ ト キーが表記された HTML フ ァ イルを作成するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > キーボー ド と マウス タ ブ。

2. レポー ト を ク リ ッ ク し て、 HTML フ ァ イル名を選択または入力し、 保存を
ク リ ッ ク し ます。

結果 ： アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウの [ ステータ ス ] タ ブにフ ァ イルへのリ ン クが表示
されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

• コ マン ド と メ ニューのカス タ マイズ

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーの新規作成

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーの削除

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーのリ セ ッ ト

シ ョ ー ト カ ッ ト キーの表現

シ ョ ー ト カ ッ ト キーコ マン ドの引数の文字に正規表現を使用できます。 Table 3-5 を
ご覧 く だ さい。 

Table 3-5. シ ョ ー ト カ ッ ト キーの表現

表現 意味 
* 任意の数の文字に一致

? 任意の 1 文字に一致

[set] 指定されたセ ッ ト 内の任意の 1 文字に一致
ヒ ン ト ： セ ッ ト は文字や範囲で構成されます。
範囲の形式 ： 文字ハイ フ ン文字 (A-Z、 0-9 など )。
セ ッ ト においてサポー ト される文字の最低セ ッ ト は
[0-9a-zA-Z_] からな り ます。
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以下の表は preview.pcb 設計で、 コマン ド引数に使用されている表現の例です。
Table 3-6. をご参照 く だ さい。 

シ ョ ー ト カ ッ ト キーの削除

使用し ないシ ョ ー ト カ ッ ト を削除し た り、 既存シ ョ ー ト カ ッ ト を変更する際の最初の
ステ ッ プ と し てシ ョ ー ト カ ッ ト を削除し ます。 

シ ョ ー ト カ ッ ト を削除するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > キーボー ド と マウス タ ブ。

2. [ モー ド ] ボ ッ クスで、 削除し たいシ ョ ー ト カ ッ ト のモー ド を選択し ます。
[ コマン ド ] ボ ッ クスに使用可能なコ マン ドが表示されます。

3. [ コマン ド ] リ ス ト で削除する コ マン ド を選択し ます。

4. [ 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト ] リ ス ト から削除するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。

5. 削除ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーの新規作成

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーのリ セ ッ ト

[!set] または [^set] 指定された文字セ ッ ト 以外の任意の 1 文字に一致

\ セ ッ ト 内の ` [ ] * ? 　 ! ` [ ] * ?^ - \ ' 文字の特別な構文上の
意味を抑制し、 その文字に一致

Table 3-6. シ ョ ー ト カ ッ ト キー表現例

シ ョ ー ト カ ッ ト
キー

結果 　

H A* A で始まるすべてのネ ッ ト (A00、 A01、 A02 など ) を
強調表示し ます。

H +?? + から始まる 2 桁の数字、 あるいは +5V といった 0 の後
に 2 つの文字を含むすべてのネ ッ ト を強調表示し ます。

H A?0 A で始ま り 0 で終わり、 任意の文字が中間にあるすべての
ネ ッ ト (A00、 A10 など ) を強調表示し ます。

H [C-D]* C または D から始まるすべてのネ ッ ト (CLKIN、 D00 など
) を強調表示し ます。

H [!C-D]* C および D 以外から始まるすべてのネ ッ ト (A00、 GND な
ど ) を強調表示し ます。

Table 3-5. シ ョ ー ト カ ッ ト キーの表現 (cont.)
表現 意味 
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シ ョ ー ト カ ッ ト キーのリ セ ッ ト

すべてのシ ョ ー ト カ ッ ト キーをデフ ォル ト 設定に戻すこ とができます。

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > キーボー ド と マウス タ ブ。

2. 全て リ セ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。

3. 確認ダイアログボ ッ クスではいを ク リ ッ ク し ます。

マク ロにシ ョ ー ト カ ッ ト キーを割り当てる

マク ロを実行するシ ョ ー ト カ ッ ト キーを作成できます。

ヒ ン ト ： シ ョ ー ト カ ッ ト キーにマク ロを割り当てるには、 マク ロ コ マン ド フ ァ イル
(.mcr) を事前に準備する必要があ り ます。 マク ロは PADS ツールでの記録、 または
マク ロ言語でのスク リ プ ト 記述によ り作成できます。 詳し く はマク ロの作成をご覧
く だ さい。 

シ ョ ー ト カ ッ ト キーにマク ロ コ マン ド を割り当てるには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > マク ロ フ ァ イルタ ブ。

2. [ マク ロ コマン ド フ ァ イル ] 領域で新規作成ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. [ マク ロを開 く ] ダイアログボ ッ クスで必要なマク ロ フ ァ イルを選択し て、
開 く を ク リ ッ ク し ます。 PADS ツールがマク ロを読み込み、 コ マン ド と し て
使用できるよ う にな り ます ( マク ロ名の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスが選択され
ます )。

ヒ ン ト ： マク ロ フ ァ イルを閉じ た り、 [ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスで
使用不可にするには、 マク ロ名の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスのチ ェ ッ ク を外し
ます。

4. マク ロをシ ョ ー ト カ ッ ト キーに割り当てるため、 キーボー ド と マウス タ ブを
ク リ ッ ク し ます。

5. [ モー ド ] リ ス ト から全モー ド を選択し ます。

6. [ コマン ド ] 領域でマク ロをダブルク リ ッ ク し、 使用可能なマク ロを一覧表示
させます。 必要なマク ロを選択し ます。

7. [ 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト ] 領域で新規作成ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ シ ョ ー ト
カ ッ ト 割り当て ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

8. 以下のシ ョ ー ト カ ッ ト タ イプのいずれかを選択し て く だ さい ：

• シ ョ ー ト カ ッ ト キーを割り当てるには、 新規シ ョ ー ト カ ッ ト キーを選択し、
使用するキーを押し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト キー作成についての規則と
制限の詳細については、 キー順序に関する規則と制限をご覧下さい。
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ヒ ン ト ： 新規シ ョ ー ト カ ッ ト を入力する と、 [ 他のコマン ド に割り当てられ
た同様のシ ョ ー ト カ ッ ト ] コマン ド ボ ッ クスに同様のシ ョ ー ト カ ッ ト が表
示されます。 これによ り既存シ ョ ー ト カ ッ ト と新規シ ョ ー ト カ ッ ト の競合
を避ける こ とができます。

• マウス動作を作成するには、 ポイ ン タ イベン ト を選択を選択し、 リ ス ト
ボッ クスオプシ ョ ン、 マウスボタ ン イベン ト 、 修飾キーの組み合わせを
選択し ます。

9. OK を ク リ ッ ク し て [ シ ョ ー ト カ ッ ト 割り当て ] ボ ッ クスを閉じ ます。

結果 ： [ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスの [ 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト ]
ボッ クスに新規シ ョ ー ト カ ッ ト が表示されます。

マク ロ コマン ド フ ァ イルから コマン ド を作成

マク ロ フ ァ イルから コ マン ド を作成し て、 ツールバーやメ ニューに追加する こ とが
できます

ヒ ン ト ： マク ロ コ マン ド フ ァ イルから コ マン ド を作成するには、 マク ロ コ マン ド
フ ァ イル (.mcr) を事前に準備する必要があ り ます。 マク ロは PADS ツールでの記録、
またはマク ロ言語でのスク リ プ ト 記述によ り作成できます。 詳し く はマク ロの作成を
ご覧 く だ さい。 

マク ロ フ ァ イルを使用可能にするには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > マク ロ フ ァ イルタ ブ。

2. 新規 ボタ ンを押し ます。

3. [ マク ロを開 く ] ダイアログボ ッ クスで必要なマク ロ フ ァ イルを選択し て、
開 く を ク リ ッ ク し ます。 PADS ツールがマク ロを読み込み、 コ マン ド と し て
使用できるよ う にな り ます ( マク ロ名の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスが選択され
ます )。

ヒ ン ト ： マク ロ フ ァ イルを閉じ た り、 [ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスで
使用不可にするには、 マク ロ名の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスのボ ッ クスを外し
ます。

4. マク ロは他のコ マン ド と同じ よ う に使用できます。
( マク ロ カテゴ リーのコマン ド リ ス ト 作成など )

関連 ト ピ ッ ク

• ツールバーやメ ニューにアイテムを追加

• メ ニューにマク ロを追加
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メ ニューにマク ロを追加

マク ロを メ ニューに追加するには、 マク ロを作成し、 メ ニューにアイテムを追加し た
り ツールバーにボタ ンを追加するのと同様に、 マク ロ コ マン ド を追加し ます。

ヒ ン ト ： マク ロを メ ニューに追加するには、 マク ロ コ マン ド フ ァ イル (.mcr) を事前に
準備する必要があ り ます。 マク ロは PADS ツールでの記録、 またはマク ロ言語での
スク リ プ ト 記述によ り作成できます。 詳し く はマク ロの作成をご覧下さい。 

マク ロを メ ニューに追加するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ > マク ロ フ ァ イルタ ブ。

2. [ マク ロ コマン ド フ ァ イル ] 領域で新規ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. [ マク ロを開 く ] ダイアログボ ッ クスで必要なマク ロ フ ァ イルを選択し ます。
次に、 開 く を ク リ ッ ク し ます。 PADS ツールがマク ロを読み込み、 コ マン ド と
し て使用できるよ う にな り ます ( マク ロ名の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスが選択
されます )。

ヒ ン ト ： マク ロ フ ァ イルを閉じ た り、 [ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスで
使用不可にするには、 マク ロ名の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスのチ ェ ッ ク を外し
ます。

4. マク ロを メ ニューに追加するため、 コ マン ド タ ブを ク リ ッ ク し ます。 

5. [ カテゴ リー ] リ ス ト からマク ロを選択し ます。

6. [ コマン ド リ ス ト ] でマク ロを選択し、 メ ニューに ド ラ ッ グし ます。

7. マク ロの追加が完了し たら、 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 同様の手順でマク ロをシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューやツールバーに追加できます

表示画面のカス タ マイズ

メ ニューやツールバーの表示を変える こ と で PADS のイ ン ターフ ェースを カス タ マイ
ズできます。 ツールバーの表示を カス タ マイズするには、 [ カス タ マイズ ] ダイアロ
グボッ クスの [ オプシ ョ ン ] タ ブを開きます。 ( ツールメ ニュー > カス タ マイズ >
オプシ ョ ン タ ブ )

ツールバーの表示を カス タ マイズするには、

• ツールバーボタ ンのツールチ ッ プを表示するには、 アイ コ ンにツールチ ッ プを
表示するチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• ツールチ ッ プにシ ョ ー ト カ ッ ト を表示するには、 アイ コ ンにシ ョ ー ト カ ッ ト を
表示するチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。
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• 大きなアイ コ ンを表示するには、 大きいアイ コ ンチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ま
す。

ヒ ン ト ： PADS イ ン ターフ ェースでツールバーの表示 / 非表示を切り替えるには、
[ ツールバーと メ ニュー ] タ ブを使います。 ツールバーの表示と非表示もご参照 く だ
さい。

メ ニューの表示を カス タ マイズするには、

• メ ニューの表示方法を変更するには、 メ ニューアニ メ ーシ ョ ン リ ス ト から
アニ メ ーシ ョ ンを選択し ます。 た と えば、 [ 展開 ] を選択する と メ ニューの
一部と矢印が表示され、 矢印を ク リ ッ クする と残りのメ ニューが表示されま
す。

• メ ニューアイテムに影を表示するには、 メ ニューの影チ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し ます。

• 最近使った メ ニューを他のメ ニューに優先し て表示するには、 最近使用し た
コ マン ド を表示チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• メ ニューに最近のコ マン ドが先に表示されていても、 遅れてすべてのメ ニュー
を表示させる こ とができます。 少し時間経過し たら全メ ニューを表示チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し ます。

• 複数キーからなるシ ョ ー ト カ ッ ト がある場合は、 Enter キーを押すまで実行を遅
らせる こ とができます。 長いシ ョ ー ト カ ッ ト は <Enter> を押し てから実行する
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• 使用し た過去コ マン ドの記録を削除し、 メ ニューと ツールバーのコ マン ド セ ッ
ト をデフ ォル ト 状態に戻すには、 初期設定に戻すを ク リ ッ ク し ます。 このオプ
シ ョ ンを実行し ても、 明示的に行ったカス タ マイズの取り消しはされません。

層リ ス ト のリサイズ

標準ツールバーの層リ ス ト の幅を変更するには、

1. ツールメ ニュー > カス タ マイズ。

2. PADS イ ン ターフ ェースの標準ツールバーで層リ ス ト ボ ッ クスを選択し ます。

3. 必要に応じ てサイズを変更し ます。

4. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

制限事項 ： 層リ ス ト の変更に Alt キーは使えません。

ウ ィ ン ド ウの整理
作業領域に表示されるウ ィ ン ド ウは以下のよ う にカス タ マイズができます。
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• ウ ィ ン ド ウを表示する

• ウ ィ ン ド ウを隠す

• ウ ィ ン ド ウを現在の表示から切り離す

• ウ ィ ン ド ウを現在の表示に取り付ける

• ウ ィ ン ド ウを他のウ ィ ン ド ウに組み込む

ウ ィ ン ド ウを表示する

初めてアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と、 複数のウ ィ ン ド ウが表示されます。 アプ リ
ケーシ ョ ン内のウ ィ ン ド ウはいずれも表示、 非表示、 自動非表示にできます。

ウ ィ ン ド ウを表示するには、

• [ 画面表示 ] メ ニューで表示し たいウ ィ ン ド ウ名を ク リ ッ ク し ます。

選択できるウ ィ ン ド ウには、 ナビゲーシ ョ ンウ ィ ン ド ウ、 アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウ、
プロジ ェ ク ト エクスプローラ、 ヘルプウ ィ ン ド ウ、 スプレ ッ ド シー ト 、 シ ョ ー ト カ ッ
ト ダイアログなどがあ り ます。

ウ ィ ン ド ウを隠す

アプ リ ケーシ ョ ンが起動する と作業領域の他に複数のウ ィ ン ド ウが開きます。 設計
空間を最大限に増やすため、 ウ ィ ン ド ウを閉じ た り自動的に隠すこ とができます。

ウ ィ ン ド ウを閉じ る

表示されているウ ィ ン ド ウを閉じ るには、

1. 非表示にし たいウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーの上にポイ ン タ を移動し ます。

2. ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバー右側にある下向きの小さ な矢印  を ク リ ッ ク し ます

3. 開いた メ ニューの隠すを ク リ ッ ク し ます。

結果 ： ウ ィ ン ド ウが閉じ ます。 

自動的にウ ィ ン ド ウを隠す

ウ ィ ン ド ウを自動的に隠すよ う設定できます。 ポイ ン タ を近づける とウ ィ ン ド ウが
表示され、 ポイ ン タ を遠さげる と自動的に最小化されます。 

ウ ィ ン ド ウを自動的に隠すには、

1. 非表示にするウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバー上にポイ ン タ を移動し ます。
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2. ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーの押し ピン を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 押し ピンの絵が横向きに変わり ます。  イ ン ターフ ェースの側面に新た
にバーが表示されます。 表示されるバーの位置はウ ィ ン ド ウの位置によ って
変わり ます。 た と えば、 プロジ ェ ク ト エクスプローラがユーザーイ ン ター
フ ェースの左側に配置されている場合、 [ 自動的に隠す ] を メ ニューから選択
する と、 イ ン ターフ ェースの左側にバーが表示されます。

バーにはウ ィ ン ド ウと同じ名前のタ ブが表示されます。

3. このバーのタ ブ上にポイ ン タ を移動し ます。 

結果 ： アプ リ ケーシ ョ ンの上にウ ィ ン ド ウが再表示されます。

4. ポイ ン タ をウ ィ ン ド ウから離し ます。

結果 ： ウ ィ ン ド ウがタ ブに最小化されます。

ヒ ン ト ： [ 自動的に隠す ] 機能をオフにするには、 ポイ ン タ を新規バー上に移動し、
ウ ィ ン ド ウを再表示させたら、 1-2 の手順を逆に行います。

ウ ィ ン ド ウを現在の表示から切り離す

ウ ィ ン ド ウを現在の表示から切り離すこ とができ、 これを 「独立」 といいます。 独立
し たウ ィ ン ド ウは現在の表示には接続されず、 背後にある表示よ り も手前に浮いた状
態と な り ます。

制限事項 ： [ 自動的に隠す ] に設定されているウ ィ ン ド ウを [ 独立 ] に設定する こ とは
できません。 ウ ィ ン ド ウの独立を行う前に [ 自動的に隠す ] 設定を解除し て く だ さい。

ウ ィ ン ド ウの独立設定を行う には、

• ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーをダブルク リ ッ ク し ます。

結果 ： ウ ィ ン ド ウが切り離され、 画面上の任意の場所に移動できます。

ヒ ン ト ： ウ ィ ン ド ウの独立設定を取り消すには、 ウ ィ ン ド ウを現在の表示に取り付け
るをご覧下さい。

ウ ィ ン ド ウを現在の表示に取り付ける

独立し たウ ィ ン ド ウは現在の表示に取り付ける こ とができ、 これを 「ド ッキング」 と
いいます。 ド ッ キングウ ィ ン ド ウは現在の表示に接続されるため、 背後にある表示が
遮られません。 ウ ィ ン ド ウを最後に ド ッキングし た位置に取り付けた り、 別の位置に
ド ッ キングする こ と もできます。

前回の位置に ド ッ キングを行う

ウ ィ ン ド ウを前回接続されていた位置に ド ッキングするには、
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• ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーをダブルク リ ッ ク し ます。

結果 ： ウ ィ ン ド ウが再びイ ン ターフ ェースに接続されます。

新たな位置に ド ッ キングを行う

ウ ィ ン ド ウを新たな位置に ド ッキングするには、

1. タ イ ト ルバーを使ってウ ィ ン ド ウを ド ラ ッ グし ます。

結果 ： ウ ィ ン ド ウのド ラ ッ グを開始する と、 ユーザーイ ン ターフ ェースに新た
に画像が表示されます。 ユーザーイ ン ターフ ェースの各側面に、 Figure 3-1 の
よ う な矢印が表示されます。 

Figure 3-1. ウ ィ ン ド ウのド ラ ッ グ中の画像

ヒ ン ト ： 画面中央にも これと似た矢印のグループが表示されますが、 この手順
では使用し ません。

2. ウ ィ ン ド ウを ド ラ ッ グし ながら、 ユーザーイ ン ターフ ェースの各側面に表示
された矢印のいずれかに近づけます。 た と えば、 ユーザーイ ン ターフ ェースの
左側に表示された矢印に近づけます。

結果 ： ポイ ン タ を置いたユーザーイ ン ターフ ェース側面に透明のブロ ッ クが
表示されます。 このボ ッ クスはマウスボタ ンを離し た と きにウ ィ ン ド ウが配置
される場所を表し ます。 た と えば、 ユーザーイ ン ターフ ェースの左側に表示さ
れた矢印にポイ ン タ を置 く と、 Figure 3-2 のよ う に画面左側にブロ ッ クが表示
されます。 
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Figure 3-2. ウ ィ ン ド ウのド ッキング

3. ウ ィ ン ド ウを ド ッキングする目印と なる矢印上でマウスボタ ンを離し ます。

結果 ： ウ ィ ン ド ウがユーザーイ ン ターフ ェースに ド ッキングし ます。 これに伴
い、 ユーザーイ ン ターフ ェース内の他のウ ィ ン ド ウのサイズが調整されます。

ウ ィ ン ド ウを他のウ ィ ン ド ウに組み込む

ウ ィ ン ド ウをユーザーイ ン ターフ ェースの側面に取り付ける他に、 他のウ ィ ン ド ウ内
にウ ィ ン ド ウを組み込んでウ ィ ン ド ウ領域を共有し た り、 元のウ ィ ン ド ウのタ ブにす
る こ とができます。
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1 つのウ ィ ン ド ウ領域を 2 つのウ ィ ン ド ウで共有

ウ ィ ン ド ウを他のウ ィ ン ド ウ領域に組み込むには、

1. タ イ ト ルバーを使ってウ ィ ン ド ウを他のウ ィ ン ド ウの中に ド ラ ッ グし ます。

結果 ： ウ ィ ン ド ウのド ラ ッ グを開始する と、 ユーザーイ ン ターフ ェースに新た
に画像が表示されます。 ユーザーイ ン ターフ ェースの中央に Figure 3-3 のよ う
な矢印のグループが表示されます。 ド ラ ッ グを行う ウ ィ ン ド ウによ っては、
矢印のグループの中心にタ ブ画像が表示されます。

Figure 3-3. 矢印グループ―ウ ィ ン ド ウのド ラ ッ グ

ヒ ン ト ： ユーザーイ ン ターフ ェースの各側面にも これと似た矢印のグループが
表示されますが、 この手順では使用し ません。

2. いずれかの矢印の上にウ ィ ン ド ウを ド ラ ッ グし ます。 た と えば、 左矢印の上
まで移動し ます。

結果 ： Figure 3-4 のよ う に、 ド ラ ッ グし ているウ ィ ン ド ウの横に透明色の
ブロ ッ クが表示されます。 このボ ッ クスはマウスボタ ンを離し た と きにウ ィ ン
ド ウが配置される場所を表し ます。 た と えば、 左矢印の上まで持ってい く と、
プロジ ェ ク ト エクスプローラの左側にブロ ッ クが表示されます。

Figure 3-4. ウ ィ ン ド ウのド ラ ッ グと ド ッキング

3. ウ ィ ン ド ウを ド ッキングする目印と なる矢印上でマウスボタ ンを離し ます。 
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結果 ： ウ ィ ン ド ウが他のウ ィ ン ド ウに組み込まれ、 2 つのウ ィ ン ド ウで元の
ウ ィ ン ド ウ領域を共有するよ う にな り ます。

ヒ ン ト ： 作業領域を最大化するため、 組み込みウ ィ ン ド ウには [ 自動的に隠す ] 設定
を し て く だ さい。 ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーにある押し ピンを Ctrl キー + ク リ ッ ク
する と、 元のウ ィ ン ド ウ枠内にあるすべてのウ ィ ン ド ウが自動的に最小化されます。

ウ ィ ン ド ウにタ ブを作る

1. タ イ ト ルバーを使って、 ウ ィ ン ド ウを他のウ ィ ン ド ウの中に ド ラ ッ グし ます。

結果 ： ウ ィ ン ド ウのド ラ ッ グを開始する と、 ユーザーイ ン ターフ ェースに新た
に画像が表示されます。 ユーザーイ ン ターフ ェースの中央に、 Figure 3-5 のよ
う な矢印のグループが表示されます。 ド ラ ッ グを行う ウ ィ ン ド ウによ っては、
矢印のグループの中心にタ ブ画像が表示されます。

Figure 3-5. ウ ィ ン ド ウのド ラ ッ グと ド ッキング―矢印コマン ド

ヒ ン ト ： ユーザーイ ン ターフ ェースの各側面にも これと似た矢印グループが
表示されますが、 この手順では使用し ません。

2. ウ ィ ン ド ウを タ ブの画像に ド ラ ッ グし ます。

結果 ： Figure 3-6 のよ う に、 ド ラ ッ グし ているウ ィ ン ド ウの横に透明色の
ブロ ッ クが表示されます。 このボ ッ クスはマウスボタ ンを離し た と きにウ ィ ン
ド ウが配置される場所を表し ます。 た と えば、 プロジ ェ ク ト エクスプローラ
ウ ィ ン ド ウのタ ブにポイ ン タ を置 く と、 プロジ ェ ク ト エクスプローラの上にブ
ロ ッ クが表示されます。
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Figure 3-6. ウ ィ ン ド ウのド ラ ッ グ―透明なブロ ッ ク

3. タ ブ上でマウスボタ ンを離し ます。

結果 ： Figure 3-7 のよ う に、 ウ ィ ン ド ウ内に別ウ ィ ン ド ウがタ ブ と し て組み込
まれます。 各ウ ィ ン ド ウを使用するには、 それぞれのタ ブを ク リ ッ ク し ます。

Figure 3-7. タ ブ と し て組み込まれたウ ィ ン ド ウ

ヒ ン ト ： 作業領域を最大化するため、 組み込みウ ィ ン ド ウには [ 自動的に隠す ] 設定
を し て く だ さい。 ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーにある押し ピンを Ctrl キー + ク リ ッ ク
する と、 元のウ ィ ン ド ウ枠内にあるすべてのウ ィ ン ド ウが自動的に最小化されます。
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ウ ィ ン ド ウのタ ブの管理

ユーザーイ ン ターフ ェースには、 タ ブを持つウ ィ ン ド ウもあ り ます。 タ ブのグループ
や配置が好みに合わない場合、 ウ ィ ン ド ウを別ウ ィ ン ド ウに組み込むこ とによ り新た
にタ ブを作成できます。

参照 ： ウ ィ ン ド ウを他のウ ィ ン ド ウに組み込む

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• ウ ィ ン ド ウのタ ブを並べ替える

• ウ ィ ン ド ウ間で タ ブを移動する

• タ ブをウ ィ ン ド ウに変換する

ウ ィ ン ド ウのタ ブを並べ替える

制限事項 ： タ ブの並べ替えはド ッキングウ ィ ン ド ウに組み込まれたウ ィ ン ド ウにのみ
行えます。 アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウ内のタ ブ といった、 通常のタ ブの並び替えはでき
ません。

ウ ィ ン ド ウのタ ブを並べ替えるには、

• タ ブを タ ブ列内の移動し たい位置まで ド ラ ッ グし ます。

ウ ィ ン ド ウ間で タ ブを移動する

制限事項 ： タ ブの移動は他のウ ィ ン ド ウに組み込まれた タ ブのみで行えます。 PADS 
Router のアウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウなど、 デフ ォル ト 状態から タ ブがあるウ ィ ン ド ウで
はタ ブを動かせません。 再配置のみ行えます。 タ ブの再配置についての詳細は前項を
ご覧 く だ さい。

参照 ： ウ ィ ン ド ウを他のウ ィ ン ド ウに組み込む

タ ブを移動するには、

1. タ ブを新たなウ ィ ン ド ウに ド ラ ッ グし ます。

結果 ： ド ラ ッ グを開始する と、 タ ブは自動的にウ ィ ン ド ウのよ う に動作し ます

2. ウ ィ ン ド ウを動かす要領で タ ブを配置し ます。

参照 ： ウ ィ ン ド ウの整理

タ ブをウ ィ ン ド ウに変換する

タ ブから新たにウ ィ ン ド ウを作るには、

1. タ ブを ド ラ ッ グし ます。
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結果 ： ド ラ ッ グを開始する と、 タ ブが自動的にウ ィ ン ド ウのよ う に動作し ます

2. マウスボタ ンを離し ます。 ポイ ン タが矢印の上にないよ う にし て く だ さい。

結果 ： ウ ィ ン ド ウが独立し ます。

3. ウ ィ ン ド ウを動かす要領で タ ブを配置し ます。

参照 ： ウ ィ ン ド ウの整理
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Chapter 4
ラ イブ ラ リの操作

こ こ では、 ラ イブ ラ リの管理について説明し ます。 パー ト タ イプの作成方法や、 部品
形状 ( フ ッ ト プ リ ン ト ) の作成方法について学ぶこ とができます。 また、 部品形状の
修正方法、 ビアの作成方法、 部品のソルダーレジス ト やメ タルの管理方法についても
説明し ます。

ラ イブ ラ リの変換
PADS 9.0 で作業するにはラ イブ ラ リ を更新する必要があ り ます。 詳細は、 Library 
Converter documentation をご覧 く だ さい。

ネ ッ ト リ ス ト データ入力のためのラ イブ ラ リ マネー
ジャの準備

設計での第 1 ステ ッ プは、 ラ イブ ラ リ マネージャでネ ッ ト リ ス ト データ入力の準備を
行う こ と です。

• ラ イブ ラ リの作成

• ラ イブ ラ リ リ ス ト へのラ イブ ラ リ追加

• ラ イブ ラ リ リ ス ト 順序の設定

• 回路図設計ネ ッ ト リ ス ト のデータ入力

• 部品形状の作成

• パー ト タ イプの作成

• ラ イブ ラ リデータの入力

ラ イブ ラ リの管理
こ こ では、 ラ イブ ラ リの作成 / 修正方法、 検索許可の設定方法、 ラ イブ ラ リ属性の管
理方法、 ラ イブ ラ リの入力 / 出力方法、 ラ イブ ラ リ内容に関するレポー ト 作成方法、
検索パラ メ ータの使用方法などを説明し ます。

ラ イブ ラ リの作成

ラ イブ ラ リ を作成するには、
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1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ。

2. 新規ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 新規ラ イブ ラ リ ] ダイアログボ ッ クスで、 フ ォルダ と ラ イブ ラ リ フ ァ イル名
を指定し、 保存を ク リ ッ ク し ます。

4. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

ラ イブ ラ リの編集

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ

ラ イブ ラ リ を編集し て、 以下を行う こ とができます ：

• ラ イブ ラ リの項目を表示

• ラ イブ ラ リへ項目を追加

• ラ イブ ラ リの項目を編集

• ラ イブ ラ リから項目の削除

• ラ イブ ラ リから別のラ イブ ラ リへ、 個別の項目を コ ピー

ラ イブ ラ リ を編集するには、

1. [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト から ラ イブ ラ リ を選択し ます。

制限事項 ：

• (All Libraries) を選択し た場合、 [ 新規 ]、 [ 編集 ]、 [ 削除 ]、 [ コ ピー ]、 [ 各種
入力 ]、 [ 各種出力 ]、 [ 一覧を フ ァ イル出力 ] ボタ ンは使用できません。

• 読み取り専用のラ イブ ラ リ を選択し た場合、 [ 新規 ]、 [ 編集 ]、 [ 削除 ]、
[ コ ピー ]、 [ 各種入力 ] ボタ ンは使用できません。

2. 以下のいずれかのボタ ンを ク リ ッ ク し、 ラ イブ ラ リ内の項目のカテゴ リ を表示
し ます。

3. リ ス ト を絞り込むには、 [ フ ィ ルタ ] ボ ッ クスにワイルド カー ド または式を
入力し、 適用を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 全ての項目を表示するには、 アス タ リ スク * を入力し、 [ 適用 ] を
ク リ ッ ク し ます。

形状 PCB 部品形状または実装部品のフ ッ ト プ リ ン ト

部品 部品

ラ イ ン 作図オブジ ェ ク ト

CAE CAE 形状またはロジ ッ ク記号
ヒ ン ト ： CAE 形状の編集には PADS Logic をご使用 く だ さい。
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4. 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

5. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

ラ イブ ラ リ内の全項目の削除

以下の方法でラ イブ ラ リ内の全項目を削除する と、 既存ラ イブ ラ リが同じ名前の空の
新規ラ イブ ラ リ に置き換わり ます。 これによ り、 ラ イブ ラ リ に項目が取り残される こ
とがあ り ません。

ラ イブ ラ リ内の全項目を削除するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ。

2. 新規ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規ラ イブ ラ リ ] ダイアログボ ッ クスが
表示されます。

3. ラ イブ ラ リ フ ァ イルを選択し、 保存を ク リ ッ ク し て、 はいを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 読み取り専用ラ イブ ラ リの内容は削除できません。

4. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

修正済みの部品形状と部品を ラ イブ ラ リ に保存

部品情報の設定

新規、 編集 • 形状－新規部品形状 ([ 新規 ] ボタ ン )、 または選択し た部品形状
( [ 編集 ] ボタ ン ) で部品形状エデ ィ タ を開きます。
参照 ： 部品形状エデ ィ タ

• 部品－名前の付いていない部品 ([ 新規 ] ボタ ン )、 または選択し た
部品 ( [ 編集 ] ボタ ン ) で [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスを開き
ます。
参照 ： 部品情報の設定、 ネ ッ ト 名と部品名の使用禁止文字

• ラ イ ン－ [新規 ]および [編集 ]は使用できません。特別なラ イブ ラ リ
ラ イ ンエデ ィ タはあ り ません。 ラ イ ンを作成、 編集し てラ イブ ラ
リ に保存するには、 作図ツールをご使用 く だ さい。
参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「作図」

• CAE － [ 新規 ] および [ 編集 ] は使用できません。CAE 形状の作成や
編集には、 PADS Logic をご使用 く だ さい。

削除 選択し た項目 ( 複数可 ) を ラ イブ ラ リから削除し ます。

コ ピー 選択し た項目を別のラ イブ ラ リ にコ ピーし ます。
ダイアログボ ッ クスが開 く ので、 そこで コ ピー先のラ イブ ラ リ を選択
し ます。 任意で新規項目名を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。
参照 ： ラ イブ ラ リの入力と出力 
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ラ イブ ラ リの可用性と検索オプシ ョ ンの設定

[ ラ イブ ラ リの一覧 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計に使用可能なラ イブ ラ リ
やラ イブ ラ リ検索の順序、 検索関連のオプシ ョ ンなどを指定し ます。 このダイアログ
ボッ クスで行う設定は、 [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス内の [ ラ イブ ラ
リ ] リ ス ト の内容に影響し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• ラ イブ ラ リ リ ス ト へのラ イブ ラ リ追加

• ラ イブ ラ リ リ ス ト からのラ イブ ラ リ削除

• ラ イブ ラ リ リ ス ト 順序の設定

• ラ イブ ラ リ検索オプシ ョ ンの設定

• ラ イブ ラ リ フ ァ イルの保護

ラ イブ ラ リ リ ス ト へのラ イブ ラ リ追加

ラ イブ ラ リ を追加するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  >[ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス
> ラ イブ ラ リ一覧ボタ ン

2. 追加を ク リ ッ ク し ます。

3. [ ラ イブ ラ リ を追加 ] ダイアログボ ッ クスで、 追加する フ ォルダ と ラ イブ ラ リ
フ ァ イル名を指定し、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

ラ イブ ラ リ リ ス ト からのラ イブ ラ リ削除

ラ イブ ラ リ を リ ス ト から削除するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  >[ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス
> ラ イブ ラ リ一覧ボタ ン

2. [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト でラ イブ ラ リ を選択し て ( 複数可 )、 解除を ク リ ッ ク し ま
す。

ヒ ン ト ： ラ イブ ラ リ フ ァ イルはコ ンピ ュータからは削除されません。

ラ イブ ラ リ リ ス ト 順序の設定

ラ イブ ラ リ リ ス ト 内の項目の順序を指定するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  >[ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス
> ラ イブ ラ リ一覧ボタ ン



ラ イブラ リの操作
ラ イブラ リの管理

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 107

2. [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト で、 ラ イブ ラ リ を選択し、 必要に応じ て上側または下側
を ク リ ッ ク し ます。

ラ イブ ラ リ検索オプシ ョ ンの設定

ラ イブ ラ リ検索オプシ ョ ンを設定するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  >[ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス
> ラ イブ ラ リ一覧ボタ ン

2. [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト で、 ラ イブ ラ リ を選択し ます。

3. 以下のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択 / 解除できます ：

ラ イブ ラ リ フ ァ イルの保護

[ 読込属性 ] チ ェ ッ クボ ッ クスはステータ ス表示のみで、 設定の変更はできません。
このチ ェ ッ クボ ッ クスは常にグレー表示されており、 使用できません。 Microsoft 
Windows File Manager でのみ、 ラ イブ ラ リ を読み取り専用に設定できます。 フ ァ イル
を所有するシステム管理者だけがこの設定を コ ン ト ロールする こ とができ、 それによ
り確実なフ ァ イル保護が行えます。

• [ フ ァ イル ] メ ニューでラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。 次に、 ラ イブ ラ リ マネ
ジャーでラ イブ ラ リ一覧を ク リ ッ ク し ます。

• [ 読込属性 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている場合、 このフ ァ イルはフ ァ イル
システムで読み取り専用に設定されている こ と を表し ます。

• [ 読込属性 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されていない場合、 このフ ァ イルはフ ァ イ
ルシステムで読み取り / 書き込み可に設定されている こ と を表し ます。

関連 ト ピ ッ ク

ラ イブ ラ リの作成

ラ イブ ラ リ属性の管理

[ ラ イブ ラ リ属性を管理 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ラ イブ ラ リ ご との属性を
管理し ます。 個々のラ イブ ラ リ も し く は全てのラ イブ ラ リ に含まれる全ての部品や部
品形状の属性に対し て、 追加、 削除、 名称変更が行えます。 また、 属性が全項目に適
用される場合でも個別の項目に適用される場合でも、 ラ イブ ラ リ内の全ての属性を表
示する こ とができます。

共有 このラ イブ ラ リ をネ ッ ト ワークで共有し ます。 複数のユーザーがこ
のラ イブ ラ リ フ ァ イルに同時にアクセスできるよ う にな り ます。

検索許可 部品追加など、 ラ イブ ラ リ に関わる操作を実行する際に、 このラ イ
ブ ラ リ を対象に含めます。
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こ こ では、 以下について説明し ます ：

• ラ イブ ラ リへ属性を追加

• ラ イブ ラ リから属性を削除

• ラ イブ ラ リ内の属性の名称変更

• 新規属性に名前と値のプロパテ ィ を設定

ヒ ン ト ： このダイアログボ ッ クスでは、 設計内の属性は管理できません。 設計内の
属性を管理する場合は、 属性辞書をご使用 く だ さい。

参照 ： 属性辞書を使う

ラ イブ ラ リへ属性を追加

ラ イブ ラ リへ属性を追加するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  >[ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス
> 属性マネージャボタ ン

2. [ ラ イブ ラ リ選択 ] リ ス ト で、 1 つのラ イブ ラ リ または全ラ イブ ラ リ (All 
Libraries) を選択し ます。

3. [ 項目形式 ] リ ス ト から、 [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト の [ 属性 ] で表示する項目の
種類を選択し ます。

4. 属性追加を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規属性を ラ イブ ラ リ に追加 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

5. 以下のいずれかを行います ：

• ボッ クスに値を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

• ラ イブ ラ リ属性参照を ク リ ッ ク し て、 全てのラ イブ ラ リから属性の名前を
検索し ます。

参照 ： すべてのラ イブ ラ リの属性を表示、 ラ イブ ラ リの可用性と検索オプシ ョ ンの設
定

ラ イブ ラ リから属性を削除

ラ イブ ラ リから属性を削除するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  >[ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス
> 属性マネージャボタ ン

2. [ ラ イブ ラ リ選択 ] リ ス ト で、 1 つのラ イブ ラ リ または全ラ イブ ラ リ (All 
Libraries) を選択し ます。
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3. [ 項目形式 ] リ ス ト から、 [ ラ イブ ラ リ中の属性 ] リ ス ト で表示する項目の種類
を選択し ます。

4. [ ラ イブ ラ リ中の属性 ] リ ス ト から、 削除する属性を選択し て ( 複数可 )、
属性削除を ク リ ッ ク し ます。

5. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

ラ イブ ラ リ内の属性の名称変更

ラ イブ ラ リ内の属性の名前を変更するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  >[ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス
> 属性マネージャボタ ン

2. [ ラ イブ ラ リ選択 ] リ ス ト で、 1 つのラ イブ ラ リ または全ラ イブ ラ リ (All 
Libraries) を選択し ます。

3. [ 項目形式 ] リ ス ト から、 [ ラ イブ ラ リ中の属性 ] リ ス ト で表示する項目の種類
を選択し ます。

4. [ ラ イブ ラ リ中の属性 ] リ ス ト で名前を変更する属性を選択し て ( 複数可 )、
追加を ク リ ッ ク し ます。

5. [ 新規名 ] セルをダブルク リ ッ ク し て名前を入力し、 属性名変更を ク リ ッ ク
し ます。

ヒ ン ト ： 

• ラ イブ ラ リ内の全ての属性を表示するには、 [ ラ イブ ラ リ属性参照 ] を
ク リ ッ ク し ます。

• 属性名を変更する際に、 既存属性の名前を指定する こ と もできます。 既存
の名前を指定し ても、 エラー メ ッ セージは表示されません。 両方の属性が
1 つの項目に割り当てられる場合のみ、 支障が生じ ます。 この場合、 エラー
フ ァ イルでエラーが報告され、 名前が競合し ている場合は名称変更は実行
されません。

6. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

新規属性に名前と値のプロパテ ィ を設定

新規属性を ラ イブ ラ リ に追加する際に、 [ 新規属性を ラ イブ ラ リ に追加 ] ダイアログ
ボッ クスで名前と値のプロパテ ィ を設定し ます。

名前と値のプロパテ ィ を設定するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  >[ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス
> 属性マネージャボタ ン
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2. [ ラ イブ ラ リ属性を管理 ] ダイアログボ ッ クスで、 属性追加ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。

3. ボッ クスに属性の名前と値を入力し ます。

ヒ ン ト ： 全てのラ イブ ラ リ で属性名の検索を行う には、 [ ラ イブ ラ リ属性参照 ]
を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： すべてのラ イブ ラ リの属性を表示

関連 ト ピ ッ ク

ラ イブ ラ リの作成

部品情報の設定ー属性

すべてのラ イブ ラ リの属性を表示

[ ラ イブ ラ リ属性を参照 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計に使用可能なすべて
の部品と部品形状のリ ス ト から、 属性を選択し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 属性の選択

• 属性リ ス ト の更新

属性の選択

属性を選択するには、

1. リ ス ト を絞り込むため、 [ グループ ] リ ス ト から カテゴ リーを選択し ます。

ヒ ン ト ： グループには構成属性が含まれます。

2. 属性を選択し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。

属性リ ス ト の更新

[ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス内でラ イブ ラ リのリ ス ト を変更し た
場合、 このダイアログボ ッ クスの内容を手動で更新できます。

参照 ： ラ イブ ラ リの作成

属性リ ス ト を更新するには、

• 初期化を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

ラ イブ ラ リ属性の管理
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部品情報の設定ー属性

ラ イブ ラ リの入力と出力

[ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスで、 ASCII フ ァ イルを使用し て、 デー
タ を ラ イブ ラ リ フ ァ イルから別のラ イブ ラ リ フ ァ イルへ転送できます。 ラ イブ ラ リ
データ を転送するには、 データ を ASCII フ ァ イルへ出力し、 次にこのフ ァ イルを別の
ラ イブ ラ リ フ ァ イルへと入力し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• ラ イブ ラ リデータの入力

• ラ イブ ラ リデータの出力

参照 ： ラ イブ ラ リの作成

ラ イブ ラ リデータの入力

以前出力されたラ イブ ラ リ ASCII フ ァ イルから、 ラ イブ ラ リデータ を入力できます。

ラ イブ ラ リデータ を入力するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ。

2. [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト で、 ラ イブ ラ リデータ を受け取る ラ イブ ラ リ を選択し ま
す。

3. 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

4. 各種入力を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 入力された項目を受け取る ラ イブ ラ リが読み取り専用の場合、
[ 各種入力 ] は使用できません。

5. [ ラ イブ ラ リ入力フ ァ イル ] ダイアログボ ッ クスで、 フ ォルダ と ラ イブ ラ リ
フ ァ イル名を指定し、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

6. さ らに他の形式のラ イブ ラ リデータ を入力するには、 1 ～ 4 の手順を繰り返し
ます。

形状 PCB 部品形状または実装部品のフ ッ ト プ リ ン ト

部品 部品

ラ イ ン 作図オブジ ェ ク ト

CAE CAE 形状またはロジ ッ ク記号
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ラ イブ ラ リデータの出力

ASCII ラ イブ ラ リ フ ァ イルにラ イブ ラ リデータ を出力するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ。

2. 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

3. リ ス ト を絞り込むには、 [ フ ィ ルタ ] ボ ッ クスにワイルド カー ド または式を入
力し、 適用を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ラ イブ ラ リ内の全てのアイテムを表示するには、 アス タ リ スク * を
入力し、 [ 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。

4. リ ス ト 内の項目を選択し て ( 複数可 )、 各種出力を ク リ ッ ク し ます。

5. [ ラ イブ ラ リ出力フ ァ イル ] ダイアログボ ッ クスで、 フ ォルダ と ラ イブ ラ リ
フ ァ イル名を指定し、 保存を ク リ ッ ク し ます。

6. さ らに他の形式のラ イブ ラ リデータ を出力するには、 1 ～ 4 の手順を繰り返し
ます。

関連 ト ピ ッ ク

ラ イブ ラ リの作成

修正済みの部品形状と部品を ラ イブ ラ リ に保存

ラ イブ ラ リ内の部品のレポー ト

ラ イブ ラ リ マネージャから、 1 つまたは全てのラ イブ ラ リ内の部品に関するレポー ト
を生成する こ とができます。 レポー ト (ASCII フ ァ イル ) には各部品と関連付けられ
た属性が記載されます。 レポー ト 内容に含める属性を指定できます。 図 4-1 と図 4-2
に、 部品レポー ト の例を記載し ます。

手順

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ を選択し ます。

2. [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスで、 ラ イブ ラ リ リ ス ト から ラ イ
ブ ラ リ を 1 つ選択するか、 All Libraries を選択し ます。

3. [ フ ィ ルタ ] 領域で、 部品を ク リ ッ ク し ます。 そのラ イブ ラ リ ( も し く はすべて
のラ イブ ラ リ ) 内の部品が [ パー ト タ イプ ] 領域に一覧表示されます。

形状 PCB 部品形状または実装部品のフ ッ ト プ リ ン ト

部品 部品

ラ イ ン 作図オブジ ェ ク ト

CAE CAE 形状またはロジ ッ ク記号
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ヒ ン ト ： リ ス ト を絞り込むにはフ ィ ルタのフ ィ ールド を使用し ます。 フ ィ ール
ド内に部品名を入力するか、 ワイルド カー ド (*) を使用し て、 部品群を指定し
ます。 適用を ク リ ッ ク し ます。

4. レポー ト に記載し たい部品のリ ス ト が表示されたら、 一覧を フ ァ イル出力を ク
リ ッ ク し ます。

5. [ レポー ト マネージャ ] ダイアログボ ッ クスで、 レポー ト に入れる部品の属性
を指定し ます。 [ 利用可能属性 ] リ ス ト で、 属性を ク リ ッ ク し て選択し ます。
含む >> を ク リ ッ ク し ます。 属性は [ 選択済み属性 ] に表示されます。

[ 選択済み属性 ] リ ス ト から属性を削除するには、 除外 >> を ク リ ッ ク し ます。

6. オプシ ョ ンで、 レポー ト に記載する部品のリ ス ト を絞り込むこ と もできます。
[ 部品フ ィ ルタ ] 領域で、 フ ィ ールド内に部品名を入力するか、 ワイルド カー
ド (*) を使用し て、 部品群を指定し ます。 適用を ク リ ッ ク し ます。

7. 実行を ク リ ッ ク し ます。

8. [ ラ イブ ラ リ一覧フ ァ イル ] ダイアログボ ッ クスで、 レポー ト のフ ォルダ と
フ ァ イル形式を選択し ます。 以下のいずれかを選択し て く だ さい ：

• ラ イブ ラ リ リ ス ト フ ァ イル (lst) ： コ ラム形式で情報が記載され、 表示や印刷
を行う こ とができます。 ( 詳細 ： 図 4-1)。

• 値を カ ンマで区切った CSV フ ァ イル (csv)：MS Excel で使用できる形式です。
( 詳細 ： 図 4-2)。

9. 保存を ク リ ッ ク し ます。

10. [ レポー ト マネージャ ] ダイアログボ ッ クスで、 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

結果

レポー ト が生成され、 アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウにレポー ト へのリ ン クが表示されま
す。 レポー ト を表示または印刷するにはリ ン ク を ク リ ッ ク し て く だ さい。 メ モ帳が
開き、 レポー ト が表示されます。

Figure 4-1. .lst フ ォーマ ッ ト の部品レポー ト
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Figure 4-2. .csv フ ォーマ ッ ト の部品レポー ト

関連 ト ピ ッ ク

レポー ト マネージャダイアログボ ッ クス

ラ イブ ラ リ内の部品形状、 ラ イ ン、 ロジ ッ ク記号のレポー ト

ラ イブ ラ リの管理

ラ イブ ラ リ内の部品形状、 ラ イ ン、 ロジ ッ ク記号のレポー ト

ラ イブ ラ リ マネージャから、 1 つまたはすべてのラ イブ ラ リ内の部品形状、 ラ イ ン、
ロジ ッ ク記号のリ ス ト を作成する こ とができます。 レポー ト は ASCII フ ァ イルで作成
され、 各項目の名前と その項目が変更された日時を表示し ます。

ヒ ン ト ： ラ イブ ラ リ内の部品に関するレポー ト を作成するには、 ラ イブ ラ リ内の部品
のレポー ト をご参照 く だ さい。

手順

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ を選択し ます。

2. [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスで、 ラ イブ ラ リ ド ロ ッ プダウン
リ ス ト から 1 つのラ イブ ラ リ を選択するか、 All Libraries を選択し ます。

3. [ フ ィ ルタ ] 領域で、 部品を ク リ ッ ク し ます。 ラ イブ ラ リ内の部品のリ ス ト が
[ パー ト タ イプ ] 領域に表示されます。

ヒ ン ト ： 特定の部品 ( 複数可 ) を選択するには、 [ フ ィ ルタ ] 領域を使用し ま
す。 フ ィ ールド内に部品名を入力するか、 ワイルド カー ド (*) を使用し て、
部品群を指定し ます。 適用を ク リ ッ ク し ます。

4. レポー ト に記載し たい部品のリ ス ト が表示されたら、 一覧を フ ァ イル出力を
ク リ ッ ク し ます。

5. [ ラ イブ ラ リ一覧フ ァ イル ] ダイアログボ ッ クスで、 レポー ト のフ ォルダ と
フ ァ イル名を指定し、 保存を ク リ ッ ク し ます。

結果

メ モ帳が開き、 項目名と、 各項目が最後に修正された日時を記載し たレポー ト が表示
されます。 メ モ帳から レポー ト を印刷できます。
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関連 ト ピ ッ ク

ラ イブ ラ リ内の部品のレポー ト

ラ イブ ラ リの管理

ワイルド カー ド と式

ワイルド カー ドや式を使用し て、 表示される情報を絞り込むこ とができます。 フ ィ ル
タ では、 Table4-1 に記載のワイルド カー ド と式をサポー ト し ています。 Table4-2 に
ワイルド カー ドの使い方の例を示し ます。 

Table 4-1. ワイルド カー ド と式

式 式の用法

* 任意の文字列に一致。

? 任意の 1 文字に一致。

[ 文字セ ッ ト ] 指定された文字セ ッ ト の任意の 1 文字に一致。
ヒ ン ト ： 文字セ ッ ト は、 複数の文字や、 文字の範囲 (A-Z、 0-9、
a-z など ) で構成されます。

[! 文字セ ッ ト ]
または [^ 文字
セ ッ ト ]

指定された文字セ ッ ト 以外の任意の 1 文字に一致。

\ 文字に完全に一致。 特殊記号を文字と し て扱います。
ヒ ン ト ： 以下の記号の前には、 \ を入れて く だ さい ： `[]*?!^-\' 

Table 4-2. ワイルド カー ド と式の使用例

式 式の結果

74* 74 で始まる もの ： 7404、 74LS04、 74622。

74?? 74 で始ま り、 任意の 2 文字が続 く もの ： 7404、 74T2、 74TP。

74??08 74 で始ま り、 任意の 2 文字をはさみ、 08 で終わる もの ：
74LS08、 74HC08、 744608。

*08 任意数の文字の後、 08 で終わる もの。 2146108、 5408、
54HCT08、 744608。

*08* 任意数の文字の後、 08 をはさみ、 任意数の文字で終わる もの。
5408、 5408BE、 54HCT08AE、 74ABT08CE2、 941M70839。

[57]* 5 または 7 で始ま り、 任意数の文字で終わる もの。 54HCT244、
5968BAE4、 74ACT44。

[5-7]* 5、 6、 7 のいずれかで始ま り、 任意数の文字で終わる もの。
54LS08、 6225BE、 69TF77、 74ALS02。
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パー ト タ イプの作成
こ こ では、 [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの全てのタ ブを使い、 新規パー ト タ イプ
を作成する方法を説明し ます。

部品情報の設定

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新規または既存部品のプロパテ ィ を指
定し ます。 [ 一般設定 ] タ ブから始め、 ダイアログボ ッ クス内の左端にある タ ブから
順に設定を行っていきます。

部品プロパテ ィ を設定するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ を選択 > 部品ボタ ン > 部品を選択
> 新規または編集ボタ ン

2. 修正し たいプロパテ ィ のタ ブを ク リ ッ ク し ます。

[57]4HCT?? 5 または 7 で始ま り、 4HCT をはさみ、 任意の 2 文字で終わる
もの。 54HCT04、 54HCT74、 74HCT27、 74HCT84。

74A[CH]* 74A で始ま り、 C または H をはさみ、 任意数の文字で終わる も
の。 74AC244、 74AHCT27。

74A[!C-H]* 74A で始ま り、 C ～ H 以外の文字をはさみ、 任意数の文字で終
わる もの。 74ABT44、 74ALS244、 74ABF365。

[\\]*08 \ で始ま り、 任意数の文字をはさみ、 08 で終わる もの。 \LS08、
\HCT08、 \ABT08。

一般設定 部品統計、 ロジ ッ ク フ ァ ミ リ、 ピン番号のマ ッ ピング、 コネ
ク タの状況、 ECO 登録状況、 これらのプロパテ ィ を適用する
部品セ ッ ト を定義するための参照名接頭辞リ ス ト 、 部品を特
殊用途 ( コネク タ、 ダイ部品、 フ リ ッ プチ ッ プ ) と し て定義。

PCB 部品形状 フ ッ ト プ リ ン ト
必須事項 ： ゲー ト 情報、 信号ピン名、 英数字ピン名を指定す
る前に、 部品に部品形状を指定し て く だ さい。 

ゲー ト デフ ォル ト および代替ゲー ト 、 ゲー ト 交換可能情報、 ゲー ト
のプロパテ ィ 、 ゲー ト ピン交換可能情報

名称ピン 電源ピンやグラウン ド ピン といった、 ピンの信号名

属性 部品の属性

Table 4-2. ワイルド カー ド と式の使用例 (cont.)
式 式の結果
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3. 必要に応じ て、 タ ブ内でプロパテ ィ を修正し ます。

4. プロパテ ィ の設定を続けるには、 別のタ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. OK または名前を付けて保存を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： ネ ッ ト 名と部品名の使用禁止文字

関連 ト ピ ッ ク

ラ イブ ラ リの作成

部品情報の設定－一般設定

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ 一般設定 ] タ ブを使用し て、 ピン数、 ロジ ッ ク
フ ァ ミ リ、 その他部品に関するオプシ ョ ンを指定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 部品統計の表示

• ロジ ッ ク フ ァ ミ リの設定

• 部品オプシ ョ ンの設定

• 部品のチ ェ ッ ク

参照 ： 部品情報の設定

部品統計の表示

• [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 一般設定タ ブを ク リ ッ ク し ます。

[ 部品統計 ] 領域の統計情報は全て読み取り専用です。 [ ピン数 ] には、 ゲー ト ピン、
信号ピン、 未使用ピンなどのピンの合計が記載されます。 複数の部品形状に異なるピ
ン数が指定されている場合、 最少～最大のピン数の範囲が表示されます。

コネク タ PADS Logic で コネク タ と し て使用されるデフ ォル ト および代
替的な CAE 形状
制限事項 ： [ 一般設定 ] タ ブの [ コネク タ ] チ ェ ッ クボ ッ クス
が選択されていない場合、 または [ ゲー ト ] タ ブでゲー ト が
部品に指定されている場合は、 このタ ブは使用できません。

ピンマ ッ ピング 論理ピン番号から物理ピン番号への任意のピンマ ッ ピング
制限事項 ： [ 一般設定 ] タ ブでパー ト タ イプのピンマ ッ ピン
グを PCB 形状に定義チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されてお り、
英数字ピン番号を含む 1 つ以上の部品形状が指定されている
場合は、 このタ ブは使用できません。 部品形状によ って、 部
品内のピンの数が決ま り ます。
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ロジ ッ ク フ ァ ミ リの設定

既存のロジ ッ ク フ ァ ミ リ を選択するか、 新規のロジ ッ ク フ ァ ミ リ と そのデフ ォル ト の
参照名接頭辞を追加する こ とができます。

既存のロジ ッ ク フ ァ ミ リ を選択するには、

1. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 一般設定タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. リ ス ト から ロジ ッ ク フ ァ ミ リ を選択し ます。

ロジ ッ ク フ ァ ミ リ を追加、 削除、 編集するには、

1. フ ァ ミ リ を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ロジ ッ ク フ ァ ミ リ を追
加、 編集、 削除し ます。

注意 ： PADS 9.0 以降、 ダイ部品と フ リ ッ プチ ッ プは DIE および FLP ロジ ッ ク フ ァ ミ
リ ではな く 、 パー ト タ イプの 「特殊用途」 設定によ り識別されます。 この変更にと も
ない、 参照名 ( ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ) をダイ部品やフ リ ッ プチ ッ プに指定する こ とが可
能です。 

参照 ： ロジ ッ ク フ ァ ミ リの追加、 削除、 修正

部品オプシ ョ ンの設定

部品オプシ ョ ンを設定するには、

1. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 一般設定タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. [ ピンマ ッ ピング ] タ ブを有効にし て、 論理ピン番号に別の数字物理ピン番号
をマ ッ プできるよ う にするには、 パー ト タ イプのピンマ ッ ピングを PCB 形状
に定義チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

制限事項 ： 

• パー ト タ イプに 1 つ以上の英数字部品形状を追加する と、 このチ ェ ッ クボ ッ
クスは使用できな く な り ます。 チ ェ ッ クボ ッ クスの選択を解除するには、
指定し た部品形状を削除し て く だ さい。

• [ ピンマ ッ ピング ] タ ブを使用するには、 部品形状を指定する必要があ り ま
す。

• 連続し た英数字ピン番号のついた部品形状のみピンマ ッ ピングで使用でき
ます。

参照 ： 部品情報の設定－ピンマ ッ ピング、 部品情報の設定－ PCB 部品形状

3. 特殊用途チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 部品タ イプに該当する ラジオボタ ンを
以下から選択し ます ：
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• コネク タ — 他のパー ト タ イプ とは異な り、 コネク タには接頭辞リ ス ト や
ゲー ト 定義は必要あ り ません。

制限事項 ： 

• コネク タの作成時や修正時、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは自動的に選択され
ます。 コネク タ以外の部品を開いた場合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは使用
できません。

• [ コネク タ ] チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている場合、[ ゲー ト ] タ ブは使
用できません。

• [ 名称ピン ] タ ブでは、 コネク タ部品に適用されないオプシ ョ ンは無効に
なっています。

• ダイ部品 — 下記の 「注意」 をご覧 く だ さい。

• フ リ ッ プチ ッ プ — 下記の 「注意」 をご覧 く だ さい。

注意 ： PADS 9.0 以降、 ダイ部品と フ リ ッ プチ ッ プは DIE および FLP ロジ ッ ク
フ ァ ミ リ ではな く 、 パー ト タ イプの 「特殊用途」 設定によ り識別されます。 こ
の変更にと もない、 参照名 ( ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ) をダイ部品やフ リ ッ プチ ッ プ
に指定する こ とが可能です。

4. 部品を ECO 登録済みと し て設定するには、 ECO 登録済部品チ ェ ッ クボ ッ クス
を選択し ます。 部品が ECO 登録済みの場合、 フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンや
バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンの際に、 設計フ ァ イルと回路図フ ァ イル間での転
送が可能にな り ます。 

ヒ ン ト ： 非電気部品の場合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

5. 部品情報を ラ イブ ラ リ内の他の部品に適用するには、 更新する部品の名前に一
致する接頭辞とワイルド カー ド を [ 接頭辞一覧 ] ボ ッ クスに入力し ます。

例 ： 

• 接頭辞のクエスチ ョ ンマーク ? は、任意の 1 文字のワイルド カー ド と し て機
能し ます。 接頭辞 “?4” は、 “54” や “74” と同じ意味と な り ます。

• “\02” を接尾辞と し て入力し た場合、 この編集は 02 で終わる全ての部品に
適用されます。

警告 ： [ 接頭辞一覧 ] ボ ッ クスの内容は、 [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの他のタ ブ
で [OK] または [ 名前を付けて保存 ] を ク リ ッ ク し た時に適用されます。

部品のチ ェ ッ ク

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスに入力された情報が正しいかど うかを確認できます。

• 部品チ ェ ッ クボタ ンを ク リ ッ ク し、 [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスに入力され
た情報に抜けや矛盾がないか確認し ます。
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ロジ ッ ク フ ァ ミ リの追加、 削除、 修正

[ ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ロジ ッ ク フ ァ ミ リ を追加、 削
除、 編集し た り、 ロジ ッ ク フ ァ ミ リの参照名接頭辞を指定し ます。

• 部品情報ダイアログボ ッ クス > 一般設定タ ブ > フ ァ ミ リボタ ン

ヒ ン ト ： 全ての変更を元に戻すには、 [ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク し ます。

ロジ ッ ク フ ァ ミ リ を追加するには、

1. 追加を ク リ ッ ク し ます。

2. [ フ ァ ミ リ ] セルを ク リ ッ ク し、 フ ァ ミ リの名前を入力し ます。

3. [ 接頭辞 ] セルでダブルク リ ッ ク し、 参照名接頭辞を入力し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

ロジ ッ ク フ ァ ミ リ を削除するには、

• 削除する行の上でク リ ッ ク し、 削除を ク リ ッ ク し ます。

ロジ ッ ク フ ァ ミ リ を編集するには、

• [ フ ァ ミ リ ] または [接頭辞 ] セル内でダブルク リ ッ ク し、新しい値を入力し ます。

関連 ト ピ ッ ク

部品情報の設定

部品情報の設定－ PCB 部品形状

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [PCB 部品形状 ] タ ブを使用し て、 部品の形状
( フ ッ ト プ リ ン ト ) を指定し ます。 部品形状によ って、 部品内のピンの数が決ま り ま
す。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• ECO モー ド ではない時の部品形状の指定方法について

• 部品形状の指定

必須事項 ： ゲー ト 情報、 信号ピン名、 英数字ピン名を指定する前に、 部品に部品形状
を指定し て く だ さい。 

ヒ ン ト ： 現在のタ ブ内で行った設定のみ全て元に戻すには、 [ 初期化 ] を ク リ ッ ク
し ます。
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ECO モー ド ではない時の部品形状の指定方法について

ECO モー ド以外でも、 このダイアログボ ッ クスを使用し て部品形状を指定する こ とが
できます。 属性が ECO 登録済みであっても、 属性変更が可能です。

例えば、 U1 の部品形状を、 Geometry.Height 属性が 200 に設定された DIP14 から、
Geometry.Height 属性が 100 に設定された SOIC14 に変更できます。 ECO モー ド でない
場合には、 その変更は .eco フ ァ イルには記録されません。 部品形状の変更後、 ネ ッ ト
リ ス ト の比較を使用し て、 エラーがないか検索し て く だ さい。

参照 ： 設計の比較および更新

部品形状の指定

部品形状を指定するには、

1. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 PCB 部品形状タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト で、 1 つのラ イブ ラ リ または ( 全ラ イブ ラ リ ) を選択し ま
す。

3. [ 未指定部品形状 ] リ ス ト の内容を絞り込むには、 以下のいずれかの方法を使
用し ます。

a. [ フ ィ ルタ ] ボ ッ クスにワイルド カー ド と式を入力し ます。

ヒ ン ト ： [ フ ィ ルタ ] ボ ッ クスにアス タ リ スク * を入力する と、 全ての部品
形状が表示されます。

b. [ ピン数 ] ボ ッ クスに数値を入力し、 適用を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： [ ピン数 ] ボ ッ クス内の数値を全て削除する と、 全部品形状が表示
されます。 異なるピン数の部品形状が指定できるよ う、 このボ ッ クスは
フ ィ ルタ と し て常に使用可能になっています。

c. ピン番号が一致する形状のみを表示チ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ クする と、
[ 名称ピン ] タ ブの既存ゲー ト や信号ピン と一致し ないピン番号の部品形状
や、 [ ピンマ ッ ピング ] タ ブの物理ピン番号と一致し ないピン番号の部品形
状は、 検索から外し ます。

4. 部品形状を指定するには、 [ 未指定部品形状 ] リ ス ト で部品形状を選択し、
指定を ク リ ッ ク し ます。 指定済み PCB 部品形状は、 異なる数のピンを持つこ
とができます。

制限事項 ： 

• [ ピン ] タ ブで定義された全てのゲー ト ピンや信号ピンに対し て、十分な数の
ピンを持った部品形状を指定する必要があ り ます。

• 連続し た英数字ピン番号のついた部品形状のみピンマ ッ ピングで使用でき
ます。
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5. ラ イブ ラ リ に存在し ない部品形状を指定するには、 新規指定を ク リ ッ ク し、
[ 新規 PCB 部品形状を指定 ] ダイアログボ ッ クスに名前を入力し、 OK を
ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： この機能によ り、 自分のラ イブ ラ リ には存在せず、 他の設計者が使用
する ラ イブ ラ リ内に存在する部品形状の名前を指定し た り、 部品に対し て作成
する予定の形状の名前を指定する こ とができます。

6. 代替部品形状を指定するには、 手順 1 ～ 5 を繰り返し ます。

制限事項 ：

• 1 つの部品に対し、 最大で 16 の PCB 部品形状を指定する こ とができます。 

• 指定済み部品形状は同数のピンを持っている必要があ り ます。

7. 部品形状を削除するには、 [ 指定済部品外形 ] リ ス ト で部品形状を選択し、
解除を ク リ ッ ク し ます。

8. [ 指定済部品外形 ] リ ス ト 内の部品形状の順序を変更するには、 部品形状を選
択し、 上側または下側を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： リ ス ト の一番上にある ものがデフ ォル ト の部品形状で、 設計に部品を
追加する際に使用されます。

9. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの表示中、 部品に抜けや矛盾がないか確認で
きます。 部品チ ェ ッ クボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ：

• [ 部品チ ェ ッ ク ] ボタ ンを ク リ ッ ク し な く ても、 タ ブを終了する時に、 指定済み
部品形状が [ 名称ピン ] タ ブで定義された全てのゲー ト ピンや信号ピンに対し
て十分な数のピンを持つ形状かど うか、 チ ェ ッ クが行われます。

• 現在のタ ブ内で行った設定のみ全て元に戻すには、[ 初期化 ] を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

部品情報の設定

部品情報の設定－ゲー ト

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ ゲー ト ] タ ブを使用し て、 部品の CAE 形状や
ゲー ト 交換オプシ ョ ン といった、 ゲー ト 情報を指定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 部品にゲー ト を指定

• ゲー ト に CAE 形状を指定

参照 ： 部品情報の設定
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ヒ ン ト ： 現在のタ ブ内で行った設定のみ全て元に戻すには、 [ 初期化 ] を ク リ ッ ク
し ます。

部品にゲー ト を指定

部品にゲー ト を指定するには、

1. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 ゲー ト タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. [ ゲー ト ] 領域で、 追加を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 行を削除するには、 削除する行の上でク リ ッ ク し、 [ 削除 ] を ク リ ッ
ク し ます。

3. [ 交換 ] セルをダブルク リ ッ ク し、 0 ～ 100 の交換 ID を入力し ます。

ヒ ン ト ：

• 結線を交差させず、 配線を容易にするため、 (0 を除 く ) 同じ交換 ID を持つ
ゲー ト は、 部品内も し く は同タ イプの別部品内で交換できます。

• 交換を無効にするには 0 を入力し ます。

4. CAE 形状 1 のセルをダブルク リ ッ ク し、 参照を ク リ ッ ク し ます。 [ ゲー ト の部
品形状を指定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ゲー ト に第一 CAE 形状を指
定し ます。

参照 ： ゲー ト に CAE 形状を指定

5. ゲー ト に 1 つまたは複数の代替 CAE 形状を指定し たい場合、 CAE 形状
3 ～ 5 のセルに対し て、 手順 2 ～ 4 を繰り返し ます。

ヒ ン ト ： 

• [ ピン ] 列には、 各ゲー ト で定義されたピンの数が表示されます。

• ゲー ト ピンは [ ピン ] タ ブで追加し ます。 詳細 ： 部品情報の設定－ピン。

ゲー ト に CAE 形状を指定

[ ゲー ト の部品形状を指定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ゲー ト にデフ ォル ト
および代替 CAE 形状を指定し ます。

ヒ ン ト ： このダイアログボ ッ クスでは、 [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [PCB 部品
形状 ] タ ブ と同様の機能を持ちますが、 PCB 部品形状ではな く ロジ ッ ク部品形状を扱
います。

ゲー ト に CAE 形状を指定するには、

1. CAE 形状 1 の下のセルを選択し、 [ 編集 ] ボタ ンを ク リ ッ クするか、 CAE 形状
1 の下のセルをダブルク リ ッ ク し ます。
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2. CAE 形状ボ ッ クスに部品形状名を入力するか、 [ 参照 ]( “...” ) ボタ ンを ク リ ッ
ク し て、 ラ イブ ラ リから部品形状を検索し ます。 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ クす
る と、 [ ゲー ト の部品形状を指定 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト で、 その部品形状を含むラ イブ ラ リ または ( 全ラ イブ ラ リ
) を選択し て、 使用可能な全ての部品形状を表示し ます。

4. [ 未指定部品形状 ] リ ス ト の内容を絞り込むには、 [ フ ィ ルタ ] および [ ピン数 ]
ボッ クスそれぞれに値を入力し、 適用を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ：

• [ フ ィ ルタ ] ボ ッ クスは、ワイルド カー ド と式をサポー ト し ています。全ての
部品形状を表示するには、 アス タ リ スク * を入力し ます。

• [ ピン数 ] ボ ッ クスは、部品形状が指定されるまで絞込みを し ます。[ ピン数 ]
ボッ クス内の数値を全て削除する と、 全部品形状が表示されます。 部品形
状が指定される と、 このボ ッ クスは読み取り専用にな り ます。

5. 部品形状を指定するには、 [ 未指定部品形状 ] リ ス ト で部品形状を選択し、
指定を ク リ ッ ク し ます。

6. ラ イブ ラ リ に存在し ない部品形状を指定するには、 新規指定を ク リ ッ ク し て、
[ 新規ゲー ト 部品形状を指定 ] ダイアログボ ッ クスに名前を入力し、 OK を
ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： この機能によ り、 自分のラ イブ ラ リ には存在し ない部品形状の名前を
指定する こ とができます。 部品に対し て作成し よ う と し ている形状の名前や、
他の PCB 設計者が使用し ている ラ イブ ラ リ内の部品形状の名前を指定する こ
とができます。

7. 代替部品形状を指定するには、 手順 1 ～ 4 を必要なだけ繰り返し ます。

制限事項 ：

• 1 つの部品に対し、 最大で 4 つの CAE 形状を指定する こ とができます。 

• 指定済み部品形状は同数のピンを持っている必要があ り ます。

8. 部品形状を削除するには、 [ 指定済部品外形 ] リ ス ト で部品形状を選択し、
解除を ク リ ッ ク し ます。

9. [ 指定済部品外形 ] リ ス ト 内の部品形状の順序を変更するには、 部品形状を選
択し、 上側または下側を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 

• リ ス ト の一番上に表示されたものがデフ ォル ト の部品形状で、 回路図に部品を
追加する時に使用されます。

• ゲー ト ピンは [ ピン ] タ ブで追加し ます。 詳細 ： 部品情報の設定－ピン。
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部品情報の設定－ピン

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ ピン ] タ ブを使用し て、 ゲー ト ピン、 信号ピン、
未使用ピンを部品に指定し ます。 [ ピン ] タ ブに追加されるピン番号は、 PCB 部品形
状のピン番号と一致する必要があ り ます。 [ ピンマ ッ ピング ] タ ブを使用し て、 論理
的 ( 回路図 ) 英数字ピン番号を物理的な数字の PCB 部品形状にオーバーレ イ し ます。

ヒ ン ト ： 現在のタ ブ内で行った設定のみ全て元に戻すには、 [ 初期化 ] を ク リ ッ ク し
ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 部品にピンを追加

• ピンデータの編集

• 表データの並べ替え

• ピン番号の再指定

• ピンの削除

• エラーチ ェ ッ ク

部品にピンを追加

ピンを部品へ追加する方法はい く つかあ り ます。 部品形状を指定する と、 必要な全て
のピンが自動的に追加されます。 部品にピンを 1 本または複数追加し た り、 データ
ベースから ピンをペース ト し た り、 カ ンマで値を区切った CSV フ ァ イルを使用し て
ピンを イ ンポー ト する こ と もできます。 

単一ピンの追加

• [部品情報 ] ダイアログボッ クスの [ ピン ] タ ブで、ピンを追加ボタ ンを ク リ ッ
ク し ます。 

必須事項 ： ピンを有効にするため、 ピン番号を追加する必要があ り ます。

その部品に初めて追加されるピンの場合、 ゲー ト A に属するデフ ォル ト ピンである必
要があ り ます。 ピンが既に存在する場合、 新しいピンは、 現在選択されているピンの
ピングループに属し ている必要があ り ます。

複数ピンの追加

1. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ ピン ] タ ブで、 ピンを追加ボタ ンを ク リ ッ
ク し ます。

2. [ ピンを追加 ] ダイアログボ ッ クスの [ ピンの数 ] ボ ッ クスに追加するピンの数
を入力し ます。
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ヒ ン ト ： 1 つの部品に対し最大 32,767 本のピンを指定する こ とができます。

3. [ 開始番号 ] 領域にある、 [ 接頭 ] ボ ッ クス と [ 接尾 ] ボ ッ クスの両方またはい
ずれかに数値を入力し ます。 入力に応じ たピン番号のプレビ ューがボ ッ クスの
下に表示されます。

ヒ ン ト ： 

• どち らのボ ッ クスでも英数字が使用できます ( 例 ： A1、 1A)。 英数字を入力
し た際、 部品形状に数字が使用されている場合は、 [ ピンマ ッ ピング ] タ ブ
を使用し て部品形状に英数字をマ ッ プする必要があ り ます。

• 1 つの数字に対し、[ 接頭 ] または [ 接尾 ] ボ ッ クスのいずれかに値を入力し、
も う一方のボ ッ クスは空欄にし ておきます。

4. [ 増加オプシ ョ ン ] 領域で、 接頭辞増加または接尾辞増加を ク リ ッ ク し て、
どち ら を増加させるか選択し ます。

5. [ ステ ッ プ ] ボ ッ クスに、 ピン番号を連続または段階的に増減するための、
正または負の数字を入力し ます。

6. 英数字を使用する場合は、 [JEDEC ピン番号配列を行う ] チ ェ ッ クボ ッ クスを
選択する と、 不正な英数字が使用されていないかチ ェ ッ クする こ とができま
す。

部品形状の指定

[PCB 部品形状 ] タ ブで部品形状を指定する際、 部品形状から ピン番号が自動的に
[ ピン ] タ ブの表に入力されます。 PCB 部品形状のピン番号は英数字または数字と
な り、 PCB 部品形状のピン番号は [ ピン ] タ ブの表に記載されたピン番号と一致する
必要があ り ます。

ピン情報のペース ト

[ ピン ] タ ブや Microsoft Excel で選択し た表のデータ を コ ピーし て [ ピン ] 表にペース
ト できます。 表内で選択されたセルがペース ト の起点と な り ます。 データは、 起点の
右および下方向にペース ト されます。

1. Excel の場合は、 データ を選択し て、 Excel のコ ピーコマン ド を使用し ます。
[ ピン ] タ ブの場合は、 データ を選択し て、 タ ブ内のコ ピーボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。

2. ペース ト ボタ ンを ク リ ッ クする と、 データがペース ト 起点から表へペース ト
されます。

制限事項 ： ペース ト されたデータにピングループまたはピン番号のデータ を含
む場合、 ピンの列が自動的に追加されます。 これは、 ペース ト されたデータの
列と行数が、 表内のペース ト 起点の右下方向にある列や行数と一致し ない場合
に、 ペース ト が失敗するのを防ぐためです。
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CSV フ ァ イルを使用し たピンの入力

カ ンマで区切られた値のフ ァ イルデータ を入力する こ とができます。

1. CSV 入力ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. [ ラ イブ ラ リ入力フ ァ イル ] ダイアログボ ッ クスで、 CSV フ ァ イルを選択し ま
す。

3. 開 く を ク リ ッ ク し て、 データ入力を開始し ます。

ヒ ン ト ： 

• [ ピン ] タ ブの表の全ての内容が CSV フ ァ イルのデータ と置き換わり ます。

• CSV のフ ィ ールド名は、[ ピン ] タ ブの表の列ヘ ッ ダーと一致する必要があ り ま
す。 ヘ ッ ダーの最初の 2 文字を一致させます。 例えば、 Pin Group 行の場合は
"Pi" と し ます。 Pin Group のヘ ッ ダーには、 Gate も し く は "GA" も使用可能で
す。

• CSV のサンプルフ ァ イルは、 \PADS Projects\Samples フ ォルダにあ り ます。

ピンデータの編集

編集中のピンの行のセルを ク リ ッ クする と、 セルの内容を編集できます。 または、
同じ列にある 1 つ以上のセルを選択し て、 編集ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

1. ピングループセルを ク リ ッ ク し、 リ ス ト からゲー ト 、 信号ピン、 未使用ピンの
いずれかを選択し ます。 [ ピングループ ] セルのリ ス ト に表示されるゲー ト は、
[ ゲー ト ] タ ブで追加されたものです。 信号ピンの場合は、 [ 名称 ] セルに信号
名が必要です。 詳細 ： 信号ピンの指定、 未使用ピンの指定

2. 番号セルを ク リ ッ ク し、 そのピンのピン番号を入力し ます。

必須事項 ： ピン番号は PCB 部品形状と一致する必要があ り ます。 例えば、
ピン番号が英数字の場合は、 PCB 部品形状も英数字である必要があ り ます。

ヒ ン ト ： ピン番号は、 数字または英数字と な り ます。 PADS2007 以前では、
PCB 部品形状では英数字のピン番号は不正と され、 数字の部品形状番号に置き
換えられて、 パー ト タ イプ内で保存されていま し た。 数字の PCB 部品形状を
保持し、 [ ピンマ ッ ピング ] タ ブを使用し て別のピン番号を数字の PCB 部品形
状ピン番号にオーバーレ イする こ と もできます。 詳細 ： 部品情報の設定－ピン
マ ッ ピング

3. 名称セルを ク リ ッ ク し、 ピン信号または機能の名前を入力し ます。 例えば、
"Clock" または "CLK" と入力し ます。 ピン名は必要あ り ません。 [ 名称 ] 列は
未使用ピンでは使用し ません。 

制限事項 ： ゲー ト ピン名には最大 40 文字、 信号ピン名には最大 47 文字まで
入力できます。 全ての英数字が使用可能です。 クエスチ ョ ンマーク ?、 括弧
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{ }、 アス タ リ スク、 *、 ピ リ オ ド .、 カ ンマ ,、 スペースなどの特殊記号は使用
できません。

4. タ イプセルを ク リ ッ ク し て リ ス ト から ピン タ イプを選択し ます。 [ タ イプ ] 列
はゲー ト ピンでのみ使用し ます。

5. スワ ッ プセルを ク リ ッ ク し、 交換する番号を入力するか、 上下矢印キーを使用
し ます。

ヒ ン ト ： 結線を交差させず、 配線を容易にするため、 ゲー ト 内でピンを交換し
ます。 同等の番号を持つピンをゲー ト 内で交換できます。 交換を無効にするに
は 0 を入力し ます。

6. 順序セルを ク リ ッ ク し、 ゲー ト のシーケンス番号を入力し ます。 シーケンス番
号によ って、 CAE ゲー ト ピンの PCB 部品形状ピンへのマ ッ ピングが決定し ま
す。 シーケンスは、 自動的に代替 CAE 形状と共有されるよ う にな り ます。 ピ
ン番号が CAE ゲー ト 部品形状でどのよ う に表示されるかを示すため、 例えば、
Gate A ではシーケンス番号 1 が 1 番ピン と な り、 Gate B ではシーケンス番号 1
が 4 番ピン と なる こ と もあ り ます。

例外 ： コネク タのピンデータ編集時は、 [ ピングループ ] と [ 番号 ] 列のみが使用でき
ます。 他の列へのデータ入力は受け付けません。 コネク タにはゲー ト がないため、
[ ピングループ ] 列は、 ピンがコネク タ ピンであるか未使用ピンであるかを示すため
だけに使用されます。

信号ピンの指定

暗黙ピン ( 回路図上でどのゲー ト 上にも表示されていないピン ) に信号名を指定し ま
す。 通常、 グラウン ド ピン と電源ピンのみが暗黙ピンです。 信号ピンを使用する必要
はあ り ません。 代わり に、 電源ピンやグラウン ド ピンをゲー ト に追加し た り、 電源
ピン とグラウン ド ピンの両方またはいずれかのために独立し たゲー ト を作成する こ と
ができます。 PADS Logic 同梱ラ イブ ラ リの部品に関し ては、 標準グラ ン ド信号名は
GND です。 標準電源信号名は＋ 5V です。 

未使用ピンの指定

ピンを未使用ピン と し て指定する こ とができます。 未使用ピン とは、 PCB 部品形状で
定義されていても、 パー ト タ イプ と し て電気的機能を持たないピンのこ と です。 未使
用ピン情報はパー ト タ イプには保存されませんが、 指定済み PCB 部品形状のピンの
数に対する指定済みゲー ト および信号ピンの数を元に、 自動的に生成されます。

表データの並べ替え

列を昇順で並べ替える こ とができます。

• 列ヘ ッ ダーをダブルク リ ッ クする と、 列の並べ替えを行います。 
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ヒ ン ト ： シーケンス番号で並べ替えても、 ピングループで並べ替えても、 結果
は同じにな り ます。 まずピン番号で並べ替えられ、 次に各ゲー ト 内のシーケン
ス番号順に並べ替えられます。

ピン番号の再指定

[ ピン ] タ ブの表でピン番号を再指定する こ とができます。

1. [ 番号 ] 列でセルを選択し ます ( 複数可 )。

2. 番号再指定を ク リ ッ ク し ます。 [ ピンに番号再割当 ] ダイアログボ ッ クスの
[ ピンの数 ] ボ ッ クスに選択されたピンの数が表示されます。

3. [ 開始番号 ] 領域にある、 [ 接頭 ] ボ ッ クス と [ 接尾 ] ボ ッ クスの両方またはい
ずれかに数値を入力し ます。 入力に応じ たピン番号のプレビ ューがボ ッ クスの
下に表示されます。

ヒ ン ト ： 

• どち らのボ ッ クスでも英数字が使用できます。 例 ： A1、 1A。

• 1 つの数字に対し、[ 接頭 ] または [ 接尾 ] ボ ッ クスのいずれかに値を入力し、
も う一方のボ ッ クスは空欄にし ておきます。

4. [ 増加オプシ ョ ン ] 領域で、 接頭辞増加または接尾辞増加を ク リ ッ ク し て、
どち ら を増加させるか選択し ます。

5. [ ステ ッ プ ] ボ ッ クスに、 ピン番号を連続または段階的に増減するための、
正または負の数字を入力し ます。

6. 英数字を使用する場合は、 JEDEC ピン番号配列を行う チ ェ ッ クボ ッ クスを選
択する と、 不正な英数字が使用されていないかチ ェ ッ クする こ とができます。

ピンの削除

ピンの表から ピンを削除する こ とができます。

• [ ピン ] 列で削除し たいセルを選択し て ( 複数可 )、ピンを削除ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。

エラーチ ェ ッ ク

[ 部品チ ェ ッ ク ]、 [OK]、 [ 名前を付けて保存 ] のいずれか、 または別のタ ブを ク リ ッ
クする と、 検証が行われ、 以下のエラー条件がチ ェ ッ ク されます ：

• 空欄になったピン番号や、 スペースや不正な文字を含むピン番号。 重複する
ピン番号。

• 1 つのゲー ト 内での空欄、 重複または非連続のシーケンス番号。
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• 信号ピンや未使用ピンの [ タ イプ ] セルにデータが入力されていないかど うか。
また、 ゲー ト ピンの場合は [ タ イプ ] セルが空欄になっていないかど うか。

• 不正な文字を含むピン名のゲー ト ピン、 不正な文字を含むネ ッ ト 名の信号ピ
ン、 名称が入力された未使用ピン、 名称が空欄になった信号ピン。 ゲー ト ピン
はピン名がな く ても構いません。

• スワ ッ プ欄が空欄のゲー ト ピン、 スワ ッ プ欄にデータが入力された信号ピンや
未使用ピン。 ゲー ト ピンの 0 ～ 100 の範囲以外のピン交換値。

関連 ト ピ ッ ク

部品情報の設定

部品情報の設定－ゲー ト

部品情報の設定－ PCB 部品形状

コ ンセプ ト ガイ ドの 「ラ イブ ラ リ部品のゲー ト 修正」

部品情報の設定ー属性

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ 属性 ] タ ブを使用し て、 選択し た部品の属性を
管理し た り、 新規部品のデフ ォル ト 属性を定義し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 属性の追加

• 属性の編集

• 属性情報のペース ト

• 属性の削除

• 新規部品のデフ ォル ト 属性を定義

参照 ： 部品情報の設定

ヒ ン ト ： 現在のタ ブ内で行った設定のみ全て元に戻すには、 [ 初期化 ] を ク リ ッ ク
し ます。

属性の追加

部品に新規属性を追加し た り、 ラ イブ ラ リ を検索し て部品に追加する属性を探すこ と
ができます。

新規属性を追加するには、

1. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 属性タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. 追加を ク リ ッ ク し、 属性名を入力し ます。
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3. [ 属性の内容 ] セルをダブルク リ ッ ク し、 属性の値を入力し ます。

結果 ： 新規属性が、 属性構造の部品のレベルに追加されます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性の階層」

全てのラ イブ ラ リから既存属性を検索するには、

• ラ イブ ラ リ属性参照を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： すべてのラ イブ ラ リの属性を表示

属性の編集

属性を編集するには、

1. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 属性タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. セルをダブルク リ ッ ク し、 新しい属性値を入力し ます。

ヒ ン ト ： 選択し た部品の属性のみ編集されます。 設計全体や全てのラ イブ ラ リの属性
を管理するには、 [ ラ イブ ラ リ属性を管理 ] ダイアログボ ッ クスをご使用 く だ さい。

参照 ： ラ イブ ラ リ属性の管理

属性情報のペース ト

[ 属性 ] タ ブや Microsoft Excel で選択し た表のデータ を コ ピーし て [ 属性 ] の表にペー
ス ト できます。 表内で選択されたセルがペース ト の起点と な り ます。 データは、 起点
の右および下方向にペース ト されます。

1. Excel の場合は、 データ を選択し て、 Excel のコ ピーコマン ド を使用し ます。
[ 属性 ] タ ブの場合は、 データ を選択し て、 [ 属性 ] タ ブにある [ コ ピー ] ボタ
ンを ク リ ッ ク し ます。

2. [ ペース ト ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 データがペース ト 起点から貼り付けら
れます。

属性の削除

属性を削除するには、

1. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 属性タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. 属性行の上でク リ ッ ク し、 削除を ク リ ッ ク し ます。

新規部品のデフ ォル ト 属性を定義

属性のデフ ォル ト 設定を保存し、 各新規部品で自動的に使う こ とができます。
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制限事項 ： デフ ォル ト 属性値は保存されません。

新規部品のデフ ォル ト 属性を定義するには、

1. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 属性タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. 属性リ ス ト が正しければ、 デフ ォル ト と し て保存を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： デフ ォル ト の属性リ ス ト は、
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Settings\defaultattribute.txt
に保存され、 PADS Logic と PADS Layout 間で共有されます。

関連 ト ピ ッ ク

ラ イブ ラ リ属性の管理

部品情報の設定－コネク タ

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ コネク タ ] タ ブを使用し て、 ピン タ イプに 1 つま
たは複数の CAE 形状 ( 特殊シンボル ) を指定し ます。 特殊シンボルは、 PADS Logic
でのピン タ イプの機能を示し ます。 例えば、 イ ンプ ッ ト ( ソース ) ピン タ イプ と アウ
ト プ ッ ト ( ロー ド ) ピン タ イプを示すのに、 別々の特殊シンボルを使用できます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• CAE 形状を コネク タ ピン タ イプに指定

• CAE 形状指定の削除

参照 ： 部品情報の設定

ヒ ン ト ： 現在のタ ブ内で行った設定のみ全て元に戻すには、 [ 初期化 ] を ク リ ッ ク し
ます。

制限事項 ： [ 一般設定 ] タ ブの [ コネク タ ] チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されていない場
合、 または [ ゲー ト ] タ ブでゲー ト が部品に指定されている場合は、 このタ ブは使用
できません。

CAE 形状を コネク タ ピン タ イプに指定

CAE 形状を コネク タ ピンに指定するには、

1. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 コネク タ タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. 追加を ク リ ッ ク し ます。

3. 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 CAE 形状を選択し ます。

参照 ： 特殊シンボルを選択
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4. [ ピン タ イプ ] セルをダブルク リ ッ ク し て、 ピン タ イプを選択し ます。

CAE 形状指定の削除

CAE 形状指定を削除するには、

1. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 コネク タ タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. 行の上でク リ ッ ク し、 削除を ク リ ッ ク し ます。

特殊シンボルを選択

[ 特殊シンボルを参照 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ピン タ イプに 1 つまたは
複数の CAE 形状 ( 特殊シンボル ) を指定し ます。 特殊シンボルは、 PADS Logic での
コネク タ ピンの機能を示し ます。

参照 ： 部品情報の設定－コネク タ、 部品情報の設定

特殊シンボルを選択するには、

1. 部品情報ダイアログボ ッ クス > コネク タ タ ブ。

2. [ ゲー ト 形状 ] リ ス ト を絞り込むには、 [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト から ラ イブ ラ リ を
選択し、 [ フ ィ ルタ ] ボ ッ クスにワイルド カー ド または式を入力し て適用を
ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 全ての項目を表示するには、 アス タ リ スク * を入力し、 [ 適用 ] を
ク リ ッ ク し ます。

3. リ ス ト 内の項目を選択し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

部品情報の設定－ピンマ ッ ピング

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ ピンマ ッ ピング ] タ ブを使用し て、 英数字ピン
番号を数字の PCB 部品形状ピンにオーバーレ イ し ます。 PADS 2007 以前では、 英数
字ピン番号は PCB 部品形状に保存できませんで し た。

• [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスで、 ピンマ ッ ピングタ ブを ク リ ッ ク し ます。

必須事項 ：

• [一般設定 ] タ ブで、パー ト タ イプのピンマ ッ ピングを PCB形状に定義チ ェ ッ
クボッ クスを選択し、 [ ピンマ ッ ピング ] タ ブを有効にし ます。

• [PCB 部品形状 ] タ ブで、 [ ピンマ ッ ピング ] タ ブで使用する、 連続的な数字
ピン番号を持つ部品形状を指定し ます。 部品形状によ って、 部品内のピン
の数が決ま り ます。
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ヒ ン ト ： 現在のタ ブ内で行った設定のみ全て元に戻すには、 [ 初期化 ] を ク リ ッ ク
し ます。

英数字ピン番号を数字の部品形状にマ ッ ピング

1. 確認画面上部の部品形状リ ス ト で、 英数字ピンをマ ッ プ し たい指定済み部品形
状を選択し ます。

2. 以下のいずれかの方法でピンをマ ッ ピングし ます。

a. [ アンマ ッ プピン ] リ ス ト で英数字を選択し ます ( 複数可 )。 [ パー ト タ イプ
] 列で、 1 つのセル、 またはマ ッ プする リ ス ト が連続の場合は始めの行を選
択し ます。 マ ッ プを ク リ ッ ク し ます。

b. [ パー ト タ イプ ] 列でセルを選択し、 編集ボタ ンを ク リ ッ クするか、 セルを
ダブルク リ ッ ク し ます。

c. [ アンマ ッ プピン ] リ ス ト で英数字を選択し、 部品形状確認画面内のピンを
ダブルク リ ッ ク し て英数字をピンにマ ッ ピングし ます。 [ アンマ ッ プピン ]
リ ス ト の次の行が選択され、 次の英数字マ ッ ピング候補にな り ます。

• 確認画面で、 ク リ ッ ク＆ド ラ ッ グし てズームボ ッ クスを定義できます。
または、 Shift キー押下と ク リ ッ ク、 も し く は Shift キー押下と右ク リ ッ
クで、 2 倍にズームイ ン / アウ ト し ます。 原寸の 16 倍まで拡大可能で
す。 確認画面は、 部品形状全体を表示する時のみズームアウ ト し ます。

d. マ ッ プを コ ピーを ク リ ッ ク し て、 マ ッ ピングテーブルの両方の列を コ ピー
し ます。 マ ッ ピングテーブルを Excel に貼り付けし ます。 ま とめて編集し
ます。 Excel からデータ を コ ピーし、 [ ピンマ ッ ピング ] タ ブでマ ッ プを
ペース ト を ク リ ッ ク し ます。

制限事項 ： [ マ ッ プを コ ピー ] と [ マ ッ プをペース ト ] は、 ピンマ ッ ピング
表全体に対し てのみ機能し ます。 複数行を選択し てこの機能を使う こ とは
できません。

3. この手順を必要なだけ繰り返し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

ピンのアンマ ッ ピング

1. 部品形状ピン番号を選択し ます。

2. アンマ ッ プを ク リ ッ ク し ます。

部品のチ ェ ッ ク

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスに入力された情報が正しいかど うかを確認できます。
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1. 部品チ ェ ッ クボタ ンを ク リ ッ ク し、 [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスに入力さ
れた情報に抜けや矛盾がないか確認し ます。

部品形状の作成

部品形状エデ ィ タの起動

部品形状エデ ィ タ を起動するには、

• ツールメ ニューの部品形状エデ ィ タ を ク リ ッ ク し ます。

部品形状を追加または編集するには、

1. フ ァ イルメ ニューのラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスで、 ラ イブ ラ リ を開き、 部品形
状を ラ イブ ラ リ タ イプ と し て選択し ます。

3. 新規を ク リ ッ ク し て新規部品形状を追加するか、 編集を ク リ ッ ク し て既存部品
形状を編集し ます。

ヒ ン ト ： 実装部品を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューから [ 部品形状の編集 ] を選択し て、
部品形状エデ ィ タ を起動する こ と もできます。 選択し た実装部品の部品形状が、 自動
的に部品形状エデ ィ タ で開きます。

部品形状エデ ィ タのデフ ォル ト の色と層のカス タ マイズ

部品形状エデ ィ タのデフ ォル ト 色と層を変更できます。 新しい設定内容で、 新規
decaledt.asc フ ァ イルを作成し ます。

1. [ ツール ] メ ニュー > 部品形状エデ ィ タ。

2. 部品形状エデ ィ タに部品形状がないこ と を確認し ます。

3. 層構成定義と画面表示色を定義し ます。

4. フ ァ イルメ ニュー > 起動フ ァ イルを名前を付けて保存。

5. [ 起動フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスで、 [PCB パラ メ ータ ] および
[ 層データ ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 部品形状エデ ィ タ で使用される起動フ ァ イルのデフ ォル ト 設定が変更
されます。 部品形状エデ ィ タの次回起動時には、 この設定内容が使用されま
す。

部品形状エデ ィ タ で部品形状を開 く

部品形状エデ ィ タ で部品形状を開き、 編集するには、
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1. 部品形状エデ ィ タ  > 開 く ボタ ン。 [ ラ イブ ラ リから PCB 部品形状を取得 ] ダイ
アログボ ッ クスが表示されます。

2. [ フ ィ ルタ ] 領域の [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト で、 開 く 部品形状が含まれる ラ イブ ラ
リ を ク リ ッ ク し ます。

3. 部品形状リ ス ト を絞り込むには、 [ フ ィ ルタ ] 領域の [ 項目 ] ボ ッ クスにワイル
ド カー ド または式を入力し、 適用を ク リ ッ ク し ます。

必須事項 ： 何らかの検索結果を得るには、 [ 項目 ] ボ ッ クスに少な く と もアス
タ リ スク (*) が入力されている必要があ り ます。 アス タ リ スク を入力する と、
リ ス ト 内の全部品が表示されます。

4. PCB 部品形状リ ス ト で、 開 く 部品形状を選択し ます。 プレビ ュー領域に PCB
部品形状のグラ フ ィ ッ クが表示されます。 

5. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 部品形状が PADS ラ イブ ラ リ で何らかのパー ト タ イプに指定されている場合、
[ デカールのパーツ種一覧 < 部品形状名 >] ダイアログボ ッ クスが表示されます。 

パー ト タ イプ と指定済み PCB 部品形状間のエラーチ ェ ッ ク

開いた部品形状に対し、 [ デカールのパーツ種一覧 ] ダイアログボ ッ クスで、 ピンが、
パー ト タ イプ > [ ピン ] タ ブの表に表示されたピン と一致するかど うか、 または、
パー ト タ イプ > [ ピンマ ッ ピング ] タ ブでピンマ ッ ピングが存在する場合に一致し て
いるかど うかをチ ェ ッ クする こ とができます。

• または、 部品形状エデ ィ タの [ ツール ] メ ニューでパー ト タ イプを ク リ ッ ク し、
[ デカールのパーツ種一覧 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

表のソー ト

列ヘ ッ ダーを ク リ ッ クする と、 任意の列で表を ソー ト できます。

論理エラーの修正

1. 論理エラーのある項目を選択し ます。

2. エラー表示ボタ ンを ク リ ッ ク し、 エラーの詳細レポー ト を作成し て開きます。

3. 部品編集ボタ ンを ク リ ッ ク し てパー ト タ イプを開きます。

4. パー ト タ イプ内でエラーを修正し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

5. [ デカールのパーツ種一覧 ] ダイアログボ ッ クスのエラー状況が更新されます。

不整合ピンエラーの修正

1. ピンの不整合エラーのある項目を選択し ます。
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2. エラー表示ボタ ンを ク リ ッ ク し、 エラーの詳細レポー ト を作成し て開きます。

3. 部品形状エデ ィ タ でエラーを修正し ます。

4. [ デカールのパーツ種一覧 ] ダイアログボ ッ クスで、 初期化を ク リ ッ ク し て
ダイアログボ ッ クスを更新し ます。

ヒ ン ト ： [ 形状を確認 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 関連付けられた全てのパー ト タ イ
プに対し て部品形状をチ ェ ッ ク し、 ピン番号不一致エラーを表示する こ とができま
す。 

関連 ト ピ ッ ク

部品情報の設定－ピン

部品情報の設定－ピンマ ッ ピング

部品形状の保存

部品形状エデ ィ タから部品形状を ラ イブ ラ リへ保存する際、 ピン番号に矛盾がないよ
う、 関連する全パー ト タ イプに対し てチ ェ ッ クが行われます。 [ 保存 ] または [ 名前を
付けて保存 ] コマン ド を使います。

部品形状または新規部品形状名がどのパー ト タ イプにも指定されていない場合、 新規
パー ト タ イプを作成し て、 それに部品形状を割り当てる こ とができます。 既存パー ト
タ イプの名前を使用し た場合、 互換性のあるピン番号を持っていれば、 新規部品形状
がその名前に割り当てられます。

部品形状の自動作成

ピンウ ィ ザー ド を使用し た部品形状の作成

ピンウ ィ ザー ド を使用し て、 [ ピンウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスで指定し た設定
に基づき、 共通する部品形状タ イプを自動的に作成できます。

部品形状を作成するには、

1. ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 作図ツールバーボタ ン > ウ ィ ザー ド
ボタ ン

2. 作成し たい部品形状タ イプのタ ブを ク リ ッ ク し ます ： BGA/PGA ウ ィ ザー ド、
DIP ウ ィ ザー ド、 極座標部品ウ ィ ザー ド、 極座標 SMD 部品ウ ィ ザー ド、 ク
ワ ッ ド (QUAD) ウ ィ ザー ド、 SOIC ウ ィ ザー ド。

3. 作成し たい部品形状のオプシ ョ ンを設定し ます。 

ヒ ン ト ： [ 間隔と反復 ] タ ブでの設定は、 このダイアログボ ッ クスを閉じ る時や部品
形状エデ ィ タ を終了する時に保存されます。
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部品形状の手動作成

ター ミ ナルの追加

ター ミ ナルとは、 部品形状と関連付けされたパッ ド も し く はピンです。  

ター ミ ナルを追加するには、

1. 部品形状エデ ィ タ  > 作図ボタ ン > ター ミ ナル ボタ ン

2. [ ター ミ ナルを加える ] ダイアログボ ッ クスの [ 開始番号 ] 領域で、 [ 接頭 ]
および [ 接尾 ] ボ ッ クスの両方またはいずれかにピン番号の値を入力し ます。
入力に応じ たピン番号のプレビ ューがボ ッ クスの下に表示されます。

ヒ ン ト ： 

• どち らのボ ッ クスでも英数字が使用できます。 例 ： A1、 1A。

• 1 つの数字に対し、[ 接頭 ] または [ 接尾 ] ボ ッ クスのいずれかに値を入力し、
も う一方のボ ッ クスは空欄にし ておきます。

3. [ 増加オプシ ョ ン ] 領域で、 接頭辞増加または接尾辞増加を ク リ ッ ク し て、
どち ら を増加させるか選択し ます。

4. [ ステ ッ プ ] ボ ッ クスに、 ピン番号を連続または段階的に増減するための、
正または負の数字を入力し ます。

5. 英数字を使用する場合は、 JEDEC ピン番号配列を行う チ ェ ッ クボ ッ クスを選
択する と、 不正な英数字が使用されていないかチ ェ ッ クする こ とができます。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでは、 英字と数字の有効な組み合わせが使用されてい
る こ とのみをチ ェ ッ ク し ています。 JEDEC 標準に従って列や行を並べるには、
[ ツール ] メ ニューの [JEDEC ピン配列を指定 ] オプシ ョ ンを使用し ます。

6. 新規ター ミ ナルを配置する場所を ク リ ッ ク し ます。 この手順を必要なだけ繰り
返し ます。

ヒ ン ト ： [ 間隔と反復 ] を使用し て、 ター ミ ナルの追加や複写を行う こ と もできます。
参照 ： [ 間隔と繰返し ] ダイアログボ ッ クス

ター ミ ナルから作図形状を生成

ター ミ ナルの外形線を、 新規作図形状のベース と し て使用する こ とができます。

1. ター ミ ナルを選択し ます ( 複数可 )。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの作図形状を生成を選択し ます。

3. [ 作図形状を生成 ] ダイアログボ ッ クスで、 [ タ イプ ] リ ス ト から作図項目の
タ イプを選択し ます。 有効な作図タ イプは、 2D ラ イ ン、 ベタ、 ベタ カ ッ ト
アウ ト 、 禁止領域です。
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4. [ 層 ] リ ス ト で、 新規作図形状を配置する層を選択し ます。

5. [ 幅 ] ボ ッ クスに新規形状の線幅を入力し ます。

6. [ 超過 / 寡少な値 ] ボ ッ クスで以下のいずれかを行います ：

• ター ミ ナル外形線よ り も大きな作図形状を新規作成する場合、 正の値を
入力し ます。

• ター ミ ナルと同じサイズの作図形状を新規作成する場合、 0 を入力し ます。

• ター ミ ナル外形線よ り も小さい作図形状を新規作成する場合、 負の値を
入力し ます。

7. ダイアログボ ッ クスを閉じ て新しい形状を作成するには、 完了を ク リ ッ ク し ま
す。 ダイアログボ ッ クスを開いた状態で さ らに形状を作成するには、 作成を
ク リ ッ ク し ます。

部品形状内にベタ形状を作成

部品形状内にベタ を作成できます。 ベタはピンに関連付け、 カス タムのパッ ド形状を
作成する こ とができます。 ベタは、 設計内で部品形状と共に移動する ヒー ト シン クや
シールド形状を作成するのに使用されます。

制限事項 ：

• 設計エデ ィ タ では、 ベタ形状の端点まで配線し、 部品形状ベタの端点で配線を
終わらせる こ とができますが、 部品形状エデ ィ タ では、 配線は部品形状のパッ
ド位置で しか終了できません。 部品形状内にベタ を作成し た場合、 そこへ配線
を行い、 部分的な結線とは扱われない、 そのよ う な配線を終了する こ とはでき
ません。 部品形状内でベタ をパッ ド に関連付ける こ とは可能です。

必須事項 ：

• ベタ を配置する層が選択されている こ と を確認し て く だ さい。全層 ( 層番号 0) に
ベタ形状を作る こ とはできません。 複数層に同じベタ形状を作る必要がある場
合は、 形状を他の層にコ ピーし て く だ さい。

手順 
1. 作図ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 作図ツールバーでベタボタ ンを選択し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから、 作図オブジ ェ ク ト の値を変更する コ マン ド を選択
し ます。 参照 ： 作図オブジ ェ ク ト の追加前に値を設定する

4. 以下のいずれかを使用し て形状を作成し ます。

• 円形の作図オブジ ェ ク ト の作成
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• 多角形または経路オブジ ェ ク ト の作成

• 長方形の作図オブジ ェ ク ト の作成

5. 形状の作成が完了する と、 塗潰された形状と な り ます。

結果

期待通りの形状にな り ま し たか ?

• 形状の端点が正し く ない場合は、 作図形状の端点の精度をご覧 く だ さい。

• 形状の修正が必要な場合は、 作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 修正をご覧 く だ さ
い。

• 最初からやり直すには、 作図線分やオブジ ェ ク ト の削除をご覧 く だ さい。

関連 ト ピ ッ ク

ベタのカ ッ ト アウ ト を作成

ター ミ ナルから作図形状を生成

ター ミ ナルとベタの関連づけ

ター ミ ナルとベタの関連づけ

ベタ と ター ミ ナルを関連付けるには、

1. PCB 部品形状エデ ィ タ > ター ミ ナルを選択 > 右ク リ ッ ク > 関連性

2. ター ミ ナルと関連付けるベタ項目、 またはベタ項目と関連付ける ター ミ ナルを
選択し ます。 これによ り、 ベタ項目と ター ミ ナルを電気的に接続し ます。 ター
ミ ナルとベタ項目は物理的に接続する必要があ り ます。

ヒ ン ト ：

• ベタ と関連付けられる と、 CAM はター ミ ナルを別の形で解釈し ます。 

参照 ： 関連付けられたベタの使用

• 関連付けされたベタ を ター ミ ナルに定義するには、 そのベタの層上のター ミ ナ
ルパッ ド ス タ ッ クで、 サイズ 0 の正方形パッ ド を定義する必要があ り ます。
サイズ 0 の正方形パッ ドは、 配線コ マン ド によ り、 その層上にある関連付けら
れたパッ ド ベタの配線対象と し て解釈されます。

属性の追加

属性を追加するには、

1. 部品形状エデ ィ タ  > 編集メ ニュー > 属性。

2. 追加を ク リ ッ ク し ます。
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3. 以下のいずれかを行って く だ さい ：

• 新規の属性セルに属性名を入力し、 Enter キーを押し ます。 属性名は、 PBC
部品形状エデ ィ タ ではチ ェ ッ ク されません。

• 新規の値セルを選択し て、 編集を ク リ ッ ク し ます。

• 属性値を入力し て、 Enter キーを押し ます。 値の単位も入力できます。
単位を入力し ないと、 部品形状と同じ単位が使用されます。

4. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： [ ラ イブ ラ リ属性参照 ] ボタ ンを使用し て属性を追加する こ と も可能です。

参照 ： ソルダーレジス ト と メ タルの制御

部品形状ラベルの作成

新規ラベルを作成するには、

1. 部品形状エデ ィ タ  > 作図ツールバー ボタ ン > 新規ラベルを追加ボタ ン

2. 属性リ ス ト から、 ラベルを作成し たい属性を選択し ます。 属性を ク リ ッ クする
と、 [ 値 ] ボ ッ クスに属性の値が表示されます。

[ 属性 ] リ ス ト で、 ラベルと関連付ける名前を入力する こ と もできます。
これによ り、 非部品形状属性のラベルを作成する こ とができます。

3. 現在の値をそのまま使用するか、 新規に値を入力し ます。

注意 ： 属性リ ス ト で参照名またはパー ト タ イプを選択する と、 値を変更する こ
とはできません。 

4. ラベルの可視性状態と配置情報を設定し ます。  

5. ラベルの位置調整、 表示方向、 高さ、 線幅を設定し ます。  

6. ラベルを配置する層を選択し、 OK を ク リ ッ ク し てラベルを作成し ます。

部品形状エデ ィ タ での属性ラベルの作成

レ イアウ ト エデ ィ タ でラベルを使用するのと同様に、 部品形状エデ ィ タ内で属性ラベ
ルを使用し ます。 部品形状エデ ィ タのラベルは柔軟性に富んでいます。 部品形状属性
または部品形状を使用するオブジ ェ ク ト からの属性のいずれかを表示する こ とができ
ます。 た と えば、 部品の属性である Cost のラベルを作成できます。 Cost は部品形状
属性ではないため、 レ イアウ ト エデ ィ タの属性辞書で属性を作成し、 部品形状エデ ィ
タ でプレースホルダラベルを指定し ます。 

参照 ： プレースホルダ属性と ラベルの作成
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ラベルを作成し ても表示されないこ とがあ り ます。 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログ
ボッ クスを使用し て、 ラベルの表示を有効にし ます。 こ こ で、 参照名、 パー ト タ イ
プ、 属性ラベルの色を設定する こ とができます。 

ヒ ン ト ： 以前のバージ ョ ンである 3.0 での部品名、 参照名、 ター ミ ナル番号のラベル
は、 部品形状エデ ィ タ内の部品を開いた時にバージ ョ ン 3.0 以降に変換されます。

部品形状エデ ィ タ での属性の作成

部品形状エデ ィ タから戻る と、 属性は自動的に属性辞書へと追加されます。

部品形状エデ ィ タ内で属性を使用できますが、 レ イアウ ト エデ ィ タ で使用する属性と
は概念が異なったものと な り ます。 部品形状エデ ィ タ で作成できる属性は部品形状の
属性のみで、 これは物理的な部品形状と関連付けられます。

部品形状エデ ィ タには属性辞書はあ り ません。 そのため、 部品形状エデ ィ タ での属性
は文字列のみと な り ます。 これらの属性は、 属性辞書に見られるよ う なプロパテ ィ 、
タ イプ、 階層などの設定を持ちません。

[ 部品形状の編集 ] から部品形状エデ ィ タに入る と、 終了時に、 変更を適用するかど
うか聞かれます。 レ イアウ ト エデ ィ タに戻る際に変更を適用する と、 部品形状エデ ィ
タ で追加し た属性は全て属性辞書に追加されます。 属性は属性階層の部品形状レベル
に追加され、 該当するオブジ ェ ク ト に割り当てられます。

例外 ： [ ツール ] メ ニューのコ マン ド を使用し て部品形状エデ ィ タに入る と、 部品形
状エデ ィ タ で作成し たいかなる属性も属性辞書には追加されません。

部品形状エデ ィ タ で属性辞書に存在する属性を作成し ても、 辞書内の既存属性は維持
されます。 属性は、 その部品形状を使用する部品に割り当てられます。 その属性に対
する ラベルが存在する場合、 属性辞書で関連付けが行われます。

属性辞書に存在し ない属性を部品形状エデ ィ タ で作成し た場合、 任意文字タ イプの非
ECO 登録属性が作成されます。 属性は、 その部品形状を使用する部品に割り当てられ
ます。 その属性に対する ラベルが存在する場合、 属性辞書で関連付けが行われます。

プレースホルダ属性と ラベルの作成

プレースホルダラベルは、 存在し ない属性のためのラベルです。 プレースホルダラベ
ルには以下の 2 つの使用方法があ り ます ：

• 部品形状内でラベル位置をあらかじめ定義し、 レ イアウ ト エデ ィ タ内で使用。
この方法によ り、 非部品形状のラベルを作成する こ と もできます。 

• レ イアウ ト エデ ィ タ内でこれから作成する属性のラベル作成に使用。 

属性またはラベルを作成するには、
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1. 部品形状エデ ィ タ でラベルを作成する場合、 新規ユーザー属性を ク リ ッ ク し ま
す。 UserAttribN が属性リ ス ト に表示されます。 N は 1、 2、 3、 または次に使用
可能な数字を表し ます。

2. ラベルを作成し たい属性の名前を入力し ます。

3. ラベルの定義を続けます。

プレースホルダラベルが作成されたら、 レ イアウ ト エデ ィ タに戻った時に、 属性辞書
に存在する属性と簡単に関連付ける こ とができます。

新規部品形状ラベルの追加

[ 新規形状ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品形状の属性ラベルを
作成し ます。

新規部品形状ラベルを追加するには、

1. ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 作図 ボタ ン > 新規ラベルを追加ボタ ン >
部品形状を選択。

2. [ 属性 ] リ ス ト から属性を選択し ます。 ジャ ンパのラベルを作成する場合は、
ラベルには参照名しか使用できません。

ヒ ン ト ： 非表示属性は、 非表示属性が設定される前にラベル作成用に選択され
ていない限り、 [ 属性 ] リ ス ト には表示されません。

3. [ 値 ] ボ ッ クスに選択し た属性の値が表示されます。 この値をそのまま使用す
るか、 別の値を入力し ます。 [ 属性 ] リ ス ト で [ 参照名 ] または [ パー ト タ イプ
] を ク リ ッ ク し た場合、 属性が読取専用の場合、 または異なる属性形式のラベ
ルの [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開いた場合は、 このボ ッ クスは使用
できません。 ただ し、 選択し たラベルが同じ タ イプの属性に属する場合、 この
ボッ クスの内容を編集できます。

ヒ ン ト ：

• 属性が異なる値を持っている場合、 このボ ッ クスは空欄にな り ます。 ボ ッ
クスに新規の値を入力する と、 選択し た属性ラベルと その親オブジ ェ ク ト
全てに適用できます。

• 属性が ECO 登録済みで、 PADS Layout が ECO モー ド ではない場合も、 この
ボッ クスは使用できません。 

4. [ 表示 ] リ ス ト で、 ラベルの可視性を制御し たい値を ク リ ッ ク し ます。 ラベル
の OFF、 ラベル名のみ表示、 ラベル値のみ表示、 ラベル名と値の表示、 ラベル
名と値を完全に表示 ( 構成属性のラベル時 ) などの設定ができます。

ヒ ン ト ： ラベルは、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 ラベルの色
を背景色と違う色に設定し ない限り、 非表示と な り ます。 

5. [ フ ォ ン ト ] リ ス ト から使用し たいフ ォ ン ト を選択し ます。 
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ヒ ン ト ： 

• ス ト ローク フ ォ ン ト も し く はシステムフ ォ ン ト を選択し ます。

• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ンまたはス タ イルの組み合
わせを選択できます。 B は太字、 I は斜体、 U は下線です。

6. [ 層 ] リ ス ト で、 部品形状ラベルを表示し たい層を選択し ます。

7. [ 位置と寸法 ] 領域で、 相対座標チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 実装部品ま
たはジャ ンパに相対的な X、 Y 位置にラベルを配置し ます。 このチ ェ ッ クボ ッ
クスを OFF にする と、 ラベルは設計の基準原点に相対的な X、 Y 位置に配置
されます。

8. X、 Y 位置座標ボ ッ クスに新しい値を入力する と、 部品形状ラベルを指定し た
位置に配置できます。

9. [ 回転 ] ボ ッ クスに、 ラベルの回転を指定する角度を入力し ます。

10. [ 寸法 ] ボ ッ クスに希望のサイズを入力し ます。

11. ス ト ローク フ ォ ン ト の場合、 希望の線幅を入力し ます。

12. ラベルを反転表示し たい場合は、 反転チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 基板の底部から文字が読めるよ う にな り ま
す。

13. [ 位置調整 ] 領域では、 文字の水平 / 垂直方向の位置調整を設定し、 文字、 属性
値、 寸法、 幅が変更し た時に、 オブジ ェ ク ト 間で正し く 配置が行われるよ う に
し ます。

ヒ ン ト ： 

• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側があ り ます。 水平方向の位置
調整には、 上側、 中央、 下側があ り ます。 

• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向調整を ク リ ッ ク、 次に左側、
中央、 右側のいずれかを選択するか、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直方向調整
を ク リ ッ ク し て、 上側、 中央、 下側を選択し ます。

14. [ 表示方向 ] 領域では、 ラベルが ( 左から右、 も し く はラベルが回転する場合は
下から上に ) 読めるかを コ ン ト ロールし ます。 な し、 90°方向、 斜めボタ ンの
いずれかを ク リ ッ ク し、 ラベルを読む方向を指定し ます。

15. OK を ク リ ッ ク し ます。

間隔と反復の使用
1. [ 間隔と繰返し ] ダイアログボ ッ クスで、 作成するアレ イ形式のタ ブを ク リ ッ

ク し ます ： リ ニア、 極座標、 放射線。 アレ イのオプシ ョ ンを設定し ます。
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2. 選択し たオブジ ェ ク ト に文字も し く はター ミ ナルが含まれる場合、 自動的に
文字やピン番号を増加させる こ と もできます。 参照 ： 文字と ピン番号の増加

3. OK を ク リ ッ ク し てアレ イ を作成し ます。

ヒ ン ト ： 

• ター ミ ナルは関連するベタ と共に反復されます。

• [ 間隔と反復 ] タ ブでの設定は、 このダイアログボ ッ クスを閉じ る時や部品形状
エデ ィ タ を終了する時に保存されます。

部品形状エデ ィ タ でサーマルと アンチパッ ド を定義

部品形状エデ ィ タ で、 パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ を使用し て、 サーマルと アンチ
パッ ド を定義できます。 レ イアウ ト エデ ィ タ内での操作と同様に、 [ パッ ド形状 ]
リ ス ト を使用し て、 パッ ド をサーマルまたはアンチパッ ド と し て設定し ます。

DXF フ ォーマ ッ ト で RF 形状を入力

AutoCAD 2004 DXF フ ォーマ ッ ト を使用し て、 DXF フ ォーマ ッ ト の特殊形状を部品形
状や設計に入力する こ とができます。

制限事項 ： DXF 入力では、 以下のジオ メ ト リのみサポー ト し ています ： POINT、
LINE、 ARC、 CIRCLE、 ELLIPS、 TRACE、 SOLID、 3DFACE、 POLYLINE、
LWPOLYLINE (AutoCAD R14)、 階層付き BLOCKS。

1. 部品形状エデ ィ タ で新規部品形状を作成するか、 既存部品形状を開きます。 
参照 ： 部品形状の作成、 部品形状エデ ィ タ で部品形状を開 く

2. 作図ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 作図ツールバーで、 DXF フ ァ イル入力ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： [DXF データ入力 ] ボタ ンの DXF 入力機能は、 RF 形状の 2D ラ イ ン
またはベタ と し ての入力に対し て最適化されています。 よ り詳細な DXF 入力
機能を使用するには、 フ ァ イル > 各種入力をご使用 く だ さい。
参照 ： DXF データ入力ダイアログボ ッ クス

4. [ 各種データ フ ァ イルを入力 ] ダイアログボ ッ クスで、 DXF フ ァ イルを表示
させ、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

5. [DXF データ入力 ] ダイアログボッ クスの [DXF フ ァ イル単位 ] リ ス ト から、
DXF フ ァ イルで使用する単位を選択し ます。

6. 入力データに含める各層に対し、 以下を行います。

a. 追加チ ェ ッ クボ ッ クスを選択。
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b. [PCB 層 ] 列の層ボッ クスをダブルク リ ッ ク し、 その DXF 層の項目に使用
する PCB 層を選択し ます。

c. [ タ イプ ] 列のタ イプボ ッ クスをダブルク リ ッ ク し、 その層の DXF 項目と
し て 2D ラ イ ンまたはベタ を選択し ます。

制限事項 ： < 全層 > に設定された PCB 層はベタ と し て入力できません。
部品形状エデ ィ タ では、 < 全層 > 上にベタ項目を持つこ とはできません。

7. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 部品形状エデ ィ タ で、 ジオ メ ト リが部品形状に追加されます。

パッ ド ス タ ッ クの作成
実装部品のピンやビアのパッ ド ス タ ッ ク を作成するには、

1. 設定メ ニュー > パッ ド ス タ ッ ク。

2. 別の部品形状、 ピン、 ビアを選択し た場合は、 選択し た項目の情報が更新され
ます。

3. パッ ド ス タ ッ ク形式領域で、 部品形状またはビアを選択し ます。

4. ( 設定するパッ ド ス タ ッ クの ) 部品形状またはビアの名前を部品形状リ ス ト
から選択し ます。

5. ダイアログボ ッ クスの他のオプシ ョ ンを使用し てパッ ド ス タ ッ ク を設定し ま
す。

6. OK を選択し ます。

参照 ： パッ ド径とパッ ド ス タ ッ ク、 ビアパッ ド ス タ ッ クの編集

複数ピンのパッ ド ス タ ッ ク を カス タ マイズ

1 本または複数ピンのパッ ド ス タ ッ ク を カス タ マイズするには、

1. ピン ： メ ッキボ ッ クスの下にある [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. [ ピンを追加 ] ダイアログボ ッ クスで、 1 本または複数のピンを選択し ます。
Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク、 Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し て項目の
範囲を選択、 ク リ ッ ク & ド ラ ッ グで項目の範囲を選択といった一般的な複数
項目の選択が行えます。 また、 奇数選択 や 偶数選択 ボタ ンをシ ョ ー ト カ ッ ト
と し て選択する こ と もできます。 

例外 ： [ 奇数選択 ] および [ 偶数選択 ] ボタ ンは英数字ピン番号には使用できま
せん。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。
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ピンに例外を追加

標準的な部品形状は、 通常、 正方形パッ ド に設定される 1 番ピンを除いて、 全ての
ピンについて 1 つのパッ ド ス タ ッ クの記述を使います。  

全ピンに例外を追加するには、 

1. パッ ド径とパッ ド ス タ ッ クの説明に従って、 パッ ド ス タ ッ ク を編集し ます。 

2. [ ピン ： メ ッキ付 ] リ ス ト の下にある追加を ク リ ッ ク し ます。 [ ピンを追加 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。 

3. 奇数選択、 偶数選択、 または ピン番号の範囲を ク リ ッ ク し ます。 実装部品に、
奇数や偶数番号、 番号の範囲の集合行を追加する こ とができます。

1 つのピン番号を修正するには、 両方のピン番号ボ ッ クスに番号を入力し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。 パッ ド ス タ ッ クの編集を続けます。

層のパッ ド径を定義

内層接続層のプロ ッ ト やメ タルのよ う な、 超過寸法パッ ドのプロ ッ ト を行う ために、
非電気層のパッ ド径を設定する こ とができます。    

特定の層に、 デフ ォル ト 以外の異なるパッ ド径を定義するには、

1. 設定メ ニュー > パッ ド ス タ ッ ク。

2. パッ ド ス タ ッ ク形式を部品形状に設定し ます。

3. ピン ： メ ッキ付リ ス ト で変更するピンを選択するか、 全てを ク リ ッ ク し ます。

4. 形状 ： 寸法 ： 層フ ィ ールドの下にある追加を ク リ ッ ク し ます。

5. 結果ダイアログボ ッ クス内で、 選択し たピンで使用する層を選択し ます。 

6. OK を ク リ ッ ク し ます。 層は、 [ 形状 ： 寸法 ： 層 ] リ ス ト に追加されます。
例えば、 内層接続層のプロ ッ ト やメ タルのよ う な超過寸法パッ ドのプロ ッ ト を
行う ために、 非電気層のパッ ド径を設定する こ とができます。

[ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスでサーマルを設
定

[ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 分割 / 混在内層接続
銅箔面のサーマルを設定できます。 サーマルを設定する と、 [ パッ ド ス タ ッ クのプロ
パテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの [ パラ メ ータ ] 領域が変更し ます。 

参照 ： サーマルの設定、 パッ ド ス タ ッ クの作成
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Figure 4-3. [ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボッ クス

[ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] 領域

部品形状－実装部品パッ ド ス タ ッ クのオプシ ョ ンを有効にし ます。

ビア－ダイアログボ ッ クス内の [ ビア ] 領域を有効にし、 ビアパッ ド ス タ ッ ク を定義
できるよ う にし ます。 部品形状やピンのパッ ド ス タ ッ クに関するオプシ ョ ンは、 現在
使用できません。 

参照 ： ビアパッ ド ス タ ッ クの編集

[ 部品形状 ] ボ ッ クス

[ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] で選択し たもの ( 部品形状またはビア ) の、 部品形状名を一覧
表示し ます。
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[ ビア追加 ] ボタ ン

部品形状リ ス ト にビアを追加し ます。 

参照 ： ビアパッ ド ス タ ッ クの追加

[ ビア削除 ] ボタ ン

部品形状リ ス ト から ビアを削除し ます。 STANDARDVIA は削除できません。 

[ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] 領域で [ ビア ] を ク リ ッ ク し、 次にビア名、 [ ビア削除 ] を
ク リ ッ ク し ます。

[ ビア ] 領域

名称

新規ビアの名前を指定し ます。 新規名称を指定するには、 [ ビア追加 ] を ク リ ッ ク し、
[ 名称 ] ボ ッ クスに名前を入力し ます。

貫通 / 非貫通

貫通－現在のビアを貫通ビアに設定し、 基板の全層を貫通するよ う にし ます。

非貫通－現在のビアを非貫通ビアに設定し、 基板の指定層のみ貫通するよ う にし ま
す。 [ 非貫通 ] を ク リ ッ ク し、 [ 開始層 ] と [ 終了層 ] を ク リ ッ ク し ます。

開始層

非貫通ビアの開始層を設定し ます。

[ 非貫通 ] を ク リ ッ ク し、 [ 開始層 ] リ ス ト で開始層を ク リ ッ ク し ます。

終了層

非貫通ビアの終了層を設定し ます。

[ 非貫通 ] を ク リ ッ ク し、 [ 終了層 ] リ ス ト で終了層を ク リ ッ ク し ます。

[ ピン ： メ ッキ付 ] ボ ッ クス

部品形状パッ ド ス タ ッ クの場合、 パッ ド ス タ ッ ク編集をどのピンに適用するか指定す
る必要があ り ます。 編集し たいピンを [ ピン ： メ ッ キ付 ] 欄から選択し ます。 [ ピン ：
メ ッ キ付 ] 設定はビアパッ ド ス タ ッ クには適用されません。 全てのビアがメ ッ キ有り
とみな されています。

[ 形状 ： 寸法 ： 層 ] ボ ッ クス

ビアおよび実装部品両方のパッ ド ス タ ッ クに対し て、 選択し た層上のパッ ド径と形状
を設定できます。
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内側の層は、 内層接続層に使用される こ とが多 く 、 内層接続プロ ッ ト と し て出力する
際にパッ ド径が絶縁領域と なるため、 パッ ド径を少し大き く し て描画されます。 

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計」 章の 「パッ ド ス タ ッ ク」 項目

[ パラ メ ータ ] 領域

[ 一般設定を使用 ] ボタ ン

サーマルと アンチパッ ド形状を、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ サーマル ]
タ ブで指定された形状に設定し ます。

このオプシ ョ ンは、 [ パッ ド形状 ] がサーマルまたはアンチパッ ド に設定されている
場合に使用可能です。 

参照 ： サーマルの設定

パッ ド形状

サーマルまたはアンチパッ ド を選択する と、 分割 / 混在層や CAM ネガ内層で使用さ
れるサーマルまたはアンチパッ ドの寸法や形状を設定する コ ン ト ロールを表示し ます
(RS-274 出力の場合 )。

形状ボタ ン

円形または正方形のパッ ド形状ボタ ン ( 長穴パッ ド ではない場合 )、 長方形または長
円形のパッ ド形状ボタ ン ( 長穴パッ ドの場合 ) を ク リ ッ クする と、 サーマルと アンチ
パッ ドの寸法と形状を設定できるよ う にな り ます。

[ 穴径に対する相対パッ ド径 ] チ ェ ッ クボ ッ クス

ド リル径に相対的なパッ ドの内径および外径を表示し ます。

[ 内径 ]、 [ 外径 ] スピンボ ッ クス

サーマルの内径と外径を指定し ます。 銅箔面へのソ リ ッ ド接続 ( 塗り潰し ) をするに
は、 これらのオプシ ョ ンを同じ設定にし ます。

現在のパッ ド径は内径と し て使用され、 外径は、 同一ネ ッ ト の [ パッ ド と コーナー ]
間のデフ ォル ト 規則によ り設定されます。 アンチパッ ド については、 直径の初期設定
は、 現在のデフ ォル ト のパッ ド とベタ間規則に従ったものと な り ます。 

ヒ ン ト ： [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ]
タ ブで、 [ サーマルと アンチパッ ド に設計規則を使用 ] を選択し た場合には、 外径は
無視され、 外径が内径よ り小さい場合を除き、 間隙規則が使用されます。 ただ し、
内径および外径オプシ ョ ンでは、 常に塗り潰し を制御し ます。

[ スポーク ] スピンボ ッ クス

サーマル上のスポークの数を指定し ます。 スポークは、 長穴の周辺に沿って均等に
配置され、 長穴に対し垂直になっています。
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[ スポーク角度 ] スピンボ ッ クス

それぞれのスポークが作成される角度を指定し ます。 スポークの角度によ って最初の
サーマルの位置が決定されます。

[ スポーク線幅 ] スピンボ ッ クス

スポークの線幅を指定し ます。

[ 穴径 ] スピンボ ッ クス

パッ ドのド リル径を設定し ます。

[ メ ッキ付 ] チ ェ ッ クボ ッ クス

パッ ド を銅箔で メ ッキするかど うかを指定し ます。

通常、 穴のあるパッ ドはメ ッキされています。 取り付け穴のよ う な、 銅箔がない非
メ ッ キ穴を作成するには、 ク リ ッ ク し て [ メ ッキ付 ] 設定を解除し ます。 非メ ッキ穴
は、 超過寸法される こ と な く 、 実際のド リル径に対し て ド リルされます。 ド リル超過
寸法は適用されません。

ヒ ン ト ： バッ チの間隙検査機能では、 エラーフ ラグをつける際に、 追加された ド リル
超過寸法を考慮し ます。 [ メ ッキ付 ] を OFF にし た場合、 バッ チの間隙検査では実際
のド リル径が適用されます。

[ 長穴パラ メ ータ ] 領域

[ 長穴 ] チ ェ ッ クボ ッ クス

選択し たパッ ド ス タ ッ クやピンに対し、 長穴を使用可能にし ます。 

参照 ： 長穴を使用する

[ 長さ ] スピンボ ッ クス

長穴の長さ を設定し ます。 このオプシ ョ ンは、 長穴チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と
使用可能にな り ます。

[ 方向 ] スピンボ ッ クス

長穴の方向を設定し ます。 このオプシ ョ ンは、 長穴チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と
使用可能にな り ます。

ヒ ン ト ： 長穴のカス タムサーマルやアンチパッ ドは、 長穴と同じ方向と な り ます。

[ オフセ ッ ト ] スピンボ ッ クス

長穴のオフセ ッ ト を設定し ます。 長穴のオフセ ッ ト は、 長穴の中心を、 ピンの電気的
中心に対し て相対的に移動し ます。 常にパッ ド オフセ ッ ト とは反対の方向に移動し ま
す。 このオプシ ョ ンは、 長穴チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と使用可能にな り ます。 
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指定できるオフセ ッ ト の最大量は、 長穴の長さの 2 分の 1 です。 この制限を超過し た
場合には、 長穴は CAM のプレビ ューダイアログボ ッ クスで表示されません。 

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計」 章の 「パッ ド オフセ ッ ト と長穴オフ
セ ッ ト 」 項目

ヒ ン ト ： 長穴のカス タムサーマルやアンチパッ ドは、 長穴と同じ オフセ ッ ト にな り ま
す。

[ 部品単位系 ] 領域

選択し た部品形状の現在の単位系の表示と設定を行います。 

[ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] でビアを選択し た場合や、 部品形状エデ ィ タ で このダイアロ
グボッ クスを使用し ている場合には、 この領域は使用できません。 

ヒ ン ト ： 部品形状の単位系を切り替える と、 数値を丸める際にエラーが発生する こ と
があ り ます。

[ 一覧 ] ボタ ン

選択し たパッ ド ス タ ッ クに関するレポー ト を生成し ます。 

パッ ド ス タ ッ ク レポー ト には、 パッ ド ス タ ッ ク、 長穴、 単位系情報が表示されます。
ビアは設計の単位系で出力されます。 

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計」 章の 「パッ ド ス タ ッ ク レポー ト 」
項目

[ 全て表示 ] ボタ ン

データベース内の全ての部品形状の全パッ ド ス タ ッ クに関するレポー ト を生成し ま
す。 

パッ ド ス タ ッ ク レポー ト には、 パッ ド ス タ ッ ク、 長穴、 単位系情報が表示されます。
ビアは設計の単位系で出力されます。 

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計」 章の 「パッ ド ス タ ッ ク レポー ト 」
項目

確認画面 
現在のオプシ ョ ンでのパッ ド形状やサイズを表示し ます。

[ ネガ表示 ] チ ェ ッ クボ ッ クス

ON に設定する と、 確認画面に、 サーマルのポジテ ィ ブ ( 塗り潰しベタ ) ではな く
ネガテ ィ ブ表示 (CAM) を表示し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

内層接続サーマル属性の指定

サーマルの設定

サーマルの設定

分割 / 混在内層接続銅箔面のサーマルを設定するには、

1. [ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス、 [ ジャ ンパ ] ダイアログ
ボッ クス、 または [ ジャ ンパのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、
分割 / 混在内層接続銅箔面と CAM ネガ内層 (RS-274X 出力 ) 上のサーマル作成
の設定を行います。 これらの設定内容には、 円形および正方形のパッ ド形状
と、 円形、 正方形、 長方形、 長円形の長穴形状が含まれています。 他の形状の
パッ ド を設定するには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ サーマル ]
タ ブを使用し ます。

ヒ ン ト ： これらのダイアログボ ッ クスの [ 形状 ： 寸法 ： 層 ] 領域には、 内層の
一般的リ ス ト が < 内層 > と し て含まれています。

2. プロパテ ィ ダイアログボ ッ クスも し く はジャ ンパダイアログボ ッ クスのパッ ド
形状リ ス ト で、 サーマルを選択し ます。 ダイアログボ ッ クスの右下の領域で、
サーマル径と形状情報が入力できるよ う にな り ます。

3. パッ ド形状 ( 円形、 正方形、 長方形、 長円形 ) を ク リ ッ クする と、 サーマルの
寸法と形状の調整ができるよ う にな り ます。

長穴サーマルを CAM ネガ内層へ追加 
長穴サーマルを CAM ネガ内層へ追加するには、

1. 上記の方法を使用し、 [ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスで
長円形または長方形のカス タムサーマルを設定し ます。

2. RS-274-X 出力用の CAM ド キュ メ ン ト を定義する場合、 [ プロ ッ ト オプシ ョ ン
] ダイアログボ ッ クスで、 個別サーマル設定を使用チ ェ ッ クボ ッ クスを ON に
し ます。

CAM 内層サーマルのグラ フ ィ ッ ク

CAM 内層サーマルは、 以下のとお り作業領域と CAM プレビ ュー領域に表示されま
す。 これらの計算内容は、 印刷、 ペンプロ ッ ト 、 フ ォ ト プロ ッ ト の各操作による出力
時にも使用されます。

• サーマルの外形は、 [ フ ォ ト プロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスで設定された
アパーチャの幅に一致し ます。

• 内径は、 外径の 75% です。
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• スポークの数は常に 4 つで、 対角線方向に配列されます。

• スポーク幅は、 外径の 1/6 です。

内層サーマルを カス タ マイズするには、

1. [ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスで、 サーマル形状パラ
メ ータ を調整し ます。

2. [ プロ ッ ト オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスで、 [ 個別サーマル設定を使用 ] を
有効にし ます。

3. フ ォ ト プロ ッ タのフ ォーマ ッ ト が RS-274-X である こ と を確認し ます。 CAM
内層のカス タムサーマルは、 RS-274-D ではサポー ト されません。 

ヒ ン ト ： カス タム CAM 内層サーマルの内幅は、 [ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ]
ダイアログボッ クスで定義されたパッ ド寸法のとおり に設定されます。 外幅は、 同一
ネ ッ ト のパッ ド と コーナー間規則のデフ ォル ト に設定されます。

関連 ト ピ ッ ク

内層接続サーマル属性の指定

[ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスでサーマルを設定

アンチパッ ドの設定

アンチパッ ドは、 パッ ド ス タ ッ クの作成または修正が可能な任意の位置で設定されま
す。 分割 / 混在内層接続銅箔面と CAM ネガ内層 (RS-274X 出力 ) 上にアンチパッ ド を
作成し ます。

制限事項 ： 部品形状エデ ィ タ では、 アンチパッ ドは [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパ
テ ィ ] ダイアログボ ッ クスでは作成できません。 [ 設定 ] メ ニューの [ パッ ド ス タ ッ ク
] から、 [ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開いて作成できます。

ヒ ン ト ： これらのダイアログボ ッ クスの [ 形状 ： 寸法 ： 層 ] 領域には、 一般的な内層
が < 内層 > と し て表示されています。 この内層のアンチパッ ド定義を設定する と、
CAM 内層と分割 / 混在内層接続銅箔面のフ ォ ト プロ ッ タ出力が修正されます。 独自
のアンチパッ ド を特定の層に配置する場合、 新規の層を追加し てから、 そのアンチ
パッ ドの設定を定義し ます。

アンチパッ ド を設定するには、

1. 内層を選択し ます。 

ヒ ン ト ： 一般的な部品搭載面と反対側の層を使用する と、 アンチパッ ドは見つ
かり ません。 層の部品面または半田面にアンチパッ ド を行う場合には、 特定の
層を追加する必要があ り ます
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2. [ パッ ド形状 ] リ ス ト でアンチパッ ド を選択し ます。 [ パラ メ ータ ] 領域は、
寸法と形状情報を入力する と変更されます。 

3. パッ ド形状 ( 円形または正方形 ) を ク リ ッ クする と、 アンチパッ ドの寸法と
形状の調整ができるよ う にな り ます。

ヒ ン ト ： カス タムのアンチパッ ド設定では、 長穴と同じ長円形および長方形の
形状が使用されます。

4. フ ィ ールド に表示されているデフ ォル ト のアンチパッ ド値を適切な値に変更
し ます。  

別の方法 ： [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 分割内層接続層 / 混在内層接
続層 ] タ ブで、 [ サーマルと アンチパッ ド に設計規則を使用 ] チ ェ ッ クボッ クス
を ON にするだけでな く 、 ド リル対ベタ規則に値を設定する こ と で、 アンチ
パッ ド設定を分割銅泊面にも作成できます。 

例外 ： CAM 銅箔面は、 他の層と対照的なネガ図です。 CAM 銅箔面層にアンチパッ ド
を設定する場合、 プロ ッ ト オプシ ョ ンダイアログボ ッ クスで、 [ 個別サーマル設定を
使用 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする必要があ り ます。 プロ ッ タの高度な設定ダイア
ログボッ クスで、 RS-274-X 出力形式が使用されている こ と も確認し て く だ さい。

関連 ト ピ ッ ク

分割内層接続層 / 混在内層接続層オプシ ョ ンの編集

長穴を使用する

[ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスや [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロ
パテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 長穴を作成できます。 

長穴は方向と オフセ ッ ト のプロパテ ィ を持っていますが、 関連付けられたパッ ドの方
向 / オフセ ッ ト と同じ単位および範囲と な り ます。 長穴は、 円形、 正方形、 長円形、
長方形のパッ ド形状でのみ使用できます。 し たがって、 長穴は、 実装部品ピンにしか
定義できません。 パッ ド ス タ ッ ク内の全パッ ドは長円形か長方形である必要があ り、
パッ ド形状は実装面側でチ ェ ッ ク されます。 また、 長穴のサーマルやアンチパッ ド
定義を作成する こ と もできます。   

ヒ ン ト ： [ ド リル図画オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 線幅 ] を使用し て、 長穴の
線幅を調整し ます。

関連 ト ピ ッ ク

部品形状への長穴の作成

ピンに長穴を作成

コ ンセプ ト ガイ ドの 「CAM350 での長穴の使用」

パッ ド ス タ ッ クの作成
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ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ド リル穴図画オプシ ョ ンの設定

部品形状への長穴の作成

1. 設定メ ニュー > パッ ド ス タ ッ ク。

2. 長穴を作成する部品形状名を選択し ます。

3. メ ッ キ付き、 寸法 ( 径 )、 形状や層などのパッ ド ス タ ッ クオプシ ョ ンを設定
し ます。

4. 長穴チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 部品形状に長穴を追加し ます。

5. 長穴の長さ、 方向、 オフセ ッ ト を設定し ます。

6. OK を ク リ ッ ク し ます。

7. ピンの既存属性を保持するかど うかを選択し ( 属性を保持 )、 パッ ド ス タ ッ ク
の変更内容を全部品形状形式に適用する ( 全て )、 も し く は選択し た実装部品
だけに適用する ( 選択済 ) かを選択し ます。 長穴の作成を取り消す ( キャ ンセ
ル ) こ と もできます。

ピンに長穴を作成

1. ピンを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. パッ ド ス タ ッ ク を ク リ ッ ク し ます。

3. 長穴チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 長穴を追加し ます。

4. 長穴の長さ、 方向、 オフセ ッ ト を設定し ます。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。

6. ピンの既存属性を保持するかど うかを選択し ( 属性を保持 )、 パッ ド ス タ ッ ク
の変更内容を全部品形状形式に適用する ( 全て )、 も し く は選択し た実装部品
だけに適用する ( 選択済 ) かを選択し ます。 長穴の作成を取り消す ( キャ ンセ
ル ) こ と もできます。

参照 ： サーマルの設定

部品形状の編集
こ こ では、 部品形状エデ ィ タ での項目の修正方法を説明し ます。

項目の修正

項目を修正するには、 以下のいずれかを行います。
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• 項目をダブルク リ ッ ク。

• 項目を選択し て、 ツールバーのプロパテ ィ ボタ ンを ク リ ッ ク。

• 項目を選択し て、 右ク リ ッ ク メ ニューから プロパテ ィ を選択。

ター ミ ナルとベタの関連付けの解除

ベタ項目と ター ミ ナルの関連付けを解除するには、

1. 部品形状エデ ィ タ で、 ベタ項目を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューからベタ と部品ピンを分離を選択し ます。

別の方法 ： [ ター ミ ナルプロパテ ィ ] で、 対応するベタ チ ェ ッ クボ ッ クスを
OFF にし ます。

ター ミ ナルプロパテ ィ の修正

ター ミ ナルプロパテ ィ を修正するには、

1. 部品形状エデ ィ タ  > ター ミ ナルを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. 以下のいずれかの情報を修正し ます ：

• ター ミ ナル X、 Y 座標。

• ター ミ ナルピン番号。 選択し た ター ミ ナルのピン番号を変更できます。

3. パッ ド ス タ ッ ク を ク リ ッ ク し、 [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイア
ログボッ クスを開きます。 このダイアログボ ッ クスを使用し て、 選択し た 1 つ
または複数のパッ ド ス タ ッ ク を修正し ます。

4. 対応するベタ チ ェ ッ クボ ッ クスの選択を OFF にし て、 ター ミ ナルとベタの
関連付けを解除し ます。

5. 適用を ク リ ッ ク し て修正を適用するか、 キャ ンセルを ク リ ッ ク し て変更を
取り消し ます。

ダイアログボッ クスが開いている時に他のター ミ ナルを選択する と、 選択された
ター ミ ナルの情報に更新されます。

ヒ ン ト ： 括弧 { }、 アス タ リ スク *、 カ ンマ (,)、 クエスチ ョ ンマーク (?)、 スペースを
除 く 英数字を使用できます。

関連 ト ピ ッ ク

オブジ ェ ク ト の整列

パッ ド ス タ ッ クの作成
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ター ミ ナル番号の修正

1. 部品形状エデ ィ タ  > ター ミ ナル番号を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. 以下のいずれかの情報を修正し ます ：

• 座標－座標を使用し て、 ター ミ ナル番号を移動できます。  

• ピン番号－ピン番号を変更できます。  

ダイアログボッ クスが開いている時に他のター ミ ナル番号を選択する と、 選択された
ター ミ ナル番号の情報に更新されます。

ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ 修正

部品形状エデ ィ タ内で、 [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
を使用し て、 選択し た 1 つまたは複数ター ミ ナルの寸法や形状の修正を行います。

1. 部品形状エデ ィ タ で、 ター ミ ナルを選択し ます。 同時に複数のター ミ ナルを
選択できます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのパッ ド ス タ ッ ク を選択し ます。 [ ピンのパッ ド ス タ ッ ク
のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

全ピンに指定

選択し た全てのター ミ ナルは、 [ ピン名 ] リ ス ト に表示されます。 [ 選択中の全ピンに
指定 ] オプシ ョ ンを使用し て、 選択し た ター ミ ナルを指定し た ター ミ ナルと一致する
よ う に修正し ます。

1. [ ピン名 ] リ ス ト から ター ミ ナルを選択し ます。 このター ミ ナルを修正し ます。

2. 選択中の全ピンに指定チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 適用を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： このダイアログボ ッ クスを開いたまま、 他のター ミ ナルを選択、 変更を
実行、 [ 選択中の全ピンに指定 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にし て、 [ 適用 ] を ク リ ッ ク
する こ と もできます。 

ター ミ ナルの移動

ター ミ ナルを移動するには、

1. 部品形状エデ ィ タ で、 移動する ター ミ ナルを選択し ます。 同時に複数の
ター ミ ナルを選択できます。

2. ター ミ ナルを ド ラ ッ グし ます。 ター ミ ナルはカーソルに貼り付いた状態に
な り ます。

3. ク リ ッ ク し て移動を完了し ます。
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カーソルキーを使用し て移動を コ ン ト ロールする こ と もできます。 カーソル
キーを押すたびに、 グ リ ッ ド上で次の点に移動し ます。 [ ター ミ ナルプロパ
テ ィ ] ダイアログボ ッ クスで、 新たな X、 Y 位置を入力する こ と もできます。

また、 放射移動を使って、 部品形状ター ミ ナルを手動で配置する こ と も可能です。 

参照 ： 放射移動の使用

ター ミ ナル番号の移動

ター ミ ナル番号を移動するには、

1. 部品形状エデ ィ タ で、 移動する ター ミ ナル番号を選択し ます。 同時に複数の
ター ミ ナルを選択できます。

2. ター ミ ナル番号を ド ラ ッ グし て、 マウスボタ ンを離し ます。 ター ミ ナル番号は
カーソルに貼り付いた状態にな り ます。

3. 新しい位置を指定し て、 移動を完了し ます。

カーソルキーを使用する こ と もできます。 カーソルキーを押すたびに、 グ リ ッ ド上で
次の点に移動し ます。 [ ター ミ ナル番号プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、
新たな X、 Y 位置を入力する こ と もできます。
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ター ミ ナル番号の交換

2 つのター ミ ナル番号を交換するには、

1. 部品形状エデ ィ タ で、 交換し たいター ミ ナル番号を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの交換を選択し ます。 ター ミ ナル番号が交換されます。

ター ミ ナルの番号変更

部品形状エデ ィ タ内で、 部品形状内の各ピンを ク リ ッ クするか、 [ ピン番号 ] ダイア
ログボッ クスを使用し て、 ター ミ ナルの番号を変更できます。

設計領域で、 ター ミ ナルのグループを昇順に番号変更できます。 

ク リ ッ クによる ター ミ ナルの番号再指定

設計領域で、 開始ター ミ ナルを選択し て、 連続する複数ター ミ ナルを ク リ ッ クする
こ とによ り、 ター ミ ナルを昇順で番号変更できます。 

1. 部品形状エデ ィ タ  > 開始ター ミ ナルを選択 > 右ク リ ッ ク > ター ミ ナル番号
再設定。

ヒ ン ト ： 複数ター ミ ナルを選択し た場合、 [ ター ミ ナル番号再設定 ] は使用で
きません。

2. [ ピンに番号再割当 ] ダイアログボ ッ クスの [ ピンの数 ] ボ ッ クスに、 使用可能
なピンの数が表示されます。

3. [ 開始ピン番号 ] 領域にある、 [ 接頭 ] ボ ッ クス と [ 接尾 ] ボ ッ クスの両方また
はいずれかに数値を入力し ます。 入力に応じ たピン番号のプレビ ューがボ ッ ク
スの下に表示されます。

ヒ ン ト ： 

• どち らのボ ッ クスでも英数字が使用できます。 例 ： A1、 1A。

• 1 つの数字に対し、[ 接頭 ] または [ 接尾 ] ボ ッ クスのいずれかに値を入力し、
も う一方のボ ッ クスは空欄にし ておきます。

4. [ 増加オプシ ョ ン ] 領域で、 接頭辞増加または接尾辞増加を ク リ ッ ク し て、
どち ら を増加させるか選択し ます。

5. [ ステ ッ プ ] ボ ッ クスに、 ピン番号を連続または段階的に増減するための、
正または負の数字を入力し ます。

6. 英数字を使用する場合は、 JEDEC ピン番号配列を行う チ ェ ッ クボ ッ クスを
選択する と、 不正な英数字が使用されていないかチ ェ ッ クする こ とができま
す。
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ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでは、 英字と数字の有効な組み合わせが使用されてい
る こ とのみをチ ェ ッ ク し ています。 JEDEC 標準に従って列や行を並べるには、
[ ツール ] メ ニューの [JEDEC ピン配列を指定 ] オプシ ョ ンを使用し ます。

7. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： ター ミ ナルは強調表示され、 カーソルが小さ な十字に変わり ます。 カー
ソルは、 番号が再指定された ター ミ ナルに貼り付いた状態にな り ます。 「数え
直し…次の新しい番号＃」 とい う メ ッ セージも表示されます。 カーソルに部品
がつきます。

ヒ ン ト ： 番号再指定中に重複する番号が見つかった場合、 その番号の隣にチル
ダ (~) が表示されます。 

8. 次に使用可能な数字を割り当てる ター ミ ナルを選択し ます。 

ヒ ン ト ： 全ての使用可能なピンの名前変更を行う と、 「番号再指定中…新規番
号が全て使用されま し た」 とい う メ ッ セージが表示されます。 つま り、 8 本の
ピンを持つ部品形状の 8 つ全てのター ミ ナルの番号再指定を行う と、 このメ ッ
セージが表示されます。 

9. 番号指定を元に戻すこ と もできます。 右ク リ ッ ク メ ニューの戻るを ク リ ッ ク
する と、 最後に指定された番号を元に戻し ます。

10. ター ミ ナル番号の再指定が完了し たら、 右ク リ ッ ク メ ニューから完了を選択
し ます。

[ ピン番号 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て番号を再指定

[ ピン番号 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計領域で ター ミ ナルの番号変更を
イ ン タ ラ ク テ ィ ブに行う こ と もできます。 ダイアログボ ッ クスでピン番号を選択する
と、 設計領域で一致するピンが選択されます。 設計領域でピンを選択する と、 ダイア
ログボッ クス内で一致するピンが選択状態にな り ます。

• [ 設定 ] メ ニューで、 ピン番号を ク リ ッ ク し ます。

個々のセルを編集、 コ ピー＆ペース ト 、 [ ピンに番号再割当 ] ダイアログボ ッ クスの
使用などによ り、 ダイアログボ ッ クスに表示されたピン番号を修正できます。

ヒ ン ト ： 部品形状のピン番号の変更は、 [ 適用 ] または [OK] を ク リ ッ クするまで適用
されません。

個々のピン番号の編集

1. [ 番号 ] セルをダブルク リ ッ ク、 または [ 番号 ] セルを選択し て [ 編集 ] ボタ ン
を ク リ ッ ク し ます。

2. 新たなピン番号を入力し ます。
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ピン番号のコ ピー＆ペース ト

[ ピン番号 ] ダイアログボ ッ クスや Mircrosoft Excel で選択し た表のデータ を コ ピーし
て、 [ 番号 ] リ ス ト にペース ト する こ とができます。 表内で選択されたセルがペース
ト の起点と な り ます。 データは、 ペース ト 起点の下にペース ト されます。

1. Excel の場合、 データ を選択し て、 コ ピーコ マン ド を使用し ます。 [ ピン番号 ]
ダイアログボ ッ クスの場合、 データ を選択し て、 ダイアログボ ッ クス内の
コ ピーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. データのコ ピー先のセルを選択し ます。 

制限事項 ： データは選択されたセルにのみペース ト されます。

3. ペース ト ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ペース ト 起点から表へデータ を貼り付けま
す。

[ ピンに番号再割当 ] ダイアログボ ッ クスでピン番号を編集

[ ピンに番号再割当 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 多 く のピン番号を効率的に
編集できます。

参照 ： ク リ ッ クによる ター ミ ナルの番号再指定

ター ミ ナルの削除

ター ミ ナルを削除するには、

1. 部品形状エデ ィ タ で、 削除する ター ミ ナルを選択し ます。 同時に複数の
ター ミ ナルを選択できます。

2. Delete キーを押し ます。

残りのター ミ ナルは自動的に番号が再指定されます。 英数字ラベルは変更されませ
ん。

JEDEC ピン配列を指定

JEDEC 標準に従って、 ター ミ ナルの行と列にピン番号を指定する こ とができます。

部品形状に JEDEC ピン配列を指定するには、

1. 部品形状エデ ィ タ  > 開 く ボタ ン

2. 部品形状を絞り込むには、 [ フ ィ ルタ ] 領域の [ 項目 ] ボ ッ クスにワイルド カー
ド または式を入力し、 適用を ク リ ッ ク し ます。

3. JEDEC ピン配列を指定し たい部品形状を ク リ ッ ク し、 OK を ク リ ッ ク し ます。
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4. ツールメ ニューの JEDEC ピンの指定を ク リ ッ ク し ます。 [JEDEC 配列ピンを
設定 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

5. 部品形状形式 ( 実装部品またはサブス ト レー ト ) を選択し ます。

6. OK を ク リ ッ ク し ます。

7. [ フ ァ イル ] メ ニューで保存を ク リ ッ ク し ます。

部品形状名の移動

部品形状名を移動するには、

1. 部品形状エデ ィ タ で、 移動する部品形状名を選択し ます。

2. 部品形状を ド ラ ッ グし て、 マウスボタ ンを離し ます。 部品形状名はカーソルに
貼り付いた状態にな り ます。

3. 新しい位置を指定し て、 移動を完了し ます。

カーソルキーを使用し て移動を コ ン ト ロールする こ と もできます。 カーソルキーを
押すたびに、 グ リ ッ ド上で次の点に移動し ます。

関連 ト ピ ッ ク

オブジ ェ ク ト の回転

部品形状名プロパテ ィ の修正

部品形状名のプロパテ ィ を修正するには、

1. 部品形状エデ ィ タ で部品形状名を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を
ク リ ッ ク し ます。

2. 部品形状名のプロパテ ィ を編集し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

オブジ ェ ク ト の回転
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属性の修正

属性を修正するには、

1. 部品形状エデ ィ タ  > 編集メ ニュー > 属性。

2. 修正する属性の属性セルまたは値セルを選択し ます。

3. 編集を ク リ ッ ク し ます。

4. 新規の名前または値を入力し て、 Enter キーを押し ます。

5. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

ラベル関連

プレースホルダラベルのプロパテ ィ 修正

プレースホルダラベルと属性がレ イアウ ト エデ ィ タに存在する場合、 簡単にその
ラベルを既存属性と関連付ける こ とができます。  

レ イアウ ト エデ ィ タ でプレースホルダラベルを属性に割り当てるには、

1. ラベルを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. 属性リ ス ト から属性を選択し、 OK を ク リ ッ ク し ます。 これによ り、 既存の
ラベル位置が既存属性に関連付けられます。

3. 編集メ ニューの属性辞書を ク リ ッ ク し ます。 ［属性辞書］ ダイアログボ ッ クス
が表示されます。

4. プレースホルダ属性を ク リ ッ ク し、 削除を ク リ ッ ク し ます。

注意 ： フ ァ イル間で属性辞書を共有し ている場合、 整合性を保つため、 プレース
ホルダ属性は削除し て く だ さい。

ラベル配置の先行定義

ラベル配置の先行定義

1. 部品形状エデ ィ タ でラベルを作成する場合、 属性マネージャのラ イブ ラ リ属性
参照を ク リ ッ ク し ます。 [ ラ イブ ラ リ属性を参照 ] ダイアログボ ッ クスが表示
されます。

[ 属性 ] リ ス ト で、 ラベルと関連付ける名前を入力する こ と もできます。 これ
によ り、 非部品形状属性のラベルを作成する こ とができます。

2. ラベル作成する属性を リ ス ト から選択し、 OK を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規形状
ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスの [ 属性 ] リ ス ト に属性名が表示されます。 
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3. ラベルの定義を続けます。

ラベルの修正

[ 部品形状ラベルのプロパテ ィ ] を使用し て、 ラベルの表示する属性を変更し ます。 

参照 ： 部品形状エデ ィ タ での属性ラベルの作成

ラベルプロパテ ィ を編集するには、

1. 部品形状エデ ィ タ で、 修正する ラベルを選択し ます。 

参照 ： ラベルの選択

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから プロパテ ィ を選択し ます。 [ 部品形状ラベルのプロパ
テ ィ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

ヒ ン ト ： 可視性情報を設定し ない場合、 デフ ォル ト 位置が使用されます。

部品形状ラベルプロパテ ィ の修正

[ 部品形状ラベルのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品形状ラベルを
修正し た り、 ラベルが表示する属性を変更できます。 

ヒ ン ト ： 複数のラベルを選択し た場合、 このダイアログボ ッ クスで行う設定は選択し
た全てのラベルに適用されます。

部品形状ラベルプロパテ ィ を修正するには、

1. 部品形状ラベルを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. [ 属性 ] リ ス ト から属性を選択し ます。 ジャ ンパのラベルの作成や修正をする
場合は、 ラベルには参照名しか使用できません。

ヒ ン ト ： 非表示属性は、 非表示属性が設定される前にラベル作成用に選択され
ていない限り、 [ 属性 ] リ ス ト には表示されません。

3. [ 値 ] ボ ッ クスに選択し た属性の値が表示されます。 この値をそのまま使用す
るか、 別の値を入力し ます。 [ 属性 ] リ ス ト で [ 参照名 ] または [ パー ト タ イプ
] を ク リ ッ ク し た場合、 属性が読取専用の場合、 または異なる属性形式のラベ
ルの [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開いた場合は、 このボ ッ クスは使用
できません。 ただ し、 選択し たラベルが同じ タ イプの属性に属する場合、 この
ボッ クスの内容を編集できます。

ヒ ン ト ：

• 属性が異なる値を持っている場合、 このボ ッ クスは空欄にな り ます。 ボ ッ
クスに新規の値を入力する と、 選択し た属性ラベルと その親オブジ ェ ク ト
全てに適用できます。
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• 属性が ECO 登録済みで、 PADS Layout が ECO モー ド ではない場合も、
このボ ッ クスは使用できません。

4. [ 表示 ] リ ス ト で、 ラベルの可視性を制御し たい値を ク リ ッ ク し ます。 ラベル
の OFF、 ラベル名のみ表示、 ラベル値のみ表示、 ラベル名と値の表示、 ラベル
名と値を完全に表示 ( 構成属性のラベル時 ) などの設定ができます。

ヒ ン ト ： ラベルは、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 ラベルの色
を背景色と違う色に設定し ない限り、 非表示と な り ます。 

5. [ フ ォ ン ト ] リ ス ト から使用し たいフ ォ ン ト を選択し ます。 

ヒ ン ト ： 

• ス ト ローク フ ォ ン ト も し く はシステムフ ォ ン ト を選択し ます。

• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ンまたはス タ イルの組み合
わせを選択できます。 B は太字、 I は斜体、 U は下線です。

6. [ 層 ] リ ス ト で、 部品形状ラベルを表示し たい層を選択し ます。

7. [ 位置と寸法 ] 領域で、 実装部品との相対座標チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、
実装部品またはジャ ンパに相対的な X、 Y 位置にラベルを配置し ます。 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にする と、 ラベルは設計の基準原点に相対的な X、 Y
位置に配置されます。

8. X、 Y 位置ボ ッ クスに新しい値を入力する と、 部品形状ラベルを指定し た位置
に移動できます。

9. [ 回転 ] ボ ッ クスは、 ラベルの現在の回転角度を表示し ます。 ラベルの回転を
変更するには、 新しい回転角度を入力し て く だ さい。

10. [ 寸法 ] ボ ッ クスに希望のサイズを入力し ます。

11. ス ト ローク フ ォ ン ト の場合、 希望の線幅を入力し ます。

12. ラベルを反転表示し たい場合は、 反転チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 基板の底部から文字が読めるよ う にな り ま
す。

13. [ 位置調整 ] 領域では、 文字の水平 / 垂直方向の位置調整を設定し、 文字、 属性
値、 寸法、 幅が変更し た時に、 オブジ ェ ク ト 間で正し く 配置が行われるよ う に
し ます。

ヒ ン ト ： 

• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側があ り ます。 水平方向の位置
調整には、 上側、 中央、 下側があ り ます。 

• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向調整を ク リ ッ ク、 次に左側、
中央、 右側のいずれかを選択するか、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直方向調整
を ク リ ッ ク し て、 上側、 中央、 下側を選択し ます。
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14. [ 表示方向 ] 領域では、 ラベルが ( 左から右、 も し く はラベルが回転する場合は
下から上に ) 読めるかを コ ン ト ロールし ます。 な し、 90°方向、 斜めボタ ンの
いずれかを ク リ ッ ク し、 ラベルを読む方向を指定し ます。

15. OK を ク リ ッ ク し ます。

部品形状レベル禁止領域の修正

部品形状レベル禁止領域を作成し たら、 部品形状エデ ィ タ で禁止領域プロパテ ィ を
編集できます。 部品形状エデ ィ タ でも、 レ イアウ ト エデ ィ タ での場合と同様の方法で
禁止領域を修正し ます。 

参照 ： 禁止領域の修正

修正済みの部品形状と部品を ラ イブ ラ リ に保存

[ パー ト タ イプ と部品形状を ラ イブ ラ リ に保存 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、
修正済みの部品形状や部品を ラ イブ ラ リ に保存し ます。

設計内の部品形状や部品を ラ イブ ラ リ に保存するには、

1. 部品形状エデ ィ タ で部品形状または部品を修正し、 レ イアウ ト エデ ィ タへ戻り
ます。

2. 実装部品を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューから ラ イブ ラ リ に保存を選択し ます。

3. [ パー ト タ イプ ] と [ 部品形状 ] リ ス ト から項目を選択し ます。

ヒ ン ト ： 新規接尾辞を持つ部品形状を作成し、 1 つの部品のパッ ド ス タ ッ クの
みを変更し て、 部品形状名が独自の接尾辞を持っている場合、 [ 部品形状 ]
リ ス ト にこの新規部品形状も表示されます。

4. [ パー ト タ イプ ラ イブ ラ リ ] と [ 部品形状ラ イブ ラ リ ] リ ス ト で、 情報を受け
と る ラ イブ ラ リ を選択し ます。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

部品形状の自動作成

パッ ド ス タ ッ クの作成

ラ イブ ラ リの入力と出力
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パッ ド径とパッ ド ス タ ッ ク

パッ ド ス タ ッ クの編集

[ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの右側部分に、 選択し た部品形状
のパッ ド情報がピン番号順に一覧表示されます。 通常の部品形状の場合、 その部品形
状の全てのピンに対し て、 1 つのパッ ド ス タ ッ クの説明があ り ます。 貫通穴実装部品
の 1 番ピンは、 通常、 正方形パッ ド によ って指定され、 そのよ う な例外を除きます。 

部品形状のパッ ド ス タ ッ ク を編集するには、

1. 設定メ ニュー > パッ ド ス タ ッ ク。

2. パッ ド ス タ ッ ク形式を部品形状またはビアから選択し ます。

3. 部品形状リ ス ト で部品形状名またはビア名を ク リ ッ ク し ます。

4. 変更を行います。

5. 変更を保存するには、 OK を ク リ ッ ク し ます。

6. 全部品に対し て変更を保存するか、 選択済部品に対し て変更を保存するかの
確認があ り ます。 いずれかのボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

7. 全てを選択する と、 このパー ト タ イプ と、 この部品形状を使用し ている設計内
の全てのパー ト タ イプに対し、 この部品形状を指定し ます。

8. 選択済を選択する と、 接頭辞を使用し て個々の実装部品の部品形状名を変更
し ます。 例えば、 局所的パッ ド ス タ ッ クの編集が行われた DIP16 は、 DIP16A
と な り ます。 この部品形状名は、 本来の部品形状または代替部品形状のいずれ
にし ても、 この参照名に対し て リ ス ト ア ッ プ される唯一の部品形状と な り ま
す。 

参照 ： パッ ド ス タ ッ クの作成

部品形状エデ ィ タ でパッ ド ス タ ッ ク を編集

単独ピンのパッ ド ス タ ッ ク を変更し た り、 パッ ド ス タ ッ ク を変更し て設計に部品を
追加する前にラ イブ ラ リ に保存するには、 部品形状エデ ィ タ でパッ ド ス タ ッ ク を編集
し ます。 

選択し たピンのパッ ド ス タ ッ ク定義を変更するには、

1. ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ。

2. 部品形状を開きます。

3. パッ ド ス タ ッ ク を変更し たいピンを選択し ます ( 複数可 )。



ラ イブラ リの操作
部品形状の編集

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 169

4. 右ク リ ッ ク メ ニューのパッ ド ス タ ッ ク を選択し ます。 [ ピンのパッ ド ス タ ッ ク
のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

5. ピン名で変更し たいピンを ク リ ッ ク し、 形状 ： 寸法 ： 層でパッ ド ス タ ッ ク情報
を変更し たい層を ク リ ッ ク し ます。

6. パッ ド ス タ ッ クの修正を行います。

7. 選択中の全ピンに指定を ク リ ッ クする と、 選択し た全てのピンに修正が適用
されます。 選択し たピンは [ ピン名 ] リ ス ト ボ ッ クスに表示されます。

8. OK を ク リ ッ ク し ます。 パッ ド ス タ ッ クの変更内容が、 選択し た全てのピンに
対し て適用されます。

ヒ ン ト ：

• 変更内容を保存するには、 部品形状を保存し ます。 

• 設計に部品を追加する前に、 ラ イブ ラ リ部品上のパッ ド ス タ ッ クの作業を行う
には、 ラ イブ ラ リ マネージャから部品形状エデ ィ タに入り ます。 それによ っ
て、 部品の代替部品形状に部品形状名を含むこ とができるため、 設計内のパー
ト タ イプを ラ イブ ラ リからの定義内容で更新する場合に、 操作が円滑に行えま
す。

参照 ： 部品情報の設定－ PCB 部品形状

パッ ド ス タ ッ クの変更内容を部品形状ラ イブ ラ リ に保存

単独部品や全部品のパッ ド ス タ ッ ク定義を変更し ても、 部品ラ イブ ラ リ内の部品形状
の定義内容は変更されません。 その部品の代替部品形状に新規部品形状名を入れるに
は、 ラ イブ ラ リ マネージャ を使用し ます。 ラ イブ ラ リからの新規定義と と もに設計内
のパー ト タ イプを更新する場合、 操作が円滑にな り ます。

パッ ド ス タ ッ クの変更を部品ラ イブ ラ リ に保存するには、

1. 部品を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから ラ イブ ラ リ に保存を選択し ます。 [ パー ト タ イプ と
部品形状を ラ イブ ラ リ に保存 ] ダイアログボ ッ クスに、 選択し たパー ト タ イプ
と、 最後に読み込みも し く は更新された際のパー ト タ イプの代替部品形状が
表示されます。

新規接尾辞のついた部品形状を作成し、 1 つの部品のみのパッ ド ス タ ッ ク を
変更し た場合は、 その新規部品形状も表示されます。

3. 変更し た部品形状か新規部品形状のいずれかと、 部品形状を保持する ラ イブ ラ
リ を強調表示し ます。 
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ビアの管理
こ こ では、 ビアの作成、 編集、 削除方法を説明し ます。 また、 ド リルペアの設定方法
についても説明し ます。

ビアパッ ド ス タ ッ クの追加

ビアパッ ド ス タ ッ クの編集中は、 以前に定義された全てのビアが、 [ 部品形状 ]
リ ス ト に一覧表示されます。 リ ス ト に新規ビアを追加するには、

1. 設定メ ニュー > パッ ド ス タ ッ ク。

2. パッ ド ス タ ッ ク形式領域でビアを ク リ ッ ク し ます。

3. ビア追加を ク リ ッ ク し ます。

4. 名称、 形式 ( 貫通または非貫通 )、 パッ ド径、 形状の情報を指定し ます。

5. 特定の層に内径と異なる寸法のビア径を設定する場合には、 [ 形状 ： 寸法 ： 層 ]
リ ス ト の下にある追加を ク リ ッ ク し、 層を追加ダイアログボ ッ クスで新規の層
を追加し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。

6. 更にビアを追加するには、 手順 3 ～ 5 を繰り返し ます。

7. ブ ラ イ ン ド ビアや、 ベ リー ド ビアのパッ ド ス タ ッ クの場合には、 開始層
ボッ クス と終了層ボ ッ クスで開始層と終了層を定義し ます。

8. OK を ク リ ッ ク し て変更を保存し ます。

ビアパッ ド ス タ ッ クの編集

ビアパッ ド ス タ ッ ク を編集し て、 選択し た部品または全部品に対し て変更を適用する
には、

1. ビアを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ  > パッ ド ス タ ッ クボタ ン

2. 部品形状リ ス ト で、 編集するビア形式を ク リ ッ ク し ます。

3. ビアの設定内容を変更し ます。

4. 変更が完了し たら、 OK を ク リ ッ ク し ます。

• はいを ク リ ッ クする と、 選択し た形式のビアを全て変更し ます。

• いいえを ク リ ッ クする と、 ビア設定をキャ ンセルし ます。

ヒ ン ト ： 寸法と形状オプシ ョ ンを初期設定に戻すには、 [ パラ メ ータ ]、 [ 穴径 ] 領域
を使用し ます。
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ビアパッ ド ス タ ッ クの削除

1. 設定メ ニュー > パッ ド ス タ ッ ク。

2. パッ ド ス タ ッ ク形式領域でビアを ク リ ッ ク し ます。

3. 部品形状リ ス ト でビア名を ク リ ッ ク し ます。

4. ビア削除を ク リ ッ ク し ます。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。

ド リルペアの設定

層は、 番号のペア ( ド リルペア ) で表されます。 最初に ド リルペアの定義を行う と、
同時に ド リルを実行し ない、 複数層をまたぐ非貫通ビアを定義し た り挿入し て し ま う
のを避けられます。 

ド リルペアを設定するには、

1. 設定メ ニュー > ド リルペアを設定。

2. 追加を ク リ ッ ク し ます。

3. 開始層列で開始層を ク リ ッ ク し ます。 開始層は、 ド リルがラ ミ ネー ト  ( 積層 ) 
に穴あけするレベルです。 

4. 終了層列でダブルク リ ッ ク し て、 リ ス ト から終了層を選択し ます。 終了層は、
ド リルがラ ミ ネー ト  ( 積層 ) に穴あけを終了するレベルです。 

5. OK を ク リ ッ ク し ます。

ド リルペアの開始層や終了層を編集し た り、 ド リルペアを削除する こ と も可能です。

ヒ ン ト ： デフ ォル ト 層モー ド では、 非貫通ビアを追加する場合は、 30 層までの電気層
が使用できます。 増加層モー ド では、 非貫通ビアを追加する場合には、 64 層までの電
気層を使用できます。

ソルダーレジス ト と メ タルの制御
設計全体においてパッ ド に超過 / 寡少寸法を設定できますが、 単独のパッ ド ス タ ッ
ク、 部品形状、 または実装部品については独自のソルダーレジス ト および メ タル寸法
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が必要になる場合があ り ます。 値が競合する場合、 階層的な優先度があ り ます。 複数
の値が存在する場合は、 優先度の低い値に代わり、 優先度の高い値が使用されます。 

Table 4-3. ソルダーレジス ト と メ タル寸法の優先度

優先度 値

高 部品面 / 半田面のソルダーレジス ト および メ タル層上のパッ ド ス
タ ッ クのソルダーレジス ト および メ タルパッ ド径。
参照 ： パッ ド ス タ ッ クの作成

・
・
・

設計内の実装部品の、 CAM.Solder mask.adjust の超過 / 寡少寸法の
値、 および CAM.Paste mask.adjust 属性。 これは実装部品と ビアに
適用されます。 
参照 ： オブジ ェ ク ト 属性の操作 

ラ イブ ラ リ内の部品形状の、 CAM.Solder mask.adjust の超過 / 寡少
寸法の値、 および CAM.Paste mask.adjust 属性。
参照 ： 属性の追加

低 プロ ッ ト オプシ ョ ン >[ 超過 / 以下寸法 ] 設定の CAM の超過 / 寡
少寸法の値と、 CAM.Apply Oversize To All Layers 属性の組み合わ
せ
参照 ： CAM 文書プロ ッ ト オプシ ョ ンの設定
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Chapter 5
BGA ツールキ ッ ト の使用

BGA ピン ラベルを追加
[BGA ピン ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスを使って、 ダイ部品のサブス ト レー ト
ボン ド にラベルを加えます。 通常、 ラベルは接続されている BGA ピン名と一致し ま
す。

ヒ ン ト ： 

• パッ ドは個別、 グループ、 またはダイ部品毎で選択できます。 

• ダイ部品を選択する と結線一覧にすべてのピンがリ ス ト されます。

• 選択ダイ部品のサブス ト レー ト ボン ドパッ ドはDie Pin#列で強調表示されます。
BGA ピン ラベルは BGA Pad 列に一覧表示されます。

BGA ピン ラベルをダイ部品のサブス ト レー ト ボン ドパッ ド に追加するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド ・ ダイアグラムボタ ン > BGA ピンを
選択し ます。

2. 複数の BGA パッ ド に接続されているピンのみを表示チ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し、 結線一覧に複数の BGA パッ ド に接続されたダイ ピンのみを表示し ます。

3. フ ォ ン ト リ ス ト で使用する フ ォ ン ト を選択し ます。 

ヒ ン ト ：

• ス ト ローク フ ォ ン ト またはシステムフ ォ ン ト を選択し ます。

• システムフ ォ ン ト には、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ンまたはス タ イルの組み
合わせを選択できます ： B は太字、 I は斜体、 U は下線です。

4. 層リ ス ト で BGA ピン ラベルを配置する層を選択し ます。

5. 高さボッ クスに使用する寸法を入力し ます。

6. ス ト ローク フ ォ ン ト の場合は、 使用する線幅を入力し ます。

7. OK を ク リ ッ ク し ます。

ワイヤボン ド を追加
個別のワイヤボン ドはワイヤボン ド エデ ィ タ でのみ追加できます。 詳し く はワイヤボ
ン ド エデ ィ タの使用をご覧下さい。 ワイヤボン ドはいつでも設計に追加できます。 た



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0174

BGA ツールキ ッ ト の使用
実装部品ボン ドパッ ド を追加

だ しワイヤはボン ドパッ ド な し では追加できません。 ワイヤボン ド を新規作成する前
にボン ドパッ ドが存在し ている必要があ り ます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

パッ ド間に新たにワイヤボン ド を追加するには、

1. 何も選択されていない状態の時、 またはサブス ト レー ト か実装部品ボン ドパッ
ドの選択時に、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの WB を追加を選択し ます。 新規ワイ
ヤボン ドがカーソルにダイナ ミ ッ クに貼り付いた状態にな り ます。

2. サブス ト レー ト ボン ドパッ ド と実装部品ボン ドパッ ド を 1 つずつク リ ッ ク し、
新規ワイヤの配置場所を指定し ます。

ヒ ン ト ： 実装部品ボン ドパッ ド には複数のサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を付ける こ と
ができ、 逆も また可能です。

新規ダイにワイヤボン ド およびサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を作成するにはワイヤ
ボン ド ウ ィ ザー ド を使います。 

参照 ： [ ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クス

実装部品ボン ドパッ ド を追加
実装部品ワイヤボン ドはワイヤボン ド エデ ィ タ でのみ追加できます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

参照 ： ワイヤボン ド エデ ィ タの使用

実装部品ボン ドパッ ド を追加するには、

1. 何も選択されていない状態で、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから CBP を追加を選
択し ます。 実装部品ボン ドパッ ド を追加ダイアログボ ッ クスが表示されます。 

2. 新たなボン ドパッ ドの値を入力し、 追加を ク リ ッ ク し ます。 新規ワイヤボン ド
はカーソルにダイナ ミ ッ クに貼り付いた状態にな り ます。 

3. 新規パッ ドの配置位置を指定し ます。

BGA に結線を追加
結線は手動または自動で加えられます。 自動的に結線を追加するには PADS Layout
配線ウ ィ ザー ドの使用をご覧下さい。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ピンペア間に手動で結線を追加するには、
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1. BGA ツールバーボタ ン > 結線を追加ボタ ン

2. 結線の最初のピンを選択し ます。

3. 結線の 2 番目のピンを選択し ます。

このピンが異なるネ ッ ト の一部であるか、 ピン関数からネ ッ ト 名称を抽出が
ON の場合、 結合されるネ ッ ト の新規名の入力を求められます。

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「ECOProcess」 章の 「Predefined 
Netnames」 項目

4. 必要な場合、 結合ネ ッ ト の新規名を入力し ます。

LIQ からダイ部品を追加
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ラ イブ ラ リ IQ からダイ部品を追加するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ダイ部品を追加ボタ ン

ダイ部品を追加ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2. ダイ部品のある フ ォルダのパスを入力するか、 参照ボタ ンでそのフ ォルダを選
択し ます。 ダイ部品リ ス ト ボ ッ クスでダイ部品を選択し ます。 確認画面領域に
ダイ部品が表示されます。 フ ァ イル名、 修正日、 チ ッ プボン ドパッ ド数、 サブ
ス ト レー ト ボン ドパッ ド数、 ワイヤボン ド数が確認画面領域の右側に表示され
ます。

3. 追加を ク リ ッ ク し ます。 ダイパー ト タ イプ列にダイ部品が表示されます。

4. ダイ部品を さ らに追加するには手順 2 と 3 を繰り返し ます。

5. 必要に応じ てダイデータ オプシ ョ ンを設定し ます。

6. OK を ク リ ッ ク し ます。

ダイパー ト タ イプ列からダイ部品を削除するには、

1. ダイパー ト タ イプ列でダイ部品を選択し ます。

2. 削除を ク リ ッ ク し ます。

ダイ実装部品データ タ イプのラ イブ ラ リ IQ への出力についての情報は、 ダイ部品と
LIQ の同期をご覧下さい。

フ ァ ンアウ ト を追加
フ ァ ンアウ ト を追加する と新規サブス ト レー ト ボン ドパッ ドが設計に追加され、 自動
的にワイヤボン ド で実装部品ボン ドパッ ド に接続されます。
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制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ でフ ァ ンアウ ト を追加するには、

1. 実装部品ボン ドパッ ド を選択 > 右ク リ ッ ク > フ ァ ンアウ ト を追加を選択し ま
す。

2. ダイアログボ ッ クスで新規ボン ドパッ ドの値を入力し、 追加を ク リ ッ ク し ま
す。 新規ワイヤボン ド とボン ドパッ ドがカーソルにダイナ ミ ッ クに貼り付いた
状態にな り ます。 ( 「フ ァ ンアウ ト を追加」 では、 新規ワイヤボン ド および
新規サブス ト レー ト ボン ドパッ ドが同時に作成されます。 )

3. 新規フ ァ ンアウ ト の配置位置を指定し ます。

BGA ツールキ ッ ト に部品を追加
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

設計に新たな実装部品を追加するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > 実装部品を追加ボタ ン

2. ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを取得ダイアログボ ッ クスのパー ト タ イプ リ ス ト
で部品名を選択し、 追加を ク リ ッ ク し ます。 実装部品がポイ ン タに貼り付いた
状態にな り ます。

3. 閉じ るを ク リ ッ ク し、 ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

4. 部品を移動し て、 配置位置を指定し ます。 新規部品には自動で次に使用できる
参照名が付与されます。 　

サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を追加
サブス ト レー ト ボン ドパッ ドはワイヤボン ド エデ ィ タ でのみ追加できます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

参照 ： ワイヤボン ド エデ ィ タの使用

以下の 2 つ方法でサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を設計に追加できます。

方法 1
1. 何も選択されていない状態で、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから SBP を追加を

選択し ます。 サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を追加ダイアログボ ッ クスが表示
されます。 
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2. ダイアログボ ッ クスで新規ボン ドパッ ドの値を入力し、 追加を ク リ ッ ク し ま
す。 新規ワイヤボン ドはダイナ ミ ッ クにカーソルに貼り付いた状態にな り ま
す。 

3. 新規パッ ドの配置位置を指定し ます。

方法 2
1. 実装部品ボン ドパッ ド選択時にシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのフ ァ ンアウ ト を追加

を選択し ます。 [ サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を追加 ] ダイアログボ ッ クスが
表示されます。 

2. ダイアログボ ッ クスで新規ボン ドパッ ドの値を入力し、 追加を ク リ ッ ク し ま
す。 新規ワイヤボン ド とボン ドパッ ドがカーソルにダイナ ミ ッ クに貼り付いた
状態にな り ます。 ( フ ァ ンアウ ト を追加は新規ワイヤボン ド および新規サブ
ス ト レー ト ボン ドパッ ド を同時に作成し ます。 )

3. 新規フ ァ ンアウ ト の配置位置を指定し ます。

BGA に配線を追加
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

注意 ： BGA ツールバーが開いている状態で配線を行う と、 ネ ッ ト とは関係な く 、
カーソルが適当な終了位置に近い場合二重丸 (bull’s-eye) に変化し ます。

現在のネ ッ ト リ ス ト に追加または変更を行う配線を手動で入力するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > 配線追加ボタ ン

2. 配線を開始するピンを選択し ます。

3. 基本配線での説明とお り にコーナーやビアを追加し ます。

4. 配線を完了するピンを選択し ます。

このピンが異なるネ ッ ト の一部であるか、 ピン関数からネ ッ ト 名称を抽出が
ON の場合、 結合されるネ ッ ト の新規名の入力を求められます。

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「ECO Process」 章の 「Predefined 
Netnames」 項目

ピンが同一ネ ッ ト ではない、 またはネ ッ ト リ ス ト を持たない場合、 すべての項
目は障害物と し て扱われます。 ピンに接続するには目標を選択を ク リ ッ ク し、
配線を終えるピンを選択し ます。

5. ネ ッ ト 名は新規作成された各結線や配線から自動的に生成されます。

必要な場合、 結合ネ ッ ト の新規名を入力し ます。

注意 ： BGA 配線ウ ィ ザー ド を使い自動的に配線を追加する こ と もできます。
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サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの中心を調整
中心合わせは、 移動や回転後にサブス ト レー ト ボン ドパッ ド と実装部品ボン ドパッ ド
の位置の調整を行います。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ でサブス ト レー ト ボン ドパッ ドの中心位置を調整するには、

1. SBP を選択し ます。 

2. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

3. 中心位置を調整を選択し ます。

CBP を リ ングに指定
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

実装部品ボン ドパッ ド またはパッ ド を 1 つまたは複数のリ ングに指定するには、

1. CBP を リ ングに指定ダイアログボ ッ クスで、 リ ングに指定する実装部品ボン ド
パッ ド を選択し ます。

2. 指定先リ ス ト で選択実装部品ボン ドパッ ド またはパッ ド を指定する 1 つまたは
複数のリ ングを選択し ます。

3. 適用を ク リ ッ ク し ます。

結線コ マン ド を取り消す
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

BGA ツールバーで結線を追加使用時に結線コ マン ド を取り消すには、

1. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

2. キャ ンセルを ク リ ッ ク し ます。

ワイヤボン ド規則のチ ェ ッ ク
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

DRC ON モー ドの場合、 ワイヤボン ド規則は他の設計規則 ( パッ ド間、 パッ ドから
配線等 ) と共にチ ェ ッ ク されます。 DRC エラーが発生し た場合、 ステータ スバーに
メ ッ セージが表示されます。
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ボン ドパッ ドの移動やワイヤボン ドの追加といった多 く のダイの修正操作では、 その
場でワイヤボン ド規則がチ ェ ッ ク されます。 操作中、 条件を満た し ていない操作は違
反と な り、 エラーマーカーが現在のカーソル位置に表示されます。

ワイヤボン ド規則のバッ チチ ェ ッ クはいつでも実行できます。 

参照 ： 設計検証

実装部品ボン ドパッ ド を コ ピー
実装部品ボン ドパッ ドのコ ピーはワイヤボン ド エデ ィ タ でのみ行えます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

参照 ： ワイヤボン ド エデ ィ タの使用

既存ボン ドパッ ドのコ ピーを作成するには、

1. コ ピーを行う ボン ドパッ ド を選択し ます。

2. 編集メ ニューでコ ピーを選択、 または Ctrl+C を押し ます。

または

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューで コ ピーを選択し ます。 ボン ドパッ ドのコ ピーが
カーソルに貼り付いた状態にな り ます。

3. 新規ボン ドパッ ドの配置位置を指定し ます。

新規ボン ドパッ ド には、 次に使用可能なピン名が自動的に付加されます。

ヒ ン ト ： 既存のサブス ト レー ト ボン ドパッ ドのコ ピー作成は回路設計変更とはみな さ
れないため、 ECO モー ド を使用する必要はあ り ません。

サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を コ ピー
サブス ト レー ト ボン ドパッ ドのコ ピーはワイヤボン ド エデ ィ タ でのみ行えます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

参照 ： ワイヤボン ド エデ ィ タの使用

既存ボン ドパッ ドのコ ピーを作成するには、

1. コ ピーを行う ボン ドパッ ド を選択し ます。

2. 編集メ ニューでコ ピーを選択、 または Ctrl+C を押し ます。

も し く は
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シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューで コ ピーを選択し ます。 ボン ドパッ ドのコ ピーは
カーソルに貼り付いた状態にな り ます。

3. 新規ボン ドパッ ド位置を指定し ます。

新規ボン ドパッ ド には、 次に使用可能なピン名が自動的に付加されます。

BGA で配線のコ ピーと貼り付け
1 つの線分パターンを作成、 コ ピーし、 同様の結線への貼り付ける こ と で、 繰り返し
の配線パターンを複製できます。 選択には層の変更や配線ビアも含まれます。 配線
コ ピーはメ モ リーパターンや SMD フ ァ ンアウ ト に有効です。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

配線のコ ピーと貼り付けを行う には、

1. 線分またはピンペアを選択 > 編集メ ニュー > コ ピー。

結果 ： 含まれるすべての線分と ビアがコ ピーされ、 移動モー ド でポイ ン タに
貼り付いた状態にな り ます。

2. シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューコ マン ド を使用し、 コ ピーを回転または反転し ます。

3. コ ピーを配置するには、 貼り付けを行う ピン と結合されるよ う位置付けし、
ク リ ッ ク し ます。 コ ピーが貼り付けられ、 引き続き貼り付けを行えるよ う他の
コ ピーがカーソルに残り ます。

カーソルは自動的に最後の配置と同じ距離と方向に引き込まれます。
これよ り繰り返しの配線パターンを簡単に配置できます。

4. 貼り付けが完了し たら、 Esc を押し ます。

参照 ： 配線パターンのコ ピーとペース ト

配線コ ピーで新規ネ ッ ト 名を生成

配線パターンが作成され、 コ ピーされた配線の終端が未接続ピンで終了する と、 ピン
間にピンペアが作成されます。 新規ネ ッ ト 名は $$$1 または $$$2 の形式で自動割当さ
れます。 また部品に指定されたゲー ト ピン名を使い事前定義されたネ ッ ト 名の割り当
ても行えます。 

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「ECO Process」 章の 「Predefined Netnames」
項目

BGA 設計の作成
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。
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次の手順は、 BGA 設計の作成の基本的なワーク フ ローの概略です。

1. ダイウ ィ ザー ド でダイ を作成し、 設計に追加し ます。

参照 ： ダイの新規作成

2. PCB 部品形状エデ ィ タや [ ピンウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの BGA/PGA
タ ブを使い、 BGA 部品形状を作成し ます。 サブス ト レー ト 形状タ イプを
ク リ ッ ク し ます。

参照 ： ピンウ ィ ザー ド、 BGA/PGA タ ブ

3. 設計にボールグ リ ッ ド アレ イ を追加し ます。 BGA 設計には BGA 部品を追加す
る必要があ り ます。 

参照 ： BGA ツールキッ ト に部品を追加

4. 作図ツールバーの基板外形線と カ ッ ト アウ ト ボタ ンを ク リ ッ ク し、 基板外形を
作成し ます。

5. ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド を使い、 リ ング定義、 ワイヤボン ド規則の定義、
チ ッ プボン ドパッ ド割り当て、 ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト を作成し ます。

参照 ： ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クス、 ワイヤボン ド規則の定義、
CBP を リ ングに指定、 ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト を作成

6. ワイヤボン ド エデ ィ タ を使い、 ダイ実装部品のサブス ト レー ト ボン ドパッ ドの
再配置やダイ部品のオブジ ェ ク ト の編集を行います。

参照 ： ボン ドパッ ドの移動、 実装部品ボン ドパッ ドの編集、 サブス ト レー ト ボ
ン ドパッ ドの編集

7. ワイヤボン ドがワイヤボン ド規則に沿っているかを確かめます。

参照 ： ワイヤボン ド規則のチ ェ ッ ク

8. BGA ツールバーまたは BGA 配線ウ ィ ザー ド で配線を追加を使い、 ダイ部品
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド と BGA ピンパッ ド間に配線を加えます。

参照 ： BGA に配線を追加、 BGA 配線ウ ィ ザー ドの使用

9. ダイ フ ラグウ ィ ザー ド を使いダイ フ ラグやパワーリ ング情報を作成し ます。

参照 ： ダイ フ ラグと リ ングの作成

10. BGA ツールバーのワイヤボン ド ・ ダイアグラムを使い、 ダイ部品のサブス ト
レー ト ボン ドパッ ド に BGA ピン ラベルを加えます。

参照 ： BGA ピン ラベルを追加

関連 ト ピ ッ ク 　

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA Operations」 章

BGA チュー ト リ アル > ヘルプ > チュー ト リ アル > Advanced Packaging タ ブ
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ダイ フ ラグと リ ングの作成
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ダイ フ ラグは、 ダイに対し以下の導体およびボン ド機能を有し ています。

• ダイの反対側に通常はグラ ン ド を接続

• ヒー ト シン ク と熱拡散の経路を提供。

• サブス ト レー ト にダイ を実装

一般的に電源接続を行う リ ングは、 ダイ フ ラグの周囲に存在し ます。 リ ングには、
グラウン ド接続や信号リ ングの提供といった他の目的もあ り ます。

ダイ フ ラグと リ ングを作成するには、

1. ツールバーの BGA ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. BGA ツールバーのダイ フ ラグを ク リ ッ ク し ます。

3. ダイ実装部品を選択し ます。

4. [ ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスを参考に、 選択を行います。

5. 作成を ク リ ッ ク し てダイ フ ラグを作成し、 ダイ フ ラグウ ィ ザー ド を終了し ま
す。

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA Operations」 章の 「ダイ フ ラグウ ィ
ザー ド」 項目

ダイの新規作成
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

新規ダイ を作成するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ダイウ ィ ザー ド ボタ ン

2. [ ダイ を作成 ] ダイアログボ ッ クスでテキス ト 、 助変数 ( パラ メ ト リ ッ ク ) また
は GDSII フ ァ イルを ク リ ッ ク し、 ダイ を作成を開始し ます。

3. 以下の作成手順をご参照 く だ さい ：

• テキス ト フ ァ イル (.csv) を入力し てダイ を作成するには、 テキス ト フ ァ イル
からダイ を作成をご覧 く だ さい。

• 入力する仕様からダイ を作成するには、 パラ メ ト リ ッ クにダイ を作成を
ご覧 く だ さい。
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• GDSII フ ァ イルを入力し てダイ を作成するには、 GDSII フ ァ イルからダイ を
作成をご覧 く だ さい。

テキス ト フ ァ イルからダイ を作成
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

テキス ト フ ァ イルからダイ を作成するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ダイウ ィ ザー ド ボタ ン

2. テキス ト を ク リ ッ ク し、 [ ダイウ ィ ザー ド ‐ テキス ト フ ァ イルから作成 ]
ダイアログボ ッ クスを表示し ます。

3. 参照を ク リ ッ ク し て、 開 く テキス ト フ ァ イル (.csv) を選択し ます。

4. オプシ ョ ン ：

• ダイパー ト タ イプで、 ダイ を作成するのに使用するダイパー ト タ イプの名
前を変更し ます。

• IC ダイに下向き実装を行う には、 フ リ ッ プチ ッ プを選択し ます。 フ リ ッ プ
チ ッ プ実装部品にはピン (SBP) のみが含まれます。

• ダイ表示の形状 ( ダイ図形データ ) を ミ ラーまたは反転表示するには、 反転
表示 ( フ リ ッ プチ ッ プが ON の場合 ) を選択し ます。

• 表示色を設定し ます。

5. 5 つのタ ブでデータの追加と修正を行います。 以下をご参照 く だ さい ：

• テキス ト フ ァ イルでダイデータのダイ外形を定義

• テキス ト フ ァ イルで CBP 形状を修正

• テキス ト フ ァ イルで CBP 番号指定を修正

• テキス ト フ ァ イルからパッ ド関数を定義

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定

パラ メ ト リ ッ クにダイ を作成
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

パラ メ ト リ ッ クダイ を作成するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ダイウ ィ ザー ド ボタ ン

2. 助変数を ク リ ッ ク し、 [ ダイウ ィ ザー ド ‐ パラ メ ータ を設定し て作成 ] ダイア
ログボッ クスを表示し ます。
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3. ダイパー ト タ イプで、 ダイ作成に使用するダイパー ト タ イプの名前を入力し ま
す。

4. オプシ ョ ン ：

• IC ダイに下向き実装を行う にはフ リ ッ プチ ッ プを選択し ます。 フ リ ッ プ
チ ッ プ実装部品はピン (SBP) のみが含まれます。

• ダイ表示の形状 ( ダイ図形データ ) を ミ ラーまたは反転表示するには、 反転
表示 ( フ リ ッ プチ ッ プが ON の場合 ) を選択し ます。

• システム単位を一般的な測定単位に変換するにはグローバル単位を選択し
ます。 すべての値は選択された単位でダイ表示部に表示されます。 使用
可能な単位は ： 

ミ ル－ ミ ルで表示 (1 ミ ル = 2.54*10^-5 m)。 

ミ リ－ ミ リ で表示 (1mm = 1.0*10^-3 m)。 

イ ンチ－イ ンチで表示 (1'' = 2.54*10^-2 m)。

ヒ ン ト ： システム単位と し て ミ ク ロンは使用できません。 入力フ ァ イルの
値が ミ ク ロンで表されている場合は ミ リ を使います。

• 表示色を設定し ます。

5. 5 つのタ ブでデータの追加と修正を行います。 以下をご参照 く だ さい ：

• パラ メ ト リ ッ クにダイ外形を定義

• パラ メ ト リ ッ クに CBP セ ッ ト を定義

• パラ メ ト リ ッ クに CBP 番号指定を定義

• パラ メ ト リ ッ クにパッ ド関数を定義

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定

GDSII フ ァ イルからダイ を作成
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

GDSII フ ァ イルからダイ を作成するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ダイウ ィ ザー ド ボタ ン

2. GDSII フ ァ イルを ク リ ッ ク し、 [ ダイウ ィ ザー ド－ GDSII フ ァ イルから作成 ]
ダイアログボ ッ クスを表示し ます。

3. 参照を ク リ ッ ク し、 開 く GDSII (.gds) フ ァ イルを選択し ます。

4. オプシ ョ ン ：
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• GDS 単位 ( ミ ク ロン ) の寸法を変更し ます。

ヒ ン ト ： GDSII フ ァ イルには様々な様式があるため、 フ ァ イル内で単位設
定の変更が必要な場合もあ り ます。

• ダイパー ト タ イプで、 ダイ作成時に使用するダイパー ト タ イプの名前を変
更し ます。

• フ リ ッ プチ ッ プを選び下向き実装を行う IC ダイ を選択し ます。 フ リ ッ プ
チ ッ プ実装部品はピン (SBP) のみが含まれます。

• ダイ表示の形状 ( ダイ図形データ ) を ミ ラーまたは反転表示するには、反転表
示 ( フ リ ッ プチ ッ プが ON の場合 ) を選択し ます。

• システム単位を一般的な測定単位に変換するにはグローバル単位を選択し
ます。 すべての値は選択された単位でダイ表示部に表示されます。 使用
可能な単位は ：

ミ ル― ミ ルで表示 (1 ミ ル = 2.54*10^-5 m)。 

ミ リ― ミ リ で表示 (1mm = 1.0*10^-3  m)。

イ ンチ―イ ンチで表示 (1'' = 2.54*10^-2 m)。

ヒ ン ト ： システム単位と し て ミ ク ロンは使用できません。 入力フ ァ イルの
値が ミ ク ロンで表されている場合は ミ リ を使います。

• 表示色を設定し ます。

5. 5 つのタ ブでデータの追加と修正を行います。 以下をご参照 く だ さい ：

• GDSII フ ァ イルでダイ外形を定義

• GDSII フ ァ イルから CBP セ ッ ト を定義

• GDSII フ ァ イルから CBP 番号指定を定義

• GDSII フ ァ イルからパッ ド関数を定義

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定

ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト を作成
ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト を作成するにはワイヤボン ド ウ ィ ザー ド を使います。 

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA Operations」 章の 「ワイヤボン ド ウ ィ
ザー ド」 項目

1. ダイ実装部品を選択 > ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ボタ ン
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2. [ ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスを使い、 ワイヤボン ド フ ァ ン
アウ ト 作成の設定を定義し ます。 

参照 ： [ ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クス

以下の設定について定義し ます ：

• SBP ガイ ドのジオ メ ト リ

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA 操作」 章の 「SBP ガイ ド」
項目

• SBP リ ングへの実装部品ボン ドパッ ド割り当て 

• SBP リ ングのワイヤボン ド定義、 ワイヤボン ド幅、 サブス ト レー ト ボン ド
パッ ド オフセ ッ ト  

• サブス ト レー ト ボン ドパッ ド とワイヤボン ドパッ ド とサブス ト レー ト ボン
ドパッ ド間の推奨間隙

3. フ ァ ンアウ ト 確認画面を ク リ ッ ク し て、 現在の設定を反映し たワイヤボン ド
フ ァ ンアウ ト を画面で確認し ます。

4. フ ァ ンアウ ト 設計が適切であれば、 フ ァ ンアウ ト 作成を ク リ ッ ク し てフ ァ ン
アウ ト を設計に保存し ます。

ワイヤボン ド レポー ト の作成
ダイ部品のサブス ト レー ト ボン ドパッ ド と BGA パッ ドの接続レポー ト は、 PADS 
Layout によ り提供される Basic スク リ プ ト によ り作成できます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

• Basic スク リ プ ト ダイアログボ ッ クスを開き、 ワイヤボン ド レポー ト を
ク リ ッ ク し ます。

参照 ： [ ベーシ ッ クスク リ プ ト ] ダイアログボ ッ クス

ボン ドパッ ドのサイ クル選択
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ で異なる層上のボン ドパッ ド をサイ クル選択するには、

1. ボン ドパッ ド を選択し ます。

2. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

3. サイ クルを選択し ます。
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ワイヤボン ドのサイ クル選択
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ で近接するワイヤボン ド をサイ クル選択するには、

1. ワイヤボン ド を選択し ます。 

2. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

3. サイ クル選択を選択し ます。

テキス ト フ ァ イルでダイデータのダイ外形を定義
テキス ト フ ァ イル形式にはダイ外形の記述は含まれていません。 ダイウ ィ ザー ドが
テキス ト フ ァ イルからすべてのデータ を受け取る と、 テキス ト フ ァ イルから CBP の
すべてを囲う ダイ外形が自動計算されます。 [ ダイ寸法 ] タ ブを使い、 自動作成され
たダイ外形の編集が行えます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

テキス ト フ ァ イルからダイデータ用のダイ外形を定義するには、

1. テキス ト フ ァ イルからダイ を作成の手順に従います。

2. 次の領域で値の入力または変更を行います ：

ダイ寸法長－ X 寸法と一致するダイの長さ。

ダイ寸法幅－ Y 寸法と一致するダイの幅。

ダイ寸法高さ－ダイの厚みと なるダイの高さ を表し ます。

ダイ外形基準点－ X と Y で表す基準点を示すダイ地点 ( 中心、 左下、 左上、
右上、 右下 ) 座標。

X － X の基準点と し て定義する X 軸沿いのダイ地点。

Y － Y の基準点と し て定義する Y 軸沿いのダイ地点。

3. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• テキス ト フ ァ イルで CBP 形状を修正

• テキス ト フ ァ イルで CBP 番号指定を修正

• テキス ト フ ァ イルからパッ ド関数を定義

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定
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4. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。

GDSII フ ァ イルでダイ外形を定義
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

GDSII フ ァ イルからダイ外形を定義するには、

1. GDSII フ ァ イルからダイ を作成の手順に従います。

2. [ ダイ寸法 ] タ ブを選択し、 ダイ寸法やダイ外形位置を手動で設定、 または
ダイ外形を表す GDS 形状を選択し ます。

ヒ ン ト ： [GDS 形状から選択 ] を ク リ ッ クする と、 高さ制御の変更が行えます。
ただ し、 [ 寸法設定 ] 領域で他のパラ メ ータは修正できません。 

• ダイ外形を手動で設定するには、 寸法設定を ク リ ッ ク し ます。 次のフ ィ ー
ルド で値の入力または変更を行います ：

ダイ寸法長－ X 寸法と一致するダイの長さ。

ダイ寸法幅－ Y 寸法と一致するダイの幅。

ダイ寸法高さ－ダイの高さ、 ダイの厚みを表し ます。

ダイ外形基準点－ X と Y で表す基準点を示すダイ地点 ( 中心、 左下、
左上、 右上、 右下 ) 座標。

X － X の基準点と し て定義する X 軸沿いのダイ地点。

Y － Y の基準点と し て定義する Y 軸沿いのダイ地点。

• GDS 形状から選択を ク リ ッ ク し た場合、 次のフ ィ ールド で値を選択し、
ダイ外形と し て使用する形状を GDSII フ ァ イルで指定し ます。

GDS 層－ GDSII フ ァ イルで定義された層を表し ます。 ダイ外形形状が位置
する層を選択するのに使用し ます。

GDS 形状－ダイ外形形状と し て選択可能なすべての GDS 形状名を表示し
ます。 [GDS 層 ] リ ス ト の選択済層上にもある、 GDSII フ ァ イル内の閉じ て
塗り潰された形状のみが表示されます。

形状は [ 選択済層 ] 色の形状を使用し て、 ダイ表示領域に表示されます。
ダイ表示は、 値を選択する と動的に調整され、 正しい形状が選択できるよ
う になっています。

3. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• GDSII フ ァ イルから CBP セ ッ ト を定義 
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• GDSII フ ァ イルから CBP 番号指定を定義 

• GDSII フ ァ イルからパッ ド関数を定義 

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定 

4. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。

パラ メ ト リ ッ クにダイ外形を定義
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ダイ外形をパラ メ ト リ ッ クにを定義するには、

1. パラ メ ト リ ッ クにダイ を作成の手順に従います。

2. ダイ寸法タ ブで以下の領域の値の入力または変更を行います ：

ダイ寸法長－ X 寸法と一致するダイの長さ。

ダイ寸法幅－ Y 寸法と一致するダイの幅。

ダイ寸法高さ－ダイの高さ、 ダイの厚みを表し ます。

ダイ外形基準点－ X と Y で表す基準点を示す座標 ( 中心、 左下、 左上、 右上、
右下 )

3. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• パラ メ ト リ ッ クに CBP セ ッ ト を定義 

• パラ メ ト リ ッ クに CBP 番号指定を定義 

• パラ メ ト リ ッ クにパッ ド関数を定義 

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定 

4. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。

GDSII フ ァ イルから CBP セ ッ ト を定義
CBP タ ブを使い、 CBP 形状にする GDS 形状を フ ィ ルタ し ます。 寸法、 層、 ダイ外形
に相対的な位置で形状のフ ィ ルタが行えます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ヒ ン ト ： GDSII フ ァ イルにある、 閉じ た塗り つぶし形状 (BOUNDARY および RECT 
GDS タ イプ ) のみ使用可能です。
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GDSII フ ァ イルから CBP を定義するには、

1. GDSII フ ァ イルからダイ を作成の手順に従います。

2. 次のフ ィ ールド で値の入力または変更を行います ：

最小寸法－ CBP の GDS 形状のフ ィ ルタ を行う最小寸法を現在のシステム単位
で定義し ます。

最大寸法－ CBP の GDS 形状を フ ィ ルタ を行う最大寸法を定義し ます。

GDS 層－ GDSII フ ァ イルで定義された層を表示し ます。 ダイ外形形状が位置
する層を選択するのに使用し ます。

3. ダイ矩形内の形状のみフ ィ ルタに含める場合、 [ 外形内の形状 ] を ク リ ッ ク
し ます。

4. パッ ド形状を選択し ます。

パッ ド形状の値 ( 長方形または長円形 ) に応じ て、 GDS 形状から CBP 形状を
得るために外接形状が使われます。

5. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• GDSII フ ァ イルでダイ外形を定義 

• GDSII フ ァ イルから CBP 番号指定を定義 

• GDSII フ ァ イルからパッ ド関数を定義 

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定 

6. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。

パラ メ ト リ ッ クに CBP セ ッ ト を定義
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

CBP セ ッ ト をパラ メ ト リ ッ クに定義するには、

1. パラ メ ト リ ッ クにダイ を作成の手順に従います。

2. CBP タ ブで以下のいずれかを行います ：

• 総パッ ド数を指定し、 パッ ドのグラウン ドパッ ド (GND %) および電源パッ
ド (PWR %) と し ての固定パーセンテージを以下のよ う に割り当てます ：

すべて－ダイの総パッ ド数を入力または選択し ます。 総パッ ド数を修正
する と、 パッ ドは 4 つの側面で均等に分配されます。
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GND % －グラウン ドパッ ド と し て割り当てる総ピン数のパーセンテージを
入力または選択し ます。 値を修正する と、 各側面のグラウン ドパッ ドは層
数よ り引き出されます。

PWR % －電源パッ ド と し て割り当てる総ピン数のパーセンテージを入力
または選択し ます。 値を修正する と、 各側面のグラウン ドパッ ドは総数よ
り引き出されます。

• 各側面の総パッ ド数を入力し、 パッ ド数をグラウン ド または電源パッ ド と
し て割り当てます。

パッ ド総数－ダイの各側面にあるパッ ド総数を変更するには表示または
ダブルク リ ッ ク を行います。 値を修正する と、 総数、 GND %、 PWR % の値
が適宜に調節されます。

GND －ダイの各側面にあるグラウン ド総数を変更するには表示またはダブ
ルク リ ッ ク を行います。 値を修正する と、 総数、 GND %、 PWR % の値が適
宜に調節されます。

PWR －ダイの各側面にある電源パッ ド数を変更するには表示またはダブル
ク リ ッ ク を行います。 値を修正する と、 総数、 GND %、 PWR % の値が適宜
に調節されます。

3. 次の領域で値の入力または変更を行います ：

パッ ド間隔－パッ ド間の距離を定義し ます。 距離は 1 つのパッ ドの左側か
ら次に隣接するパッ ドの左側まで測定されます。

行ピ ッ チ－千鳥形のパターン作成を制御するために、 行間の距離を定義し
ます。 ダイの周囲に直線がある単一行の場合には、 0 を入力し ます。 千鳥
形のパターンを作成するには、 特定の正数または負数を入力し ます。

ダイ端点からの距離－パッ ド行と ダイ端点間の距離を定義し ます。

パッ ド形状－長方形または長円形のパッ ド形状を定義し ます。

パッ ド距離－各パッ ド長の値を入力または選択し ます。

パッ ド幅－パッ ド幅の値を入力または選択し ます。 

4. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• パラ メ ト リ ッ クにダイ外形を定義 

• パラ メ ト リ ッ クに CBP 番号指定を定義 

• パラ メ ト リ ッ クにパッ ド関数を定義 

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定 

5. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。
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GDSII フ ァ イルからパッ ド関数を定義
パッ ド関数はテキス ト フ ァ イルまたは層の GDS テキス ト フ ァ イルから取り込めます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

GDSII フ ァ イルからパッ ド関数を定義するには、

1. GDSII フ ァ イルからダイ を作成の手順に従います。

2. 関数の指定には、 テキス ト フ ァ イルまたは層上 GDS テキス ト からのどち らか
を選択し ます。

テキス ト フ ァ イルから を選択し た場合、 参照を ク リ ッ ク し、 パッ ド関数を指定
する フ ァ イルを選択し ます。

層上 GDS テキス ト から を選択し た場合、 使用する GDS 層を ク リ ッ ク し、
パッ ド関数を定義する GDS テキス ト 項目を取得し ます。

3. パッ ド関数を指定するには指定を ク リ ッ ク し ます。

4. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• GDSII フ ァ イルでダイ外形を定義 

• GDSII フ ァ イルから CBP セ ッ ト を定義 

• GDSII フ ァ イルから CBP 番号指定を定義 

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定 

5. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。

テキス ト フ ァ イルからパッ ド関数を定義
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

GDSII フ ァ イルでパッ ド関数を定義するには、

1. テキス ト フ ァ イルからダイ を作成の手順に従います。

2. オプシ ョ ン と し て、 関数名を変更するには、 [ パッ ド関数 ] タ ブを選択後に
ダブルク リ ッ クで新たな名前を入力し ます。 

3. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• テキス ト フ ァ イルでダイデータのダイ外形を定義
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• テキス ト フ ァ イルで CBP 形状を修正

• テキス ト フ ァ イルで CBP 番号指定を修正

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定

4. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。

パラ メ ト リ ッ クにパッ ド関数を定義
パッ ド関数タ ブで、 パッ ドは次の関数をデフ ォル ト で取得し ます ：

• グラウン ド ピン ： <GND パッ ド関数 >

• 電源ピン ： <PWR パッ ド関数 >

• 信号ピン ： < 信号関数接頭辞 >< パッ ド  #>

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

パラ メ ト リ ッ クにパッ ド関数を定義するには、

1. パラ メ ト リ ッ クにダイ を作成の手順に従います。

2. オプシ ョ ン と し て、 個々のパッ ド関数を変更するには、 パッ ド関数タ ブを選択
後にダブルク リ ッ クで新たな名前を入力し ます。 

3. オプシ ョ ン と し て、 すべてのパッ ド関数を再定義するには、 タ ブの関数指定領
域で、 信号関数接頭辞、 GND パッ ド関数、 PWR パッ ド関数のそれぞれに異な
る関数名を割り当てます。 以下の方法で名前を割り当てます ：

信号関数接頭辞－信号パッ ド名の分岐と し て使用する関数接頭辞の入力または
表示し ます。

GND パッ ド関数－グラウン ドパッ ド と し て使用する関数名の入力または表示
を行います。

PWR パッ ド関数－電源パッ ド と し て使用する関数名の入力または表示を行い
ます。

デフ ォル ト 信号関数接頭辞または電源やグラウン ド関数を変更し た場合、
割り当てを ク リ ッ ク しすべてのパッ ド に新たな名前を割り当てます。

4. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• パラ メ ト リ ッ クにダイ外形を定義 

• パラ メ ト リ ッ クに CBP セ ッ ト を定義 

• パラ メ ト リ ッ クに CBP 番号指定を定義 
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• ダイ実装部品作成の各種定義を設定 

5. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。

ダイ実装部品作成の各種定義を設定
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

テキス ト フ ァ イルからダイ実装部品作成の各種定義を設定するには、

1. テキス ト フ ァ イルからダイ を作成、 パラ メ ト リ ッ クにダイ を作成、 または 
GDSII フ ァ イルからダイ を作成の手順に従います。

2. ダイ定義タ ブを選択し、 設計に部品を追加またはラ イブ ラ リ に保存を選択し ま
す。

• 現在開かれている設計に部品を追加するには、 設計に部品を追加を選択し
部品名を入力し ます。 部品名は設計で自動割当される新規ダイ実装部品の
参照名です。 参照名の変更には、 部品名を ク リ ッ ク し新たな名前を入力し
ます。

• 部品を ラ イブ ラ リ に追加するには、 ラ イブ ラ リ に保存を選択し、 次に部品
を保存する ラ イブ ラ リ を選択し ます。

3. ダイ外形とパッ ド に対する層を選択し ます。

4. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• テキス ト フ ァ イルでダイデータのダイ外形を定義

• テキス ト フ ァ イルで CBP 形状を修正

• テキス ト フ ァ イルで CBP 番号指定を修正

• テキス ト フ ァ イルからパッ ド関数を定義

GDSII フ ァ イルから CBP 番号指定を定義
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

GDSII フ ァ イルから CBP 番号指定を定義するには、

1. GDSII フ ァ イルからダイ を作成の手順に従います。
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2. パッ ド番号タ ブを選択し、 円弧順番号指定または JEDEC 番号指定を選択し ま
す ：

円弧順番号指定を選択し た場合、 次の値を選択し ます ：

• 方向 ： :

• 1 番ピン側 ： 1

• 1 番ピン位置座標 ：

3. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• GDSII フ ァ イルでダイ外形を定義 

円弧順番
号指定

円弧順で番号指定

JEDEC JEDEC 番号指定
ピン行は上から下へ A から文字付けされ、 ピン
列は左から右へ 1 から番号指定されます。 I、 O、 
Q、 S、 X、 および Z 文字は使用されません。 20 行
以上の配列では、 行 21 が割り当て AA と な り以
降の行は AB、 AC、 と割り当てが続きます。

時計方向 番号指定はパッ ド 1 から開始し、 時計回り に続き
ます。

反時計 番号指定はパッ ド 1 から開始し、 反時計回り に続
きます。

左側 1 番ピンにするパッ ド を設計の左側に配置し ます。

上側 1 番ピンにするパッ ド を設計の上側に配置し ます。

右側 1 番ピンにするパッ ド を設計の右側に配置し ます。

下側 1 番ピンにするパッ ド を設計の下側に配置し ます。

中央 指定側の中央にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号
指定し ます。

左側 指定側の最左にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号
指定し ます。

右側 指定側の最右にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号
指定し ます。

指定 設計内で指定された側にあるパッ ド を指定し、 その
ピンを 1 番を し て番号指定し ます。 1 番と し たい
パッ ドの番号を入力または選択し ます。
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• GDSII フ ァ イルから CBP セ ッ ト を定義 

• GDSII フ ァ イルからパッ ド関数を定義 

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定 

4. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。

パラ メ ト リ ッ クに CBP 番号指定を定義
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

CBP をパラ メ ト リ ッ クに定義するには、

1. パラ メ ト リ ッ クにダイ を作成の手順に従います。

2. パッ ド番号タ ブを選択し、 円弧順番号指定または JEDEC 番号指定を選択
し ます ：

円弧順番号指定を選択し た場合、 次の値を選択し ます ：

• 方向 ： :

• 1 番ピン側 ： 1

円弧順番
号指定

円弧順で番号指定

JEDEC JEDEC 番号指定
ピン行は上から下に A から文字付けされ、 ピン
列は左から右へ 1 から番号指定されます。 I、 O、 
Q、 S、 X、 および Z 文字は使用されません。 20 行
以上の配列では、 行 21 が AA 割り当て と な り以
降の行は AB、 AC、 と割り当てが続きます。

時計方向 番号指定はパッ ド 1 から開始し、 時計方向に続き
ます。

反時計 番号指定はパッ ド 1 から開始し、 反時計回り に続
きます。

左側 1 番ピンにするパッ ド を設計の左側に配置し ます。

上側 1 番ピンにするパッ ド を設計の上側に配置し ます。

右側 1 番ピンにするパッ ド を設計の右側に配置し ます。

下側 1 番ピンにするパッ ド を設計の下側に配置し ます。
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• 1 番ピン位置座標 ：

3. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• パラ メ ト リ ッ クにダイ外形を定義 

• パラ メ ト リ ッ クに CBP セ ッ ト を定義 

• パラ メ ト リ ッ クにパッ ド関数を定義 

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定 

4. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。

ワイヤボン ド規則の定義
設計の各ダイ部品は個別のワイヤボン ド規則セ ッ ト を持っています。 現在のダイに
規則が定められていない場合、 規則は確認されません。 「ワイヤボン ド規則ダイアロ
グボッ クス」 を使いダイ部品のワイヤボン ド規則を定義し ます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ダイのワイヤボン ド規則は Layout エデ ィ タ とワイヤボン ド エデ ィ タの両方で設定で
きます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ で現在のダイ部品のワイヤボン ド規則を定義するには、

1. 何も選択されていない状態で、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのワイヤボン ド規則を
選択し ます。 [ ワイヤボン ド規則 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2. 最小と最大長、 最大角度、 間隙またはラ イブ ラ リ IQ プ リ セ ッ ト フ ァ イルから
規則の入力を行います。

Layout エデ ィ タ でダイ部品のワイヤボン ド規則を定義するには、

中央 指定側の中央にあるパッ ド をパッ ド 1 と し て番号
指定し ます。

左側 指定側の最左パッ ド をパッ ド 1 と し て番号指定し
ます。

右側 指定側の最右パッ ド をパッ ド 1 と し て番号指定し
ます。

指定 設計内で指定された側にあるパッ ド を指定し、
そのピンを 1 番を し て番号指定し ます。 1 番と
し たいパッ ドの番号を入力または選択し ます。
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1. ダイのサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を選択し、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューで
ワイヤボン ド規則を選択し ます。 [ ワイヤボン ド規則 ] ダイアログボ ッ クスが
表示されます。

2. 最小と最大長、 最大角度、 間隙またはラ イブ ラ リ IQ プ リ セ ッ ト フ ァ イルから
規則の入力を行います。

ヒ ン ト ： ワイヤボン ド規則は設計フ ァ イルと共に保存されます。 また、 ラ イブ ラ リ に
ダイ部品を保存する と、 他の設計を使用できる様にダイ部品のワイヤボン ド規則が
保存されます。

ボン ドパッ ドの削除
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ でボン ドパッ ド を削除するには、

1. ボン ドパッ ド を選択し ます。

2. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

3. 削除を ク リ ッ ク し ます。

BGA の結線を削除
結線を削除ボタ ンを使用する と、 ピンペアの削除、 ピンをネ ッ ト から切断、 ネ ッ ト を
2 つに分割などが行えます。 削除された結線に属すテス ト ポイ ン ト ビアも削除されま
す。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

BGA で結線を削除するには

1. BGA ツールバーボタ ン > 結線を削除ボタ ン

ヒ ン ト ： 削除された結線に属すテス ト ポイ ン ト ビアも削除されます。

2. 次の操作が行えます ：

ピンペアの削除 削除するピンペア間の結線や配線を選択し ます。
ネ ッ ト に 1 つのピンペア しか存在し ない場合、 いず
れかのピンを選択する と ピンペアが削除されます。

ピンの切断 切断するピンを選択し ます。 ネ ッ ト に 1 つ以上のピ
ンペアが含まれる場合、 切断を確認するプロンプ ト
およびピンへの配線線分を削除するチ ェ ッ クボ ッ ク
スが表示されます。
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注意 : ネ ッ ト 名の最大長は 47 文字です。 {}、 アス タ リ スク  *、 スペース、
クエスチ ョ ンマーク、 カ ンマ以外すべての英数字が使えます。

BGA でネ ッ ト を削除
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

すべてのピンペアを削除し、 ネ ッ ト から ピンをすべて取り除 く には、

1. BGA ツールバーボタ ン > ネ ッ ト 削除ボタ ン

2. 削除するネ ッ ト から ピン、 未配線ピンペア、 配線またはビアを選択し ます。
確認メ ッ セージが表示されます。

3. OK を ク リ ッ クする と削除されます。

削除されたネ ッ ト に属すテス ト ポイ ン ト ビアも削除されます。

ワイヤボン ドの削除
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ でボン ドパッ ド を削除するには、

1. ワイヤボン ド を選択し ます。

2. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

3. 削除を ク リ ッ ク し ます。

ピン関数からネ ッ ト 名称を抽出する
結線を追加シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューにあるピン関数からネ ッ ト 名称を抽出コ マン ドは
ト グルし ます。 このコ マン ドが選択される と、 手動で結線を追加する際にピン関数を
新規ネ ッ ト 名称付与の基準にし ます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

BGA ツールバーの結線を追加使用時に、 ピン関数からネ ッ ト 名称を抽出を ON/OFF
するには、

1. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

2. ピン関数からネ ッ ト 名称を抽出を選択し て、 設定を ト グルし ます。

ネ ッ ト の分割 ネ ッ ト の分割を行う ピンペアの結線を選択し ます。
分割ネ ッ ト にネ ッ ト 毎の色設定がある場合は、 新規
ネ ッ ト にも同一の色設定が使われます。
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ダイ ピンの表示
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

結線一覧で複数の BGA ピンパッ ド に接続されたダイ ピンを表示するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド ・ ダイアグラムボタ ン

2. BGA ピン ラベルを加えるダイ部品のサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を選択し ま
す。 パッ ドは個別、 グループまたはダイ部品毎で選択できます。 [BGA ピン
ラベル追加 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. 表示するパッ ド ラベルのダイ ピン番号の横にあるボ ッ クスをダブルク リ ッ ク
し ます。 [ 参照 ] ボタ ンが表示されます。

4. 新規ラベルを入力するか参照を ク リ ッ ク し ます。 ダイ ピンのパッ ド ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

5. BGA パッ ド リ ス ト で使用する ラベルを選択し ます。

6. OK を ク リ ッ ク し ます。 [BGA ピン ラベル追加 ] ダイアログボ ッ クスに戻り ま
す。

7. OK を ク リ ッ ク し ます。

実装部品ボン ドパッ ドの編集
実装部品ボン ドパッ ドの編集はワイヤボン ド エデ ィ タ でのみ行えます。 

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

参照 ： ワイヤボン ド エデ ィ タの使用

実装部品ボン ドパッ ドの編集は、 CBP プロパテ ィ ダイアログボッ クスまたはシ ョ ー ト
カ ッ ト メ ニューを使用し ます。

実装部品ボン ドパッ ド を編集するには、

1. ボン ドパッ ド を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し ます。 

3. 必要に応じ、 実装部品ボン ドパッ ド またはワイヤボン ド規則のプロパテ ィ を
修正し ます。

BGA の部品形状を修正
設計内で選択し た部品の形状を修正するには、 [ 部品形状の修正 ] を使用し ます。
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制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

選択し た部品の部品形状を修正するには、

1. 部品を選択 > 右ク リ ッ ク > 部品形状の修正。

2. 部品形状を修正し ます。

3. フ ァ イルメ ニューで部品形状エデ ィ タ終了を ク リ ッ ク し ます。 「部品形状 TMP
を持つ実装部品すべてまたは選択された実装部品のみに変更個所を適用するか
を選択し て く だ さい」 とい う メ ッ セージが表示されます。

4. すべての部品形状を置き換えるには全てを、 選択し た部品形状を置き換えるに
は選択済を ク リ ッ ク し ます。

サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの編集
サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの編集は、 SBP プロパテ ィ ダイアログボ ッ クスまたは
シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから行えます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

レ イアウ ト エデ ィ タおよびワイヤボン ド エデ ィ タ で [SBP プロパテ ィ ] ダイアログ
ボッ クスが使用できます。

サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を編集するには、

1. ボン ドパッ ド を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し ます。 

3. 必要に応じ、 サブス ト レー ト ボン ドパッ ド またはワイヤボン ド規則のプロパ
テ ィ を修正し ます。

ダイ寸法の編集
ダイ寸法 ( 外形 ) の編集はワイヤボン ド エデ ィ タ でのみ行えます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

参照 ： ワイヤボン ド エデ ィ タの使用

ダイ寸法を編集するには、

1. ワイヤボン ド エデ ィ タ内で何も選択されていない状態で、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ
ニューからダイ寸法編集を選択し ます。 ダイ寸法編集ダイアログボ ッ クスが
表示されます。
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2. 長さ、 幅、 高さの値を入力または選択し て寸法を調整し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し て、 変更が適用し、 ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

ワイヤボン ドの編集
ワイヤボン ドはワイヤボン ド エデ ィ タ でのみ編集できます。 

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

参照 ： ワイヤボン ド エデ ィ タの使用

結線を生成
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

参照 ： BGA 配線ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クス

結線のみを生成、 または結線と配線を生成するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > 配線ウ ィ ザー ド ボタ ン

2. 結線のみを生成するには、 [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの動作
内容領域で結線を生成を ク リ ッ ク し ます。

結線と配線を生成するには、 [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの動作内容
領域で結線と配線を生成を ク リ ッ ク し ます。

1. 結線のみを生成する場合は、 結線仕様タ ブで設計仕様パラ メ ータおよび定義を
設定し ます。

結線と配線を生成する場合は、 配線使用タ ブで設計仕様パラ メ ータおよび定義
を設定し ます。

2. パッ ド選択タ ブで、 処理に含めるパッ ド を設定し ます。

3. BGA フ ァ ンアウ ト タ ブで BGA フ ァ ンアウ ト オプシ ョ ンを定義し ます。

4. 実行を ク リ ッ ク し て処理を開始し ます。

結果 ： 処理が完了する と、 BGA 配線ウ ィ ザー ド レポー ト (brw_report.lst) が表示されま
す。

処理は Esc を押し中断できます。 処理の中断を行う と 「処理を中断し ますか ?」 と
い う メ ッ セージが表示されます。 以下を行えます ：

• 現時点まで行った変更を元に戻すには、 変更を元に戻すを ク リ ッ ク し ます。
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• 現在の変更は保持し、 一時的な単一ピンネ ッ ト を設計から取り除 く には変更を
元に戻すを ク リ ッ ク し て非選択にし ます。

• BGA 配線ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クスを開 く を ク リ ッ クする と、 OK を
ク リ ッ ク し た際に BGA 配線ウ ィ ザー ドが開きます。

• 停止し た地点から処理を再開するにはキャ ンセルを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA Operations」 章の 「BGA 配線パターン」 項目

SBP 関数の入力
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルから取り込んだ値を [SBP プロパテ ィ ] ダイアログボッ クスの
SBP 関数列にコ ピーするには、 以下の手順に従います。

1. [SBP プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスのネ ッ ト リ ス ト から分岐を ク リ ッ ク し ま
す。

2. [ ネ ッ ト リ ス ト ASCII フ ァ イル読み込み ] ダイアログボ ッ クスが表示されたら、
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド関数の入力フ ァ イルを指定し ます。

3. ネ ッ ト リ ス ト から SBP 関数を抽出ダイアログボ ッ クスで、 [ 選択実装部品 ]
リ ス ト から実装部品を選択し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： ASCII フ ァ イルのデータ出力

ワイヤボン ド規則の入力
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド ウ ィ ザー ドからワイヤボン ド規則を取り込むには、

1. ワイヤボン ド規則ダイアログボ ッ クスで [ 入力 ] を ク リ ッ ク し ます。 これによ
り ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド設定フ ァ イルからダイアログボ ッ クスに保存された
ワイヤボン ド規則を読み込み、 OK のク リ ッ クによ り、 現在開かれているダイ
部品に値を規則と し て割り当てます。

2. 使用する規則フ ァ イル (.wbw フ ァ イル ) を選択し ます。

すべての BGA ピン ラベルを一覧表示
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。
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[BGA ピン ラベル追加 ] ダイアログボ ッ クスにすべての BGA ピン ラベルを一覧表示す
るには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド ・ ダイアグラムボタ ン

2. BGA ピン ラベルを追加するダイ部品のサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を選択し
ます。 パッ ド を個別、 グループまたはダイ部品毎で選択し ます。 [BGA ピン
ラベル追加 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. 結線一覧で BGA パッ ド列をダブルク リ ッ ク し、 選択ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. ダイ ピンへのパッ ド ダイアログボ ッ クスで全て適用を選択し ます。

5. 全て選択を ク リ ッ ク し ます。

特定の BGA ピン ラベルを一覧表示
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

[BGA ピン ラベル追加 ] ダイアログボ ッ クスで特定の BGA ピン ラベルを一覧表示する
には、

1. BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド ・ ダイアグラムボタ ン

2. BGA ピン ラベルを追加するダイ部品サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を選択し ま
す。 パッ ド を個別、 グループまたはダイ部品毎で選択し ます。 [BGA ピン ラベ
ル追加 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. 結線一覧で BGA パッ ド列をダブルク リ ッ ク し、 選択ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. ダイ ピンへのパッ ド ダイアログボ ッ クスで全てに適用を選択し ます。

5. BGA パッ ド でパッ ド位置を選択し ます。

テキス ト フ ァ イルで CBP 形状を修正
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

テキス ト フ ァ イルから CBP 形状を修正するには、

1. テキス ト フ ァ イルからダイ を作成の手順に従います。

2. パッ ド形状を現状のまま残すか、 [CBP] タ ブで変更し ます。

パッ ド形状を変更するには、 [ パッ ド形状に優先 ] を ク リ ッ ク し てパッ ド形状、
パッ ド長、 パッ ド幅領域の一部またはすべての値を入力または変更し ます。

ヒ ン ト ： CBP の形状を個別に修正はできません。 [CBP] タ ブで選択し たパッ ド
形状はすべての CBP に適用されます。
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3. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加や修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• テキス ト フ ァ イルでダイデータのダイ外形を定義

• テキス ト フ ァ イルで CBP 番号指定を修正

• テキス ト フ ァ イルからパッ ド関数を定義

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定

4. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。

テキス ト フ ァ イルで CBP 番号指定を修正
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

CBP の番号指定をテキス ト フ ァ イルから修正するには、

1. テキス ト フ ァ イルからダイ を作成の手順に従います。

2. パッ ド番号を現在のまま残すか、 [ パッ ド番号 ] タ ブで変更し ます。

パッ ド番号を変更するには、 [ パッ ド番号を無視 ] を ク リ ッ ク し ます。

円弧順番号指定または JEDEC 番号指定を選択し ます ：

円弧順番号指定時計方向を選択し た場合、 次の値を選択し ます ：

• 方向 ： :

• ピン 1 側 ： 1

円弧順番
号指定

円弧順で番号指定

JEDEC JEDEC 番号指定
ピン行は上から下へ A から文字付けされ、 ピン列は左から
右へ 1 から番号指定されます。 I、 O、 Q、 S、 X、 Z 文字は使
用されません。 20 行以上の配列では、 行 21 が AA 割り当
て と な り以降の行は AB、 AC、 と割り当てが続きます。

時計方向 番号指定はパッ ド 1 から開始し、 時計回り に続きます。

反時計 番号指定はパッ ド 1 から開始し、 反時計回り に続きます。

左 パッ ド 1 を設計の左側に配置し ます。

上 パッ ド 1 を設計の上側に配置し ます。

右 パッ ド 1 を設計の右側に配置し ます。
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• パッ ド 1 位置座標 ：

3. 必要な場合、 残りのタ ブでデータの追加と修正を行います。
以下をご参照 く だ さい ：

• テキス ト フ ァ イルでダイデータのダイ外形を定義

• テキス ト フ ァ イルで CBP 形状を修正

• テキス ト フ ァ イルからパッ ド関数を定義

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定

4. オプシ ョ ン と し て、 ダイ設計の画面確認を表示する際の色を定義し ます。
ダイの確認画面表示色を設定をご参照 く だ さい。

ボン ドパッ ドの移動
サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの移動は、 レ イアウ ト エデ ィ タおよびワイヤボン ド
エデ ィ タ で行えます。

参照 ： ダイ実装部品サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの移動

実装部品ボン ドパッ ドはワイヤボン ド エデ ィ タ でのみ移動できます。 

参照 ： ワイヤボン ド エデ ィ タの使用

実装部品またはサブス ト レー ト ボン ドパッ ドは DRC の ON/OFF に関わらず移動でき
ます。 ただ し DRC が有効な場合、 付属するワイヤボン ドがワイヤボン ド規則を含む
設計規則に違反し ている場合はボン ドパッ ドの配置は行えません。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ボン ドパッ ド を移動するには、

1. 移動するボン ドパッ ド を選択し ます。

2. シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューで移動を選択し ます。

下 パッ ド 1 を設計の下側に配置し ます。

中央 指定側の中央パッ ド をパッ ド 1 と し て番号指定し ます。

左 指定側の最左パッ ド をパッ ド 1 と し て番号指定し ます。

右 指定側の最右パッ ド をパッ ド 1 と し て番号指定し ます。

指定 設計の指定側で選択するパッ ド をパッ ド 1 と し て番号
指定し ます。 パッ ド 1 と し て使用するパッ ド番号の入力
または選択し ます。
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ヒ ン ト ： 右ク リ ッ ク メ ニューから選択ボン ドパッ ド を編集する コ マン ド を
選択、 または WB 規則を選択しワイヤボン ド規則を調整し ます。

3. ボン ドパッ ドの新たな位置を指定し ます。

ダイ実装部品サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの移動
レ イアウ ト エデ ィ タ ではサブス ト レー ト ボン ドパッ ドはピン と し て扱われます。
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を選択するには、 選択フ ィ ルタ でピンオプシ ョ ンを有効
にし ます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

参照 ： 選択フ ィ ルタの使用

レ イアウ ト エデ ィ タ でサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を移動するには、

1. ダイサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を選択し、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューで [SBP
移動 ] を選択し ます。 ボン ドパッ ドがカーソルにダイナ ミ ッ クに貼り付いた状
態にな り ます。

ヒ ン ト ： 右ク リ ッ ク メ ニューから、 選択ボン ドパッ ドの編集、 ダイ部品に関連
付けられたワイヤボン ド規則の調整、 ボン ドパッ ドの照準の調整、 配置前のボ
ン ドパッ ド回転やスピンが行えます。

[ 照準を維持 ] が選択されている場合、 サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの回転角
度は、 ワイヤボン ドの方向に一致するよ う に移動操作中に自動調節されます。

上記が選択された場合 ( ダイ実装部品タ ブ > オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス )
次の処理が行われます ：

• [SBP のガイ ド引き込み ] が選択されている場合、SPB が [ 引き込み境界 ] で指
定された距離内にある と、 最も近い SBP ガイ ド に自動的に引き込まれま
す。 これによ りサブス ト レー ト ボン ドパッ ド移動時、 ガイ ド引き込みモー
ドが有効にな り ます。 引き込み境界で、 ガイ ド引き込みを行う閾値を選択
または入力し ます。

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA Operations」 章の
「SBP ガイ ド」 項目

閾値は設計上のすべてのダイ実装部品の全 SBP ガイ ド に適用されます。

複数の SBP を動かすと、 各 SBP がそれぞれに最も近いガイ ド に引き込まれ
ます。

• [SBP 間隙表示 ] が選択されている場合、 間隙の外形が表示に追加され、 2 つ
の SBP 間に必要な間隙エ リ アが表示されます。 これによ り SBP の移動、
追加、 スピンまたはフ ァ ンアウ ト 追加時に、 移動後のサブス ト レー ト ボン
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ドパッ ドの周囲に SBP 間隙外形が表示されます。 間隙の値は以下のよ う に
取得されます ：

• SBP が設計ネ ッ ト の一部でない場合、 またはネ ッ ト やピンペアに特定の規
則が定義されていない場合、 デフ ォル ト 規則階層では SMD 間の間隙が使用
されます。

• SBP 層に層規則の特定の間隙規則が定められている場合、 その特定の SMD
間の規則が使用されます。

参照 ： ECO フ ァ イルでの条件付き間隙規則の書式設定

• SBP が設計ネ ッ ト の一部であ り、 関連ネ ッ ト ク ラス、 ネ ッ ト 、 グループ、
ピンペアに特定の間隙規則が定められている場合、 その特定の SMD 間規則
が使用されます。

• ネ ッ ト ク ラス、 ネ ッ ト 、 グループ、 またはピンペアに層特定間隙規則が定
められている場合、 SBP 層に割り当てられている間隙が使われます。

SBP 間隙の外形は、 DRC 設定が ON でも OFF でも表示されます。 

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計確認」 章の 「設計規則検証」
項目

• [ ワイヤボン ド長と角度表示 ] が選択されている場合、ワイヤボン ド長とワイ
ヤボン ド角度が WB 長と WB 角度と し て表示され、 SBP の移動に合わせ動
的に変化し ます。 これによ り、 SBP を移動、 追加、 スピンまたはフ ァ ンア
ウ ト 追加またはワイヤボン ド追加の際に、 ワイヤボン ド長と角度が表示さ
れます。

• 複数の SBP 移動時は、最初に選択し た SBP のみで WB 長と WB 角度が表示さ
れます。

SBP に引き込みワイヤボン ドがない場合はテキス ト は表示されません。
SBP に複数のワイヤボン ドがある と、 表示値はデータベース最初のワイヤ
ボン ド にのみ適用されます。

WB 距離と WB 角度は DRC 有効および DRC 無効モー ド両方で表示されま
す。

2. ボン ドパッ ドの新規位置を指定し ます。

ヒ ン ト ： [SBP 移動 ] は PADS Layout の BGA ツールで作成されたピンやダイ部品での
み使用可能です。 他の部品のピンに対し ては [SBP 移動 ] は使用できません。

関連 ト ピ ッ ク 　

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計確認」 章の 「設計規則検証」 項目
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最後に追加された結線の削除 ( バッ クア ッ プ )
[ 結線を追加 ] シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの [ バッ クア ッ プ ] コマン ド を使用し て、 最後
に追加し た結線を削除できます。 結線の削除を続けるにはこのコ マン ド を繰り返し ま
す。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

BGA ツールバーの [ 結線を追加 ] 使用時に、 最後に追加し た結線を削除するには、

1. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

2. バッ クア ッ プを選択し ます。

BGA でのネ ッ ト の名称変更
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ネ ッ ト の名称を変更するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ネ ッ ト 名を変更ボタ ン

2. ネ ッ ト 内の名称変更するピン、 未配線ピンペア、 配線またはビアを選択し ま
す。

3. 新規名称の入力を求められます。 名称を入力し OK を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ネ ッ ト 名の最大長は 47 文字です。 {}、 アス タ リ スク  *、 スペース、
クエスチ ョ ンマーク、 カ ンマ以外すべての英数字が使えます。

現在のネ ッ ト の名称変更
[ 結線を追加 ] シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューにある [ 現ネ ッ ト 名称を変更 ] コマン ド を使用
し て、 現在選択されているネ ッ ト の名前を変更できます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

BGA ツールバーの [ 結線を追加 ] 使用時に、 選択されているネ ッ ト の名前を変更
するには、

1. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

2. 現ネ ッ ト 名称を変更を選択し、 [ ネ ッ ト の名称変更 ] ダイアログボ ッ クスを
表示し ます。

3. 現在のネ ッ ト の新規名称を入力し ます。
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サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を 90 度回転
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ でサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を 90 度回転させるには、

1. SBP を選択し ます。

2. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

3. 回転 90°を選択し ます。

実装部品ボン ドパッ ドの選択
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ で実装部品ボン ドパッ ド を選択し ます ( 複数可 )。

1. ダイ実装部品を右ク リ ッ ク し てシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

2. CBP を選択を選択し ます。

3. CBP を選択し ます。

ヒ ン ト ： 複数の CBP を選択するには Ctrl+ ク リ ッ ク し ます。

サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの選択
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ で実装部品ボン ドパッ ド を選択し ます ( 複数可 )。

1. ダイ実装部品を右ク リ ッ ク し てシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

2. SBP 選択を選択し ます。

3. SBP を選択し ます。

ヒ ン ト ： 複数の SBP を選択するには Ctrl+ ク リ ッ ク し ます。

ワイヤボン ドの選択
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ でワイヤボン ド を選択し ます ( 複数可 )。

1. ダイ実装部品で右ク リ ッ ク し てシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

2. WBs 選択を選択し ます。
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3. ワイヤボン ド を選択し ます。

ヒ ン ト ： 複数のワイヤボン ド を選択するには Ctrl+ ク リ ッ ク し ます。

ダイ実装部品の選択
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ でいずれかのダイ実装部品を選択するには、

1. ダイ実装部品を右ク リ ッ ク し てシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

2. 全項目を選択を選びます。

3. ダイ実装部品を選択し ます。

ダイ部品項目の選択
ワイヤボン ド エデ ィ タ を開始する と、 このモー ドの選択フ ィ ルタが標準 PADS Layout 
選択フ ィ ルタに置き換わり ます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タの選択フ ィ ルタは、 実装部品ボン ドパッ ド、 サブス ト レー ト
ボン ドパッ ド、 ワイヤボン ド に選択を制限し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューでこれら
のオブジ ェ ク ト タ イプの一部またはすべて ( 全項目を選択 ) を選択するかを選びます。 

参照 ： サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの編集、 実装部品ボン ドパッ ドの編集

ダイの中にある 1 つまたは複数のサブス ト レー ト ボン ドパッ ド、 実装部品ボン ドパッ
ド、 ワイヤボン ド を選択し、 これらのオブジ ェ ク ト タ イプの編集を行います。 現在
選択されているダイ部品の項目のみ選択可能です。 

ダイ寸法の編集も可能です。 

参照 ： ダイ寸法の編集

ダイの確認画面表示色を設定
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ダイの可視性を高めるため、 ダイの確認画面表示色を設定するには、

1. ダイウ ィ ザー ド で [ 表示色 ] を ク リ ッ ク し、 [ 確認画面表示色 ] ダイアログボ ッ
クスを開きます。
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2. ク リ ッ ク し て色を選択し、 色を適用する領域または項目の右にある タ イルを
ク リ ッ ク し ます。

色の設定は、 以下のいずれかまたはすべてに対し て行う こ とができます ：

背景－ダイ表示領域での背景色を設定し ます。

強調表示－ダイ表示領域での強調表示色を設定し ます。

ダイ外形線－ ダイ表示領域でのダイ外形色を設定し ます。

CBP －ダイ表示領域での CBP の色を設定し ます。

CBP# －ダイ表示領域での CBP 番号の色を設定し ます。

全形状－ダイ表示領域での全 GDS 形状の色を設定し ます。 ダイアログボ ッ ク
スの [GDSII 形状 ] 領域は、 GDSII フ ァ イルからダイ を作成し ている時のみ有効
と な り ます。

形状 ( 選択済層上 ) －ダイ表示領域で選択済 GDS 層上で表示される、 GDSII
フ ァ イル内の GDS 形状の色を設定し ます。 色は [ ダイ寸法 ] タ ブまたは
[ パッ ド関数 ] タ ブが有効になっている時のみ表示されます。

ダイアログボ ッ クスの [GDSII 形状 ] 領域は GDSII フ ァ イルからダイ作成時の
み有効と な り ます。

サブス ト レー ト ボン ドパッ ド間隔を定義
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ でサブス ト レー ト ボン ドパッ ドのパッ ド間隔調整を行う には、

1. SBP を選択し ます。 

2. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

3. パッ ド間隔設定を選択し て [ パッ ド間隔設定 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

4. パッ ド をガイ ド に添って均一に配置する距離を入力し ます。 パッ ド間隔は中心
から中心の間隔と な り ます。

SBP 名を定義
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

1. [ ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスで SBP 名を ク リ ッ ク し ます。

2.  SBP プロパテ ィ ダイアログボ ッ クスでサブス ト レー ト ボン ドパッ ド と その
付随関数を選択し ます。
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3. ネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルから SBP 関数を取り込むには、 ネ ッ ト リ ス ト フ ァ イル
で分岐を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： ASCII フ ァ イルのデータ出力

サブス ト レー ト ボン ドパッ ドのスピン
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ でサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を任意角度で回転するには、

1. SBP を選択し ます。

2. 右ク リ ッ クでシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し ます。

3. スピンを選択し ます。 ボン ドパッ ドの中心を交差する十字線が表示されます。

4. パッ ドの新規位置を示し ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タの起動
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

1. ワイヤボン ド エデ ィ タ を開始するには、 BGA ツールバーでワイヤボン ド エ
デ ィ タボタ ンを選択し、 ダイ実装部品 ( サブス ト レー ト ボン ドパッ ド、 実装部
品ボン ドパッ ド またはワイヤボン ド ) を選択し ます。 ダイ実装部品を選択する
と [ ワイヤボン ド エデ ィ タ ] モー ド ボ ッ クスが表示されます。 

2. ダイ部品項目の修正を開始し ます。

ダイ部品項目を修正するには、 項目を選択 ( サブス ト レー ト ボン ドパッ ド、
実装部品ボン ドパッ ド、 ワイヤボン ド ) し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから
行う処理を選びます。

3. ワイヤボン ド エデ ィ タ を終了し レ イアウ ト エデ ィ タに戻るには、 モー ド ボ ッ ク
スでワイヤボン ド エデ ィ タ終了を選択し ます。

ヒ ン ト ： ワイヤボン ド エデ ィ タ で行った編集はモー ド終了後も元に戻せます。

配線の間隔と反復
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

コ ピーし た配線の間隔と反復を行う には、

1. 線分またはピンペアを選択 > 編集メ ニュー > コ ピー。
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結果 ： 含まれるすべての線分と ビアがコ ピーされ、 移動モー ド でカーソルに
貼り付いた状態にな り ます。

2. シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューコ マン ド を使用し、 コ ピーを回転または反転し ます。

3. コ ピーを配置するには、 貼り付けを行う ピン と結合されるよ う位置付けし、
ク リ ッ ク し ます。 コ ピーが貼り付けられ、 引き続き貼り付けを行えるよ う他の
コ ピーがカーソルに残り ます。

4. 右ク リ ッ ク メ ニューの反復を ク リ ッ ク し ます。

5. 反復回数を入力し OK を ク リ ッ ク し ます。

配線は指定回数分コ ピー & ペース ト されます。 貼り付けされる各配線は最初
にコ ピーされた配線と同距離、 同方向で配置されます。

ヒ ン ト ： 新規ネ ッ ト 名が作成される場合があ り ます。
参照 ： 配線コ ピーで新規ネ ッ ト 名を生成

6. 貼り付けが完了し たら Esc を押し ます。

参照 ： 間隔と繰返し ダイアログボ ッ クス

BGA でのピンの交換
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

2 本のピン上のネ ッ ト を交換するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ピン交換ボタ ン

2. ピンを選択し ます。 すべての交換候補が強調表示されます。 選択し たピンの
交換 ID に適合する、 0 以外の交換 ID の候補が強調表示色で表示されます。 異
なる交換 ID または未定義の交換 ID を持つ候補は補助色で強調表示されます。

3. 強調表示ピンから、 交換するピンを選択し ます。 適合する 0 以外の交換 ID を
持つピンを選択する と、 交換が行われます。

ヒ ン ト ：

• ピンペア規則に属するピンは交換できません。

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの設計タ ブで [ 実装部品移動中は配線がス ト
レ ッ チ ] が選択されている と、 交換されたピンに付随する配線は再配線されま
す。 このオプシ ョ ンが選択されていない場合は、 配線線分は交換が行われる前
に未配線処理がされます。

ダイ部品と LIQ の同期
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます ：
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以下を行う場合、 [ ダイ部品を同期 ] を使用し ます ：

• ラ イブ ラ リ IQ のダイ部品データ で PADS Layout のダイ部品を更新

• PADS Layout のダイ部品データ でラ イブ ラ リ IQ のダイ部品を更新

• LIQ データ を ラ イブ ラ リ IQ が読み込める .liq フ ァ イルに出力
詳細については、 ダイ部品同期ダイアログボ ッ クスを使用するをご覧下さい。

注意 ： PADS 9.0 以降、 ダイ部品と フ リ ッ プチ ッ プは DIE および FLP ロジ ッ ク フ ァ ミ
リ ではな く 、 パー ト タ イプの 「特殊用途」 設定によ り識別されます。 この変更にと も
ない、 いかなる参照名 ( ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ) もダイ部品やフ リ ッ プチ ッ プに指定する
こ とが可能です。 設計を LIQ にデータ出力し、 設計内に DIE または FLP 以外のフ ァ
ミ リのダイ部品またはフ リ ッ プチ ッ プがある場合、 LIQ にデータ出力される際に すべ
ての 部品がそのフ ァ ミ リー定義を失い、 PADS Layout にデータが戻される際に DIE
または FLP フ ァ ミ リが指定されるため、 データ出力 / 入力プロセスにおいてこれらの
部品のオ リ ジナルのフ ァ ミ リ定義 ( および参照名 ) が失われる こ と をご承知 く だ さい。

BGA でのダイ部品の更新
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます ：

PADS Layout のダイ部品を ラ イブ ラ リ IQ のダイ部品データ で更新するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ダイ部品を同期ボタ ン

ダイ部品を同期ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2. [ ダイ部品 ] リ ス ト ボ ッ クスから同期を行う ラ イブ ラ リ IQ ダイ部品を選択し ま
す。

3. [ 設計 ] リ ス ト ボ ッ クスで、 パー ト タ イプを ク リ ッ ク し、 選択し たラ イブ ラ リ
IQ ダイ部品データ で更新するダイ部品を選択するか、 実装部品を ク リ ッ ク し、
選択し たラ イブ ラ リ IQ ダイ部品データ で更新する実装部品参照名を選択し ま
す。

4. 設計更新を ク リ ッ ク し ます。

手順 3 でパー ト タ イプを選択する と、 「選択パー ト タ イプから LIQ パー ト タ イ
プ XXXX まで更新し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 手順 3 で
実装部品を選択する と 「選択実装部品のパー ト タ イプを LIQ パー ト タ イプ
XXXX に変更し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。

5. ダイ部品を更新するには OK を ク リ ッ ク し ます。 更新をキャ ンセルするには
キャ ンセルを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： PADS Layout でのダイ部品更新は DRC オフ時にのみ行えます。 DRC が ON
に設定される と 「設計でのダイ部品更新は DRC オフでのみ行えます。 DRC オフに切
り替えますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 DRC をオフにするには OK を
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ク リ ッ ク し、 ダイ部品を PADS Layout で更新し ます。 更新をキャ ンセルするにはキャ
ンセルを ク リ ッ ク し ます。

ダイ情報の作成
ダイ作成の背景については、 PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA 操作」 章の
「ダイ情報作成」 項目をご覧下さい。

ダイ部品定義を作成するため ASCII フ ァ イルを取り込むには、 PADS Layout コ ンセプ
ト ガイ ドの 「BGA 操作」 章の 「ダイデータ ASCII フ ァ イル形式」 項目をご覧下さい。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ダイ作成についての詳細は以下をご覧 く だ さい ：

• テキス ト フ ァ イルからダイ を作成

• パラ メ ト リ ッ クにダイ を作成

• GDSII フ ァ イルからダイ を作成

関連 ト ピ ッ ク 　

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ド

実装部品ボン ドパッ ドの選択
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

実装部品ボン ドパッ ド を編集するには、 以下のいずれかの方法で実装部品ボン ド
パッ ド を選択し ます ：

• 何も選択されていない状態で、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから全項目を選択また
は CBP を選択を選び、 実装部品ボン ドパッ ド を選びます。 

• 複数のボン ドパッ ド を編集するには、シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの CBP を選択を
選択し、 領域選択を行います。

• サブス ト レー ト ボン ドパッ ド またはワイヤボン ドが選択された状態で、 シ ョ ー
ト カ ッ ト メ ニューの CBP を選択を ク リ ッ ク し ます。

• 実装部品ボン ドパッ ドが接続されたサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を選択し、
右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を ク リ ッ ク し、 CBP を選択し ます。

• 実装部品ボン ドパッ ドが接続されたワイヤボン ド を選択し、 右ク リ ッ ク
メ ニューのプロパテ ィ を ク リ ッ ク し、 CBP を選択し ます。
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サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの選択
レ イアウ ト エデ ィ タ ではサブス ト レー ト ボン ドパッ ドはピン と し て扱われます。 サブ
ス ト レー ト ボン ドパッ ド を選択するには選択フ ィ ルタ でピン項目を ON にし、 サブス
ト レー ト ボン ドパッ ド を選択し ます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タ使用時には、 サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を編集するには、
以下のいずれかの方法でサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を選択し ます ：

• 何も選択されていない状態でシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから全項目を選択または
SBP を選択を選び、 サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を選びます。 

• 複数のボン ドパッ ド を編集するには、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの SBP を選択を
選択し、 領域選択を行います。

• 実装部品ボン ドパッ ド またはワイヤボン ドが選択された状態で、 シ ョ ー ト カ ッ
ト メ ニューの SBP を選択を ク リ ッ ク し ます。

• サブス ト レー ト ボン ドパッ ドが接続された実装部品ボン ドパッ ド を選択し、
右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を ク リ ッ ク し、 SBP を選択し ます。

• サブス ト レー ト ボン ドパッ ドが接続されたワイヤボン ド を選択し、 右ク リ ッ ク
メ ニューのプロパテ ィ を ク リ ッ ク し、 SBP を選択し ます。

[ 新ネ ッ ト の名称を定義 ] ダイアログボ ッ クスの使
用

[ 新ネ ッ ト の名称を定義 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ネ ッ ト リ ス ト に新規ネ ッ
ト 名を追加し ます。 ダイ フ ラグウ ィ ザー ド で作成を ク リ ッ クする と、 新規ネ ッ ト が
追加されます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ワイヤボン ド レポー ト
ワイヤボン ド レポー ト は、 ワイヤボン ド規則の違反や準拠についての情報を提供し ま
す。 ワイヤボン ド規則をチ ェ ッ クする と、 wbr_report.lst と し てワイヤボン ド レポー ト
が自動的に保存されます。 デフ ォル ト の保存場所は以下と な り ます ：
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Settings
レポー ト はノ ー ト パッ ド ( またはイ ンス ト ール時に選択されたデフ ォル ト テキス ト
エデ ィ タ ) に表示されます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。
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以下はワイヤボン ド レポー ト 例です ：

ワイヤボン ド規則確認レポー ト  - previewbgadieflag.pcb - Wed Feb 09 14:01:45 2000

ダイ部品 U1 確認中 <MWG122160ECG> <MWG122160ECG> ...
ワイヤボン ド規則
最小長 ： 30
最大長 ： 175
最大角度 ： 45.00
WB から WB 間の間隙 ： 1
WB から SBB 間の間隙 ： 1
ダイ部品 U1: エ ラーはあ り ませんで し た

ヒ ン ト ： ワイヤボン ド規則ダイアログボ ッ クスで設定し ていない規則については
「未設定」 と表示されます。

ラ イブ ラ リ IQ 内のダイ部品を更新
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます ：

ラ イブ ラ リ IQ 内のダイ部品データ を PADS Layout のダイ部品データ で手動で更新
するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > ダイ部品を同期ボタ ン

ダイ部品同期ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2. [ 設計 ] リ ス ト ボ ッ クスでパー ト タ イプを ク リ ッ ク し、 同期するダイ部品を選
択するか、 実装部品を ク リ ッ ク し て同期するダイ部品の参照名を選択し ます。

3. [ ダイ部品 ] リ ス ト ボ ッ クスから、 選択し たダイ部品データ で更新するダイ
部品を選択し ます。

ヒ ン ト ： ダイ部品は設計内の 1 つの部品からのみ更新できます。 複数の設計
部品を選択し た場合、 最初に選択し た部品がダイ部品の更新に使われます。

4. LIQ 更新を ク リ ッ ク し ます。 [LIQ 更新確認 ] ダイアログボッ クスが表示
されます。

5. バッ クア ッ プ保存を ク リ ッ ク し、 更新前にダイ部品のコ ピーを保存し ます。

6. バッ クア ッ プ フ ァ イルの保存フ ォルダを変更するには、 参照ボタ ンを使用
し ます。

7. ダイ部品を更新するには OK を ク リ ッ ク し ます。 更新をキャ ンセルするには
キャ ンセルを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： LIQ データ を ラ イブ ラ リ IQ が読み込める .liq フ ァ イルへ出力する こ と も
可能です。 

参照 ： ダイ部品を同期ダイアログボ ッ クス
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• BGA フ ァ ンアウ ト が作成されます。 これは両面設計でのみ実行されます。

• 屈曲配線と メ ッキ付き尾部が作成されます。

• SBP は屈曲配線およびダイ ピン間の論理結線の終端に論理的に割り当てられ、
BGA ピンが作成されます

• SBP フ ァ ンアウ ト と任意角度結合配線が作成されます。

BGA 配線ウ ィ ザー ドはダイ と BGA 層にのみ配線パターンを作成し ます。 BGA
層には BGA フ ァ ンアウ ト のみ含まれます。 他のすべての配線パターン ( 屈曲
配線と メ ッキ付き尾部、 SBP フ ァ ンアウ ト と任意角度結合配線 ) の部品はダイ
層上に作成されます。

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA Operation」 章の 「BGA Route Patterns」
項目

BGA 参照名
初めて [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスを開 く 際 ( 設計毎 ) に、 現在の
設計のロジ ッ ク フ ァ ミ リ を基に BGA 参照名が表示されます。

BGA 配線ウ ィ ザー ドはワイヤボン ド ダイの DIE ロジ ッ ク フ ァ ミ リ、 またはフ リ ッ プ
チ ッ プダイの FLP ロジ ッ ク フ ァ ミ リ を探し ます。 いずれのロジ ッ ク フ ァ ミ リ もみつか
らない場合、 実装部品がラ ンダムに選択されます。 複数のダイが同じ ロジ ッ ク フ ァ ミ
リ を持っている場合、 そのロジ ッ ク フ ァ ミ リから 1 つのダイがラ ンダムに選択されま
す。

BGA 配線ウ ィ ザー ド レポー ト
処理中に作成された結線の情報、 各サイ ド ( 方向 ) または四分円 ( 象限 ) 毎に選択
されたピン数、 および新規ネ ッ ト リ ス ト 情報について表示を行います。

結線を生成 ダイ と BGA 実装部品ピン間の論理結線を作成し ます。
結線は配線されませんが、 [ 結線仕様 ] タ ブで指定し て
お く と BGA フ ァ ンアウ ト および SBP フ ァ ンアウ ト が
作成されます。

結線と配線を生成 実装部品ピン間で論理結線を作成し、 配線を行う配線
パターンを作成し ます。 処理中に以下が行われます ：
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ダイ参照名
初めて [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスを開 く 際 ( 設計毎 ) に、 ダイ参照
名が表示されます。 

BGA 配線ウ ィ ザー ドはダイ部品またはフ リ ッ プチ ッ プを探し ます。 複数見つかった
場合は、 その内の 1 つがラ ンダムに選択されます。 いずれもみつからない場合は、
実装部品がラ ンダムに選択されます。

方向選択 / 象限選択
使用可能な領域指定タ イプは、 動作内容領域で結線を生成または結線と配線を生成
オプシ ョ ンが選択されているかに依存し ます。

領域指定セ ッ ト を選択するには領域指定チ ェ ッ クボ ッ クスを使います。 使用可能な
領域指定方向セ ッ ト は右、 左、 上、 下です。 使用可能な領域指定象限セ ッ ト は左上、
右上、 左下、 右下です。 

選択セ ッ ト のピンのみがサブス ト レー ト ボン ドパッ ド および BGA ピン リ ス ト に表示
されます。

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA 作業」 章

最後の実行を元に戻す
設計を、 配線プロセスの前の状態に戻し ます。 配線プロセスを実行するまで最後の
実行を元に戻す は使用できません。 

BGA 配線ウ ィ ザー ドの使用
BGA 配線ウ ィ ザー ド には、 BGA パッ ド と SPB 間の結線の作成、 BGA フ ァ ンアウ ト の
作成、 メ ッ キ付き尾部の生成といった、 繰り返しの設計作業を減らす自動化機能があ
り ます。

BGA ツールバーで [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 BGA 配線ウ ィ
ザー ド ダイアログボ ッ クスが表示されます。 [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ
クスを使用し て、 結線のみ生成または結線と配線の生成が行えます。

BGA でのダイナ ミ ッ ク配線ツールの使用
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ダイナ ミ ッ ク配線ツールを起動するには、
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1. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 設計 ] タ ブの [ オン ラ イ ン DRC] 領域で
オン ラ イ ン設計の規則のチ ェ ッ ク を DRC 警告に設定し ます。

2. 層の位置と方向が正しいこ と を確認し ます。

3. 基本配線を使用する際と同様に、 線分またはピンを選択し ます。

4. 右ク リ ッ ク メ ニューのダイナ ミ ッ ク配線を選択し ます。 配線がカーソルに貼り
付いた状態にな り ます。

5. コーナーにせずに迂回し たい項目間でカーソルを動かし ます。 右ク リ ッ クで
コーナーを作成できます。 これは先行する線分が動かないよ う、 タ ッ ク コー
ナーと し て機能し ます。

ヒ ン ト ： すべてのマウス位置でコーナーが入力されるため、 不要なマウス操作
は避けて く だ さい。 不要なコーナーを削除するには、 カーソルを不要な配線ま
でゆっ く り と戻し ます。

配線時に、 配線の先端が押し退けられない間隙障害物に遭遇する と ク リ アラ ン
ス領域が表示されます。 ダイナ ミ ッ ク配線ツールは間隙規則の変更や障害物の
削除を行わない限り配線を完了し ません。 ポイ ン タの表示は配線が完了する終
了パッ ド付近に近づ く と標的に変わり ます。

ヒ ン ト ： 透視画面表示モー ド ( モー ド レス コマン ド T) を使用し て、
アク テ ィ ブな層の配線下にある障害物を表示できます。

参照 ： 配線やダイナ ミ ッ ク配線で再配線を行う には、 ダイナ ミ ッ ク配線の使用

DRC 警告モー ド での配線

同一ネ ッ ト ではない、 またはネ ッ ト リ ス ト を持たないピンの間の配線を行う と、
現在のネ ッ ト にある項目はすべて障害物とみな されます。 ピンに接続するには、

• 右ク リ ッ ク メ ニューの目標を選択を選択し、 配線を終えるピンを選択し ます。

ワイヤボン ド エデ ィ タの使用
レ イアウ ト エデ ィ タ ではサブス ト レー ト ボン ドパッ ドのみが選択および修正を行えま
し た。 ワイヤボン ド エデ ィ タは選択し たダイ部品を開 く ( 分解する ) ため、 サブス ト
レー ト ボン ドパッ ド だけでな く 個別の実装部品ボン ドパッ ドやワイヤボン ドの移動、
追加、 削除が行えます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ダイ寸法の変更は、 ワイヤボン ド エデ ィ タのシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューでダイ寸法を
編集を選択し て行って く だ さい。 

参照 ： ダイ寸法の編集
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ワイヤボン ド エデ ィ タは BGA ツールキ ッ ト で設計されたダイ部品でのみ使用可能で
す。 ダイ部品の編集は一度に 1 つしか行えません。

ヒ ン ト ： ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド で選択し たダイ外形の編集はできません。

画像で選択モー ドの使用
結果 ： BGA 配線ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クスが表示されます。

サブス ト レー ト ボン ドパッ ド および BGA ピン リ ス ト でピンを選択する代わり に、
[ 画像で選択 ] モー ド を使用する と マウスでピンを選択できます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

[ 画像で選択 ] モー ド を使用するには、

1. BGA ツールバーボタ ン > 配線ウ ィ ザー ド ボタ ン

2. パッ ド選択タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. 画像で選択を ク リ ッ ク し ます。 BGA 配線ウ ィ ザー ドが一時的に閉じ、 画像で
選択ダイアログボ ッ クスが表示されます。

4. 設置するピンを選択または除外するピンを選択を ク リ ッ ク し ます。

5. 設置するまたは除外する SBP ピン と BGA パッ ド を選択し ます。 ピンを選択
するには通常の選択方法で行います。

画像で選択モー ド時に通常の拡大機能を使って作業領域の拡大やパンが行えま
す。 このモー ド使用中は他のすべての関数は使用不可能にな り ます。

ヒ ン ト ： 結線仕様タ ブまたは配線仕様タ ブで [ 既存ネ ッ ト ] オプシ ョ ンが選択
されていない場合、 事前定義された結線の一部ではないパッ ドのみ選択可能で
す。

6. 画像で選択ダイアログボ ッ クスで OK を ク リ ッ クする と、 ピンの選択を終了
し、 BGA 配線ウ ィ ザー ド に戻り ます。 [ パッ ド選択 ] タ ブ上のサブス ト レー ト
ボン ドパッ ド および BGA ピン リ ス ト に実行された含有と除外が反映されます。

ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト のワーク フ ロー
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

選択し たダイでワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト を作成するには、

1. [ ワイヤボン ド ] ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クスを使いサブス ト レー ト ボン ド
パッ ド リ ングと そのプロパテ ィ を定義し ます。

参照 ： ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クス 
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2. 設計規則を定義するには [ 規則 ] ダイアログボ ッ クスを使い、 ワイヤボン ド
フ ァ ンアウ ト を作るワイヤボン ド規則を定義するには [ ワイヤボン ド ] ダイア
ログボッ クスを使います。

参照 ： 設計規則の設定、 ワイヤボン ド規則ダイアログボ ッ クス

3. [CBP を リ ングに指定 ] ダイアログボ ッ クスを使い、 どの実装部品ボン ド
パッ ド をワイヤボン ド で リ ングに指定するかを設定し ます。

参照 ： CBP を リ ングに指定ダイアログボッ クス 

ヒ ン ト ： リ ングに指定する各 CBP に対し、 SBP とワイヤボン ドが作成されま
す。 新規 SBP は指定リ ングにあるガイ ド に自動的に前も って配置されます。

4. フ ァ ンアウ ト 確認画面を ク リ ッ ク し て、 現在の設定を反映し たフ ァ ンアウ ト を
画面で確認し ます。

フ ァ ンアウ ト の確認画面を基に、 ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト パターンが設定さ
れた要求を満たすまで、 SBP ガイ ド プロパテ ィ 、 実装部品ボン ドパッ ドの指定
やその他のプロパテ ィ を修正し て く だ さい。

5. ワフ ァ ンアウ ト 作成を ク リ ッ ク し てワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト を作成し ます。
フ ァ ンアウ ト パターンは設計に保存されます。
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Chapter 6
フ ァ イル操作

新規フ ァ イルの作成
新規設計フ ァ イルを作成するには、 新規コ マン ド を使用し ます。

新規フ ァ イルを作成するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > 新規作成 ・ 初期化

2. [ 起動フ ァ イルを設定 ] ダイアログボ ッ クスで、 起動フ ァ イルを選択し ます。

ヒ ン ト ： 起動フ ァ イルには、 層の定義、 グ リ ッ ド、 間隙規則、 属性辞書と
いった一般的な設定が含まれています。

3. 全ての新規設計フ ァ イルにこの起動フ ァ イルを使用し たい場合は、 再表示を
し ないチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

起動フ ァ イルの作成

回路図設計ネ ッ ト リ ス ト のデータ入力
回路図設計はネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルからデータ入力し ます。 ネ ッ ト リ ス ト には全実装
部品、 その接続と属性のリ ス ト が含まれます。 ネ ッ ト リ ス ト のデータ入力の際、 全実
装部品のソースはラ イブ ラ リ と な り、 部品形状は配置できるよ う基準原点に置かれま
す。

必須事項

ネ ッ ト リ ス ト のデータ入力前に、 ラ イブ ラ リ には設計に必要な部品と部品形状がすべ
て含まれている必要があ り ます。 ラ イブ ラ リ オブジ ェ ク ト が欠けている場合、 欠けて
いる ラ イブ ラ リ オブジ ェ ク ト が記載された ascii.err フ ァ イルが開きます。
参照 ： ネ ッ ト リ ス ト データ入力のためのラ イブ ラ リ マネージャの準備

手順

ネ ッ ト リ ス ト のデータ入力手順は、 ご使用の回路図ツールによ って異な り ます。
プロダク ト 固有の説明については下記 ト ピ ッ ク をご覧 く だ さい。
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• DxDesigner ネ ッ ト リ ス ト から設計を作成 

• PADS Logic ネ ッ ト リ ス ト から設計を作成 

• OrCAD ネ ッ ト リ ス ト から設計を作成

DxDesigner ネ ッ ト リ ス ト から設計を作成 
通常、 PCB 設計を新規に作成する場合には、 DxDesigner などの回路図アプ リ ケーシ ョ
ンからネ ッ ト リ ス ト をデータ入力し ます。  

ヒ ン ト ： 規則情報な し でネ ッ ト リ ス ト をデータ入力する と、 CAM や分割 / 混在内層
接続層の内層接続サーマルは設定されません。 

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 自動プロセス

• 手動プロセス

自動プロセス

PADS Layout と DxDesigner が同システム上にある場合は、 ePD へのリ ン ク を使用し て
プロセスを自動化できます。   

必須事項 ： 自動プロセスには、 ePD3.0 と PADS Layout ( または PowerPCB 5.0) を使用
する必要があ り ます。 

1. DxDesigner で、 ツールメ ニューの PCB ネ ッ ト リ ス ト の作成を ク リ ッ ク し、
PADS Layout フ ォーマ ッ ト の回路図のネ ッ ト リ ス ト を作成し ます。 

2. [PCB を表示 ] ダイアログボッ クスで、 [ ネ ッ ト リ ス ト 書式 / ベンダ ] リ ス ト 内
の PADS PowerPCB 5.x を ク リ ッ ク し ます。

3. [ デザイ ン名 ] ボ ッ クスに設計名を入力し ます。

4. [ 処理内容 ] 領域のレ イアウ ト 用ネ ッ ト リ ス ト 生成 /REFDES 割り当て
( レ イアウ ト へ ) を ク リ ッ ク し ます。

5. [ 処理オプシ ョ ン ] 領域の、 処理後にコ マン ド ラ イ ンを実行を ク リ ッ ク し ます。

6. 必要に応じ て他のオプシ ョ ンを設定し、 実行を ク リ ッ ク し ます。 

7. [DxDesigner to PADS PowerPCB] ダイアログボッ クスで、 PCB 設計を新規作成
を選択し、 次を ク リ ッ ク し ます。

8. 次の画面で、 ラ イブ ラ リ部品の更新方法を指定し た後、 完了を ク リ ッ ク し ま
す。 新規設計が PADS Layout に作成され、 ラ イブ ラ リが更新されます。 
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手動プロセス

PADS Layout と DxDesigner が同システム上にない場合には、 比較 /ECO ツールを使用
し て、 手動でネ ッ ト リ ス ト を作成し てデータ入力できます。 

必須事項 ： 手動プロセスには、 ePD3.0 と PADS Layout ( または PowerPCB 4.x か 5.0)
を使用する必要があ り ます。 

DxDesigner ネ ッ ト リ ス ト をデータ入力するには、

1. DxDesigner で、 ツールメ ニューの PCB ネ ッ ト リ ス ト の作成を ク リ ッ ク し、
PADS Layout フ ォーマ ッ ト の回路図のネ ッ ト リ ス ト を作成し ます。 

2. [PCB を表示 ] ダイアログボッ クスで、 [ ネ ッ ト リ ス ト 書式 / ベンダ ] リ ス ト 内
の PADS PowerPCB 5.x を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 処理内容 ] 領域のレ イアウ ト 用ネ ッ ト リ ス ト 生成 /REFDES 割り当て
( レ イアウ ト へ ) を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 処理オプシ ョ ン ] 領域の処理後にコ マン ド ラ イ ンを実行チ ェ ッ クボ ッ クスを
OFF にし ます。

5. 必要に応じ て他のオプシ ョ ンを設定し、 実行を ク リ ッ ク し ます。 ASCII
ネ ッ ト リ ス ト と .p ラ イブ ラ リ フ ァ イルが作成されます。

6. PADS Layout で、 新規設計を作成し て、 基板外形線を追加し ます。

7. [ フ ァ イル ] メ ニューの保存を ク リ ッ ク し、 設計の名前を入力し て保存を
ク リ ッ ク し ます。 保存する こ と で、 エラーが発生し た場合でもデータ損失を
回避できます。

8. [ フ ァ イル ] メ ニューのラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し ます。

9. [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスで、 [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト から ラ
イブラ リ を選択し、 部品ボタ ンを押し てから、 各種入力を ク リ ッ ク し ます。

10. [ ラ イブ ラ リ入力フ ァ イル ] ダイアログボ ッ クスで、 DxDesigner で作成し た
.p フ ァ イルの場所を指定し、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

11. ラ イブ ラ リデータが入力されたら、 閉じ るを ク リ ッ ク し て、 [ ラ イブ ラ リ
マネージャ ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

12. 閉じ るを ク リ ッ ク し、 [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ま
す。

13. [ フ ァ イル ] メ ニューで各種データ入力を ク リ ッ ク し、 はいを ク リ ッ ク し て
既存データベースを保存し て、 新規フ ァ イル名を入力し ます。

14. [ 各種データ フ ァ イルを入力 ] ダイアログボ ッ クスで、 アスキーフ ァ イル 
(*.asc) を選択し、 DxDesigner で作成されたネ ッ ト リ ス ト の場所を指定し て、
開 く を ク リ ッ ク し ます。
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部品は作業領域の基準原点に配置され、 基板外形線内に配置する こ とが
できます。 データ入力エラーは、
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs フ ォルダの
ascii.err フ ァ イルに記載されます。

15. 作業を続行する前に、 データ入力エラーを全て解消し ます。 問題の修正後、
上記手順 7 で保存し た設計フ ァ イルを開き、 8 ～ 15 の手順を繰り返し ます。 

関連 ト ピ ッ ク

設計規則を回路図に指定 

回路図と設計間でのデータのやり取り

[ ピンのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

PADS Logic ネ ッ ト リ ス ト から設計を作成 
通常、 PCB 設計を新規に作成する場合には、 PADS Logic などの回路図アプ リ ケー
シ ョ ンからネ ッ ト リ ス ト をデータ入力し ます。

手順

1. PADS Logic ヘルプの 「ネ ッ ト リ ス ト の作成」 の説明に従って、 PADS Logic で
ネ ッ ト リ ス ト を作成し ます。 これによ り、 ASCII ネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルが作成
されます。 

2. PADS Layout で、 [ フ ァ イル ] メ ニューの各種データ入力を ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イルの種類 ] ボ ッ クスでアスキーフ ァ イル (*.asc) を ク リ ッ ク し ます。

4. PADS Logic で作成し たネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルの場所を指定し、 開 く を ク リ ッ
ク し ます。

ヒ ン ト ： PADS Logic のツールメ ニュー > [PADS Layout リ ン ク ] ダイアログボ ッ クス
を使用し て、 PADS Layout にネ ッ ト リ ス ト を送信する こ と もできます。 ダイアログ
ボッ クス内の [ 設計 ] タ ブにある [ ネ ッ ト リ ス ト 送信 ] を ク リ ッ ク し ます。

OrCAD ネ ッ ト リ ス ト から設計を作成
OrCAD 回路図設計から PADS Layout 設計を作成する こ とができます。

必須事項

ネ ッ ト リ ス ト をデータ入力する前に、 OrCAD 設計で必要と なるパー ト タ イプおよび
部品形状が PADS ラ イブ ラ リ に存在し ている必要があ り ます。
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手順

1. OrCAD で作成し たネ ッ ト リ ス ト のフ ァ イル名拡張子を確認し ます。 ネ ッ ト
リ ス ト フ ァ イル拡張子は .net ではな く 、 .asc である必要があ り ます。 必要で
あれば拡張子を変更し て く だ さい。 PADS Layout では、 .asc 拡張子のネ ッ ト
リ ス ト フ ァ イルのみデータ入力できます。

2. テキス ト エデ ィ タ でネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルを開き、 フ ァ イルのヘ ッ ダーを確認
し ます。 ヘ ッ ダーはフ ァ イルのテキス ト の最初の行です。 ネ ッ ト リ ス ト の作成
に使用し た .dll フ ァ イルによ っては、 OrCAD ネ ッ ト リ ス ト で問題と なる場合が
あ り ます。 PADS ヘ ッ ダーと互換性のあるヘ ッ ダーである必要があ り ます。
必要に応じ て、 現在の PADS .asc フ ァ イルとヘ ッ ダーを置き換えて く だ さい。
現在の PADS アスキーヘ ッ ダーを取得するには、

a. PADS Layout を開き、 フ ァ イルメ ニューの [ 各種データ出力 ] を ク リ ッ ク
し ます。

b. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスで、 出力フ ァ イルの名前
を入力し て、 場所を指定し、 保存ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ アスキーフ ァ
イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの [ 出力内容 ] 領域で、 [ 文字 ] チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し ます。 ( アスキーフ ァ イルをデータ出力するには、 チ ェ ッ
クボッ クスを 1 つ以上選択する必要があ り ます )

c. OK を ク リ ッ ク し ます。

d. 作成し た .asc フ ァ イルをテキス ト エデ ィ タ で開きます。 作成し たサンプル
.asc フ ァ イルからヘ ッ ダーを コ ピーし、 OrCAD ネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルへ
貼り付け、 元のヘ ッ ダーを上書き し ます。 以下は 2007 シ リーズのソ フ ト
ウ ェ アのヘ ッ ダーサンプルです。

!PADS-POWERPCB-V2007.0-BASIC! DESIGN DATABASE ASCII FILE 1.0

3. PADS Layout のフ ァ イルメ ニューで各種データ入力を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 各種データ フ ァ イルを入力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト
で、 アスキーフ ァ イル (*.asc) を ク リ ッ ク し ます。 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て
OrCAD ネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルを選択し、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

結果

• エラーがない場合、 パー ト タ イプ と部品形状はすべてラ イブ ラ リ を ソース と し
てデータ入力され、 部品形状は基準原点に置かれます。 必要な場合、 ツールメ
ニュー > 実装部品の分柵コマン ド で、 実装部品を分散できます。

• エラーがある場合、 データ入力プロセスで発生し た問題が記載された ascii.err
フ ァ イルがデフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ で開きます。 エラーを修正し て、
新規 PADS Layout 設計フ ァ イルでやり直し て く だ さい。

関連 ト ピ ッ ク

ネ ッ ト リ ス ト データ入力のためのラ イブ ラ リ マネージャの準備
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起動フ ァ イルの作成
[ 起動フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 層の定義、 グ リ ッ ド、 間隙
規則、 属性辞書といった一般設定を含む起動フ ァ イルを作成し ます。 別の起動フ ァ イ
ルを作成し て、 新規設計フ ァ イルを作成する際にどち らの起動フ ァ イルを使用するか
指定する こ と もできます。 起動フ ァ イルに保存し た一般設定を再利用する こ とによ
り、 新規設計を作成する際に設定時間を短縮できます。

参照 ： 起動フ ァ イルの指定

起動フ ァ イルを作成するには、

1. 現在の設計で、 起動フ ァ イルに入れたい項目などを指定し ます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューの起動フ ァ イルを名前を付けて保存を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 起動フ ァ イルを名前を付けて保存 ] ダイアログボ ッ クスで、 起動フ ァ イルの
名前を指定し、 保存を ク リ ッ ク し ます。 [ 起動フ ァ イルを出力 ] ダイアログ
ボッ クスが開きます。

4. [ 出力内容 ] 領域で、 起動フ ァ イルに入れたい設定を以下から選択し、 チ ェ ッ
クボッ クスを ON にし ます。

• PCB パラ メ ータ－層定義やグ リ ッ ド などの一般的な情報。

• ビア－ デフ ォル ト のビア形式、 ジャ ンパ、 パッ ド ス タ ッ ク定義や位置など
のビア情報。

• 層データ－ [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで設定可能な、層番号、層名
称、 配線方向、 電気層形式、 関連性などの層情報。

• 規則－間隙、 配線、 高速回路などの配線規則情報。

• CAM －プロ ッ ト フ ァ イル設定に関連する CAM 情報。

• 属性－属性辞書、 設計内のオブジ ェ ク ト に指定された全ての属性、 属性の
ステータ ス ( 読取属性、 システム属性、 ECO 登録属性、 非表示属性 ) など
の属性情報。 属性階層内の値は保存されません。 

参照 ： デフ ォル ト 属性の修正

ヒ ン ト ： 全てのチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し たい場合は、 [ 全選択 ] ボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

5. [ 単位系 ] リ ス ト から、 起動フ ァ イルに使用し たい単位を選択し ます。

ヒ ン ト ： [ 現在の単位系 ] には、 [ 基本単位系 ] よ り多 く の情報 ( グ リ ッ ド位置
など ) が含まれます。

6. [ 起動フ ァ イルの記述内容 ] ボ ッ クスに、 保存する一般設定の簡単な説明を入
力し ます。 この説明は、 [ 起動フ ァ イルを設定 ] ダイアログボ ッ クスで起動
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フ ァ イルを選択する際に表示されます。 設定内容が分かるよ う に説明を入力し
ます。

7. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 起動フ ァ イルが C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Settings
フ ォルダに書き込まれます。 起動フ ァ イルの拡張子は、 .stp です。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「起動フ ァ イル」 項目

起動フ ァ イルの指定
[ 起動フ ァ イルを設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新規設計フ ァ イルを作成時
に使用する起動フ ァ イルを選択し ます。 起動フ ァ イルには、 層の定義、 グ リ ッ ド、 間
隙規則、 属性辞書といった一般設定が含まれています。

起動フ ァ イルは新規設計のみに適用され、 新規起動フ ァ イルは既存の設計には影響し
ません。

起動フ ァ イルを指定するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > 起動フ ァ イルを設定。

2. 起動フ ァ イルを選択し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 選択し た起動フ ァ イルをすべての新規設計フ ァ イルに使用する場合は、
[ 再表示を し ない ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

起動フ ァ イルの作成
コ ンセプ ト ガイ ドの 「起動フ ァ イル」 項目
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フ ァ イルを開 く
PADS Layout では、 以下の拡張子のフ ァ イルを開 く こ とができます。  

PADS Layout でフ ァ イルを開 く と、 その PADS Layout のバージ ョ ン形式にデータが
変換される場合があ り ます。

制限事項 ： 他のユーザーが開いている フ ァ イルは、 ロ ッ ク されており、 編集はできま
せん。 

フ ァ イルを開 く には、

1. フ ァ イルメ ニュー > 開 く 。

結果 ： [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログボ ッ クスに、 default \PADS Projects フ ォル
ダ内のフ ァ イルが表示されます。 フ ァ イルリ ス ト には PADS Layout で作成され
たフ ァ イルが含まれます。 

2. [ フ ァ イルを開 く ] ダイアログボ ッ クスで、 フ ァ イルを選択し て、 開 く を
ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルを開 く 際の変換」 項目

[ フ ァ イルを開 く ] ダイアログボ ッ クスの使用
[ フ ァ イルを開 く ] ダイアログボ ッ クスに、 default \PADS Projects フ ォルダ内のフ ァ イ
ルが表示されます。 フ ァ イルリ ス ト には PADS Layout で作成されたフ ァ イルが含まれ
ます。 

フ ォ ン ト の置き換え
設計内の文字列やラベルに、 ス ト ローク フ ォ ン ト やシステムにイ ンス ト ールされてい
るシステムフ ォ ン ト を使用する こ とができます。

システムにイ ンス ト ールされていないフ ォ ン ト で作成し た設計を開 く と、 [ フ ォ ン ト
置き換え ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

ネイテ ィ ブの設計フ ァ イル *.pcb PADS Layout のバイナ リ形式

再利用フ ァ イル *.reu 物理的設計再利用形式で、 再利用定義と
呼ばれます。

旧バイナ リ フ ァ イル *.job PADS Perform V6 および PADS Work V7 形式
.job フ ァ イル
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ヒ ン ト ： 設計内で、 システムにイ ンス ト ールされていないフ ォ ン ト や文字セ ッ ト を使
用し た場合、 文字や記号が表示される部分に空のボ ッ クスが表示されます。 フ ォ ン ト
置き換え処理が完了する と、 記号は正し く 表示されます。

フ ォ ン ト 置き換えには 3 種類あ り ます。

• 自動フ ォ ン ト 置き換え

• 手動フ ォ ン ト 置き換え

• フ ォ ン ト 置き換えを省略

ヒ ン ト ：

• 自動置き換えを行う フ ォ ン ト と手動置き換えを行う フ ォ ン ト を選択し、 それ
以外のフ ォ ン ト の置き換えは省略するよ う設定する こ とができます。

• 同一設計内にス ト ローク フ ォ ン ト と システムフ ォ ン ト を組み合わせて持つこ と
ができます。

• 設計内で作成し た各文字列やラベルには、 フ ォ ン ト を設定する必要があ り ま
す。 文字列またはラベルにフ ォ ン ト を設定する と、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ
ボッ クスを使用し て、 選択し た全オブジ ェ ク ト にフ ォ ン ト やフ ォ ン ト の特性を
適用する こ とができます。

制限事項 ：

• システムにイ ンス ト ールされていないフ ォ ン ト や文字セ ッ ト が設計内で使用さ
れている場合、 フ ァ イル読み込み時にフ ォ ン ト の置換処理が自動的に開始し ま
す。 この処理中に、 システムに存在し ないフ ォ ン ト の代替フ ォ ン ト を選択する
よ う求められます。

• 塗潰し モー ドが ON の場合、 システムフ ォ ン ト テキス ト は RS274X ガーバー
フ ォーマ ッ ト でサポー ト されます。 システムフ ォ ン ト テキス ト は、 塗潰された
多角形のセ ッ ト と し て、 ガーバーフ ォーマ ッ ト で出力されます。

• システムフ ォ ン ト は、 RS-274 CAM 出力フ ォーマ ッ ト ではサポー ト されていま
せん。 システムフ ォ ン ト でこのフ ォーマ ッ ト を使用し よ う とする と、 警告メ ッ
セージが表示されます。 そのまま進める と、 システムフ ォ ン ト は出力されませ
ん。 システムフ ォ ン ト では、 274X フ ォーマ ッ ト を使用する必要があ り ます。

• Type 1 フ ォ ン ト はサポー ト し ていません。

自動フ ォ ン ト 置き換え 
自動的にフ ォ ン ト を置き換えるには、

1. Windows の標準フ ォ ン ト 置き換えを使用するには、 [ フ ォ ン ト 置き換え ]
ダイアログボ ッ クスで、 自動を選択し ます。
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ヒ ン ト ： [ 所在不明フ ォ ン ト ] 列には、 設計内で使用されてお り、 システムに
イ ンス ト ールされていないフ ォ ン ト が表示されます。

2. [ フ ォ ン ト を置き換え ] 列で、 使用し たい代替フ ォ ン ト を選択し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

手動フ ォ ン ト 置き換え

手動でフ ォ ン ト を置き換えるには、

1. 手動でフ ォ ン ト 置き換えを行う には、 [ フ ォ ン ト 置き換え ] ダイアログ
ボッ クスで、 手動を選択し ます。 

2. [ 所在不明フ ォ ン ト ] 列で、 置き換えたいフ ォ ン ト の名前を選択し ます。

3. [ フ ォ ン ト を置き換え ] 列で、 使用し たい代替フ ォ ン ト を選択し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

5. フ ォ ン ト 置き換え処理を開始するには、 再度 OK を ク リ ッ ク し ます。

フ ォ ン ト 置き換えを省略

• 設計内の元のフ ォ ン ト 設定を維持するには、 [ フ ォ ン ト 置き換え ] ダイアログ
ボッ クスの [ モー ド ] 列で、 省略を選択し ます。 

ヒ ン ト ： フ ォ ン ト 置き換えを省略する と、 設計内の文字列の間隙が維持されます。
これらのオブジ ェ ク ト は空のテキス ト ボ ッ クス と し て表示されます。

関連 ト ピ ッ ク

フ ォ ン ト を検索

フ ァ イルの保存
設計情報フ ァ イルに行った変更を保存するには、

• フ ァ イルメ ニューの保存を ク リ ッ ク し ます。 ネイテ ィ ブのバイナ リ形式で設計
フ ァ イル (*.pcb フ ァ イル ) が作成されます。   

制限事項 ： 他のユーザーが開いている フ ァ イルは、 ロ ッ ク されており、 編集はできま
せん。 

標準ツールバーの保存ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 フ ァ イルを保存する こ と もできます。

PADS Layout では、 .job 形式でフ ァ イルを保存する こ とはできません。 また、 塗潰し
およびハッ チはフ ァ イルには保存されません。 次にフ ァ イルを開いた時に、 再度塗潰
しやハッ チを行う必要があ り ます。 
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関連 ト ピ ッ ク

名前を付けて保存

テス ト ポイ ン ト ASCII フ ァ イルの作成

名前を付けて保存
設計情報を別名のフ ァ イルやフ ォルダに書き込むには、

1. フ ァ イルメ ニューの名前を付けて保存を ク リ ッ ク し ます。

2. フ ァ イル名やフ ォルダは変更可能です。

3. フ ァ イル名を変更する場合は、 新規フ ァ イル名を入力し ます。

4. 別のフ ォルダにフ ァ イルを保存する場合は、 ダイアログボ ッ クスの上部にある
オプシ ョ ンを使用し ます。

関連 ト ピ ッ ク

フ ァ イルの保存

テス ト ポイ ン ト ASCII フ ァ イルの作成
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Chapter 7
設計環境の設定

パン （画面移動） する
• 画面表示をパンするにはスク ロールバーを使用し ます。

• 作業領域の中心にし たい位置で、 マウスの中央ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 画面
は選択し たポイ ン ト を中心に再描画されます。 

• 画面表示を移動するには、 表示する領域を表し ているポステージス タ ンプの上
でク リ ッ ク し ます。 表示の中心がその領域にパン し ます。 

• 画面表示中のウ ィ ン ド ウをパンするには、 NumLock を ON にし てカーソルキー
を押し ます。 画面の半サイズ分、 カーソル方向に移動し ます。

• グ リ ッ ド単位で表示位置を移動するには、 NumLock を OFF にし て、 カーソル
キーを使用し ます。

• 画面を拡大縮小せずに、 現在のカーソル位置を画面表示の中心にする場合に
は、 数字キーパッ ドの Ins キーを押し ます。  

表示をパンするには、

1. ポステージス タ ンプ上の基板外形線にカーソルを合わせてク リ ッ ク し て、 マウ
スボタ ンを押し た状態で移動し ます。  

2. カーソルを移動し て基板外形線を ド ラ ッ グし ます。 ド ラ ッ グ中は表示が変化し
ます。 

3. 使用する位置まで画面が移動し たら、 マウスボタ ンを離し ます。 

ズーム （拡大 / 縮小） する
• ズームイ ンするには、 表示の中心にし たい位置にカーソルを合わせ、 ク リ ッ ク

し ます。  

• ズームアウ ト するには、 表示の中心にし たい位置にカーソルを合わせ、 右
ク リ ッ ク し ます 

• ズームにはマウスの中央ボタ ンを使用し ます。

• ズーム矩形を作図するには、NumLock を ON にし て、数字キーパッ ドの 5 を押し
ます。
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• カーソル位置を中心にズームイ ンするには、 数字キーパッ ドの Pg Up を押し ま
す。

• カーソル位置を中心にズームアウ ト するには、 数字キーパッ ドの Pg Dn を押し
ます。

ズームアウ ト する と、 カーソル位置に実線のボ ッ クスが表示されます。 このボ ッ クス
は現在の表示サイズを表し ます。 実線のボ ッ クスから拡張された細い線は、 元の大き
さに比例する新しい表示サイズを表し ます。 ズームアウ ト の比率も カーソル位置に表
示されます。

パン とズームのシ ョ ー ト カ ッ ト

Table7-1 に、 パン とズームのシ ョ ー ト カ ッ ト キーを記載し ます。  

Table 7-1. パン とズームのシ ョ ー ト カ ッ ト キー

PADS Logic
コ マン ド /
操作

PADS Layout
コマン ド /
操作

アクセレ
レータキー

共通 　
キーボー
ド / マウ
ス

PADS Router
コマン ド /
操作

注記

自動パン表示
ON/OFF 

自動パン表示
ON/OFF

Ctrl & Alt A 自動パン表示
ON/OFF

回路図表示 基板表示 Ctrl B 基板表示

ズーム選択 ズーム選択 Alt Z ズーム選択

状態 状態 Ctrl & Alt S 

ズームモー ド
ON/OFF

ズームモー ド
ON/OFF

Ctrl W ズームモー ド
ON/OFF

回路図表示 基板表示 Home 基板表示

カーソル位置
にズームイ ン
( ズームモー ド
のみ )

カーソル位置
にズームイ ン
( ズームモー ド
のみ )

Space カーソル位置
にズームイ ン
( ズームモー
ドのみ ) 

ズームイ ン ズームイ ン PgUp カーソル位置
にズームイ ン

ズームアウ ト ズームアウ ト PgDn カーソル位置
でズームアウ
ト
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1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を上に移動

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を上に移動

上矢印 1 グ リ ッ ド単
位分、 カーソ
ルを上に移動

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を下に移動

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を下に移動

下矢印 1 グ リ ッ ド単
位分、 カーソ
ルを下に移動

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を左に移動

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を左に移動

左矢印 1 グ リ ッ ド単
位分、 カーソ
ルを左に移動

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を右に移動

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を右に移動

右矢印 1 グ リ ッ ド単
位分、 カーソ
ルを右に移動

カーソル位置
を中心に表示

カーソル位置
を中心に表示

数字キー
パッ ドの
0

カーソル位置
を中心に表示

再描画 再描画 数字キー
パッ ドの
1

再描画

下方向へパン 下方向へパン 数字キー
パッ ドの
2

下方向へパン NumLock 
ON

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を下に移動

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を下に移動

1 グ リ ッ ド単
位分、 カーソ
ルを下に移動

NumLock 
OFF

カーソル位置
でズームアウ
ト

カーソル位置
でズームアウ
ト

数字キー
パッ ドの
3

カーソル位置
でズームアウ
ト

左方向へパン 左方向へパン 数字キー
パッ ドの
4

左方向へパン NumLock 
ON

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を左に移動

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を左に移動

1 グ リ ッ ド単
位分、 カーソ
ルを左に移動

NumLock 
OFF

Table 7-1. パン とズームのシ ョ ー ト カ ッ ト キー (cont.)
PADS Logic
コ マン ド /
操作

PADS Layout
コマン ド /
操作

アクセレ
レータキー

共通 　
キーボー
ド / マウ
ス

PADS Router
コマン ド /
操作

注記
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領域ズーム
イ ン / アウ ト  

領域ズーム
イ ン / アウ ト  

数字キー
パッ ドの
5

基板中心に
パン

NumLock 
ON

PADS Logic で
は未割り当て

PADS Layout
では未割り当
て

PADS Router
では未割り当
て 

NumLock 
OFF

右方向へパン 右方向へパン 数字キー
パッ ドの
6

右方向へパン NumLock 
ON

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を右に移動

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を右に移動

1 グ リ ッ ド単
位分、 カーソ
ルを右に移動

NumLock 
OFF

回路図に
ズーム

基板にズーム 数字キー
パッ ドの
7

基板にズーム

上方向へパン 上方向へパン 数字キー
パッ ドの
8

上方向へパン NumLock 
ON

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を上に移動

1 グ リ ッ ド単位
分、 カーソル
を上に移動

1 グ リ ッ ド単
位分、 カーソ
ルを上に移動

NumLock 
OFF

カーソル位置
にズーム

カーソル位置
にズーム

数字キー
パッ ドの
9

カーソル位置
にズーム

ウ ィ ン ド ウの
コーナーから
ズーム

ウ ィ ン ド ウの
コーナーから
ズーム

数字キー
パッ ドの
ピ リ オ ド
キー

PADS Router
では相当機能
な し

NumLock 
ON

選択内容を
削除

選択内容を
削除

PADS Router
では相当機能
な し

NumLock 
OFF

カーソル位置
にズームイ ン
( ズームモー ド
のみ )

カーソル位置
にズームイ ン
( ズームモー ド
のみ )

マウス
左ボタ ン
ク リ ッ ク

カーソル位置
にズームイ ン
( ズームモー
ドのみ )

Table 7-1. パン とズームのシ ョ ー ト カ ッ ト キー (cont.)
PADS Logic
コ マン ド /
操作

PADS Layout
コマン ド /
操作

アクセレ
レータキー

共通 　
キーボー
ド / マウ
ス

PADS Router
コマン ド /
操作

注記
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中央表示
( カーソル移動
な し )

中央表示
( カーソル移動
な し )

マウス中
央ボタ ン
ク リ ッ ク

中央表示
( カーソル
移動な し )

ダイナ ミ ッ ク
パン

ダイナ ミ ッ ク
パン

Alt マウス中
央ボタ ン
ク リ ッ ク

ダイナ ミ ッ ク
パン ( 以前は
Shift+ マウス
中央ボタ ン ク
リ ッ ク )

新規
割り当て

ウ ィ ン ド ウの
コーナーから
ズーム
( 代替ズーム )

ウ ィ ン ド ウの
コーナーから
ズーム
( 代替ズーム )

Shift マウス中
央ボタ ン
ク リ ッ ク

ウ ィ ン ド ウの
コーナーから
ズーム
( 代替ズーム )

新規
割り当て

領域のズーム
イ ン / アウ ト

領域のズーム
イ ン / アウ ト

マウス中
央ボタ ン
ク リ ッ ク

領域のズーム
イ ン / アウ ト

カーソル位置
でズームアウ
ト ( ズーム
モー ド )

カーソル位置
でズームアウ
ト ( ズーム
モー ド )

マウス右
ボタ ン ク
リ ッ ク

カーソル位置
でズームアウ
ト ( ズーム
モー ド )

カーソル位置
にズーム

カーソル位置
にズーム

Ctrl マウスホ
イールを
前に回転

カーソル位置
にズーム

カーソル位置
でズームアウ
ト

カーソル位置
でズームアウ
ト

Ctrl マウスホ
イールを
後ろに回
転

カーソル位置
でズームアウ
ト

1 ラ イ ン分、 上
にスク ロール

1 ラ イ ン分、 上
にスク ロール

マウスホ
イールを
前に回転

1 ラ イ ン分、
上にスク ロー
ル

1 ラ イ ン分、 下
にスク ロール

1 ラ イ ン分、 下
にスク ロール

マウスホ
イールを
後ろに回
転

1 ラ イ ン分、
下にスク ロー
ル

Table 7-1. パン とズームのシ ョ ー ト カ ッ ト キー (cont.)
PADS Logic
コ マン ド /
操作

PADS Layout
コマン ド /
操作

アクセレ
レータキー

共通 　
キーボー
ド / マウ
ス

PADS Router
コマン ド /
操作

注記
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表示のコ ン ト ロール

特定の表示領域を定義

• 特定の領域を表示させるには、 マウスボタ ンを押し た状態でマウスを動かし て
矩形を作り、 マウスボタ ンを離し ます。 

表示の再描画

• 現在の表示を再描画するには、 数字キーパッ ドの End キーを押し ます。

1 ラ イ ン分、 左
にスク ロール

1 ラ イ ン分、 左
にスク ロール

Shift マウスホ
イールを
前に回転

1 ラ イ ン分、
左にスク ロー
ル

1 ラ イ ン分、 右
にスク ロール

1 ラ イ ン分、 右
にスク ロール

Shift マウスホ
イールを
後ろに回
転

1 ラ イ ン分、
右にスク ロー
ル

1 ピ クセル分、
上にスク ロー
ル

1 ピ クセル分、
上にスク ロー
ル

Ctrl &Alt マウスホ
イールを
前に回転

1 ピ クセル分、
上にスク ロー
ル

1 ピ クセル分、
下にスク ロー
ル

1 ピ クセル分、
下にスク ロー
ル

Ctrl &Alt マウスホ
イールを
後ろに回
転

1 ピ クセル分、
下にスク ロー
ル

1 ピ クセル分、
左にスク ロー
ル

1 ピ クセル分、
左にスク ロー
ル

Shift & Alt マウスホ
イールを
前に回転

1 ピ クセル分、
左にスク ロー
ル

1 ピ クセル分、
右にスク ロー
ル

1 ピ クセル分、
右にスク ロー
ル

Shift & Alt マウスホ
イールを
後ろに回
転

1 ピ クセル分、
右にスク ロー
ル

Table 7-1. パン とズームのシ ョ ー ト カ ッ ト キー (cont.)
PADS Logic
コ マン ド /
操作

PADS Layout
コマン ド /
操作

アクセレ
レータキー

共通 　
キーボー
ド / マウ
ス

PADS Router
コマン ド /
操作

注記
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表示の保存

表示領域を保存する こ とができます。

1. 保存し たい領域を画面に表示し ます。 

2. 画面表示メ ニューの表示画面の保存を ク リ ッ ク し ます。 [ 表示画面を保存 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. 画面保存を ク リ ッ ク し ます。

4. 新規画面表示を取り込みボ ッ クスに名前を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

表示内容は 9 フ ァ イルまで保存できます。 [ 画面表示 ] メ ニューオプシ ョ ンの下の方
に、 画面名称が表示されます。 

ヒ ン ト ： 表示画面の保存は、 部品形状エデ ィ タ では使用できません。

保存し た表示領域の表示

保存し た表示領域を表示するには、

1. 画面表示メ ニューで、 保存し た表示名を選択し ます。

2. 適用を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 表示領域を変更する と、 PADS Layout は １ つ前の画面を自動的に保存し ま
す。 この画面を表示するには、 [ 画面表示 ] メ ニューの [ 前回表示 ] を選択し て く だ さ
い。

基板外形線または基板カ ッ ト アウ ト の作成
基板の外形線やカ ッ ト アウ ト を作成するには、 作図ツールバーの [ 基板外形線と カ ッ
ト アウ ト ] ボタ ンを使用し ます。 設計ご とに 1 つの基板外形線しか作成できないた
め、 カ ッ ト アウ ト 作成にも同一のコ マン ド と作成プロセスが使用されます。 

基板外形線または基板カ ッ ト アウ ト を作成するには、

1. 作図ツールバーボタ ン > 基板外形線と カ ッ ト アウ ト ボタ ン

2. 基板外形線が既に存在する と きには、 「基板外形線が既に存在し ています。
カ ッ ト アウ ト を作成し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 はいを
ク リ ッ ク し て次に進みます。

3. 作図モー ド を変更するには、 右ク リ ッ ク メ ニューから希望のモー ド を選択し ま
す。

4. 外形線のコーナーを ク リ ッ ク し ます。
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5. 円弧を伴う コーナーも し く は伴わないコーナーの指定を継続し、 外形を完成し
ます。  

6. 開始点に戻り再度ク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク メ ニューで完了を ク リ ッ クする
と、 閉鎖形状が作成されます。

ヒ ン ト ： 基板のカ ッ ト アウ ト 同士、 あるいはカ ッ ト アウ ト と外形線は交差できませ
ん。 カ ッ ト アウ ト が基板外形線や別のカ ッ ト アウ ト を横切る と きには、 「選択し た点
は基板領域外にあ り ます」 とい う メ ッ セージがステータ スバー上に現れます。 カ ッ ト
アウ ト を移動し た場合に別のカ ッ ト アウ ト や基板外形線を横切る と きには、 「基板
カ ッ ト アウ ト が基板外形線か他のカ ッ ト アウ ト と交叉し ています」 とい う メ ッ セージ
が表示されます。 
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フ ァ イルのデータ入力
[ 各種データ入力 ] コ マン ド を使用する と、 さ まざまな形式の設計データ を  .pcb フ ァ
イルに挿入できます。 

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ入力

PADS Layout では Table8-1 の形式をサポー ト し ています。   

Table 8-1. PADS Layout データ入力フ ォーマ ッ ト

フ ォーマ ッ ト 拡張子 説明

アスキー .asc PADS-ASCII フ ォーマ ッ ト テキス ト  

データ交換フ ォーマ ッ ト
(DXF)

.dxf AutoCAD 2004 や他の CAD システムで使用
される画像情報形式。 

回路設計変更命令 (ECO) .eco 回路図キャ プチャパッ ケージで生成され、
設計のロジ ッ ク変更に関連する、 フ ォワー
ド ア ノ テーシ ョ ン情報を含みます。 

中間データ フ ォーマ ッ ト
(IDF)

.emn IDF2.0 と IDF3.0 フ ォーマ ッ ト からの入力
データ。  
IDF フ ァ イルを入力するには、 PADS 
Layout で IDF イ ン タ フ ェースオプシ ョ ンが
設定されている必要があ り ます。  
参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「中間データ
フ ォーマ ッ ト (IDF)」 項目

OLE .ole PADS Layout では、 [ 新規オブジ ェ ク ト の
挿入 ] を使用し て、 OLE オブジ ェ ク ト と し
て他のアプ リ ケーシ ョ ンから設計にフ ァ イ
ル埋め込みを行う こ とができます。 設計に
OLE オブジ ェ ク ト を埋め込むと、 [ 各種
データ出力 ] を使用し て、 そのオブジ ェ ク
ト を単一項目と し て .ole フ ァ イルに出力で
きます。 出力し た .ole フ ァ イルは、 他の
PADS Layout 設計に入力できます。 参照 ： 
PADS Layout へ OLE オブジ ェ ク ト の挿入

コ ラボレーシ ョ ン .clb コ ラボレーシ ョ ン フ ァ イル形式のイ ンポー
ト されたマークア ッ プ
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フ ァ イルのデータ出力
[ 各種データ出力 ] コ マン ド を使用する と、 開いている .pcb フ ァ イルからデータ を選
択的に抽出し て、 他のフ ォーマ ッ ト に保存できます。 

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力

PADS Layout では Table8-2 のフ ォーマ ッ ト をサポー ト し ます。  

Table 8-2. PADS Layout データ出力フ ォーマ ッ ト

フ ォーマ ッ ト 拡張子 説明

ASCII データ出力 .asc PADS-ASCII フ ォーマ ッ ト テキス ト
制限事項 ： PADS Layout では Perform V6 の
ASCII フ ォーマ ッ ト フ ァ イルの入力はでき
ません。

データ交換フ ォーマ ッ ト
(DXF)

.dxf AutoCAD 2004 や他の CAD システムで使用
される画像情報形式。 

中間データ フ ォーマ ッ ト
IDF 

.emn と

.emp
IDF2.0 と IDF3.0 フ ォーマ ッ ト へデータ出力
し ます。 IDF フ ァ イルを出力するには、
PADS Layout で IDF イ ン ターフ ェースオプ
シ ョ ンが設定されている必要があ り ます。  
参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「中間データ
フ ォーマ ッ ト (IDF)」 項目

OLE .ole PADS Layout では、 [ 新規オブジ ェ ク ト の挿
入 ] を使用し て、 OLE オブジ ェ ク ト と し て
他のアプ リ ケーシ ョ ンから設計にフ ァ イル
埋め込みを行う こ とができます。 設計に
OLE オブジ ェ ク ト を埋め込むと、 [ 各種
データ出力 ] を使用し て、 そのオブジ ェ ク
ト を単一項目と し て .ole フ ァ イルに出力で
きます。 出力し た .ole フ ァ イルは、 他の
PADS Layout 設計に入力できます。

HyperLynx HYP .hyp データ出力されたフ ァ イルだけが必要な場
合、 .hyp フ ァ イルをデータ出力する こ とが
できます。
ヒ ン ト ： ツールメ ニュー > 解析 > シグナル
/ パワーイ ンテグ リ テ ィ から設計を
BoardSim に転送する際に .hyp 　 (HyperLynx
フ ァ イル ) を作成する こ と も可能です。

IPC-D-356 or IPC-D-356a .ipc  IPC-D-356 または IPC-D-356 revision A
フ ォーマ ッ ト にデータ を出力し ます。
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コ ラボレーシ ョ ン
フ ァ イル

.clb コ ラボレーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アで使用でき
るよ う、 マークア ッ プを コ ラボレーシ ョ ン
フ ァ イルフ ォーマ ッ ト で
出力し ます。

CC/CCZ フ ァ イル .cc 
または
.ccz

設計レビ ューやコ ラボレーシ ョ ン ソ フ ト
ウ ェ アで使用できるよ う、 設計を .cc また
は圧縮 .cc (.ccz) フ ォーマ ッ ト で出力し ま
す。 例 ： CAMCAD、 visECAD または
visEDOC。

CAM350 フ ァ イル .cam フ ァ イルをデータ出力または ( イ ンス ト ー
ル済みの場合 )CAM350 でフ ァ イルを開 く
ため、 CAM350 リ ン ク を起動し ます。

SPECCTRA .do Specctra 自動配線で使用する .do フ ァ イルを
作成するため、 Specctra Translator を起動し
ます。

Table 8-2. PADS Layout データ出力フ ォーマ ッ ト  (cont.)
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ASCII フ ァ イルのデータ入力
旧バージ ョ ンの PADS Layout で作成し た ASCII フ ァ イルのデータ を入力する こ とがで
きます。 現在の PADS バージ ョ ンへのデータ更新に必要な場合は、 フ ォーマ ッ ト や他
の変更 ( 属性辞書への追加など ) が行われます。 ASCII フ ァ イルにテス ト ポイ ン ト が
含まれる場合、 PADS Layout はアクセスできないテス ト ポイ ン ト を削除し、 レポー ト
フ ァ イルに記載し ます。 ASCII フ ァ イルのデータ入力では、 物理的再利用は維持され
ます。

以下のいずれかに当てはまる場合は、 ASCII フ ァ イルのデータ入力はできません ：

• 設計がデフ ォル ト 層モー ド で、 ASCII フ ァ イルが増加層モー ドの場合、 ASCII
フ ァ イルは入力できません。 増加層モー ド に設計を変更するには、 [ 層構成を
定義 ] ダイアログボ ッ クスを使用し ます。 

• 現在の設計よ り電気層が少ない ASCII フ ァ イルは入力できません。 設計の電気
層を増やし、 入力する ASCII フ ァ イルと同じ層数にするには、 [ 層構成を定義 ]
ダイアログボ ッ クスを使用し ます。 

• Perform 6 ASCII によ って生成された ASCII フ ァ イルは入力できません。 

注意 ： PADS 9.0 以降、 ダイ部品と フ リ ッ プチ ッ プは DIE および FLP ロジ ッ ク フ ァ ミ
リ ではな く 、 パー ト タ イプの 「特殊用途」 設定によ り識別されます。 旧バージ ョ ンの
PADS で作成された ASCII フ ァ イルをデータ入力する と、 DIE または FLP ロジ ッ ク
フ ァ ミ リ を持つ部品に対し てこれらの 「特殊用途」 設定が自動的に設定されます。 部
品のフ ァ ミ リ指定はそのまま と な り ます。

関連 ト ピ ッ ク

フ ァ イルのデータ入力 / 出力

ASCII フ ァ イルのデータ出力

ASCII フ ァ イルのデータ入力

ASCII フ ァ イルをデータ入力するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > 各種データ入力

2. [ 各種データ フ ァ イルを入力 ] ダイアログボ ッ クスで、 ASCII フ ァ イル (*.asc)
フ ァ イル形式を選択し ます。

3. 入力する フ ァ イルを表示させ、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 入力情報は ascii.err に書き込まれ、 \PADS Projects フ ォルダに保存されます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルのイ ンポー ト / エクスポー ト 」
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ASCII フ ァ イルのデータ出力

ASCII フ ァ イルのデータ出力
ASCII フ ァ イルを使用し て、 PADS Layout と外部 ト ラ ンスレータ も し く は以前の
バージ ョ ンの PADS Layout 間で、 設計データの交換ができます。

注意 ： PADS 9.0 以降、 ダイ部品と フ リ ッ プチ ッ プは DIE および FLP ロジ ッ ク フ ァ ミ
リ ではな く 、 パー ト タ イプの 「特殊用途」 設定によ り識別されます。 この変更にと も
ない、 設計を PADS 旧バージ ョ ンの ASCII フ ァ イルにデータ出力する と、 設計上で
以下の変更が発生し ます ：

• ダイ部品やフ リ ッ プチ ッ プの 「特殊用途」 設定は消去されます。

• DIE および FLP 以外のフ ァ ミ リ指定を持つダイ部品やフ リ ッ プチ ッ プは、 その
ダイ部品またはフ リ ッ プチ ッ プの特殊用途を失い、 通常部品と な り ます。

• DIE または FLP フ ァ ミ リ指定を持つ通常部品はすべて、PADS 旧バージ ョ ンでは
ダイ部品またはフ リ ッ プチ ッ プ と し て扱われます。

ASCII へのデータ出力

ASCII フ ォーマ ッ ト を出力するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力

2. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスで、 ASCII フ ァ イル (*.asc)
フ ァ イル形式を選択し ます。

3. 出力する フ ァ イルを指定し、 保存を選択し ます。

4. [ アスキーフ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスで、 以下のいずれかを行い、
ASCII フ ァ イルに書き込みたい項目を選択し ます。

• 項目のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 各項目の詳細に関し ては、 出力さ
れる項目の説明をご覧 く だ さい。

• 全選択を ク リ ッ ク し ます。

5. [ 形式 ] リ ス ト で、 フ ォーマ ッ ト のバージ ョ ンを選択し ます。

ヒ ン ト ：

• PowerPCB および PowerBGA V3.0 の ASCII フ ォーマ ッ ト 両方で出力する場合
は、 PowerPCB V3.0 をご使用 く だ さい。

• PADS Layout では PADS-Perform V6 の ASCII フ ォーマ ッ ト フ ァ イルへの出力
はできません。

6. [ 単位系 ] リ ス ト で、 出力する単位を選択し ます。
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ヒ ン ト ： ASCII フ ァ イルを、 外部 ト ラ ンスレータや ASCII フ ァ イルを読み込む
別のプログラムで使用する場合、 [ 現在の単位系 ] を選択し て く だ さい。 ASCII
フ ァ イルを再入力し て、 .pcb データベース と し て保存する場合は、 [ 基本単位
系 ] を選択し て く だ さい。 基本単位系は、 ソ フ ト ウエア内部での値を格納する
方法を表わし ます。 基本単位系では、 標準的な単位系は使用されませんが、
データベース項目の正確な位置の値が記録されます。

7. 属性階層で上位の階層から引き継がれた属性を出力し たい場合は、 必要に応じ
て部品およびネ ッ ト チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て く だ さい。

8. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： .asc フ ァ イルが作成されます。 ステータ スのログフ ァ イルは、 ascii.err と し て、
\PADS Projects フ ォルダに保存されます。 物理的再利用情報があれば、 それも保持さ
れます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルのイ ンポー ト / エクスポー ト 」

ASCII フ ァ イルのデータ入力

OLE フ ァ イルのデータ入力
PADS Layout では、 OLE オブジ ェ ク ト を含む .ole フ ァ イルを設計にデータ入力できま
す。 この機能は OLE オブジ ェ ク ト を別の設計に追加する場合に便利です。 

.ole フ ァ イルを入力するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > 各種データ入力

2. [ 各種データ フ ァ イルを入力 ] ダイアログボ ッ クスで、 OLE フ ァ イル (*.ole)
フ ァ イル形式を選択し ます。

3. 入力する フ ァ イルを表示させ、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： OLE オブジ ェ ク ト が現在の設計に入力されます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルのイ ンポー ト / エクスポー ト 」

OLE フ ァ イルのデータ出力

OLE フ ァ イルのデータ出力
PADS Layout では、 OLE オブジ ェ ク ト を  .ole フ ァ イルにデータ出力できます。 この
機能は OLE オブジ ェ ク ト を別の設計に追加する場合に便利です。 

OLE オブジ ェ ク ト を出力するには、
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1. OLE オブジ ェ ク ト を選択 > フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力

2. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスで、 OLE フ ァ イル (*.ole)
フ ァ イル形式を選択し ます。

3. 出力する フ ァ イルを指定し、 保存を選択し ます。

結果 ： .ole フ ァ イルが作成されます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルのイ ンポー ト / エクスポー ト 」

OLE フ ァ イルのデータ入力

DXF フ ァ イルのデータ入力
AutoCAD 2004 DXF フ ォーマ ッ ト のフ ァ イルをデータ入力できます。

ヒ ン ト ： 設計がデフ ォル ト 層モー ド で、 DXF フ ァ イルが増加層モー ド である場合、
設計へ DXF フ ァ イルを入力する こ とはできません。 設計を増加層モー ド に変更する
には、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスを使用し ます。 

手順

1. [ 作図ツールバー ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 作図ツールバーの [DXF フ ァ イルを入力 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 各種データ フ ァ イルを入力 ] ダイアログボ ッ クスで、 入力する フ ァ イルを
表示させ、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

4. [DXF データ入力 ] ダイアログボッ クスの [ 層の選択内容 ] 領域で、 入力する
情報のある層を選択し ます。 

ヒ ン ト ： 層を追加するには、 [ 使用可能 ] リ ス ト で 1 つ以上の層の名前を選択
し、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 層を削除するには、 [ 選択済 ] リ ス ト で
1 つ以上の層の名前を選択し、 [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. [ 入力項目を選択 ] 領域で、 以下のいずれかを行い、 入力し たい項目を指定
し ます ：

• 項目のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択

• 全項目を ク リ ッ ク

6. [DXF フ ァ イル単位系 ] リ ス ト から、 DXF フ ァ イルで使用する単位を選択し ま
す。

ヒ ン ト ： 単位を設定する必要がない場合は、 このリ ス ト は使用できません。

7. [ モー ド ] 領域でいずれかの入力オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。
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8. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： .dxf フ ァ イルがデータ入力され、 PADS Layout で開きます。

関連 ト ピ ッ ク

AutoCAD から基板外形線と カ ッ ト アウ ト の入力

DXF フ ァ イルのデータ出力

DXF データ入力ダイアログボ ッ クス

コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルのイ ンポー ト / エクスポー ト 」 項目

AutoCAD から基板外形線と カ ッ ト アウ ト の入力
AutoCAD から基板外形線を入力する こ とができますが、 以下の手順に従って作成
する必要があ り ます。

手順

1. AutoCAD 内で BOARD_OUTLINE_00 とい う層を作成し ます。

2. AutoCAD でポリ ラ イ ンボタ ンを使用し て基板外形線を描画し ます。 ポリ ラ イ
ンは必ず閉じ、 実寸線幅を指定し ます。

制約事項 ： PADS Layout では基板の形状は 1 つしか許可されていないため、
基板外形に対し ては 1 つのポリ ラ イ ンオブジ ェ ク ト のみ使用可能です。

新規層に基板外形形状を作成し なかった場合、 基板外形を選択し て、 AutoCAD
のプロパテ ィ で BOARD_OUTLINE_00 層に形状を指定できます。

3. カ ッ ト アウ ト が必要ない場合は、 フ ァ イルを DXF フ ォーマ ッ ト で保存し、
それを空の PADS Layout 設計フ ァ イルにデータ入力し ます。 カ ッ ト アウ ト が
ある場合は次の手順に進みます。

4. AutoCAD 内で BOARD_CUTOUT_00 とい う名前の層を作成し ます。

5. 各カ ッ ト アウ ト に対し、 閉じ たポリ ラ イ ンを使ってカ ッ ト アウ ト を作成し ます
( 複数可 )

新規層に基板外形形状を作成し なかった場合、 カ ッ ト アウ ト を選択し て ( 複数
可 )、 AutoCAD のプロパテ ィ で選択し たカ ッ ト アウ ト を BOARD_CUTOUT_00
層に指定できます。

6. 基板外形線と カ ッ ト アウ ト ( 複数可 ) を選択し、 Block 定義を作成し ます。
Block 定義ダイアログボ ッ クスで、 BOARD_1 と名づけます。

7. AutoCAD でフ ァ イルを DXF フ ォーマ ッ ト で保存し、 空の PADS Layout 設計
フ ァ イルにデータ入力し ます。
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結果

• 基板外形またはカ ッ ト アウ ト は 2D ラ イ ン と し てデータ入力されま し たか ?
正しい層に指定されなかった場合は、 AutoCAD でオブジ ェ ク ト のプロパテ ィ
を開き、 正しい層へ指定し て く だ さい。

• 基板と カ ッ ト アウ ト のデータ入力が正し く 進まない場合は、 AutoCAD でブロ ッ
ク を分解し、 DXF フ ァ イルを再度作成 ・ 保存し て く だ さい。

• 「ポリ ラ イ ンが閉じ ていない」 エラーが出た場合は、 AutoCAD でポリ ラ イ ンを
編集し て閉じ て く だ さい。

関連 ト ピ ッ ク

PADS オブジ ェ ク ト から DXF 層へのマ ッ ピング―標準出力

DXF フ ァ イルのデータ出力
設計要素を AutoCAD2004 に転送するために DXF フ ァ イルをデータ出力できます。
た と えば、 3D モデル作成のため、 実装部品高さ情報を持つ設計をデータ出力する
こ とができます。

手順

1. フ ァ イルメ ニューで各種データ出力を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト
で DXF フ ァ イル (*.dxf) を選択し ます。

3. 上書きする フ ァ イルを指定するか、 新規フ ァ イル名を入力し、 保存を ク リ ッ ク
し ます。

4. [DXF データ出力 ] ダイアログボッ クスの [ データ出力形式 ] 領域で、 標準出力
かフ ラ ッ ト 出力かを選択し ます。 

制限事項 ： フ ラ ッ ト 出力を選択し た場合、 DXF ド リル径と シンボルの設定は
使用できません。

5. [ 層の選択内容 ] 領域で、 情報を出力する層を選択し ます。

ヒ ン ト ： 層を追加するには [ 使用可能 ] リ ス ト で層の名前を選択し ( 複数可 )、
[ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 層を削除するには、 [ 選択済 ] リ ス ト で
層の名前を選択し ( 複数可 )、 [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

6. [ 入力項目を選択 ] 領域で、 以下のいずれかを行い、 出力し たい項目を指定し
ます ：

• 項目のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択

• 全項目を ク リ ッ ク
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7. [DXF フ ァ イル単位系 ] リ ス ト から、 DXF フ ァ イルで使用する単位を選択し ま
す。

ヒ ン ト ： 単位を設定する必要がない場合、 このリ ス ト は使用できません。

8. DXF ド リル径と記号を定義するには、 設定を ク リ ッ ク し、 [DXF ド リル径と
シンボルを設定 ] ダイアログボ ッ クスで以下のいずれかを行います ( フ ラ ッ ト
形式フ ァ イルでの出力を選択し た場合は使用できません )。

a. 2D ラ イ ン ラ イブ ラ リ項目のド リル径を指定する場合は、 追加を ク リ ッ ク
し、 [ ド リル径 ] ボ ッ クスに値を入力し て、 [ 互換ラ イブ ラ リ ] ボ ッ クスに
ラ イブ ラ リ項目の名前を入力し ます。  

ヒ ン ト ： ド リル径が 2D ラ イ ン ラ イブ ラ リの項目に関連付けられてない場合
は、 デフ ォル ト のド リル記号が出力されます。

b. 2D ラ イ ン ラ イブ ラ リ項目のド リル径を削除し たい場合、 [ ド リル径 　 互換
ラ イブ ラ リ ] で項目を選択し、 削除を ク リ ッ ク し ます。

c. OK を ク リ ッ ク し ます。

d. 記号の単位を変更し たい場合、 システム単位リ ス ト から単位を選択し ます。

e. デフ ォル ト では、 DXF フ ァ イルのド リル穴はプ ラス記号 (+) で表示されま
す。 プ ラス記号の長さ / 幅を定義するには、 [ 記号寸法 ] ボ ッ クスを使用し
ます。 プ ラス記号の描画に使用する線の寸法を定義するには、 [ 線幅 ] ボ ッ
クスを使用し ます。 

9. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： .dxf フ ァ イルが作成されます。

関連 ト ピ ッ ク

PADS オブジ ェ ク ト から DXF 層へのマ ッ ピング―標準出力

コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルのイ ンポー ト / エクスポー ト 」

DXF データ出力ダイアログボ ッ クス

DXF ド リル径と シンボルの指定
[DXF ド リル径と シンボルを設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 DXF フ ァ イルに
書き込む 2D ラ イ ン ラ イブ ラ リのド リル径を指定し ます。

手順

1. フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 >DXF フ ォーマ ッ ト で保存 > [DXF データ
出力 ] ダイアログボ ッ クス > 設定ボタ ン
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2. 2D ラ イ ン ラ イブ ラ リ項目のド リル径を指定する場合は、 追加を ク リ ッ ク し、
[ ド リル径 ] ボ ッ クスに値を入力し て、 [ 互換ラ イブ ラ リ ] ボ ッ クスにラ イブ ラ
リ項目の名前を入力し ます。  

ヒ ン ト ： ド リル径が 2D ラ イ ン ラ イブ ラ リの項目に関連付けられてない場合は、
デフ ォル ト のド リル記号が出力されます。

3. 2D ラ イ ン ラ イブ ラ リ項目のド リル径を削除し たい場合、 [ ド リル径 　 互換ラ イ
ブ ラ リ ] で項目を選択し、 削除を ク リ ッ ク し ます。

4. 記号の単位を変更し たい場合、 システム単位リ ス ト から単位を選択し ます。

5. デフ ォル ト では、 DXF フ ァ イルのド リル穴は、 プ ラス記号 (+) で表示されま
す。 プ ラス記号の長さ / 幅を定義するには、 [ 記号寸法 ] テキス ト ボッ クスを
使用し ます。 プ ラス記号の描画に使用する線の寸法を定義するには、 [ 線幅 ]
テキス ト ボ ッ クスを使用し ます。 

6. OK を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

DXF ド リル径と シンボルを設定ダイアログボ ッ クス

DXF データ出力ダイアログボ ッ クス

IDF フ ァ イルのデータ入力
IDF フ ァ イルを使用し て、 PADS Layout と機械設計システム間で設計データ を交換で
きます。 IDF フ ァ イルをデータ入力する と、 基板外形線、 禁止領域、 実装部品、 穴を
機械設計システムから入力できます。 PADS Layout では、 .emp ラ イブ ラ リ フ ァ イルに
情報を入力する こ とはできません。 

データ入力する実装部品の一部は、 基板の取り付け穴やカー ド ガイ ド といった、 ECO
登録されていない機械的オブジ ェ ク ト です。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「穴のデータ入力」 および 「 データ入力中に実装部品を追
加」

必須事項 ： IDF フ ァ イルを PADS Layout にデータ入力する前に、 機械設計システムか
ら IDF フ ァ イルをデータ出力し て く だ さい。 

IDF フ ァ イルのデータ入力

IDF フ ァ イルをデータ入力するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > 各種データ入力
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2. [ 各種データ フ ァ イルを入力 ] ダイアログボ ッ クスで、 IDF フ ァ イル (*.emn)
フ ァ イル形式を選択し ます。 IDF 2.0 または 3.0 の .emn フ ァ イルをデータ入力
できます。

3. 入力する フ ァ イルを表示させ、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

4. [IDF データ入力 ] ダイアログボ ッ クスの [ 入力項目を選択 ] 領域で、 以下の
いずれかを行い、 入力し たい項目を指定し ます。

• 項目のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択

• 全項目を ク リ ッ ク

参照 ： IDF データ入力ダイアログボ ッ クス

5. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： .emn 基板フ ァ イルがデータ入力され、 PADS Layout で開きます。
ステータ スログフ ァ イルが、 C:\PADS Projects\idfimport.sts に書き込まれます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルのイ ンポー ト / エクスポー ト 」

IDF フ ァ イルのデータ出力

IDF フ ァ イルのデータ出力
IDF フ ァ イルを使用し て、 PADS Layout と機械設計システム間で設計データ を交換で
きます。 IDF フ ァ イルを出力し て、 基板外形線、 禁止領域、 実装部品、 穴を機械設計
システムへ出力できます。

ヒ ン ト ： IDF 出力を正確に行う ために、 IDF 特有の部品高さ情報加工済穴情報や、
部品外形線情報を設定し ます。

IDF フ ァ イルを出力するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力

2. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスで、 IDF フ ァ イル (*.emn、
*.emp) フ ァ イル形式を選択し ます。

3. 出力する フ ァ イルを指定し、 保存を選択し ます。

4. [IDF データ を出力 ] ダイアログボ ッ クスの形状入力層リ ス ト で、 この設計から
機械設計システムに出力する部品形状の外形線情報を含む層を選択し ます。 

5. 形式リ ス ト から、 使用する IDF バージ ョ ンを選択し ます。

6. [ 出力項目を選択 ] 領域で、 以下のいずれかを行い、 出力し たい項目を指定
し ます。
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• 項目のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択

• 全項目を ク リ ッ ク

7. [ 部品面 ] および [ 半田面 ] ボ ッ クスに最小部品高さ を入力し、 出力する実装
部品の最小高さ を指定し ます。

ヒ ン ト ： 指定し た高さ よ り小さい部品は出力されません。 最小高さの値によ っ
て部品が出力されなかった場合、 ステータ スログフ ァ イルに メ ッ セージが書き
込まれます。

8. OK を ク リ ッ ク し ます。

9. Geometry.Height 属性が存在し ない、 または高さが 0 に設定されている場合、
ペアご とに [ 高さ を喪失 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。 データ出力前
に高さ情報を指定する場合は、 高さボ ッ クスに値を入力し ます。

ヒ ン ト ： 高さ を設定し ないと、 機械設計システムで IDF フ ァ イルを読み込む際
に高さの入力を要求される場合があ り ます

結果 ： .emn( 基板と配置 ) フ ァ イルと .emp( 部品ラ イブ ラ リ ) フ ァ イルが作成されま
す。 ステータ スログフ ァ イルが、 C:\PADS Projects\idfexport.sts. に書き込まれます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルのイ ンポー ト / エクスポー ト 」

IDF フ ァ イルのデータ入力

部品外形を設定し て IDF で出力
IDF ラ イブ ラ リ フ ァ イルには、 全部品の部品外形情報が必要です。

部品外形を IDF で出力するには、 

1. ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ

2. 外形を定義する部品形状を開きます。

3. 外形を定義する層を ク リ ッ ク し ます。 IDF の場合、 全ての部品の外形を定義
するには、 各部品形状で同じ層を使用する必要があ り ます。

4. 部品外形を定義し ます。

外形は、 円または自己交差し ない弧と線分の連続と なる特別な種類の閉じ た
カーブ と な り ます。   

5. 部品形状を保存し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「部品外形線情報」
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IDF フ ァ イルに ド リル穴情報を追加
HOLE 部品属性を使用する と、 単独ピンのド リル穴情報を IDF フ ァ イルに出力できま
す。 ビア と複数ピンの部品は、 機械設計システムで ド リル穴と表示される場合でも、
HOLE 属性を使用できません。 

機械設計システムでは、 ド リル穴を加工済み穴と し て扱います。

部品に ド リル穴情報を追加するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ。

2. [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスで、 ド リル穴情報を追加する
単独ピンの部品を選択し、 編集し ます。

ヒ ン ト ： 穴あ り と穴な し で、 パー ト タ イプは同じ で部品形状が異なる場合は、
パー ト タ イプに HOLE 属性を設定し ます。

3. [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ 属性 ] タ ブを使用し て、 HOLE 部品属性を
追加し ます。

4. 変更を保存し ます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルフ ォーマ ッ ト 」 章の 「穴のデータ出力」

IDF フ ァ イルに部品高さ情報を出力
IDF フ ァ イルに部品高さ情報を出力するには、

• パー ト タ イプまたは部品形状の階層で Geometry.Height 属性を設定し ます。 

関連 ト ピ ッ ク

オブジ ェ ク ト 属性の操作

属性マネージャの使用

コ ンセプ ト ガイ ドの 「部品の高さ情報」

CC/CCZ フ ァ イルのデータ出力
CAMCAD、 visECAD、 visEDOC にデータ入力するため、 設計要素を CC/CCZ フ ァ イル
にデータ出力する こ とができます。
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手順

1. フ ァ イルメ ニューで各種データ出力を ク リ ッ ク し ます。

2. In the フ ァ イル Export ダイアログボ ッ クスの Save as type リ ス ト で CC/CCZ 
フ ァ イル (*.cc, *.ccz) を選択し ます。

3. 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て上書きする既存フ ァ イルを選択するか、 新規フ ァ イ
ル名を入力し ます。

4. 保存を ク リ ッ ク し ます。

5. CC/CCZ データ出力ダイアログボ ッ クスで、 レジス ト および メ タルオプシ ョ ン
を指定し ます。

6. 出力フ ァ イルフ ォーマ ッ ト を選択し ます。

7. OK を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

CC/CCZ データ出力ダイアログボ ッ クス

CAMCAD Professional リ ン クダイアログボ ッ クス

HyperLynx BoardSim - HYP フ ァ イルの作成
現在の設計を HYP フ ァ イルにデータ出力し、 BoardSim で高速回路解析を行う こ とが
できます。 また、 BoardSim を イ ンス ト ールし ている場合、 ツールメ ニューから
BoardSim を起動し、 フ ァ イルを開 く こ と もできます。 HYP フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト
と BoardSim と親和性のある設計に関する情報は、 HyperLynx オン ラ イ ンヘルプをご
覧 く だ さい。

PADS Layout は Value, Tolerance, Voltage, HyperLynx, PowerGround 属性を HYP フ ァ イ
ルに渡し ます。 BoardSim はこれらの属性を使用し て、 抵抗やコ ンデンサの値を取得し
た り、 固定済電源ネ ッ ト に関する情報を送信し ます。

手順

1. プロセスの開始方法は 2 種類あ り ます ：

• HyperLynx BoardSim がイ ンス ト ール済みの場合、 ツールメ ニューで解析 に
カーソルを合わせ、 シグナル / パワーイ ンテグ リ テ ィ を ク リ ッ ク し ます。
BoardSim ダイアログボ ッ クスが開きます。

• HyperLynx BoardSim を イ ンス ト ールし ていない場合、 フ ァ イル メ ニューで 
各種データ出力を選択し ます。 [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログ
ボッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト で HYP フ ァ イル (*.hyp) を選択し ま
す。 参照ボタ ンを使用し て上書きする既存フ ァ イルを選択するか、 新規
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フ ァ イル名を入力し ます。 保存を ク リ ッ ク し ます。 HYP データ出力ダイア
ログボ ッ クスが開きます。

2. BoardSim または HYP データ出力ダイアログボ ッ クスの [ 出力 ] 領域で、 デー
タ出力し たい情報を指定し ます。

3. [ 未配線出力 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し た場合は、 以下を行います ：

a. [ 仮定層 ] リ ス ト で、 未配線ネ ッ ト を実装するそ う を選択し ます。

b. [ マンハッ タ ン配線長を超える超過距離 ] ボ ッ クスに配線長を見積も るため
の値を入力し ます。

ヒ ン ト ： 非直線配線経路を考慮し、 この値によ り一定の割合のマンハッ タ
ン長が配線長に加算されます。 ネ ッ ト の長さは、 ピンぺア間のマンハッ タ
ン距離、 すなわちデルタ X とデルタ Y の合計に基づいています。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果

BoardSim ダイアログボ ッ クスを使用し た場合は、 BoardSim が起動し、 フ ァ イルが開
きます。 [HYP データ出力 ] ダイアログボ ッ クスを使用し た場合は、 .hyp フ ァ イルが
作成されます。 [.REF IC 自動マ ッ ピングフ ァ イル ] オプシ ョ ンを選択し た場合は、
.hyp フ ァ イルと同じ場所と名前で .ref フ ァ イルが作成されます。

関連 ト ピ ッ ク

BoardSim ダイアログボ ッ クス

HYP データ出力ダイアログボ ッ クス

IPC-D-356 ネ ッ ト リ ス ト のデータ出力
IPC-D-356 ネ ッ ト リ ス ト または IPC-D-356 A ネ ッ ト リ ス ト のいずれかをデータ出力
できます。

手順

1. フ ァ イルメ ニューで各種データ出力を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 各種 データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス
ト で IPC356 フ ァ イル (*.ipc) を選択し ます。

3. 参照ボタ ンを使用し て上書きする既存フ ァ イルを選択するか、 新規フ ァ イル名
を入力し ます。 保存を ク リ ッ ク し ます。

4. [IPC データ出力 ] ダイアログボ ッ クスでいずれかのネ ッ ト リ ス ト フ ォーマ ッ ト
を選択し ます。
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5. OK を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

The IPC-D-356 Netlist
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選択

項目の選択

設計作業では、 データベースの編集や項目の追加、 変更、 削除が必要なこ とがよ く あ
り ます。 項目の編集方法は 2 種類あ り ます。 編集するオブジ ェ ク ト を選択し てから コ
マン ド を選択する選択モー ド と、 コ マン ド を選択し てから編集するオブジ ェ ク ト を選
択する動詞モー ド です。

動詞モー ド ではカーソルにコ マン ドが追従し、 その後に選択し た項目に対し てコ マン
ド を実行し ます。 動詞モー ド を使用する場合の利点は、 選択し たコ マン ド に対応する
項目に、 選択フ ィ ルタが自動的に設定される こ と です。

選択モー ドの使用を選択

オブジ ェ ク ト を選択し てコ マン ド を実行するには、

1. カーソルをオブジ ェ ク ト に合わせてク リ ッ ク し ます。 選択し た項目が強調表示
されます。

2. 以下のいずれかを行います ：

3. 右ク リ ッ ク し て、 選択項目に対応する コ マン ドのメ ニューを開きます。

4. メ ニューコ マン ド を ク リ ッ ク し ます。

5. ツールバーのボタ ンを ク リ ッ ク し て、 コ マン ド を開始し ます。

利点 ： オブジ ェ ク ト が既に選択されている際に便利です。

動詞モー ドの使用を選択

コ マン ド を実行し て、 オブジ ェ ク ト を選択するには、

1. メ イ ンツールバーにある以下の 4 つのボタ ンのいずれかを ク リ ッ クする と、
対応するツールバーが表示されます。 各ツールバーには、 特定の追加ボタ ンが
用意されています。
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Figure 9-1. ツールバーのボタ ン

2. 新たに開いたツールバーのボタ ンのいずれかを ク リ ッ ク し ます。 コ マン ドが
カーソルに追従し て、 メ ッ セージ行ステータ スバーにコ マン ド名が表示されま
す。 そのコ マン ド を、 選択するオブジ ェ ク ト に適用できます。 カーソルをツー
ルバーから離すと、 カーソル上に小文字の v が表示されます。 これは選択し た
コ マン ドが有効である こ と を表し ます。 

3. コ マン ド を実行するオブジ ェ ク ト を選択し ます。 配線線分や部品といった設計
内のデ ィ スク リー ト 項目を選択し ます。 コ マン ド を取り消す場合は、 選択ボタ
ンを ク リ ッ ク し ます。

例 ：

配線ツールバーの任意回転ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 カーソルに小文字の v が
表示されます。 実装部品を選択し ます。 実装部品は任意回転モー ド状態にな り
ます。 回転を取り消す場合は、 Esc キーを押し て く だ さい。

ヒ ン ト ： ボタ ンを ク リ ッ クする前に、 Esc キーを押し て、 何も選択されていない状態
にし て く だ さい。 何かを選択し た状態でボタ ンを ク リ ッ クする と、 選択し た項目に対
し てコ マン ドが実行されて し まいます。 

領域内の全オブジ ェ ク ト を選択するには、 マウスの左ボタ ンを押し たまま ド ラ ッ グし
て、 オブジ ェ ク ト を囲むよ う に長方形を作り ます ( 領域のコーナーの 1 つから、 対角
線上のコーナーに向かって ド ラ ッ グし ます )。  

ボタ ンを離すと、 領域内にある全てのオブジ ェ ク ト が選択されます。  

ク リ ッ ク し ながら Ctrl キーを押すこ とによ り、 選択内容にオブジ ェ ク ト を追加し た
り、 選択内容からオブジ ェ ク ト を削除する こ とができます。

ヒ ン ト ： 設計が密集し ている場合、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 一般設定 ]
タ ブ内 [ ド ラ ッ グ移動 ] の設定によ っては、 領域選択が難しい場合があ り ます。 領域
の選択操作中に選択済みオブジ ェ ク ト が動いて し ま う場合は、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ
ニューから [ キャ ンセル ] を選択し て、 領域を変更し て試し て く だ さい。 ド ラ ッ グ移
動を無効にするには、 上記ダイアログボ ッ クスの [ ド ラ ッ グ移動 ] 設定の [ ド ラ ッ グ
移動な し ] を選択し ます。

単独オブジ ェ ク ト の選択

単独オブジ ェ ク ト を選択するには、 オブジ ェ ク ト 上にカーソルを合わせてク リ ッ ク し
ます。 オブジ ェ ク ト が選択 / 強調表示されます。 前に選択し ていたオブジ ェ ク ト の選
択は解除されます。 何もない所でク リ ッ クする と、 選択済みオブジ ェ ク ト の選択が全
て解除されます。 オブジ ェ ク ト が密集し た領域でオブジ ェ ク ト を選択する場合、 選択
フ ィ ルタ を使用し て、 他の項目の選択を無効にし ます。
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複数オブジ ェ ク ト の選択

複数オブジ ェ ク ト を選択するには、 Ctrl キーを押し ながら、 各項目を続けてク リ ッ ク
し ます。

未選択のオブジ ェ ク ト を選択する と、 選択済みオブジ ェ ク ト に追加されます。 選択済
みのオブジ ェ ク ト を選択する と、 選択状態が解除されます。

選択フ ィ ルタの使用

同じ位置に複数オブジ ェ ク ト が存在する時など、 目的のオブジ ェ ク ト を簡単に選択で
きない場合があ り ます。 これを解消するには、 選択フ ィ ルタ を使用し ます。 選択フ ィ
ルタ を使用する と、 特定の層にあるオブジ ェ ク ト について、 選択可能 / 選択不可を指
定できます。 選択フ ィ ルタには、 オブジ ェ ク ト と層の 2 つのタ ブがあ り ます。

ヒ ン ト ： シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから も選択フ ィ ルタ を設定する こ とができます。
何も選択し ていない状態で右ク リ ッ ク し、 メ ニューから [ フ ィ ルタ ] を選択し ます。 

関連 ト ピ ッ ク

サイ クル選択を行う

選択フ ィ ルタの [ オブジ ェ ク ト ] タ ブの使用

選択できるオブジ ェ ク ト を指定するには、 選択フ ィ ルタの [ オブジ ェ ク ト ] タ ブを使
用し ます。 選択可能に設定する場合は、 オブジ ェ ク ト の横のチ ェ ッ クボ ッ クスを ON
にし ます。 選択不可にするには、 チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

ヒ ン ト ： 

• [ 部品 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にし て、[ 固定部品 ] を OFF にし た場合は、位置固
定済部品以外の全部品を選択できます。 [ 部品 ] と [ 固定部品 ] の両方を ON に
する と、 位置固定済部品と非位置固定部品の両方を選択できます。 [ 固定部品 ]
チ ェ ッ クボ ッ クスの設定を変更し ても、 ジャ ンパの選択や、 ユニオン と再利用
の選択には影響し ません。

• [ ビア ] チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にし て、[ 千鳥ビア ] を OFF にし た場合は、千鳥ビ
ア以外の全ビアを選択できます。 [ ビア ] と [ 千鳥ビア ] の両方を ON にする
と、 ビア と千鳥ビアの両方を選択できます。

例外 ： [ 全選択 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ても、 ク ラス タ、 ユニオン、 千鳥ビア、
ピンペア、 ネ ッ ト 、 基板外形のチ ェ ッ クボ ッ クスは選択されません。 

選択フ ィ ルタの [ オブジ ェ ク ト ] タ ブの使用を選択 
選択フ ィ ルタの [ オブジ ェ ク ト ] タ ブを使用するには、
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1. 編集メ ニュー > フ ィ ルタ。

2. 選択フ ィ ルタの [ オブジ ェ ク ト ] タ ブで該当するチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク
し て、 設計項目と作図項目を選択し ます。  

3. 必要に応じ て、 [ 全選択 ] または [ 選択な し ] ボタ ンを使用し て く だ さい。

4. 層を選択するには、 層タ ブを ク リ ッ ク し て設定し ます。 

5. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

選択フ ィ ルタの [ 層 ] タ ブの使用を選択 
選択フ ィ ルタの [ 層 ] タ ブを使用するには、

1. 編集メ ニュー > フ ィ ルタ。

2. 層タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. 該当するチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し て、 層リ ス ト で層を選択し ます。  

4. 必要に応じ て、 [ 全選択 ] または [ 選択な し ] ボタ ンを使用し て く だ さい。 

5. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

サイ クル選択を行う

サイ クル選択を行う

同じ位置に複数のオブジ ェ ク ト があるため、 目的のオブジ ェ ク ト を簡単に選択できな
い場合には、 サイ クル選択を使います。 

1. 選択するオブジ ェ ク ト にカーソルを合わせてク リ ッ ク し ます。  

2. 目的のオブジ ェ ク ト が選択されなかった場合、 以下のいずれかを行います。  

• 標準ツールバーでサイ クル選択ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

または

• 編集メ ニューのサイ クル選択を ク リ ッ ク し ます。

または

• Tab キーを押し ます。

以上のどの操作を行っても、 現在選択中のオブジ ェ ク ト の選択が解除され、
同じ位置にある別のオブジ ェ ク ト が選択されます。

3. サイ クル選択ボタ ンを繰り返し ク リ ッ クする と、 カーソル位置にある全ての
オブジ ェ ク ト において、 選択対象を切り替える こ とができます。 
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関連 ト ピ ッ ク

選択フ ィ ルタの使用

千鳥ビアの選択

設計内のビア操作時に、 形状内の全ての千鳥ビアを選択し て編集を行う こ とが必要な
場合があ り ます。 ベタ、 自動ベタ、 ハッ チ外形線に含まれる全ての千鳥ビアを選択で
きます。

形状内の全ての千鳥ビアを選択するには、

1. ベタ、 自動ベタ、 またはハッ チ外形線を選択し て く だ さい。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの千鳥ビアを選択を選択し ます。

単一千鳥ビアの選択

単一千鳥ビア とは、 どのハッ チ外形線やベタ領域にも接続されていない千鳥ビアで
す。 そのよ う なビアを探し出し て選択する こ とができます。 設計内の全ての単一千鳥
ビア、 または特定のネ ッ ト に関連付けられた単一千鳥ビアを選択できます。 

設計全体で単一千鳥ビアを選択するには、

• オブジ ェ ク ト を選択し ていない状態で、 設計領域で右ク リ ッ ク し、 単一千鳥
ビアを選択を ク リ ッ ク し ます。

ネ ッ ト に関連付けられた単一千鳥ビアを選択するには、

1. ネ ッ ト を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの単一千鳥ビアを選択を ク リ ッ ク し ます。

制限事項 ： 単一千鳥ビアの検索では、 CAM 内層への接続は無視されます。

ヒ ン ト ： 設計検証の際、 結線状況の検査を実行する こ とによ り、 単一千鳥ビアを検索
する こ とができます。 ただ し、 最初に検査の設定をする必要があ り ます。
詳細 ： 単一千鳥ビア検査の設定。

オブジ ェ ク ト の検索
[ 探索 ] コ マン ド を使用する と、 参照先、 パー ト タ イプ、 線幅などの属性を指定し
て、 1 つまたは複数のオブジ ェ ク ト の検索と選択が可能です。 

指定する選択モー ド によ って、 検索方法は以下の 2 種類があ り ます。

• 選択モー ド－検索フ ィ ルタの設定は無視され、 検索に該当する全てを選択
し ます。 
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• 動詞モー ド－動詞モー ド で使用できる項目のみが検索し ます。 

[ 探索内容 ] のコ マン ド

[ 探索内容 ] コ マン ドの一部は、 よ り複雑な検索コ マン ド を備えています。 以下に
コ マン ド を示し ます。  

• 属性で検索

• 禁止領域で検索

• フ ォ ン ト を検索

• 物理的再利用で検索

• テス ト ポイ ン ト 形式で検索

• サーマル属性で検索

• 自動ベタ と浮動銅箔領域で検索

属性で検索

属性名や属性値で検索する こ とができます。

1. 編集メ ニュー > 探索。

2. 探索内容リ ス ト の属性を ク リ ッ クする と、 設計内の属性のリ ス ト が左側の
リ ス ト ボ ッ クスに表示されます。 

3. 属性を絞り込むには、 [ 値 ] ボ ッ クスに ワイルド カー ド または式を入力し て、
適用を ク リ ッ ク し ます。

4. 属性を ク リ ッ クする と、 属性値が右側のリ ス ト ボ ッ クスに表示されます。

右側のリ ス ト ボ ッ クスでは複数項目を選択できるため、 複数の値で検索できます。   

禁止領域で検索

1. 編集メ ニュー > 探索。

2. 探索内容リ ス ト の禁止領域を ク リ ッ クする と、 設計の禁止領域リ ス ト が左側の
リ ス ト ボ ッ クスに表示されます。 

3. 禁止領域を絞り込むには、 [ 値 ] ボ ッ クスにワイルド カー ド または式を入力し、
適用を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 実装部品高さ ] 制限を選択する と、 右側のリ ス ト ボ ッ クスに使用可能な高さ
リ ス ト が表示されます。  
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フ ォ ン ト を検索

[ 探索 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計内のラベルや文字列のフ ォ ン ト を探し
ます。 次に、 [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 以下の新規フ ォ ン ト と
フ ォ ン ト ス タ イルを設定し ます。

• ラベルフ ォ ン ト の検索

• 文字フ ォ ン ト の検索

ラベルフ ォ ン ト の検索

1. 編集メ ニュー > 探索。

2. [ 探索内容 ] リ ス ト から ラベルのフ ォ ン ト を選択し ます。

3. [ 文字列のフ ォ ン ト ] 領域で、 検索する フ ォ ン ト を ク リ ッ ク し ます。 リ ス ト に
は、 設計内の全フ ォ ン ト が表示されます。

ヒ ン ト ： 文字列のフ ォ ン ト を選択する と、 設計内で使用されている フ ォ ン ト
ス タ イルが [ 形式 ] 領域に表示されます。

4. [ 形式 ] 領域で、 検索するス タ イルを ク リ ッ ク し ます。 リ ス ト には、 設計内の
全フ ォ ン ト ス タ イルが表示されます。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。 選択されたフ ォ ン ト 特性を持つ全てのラベルが選択
されます。

6. [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新たなフ ォ ン ト と フ ォ ン ト
ス タ イルの両方またはいずれかを、 強調表示された選択内容に適用し ます。

文字フ ォ ン ト の検索

1. 編集メ ニュー > 探索。

2. [ 探索内容 ] リ ス ト から文字列のフ ォ ン ト を選択し ます。

3. [ 文字列のフ ォ ン ト ] 領域で、 検索する フ ォ ン ト を ク リ ッ ク し ます。 リ ス ト に
は、 設計内の全フ ォ ン ト が表示されます。

ヒ ン ト ： 文字列のフ ォ ン ト を選択する と、 設計内で使用されている フ ォ ン ト
ス タ イルが ［形式］ 領域に表示されます。

4. [ 形式 ] 領域で、 検索するス タ イルを ク リ ッ ク し ます。 リ ス ト には、 設計内の
全フ ォ ン ト ス タ イルが表示されます。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。 選択されたフ ォ ン ト 特性を持つ全ての文字列が選択
されます。

6. [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新たなフ ォ ン ト と フ ォ ン ト
ス タ イルの両方またはいずれかを、 強調表示された選択内容に適用し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

フ ォ ン ト の置き換え

物理的再利用で検索

再利用形式や再利用名称で検索する こ とができます。

1. 編集メ ニュー > 探索。

2. 探索内容リ ス ト の再利用形式を ク リ ッ クする と、 設計の再利用形式リ ス ト が
左側のリ ス ト ボ ッ クスに表示されます。

3. 再利用を絞り込むには、 [ 値 ] ボ ッ クスにワイルド カー ド または式を入力し、
適用を ク リ ッ ク し ます。

4. 再利用形式を ク リ ッ クする と、 再利用名 ( それぞれの形式のイ ンス タ ンス
名称 ) のリ ス ト が右側のリ ス ト ボ ッ クスに表示されます。

テス ト ポイ ン ト 形式で検索

1. 編集メ ニュー > 探索。

2. 探索内容リ ス ト から テス ト ポイ ン ト 形式を選択し ます。

3. テス ト ポイ ン ト 形式リ ス ト では、 ビア、 実装部品ピン、 ネ ッ ト のいずれかを選
択し て検索できます。 ダイアログボ ッ クスの右側にある リ ス ト ボ ッ クスの内容
は、 選択し た形式によ って変わり ます。  Table 9-1 は、 リ ス ト ボ ッ クスで表示さ
れる選択可能な項目を表示し ます。 

Table 9-1. テス ト ポイ ン ト 形式リ ス ト

選択 リ ス ト ボ ッ クスの内容

ビア ビア上の全テス ト ポイ ン ト 形式を表示、 ソー ト し ます。 

実装部品ピン 実装部品ピン上のテス ト ポイ ン ト を含んだ全ネ ッ ト を表
示、 ソー ト し ます。 検索では、 ジャ ンパピンは実装部品
ピン と し て扱われます。 
設計内に、 テス ト ポイ ン ト 属性を持つ未使用実装部品ピ
ンが 1 つ以上ある場合には、 リ ス ト ボ ッ クスの下側に未
使用ピンの名称が表示されます。  
テス ト ポイ ン ト 属性を持つ未使用実装部品ピンは、 テス
ト ポイ ン ト で検索する こ と もできます。 

ネ ッ ト 実装部品ピンまたはビア上にある、 テス ト ポイ ン ト を持
つ全てのネ ッ ト を リ ス ト し ます。  
設計内に、 テス ト ポイ ン ト 属性を持つ未使用実装部品ピ
ンが 1 つ以上ある場合には、 リ ス ト ボ ッ クスの下側に未
使用ピンの名称が表示されます。  
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4. テス ト ポイ ン ト を絞り込むには、 値ボ ッ クスにワイルド カー ド または式を
入力し、 適用を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 検索では、 ジャ ンパピンは実装部品ピン と し て扱われます。

検索結果は、 現在選択されている リ ス ト ボ ッ クスが、 [ テス ト ポイ ン ト 形式 ] リ ス ト
かその右側にある リ ス ト かによ って変わり ます。 右側のリ ス ト が選択されている時に
[ 探索 ] を実行する と、 選択し たネ ッ ト のテス ト ポイ ン ト のみ検索し ます。 [ テス ト ポ
イ ン ト 形式 ] が選択されている場合は、 全ネ ッ ト から、 選択し た形式のテス ト ポイ ン
ト を全て検索し ます。 

サーマル属性で検索

1. 編集メ ニュー > 探索。

2. 探索内容リ ス ト のサーマル属性を ク リ ッ ク し ます。

3. 属性を絞り込むには、 [ 値 ] ボ ッ クスにワイルド カー ド または式を入力し、
適用を ク リ ッ ク し ます。

左側のリ ス ト には、 サーマルデータが内部パッ ド径で一覧表示されます。 右側のリ ス
ト には、 外径 / スポークの数 / スポーク幅 / 回転で、 サーマルの詳細が一覧表示され
ます。 

自動ベタ と浮動銅箔領域で検索

[ 探索内容 ] リ ス ト ボ ッ クスには、 [ ベタ領域 ] と [ 浮動銅箔領域 ] とい う、 自動ベタ
を扱う ためのコ マン ドが 2 つあ り ます。

ベタ領域

領域の寸法によ って自動ベタ を選択し ます。 [ 値 ] フ ィ ールド に寸法を入力し ます。
その寸法以下の自動ベタ領域が全て選択されます。 選択し た自動ベタ を削除するに
は、 Delete キーを押し ます。

浮動銅箔領域

同じ ネ ッ ト 名の一部であっても、 主要なベタ領域から孤立し ている自動ベタ領域を検
索し ます。 ベタ外形のエ ッ ジに近すぎて消去された禁止領域は、 通常、 浮遊ベタ
( 浮動銅箔領域 ) と な り ます。 

浮遊ベタ領域を削除するには、 選択し て Delete キーを押し ます。  

ヒ ン ト ： ネ ッ ト 名が指定されていないベタ領域は、 浮遊ベタ と し て扱われないため、
この操作の対象にはな り ません。 
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Figure 9-2. 浮動銅箔領域

関連 ト ピ ッ ク

[ 探索 ] ダイアログボ ッ クス

部品配置時に [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスを使用

オブジ ェ ク ト の強調表示
操作対象ではないオブジ ェ ク ト でも、 強調表示する こ とができます。

1. 強調表示するオブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 編集メ ニューの強調表示を ク リ ッ クする と、 オブジ ェ ク ト が強調表示されま
す。 この後に編集操作を し ても、 この方法で強調表示し たオブジ ェ ク ト には
適用されません。 

3. 全てのオブジ ェ ク ト の強調表示を解除するには編集メ ニューの強調表示解除を
ク リ ッ ク し ます。

透視画面表示モー ドの使用
一度に複数層の配線を表示するには、 透視画面表示モー ド を使います。 このモー ド に
する と、 現在の会話層の下に隠れている禁止領域を表示する こ とができます。 
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透視画面表示モー ドの ON/OFF を切り替えるには、

• モー ド レスコ マン ド T を使用し ます。

関連 ト ピ ッ ク

外形線表示モー ドの使用

保護配線を外形モー ド で表示

外形線表示モー ドの使用
外形線表示モー ド を使用する と、 配線とパッ ドは塗り潰し オブジ ェ ク ト ではな く 外形
線オブジ ェ ク ト と し て表示されるため、 再描画時間が短 く な り ます。 配線は、 設定し
た配線幅分の距離を空けた 2 本の平行線と し て表示されます。 パッ ドは、 形状の外形
線が表示されます。 

外形線表示モー ドの ON/OFF を切り替えるには、

• モー ド レスコ マン ド O を使用し ます。

関連 ト ピ ッ ク

透視画面表示モー ドの使用

保護配線を外形モー ド で表示

測定
2 種類のモー ド レスコ マン ド を使用し て、 設計上の間隙やオブジ ェ ク ト を計測できま
す。

高速測定の使用

モー ド レスコ マン ド Q を使用し て、 ダイナ ミ ッ クな物差し で距離を測定し ます。

制限事項 ： このモー ド レスコ マン ドは [ 設計グ リ ッ ド に引き込み ] 設定の制約を受け
ます。 正確な測定結果を得るには、 設計グ リ ッ ドへの引き込みを行わないで く だ さ
い。

1. カーソルを測定の開始位置に置きます。 カーソルを動かさずにモー ド レス
コ マン ド Q を入力し、 Enter キーを押し ます。

2. カーソルを任意の方向へ動かすと、 測定の長さ を示す線が表示されます。
マウスカーソルの移動に応じ て 3 種類の測定値が表示されます。 

• dx―x 軸沿いのデルタ測定値を表示し ます。

• dy―y 軸沿いのデルタ測定値を表示し ます
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• d―開始 / 終了地点間のユーク リ ッ ド測定のデルタ を表示し ます。

3. 測定が完了し たら、 Esc キーを押し て高速測定モー ド を終了し ます。

高速距離検査の使用

モー ド レスコ マン ド QL を使用し て、 設計上で選択し た配線オブジ ェ ク ト を測定し ま
す。

1. 設計上でネ ッ ト 、 ピンペア、 または配線済み線分 ( 複数可 ) を選択し ます。

2. モー ド レスコ マン ド QL を入力し、 Enter キーを押し ます。

選択し た配線オブジ ェ ク ト の測定が Layout.err レポー ト フ ァ イルに記載され、
開きます。 すぐにアクセスできるよ う アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウにも レポー ト
フ ァ イルへのリ ン クのログが表示されます。

関連 ト ピ ッ ク

モー ド レスコ マン ド

間隙の表示

配線長モニ タの使用
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Chapter 10
層の設定

[ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスの使用
各層を定義するには、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスを使用し ます。

• 層に優先配線方向を定義する

• 銅箔面と分割 / 混在内層へネ ッ ト を関連付け

• CAM 出力に、 実装部品と ド キュ メ ン ト 層を関連付け

• 基板を片面基板と し て指定

• 電気層数の変更

• 層とサブス ト レー ト の厚さ を定義

• 電気層データ を再指定

• 指定の電気層を有効にする

• 増加層モー ド に変更
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関連 ト ピ ッ ク

実装部品面層と文書層の関連付け

電気層数の修正

層の厚さ を設定

電気層を再指定ダイアログボ ッ クス

層モー ド
PADS Layout は、 デフ ォル ト 層モー ド と増加層モー ドの 2 種類の層モー ド をサポー ト
し ています。    

デフ ォル ト 層モー ドの設計は最大 30 層です。 増加層モー ドの設計は最大 250 層です。
増加層モー ド では、 電気層の最大番号 ( 最大層数 ) は 64 で、 非電気層の最大番号
( 最大層数 ) は 186 です。 

デフ ォル ト 層モー ドから増加層モー ド に変更するには、 [ 層構成の定義 ] ダイアログ
ボッ クスの [ 最大 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 デフ ォル ト 層モー ドから増加層モー ド
に変更する と、 全ての非電気層番号は 100 ずつ加算し て再指定されます。 設計を増加
層モー ド に変更する と、 デフ ォル ト 層モー ド に戻すこ とができません。 

層 25 は、 CAM( 写真ネガテ ィ ブ ) 内層上にあるサーマルおよびアンチパッ ドのパッ ド
超過寸法を定義するために使用されます。  

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「層モー ド」

最大層番号を増加する
設計を増加層モー ド に切り替える と、 デフ ォル ト 層モー ド に戻すこ とができません。 

最大層番号を増加するには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. 最大を ク リ ッ ク し ます。 [ 最大層番号を増加 ] ダイアログボ ッ クスが表示され
ます。 

ヒ ン ト ： 層モー ド を切り換える前に、 部品形状エデ ィ タ で適切な電気層数を設定し て
く だ さい。 

1. OK を ク リ ッ クする と、 増加層モー ド に切り替わり ます。
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層を有効 / 無効にする
層を有効 / 無効にするには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. 有効 / 無効を ク リ ッ ク し ます。

3. 層を使用可能に設定するには、 [ 使用可能 ] 列の該当するチ ェ ッ クボ ッ クスを
ON にし ます。

ヒ ン ト ： 編集可能なのは [ 使用可能 ] 列のみですが、 他の列の内容で層を並べ
替える こ と もできます。 列の見出し を ク リ ッ クする と、 列の値で並べ替えを し
ます。 逆の順番で並べ替えるには、 同じ見出し を再度ク リ ッ ク し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。

電気層数の修正
電気層数を変更する前に、 設計から全ての非貫通ビア と それらの定義内容を削除し て
く だ さい。 また、 基板上に物理的設計再利用が存在する場合には、 電気層の層構成定
義は修正できません。 

ヒ ン ト ： デフ ォル ト 層モー ド または増加層モー ドのどち らでも、 設計内の電気層数を
変更する こ とができます。 

電気層数を変更するには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. 修正を ク リ ッ ク し ます。 [ 電気層数を修正 ] ダイアログボ ッ クスが表示されま
す。

3. [ 電気層数を修正 ] ダイアログボ ッ クスで、 指定の範囲内で電気層の数を入力
し ます。  

4. OK を ク リ ッ ク し ます。 [ 電気層を再指定 ] ダイアログボ ッ クスが表示されま
す。

5. 必要に応じ て、 既存の電気層の電気情報を新規層に再指定し ます。 デフ ォル ト
のパラ メ ータ値で、 新規電気層がデータベース内に作成されます。
詳細 ： 電気層の再指定

6. OK を ク リ ッ ク し ます。 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。

ヒ ン ト ： 電気層数を増やす場合は、 ペア層の設定も変更する必要があ り ます。
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基板を片面基板と し て指定
電気層が 2 層以下の場合のみ、 基板を片面基板と し て指定できます。 

基板を片面基板と し て指定するには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. 片面基板をサポー ト を ク リ ッ ク し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 

• 接続性検査で、 非メ ッキ ド リル穴付きの実装部品ピンの接続性エラーはレポー
ト されません。 部品面層に配置された実装部品と ジャ ンパは半田面層のパッ ド
にソルダージ ョ イ ン ト で接続されている とみな されます。

• CAM 出力では、 パッ ド ス タ ッ クでの設定にかかわらず、 すべての貫通穴ピン と
ビアは非メ ッキとみな されます。

実装部品面層と文書層の関連付け
部品面または半田面を実装部品面層と設定し た場合、 選択し た層を文書層に関連付け
指定やマ ッ プする こ とができます。 CAM( ネガ ) 内層は、 単独ネ ッ ト に指定されてい
る必要があ り ます。 分割 / 混在内層には複数ネ ッ ト の指定が可能です。

こ こ で作成される層の関連付けは、 CAM 出力ルーチンで使用されます。 例えば、 部
品面のシルク を出力する場合には、 シルクスク リーンに関連付けた文書層が自動的に
CAM 記録文書に追加されます。   

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「実装部品と文書層の関連付け」

層 7 と任意の項目を関連付けるには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. 層 7 が電気層ではない場合には、 7 を ク リ ッ ク し ます。 

3. 名称ボッ クスで、 [ シルク ]、 [ 文字 ]、 [ 部品面 ] など、 層の目的を特定し ます。
リ ス ト 内の層 7 の名称が、 [ 名称 ] ボ ッ クスの入力内容と置き換わり ます。

4. シルク を ク リ ッ ク し ます。 層 7 の形式は GN( 汎用 ) から、 SS( シルクスク リー
ン ) に変わり ます。 

PADS Layout では、 ( デフ ォル ト 層モー ドの場合 ) 層 21 から 30 を、 部品面と半田面
のシルクスク リーン層を含む、 基板製造プロ ッ ト 形式のデフ ォル ト 文書層に指定し て
います。 
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2 つのシルク文書層の内の 1 つを関連付けるには、 部品面実装部品面層と適切に設定
し ます。  

1. [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 層 1 を ク リ ッ ク し ます。

2. 関連性を ク リ ッ ク し ます。 [ 実装部品層を指定 ] ダイアログボ ッ クスが表示さ
れます。

3. シルクボ ッ クスで層を ク リ ッ ク し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

層に優先配線方向を定義する 
層に優先配線方向を定義するには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. 層リ ス ト から、 配線方向を指定する層を選択し ます。  

3. [ 配線方向 ] 領域で、 配線方向オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 全ての電気層に基本の配線方向を指定する必要があ り ます。 水平方
向、 垂直方向、 任意方向、 ＋ 45°方向、 － 45°方向から選択し ます。 非電気
層は配線方向を指定できません。 配線方向は手動 / 自動配線のパフ ォーマンス
に影響し ます。 例えば、 水平方向を選択し ても層上の配線のほとんどが垂直と
なる場合には、 配線編集の実行が遅 く な り ます。 また、 任意方向を選んでも、
配線編集の実行に影響する場合があ り ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

層を分割 / 混在内層接続層に設定
[ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 層を分割 / 混在内層接続層に設定
し ます。

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. 層リ ス ト から内層を選択し、 [ 内層銅箔面形式 ] 領域で分割 / 混在を選択
し ます。

関連 ト ピ ッ ク

分割 / 混在内層接続層にネ ッ ト を指定

分割または混在内層接続層の作成

サーマルの設定

内層接続面の分割
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ネ ッ ト 名の指定
ネ ッ ト 名を指定するには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. CAM 内層または混在内層接続と し て設定する層を選択し ます。

3. ネ ッ ト 指定を ク リ ッ ク し ます。 [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスが
表示されます。

4. 全ネ ッ ト リ ス ト でネ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。

5. 追加を ク リ ッ ク し、 ネ ッ ト を [ 指定済ネ ッ ト ] リ ス ト に移動し ます。

6. 層が分割 / 混在内層の場合は、 更にネ ッ ト を関連付ける こ とができます。

7. OK を ク リ ッ ク し、 [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

8. OK を ク リ ッ ク し、 [ 層構成定義 ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

ネ ッ ト 指定時に、 そのネ ッ ト の内層接続多角形を作成する こ とができますが、 後で
作成する こ と も可能です。 指定時に作成し た場合、 これらのネ ッ ト に関連付けられた
パッ ドは、 適切な多角形内にある場合、 サーマルイ ンジケータ を得ます。

1 つのネ ッ ト を必要なだけの数の層に指定する こ とができます。 

関連 ト ピ ッ ク

分割または混在内層接続層の作成

内層接続面の分割

分割 / 混在内層接続層にネ ッ ト を指定

層を分割 / 混在内層接続層に設定

サーマルの設定

ネ ッ ト 名の指定解除
ネ ッ ト 名を指定解除するには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. CAM 内層または混在内層接続と し て設定する層を選択し ます。

3. ネ ッ ト 指定を ク リ ッ ク し ます。 [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスが
表示されます。

4. [ 指定済ネ ッ ト ] リ ス ト でネ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。
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5. 削除を ク リ ッ ク し ます。 ネ ッ ト 名が [ 全ネ ッ ト ] リ ス ト に戻り ます。

電気層の再指定
層の再指定を行う際には、 実装部品の禁止領域は無視されます。 禁止領域は作成し た
層の上に残り ます。 また、 基板上に物理的設計再利用が存在する場合には、 電気層の
層構成定義は修正できません。  

層を再指定は慎重に行って く だ さい。 表面実装部品のピンや非貫通ビアのよ う に、
パッ ド に配線が追従し ていても新規層が使用不可能な場合には、 配線の終点から実装
部品ピンに長さ 0 の未配線が配置されます。 

ある層を、 別の層に再指定するには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. 再指定を ク リ ッ ク し ます。 [ 電気層を再指定 ] ダイアログボ ッ クスが表示され
ます。

3. 旧リ ス ト で、 再指定を行う層の番号を ク リ ッ ク し ます。 

4. 新層番号ボ ッ クスに、 指定する層番号を入力し ます。 旧層から新規層へ項目の
マージはできませんが、 層を交換する こ とは可能です。 また、 指定先の層は空
でなければな り ません。 

5. 以下の情報が、 旧層から新規層に移動し ます。  

• 配線と ビア

• 作図オブジ ェ ク ト

• 層の名称、 層の形式、 配線方向と部品実装面層 / 内層接続層パラ メ ータ   

6. 層の数を減ら し、 選択し た層にデータがない場合には、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し
てその層を削除できます。  

7. OK を ク リ ッ ク し ます。 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。

層の厚さ を設定
[ 層の厚さ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 層の厚さやサブス ト レー ト の厚さ、
誘電率などの定義ができます。 この情報は、 設計検証の際に電気特性検査 (EDC) で
使用されます。 

高速回路のプ リ ン ト 基板上の配線は、 隣接する導体に干渉を拡散させる伝送線と し て
機能する場合があ り ます。 高速回路の配線規則モジュールで、 ネ ッ ト ク ラス、 ネ ッ
ト 、 ピン間接続に対し て間隙を設定し て、 その後、 高速回路検査を行い、 イ ンピーダ
ンス、 遅延、 配線長、 デ ィ ジーチ ェーン ( 連鎖接続 )、 平行配線などのプロパテ ィ を
レポー ト し て く だ さい。 これらの障害は干渉を引き起し、 プロ ト タ イプのコ ス ト 上の
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問題の原因と な り ます。 これらの検査は、 基板全体または特定のネ ッ ト に対し て実行
できます。 

必須事項 ：

• 電気特性検査 (EDC) を実行する前にこれらの定義を設定し て く だ さい。

• EDC 実行前に、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで内層接続層を定義し て
お く 必要があ り ます。 2 層の基板に関し ては、 一時的に、 どち らかの層を内層
接続層と設定し ます。

層の値を設定するには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義 > 厚さボタ ン

2. 各誘電体層に関し ては、 [ 種類 ] セルをダブルク リ ッ ク し、 「層」 がプ リ プレグ
かサブス ト レー ト かを選択し ます。

別の方法 ： セルを ク リ ッ ク し た後に [ 編集 ] を ク リ ッ ク し て設定する こ と も
可能です。

3. 各層に対し て、 [ 厚み ] セルを ク リ ッ ク し、 値を入力し ます。

例外 ： コーテ ィ ングが必要ない場合、 厚さは 0 に設定し ます。

4. 各誘電体層に対し て、 [ 絶縁層 ] セルを ク リ ッ ク し、 誘電率の値を入力し ます。

ヒ ン ト ： ベタの厚さは、 重さ または設計単位で表示、 編集する こ とができます。 使用
し たいベタの厚さの単位を ク リ ッ ク し て く だ さい。

関連 ト ピ ッ ク

設計検証

高速回路規則 ( 電気特性検査 ) の設定

電気特性検査 (EDC) パラ メ ータの設定

層の厚さの指定
層の厚さ を指定するには、

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義

2. 厚さ を ク リ ッ ク し ます。 [ 層の厚さ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。
選択する層に応じ て、 特定のパラ メ ータ を指定する こ とができます。 

3. 編集し たい種類の値を ク リ ッ ク し ます。 

4. 編集を ク リ ッ ク し て、 値を変更し ます。 サブス ト レー ト 、 プ リ プレグのいずれ
かを選択し ます。
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5. 編集し たい [ 厚さ ] または [ 絶縁層 ] の値を ク リ ッ ク し ます。 編集を ク リ ッ ク
し て、 値を変更し ます。

6. 銅箔厚の単位系を選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

ラテ ィ ウム検査の設定

内層接続検査の設定

間隙検査の設定

電気特性検査 (EDC) パラ メ ータの設定

高速回路規則 ( 電気特性検査 ) の設定

製造関連検査の設定

層の厚さ を設定

設計検証

ワイヤボン ド検査の設定
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Chapter 11
色を設定する

画面上のオブジ ェ ク ト の色を設定
レ イアウ ト 設計の作業を行う際、 表示色を カス タ マイズし て、 配置するオブジ ェ ク ト
の可視性を高める こ とができます。 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスでは、
以下のこ とが可能です。

• 層またはオブジ ェ ク ト タ イプご とに、 オブジ ェ ク ト の色を設定 / 変更。

• オブジ ェ ク ト を画面上で表示 / 非表示に設定 ( 層またはオブジ ェ ク ト タ イプご と
の設定も可能 )。

• 色選択パレ ッ ト のカス タ マイズ。

• カス タ マイズ内容を設定フ ァ イルに保存。 

オブジ ェ ク ト タ イプの表示色を設定するには、

1. 設定メ ニュー > 画面表示色を設定。

2. 選択済の色領域で色を ク リ ッ ク し ます。 ( 色を選択するパレ ッ ト を変更する
場合、 パレ ッ ト ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細 ： カ ラーパレ ッ ト を変更する )

3. [ 層の表示色 ] 領域で、 オブジ ェ ク ト タ イプのタ イルを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ：

• 1 つの層上で全オブジ ェ ク ト を同じ色にするには、 [ 全オブジ ェ ク ト に適用 ]
を ク リ ッ ク し ます。

• 全層上で特定のオブジ ェ ク ト タ イプを同じ色にするには、 [ 全層に適用 ] を
ク リ ッ ク し ます。

• 特定のオブジ ェ ク ト タ イプを非表示にするには、 そのオブジ ェ ク ト タ イプ
のタ イルに背景色を設定し て く だ さい。 複数のオブジ ェ ク ト ( 同一層の全
オブジ ェ ク ト など ) を非表示にする こ とができます。 詳細 ： 画面上でオブ
ジ ェ ク ト を非表示にする。

• ピン番号に色を指定するには、最初に [ ピン番号 ] 列の上にあるチ ェ ッ クボ ッ
クスを選択し て、 ピン番号を表示させます。 ( デフ ォル ト では、 ピン番号は
非表示に設定されています。 ) デフ ォル ト 色をそのまま使用するか、 別の色
を設定し ます。 

ピン番号は、 部品面層の色または半田面層の色のどち らかにな り ます。
ピンが部品面層上のパッ ド を持つ場合、 そのピンの番号は部品面層の色と
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な り ます。 半田面層のパッ ド を持つ場合は、 半田面層の色と な り ます。
貫通穴ピンの色は、 その実装部品がどのよ う に実装されるかによ って異な
り ます。 半田面で実装される実装部品の貫通穴ピンは、 半田面層の色にな
り ます。 それ以外の場合は、 ピン番号は部品面層の色にな り ます。

4. 適用を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 色の設定が画面表示に反映されます。 設計を保存する と、 色設定も設計データ
と と もに PADS Layout に保存されます。
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ヒ ン ト ：

• 設計上の作業でよ く 使う表示色設定を保存する こ とができます。
詳細 ： 色の指定を保存

• モー ド レスコ マン ド を使って、 ピン番号を表示 / 非表示にできます。 画面を
ク リ ッ ク し、 PN と入力し ます。 [ モー ド レスコ マン ド ] ダイアログボ ッ クスが
表示されます。 Enter キーを押し ます。

バージ ョ ン 2.1 以前の PowerPCB に保存された色設定は、 3.0 以降では使用する こ とが
できません。

関連 ト ピ ッ ク

部品形状エデ ィ タのデフ ォル ト の色と層のカス タ マイズ

カ ラーパレ ッ ト を変更する

色の指定を保存

部品形状エデ ィ タ での色の設定

[ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クス

カ ラーパレ ッ ト を変更する
[ 選択済の色 ] 領域で任意の 1 色を変更するには、

1. 設定メ ニュー > 画面表示色を設定。

2. [ 選択済の色 ] から、 変更し たい色を ク リ ッ ク し ます。

3. パレ ッ ト ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. 使用し たい色を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： カ ラーパレ ッ ト の詳細については、 Windows のヘルプをご参照 く だ さい。

関連 ト ピ ッ ク

画面上のオブジ ェ ク ト の色を設定

部品形状エデ ィ タのデフ ォル ト の色と層のカス タ マイズ

色の指定を保存

部品形状エデ ィ タ での色の設定

[ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クス
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部品形状エデ ィ タ での色の設定
部品形状エデ ィ タ で色を設定するには、 レ イアウ ト エデ ィ タの場合と同様、 [ 画面表
示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスを使用し ます。 部品形状エデ ィ タ を開いてから、
設定メ ニューの画面表示色を定義を選択し ます。

部品形状エデ ィ タの [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスの内容は、 レ イアウ ト
エデ ィ タのものとは少し変わり ます。

• [ 設計項目 ] 領域では、 配線、 ビア、 エラーは使用できません。

• [ ラベル ] 領域で使用できる ものは、 以下のとお り です ：

• ピン番号－ピン番号、 ピン タ イプ、 参照名 (Name 属性 ) の色を設定し ます。 

ヒ ン ト ： レ イアウ ト エデ ィ タ と同様、 参照名とパー ト タ イプ項目は表示さ
れません。 これらはピン番号項目の一部と なっています。

• 属性－属性の表示色を設定し ます。

• [ 外形線 ] 領域では、 部品面と半田面は使用できません。 

• [ その他 ] 領域では、 基板外形線と結線は使用できません。 

関連 ト ピ ッ ク

部品形状エデ ィ タのデフ ォル ト の色と層のカス タ マイズ

カ ラーパレ ッ ト を変更する

色の指定を保存

画面上のオブジ ェ ク ト の色を設定

[ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クス

全オブジ ェ ク ト を表示
オブジ ェ ク ト を表示するには、

1. 設定メ ニュー > 画面表示色を設定。

2. 全てに指定を ク リ ッ ク し て、 [ 全層に対する画面表示色を指定 ] ダイアログ
ボッ クスを表示し ます。

3. 自動的にオブジ ェ ク ト を可視属性に設定を ク リ ッ ク し ます。

4. 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます。

• オブジ ェ ク ト 毎の画面表示色 －現在背景色に設定されている特定の
オブジ ェ ク ト タ イプに対し、 全層上で色を設定し ます。
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• 層毎の画面表示色－現在背景色に設定されている全オブジ ェ ク ト に対し、
同一層上で色を設定し ます。

• 選択済表示色－現在背景色に設定されている全オブジ ェ ク ト に対し、
[ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスのカ ラーパレ ッ ト から選択し た色
を全層上で設定し ます。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。

オブジ ェ ク ト を非表示にする こ と も可能です。 詳細 ： 画面上でオブジ ェ ク ト を非表示
にする

画面上でオブジ ェ ク ト を非表示にする
レ イアウ ト 設計で実装部品の配置や配線の際に、 特定のオブジ ェ ク ト だけを表示し
て、 他は非表示にする と便利なこ とがあ り ます。 例えば、 部品面層で配線を行う際に
は、 電源、 グラウン ド、 半田面層にあるオブジ ェ ク ト を非表示にし たい場合があ り ま
す。

全オブジ ェ ク ト を非表示にするには、

1. 設定メ ニュー > 画面表示色を設定。

2. 行いたい操作に合った方法を使用し ます。

• 特定のオブジ ェ ク ト タ イプを非表示にするには、 そのオブジ ェ ク ト のタ イ
ルを背景色に設定し て く だ さい。

ヒ ン ト ： ピン番号を非表示 ( または再度表示 ) するには、 モー ド レス コマン
ド も使用できます。 詳細 ： ピン番号を表示 / 非表示にする

• 特定の層上の全オブジ ェ ク ト を非表示にするには、 その層の名前の横にあ
るチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。 層上の全オブジ ェ ク ト を表示するに
は、 チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にし ます。

• 全層上の特定のオブジ ェ ク ト タ イプを非表示にするには、 そのオブジ ェ ク
ト の列にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。 全層上の特定のオブジ ェ
ク ト タ イプを表示するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にし て く だ さい。

• 全オブジ ェ ク ト を非表示にするには、 全層上の全てのオブジ ェ ク ト を背景
色に変更し ます。 この方法は、 ([ その他 ] 領域で色を設定する ) 基板外形線
と結線以外のオブジ ェ ク ト の表示を簡単にク リ ア し たい時に便利です。

全てに指定を ク リ ッ ク し ます。 [ 全層に対する画面表示色を指定 ] ダイアロ
グボッ クスで、 全オブジ ェ ク ト を背景色に指定を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 使用し ていた設計色に戻せるよ う、 色の設定は必ず保存し て く だ
さい。
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• 表示できるオブジ ェ ク ト を持つ層のみ表示するには、 可視属性制限チ ェ ッ
クボッ クスを選択し ます。

3. 適用を ク リ ッ ク し ます。

ピン番号を表示 / 非表示にする
レ イアウ ト 設計の際、 モー ド レスコ マン ド を使用し てピン番号の表示 / 非表示を
切り替える こ とができます。

ピン番号を非表示 ( または再度表示 ) にするには、

1. 画面を ク リ ッ ク し、 PN と入力し ます。 [ モー ド レスコ マン ド ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

2. Enter キーを押し ます。

関連 ト ピ ッ ク

モー ド レスコ マン ド

異なる層上のオブジ ェ ク ト に色を指定
異なる層上に存在する異なるオブジ ェ ク ト に対し、 さ まざまな色を設定する こ とがで
きますパッ ド、 実装部品ピン、 配線、 ビア、 ラ イ ン ( 非電気作図項目 )、 文字、 ベタ
および自動ベタ、 エラー、 ラベル ( 参照名、 パー ト タ イプ、 属性ラベル )、 禁止領域、
外形線 ( 部品面および半田面 ) に色を指定する こ とができます。  

色を指定するには、

1. 設定メ ニュー > 画面表示色を設定。

2. 選択済の色領域で色を ク リ ッ ク し ます。

3. 項目の列と層の行にある タ イルを ク リ ッ ク し ます。 その層における該当オブ
ジ ェ ク ト の色が変更されます。

4. 特定の層上の全オブジ ェ ク ト を非表示にするには、 層の名前の横にあるチ ェ ッ
クボッ クスを OFF にし ます。 オブジ ェ ク ト を表示するには、 チ ェ ッ クボ ッ ク
スを ON にし て く だ さい。

5. 全層上の特定のオブジ ェ ク ト タ イプを非表示にするには、 そのオブジ ェ ク ト の
列にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。 オブジ ェ ク ト を表示するには、
チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にし て く だ さい。

ヒ ン ト ： 属性形式ご とに色の設定を行う こ とはできません。 層単位での設定と な り ま
す。
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関連 ト ピ ッ ク

層上の全オブジ ェ ク ト に同じ色を指定

全層上の特定のオブジ ェ ク ト に色を指定

カ ラーパレ ッ ト を変更する

色の指定を保存

部品形状エデ ィ タ での色の設定

画面上のオブジ ェ ク ト の色を設定

[ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クス

層上の全オブジ ェ ク ト に同じ色を指定
特定の層にある全オブジ ェ ク ト に対し て、 同じ色を指定する こ とができます。

1. 設定メ ニュー > 画面表示色を設定。

2. カ ラーパレ ッ ト で色を ク リ ッ ク し ます。

3. 項目の列と層の行にある タ イルを ク リ ッ ク し て、 その層上の特定オブジ ェ ク ト
に対し、 カ ラーパレ ッ ト で選択し た色を指定し ます。 その層における、 該当オ
ブジ ェ ク ト の色が変更されます。

4. 全オブジ ェ ク ト に適用を ク リ ッ ク し ます。 そのオブジ ェ ク ト の色が、 その層上
の全オブジ ェ ク ト に適用されます。 

関連 ト ピ ッ ク

全層上の特定のオブジ ェ ク ト に色を指定

異なる層上のオブジ ェ ク ト に色を指定

カ ラーパレ ッ ト を変更する

色の指定を保存

部品形状エデ ィ タ での色の設定

画面上のオブジ ェ ク ト の色を設定

[ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クス

全層上の特定のオブジ ェ ク ト に色を指定
全層上の特定のオブジ ェ ク ト に対し て色を指定できます。

1. 設定メ ニュー > 画面表示色を設定。

2. カ ラーパレ ッ ト で色を ク リ ッ ク し ます。
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3. 項目の列と層の行にある タ イルを ク リ ッ ク し て、 その層上の特定オブジ ェ ク ト
に対し、 カ ラーパレ ッ ト で選択し た色を指定し ます。 その層における該当オブ
ジ ェ ク ト の色が変更されます。

4. 全層に適用を ク リ ッ ク し ます。 そのオブジ ェ ク ト の色が、 全層に適用されま
す。 

関連 ト ピ ッ ク

層上の全オブジ ェ ク ト に同じ色を指定

異なる層上のオブジ ェ ク ト に色を指定

カ ラーパレ ッ ト を変更する

色の指定を保存

部品形状エデ ィ タ での色の設定

画面上のオブジ ェ ク ト の色を設定

[ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クス

色の指定を保存
[ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスで行った色の指定を、 フ ァ イルに保存する
こ とができます。

1. 設定メ ニュー > 画面表示色を設定。

2. 色の設定を行います。

3. 設定内容領域の保存を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 構成フ ァ イル ] ダイアログボ ッ クスで名称を入力し ます。 現在の色の設定が、
新名称で保存されます。 設定は、
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Settings フ ォルダに保存さ
れます。 指定し た名前に拡張子 .ccf が付きます。 デフ ォル ト の表示色設定を変
更するには、 色の設定を  default.ccf と命名し ます。 [ 構成フ ァ イル ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

警告 ： 既存の色の設定に上書き し ても、 プロンプ ト は表示されません。 

以前に保存し た設定を使用するには、 設定内容リ ス ト からその設定を選択し ます。  

現在の色の設定を既存の設定名で保存するには、 設定内容リ ス ト からその設定名を
選択し、 保存を ク リ ッ ク し ます。 新しい設定内容に、 既存のフ ァ イル名を指定し ま
す。 フ ァ イルが上書き されます。 

設定を削除するには、 リ ス ト 内の設定を選択し、 削除を ク リ ッ ク し ます。



色を設定する
色の指定を保存

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 293

関連 ト ピ ッ ク

部品形状エデ ィ タ での色の設定

画面上のオブジ ェ ク ト の色を設定

[ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クス
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Chapter 12
オプシ ョ ン設定

設計オプシ ョ ンの編集 
[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 PADS Layout 操作に影響するオプ
シ ョ ンの確認や編集ができます。 オプシ ョ ンを編集し て、 設計や作業内容に合った
作業環境を設定する こ とが可能です。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスで指定するオプシ ョ ンは、 全ての設計に適用され
ます。

設計オプシ ョ ンを編集するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン。

2. 確認し た り、 修正し たいオプシ ョ ンを含むタ ブを ク リ ッ ク し ます。

• 自動寸法線

• 設計

• ダイ実装部品

• 作図の各種定義

• 一般設定

• グ リ ッ ド

• 調整 / 差動ペア

• 配線

• 分割内層接続層 / 混在内層接続層

• テ ィ ア ド ロ ッ プ

• サーマル

• ビアパターン

3. タ ブ内のオプシ ョ ンを必要に応じ て編集し ます。

4. オプシ ョ ンの編集を続けるには、 別のタ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。
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自動寸法線オプシ ョ ンの編集
[ 自動寸法線 ] タ ブでは、 寸法線オブジ ェ ク ト の実際の外観 ( 文字寸法や延長線 ) を
指定し、 寸法線オブジ ェ ク ト を表示するのに使用する層を指定し ます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ

ダイアログボッ クス右側には、 現在の設定のさ まざまな方向における寸法線の外観が
表示されます。 数値を修正し た場合、 [ 適用 ] を ク リ ッ クするか、 他のフ ィ ールド を
ク リ ッ ク し て画像を更新し て く だ さい。

タ ブには以下のページがあ り、 ダイアログボ ッ クス上部のリ ス ト から選択できます。

• 一般設定

• 直線と矢印

• 文字

自動寸法線の一般設定オプシ ョ ンの編集

自動寸法線の文字やラ イ ンを表示する層、 延長線の外観、 円寸法の測定方法を定義す
るには、 [ 自動寸法線 ] タ ブの [ 一般設定 ] 設定を使用し ます。 こ こでの設定は、 間隙
を示す文字やラ イ ンなどの外観に影響し ます。 

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 寸法線項目を表示する層の指定

• 延長線の外観を指定

• 円寸法の指定

寸法線項目を表示する層の指定

寸法線項目は、 メ イ ンツールバーの層リ ス ト で設定された現在の層を無視し ます。
そのため、 こ こ で層を設定する必要があ り ます。 層 0 に配置された項目は、 全ての層
に表示されます。

自動寸法項目を表示する層を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 一般設定設定

2. 自動寸法線の文字と ラ イ ンが表示される層を選択し ます。

ヒ ン ト ： 選択し た寸法対象の層や、 その寸法項目要素のいずれかを初期化するには、
[ 寸法線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し ます。
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延長線の外観を指定

延長線の外観を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 一般設定設定

2. 寸法線を作成する際に、 選択し た最初のポイ ン ト で延長線を表示し たい場合、
補助線 1 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。

3. 寸法線を作成する際に、 選択し た 2 番目のポイ ン ト で延長線を表示し たい場
合、 補助線 2 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

4. 以下のいずれかを編集し ます ：

• 指示間隙－選択ポイ ン ト と延長線との間隔を設定し ます。

• 矢印－矢印から突き出ている線の部分を設定し ます。

• 線幅－延長線の幅を設定し ます。

ヒ ン ト ： 数値では現在の設計単位系を使用し ます。

円寸法の指定

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 一般設定設定

円寸法の測定方法を指定するには、 以下のオプシ ョ ンのいずれかを ク リ ッ ク し ます。

• 半径－半径を測定し ます。

• 直径－直径を測定し ます。

関連 ト ピ ッ ク

自動寸法線オプシ ョ ンの編集

オプシ ョ ン設定

自動寸法線の直線と矢印オプシ ョ ンの編集

[ 直線と矢印 ] ページを使用し て、 自動寸法線の直線と矢印の外観を指定し ます。
こ こ での設定は、 間隙を示す文字やラ イ ンなどの外観に影響し ます。 

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 補助ツールのス タ イルを指定

• 矢印のス タ イルを指定

補助ツールのス タ イルを指定

補助ツールのオプシ ョ ンでは、 自動寸法線の補助ツールの形状を設定し ます。
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ヒ ン ト ： 数値では現在の設計単位系を使用し ます。

補助ツールのス タ イルを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 直線と矢印設定

2. 補助ツール形状の組み合わせを選択し ます。

3. [ 寸法 ] ボ ッ クスに、 補助ツール形状の長さ または直径を入力し ます。

4. [ 線幅 ] ボ ッ クスに、 補助ツールの線幅を入力し ます。

5. 適用を ク リ ッ ク し ます。

矢印のス タ イルを指定

矢印形状のオプシ ョ ンでは、 自動寸法線の矢印の外観を指定し ます。

ヒ ン ト ： 数値では現在の設計単位系を使用し ます。

矢印のス タ イルを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 直線と矢印設定

2. 矢印の形状を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 右端にある形状は基準線です。 基準線では矢印が使用されず、 寸法は
延長線の上側に表示されます。 基準線自動寸法を使用する際に、 基準線が作成
されます。

3. 以下のいずれかを編集し ます ：

• 文字間隙－矢印の線の終わり と測定文字の間隔

• 矢印長－矢印の頭の先端から終わり までの長さ

• 矢印幅－矢印の高さ

• 寸法線長－テール部分の最小の長さ

• 線幅－テールと矢印線の線幅

制限事項 ： これらのオプシ ョ ンは、 基準線に対し ては使用できません。

4. 適用を ク リ ッ ク し ます。

自動寸法線の文字オプシ ョ ンの編集

間隙を示す文字の外観を指定するには、 [ 文字 ] 設定を使用し て く だ さい。 

こ こ では、 以下について説明し ます ：
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• 文字寸法と接尾辞の指定

• 文字方向の指定

• 文字位置の指定

• 精度 / 分解能を指定

• 文字を省略

ヒ ン ト ： 数値では現在の設計単位系を使用し ます。

文字寸法と接尾辞の指定

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 文字設定

文字寸法と接尾辞を指定するには、 以下のオプシ ョ ンのいずれかを編集し ます。

• 高さ－文字寸法の高さ

• 線幅－ 1 つの文字の幅

• 接尾－寸法測定値に付ける接尾語

文字方向の指定

自動寸法の文字方向を、 画面または自動寸法矢印に対し て相対的に変更する こ とがで
きます。 Table12-1 では、 各オプシ ョ ンについて説明し ます。

文字方向を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 文字設定

2. [ デフ ォル ト 設定方向 ] 領域で、 いずれかのオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

文字位置の指定

延長線や矢印に対し て相対的に文字を配置し た り、 [ 表示位置指定 ] 領域のオプシ ョ
ンを選択し て手動で文字を配置する こ とができます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 文字設定

Table 12-1. 文字方向オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

水平方向 矢印の角度に関係な く 、 自動寸法文字を水平に配置し ます。

垂直方向 矢印の角度に関係な く 、 自動寸法文字を垂直に配置し ます。

矢印と同じ方向 自動寸法文字を矢印と平行に配置し ます。
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延長線に対し て相対的に文字を配置

延長線の外側に文字を配置し た り、 また可能な場合は、 延長線の内側へ配置する こ と
ができます。

延長線に対し て相対的に文字を配置するには、

• [ デフ ォル ト 位置 ] 領域で、 いずれかのオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

矢印に対し て相対的に文字を配置

矢印の中心線に対し て相対的に文字を配置する こ とができます。

矢印に対し て相対的に文字を配置するには、

1. 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

• 上側－矢印の中心線の上部に文字を配置し ます。

• 中央－矢印の中心線上に文字を配置し ます。

• 下側－矢印の中心線の下側に文字を配置し ます。

• 指定－指定し た位置に文字を配置し ます。

2. [ 指定 ] を選択し た場合は、 値を入力し ます。

ヒ ン ト ： 0 を入力する と、 文字を中央に配置し ます。 正の数は矢印の上側に、 負の数
は矢印の下側に文字を配置し ます。

文字を手動で配置

寸法線を追加する際に、 文字を カーソルに付けて、 手動で配置する こ とができます。

手動での文字配置を行う には、

• マニュアル位置チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

精度 / 分解能を指定

線形および角度の測定における分解能を指定する こ とができます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 文字設定

線形の分解能を指定するには、

• [ 線形 ] ボ ッ クスに、 少数部分の数字を現在の単位系で入力し ます。

角度の分解能を指定するには、

• [ 角度 ] ボ ッ クスに、 少数部分の数字を度数で入力し ます。
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文字を省略

寸法文字を表示し ない寸法線と矢印を作成する こ とができます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 文字設定

文字を省略するには、

• [ 表示位置指定 ] 領域で、 文字省略チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

自動寸法線オプシ ョ ンの編集

オプシ ョ ン設定

配置と配線オプシ ョ ンの編集
[ 設計 ] タ ブを使用し て、 配置と配線のオプシ ョ ンを指定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 移動後の再配線を指定

• 移動中のカーソル位置を指定

• 移動後の押し退けを指定

• 未配線ネ ッ ト 長の最短化を指定

• グループ編集処理の指定

• ラ イ ン / 配線角度の指定

• マイ ターオプシ ョ ンの指定

• オン ラ イ ン設計規則チ ェ ッ クの設定

移動後の再配線を指定

[ 実装部品移動中は配線がス ト レ ッ チ ] チ ェ ッ クボ ッ クスを使用し て、 移動し た部品
に接続されたネ ッ ト に対し て、 最配線を行うか未配線を作成するかを指定し ます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 設計タ ブ

移動後に結線の再配線を行う よ う にするには、 以下のいずれかを行います。

• ピン交換または部品移動の後に再配線を行う場合は、 実装部品移動中は配線が
ス ト レ ッ チチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。
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結果 ： 移動の完了後、 以前のピンの位置にある タ ッ ク と ピンの新しい位置の間に、
新配線が作成されます。 

• ピン交換または部品移動の後に未配線の結線を作成する場合は、 実装部品移動
中は配線がス ト レ ッ チチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「実装部品移動中のス ト レ ッ チ配線による移動」

移動中のカーソル位置を指定

[ 移動の各種定義 ] 領域では、 移動する部品上のどの位置にカーソルを付けるかを
指定し ます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 設計タ ブ

移動中に部品にカーソルを付ける場合は、 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます。

• 基準点に移動－部品の基準点にカーソルを付けます。

• カーソル位置に移動－部品の現在位置から部品にカーソルを付けます。

例 ： カーソルの座標が X=200, Y=500 で、 選択し た部品が X=0, Y=0 の場合に移動を開
始する と、 カーソルは X=1200, Y=1500 に、 部品は X=1000, Y=1000 に移動し ます。

• 中間点に移動－部品を囲む矩形の中心にカーソルがつきます。

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから カーソル位置を指定

部品の移動中、 以下のシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを使用し て、 カーソル位置を編集する
こ とができます。

• レ イアウ ト エデ ィ タの [ 移動 ]

• レ イアウ ト エデ ィ タの [ 順次移動 ]

• 部品形状エデ ィ タの [ ター ミ ナルを移動 ]

• レ イアウ ト エデ ィ タおよび部品形状エデ ィ タの [ 放射移動 ]

移動後の押し退けを指定

[ 押退 ] 領域で押し退け方法を指定し て、 ツール > 自動押し退けコ マン ド を使って部
品を移動し た後に部品が重なるのを防ぎます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 設計タ ブ

移動後の押し退けを指定するには、 以下のオプシ ョ ンのいずれかを ク リ ッ ク し ます。



オプシ ョ ン設定
配置と配線オプシ ョ ンの編集

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 303

• 自動－部品の移動終了後、 重複する実装部品を自動的に移動し て押し退けま
す。

• 確認－部品の移動終了後、重複する各部品に対し [ 押退 ] ダイアログボ ッ クスが
表示されるため、 押し退けの適用を コ ン ト ロールできます。

• オフ－押し退けを行いません。

未配線ネ ッ ト 長の最短化を指定

[ 配線長最短化 ] 領域では、 部品を移動する際にいつ未配線ネ ッ ト 長を再計算または
最短化するかを指定し ます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 設計タ ブ

未配線ネ ッ ト 長を最短化するには、 以下のいずれかを選択し ます。

• 移動中－部品を移動する時に未配線ピンペアの長さ を再計算し ます。 最も近い
実行可能な結線が、 進行中に表示されます。

• 移動後－移動を完了し た時に未配線ピンペアの長さ を再計算し ます。 このオプ
シ ョ ンを選択する と、 表示メ モ リ にあま り負荷がかかり ません。

• し ない－配線ピンペアの長さ を再計算し ません。

ヒ ン ト ： ネ ッ ト やク ラスご との ( 配線長の再計算処理を決定する ) 接続形態を指定す
るには、 設定 / 設計規則 / デフ ォル ト / 配線ダイアログボ ッ クスを使用し ます。

グループ編集処理の指定

[ グループ編集 ] 領域では、 複数オブジ ェ ク ト 操作の選択と編集オプシ ョ ンを指定し
ます。

グループ編集処理を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 設計タ ブ

2. 編集 / ペース ト を使用し てデータ を挿入する際、 信号と部品名を維持するに
は、 信号と部品名を保存チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

3. 選択矩形内に含まれる実装部品に接続されていな く ても、 そこ を通過する全配
線を選択し たい場合は、 追従し た配線も含むチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

4. 千鳥ビア ( フ リービア と もい う ) の削除を防止するには、 補助ビアを維持
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでは、 未配線のみに接続される千鳥ビア と接続配線のビア と
が区別されます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 以下の操作の間、 千鳥ビアは
維持されます。
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• ECO 結線の削除、 実装部品の削除、 ピンの交換、 部品変更

• 配線の解除

このオプシ ョ ンは、 対話型であっても、 ECO のデータ入力操作による ものであって
も、 上記の ECO 操作において適用されます。 通常、 配線やビアを削除する ECO 操作
でこのオプシ ョ ンが適用されます。

このチ ェ ッ クボ ッ クスが OFF の場合、 上記操作中に千鳥ビアが削除される こ とがあ
り ます。

ラ イ ン / 配線角度の指定

[ ラ イ ン / 配線角度 ] 領域では、 配線を追加 / 削除する際の配線コーナー、 パッ ド入力
/ 出力、 角度のオプシ ョ ンを指定し ます。 

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 設計タ ブ

配線角度を指定するには、 以下のオプシ ョ ンのいずれかを ク リ ッ ク し ます。

• 45°方向－角度は 45 度、 または 45 度の倍数と な り ます。

• 90°方向－角度は 90 度、 または 90 度の倍数と な り ます。

• 任意角度－角度の制限はあ り ません。

マイ ターオプシ ョ ンの指定

[ マイ ター ] 領域ではマイ ターオプシ ョ ンを指定し ます。

マイ ターオプシ ョ ンを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 設計タ ブ

2. 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

• 45°方向－ 45 度の角度線と し てマイ ターを作成し ます。

• 円弧－円弧と し てマイ ターを作成し ます。

3. 作図オブジ ェ ク ト の追加中に自動的にマイ ターを作成し たい場合は、
自動マイ ターチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

4. 対角マイ ターの寸法や円弧マイ ターの半径を修正し たい場合は、 [ 比率 ] ボ ッ
クスに値を入力し て く ださい。

ヒ ン ト ：

• 対角マイ ターの場合、 実質上のコーナーからいずれかのブレークポイ ン ト
までの位置は、 比率×線幅で作成されます。 例えば、 10 ミ ルの配線で比率
が 5 の場合、 実質上のコーナーから 50 ミ ル離れた、 45 度の角度と な り ま
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す。 90 度よ り小さい角度の場合、 距離は長 く な り ます。 90 度よ り大きい角
度の場合、 距離は短 く な り ます。

• 円弧マイ ターの場合、 半径は、 比率×配線幅と な り ます。 例えば、 比率が 1
の場合、 円弧の半径は配線幅と同じにな り ます。 また、 10 ミ ルの配線で比
率が 5 の場合は、 半径は 50 ミ ルにな り ます。

5. マイ ターが作成される最大コーナーを修正し たい場合、 [ 角度 ] ボ ッ クスに値
を度数で入力し て く だ さい。

オン ラ イ ン設計規則チ ェ ッ クの設定

[ 設計 ] タ ブの [ オン ラ イ ン DRC] 領域では、 設計規則エラーへの対応を指定し ます。

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 設計タ ブ

2. [ オン ラ イ ン DRC] 領域で、 設計規則エラーへの対応モー ド を選択し ます。

• DRC オン－設計規則違反を防ぎます。

• DRC 警告－設計規則に反する項目を警告し ますが、 その部品の配置は可能
です。

• 間隙無視－間隙設計規則を無視し ます。 

• ヒ ン ト ： 部品同士の接触は許可し ますが、 交差を禁止し ます。

• DRC オフ－設計規則チ ェ ッ ク を無効にし ます。 設計規則に反し た項目の配
置が可能です。

3. 適用を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 設計規則チ ェ ッ ク (DRC) が無効の状態でレ イアウ ト エデ ィ タ を使用する場合
は、 設計検証を使って、 進行中の設計の間隙エラーをチ ェ ッ ク し ます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計規則検査」

ダイ実装部品オプシ ョ ンの編集
[ ダイ実装部品 ] タ ブでは、 ダイ部品の作成とオプシ ョ ンの編集を指定し ます。

制限事項 ： こ こ で入力する情報は、 BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• ダイ部品に使用する層の指定

• ダイ編集コ マン ド動作の指定
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ダイ部品に使用する層の指定

ダイウ ィ ザー ドやワイヤボン ド ウ ィ ザー ド で、 部品形状作図と し て表示される、 ダイ
部品の部品形状項目を新規作成する際、 新規項目を表示するのに使用する層を指定で
きます。

ダイ部品に使用する層を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > ダイ実装部品タ ブ

2. ダイ外形とパッ ド、 ワイヤボン ド、 サブス ト レー ト ボン ドパッ ド ガイ ドが表示
される層をそれぞれ選択し ます。

ダイ編集コマン ド動作の指定

ワイヤボン ド エデ ィ タの使用時、 特にサブス ト レー ト ボン ドパッ ドの移動に関し て、
ダイ編集コ マン ド オプシ ョ ンを指定する こ とができます。

ダイ編集コ マン ドの動作を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > ダイ実装部品タ ブ

2. サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの移動時に、 ガイ ド に引き込みモー ド を有効に
し たい場合、 ガイ ド に SBP を引き込みチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

3. 手順 2 でガイ ド に引き込みモー ド を有効にし た場合は、 ガイ ドへの引き込みを
行う上限の閾値を定義するユニ ッ ト 数を選択、 または入力し ます。

4. ワイヤボン ドの方向に合わせて、 サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を自動的に回転
させたい場合は、 SBP に照準を保持チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

5. サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの移動、 追加、 回転時、 またはフ ァ ンアウ ト の追
加時に、 外形の間隙を表示し たい場合は、 SBP 間隙を表示チ ェ ッ クボ ッ クスを
選択し ます。

6. サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの移動、 追加、 回転時、 またはフ ァ ンアウ ト の
追加時に、 ワイヤボン ドの長さ と角度を表示し たい場合は、 ワイヤボン ド長と
角度を表示チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

ダイ実装部品サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの移動

サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を追加

サブス ト レー ト ボン ドパッ ドのスピン

フ ァ ンアウ ト を追加

ワイヤボン ド を追加

オプシ ョ ン設定
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作図オプシ ョ ンの編集
[ 作図の各種定義 ] タ ブを使用し て、 作図オブジ ェ ク ト やベタ形状のオプシ ョ ンの
確認や編集ができます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 新規作図オブジ ェ ク ト の線幅を指定

• 新規ベタのネ ッ ト 名確認の指定

• 実装部品の最大高さ を指定

• 作図における文字フ ォ ン ト と ス タ イルの指定

• 参照名の表示オプシ ョ ンの指定

• ハッ チの表示オプシ ョ ンの指定

• 塗潰しの表示オプシ ョ ンの指定

新規作図オブジ ェ ク ト の線幅を指定

[ デフ ォル ト 線幅 ] ボ ッ クスで、 作図オブジ ェ ク ト を追加し た時に使用するデフ ォル
ト の線幅を指定し ます。

新規作図オブジ ェ ク ト の線幅を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 作図の各種定義タ ブ

2. [ デフ ォル ト 線幅 ] ボ ッ クスに、 現在の単位系で値を入力し ます。

ヒ ン ト ： 既存の形状の線幅を変更するには、 形状を選択し て、 右ク リ ッ ク メ ニューの
[ プロパテ ィ ] を選択し ます。 類似し た幅の形状を全て検索し て線幅を変更するには、
[ 編集 ] メ ニューの [ 探索 ] を選択し ます。

新規ベタのネ ッ ト 名確認の指定

[ ベタ完成時にネ ッ ト 名を問い合わせる ] チ ェ ッ クボ ッ クスを使用し て、 新規ベタへ
のネ ッ ト 指定を PADS Layout で確認するかど うかを指定し ます。

このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 ベタ完成時に [ 作図項目追加 ] ダイアログボ ッ
クスが自動的に表示されます。 そこ で、 割り当てるネ ッ ト 名があるオブジ ェ ク ト を
ク リ ッ ク、 またはリ ス ト からネ ッ ト を選択し て、 ネ ッ ト にベタに割り当てる こ とが
できます。

新規ベタにネ ッ ト 名を割り当てるよ う にするには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 作図の各種定義タ ブ
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2. ベタ完成時にネ ッ ト 名を問い合わせるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

実装部品の最大高さ を指定

[ 基板上実装部品の高さ制限 ] 領域を使用し て、 Geometry.Height 属性を持つ設計内の
全実装部品の最大の高さ を指定し ます。

実装部品の最大の高さ を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 作図の各種定義タ ブ

2. [ 部品面 ] ボ ッ クスに、 部品面層の高さ制限を現在の単位系で入力し ます。

3. [ 半田面 ] ボ ッ クスに、 半田面層の高さ制限を現在の単位系で入力し ます。

ヒ ン ト ： 

• 個々の実装部品に対し て高さ制限を設定する こ と もできます。 

参照 ： 禁止領域の使用

• オン ラ イ ン DRC を使用する と、高さ制限を超える実装部品の配置を防止できま
す。 部品配置後の違反チ ェ ッ ク を行う には、 設計検証を使用し ます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性辞書」

作図における文字フ ォ ン ト と ス タ イルの指定

[ デフ ォル ト フ ォ ン ト ] 領域では、 新規作成される全ての文字列やラベルに対し、
デフ ォル ト フ ォ ン ト を指定できます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 作図の各種定義タ ブ

フ ォ ン ト を指定するには、 以下のいずれかを選択し ます。

• システムにイ ンス ト ールされた、 デフ ォル ト のス ト ローク フ ォ ン ト を使用する
には、 <PADS Stroke Font> を選択し ます。

• システムにイ ンス ト ールされたフ ォ ン ト のリ ス ト から フ ォ ン ト 名を選択し ま
す。 

制限事項 ： Type 1 フ ォ ン ト はサポー ト し ていません。

ヒ ン ト ： 

• 使用中のフ ォ ン ト は強調表示され、 リ ス ト の一番上に表示されています。

• リ ス ト 内の区切り線よ り上に表示されたフ ォ ン ト は、 設計内で使用中のもので
す。
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• システムフ ォ ン ト を選択し た場合、 下記のボタ ンを ク リ ッ ク し て ( 複数可 )、
フ ォ ン ト ス タ イルを指定する こ と もできます。 B は太字、 I は斜体、 U は下線
です。 例えば、 太字と斜体、 斜体と下線、 などを選択できます。

作図における文字表示オプシ ョ ンの指定

[ 文字 ] 領域を使用し て、 設計作図内の文字のオプシ ョ ンを指定し ます。

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 作図の各種定義タ ブ

2. [ 線幅 ] ボ ッ クスに、 現在の単位系で値を入力し ます。

3. [ 高さ ] ボ ッ クスに、 現在の単位系で値を入力し ます。

参照名の表示オプシ ョ ンの指定

[ 参照名 ] 領域を使用し て、 参照名ラベル、 ピン番号、 ピン名のデフ ォル ト の線幅と
高さ を設定し ます。

部品形状エデ ィ タの [ 新規形状ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスおよびレ イアウ ト
エデ ィ タの ［新規部品ラベルを追加］ ダイアログボ ッ クスでは、 このタ ブで設定され
たデフ ォル ト の線幅が使用されます。

参照名の表示オプシ ョ ンを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 作図の各種定義タ ブ

2. [ 線幅 ] ボ ッ クスに、 現在の単位系で値を入力し ます。

3. [ 高さ ] ボ ッ クスに、 現在の単位系で値を入力し ます。

ヒ ン ト ： デフ ォル ト の線幅と高さ を変更し た場合、 既存ピン番号は新規値に合
わせて更新されますが、 既存ラベルは変更されません。 ラベルを変更するに
は、 ラベルを選択し て、 右ク リ ッ ク メ ニューの [ プロパテ ィ ] を選択し ます。

制限事項 ： 参照名の線幅はラ イブ ラ リ に保存されますが、 ピン番号は保存され
ません。

ハッ チの表示オプシ ョ ンの指定

[ ハッ チ ] 領域を使用し て、 ハッ チの外観を指定し ます。

ハッ チの表示オプシ ョ ンを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 作図の各種定義タ ブ

2. ハッ チを無効にする、 または平行線のみでハッ チを使用する場合は、 以下の
いずれかを ク リ ッ ク し ます。
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• 通常－ハッ チングを表示し ます。

• ハッ チな し－ハッ チングを取り除きます。

• 透視－交差し ない線でハッ チングを表示し ます。

3. 作業領域でのハッ チ方向を修正するには、 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます。

• 90°方向－ハッ チを直角に設定し ます。

• 45°方向－ハッ チを対角に設定し ます。

4. 禁止領域のハッ チを他のハッ チ領域と区別するには、 禁止領域を反転チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し ます。

例 ： このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て、 ハッ チ方向を 90°方向に設定し た
場合、 禁止領域は 45 度方向のハッ チを使用し て表示されます。

塗潰しの表示オプシ ョ ンの指定

[ 塗潰し ] 領域を使用し て、 塗潰し領域の表示方法を設定し ます。

塗潰しの表示オプシ ョ ンを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 作図の各種定義タ ブ

2. [ 最小ハッ チ領域 ] ボ ッ クスに、 塗潰しによ って作成される最小の浮き島領域
を入力し ます。 現在の ( 平方 ) 単位系で入力し て く だ さい。

例 ： 4 平方設計単位よ り小さい浮き島を表示し た く ない場合は、 ボ ッ クスに
4 を入力し ます。

3. [ 円滑化半径 ] ボ ッ クスには、 自動ベタのコーナーの半径を現在の単位系で
入力し ます。

4. 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

• ハッ チ外形線－自動ベタ外形線とハッ チを表示し ます。

• ベタ外形線－自動ベタ外形をハッ チな し で表示し ます。

関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

一般設定オプシ ョ ンの編集
[ 一般設定 ] タ ブを使用し て、 作業領域、 設計データバッ クア ッ プ、 設計単位などの
さ まざまなオプシ ョ ンを指定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：
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• カーソル表示と オブジ ェ ク ト 動作オプシ ョ ンの指定

• カーソルでのオブジ ェ ク ト ド ラ ッ グ動作の指定

• 設計作図オプシ ョ ンの指定

• OLE 表示オプシ ョ ンの指定

• 文字エン コー ドの指定

• 設計単位の指定

• バッ クア ッ プオプシ ョ ンの指定

カーソル表示とオブジ ェ ク ト 動作オプシ ョ ンの指定

[ カーソル ] 領域で、 カーソルの外観と、 修正操作の際のオブジ ェ ク ト との連携動作
を指定し ます。

ヒ ン ト ： 画面表示 > 再描画コマン ド を使用し て、 ( カーソルを含む ) 画面上の内容を
更新する こ とができます。

カーソルの表示と、 オブジ ェ ク ト との動作を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 一般設定タ ブ

2. 形状リ ス ト から、 以下のカーソル形状のいずれかを選択し ます。

• 通常―矢印

• 小十字―小十字記号

• 大十字―大十字記号

• 全画面―全画面の十字線

3. カーソル形状を 45 度方向に回転し、 x のよ う に表示させたい場合は、 45°方向
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 矢印のカーソル形状では使用できません。

4. [ 指示半径 ] ボ ッ クスに、 カーソルがオブジ ェ ク ト を選択できる最大距離を、
ピ クセルで入力し ます。

ヒ ン ト ： 値を大き く する と、 カーソルはよ り離れたオブジ ェ ク ト も選択できる
よ う になるため、 意図し ないオブジ ェ ク ト を選択し て し ま う場合があ り ます。

5. ダブルク リ ッ ク操作 ( ビア追加、 オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ を開 く 、 オブジ ェ
ク ト 多角形の完了など ) を無効にし たい場合は、 ダブルク リ ッ ク無効チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し ます。
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カーソルでのオブジ ェ ク ト ド ラ ッ グ動作の指定

[ ド ラ ッ グ移動 ] 領域を使用し て、 オブジ ェ ク ト を カーソルで別の位置に移動する際
の動作を指定し ます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 一般設定タ ブ

カーソルでオブジ ェ ク ト を ド ラ ッ グする際の動作を指定するには、 以下のいずれかを
ク リ ッ ク し ます。

• ド ラ ッ グと追従－オブジ ェ ク ト を選択し て ド ラ ッ グを開始する時に、 オブジ ェ
ク ト を カーソルに貼り付けます。 マウスの左ボタ ンを離すと、 オブジ ェ ク ト が
新しい位置へ移動し ます。 ク リ ッ ク し て移動を完了し ます。 配置後も、 オブ
ジ ェ ク ト はまだ選択されたままです。

• ド ラ ッ グと ド ロ ッ プ－ [ ド ラ ッ グと追従 ] と同じ ですが、 マウスの左ボタ ンを
離すと移動は終了し ます。

• ド ラ ッ グ移動な し－ド ラ ッ グ形式の移動を禁止し ます。

ヒ ン ト ：

• 領域選択を実行する際に、 意図せずに移動が開始し て し ま う こ と もあるた
め、 設計内の密集し た領域で領域選択をする場合は、 [ ド ラ ッ グ移動な し ]
を有効にし て く だ さい。

• [ ド ラ ッ グ移動な し ] が有効になっている場合、 オブジ ェ ク ト を選択、 右ク
リ ッ ク メ ニューの [ 移動 ] を選択、 オブジ ェ ク ト を新しい位置へ移動、 再度
ク リ ッ クの手順でオブジ ェ ク ト を移動できます。

設計作図オプシ ョ ンの指定

[ 作図 ] 領域を使用し て、 作業領域内の設計の外観を指定し ます。

設計作図オプシ ョ ンを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 一般設定タ ブ

2. PADS Layout ウ ィ ン ド ウのサイズ変更を行う際に、 自動的に拡大 / 縮小し て設
計の領域表示を維持し たい場合、 ウ ィ ン ド ウの寸法変更し ても同じ表示チ ェ ッ
クボッ クスを選択し ます。

3. 会話層を全層の最上面に表示し たい場合、 会話層を最前面表示を ク リ ッ ク し ま
す。

ヒ ン ト ： メ イ ンツールバーの層リ ス ト で会話層を指定し て く だ さい。

4. [ 実寸表示の最小線幅 ] ボ ッ クスに、 実際の幅で描画し たい線の最小幅を、
現在の設計単位系で入力し ます。 こ こ で設定し た値よ り小さい幅のラ イ ンは、
省メ モ リ および再描画時間短縮のため、 中心線のみで描画されます。
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ヒ ン ト ：

• この値を 0 に設定する と、 全てのラ イ ンを実際の線幅で表示し ます。

• 値を大き く する と、 再描画の回数が減り ます。

OLE 表示オプシ ョ ンの指定

[OLE 文書サーバー ] 領域を使用し て、 リ ン クオブジ ェ ク ト や埋め込みオブジ ェ ク ト
のコ ンテナアプ リ ケーシ ョ ンでの表示を指定し ます。

ヒ ン ト ： OLE 表示オプシ ョ ンは、 PADS Layout が他のアプ リ ケーシ ョ ンに埋め込まれ
ている場合のみ適用されます。

OLE 表示オプシ ョ ンを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 一般設定タ ブ

2. PADS Layout に挿入された、 リ ン クオブジ ェ ク ト や埋め込みオブジ ェ ク ト を
表示し たい場合は、 OLE オブジ ェ ク ト を表示チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： PADS Layout に リ ン クオブジ ェ ク ト や埋め込みオブジ ェ ク ト が多 く
含まれている場合、 再描画の回数を減らすため、 このオプシ ョ ンを無効にし た
方がよい場合もあ り ます。

3. コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ンのリ ン クオブジ ェ ク ト や埋め込みオブジ ェ ク ト を
更新し たい場合、 再描画時に更新チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 別ウ ィ ン ド ウで PADS Layout のオブジ ェ ク ト を
修正し ていて、 そのウ ィ ン ド ウで [ 再描画 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合のみ
適用されます。

ヒ ン ト ： パフ ォーマンスを向上させるには、 このオプシ ョ ンを OFF にし ます。

4. リ ン クオブジ ェ ク ト や埋め込みオブジ ェ ク ト を PADS Layout の背景色で描画し
たい場合、 バッ クグラウン ド で描画チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 このオプ
シ ョ ンが OFF の場合、 PADS Layout オブジ ェ ク ト の背景は透明にな り、 コ ンテ
ナアプ リ ケーシ ョ ンの背景では、 オブジ ェ ク ト が透けて見えます。

文字エン コー ドの指定

文字エン コー ド では、 どのよ う に文字を解釈するかを決定し ます。 全ての文字列の各
文字はユニークなデジ タル署名を持っています。 各システムフ ォ ン ト 内に、 各デジ タ
ル署名と関連付けられたグラ フ ィ ッ ク (A とい う文字の画像など ) が含まれています。
システムフ ォ ン ト の多 く は、 フ ォ ン ト ス タ イルの地域差に対応するため、 同一の文字
に対し て複数の画像を持っています。

PADS 設計フ ァ イルで使用するデフ ォル ト は、 [ 文字エン コー ド ] 領域で設定し ます。
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1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 一般設定タ ブ

2. [ 文字のエン コー ド ] 領域で、 リ ス ト から言語を選択し ます。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンを変更する と、 空白文字や印刷できない文字が出力
される場合があ り ます。

例 ： 日本語の文字エン コーデ ィ ングで日本国内で作成された設計を、 ア メ リ カ
のシステムでロー ド する場合、 日本語に設定された文字エン コーデ ィ ングが
フ ァ イルに含まれている可能性があ り ます。 それを日本語から英語に変更し た
場合、 漢字は印刷できない文字と し て解釈 ( および表示 ) される場合があ り ま
す。

設計単位の指定

[ 設計単位系 ] 領域を使用し て、 設計の単位を指定し ます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 一般設定タ ブ

以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

• ミ ル－ 1 イ ンチの 1/1000 で、 小数点以下 2 桁までの精度。

• ミ リ－ 1mm(1 メ ー ト ルの 1/1000) で、 小数点以下 5 桁までの精度。

• イ ンチ－小数点以下 5 桁までの精度。

設計単位系の変更

設計には通常、 メ ー ト ル単位系と イ ンチ単位系 ( 帝国単位 / イ ンチ ) の実装部品が混
在し ています。 設計内の実装部品の比率によ って、 どち らかの単位のみを使用し たい
場合があ り ます。 また、 設計単位の切り替えは随時可能です。 各単位系の精度が同じ
であるため、 単位の切り替えは円滑に行われます。

バッ クア ッ プオプシ ョ ンの指定

[ 自動バッ クア ッ プ ] 領域を使用し て、 PADS Layout で自動的にフ ァ イルへバッ ク
ア ッ プを行う オプシ ョ ンを指定し ます。

ヒ ン ト ： デフ ォル ト のバッ クア ッ プ フ ァ イル名は Layout.pcb です。

設計バッ クア ッ プオプシ ョ ンを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 一般設定タ ブ

2. [ 保存間隔 ( 分 )] ボ ッ クスに、 自動バッ クア ッ プの間隔を分単位で入力し ます。

3. [ 保存回数 ] ボ ッ クスに、 作成する、 異なるバッ クア ッ プ フ ァ イルの数を入力
し ます。
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ヒ ン ト ： バッ クア ッ プ フ ァ イルは、 < 設計名 >.# のよ う に名前が付けられ、 #
には連続し た番号が入り ます。 例えば、 Layout1.pcb、 Layout2.pcb などのよ う
にな り ます。

4. バッ クア ッ プ フ ァ イルのフ ォルダや名前を変更するには、 バッ クア ッ プ フ ァ イ
ルを ク リ ッ ク し ます。

結果 ： [ バッ クア ッ プ フ ァ イル ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。 目的の
フ ォルダを表示させ、 フ ァ イル名を入力し て [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。

グ リ ッ ド オプシ ョ ンの編集
[ グ リ ッ ド ] タ ブを使用し て、 グ リ ッ ド オプシ ョ ンを指定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 設計オブジ ェ ク ト のグ リ ッ ド を指定

• PADS Router でテス ト ポイ ン ト をグ リ ッ ド引き込みを有効にする

• ド ッ ト グ リ ッ ド表示の指定

• ハッ チ線間の距離を指定

• 放射移動の極座標グ リ ッ ド を指定

設計オブジ ェ ク ト のグ リ ッ ド を指定

Table12-2 に表示されたグ リ ッ ド を設定する こ とができます。 これらは、 設計
オブジ ェ ク ト の配置に影響し ます。

[ 設計グ リ ッ ド ]、 [ ビアグ リ ッ ド ]、 [ フ ァ ンアウ ト グ リ ッ ド ] 領域でグ リ ッ ド間隔を
指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > グ リ ッ ド タ ブ

2. 現在の単位系を使用し て、 X と Y の値を必要に応じ て修正し ます。

Table 12-2. 配置グ リ ッ ド

グ リ ッ ド 以下に影響し ます

設計 一般的な部品の間隔。 設計グ リ ッ ド では、 編集中のカーソル
の引き込み最小距離を設定し ます。

ビア ビア間隔

フ ァ ンアウ ト ボールグ リ ッ ド アレ イおよびフ ァ ンアウ ト 。 フ ァ ンアウ ト グ
リ ッ ド では、 ダイ上のサブス ト レー ト ボン ドパッ ドの配置
と、 フ ァ ンアウ ト ビアの配置を制御し ます。
ヒ ン ト ： このデータは PADS Router に送信されます。
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3. オブジ ェ ク ト の移動や配置時に、 オブジ ェ ク ト を自在かつ円滑に動かすのでは
な く 、 グ リ ッ ド点からグ リ ッ ド点へ引き込みたい場合、 グ リ ッ ド引込チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： [ グ リ ッ ド引込 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し た場合、 グ リ ッ ドから
離れて部品を配置する こ とはできません。

PADS Router でテス ト ポイ ン ト をグ リ ッ ド引き込みを有効に
する

PADS Router で [ テス ト ポイ ン ト をグ リ ッ ド引き込み ] を有効にするには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > グ リ ッ ド タ ブ

2. テス ト ポイ ン ト をグ リ ッ ド引込チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

ド ッ ト グ リ ッ ド表示の指定

[ 表示グ リ ッ ド ] 領域で、 ド ッ ト グ リ ッ ド表示を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > グ リ ッ ド タ ブ

2. 現在の単位系を使用し て、 X と Y の値を必要に応じ て修正し ます。

ヒ ン ト ： ド ッ ト グ リ ッ ド を非表示にし たい場合は、 X と Y の値を 0 にし ます。

ハッ チ線間の距離を指定

ハッ チ線間の距離を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > グ リ ッ ド タ ブ

2. 現在の単位系を使用し て、 X と Y の値を必要に応じ て修正し ます。

放射移動の極座標グ リ ッ ド を指定

[ 放射移動条件を設定 ] ダイアログボ ッ クスを開いて、 放射移動の極座標グ リ ッ ド を
指定する こ とができます。

放射移動の極座標グ リ ッ ド を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > グ リ ッ ド タ ブ

2. 放射状部品移動の設定ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

結果 ： [ 放射移動条件を設定 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。
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3. [ 放射移動条件を設定 ] ダイアログボ ッ クスの使用の説明に従って、 設定を
行います。

関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

表示グ リ ッ ドの設定
表示グ リ ッ ド を設定するには、

1. 設定メ ニューのオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ グ リ ッ ド ] タ ブを使用し て、 表示グ リ ッ
ド を設定し ます。

モー ド レスコ マン ド を使用する と、 グ リ ッ ド を簡単に変更できます。 GD X Y と入力
し て、 Enter キーを押し ます。

設計グ リ ッ ドの設定
設計グ リ ッ ド を設定 / リ セ ッ ト するには、

• 画面右下のグ リ ッ ド読み出しバーをダブルク リ ッ ク し ます。

モー ド レスコ マン ド を使用する と、 グ リ ッ ド を簡単に変更できます。 GR X Y と入力
し て、 Enter キーを押し ます。

また、 G X Y と入力し て Enter キーを押すと、 設計グ リ ッ ド と ビアグ リ ッ ド を変更で
きます。

配線オプシ ョ ンの編集
[ 配線 ] タ ブを使用し て、 配線オプシ ョ ンを指定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 一般的な配線オプシ ョ ンの指定

• 層ペアの指定

• 未配線経路のダブルク リ ッ クによ り開始される配線操作の指定

• 円滑化制御の指定

• セン タ リ ングを行う最大経路幅を指定

• パッ ドへの配線オプシ ョ ンを指定
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一般的な配線オプシ ョ ンの指定

[ 各種定義 ] 領域を使用し て、 さ まざまな配線オプシ ョ ンを指定できます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ

一般的な配線オプシ ョ ンを指定するには、 Table12-3 に表示されたオプシ ョ ンを、
必要に応じ て ON/OFF にし ます。

Table 12-3. 一般的な配線オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

テ ィ ア ド ロ ッ プ
生成

パッ ド に入る / パッ ドから離れる配線線分を追加する際、 自動
的にテ ィ ア ド ロ ッ プを作成し ます。

障壁帯を表示 オン ラ イ ン DRC を ON に設定し て配線する と、 現在の配線の
最後に間隙違反を示す八角形を表示し ます。

現ネ ッ ト を強調
表示

選択し たピンペアで配線を開始する と、 ネ ッ ト を補色で強調
表示し ます。

ド リル穴表示 全パッ ドの内径を表示し ます。

タ ッ ク表示 配線上にタ ッ ク を表示し ます。
ヒ ン ト ： タ ッ クが配線や設計の表示領域を妨害し ている場合
は、 このオプシ ョ ンを OFF にし ます。

プロテ ク ト 配線
表示

外形線モー ドが OFF の時は、 プロテ ク ト された配線を外形線
と し て表示し、 外形線モー ドが ON の時には、 普通の配線と
し て表示し ます。
下記の画像では、 左端の配線がプロテ ク ト されてお り、 他の
配線はプロテ ク ト されていません。 
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参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計規則検査」 項目

層ペアの指定

[ 層ペア ] 領域を使用し て、 手動でビアを追加する際に配線に使用する層のペアを指
定し ます。 手動で配線を し ながら ビアを追加する と、 層は自動的にも う一方の層に切
り替わり ます。 配線作業の大部分が行われる層に層ペアを設定する と、 ビア追加時の
手動での層切り替えの回数を減らすこ とができます。

層ペアを指定するには、

テス ト ポイ ン ト
表示

テス ト ポイ ン ト を表示し ます。

ヒ ン ト ： ビアまたはピンにテス ト ポイ ン ト フ ラグがついてい
る場合、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 配線 ] タ ブで
[ テス ト ポイ ン ト 表示 ] が選択されている と、 設計上でその
ビアまたはピンに矢印が表示されます。

テス ト ポイ ン ト
表示

テス ト ポイ ン ト を表示し ます。

テス ト ポイ ン ト
固定

実装部品を移動する際に、 テス ト ポイ ン ト を移動し ないよ う
にし ます。
位置が固定されたテス ト ポイ ン ト は、 以下のいずれを行って
も、 削除されません。
• ピンペアまたはネ ッ ト の配線の解除
• 配線線分、 ビア、 ジャ ンパの削除
• 線分の層の変更

配線長表示 カーソルの先に配線長モニ タ を表示し ます。 配線長は、
ステータ スバーに常に表示されています。
ヒ ン ト ： モー ド レス コマン ド Ctrl+PageUp を使用し ても、 配線
の長さ を表示する こ とができます。 モー ド レス コマン ド に
よ って配線長モニ タの表示 / 非表示を切り替えても、 現在の配
線コマン ドは終了せず、 配線を続ける こ とが可能です。

自動プロテ ク ト
配線

配線を、 円滑化、 ス ト レ ッ チ、 移動、 押し退け、 リ ッ プア ッ
プ操作から保護し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは手動配線 ([ 配線 ] または [ 配線追加
] コ マン ド ) およびダイナ ミ ッ ク配線に適用されます。

パッ ド入力角度
ガイ ド

現在の配線角度設定に関係な く 、 いかなる角度でのパッ ドの
入力 / 終了を許可し ます。

Table 12-3. 一般的な配線オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ

2. [ 開始 ] リ ス ト で層ペアの片方を選択し ます。

3. [ 対層 ] リ ス ト で層ペアのも う一方を選択し ます。

ヒ ン ト ： ビアを追加する時に現在の層が層リ ス ト にない場合は、 [ 開始 ]
リ ス ト で指定し た層に自動的に切り替わり ます。

未配線経路のダブルク リ ッ クによ り開始される配線操作の指
定

[ 未配線経路をダブルク リ ッ ク ] 領域を使用し て、 未配線経路をダブルク リ ッ ク し た
時に開始される配線操作を指定し ます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ

未配線経路をダブルク リ ッ クする こ とによ り開始される配線操作を指定するには、
以下のいずれかのオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

• ダイナ ミ ッ ク配線－ダイナ ミ ッ ク配線を開始し ます。

• 配線を追加－手動配線を開始し ます。

制限事項 ： オン ラ イ ン DRC が [DRC オン ] に設定されていない限り、 これらの
オプシ ョ ンは使用できません。

円滑化制御の指定

[ 円滑化制御 ] 領域を使用し て、 配線やバスの自動円滑化オプシ ョ ンを指定し ます。

ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ

• バス配線後に円滑化処理を実行する場合は、 バス配線円滑化有功チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： このチ ェ ッ クボ ッ クスはバス配線コ マン ドのみに適用されます。
また、 現在のバスの全ての配線について、 グローバル円滑化パスを禁止し ま
す。

• 配線線分円滑化処理中に、90 度の角度でパッ ド に入る配線を 45 度の角度に変換
するには、 パッ ド入出力角度円滑化チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

配線の保護

ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ
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• 配線を、 円滑化、 ス ト レ ッ チ、 移動、 押し退け、 リ ッ プア ッ プ操作から保護す
るには、 自動プロテ ク ト 配線チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは手動配線 ([ 配線 ] または [ 配線追加 ] コ マン ド )
およびダイナ ミ ッ ク配線に適用されます。

セン タ リ ングを行う最大経路幅を指定

[ セン タ リ ング ] 領域で最大経路幅を指定する こ とによ り、 配線の自動セン タ リ ング
を行う経路の数を制限できます。 こ こに設定し た幅よ り経路が広い場合、 配線はセン
タ リ ングされません。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは PADS Router でのみ使用し ます。

セン タ リ ングを行う最大経路幅を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ

2. [ 最大経路幅 ] ボ ッ クスに、 現在の単位系で幅を入力し ます。

パッ ドへの配線オプシ ョ ンを指定

パッ ドへの配線オプシ ョ ンを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ

2. 現在の配線角度設定に関係な く 、 どのよ う な角度でも配線がパッ ド に入る、
またはパッ ドから離れる こ とができるよ う にするには、 パッ ド入力角度ガイ ド
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

3. 配線線分円滑化処理中に、 90 度の角度でパッ ド に入る配線を 45 度の角度に変
換するには、 パッ ド入出力角度円滑化チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

長さ制約オプシ ョ ンの設定と調整
以下の ト ピ ッ クで、 長さ制約の設定について説明し ます。

長さ指定配線制約の設定

長さ指定配線制約を使用し て、 長さ を管理された配線長を調整し ます。 この機能によ
り、 自動配線中にネ ッ ト 、 ク ラス、 ピンペア、 グループ、 差動ペアの長さに基づ く 設
計規則を自動的に維持し ます。 これらの設定では、 最小 / 最大配線長規則の順守に基
づき、 調整パスを使用し て配線を調整またはリ ッ プア ッ プ し ます。 

• 長さ指定配線制約の設定 • 差動ペアの調整オプシ ョ ンの設定
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ヒ ン ト ： 配線長規則は、 ク ラス、 ネ ッ ト 、 ピンペア、 差動ペア、 整合長プロパテ ィ ダ
イアログボッ クスで設定できます。

アコーデ ィ オンパターンを定義するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 調整 / 差動ペア タ ブ

2. [ 最小振幅 ] ボ ッ クスに、 アコーデ ィ オンの最小高さ または幅を指定する値を
入力し ます。

3. [ 最大振幅 ] ボ ッ クスに、 アコーデ ィ オンの最大高さ または幅を指定する値を
入力し ます。

4. [ 最小間隙 ] ボ ッ クスに、 アコーデ ィ オン間の距離を定義する値を入力し ます。

5. [ 最大階層レベル ] ボ ッ クスに、 アコーデ ィ オン作成時に使用するステ ッ プの
数を入力し ます。 
参照 ： PADS Router コ ンセプ ト ガイ ドの 「最大階層レベル」 

6. [ 最大比率 ] ボ ッ クスに、 アコーデ ィ オン コーナーのマイ ター比率を指定する
値を入力し ます。

7. アコーデ ィ オン内で対角線分ではな く 円弧を使用する場合は、 マイ ターで円弧
を使用を ク リ ッ ク し ます。

8. 整合長グループ許容誤差 に加えて必要な追加長さ を ( 許容誤差に対するパーセ
ン ト で ) 指定し ます。 [ 整合長グループ許容誤差で必要な上記長さに加える追加
長さ ] ボ ッ クスに数値を入力し ます。 
例 ： 0 を入力し た場合、 調整されたネ ッ ト の長さは < リーダーの長さ－ 許容
誤差 > と な り ます。 100 を入力する と、 ネ ッ ト はグループ リーダーと同じ長さ
にな り ます。 リーダーネ ッ ト とは、 整合長グループ内で一番長いネ ッ ト のこ と
です。

9. 長さ規則を無視し て配線を完了する必要がある場合は、 配線完成に必要であれ
ば長さ規則は無視を ク リ ッ ク し ます。

10. 適用を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

差動ペアの調整オプシ ョ ンの設定

[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスにある [ 調整 / 差動ペア ] タ ブの [ 差動ペア ] 領域
を使用し て、 配線長調整時の差動ペアアコーデ ィ オンの使用を制御し ます。

調整オプシ ョ ンを設定するには、

1. オプシ ョ ンボタ ン > 調整 / 差動ペア タ ブ
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2. アコーデ ィ オンを使用し て差動ペアを同じ長さにするには、 調整時に差動ペア
修正アコーデ ィ オンを追加を ク リ ッ ク し ます。

3. 2 本の配線が平行に配線される際に間隙部分に修正アコーデ ィ オンを許可し な
い場合、 間隙部分には修正アコーデ ィ オンを作成し ないを ク リ ッ ク し ます。

4. 差動ペアネ ッ ト の長さの差が整合長グループの許容誤差よ り小さいと きに修正
アコーデ ィ オンが作成されないよ う にするには、 長さの差が整合長許容誤差よ
り大きい場合のみ修正アコーデ ィ オンを作成を ク リ ッ ク し ます。

5. 適用を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

分割内層接続層 / 混在内層接続層オプシ ョ ンの編集
[ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブを使用し て、 分割 / 混在内層接続層のオプ
シ ョ ンを指定し ます。 分割 / 混在内層接続層では、 自動ベタ と同じグローバルサーマ
ル属性を使用し ます。 分割 / 混在内層接続層のオプシ ョ ンは、 設計フ ァ イルに保存
されます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 保存する内層接続データの指定

• 表示する内層接続データの指定

• 内層接続コーナーの半径の円滑化を指定

• 内層接続間の間隙を指定

• さ まざまな自動動作の指定

保存する内層接続データの指定

[PCB フ ァ イルに保存 ] 領域を使用し て、 さ まざまな形式の内層接続データの PADS 
Layout フ ァ イルへの保存を指定し ます。

内層接続データ を保存するよ う指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 分割内層接続層 / 混在内層接続層タ ブ

2. 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

• 内層接続多角形外形線－ PADS Layout フ ァ イルに、混在内層接続多角形のみ
を保存し ます。
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ヒ ン ト ： 内層接続多角形の外形のみを保存する と フ ァ イルが小さ く なる
ため、 設計フ ァ イルの読み込みが高速にな り ます。

• 全内層接続データ－ PADS Layout フ ァ イルに、混在内層接続に関連する全て
のデータ を保存し ます。

3. 設計を保存する時に必ず [ 内層接続データ を放棄 ] ダイアログボ ッ クス表示さ
せるには、 内層接続データ を破棄するか問い合わせるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し ます。

ヒ ン ト ： [ 全内層接続データ ] を選択し た場合、 このオプシ ョ ンは使用できま
せん。

表示する内層接続データの指定

[ 混在内層接続面を表示 ] 領域を使用し て、 どの内層接続データ を PADS Layout で
表示するかを指定し ます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 分割内層接続層 / 混在内層接続層タ ブ

表示する内層接続データ を指定するには、 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます。

• 内層接続銅箔面外形線－内層接続領域多角形のみ表示し ます。

• 内層接続サーマルイ ンジケータ－内層接続領域多角形、 サーマルリ リーフ
およびアンチパッ ド を表示し ます。

• 生成済内層接続データ－混在内層接続に関連する全てのデータ を表示し ます。

内層接続コーナーの半径の円滑化を指定

[ 円滑化半径 ] ボ ッ クスを使用し て、 混在内層接続上の自動ベタの鋭角に適用する
円滑さの度合いを指定し ます。

ヒ ン ト ： この設定は内層接続データ タ イプのみに適用され、 自動ベタ半径の円滑化に
は適用されません。

内層接続コーナーの半径円滑化を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 分割内層接続層 / 混在内層接続層タ ブ

2. [ 円滑化半径 ] ボ ッ クスに、 現在の設計単位で値を入力し ます。

ヒ ン ト ： 0 に設定する と、 円滑化を行いません。 値を大き く する と、 コーナー
はよ り滑らかにな り、 丸みを持ちます。
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内層接続間の間隙を指定

[ 自動分割間隙 ] ボ ッ クスを使用し て、 自動分割コ マン ド および内層接続領域を作成
コ マン ド で使用される内層接続間の間隙を指定し ます。

内層接続間の間隙を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 分割内層接続層 / 混在内層接続層タ ブ

2. [ 自動分割 ] ボ ッ クスに、 現在の設計単位で値を入力し ます。

ヒ ン ト ： デフ ォル ト の値は、 基板対配線の間隙です。

さ まざまな自動動作の指定

[ 自動動作 ] 領域を使用し て、 さ まざまな自動動作を指定し ます。

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 分割内層接続層 / 混在内層接続層タ ブ

Table12-4 に記載されたオプシ ョ ンのチ ェ ッ クボ ッ クスを、 必要に応じ て ON/OFF に
し ます。 

Table 12-4. 自動動作のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

浮遊ベタ を削除 ネ ッ ト に接続されていない混在内層接続面のベタ領域
を削除し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 [ 分割 / 混在 ] タ ブにも
表示されています。 こ こ でこのオプシ ョ ンを変更する
と、 [ 分割 / 混在 ] タ ブでも設定が変更されます。

違反サーマルスポーク
を削除

分割 / 混在内層接続層上で間隙違反を引き起こすサー
マルスポーク を削除し ます。

未配線を可視状態に更
新

分割 / 混在内層接続層への接続が実行される と、 未配
線を非表示にし ます。

サーマルイ ンジケータ
を可視状態に更新

パッ ドの内層接続サーマルイ ンジケータの可視状態を
更新し ます。

未使用パッ ド を削除 未使用のパッ ド を削除し、 アンチパッ ド と置き換えま
す。
ヒ ン ト ： パッ ド ス タ ッ クで定義し たカス タムアンチ
パッ ド を使用する CAM 内層では、 この設定が必要で
す。 設定を し ない場合は、 デフ ォル ト のアンチパッ ド
設定が使用されます。
参照 ： CAM 内層接続層オプシ ョ ンの設定 
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関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

ビアパターンのオプシ ョ ン設定
[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ ビアパターン ] タ ブを使用し て、 ビアのシール
ド処理や千鳥ビア操作を指定し ます。

• [ ビアパターン ] タ ブのオプシ ョ ン

• DRC および千鳥ビア と シールド処理操作

• ビアシールド処理オプシ ョ ンの指定

• 千鳥形状オプシ ョ ンの設定

必須事項 ： ビアシールド を追加や千鳥ビア コ マン ド を使用する前に、 ビアパターン
オプシ ョ ンの設定を行って く だ さい。

開始層と終了層のビア
パッ ド を保持

非貫通ビアの場合、 パッ ドが内層接続層上にある場合
は、 開始パッ ドや終了パッ ド を削除し ないで く だ さ
い。
ヒ ン ト ： [ 未使用パッ ド を削除 ] が OFF の場合、 この
チ ェ ッ クボ ッ クスは使用できません。

サーマルと アンチパッ
ド に設計規則を使用

サーマルでは階層パッ ド とベタ間の間隙規則、 アンチ
パッ ド ではド リルとベタ間の間隙規則を使用し て、 内
層接続面を塗潰し ます。
ヒ ン ト ：
• このオプシ ョ ンを選択する と、 カス タムサーマル

の場合は外形の線幅 / 直径 / 寸法の設定が、 カス タ
ムアンチパッ ドの場合は線幅 / 直径 / 寸法の設定が
無視されます。 また、 サーマルと アンチパッ ドの
外形線は表示されません。

• このオプシ ョ ンは、外形の線幅 / 直径 / 寸法が、塗潰
し設定の内側の線幅 / 直径 / 寸法以下である カス タ
ムサーマルには影響し ません。

内層接続領域追加時に
間隙を自動作成

内層接続領域が別の内層接続領域の内側に配置されて
いる場合、 自動的にカ ッ ト アウ ト を作成し ます。 
ヒ ン ト ： カ ッ ト アウ ト は外部領域と結合されます。

Table 12-4. 自動動作のオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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[ ビアパターン ] タ ブのオプシ ョ ン

[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ ビアパターン ] タ ブを使用し て、 ビアシールド
の追加や千鳥ビア操作で使用されるビアのプロパテ ィ を指定し ます。
参照 ： Table12-5

必須事項 ： ビアパターンオプシ ョ ンを設定するには、 設計を開いている必要があ り ま
す。 

Table 12-5. ビアパターンのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

[ 配線 ( ネ ッ ト ・ ピンペア )］ 領域
シールド処理に使用されるビアの形式を指定するには、 以下のオプシ ョ ンを使用
し ます。

ネ ッ ト から ビア
を追加

シールド処理に使用するビアに関連付けられたネ ッ ト を選択し
ます。

ビア タ イプ シールド処理に使用するビアの形式を選択し ます。 ( 選択し た
ネ ッ ト に対し どのよ う なビア タ イプが使用できるかは、 設計規
則によ って決ま り ます。 )
使用可能なビア タ イプを表示するには、 最初にネ ッ ト を選択し
て く だ さい。



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0328

オプシ ョ ン設定
ビアパターンのオプシ ョ ン設定

[ シールド間隔 ]
領域

シールド ビアからシールド処理を行う配線または形状までの距
離を指定し ます。

必須事項 ： ビアグ リ ッ ド を無視チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て く
だ さい。 選択し ない場合、 ビアはビアグ リ ッ ド に引き込まれま
す。
以下のいずれかを選択し て く だ さい ：
設計の規則を使用－このオプシ ョ ンを選択する と ( デフ ォル ト
では選択されています )、 ビア と シールド されるオブジ ェ ク ト
との間隔は、 設計規則によ って決定されます。 [ ビアシールド
を追加 ] 操作では、 選択し配線やベタに対し、 ビア対配線およ
びビア対ベタの間隙がビア配置時に使用されます。
ヒ ン ト ： 選択し た配線やベタに関し ては、 ビアの配置に設計規
則が使用されます。 ただ し、 そのビア配置によ り、 他オブジ ェ
ク ト と他の配線などについて間隙違反を起こす場合があ り ま
す。 間隙エラーの原因と なるビアの追加を防ぐには、 [DRC オ
ン ] に設定し て く だ さい。 詳細 ： DRC および千鳥ビア と シール
ド処理操作。
パターン⇔ビア－ビア と配線間およびビア とベタ間の最小間隙
の設計規則とは異なるビア間隔を指定する場合、 このオプシ ョ
ンを選択し ます。
オプシ ョ ンを選択し て、 指定し た値ボ ッ クスに値を入力し ま
す。 0 ～ 1000 ミ ルの値を入力し て く だ さい。 0 に設定する と、
ビア と配線 ( または形状 ) のエ ッ ジが接触し ます。
ヒ ン ト ： ビア と配線間およびビア とベタ間の最小間隙を指定す
る場合、 DRC 設定を OFF にし ます。 [DRC オン ] が設定されて
いる場合、 [ ビアシールド を追加 ] 操作は失敗し、 ビアは追加さ
れません。
ハッ チ外形線⇔ビア－ビアからベタ接地面のエ ッ ジ ( ハッ チ外
形線など ) までの距離を指定し ます。 オプシ ョ ンを選択し て、
指定し た値ボ ッ クスに値を入力し ます。
ヒ ン ト ： ビア と配線間の間隔は、 [ ハッ チ外形線⇔ビア ] の値と
ベタ対配線の間隙の値の合計と等し く な り ます。

Table 12-5. ビアパターンのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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[ プレーン ] 領域
以下のオプシ ョ ンを使用し て、 特定のネ ッ ト の千鳥形状ベタ で使用されるビア タ
イプを指定し ます。

[ ネ ッ ト / ビア
タ イプ ] リ ス ト

ネ ッ ト ご とに使用する千鳥形状のビア形式を選択し ます。 デ
フ ォル ト では、 リ ス ト には何も入っていません。 以下のボタ ン
を使用し て、 リ ス ト を編集し ます。
追加－ネ ッ ト に空の行を追加し、 ネ ッ ト と ビア タ イプを選択で
きるよ う にし ます。
編集－ネ ッ ト またはビア タ イプの変更を行えます。
削除ーネ ッ ト から行 ( ネ ッ ト / ビア タ イプ ) を削除し ます。

[ パターン ] 領
域

形状内でビアのパターンを配置するための、 千鳥モー ド ( 塗潰
し または周囲 ) を選択し ます。
プレビ ュー－選択し たパターンを表示し ます。
塗潰し－形状をパターン ( 整列または千鳥 ) で塗り潰し ます。
周囲－形状の周辺内部にビアを配置し ます。
ヒ ン ト ： 選択し た形状のパターン設定 ( 塗潰し または周囲 ) を
無視するには、 [ 千鳥ビアモー ド ] コ マン ド を使用し ます。
制限事項 ： デフ ォル ト では、 千鳥ビア操作を行っても形状内の
空洞部分にはビアを配置し ません。 詳細 ： 空洞部分をビアで囲
む。

ビア⇔ハッ チ外
形

塗潰し を行う形状のエ ッ ジから ビアパターンのエ ッ ジまでの距
離を指定し ます。 0 ～ 1000 ミ ルの値を入力し て く だ さい。 0 に
設定する と、 ビアのエ ッ ジ と塗潰しの外形線が接触し ます。
例 ：

デフ ォル ト の値は、 ベタ と ビア間の間隙のデフ ォル ト 値です。

Table 12-5. ビアパターンのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0330

オプシ ョ ン設定
ビアパターンのオプシ ョ ン設定

選択し たハッ チ
領域のみに発生

塗潰し を行う と複数のハッ チ外形に分割されて し ま う よ う な、
1 つの自動ベタ または分割内層接続多角形がある場合、 この設
定を使用し ます。 
• 千鳥ビアコマン ド を使用する際に、 選択し たハッ チ外形のみ

ビアパターンで塗潰す場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
( デフ ォル ト でこのオプシ ョ ンが選択されています。 )

• 選択し たハッ チ外形線の一部と なっている主要なベタや内層
接続面の外形を塗潰す場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを
OFF にし ます。

例 ：

一般的なオプシ ョ ン
以下のオプシ ョ ンは、 ビアシールド を追加および千鳥ビア コマン ドの両方に適用
されます。

ビア間隔 [ ビアシールド を追加 ] や [ 千鳥ビア ] 操作によ って追加される
ビア間 ( 中心から中心 ) の距離を指定し ます。 0 ～ 1000 ミ ルの
値を入力し ます。 デフ ォル ト は 100 ミ ルです。
0 またはビア直径の半分よ り小さい値を指定し た場合、 ビア同
士は接触し ますが、 重複する こ とはあ り ません。 例 ：

ヒ ン ト ： 
• このオプシ ョ ンを使用するには、 ビアグ リ ッ ド を無視チ ェ ッ

クボ ッ クスを選択し ます。
• ビア直径に同一ネ ッ ト のビア対ビアの間隙を足し た値よ り

小さい数値を指定する場合、 DRC を OFF にし て く だ さい。
[DRC オン ] に設定されている場合、 [ ビアシールド を追加 ]
や [ 千鳥ビア ] 操作は失敗し ます。 ( 追加されるビアもあ り
ますが、 違反の原因と なるビアは追加されません。 )

Table 12-5. ビアパターンのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ビアシールド処理オプシ ョ ンの指定

千鳥形状オプシ ョ ンの設定

DRC および千鳥ビア と シールド処理操作

設計規則チ ェ ッ ク (DRC) 設定によ り、 [ 千鳥ビア ] や [ ビアシールド を追加 ] 操作で
ビアを追加できるかど うかが決定し ます。 DRC 設定は、 以下の操作と連携し ます。

• DRC 設定が OFF でも、 ピン、 ベタ、 禁止領域、 文字、 基板外形線の間隙規則を
違反するよ う な場合、 [ 千鳥ビア ] や [ ビアシールド を追加 ] 操作を行っても、
ビアは追加されません。 ただ し、 配線違反が作成される こ とはあ り ます。

• [DRC オン ] の場合、[ 千鳥ビア ] や [ シールド処理 ] 操作を行っても、配線を含め、
設計規則を違反するビアの配置は行われません。

• [DRC 警告 ] の場合は、[ 千鳥ビア ] や [ シールド処理 ] 操作を行う と、設計規則に
違反するビアは配置されますが、 「間隙違反が検出されま し た」 とい う メ ッ
セージが表示されます。

関連 ト ピ ッ ク

オン ラ イ ン設計規則チ ェ ッ クの設定

ビアシールド処理オプシ ョ ンの指定

[ ビアパターン ] タ ブの [ 配線 ( ネ ッ ト ・ ピンペア )] 領域のオプシ ョ ンを使用し て、
シールド処理に使う ビアの形式を指定し ます。

必須事項 ： ビアパターンオプシ ョ ンを設定するには、 設計を開いている必要があ り ま
す。

ヒ ン ト ： 各オプシ ョ ンの詳細は、 [ ビアパターン ] タ ブのオプシ ョ ンをご覧 く だ さい。

ビア追加時に固
定

このオプシ ョ ンを選択する と、 ビアシールド を追加や千鳥ビア
操作によ って追加される各ビアを固定し ます。 また、 各ビアの
プロパテ ィ を [ 固定済 ] に設定し、 その設定は設計データベー
スに保存されます。

ビアグ リ ッ ド を
無視

このオプシ ョ ンを設定する と、 ビアシールド を追加や千鳥ビア
操作の際に、 ビアグ リ ッ ド設定を無視し ます。 ( ビアはビアグ
リ ッ ド に引き込まれません。 ) その代わり に、 [ シールド間隔 ]
領域および [ ビア間隔 ] フ ィ ールド で指定し た設定で、 ビアが
配置されます。

Table 12-5. ビアパターンのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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ビアのシールド処理オプシ ョ ンを設定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > [ ビアパターン ] タ ブ

2. [ 配線 ( ネ ッ ト ・ ピンペア )] 領域のネ ッ ト から ビアを追加リ ス ト から、 シール
ド処理時に使用するビア と関連付けたいネ ッ ト を選択し ます。 ビア タ イプを
選択し ます。 ( 設計規則によ って使用可能なビア タ イプが決定し ます。 )

3. [ シールド間隔 ] 領域で、 シールド ビアからシールド処理を行う配線または
形状までの距離を指定し ます。   

設計規則によ って間隔を決定する場合は、 設計の規則を使用を選択し ます。
または、 パターン⇔ビアあるいはハッ チ外形線⇔ビアを選択し て、 値を指定し
ます。 ( これらのオプシ ョ ンの詳細 ： [ ビアパターン ] タ ブのオプシ ョ ン )

4. [ ビア間隔 ] ボ ッ クスでビア間の間隔 ( 中心⇔中心 ) を指定し ます。

注意 ： こ こ で指定し た値は、 [ 千鳥ビア ] および [ ビアシールド を追加 ] の両方
の操作に適用されます。

5. [ 千鳥ビア ] または [ ビアシールド を追加 ] 操作で追加し た各ビアを固定するに
は、 ビア追加時に固定を選択し ます。

6. ビアグ リ ッ ド を無視チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている こ と を確認し て く だ さ
い。 選択し ていない場合は、 ビアはグ リ ッ ド に引き込まれます。

7. OK を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 

• ビアシールド を追加または千鳥ビア コ マン ド を使用する前に、 ビアパターンオ
プシ ョ ンの設定を行って く だ さい。

• PADS Layout では、 以後の操作で使用できるよ う、 設計内の設定を保存し ます。
この設定を変更し たい場合のみ、 再度設定を行う必要があ り ます。

• [ ビアシールド を追加 ] および [ 千鳥ビア ] 操作では、 配線を動かし てビア用に
スペースを空ける こ とはし ません。 設計内に配線があま り ない設計の初期段階
で、 [ ビアシールド を追加 ] や [ 千鳥ビア ] を行う方が効果的です。

関連 ト ピ ッ ク

ビア

ビアシールドの追加

千鳥形状オプシ ョ ンの設定

[ ビアパターン ] タ ブの [ プレーン ] 領域のオプシ ョ ンを使用し て、 特定のネ ッ ト の
ベタ形状の千鳥ビア形式を指定し ます。
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必須事項 ： ビアパターンオプシ ョ ンを設定するには、 設計を開いている必要があ り ま
す。

千鳥形状のオプシ ョ ンを設定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > [ ビアパターン ] タ ブ

2. [ プレーン ] 領域で追加を ク リ ッ ク し て、 [ ネ ッ ト / ビア タ イプ ] リ ス ト に空の
行を新規追加し ます。

3. 千鳥形状にするネ ッ ト を選択し、 次にビア タ イプを選択し ます。

ヒ ン ト ： 設計規則によ って、 使用可能なビア タ イプが決定し ます。

4. [ パターン ] 領域で、 形状内に配置するビアのモー ド を選択し ます。

• 塗潰し－ [ 整列 ] か [ 千鳥 ] のいずれかを選択し ます。

• 周囲

結果 ： プレビ ュー領域に選択内容が表示されます。

5. [ ビア⇔ハッ チ外形 ] ボ ッ クスで、 形状のエ ッ ジから千鳥形状に使用するビア
パターンのエ ッ ジまでの間隔を指定し ます。

6. 選択し たハッ チ外形線のみを塗潰すには、 選択し たハッ チ領域のみに発生
チ ェ ッ クボ ッ クスを ON に、 形状内の全てのハッ チ外形線を塗潰すには、
チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

7. [ ビア間隔 ] ボ ッ クスでビア間の間隔 ( 中心⇔中心 ) を指定し ます。

注意 ： こ こ で指定し た値は、 [ 千鳥ビア ] および [ ビアシールド を追加 ] の両方
の操作に適用されます。

8. [ 千鳥ビア ] または [ ビアシールド を追加 ] 操作で追加し た各ビアを固定するに
は、 ビア追加時に固定を選択し ます。

9. [ 千鳥ビア ] や [ ビアシールド を追加 ] 操作でグ リ ッ ド設定を無視するには、
ビアグ リ ッ ド を無視チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 ビアをグ リ ッ ド に引き込
むには、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

10. OK を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 

• ビアシールド を追加または千鳥ビア コ マン ド を使用する前に、 ビアパターン
オプシ ョ ンの設定を行って く だ さい。

• PADS Layout では、 以後の操作で使用できるよ う、 設計内の設定を保存し ます。
この設定を変更し たい場合のみ、 再度設定を行う必要があ り ます。
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• [ ビアシールド追加 ] および [ 千鳥ビア ] 操作では、 配線を動かし てビア用に
スペースを空ける こ とはし ません。 設計内に配線があま り ない設計の初期段階
で、 [ ビアシールド を追加 ] や [ 千鳥ビア ] を行う方が効果的です。

関連 ト ピ ッ ク

ビア

ビアパターンで形状を塗潰し

形状の周辺内部にビアを配置

テ ィ ア ド ロ ッ プオプシ ョ ンの編集
[ テ ィ ア ド ロ ッ プ ] タ ブを使用し て、 テ ィ ア ド ロ ッ プの表示や外観の指定を行います。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• テ ィ ア ド ロ ッ プ表示を有効にする

• テ ィ ア ド ロ ッ プ長の自動調整を有効にする

• テ ィ ア ド ロ ッ プ形状の指定

• テ ィ ア ド ロ ッ プのエラーレポー ト

テ ィ ア ド ロ ッ プ表示を有効にする

テ ィ ア ド ロ ッ プの表示 / 非表示を指定し ます。 テ ィ ア ド ロ ッ プを非表示にする と、
再描画の時間が短 く な り ます。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 検査や CAM 操作には影響し ません。

テ ィ ア ド ロ ッ プの表示を有効にするには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > テ ィ ア ド ロ ッ プ タ ブ

2. テ ィ ア ド ロ ッ プ表示チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

テ ィ ア ド ロ ッ プ長の自動調整を有効にする

カス タム設定の長さや幅の比率を設定する こ とができます。 [ 自動調整 ] が ON の時、
配線のコーナーがパッ ドやビアの中にある場合や、 線分が指定された長さ比率を含む
には短すぎる場合には、 PADS Layout は配線上のテ ィ ア ド ロ ッ プの長さ を調整し ま
す。 

ヒ ン ト ： [ ラ イ ン ] または [ 円弧化 ] を選択し た場合、 テ ィ ア ド ロ ッ プの長さ と幅の
比率を指定する こ とができます。
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テ ィ ア ド ロ ッ プ長の自動調整を有効にするには、

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > テ ィ ア ド ロ ッ プ タ ブ

• 自動調整チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

テ ィ ア ド ロ ッ プ形状の指定

テ ィ ア ド ロ ッ プの外観を詳細に設定する こ とができます。 [ 確認画面 ] 領域には、
現在のテ ィ ア ド ロ ッ プ形状が表示されます。

テ ィ ア ド ロ ッ プ形状を指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > テ ィ ア ド ロ ッ プ タ ブ

2. 以下のいずれかの形状を ク リ ッ ク し ます ：

• デフ ォル ト － PADS Layout 旧バージ ョ ンからの標準形状。

• ラ イ ン－外側のテ ィ ア ド ロ ッ プエ ッ ジは直線にな り ます。

• 円弧化－外側のテ ィ ア ド ロ ッ プエ ッ ジは曲線にな り ます。

ヒ ン ト ： 高周波アナログ基板や高密度の基板上では、 [ ラ イ ン ] も し く は
[ 円弧化 ] に設定するのが効果的です。

制限事項 ： デフ ォル ト 形状では、 長さや幅の比率を設定できません。

3. [ ラ イ ン ] も し く は [ 円弧化 ] 形状を選択し た場合、 [ 長さ比率 ] ボ ッ クスに
長さ比率をパッ ド径のパーセンテージで入力または選択し ます。 1000 を超える
値は設定できません。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 テ ィ ア ド ロ ッ プが付いているパッ ド に対する比率
で、 テ ィ ア ド ロ ッ プの長さ を設定し ます。 テ ィ ア ド ロ ッ プ長さは以下のよ う に
計算されます。

テ ィ ア ド ロ ッ プの長さ  = ( パッ ド直径 ) * ( 長さ比率 %)

例 ： 長さ比率が 200( パッ ド直径の 200%) で、 パッ ド直径が 60 ミ ルの場合、
テ ィ ア ド ロ ッ プの長さは 120 ミ ルにな り ます。

4. [ ラ イ ン ] も し く は [ 円弧化 ] 形状を選択し た場合、 [ 線幅比率 ] ボ ッ クスに幅
比率をパッ ド径のパーセンテージで入力または選択し ます。 100 を超える値は
設定できません。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 テ ィ ア ド ロ ッ プが付いているパッ ド に対する比率
で、 テ ィ ア ド ロ ッ プの幅を設定し ます。
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テ ィ ア ド ロ ッ プのエラーレポー ト

設計に対し てテ ィ ア ド ロ ッ プエラーを検査し、 エラーをレポー ト する こ とができま
す。

テ ィ ア ド ロ ッ プエラーをレポー ト するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > テ ィ ア ド ロ ッ プ タ ブ

2. [ パラ メ ータ ] 領域の右側にある検査ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

結果 ： [ テ ィ ア ド ロ ッ プを検査 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

ヒ ン ト ： [ 検査 ] ボタ ンを使用するには、 [ 配線 ] タ ブで [ テ ィ ア ド ロ ッ プ生成 ]
が選択されている必要があ り ます。

関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

サーマルオプシ ョ ンの編集
[ サーマル ] タ ブを使用し て、 ベタ特有のオプシ ョ ンを設定し、 既存のベタ外形に
自動ベタ を生成し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 穴付サーマルラ ン ドのオプシ ョ ン設定

• 穴無サーマルラ ン ドのオプシ ョ ン設定

• 配線済パッ ドサーマルを有効にする

• 汎用内層接続イ ンジケータ を有効にする

• 浮遊ベタの削除を有効にする

• 違反サーマルスポークの削除を有効にする

穴付サーマルラ ン ドのオプシ ョ ン設定

制限事項 ： これらのオプシ ョ ンは、 パッ ド ス タ ッ ク内にカス タムのサーマルがない
場合、 分割 / 混在層のサーマルにのみ適用されます。

穴付サーマルラ ン ド オプシ ョ ンを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > サーマルタ ブ

2. [ 線幅 ] ボ ッ クスに、 現在の単位系でサーマルリ リーフの線幅値を入力し ます。
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ヒ ン ト ： 穴付きサーマルと穴無しサーマルのそれぞれに異なる値を設定できま
す。 

3. [ 最小接続数 ] ボ ッ クスに、 スポークの最少数 (1 ～ 4) を設定し ます。

ヒ ン ト ： パッ ドが自動ベタの境界と交差する と、 4 つのスポーク全てを作成で
きないこ とがあ り ます。 最小値よ り少ないスポークでサーマルが作成された
場合、 警告が表示されます。

4. [ パッ ド形状 ] リ ス ト から、 サーマルリ リーフの形状を選択し ます。

5. 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

• 90°方向―直角方向にサーマルリ リーフ を作成し ます。

• 45°方向―対角線方向にサーマルリ リーフ を作成し ます。

• 重ね塗潰―パッ ド を完全に塗潰すサーマルリ リーフ を作成し ます。

• 無接続―サーマルリ リーフ を作成し ません。

穴無サーマルラ ン ドのオプシ ョ ン設定

制限事項 ： これらのオプシ ョ ンは、 パッ ド ス タ ッ ク内にカス タムのサーマルがない
場合、 分割 / 混在層のサーマルにのみ適用されます。

穴無サーマルラ ン ド オプシ ョ ンを指定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > サーマルタ ブ

2. [ 線幅 ] ボ ッ クスに、 現在の単位系でサーマルリ リーフの線幅値を入力し ます。

ヒ ン ト ： 穴付きサーマルと穴無しサーマルのそれぞれに異なる値を設定できま
す。 

3. [ 最小接続数 ] ボ ッ クスに、 スポークの最少数 (1 ～ 4) を設定し ます。

ヒ ン ト ： パッ ドが自動ベタの境界と交差する と、 4 つのスポーク全てを作成で
きないこ とがあ り ます。 最小値よ り少ないスポークでサーマルが作成された
場合、 警告が表示されます。

4. [ パッ ド形状 ] リ ス ト から、 サーマルリ リーフの形状を選択し ます。

5. 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

• 90°方向－直角方向にサーマルリ リーフ を作成し ます。

• 45°方向－対角線方向にサーマルリ リーフ を作成し ます。

• 重ね塗潰－パッ ド を完全に塗潰すサーマルリ リーフ を作成し ます。

• 無接続－サーマルリ リーフ を作成し ません。
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配線済パッ ドサーマルを有効にする

配線済みパッ ドや結線にサーマルを配置できます。 サーマルは通常、 未配線結線上に
のみ配置されます。

制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 分割内層接続銅箔面ではな く 、 自動ベタにのみ適用さ
れます。

配線済パッ ドサーマルを有効にするには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > サーマルタ ブ

2. 配線済パッ ドサーマルチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： パッ ド に余りの小さ な線分がある と、 [ 配線済パッ ドサーマル ] が OFF の
場合、 パッ ド にサーマルが配置されません。 [ 選択フ ィ ルタ ] を配線、 コーナー、
タ ッ クに設定し て、 パッ ド に取り付けられた線分を選択し て削除し ます。

汎用内層接続イ ンジケータ を有効にする

CAM または分割 / 混在内層接続層への接続がパッ ド ス タ ッ クに存在する場合、 汎用
内層接続サーマルイ ンジケータ を表示できます。 イ ンジケータは、 パッ ドの中心に小
文字の x と し て表示されます。 イ ンジケータ を表示し た く ない場合は、 このチ ェ ッ ク
ボッ クスを OFF にし ます。

汎用内層接続イ ンジケータは、 現在の層とは無関係です。 実際のサーマルは、 現在の
層上ではな く 、 パッ ド ス タ ッ クの 1 つまたは複数の内層にあ り ます。

ヒ ン ト ： 編集中はサーマル記号が非表示になる場合があ り ます。 全記号を表示するに
は、 画面を再描画し ます。

汎用内層接続イ ンジケータの表示を有効にするには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > サーマルタ ブ

2. 汎用内層接続イ ンジケータ を表示チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

浮遊ベタの削除を有効にする

通常の自動ベタの塗潰し操作中に、 浮遊 ( ネ ッ ト に接続できない ) ベタ領域を自動的
に取り除きます。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 [ 分割 / 混在 ] タ ブにも表示されています。 こ こ でこの
オプシ ョ ンを変更する と、 [ 分割 / 混在 ] タ ブでもオプシ ョ ンが変更されます。

浮遊ベタの削除を有効にするには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > サーマルタ ブ
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2. 浮遊ベタ を削除チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

違反サーマルスポークの削除を有効にする

非内層接続層上で間隙違反を引き起こす、 サーマルスポーク を自動的に削除し ます。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 [ 分割 / 混在 ] タ ブにも表示されています。 こ こ でこの
オプシ ョ ンを変更する と、 [ 分割 / 混在 ] タ ブでもオプシ ョ ンが変更されます。

違反サーマルスポークの削除を有効にするには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > サーマルタ ブ

2. 違反サーマルスポーク を削除チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定
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Chapter 13
属性の管理

属性辞書を使う
[ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログボ ッ クス ( オブジ ェ ク ト を選択 > 右ク リ ッ ク >
属性 ) を使用し て新規属性を設計オブジ ェ ク ト に追加できますが、 属性値のプロパ
テ ィ 設定には属性辞書を使う必要があ り ます。 設計における新規属性の作成や、 設計
内の属性の編集や削除には、 属性辞書の使用を推奨し ます。 また、 設計に属性を指定
し た り、 オブジ ェ ク ト から属性を削除する際にも、 属性辞書を使用できます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 設計の属性を作成

• 設計の属性プロパテ ィ の編集

• 設計内の属性の削除

• 3.0 以前の設計を使用

設計の属性を作成

PADS Layout にはデフ ォル ト の属性が用意されてお り、 新規の設計を作成する と必ず
これが適用されます。 用意されている属性は、 どのオブジ ェ ク ト にも割り当てられて
いません。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「デフ ォル ト 属性」 項目 

属性を作成するには、

1. 編集メ ニュー > 属性辞書。 

2. 新規を ク リ ッ ク し ます。

3. 属性を追加し、 属性プロパテ ィ の設定の手順に従って、 属性プロパテ ィ を設定
し ます。

4. 属性のプロパテ ィ 設定が完了し たら、 OK を ク リ ッ ク し、 [ 属性辞書 ] ダイアロ
グボッ クスに戻り ます。

5. 手順 2 ～ 4 を繰り返し て、 新規属性を作成し ます。

6. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。
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設計の属性プロパテ ィ の編集

設計の属性プロパテ ィ を編集するには、 属性辞書を使用し ます。

必須事項 ： 属性が ECO 登録済みの場合は、 ECO モー ド を使用し ないと属性を編集
できません。 

1. 編集メ ニュー > 属性辞書。

2. [ グループ ] リ ス ト から属性グループを選択できます。 このリ ス ト はフ ィ ルタ
の役割を持ち、 選択し た属性グループのみ表示させる こ とができます。 構成属
性の場合、 属性はグループ化されています。

ヒ ン ト ： 非表示属性も表示チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し た場合、 可視属性を持た
ない属性グループ も表示されます。 属性を非表示にするかど うかは、 [ 属性プ
ロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの [ オブジ ェ ク ト ] タ ブで設定し ます。

3. 編集し たい属性を リ ス ト でク リ ッ ク し ます。 デフ ォル ト 属性と設計属性が一覧
表示されます。

ヒ ン ト ： デフ ォル ト 属性を修正する こ と もできますが、 推奨し てお り ません。

4. プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。 [ 属性プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスが表示
されます。

5. 属性プロパテ ィ の設定の手順に従って、 属性プロパテ ィ を修正し ます。

6. 属性のプロパテ ィ 設定が完了し たら、 OK を ク リ ッ ク し、 [ 属性辞書 ] ダイアロ
グボッ クスに戻り ます。

7. 手順 2 ～ 5 を繰り返し て、 新規属性を修正し ます。

8. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

設計内の属性の削除

設計内の属性を削除するには属性辞書を使用し ます。 部品形状属性を削除する場合、
その属性に関連付けられている ラベルは、 非部品形状属性と関連付けられます。 

1. 編集メ ニュー > 属性辞書。

2. [ グループ ] リ ス ト から属性グループを選択できます。 このリ ス ト はフ ィ ルタ
の役割を持ち、 選択し た属性グループのみ表示させる こ とができます。 構成属
性の場合、 属性はグループ化されています。

3. 非表示属性も表示チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。 可視属性を 1 つでも
含む属性グループだけがリ ス ト に表示されます。

4. 削除し たい属性を リ ス ト から選択し てク リ ッ ク し ます。 
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ヒ ン ト ： デフ ォル ト 属性を削除する こ と もできますが、 推奨し てお り ません。
デフ ォル ト 属性は設計のみに用意され、 オブジ ェ ク ト には割り当てられていな
いため、 削除する必要はあ り ません。

5. 削除を ク リ ッ ク し ます。 「属性形式 XXX を削除し ても よろ しいですか ?」 と
い う メ ッ セージが表示されます。

例外 ： 非表示属性を選択し た場合、 このボタ ンは使用できません。

6. はいを ク リ ッ ク し て、 属性を削除し ます。

3.0 以前の設計を使用

バージ ョ ン 3.0 以前の PADS ソ フ ト ウ ェ アで作成された設計では、 デフ ォル ト 属性を
リ ス ト 表示し ません。 

• [ ラ イブ ラ リから更新 ] 領域にある読込中を ク リ ッ クする と、 現在のラ イブ ラ リ
から属性辞書へ、 パー ト タ イプ と部品形状の属性を自動的に読み込みます。

• V3.0β 設計自動読込を ク リ ッ ク し てから、 設計フ ァ イルを開いて く だ さい。
フ ァ イルが読み込まれる と、 属性は更新されます。

属性プロパテ ィ の設定
[ 属性プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 属性値のプロパテ ィ を設定し ま
す。 プロパテ ィ は、 オブジ ェ ク ト ではな く 属性に対し て指定されるため、 オブジ ェ ク
ト によ って変更し て し ま う プロパテ ィ を持つこ とはできません。 属性のプロパテ ィ に
は、 属性に設定する値の形式、 値の大文字小文字を区別するかど うか、 属性を割り当
てるオブジ ェ ク ト などがあ り ます。

属性がシステム属性の場合、 ダイアログボ ッ クス内の項目は、 [ オブジ ェ ク ト ] タ ブ
にあるシステム属性オプシ ョ ン以外は全て使用できな く な り ます。 ( システム属性
オプシ ョ ンは、 システム属性フ ラグを OFF にするのに使用し ますが、 この使用は推
奨し てお り ません。 )

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 新規属性の追加

• 属性プロパテ ィ の修正

• 任意文字属性形式の使用

• はい / いいえ属性形式の使用

• 他の属性形式を使用
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新規属性の追加

1. 編集メ ニュー > 属性辞書 > 新規を ク リ ッ ク。

2. 作成する新規属性の名前を属性ボ ッ クスに入力し ます。

ヒ ン ト ： 属性名は最大 255 文字まで指定できます。 スペースを含む印刷可能な
文字は全て属性名に使用できます。 ただ し、 スペースは属性名の最初や最後に
は使用できません。 また、 属性名の中で ド ッ ト の後にスペースを入れる こ と も
できません ( 例えば、 xxx. xxx は使用できません )。 属性名では大文字小文字は
区別されません。 また属性名は、 オブジ ェ ク ト ご と ではな く 設計全体に対し て
定義されます。

3. [ 形式 ] タ ブで属性に形式を指定し、 該当する場合は形式の設定も行います。
デフ ォル ト の形式は任意文字です。 以下から選択し て く だ さい ：

任意文字－属性値と し て文字列を入力できます。

はい / いいえ－属性値と し て 「はい」、 「いいえ」 を選択できる リ ス ト を作成
し ます。

整数－属性値と し て整数を入力する こ とができます。

浮動小数点－属性値と し て小数点を含む数値を入力できます 

測定－属性値の測定を決定する こ とができます。 単位と関連付けられた物理量
と な り ます。 

一覧－値を選択するためのリ ス ト を作成できます。 

4. [ オブジ ェ ク ト ] タ ブで、 属性を適用し たいオブジ ェ ク ト に設定と階層を指定
し ます。

5. OK を ク リ ッ ク し て、 属性辞書に戻り ます。

属性プロパテ ィ の修正

属性のプロパテ ィ には、 属性に設定する値の形式、 値の大文字小文字を区別するかど
うか、 属性を割り当てるオブジ ェ ク ト などがあ り ます。 プロパテ ィ は、 オブジ ェ ク ト
ではな く 属性に対し て指定されるため、 オブジ ェ ク ト によ って変更し て し ま う プロパ
テ ィ を持つこ とはできません。 

属性プロパテ ィ を設定するには、

1. 編集メ ニュー > 属性辞書。

2. プロパテ ィ を設定する属性を リ ス ト から選択し ます。

3. プロパテ ィ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 属性プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
が表示されます。



属性の管理
属性プロパテ ィ の設定

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 345

4. 形式タ ブを ク リ ッ ク し、 属性の形式を ク リ ッ ク し ます。 以下から選択し て く だ
さい ：

任意文字－属性値と し て文字列を入力できます。

はい / いいえ－属性値と し て 「はい」、 「いいえ」 を選択できる リ ス ト を作成し
ます。

整数－属性値と し て整数を入力する こ とができます。

浮動小数点－属性値と し て小数点を含む数値を入力できます 

測定－属性値の測定を決定する こ とができます。 単位と関連付けられた物理量
と な り ます。 

一覧－値を選択するためのリ ス ト を作成できます。

設計単位で ミ ルを使用する場合は、 基板レベルで属性を割り当てて下さい。 基
板レベルで指定し ない場合、 ([ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 一般設定 ]
タ ブで ) 設計単位を変更し ても、 単位が変わり ません。

5. [ オブジ ェ ク ト ] タ ブを ク リ ッ ク し、 制限し たいオブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し ま
す。 制限付きオブジ ェ ク ト には属性を指定できません。 例えば、 製造者属性に
プロパテ ィ を定義する際、 ネ ッ ト を制限し てこの属性を持つこ とができないよ
う設定し たい場合があ り ます。 そのよ う な場合に、 製造者属性のネ ッ ト オブ
ジ ェ ク ト を無効にし ます。

6. デフ ォル ト の階層を使用するには、 デフ ォル ト 階層使用を ク リ ッ ク し ます。
デフ ォル ト の階層を使用し ないよ う設定し た場合は、 階層を変更する こ とが
可能です。 階層の変更には高度な操作が必要にな り ます。 

参照 ： [ オブジ ェ ク ト ] タ ブの使用

7. 属性の ECO 登録を有効にし たい場合は、 ECO 登録有効を ク リ ッ ク し ます。
ECO 登録を有効にする と、 属性の変更内容が ECO フ ァ イルに記録されます。
また、 ECO 登録を有効にする と、 属性の編集は、 ECO ツールバーがアク テ ィ
ブ (ECO モー ド ) になっている間のみ可能と な り ます。

8. 属性のプロパテ ィ 設定が完了し たら、 OK を ク リ ッ ク し、 [ 属性辞書 ] ダイアロ
グボッ クスに戻り ます。

任意文字属性形式の使用

任意文字属性を選択する と、 属性値と し て任意の文字列を使用できます。 これが
デフ ォル ト の形式です。 任意文字は臨機応変には更新されません。 属性と し てネ ッ ト
名を入力する こ とはできますが、 ネ ッ ト 名を変更し ても属性は更新されません。 任意
文字形式では、 大文字小文字を区別するパラ メ ータが選択でき、 入力し た任意文字の
大文字 / 小文字の区別を保持する こ とができます。 この設定は、 [ 探索 ] ダイアログ
ボッ クスや [ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ クスのソー ト や検索にも影響し ます。
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はい / いいえ属性形式の使用

はい / いいえ属性形式を選択し て、 属性値と し て 「はい」 または 「いいえ」 を選択で
きる リ ス ト を作成できます。

他の属性形式を使用

さ らにパラ メ ータの設定が必要な、 他の属性形式を選択する こ と もできます。 他の属
性形式の詳細に関し ては、 以下の ト ピ ッ ク をご覧 く だ さい。 参照 ： 一覧属性形式の使
用、 測定属性形式の使用、 整数または浮動小数点属性形式の使用
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一覧属性形式の使用
このタ ブを使用し て、 属性形式を設定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 一覧形式の選択

• 一覧項目の追加

• 一覧項目の削除

一覧形式の選択

一覧属性形式を選択する と、 値のオプシ ョ ンを含むリ ス ト を作成できます。 例えば、
属性を指定する度に使用する、 全ての部品製造者のリ ス ト を作成する こ とができま
す。 

一覧項目の追加

属性値のオプシ ョ ン と し て、 一覧の項目を作成できます。

1. ボッ クスに属性値を入力し ます。

2. 設定を ク リ ッ ク し て、 一覧に項目を追加し ます。

3. 必要に応じ て、 手順 1 と 2 を繰り返し ます。

4. [ 大文字小文字を区別 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 一覧項目の大文字 / 小
文字の区別を保持できます。 この設定は、 [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスや [ 属性
マネージャ ] ダイアログボ ッ クスのソー ト や検索にも影響し ます。

結果 ： [ 一覧 ] ボ ッ クスに、 入力し た項目が選択可能な属性の値と し て表示されます。
リ ス ト 内の項目は、 [ オブジ ェ ク ト の属性 ] および [ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ
クスで、 ク リ ッ ク し て選択できる リ ス ト の値と し て表示されます。

一覧項目の削除

リ ス ト 内の 1 つの項目を削除するには [ 消去 ] を、 全項目を削除するには [ 全初期化 ]
を ク リ ッ ク し ます。

測定属性形式の使用
このタ ブを使用し て、 属性形式を設定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 測定形式の選択
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• 単位リ ス ト の使用

• 新規単位リ ス ト の追加

• 測定属性形式の制限設定

• 単位セ ッ ト の削除

測定形式の選択

測定属性形式を選択する と、 属性値に測定パラ メ ータ を設定できます。 単位と関連付
けられた物理量と な り ます。 測定の単位を設定し、 値の最小値と最大値を設定できま
す。 測定単位リ ス ト から単位を選択するか、 新規単位を リ ス ト に追加し ます。 単位を
カス タ マイズする こ と も可能です。 既存の測定単位を使用するか、 新規の測定単位を
追加できます。

測定形式プロパテ ィ の属性値は、 ECO 処理中に自動的に変換されます。 

単位リ ス ト の使用

全てのデフ ォル ト 測定単位 ( および単位の接頭辞 ) がリ ス ト に表示されます。

• 測定リ ス ト から測定単位を選択し て く だ さい。 [ 短縮 ]、 [ 単位系 ]、 [ 数量 ]
ボッ クスに、 それぞれ、 略語、 単位、 測定する もの ( 数量 ) が表示されます。

新規単位リ ス ト の追加

また、 リ ス ト に表示されるデフ ォル ト 単位を恒久的に変更する こ と もできます。

リ ス ト に新規単位を追加するには、

1. 短縮ボッ クスに、 単位に使用する略語を入力し ます。 

2. 単位系ボ ッ クスに、 単位の名称を入力し ます。

3. 数量ボッ クスに数量 ( 測定する もの ) を入力し ます。

4. 設定を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 設計単位で ミ ルを使用する場合は、 基板レベルで属性を割り当てて下さい。
基板レベルで指定し ない場合、 ([ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 一般設定 ]
タ ブで ) 設計の単位を変更し ても、 単位が変わり ません。

測定属性形式の制限設定

測定属性形式の範囲を指定できます。 [ 最小 ] および [ 最大 ] ボ ッ クスに数値を入力
し、 範囲を設定し ます。 PADS Layout は、 [ 制限 ] 領域の値に対し て検査を行います。
属性に、 整数、 少数、 測定形式のプロパテ ィ がある場合、 PADS Layout は、 このプロ
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パテ ィ と照合し て属性値を検査し ます。 数値の先頭の 0 は削除されます。 また、 小数
点後の末尾の 0 も削除されます。 6 桁を超える数値は丸められます。

• [ 最小 ] ボ ッ クスに最小値、[ 最大 ] ボ ッ クスに最大値、このいずれかまたは両方
を入力し ます。

単位セ ッ ト の削除

リ ス ト 内の 1 つの項目を削除するには [ 消去 ] を、 全項目を削除するには [ 全初期化 ]
を ク リ ッ ク し ます。 [ 全初期化 ] を ク リ ッ クする と、 ユーザーが定義し た単位のみ、
リ ス ト から全て削除し ます。 デフ ォル ト の単位はリ ス ト から削除されません。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「デフ ォル ト 単位」 項目

コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性単位のカス タム化」 項目

整数または浮動小数点属性形式の使用
このタ ブを使用し て、 属性形式を設定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 整数または浮動小数点属性形式の使用

• 測定属性形式の制限設定

整数または浮動小数点属性形式の使用

属性値と し て、 整数の数値 ( 整数 ) または浮動小数点を含む数値 ( 浮動小数点 ) を
入力できます。 整数または浮動小数点の属性値は、 ECO 処理中に自動的に変換されま
す。

整数または浮動小数点属性形式の制限の設定

整数や浮動小数点の属性形式に範囲を指定する こ とができます。 [ 最小 ] および [ 最大
] ボ ッ クスに数値を入力し、 範囲を設定し ます。 PADS Layout は、 [ 制限 ] 領域の値に
対し て検査を行います。 属性に整数または浮動小数点形式のプロパテ ィ がある場合、
PADS Layout はこのプロパテ ィ と照合し て属性値を検査し ます。 

整数－ -232 から 232-1 の間の数値を入力できます。 先頭の 0 は削除されます。 0 を 7
つ以上含む整数は、 科学的表記法に変換される場合があ り ます。

浮動小数点－ 1.7E +/- 308 間の数値を入力できます。 先頭の 0 は削除され、 小数点後
の末尾の 0 も削除されます。 6 桁を超える数値は四捨五入されます。
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• [ 最小 ] ボ ッ クスに最小値、[ 最大 ] ボ ッ クスに最大値、このいずれかまたは両方
を入力し ます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「整数 / 小数の属性値と ECO」 項目

[ オブジ ェ ク ト ] タ ブの使用
[ オブジ ェ ク ト ] タ ブを使用し て、 オブジ ェ ク ト に属性を指定し、 その属性の階層を
設定し ます。

属性がシステム属性の場合、 ダイアログボ ッ クス内の項目は、 [ オブジ ェ ク ト ] タ ブ
にあるシステム属性オプシ ョ ン以外は、 全て使用できな く な り ます。 ( システム属性
オプシ ョ ンは、 システム属性フ ラグを OFF にするのに使用し ます。 )

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• オブジ ェ ク ト に属性を適用

• デフ ォル ト の属性階層を変更

• ECO 登録有効状況を選択

• システム属性を選択

• 読取属性を選択

• 非表示属性を選択

オブジ ェ ク ト に属性を適用

属性を適用し たい設計オブジ ェ ク ト を選択し て、 属性を適用または制限できます。

1. 編集メ ニュー > 属性辞書 > 新規を ク リ ッ ク ( も し く は、 属性を選択 > プロパ
テ ィ )。

2. 新規属性の名前を [ 属性 ] ボ ッ クスに入力し ます。 属性の新規作成ではない場
合は、 修正し ている属性の名前が [ 属性 ] ボ ッ クスに表示されている こ と を確
認し ます。 [ ラ イブ ラ リ属性参照 ] ボタ ンを使用し て、 ラ イブ ラ リ属性の属性
辞書リ ス ト から属性を選択できます。

3. [ オブジ ェ ク ト ] タ ブの [ オブジ ェ ク ト ] リ ス ト で、 新規属性を利用にし たい
オブジ ェ ク ト の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 

ヒ ン ト ： [Part] オブジ ェ ク ト は設計内の実装部品です。 [PCB] オブジ ェ ク ト は、 PCB
設計全体のこ と です。 [Via] を選択し た場合、 [ECO 登録有効 ] チ ェ ッ クボ ッ クスは
使用できません。
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デフ ォル ト の属性階層を変更

属性値のデフ ォル ト 階層を変更できます。 例えば、 部品形状、 パー ト タ イプ、 設計内
の実装部品に属性値を指定する こ とができます。 実装部品レベル値はパー ト タ イプ値
に優先し、 パー ト タ イプ値は部品形状レベル値に優先し ます。 属性を複数のレベルに
指定し、 属性を削除し た場合、 属性は最上階の階層から継承されます。

1. 編集メ ニュー > 属性辞書 > 新規を ク リ ッ ク ( も し く は、 属性を選択 > プロパ
テ ィ )。

2. デフ ォル ト 階層使用チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

必須事項 ： 階層を有効にするには、 オブジ ェ ク ト リ ス ト で十分な数のオブジ ェ
ク ト を選択し ている必要があ り ます。 オブジ ェ ク ト リ ス ト 内のオブジ ェ ク ト の
順序は、 デフ ォル ト 階層を示し ています。

3. オブジ ェ ク ト リ ス ト 内でオブジ ェ ク ト を選択 

4. 移動し たい階層レベルを ク リ ッ ク し ます。

5. 上側または下側を ク リ ッ ク し て、 階層レベルを移動し ます。 リ ス ト の最上部に
あるオブジ ェ ク ト の優先順位が一番高 く な り ます。

制限事項 ： 階層の修正は制限されています。 PADS Layout では、 特定の論理階層が自
動的に設定されます。 例えば、 通常、 ネ ッ ト ク ラスからネ ッ ト を作成する こ とはでき
ないので、 ネ ッ ト よ り上の階層にネ ッ ト ク ラスを置 く こ とができません。 PADS 
Layout では、 ネ ッ ト はネ ッ ト ク ラスよ り上の階層に自動的に配置されます。

ECO 登録有効状況を選択

属性が ECO 登録の場合、 指定する こ とができます。 その場合、 属性への変更内容は
ECO フ ァ イルへ記録されます。 このチ ェ ッ クボッ クスを選択する と、 ECO ツール
バーが開いている時 (ECO モー ド ) のみ、 属性を修正できます。

• 編集メ ニュー> 属性辞書 > 新規を ク リ ッ ク ( または、属性を選択 > プロパテ ィ )。

属性の ECO 登録の ON/OFF 状況は、 フ ォーワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン
されません。 属性の ECO 登録が ON の場合にのみ、 属性値はバッ クワー ド ア ノ テー
シ ョ ン されます。 属性をバッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンに含めるには、 ECO 登録有効を
ON にし て く だ さい。 フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを実行する と きには、 データ入力さ
れた属性の ECO 登録を示すレポー ト が自動的にデフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タに表
示されます。 属性が属性辞書にない場合には、 ECO 登録が OFF の状態で辞書に追加
されます。 属性が既に辞書に存在し ている場合には、 辞書内の既存属性と ECO 登録
有効の状況が使用されます。 

例外 ：

• [ ビア ] チ ェ ッ クボ ッ クスだけが ON になっている場合は、 [ECO 登録有効 ]
チ ェ ッ クボ ッ クスは使用できません。



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0352

属性の管理
[ オブジ ェ ク ト ] タ ブの使用

• この設定にかかわらず、 オー ト メ ーシ ョ ンを使って修正される属性は、
ECO フ ァ イルでは登録されません。 

システム属性を選択

属性がシステム属性かど うかを表示し ます。 システム属性は、 PADS Layout や、 オー
ト メ ーシ ョ ンスク リ プ ト (Sax Basic など ) といった外部プログラムで使用されます。
このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 内部設定された属性や、 PADS Layout の動作に
重大な影響を及ぼす属性を修正できないよ う にな り ます。 

• 編集メ ニュー> 属性辞書 > 新規を ク リ ッ ク ( または、属性を選択 > プロパテ ィ )。

例外 ： オー ト メ ーシ ョ ンは、 この設定を無視し て、 システム属性を変える こ とができ
ます。 この設定は部品形状エデ ィ タ と ラ イブ ラ リ においても無視されます。 この設定
は、 .pcb フ ァ イルのオープン、 .asc フ ァ イルのデータ入力、 .dxf フ ァ イルのデータ入
力、 .eco フ ァ イルのデータ入力、 対話型の ECO 操作 ( ラ イブ ラ リから部品追加、 ラ イ
ブ ラ リから部品更新、 部品変更など ) には影響し ません。 

PADS Layout では、 属性の処理に特定の形式が必要な場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クス
が自動的に ON にな り ます。 また、 システム属性チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と、
属性辞書の入力内容の意図し ない変更を防ぐ こ と もできます。 これは、 外部プログラ
ムが属性を使用する場合に有用なこ とがあ り ます。   

システム属性の値を修正する こ とができます。 システム属性の属性辞書の入力内容を
修正する こ とはできません。 新規属性では、 このチ ェ ッ クボ ッ クスはデフ ォル ト で
OFF になっています。 

警告 ： システム属性のプロパテ ィ または属性辞書の入力内容は修正し ないで く だ さ
い。 深刻なプログラムエラーやスク リ プ ト エラーが発生する場合があ り ます。

読取属性を選択

属性値が読み取り専用かど うかを表示し ます。 読み取り専用の場合、 属性値はラ イブ
ラ リ以外では変更できません。 ただ し、 属性プロパテ ィ を修正する こ とは可能です。
属性値を変更する場合は、 ラ イブ ラ リ内で行って く だ さい。

• 編集メ ニュー> 属性辞書 > 新規を ク リ ッ ク ( または、属性を選択 > プロパテ ィ )。

例外 ： オー ト メ ーシ ョ ンは、 この設定を無視し て、 読取属性を変える こ とができま
す。 この設定は部品形状エデ ィ タ と ラ イブ ラ リ においても無視されます。 この設定
は、 .pcb フ ァ イルのオープン、 .asc フ ァ イルのデータ入力、 .dxf フ ァ イルのデータ
入力、 .eco フ ァ イルのデータ入力、 対話型の ECO 操作 ( ラ イブ ラ リから部品追加、
ラ イブ ラ リから部品更新、 部品変更など ) には影響し ません。 

他ユーザーによる値の変更を防ぐ こ とができるため、 属性値の設定を担当するエンジ
ニアにと っては有効な機能です。 また、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と、 部品
と部品形状ラ イブ ラ リ属性データ を変更から保護する こ と もできます。 
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新規属性では、 このチ ェ ッ クボ ッ クスはデフ ォル ト で OFF になっています。 非表示
属性チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている場合、 非表示属性は編集できないため、
[ 読取属性 ] チ ェ ッ クボ ッ クスは使用できません。
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非表示属性を選択

属性が隠れるため、 属性を見る こ とや修正する こ とはできません。 属性はどのダイア
ログボッ クスにも現れません。 

• 編集メ ニュー> 属性辞書 > 新規を ク リ ッ ク ( または、属性を選択 > プロパテ ィ )。

非表示属性は、 設計、 回路図プログラム、 外部プログラムやスク リ プ ト ( オー ト メ ー
シ ョ ン、 ASCII、 ECO など ) において有用な こ とがあ り ます。  

例外 ： オー ト メ ーシ ョ ンは、 この設定を無視し て、 非表示属性を変える こ とができま
す。 この設定は部品形状エデ ィ タ と ラ イブ ラ リ においても無視されます。 この設定
は、 .pcb フ ァ イルのオープン、 .asc フ ァ イルのデータ入力、 .dxf フ ァ イルのデータ
入力、 .eco フ ァ イルのデータ入力、 対話型の ECO 操作 ( ラ イブ ラ リから部品追加、
ラ イブ ラ リから部品更新、 部品変更など ) には影響し ません。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性の階層」 項目 

属性マネージャの使用
属性マネージャ を使用し て、 設計内の全てのオブジ ェ ク ト の全属性を見る こ とができ
ます。 属性マネージャでは、 設計内の全ての属性をスプレ ッ ド シー ト 形式で表示し ま
す。 属性マネージャ を使用し て、 複数のオブジ ェ ク ト 形式の属性値を追加、 編集、 削
除できます。 また、 同じ形式のオブジ ェ ク ト に指定された属性のそれぞれの値に基づ
いた、 属性値の要約を作成する こ と も可能です。 つま り、 要約は属性ご とに適用さ
れ、 同じ タ ブにある全てのオブジ ェ ク ト に適用されます。

例外 ： 属性が読取属性の場合、 マルチコ ラムリ ス ト の行は使用できません。 属性が
ECO 登録で、 PADS Layout が ECO モー ド でない場合も、 この行は使用できません。
非表示属性はリ ス ト には表示されません。 属性の未指定 / 指定済みに関わらず、 全て
のオブジ ェ ク ト はマルチコ ラムリ ス ト に表示されます。 属性の指定されていないオブ
ジ ェ ク ト は、 属性名の下のセルに < な し > と表示されます。 属性が指定されていて
も、 値が指定されていないオブジ ェ ク ト の場合、 属性名の下のセルは空欄にな り ま
す。

推奨 ： 設計内で使用する場合は、 文書層に属性を配置する こ と で、 DRC 違反や
シ ョ ー ト を回避できます。 属性が設計内で表示されていて、 電気層に設定されている
場合、 製造文書にはベタ と表示されます。 任意文字および属性値は、 シルク最上層ま
たは別の文書層に配置し て く だ さい。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 設計オブジ ェ ク ト のリ ス ト

• オブジ ェ ク ト 属性のリ ス ト

• 階層レベルの解釈



属性の管理
属性マネージャの使用

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 355

• コ ラムのセルを ソー ト

• 属性値の追加

• 属性値の修正

• 属性値の削除

• 属性値を他の全オブジ ェ ク ト に適用

• 属性の要約を表示

• 要約形式の変更

設計オブジ ェ ク ト のリ ス ト

属性マネージャのマルチコ ラムリ ス ト では、 設計オブジ ェ ク ト と それらに指定された
属性を カ タ ログし ます。 オブジ ェ ク ト は左の列に表示され、 その属性名は列のヘ ッ
ダーに表示されます。

1. 編集メ ニュー > 属性。

2. [ 画面表示 ] 領域でオプシ ョ ンを選択し ます ：

選択済－設計内で選択し たオブジ ェ ク ト の属性を表示し ます。 設計内でオブ
ジ ェ ク ト を選択し て、 編集メ ニューから属性を ク リ ッ クする と、 選択し たオブ
ジ ェ ク ト が該当する タ ブに表示されます。 特定の形式のオブジ ェ ク ト を選択し
ないと タ ブは表示されません。 他のオブジ ェ ク ト を見るには [ フ ィ ルタ ] を使
用し ます。

フ ィ ルタ－設計内の全てのオブジ ェ ク ト の属性を一覧表示し ます。 このオプ
シ ョ ンによ り、 部品形状やパー ト タ イプ といった、 選択できないオブジ ェ ク ト
に指定された属性も見る こ とができます。 このフ ィ ルタ を使用する場合は、 表
示するオブジ ェ ク ト の最初の文字 ( 列 ) を入力し、 文字の後にアス タ リ スク を
入力し、 フ ィ ルタ適用を ク リ ッ ク し ます。 オブジ ェ ク ト は、 該当する タ ブの
マルチコ ラムリ ス ト に表示されます。

オブジ ェ ク ト 属性のリ ス ト

属性マネージャのマルチコ ラムリ ス ト では、 設計オブジ ェ ク ト と それらに指定された
属性を カ タ ログし ます。 オブジ ェ ク ト は左の列に表示され、 その属性名は列のヘ ッ
ダーに表示されます。 行には、 各オブジ ェ ク ト の属性が表示されます。 [ 表示 ] ボタ
ン と [ 非表示 ] ボタ ンを使用し て、 設計オブジ ェ ク ト でどの属性を表示するかを設定
し ます。
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属性の表示

マルチコ ラムリ ス ト でどの属性を表示するかを選択できます。

属性列を表示するには、

1. 編集メ ニュー > 属性 > 表示を ク リ ッ ク。 

2. 属性を画面表示ダイアログボ ッ クスを使用し て、 リ ス ト 内でどの属性を表示
するかを選択し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

属性を非表示にする

マルチコ ラムリ ス ト 内に表示された内容から、 選択し た属性を非表示にする こ とが
できます。

[ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ クスで属性を非表示にするには、

1. 編集メ ニュー > 属性。

2. 表示させた く ない属性の列にあるセルを選択し ます。

3. 非表示を ク リ ッ ク し ます。 属性は非表示にな り ます。

階層レベルの解釈

属性マネージャで属性値のソースを見る こ とができます。 例えば、 部品形状、 パー ト
タ イプ、 設計内の実装部品に属性値を指定する こ とができます。 実装部品レベル値は
パー ト タ イプ値に優先し、 パー ト タ イプ値は部品形状レベル値に優先し ます。

1. 編集メ ニュー > 属性。

2. 階層レベルを表示し たい属性値を含むマルチコ ラムリ ス ト のセルを選択し ま
す。

ヒ ン ト ： 属性を複数のレベルに指定し、 属性を削除し た場合、 属性は最上階の階層か
ら引き継がれます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性の階層」 項目

コ ラムのセルを ソー ト

属性マネージャの行を ソー ト する こ とができます。

1. 編集メ ニュー > 属性。

2. 列ヘ ッ ダー ( 属性名 ) を ク リ ッ クする と、 列を昇順で並べ替えます。 降順で
並べ替えるには、 再度ク リ ッ ク し ます。
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属性値の追加

属性マネージャで、 まだ属性が指定されていないオブジ ェ ク ト に対し て、 属性と値を
追加する こ とができます。 < 空欄 > のセルに値を追加できます。 セルが空欄の場合
は、 設計に対し て属性が利用可能で、 まだオブジ ェ ク ト に指定されていないとい う こ
と です。

制限事項 ： 非表示属性と読取属性は追加できません。 また、 ECO 登録属性は、 ECO
モー ド でない時は追加できません。

1. 編集メ ニュー > 属性。

2. < 空欄 > のセルを選択し ます。

3. 追加を ク リ ッ ク し ます。

4. セルに値を入力し て、 Enter キーを押し ます。

ヒ ン ト ： 設計で使用できる属性のみ、 設計オブジ ェ ク ト に属性値を追加する こ とがで
きます。 設計オブジ ェ ク ト で使用する新規属性を作成するには、 設計の属性を作成を
ご覧 く だ さい。 値に単位をつける こ と も可能です。 PADS Layout にはデフ ォル ト の単
位 ( および単位の接頭辞 ) セ ッ ト もあ り、 そのまま入力 / 出力に使用できます。
参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「デフ ォル ト 単位」 項目

属性値の修正

属性マネージャでは、 空欄のセルや値の入ったセルを編集できます。 セルが空欄の
場合、 オブジ ェ ク ト に属性は指定されていても、 値を持っていないこ と を表し ます。

制限事項 ： 読取属性は編集できません。 また、 ECO 登録属性は、 ECO モー ド でない
時には編集できません。

1. 編集メ ニュー > 属性。

2. 空欄のセルまたは値の入力されたセルを選択し ます。

3. 編集を ク リ ッ ク し ます。

4. セルに値を入力し て、 Enter キーを押し ます。

ヒ ン ト ： 値に単位をつける こ と も可能です。 PADS Layout にはデフ ォル ト の単位
( および単位の接頭辞 ) セ ッ ト もあ り、 そのまま入力 / 出力に使用できます。
参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「デフ ォル ト 単位」 項目

属性値の削除

属性マネージャでは、 設計オブジ ェ ク ト から属性や値を削除できます。

制限事項 ： 読取属性は削除できません。 また、 ECO 登録有効属性は、 ECO モー ド で
ない時には削除できません。
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1. 編集メ ニュー > 属性。

2. 値の入ったセルを選択し ます。

3. 削除を ク リ ッ ク し ます。 「属性値 < 属性名 >: < 属性値 > を削除し ても よろ しい
ですか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。

4. はいを ク リ ッ ク し て、 値を削除し ます。

結果 ： オブジ ェ ク ト から属性と値が削除され、 セルは < 空欄 > にな り ます。

属性値を他の全オブジ ェ ク ト に適用

属性マネージャ を使用し て、 1 つのオブジ ェ ク ト の属性値を同じ形式の他の全オブ
ジ ェ ク ト に指定する こ とができます。 従って、 同じ形式の全てのオブジ ェ ク ト に同じ
属性値を設定する こ とが可能です。 既存の値は全て変更されます。

1. 編集メ ニュー > 属性。

2. タ ブ内の他のオブジ ェ ク ト に適用し たい属性値のセルを ク リ ッ ク し ます。

3. 列全体を ク リ ッ ク し ます。 「< 属性名 > の全オブジ ェ ク ト を < 選択値 > で充填
し ても よろ しいですか ?」 のメ ッ セージが表示されます。

4. はいを ク リ ッ ク し て、 値を適用し ます。 属性と その値が、 要約セルを除 く 、
列内の他のセル全てに適用されます。

属性の要約を表示

属性マネージャでは、 同じ形式のオブジ ェ ク ト に指定された属性の各値に基づいた、
属性の要約を作成 / 編集できます。 要約は属性ご とに適用され、 同じ タ ブにある全て
のオブジ ェ ク ト に適用されます。 要約形式を変更する こ と も可能です。

1. 編集メ ニュー > 属性 > 表示を ク リ ッ ク。

2. 属性を画面表示の手順に従って、 要約を有効にし ます。

要約はマルチコ ラムリ ス ト の最終行に表示され、 整数、 浮動小数点、 測定の属性形式
のみに有効です。 属性のプロパテ ィ に関する詳細は、 属性プロパテ ィ の設定をご覧 く
だ さい。

要約を一度作成する と、 他の属性の要約も簡単に作成できます。 

1. 要約を作成し たい属性の 1 行目の要約行 ( 要約名 ) のセルをダブルク リ ッ ク し
て下さい。

2. リ ス ト から要約を ク リ ッ ク し、 Enter キーを押し ます。 新たな要約情報が表示
されます。
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要約形式の変更

属性マネージャでは、 [ 属性を画面表示 ] ダイアログボ ッ クスを使用せずに、 [ 属性 ]
列の最終行に表示された要約の形式を変更する こ とができます。

1. 編集メ ニュー > 属性。

2. 変更し たい要約のセルをダブルク リ ッ ク し ます。 要約行は 2 行あ り、 最初の 1
行目のみ編集できます。

3. リ ス ト 上で別の要約を ク リ ッ ク し、 Enter キーを押し ます。 新たな要約情報が
表示されます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性値の使用」 項目

コ ンセプ ト ガイ ドの 「デフ ォル ト 単位」 項目

属性マネージャで属性を表示
[ 属性を画面表示 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 属性マネージャで表示する属性
を選択し た り、 表示する要約があれば、 それも選択できます。

制限事項 ： 属性マネージャでは非表示属性は使用できず、 [ 属性を画面表示 ]
ダイアログボッ クスでは表示されません。

参照 ： 属性マネージャの使用

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 属性マネージャに表示する属性を選択

• 要約の作成

属性マネージャに表示する属性を選択

[ 属性を画面表示 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 属性マネージャのマルチコ ラム
リ ス ト に表示する属性を選択し ます。

1. 編集メ ニュー > 属性 > 表示を ク リ ッ ク。

2. [ グループ ] リ ス ト から属性グループを選択、 も し く は < 全て > を選んで全部
の属性を選択し ます。

ヒ ン ト ： [ 属性 ] リ ス ト を絞り込むには、 [ グループ ] リ ス ト を使用し ます。
表示する属性グループを選択できます。

3. [ 属性 ] リ ス ト で、 [ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ クスに表示し たい属性の
名前の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。
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ヒ ン ト ： 全てを選択するには全選択ボタ ンを、 全ての選択を解除するには全選択解除
ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

要約の作成

特定のオブジ ェ ク ト 形式に指定された属性の各値の要約を作成する こ とができます。
要約は属性列の一番下に表示されます。 

制限事項 ： 要約は、 [ 整数 ]、 [ 浮動小数点 ]、 [ 測定 ] 属性形式のみで使用可能です。
形式は属性プロパテ ィ です。 詳細は、 属性プロパテ ィ の設定をご覧 く だ さい。

1. 編集メ ニュー > 属性 > 表示を ク リ ッ ク。

必須事項 ： 属性マネージャで表示するための属性が選択されている必要があ り
ます。 詳細は、 属性マネージャに表示する属性を選択をご覧 く だ さい。 

2. 属性リ ス ト 内で属性を選択し ます。

3. 作成し たい要約形式のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます。 複数の選択が可能
です。 以下から選択し て く だ さい ：

合計－属性値の合計を示す要約を作成し ます。 要約は属性リ ス ト 内で選択し た
属性に適用されます。 要約は [ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ クスに表示さ
れます。

最大値－属性で使用される最大値を示す要約を作成し ます。 要約は属性リ ス ト
内で選択し た属性に適用されます。 要約は [ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ
クスに表示されます。 属性値の範囲の要約を作成するには、 最小値と最大値
チ ェ ッ クボ ッ クスの両方を選択し て く だ さい。

最小値－属性で使用される最小値を示す要約を作成し ます。 要約は属性リ ス ト
内で選択し た属性に適用されます。 要約は [ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ
クスに表示されます。 属性値の範囲の要約を作成するには、 最小値と最大値
チ ェ ッ クボ ッ クスの両方を選択し て く だ さい。

平均－属性値の平均を示す要約を作成し ます。 平均は、 全ての属性値の合計を
指定された値の数で割ったものです。 要約は属性リ ス ト 内で選択し た属性に適
用されます。 要約は [ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ クスに表示されます。

4. OK を ク リ ッ ク し て、 [ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。 作成
し た要約は、 マルチコ ラムリ ス ト の最後の 2 行に表示されます。 複数の要約を
有効にし た場合は、 2 番目の要約は最初の要約の次の 2 行に表示されます。
要約名を表示し た要約行は編集可能です。 要約の計算を含む要約行は編集でき
ません。

ヒ ン ト ： 要約形式を変更し、 [ 属性を画面表示 ] ダイアログボ ッ クスに戻らずに、
要約を他の属性にコ ピーする こ と も可能です。 詳細 ： 属性の要約を表示および要約形
式の変更。
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オブジ ェ ク ト 属性の操作
サイズ変更可能な [ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 同じ形式
の 1 つまたは複数オブジ ェ ク ト の属性を追加、 修正、 削除できます。

制限事項 ： 属性が読取属性の場合、 マルチコ ラムリ ス ト の行は使用できません。 属性
が ECO 登録有効で、 PADS Layout が ECO モー ド でない時も、 この行は使用できませ
ん。

推奨 ： 設計内で使用する場合は、 文書層に属性を配置する こ と で、 DRC 違反や
シ ョ ー ト を回避できます。 属性が設計内で表示されていて、 電気層に設定されている
場合、 製造文書にはベタ と表示されます。 任意文字および属性値は、 シルク最上層ま
たは別の文書層に配置し て く だ さい。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 属性の指定

• 属性値の修正

• 属性の削除

• 属性値の削除

属性の指定

[ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 同じ形式の 1 つまたは複数
のオブジ ェ ク ト に属性を指定できます。 例えば、 複数の部品を選択し て属性を設定す
る こ とができますが、 部品と ビアを選択し て属性を指定する こ とはできません。
[ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログボ ッ クスでは、 選択し たオブジ ェ ク ト に適用可能
な属性のみ表示されます。 

1. 属性を指定し たいオブジ ェ ク ト ( 複数可 ) を選択し ます。 同じ形式のオブジ ェ
ク ト のみ選択できます。

2. 右ク リ ッ ク し て、 属性を選択し ます。 [ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性の指定」 項目

3. [ グループ ] リ ス ト から、 表示する属性グループを ク リ ッ ク し ます。 複数の属
性を指定し て、 その中に構成属性があった場合、 このリ ス ト では、 内容を絞り
込み、 表示する属性グループを選択する こ とができます。

4. 属性リ ス ト で、 属性を指定し たい属性の階層レベルを ク リ ッ ク し ます。 手順 1
で選択し たオブジ ェ ク ト に応じ て、 階層レベルが変更されます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性の階層」 項目
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制限事項 ： 複数のオブジ ェ ク ト を選択し た場合は、 階層レベルはク リ ッ クでき
ません。 属性は現在のレベルに指定されます。 例えば、 複数の部品を選択し た
場合、 属性は実装部品レベルに指定されます。

5. 追加を ク リ ッ ク し ます。 空欄の属性行が属性リ ス ト に新規に表示されます。
[ 属性 ] 列の空欄のセルに、 カーソルが表示されます。 このセルは、 手順 1 で
選択し たオブジ ェ ク ト 形式に適用する属性を含むリ ス ト にもな り ます。 この
リ ス ト は属性辞書の入力内容に基づいています。

参照 ： 属性辞書を使う

6. 属性リ ス ト で属性を ク リ ッ クするか、 空欄のセルに新規属性の名前を入力し ま
す。 非表示属性や読取属性は追加できません。 属性の名前を表示し ます。 属性
名は最大 255 文字まで可能です。 スペースを含む印刷可能な文字は全て属性名
に使用できます。 ただ し、 スペースは、 属性名の最初や最後の文字と し て使用
する こ とはできません。 属性名では大文字小文字は区別されません。 また属性
名は、 オブジ ェ ク ト ご と ではな く 設計全体に対し て定義されます。

ヒ ン ト ： 設計に新規属性を追加する と、 属性辞書にも追加されます。

7. 値列の空欄のセル ( 追加し た属性の隣 ) をダブルク リ ッ ク し ます。 属性に値を
指定し ます。 値に単位をつける こ と も可能です。 PADS Layout にはデフ ォル ト
の単位 ( および単位の接頭辞 ) セ ッ ト もあ り、 そのまま入力 / 出力に使用でき
ます。 [ レベル ] 列には、 属性が指定された階層レベルが表示されます。 つま
り、 この列に表示されるレベルから属性を引き継ぎます。 [ 属性 ] リ ス ト の値
が使用されます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性と ラベルを使った作業」 章の 「デフ ォル ト 単
位」 項目

ヒ ン ト ： 設計単位で ミ ルを使用する場合は、 基板レベルで属性を割り当てて下
さい。 基板レベルで指定し ない場合、 ([ オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスの
[ 一般設定 ] タ ブで ) 設計の単位を変更し ても、 単位が変わり ません。

8. 閉じ るを ク リ ッ ク し、 [ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

ヒ ン ト ： 属性階層の異なるレベルに追加するのであれば、 同じ属性の追加を複数回
行う こ と もできます。

参照 ： 設計の属性を作成、 ソルダーレジス ト と メ タルの制御

属性値の修正

[ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 同じ形式の 1 つまたは複数
のオブジ ェ ク ト の属性値を修正できます。 複数オブジ ェ ク ト を選択し て属性を編集す
る と、 属性リ ス ト に全属性名の集合が表示されます。 つま り、 選択された全オブジ ェ
ク ト に属する全ての属性が表示されます。 属性を追加する と、 選択し た全オブジ ェ ク
ト に追加され、 値を削除する と、 その属性を持つ全オブジ ェ ク ト からその値が削除さ
れます。 現在のレベルで属性が定義されていれば、 選択し た属性の値を編集する こ と
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が可能です。 レベル列の文字列が属性リ ス ト の文字列と一致する場合、 その値を編集
する こ とができます。 現在のレベルで属性が定義されていない場合 ( レベル列の文字
列が属性リ ス ト 内の文字列と一致し ない場合 )、 新規属性は編集し たい属性に一致す
る現在のレベルに追加されます。 これで、 新規属性の値を編集できます。 属性の名前
は編集できません。 属性辞書を使用し て属性を完全に削除するか、 属性名を直し て新
規属性と し て追加し て く だ さい。

属性値を修正するには、

1. 属性が ECO 登録の場合は、 ECO モー ド に入り ます。 ECO モー ド にするには
ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 最初に ECO モー ド になっていない
と、 ECO モー ド を使用するよ う促す メ ッ セージが表示されます。

ヒ ン ト ： 読取属性は修正できません。

参照 ： 回路設計変更 (ECO) オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス 

2. 修正するオブジ ェ ク ト を選択し ます ( 複数可 )。

3. 右ク リ ッ ク し て、 属性を選択し ます。 選択し たオブジ ェ ク ト に関する属性情報
がリ ス ト にスプレ ッ ド シー ト 形式で表示されます。

4. [ グループ ] リ ス ト から、 表示する属性グループを ク リ ッ ク し ます。 複数の属
性を指定し て、 その中に構成属性があった場合、 このリ ス ト では、 内容を絞り
込み、 表示する属性グループを選択する こ とができます。

5. 属性リ ス ト で、 属性を指定し たい属性の階層レベルを ク リ ッ ク し ます。 手順 1
で選択し たオブジ ェ ク ト に応じ て、 階層レベルが変更されます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性の階層」 項目

制限事項 ： 複数のオブジ ェ ク ト を選択し た場合は、 階層レベルはク リ ッ クでき
ません。 属性は現在のレベルに指定されます。 例えば、 複数の部品を選択し た
場合、 属性は実装部品レベルに指定されます。

6.  ( 値列 ) で、 修正する属性値のセルを ク リ ッ ク し ます。 セルが空欄の場合、
オブジ ェ ク ト に属性は指定されていても、 値を持っていないこ と を表し ます。
選択し たオブジ ェ ク ト によ っても値は変わり ます。

7. 編集を ク リ ッ ク し ます。

新規の属性値を入力またはク リ ッ ク し て、 Enter キーを押し ます。 新規の値が
オブジ ェ ク ト に追加されます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性値の使用」 項目

値に単位をつける こ と も可能です。 PADS Layout にはデフ ォル ト の単位 ( およ
び単位の接頭辞 ) セ ッ ト もあ り、 そのまま入力 / 出力に使用できます 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「デフ ォル ト 単位」 項目 
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ヒ ン ト ： 属性値が同じ でない場合はその属性の値は空欄にな り ます。 その値を修正す
る と、 新規の値は同じ属性を持つ全てのオブジ ェ ク ト に適用されます。 属性から値を
削除 ( 値を持たない属性を指定 ) する こ と も可能です。 

参照 ： 属性値の削除

属性の削除

[ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 同じ形式の 1 つまたは複数
のオブジ ェ ク ト の属性を削除できます。 現在のレベルの属性のみ削除可能です。 属性
を削除し た際に、 その属性に定義された値が階層で上位のレベルにある場合、 現在の
レベルに適用されます。 設計から完全に属性を削除するには、 属性辞書を使用し ま
す。

1. 属性が ECO 登録の場合は、 ECO モー ド に入り ます。 ECO モー ド にするには
ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 回路設計変更 (ECO) の各種定義 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。 最初に ECO モー ド になっていないと、
ECO モー ド を使用するよ う促す メ ッ セージが表示されます

ヒ ン ト ： 読取属性は編集できません。

2. 編集するオブジ ェ ク ト を選択し ます ( 複数可 )。

3. 右ク リ ッ ク し て、 属性を選択し ます。 [ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログボ ッ
クスが表示されます。 選択し たオブジ ェ ク ト に関する属性情報がリ ス ト にスプ
レ ッ ド シー ト 形式で表示されます。

4. [ グループ ] リ ス ト から、 表示する属性グループを ク リ ッ ク し ます。 複数の属
性を指定し て、 その中に構成属性があった場合、 このリ ス ト では内容を絞り込
み、 表示する属性グループを選択する こ とができます。

5. 削除し たい属性値のセルを ク リ ッ ク し ます。

6. 削除を ク リ ッ ク し ます。 

結果 ： 属性がオブジ ェ ク ト から削除されます。

属性値の削除

[ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 同じ形式の 1 つまたは複数
のオブジ ェ ク ト の属性値を削除できます。

1. 属性が ECO 登録の場合は、 ECO モー ド に入り ます。 ECO モー ド にするには
ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 回路設計変更 (ECO) の各種定義 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。 最初に ECO モー ド になっていないと、
ECO モー ド を使用するよ う促す メ ッ セージが表示されます

ヒ ン ト ： 読取属性は編集できません。

2. 編集するオブジ ェ ク ト を選択し ます ( 複数可 )。
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3. 右ク リ ッ ク し て、 属性を選択し ます。 [ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログボ ッ
クスが表示されます。 選択し たオブジ ェ ク ト に関する属性情報がリ ス ト にスプ
レ ッ ド シー ト 形式で表示されます。

4. [ グループ ] リ ス ト から、 表示する属性グループを ク リ ッ ク し ます。 複数の属
性を指定し て、 その中に構成属性があった場合、 このリ ス ト では内容を絞り込
み、 表示する属性グループを選択する こ とができます。

5. 値を削除し たいセルを ク リ ッ ク し ます。

6. 編集を ク リ ッ ク し ます。

7. スペースキーを押し、 次に Enter キーを押し ます。 属性はオブジ ェ ク ト に指定
されたままですが、 値はあ り ません。

デフ ォル ト 属性の修正
デフ ォル ト の属性辞書を編集できます。 デフ ォル ト 辞書を変更し て、 ラ イブ ラ リ属性
と整合性を取る こ とが必要な場合があ り ます。 デフ ォル ト 属性のリ ス ト は 2 つの
ASCII フ ァ イルに保存されてお り、 両方と も
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Settings フ ォルダに格納されてい
ます。

新規フ ァ イルの作成時や古いフ ァ イルの入力時、 適切な ASCII フ ァ イルが自動的に
入力されます。 

参照 ： 属性辞書を使う、 コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルを開 く 際の変換」 項目

デフ ォル ト の属性を編集するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > 新規。

2. 古いフ ァ イルで使用するためにデフ ォル ト 属性を編集し たい場合は、 [ フ ァ イ
ル ] メ ニューの各種データ入力を ク リ ッ ク し、 DefaultAttributeDictionary.asc
フ ァ イルを選択し ます。

3. [ 編集 ] メ ニューの属性辞書を選択し ます。

4. 既存の属性を編集するか、 必要に応じ て属性を追加し ます。 

参照 ： 設計の属性プロパテ ィ の編集

5. OK を ク リ ッ ク し、 ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

Default.asc 新規設計に使用し ます。 
DefaultAttributeDictionary.asc バージ ョ ン 3.0 以前の設計に使用し ます。 この

フ ァ イルが見つからない場合、 属性辞書は以前
の設計と と もに読み込まれません。
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6. 既存フ ァ イルを上書きするには、 [ フ ァ イル ] メ ニューで各種データ出力を
ク リ ッ ク し ます。 default.asc または DefaultAttributeDictionary.asc フ ァ イルを変
更するには、 この作業を行います。 新しいフ ァ イルのみで使用する新規起動
フ ァ イルを作成する場合は、 手順 10 へ進んで く だ さい。

ヒ ン ト ： 既存の default.asc フ ァ イルを上書きする前に、 バッ クア ッ プを取って
く だ さい。

7. フ ァ イル形式は ASCII を選択し、 保存を ク リ ッ ク し ます。 [ アスキーフ ァ イル
を出力 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

8. 出力内容リ ス ト で属性を ク リ ッ ク し ます。

9. OK を ク リ ッ ク し ます。 デフ ォル ト の属性辞書が上書き されます。

10. 新規の起動フ ァ イルを作成する場合は、 起動フ ァ イルの作成の手順に従って
く だ さい。 [ 起動フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスで、 必ず属性チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し て く だ さい。 新しい起動フ ァ イルが作成されます。 全ての
新規設計にこの起動フ ァ イルが使用されます。

属性単位のカス タ マイズ
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs フ ォルダにある
powerpcb.ini フ ァ イルを修正し て、 サポー ト する単位を カス タ マイズ ( 有効化 / 無効化
) できます。 

.ini フ ァ イルを カス タ マイズするには、

1. メ モ帳などのテキス ト エデ ィ タ で .ini フ ァ イルを開きます。

2. ヘ ッ ダーの [SI Units] を入力し て、 新規属性単位セクシ ョ ンを追加し ます。

3. 下記、 「単位系の有効化」 および 「単位系の無効化」 の説明に従って、 修正を
行います。

4. .ini フ ァ イルを保存し ます。

単位系の有効化

単位を有効にするには、 ignore; 変数を行から削除し ます。 例 ： グラム単位の行は次の
よ う にな り ます。 

Gram=ignore;u,m,,k 

これを以下のよ う に修正し ます。

Gram=u,m,,k

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「単位の .ini フ ァ イルフ ォーマ ッ ト 」 項目
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単位系の無効化

単位を無効にするには、 ignore; 変数を行に追加し ます。 例えば、 フ ァ ラ ド単位の行は
次のよ う にな り ます。 

Farad=p,n,u,m

これを以下のよ う に修正し ます。

Farad=ignore;p,n,u,m

単位を無効化する際、 単位の接頭辞はそのままにし てお く こ と を推奨し ます。 後で
単位を有効にする際に接頭辞を再度指定する必要がな く な り ます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性単位のカス タム化」 項目
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Chapter 14
規則の設定

設計規則について
設計規則とは、 間隙や使用可能な配線層といった、 製造、 信号品位、 設計などに関わ
る要求事項をサポー ト する制限のこ と です。 設計規則の検査は、 設計で対話型の部品
配置や配線を行う際、 または設計操作の終了後に実行できます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 設計規則の階層

• 設計規則のチ ェ ッ ク

• 設計規則の転送

設計規則の階層

設計規則の階層では、 設計全体に対し てデフ ォル ト の規則を、 また個別のオブジ ェ ク
ト やオブジ ェ ク ト 群に対し て追加規則を指定する こ とができます。 例えば、 デフ ォル
ト の設計規則で、 信号ネ ッ ト から成る ク ラスに対し小さ な配線幅を指定し、 電源ネ ッ
ト から成る ク ラスに対し ては大きな配線幅を指定する場合などがあ り ます。

オブジ ェ ク ト は複数の設計規則に従う ため、 どの設計規則がオブジ ェ ク ト に適用され
るかを予測できるよ う、 設計規則の階層で規則形式の優先順位を指定し ます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「規則の階層」

さ らに、 条件付き規則と差動ペアを指定する こ とができます。 これらは、 設計規則の
階層での規則に優先し ます。

• 制約条件規則－オブジ ェ ク ト が、 制約条件規則内で名前を付けられた他のオブ
ジ ェ ク ト に近接し ている場合、 または制約条件規則内で名前を付けられた層上
にある場合、 規則が適用されます。

必須事項 ： 制約条件規則の設定には、 [ 高度な規則 ] オプシ ョ ンが必要です。

• 差動ペア－差分信号と し て機能するネ ッ ト ペアを特定し、 信号品位を向上させ
るための設計規則を特定し ます。
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ヒ ン ト ： PADS Router では差動ペアのチ ェ ッ ク を行いますが、 PADS Layout では行い
ません。

設計規則のチ ェ ッ ク

対話型の部品配置や配線作業中、 も し く はそのよ う な作業の完了後に、 設計規則の
チ ェ ッ ク をする こ とができます。

対話型の部品配置や配線作業中に設計規則違反を回避し た り レポー ト するには、
オン ラ イ ン DRC を使用し ます。

参照 ： 配置と配線オプシ ョ ンの編集、 配線オプシ ョ ンの編集

部品配置や配線後に設計規則違反をチ ェ ッ ク し、 作業領域での違反をテキス ト
フ ァ イルでレポー ト するには、 設計検証を使用し ます。

参照 ： 設計検証

設計規則の転送

設計規則は、 回路図フ ァ イルや設計フ ァ イルに保存されます。 PADS Logic や
DxDesigner で設定し た設計規則は、 ネ ッ ト リ ス ト を PADS Layout にデータ入力する際
に自動的に転送されます。 PADS Layout で設定し た設計規則は、 PADS Router で設計
を開いた時に、 自動的に使用可能と な り ます。

ヒ ン ト ： PADS Logic では、 デフ ォル ト のク ラス規則およびネ ッ ト 規則のみサポー ト
し ています。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計検査」

設計規則の設定

オブジ ェ ク ト の設計規則の表示

設計規則の設定
[ 規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品配置や配線上の制約を設計に対し て
指定し ます。

規則を設定するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則
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2. 設計規則を設定し たいボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 表示されるダイアログボ ッ クス内で規則を定義し ます。

4. 規則の設定を継続するには、 別のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ボタ ン 設定

デフ ォル ト 他の設計規則に含まれているオブジ ェ ク ト を除い
た、 全てのオブジ ェ ク ト

ク ラス ネ ッ ト の集合を表すク ラス
ヒ ン ト ：
• [ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、

ク ラスを作成、 削除、 編集、 名称変更できます。
• [ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、

ク ラス内のネ ッ ト を表示する こ とができます。

ネ ッ ト ネ ッ ト

グループ ピンペアの集合を表すグループ
ヒ ン ト ：
• [ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用

し て、 グループを作成、 削除、 編集、 名称変更
できます。

• [ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用
し て、 グループ内のピンペアを表示する こ とが
できます。

ピンペア ピンペア

部品形状 部品形状

制限事項 ： 部品形状規則は PADS Layout で定義
できますが、 PADS Router でのみ使用されます。

実装部品 実装部品

制限事項 ： 実装部品規則は PADS Layout で定義
できますが、 PADS Router でのみ使用されます。

制約条件規則 特定のオブジ ェ ク ト に近接し たオブジ ェ ク ト 、
または特定の層上のオブジ ェ ク ト
例 ： ネ ッ ト 間のデフ ォル ト の間隙を X とする。
ただ し、 ネ ッ ト FOO がネ ッ ト FUB に近接し ている
場合は、 間隙を Y とする。

差動ペア 差動ペア と し て動作するネ ッ ト またはピンのペア

制限事項 ： 差動ペア規則は PADS Layout で定義
できますが、 PADS Router でのみ使用されます。



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0372

規則の設定
設計規則の階層を設定

5. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

規則の階層

オブジ ェ ク ト に対し て複数の規則を設定する場合、 規則の階層では優先順位の一番
高い規則が使用されます。 [ 階層 ] 領域のボタ ンは、 左から右に向かって優先順位が
上がり ます。 例えば、 デフ ォル ト 規則の優先順位は一番低 く なっています。

必須事項 ： 規則の階層を使用するには、 [ 高度な規則 ] オプシ ョ ンが必要です。 この
オプシ ョ ンがない場合、 デフ ォル ト と ネ ッ ト の設計規則のみ設定可能です。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「規則の階層」

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

オブジ ェ ク ト の設計規則の表示

レポー ト の作成

設計検証

コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計規則」

設計規則の階層を設定

デフ ォル ト 設計規則の設定

[ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計内の ( 高優先度の規則を
指定し たオブジ ェ ク ト を除 く ) 全オブジ ェ ク ト に適用する設計規則を定義し ます。

規則を設定するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > デフ ォル ト ボタ ン

2. 以下のいずれかのボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ボタ ン 設定

間隙 オブジ ェ ク ト 間の最小間隔
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合やオブジ ェ ク ト
が特定の層上にある場合に適用する、 条件付きの間隙規則を定義
する こ と もできます。 例えば、 制約条件規則を使用し て、 異なる
層上に配線されたネ ッ ト に、 異なる間隙規則を指定する こ とが可
能です。
参照 ： 制約条件規則の設定

配線 配線に使用可能な接続形態や層およびビア、 ベタ共有オプシ ョ
ン、 自動配線オプシ ョ ンなど
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3. 表示されるダイアログボ ッ クス内で規則を定義し ます。

4. 規則の設定を継続するには、 別のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

参照 ： レポー ト の作成

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

コ ンセプ ト ガイ ドの 「規則の階層」

ク ラスの設計規則の設定

[ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ネ ッ ト のク ラスを作成、 管理し、
それらに適用する設計規則を定義し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• ク ラスの作成、 削除、 編集、 名称変更

• ネ ッ ト ク ラスに規則を設定

• ク ラス内にネ ッ ト を表示する

参照 ： レポー ト の作成

ク ラスの作成、 削除、 編集、 名称変更

ク ラスの作成

[ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用、 も し く は作業領域でネ ッ ト を選択し て、
ク ラスを作成できます。

[ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し てク ラスを作成するには、

高速回路 同層平行、 シールド、 幾何学的および電気的な制約、 整合長
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合やオブジ ェ ク ト
が特定の層上にある場合に適用する、 条件付きの高速回路規則を
定義する こ と もできます。 例えば、 条件付き規則を使用し て、 異
なる層上に配線されたネ ッ ト に、 異なる高速回路規則を指定する
こ とが可能です。
参照 ： 制約条件規則の設定

フ ァ ンアウ ト SMD パッ ド にベタ形状を自動的に追加し、 配線を容易にし て、
確実な結線の作成を行います。

パッ ド入力角度 パッ ド と配線の交点の位置および角度
SMD パッ ドへのビアの配置
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1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > ク ラスボタ ン

2. [ ク ラス名 ] ボ ッ クスにク ラス名を入力し て、 追加を ク リ ッ ク し ます。

3. [ ネ ッ ト ] 領域の [ 使用可能 ] リ ス ト で、 ク ラスに追加し たいネ ッ ト をダブル
ク リ ッ ク し ます。

別の方法 ： ネ ッ ト を選択し ( 複数可 )、 追加を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ネ ッ ト は複数のク ラスに存在する こ とはできません。 [ 使用可能 ]
リ ス ト には、 ク ラスに割り当てられていないネ ッ ト のみが表示されます。

作業領域でネ ッ ト を選択し て、 ク ラスを作成するには、

1. 全てのダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

2. 表示されているネ ッ ト を選択するには、 作業領域でそのネ ッ ト を選択し ます。

3. ネ ッ ト 名で選択するには、

a. [ 編集 ] メ ニューの探索を ク リ ッ ク し ます。

b. [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスの [ 探索内容 ] リ ス ト で、 ネ ッ ト を選択し ます。

c. 選択内容に追加チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

d. [ 値 ] ボ ッ クスに検索する文字を入力し、 適用を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： ワイルド カー ド と式

結果 ： 作業領域でネ ッ ト が選択されます。

e. 必要な場合、 [ ネ ッ ト ] リ ス ト で選択を さ らに絞り込みます。

f. OK を ク リ ッ ク し ます。

4. 作業領域で右ク リ ッ ク し、 ク ラスを構築を選択し ます。

5. [ ク ラスにネ ッ ト を追加 ] ダイアログボ ッ クスで、 新規ク ラスを作成を ク リ ッ
ク し、 [ ク ラスに追加 ] ボ ッ クスにク ラス名を入力し て、 OK を ク リ ッ ク し ま
す。

ヒ ン ト ： ク ラス名の最大長さは 47 文字です。 括弧 { }、 アス タ リ スク *、
スペースを除 く 英数字を使用できます。

ク ラスの削除

[ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ク ラスを削除し ます。

ク ラスを削除するには、

• [ ク ラス ] リ ス ト でク ラスを選択し ( 複数可 )、 削除を ク リ ッ ク し ます。
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ヒ ン ト ： [ ク ラス ] リ ス ト に全ク ラスを表示するには、 [ 規則による ク ラスを
表示 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

ク ラスの編集

[ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ク ラスにネ ッ ト を追加し た り、
ク ラスからネ ッ ト を削除し た り し ます。

ク ラスを編集するには、

1. [ ク ラス ] リ ス ト で、 ク ラスを選択し ます。

2. ク ラスにネ ッ ト を追加するには、 [ 使用可能 ] リ ス ト でネ ッ ト を選択し、
追加を ク リ ッ ク し ます。

3. ク ラスからネ ッ ト を取り除 く には、 [ 使用可能 ] リ ス ト でネ ッ ト を選択し、
解除を ク リ ッ ク し ます。

ク ラスの名称変更

[ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ク ラスの名前を変更し ます。

ク ラスの名前を変更するには、

1. [ ク ラス名 ] ボ ッ クスに、 新しいク ラス名を入力し ます。

2. [ ク ラス ] リ ス ト でク ラスを選択し、 名称変更を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： [ ク ラス ] リ ス ト に全ク ラスを表示するには、 [ 規則による ク ラスを
表示 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

ネ ッ ト ク ラスに規則を設定

ネ ッ ト ク ラスに規則を設定するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > ク ラスボタ ン

2. [ ク ラス ] リ ス ト でク ラスを選択し ます ( 複数可 )。

3. 以下のいずれかのボタ ンを ク リ ッ ク し て、 下記に示す設計規則を設定し ます。

間隙 オブジ ェ ク ト 間の最小間隔
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合や
オブジ ェ ク ト が特定の層上にある場合に適用する、
条件付きの間隙規則を定義する こ と もできます。 例え
ば、 制約条件規則を使用し て、 異なる層上に配線され
たネ ッ ト に、 異なる間隙規則を指定する こ とが可能で
す。
参照 ： 制約条件規則の設定
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ヒ ン ト ：

• ネ ッ ト やク ラスに指定された規則のタ イプは、 該当する リ ス ト 内に挿入
されて表示されます。

C = 間隙規則

R = 配線規則

H = 高速回路規則

F = フ ァ ンアウ ト 規則

P = パッ ド入力規則

例 ： (C, H) に続 く 項目には、 デフ ォル ト ではない間隙および高速回路規則
が定義されています。

• 各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イプに対し、 どの規
則階層レベルが使用されるかを示し ています。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイア
ログボ ッ クスの [ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 例えば、 [ ク ラ
ス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 [ 間隙 ] ボタ ンの下に緑色の多角形が
表示され、 デフ ォル ト の値がそのク ラスに適用されます。

4. 規則の設定を継続するには、 別のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. デフ ォル ト ではない規則を ク ラスから解除し て、 デフ ォル ト 規則のみを適用し
たい場合、 [ ク ラス ] リ ス ト でク ラスを選択し ( 複数可 )、 デフ ォル ト を ク リ ッ
ク し てはいを選択し ます。

ヒ ン ト ： ク ラスに対し てデフ ォル ト の規則のみ指定されている場合は、 デフ ォ
ル ト ボタ ンは使用できません。

6. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

配線 配線に使用可能な接続形態や層およびビア、 ベタ共有
オプシ ョ ン、 自動配線オプシ ョ ンなど

高速回路 同層平行、 シールド、 幾何学的および電気的な制約、
整合長
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合や
オブジ ェ ク ト が特定の層上にある場合に適用する、
条件付きの高速回路規則を定義する こ と もできます。
例えば、 条件付き規則を使用し て、 異なる層上に配線
されたネ ッ ト に、 異なる高速回路規則を指定する こ と
が可能です。
参照 ： 制約条件規則の設定

フ ァ ンアウ ト SMD パッ ド にベタ形状を自動的に追加し、 配線を容易
にし て、 確実な結線の作成を行います。
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ク ラス内にネ ッ ト を表示する

ク ラス内にネ ッ ト を表示するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > ク ラスボタ ン

2. [ ク ラス ] リ ス ト で、 ク ラス名を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： ク ラス内のネ ッ ト が [ 選択済 ] リ ス ト に表示されます。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

コ ンセプ ト ガイ ドの 「規則の階層」

ク ラスの作成

ク ラス とは、 共通する設計規則を指定する こ とができるネ ッ ト の集合です。

新規ク ラスを作成するには、

1. 新規ク ラスに入れるネ ッ ト を全て選択し ます。

ヒ ン ト ： [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスのフ ィ ルタ を使用する と、 目的のネ ッ ト
をすばや く 選択できます。 

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのク ラスを構築を選択し ます。

3. ク ラス名の入力を要求されます。 名前を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： ク ラスの設計規則の設定

ヒ ン ト ： ネ ッ ト 名の最大の長さは 47 文字です。 括弧 { }、 アス タ リ スク *、 スペース、
クエスチ ョ ンマーク (?)、 カ ンマ (,) を除 く 英数字を使用できます。

ネ ッ ト の設計規則の設定

[ ネ ッ ト の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ネ ッ ト に適用する設計規則を定義
し ます。

参照 ： レポー ト の作成、 ク ラスの設計規則の設定

ネ ッ ト の規則を設定するには、

1. ネ ッ ト を選択 > 右ク リ ッ ク > 規則の表示。

別の方法 ： 設定メ ニュー > 設計の規則 > [ 規則 ] ダイアログボ ッ クス > 
[ ネ ッ ト ] ボタ ン

2. [ ネ ッ ト ] リ ス ト でネ ッ ト を選択し ます ( 複数可 )。
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ヒ ン ト ： 全てのネ ッ ト を表示し たい場合、 [ 規則のあるネ ッ ト を表示 ]
チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

3. 以下のいずれかのボタ ンを ク リ ッ ク し て、 下記に示す設計規則を設定し ます。

ヒ ン ト ：

• ネ ッ ト やク ラスに指定された規則のタ イプは、 該当する リ ス ト 内に挿入
されて表示されます。

C = 間隙規則

R = 配線規則

H = 高速回路規則

F = フ ァ ンアウ ト 規則

P = パッ ド入力規則

例 ： (C, H) に続 く 項目には、 デフ ォル ト ではない間隙および高速回路規則
が定義されています。

• 各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イプに対し、 どの規
則階層レベルが使用されるかを示し ています。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイア
ログボ ッ クスの [ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 例えば、 [ ク ラ
ス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 [ 間隙 ] ボタ ンの下に緑色の多角形が
表示され、 デフ ォル ト の値がそのク ラスに適用されます。

4. 規則の設定を継続するには、 別のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

間隙 オブジ ェ ク ト 間の最小間隔
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合や
オブジ ェ ク ト が特定の層上にある場合に適用する、
条件付きの間隙規則を定義する こ と もできます。 例え
ば、 制約条件規則を使用し て、 異なる層上に配線され
たネ ッ ト に、 異なる間隙規則を指定する こ とが可能で
す。
参照 ： 制約条件規則の設定

配線 配線に使用可能な接続形態や層およびビア、 ベタ共有
オプシ ョ ン、 自動配線オプシ ョ ンなど

高速回路 同層平行、 シールド、 幾何学的および電気的な制約、
整合長
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合や
オブジ ェ ク ト が特定の層上にある場合に適用する、
条件付きの高速回路規則を定義する こ と もできます。
例えば、 条件付き規則を使用し て、 異なる層上に配線
されたネ ッ ト に、 異なる高速回路規則を指定する こ と
が可能です。
参照 ： 制約条件規則の設定
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5. デフ ォル ト ではない規則をネ ッ ト から解除し て、 デフ ォル ト 規則のみを適用し
たい場合、 [ ネ ッ ト ] リ ス ト でネ ッ ト を選択し ( 複数可 )、 デフ ォル ト を ク リ ッ
ク し、 はいを選択し ます。

ヒ ン ト ： ネ ッ ト に対し てデフ ォル ト の規則のみ指定されている場合は、 デフ ォ
ル ト ボタ ンは使用できません。

6. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

コ ンセプ ト ガイ ドの 「規則の階層」

グループの設計規則の設定

[ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ピンペアのグループを追加、
管理し、 それらに適用する設計規則を定義し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• グループの作成、 削除、 編集、 名称変更

• グループの設計規則の設定

• グループ内のピンペアを表示

参照 ： レポー ト の作成

グループの作成、 削除、 編集、 名称変更

グループの作成

[ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用、 または作業領域でピンペアを選択
し て、 グループを作成できます。

[ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し てグループを作成するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > グループボタ ン

2. [ グループ名 ] 名ボ ッ クスにグループ名を入力し て、 追加を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 結線 ] 領域の [ 使用可能 ] リ ス ト で、 グループに追加し たいピンペアをダブル
ク リ ッ ク し ます。

別の方法 ： ピンペアを選択し て ( 複数可 )、 追加を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ピンペアは複数のク ラスに存在する こ とはできません。 [ 使用可能 ]
リ ス ト には、 グループに指定されていないピンペアのみが表示されます。
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作業領域でピンペアを選択し て、 グループを作成するには、

1. 全てのダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

2. 表示されているピンペアを選択するには、 作業領域でそのピンペアを選択し ま
す。

3. ピンペアを名前で選択するには、

a. [ 編集 ] メ ニューの探索を ク リ ッ ク し ます。

b. [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスの [ 探索内容 ] リ ス ト で、 ピンペアを選択し ま
す。

c. 選択内容に追加チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

d. [ 値 ] ボ ッ クスに検索する文字を入力し、 適用を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： ワイルド カー ド と式

結果 ： 作業領域でネ ッ ト が選択されます。

e. 必要な場合、 [ ネ ッ ト ] リ ス ト で選択を さ らに絞り込みます。

f. [ ピンペア ] リ ス ト から ピンペアを選択し ます。

結果 ： 作業領域でピンペアが選択されます。

g. OK を ク リ ッ ク し ます。

4. 作業領域で右ク リ ッ ク し、 グループを構築を選択し ます。

5. [ グループにピンペアを追加 ] ダイアログボ ッ クスで、 新規グループを作成を
ク リ ッ ク し、 [ グループに追加 ] ボ ッ クスにグループ名を入力し て、 OK を
ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： グループ名の最大の長さは 47 文字です。 括弧 { }、 アス タ リ スク *、
スペースを除 く 英数字を使用できます。

グループの削除

[ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 グループを削除し ます。

グループを削除するには、

• [ グループ ] リ ス ト でグループを選択し ( 複数可 )、 削除を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： [ グループ ] リ ス ト に全ピンペアを表示するには、 [ 規則のあるグルー
プを表示 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。
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グループの編集

[ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 グループにピンペアを追加し た
り、 グループから ピンペアを削除し た り し ます。

グループを編集するには、

1. [ グループ ] リ ス ト でグループを選択し ます。

2. グループにピンを追加するには、 [ 使用可能 ] リ ス ト でピンペアを選択し、
追加を ク リ ッ ク し ます。

3. グループから ピンペアを削除するには、 [ 使用可能 ] リ ス ト でピンペアを選択
し、 解除を ク リ ッ ク し ます。

グループの名称変更

[ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 グループの名前を変更し ます。

グループの名前を変更するには、

1. [ グループ名 ] ボ ッ クスに、 新しいグループ名を入力し ます。

2. [ グループ ] リ ス ト でグループを選択し、 名称変更を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： [ グループ ] リ ス ト に全グループを表示するには、 [ 規則のあるグルー
プを表示 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

グループの設計規則の設定

ピンペアのグループの規則を設定するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > グループボタ ン

2. [ グループ ] リ ス ト でグループを選択し ます ( 複数可 )。

3. 以下のいずれかのボタ ンを ク リ ッ ク し て、 下記に示す設計規則を設定し ます。

間隙 オブジ ェ ク ト 間の最小間隔
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合やオブ
ジ ェ ク ト が特定の層上にある場合に適用する、 条件付き
の間隙規則を定義する こ と もできます。 例えば、 制約条
件規則を使用し て、 異なる層上に配線されたネ ッ ト に、
異なる間隙規則を指定する こ とが可能です。
参照 ： 制約条件規則の設定

配線 配線に使用可能な接続形態や層およびビア、 ベタ共有
オプシ ョ ン、 自動配線オプシ ョ ンなど
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ヒ ン ト ：

• ピンペアやグループに指定された規則のタ イプは、 該当する リ ス ト 内に
挿入されて表示されます。

C = 間隙規則

R = 配線規則

H = 高速回路規則

F = フ ァ ンアウ ト 規則

P = パッ ド入力規則

例 ： (C, H) に続 く 項目には、 デフ ォル ト ではない間隙および高速回路規則
が定義されています。

• 各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イプに対し、 どの規
則階層レベルが使用されるかを示し ています。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイア
ログボ ッ クスの [ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 例えば、
[ グループ ] リ ス ト でグループを選択し た場合、 [ 間隙 ] ボタ ンの下に緑色
の多角形が表示され、 デフ ォル ト の値がそのグループに適用されます。

4. 規則の設定を継続するには、 別のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. デフ ォル ト ではない規則をグループから解除し て、 デフ ォル ト 規則のみを適用
し たい場合、 [ グループ ] リ ス ト でグループを選択し ( 複数可 )、 デフ ォル ト を
ク リ ッ ク し、 はいを選択し ます。

ヒ ン ト ： グループに対し てデフ ォル ト の規則のみ指定されている場合は、
デフ ォル ト ボタ ンは使用できません。

6. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

グループ内のピンペアを表示

グループ内のピンペアを表示するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > グループボタ ン

2. [ グループ ] リ ス ト でグループ名を ク リ ッ ク し ます。

高速回路 同層平行、 シールド、 幾何学的および電気的な制約、
整合長
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合やオブ
ジ ェ ク ト が特定の層上にある場合に適用する、 条件付き
の高速回路規則を定義する こ と もできます。 例えば、 条
件付き規則を使用し て、 異なる層上に配線されたネ ッ ト
に、 異なる高速回路規則を指定する こ とが可能です。
参照 ： 制約条件規則の設定
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結果 ： グループ内のピンペアが [ 選択済 ] リ ス ト に表示されます。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

コ ンセプ ト ガイ ドの 「規則の階層」

グループの作成

グループ とは、 共通の設計規則を持つピンペアの集合です。 

新規グループを作成するには、

1. 新規グループに入れるピンペアを全て選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューからグループを構築を選択し ます。

3. グループ名の入力を要求されます。 名前を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： グループの設計規則の設定

ピンペアの設計規則の設定

[ ピンペアの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ピンペアに適用する設計規則を
定義し ます。

参照 ： レポー ト の作成、 グループの設計規則の設定

ピンペアの規則を設定するには、

1. ピンペアを選択 > 右ク リ ッ ク > 規則の表示

別の方法 ： 設定メ ニュー > 設計の規則 > [ 規則 ] ダイアログボ ッ クス > 
[ ピンペア ] ボタ ン

2. [ 結線 ] リ ス ト でピンペアを選択し ます ( 複数可 )。

ヒ ン ト ：

• 全てのピンペアを表示するには[規則のあるピンペア表示]チ ェ ッ クボ ッ クス
を OFF にし ます。

• 特定のネ ッ ト のピンペアを表示するには、 [ ネ ッ ト から ] リ ス ト でネ ッ ト を
選択し ます。
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3. 以下のいずれかのボタ ンを ク リ ッ ク し て、 下記に示す設計規則を設定し ます。

ヒ ン ト ：

• ピンペアに指定された規則のタ イプは、 該当する リ ス ト 内に挿入されて
表示されます。

C = 間隙規則

R = 配線規則

H = 高速回路規則

F = フ ァ ンアウ ト 規則

P = パッ ド入力規則

例 ： (C, H) に続 く 項目には、 デフ ォル ト ではない間隙および高速回路規則
が定義されています。

• 各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イプに対し、 どの規
則階層レベルが使用されるかを示し ています。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイア
ログボ ッ クスの [ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 例えば、 [ ク ラ
ス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 [ 間隙 ] ボタ ンの下に緑色の多角形が
表示され、 デフ ォル ト の値がそのク ラスに適用されます。

4. 規則の設定を継続するには、 別のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. デフ ォル ト ではない規則をピンペアから解除し て、 デフ ォル ト 規則のみを適用
し たい場合、 [ 結線 ] リ ス ト でピンペアを選択し ( 複数可 )、 デフ ォル ト を
ク リ ッ ク し、 はいを選択し ます。

間隙 オブジ ェ ク ト 間の最小間隔
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合やオブ
ジ ェ ク ト が特定の層上にある場合に適用する、 条件付きの
間隙規則を定義する こ と もできます。 例えば、 制約条件規
則を使用し て、 異なる層上に配線されたネ ッ ト に、 異なる
間隙規則を指定する こ とが可能です。
参照 ： 制約条件規則の設定

配線 配線に使用可能な接続形態や層およびビア、 ベタ共有
オプシ ョ ン、 自動配線オプシ ョ ンなど

高速回路 同層平行、 シールド、 幾何学的および電気的な制約、
整合長
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合やオブ
ジ ェ ク ト が特定の層上にある場合に適用する、 条件付きの
高速回路規則を定義する こ と もできます。 例えば、 条件付
き規則を使用し て、 異なる層上に配線されたネ ッ ト に、 異
なる高速回路規則を指定する こ とが可能です。
参照 ： 制約条件規則の設定
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ヒ ン ト ： ピンペアに対し てデフ ォル ト の規則のみ指定されている場合は、
デフ ォル ト ボタ ンは使用できません。

6. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「規則の階層」

部品形状エデ ィ タ で部品形状の設計規則を設定

[ 部品形状規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品形状エデ ィ タ で部品形状に
適用する設計規則を定義し ます。

制限事項 ： 部品形状規則は PADS Layout で定義できますが、 PADS Router でのみ使用
されます。

参照 ： 設計規則レポー ト の作成

部品形状エデ ィ タ で、 部品形状の規則を設定するには、

1. ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 設定メ ニュー > 部品形状の規則

2. 以下のいずれかのボタ ンを ク リ ッ ク し ます ：

ヒ ン ト ：

• 部品形状に指定された規則のタ イプは、 該当する リ ス ト 内に挿入されて
表示されます。
C = 間隙規則
R = 配線規則
H = 高速回路規則

間隙 オブジ ェ ク ト 間の最小間隔
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合やオブ
ジ ェ ク ト が特定の層上にある場合に適用する、 条件付き
の間隙規則を定義する こ と もできます。 例えば、 制約条
件規則を使用し て、 異なる層上に配線されたネ ッ ト に、
異なる間隙規則を指定する こ とが可能です。
参照 ： 制約条件規則の設定

配線 配線に使用可能な接続形態や層およびビア、 ベタ共有
オプシ ョ ン、 自動配線オプシ ョ ンなど

フ ァ ンアウ ト SMD パッ ド にベタ形状を自動的に追加し、 配線を容易に
し て、 確実な結線の作成を行います。

パッ ド入力角度 パッ ド と配線の交点の位置および角度
SMD パッ ドへのビアの配置
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F = フ ァ ンアウ ト 規則
P = パッ ド入力規則

例 ： (C, H) に続 く 項目には、 デフ ォル ト ではない間隙および高速回路規則
が定義されています。

• 各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イプに対し、 どの規
則階層レベルが使用されるかを示し ています。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイア
ログボ ッ クスの [ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 例えば、 [ ク ラ
ス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 [ 間隙 ] ボタ ンの下に緑色の多角形が
表示され、 デフ ォル ト の値がそのク ラスに適用されます。

3. 規則の設定を継続するには、 別のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「規則の階層」

部品形状の設計規則の設定

[ 部品形状の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品形状に適用する設計規則を
定義し ます。

制限事項 ： 部品形状規則は PADS Layout で定義できますが、 PADS Router でのみ使用
されます。

参照 ： レポー ト の作成

部品形状の規則を設定するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > 部品形状ボタ ン

2. [ 部品形状 ] リ ス ト で部品形状を選択し ます ( 複数可 )。

ヒ ン ト ： 全ての部品形状を表示し たい場合、 [ 規則のある部品形状を表示 ]
チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

3. 以下のいずれかのボタ ンを ク リ ッ ク し て、 下記に示す設計規則を設定し ます。

間隙 オブジ ェ ク ト 間の最小間隔
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合や
オブジ ェ ク ト が特定の層上にある場合に適用する、
条件付きの間隙規則を定義する こ と もできます。 例え
ば、 制約条件規則を使用し て、 異なる層上に配線され
たネ ッ ト に、 異なる間隙規則を指定する こ とが可能で
す。
参照 ： 制約条件規則の設定
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ヒ ン ト ：

• 部品形状に指定された規則のタ イプは、 該当する リ ス ト 内に挿入されて
表示されます。

C = 間隙規則

R = 配線規則

H = 高速回路規則

F = フ ァ ンアウ ト 規則

P = パッ ド入力規則

例 ： (C, H) に続 く 項目には、 デフ ォル ト ではない間隙および高速回路規則
が定義されています。

• 各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イプに対し、 どの規
則階層レベルが使用されるかを示し ています。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイア
ログボ ッ クスの [ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 例えば、 [ ク ラ
ス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 [ 間隙 ] ボタ ンの下に緑色の多角形が
表示され、 デフ ォル ト の値がそのク ラスに適用されます。

4. 規則の設定を継続するには、 別のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. デフ ォル ト ではない規則を部品形状から解除し て、 デフ ォル ト 規則のみを適用
し たい場合、 [ 部品形状 ] リ ス ト で部品形状を選択し ( 複数可 )、 デフ ォル ト を
ク リ ッ ク し、 はいを選択し ます。

ヒ ン ト ： 部品形状に対し てデフ ォル ト の規則のみ指定されている場合は、
デフ ォル ト ボタ ンは使用できません。

6. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「規則の階層」

配線 配線に使用可能な接続形態や層およびビア、 ベタ共有
オプシ ョ ン、 自動配線オプシ ョ ンなど

フ ァ ンアウ ト SMD パッ ド にベタ形状を自動的に追加し、 配線を
容易にし て、 確実な結線の作成を行います。

パッ ド入力角度 パッ ド と配線の交点の位置および角度
SMD パッ ドへのビアの配置
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実装部品の設計規則の設定

[ 実装部品の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 実装部品に適用する設計規則を
定義し ます。

制限事項 ： 実装部品の設計規則は PADS Layout で定義できますが、 PADS Router での
み使用されます。

参照 ： レポー ト の作成

実装部品の規則を設定するには、

1. 実装部品を選択 > 右ク リ ッ ク > 規則の表示

別の方法 ： 設定メ ニュー > 設計の規則 > [ 規則 ] ダイアログボ ッ クス > 
[ 実装部品 ] ボタ ン

2. [ 実装部品 ] リ ス ト で実装部品を選択し ます ( 複数可 )。

ヒ ン ト ：

• 全ての実装部品を表示するには、 [ 規則のある実装部品を表示 ] チ ェ ッ ク
ボッ クスを OFF にし ます。

• 特定の部品形状の実装部品を表示するには、[ 使用中の部品形状 ] リ ス ト から
部品形状を選択し ます。 

3. 以下のいずれかのボタ ンを ク リ ッ ク し て、 下記に示す設計規則を設定し ます。

ヒ ン ト ：

• 実装部品に指定された規則のタ イプは、 該当する リ ス ト 内に挿入されて
表示されます。

C = 間隙規則

間隙 オブジ ェ ク ト 間の最小間隔
ヒ ン ト ： 特定のオブジ ェ ク ト に近接し ている場合やオブ
ジ ェ ク ト が特定の層上にある場合に適用する、 条件付きの
間隙規則を定義する こ と もできます。 例えば、 制約条件規
則を使用し て、 異なる層上に配線されたネ ッ ト に、 異なる
間隙規則を指定する こ とが可能です。
参照 ： 制約条件規則の設定

配線 配線に使用可能な接続形態や層およびビア、 ベタ共有
オプシ ョ ン、 自動配線オプシ ョ ンなど

フ ァ ンアウ ト SMD パッ ド にベタ形状を自動的に追加し、 配線を容易に
し て、 確実な結線の作成を行います。

パッ ド入力角度 パッ ド と配線の交点の位置および角度
SMD パッ ドへのビアの配置
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R = 配線規則

H = 高速回路規則

F = フ ァ ンアウ ト 規則

P = パッ ド入力規則

例 ： (C, H) に続 く 項目には、 デフ ォル ト ではない間隙および高速回路規則
が定義されています。

• 各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イプに対し、 どの規
則階層レベルが使用されるかを示し ています。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイア
ログボ ッ クスの [ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 例えば、 [ ク ラ
ス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 [ 間隙 ] ボタ ンの下に緑色の多角形が
表示され、 デフ ォル ト の値がそのク ラスに適用されます。

4. 規則の設定を継続するには、 別のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. デフ ォル ト ではない規則を実装部品から解除し て、 デフ ォル ト 規則のみを適用
し たい場合、 [ 実装部品 ] リ ス ト で実装部品を選択し ( 複数可 )、 デフ ォル ト を
ク リ ッ ク し、 はいを選択し ます。

ヒ ン ト ： 実装部品に対し てデフ ォル ト の規則のみ指定されている場合は、
デフ ォル ト ボタ ンは使用できません。

6. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「規則の階層」

間隙設計規則の設定

[ 間隙の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 オブジ ェ ク ト 同士のエ ッ ジ間の最小
間隔や、 配線幅を定義し ます。 オン ラ イ ン DRC と設計検証では、 間隙違反を検査し、
レポー ト し ます。 同一のオブジ ェ ク ト タ イプに対し てだけでな く 、 配線などの異なる
オブジ ェ ク ト タ イプに対し ても、 検査が行われます。

間隙規則を設定するには、

1. ネ ッ ト 、 ピンペア、 または実装部品を選択 > 右ク リ ッ ク  > 規則の表示を
ク リ ッ ク  > 間隙ボタ ン

別の方法 ： 設定メ ニュー > 設計の規則 > [ 規則 ] ダイアログボ ッ クス > 
[ デフ ォル ト ] ボタ ン > [ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クス > [ 間隙 ]
ボタ ン
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2. [ 同ネ ッ ト ] 領域で、 同一ネ ッ ト 上にある項目間の間隙値を、 Table 14-1 の説明
に従って入力し ます。 

ヒ ン ト ： 行または列全体に同じ値を設定する場合、 行または列のヘ ッ ダーも し
く は [ 全て ] を ク リ ッ ク し ます。 値を入力し て OK を ク リ ッ クする と、 値が適
用されます。

3. [ 配線幅 ] 領域で、 以下のボ ッ クスに配線幅を入力し ます。

• 最小値－対話型配線の際の最小幅

• 推奨値－配線を開始する時に使用する幅

• 最大値－対話型配線の際の最大幅

ヒ ン ト ： 最小および最大配線幅の値は、 イ ンピーダンス整合のよ う な、 高速配
線機能を実現するためにさ まざまな配線幅を使用する際に使われます。

4. [ 間隙 ] 領域で、 項目間の間隙値をボ ッ クスに入力し ます。

ヒ ン ト ： 行または列全体に同じ値を設定する場合、 行または列のヘ ッ ダーも し
く は [ 全て ] を ク リ ッ ク し ます。 値を入力し て OK を ク リ ッ クする と、 値が適
用されます。

5. ド リルと実装部品本体のオブジ ェ ク ト との間隙を指定するには、 [ その他 ]
領域で、 該当するボ ッ クスに値を入力し ます。

6. この間隙規則を解除し たい場合は、 削除を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： デフ ォル ト の間隙規則は削除できません。

7. OK を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ：

• 面取り図形のベタ では [ 全面銅箔 ] のプロパテ ィ が使用され、ベタには配線の
間隙が適用されます。

• 間隙規則を 1 つのセ ッ ト と し て保存するには、 制限条件規則を指定し ます。

Table 14-1. 間隙のカテゴ リー

間隙 以下の項目間の最小間隙

ビア と ビア 同一ネ ッ ト 上の 2 つのビア

SMD と コーナー 表面実装パッ ド と、 配線上の最初の屈折点

SMD と ビア 表面実装パッ ド と ビア

配線と コーナー 配線と、 別配線の屈折点
例 ： T 分岐で分割された 2 つの配線の内の 1 つが屈
折点を持っている場合。

パッ ド と コーナー 貫通穴パッ ド と、 配線上の最初の屈折点
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参照 ： 制約条件規則の設定

• BGA 配線ウ ィ ザー ド では、 このダイアログボ ッ クスで定義し たプロパテ ィ
が使用されます。

参照 ： 「BGA 配線ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クス」

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

設計規則の設定

配線の設計規則の設定

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• PADS Layout で配線の規則を設定

• 部品形状エデ ィ タ で配線規則のビアを設定

PADS Layout で配線の規則を設定

[ 配線の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 対話型配線と自動配線の規則を指定
し ます。 デフ ォル ト の配線規則や、 ネ ッ ト 、 ピンペア、 実装部品といった特定のオブ
ジ ェ ク ト の配線規則を指定する こ とができます。

• ネ ッ ト 、 ピンペア、 または実装部品を選択 > 右ク リ ッ ク  > 規則の表示 > 
配線ボタ ン

別の方法 ： 設定メ ニュー > 設計の規則 > 規則の階層ボタ ン > [ 配線 ] ボタ ン

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 接続形態の指定

• 配線オプシ ョ ンの指定

• 層の傾向の指定

• ビアの傾向の指定

• 最大ビア数の指定

• 配線規則の削除

ヒ ン ト ： デフ ォル ト の配線幅を指定するには、 [ 間隙の規則 ] ダイアログボ ッ クスを
使用し ます。

参照 ： 設計規則の設定
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制限事項 ： ピンペア、 グループ、 実装部品、 または部品形状の規則を設定する場合、
以下の配線規則は使用できません ： 接続形態、 ベタ共有、 最大ビア数。

接続形態の指定

接続形態を指定し て、 ネ ッ ト 配線または部品移動時のピン対ピンの順序を決定し ま
す。 対話型配線の場合、 ラ ッ ツネス ト によ ってピンから ピンへの配線を導きます。

接続形態を指定するには、 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます。

• プロテ ク ト 済－ネ ッ ト 内の接続の順序は変更されません。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンを選択する と、 配線長最短化は無効にな り ます。

• 配線長最短化－ピン間の最短距離によ ってネ ッ ト を並べ替えます。 ネ ッ ト の
並べ替えや再接続も許可されています。

• 直列信号源－ソースピン、 ロー ド ピン、 ター ミ ネータの順で、 ネ ッ ト を直列に
並べます。

• 並列信号源－直列信号源と同じ ですが、 各ソース と ロー ド間の接続において、
ネ ッ ト を並列に並べます。

• 中点駆動－ネ ッ ト を 2 つに分岐させ、 各分岐を ソースピン、 ロー ド ピン、
ター ミ ネータの順に並べます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「配置と配線長最短化」



規則の設定
設計規則の階層を設定

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 393

配線オプシ ョ ンの指定

配線オプシ ョ ンを編集するには、 Table 14-2 の説明に従って希望のオプシ ョ ンを設定
し ます。 

Table 14-2. 配線オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ビア ビアは、 他のオブジ ェ ク ト とベタ を共有する こ とができます。 
制限事項 ： この規則は、 PADS Logic、 PADS Layout、 PADS 
Router で定義する こ とができますが、 PADS Router のみで
使用されます。

配線 配線は、 他のオブジ ェ ク ト とベタ を共有する こ とができます。 
制限事項 ： この規則は、 PADS Logic、 PADS Layout、 PADS 
Router で定義する こ とができますが、 PADS Router のみで
使用されます。

優先度 0 ～ 100 で優先度を指定し ます。 優先度の高いネ ッ ト が先に
配線されます。
制限事項 ： PADS Router は優先度の値を使用し ません。 この
規則は SPECCTRA のみに適用されます。

自動配線 ネ ッ ト の自動配線を有効にし ます。
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層の傾向の指定

層の傾向規則では、 どの層が配線に使用されるかを指定し ます。

層を配線に使用できるよ う にするには、

• [ 使用可能層 ] リ ス ト で層を選択し、 追加を ク リ ッ ク し ます。

層を配線に使用できないよ う にするには、

• [ 使用可能層 ] リ ス ト で層を選択し、 解除を ク リ ッ ク し ます。

ビアの傾向の指定

ビアの傾向規則では、 どのビアが配線に使用されるかを指定し ます。

ヒ ン ト ： これは、 自動ビア選択時の主要基準の 1 つ ( も う 1 つの基準は有効層の
ペア ) と な り ます。 自動選択では、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス内 [ 配線 ] タ ブ
の [ 層ペア ] 上で開始され終了するビアだけが許可されます。

ビアを配線に使用できるよ う にするには、

• [ 使用可能ビア ] リ ス ト でビアを選択し、 追加を ク リ ッ ク し ます。

別の方法 ： 全ての貫通穴ビアを使用可能にし たい場合は、 [ 貫通 ] を ク リ ッ ク し ます。
全ての非貫通ビアを使用可能にし たい場合は、 [ 非貫通 ] を ク リ ッ ク し ます。

ビアを配線に使用できないよ う にするには、

• [ 使用可能ビア ] リ ス ト でビアを選択し、 解除を ク リ ッ ク し ます。

リ ッ プア ッ プ
許可

既存の配線を解除し、 ネ ッ ト の再配線を行います。
ヒ ン ト ： [DRC オン ] または [DRC 警告 ] が有効になってい
て、 配線を解除し たい場合、 このオプシ ョ ンを有効にし ます。

押退許可 保護されていない配線を移動させ、 新たな配線用のスペース
を作り ます。
ヒ ン ト ： [DRC オン ] または [DRC 警告 ] が有効になってい
て、 配線の押し退けを行いたい場合、 このオプシ ョ ンを有効
にし ます。

プロテ ク ト
配線押退許可

保護されている配線を移動させ、 新たな配線用のスペースを
作り ます。

Table 14-2. 配線オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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最大ビア数の指定

自動配線でネ ッ ト に追加できる、 最大ビア数を指定する こ とができます。 自動配線で
は、 これを絶対規則とみな し ています。 対話型配線と設計検証では、 この規則が
チ ェ ッ ク されます。

制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 デフ ォル ト のネ ッ ト およびク ラスプロパテ ィ の規則を
設定する時のみ使用できます。

最大ビア数を指定するには、

1. ビア数を制限し ない場合、 無制限を ク リ ッ ク し ます。

2. ビア数を制限する場合、 最大数を ク リ ッ ク し、 0 ～ 50000 の間でビア数を
ボッ クスに入力し ます。

ヒ ン ト ： 最大ビア数が不十分な場合、 自動配線の実行に時間がかかり、 完了率
が下がる場合があ り ます。

配線規則の削除

選択し たネ ッ ト やピンペアに対し、 規則の階層から現在の配線規則を削除する こ とが
できます。

配線規則を削除するには、

• 削除ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

制限事項 ： デフ ォル ト の配線規則に対し ては、 [ 削除 ] ボタ ンは使用できません。
デフ ォル ト の配線規則は削除できません。

部品形状エデ ィ タ で配線規則のビアを設定

[ 配線の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品形状で使用する可能性のある
ビアを指定し ます。

制限事項 ： 部品形状エデ ィ タから [ 配線の規則 ] ダイアログボ ッ クスを開いた場合、
[ ビア ] 領域のオプシ ョ ンのみ使用可能です。

部品形状に使用可能なビアを指定するには、

1. 部品形状エデ ィ タ  > 設定メ ニュー > 部品形状の規則 > 配線ボタ ン

2. [ ビア ] 領域でビア定義を ク リ ッ ク し ます。

3. [ ビアを設定 ] ダイアログボ ッ クスで、 部品形状エデ ィ タ で配線規則に使用
するビアを指定し ます。

a. ビアを追加するには、 ボ ッ クスにビア名を入力し、 追加を ク リ ッ ク し ます。



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0396

規則の設定
設計規則の階層を設定

b. ビアの名前を変更するには、 [ ビア ] リ ス ト でビアを選択し、 名称変更を
ク リ ッ ク し ます。

c. ビアを削除するには、 [ ビア ] リ ス ト でビアを選択し、 削除を ク リ ッ ク し ま
す。

d. OK を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： このダイアログボ ッ クスは、 ビアパッ ド ス タ ッ クの情報がない部品
形状エデ ィ タ だけに使用されます。 こ こ では、 パッ ド ス タ ッ クの内部構成では
な く 、 ビア名だけを定義し ます。 このビア名は、 パッ ド ス タ ッ クの内部構成が
定義されている設計内の実際のビアに関連付ける必要があ り ます。 

4. [ 配線の規則 ] ダイアログボ ッ クスで、 以下のいずれかを行います。

• 部品形状エデ ィ タ でビアを使用可能にするには、 ビアを選択し て追加を
ク リ ッ ク し ます。

• 部品形状エデ ィ タ でビアを使用不可にするには、 ビアを選択し て解除を
ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

設計規則の設定

部品形状の作成 

高速回路規則の設定

[ 高速回路の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 高速回路の規則を設定し ます。

• ネ ッ ト またはピンペアを選択 > 右ク リ ッ ク  > 規則の表示 > 高速回路ボタ ン

別の方法 ： 設定メ ニュー > 設計の規則 > [ 規則 ] ダイアログボ ッ クス > [ デフ ォル ト ]
ボタ ン > [ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボッ クス > [ 高速回路 ] ボタ ン

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 同層平行規則の設定

• シールド規則の設定

• 高速回路規則の設定

• 整合長規則の設定

必須事項 ： 高速回路規則のチ ェ ッ ク を行う には、 電気特性検査 (EDC) オプシ ョ ンが
必要です。
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同層平行規則の設定

同層平行規則を設定するには、

1. 同層平行の長さ と間隙の値をボ ッ クスに入力し ます。

2. 層間平行の長さ と間隙の値をボ ッ クスに入力し ます。

3. この設定内のオブジ ェ ク ト が侵害の役割を果たす場合、 侵害チ ェ ッ クボ ッ クス
を選択し ます。

ヒ ン ト ： [ 制約条件付の規則を設定 ] ダイアログボ ッ クスで指定し た同層平行および
層間平行規則は、 このダイアログボ ッ クスで設定し た規則に優先し ます。

参照 ： 制約条件規則の設定 

シールド規則の設定

選択されたネ ッ ト を電磁妨害から保護するため、 内層接続層への配線を自動的に行う
ルーターもあ り ます。 

例外 ： ビアでシールド をする場合はシールド処理の規則は適用されません。 

ヒ ン ト ： 

• 設計に内層接続層が含まれない場合は、 [ シールド処理 ] 領域のオプシ ョ ンは
使用できません。

• PADS Layout ではシールド処理を行う ネ ッ ト を自動的に配線し ません。 また、
シールドの規則もチ ェ ッ ク されません。

シールド処理規則を設定するには、

1. シールド チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. [ 使用ネ ッ ト ] リ ス ト で、 シールド処理配線を行いたい内層接続層と関連付け
られたネ ッ ト を選択し ます。

3. [ 間隙 ] ボ ッ クスに、 シールド と シールド処理されるネ ッ ト 間の間隙を入力
し ます。

高速回路規則の設定

高速回路規則を設定するには、

• ボッ クスに値を入力し ます。

ヒ ン ト ： ス タ ブ長は、 T 分岐点から配線の終点までの距離です。
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整合長規則の設定

長さが一致する配線を自動的に行うルーターもあ り ます。 例えば、 信号間のタ イ ミ ン
グスキューの発生を避けるため、 差動ペアは同じ配線長を持ちます。

ヒ ン ト ： PADS Layout では、 整合長規則をチ ェ ッ ク し ません。

整合長規則を設定するには、

1. 整合長チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. [ 許容誤差 ] ボ ッ クスに、 整合長グループでの最小長と最大長間の最大許容差
値を入力し ます。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

差動ペア設計規則の設定

設計規則の設定

フ ァ ンアウ ト 規則の設定

[ フ ァ ンアウ ト の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 フ ァ ンアウ ト 規則を指定し
ます。 フ ァ ンアウ ト を使用し て、 配線を容易にし、 確実な結線の作成を行います。
PADS Router は、 フ ァ ンアウ ト ビアを最適な位置に配置し、 ビアから、 指示された実
装部品や個々のピンが対応するピンへと配線し ます。 フ ァ ンアウ ト 機能は、 BGA な
どの複雑な SMD に有効です。 

ヒ ン ト ： 設計全体を フ ァ ンアウ ト する と多 く のビアを作成する こ とになるので、 通常
は推奨し てお り ません。 ただ し、 多 く の層を持つ PCB では、 すべての SMD 実装部品
を フ ァ ンアウ ト する必要がある場合もあ り ます。

制限事項 ： BGA およびス タ ガー ド BGA フ ァ ンアウ ト パターンのフ ァ ンアウ ト 規則の
定義には、 PADS Router をご使用 く だ さい。 PADS Layout では、 SOIC/QUAD フ ァ ン
アウ ト パターンの規則のみ定義できます。 

フ ァ ンアウ ト 規則を設定するには、 

1. 実装部品を選択 > 右ク リ ッ ク > 規則の表示 > フ ァ ンアウ ト ボタ ン

別の方法 ： 設定メ ニュー > 設計の規則 > [ 規則 ] ダイアログボ ッ クス >
[ デフ ォル ト ] ボタ ン > [ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クス > 
[ フ ァ ンアウ ト ] ボタ ン

2. [ 整列 ] 領域で、 希望するビアの配列を選択し ます。

• 直線状－PADS Routerのフ ァ ンアウ ト グ リ ッ ド上にフ ァ ンアウ ト ビアを配列
し ます。
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• 千鳥－フ ァ ンアウ ト ビアを交互に配列し ます。 例えば、 最初のピンは左側
にフ ァ ンアウ ト し、 2 番目のピンは右側にフ ァ ンアウ ト する とい うパターン
が繰り返し行われます。

3. ピンを持つ実装部品の各側に 2 段ビアを作成し たい場合、 複数段チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し ます。

4. [ 出力方向 ] 領域で、 実装部品の外形線に対し て相対的な、 フ ァ ンアウ ト ビア
の希望位置を ク リ ッ ク し ます。

5. [ ビア間隔 ] 領域で、 フ ァ ンアウ ト ビアの間隔を選択し ます。

• グ リ ッ ド使用－フ ァ ンアウ ト ビアは、 フ ァ ンアウ ト グ リ ッ ド上に配置され
ます。

• 配線 (1) －単一配線の幅。PADS Router が近接するビアの間に配線を 1 本配置
できるよ う、 ビアグ リ ッ ド を設定し ます。

• 配線(2)－配線2本の幅。PADS Routerが近接するビアの間に配線を 2本配置で
きるよ う、 ビアグ リ ッ ド を設定し ます。

6. [ ピン共有 ] 領域で、 PADS Router がピンから ビアへの配線中に使用できる、
同一ネ ッ ト 上の全ての接続のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• 貫通ピン－ビアを使用するよ り費用が安 く なる場合、 貫通ピンにフ ァ ン
アウ ト 配線し ます。

• SMD ピン－ビアを使用するよ り費用が安 く なる場合、 SMD ピンにフ ァ ン
アウ ト 配線し ます。 このオプシ ョ ンが選択されていない場合、 PADS Router
は、 各 SMD パッ ド をピンまたはビアに直接フ ァ ンアウ ト 配線し ます。

• ビア－共有ビアにフ ァ ンアウ ト 配線し ます。 このオプシ ョ ンが選択されて
いない場合、 PADS Router は、 各表面実装パッ ド に固有ビアを使用し ます。

• 配線－共有配線へ接続し、 T 分岐を作成し ます。

7. [ ネ ッ ト ] 領域で、 フ ァ ンアウ ト が作成されるネ ッ ト の種類のチ ェ ッ クボ ッ ク
スを選択し ます。

• 内層接続－内層接続ネ ッ ト に属するピンのフ ァ ンアウ ト を作成し ます。

• 信号－信号ネ ッ ト に属するピンのフ ァ ンアウ ト を作成し ます。

• 未使用ピン－信号ネ ッ ト にも内層接続ネ ッ ト にも属さ ないピンのフ ァ ン
アウ ト を作成し ます。

8. [ フ ァ ンアウ ト 長 ] 領域で、 フ ァ ンアウ ト 長を制限し た く ない場合は無制限
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 無制限チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ない場合
は、 [ 最大長 ] ボ ッ クスにフ ァ ンアウ ト の最大長を ミ ルで入力し ます。

9. OK を ク リ ッ ク し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

設計規則の設定

パッ ド入力設計規則の設定

[ パッ ドの入力角度の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 配線がどのよ う に
パッ ド に入力 / 出力されるかを指定し ます。

パッ ドの入力角度の規則を設定するには、

1. 実装部品を選択 > 右ク リ ッ ク > 規則の表示 > パッ ド入力角度ボタ ン

別の方法 ： 設定メ ニュー > 設計の規則 > [ 規則 ] ダイアログボ ッ クス > 
[ デフ ォル ト ] ボタ ン > [ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クス >
[ パッ ド入力角度 ] ボタ ン

2. [ パッ ド入力角度特性 ] 領域で、 PADS Router がパッ ドからの配線時に使用でき
る全ての配線オプシ ョ ンのチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• 横方向からの出力を許可－長方形のパッ ドの場合のみ、 配線がパッ ドの
長い側を通って出力する こ と を許可し ます。

• コーナー出力を許可－長方形のパッ ドの場合のみ、 配線がパッ ドのコー
ナーまたは円弧を通って出力する こ と を許可し ます。

• 任意角度出力を許可－長方形と円形のパッ ドの場合、 45 度や 90 度だけで
な く 、 配線がどのよ う な角度でもパッ ドから出力する こ と を許可し ます。

• 第 1 コーナー円滑化規則－長方形と円形のパッ ドの場合、最初のコーナーの
間隙規則を無視し、 90 度よ り小さい鋭角を通って配線が出力する こ と を許
可し ます。

ヒ ン ト ： このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 アシ ッ ド ト ラ ッ プが発生
する場合があ り ます。 ただ し、 選択を OFF にする と、 完成率が低 く な り、
配線に時間がかかる こ とがあ り ます。 PADS Layout の DRC を使用し て
アシ ッ ド ト ラ ッ プの原因を検出し て く だ さい。 第 1 コーナーの間隙規則は
推奨規則なため、 無視する こ とができます。

3. [SMD 上のビア ] 領域では、 PADS Router が配線中に SMD パッ ド にビアを配置
できるよ う にし たい場合、 SMD 上のビアに配置チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、
さ らに配線オプシ ョ ンのチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て く だ さい。

• 内側に配置－ビアが SMD パッ ドの内側に完全にはまるよ う に指定し ます。

• 中央－ビア配置を SMD パッ ドの幾何学的中央 ( パッ ド原点ではあ り ません )
に制限し ます。
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• 終点－ビア配置を長方形の端部または円形 SMD パッ ド に制限し ます。 正方
形のパッ ド を使用する場合、 ビアはパッ ドの横部分の中央に配置されます。
円形パッ ドは無視されます。

例外 ： ベタ と関連づけられたピンに関し ては、 ビアは SMD パッ ド には配置
されません。

ヒ ン ト ： SMD パッ ド に配置できるビアは 1 つだけです。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

設計規則の設定

PADS Router ヘルプ

制約条件規則の設定

[ 制約条件付の規則を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 規則内で名前を付けら
れたオブジ ェ ク ト 同士が近接し ている場合、 または特定の層上にある場合に適用され
る、 間隙規則および高速回路規則を設定し ます。 例えば、 ネ ッ ト 間のデフ ォル ト の間
隙を X と し、 ネ ッ ト A がネ ッ ト B に近接し ている場合は、 間隙を Y と設定できま
す。

必須事項 ： 制約条件規則の設定には、 [ 高度な規則 ] オプシ ョ ンが必要です。

ヒ ン ト ： 条件付き規則は、 設計階層内の設計規則と高速回路規則に優先し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 条件付き規則設定の作成 / 削除

• 条件付き規則設定の編集

条件付き規則設定の作成 / 削除

条件付き規則設定を作成するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > 制約条件規則ボタ ン

2. [ 信号源規則オブジ ェ ク ト ] 領域と [ 規則違反のオブジ ェ ク ト ] 領域で、 オブ
ジ ェ ク ト タ イプのフ ィ ルタ オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し、 次にオブジ ェ ク ト を選択
し ます。

ヒ ン ト ： オブジ ェ ク ト がピンペアの場合、 [ ネ ッ ト から ] リ ス ト でネ ッ ト を
選択し、 そのネ ッ ト のピンペアを表示する こ とができます。

3. 特定の層に条件付き規則を適用する場合は、 [ 層に適用 ] リ ス ト から層を選択
し ます。
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ヒ ン ト ： [ 規則違反のオブジ ェ ク ト ] 領域で [ 層 ] が選択されている場合、
[ 層に適用 ] リ ス ト は使用できません。

4. [ 現在の規則設定 ] 領域で、 間隙も し く は高速回路を ク リ ッ ク し、 作成を
ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 規則設定が [ 既存の規則設定 ] リ ス ト に追加され、 編集できるよ う に
な り ます。

ヒ ン ト ： オブジ ェ ク ト に対し、 間隙の条件付き規則と高速回路の条件付き規則
の両方を作成する こ とができます。

条件付き規則設定を削除するには、

• [ 既存の規則設定 ] リ ス ト で規則設定を選択し ( 複数可 )、削除を ク リ ッ ク し ます。

条件付き規則設定の編集

条件付き規則設定を編集するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > 制約条件規則ボタ ン

2. [ 既存の規則設定 ] リ ス ト で、 規則設定を選択し ます。

結果 ： [ 現在の規則設定 ] 領域で、 規則設定タ イプの [ 間隙 ] も し く は [ 高速
回路 ] の値オプシ ョ ンが有効にな り ます。 

3. 間隙の値を設定するには、

a. [ オブジ ェ ク ト ⇔オブジ ェ ク ト ] ボ ッ クスに間隙を入力し ます。

結果 ： [ マ ト リ クス ] を ク リ ッ クする と表示される [ 間隙の規則 ] ダイアロ
グボッ クスの、 [ 間隙 ] 領域の全てのボ ッ クスに、 この値が表示されます。

ヒ ン ト ： [ 間隙の規則 ] ダイアログボ ッ クスに異なる間隙が含まれる場合、
[ オブジ ェ ク ト ⇔オブジ ェ ク ト ] ボ ッ クスは使用できません。

b. オブジ ェ ク ト 間の間隙を指定し たい場合、 マ ト リ クスを ク リ ッ ク し、 [ 間隙
の規則 ] ダイアログボ ッ クスに間隙を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

4. 高速回路の規則を設定するには、 ボ ッ クスに同層平行および層間平行の値を
入力し ます。

ヒ ン ト ：

• レポー ト では、 [ 信号源規則オブジ ェ ク ト ] リ ス ト 内のネ ッ ト と ピンペアは、
侵害と特定されます。 [ 信号源規則オブジ ェ ク ト ] リ ス ト 内にク ラスがある
場合、 ク ラス内の全てのネ ッ ト は侵害と されます。

• このダイアログボ ッ クスで指定し た規則は、 [ 高速回路の規則 ] ダイアログ
ボッ クスで指定し た高速回路規則に優先し ます。
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参照 ： 高速回路規則の設定 

5. OK を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

設計規則の設定

差動ペア設計規則の設定

[ 差動ペア ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 差動ペア と し て電気的に機能する
ネ ッ ト またはピンペアを識別し、 作動ペアの設計規則を定義し ます。

制限事項 ： 差動ペア設計規則は PADS Layout で定義できますが、 PADS Router でのみ
使用されます。

必須事項 ： 差動ペアの設計規則を設定するには、 [ 高度な規則 ] オプシ ョ ンが必要
です。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 差動ペアの作成

• 差動ペアのプロパテ ィ 設定

ヒ ン ト ：

• これらの規則は PADS Layout でも PADS Router でも定義できますが、 PADS 
Router のみで使用されます。

• 設計内の差動ペアを検証するには、 ラテ ィ ウム検査でチ ェ ッ クする必要があ り
ます。

参照 ： レポー ト の作成

差動ペアの作成

差動ペアを追加するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > 差動ペアボタ ン

2. [ 選択可能 ] リ ス ト で、 最初のネ ッ ト をダブルク リ ッ ク し、 次に 2 番目のネ ッ
ト をダブルク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ネ ッ ト は複数の差動ペアに存在する こ とはできません。 [ 選択可能 ]
リ ス ト には、 ク ラスに割り当てられていない差動ペアのみが表示されます。

3. 追加を ク リ ッ ク し ます。
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ヒ ン ト ： 差動ペアを削除するには、 [ ペア ] リ ス ト で差動ペアを選択し、
[ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

差動ペアのプロパテ ィ 設定

差動ペアに対し ては、 どのよ う に配線されるかを決定する独自のプロパテ ィ を設定す
る こ とができます。 差動ペアのプロパテ ィ では、 管理された間隙エ リ アの配線間の間
隙、 最小 / 最大の配線長および幅、 管理された間隙エ リ ア内の障害物の処理方法を決
定し ます。

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > 差動ペアボタ ン

2. [ 最短 ] ボ ッ クスに最短配線長を入力し ます。

3. [ 最長 ] ボ ッ クスに最長配線長を入力し ます。

4. [ 層毎にペアの線幅と間隙を設定 ] 領域で、 < 全層 > の行に線幅と間隙の値を
入力し ます。

制限事項 ： < 全層 > 行は削除できません。

5. 層毎の線幅と間隙を設定する場合、 追加を ク リ ッ ク し、 新規追加された行の
[ 層 ] セル内でク リ ッ ク し、 線幅と間隙の値を設定する層を選択し ます。 該当
するセルに線幅と間隙の値を入力し ます。

ヒ ン ト ：

• 差動ペアの線幅と間隙を層毎に設定する と、 イ ンピーダンスをよ り効率的
に制御できます。

• 複数の差動ペアを選択し ても、 層設定が選択し た全ペアに適用し ない場合
は、 [ 層 ] 列は使用できません。

参照 ： 差動ペア層の階層

6. 自動配線中に層の変更を制限チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 ペアは単一層の
みに配線されます。 この設定は、 対話型配線時の層変更を制限し ません。

7. 一時的にペアの配線間隙を超過し、 管理された間隙エ リ ア内にある障害物の周
り に配線を行う よ う にするには、

a. ペアを障害物の周囲に分割チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 この設定は自
動配線に適用されます。 対話型配線時にはペアの分割は制限されません。

b. [ 障害物の最大個数 ] ボ ッ クスに、 障害物の周り に配線を行える最大数を入
力し ます。 開始ゾーンおよび終了ゾーンでは分割されません。

c. [ 障害物の最大幅 ] ボ ッ クスに、 障害物の周り を配線するためにピンペアを
分割できる最大距離値を入力し ます。 この値は、 障害物の水平寸法または
垂直寸法のいずれか長い方に適用されます。 開始ゾーンおよび終了ゾーン
にある障害物の寸法はチ ェ ッ ク されません。
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8. OK を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

規則の設定

高速回路規則の設定

設計規則の設定

オブジ ェ ク ト の設計規則の表示
実装部品やネ ッ ト などの選択し たオブジ ェ ク ト に対し て、 設計規則を確認し た り、
編集する こ とができます。

オブジ ェ ク ト の設計規則を表示するには、

1. オブジ ェ ク ト を選択 > 右ク リ ッ ク > 規則の表示

2. 規則ボタ ンを ク リ ッ クする と、 選択し たオブジ ェ ク ト の設計規則が表示されま
す。

オブジ ェ ク ト の基準原点を設定
オブジ ェ ク ト を移動し た り配置するための、 オブジ ェ ク ト の基準原点を設定し ます。
基板外形線、 2D ラ イ ン、 部品形状、 ベタ形状、 禁止領域形状、 寸法線形状の基準原
点を設定する こ とが可能です。

寸法線形状や作図形状のシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを使用し て、 オブジ ェ ク ト の基準原
点を設定するには、

1. Shift キーを押し て項目を選択し ます。 この操作によ り、 線分やコーナーでは
な く 形状が選択されます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの基準原点を設定を選択し ます。

3. ク リ ッ ク し て、 新たな基準原点を設定し ます。 基準原点を確認する メ ッ セージ
が表示されます。

4. 新規基準原点に変更する場合ははいを ク リ ッ ク し、 以前の基準原点を使用する
場合はいいえを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： [ 基準原点を設定 ] モー ド を終了するには、 Esc キーを押し ます。
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Chapter 15
部品配置

実装部品配置のプロセス
部品は、 まず部品面の基準点にオーバーレ イする形で配置されます。 実装部品を配置
する前に、 基板外形線の作成、 設計の層の設定、 グ リ ッ ド値の設定、 特に実装部品に
適用される間隙規則の設定を行う必要があ り ます。 実装部品の配置には、 さ まざまな
コ マン ドが使用可能です。 以下が行えます。

• [ ツール ] メ ニューで実装部品の分散を ク リ ッ ク し、 全実装部品を基板外形線の
周辺に分散。

ヒ ン ト ： 実装部品の分散後に [ 画面表示 ] メ ニューの [ 拡大表示 ] を ク リ ッ ク
する と、 全ての設計オブジ ェ ク ト が表示できます。

• 設計内での実装部品の移動。

参照 ： 実装部品の移動、 ド ラ ッ グと追従で移動、 ド ラ ッ グと ド ロ ッ プで移動

• 極座標グ リ ッ ド上で部品を放射状に方向調整。

参照 ： 極座標グ リ ッ ドの設定

• 複数の実装部品を連続移動。

参照 ： 順次移動の使用

• 実装部品の搭載面を部品面に変更。

参照 ： 実装部品の基板面の位置を修正

• 実装部品の整列。

参照 ： 実装部品アレ イの作成

• 複数実装部品の端点または中央線での整列。

参照 ： オブジ ェ ク ト の整列

• オブジ ェ ク ト を 90 度ご と、 または任意角度で回転。

参照 ： オブジ ェ ク ト の回転、 オブジ ェ ク ト の任意角度回転

• 2 つの部品の位置交換。

参照 ： 部品の交換
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• 間隙規則に従って、 重複する実装部品を押し退け。 設計規則チ ェ ッ ク を無効に
する と、 間隙の設計規則に反し た位置に部品を配置する こ とができます。 

参照 ： 重複部品の押し退け 

配線長の最短化
部品配置を開始する前に、 使用し たい接続形態を設定し て く だ さい。 配線長最短化を
実行し ても、 ネ ッ ト リ ス ト は変更されません。 設定し た接続形態に基づいて、 ネ ッ ト
リ ス ト の指定する結線を作成するのに適し た位置が検索されます。

• [ ツール ] メ ニュー > 配線長最短化

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「配置と配線長最短化」

配線の設計規則の設定

部品配置時に [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスを使用
.asc フ ォーマ ッ ト を使用し て部品を入力する と、 通常、 設計部品が設計の基準原点に
オーバーレ イ された形で部品配置が開始されます。 [ 探索 ] コ マン ド を使用する と、
参照先、 パー ト タ イプ、 線幅などの属性を指定し て、 1 つまたは複数のオブジ ェ ク ト
の検索と選択が可能です。 を使用し て、 特定の部品やパッ ケージ タ イプを取り出すこ
とができます。 このダイアログボ ッ クスでは、 部品を カーソルに貼り付け、 個別に配
置する こ と もできます。

実装部品の移動

動詞モー ド

[ 動詞モー ド ] で実装部品を移動するには、

1. 設計ツールバーボタ ン > 移動ボタ ン

2. 実装部品を選択し ます。 実装部品がカーソルに貼り付きます。

3. ク リ ッ クで新しい位置を指定し、 移動を完了し ます。

オブジ ェ ク ト モー ド

以下のいずれかを行います ：
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移動コマン ド

1. 移動する実装部品を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの移動を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 右ク リ ッ ク を し て、 コ マン ド を選択する と、 プロパテ ィ 表示または選
択し たオブジ ェ ク ト の編集と な り ます。 実装部品がカーソルに貼り付いている
間、 その部品を回転、 搭載面変更、 任意角度回転する こ とができます。

3. オブジ ェ ク ト の移動先を ク リ ッ ク し ます。

ダイナ ミ ッ ク ド ラ ッ グを使用

ド ラ ッ グと追従やド ラ ッ グと ド ロ ッ プを使用する と、 選択し た実装部品に対し て自動
的に移動コ マン ド を呼び出し ます。 

参照 ： カーソルでのオブジ ェ ク ト ド ラ ッ グ動作の指定

ヒ ン ト ：

• テス ト ポイ ン ト に固定されたピンを持つ実装部品を移動する と、 警告が表示
されます。 

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

• グループを移動する と、 [ 配線を コ ピー ] ダイアログボ ッ クスのいずれかに
エラーが表示される場合があ り ます。

参照 ： 配線を コ ピーダイアログボ ッ クス

• 物理的再利用の一部である実装部品を移動し よ う とする と 「再利用要素は修正
できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 のメ ッ セージが表示されます。
OK を ク リ ッ ク し て移動をキャ ンセルし ます。

ド ラ ッ グと追従で移動
ド ラ ッ グと追従で移動するには、

1. 移動する実装部品を選択し ます。

2. 選択し た実装部品にカーソルを合わせ、 マウスの左ボタ ンを押下し た状態に
し ます。 そのままカーソルを移動する と、 ド ラ ッ グ移動が開始し ます。

3. マウスの左ボタ ンを離し ます。 実装部品はカーソルに貼り付いたままにな り ま
す。

4. ク リ ッ ク し て新しい位置を指定し、 移動を完了し ます。

ヒ ン ト ：
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• テス ト ポイ ン ト に固定されたピンを持つ実装部品を移動する と、 警告が表示
されます。 

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

• グループを移動する と、 [ 配線を コ ピー ] ダイアログボ ッ クスのいずれかに
エラーが表示される場合があ り ます。 

参照 ： 配線を コ ピーダイアログボ ッ クス

• 物理的再利用の一部である実装部品を移動し よ う とする と 「再利用要素は修正
できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 のメ ッ セージが表示されます。
OK を ク リ ッ ク し て移動をキャ ンセルし ます。

ド ラ ッ グと ド ロ ッ プで移動
ド ラ ッ グと ド ロ ッ プで移動するには、

1. 移動する実装部品を選択し ます。

2. 選択し た実装部品の上にカーソルに合わせ、 マウスの左ボタ ンを押下し た状態
にし ます。 そのままカーソルを移動する と、 ド ラ ッ グ移動が開始し ます。

3. カーソルをオブジ ェ ク ト の移動先まで動かし、 マウスの左ボタ ンを離すと、
移動が完了し ます。

ヒ ン ト ：

• テス ト ポイ ン ト に固定されたピンを持つ実装部品を移動する と、 警告が表示
されます。 

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

• グループを移動する と、 [ 配線を コ ピー ] ダイアログボ ッ クスのいずれかに
エラーが表示される場合があ り ます。

参照 ： 配線を コ ピーダイアログボ ッ クス配線を コ ピーダイアログボ ッ クス

• 物理的再利用の一部である実装部品を移動し よ う とする と 「再利用要素は修正
できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 のメ ッ セージが表示されます。
OK を ク リ ッ ク し て移動をキャ ンセルし ます。

極座標グ リ ッ ドの設定
放射移動を使用する前に、 極座標グ リ ッ ド と移動オプシ ョ ンの設定を行う必要があ り
ます。

グ リ ッ ド を設定するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > グ リ ッ ド タ ブ。
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2. 放射状部品移動の設定を ク リ ッ ク し ます。

3. オプシ ョ ンを設定し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。 これで、 放射移動を利用でき
るよ う にな り ます。

ヒ ン ト ： モー ド レスコ マン ド GP と [ 基準原点を設定 ] を使用し て、 極座標グ リ ッ ド
の基準原点を設定し ます。

関連 ト ピ ッ ク

放射移動条件を設定ダイアログボ ッ クス

コ ンセプ ト ガイ ドの 「アレ イの定義」

放射移動の使用
オブジ ェ ク ト の方向を調整するには、 放射移動を使用し ます。 このコ マン ドは、 円形
の部品形状と円形の基板の作成をサポー ト し ています。 文字や参照名に対し て放射移
動を使用する こ と もできます。

必須事項 ： 極座標グ リ ッ ドの設定を行う必要があ り ます。

1. 実装部品も し く はユニオンを選択し ます ( 複数可 )。 部品形状エデ ィ タ では
ター ミ ナルを選択し ます ( 複数可 )。

2. 標準ツールバー上の設計ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 設計ツールバー
が表示されます。

3. 設計ツールバーの放射移動ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 放射移動条件を設定 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。 ステータ スバーに、 角度および半径の
増分と、 現在の対極線半径および角度が表示されます。

参照 ： 放射移動条件を設定ダイアログボ ッ クス

4. 極座標グ リ ッ ド を設定し ていない場合、 [ 放射移動条件を設定 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

極座標グ リ ッ ド および移動オプシ ョ ンを設定し、 OK を ク リ ッ ク し ます。
PADS Layout では、 この設定を保存し、 現在のセ ッ シ ョ ンで以後、 放射移動を
行う際に使用し ます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「極座標グ リ ッ ド および半径移動の例」

極座標グ リ ッ ドが表示され、 選択し たオブジ ェ ク ト がカーソルに貼り付きま
す。

5. 選択し たオブジ ェ ク ト を適切な位置に移動し ます。

6. 極座標上で、 選択し たオブジ ェ ク ト を配置する位置を ク リ ッ ク し ます。
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動詞モー ド での放射移動

動詞モー ド で放射移動を使用するには、

1. 標準ツールバー上の設計ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 設計ツールバー
が表示されます。

2. 設計ツールバーの放射移動ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 放射移動条件を設定 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。

参照 ： 放射移動条件を設定ダイアログボ ッ クス

3. 極座標グ リ ッ ド を設定し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。

4. 実装部品またはユニオンを 1 つ選択し ます。 部品形状エデ ィ タ で、 ター ミ ナル
を 1 つ選択し ます。 極座標グ リ ッ ドが表示され、 選択し たオブジ ェ ク ト がカー
ソルに貼り付きます。

5. 選択し たオブジ ェ ク ト を適切な位置に移動し ます。

6. 極座標上で、 選択し たオブジ ェ ク ト を配置する位置を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 放射移動を終了する と、 極座標グ リ ッ ドは非表示にな り ます。 放射移動の
実行とは関連な く 極座標グ リ ッ ドの ON/OFF を切り替えるには、 モー ド レスコ マン ド
GP を使用し ます。

部品形状エデ ィ タ では、 放射移動はター ミ ナルにのみ使用できます。

順次移動の使用
1. 編集メ ニュー > 探索。

2. 探索内容を参照名またはパー ト タ イプに設定し ます。

3. 検索結果のリ ス ト を使用し て、 使用し たい全ての部品を選択、 強調表示し ま
す。

4. 操作リ ス ト で順次移動を ク リ ッ ク し、 適用を ク リ ッ ク し ます。 

全部品が選択される と、 部品の 1 つがカーソルに貼り付き、 「次のオブジ ェ ク ト に
進みますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 以下が行えます。

• はいを選択する と、 部品を続けて選択し ますが、 配置後に確認のメ ッ セージが
表示されます。 

• 全てにはいを選択する と、 部品を続けて選択し ますが、 配置後に確認のメ ッ
セージは表示されません。

• いいえを選択する と、 その部品をスキ ッ プ し て次に進みます。
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• キャ ンセルを選択する と、 コマン ドの実行を取り消し ます。 [ 探索 ] ダイアログ
ボッ クスに戻り ます。

部品がカーソルに貼り付いている時は、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー上のいかなる移動
コ マン ド も使用できます。 また、 次のシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから順次移動を選択
する こ と もできます ： 実装部品、 ユニオン、 ク ラス タ、 または、 混合実装部品、 ユニ
オン、 ク ラス タ。 モー ド レスコ マン ド GP を使用し て極座標グ リ ッ ド を ON にし た場
合、 [ 放射移動 ] でのみ [ 順次移動 ] を使用できます。

ヒ ン ト ：

• 実装部品、 ユニオン、 ク ラス タの移動時は、 [ 順次移動 ] と共に [ 中間点に移動 ]
を使用する こ とができます。

• 順次移動を行う ために選択し た部品が、 テス ト ポイ ン ト であるピンを含む場
合、 テス ト ポイ ン ト に行われる変更に関する警告が表示されます。 

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

モー ド レスコ マン ド S ( 検索 ) を使用し て、 カーソルを正確に配置する こ と も可能で
す。 S と入力し たら、 カーソル移動先の X、 Y 座標を入力し、 Enter キーを押し ます。
カーソルは部品と共にその座標に移動し ます。

部品は全て選択され、 検索や基準原点からの移動が可能です。 パッ ケージ タ イプを
分離し ている場合は、 [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスで参照名を個別に選択し ます。
個々の部品が選択される と、 ド ラ ッ グ操作が可能にな り ます。

関連 ト ピ ッ ク

[ 探索内容 ] のコ マン ド

実装部品アレ イの作成

[ ク ラス タ部品を自動配置 ] ダイアログボ ッ クスの使用

探索ダイアログボ ッ クス

部品配置時に [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスを使用

実装部品の基板面の位置を修正
搭載面変更を使用する と、 部品 ( 複数可 ) を基板の反対側の面へ移動できます。 部品
は部品の基準原点を通って垂直軸で回転し ながら、 反対側の面に移動し ます。 文字
は、 常に正しい方向で表示されるよ う反転されます。 単一の実装部品、 または指定し
た基準点の周り にある複数実装部品の搭載面変更を行う には、 グループの搭載面変更
を使用し ます。 

実装部品を基板の反対側に移動する と、 層の関連付けは実装部品と と もに変更されま
す。 実装部品の移動時に層の関連付けを解除するには、 [ 搭載面変更 ] や [ グループの
搭載面変更 ] を使う前に /NTL switch を設定し ます。
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警告 ： ソルダーレジス ト やメ タル内の部品形状では、 任意のベタ ではな く 、 対応する
たベタ を使用し ます。 TrueLayer が ON で任意のベタ を使用し た場合、 予期できない
結果と な り ます。

実装部品の搭載面変更
実装部品を、 その部品の基準原点を鏡面点と し て、 基板の反対側に移動するには、

1. 反対側に移動する実装部品を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの搭載面変更を選択し ます。

または 

プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの層リ ス ト
で別の層を選択し ます。

ヒ ン ト ： DRC が ON の場合、 間隙違反が発生する と、 搭載面の変更はキャ ンセル
されます。

実装部品の搭載面変更と共にテス ト ポイ ン ト も移動し ます。

グループの搭載面変更
反転位置を指定する こ とによ り、 基板の反対側に実装部品のグループを移動し ます。

• 複数の実装部品を選択 > 右ク リ ッ ク > グループの搭載面変更。

• 反転位置を指定し ます。

/NTL スイ ッ チの使用
部品の搭載面を変更する と、 層の関連付けは自動的に実装部品と共に交換されます。
PADS Layout の起動前に /NTL スイ ッ チを設定し、 TrueLayer の関連付けを OFF に
し ます。 

参照 ： 起動オプシ ョ ン

実装部品アレ イの作成
アレ イの作成によ り、 部品を並べる こ とができます。 実装部品アレ イ とは、 ユーザー
定義のマ ト リ クス位置に配置された構成部品の集合です。 プ ラナー形状のアレ イ も し
く は円筒形状のアレ イのいずれかを作成できます。 

実装部品アレ イ を作成するには、
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1. 目的の実装部品を選択 > 右ク リ ッ ク > アレ イ を作成。

2. 作成し たいアレ イ を表すタ ブを ク リ ッ ク し ます。 プ ラナー形状または円筒形状
から選択し ます。

3. アレ イのオプシ ョ ンを設定し、 OK を ク リ ッ ク し ます。 アレ イまたはユニオン
の名称を確認する メ ッ セージが表示されます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「アレ イの定義」 

4. アレ イの名称を入力するか、 デフ ォル ト 名のままで OK を ク リ ッ ク し ます。
デフ ォル ト では接頭辞 ARR_ と連番が使用されます。 例えば、 設計内の最初の
アレ イは ARR_1、 次のアレ イは ARR_2、 とい う よ う にな り ます。

アレ イが作成され、 カーソルに貼り付きます。  

5. ク リ ッ ク し てアレ イの位置を指示し ます。

ヒ ン ト ：

• アレ イの配置の際、[ 搭載面変更 ]、[ 任意回転 ]、[ 回転 ] などの [ 移動 ] シ ョ ー ト
カ ッ ト メ ニューコ マン ド を使用する こ とができます。

• 固定済みテス ト ポイ ン ト であるピンを含む実装部品を移動する と、 警告が表示
されます。 

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

• 物理的再利用の一部である実装部品を移動し よ う とする と 「再利用要素は修正
できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 のメ ッ セージが表示されます。
OK を ク リ ッ ク し て移動をキャ ンセルし ます。

実装部品アレ イの修正
[ アレ イの移動 ] を使用し て、 アレ イ配置後にアレ イ内の実装部品を再配置し た り、
ユニオンの修正を行う こ とができます。  

必須事項 ： 

• アレ イ とユニオンを選択するには、 選択フ ィ ルタ でユニオンを選択する必要が
あ り ます。

• 一度に 1 つのアレ イまたはユニオンのみ修正可能です。

アレ イやユニオンを修正するには、

1. アレ イまたはユニオンを選択 > 右ク リ ッ ク > アレ イの移動

結果 ：
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• アレ イ修正の場合は、 アレ イの作成に使用された タ ブ と オプシ ョ ンを表示
し た [ アレ イの移動 ] ダイアログボ ッ クスが開きます。

• ユニオンからアレ イ を作成し ている場合は、 ユニオンを分解し てアレ イ を
作成するかを確認する メ ッ セージが表示されます。 はいを ク リ ッ ク し て、
ユニオンからアレ イ を作成し ます。 [ アレ イ を作成 ] ダイアログボ ッ クスが
表示されます。

2. 必要に応じ て、 アレ イのオプシ ョ ンを修正し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。 アレ イの修正、 またはユニオンからの作成が行われま
す。

4. DRC オンまたは DRC 警告が選択されている場合、 修正し たアレ イ を配置する
場所を ク リ ッ ク し て指定し て く だ さい。

ヒ ン ト ：

• [ アレ イ を修正 ] では、 [ アレ イ を作成 ] のよ う に移動モー ド には入り ません。

• [ アレ イ を修正 ] では、[DRC オン ] または [DRC 警告 ] が選択されていない場合、
配置違反の警告や回避を行いません。

• 固定済みテス ト ポイ ン ト であるピンを持つ実装部品を含むアレ イ を修正する
と、 警告が表示されます。 

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

オブジ ェ ク ト の整列

オブジ ェ ク ト を大まかに配置し た後、 オブジ ェ ク ト を選択し て、 自動的に整列する こ
とが可能です。 整列コ マン ド を使用する と、 最後に選択し たオブジ ェ ク ト を基準にし
て、 選択し た全オブジ ェ ク ト が整列し ます。 また整列は、 ピン ( さ らにこのピンを使
用し て実装部品を整列 )、 参照名、 レ イアウ ト エデ ィ タのユニオン、 部品形状エデ ィ
タのター ミ ナルと ター ミ ナル番号でも使用できます。

オブジ ェ ク ト を整列するには、

1. Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し て、 整列を行いたい部品を選択し ます。
マス ターオブジ ェ ク ト は最後に選択するよ う にし ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの整列を選択し ます。 レ イアウ ト エデ ィ タ で [ 部品を整列
] ダイアログボ ッ クスが表示されます。 部品形状エデ ィ タ では、 [ ピンを整列 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. 使用し たい整列方法を ク リ ッ ク し ます。 最後に選択し たオブジ ェ ク ト の位置に
基づいて、 選択し たオブジ ェ ク ト 群が自動的に整列し ます。

ヒ ン ト ： DRC が OFF の場合、 自動配列では最小間隔が保証されませんが、 押
退けコ マン ド による対話型操作でこれを確保する こ とができます。 [DRC オン ]
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または [DRC 警告 ] に設定されている と、 整列によ って違反が発生する場合は、
整列は行われません。 違反はステータ スバーに表示されます。

制限事項 ： 物理的再利用の要素を整列する こ とはできません。 物理的再利用の要素を
選択する と、 [ 整列 ] コ マン ドは使用不可と な り ます。

オブジ ェ ク ト の回転
1. 回転するオブジ ェ ク ト を選択し ます。 同時に複数のオブジ ェ ク ト を選択できま

す。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの回転 90°を選択し ます。 選択し たオブジ ェ ク ト は、 反時
計回り に 90 度回転し ます。

3. オブジ ェ ク ト の回転を続けるには、 手順 2 を繰り返し ます。

動詞モー ド で [ 回転 90°] を行う には、 設計ツールバーで回転を選択し てから、 回転
する部品を選択し ます。

ヒ ン ト ：

• 固定済みテス ト ポイ ン ト であるピンを含む実装部品を回転する と、 警告が表示
されます。 

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

• グループを回転する と、 [ 配線を コ ピー ] ダイアログボ ッ クスのいずれかに
エラーが表示される場合があ り ます。 

参照 ： 配線を コ ピーダイアログボ ッ クス

• 物理的再利用の一部である実装部品を回転し よ う とする と 「再利用要素は修正
できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 のメ ッ セージが表示されます。
OK を ク リ ッ ク し て操作をキャ ンセルし ます。

オブジ ェ ク ト の任意角度回転
1. 任意角度回転するオブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの任意角度回転を選択し ます。 カーソルに部品が貼り付き
ます。 カーソルを動かすと、 部品がカーソルと共に移動し、 回転角度が変わり
ます。

複数の部品を選択し て、 全て同じ方向に回転する こ と も可能です。 部品は各自
の軸を中心に回転し ます。

3. ク リ ッ ク し て、 新しい角度を指定し ます。

動詞モー ド で [ 任意角度回転 ] を行う には、 設計ツールバーの任意角度回転を ク リ ッ
ク し、 任意角度回転する部品を選択し て、 ク リ ッ ク し て新しい角度を指定し ます。
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ヒ ン ト ：

• 部品の任意回転時に回転角度を確認し たい場合、 右ク リ ッ ク メ ニューから
[ プロパテ ィ ] を選択し ます。 [ 回転 ] ボ ッ クスに、 現在の角度が表示されま
す。

• 固定済みテス ト ポイ ン ト であるピンを含む実装部品を任意角度回転する と、
警告が表示されます。 

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

• 物理的再利用の一部である実装部品を任意角度回転し よ う とする と 「再利用要
素は修正できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 のメ ッ セージが表示さ
れます。 OK を ク リ ッ ク し て操作をキャ ンセルし ます。

部品の交換
隣り合う部品の位置を交換するだけで、 結線長を短 く できる場合があ り ます。 [ 部品
を交換 ] を使って、 基板上のど こでも、 2 つの部品の位置を交換する こ とができます。
オン ラ イ ン DRC が ON の場合、 配置違反がないかチ ェ ッ クが行われます。

オブジ ェ ク ト モー ドの使用

部品を交換するには、

1. 最初の部品を選択 > 設計ツールバーボタ ン > 部品を交換ボタ ン

2. 交換する部品を選択し ます。 交換前後の X 軸＋ Y 軸の結線長が表示される
ため、 結線長が短 く なっているかを確認する こ とができます。

3. はいを ク リ ッ ク し て、 交換を行います。 部品は基準原点対基準原点で交換
されます。 

動詞モー ドの使用

動詞モー ド で部品を交換するには、

1. 設計ツールバーボタ ン > 部品を交換ボタ ン

2. 最初の部品を選択し ます。

3. 交換する部品を選択し ます。 交換前後の X 軸＋ Y 軸の結線長が表示される
ため、 結線長が短 く なっているかを確認する こ とができます。

4. はいを ク リ ッ ク し て、 交換を行います。 部品は基準原点対基準原点で交換
されます。 
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重複部品の押し退け
重複する部品を移動するには、 [ 押退 ] を使用し ます。 [ 押退 ] がどのよ う に実行され
るかは、 現在の DRC 設定に依存し ます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「部品の押し退け」

全ての実装部品を押し退け

• [ ツール ] メ ニューで、 自動押し退けを ク リ ッ ク し ます。 設計規則に従って、
全実装部品は自動的に押し退けられます。

単独部品の押し退け

1. 部品を 1 つ選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから部品押し退けを選択し ます。 

参照 ： 部品とユニオンを押し退けダイアログボ ッ クス 

3. 押し退け方向および重複する部品を移動する方向を、 自動、 左側、 右側、
上側、 下側から選択し ます。

4. 実行を ク リ ッ ク し て、 押し退けを実行し ます。 移動を元に戻すには、 [ 押退 ]
ダイアログボ ッ クスで取消を ク リ ッ ク し ます。

移動し た部品を配置するために複数部品の調整が行われる こ とがあ り ます。 そのよ う
な部品は特定の色で表示され、 さ らなる調整が可能にな り ます。

• 選択色－押し退けルーチンに影響される全部品。

• 強調色－次の押し退けで移動される部品

ヒ ン ト ：

• 押し退けでは、 固定部品や基板外形線の外側にある部品は移動し ません。 基板
外形線の内側にある部品は、 外形線の外側に押し退けられる こ とはあ り ませ
ん。 

• 押し退けではテス ト ポイ ン ト は固定されたオブジ ェ ク ト とみな されます。  

• 物理的再利用の要素を押し退けする こ とはできません。 実装部品要素は全て
固定済みとみな されます。 物理的再利用の要素を選択する と、 [ 押し退け ]
コ マン ドは使用不可と な り ます。

部品外形線幅の変更
部品外形線幅を変更するには、



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0420

部品配置
実装部品プロパテ ィ の修正

1. 実装部品を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. 部品外形の線幅ボ ッ クスに線幅の値 (0 ～ 250) を入力し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

4. 同じ部品形状を持つ全部品でこの外形線幅を使用するには、 継続を ク リ ッ ク し
ます。 選択し た部品を含め、 同じ部品形状を持つ全部品の外形線幅変更を取り
消すには、 キャ ンセルを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ：

• この変更は設計のみに反映され、 ラ イブ ラ リは更新されません。

• 使用中の代替部品形状は修正されますが、 使用中でない代替部品形状は修正
されません。

• オン ラ イ ン DRC の [ 外形と外形間の検査 ] と設計検証では、検査時に部品外形を
参照し ます。

実装部品プロパテ ィ の修正
実装部品プロパテ ィ を編集するには、

1. 実装部品を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから プロパテ ィ を選択し ます。 [ 実装部品のプロパテ ィ ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。 

ヒ ン ト ： 実装部品が物理的再利用の一部である場合は、 このダイアログボ ッ クスの
オプシ ョ ンの一部は使用不可と な り ます。

ラベルの作成

[ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの [ ラベル ] タ ブで、 ラベルを作成でき
ます。

1. [ ラベル ] リ ス ト から < 新規作成 > を選択し、 ラベルボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 
参照 ： ラベルの追加 

2. 属性リ ス ト から ラベルを作成し たい属性を選択し ます。 属性を ク リ ッ クする
と、 [ 値 ] ボ ッ クスに属性の値が表示されます。

ヒ ン ト ： ジャ ンパの場合、 使用可能な属性は参照名のみです。

3. 現在の値をそのまま使用するか、 新規に値を入力し ます。 [ 属性 ] リ ス ト で参
照名またはパー ト タ イプを選択し た場合、 値を変更する こ とはできません。
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読取属性の場合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは使用できません。 ECO 登録済み属性
で、 PADS Layout が ECO モー ド でない場合も、 このボ ッ クスは使用できませ
ん。

4. ラベルの可視性状態と配置情報を設定し ます。  

5. ラベルの位置調整、 表示方向、 寸法、 線幅を設定し ます。  

6. ラベルを配置する層を選択し、 OK を ク リ ッ ク し てラベルを作成し ます。

ヒ ン ト ：

• ( 手順 4、 5、 6 のよ う な ) 可視性状態を設定し ない場合は、 デフ ォル ト の位置が
使用されます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「ラベルのデフ ォル ト 」

• ラベルに対し て間隙違反は検査されません。 メ タル ( ベタ ) と し て、 配線層上
などに CAM から ラベルを出力し たい場合は、 ラベルの配置を詳し く 検査し て
下さい。

ラベルの編集

[ ラベル ] リ ス ト には、 参照名、 パー ト タ イプ、 属性の既存ラベルが含まれています。
既存ラベルを編集するには、

• リ ス ト 内でラベルを ク リ ッ ク し、 タ ブにあるボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 実装部
品ではな く ラベルが選択され、 対応する [ 部品ラベルプロパテ ィ ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。 そこ でラベルを修正し ます。

ヒ ン ト ：

• ジャ ンパ名のプロパテ ィ を修正する場合、 使用可能なラベルは参照名のみと な
り ます。

• ラベルの現在の色が背景色に設定されている場合、 このオプシ ョ ンは使用でき
ません。 ラベルを有効にするには、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クス
でラベルに非背景色を指定し ます。

関連 ト ピ ッ ク

実装部品のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ユニオン

ユニオンの管理

ユニオンはユーザーが作成する もので、 距離、 回転角度、 部品面、 半田面などに関し
て互いに厳密な関係を持つ部品の集合です。 一般的な例は、 IC の ト ッ プになるよ う に
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フ ィ ルタ コ ンデンサを配置する こ と です。 選択し たユニオンを移動し た り、 配置し て
も、 部品やユニオン構成部品間の物理的な関係は変わり ません。  

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 新規ユニオンの作成

• ユニオン系列の作成

• ユニオンの選択

• ユニオンに部品を追加

• ユニオンの修正

• ユニオン と構成部品の削除

新規ユニオンの作成

1. 特定のパターンでユニオンを作成する部品を選択、 配置し ます。 部品は選択
状態にし ておきます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューからユニオンを作成を選択し ます。 デフ ォル ト 名が表示
された状態で、 [ ユニオン名称の定義 ] ダイアログボ ッ クスが開きます。

3. デフ ォル ト 名を使用するか、 新規名称を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

ユニオン系列の作成

あるユニオンを例と し て使用し、 同じ構成のユニオンを自動的に作成する こ とができ
ます。

既存ユニオンまたは基準部品に一致するユニオンを自動的に作成するには、

1. ユニオンを選択 > 右ク リ ッ ク > ユニオン系列を作成。

2. はいを ク リ ッ ク し て次に進みます。 新規ユニオンの分散を確認する メ ッ セージ
が表示されます。

3. 新規作成されたユニオンを基板外形線周辺に分散するには、 はいを ク リ ッ ク
し ます。

いいえを ク リ ッ クする と、 「基礎を維持し ますか ?」 メ ッ セージが表示されます。 新規
ユニオンの構成部品を、 作成に使用されたユニオン と一致するよ う に配置するかを聞
かれます。 新規ユニオンを基準部品と同じ よ う に再配置するにははいを、 新規ユニオ
ンを現在の位置のままにするには、 いいえを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： [ ユニオン系列を作成 ] では、 テス ト ポイ ン ト を持った部品は無視されます。
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ユニオンの選択

ユニオンを選択する際のフ ィ ルタ設定には、 以下の 2 種類の方法があ り ます。

• ユニオン構成部品からユニオンを選択 ：

a. ユニオンの構成部品を選択。

b. 右ク リ ッ ク メ ニューからユニオンを選択を選択。

• ユニオンの構成部品の 1 つを選択し た時に、 自動的にユニオンを選択。

a. 編集 > フ ィ ルタ。

b. 部品とユニオン両方のオプシ ョ ンを選択。

参照 ： 複数オブジ ェ ク ト の中からオブジ ェ ク ト を選択

ユニオンに部品を追加

1. 構成部品の 1 つを選択し た際に、 ユニオン全体を選択するよ う にフ ィ ルタ を
設定し ます。

参照 ： 複数オブジ ェ ク ト の中からオブジ ェ ク ト を選択

2. Ctrl キーを押し たままク リ ッ ク し て、 追加する部品を複数選択し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューからユニオンを作成を選択し ます。 「ユニオンを解消し て、
含まれていた構成要素を新規ユニオンに取り込みますか ?」 とい う メ ッ セージ
が表示されます。

4. はいを ク リ ッ ク し て新規部品を追加し ます。

5. 同じユニオン名を使用するには、 はいを ク リ ッ ク し ます。

ユニオンの修正

PADS Layout の起動時は、 ユニオンを変更できないよ う、 ユニオンの修正フ ラグが
自動的に設定されています。

この設定を無効にするには、

1. ユニオンの構成部品を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューからユニオン構成部品の修正を選択し ます。 PADS Layout
のセ ッ シ ョ ンが行われている間、 このオプシ ョ ンは有効と な り ます。 無効に
するには、 再度ク リ ッ ク し ます。

ユニオン と構成部品の削除

ユニオンから部品を削除し た り、 ユニオン全体を削除する こ とができます。
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ユニオンから部品を削除するには、

1. 削除する部品を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのユニオンから破棄を選択し ます。

ユニオン全体を削除するには、

1. ユニオンを選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから破棄を選択し ます。

ヒ ン ト ： ユニオン系列やユニオンを全て削除するには、 [ ユニオン系列を破棄 ]、
[ 全ユニオンを破棄 ] を使用し ます。

関連 ト ピ ッ ク

Union Properties Dialog Box

ク ラス タ配置

ク ラス タ配置の使用

[ ク ラス タ部品配置 ] を使用し て、 接続される部品の関連付けやグループ化を行う こ
とができます。 [ ク ラス タ部品配置 ] は、 以下の 2 つのオブジ ェ ク ト タ イプで使用で
きます。

• ユニオン－ユーザーが作成する、 互いに厳密な関係を持つ部品の集合です。

• ク ラス タ－接続性に基づ く 、 個々の部品、 ユニオン、 他のク ラス タの集合
です。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 新規ク ラス タの作成

• 既存ク ラス タの修正

• ク ラス タの表示モー ド

• ク ラス タ表示モー ド での部品の表示

• 対話型操作による ク ラス タ移動

• ク ラス タの削除

• ク ラス タの破棄

• 全ク ラス タの破棄

• ク ラス タ構成部品の破棄
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新規ク ラス タの作成

新規ク ラス タ を手動で作成するには、

1. ク ラス タ を構成する部品やユニオン、 他のク ラス タ などを選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク し メ ニューから ク ラス タ を作成を選択し ます。 ク ラス タの部品は
消去され、 その中心から全接続が開始する円と置き換えられます。 この円は
ク ラス タ を表し ます。

既存ク ラス タの修正

手動、 半自動、 自動で、 部品やク ラス タ を他のク ラス タに追加する こ とができます。
既存ク ラス タからの部品の削除は、 手動でのみ行えます。

1. 変更する ク ラス タ を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから以下を選択し ます。

マニュアルで編集－構成部品を ク リ ッ クする と、 選択し たク ラス タに追加され
ます。 現在設定されている強調表示色で項目が表示されます。 強調表示された
項目を ク ラス タから削除するには、 削除する項目を ク リ ッ ク し ます。 ク ラス タ
編集を終了するには、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの完了を ク リ ッ ク し ます。

構成部品の増加－強調表示されたク ラス タの情報および以下のボタ ンを含む、
[ ク ラス タの発達 ・ 増加 ] ダイアログボ ッ クスを表示し ます。

構成部品の自動追加－ク ラス タの現在のサイズ、 またはク ラス タの構成部品の
数を表示し た [ ク ラス タ容量限界の定義 ] ダイアログボ ッ クス と、 ク ラス タ構
成部品の推奨数を表示するテキス ト ウ ィ ン ド ウを表示し ます。 OK を ク リ ッ ク
し て新規値を使用するか、 ク ラス タにさ らに部品を追加するには、 それよ り大
きい数値を入力し ます。 

ヒ ン ト ： ダイアログボ ッ クスで既存ク ラス タ を編集するには、 ク ラス タ マネー
ジャ を使用し ます。

ク ラス タの表示モー ド

ク ラス タ マネージャ を使用し ている時以外は、 ク ラス タの作成や編集時は、 PADS 
Layout が自動的にク ラス タ表示モー ド に切り替わり ます。 [ 画面表示 ] メ ニューで
[ ク ラス タ ] を ク リ ッ クする と、 ク ラス タ表示と通常表示が切り替わり ます。

承認 強調表示された項目を選択し たク ラス タに追加し ます。

省略 この項目をスキッ プ し て、 次の項目を強調表示し ます。

停止 [ 承認 ] ボタ ンで承認された項目を追加し、 操作を終了し ます。

キャ ンセル 選択し たク ラス タの修正を行わずに、 操作を取り消し ます。
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ク ラス タ表示モー ド では、 一部のコ マン ドやオプシ ョ ンが使用不可になった り、 使用
が制限されます。

ク ラス タ表示モー ド での部品の表示

ク ラス タ表示モー ドの時に、 ク ラス タに属する部品を表示するには、

1. 編集メ ニュー > フ ィ ルタ。

2. ク ラス タ を ク リ ッ ク し ます。

3. ク ラス タ を選択し ます。

4. 右ク リ ッ ク メ ニューから内容の表示を選択し ます。 現在設定されている強調表
示色で、 部品が表示されます。

5. ク ラス タ表示モー ド に戻るには、 右ク リ ッ ク メ ニューのキャ ンセルを ク リ ッ ク
し ます。

対話型操作による ク ラス タ移動

ク ラス タ を再配置するには、

1. ク ラス タ を選択 > 右ク リ ッ ク > 移動。

2. ク ラス タ を新しい位置へ移動し てク リ ッ ク し ます。 ク ラス タは新しい位置へ
移動し、 ク ラス タの構成部品は破棄されます。

移動後にク ラス タ を破棄し ないよ う、 PADS Layout で設定できます。 詳細 ： ク ラス タ
の破棄。

ヒ ン ト ： 自動配置機能では、 物理的再利用の一部である実装部品は無視されます。

ク ラス タの削除

ク ラス タ を削除するには、

1. ク ラス タ を選択し ます。 複数選択が可能です。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから破棄を選択し ます。

全てのク ラス タ を削除するには、

1. ク ラス タ を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから全ク ラス タの破棄を ク リ ッ ク し ます。
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ク ラス タの破棄

破棄を行う と、 ク ラス タの構成部品はク ラス タの中央に再配置されます。 ク ラス タ配
置の部品配置処理では、 ク ラス タ を破棄する際に作成される重複部品は削除されま
す。 各部品を手動で移動する こ と も可能です。 破棄では、 固定されたオブジ ェ ク ト
や、 固定されたオブジ ェ ク ト を含むユニオンは無視されます。

ヒ ン ト ： 部品表示と ク ラス タ表示を切り替えるには、 画面表示メ ニューのク ラス タ を
ク リ ッ ク し ます。

全ク ラス タの破棄

設計上の全てのク ラス タ を破棄するには、

• ツールメ ニューで [ 全ク ラス タ を破棄 ] を ク リ ッ ク し ます。

ク ラス タ構成部品の破棄

ク ラス タの移動後、 PADS Layout はク ラス タ を破棄し ます。 デフ ォル ト で このオプ
シ ョ ンが選択されています。 このオプシ ョ ンを OFF にするには、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ
ニューで [ ク ラス タ構成内容を破棄 ] を使用し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト から このコマン
ド を使用するには、 ク ラス タの移動操作中である必要があ り ます。 

ヒ ン ト ： PADS Layout が毎回起動する度、 [ ク ラス タ構成内容を破棄 ] 設定が ON に
な り ます。

関連 ト ピ ッ ク

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「ク ラス タおよびユニオン配置」

ク ラス タ情報のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ク ラス タのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ク ラス タ構築を設定ダイアログボ ッ クス

ク ラス タ マネージャダイアログボ ッ クス

ク ラス タ部品を自動配置ダイアログボ ッ クス

配置ク ラス タ を設定ダイアログボ ッ クス

配置部品を設定ダイアログボ ッ クス

[ ク ラス タ部品を自動配置 ] ダイアログボ ッ クスの使用

[ ク ラス タ部品を自動配置 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新規ク ラス タの作成、
基板外形線内へのク ラス タ配置、 基板外形線内への部品配置などを行います。

こ こ では、 以下について説明し ます ：
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• 自動配置の準備

• 部品の自動配置

• ク ラス タ部品配置の状況ダイアログボ ッ クス

自動配置の準備

こ こ では、 一般的なデジ タル設計に対応できる、 基本的な自動部品配置プロセスにつ
いて説明し ます。 以下の手順で自動部品配置を準備し、 自動部品配置の処理を開始し
ます。

基板外形線を作成し、 全部品を基準原点に配置するネ ッ ト リ ス ト を入力し たら、 以下
の手順で操作し ます。

1. 配置する部品の位置調整のため、 設計グ リ ッ ド を設定し ます。 イ ンチ単位で
は、 IC の一般的グ リ ッ ドは 100 または 50 ミ ル、 個別部品の場合は 50 ミ ルで
す。 IC に最も適し た共通のグ リ ッ ド設定値から始めて く だ さい。

2. コネク タや取り付け穴など、 位置固定すべき部品を全て配置し ます。 それらの
部品を選択し ます。

3. プロパテ ィ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

4. [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスで固定済チ ェ ッ クボ ッ クス を選択し て、
自動配置によ って部品が移動するのを保護し ます。

5. ツールメ ニューの実装部品の分散を ク リ ッ ク し、 位置固定されていない実装部
品を全て基板外形線の外側に移動させます。 高さ と長さ を基に、 部品は基板外
形線の周囲に並べられます。

ヒ ン ト ： 分散では、 物理的再利用の一部である実装部品は無視されます。

6. 作図ツールバーの禁止領域を作成ボタ ンを ク リ ッ ク し、 自動配置の際に部品配
置を禁止する領域を作成し ます。

7. 回転や搭載面変更を使用し て、 角度をつけて配置すべき部品や設計の半田面に
搭載する部品を配置し ます。

部品の自動配置

部品を配置するには、

1. ツールメ ニュー > ク ラス タの自動配置。

2. 部品を配置ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 自動配置オプシ ョ ンを修正するには、
[ 部品を配置 ] ボタ ンの下にある設定ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
詳細 ： 配置部品を設定ダイアログボ ッ クス
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3. 実行を ク リ ッ ク し ます。 配置の進行を示すステータ スダイアログボ ッ クスが表
示されます。 詳細 ： [ ク ラス タ部品を自動配置 ] ダイアログボ ッ クスの使用

[ ク ラス タ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの使用

ク ラス タ構成部品とユニオンの表示や管理には、 ク ラス タ マネージャ を使用し ます。
ク ラス タ構成部品やユニオンを別ク ラス タへ移動し た り、 ク ラス タ を破棄 ( 削除 ) で
きます。 ク ラス タ マネージャは、 Microsoft Windows Explorer と同じ よ う な機能を持っ
ています。 部品面レベルや階層のいずれのレベルでも項目を表示する こ とが可能で
す。

ク ラス タ マネージャの主な要素は、 全ク ラス タ、 ユニオン、 設計に存在する実装部品
を表示し た 2 つのリ ス ト ボッ クスです。  

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 実装部品を ク ラス タに追加

• ク ラス タ構成部品を別ク ラス タの一部にする

実装部品を ク ラス タに追加

実装部品を既存ク ラス タに追加するには、

1. ツールメ ニュー > ク ラス タ マネージャ。

2. いずれかのリ ス ト ボ ッ クスに、 追加先のク ラス タの階層を表示させます。

3. も う一方のリ ス ト ボ ッ クスで、 ク ラス タに追加し たい実装部品を選択し ます。

4. 移動矢印ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ク ラス タ構成部品を別ク ラス タの一部にする

ク ラス タの構成部品を、 別のク ラス タの一部にするには、

1. ツールメ ニュー > ク ラス タ マネージャ。

2. いずれかのリ ス ト に、 追加先のク ラス タの階層を表示させます。

3. も う一方のリ ス ト で、 統合する構成部品を含むク ラス タの階層を表示させま
す。

4. 移動し たい構成部品を強調表示し ます。

5. 移動矢印ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ク ラス タから全ての構成部品を除去する と ク ラス タは空にな り ますが、 セ ッ シ ョ ン終
了時に [OK] を選択するまではク ラス タの名前は削除されません。 [OK] を ク リ ッ クす
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る前に、 追加する構成部品をダブルク リ ッ ク し て上記の手順を繰り返すと、 空のク ラ
ス タに構成部品が追加されます。
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Chapter 16
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実装部品およびジャ ンパに対し、 属性、 参照名、 パー ト タ イプのラベルを作成する こ
とができます。 ラベルの可視状態、 位置調整、 読み方向、 整列を制御できます。 ラベ
ルを作成し ても表示されないこ とがあ り ます。 その場合、 [ 画面表示色を定義 ] ダイ
アログボッ クスで、 ラベルの可視状態を ON にし ます。 こ こ で、 参照名、 パー ト タ イ
プ、 属性ラベルの色を設定する こ とが可能です。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• ラベルの追加

• ラベルの選択

• ラベルの削除

• ラベルの位置調整

ラベルの追加

 [ 新規部品ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ラベルを追加し ます。

ラベルの選択

[ 選択フ ィ ルタ ] を使用し てラベルを選択するには、

1. 編集メ ニュー > フ ィ ルタ。

結果 ： [ 選択フ ィ ルタ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2. [ オブジ ェ ク ト ] タ ブで、 ラベルチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

3. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

4. ラベルを選択し ます。

ラベルの削除

ラベルを削除するには、

1. 削除する ラベルを選択し ます。 ラベルの選択にサポー ト が必要な場合は、 選択
フ ィ ルタ を使用し ます。

2. Delete キーを押すか、 編集メ ニューの削除を ク リ ッ ク し ます。
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ラベルの位置調整

属性、 参照名、 パー ト タ イプのラベルの位置調整を行う こ とができます。 ラベルを
作成する際に、 位置調整オプシ ョ ンを設定できます。

ラベル作成後に文字列やラベルの位置調整を行う には、

1. ラベルか任意文字を選択し ます。

2. 以下のいずれかを行います ：

• 右ク リ ッ ク メ ニューから水平方向調整を選択し て、 左側、 中央、 右側の
いずれかを選択し ます。 次に、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直方向調整を選択
し て、 上側、 中央、 下側のいずれかを選択し ます。

または

• 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し、 そのオブジ ェ ク ト の [ プロパ
テ ィ ] ダイアログボ ッ クスで位置調整を行います。

ラベルや文字を任意回転 / 移動する際にも、 位置調整オプシ ョ ンを設定できます。 　
詳細 ： 「文字やラベルの移動」 および 「オブジ ェ ク ト の回転」

関連 ト ピ ッ ク

新規部品ラベルの追加

実装部品のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

画面表示色を定義ダイアログボ ッ クス

コ ンセプ ト ガイ ドの 「 PCB 部品形状エデ ィ タ でのラベル作成」

新規部品ラベルの追加
[ 新規部品ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 実装部品やジャ ンパの
属性ラベル、 パー ト タ イプ ラベル、 参照名ラベルを作成できます。 

ヒ ン ト ：

• ジャ ンパのラベルに関し ては、 参照名のラベルのみ作成できます。

• 可視性情報を設定し ない場合、 デフ ォル ト 位置が使用されます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「ラベルのデフ ォル ト 」

新規部品ラベルを追加するには、

1. 部品を選択 > 右ク リ ッ ク > 新規ラベルの追加

2. [ 属性 ] リ ス ト から属性を選択し ます。 ジャ ンパのラベルを作成する場合は、
ラベルには参照名しか使用できません。
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ヒ ン ト ： 非表示属性は、 非表示属性が設定される前にラベル作成用に選択され
ていない限り、 [ 属性 ] リ ス ト には表示されません。

3. [ 値 ] ボ ッ クスに選択し た属性の値が表示されます。 この値をそのまま使用す
るか、 別の値を入力し ます。 [ 属性 ] リ ス ト で [ 参照名 ] または [ パー ト タ イプ
] を選択し た場合、 読取属性の場合、 異なる属性タ イプの [ プロパテ ィ ] ダイア
ログボッ クスを開いた場合は、 このボ ッ クスは使用できません。 ただ し、 選択
し たラベルが同じ タ イプの属性に属する場合、 このボ ッ クスの内容を編集でき
ます。

ヒ ン ト ：

• 属性が異なる値を持っている場合、 このボ ッ クスは空欄にな り ます。 ボ ッ
クスに新規の値を入力する と、 選択し た属性ラベルと その親オブジ ェ ク ト
全てに適用できます。

• 属性が ECO 登録済みで、 PADS Layout が ECO モー ド ではない場合も、 この
ボッ クスは使用できません。 

4. [ 表示 ] リ ス ト で、 ラベルの可視性を制御し たい値を ク リ ッ ク し ます。 ラベル
の OFF、 ラベル名のみ表示、 ラベル値のみ表示、 ラベル名と値の表示、 ラベル
名と値を完全に表示 ( 構成属性のラベル時 ) などの設定ができます。

ヒ ン ト ： ラベルは、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 ラベルの色
を背景色と違う色に設定し ない限り、 非表示と な り ます。 

5. [ フ ォ ン ト ] リ ス ト から使用し たいフ ォ ン ト を選択し ます。 

ヒ ン ト ：

• ス ト ローク フ ォ ン ト も し く はシステムフ ォ ン ト を選択し ます。

• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ンまたはス タ イルの組み合
わせを選択できます。 B は太字、 I は斜体、 U は下線です。

6. [ 層 ] リ ス ト で、 部品ラベルを表示し たい層を選択し ます。

7. [ 位置と寸法 ] 領域で、 実装部品との相対座標チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、
実装部品またはジャ ンパに相対的な X、 Y 位置にラベルを配置し ます。 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にする と、 ラベルは設計の基準原点に相対的な X、 Y
位置に配置されます。

8. X、 Y 位置ボ ッ クスに新しい値を入力する と、 部品ラベルを指定し た位置に
移動できます。

9. [ 回転 ] ボ ッ クスは、 ラベルの現在の回転角度を表示し ます。 ラベルの回転を
変更するには、 新しい回転角度を入力し て く だ さい。

10. [ 寸法 ] ボ ッ クスに希望のサイズを入力し ます。

11. ス ト ローク フ ォ ン ト の場合、 希望の線幅を入力し ます。
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12. ラベルを反転表示し たい場合は、 反転チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 基板の底部から文字が読めるよ う にな り ま
す。

13. [ 位置調整 ] 領域では、 文字の水平 / 垂直方向の位置調整を設定し、 文字、 属性
値、 寸法、 幅が変更し た時に、 オブジ ェ ク ト 間で正し く 配置が行われるよ う に
し ます。

ヒ ン ト ： 

• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側があ り ます。 水平方向の位置
調整には、 上側、 中央、 下側があ り ます。 

• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向調整を ク リ ッ ク、 次に左側、
中央、 右側のいずれかを選択するか、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直方向調整
を ク リ ッ ク し て、 上側、 中央、 下側を選択し ます。

14. [ 表示方向 ] 領域では、 ラベルが ( 左から右、 も し く はラベルが回転する場合は
下から上に ) 読めるかを コ ン ト ロールし ます。 な し、 90°方向、 斜めボタ ンの
いずれかを ク リ ッ ク し、 ラベルを読む方向を指定し ます。

15. OK を ク リ ッ ク し ます。

部品ラベルプロパテ ィ の修正
[ 部品ラベルのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品ラベルを修正し た
り、 ラベルが表示する属性を変更できます。 

ヒ ン ト ： 複数のラベルを選択し た場合、 このダイアログボ ッ クスで行う設定は選択
し た全てのラベルに適用されます。

部品ラベルプロパテ ィ を修正するには、

1. 部品ラベルを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. [ 属性 ] リ ス ト から属性を選択し ます。 ジャ ンパのラベルの作成や修正をする
場合は、 ラベルには参照名しか使用できません。

ヒ ン ト ： 非表示属性は、 非表示属性が設定される前にラベル作成用に選択され
ていない限り、 [ 属性 ] リ ス ト には表示されません。

3. [ 値 ] ボ ッ クスに選択し た属性の値が表示されます。 この値をそのまま使用す
るか、 別の値を入力し ます。 [ 属性 ] リ ス ト で、 [ 参照名 ] または [ パー ト タ イ
プ ] を ク リ ッ ク し た場合、 属性が読取専用の場合、 または異なる属性形式のラ
ベルの [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開いた場合は、 このボ ッ クスは使
用できません。 ただ し、 選択し たラベルが同じ タ イプの属性に属する場合、 こ
のボッ クスの内容を編集できます。

ヒ ン ト ：
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• 属性が異なる値を持っている場合、 このボ ッ クスは空欄にな り ます。 ボ ッ
クスに新規の値を入力する と、 選択し た属性ラベルと その親オブジ ェ ク ト
全てに適用できます。

• 属性が ECO 登録済みで、 PADS Layout が ECO モー ド ではない場合も、 この
ボッ クスは使用できません。 

4. [ 表示 ] リ ス ト で、 ラベルの可視性を制御し たい値を ク リ ッ ク し ます。 ラベル
の OFF、 ラベル名のみ表示、 ラベル値のみ表示、 ラベル名と値の表示、 ラベル
名と値を完全に表示 ( 構成属性のラベル時 ) などの設定ができます。

ヒ ン ト ： ラベルは、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 ラベルの色
を背景色と違う色に設定し ない限り、 非表示と な り ます。 

5. [ フ ォ ン ト ] リ ス ト から使用し たいフ ォ ン ト を選択し ます。 

ヒ ン ト ：

• ス ト ローク フ ォ ン ト も し く はシステムフ ォ ン ト を選択し ます。

• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ンまたはス タ イルの組み合
わせを選択できます。 B は太字、 I は斜体、 U は下線です。

6. [ 層 ] リ ス ト で、 ラベルを表示し たい層を選択し ます。

7. [ 位置と寸法 ] 領域で、 相対座標チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 実装部品
またはジャ ンパに相対的な X、 Y 位置にラベルを配置し ます。 このチ ェ ッ ク
ボッ クスを OFF にする と、 ラベルは設計の基準原点に相対的な X、 Y 位置に
配置されます。

8. X、 Y 位置ボ ッ クスに新しい値を入力する と、 部品ラベルを指定し た位置に
移動できます。

9. [ 回転 ] ボ ッ クスは、 ラベルの現在の回転角度を表示し ます。 ラベルの回転を
変更するには、 新しい回転角度を入力し て く だ さい。

10. [ 寸法 ] ボ ッ クスに希望のサイズを入力し ます。

11. ス ト ローク フ ォ ン ト の場合、 希望の線幅を入力し ます。

12. ラベルを反転表示し たい場合は、 反転チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 基板の底部から文字が読めるよ う にな り ま
す。

13. [ 位置調整 ] 領域では、 文字の水平 / 垂直方向の位置調整を設定し、 文字、 属性
値、 寸法、 幅が変更し た時に、 オブジ ェ ク ト 間で正し く 配置が行われるよ う に
し ます。

ヒ ン ト ： 

• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側があ り ます。 水平方向の位置
調整には、 上側、 中央、 下側があ り ます。 
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• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向調整を ク リ ッ ク、 次に左側、
中央、 右側のいずれかを選択するか、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直方向調整
を ク リ ッ ク し て、 上側、 中央、 下側を選択し ます。

14. 部品ラベルに関連付けられた実装部品にアクセスするには、 実装部品ボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

15. [ 表示方向 ] 領域では、 ラベルが ( 左から右、 も し く はラベルが回転する場合は
下から上に ) 読めるかを コ ン ト ロールし ます。 な し、 90°方向、 斜めボタ ンの
いずれかを ク リ ッ ク し、 ラベルを読む方向を指定し ます。

16. OK を ク リ ッ ク し ます。

[ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使
用し てラベルを修正

[ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスで、 ラベルを修正できます。

1. 実装部品を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. ラベルタ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. ラベルリ ス ト で修正する ラベルを選択し て、 ラベルボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
[ 部品ラベルのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

ラベルを削除する場合の詳細については、 ラベルの削除をご覧 く だ さい。
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Chapter 17
設計または設計内部品の再利用

物理的再利用 (PDR) の作成
物理的再利用 (PDR) を作成するには、

1. PDR に含めるオブジ ェ ク ト を選択し ます。 オブジ ェ ク ト 全体を選択し て く だ さ
い。 部分的に選択し た場合、 PDR に含まれません。 ([ 同類の再利用構成を作成
] を使用し て ) 再利用を作成し てク ローンを行いたい場合は、 選択フ ィ ルタ を
ピンペア と部品に設定し て下さい。 

参照 ： 選択フ ィ ルタの使用

配線オブジ ェ ク ト の選択にはい く つかの方法があ り ます。 PDR に配線を入れる
場合、 配線線分、 タ ッ ク、 配線コーナーを選択できます。   

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの再利用構成を構築を選択し ます。

選択し た項目は解析され、 適切であるかがチ ェ ッ ク されます。 選択し た タ ッ ク
と配線コーナーは適当な配線線分と交換されます。 ( ピンペアが完全または部
分的に配線されている場合 ) 選択し たピンペアは配線線分、 ビア、 ジャ ンパと
交換されます。 未配線のピンペアは選択から除外されます。 またその他の不適
切な項目も選択から除外されます。 この後、 [ 再利用を作成 ] ダイアログボ ッ
クスが表示されます。

選択し た項目のいずれも有効な PDR 要素でない場合、 「選択内容には再利用に
包括するための適切な項目があ り ません。 選択作業を再実行し て下さい」 とい
う メ ッ セージが表示されます。 レポー ト を ク リ ッ クする と、 再利用には無効な
項目を記載し た選択解除レポー ト が、 デフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ で開きま
す。 レポー ト を閉じ る と、 エラー メ ッ セージに戻り ます。 OK を ク リ ッ ク し
て、 手順 1 を繰り返し ます。

3. [ 再利用を作成 ] ダイアログボ ッ クスの再利用形式ボ ッ クスに、 再利用形式を
255 文字以内で入力し ます。

制限事項 ： 以下の文字は使用できません ： スラ ッ シュ  (\ /)、 コ ロン (:)、 アス タ
リ スク (*)、 ク エスチ ョ ンマーク (?)、 引用符 (")、 大な り小な り記号 (< >)、 パ
イプ (|)

4. [ 再利用名 ] ボ ッ クスに、 再利用名を 15 文字以内で入力し ます。 デフ ォル ト の
再利用名は、 再利用形式に基づいたものと な り ます。

制限事項 ： 以下の文字は使用できません ： カ ンマ (,)、 括弧 ({ })、 アス タ リ ス
ク (*)、 ピ リ オ ド (.)、 スペース。
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5. PDR を フ ァ イルに保存し たい場合は、 フ ァ イルに保存を選択し ます。 他の設計
で PDR を使用する場合は、 フ ァ イルに保存し て く だ さい。

6. 選択内容レポー ト や選択解除レポー ト を表示するには、 各ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。

7. OK を ク リ ッ ク し ます。 再利用形式と名前を入力するまで、 [OK] ボタ ンは使用
できません。

再利用形式が設計上の他の PDR に既に指定されている場合、 「設計内の再利用
形式には既に名称があ り ます。 設計内では再利用名に重複し た名称は使用でき
ません」 とい う メ ッ セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て、 他の再利用
形式を指定し て く だ さい。

再利用名が設計上の他の PDR に既に指定されている場合、 「再利用名 <XXX>
が既に存在し ています。 設計内では再利用の名称が重複する こ とはできませ
ん」 とい う メ ッ セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て、 他の再利用名を
指定し て く だ さい。

再利用名と再利用形式が許可される と、 PDR が作成されます。 [ フ ァ イルに
保存 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し た場合、 [ 再利用を命名保存 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。 

8. PDR のフ ァ イル名を入力し、 フ ァ イルを保存する場所を指定し て下さい。
デフ ォル ト のフ ァ イル名は、 再利用形式名に拡張子 .reu が付いたものです。
デフ ォル ト のフ ォルダは \PADS Projects\Reuse です。

9. 保存を ク リ ッ ク し ます。 設計上で使用されている再利用名と異なる フ ァ イル名
を指定し た場合、 「再利用形式名称を XXX に変更し ますか ?」 とい う メ ッ セー
ジが表示されます。

10. 指定し たフ ァ イル名に合わせて設計の再利用形式を変更するには、 はいを
ク リ ッ ク し ます。 変更を無視するにはいいえを、 [ フ ァ イルに保存 ] 処理を
中止するには、 キャ ンセルを ク リ ッ ク し ます。

物理的再利用の追加
PDR を作成する と、 他の設計に追加できるよ う にな り ます。 設計内に存在する再利用
を コ ピーし て追加する こ と も可能です。 

必須事項 ： 再利用の追加やコ ピーを行う には、 ECO モー ド になっている必要があ り ま
す。 設計に追加された全ての実装部品、 ピンペア、 ネ ッ ト は、 標準の ECO コ マン ド
を使って .eco フ ァ イルに記録されます。 

ヒ ン ト ： 設計がデフ ォル ト 層モー ド で、 追加する再利用が増加層モー ド である場合、
設計へ再利用を追加する こ とはできません。 設計を増加層モー ド に変更するには
[ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クス を使用し ます。

PDR の最初のイ ンス タ ンスを設計に追加するには、
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1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. DRO と入力し、 Enter キーを押し て、 設計規則の検査を OFF にし ます。 再利用
の追加やコ ピーの際には、 DRC を OFF にする必要があ り ます。 DRC が OFF
になっていない場合、 DRC を OFF にするよ う プロンプ ト が表示されます。

3. ECO ツールバーの再利用を追加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 再利用を追加 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。

4. 追加する再利用フ ァ イルを選択し て、 開 く を ク リ ッ ク し ます。 [ 再利用のプロ
パテ ィ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

選択し た再利用フ ァ イルが設計上に既に存在する場合は、 「設計に既に " 再利
用 " 形式が存在し ています。 この " 再利用 " 形式のコ ピーを作成し ますか ?」
とい う メ ッ セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て設計から選択し た PDR
のコ ピーを追加するか、 キャ ンセルを ク リ ッ ク し ます。

5. 再利用名および参照名を設定し ます。

6. ネ ッ ト のプロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。 [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

7. ネ ッ ト の競合がある場合はそれを解決し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。 [ 再利用
のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。

8. OK を ク リ ッ ク し ます。 再利用フ ァ イルは、 参照名、 層、 部品形状、 ネ ッ ト 名
の競合や、 他のエラーや警告の有無を調べるため、 現在の設計と比較されま
す。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「物理的設計再利用の追加」

この比較の結果は、 Layout.err レポー ト フ ァ イルに記録され、
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs フ ォルダに保存
されます。

9. エラーが見つかった場合、 「xxx 個のエラーと xxx 個の警告があ り ます。 再利用
を追加コ マン ドは中断されま し た。 レポー ト フ ァ イルを参照し ますか ?」 とい
う メ ッ セージが表示されます。 はいを ク リ ッ ク し てデフ ォル ト のテキス ト エ
デ ィ タ でレポー ト を表示するか、 いいえを ク リ ッ ク し て、 手順 3 に戻り ます。

エラーが見つからな く ても、 警告が見つかった場合、 「0 個のエラーと xxx 個の
警告があ り ます。 レポー ト フ ァ イルを参照し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表
示されます。 はいを ク リ ッ ク し てデフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ でレポー ト を
表示するか、 いいえを ク リ ッ ク し て、 手順 10 に進みます。

エラーも警告も検出されなかった場合は、 「再利用構成が追加されま し た。
レポー ト フ ァ イルを参照し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。
はいを ク リ ッ ク し てデフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ でレポー ト を表示するか、
いいえを ク リ ッ ク し て、 手順 10 に進みます。
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10. 全ての PDR 要素が設計に追加される と、 PDR はカーソルに貼り付いた状態に
な り ます。 ク リ ッ ク し て PDR の位置を指定し ます。 

関連 ト ピ ッ ク

既存の再利用を動詞モー ド で追加

コ ンセプ ト ガイ ドの 「物理的設計の追加」

物理的再利用の選択
物理的再利用を選択するには、

1. PDR の任意の要素を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの再利用構成を選択を ク リ ッ ク し ます。 PDR が選択されま
す。

ヒ ン ト ： [ 選択フ ィ ルタ ] や [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て PDR を選択する
こ と も可能です。 

参照 ： 選択フ ィ ルタの使用、 [ 探索 ] ダイアログボ ッ クス

物理的再利用の定義の編集
PDR を開いた後、 PDR の定義を編集し て再利用フ ァ イルを更新する こ とができます。

ヒ ン ト ： 再利用定義は、 フ ァ イルに保存された PDR のマス ターコ ピーです。 保存
された版の PDR は他の設計で使用する ものと な り ます。 作成される PDR の全ての
イ ンス タ ンスは、 このフ ァ イルに基づいています。

物理的再利用を編集するには、

1. 「物理的再利用を開 く 」 の説明に従って、 PDR を開きます。

2. 必要であれば、 PDR を選択し ます。 PDR を開 く と、 その PDR が選択された
状態にな り ます。

3. 必要であれば、 右ク リ ッ ク メ ニューの再利用構成の破棄を選択し、 PDR を
破棄し ます。 設計規則は PDR を破棄し な く ても編集できます。 

4. 必要に応じ て PDR を編集し ます。

5. 全ての実装部品を選択し て、 右ク リ ッ ク メ ニューの再利用構成を構築を選択
し、 PDR を再度作成し ます。 [ 再利用を作成 ] ダイアログボ ッ クスが表示され
ます。 

参照 ： 設計または設計内部品の再利用

6. フ ァ イルに保存を ク リ ッ ク し ます。
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7. [ 再利用を命名保存 ] ダイアログボ ッ クスで、 編集し た再利用フ ァ イルの名前
を ク リ ッ ク し、 保存を ク リ ッ ク し ます。 「xxx.reu は既に存在し ています。 それ
を置換し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。

8. はいを ク リ ッ ク し て、 既存フ ァ イルを上書き し ます。 PDR の定義が更新されま
す。

物理的再利用プロパテ ィ の修正
PDR を修正する こ とはできますが、 PDR に含まれる要素を修正する こ とはできませ
ん。 ECO モー ド では、 よ り多 く の修正オプシ ョ ンが使用可能と な り ます。 ECO モー
ド時は、 [ 再利用のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスで修正し た実装部品やネ ッ ト 名
は、 標準の ECO コ マン ド を使用し て .eco フ ァ イルに記録できます。

物理的再利用のプロパテ ィ を編集するには、

1. PDR を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

2. 位置座標、 回転、 固定済状況、 再利用名などを編集し ます。

3. 必要であれば、 参照名の各種定義やネ ッ ト のプロパテ ィ を修正し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

参照名の各種定義やネ ッ ト のプロパテ ィ を変更する と、 実装部品の要素や
プ ラ イベー ト ネ ッ ト の名前が変更されます。

物理的再利用の保存
PDR はいつでも フ ァ イルに保存する こ とができます。 保存された版の PDR を再利用
定義といいます。

参照 ： 物理的再利用の選択

物理的再利用を保存するには、

1. PDR を選択 > 右ク リ ッ ク > フ ァ イルに保存

2. 再利用形式名と、 選択し た PDR を保存するパスを入力し ます。 デフ ォル ト の
フ ァ イル名は、 再利用形式名に拡張子 .reu が付いたものです。 デフ ォル ト の
フ ォルダは \PADS Projects\Reuse です。

3. 保存を ク リ ッ ク し ます。 再利用フ ァ イル名を指定する と 「再利用形式名称を
XXX に変更し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。

4. 再利用形式フ ァ イル名を変更するにははいを ク リ ッ ク し ます。 変更を無視する
にはいいえを、 フ ァ イルへの保存処理を中止するには、 キャ ンセルを ク リ ッ ク
し ます。
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[ 再利用形式 ] ボ ッ クス内の名前が、 再利用フ ォルダにある他の PDR に既に
指定されている場合、 「xxx.reu は既に存在し ます。 上書き し ますか ?」 とい う
メ ッ セージが表示されます。

5. はいを ク リ ッ ク し て再利用フ ァ イルを上書きするか、 いいえを ク リ ッ ク し て
別の形式を指定し ます。

物理的再利用のレポー ト
選択し た PDR の名前、 形式、 要素の情報を含むレポー ト を作成する こ とができます。

レポー ト を作成するには、

1. PDR を選択し ます。 

参照 ： 物理的再利用の選択

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから レポー ト 内容を選択し ます。

結果 ： レポー ト は、 C:\PADS Projects\rules.rep に書き込まれ、 デフ ォル ト の
テキス ト エデ ィ タ で表示されます。

物理的再利用の破棄
[ 再利用構成の破棄 ] コ マン ドは、 PDR を分解し て通常の設計データの状態に復帰さ
せます。 PDR を破棄する と、 要素は再利用前の状態に戻るため、 配線保護や他の設定
は保持されます。 PDR を破棄するのに、 ECO モー ド を使用する必要はあ り ません。 

物理的再利用を破棄するには、

1. 「物理的再利用の選択」 の説明に従って、 破棄し たい PDR を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの再利用構成の破棄を選択し ます。 「再利用構成を破棄
し よ う と し ています。 継続し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 

3. はいを ク リ ッ ク し て、 PDR を破棄し ます。

ヒ ン ト ：

• PDR に含まれている要素を編集するには、 先に PDR を破棄する必要があ り ま
す。  

• .eco フ ァ イルをデータ入力する と、 再利用は自動的に破棄されます。

既存の再利用をオブジ ェ ク ト モー ド で追加
既存の PDR のコ ピーを、 動詞モー ド、 オブジ ェ ク ト モー ド、 またはコ ピー & ペース
ト を使用し て、 設計に追加する こ とができます。
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必須事項 ： 再利用の追加やコ ピーを行う には、 ECO モー ド になっている必要があ り ま
す。

既存の再利用をオブジ ェ ク ト モー ド で追加するには、

1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. DRO と入力し、 Enter キーを押し て、 設計規則の検査を OFF にし ます。 再利用
の追加やコ ピーの際には、 DRC を OFF にする必要があ り ます。

3. 「物理的再利用の選択」 の説明に従って、 設計内に既存の PDR を選択し ます。

4. ECO ツールバーの再利用を追加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 再利用のプロパ
テ ィ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

5. 「物理的再利用の追加」 の説明に従って、 PDR のプロパテ ィ を修正し ます。

6. OK を ク リ ッ ク し ます。 PDR がカーソルに貼り付いた状態にな り ます。
ク リ ッ ク し てコ ピーし た PDR の位置を指定し ます。

既存の再利用を動詞モー ド で追加
既存の PDR のコ ピーを、 動詞モー ド、 オブジ ェ ク ト モー ド、 またはコ ピー & ペース
ト を使用し て、 設計に追加する こ とができます。

必須事項 ： 再利用の追加やコ ピーを行う には、 ECO モー ド になっている必要があ り ま
す。

既存の再利用を動詞モー ド で追加するには、

1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. DRO と入力し、 Enter キーを押し て、 設計規則の検査を OFF にし ます。 再利用
の追加やコ ピーの際には、 DRC を OFF にする必要があ り ます。

3. ECO ツールバーの再利用を追加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 再利用を追加 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。

4. 追加する再利用フ ァ イルを選択し て、 開 く を ク リ ッ ク し ます。 [ 再利用のプロ
パテ ィ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

その再利用形式が設計上に既に存在する場合は、 「設計に既に " 再利用 " 形式
が存在し ています。 この " 再利用 " 形式のコ ピーを作成し ますか ?」 とい う
メ ッ セージが表示されます。

5. OK を ク リ ッ ク し て続けるか、 キャ ンセルを ク リ ッ ク し て再利用追加プロセス
を中止し ます。

6. 「物理的再利用の追加」 の説明に従って、 PDR のプロパテ ィ を修正し ます。
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7. OK を ク リ ッ ク し ます。 PDR がカーソルに貼り付いた状態にな り ます。
ク リ ッ ク し てコ ピーし た PDR の位置を指定し ます。

既存の再利用を コ ピー＆ペース ト
既存の PDR のコ ピーを、 動詞モー ド、 オブジ ェ ク ト モー ド 、 またはコ ピー＆ペース
ト を使用し て、 設計に追加する こ とができます。

必須事項 ： 作図項目のみを含む PDR の貼り付け操作以外では、 再利用の追加や
コ ピーを行う際は、 ECO モー ド になっている必要があ り ます。

コ ピー & ペース ト で既存の再利用を追加するには、

1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. DRO と入力し、 Enter キーを押し て、 設計規則の検査を OFF にし ます。 再利用
の追加やコ ピーの際には、 DRC を OFF にする必要があ り ます。

3. 物理的再利用の選択の説明に従って、 設計内に既存の PDR を選択し ます。

4. 編集メ ニューのコ ピーを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 一度に 1 つの再利用フ ァ イルのみコ ピーできます。

5. 編集メ ニューのペース ト を ク リ ッ ク し ます。 [ 再利用のプロパテ ィ ] ダイアロ
グボッ クスが表示されます。

6. 物理的再利用の追加の説明に従って、 PDR のプロパテ ィ を修正し ます。

7. OK を ク リ ッ ク し ます。 PDR のコ ピーがカーソルに貼り付いた状態にな り
ます。 ク リ ッ ク し てコ ピーし た PDR の位置を指定し ます。

ヒ ン ト ： PDR を コ ピーし て別の設計にペース ト する と、 再利用フ ァ イルは、 参照名、
層、 部品形状、 ネ ッ ト 名の競合の有無を調べるため、 現在の設計と比較されます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「物理的設計再利用の追加」

物理的再利用の削除
再利用を削除するには、 ECO モー ド になっている必要があ り ます。 そのため、 設計
から削除された全ての実装部品、 ピンペア、 ネ ッ ト は、 標準の ECO コ マン ド で .eco
フ ァ イルに記録されます。

必須事項 ： 再利用を削除するには、 ECO モー ド になっている必要があ り ます。

物理的再利用を削除するには、

1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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2. 削除し たい PDR を選択し ます。

参照 ： 「物理的再利用の選択」

3. 編集メ ニューの削除を ク リ ッ クするか、 Delete キーを押し ます。 確認メ ッ セー
ジが表示されます。

4. PDR に接続された配線を維持する場合は、 配線削除チ ェ ッ クボッ クスを OFF
にし ます。

ヒ ン ト ： PDR 実装部品に接続された配線の維持が行えない場合もあ り ます。
[ 配線削除 ] はデフ ォル ト で選択されてお り、 配線は PDR と共に削除されま
す。

5. はいを ク リ ッ ク し て、 PDR を削除し ます。

ヒ ン ト ： 位置固定された実装部品や保護された配線を含む PDR を削除する こ とは
できません。

オブジ ェ ク ト モー ド で同類の再利用構成を作成
[ 同類の再利用構成を作成 ] は、 既存の実装部品と その論理相互接続を PDR 要素と し
て使用し、 選択し た PDR を ク ローン し ます。 配線、 ビア、 ベタ、 2D ラ イ ン、 文字と
いった、 他の全ての PDR 要素が作成されます。 

PDR は、 動詞モー ド、 オブジ ェ ク ト モー ド、 またはシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューコ マン ド
のいずれかを使用し て、 追加する こ とができます。

オブジ ェ ク ト モー ド で同類の再利用構成を作成するには、

1. DRO と入力し、 Enter キーを押し て、 設計規則の検査を OFF にし ます。 同類の
再利用構成を作成するには、 DRC を OFF にする必要があ り ます。

2. 「物理的再利用の選択」 の説明に従って、 設計内に既存の PDR を選択し ます。

3. 設計ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 設計ツールバーが表示されます。

4. 設計ツールバーの同類の再利用構成を作成ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 一致する
ものが見つかった場合、 新規 PDR がカーソルに貼り付いた状態にな り ます。
一致する ものが見つからない場合、 「再利用定義内に未配線の実装部品と一致
する内容はあ り ません」 とい う メ ッ セージが表示されます。

ヒ ン ト ： 設計がデフ ォル ト 層モー ド で、 追加する再利用が増加層モー ド である
場合、 PDR を追加する こ とはできません。 設計を増加層モー ド に変更するには
[ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クス を使用し ます。

5. ク リ ッ ク し て新規 PDR の位置を指定し ます。
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動詞モー ド で同類の再利用構成を作成
[ 同類の再利用構成を作成 ] は、 既存の実装部品と その論理相互接続を PDR 要素と し
て使用し、 選択し た PDR を ク ローン し ます。 配線、 ビア、 ベタ、 2D ラ イ ン、 文字と
いった、 他の全ての PDR 要素が作成されます。 

PDR は、 動詞モー ド、 オブジ ェ ク ト モー ド、 またはシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューコ マン ド
のいずれかを使用し て、 追加する こ とができます。

動詞モー ド で同類の再利用構成を作成するには、

1. DRO と入力し、 Enter キーを押し て、 設計規則の検査を OFF にし ます。 同類の
再利用構成を作成するには、 DRC を OFF にする必要があ り ます。 

2. 新規の再利用に入れたい実装部品のグループを選択し ます。 特定の実装部品グ
ループを選択し なかった場合、 全ての実装部品が再利用構成に含まれます。

3. 設計ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 設計ツールバーが表示されます。

4. 設計ツールバーの同類の再利用構成を作成ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 再利用
フ ァ イルを開 く ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

5. 再利用フ ァ イルを ク リ ッ ク し て、 開 く を ク リ ッ ク し ます。 一致する ものが見つ
かった場合、 新規 PDR がカーソルに貼り付いた状態にな り ます。 一致する も
のが見つからない場合、 「再利用定義内に未配線の実装部品と一致する内容は
あ り ません」 とい う メ ッ セージが表示されます。

ヒ ン ト ： 設計がデフ ォル ト 層モー ド で、 追加する再利用が増加層モー ド である
場合、 設計へ再利用を追加する こ とはできません。 設計を増加層モー ド に変更
するには [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クス を使用し ます。

6. ク リ ッ ク し て新規 PDR の位置を指定し ます。

ヒ ン ト ：

• 再利用と実装部品グループの両方を選択する こ とはできません。 特定の実装部
品グループを選択し たい場合、 再利用構成を構築する前に、 再利用定義を保存
し て く だ さい。

• 不要な実装部品は無視されるため、 再利用で必要と される以上の実装部品群を
選択する こ とが可能です。

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューコ マン ド による同類の再利
用構成の作成

[ 同類の再利用構成を作成 ] は、 既存の実装部品と その論理相互接続を PDR 要素と し
て使用し、 選択し た PDR を ク ローン し ます。 配線、 ビア、 ベタ、 2D ラ イ ン、 文字と
いった、 他の全ての PDR 要素が作成されます。 
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PDR は、 動詞モー ド、 オブジ ェ ク ト モー ド、 またはシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューコ マン ド
のいずれかを使用し て、 追加する こ とができます。

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューコ マン ド で同類の再利用構成を作成するには、

1. DRO と入力し、 Enter キーを押し て、 設計規則の検査を OFF にし ます。 同類の
再利用構成を作成するには、 DRC を OFF にする必要があ り ます。 DRC が OFF
になっていない場合、 DRC を OFF にするよ う プロンプ ト が表示されます。

2. 「物理的再利用の選択」 の説明に従って、 設計内に既存の PDR を選択し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから、 同類の再利用構成を作成を選択し ます。 一致する も
のが見つかった場合、 新規 PDR がカーソルに貼り付いた状態にな り ます。 一
致する ものが見つからない場合、 「再利用定義内に未配線の実装部品と一致す
る内容はあ り ません」 とい う メ ッ セージが表示されます。

ヒ ン ト ： 設計がデフ ォル ト 層モー ド で、 追加する再利用が増加層モー ド である
場合、 PDR を追加する こ とはできません。 設計を増加層モー ド に変更するには
[ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クス を使用し ます。

4. ク リ ッ ク し て新規 PDR の位置を指定し ます。

物理的再利用の移動
PDR を移動する と、 グループを移動し た時のよ う に、 配線が伸びます。 

物理的再利用を移動するには、

1. DRO と入力し、 Enter キーを押し て、 設計規則の検査を OFF にし ます。 PDR
の移動には、 DRC を OFF にする必要があ り ます。

2. 「物理的再利用の選択」 の説明に従って、 PDR を選択し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューの移動を ク リ ッ ク し ます。

4. ク リ ッ ク し て PDR の位置を指定し ます。 移動をキャ ンセルするには、
右ク リ ッ ク メ ニューからキャ ンセルを選択し ます。

物理的再利用を開 く
既存 PDR 内の要素や規則を変更し たい場合、 設計フ ァ イルを開 く よ う に、 まず
再利用定義を開 く 必要があ り ます。

物理的再利用を開 く には、

1. フ ァ イルメ ニュー > 開 く

2. フ ァ イルの種類で、 PADS Layout Reuse Files(*.reu) を選択し ます。
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3. 目的のフ ォルダを表示し て、 開 く 再利用フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

4. 開 く を ク リ ッ ク し ます。

PDR 基準原点を初期化
全ての PDR には基準原点があ り ます。 デフ ォル ト の基準原点は、 X、 Y 座標値が最も
低い実装部品ピンです。 設計基準原点マーカーや実装部品原点マーカーと区別できる
よ う、 PDR 原点マーカーは円形ではな く 正方形になっています。 PDR 原点マーカー
は、 基準原点を初期化する と きだけ見る こ とができます。 

PDR 基準原点を初期化するには、

1. 「物理的再利用の選択」 の説明に従って、 原点を初期化し たい PDR を選択し ま
す。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから基準原点を初期化を選択し ます。 PDR 原点マーカーが
表示されます。

3. ク リ ッ ク し て、 原点の新しい位置を指定し ます。 新しい座標を示し、 これを
原点と し て設定するかを確認する メ ッ セージが表示されます。 

4. はいを ク リ ッ ク し て、 新規基準原点を設定し ます。 別の原点を選択するには、
いいえを ク リ ッ ク し ます。
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作図オブジ ェ ク ト の追加前に値を設定する
作図ツールバーを使用し て、 ベタ形状や禁止領域、 配置や配線にあま り関連し ない非
電気的作図項目といった作図オブジ ェ ク ト を追加し ます。 追加する項目形式のボタ ン
のク リ ッ ク後、 作図オブジ ェ ク ト を配置する前に、 さ まざまな値の設定を行う こ とが
できます。

作図オブジ ェ ク ト を追加する前に値を設定するには、

1. 多角形、 円形、 長方形、 経路を追加するには、 右ク リ ッ ク メ ニューの形状を
ク リ ッ ク し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの線幅を ク リ ッ ク し ます。 以下のいずれかを行います ：

• W<nn>(<nn> は線幅の値 ) を入力し ます。 または、 線幅を ク リ ッ ク し て、
作図オブジ ェ ク ト の境界線の幅を指定し ます。

• ステータ スバーの [ 線幅 ] ボタ ンを使用し て、幅を指定し ます。各オブジ ェ ク
ト タ イプのデフ ォル ト の線幅は、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 作
図の各種定義 ] タ ブで定義し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューの層を選択し ます。 以下のいずれかを行います ：

• L<n>(<n> は層番号 ) を入力し ます。 または、 層を ク リ ッ ク し て、 作図オブ
ジ ェ ク ト を配置し たい層を指定し ます。

• ツールバーの [ 層 ] ボ ッ クスを使用し て、 層を指定し ます。

4. 追加された全てのコーナーをマイ ターするには、 右ク リ ッ ク メ ニューの自動
マイ ターを選択し ます。 マイ タータ イプ と寸法を、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボッ クスの [ 設計 ] タ ブで定義し ます。

5. 右ク リ ッ ク メ ニューの間隙無視を選択する と、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ
クスの [ 設計 ] タ ブでのオン ラ イ ン DRC 設定に関わらず、 間隙規則を無視し ま
す。

ヒ ン ト ： ベタ などの 2D ラ イ ン項目を移動する際は、 [ 間隙無視 ] はシ ョ ー ト
カ ッ ト メ ニューのオプシ ョ ンにはあ り ません。 DRC が ON の場合、 ベタ を移動
する こ とはできません。

6. 完全に水平 / 垂直な線分を追加するには、 右ク リ ッ ク メ ニューの 90 度方向を
ク リ ッ ク し ます。
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7. 45 度の線分を追加するには、 右ク リ ッ ク メ ニューの 45 度方向を ク リ ッ ク し ま
す。

8. 任意の角度の線分を追加するには、 右ク リ ッ ク メ ニューから任意角度を選択
し ます。

関連 ト ピ ッ ク

円形の作図オブジ ェ ク ト の作成

多角形または経路オブジ ェ ク ト の作成

長方形の作図オブジ ェ ク ト の作成

作図線分やオブジ ェ ク ト の削除

多角形または経路オブジ ェ ク ト の作成
作図ツールバーを使用し て、 ベタ形状や禁止領域、 配置や配線にあま り関連し ない
非電気的作図項目といった作図オブジ ェ ク ト を追加し ます。

多角形や経路を追加するには、

1. 追加する項目の形式のボタ ン (2D ラ イ ン、 ベタ、 カ ッ ト アウ ト 、 ベタの禁止
領域、 基板外形線 ) を ク リ ッ ク し ます。 そのオブジ ェ ク ト タ イプの追加コ マン
ドが、 カーソルに貼り付いた状態にな り ます。

2. 作図の値を設定し ます。

3. ク リ ッ ク し て、 最初のコーナーの位置を指定し ます。

4. 以下のいずれかを行って く だ さい ：

• 次のコーナーの位置を指定し ます。

• S<x>、 <y>(<x>、 <y> は次のコーナーの座標位置 ) を入力し ます。

• 相対的な座標位置の値を指定し たい場合は、 SR<x>、 <y> と入力し ます。

右ク リ ッ ク メ ニューで円弧追加を選択する と、 直線ではな く 円弧を追加
し ます。

5. 同様の手順でコーナーを追加し ていきます。

6. 最後のコーナーを削除するには、 BackSpace キーを押し ます。

操作をキャ ンセルするには Esc キーを押し ます。

7. ダブルク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク メ ニューの [ 完了 ] を選択し て、 形状を
完了させます。 多角形は自動的に閉じ ます。 経路は最後に定義されたコーナー
で終了し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

円形の作図オブジ ェ ク ト の作成

長方形の作図オブジ ェ ク ト の作成

作図線分やオブジ ェ ク ト の削除

作図オブジ ェ ク ト の追加前に値を設定する

円形の作図オブジ ェ ク ト の作成
作図ツールバーを使用し て、 ベタ形状や禁止領域、 配置や配線にあま り関連し ない
非電気的作図項目といった作図オブジ ェ ク ト を追加し ます。

円形を追加するには、

1. 追加する項目の形式のボタ ン (2D ラ イ ン、 ベタ、 カ ッ ト アウ ト 、 ベタの禁止
領域、 基板外形線 ) を ク リ ッ ク し ます。 そのオブジ ェ ク ト タ イプの追加コ マン
ドが、 カーソルに貼り付いた状態にな り ます。

2. 作図の値を設定し ます。

3. ク リ ッ ク し て円の中心位置を指定し ます。

4. 再度ク リ ッ ク し て円の半径を指定し、 円の定義を完了し ます。

関連 ト ピ ッ ク

多角形または経路オブジ ェ ク ト の作成

長方形の作図オブジ ェ ク ト の作成

作図オブジ ェ ク ト の追加前に値を設定する

長方形の作図オブジ ェ ク ト の作成
作図ツールバーを使用し て、 ベタ形状や禁止領域、 配置や配線にあま り関連し ない
非電気的作図項目といった作図オブジ ェ ク ト を追加し ます。

長方形を追加するには、

1. 追加する項目の形式のボタ ン (2D ラ イ ン、 ベタ、 カ ッ ト アウ ト 、 ベタの禁止
領域、 基板外形線 ) を ク リ ッ ク し ます。 そのオブジ ェ ク ト タ イプの追加コ マン
ドが、 カーソルに貼り付いた状態にな り ます。

2. 作図の値を設定し ます。

3. 長方形のコーナーの 1 つを ク リ ッ ク し ます。

4. 再度ク リ ッ ク し て、 対角線上のコーナーの位置を指定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

円形の作図オブジ ェ ク ト の作成

多角形または経路オブジ ェ ク ト の作成

作図線分やオブジ ェ ク ト の削除

作図オブジ ェ ク ト の追加前に値を設定する

文字

任意文字の追加

任意文字や、 他オブジ ェ ク ト に属さ ない文字を追加するには、

1. 設計ツールバーボタ ン > 文字ボタ ン

2. 文字ボッ クスに、 使用し たい文字列を入力し ます。

ヒ ン ト ： 1 つの文字列に対し て、 最大 128 文字まで使用できます。

3. [ フ ォ ン ト ] リ ス ト から使用し たいフ ォ ン ト を選択し ます。

ヒ ン ト ：

• ダイアログボ ッ クスは、 [ フ ォ ン ト ] ボ ッ クスにデフ ォル ト のフ ォ ン ト 名と
ス タ イルが表示された状態で開きます。

• ス ト ローク フ ォ ン ト も し く はシステムフ ォ ン ト を選択し ます。

• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ンまたはス タ イルの組み合
わせを選択できます。 B は太字、 I は斜体、 U は下線です。 

4. [ 層 ] リ ス ト で、 文字を表示し たい層を選択し ます。

5. X、 Y 位置座標ボ ッ クスに値を入力する と、 文字列を指定し た位置に移動でき
ます。 指定し ない場合、 文字列はカーソルに貼り付いた状態にな り ます。

6. [ 回転 ] ボ ッ クスは、 文字列の現在の回転角度を表示し ます。 回転角度を変更
するには、 新しい値を入力し ます。

7. [ 寸法 ] ボ ッ クスには、 文字列の表示または CAM 出力に使用される現在の
サイズが表示されます。 サイズを変えるには、 別の値を入力し ます。

8. ス ト ローク フ ォ ン ト の場合、 希望の線幅を入力し ます。

9. 文字を反転表示し たい場合は、 反転チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 基板の底部から文字が読めるよ う にな り ま
す。



作図操作
文字

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 453

10. [ 調整 ] 領域では、 文字の水平 / 垂直方向の位置調整を設定し、 文字、 属性値、
寸法、 幅が変更し た時に、 オブジ ェ ク ト 間で正し く 配置が行われるよ う にし ま
す。 

ヒ ン ト ： 

• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側があ り ます。 水平方向の位置
調整には、 上側、 中央、 下側があ り ます。 

• 文字列を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向調整を選択、 次に左側、
中央、 右側のいずれかを ク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直方向
調整を選択し て、 上側、 中央、 下側を選択し ます。

11. OK を ク リ ッ ク し、 ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。 

ヒ ン ト ： 文字配置の位置座標を入力し なかった場合、 テキス ト はカーソルに
貼り付いた状態にな り ます。 ク リ ッ ク し て文字の位置を指定し て く だ さい。
文字の配置後、 [ 任意文字を追加 ] ボ ッ クスが表示されます。 こ こで さ らに
文字列を作成する こ とができます。 

推奨 ： DRC エラーやシ ョ ー ト を回避するため、 任意文字や属性値はシルク部品面層
に配置し て く だ さい。

関連 ト ピ ッ ク

文字プロパテ ィ の修正

ラ イ ン と文字オブジ ェ ク ト の合成

文字の反転表示

文字やラベルの移動

文字プロパテ ィ の修正

[ 文字のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 任意文字を修正し ます。 フ ォ
ン ト 、 フ ォ ン ト ス タ イル、 層指定、 方向、 回転、 寸法、 線幅、 反転表示、 位置調整が
変更できます。 文字列が作図オブジ ェ ク ト と合成されている場合は、 ペアレン ト オブ
ジ ェ ク ト にもアクセスできます。

文字プロパテ ィ を修正するには、

1. 文字列を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. [ 文字 ] ボ ッ クスに、 選択し た文字列が表示されます。 既存の文字列を修正
するか、 文字列を新たに入力し ます。

3. [ フ ォ ン ト ] 領域で、 使用し たいフ ォ ン ト を選択し ます。 

ヒ ン ト ： 

• ス ト ローク フ ォ ン ト も し く はシステムフ ォ ン ト を選択し ます。
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• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ンまたはス タ イルの組み合
わせを選択できます。 B は太字、 I は斜体、 U は下線です。 

4. [ 層 ] 領域で、 文字を表示し たい層を選択し ます。

5. X、 Y 位置座標ボ ッ クスに値を入力する と、 文字列を指定し た位置に移動でき
ます。

6. [ 回転 ] ボ ッ クスは、 文字列の現在の回転角度を表示し ます。 回転角度を変更
するには、 新しい値を入力し ます。

7. [ 寸法 ] ボ ッ クスには、 文字列の表示または CAM 出力に使用される現在の
サイズが表示されます。 サイズを変えるには、 別の値を入力し ます。

8. ス ト ローク フ ォ ン ト の場合、 希望の線幅を入力し ます。

9. 文字を反転表示し たい場合は、 反転チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 基板の底部から文字が読めるよ う にな り ま
す。

10. [ 位置調整 ] 領域では、 文字の水平 / 垂直方向の位置調整を設定し、 文字、 属性
値、 寸法、 線幅が変更し た時に、 オブジ ェ ク ト 間で正し く 配置が行われるよ う
にし ます。 

ヒ ン ト ： 

• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側があ り ます。 水平方向の位置
調整には、 上側、 中央、 下側があ り ます。 

• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向調整を選択、 次に左側、 中
央、 右側のいずれかを ク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直方向調
整を選択し て、 上側、 中央、 下側を選択し ます。

11. 作図オブジ ェ ク ト と合成されているペアレン ト オブジ ェ ク ト にアクセスするに
は、 ペアレン ト ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

12. OK を ク リ ッ ク し ます。 

ヒ ン ト ： 

• ダイアログボ ッ クスを閉じ る前に別の文字オブジ ェ ク ト を選択し た場合、
文字情報が更新されます。

• 文字が物理的再利用の一部である場合、 ダイアログボ ッ クスで使用できな
いオプシ ョ ン もあ り ます。

関連 ト ピ ッ ク

文字

文字の反転表示

文字やラベルの移動
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文字の反転表示

文字オブジ ェ ク ト を反転表示するには、

1. オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから反転表示を選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

文字

文字プロパテ ィ の修正

ラ イ ン と文字オブジ ェ ク ト の合成

文字やラベルの移動

文字やラベルの移動

文字やラベルを移動するには、

1. 文字またはラベルを選択 > 右ク リ ッ ク > 移動。

結果 ： オブジ ェ ク ト がカーソルに貼り付いた状態にな り ます。

2. カーソルに貼り付いている間、 [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開いて、
選択し た文字やラベルを回転、 任意角度回転、 反転表示、 位置調整する こ とが
できます。

3. ク リ ッ ク し て移動を完了し ます。

ド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プ操作や設計ツールバーの移動ボタ ンでも、 文字やラベルを移動す
る こ とができます。 文字やラベルの移動中も同様に編集を行う こ とができます。 動詞
モー ド での移動にカーソルキーを使う こ と も可能ですが、 編集はできません。

ヒ ン ト ：

• 他の作図オブジ ェ ク ト と合成されている文字オブジ ェ ク ト を移動する と、 合成
された全オブジ ェ ク ト が移動し ます。

• [オプシ ョ ン]ダイアログボッ クスの[一般設定] タ ブで[ ド ラ ッ グと ド ロ ッ プ]を選
択し ている と、 マウスの左ボタ ンを離し た時に、 文字オブジ ェ ク ト はカーソル
に貼り付きません。 

• 物理的再利用の一部になっている文字は修正できません。 修正し よ う とする と
「再利用要素は修正できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 とい う メ ッ
セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て操作をキャ ンセルし ます。

関連 ト ピ ッ ク

文字
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文字プロパテ ィ の修正

ラ イ ン と文字オブジ ェ ク ト の合成

文字の反転表示

ベタの面取り図形のプロパテ ィ 修正
ネ ッ ト のベタ面取り図形を選択し て、 プロパテ ィ を変更できます。

1. 設計内のネ ッ ト を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの [ 面取り図形を選択 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューの [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 修正

作図オブジ ェ ク ト の修正

作図オブジ ェ ク ト の移動

作図オブジ ェ ク ト を移動するには、

1. 移動する作図オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 選択内容にカーソルを合わせ、 マウスボタ ンを押下し ながら ド ラ ッ グし て、
マウスボタ ンを離し ます。 作図オブジ ェ ク ト はカーソルに貼り付いたままに
な り ます。

3. カーソルに貼り付いている間、 [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開いて、
選択し た作図オブジ ェ ク ト を回転や任意角度回転する こ とができます。 右ク
リ ッ ク メ ニューで、 移動中は一時的にオン ラ イ ン DRC を無効にする こ と もで
きます。

4. ク リ ッ ク し て移動を完了し ます。

ヒ ン ト ：

• 他の作図オブジ ェ ク ト と合成されている作図オブジ ェ ク ト を移動する と、 合成
された全オブジ ェ ク ト が移動し ます。

• 設計ツールバーの移動ボタ ンを ク リ ッ クする と、 作図オブジ ェ ク ト がカーソル
に貼り付いた状態にな り ます。

• [一般設定] タ ブ([ツール] メ ニュー> [オプシ ョ ン ]ダイアログボ ッ クス)で[ ド ラ ッ
グと ド ロ ッ プ ] を選択し ている と、 マウスの左ボタ ンを離し た時に、 文字オブ
ジ ェ ク ト はカーソルに貼り付きません。 
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• [ 設計 ] タ ブ (［ツール］メ ニュー>[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス ) で、[ 基準点
に移動 ] を選択し ている と、 作図オブジ ェ ク ト は基準原点でカーソルに貼り付
きます。

• 物理的再利用の一部と なっている、いかなる形式の多角形 (2D ラ イ ンやベタ ) も
修正、 移動、 削除する こ とはできません。 ただ し、 自動ベタおよび分割銅箔面
の塗潰しベタ外形線は修正可能です。 その他の多角形を修正し よ う とする と
「再利用要素は修正できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 とい う メ ッ
セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て操作をキャ ンセルし ます。

図形端点のプロパテ ィ 修正

1. 端点を選択するには、 その端点を一度ク リ ッ ク し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから プロパテ ィ を選択し ます。 [ 作図項目のプロパテ ィ ]
ダイアログボ ッ クスが開き、 その項目の作図オブジ ェ ク ト タ イプや規則情報を
表示されます。

注意 ： 端点が物理的再利用の一部である場合、 ダイアログボ ッ クスで使用できない
オプシ ョ ン もあ り ます。

図形コーナーのプロパテ ィ 修正

図形コーナーのプロパテ ィ を修正するには、

1. 図形コーナーを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. 図形コーナーの X、 Y 座標を、 X、 Y ボ ッ クスに入力し ます。

3. ネ ッ ト を ク リ ッ ク し て、 図形コーナーが属するネ ッ ト の設定を修正し ます。

4. ペアレン ト を ク リ ッ ク し て、 そのコーナーが属する作図オブジ ェ ク ト を修正
し ます。

ヒ ン ト ： コーナーが物理的再利用の一部である場合、 ダイアログボ ッ クスで使用でき
ないオプシ ョ ン もあ り ます。

関連 ト ピ ッ ク

ネ ッ ト プロパテ ィ の修正

作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 修正

コーナーを削除するには

コーナーを移動するには



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0458

作図操作
作図オブジ ェ ク ト の修正

作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 修正

作図形状は、 個別または複数項目でま とめて選択 / 編集できます。 修正できるプロパ
テ ィ は、 作図オブジ ェ ク ト のコーナー、 作図オブジ ェ ク ト の端点、 作図オブジ ェ ク ト
全体、 2D ラ イ ンやベタや文字のペアレン ト オブジ ェ ク ト の、 どれを選択し たかに
よ って変わり ます。

例外 ： オブジ ェ ク ト が物理的再利用の一部である場合、 ダイアログボ ッ クスで使用
できないオプシ ョ ン もあ り ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 形状の変換

• 線幅の変更

• スケーリ ング

• 円弧近接エラーの設定

• 回転

• オブジ ェ ク ト オプシ ョ ンの設定

• 指定済みオブジ ェ ク ト のネ ッ ト プロパテ ィ 変更

• 層の変更

• ネ ッ ト の指定

• 設計オブジ ェ ク ト のク リ ッ クによるネ ッ ト 指定

• 禁止領域制限の設定

形状の変換

作図オブジ ェ ク ト を他の形状に変換する こ とができます。 レ イアウ ト エデ ィ タ で、
どのよ う な作図オブジ ェ ク ト でも、 2D ラ イ ン、 基板外形線、 基板カ ッ ト アウ ト 、
ベタ、 ベタ カ ッ ト アウ ト 、 禁止領域、 自動ベタ、 内層接続領域、 内層接続領域カ ッ ト
アウ ト に変換する こ とが可能です。 部品形状エデ ィ タ では、 どのよ う な作図オブジ ェ
ク ト でも 2D ラ イ ン、 ベタ、 ベタ カ ッ ト アウ ト 、 禁止領域に変換する こ とが可能です。

ヒ ン ト ： 形状寸法を維持するには、 倍率を 1 に設定し、 比率を変更せずに形状を変換
し ます。

制限事項 ： 

• 設計内に基板外形線がない場合、 [ 作図項目のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
の [ 形式 ] リ ス ト には、 基板カ ッ ト アウ ト 形式は表示されません。 
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• 設計内に基板外形線がある場合、 このダイアログボ ッ クスでは [ 基板外形線 ]
オプシ ョ ンは表示されません。

別の形状タ イプに変換するには、

1. 作図項目を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. [ 形式 ] リ ス ト で、 新しい形状を選択し ます。 

線幅の変更

作図オブジ ェ ク ト の外形線の幅を変更し、 可能な場合は線を塗潰すこ とができます。

1. 作図項目を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. [ 線幅 ] ボ ッ クスに値を入力し ます。

例外 ： 

• 線幅を変更できない作図オブジ ェ ク ト もあ り ます。 

• 他の線幅と同様、 その設計の [ 実寸表示の最小線幅 ] オプシ ョ ンが図形の
[ 多角形の外形線幅 ] よ り大きい場合、 面取り図形は正しい線幅で表示され
ません。 図形は [ 外形線幅 ] の値よ り も狭 く 表示されます。

スケーリ ング

CAM でプロ ッ ト されない単数または複数の非電気層上でのオブジ ェ ク ト のスケール
モデルを作成し ます。 モデルには 1 ： 10 の倍率が推奨されます。  スケールモデルを使
う こ と で、 PADS Layout で許可されている座標範囲内で、 円弧の作業をする こ とがで
きます。

スケールを行う には、

1. 作図項目を選択し ます。

2. 必要であれば、 右ク リ ッ ク メ ニューから基準原点を設定を選択し、 スケールモ
デルの原点を設定し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し ます。

4. [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスで、 スケールオプシ ョ ンを設定し、 OK を
ク リ ッ ク し ます。 

ヒ ン ト ： 0 よ り大きい浮動小数点数を入力し ます。 分数はサポー ト されていま
せん。

例外 ：

• 新しい形状が自動ベタ で、 層が分割 / 混在内層接続層の場合、 新規形状は内
層接続領域と な り、 [ 選択されたポリ ゴンにネ ッ ト 名を指定 ] ダイアログ
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ボッ クスが表示されます。 スケールされた形状に指定するネ ッ ト を ク リ ッ
ク し、 OK を ク リ ッ ク し ます。 形状がスケールされます。

• スケールによ って寸法線が変更し て し ま う場合、 寸法線を選択し て、 右
ク リ ッ ク メ ニューから測定を初期化を選択し、 寸法線計測を更新し ます。

円弧近接エラーの設定

• 作図項目を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

[ 近接エラー ] ボ ッ クスに、 円弧スケール時の許容近接エラー値を入力し ます。 円弧
は、 円弧に近似し た直線の線分のセ ッ ト に変換されます。 近接エラーは、 実際の円弧
経路と近似直線線分の間の垂線の距離です。 

回転

作図オブジ ェ ク ト の回転を変更できます。

1. 作図項目を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. [ 回転 ] ボ ッ クスに、 作図形状の回転角度を入力し ます。

全面銅箔で形状を塗潰し

ベタは、 [ ベタハッ チグ リ ッ ド ] および [ 作図デフ ォル ト 線幅 ] の設定を使用し て塗潰
し されます。 これらの設定を無視し て、 全面銅箔で形状を塗潰すこ とができます。
面取り図形を作成する と、 全面銅箔で作成されます。

• [G36, 37 処理 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： [G36, 37 処理 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 ベタには配線の間隙規則が
使用されます。

オブジ ェ ク ト オプシ ョ ンの設定

作図オブジ ェ ク ト によ っては、 さ らにオプシ ョ ンを持つものもあ り ます。

1. 作図項目を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。
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2. オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。 

指定済みオブジ ェ ク ト のネ ッ ト プロパテ ィ 変更

指定済みオブジ ェ ク ト の [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] にアクセスできます。

1. 作図項目を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. ネ ッ ト ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 作図オブジ ェ ク ト が属するネ ッ ト の設定を修正
し ます。

例外 ： ベタの間隙規則はそのネ ッ ト レベルでのみ指定できます。 グループおよびピン
ペアの指定は無効にな り ます。

層の変更

作図オブジ ェ ク ト が存在する層を変更できます。

1. 作図項目を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. [ 層 ] リ ス ト で、 新しい層を選択し ます。

ヒ ン ト ： 指定済みのベタ を非電気層に移動する と、 ベタ形状からの結線は削除されま
す。 結線を再指定するには、 ベタ を電気層に戻し て く だ さい。

ネ ッ ト の指定

ネ ッ ト を電気的な作図オブジ ェ ク ト に指定できます。

1. 作図項目を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. [ ネ ッ ト 割り当て ] 領域の [ ネ ッ ト ] リ ス ト でネ ッ ト 名を ク リ ッ ク し、 OK を
ク リ ッ ク し て既存ネ ッ ト 名をベタ形状に指定し ます。

設計オブジ ェ ク ト のク リ ッ クによるネ ッ ト 指定

設計内のオブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し て、 ネ ッ ト を電気的な作図オブジ ェ ク ト に指定す
る こ とができます。 ピン、 ビア、 配線、 ネ ッ ト 、 ベタ、 未配線などのオブジ ェ ク ト を
ク リ ッ ク し、 オブジ ェ ク ト のネ ッ ト 名をベタ形状に指定する こ とができます。

1. 作図項目を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. ク リ ッ ク し てネ ッ ト を指定ボタ ンを ク リ ッ ク し、 設計オブジ ェ ク ト を選択し ま
す。

3. オブジ ェ ク ト の選択をキャ ンセルし て、 ダイアログボ ッ クスに戻るには、
ク リ ッ ク し てネ ッ ト を指定ボタ ンを再度ク リ ッ ク し ます。
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別の方法 ： 作図オブジ ェ ク ト にネ ッ ト が指定されていない場合は、 設計内で右ク リ ッ
ク し て、 [ ク リ ッ ク し てネ ッ ト を指定」 を選択し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログボッ
クスを開 く 必要はあ り ません。 

禁止領域制限の設定

禁止領域エ リ アの制限内容を選択できます。 部品形状エデ ィ タ で禁止領域を定義する
と、 レ イアウ ト エデ ィ タ では禁止されている、 反対側の層への禁止領域の指定も行う
こ とができます。

• 作図項目を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

o [ 実装部品高さ ] では、指定された高さ よ り も高さのある実装部品を制限し ま
す。 [ 部品配置 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と、 このチ ェ ッ クボッ クス
を使用できます。

o [ 実装部品ド リル径 ] では、 ド リル貫通穴を含む実装部品を制限し ます。

o ( 実装部品高さ以外の ) 全ての制限項目を選択するには、 全選択を ク リ ッ ク
し ます。

o [ 自動ベタ と銅箔面領域 ] では、自動ベタの塗潰し と、分割 / 混在内層接続層
の銅箔面接続を制限し ます。

制限事項 ：

• 制限を指定する前に層を設定し た場合、 使用できない制限項目もあ り ます。

• [ 部品配置 ]、 [ 実装部品高さ ]、 [ 実装部品ド リル径 ] チ ェ ッ クボ ッ クスは、
部品形状エデ ィ タ では使用できません。

関連 ト ピ ッ ク

ネ ッ ト プロパテ ィ の修正

禁止領域の使用

作図オブジ ェ ク ト の選択

マイ ターの移動

[ マイ ターの移動 ] コ マン ド を使用し て、 作図線分上のマイ ターや円弧を拡張 / 縮小
できます。  

1. マイ ター線分または円弧を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

結果 ： オブジ ェ ク ト がカーソルに貼り付いた状態にな り ます。

2. カーソルを動かし て、 オブジ ェ ク ト を拡張 / 縮小し ます。

3. ク リ ッ ク し て新しいマイ ター位置を指定し ます。
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円弧やマイ ターを コーナーに変換し直すには、 二つのラ イ ンの交点の外側の位置座標
を指定し て下さい。  

ヒ ン ト ：

• 配線上の円弧やマイ ターを修正するには、 ス ト レ ッ チコ マン ド を使用し ます。

• 物理的再利用の一部と なっている、いかなる形式の多角形 (2D ラ イ ンやベタ ) も
修正、 移動、 削除する こ とはできません。 ただ し、 自動ベタおよび内層接続の
塗潰しベタ外形線は修正可能です。 その他の多角形を修正し よ う とする と、
「再利用要素は修正できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 とい う メ ッ
セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て操作をキャ ンセルし ます。

関連 ト ピ ッ ク

作図線分 / コーナーから円弧化

作図線分 / コーナーから円弧化

[ 円弧修正 ] コ マン ド を使用し て、 作図線分やコーナーを円弧に変換し ます。 作図線
分の始点が、 変換された円弧の開始 / 終了角度にな り ます。 

円弧修正を使用するには、

1. 線分またはコーナーを選択 > 右ク リ ッ ク > 円弧修正。

2. 線分またはコーナーがカーソルに貼り付いた状態にな り、 円弧に変化し ます。

3. ク リ ッ ク し て、 円弧の新しい位置を指定し ます。

作成された円弧またはマイ ターの半径を修正するには、 マイ ターの移動コ マン ド を
使用し ます。

ヒ ン ト ： 物理的再利用の一部と なっている、 いかなる形式の多角形 (2D ラ イ ンやベタ
) も修正、 移動、 削除する こ とはできません。 ただ し、 自動ベタおよび分割内層接続
の塗潰しベタ外形線は修正可能です。 その他の多角形を修正し よ う とする と、 「再利
用要素は修正できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 とい う メ ッ セージが表示
されます。 OK を ク リ ッ ク し て操作をキャ ンセルし ます。

参照 ： マイ ターを作成するには、 弧を作成するには

作図線分やオブジ ェ ク ト の削除

作図線分やオブジ ェ ク ト を削除するには、

1. 線分またはオブジ ェ ク ト を選択し ます。 詳細 作図オブジ ェ ク ト の選択

2. 編集メ ニューの削除を ク リ ッ ク し ます。 削除を確認する メ ッ セージが表示され
ます。
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ヒ ン ト ： 物理的再利用の一部と なっている、 いかなる形式の多角形 (2D ラ イ ンやベタ
) も修正、 移動、 削除する こ とはできません。 ただ し、 自動ベタおよび分割内層接続
の塗潰しベタ外形線は修正可能です。 その他の多角形を修正し よ う とする と、 「再利
用要素は修正できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 とい う メ ッ セージが表示
されます。 OK を ク リ ッ ク し て操作をキャ ンセルし ます。

関連 ト ピ ッ ク

円形の作図オブジ ェ ク ト の作成

多角形または経路オブジ ェ ク ト の作成

長方形の作図オブジ ェ ク ト の作成

作図オブジ ェ ク ト の追加前に値を設定する

項目の削除

選択し た項目を設計から削除するには [ 削除 ] を使用し ます。

1. 削除し たい項目を選択し ます。

2. 編集メ ニューの削除を ク リ ッ ク し ます。

項目は設計から削除されます。

作図オブジ ェ ク ト の合成

ラ イ ン と文字オブジ ェ ク ト の合成

文字オブジ ェ ク ト と ラ イ ンオブジ ェ ク ト を合成し、 1 つのグループを形成する こ とが
できます。 オブジ ェ ク ト を合成する と、 それを 1 つの項目と し て選択 / 移動する こ と
ができます。 他のオブジ ェ ク ト と合成されているオブジ ェ ク ト を移動する と、 合成さ
れた全てのオブジ ェ ク ト が移動し ます。 レ イアウ ト エデ ィ タや部品形状エデ ィ タの
[ 合成 ] を使用し ます。

作図オブジ ェ ク ト を合成するには、

1. Shift キーを押し ながら ク リ ッ ク し て、 合成し たい作図形状全体を選択し ます。

2. 形状が強調表示されたら、 Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し、 合成する文字を
選択し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから合成を選択し ます。 文字オブジ ェ ク ト を合成する時
は、 作図オブジ ェ ク ト も含める必要があ り ます。

オブジ ェ ク ト を合成する と、 各オブジ ェ ク ト の選択特性も変化し ます。 Shift キーを押
し ながら形状を ク リ ッ クする と、 形状全体と文字が選択され、 操作を行えます。 合成
されたオブジ ェ ク ト を再配置し た り、 1 つのユニ ッ ト と し てラ イブ ラ リ に保存する こ
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とができます。 ただ し、 文字を選択し た場合は、 文字のみが強調表示され、 文字のみ
の編集や再配置と な り ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの合成解除を使用し て、 合成からオブジ ェ ク ト を削除する こ
とができます。 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの分解を使用する と、 合成全体を解除する こ
とができます。

関連 ト ピ ッ ク

合成し たオブジ ェ ク ト の分解

作図オブジ ェ ク ト の合成解除

合成し たオブジ ェ ク ト の分解

合成し たオブジ ェ ク ト から全ての項目を削除するには、 [ 分解 ] を使用し ます。 合成
オブジ ェ ク ト は、 [ 合成 ] コ マン ド で合成された複数の作図オブジ ェ ク ト と文字オブ
ジ ェ ク ト から構成されます。 [ 分解 ] はレ イアウ ト エデ ィ タ と部品形状エデ ィ タ で使
用できます。 

合成から全てのオブジ ェ ク ト を削除するには、

1. 合成を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから分解を選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

ラ イ ン と文字オブジ ェ ク ト の合成

作図オブジ ェ ク ト の合成解除

作図オブジ ェ ク ト の合成解除

合成し たオブジ ェ ク ト から 1 つの項目を削除するには、 [ 合成解除 ] を使用し ます。
合成オブジ ェ ク ト は、 [ 合成 ] コ マン ド で合成された複数の作図オブジ ェ ク ト と文字
オブジ ェ ク ト から構成されます。 [ 合成解除 ] は部品形状エデ ィ タ で使用できます。

合成からオブジ ェ ク ト を削除するには、

1. 合成を選択し ます。

ヒ ン ト ： 合成を選択するには、 合成内の部品を 1 つ選択し、 右ク リ ッ ク
メ ニューの形状を選択を ク リ ッ ク し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから合成解除を選択し ます。

3. オブジ ェ ク ト を選択し ます。

合成から文字オブジ ェ ク ト を簡単に削除するには、
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1. 文字オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから合成解除を選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

ラ イ ン と文字オブジ ェ ク ト の合成

合成し たオブジ ェ ク ト の分解

“ラ イ ン” ラ イブ ラ リへの作図オブジ ェ ク ト の追加 /
削除

ラ イブ ラ リから作図項目を設計へ追加する こ とができます。 作図項目を ラ イブ ラ リ に
保存する こ と もできます。

ラ イブ ラ リから作図項目を追加するには、

1. 作図ツールバーボタ ン > ラ イブ ラ リから読込ボタ ン

2. [ ラ イブ ラ リから作図項目を取得 ] ダイアログボ ッ クスで、 ラ イブ ラ リから項
目を選択し ます。 OK を ク リ ッ ク し て、 項目を追加し ます。

[ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト を使って、 全ラ イブ ラ リ または特定のラ イブ ラ リ にある
作図項目を表示し ます。 [ フ ィ ルタ ] 領域でワイルド カー ドや式を使用し て、
[ 作図項目 ] リ ス ト に表示されるオブジ ェ ク ト を絞り込みます。

3. 項目がカーソルに貼り付いた状態にな り ます。 項目を移動し ます。

ヒ ン ト ：

• 設計がデフ ォル ト 層モー ド で、 部品形状が増加層モー ド である場合、 設計へ部
品形状を追加する こ とはできません。 設計を増加層モー ド に変更するには [ 層
構成を定義 ] ダイアログボ ッ クス を使用し ます。

•  DRC モー ド になっている場合、 ラ イブ ラ リから基板外形線、 ベタ オブジ ェ ク
ト 、 禁止領域オブジ ェ ク ト を取得する こ とはできません。

作図項目を ラ イブ ラ リ に保存
自動寸法線形状、 作図形状、 部品形状のシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューにある [ ラ イブ ラ リ
に保存 ] オプシ ョ ンは、 基板外形線、 2D ラ イ ン、 ベタオブジ ェ ク ト 、 禁止領域オブ
ジ ェ ク ト 、 自動寸法線オブジ ェ ク ト に適用されます。 これら全てのオブジ ェ ク ト は、
ラ イ ン ラ イブ ラ リ に保存されます。 

作図項目を ラ イブ ラ リ に保存するには、

1. Shift キーを押し て、 項目を選択し ます。 この操作によ り、 線分やコーナーで
はな く 、 形状が選択されます。



作図操作
配線や作図オブジ ェ ク ト の線幅変更

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 467

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから ラ イブ ラ リ に保存を選択し ます。

3. [ ラ イブ ラ リ に保存 ] ダイアログボ ッ クスが表示されたら、 入力内容に名前を
付けて、 選択し たラ イブ ラ リのラ イ ンセクシ ョ ンに保存し て く だ さい。 

配線や作図オブジ ェ ク ト の線幅変更
現在の配線や作図オブジ ェ ク ト の線幅を変更するには、 2 つの方法があ り ます。

1. 線分、 ピンペア、 配線されたネ ッ ト の幅を変更するには、

a. 項目を選択し ます。

b. 右ク リ ッ ク メ ニューから プロパテ ィ を選択し ます。

2. 同様の線幅を持つ配線を全て検索するため、

a. 編集メ ニューの探索を ク リ ッ ク し ます。

b. 配線を選択し、 新しい線幅に変更し ます。

描画線幅

描画線幅とは、 形状の描画を開始し た時に適用される線幅です。

配線幅とは異なるデフ ォル ト の描画線幅を設定し ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボッ クスの [ 作図の各種定義 ] タ ブで、 デフ ォル ト の描画線幅を設定し ます。 既存
形状の線幅を変更するには、 形状を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの [ プロパテ ィ ] を
選択し ます。 同様の線幅を持つラ イ ンを全て検索 / 変更するには、 [ 探索 ] ダイアログ
ボッ クスを使用し ます。

ペース ト バッ フ ァの項目にカーソル位置を設定
ペース ト バッ フ ァ に格納されている内容のデフ ォル ト 基準原点は、 バッ フ ァの全ての
情報を囲む領域の左下コーナーです。 基準原点を指定し た位置に設定するには、

1. ツールメ ニュー > 各種定義 > 設計タ ブ。

2. カーソル位置に移動を ク リ ッ ク し ます。

3. カ ッ ト / コ ピーする情報を選択し ます。

4. カーソルを新しい基準原点に置き、 Ctrl キーと X( カ ッ ト )、 も し く は Ctrl キー
と C を押し ます ( コ ピー )。

ヒ ン ト ： デフ ォル ト 以外の基準原点を指定するには、 シ ョ ー ト カ ッ ト キーを使用する
必要があ り ます。
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作図オブジ ェ ク ト の選択
作図オブジ ェ ク ト は線分の外形線から成り、 塗潰しが含まれる場合もあ り ます。 線分
の選択が必要な場合と、 塗潰し を含む外形全体の選択が必要な場合があ り ます。 

作図オブジ ェ ク ト 外形線の選択

外形線を動かし てオブジ ェ ク ト の形状を変更する場合、 作図オブジ ェ ク ト の外形線を
選択する必要があ り ます。

1. 右ク リ ッ ク メ ニューの全項目を選択を ク リ ッ ク し ます。

2. 形状の外形線を ク リ ッ ク し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから線分を変更する コ マン ド を選択し ます。

作図オブジ ェ ク ト 全体の選択

オブジ ェ ク ト の移動やオブジ ェ ク ト 全体のプロパテ ィ 変更を行う には、 作図オブジ ェ
ク ト の外形線と塗潰しの両方を選択する必要があ り ます。 作図オブジ ェ ク ト 全体の選
択方法はい く つかあ り ます。 

• 何も選択し ていない状態で、右ク リ ッ ク メ ニューの [ 形状を選択 ] を ク リ ッ ク し
ます。 オブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

設計中、 [ 全項目を選択 ] フ ィ ルタ モー ド を頻繁に使用し ていて、 設計が密集し てい
るため、 さ らに詳細なフ ィ ルタ設定が必要になる場合があ り ます。 以下に [ 全項目を
選択 ] モー ド で作図オブジ ェ ク ト を選択する方法を示し ます。

• Shift キーを押し ながら、 オブジ ェ ク ト の外形線に沿ってク リ ッ ク し ます。

• 選択ボッ クスを外形線の線分の上に ド ラ ッ グし ます。

作図形状の端点の精度 
作図形状の端点を正確にコ ン ト ロールする こ とが必要な場合があ り ます。 端点を構成
するい く つかの要因を以下に記載し ます。

線幅

端点の精度は、 形状の作成に使用されている線幅によ って変わり ます。 デフ ォル ト の
線幅は [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 作図の各種定義 ] タ ブで設定し ます。
ただ し、 形状の作成前または後でも線幅を変更する こ とができます。 コーナーを鋭角
にするには外形線幅を狭 く 設定し ます。 コーナーを丸 く するには値を大き く し ます。
全てのコーナーは、 外形線幅の半分と等しい半径で丸められます。 
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Figure 18-1. 狭い外形線幅と広い外形線幅

設計とハッ チグ リ ッ ド

ラ イ ンは、 形状の外形線作成と、 電気的作図項目の塗潰し作成に使用されます。 ラ イ
ンや外形線は設計グ リ ッ ド上に配置されます。 その後、 形状はハッ チグ リ ッ ド上に配
置された水平線で塗潰されます。 

Figure 18-2. ハッ チグ リ ッ ド

間隙の規則

自動ベタや内層接続領域の作成中、 作図形状が他のオブジ ェ ク ト に隣接し ている場
合、 オブジ ェ ク ト の間隙規則によ り、 作成されるベタ外形線の位置がずれる こ とが
あ り ます。 
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Figure 18-3. 間隙規則のハッ チ外形線への影響
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Chapter 19
カ ッ ト 、 コ ピー、 ペース ト

オブジ ェ ク ト のカ ッ ト
設計から選択し た項目を切り取り、 Windows のペース ト バッ フ ァ に格納するには
[ カ ッ ト ] を使用し ます。

1. カ ッ ト し たい項目を選択し ます。

2. 編集メ ニューのカ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。

選択し た項目は設計から切り取られ、 Windows のペース ト バッ フ ァ に格納されます。

オブジ ェ ク ト のコ ピー
設計で選択し た項目を Windows のペース ト バッ フ ァ にコ ピーするには、 [ コ ピー ] を
使用し ます。

1. コ ピーし たい項目を選択し ます。

2. 編集メ ニューのコ ピーを ク リ ッ ク し ます。

Windows のペース ト バッ フ ァ に項目が格納されます。

ビ ッ ト マ ッ プのコ ピー
[ 画面保存領域 ] を使用し て、 ビ ッ ト マ ッ プイ メ ージ と し てコ ピーするグラ フ ィ ッ ク
情報の矩形を定義し ます。 次に、 例えば Microsoft Word といった別のアプ リ ケーシ ョ
ンに切り替え、 [ ペース ト ( 貼り付け )] コマン ド を使用し てビ ッ ト マ ッ プを文書に挿
入し ます。

ビ ッ ト マ ッ プを作成するには、

1. 編集メ ニュー > ビ ッ ト マ ッ プにコ ピー。

2. コ ピーする領域を領域選択し ます。 Windows のコ ピーバッ フ ァ に領域が自動的
に保存されます。 背景、 ド ッ ト グ リ ッ ド、 色を含む矩形内の全ての項目が、 自
動的にコ ピーされます。

3. ビ ッ ト マ ッ プを貼り付けたいアプ リ ケーシ ョ ンを開き、 [ ペース ト ] コマン ド
を使用し てイ メ ージを貼り付けます。
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ヒ ン ト ： 定義された領域のビ ッ ト マ ッ プ生成に加え、 作業領域全体が画像と し て
コ ピーされるため、 挿入先の製品がサポー ト し ている場合は、 [ 形式を選択し て貼り
付け ] コマン ド を使用する こ と も可能です。

オブジ ェ ク ト のペース ト
Windows のペース ト バッ フ ァ にコ ピー / 移動し た内容を、 [ ペース ト ] コ マン ド を使
用し て設計内の任意の位置に配置し ます。 別の設計を開いてペース ト する こ と も可能
です。 同じ コ ピー内容を繰り返しペース ト する こ と もできます。 新規のカ ッ ト /
コ ピー操作で上書きを し ない限り、 コ ピーし た内容はバッ フ ァ に残っています。

1. Windows のペース ト バッ フ ァ に格納する項目を カ ッ ト またはコ ピーし ます。

2. 編集メ ニューのペース ト を ク リ ッ ク し ます。

項目が設計にペース ト されます。
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Chapter 20
間隙の表示

ネ ッ ト 間の間隙の表示
[ ネ ッ ト ⇔ネ ッ ト 間の間隙 ] を使用する と、 PCB レ イアウ ト 設計中に指定し たネ ッ ト
間の最小間隙が検出できます。 最小間隙を使用し て、 バス配線や差動ペアを展開する
こ とができます。

2 つのネ ッ ト 間の最小間隙を表示するには、

1. 画面表示メ ニュー > 間隙 > ネ ッ ト ⇔ネ ッ ト ボタ ン

2. 最小間隙記号を中心に作業領域を表示するには、 最小間隙記号部分に移動表示
オプシ ョ ンを選択し ます。

3. ネ ッ ト を 2 つ選択し ます。 最小間隙記号が最小間隙位置座標に表示されます。   

ヒ ン ト ： 最小間隙記号が作業領域内に表示されない場合、 最小間隙ボ ッ クスは空欄の
状態です。

項目間の間隙の表示
[ 項目⇔項目間の間隙 ] を使用する と、 致命的も し く は問題のある間隙を示す自動寸
法で、 PCB レ イアウ ト 設計にア ノ テー ト が実行されます。 レ イアウ ト 完了後、 設計に
ア ノ テー ト を実行し て く だ さい。 

2 つの項目間の最小間隙を表示するには、 

1. 項目が配置されている層を表示し ます。 正しい層が表示されていないと、 正確
な間隙が表示されません。 

2. 画面表示メ ニューの間隙を ク リ ッ ク し ます。 [ 間隙を表示 ] ダイアログボ ッ ク
スが表示されます。

3. 項目⇔項目ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. 項目を 2 つ選択し ます。 サポー ト される項目形式は、 パッ ド、 ビア、 ジャ ン
パ、 配線、 2D ラ イ ン、 実装部品外形線です。 

[ 間隙を表示 ] ダイアログボ ッ クスの [ 選択済項目 ] 領域に、 項目に関する情報
が表示されます。 最小間隙の位置座標と寸法を表示する、 ラ イ ンの延長線と
矢印が設計内に表示されます。 
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5. 設計に寸法線を配置するには、 配置位置にカーソルを移動し て、 右ク リ ッ ク
し ます。 寸法線が不要な と きは、 [ キャ ンセル ] を押し ます。 

間隙は現在の層で測定されます。 選択し た項目の両方またはいずれかが現在の層に
ない場合、 間隙は、 現在の層にない項目の中心線まで測定されます。

ネ ッ ト と項目間の間隙の表示
[ ネ ッ ト ⇔項目間の間隙 ] を使用する と、 PCB レ イアウ ト 設計中に、 指定し たネ ッ ト
の最小間隙が検出できます。 最小間隙を使用し てバス配線や差動ペアを展開する こ と
ができます。

ネ ッ ト と周囲の項目間の最小間隙を画面表示するには、

1. 画面表示メ ニュー > 間隙 > ネ ッ ト ⇔項目ボタ ン

2. 最小間隙記号を中心に作業領域を表示するには、 最小間隙記号部分に移動表示
オプシ ョ ンを選択し ます。

3. ネ ッ ト を選択し ます。 最小間隙記号が最小間隙位置座標に表示されます。   

ヒ ン ト ： 最小間隙記号が作業領域内に表示されない場合、 [ 最小間隙 ] ボ ッ クスは
空欄の状態です。

禁止領域の使用
禁止領域を設定する と、 指定領域内に設計項目を配置できな く な り ます。 禁止領域は
1 ピ クセル幅のラ イ ンで表示され、 対話型部品配置、 ク ラス タ部品配置、 配線、 その
他の操作で使用されます。 設計オブジ ェ ク ト や基板外形線 / カ ッ ト アウ ト の外縁は、
禁止領域に対する間隙の計算に使用されます。 オン ラ イ ン DRC および設計検証では、
禁止領域は障害とみな されます。 

禁止領域はレ イアウ ト エデ ィ タ と部品形状エデ ィ タの両方で作成できます。 制限でき
るオブジ ェ ク ト 形式は異な り ますが、 ユーザーとの対話性は変わり ません。  

制限事項 ： 3 つの実装部品タ イプの禁止領域については、 レ イアウ ト エデ ィ タ でのみ
作成可能です。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 禁止領域の作成

• 禁止領域の修正
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禁止領域の作成

設計オブジ ェ ク ト を配置できない領域を定義するために禁止領域を作成し ます。
( 円弧あ り、 または円弧な しの ) 閉鎖多角形、 円形、 長方形を使用し て禁止領域を
作成できます。 現在の角度モー ド と設計グ リ ッ ド設定によ り、 ラ イ ンの配置が決ま り
ます。 

禁止領域を作成するには、

1. 作図ツールバーボタ ン > 禁止領域ボタ ン

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから、 作成する形状に合った描画モー ド を選択し ます。  

3. 閉鎖形状を作成し て禁止領域を定義し て下さい。 形状を閉じ る と、 [ 作図項目
追加 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

4. 制限事項を選択し ます。

• 全実装部品を制限するには、 部品配置チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• ド リルされた貫通穴のある実装部品を制限 ( 表面実装部品のみ許可 ) する
には、 実装部品ド リル径チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• 指定し た高さ を超える実装部品を制限するには、 部品配置チ ェ ッ クボ ッ ク
スを選択し て、 次に実装部品高さ チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 [ 実装部
品高さ ] の右側にあるボ ッ クスに最大高さの値を入力し ます。

• 配線やベタ を制限するには、 配線とベタ チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• 自動ベタ と内層接続領域の塗潰し を制限するには、 自動ベタ と銅箔面領域
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• ビアやジャ ンパを制限するには、 ビア と ジャ ンパチ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し ます。

• テス ト ポイ ン ト を制限するには、 テス ト ポイ ン ト チ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し ます。

• アコーデ ィ オン — アコーデ ィ オン禁止領域を制限し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは PADS Layout で設定できますが、 PADS Router
でのみ適用されます。

5. 禁止領域を定義する層を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 層指定を選択し た際、 その層に対し て利用できない制限事項は選択で
きません。 

6. OK を ク リ ッ ク し ます。 禁止領域が作成されます。 他の禁止領域を作成する際
は、 こ こ で設定し た制限事項がデフ ォル ト と し て使用されます。 
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禁止領域の修正

他の作図オブジ ェ ク ト と同様に、 領域の端やコーナーを移動し た り、 円の直径を変更
し た り し て、 禁止領域の寸法を変更する こ とができます。 また、 禁止領域を別の場所
にコ ピーし て、 その制限事項や層指定を変更する こ と も可能です。  

禁止領域の制限事項や層指定を変更するには、

1. 禁止領域の端点を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの形状を選択を ク リ ッ ク し ま
す。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから プロパテ ィ を選択し ます。

3. 制限事項のオプシ ョ ンや層の設定を修正し ます。
参照 ： 作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 修正

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 物理的再利用の一部になっている禁止領域は修正できません。 修正し よ う と
する と 「再利用要素は修正できません。 再利用を最初に破棄し て下さい」 とい う メ ッ
セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て操作をキャ ンセルし ます。

関連 ト ピ ッ ク

作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 修正

ベタや内層接続領域の設定の修正

実装部品の最大高さ を指定

コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性辞書」 

SPECCTRA Options ダイアログボッ クス

ト ラ ブルシューテ ィ ングのオー ト メ ーシ ョ ンサンプル

バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンダイアログボ ッ クス

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンダイアログボ ッ クス

DxDesigner リ ン クダイアログボッ クス、 ド キュ メ ン ト タ ブ
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Chapter 21
ベタ操作

ベタ形状の作成
ベタは、 ヒー ト シン クやシールデ ィ ングなどに使用されます。 ベタ形状にネ ッ ト を
指定する こ とができます。

必須事項 ：

• ベタ を配置する層が選択されている こ と を確認し て く だ さい。全層 ( 層番号 0) に
ベタ形状を作る こ とはできません。 複数層に同じベタ形状を作る必要がある場
合は、 形状を他の層にコ ピーし て く だ さい。

• ベタオブジ ェ ク ト は他の全ての電気オブジ ェ ク ト を カバーし ているため、 オン
ラ イ ン DRC が OFF の状態でベタ を作成する必要があ り ます。 指定されたネ ッ
ト 以外のオブジ ェ ク ト を避けたベタ形状が必要な場合は、 自動ベタ機能を使用
し ます。 参照 ： 自動ベタ領域の作成と塗潰し

手順

1. 作図ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 作図ツールバーでベタボタ ンを選択し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから、 作図オブジ ェ ク ト の値を変更するためのコ マン ド を
選択し ます。 参照 ： 作図オブジ ェ ク ト の追加前に値を設定する

4. 以下のいずれかを使用し て形状を作成し ます。

• 円形の作図オブジ ェ ク ト の作成

• 多角形または経路オブジ ェ ク ト の作成

• 長方形の作図オブジ ェ ク ト の作成

5. 形状作成が完了する と、 塗潰された形状と な り、 [ 作図項目追加 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。 

6. [ 作図項目追加 ] ダイアログボ ッ クスでは、 ベタのプロパテ ィ に変更を加える
こ とができます。

• 例えば、 [ ネ ッ ト 割り当て ] 領域で、 ネ ッ ト リ ス ト からネ ッ ト 名を選択し て
ネ ッ ト を割り当てた り、 [ ク リ ッ ク し てネ ッ ト を指定 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し
て、 ネ ッ ト に付随する設計オブジ ェ ク ト を ク リ ッ クする こ とができます。
参照 ： 作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 修正
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結果

期待通りの形状にな り ま し たか ?

• 形状の端点が正し く ない場合は、 作図形状の端点の精度をご覧 く だ さい。

• 形状の修正が必要な場合は、 作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 修正をご覧 く だ さ
い。

• 最初からやり直すには、 作図線分やオブジ ェ ク ト の削除をご覧 く だ さい。

関連 ト ピ ッ ク

ベタのカ ッ ト アウ ト を作成

ネ ッ ト に既存のベタ を指定

ベタ形状からの配線やベタ形状までの配線

部品形状内にベタ形状を作成

ベタの面取り図形の作成
RF 設計のよ う に、 特別な配線コーナージオ メ ト リ を必要とする設計もあるため、 通
常の配線の代わり に、 面取り ベタ を設計に追加する こ とができます。 面取り図形を使
用する と、 直交コーナーは直角と なるか面取り されます。 角度の大きいコーナーは面
取り を行う こ とができ、 鋭角は面取り されます。 また、 ベタは外形線と塗潰し で作成
されるため、 外形線幅の値を非常に小さ く する と、 鋭角を持つコーナーが作成できま
す。 面取り図形は全て、 全面銅箔の塗潰し で作成されます。 

1. 作図ツールバー > ベタボタ ン

2. 表示されるプロンプ ト で、 OK を ク リ ッ ク し て DRC を切り替えます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから面取り図形を選択し ます。

4. [ 面取り図形を追加 ] ダイアログボ ッ クスで、 面取り図形パラ メ ータ を設定し、
OK を ク リ ッ ク し ます。

5. ク リ ッ ク し て、 ベタ を開始し ます。

6. カーソルを動かし、 以下のいずれかを行います。

• ク リ ッ ク し てコーナーを配置し ます。

•  S<x>、 <y>(<x>、 <y> は次のコーナーの座標 ) を入れます。

• 相対的な座標位置の値を指定し たい場合は、 SR<x>、 <y> と入力し ます。

ヒ ン ト ： 右ク リ ッ ク メ ニューの円弧追加を選択する と、 直線ではな く 円弧
が追加されます。

7. 必要に応じ て、 ベタ と コーナーの追加を続けます。
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8. 1 つ前に追加し たコーナーを削除する場合は、 BackSpace キーを押し ます。

9. 操作を中止するには、 Esc キーを押し ます。

10. ダブルク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク メ ニューの完了を選択し て、 ベタ を完了
し ます。

11. [ 作図項目追加 ] ダイアログボ ッ クスで、 ネ ッ ト を指定し た り、 他の設定を
変更できます。

ヒ ン ト ： 面取り図形のピンペアを作成し た場合、 2 つのパッ ドの中心 ( または
ピン位置座標 ) 間に配線を配置するのと同様にベタ を配置し た時、 またネ ッ ト
をベタに指定し た時、 未配線は更新されます。 また、 配線を面取り ベタに変換
する こ と も可能です。 面取り ベタは自動的にネ ッ ト に指定され、 未配線は元の
配線接続で更新されます。 詳細 ： 配線を面取り ベタ図形に変換。

例外 ： その設計の [ 実寸表示の最小線幅 ] オプシ ョ ンが、 図形の [ 外形線幅 ] よ り大
きい場合、 面取り図形は正しい線幅で表示されません。 図形は [ 外形線幅 ] の値よ り
も狭 く 表示されます。

関連 ト ピ ッ ク

面取り図形パラ メ ータの設定

面取り ベタ図形へ変換後に配線を復元

面取り図形パラ メ ータの設定
面取り図形のベタ形状を選択する と、 [ 面取り図形を追加 ] ダイアログボ ッ クスが
表示されます。 ベタ を設計に追加する前に、 面取り図形パラ メ ータ を設定し ます。

1. [ 外形線幅 ] ボ ッ クスに、 ベタ外形の線幅を入力し ます。

ヒ ン ト ： ベタは外形線と塗潰し で作成されるため、 外形線幅の値を非常に小さ
く する と、 鋭角を持つコーナーが作成できます。 コーナーを鋭角にするには値
を小さ く し、 丸 く するには値を大き く し ます。 全てのコーナーは、 外形線幅の
半分と等しい半径で丸められます。

2. [ 面取り図形幅 ] ボ ッ クスに、 ベタ図形の全体的な幅の値を入力し ます。

3. [ コーナー部の面取り比率 ] ボ ッ クスに、 面取り図形幅に対する面取り コー
ナーの比率を入力し ます。 比率が 1.0 の場合、 面取り コーナーの幅は面取り図
形と同じにな り ます。 面取り コーナーを さ らに狭 く する場合は、 この比率を小
さ く し ます。

4. 90 度よ り小さい角度のみ面取りするには、 設定角度以下のコーナーを面取り
処理チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。
または
設定角度以下のコーナーを面取り処理チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て、 90 ～ 180
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度の角度を入力し、 それよ り小さい角度は全て面取りするよ う指定し ます。
90 度よ り小さい外側のコーナーは常に面取り されます。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。

ベタ形状に固有のネ ッ ト 名を指定
ネ ッ ト リ ス ト とは関係な く ベタ形状に規則と プロパテ ィ を指定できる、 固有のネ ッ ト
名を指定するには、

1. 形状を選択 > 右ク リ ッ ク > ネ ッ ト を追加。

2. カス タムのネ ッ ト 名を指定するには、 入力済の新ネ ッ ト 名を ク リ ッ ク し て、
[ 新ネ ッ ト 名 ] ボ ッ クスにネ ッ ト 名を入力し ます。

別の方法 ： デフ ォル ト のネ ッ ト 名を使用するには、 自動発生新規ネ ッ ト 名を
ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 新規名称がネ ッ ト リ ス ト に追加されます。

ヒ ン ト ：

• ネ ッ ト 名の最大の長さは 47 文字です。 括弧 { }、 アス タ リ スク *、 スペース、
クエスチ ョ ンマーク (?)、 カ ンマ (,) を除 く 英数字を使用できます。

• この操作は回路図ロジ ッ クに影響し ないため、新規ネ ッ ト 名は ECO 操作と し て
記録されません。

• 選択し たベタ形状に既存のネ ッ ト 名を指定するには、 [ 作図項目のプロパテ ィ ]
ダイアログボ ッ クスを使用し ます。

関連 ト ピ ッ ク

自動ベタ領域の作成と塗潰し

自動ベタ と浮動銅箔領域で検索

選択領域の塗り潰しおよびハッ チ

自動ベタ塗潰しの優先順位を設定

ベタのカ ッ ト アウ ト を作成
ベタのカ ッ ト アウ ト は、 ベタ形状のカ ッ ト アウ ト ( 空洞部分 ) の作成に使用されます。
カ ッ ト アウ ト 作成には、 固定済みのベタ形状とベタ カ ッ ト アウ ト の合成が必要にな り
ます。

制限事項 ： カ ッ ト アウ ト では、 ベタ形状の外形線内には空洞部分を作成し ません。
外形線内に機能を作成するには、 多角形のカ ッ ト アウ ト を作成し て く だ さい。 
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必須事項 ：

• カ ッ ト アウ ト はベタ と同じ層に配置する必要があ り ます。

手順

カ ッ ト アウ ト はベタ形状の前に作成可能です。 また、 カ ッ ト アウ ト 作成前にベタ を
作る こ と も可能です。

1. 設計ツールバー > ベタのカ ッ ト アウ ト ボタ ン

2. ベタのカ ッ ト アウ ト 領域を作成し ます ( 複数可 )。 詳細 ： 作図オブジ ェ ク ト の
追加前に値を設定する。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューの形状を選択を ク リ ッ ク し、 形状を選択する選択フ ィ ルタ
を設定し ます。

ヒ ン ト ： ベタ形状内にカ ッ ト アウ ト が表示されていない場合は、 [ オプシ ョ ン ]
ダイアログボ ッ クスの [ 作図の各種定義 ] タ ブで、 ハッ チの表示を [ ハッ チな
し ] に設定し ます。 詳細 ： ハッ チの表示オプシ ョ ンの指定。

4. ボッ クスを ド ラ ッ グし て、 ベタ と カ ッ ト アウ ト ( 複数可 ) をグループ選択し ま
す。

別の方法 ： グループ選択ボ ッ クスのド ラ ッ グが行えない場合があ り ます。 その
よ う な場合はカ ッ ト アウ ト を ク リ ッ ク し て選択し ます。 通常、 ベタが最初に選
択されます。 カ ッ ト アウ ト が選択されるまで、 [ サイ クル ] ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。 複数のカ ッ ト アウ ト がある場合、 Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し て
ベタ を選択し、 次に [ サイ クル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て別のカ ッ ト アウ ト を選
択し ます。 さ らにカ ッ ト アウ ト を選択し てい く と、 前に選択し たカ ッ ト アウ ト
は選択済みの色では表示されませんが、 選択状態は維持されています。 最後
に、 Ctrl キーを押し ながら、 ベタ を ク リ ッ ク し て選択し ます。

5. 右ク リ ッ ク メ ニューから合成を選択し ます。 カ ッ ト アウ ト 領域内のベタが、
自動的に削除されます。

結果

期待通りの結果にな り ま し たか ?

• カ ッ ト アウ ト の移動や編集が必要な場合は、 先に合成解除する必要があ り ま
す。 詳細 ： 作図オブジ ェ ク ト の合成解除。

• ベタの移動や編集が必要ですか ? ベタ形状に対し て行う変更 ( 移動、回転、マイ
ターなど ) は合成されたカ ッ ト アウ ト にも影響し ます。
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Chapter 22
自動ベタ操作

自動ベタ領域の作成と塗潰し
自動ベタは、 銅箔面による接続を作成する もので、 ネ ッ ト 名を共有し ない配線やピン
からは絶縁されます。 ベタ外形線の内側を塗り潰し、 交差し ているピンや配線を自動
的によけてベタ領域を作成する こ とができます。 配線またはパッ ド に使われない電気
項目には、 固定ベタ を使用し ます。 PADS Layout では、 交差するピンや配線の周辺に
絶縁領域を自動的には作成し ません。 

重複する外形線

自動ベタの外形線が同一層で重複し ている場合、 PADS Layout では、 どち らが障害物
で、 どち らが障害物を迂回し ている ものかを判断できません。 矛盾を回避するため、
重複部分や共通部分は非ハッ チ領域と し て描画されます。 

関連 ト ピ ッ ク

ベタ形状に固有のネ ッ ト 名を指定

自動ベタ領域の作成と塗潰し

自動ベタ と浮動銅箔領域で検索

選択領域の塗り潰しおよびハッ チ

自動ベタ塗潰しの優先順位を設定

自動ベタ領域の作成と塗潰し
塗潰し機能を使用する と、 自動ベタ外形線の内側の領域がハッ チグ リ ッ ド で表示され
るベタ で塗潰されます。 塗潰しによ り、 自動ベタ外形線の内側にあっても同一ネ ッ ト
の一部分ではないベタ、 配線、 パッ ドの周辺に孤立領域が作成されます。 また、 同一
ネ ッ ト に属するピン周辺にサーマルリ リーフ結線も作成されます。 

自動ベタ領域の作成と塗潰し を行う には、

1. 間隙規則を使用し て、 個々のネ ッ ト の孤立エアギャ ッ プを設定するか、 全ネ ッ
ト のデフ ォル ト を設定し ます。

参照 ： 設計規則の設定

2. 作図ツールバーの自動ベタボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ベタ領域を定義し ます。
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3. ツールメ ニューのベタ マネージャ を ク リ ッ ク し て、 [ ベタ マネージャ ] ダイア
ログボッ クスを表示し ます。

4. [ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの塗潰し タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. 生成されたサーマルの寸法と形状のオプシ ョ ンを設定するには、 [ ベタ マネー
ジャ ] ダイアログボ ッ クスの設定を ク リ ッ ク し ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボッ クス [ サーマル ] タ ブが表示されます。 必要なオプシ ョ ンを設定し、 OK
を ク リ ッ ク し ます。

6. [ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスで開始を ク リ ッ ク し ます。 塗潰し中に
エラーが発生し た場合は、 therm.err フ ァ イルにレポー ト されます。 このフ ァ イ
ルは、 デフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ で自動的に表示されます。

ヒ ン ト ： PowerPCB1.1 と 1.3 では、 全層 ( 層 0) に表示されるベタ を作成できま し た。
1.5 以降のバージ ョ ンでは、 特定の層でベタ を作成する必要があ り ます。 全層を対象
に作成されたベタ を含むフ ァ イルを PowerPCB1.5 以降で開 く と、 ベタは層 1 に配置さ
れ、 移動された項目を示すエラー メ ッ セージが表示されます。 

関連 ト ピ ッ ク

ベタ形状に固有のネ ッ ト 名を指定

自動ベタ領域の作成と塗潰し

自動ベタ と浮動銅箔領域で検索

選択領域の塗り潰しおよびハッ チ

自動ベタ塗潰しの優先順位を設定

自動ベタ塗潰しの優先順位を設定
どの自動ベタ を最初に塗潰すかを決めるため、 各オブジ ェ ク ト に対し て自動ベタの塗
潰し優先順位を設定する必要があ り ます。 優先順位の番号が低いオブジ ェ ク ト は、 優
先順位の番号が高いオブジ ェ ク ト よ り も先に塗潰し されます。 異なる層にある自動ベ
タは個別に処理されます。

塗潰し優先順位を設定するには、

1. ベタ または内層接続領域の端点を選択 > 右ク リ ッ ク > 形状を選択。

2. オブジ ェ ク ト に、 1 番の優先順位 (0) を指定するには、 右ク リ ッ ク メ ニューの
前に移動を選択し ます。

結果 ： そのオブジ ェ ク ト が最初に塗潰され、 その上から他のオブジ ェ ク ト の塗
潰しは行われません。 [ 塗り潰し とハッ チを各種定義 ] ダイアログボ ッ クスに、
新たに設定された塗潰し優先順位が表示されます。

3. オブジ ェ ク ト に、 最後に塗潰すための順位 ( ～ 250) を指定するには、 右ク リ ッ
ク メ ニューの後に移動を選択し ます。 
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結果 ： 層上のベタ外形線の数を元に、 そのオブジ ェ ク ト に一番低い塗潰し優先
順位が与えられます。 例えば、 層上にベタ外形線が 6 つ存在する場合、 [ 後に
移動 ] によ り、 塗潰し優先順位は 6 番に設定されます。

オブジ ェ ク ト は一番最後に塗潰され、 その上から他のオブジ ェ ク ト の塗潰しが
行われる こ と もあ り ます。 

ヒ ン ト ： 新たに設定し た塗潰し優先順位は [ 塗り潰し とハッ チを各種定義 ]
ダイアログボ ッ クスで確認できます。 また、 ステータ スバーにも、 P:< 番号 >
のよ う に表示されます。

関連 ト ピ ッ ク

ベタや内層接続領域の設定の修正

禁止領域の使用

ベタ をネ ッ ト に指定
以下のいずれかの方法を使用し て、 ネ ッ ト にベタ を指定できます。

• ネ ッ ト に既存のベタ を指定

• 既存のベタ を別ネ ッ ト に指定

• 作図開始前に新規ベタ をネ ッ ト に指定

• 作図完了前に新規ベタ をネ ッ ト に指定

警告 ： ネ ッ ト に指定されたベタ を非電気層に移動する と、 ベタからの結線は削除され
ます。 結線を再指定するには、 ベタ を電気層に配置し て く だ さい。

ネ ッ ト に既存のベタ を指定

ネ ッ ト に既存のベタ を指定するには、 

1. 特定の配線層にベタ形状を作成も し く はベタ を作成し ます。

2. ベタ を選択し ( 複数可 )、 右ク リ ッ ク メ ニューから ク リ ッ ク し てネ ッ ト を指定
を選択し ます。

ヒ ン ト ： いずれかのベタが既にネ ッ ト に指定されている場合、 [ ク リ ッ ク し て
ネ ッ ト を指定 ] は使用できません。

3. ベタに指定し たいネ ッ ト 名を持つピン、 ビア、 配線、 ネ ッ ト 、 ベタ、 未配線
などの設計オブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： ベタに指定されたネ ッ ト 名がステータ スバーに表示されます。
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既存のベタ を別ネ ッ ト に指定

既存のベタ を別ネ ッ ト に指定するには、

1. ベタ を選択し ( 複数可 )、 右ク リ ッ ク メ ニューから プロパテ ィ を選択し ます。

2. ク リ ッ ク し てネ ッ ト を指定ボタ ンを ク リ ッ ク し、 ベタに指定し たいネ ッ ト 名を
持つピン、 ビア、 配線、 ネ ッ ト 、 ベタ、 または未配線を ク リ ッ ク し ます。

別の方法 ： [ ネ ッ ト ] リ ス ト でネ ッ ト を選択し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

作図開始前に新規ベタ をネ ッ ト に指定

作図を開始する前に、 新規ベタ をネ ッ ト に指定するには、

1. ベタに指定し たいネ ッ ト 上にある設計オブジ ェ ク ト ( ピン、 ビア、 配線、 ネ ッ
ト 、 ベタ、 未配線など ) を 1 つ選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの、 ベタ を追加するまたは自動ベタ を追加するを ク リ ッ ク
し ます。

ヒ ン ト ： 複数の設計オブジ ェ ク ト を選択し た場合、 [ ベタ を追加する ] および
[ 自動ベタ を追加する ] は使用できません。

3. 特定の配線層にベタ形状を作成も し く はベタ を作成し ます。

結果 ： ベタは、 選択し たオブジ ェ ク ト からネ ッ ト 名を継承し ます。

作図完了前に新規ベタ をネ ッ ト に指定

作図を完了する前に、 新規ベタ をネ ッ ト に指定するには、

1. 特定の配線層で、 ベタ形状を作成も し く はベタ を作成を開始し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの完了を ク リ ッ ク し ます。 [ 作図項目追加 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

ヒ ン ト ： ベタ完了時に [ 作図項目追加 ] ダイアログボ ッ クスを表示させた く な
い場合は、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 作図の各種定義 ] タ ブの
[ ベタ完成時にネ ッ ト 名を問い合わせる ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

3. ク リ ッ ク し てネ ッ ト を指定ボタ ンを ク リ ッ ク し、 ベタに指定し たいネ ッ ト 名を
持つピン、 ビア、 配線、 ネ ッ ト 、 ベタ、 または未配線を ク リ ッ ク し ます。

別の方法 ： [ ネ ッ ト ] リ ス ト でネ ッ ト を選択し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。
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Chapter 23
内層接続操作

分割または混在内層接続層の作成
以下に、 分割または混在内層接続層を作成するために必要な最小限の手順を記載
し ます。 各ステ ッ プでは、 詳細に関する他の参照項目についても記載し ています。

1. [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスの [ 分割 / 混在 ] オプシ ョ ンを選択し て、
層を分割 / 混在内層接続層と し て設定し ます。

参照 ： 層を分割 / 混在内層接続層に設定

2. [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスの [ ネ ッ ト 指定 ] ボタ ンを使用し て、
内層接続層にネ ッ ト ( 複数可 ) を指定し ます。

参照 ： ネ ッ ト 名の指定

3. 作図ツールバーのボタ ンを使用し て、 内層接続領域の作成、 内層接続領域
カ ッ ト アウ ト の作成、 内層接続層へネ ッ ト を設定し ます。

参照 ： 内層接続領域の作成

4. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ]
タ ブで、 サーマルおよび内層接続面の表示オプシ ョ ンを設定し ます。

参照 ： サーマル表示の制御

5. ベタ マネージャ を使用し て内層接続を塗潰し ます。

参照 ： 内層接続領域の塗潰し

関連 ト ピ ッ ク

分割 / 混在内層接続層にネ ッ ト を指定

層を分割 / 混在内層接続層に設定

サーマルの設定

内層接続面の分割

内層接続領域の作成
内層接続領域は、 閉鎖型で自己交差のない多角形で、 電源やグラウン ドのよ う な一般
的に必要と なるネ ッ ト へアクセス し ています。 内層接続領域は、 1 つの設計に複数含
まれる こ と もあ り ます。 内層接続面は、 通常その内層接続専用の内層に配置し ます
が、 外層に配置する こ と もできます。 内層接続領域はその領域が存在する層全体また
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は一部を専有し ます。 それぞれ異なるネ ッ ト に対し て機能する複数の部分的な内層
接続が、 一つの層を専有する こ と もあ り ます。 これら を分割内層接続と言います。 

自動ベタ で定義される内層接続領域では、 内層接続領域が配線で分割されて接続性が
損なわれない限り、 内層接続領域を横断する配線と ビアが隔離されている こ とがあ り
ます。

内層接続領域は、 作図ツールを使って手動で作成する こ と も、 [ 内層接続領域を作成 ]
を使い、 基板外形線をガイ ド と し て自動で作成する こ と もできます。 層を分割 / 混在
内層接続層と し て設定し、 ネ ッ ト をその内層接続層に指定し た後で、 内層接続領域を
追加する こ とができます。 

ヒ ン ト ： 内層接続領域は、 分割 / 混在内層接続層と し て設定された層セ ッ ト にのみ
作成できます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「分割銅箔面」

内層接続領域の手動作成
作図ツールで 2D ラ イ ンを作成するのと同様に、 領域の各コーナーを定義する こ と で
内層接続領域を作成できます。 作図ツールバーの [ 内層接続領域 ] ボタ ンを使用し て、
内層接続領域を手動で作成するには、

1. ツールバーの [ 層 ] リ ス ト でアクテ ィ ブな層を分割 / 混在内層接続層と し て
設定し ます。

2. 作図ツールバーの内層接続領域ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. ク リ ッ ク し て、 内層接続領域の開始位置を指定し ます。

4. コーナーの指定を続け、 内層接続領域を定義し ます。

5. 開始位置をダブルク リ ッ ク し て、 閉鎖された領域を作成し ます。

内層接続領域の自動作成
基板外形線の形状を コ ピーし て内層接続領域を作成できます。 外形線を縮小し た形状
が生成され、 その基板外形線内に存在するマイ ターまたは小さ な ノ ッ チが含まれす。
基板外形線をガイ ド と し て使用し、 内層接続領域を自動的に作成するには、

1. ツールバーの [ 層 ] リ ス ト でアクテ ィ ブな層を分割 / 混在内層接続層と し て
設定し ます。 

2. 基板外形線を選択し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから内層接続領域を作成を選択し ます。 



内層接続操作
内層接続領域へのネ ッ ト の関連付け

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 489

4. [ 選択されたポリ ゴンにネ ッ ト 名を指定 ] ダイアログボ ッ クスで、 内層接続領
域と関連付けるネ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。 な し を ク リ ッ ク し て、 後でネ ッ ト を
関連付ける こ と もできます。

ヒ ン ト ： [ 内層接続領域を作成 ] を使用する際、 多角形が自己交差し ている こ と を示
すエラー メ ッ セージが表示される場合があ り ます。 生成される内層接続領域は、 外形
線を縮小し たものと な り ます。 基板外形線内の小さ なマイ ターと ノ ッ チの両方または
いずれかは、 指定し た線幅を使用し てよ り小さ く 作成するのが不可能な場合があ り ま
す。 多 く の場合、 基板外形線と内層接続間の間隔を小さ く する こ と で、 このエラーは
解消されます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 分割内層接続層 / 混在内層接続
層 ] タ ブにある、 [ 自動分割間隙 ] の値を大き く 設定し ます。 または、 内層接続領域の
線幅を小さ く するのも有効です。 ただ し、 内層接続の全面塗潰し を維持するため、 ベ
タハッ チグ リ ッ ド も小さ く する必要があるため、 この方法は推奨し てお り ません。 線
幅を大幅に小さ く する と、 塗潰し ラ イ ンを多 く 生成し た場合に メ モ リ を多 く 消費し、
処理も遅 く な り ます。

内層接続領域へのネ ッ ト の関連付け
以下の場合、 [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 内層接続面に
ネ ッ ト を関連付けます。  

• [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスでネ ッ ト を内層接続面に指定する前に、
内層接続領域を作成し た場合。  

• 内層接続領域を分割する際、 [ 選択されたポリ ゴンにネ ッ ト 名を指定 ] ダイアロ
グボッ クスで [ な し ] を選択し た場合。

• 内層接続領域に異なるネ ッ ト を関連付けたい場合。  

内層接続領域へネ ッ ト を関連付けるには、

1. 内層接続領域の外形線を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから プロパテ ィ を選択し ます。

3. ネ ッ ト リ ス ト でネ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

分割 / 混在内層接続層にネ ッ ト を指定
[ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスの [ ネ ッ ト 指定 ] を使用し て、 分割 / 混在内層
接続層にネ ッ ト ( 複数可 ) を指定し ます。

1. 設定メ ニュー > 層構成を定義 > 分割 / 混在内層接続層を選択 > ネ ッ ト 指定
ボタ ン

2. 全ネ ッ ト リ ス ト でネ ッ ト を選択し ます。
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3. 追加を ク リ ッ ク し、 ネ ッ ト を [ 指定済ネ ッ ト ] リ ス ト に移動し ます。

4. 手順 2 と 3 を繰り返し、 ネ ッ ト の関連付けを続けます。

5. OK を ク リ ッ ク し、 [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

6. OK を ク リ ッ ク し、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。 

ネ ッ ト 指定時に、 そのネ ッ ト の内層接続領域多角形を作成する こ とができますが、
後で作成する こ と も可能です。 ネ ッ ト 指定時に作成し た場合、 ネ ッ ト に関連付けられ
たパッ ドが適切な多角形内にある場合、 サーマルイ ンジケータ を得ます。

1 つのネ ッ ト を必要なだけの数の層に指定する こ とができます。

関連 ト ピ ッ ク

分割または混在内層接続層の作成

層を分割 / 混在内層接続層に設定

サーマルの設定

内層接続面の分割

サーマル表示の制御
[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブを使用
し て、 サーマル情報の表示を コ ン ト ロールし ます。 すべてのサーマル情報を表示し塗
り潰された状態で内層接続面を表示、 またはサーマルイ ンジケータのみを表示する こ
とができます。 

参照 ： 内層接続サーマル属性の指定

サーマルと アンチパッ ドの間隙の詳細を見るには、 [ 一般設定 ] タ ブにある [ 会話層を
最前面表示 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスが ON で、 現在
の層が分割 / 混在内層接続層である場合、 パッ ドやビア形状内の小さい外形線が表示
される状態にな り ます。 サーマル表示プロパテ ィ が正し く 設定されている場合、 サー
マルグラ フ ィ ッ クが、 その内層接続ネ ッ ト に属する全てのピン と ビアで表示されま
す。

内層接続領域の塗潰し
内層接続領域を設定、 定義し た後で、 内層接続層を塗潰しする こ とができます。 この
処理は、 自動ベタ外形線の塗潰し と似ています。 

1. ツールメ ニュー > ベタ マネージャ  > 内層接続層へ接続タ ブ。

参照 ： [ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの使用

2. リ ス ト から層を選択するか、 全選択を選択し て全層を生成し ます。
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3. 開始を ク リ ッ ク し ます。

結果

内層接続層が塗潰され、 全ての内層接続データが表示されます。 

期待通りの結果にな り ませんで し たか ?

• 内層接続層が塗潰されなかった場合、 内層接続領域塗潰しの ト ラ ブルシュー
テ ィ ングをご覧 く だ さい。

• 内層接続層の塗潰しは行われても、 サーマルリ リーフエラーレポー ト
(therm.err) が表示された場合、 サーマル結果の ト ラ ブルシューテ ィ ングをご覧
く だ さい。

ヒ ン ト ： 

• ネガモー ド でデータ を見るには、 モー ド レスコ マン ド C を使用し ます。 

• サーマルまたは内層接続多角形の外形線のみを表示するには、 [ オプシ ョ ン ]
ダイアログボ ッ クスの [ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブで設定し ます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「分割銅箔面」

関連 ト ピ ッ ク

ベタ形状に固有のネ ッ ト 名を指定

自動ベタ と浮動銅箔領域で検索

選択領域の塗り潰しおよびハッ チ

自動ベタ塗潰しの優先順位を設定

システムプロンプ ト による内層接続領域の塗潰し
内層接続面領域を塗潰しするよ う、 システムがプロンプ ト する場合があ り ます。

設計検証

[ ツール ] メ ニュー >[ 設計検証 ] を使用し て内層接続の検査を行う際、 間隙と結線状
況の検査を行う よ う設定し ていた場合、 設定が正しいかど うかが検査され、 ( ネ ッ ト
が 1 つのみ指定されている場合 ) 内層接続領域が作成され、 必要に応じ て、 内層接続
面の自動塗潰しのプロンプ ト が表示されます。 

参照 ： 設計検証

CAM の実行

分割 / 混在内層接続層上で CAM を実行する と、 設定が正しいかど うかが検査され、
必要に応じ て内層接続領域が作成され、 内層接続面の自動塗潰しのプロンプ ト が表示
されます。 
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参照 ： 出力の作成

内層接続領域塗潰しの ト ラ ブルシューテ ィ ング
以下の場合、 内層接続領域の塗潰しが行えないこ とがあ り ます ：

1. 内層接続領域に同一ネ ッ ト のパッ ドが 1 つも配置されていない場合。 最低でも
1 つは同一ネ ッ ト のパッ ド を内層接続領域に配置し て く だ さい。

2. 内層接続領域に ド リル済みパッ ドが 1 つも配置されていない場合。 通常、 非ド
リルパッ ドは、 デフ ォル ト では内層接続サーマルプロパテ ィ が有効になってい
ません。 非ド リルパッ ドの内層接続サーマルプロパテ ィ を有効にし て、 サーマ
ルで内層接続面に接続できるよ う にし ます。 パッ ド を選択し て ( 複数可 )、 右
ク リ ッ ク メ ニューから [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 [ ピンのプロパテ ィ ] ダイ
アログボ ッ クスで、 [ 内層接続サーマル ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 こ
れによ り、 層と ネ ッ ト に基づき、 どのピンが内層接続サーマルを得るべきか再
検査されます。

3. 内層接続領域内に配置されたパッ ドやビアの内層接続サーマルプロパテ ィ が有
効になっていない場合。 パッ ド と ビアの内層接続サーマルプロパテ ィ を有効に
し て、 サーマルで内層接続面に接続できるよ う にし ます。 パッ ド を選択し て
( 複数可 )、 右ク リ ッ ク メ ニューから [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 [ ピンのプ
ロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスで、 [ 内層接続サーマル ] チ ェ ッ クボッ クスを選
択し ます。 これによ り、 層と ネ ッ ト に基づき、 どのピン と ビアが内層接続サー
マルを得るべきか再検査されます。 ビアに対し ても、 この手順を繰り返し ま
す。

4. 内層接続面を作成し た層が分割 / 混在内層と し て定義されていない、 また、 内
層接続領域に指定し たネ ッ ト がその層に対し て割り当てられていない場合。 こ
の両方またはいずれかに該当する場合。 層が分割 / 混在内層と し て定義されて
いる こ と を確認し、 ネ ッ ト をその層に割り当てて く だ さい。

5. 定義された内層接続領域がない場合。 内層接続領域の外形線が表示されている
こ と を確認し て く だ さい。

6. 複数の内層接続領域が交差または重複し ている場合。 必ず内層接続面の内の
1 つが他に優先する必要があ り、 他の内層接続面のカ ッ ト アウ ト を作成する
必要があ り ます。 [ ツール ] メ ニュー > オプシ ョ ン >[ 分割内層接続層 / 混在内
層接続層 ] タ ブにある、 [ 内層接続領域追加時に間隙を自動作成 ] オプシ ョ ンを
選択する と有効な場合があ り ます。 内層接続の塗潰し優先度の設定について
は、 ベタや内層接続領域の設定の修正の 「塗潰し優先順位」 をご覧 く だ さい。
塗潰し優先順位については、 入れ子になった内側の内層接続面には低い番号
( 数字 ) を、 外側の内層接続面には大きい番号 ( 数字 ) を設定する必要があ り ま
す。
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7. 塗潰し済みの内層接続領域の外形線を変更し た場合。 外形線の形状を変更する
前に、 モー ド レスコ マン ド SPO を使用し て、 内層接続領域を内層接続面の外
形線に戻し て く だ さい。

8. 内層接続の埋め込み / 入れ子を行った場合。 一番大きな内層接続面を先に作成
し てから、 内側の小さ な内層接続面を作成する必要があ り ます。 ([ ツール ] メ
ニュー > オプシ ョ ン >[ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブ > の [ 内層接続
領域追加時に間隙を自動作成 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ている限り、 適切な
塗潰し優先順位が自動的に指定され、 大きい方の分割内層接続面内に必要な内
層接続領域が作成されます。 )
[ 内層接続領域追加時に間隙を自動作成 ] オプシ ョ ンが選択されていない場合
や、 内側の内層接続領域を先に作成し て し ま った場合は、 内層接続面の塗潰し
優先順位の値に競合が起き、 塗潰しが行えません。 内層接続領域の塗潰し を行
う順序を決定し、 それに応じ て塗潰し優先順位を設定する必要があ り ます。 内
層接続面の塗潰し優先度の設定については、 ベタや内層接続領域の設定の修正
の 「塗潰し優先順位」 をご覧 く だ さい。 内側の内層接続面が 1 つしかない場合
は、 高い優先順位を簡単に設定できる方法があ り ます。 モー ド レスコ マン ド
SPO を使用し て、 内層接続面を外形線モー ド に戻し ます。 内層接続領域の形状
を選択し て、 右ク リ ッ ク メ ニューの [ 前に移動 ] を選択し ます。 新たな塗潰し
優先順位が認識され、 内層接続領域が塗潰されます。

9. 自動ベタ ツールを使用し て内層接続領域を作成し た場合。 内層接続領域は、
内層接続領域ツールを使用し て作成する必要があ り ます。

10. 配線やピンがあるため、 同一ネ ッ ト のパッ ド に塗潰しが接続できない場合。 現
在の線幅とグ リ ッ ド設定で、 塗潰しのためのスペースを空け、 同一ネ ッ ト の少
な く と も 1 つのパッ ドがサーマルと接触するよ う にし ます。

11. 最小ハッ チ領域の設定が大きすぎる場合。 [ ツール ] メ ニュー > オプシ ョ ン >
[ 作図の各種定義 ] タ ブの [ 最小ハッ チ領域 ] の値が、 内層接続領域の寸法を超
えていないこ と を確認し ます。

12. 禁止領域によ って内層接続領域が禁止されている場合。 全層の禁止領域に色を
指定し、 その場所と層において自動ベタ と内層接続領域が禁止されていないこ
と を確認し て く だ さい。

13. 塗潰し を非表示にし た場合。 塗潰し を表示するよ う設定し て く だ さい。 [ ツー
ル ] メ ニュー > オプシ ョ ン > [ 作図の各種定義 ] タ ブの [ ハッ チ表示 ] 領域で、
[ ハッ チな し ] ではな く [ 通常 ] を選択し ます。

14. サーマルオプシ ョ ンで [ 無接続 ] が設定されている場合。 ド リル有り / 無し
パッ ド に対し、 90°方向、 45°方向、 重ね塗潰しのいずれかの設定を し て く だ
さい。 [ ツール ] メ ニュー > オプシ ョ ン > [ サーマル ] タ ブで、 パッ ドのデフ ォ
ル ト サーマル形式を設定し ます。

15. 内層接続領域内にある同一ネ ッ ト の使用可能なパッ ドが全て配線済みである場
合。 ベタ または内層接続領域と同一名のネ ッ ト が既に配線済みの場合、 [ ツー
ル ] メ ニュー > オプシ ョ ン > [ サーマル ] タ ブ >[ 配線済パッ ドサーマル ]
チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている こ と を確認 く だ さい。
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16. 内層接続領域が分割 / 混在でない層に定義されている場合。 内層接続領域は分
割 / 混在層に配置し て く だ さい。

ヒ ン ト ： 分割内層接続層の塗潰しには、 ツール > ベタ マネージャ > [ 内層接続層へ接
続 ] の使用を推奨し ます。

サーマル結果の ト ラ ブルシューテ ィ ング
内層接続領域の塗潰し ( 塗潰し / ベタ ) の際に、 デフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ で
サーマルリ リーフエラーレポー ト (therm.err) が表示される場合があ り ます。 内層接続
領域内のパッ ドが、 [ ツール ] メ ニュー > オプシ ョ ン > [ サーマル ] タ ブで設定し た最
小スポーク数を得られなかった場合に、 このフ ァ イルが表示されます。

サーマルリ リーフエラーレポー ト

レポー ト セクシ ョ ンには、 100% も し く は 50% よ り小さいサーマル拡散係数があるか
ど うか記載されます。 各セクシ ョ ンの下には、 ( 実装部品パッ ドの場合 ) 参照名と ピ
ン番号、 パッ ドの位置座標、 実際に生成されたサーマルスポーク数が表示されます。
例 ：

Drilled pads with
less than 50% thermal extensions

Report of Thermal Spokes Generator

On Primary Component Side:

J1.5 (455, 650) # = 2

これは、 参照名 JI の 5 番ピン ( 位置座標 455、 650) にサーマルスポークが 2 つしか生
成されなかったこ と を表し ています。 この場合、 必要なサーマルスポーク数は 4 以上
です。 十分なサーマルスポーク数が得られなかったこ とには、 様々な理由が考えられ
ます。 配線がパッ ド に近すぎて間隙に問題があった り、 自動ベタや内層接続領域の外
形線幅とハッ チグ リ ッ ドが大きすぎて、 実装部品ピン間をベタ で塗潰し できない、 な
どです。

サーマル結果の説明

• サーマルスポークが 1 つも生成されなかったパッ ドやビアが数多 く ある場合、
塗潰されていない内層接続面が存在する可能性があ り ます。 詳細 ： 内層接続領
域塗潰しの ト ラ ブルシューテ ィ ング

• サーマルスポークが 1 つも生成されなかったパッ ドやビアの数は少な く 、 サー
マルスポーク生成の妨げと なる原因が特にない場合、 これらのパッ ドやビアの
内層接続サーマルプロパテ ィ が有効になっていない可能性があ り ます。 パッ ド
と ビアの内層接続サーマルプロパテ ィ を有効にし て、 サーマルで内層接続面に
接続できるよ う にし ます。 パッ ド を選択し て ( 複数可 )、 右ク リ ッ ク メ ニュー
から [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 [ ピンのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
で、 [ 内層接続サーマル ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 これによ り、 層と
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ネ ッ ト に基づき、 どのピン と ビアが内層接続サーマルを得るべきか再検査され
ます。 ビアに対し ても、 この手順を繰り返し ます。

内層接続面の分割
内層接続面の分割には、 以下の 3 通りの推奨方法があ り ます。  

• 作図ツールバーの [ 内層接続領域 ] ボタ ンを使用。

a. 作図ツールバーの内層接続領域ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

b. 内層接続領域を作成するよ う に、 正方形、 円、 長方形などの閉鎖された
多角形を作成し ます。 

参照 ： 内層接続領域の作成

c. この内層接続領域にネ ッ ト を関連付けます。

ヒ ン ト ： 分割 / 混在内層接続層に指定されたネ ッ ト のみ関連付けできます。 

• [ 自動分割 ] を使用し て、 1 つの内層接続領域を 2 つに分割するパスを作成。 

参照 ： 内層接続領域の自動分割

• 内層接続領域内に別の内層接続領域を埋め込み。 

参照 ： 埋め込み内層接続面の作成

内層接続領域の自動分割
[ 自動分割 ] ボタ ンを使用し て、 1 つの内層接続領域を新たな 2 つの内層接続領域に分
割し ます。 [ 自動分割 ] を使用し て、 内層接続領域の片側から同じ領域の反対側へパ
スを引きます。 このパスによ り、 新たな 2 つの内層接続領域間の分割の中心が定義さ
れ、 内層接続領域が 2 つの異なる形状に分離されます。 

[ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブの [ 自動分割間隙 ] オプシ ョ ンで、 2 つの内
層接続面の間隔を設定し ます。

必須事項 ： 分割線の開始点と終了点は、 同じ内層接続領域多角形内にある必要があ り
ます。

内層接続領域を自動的に分割するには、

1. 標準ツールバーの層リ ス ト で分割 / 混在内層接続層を ク リ ッ ク し ます。

2. オブジ ェ ク ト モー ドの場合は、 内層接続領域の一辺を選択し、 右ク リ ッ ク
メ ニューから自動分割を選択し ます。 選択し た位置が分割の開始点と な り ま
す。
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動詞モー ドの場合、 標準ツールバーの作図ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し、
作図ツールバーの自動分割ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 次に、 内層接続領域多角
形の境界線上でク リ ッ ク し、 開始位置を指定し ます。

3. コーナーがある場合はク リ ッ クでコーナーを示し、 分割線を定義し て下さい。

4. 内層接続領域の外形線上でダブルク リ ッ ク し て、 自動分割コ マン ド を完了させ
ます。 [ 選択されたポリ ゴンにネ ッ ト 名を指定 ] ダイアログボ ッ クスが表示さ
れ、 新たな内層接続領域の内の 1 つが自動的に選択されます。 

5. 既存ネ ッ ト を選択領域でネ ッ ト を ク リ ッ クする と、 選択されている内層接続領
域にそのネ ッ ト が指定されます。 この操作によ り ネ ッ ト が指定される と、 この
内層接続領域の選択が解除され、 も う一方の領域が選択状態にな り ます。 この
領域に割り当てるネ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。 これによ り ネ ッ ト が指定され、 こ
の内層接続領域の選択が解除され、 ダイアログボ ッ クスが閉じ ます。

ヒ ン ト ：

• 多角形の端にそれぞれ存在する、 最低 2 つのコーナーを備えている必要があ り
ます。 備えていない場合には、 「コーナーの数が足り ません 」 とい う メ ッ セー
ジが表示されます。  

• 自動分割パスのいずれのコーナーも、 多角形の内側に存在し ている必要があ り
ます。 そ う でない場合、 「全コーナーは内層接続領域ポリ ゴン内にある必要が
あ り ます」 とい う メ ッ セージが表示されます。  

• 自動分割パスのいずれの線分も、 多角形の内側に存在し ている必要があ り ま
す。 そ う でない場合、 「全線分は内層接続領域ポリ ゴン内にある必要があ り ま
す」 とい う メ ッ セージが表示されます。  

• 「ポリ ゴン #1 を縮小できません」 または 「ポリ ゴン #2 を縮小できません」 とい
う メ ッ セージが表示される場合は、 新規に作成された多角形それぞれの線幅を
半分に減ら し ます。 これは、 操作中に ( おそら く 自己交差 ) エラーが起こ った
こ と を示し ています。

埋め込み内層接続面の作成
下記のいずれかの方法を使用し て、 内層接続面を埋め込む ( も し く は、 内層接続領域
内に別の内層接続領域を作成する ) こ とができます。  

• 最も外側の領域から最も内側の領域へ向かって作業し ます。 そ う する こ とによ
り、 すべての領域に対し、 予定し た通りの塗潰しが行えます。 

a. 「内層接続領域の作成」 の説明に従って内層接続領域を描画し、 最も外側の
内層接続領域を作成し ます。

b. 作図ツールバーの内層接続領域ボタ ンを使用し て、 内側の内層接続領域を
作成し ます。   
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c. その層の全ての埋め込み内層接続面が定義されるまで、 内層接続領域の入
れ子を続けます。

ヒ ン ト ： 埋め込み内層接続面は自動的に手前に送られ、 正し く 塗潰しが行われます。
塗潰しの優先順位を変更するには、 「ベタや内層接続領域の設定の修正」 をご覧 く だ
さい。

• 最も外側の内層接続領域よ り も先に最も内側の内層接続面が描画された場合、
正しい塗潰しが行われません。 塗潰しの優先順位を指定し、 すべての埋め込み
内層接続面の境界線周辺に内層接続領域カ ッ ト アウ ト を作成する必要があ り ま
す。 また、 これらのカ ッ ト アウ ト を外側の内層接続領域に合成する必要があ り
ます。

内層接続面の塗潰し を確実に行う には、

a. 埋め込み内層接続面を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの前に移動を選択し ま
す。

b. すべての埋め込み内層接続領域の外側境界線上に、 内層接続領域カ ッ ト
アウ ト を作成し ます。

参照 ： 内層接続カ ッ ト アウ ト の作成

c. カ ッ ト アウ ト 多角形の形状を選択し ます。

d. Ctrl キーを押し ながら、 外側から 2 番目の内層接続領域を選択し ます。

e. 右ク リ ッ ク メ ニューから合成を選択し ます。

内層接続カ ッ ト アウ ト の作成
内層接続のカ ッ ト アウ ト は閉鎖型の自己交差し ない多角形で、 内層接続領域内の空洞
部分を定義し ます。 内層接続領域を確認し たら、 作図ツールバーの [ 内層接続領域を
カ ッ ト アウ ト ] ボタ ンを使用し て、 内層接続面に空洞部分を追加し ます。

1. 標準ツールバーの層リ ス ト で混在内層接続層を ク リ ッ ク し ます。

2. 作図ツールバーの内層接続領域を カ ッ ト アウ ト ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. ク リ ッ ク し て、 内層接続カ ッ ト アウ ト の開始位置を指定し ます。

4. コーナーの指定を続け、 内層接続領域を定義し ます。

5. 開始位置をダブルク リ ッ ク し て、 領域を閉じ ます。

ベタや内層接続領域の設定の修正
[ 塗り潰し とハッ チを各種定義 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 自動ベタや分割 /
混在内層接続層領域の独自の表示設定を行います。
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ヒ ン ト ： 独自の表示設定を行う前に、 ベタ または内層接続領域の外形線を表示させる
必要があ り ます。 自動ベタ領域の場合は、 領域を選択し、 モー ド レスコ マン ド PO を
使用し ます。 分割 / 混在内層接続層領域の場合は、 モー ド レス コマン ド SPO を使用し
ます。

1. ベタ または内層接続領域の端点を選択 > 右ク リ ッ ク > 形状を選択 > 右ク リ ッ ク
> プロパテ ィ 。

2. [ 作図項目のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスでオプシ ョ ンボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。

3. [ 塗り潰し とハッ チを各種定義 ] ダイアログボ ッ クスでデフ ォル ト チ ェ ッ ク
ボッ クスを OFF にし、 ハッ チ設定を行います。 以下のよ う に変更を行います。

• ハッ チラ イ ン間の距離を変更するには、 ハッ チグ リ ッ ド  ボ ッ クスに値を
入力し ます。

• 円弧コーナーの分解能を変更するには、 [ 円滑化半径 ] ボ ッ クスに値を入力
し ます。 この値を大き く する と、 よ り円滑な、 丸みを帯びたコーナーと な
り ます。

• ハッ チラ イ ンの方向を変更するには、[ ハッ チ方向 ] 領域で希望のオプシ ョ ン
を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： これらのデフ ォル ト 設定は、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの
[ 作図の各種定義 ] タ ブで設定し た内容と な り ます。

参照 ： オプシ ョ ン設定

4. 同一ネ ッ ト の一部である分割 / 混在内層接続層内の任意のビアを塗潰しするに
は、 ビア重ね塗潰し チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： 

• この設定を変更し、 選択し たオブジ ェ ク ト に対し て適用する と、 これが
新規に作成される内層接続領域および自動ベタに対するデフ ォル ト 設定
と な り ます。 ( 選択し たオブジ ェ ク ト を除 く ) 既存のオブジ ェ ク ト には
適用されません。

• ビア重ね塗潰し を行う と、 サーマルリ リーフエラーレポー ト である
therm.err フ ァ イルが作成され、 デフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ で自動的
に表示されます。 このレポー ト には、 [ サーマル ] タ ブで設定し たもの
とは異なる塗潰し設定を使用するビアが記載されます。

5. 基板とベタ間の間隙設定を無視し、 基板領域の外側を自動ベタ で塗潰す場合
は、 基板外形の間隙値を無視するチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

6. [ 塗潰し優先順位 ] ボ ッ クスに 0 ～ 250 の値を入力し、 選択し たオブジ ェ ク ト
に対し て自動ベタの塗潰し優先順位を指定し ます。 優先順位の番号 ( 数字 ) が
低いオブジ ェ ク ト は、 優先順位の番号 ( 数字 ) が高いオブジ ェ ク ト よ り も先に
塗潰し されます。 異なる層にある自動ベタは、 個別に処理されます。
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ヒ ン ト ： 埋め込み内層接続面を作成し た場合、 内側にある小さい方の内層接続
面は、 外側の大きな内層接続面よ り も優先順位の番号が低 く な く てはいけませ
ん。 この番号を大き く する と、 内側の内層接続領域が外側の内層接続領域に
よ って塗潰されて し まいます。

参照 ： 埋め込み内層接続面の作成

7. OK を ク リ ッ ク し ます。

8. はいを ク リ ッ ク し て、 その領域を塗潰し ます。

結果 ： 選択し た領域が塗潰され、 [ 塗り潰し とハッ チを各種定義 ] ダイアログ
ボッ クスが閉じ ます。 [ 作図項目のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスのオプ
シ ョ ンは使用できな く な り ます。

関連 ト ピ ッ ク

自動ベタ塗潰しの優先順位を設定

禁止領域の使用

内層接続サーマル属性の指定
層を分割 / 混在内層接続層と し て指定する と、 設計内の全てのパッ ド ス タ ッ クに自動
的にサーマル設定が指定されます。 ピンのプロパテ ィ 、 ビアのプロパテ ィ 、 ジャ ンパ
ピンのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスの [ 内層接続サーマル ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選
択し て、 そのパッ ド ス タ ッ クが適正なサーマル候補であるかど うかを決定し ます。
パッ ド ス タ ッ クの層上にいかなる形式のサーマルリ リーフ も希望し ない場合は、 [ 内
層接続サーマル ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。 

ヒ ン ト ：

• パッ ドの内層接続サーマル属性は、 内層接続上のパッ ドがサーマル候補である
かど うかを決定し ます。 分割 / 混在内層接続面では、 未配線はこの目的では使
用されません。 各パッ ドは、 各層について個別のサーマル属性を持ちます。 

• 自動ベタ形状では、 パッ ドがサーマル候補であるかを決定するために未配線が
使用されます。 分割 / 混在内層接続上の内層接続領域多角形を使用し て、 内層
接続サーマル属性を使用するサーマルを制御し ます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「サーマル生成」 

関連 ト ピ ッ ク

サーマルの設定

サーマル表示の制御
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塗潰しパッ ドの作成
分割 / 混在内層接続層上の実装部品パッ ドの塗潰しパッ ド を作成するには、

1. 設定メ ニュー > パッ ド ス タ ッ ク。

2. 部品形状リ ス ト で部品形状を選択し、 パッ ド形状リ ス ト でサーマルを選択し ま
す。

3. 形状 ： 寸法 ： 層リ ス ト から、 分割 / 混在内層接続層と設定されている内層を
選択し ます。 

4. 円または正方形ボタ ンのいずれかを ク リ ッ ク し て、 形状を指定し ます。

5. 内径と外径を同じ値 (50 ミ ルなど ) に設定し ます。

6. はいを ク リ ッ クする と、 選択し た実装部品またはこの部品形状を使用し ている
全実装部品に、 この部品の更新が適用されます。 

7. 上記手順を繰り返し、 その他の部品形状の塗潰しパッ ド も作成できます。

ビアやジャ ンパパッ ド については、 塗潰し設定は形式ご とに保存されます。 塗潰し
定義に必要であればビア形式を新規作成し てから、 上記手順に従って く だ さい。

ヒ ン ト ： 自動ベタや分割 / 混在内層接続領域内のビアは、 [ 塗り潰し とハッ チを各種
定義 ] ダイアログボ ッ クスを使って塗潰すこ とができます。 

参照 ： ベタや内層接続領域の設定の修正

内層接続データの破棄
内層接続データ を破棄するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 分割内層接続層 / 混在内層接続層タ ブ。

2. PCB フ ァ イルに保存領域で内層接続多角形外形線を選択し、 OK を ク リ ッ ク
し ます。

3. ツールメ ニューからベタ マネージャ を開き、 内層接続領域を塗潰し または接続
し ます。

4. 設計を保存し ます。 [ 内層接続データ を破棄 ] ダイアログボ ッ クスが表示され
ます。

5. 内層接続多角形のみを保存するには、 進行を ク リ ッ ク し ます。 全内層接続デー
タ を保存し、 今後の保存時のために設定を変更するには、 全保存を ク リ ッ ク し
ます。
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内層接続面に接続済みのパッ ドの結線を表示
分割 / 混在内層接続面へ指定されたネ ッ ト の、 2 つのピンペア間の結線の表示 / 非表
示を切り替える こ とができます。 

参照 ： 「ネ ッ ト を表示」 ダイアログボ ッ クス

既存の設計を分割内層接続層の設計に変換 
以前の方法で分割内層接続面を定義し ていても、 PowerPCB2.0 以降バージ ョ ンの分割
/ 混在内層接続面に簡単に変換する こ とができます。 変換の方法は、 元の作成方法に
よ って多少異な り ます。 変換方法については、 下記から該当する ものを選択し て く だ
さい。

• 2D ラ イ ンやベタ ラ イ ンで分割された内層接続面の変換

• 内層接続層上のベタ多角形を使用し て定義された内層接続面の変換

• 自動ベタ多角形で定義された内層接続面の変換

2D ラ イ ンやベタ ラ イ ンで分割された内層接続面の変換

層にラ イ ンオブジ ェ ク ト を追加し て、 内層接続領域間の分割を表すよ う に内層接続面
を定義し た場合、 分割内層接続多角形を以下のよ う に作成し ます。  

1. 層を分割 / 混在内層接続層形式に指定し ます。

2. 内層接続ネ ッ ト 指定を検証し ます。

3. 内層接続多角形を定義し ます。

4. 既存の 2D ラ イ ンやベタ ラ イ ンが必要でない場合は削除し て下さい。  

層を分割 / 混在内層接続形式と し て指定 
層形式を分割内層接続層から分割 / 混在内層接続層へ変更し ます。

1. 設定メ ニューの層構成を定義を ク リ ッ ク し ます。 [ 層構成を定義 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

2. 層リ ス ト で層を ク リ ッ ク し、 内層銅箔面形式領域で分割 / 混在を選択し ます。

内層接続ネ ッ ト 指定の検証

それぞれの分割 / 混在内層接続層について、 内層接続ネ ッ ト 指定を検査し ます。  

1. [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 リ ス ト の分割 / 混在層を ク リ ッ ク し、
ネ ッ ト 指定を ク リ ッ ク し ます。
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2. 全ネ ッ ト リ ス ト でネ ッ ト を ク リ ッ ク し、 追加を ク リ ッ クする と、 そのネ ッ ト が
関連付けられます。

3. OK を ク リ ッ ク し て、 [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスを閉じ、 変更
を適用し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し て、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスを閉じ、 変更を適用
し ます。

内層接続多角形の定義

「内層接続領域の作成」 と 「内層接続領域の自動分割」 で説明する コ マン ド を使用し
て、 元の分割で定義された領域と等しい分割 / 混在内層多角形を新規作成し ます。 

内層接続層上のベタ多角形を使用し て定義された内層接続面
の変換

内層接続ネ ッ ト に関連付けられたベタ多角形を作成し て内層接続面を定義し た場合
は、 以下のよ う に内層接続面を内層接続多角形に変換し ます。  

1. 層を分割 / 混在内層接続層形式に指定し ます。

2. 内層接続ネ ッ ト 指定を検証し ます。

3. 内層接続多角形を定義し ます。

層を分割 / 混在内層接続形式と し て指定 
層形式を分割内層接続層から分割 / 混在内層接続層へ変更し ます。

1. 設定メ ニューの層構成を定義を ク リ ッ ク し ます。 [ 層構成を定義 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

2. 層リ ス ト で層を ク リ ッ ク し、 内層銅箔面形式領域で分割 / 混在を選択し ます。

内層接続ネ ッ ト 指定の検証

それぞれの分割 / 混在内層接続層について、 内層接続ネ ッ ト 指定を検査し ます。  

1. [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 リ ス ト の分割 / 混在層を ク リ ッ ク し、
ネ ッ ト 指定を ク リ ッ ク し ます。

2. 全ネ ッ ト リ ス ト でネ ッ ト を ク リ ッ ク し、 追加を ク リ ッ クする と、 そのネ ッ ト が
関連付けられます。

3. OK を ク リ ッ ク し て、 [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスを閉じ、 変更
を適用し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し て、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスを閉じ、 変更を適用
し ます。
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内層接続多角形の定義

「内層接続領域の作成」 と 「内層接続領域の自動分割」 で説明する コ マン ド を使って、
外形線を新規の内層接続多角形でたど り、 新規の分割 / 混在内層接続多角形を作成し
ます。 

自動ベタ多角形で定義された内層接続面の変換

複数の自動ベタ多角形を使用し て内層接続面を定義し た場合、 以下の手順で簡単に
内層接続面を分割 / 混在内層接続面に変換する こ とができます。  

1. 層を分割 / 混在内層接続層形式に指定し ます。

2. 内層接続ネ ッ ト 指定を検証し ます。

層を分割 / 混在内層接続層形式に指定 
層形式を分割内層接続層から分割 / 混在内層接続層へ変更し ます。

1. 設定メ ニューの層構成を定義を ク リ ッ ク し ます。 [ 層構成を定義 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

2. 層リ ス ト で層を ク リ ッ ク し、 内層銅箔面形式領域で分割 / 混在を選択し ます。

内層接続ネ ッ ト 指定の検証

それぞれの分割 / 混在内層接続層について、 内層接続ネ ッ ト 指定を検査し ます。  

1. [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 リ ス ト の分割 / 混在層を ク リ ッ ク し、
ネ ッ ト 指定を ク リ ッ ク し ます。

2. 全ネ ッ ト リ ス ト でネ ッ ト を ク リ ッ ク し、 追加を ク リ ッ クする と、 そのネ ッ ト が
関連付けられます。

3. OK を ク リ ッ ク し て、 [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスを閉じ、 変更
を適用し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し て、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスを閉じ、 変更を適用
し ます。
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Chapter 24
配線

ネ ッ ト に色を割り当てる
ネ ッ ト に色を割り当てるには、

1. 画面表示メ ニュー > ネ ッ ト

2. ネ ッ ト リ ス ト に色を割り当てるネ ッ ト を追加し ます。

3. 一覧表示からネ ッ ト を選択し ます。

4. ネ ッ ト の表示色領域で、 指定する色を選択し ます。 表示色ダイアログボ ッ クス
が領域の色を決定し ます。 な し を選択する と、 ネ ッ ト に色は指定されず、 通常
通りの表示にな り ます。 デフ ォル ト では、 全てのネ ッ ト に [ な し ] が指定され
ています。

5. OK または適用を ク リ ッ ク し ます。 色が変わり ます。

ヒ ン ト ： ネ ッ ト デフ ォル ト に色は割り当てられません。

ネ ッ ト を表示するには
[ ネ ッ ト を表示 ] を使用し て、 配線済みまたは未配線パスをネ ッ ト 名で表示し ます。

ネ ッ ト 表示を行う には、

• 画面表示メ ニューからネ ッ ト を選択し ます。 [ ネ ッ ト を表示 ] ダイアログボ ッ ク
スが表示されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

ネ ッ ト プロパテ ィ の修正

ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ネ ッ ト を画面表示ダイアログボ ッ クス
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対話型の手動およびダイナ ミ ッ ク配線

手動および対話型配線ツール

お持ちのラ イセンスオプシ ョ ンによ り、 複数の対話型配線モー ドが使用可能です。

手動配線や対話型配線を行う時には、 配線を開始するオブジ ェ ク ト を選択する必要が
あ り ます。 

参照 ： 項目の選択

全ての配線ツールには配線長モニ タ機能があ り、 作成する配線長を設計規則と比較
し ます。 

参照 ： 配線長モニ タの使用

PADS Layout 配線ツールの機能 ：

• 基本配線－配線内の各コーナーを ク リ ッ クで指定し ます。

• ダイナ ミ ッ ク配線－ユーザのカーソル動作を追跡し、 配線進行に伴い最適な
パスを探し てコーナーを配置をする、 対話型の自動配線です。

• 自動配線－ピンペア間に自動的に配線を追加するピン間の自動配線です。 他の
配線は必要に応じ移動されます。

• バス配線－ある部品セ ッ ト から別の部品セ ッ ト まで複数の配線が一緒に行われ
るよ う な、 データ ラ イ ン、 メ モ リ配列などの接続を行う ダイナ ミ ッ ク配線で
す。

配線編集機能 ( 配線時または配線後 ) も使用できます。

関連 ト ピ ッ ク 　

配線後

配線時

配線オブジ ェ ク ト の選択

配線に使用できる配線オブジ ェ ク ト は複数あ り ます。 選択し た情報を確認する こ と も
可能です。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 結線の選択

• ピンの選択
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• 配線の選択

• タ ッ クの選択

• 選択し た情報の確認

結線の選択

• 結線を ク リ ッ ク し ます。

結線の選択が難しい場合は、 [ 選択フ ィ ルタ ] ダイアログボ ッ クスで [ 未配線 ] を選択
し ます。

ピンの選択

• ピンを ク リ ッ ク し ます。

ピンの選択が難しい場合は [ 選択フ ィ ルタ ] ダイアログボ ッ クスで [ ピン ] を選択し
ます。 長方形および長円形ピンやパッ ドの場合、 オブジ ェ ク ト の中心を ク リ ッ クする
か、 領域選択を行います。 ピンから配線を行う と、 新しい配線がカーソルに貼り付い
た状態にな り、 カーソルの動きに追従し ます。

参照 ： 項目の選択

配線の選択

• 配線を ク リ ッ ク し ます。

配線を選択するのが難しい場合は、 [ 選択フ ィ ルタ ] ダイアログボ ッ クスで [ 配線 ] を
選択し ます。 配線から配線を開始する と、 選択位置にタ ッ クが表示され、 新規配線が
カーソルに貼り付いた状態にな り、 共に移動し ます。 選択し た配線が存在する層が有
効層と な り ます。

参照 ： 選択フ ィ ルタの使用

タ ッ クの選択

• [ タ ッ ク追加 ] を使用する と、 タ ッ クの配置後にク リ ッ クで配線を継続する こ と
ができます。

PADS Layout によ って タ ッ クが配置された場合、 タ ッ クは配線に固定されるため、 配
線を選択する必要があ り ます。 タ ッ クから配線を開始する と、 新規配線がカーソルに
貼り付いた状態にな り、 共に移動し ます。 タ ッ クのある配線が存在する層が有効層と
な り ます。

選択し た情報の確認

選択し たオブジ ェ ク ト の基本情報を表示するには、



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0508

配線
対話型の手動およびダイナ ミ ッ ク配線

• Ctrl+Alt+S を使用する と、 ステータ スウ ィ ン ド ウが開きます。 特定のオブジ ェ
ク ト の詳細を表示するには、 オブジ ェ ク ト を選択し て右ク リ ッ ク メ ニューの
プロパテ ィ を選択し ます。

• 結線を選択後、 右ク リ ッ ク メ ニューから選択ネ ッ ト を ク リ ッ クする と、 ネ ッ ト
全体が選択されます。

• 透視画面表示モー ド ( モー ド レス コマン ド T) を使用する と、 現在有効になって
いる層の配線の下に隠れている障害物を表示できます。

ド ッ ト グ リ ッ ド と配線グ リ ッ ド を同じ間隔に設定する と、 表示が見やす く な り ます。
モー ド レスコ マン ド GD およびグ リ ッ ド値を使って設定し ます。 極座標グ リ ッ ド上で
も配線を行う こ とができます。

参照 ： モー ド レスコ マン ドの入力

ネ ッ ト を検索するには

密集し た基板で特定ネ ッ ト をすばや く 探すには、

1. モー ド レスコ マン ド N を入力し ます。

2. ネ ッ ト 名を入力し Enter キーを押し ます。 ネ ッ ト は画面表示色を定義で選択し
た色で表示されます。 ネ ッ ト は選択されないため、 配線を開始する線分を選択
する必要があ り ます。 配線完了時、 またはネ ッ ト やピンペアを選択し て編集
メ ニューの強調表示解除を選択する と、 強調表示が解除されます。

ネ ッ ト の検索 / 選択 ( 複数可 ) は、 [ 探索 ] ダイアログボッ クスで行えます。 ネ ッ ト 名
で検索を行う と、 配線済み / 未配線に関係な く ネ ッ ト が強調表示または選択されま
す。

参照 ： 探索ダイアログボ ッ クス

色で表示するには

結線を全体で表示 / 非表示にするには、

• 設定メ ニューで画面表示色を定義を ク リ ッ ク し ます。 結線を背景色に変更する
と、 結線を非表示にできます。

また、 強調表示 / 強調表示解除コマン ド を使用し て、 特定の未配線接続やネ ッ ト を
設計内で目立つよ う にする こ と もできます。

1. 結線またはネ ッ ト を選択し ます。

2. 編集メ ニューで強調表示を選択し ます。 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ
クスで設定し た色でネ ッ ト が表示されます。 ペアやネ ッ ト は選択されません。
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強調表示されていない項目を選択するのと同じ方法で、 ネ ッ ト を選択できま
す。

強調表示を解除するには、 項目を再び選択し、 編集メ ニューの強調表示解除を
ク リ ッ ク し ます。 配線が行われた場合も、 強調表示は解除されます。

ネ ッ ト 名で表示するには

[ ネ ッ ト 表示 ] コ マン ド を使用し て、 ネ ッ ト 名によ って結線を表示 / 非表示にできま
す。 ネ ッ ト 、 ネ ッ ト ク ラス、 ネ ッ ト 規則の外観を変更できます。

• 結線を表示 / 非表示を行う には、 画面表示メ ニューのネ ッ ト を選択し ます。

配線の開始層を選択するには

配線の開始前に現在の配線層を設定するには、

• 標準ツールバーの層リ ス ト で層を ク リ ッ ク し ます。 層リ ス ト 項目の横に現在の
方向設定が表示されます。 

または

• モー ド レスコ マン ド L を入力し、 層番号を入力後に Enter キーを押すと、 現在
の層が変更されます。

モー ド レスコ マン ド LD を入力する と、 現在の層方向を変更できます。 結線を選択後
に配線モー ド を選択する と、 層上で配線が開始されます。 開始時と異なる層で配線を
終了する と、 その層がアク テ ィ ブな層と な り、 層リ ス ト ボ ッ クスに表示されます。 次
に選択し た接続は会話層で開始し ます。

基本配線

手動で配線を始めるには、 基本配線を使います。 [ 配線 ] を使用し て、 基本配線を
行います。 

[ 配線 ] コ マン ド で配線を開始するには、

1. オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 以下のいずれかを行います ：

• 右ク リ ッ ク メ ニューの配線を選択。

または

• F2 キーを押下。 

結線のダブルク リ ッ クで配線が自動的に開始するよ う設定できます。 [ オプシ ョ ン ]
ダイアログボッ クスの配線タ ブで配線を追加を選択し ます。
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動詞モー ド

動詞モー ド で配線を開始する こ と もできます。

1. 設計ツールバーで配線を追加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 配線を行う結線を選択し ます。 配線は層リ ス ト ボ ッ クスで表示されている層か
ら開始されます。 配線は、 3 つの角度モー ド (90 度、 45 度、 任意角度 ) のいず
れかでのみ移動できます。

基本配線エデ ィ タ を使用するには、

1. カーソルを使い、 配線の終点をグ リ ッ ド地点間で移動し ます。

2. ク リ ッ ク し てコーナーを指定し ます。

マウスやキーボー ドの矢印キーで、 カーソルを移動できます。 グ リ ッ ドや層は配線中
いつでも変更できます。

ヒ ン ト ： 透視画面表示モー ド ( モー ド レス コマン ド T) を使用する と、 現在アク テ ィ
ブな層の配線の下に隠れている障害物を表示できます。

ダイナ ミ ッ ク配線の使用

ダイナ ミ ッ ク配線を開始するには、

1. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 設計 ] タ ブ、 [ オン ラ イ ン DRC] 領域で
DRC オンを選択し ます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計規則検証」

2. 方向と層が正しいこ と を確認し ます。 

3. 基本配線エデ ィ タ での操作と同じ よ う に、 線分やピンを選択し ます。

4. 右ク リ ッ ク メ ニューからダイナ ミ ッ ク配線を選択し ます。 配線がカーソルに
貼り付いた状態にな り ます。

5. コーナーにせずに迂回し たい項目の間を通り、 カーソルを移動させます。
ク リ ッ クする と コーナーを追加できます。 これは、 前の線分が動かないよ う、
タ ッ ク されたコーナーと し て機能し ます。

ヒ ン ト ： 

• マウスが動いた場所にコーナーが追加されるため、 必要以上のマウス移動は
避けて く だ さい。 不要なコーナーを削除するには、 カーソルを不要な配線まで
ゆっ く り と戻し ます。

• 配線時、 配線の先端が押し退けできない間隙障害物に遭遇する と障壁帯が表れ
ます。 間隙規則の変更や障害物の削除が行われない限り、 ダイナ ミ ッ ク配線
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ツールは配線を完了し ません。 終了パッ ド付近にカーソルが近づ く と、 配線を
完了するため、 カーソルが中心点の表示に変わり ます。

• 透視画面表示モー ド ( モー ド レス コマン ド T ) を使用する と、現在アクテ ィ ブな
層の配線の下に隠れている障害物を表示できます。

関連 ト ピ ッ ク 　

スケ ッ チ配線から再配線を行う には

タ ッ クの管理

こ こ では、 以下について説明し ます。

• 手動でのタ ッ ク追加

• タ ッ クの選択

• 手動でのタ ッ ク削除

手動でのタ ッ ク追加

ダイナ ミ ッ ク配線やバス配線ツール使用時に、 コーナーを固定し た り、 再配線を防ぐ
ため、 手動で タ ッ ク を追加する こ とができます。

タ ッ ク を追加するには、

1. 配線を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのタ ッ ク を追加を ク リ ッ ク し ます。 新規タ ッ クがカーソル
に貼り付いた状態にな り、 配線コーナーの配置と同じ方法で配置できます。

3. タ ッ ク を行う位置までカーソルを動かし、 ク リ ッ ク し ます。

動詞モー ド

4. ツールバーの設計ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. 設計ツールバーで配線ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 オブジ ェ ク ト を ク リ ッ クする
と対話型配線が開始し ます。

オブジ ェ ク ト モー ド

6. 結線、 ピン、 既存の配線、 または手動で追加し た タ ッ ク を選択し ます。

7. 設計ツールバーで配線ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

手動でのタ ッ ク削除

• 手動で追加し た タ ッ ク を削除するには、 タ ッ ク を選択し て Delete キーを押し
ます。
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配線の方向変更にタ ッ クが不要な場合、 Delete キーを押すと タ ッ クの下にある コー
ナーが削除され、 タ ッ クが配線上の次の [U] 位置まで移動し ます。

ヒ ン ト ： 選択フ ィ ルタ で、 タ ッ クのみ選択するよ う設定できます。

ダイナ ミ ッ ク自動配線

ダイナ ミ ッ ク自動配線は、 選択し た結線やピンペアに対し、 単一層のピン間で自動配
線を行います。 自動配線を行う には [DRC オン ] に設定する必要があ り ます。 自動配
線は 1 つの層でのみ行われ、 現在の設計グ リ ッ ド に従います。 自動配線が開始される
と、 数回に渡りパスを検索し ます。 配線が完了できない場合、 未配線の結線が残り ま
す。

関連 ト ピ ッ ク 　

ダイナ ミ ッ ク配線の使用

ダイナ ミ ッ ク配線の使用

自動配線を行う には、

1. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 設計 ] タ ブの [ オン ラ イ ン DRC] 領域で
[DRC オン ] を選択し ます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計規則検証」

2. オブジ ェ ク ト を選択し ます。

ヒ ン ト ： 2 つのピン間で、 作成予定のパスの任意の位置にカーソルを合わせま
す。 カーソルを他の位置に合わせる と、 配線が伸び、 必要以上に長いパスに
なって し ま う場合があ り ます。

3. 層の方向 ( 水平、 垂直 ) が適切に設定されている こ と を確認し ます。

4. 右ク リ ッ ク メ ニューの自動配線を ク リ ッ ク し ます。 新たなパスの検索が 3 回
試行され、 新規経路を作成するプロセスにおいて既存の配線が押し退けられま
す。 配線が完了できない場合、 配線操作はキャ ンセルされます。

関連 ト ピ ッ ク 　

ビア タ イプの設定

エン ド ビアモー ドの使用

バス配線の使用

バス配線を使用する と、 ある部品セ ッ ト から別の部品セ ッ ト まで複数の配線が一緒に
行われる必要がある場合に、 複数の似た結線を動的に配線する こ とができます。
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必須事項 ： バス配線を行う には、 オン ラ イ ン設計規則検証が [DRC オン ] に設定され
ている必要があ り ます。

こ こ では、 以下について説明し ます。

• バス配線のシ ョ ー ト カ ッ ト

• パターン配線の追加

• ガイ ド配線の制御

• バスへコーナーを追加

• バスへビアを追加

• バス配線例

• バス配線の終了

• バス配線の手動配線

バス配線のシ ョ ー ト カ ッ ト

Table 24-1 のキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を使用する と、 バス配線を効率的に行えます。

• 配線編集ツールバーボタ ン > バス配線ボタ ン

パターン配線の追加

バス配線を有効にし て、 バスを追加するには、

Table 24-1. バス配線シ ョ ー ト カ ッ ト

コ マン ド シ ョ ー ト カ ッ ト

次のガイ ド Tab キー

前のガイ ド Shift+Tab キー

コーナーを追加 ク リ ッ ク

ガイ ド にコーナーを追加 Alt+ ク リ ッ ク

ビアを追加 Shift+ ク リ ッ ク

ガイ ド にビアを追加 Shift+Alt+ ク リ ッ ク

終了 Ctrl+ ク リ ッ ク

ガイ ド終了 Ctrl+Alt+ ク リ ッ ク

完了 ダブルク リ ッ ク

戻る Back Space キー

キャ ンセル Esc キー
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1. 配線編集ツールバーボタ ン > バス配線ボタ ン

2. 以下のいずれかを行います ：

• オブジ ェ ク ト モー ドの場合は、 バス配線を行う オブジ ェ ク ト を選択し ます。
右ク リ ッ ク メ ニューのバス配線を選択し ます。 選択し たオブジ ェ ク ト と付
随する配線が点灯表示されます。

• 動詞モー ドの場合は、 設計ツールバーからバス配線ボタ ンを ク リ ッ ク し ま
す。 配線を行う オブジ ェ ク ト を選択し ます。 選択し たオブジ ェ ク ト と付随
する配線が点灯表示されます。

初めの結線に対する配線線分、 つま り ガイ ド配線がカーソルに貼り付いた状態
にな り、 カーソル移動に追従し ます。 カーソルを動かすと自動的にコーナーが
追加される、 ダイナ ミ ッ ク配線モー ド で配線が行われます。

3. バスが進路を変える位置までカーソルを動かし ます。

4. 右ク リ ッ ク メ ニューのコーナーを追加を選択し ます。 他のバス接続、 つま り
追従配線は、 ガイ ド配線のパスをたど って配線されます。 コーナー指示後、
ガイ ド配線が再びカーソルに貼り付いた状態にな り ます。

ヒ ン ト ：

• 効果的にコーナーを追加するには、 内部の結線をガイ ド と し て使います。

• 配線間の間隙は配線間の間隙規則に従い、 グ リ ッ ド引き込み設定に関わら
ず、 設計グ リ ッ ド に引き込まれます。 グ リ ッ ド間隔を変更する と、 バス配
線の結果が変わり ます。 例えば、 グ リ ッ ドの x、 y 座標を 0 に設定し たら、
次は 10 で試し てみて く だ さい。

5. バスのコーナー指定を続けます。 

ヒ ン ト ：

• 追従配線のパターンは、 ガイ ド配線に加えられた最後の線分方向に基づい
ています。 例えば、 配線ガイ ドの最後の線分が水平な場合、 全ての追従配
線は水平に追加され、 終点は垂直と な り ます。

• DRC 規則に違反せずに追従配線の配線が行えない場合は、 手動のバス配線
を行います。

6. 以下のいずれかの操作を行い、 配線を完了し ます ：

• ガイ ド配線の最後の接続個所にカーソルを置きます。 カーソルは正しい接
続地点で、 中心表示に変わり ます。 右ク リ ッ ク メ ニューの完了を選択し ま
す。

• バスの各接続を除々に完了させるには、 ガイ ド配線を最終接続個所まで移
動し て、 ク リ ッ ク し ます。 カーソルは正しい接続地点で、 中心表示に変わ
り ます。 バス内の次の結線がガイ ド配線と な り ます。 全ての結線が配線さ
れるまで、 この操作を繰り返し ます。
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ヒ ン ト ： バス配線円滑化オプシ ョ ンが有効な場合、 円滑化コ マン ドは完了と同時に
全てのバス配線配線に適用されます。

ガイ ド配線の制御

バス配線中は、 ガイ ド配線で異なる結線が使えるよ う、 サイ クル選択が行えます。

• 配線編集ツールバーボタ ン > バス配線ボタ ン

バス内の次のオブジ ェ ク ト をガイ ド配線と し て設定するには、

• 右ク リ ッ ク メ ニューで次のガイ ド を選択し ます。

バス内の前のオブジ ェ ク ト をガイ ド配線と し て設定するには、

• 右ク リ ッ ク メ ニューで直前の指示点を選択し ます。

バスへコーナーを追加

ガイ ド での配線は動的な配線操作ですが、 ク リ ッ クによ り コーナーの固定が行えま
す。 バス配線ツール使用時は、 この操作の使用を推奨し ます。 ガイ ドのダイナ ミ ッ ク
機能では、 追従配線が障害物を迂回するのに必要な空間は考慮されません。 バスに
コーナーを作成するには、 コーナー追加を ク リ ッ ク し ます。 他のバス接続 ( 追従配線
) は、 ガイ ド配線のパスをたど って配線されます。 コーナーを指示し た後、 ガイ ド配
線が再度カーソルに貼り付いた状態にな り ます。

• 設計ツールバーボタ ン > バス配線ボタ ン

ヒ ン ト ： 効果的にコーナーを追加するには、 内側にある結線をガイ ド と し て使用し て
く だ さい。

ガイ ド配線のみにコーナーを追加

ガイ ド配線にのみコーナーを追加するには、 右ク リ ッ ク メ ニューの指示位置にコー
ナー追加を選択、 または Alt キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。 追従配線は、 ガイ ド
配線に新規コーナーを指定し た後、 にガイ ド配線に追従し ます。

バスから コーナーを削除

バスから コーナーを削除するには、 右ク リ ッ ク メ ニューのステ ッ プ後退を選択、 また
は BackSpace キーを押し ます。 追加し たコーナーの分だけ後退する こ とができます。
現在の作業を中止するには、 右ク リ ッ ク メ ニューのキャ ンセルを選択するか、 Esc
キーを押し ます。
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コーナー角度モー ド

バス配線は任意角度モー ド (90 度、 45 度、 任意角度 ) をサポー ト し ています。
右ク リ ッ ク メ ニューの角度モー ド にカーソルを合わせ、 メ ニューから角度を選択し ま
す。 この設定は、 変更を行うかプログラムを終了するまで維持されます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「コーナーの追加」

バスへビアを追加

バスにビアを対話型操作で追加し た り、 バス内の全ての結線に対し てビアパターンを
追加する こ とができます。 各結線へビア追加する と、 会話層が関連層ペアに切り替わ
り ます。 ビア間の間隙はビア寸法、 ビアグ リ ッ ド、 配線の幅と間隙に基づきます。

• 設計ツールバーボタ ン > バス配線ボタ ン

ガイ ド配線にのみビアを追加

現在のガイ ド配線にビアを追加するには、

1. ビアを追加する結線がガイ ド配線である こ と を確認し ます。

2. ビアを追加する位置にカーソルを移動し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューの指示位置にビア追加を選択し ます。 ビアが現在のガイ ド
配線に追加され、 次の結線が新規にガイ ド配線と な り ます。

バス配線にビアパターンを追加

ビアを特定のパターンで挿入し て、 バス配線内の各結線に対し てビアを追加できま
す。 ビア間の間隙はビア寸法、 ビアグ リ ッ ド、 配線の線幅と間隙に基づきます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「ビアパターンモー ド」

バスにビアパターンを追加するには、

1. 右ク リ ッ ク メ ニューでビアパターンのパターンを ク リ ッ ク し ます。

2. ビアパターンを追加する位置にカーソルを動かし ます。

3. 右ク リ ッ クから ビア追加を ク リ ッ ク し ます。

DRC 違反が検知される と、 「バス配線に失敗し ま し た。 現行接続のビアを手動
で加えて く だ さい」 とい う メ ッ セージがステータ スバーに表示されます。 手動
でビアを追加するには、 ビア追加コ マン ド を再度使います。 バス配線は残りの
ビアを自動的に追加、 または残りのビアをバスに追加するかど うかプロンプ ト
を表示し ます。
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ヒ ン ト ： バス配線においてビアパターンの配置が解決できない場合、 継続前にバス内
の各接続にビアを配置する必要があ り ます。 また、 右ク リ ッ ク メ ニューからキャ ンセ
ルを選択する こ と もできます。

ビアパターンのサイ クル切り替え

ビアパターン追加後、 右ク リ ッ ク メ ニューから ビア切替パターンを選択し、 別のビア
パターンを使用する と ビアの配置が改善されるかを試し ます。 現在の領域に収ま らな
いパターンは省略され、 次のパターンが使われます。

必須事項 ： ビア切替パターン メ ニューの項目は、 最後に使用し たコ マン ドが [ ビア追
加 ] の場合にのみ使用できます。

バス配線例

• 設計ツールバーボタ ン > バス配線ボタ ン

基本的なバス配線操作例を以下に記載し ます ：

• コーナーを指示する前にカーソルを移動 ： ガイ ド配線のみが表示されます。

• バスのコーナー位置を指定：他のバス接続 ( 配線追跡 ) は、 ガイ ド配線パスをた
ど り配線されます。 コーナー指示後、 ガイ ド配線は再びカーソルに貼り付いた
状態にな り ます。 バスのコーナー指定を続けます。
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• 進行中のバス配線

ヒ ン ト ： 効果的にコーナー追加を行う には、 内側にある結線をガイ ド に使用し ます。

バス配線の終了

ガイ ド配線はタ ッ クやビアで終了する こ とができます。 バス内の各結線は、 タ ッ クや
ビア位置で終了する こ とができます。 タ ッ クやビアを選択し、 いつでもバスを終了す
る こ とが可能です。

• 設計ツールバーボタ ン > バス配線ボタ ン

ガイ ド配線の制御

タ ッ クやビアでガイ ド を終了するには、

1. 終了する結線がガイ ド配線である こ と を確認し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューで、 [ エン ド ビアモー ド ] にカーソルを合わせ、 終了モー
ド を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： エン ド ビアモー ドの使用

3. タ ッ クやビアを追加する位置にカーソルを移動させます。

4. 右ク リ ッ ク メ ニューから指示位置を終了を選択し ます。 現在のガイ ド配線は
タ ッ ク またはビアで終了し、 次の結線が新しいガイ ド配線と な り ます。

全ての結線を終了

バス内の全ての結線を タ ッ クやビアで終了するには、

1. 右ク リ ッ ク メ ニューで [ エン ド ビアモー ド ] にカーソルを合わせ、 終了モー ド
を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： エン ド ビアモー ドの使用
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2. タ ッ クやビアを追加する位置にカーソルを移動させます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューの終了を選択し ます。

DRC 違反が検知される と、 ステータ スバーに 「バス配線に失敗し ま し た。 バスを手
動で終了し て下さい」 と表示されます。 その場合、 配線を手動で終了し ます。

ヒ ン ト ： バス配線においてビアパターンの配置が解決できない場合、 継続前にバス内
の各接続にビアを配置する必要があ り ます。

バス配線の手動配線

バス配線が追従配線を自動的に作成できない場合は、 各コーナーを対話型操作で追加
する手動バス配線に切り替わり ます。 バス配線では新規配線が分析され、 可能な場合
は他の結線へ配線を行うか、 手動モー ド に戻り ます。 手動モー ド では、 コーナーへの
進入はダイナ ミ ッ ク配線エデ ィ タ使用と同一です。 手動モー ド で配線を完了する と、
次の結線が新しいガイ ド配線と な り ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

ビア タ イプの設定

タ ッ クの管理

ベタ形状からの配線やベタ形状までの配線
ベタ形状から配線を始めた り、 ベタ形状まで配線を行う こ とが可能です。 ただ し、
ベタ形状から配線を行う際には制約があ り ます。 可能な限り、 ベタ形状までの配線を
行う こ と を推奨し ます。

必須事項

• 配線を行う前に、 ベタ形状にネ ッ ト を指定する必要があ り ます。
参照 ： ベタ をネ ッ ト に指定 

• 配線を行う ネ ッ ト は、 そのベタに指定されたネ ッ ト である必要があ り ます。

• ピンのベタへ配線を行う場合、 ベタは部品形状内でそのピン と関連付けされて
いる必要があ り ます。 参照 ： ター ミ ナルとベタの関連づけ

ベタ までの配線手順

パッ ドへ配線する際は、 結線を完了するにはパッ ドの中心まで配線を行う必要があ り
ますが、 ベタの場合は、 ベタの端点まで配線を行えば完了できます。

1. ネ ッ ト を配線し ながら、 配線をベタ まで伸ばし ます。 

2. ベタの境界線内で終点を選択し ます。 二重丸の形状が、 そのベタ と接続された
こ と を表し ます。
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別の方法 : 別の層で配線を行っている場合は、 ベタ内にビアを配置し、 配線を
終了する こ とができます。 参照 ： エン ド ビアモー ドの使用

3. ク リ ッ ク し て配線を完了し ます。

ベタからの配線手順

ベタ形状から配線を行う場合には制約があ り ます。 配線プロセスを開始するには、 必
ず結線 ( 未配線 ) が発生する領域を選択する必要があ り ます。 よ り柔軟に接続個所を
選択できるよ う、 可能な限り、 ベタ形状へ配線する こ と を推奨し ています。

1. 配線モー ド時、 ベタ で結線 ( 未配線 ) が発生する位置を選択し ます。

別の方法 : すぐに層が変更する必要がある場合は、 ベタ内に配線し てビアを
追加する こ とができます。

2. ク リ ッ ク し て配線を開始し ます。

3. 配線を行います。

制約事項 ： ECO で配線を追加モー ドの場合、 新規に作成し た結線をベタ で終了する こ
とはできません。 結線は 2 つの実装部品ピン間に配置される必要があ り ます。

結果

配線後、 ラ ッ ツネス ト の結線は、 設計内のベタ と そのネ ッ ト 内の他の未配線オブジ ェ
ク ト の間に残り ます。 結線は、 そのネ ッ ト に関連付けられた全てのオブジ ェ ク ト が接
続された後に消えます。

ビア
ビア とは、 プ リ ン ト 基板の異なる層上にあるベタ オブジ ェ ク ト を接続するための、
ド リルされメ ッ キ加工された穴のこ と です。

一般的に、 ビアには 2 種類あ り ます ：

• 貫通ビア－基板上の全ての層を貫通し たビア。

• 非貫通ビア－選択された数の層のみ貫通するビア。 非貫通ビアには以下があ り
ます ：

o ブ ラ イ ン ド ビア－外層を通り内層に繋がるビア

o ベ リー ド ビア－内層のみを通過する非貫通ビア。

ビアは、 レ イアウ ト 設計において様々な用途があ り ます ：

• 配線時の使用。 配線時においては、 配線を他の層へ接続するために使用される
のが最も一般的です。 配線時にビアを追加する と、 PADS Layout はそのビアを
配線に接続し、 配線ビア と し て扱います。
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• 千鳥ビア と シールド処理での使用。 配線以外で使われるビアは、 設計上のど こ
にでも追加できるため、 フ リービア と呼ばれる こ とがあ り ます。

フ リービアは、 設計に追加された時に千鳥 ( ステ ィ ッ チ ) 格子のよ う に見える
ため、 よ く 「千鳥ビア」 と呼ばれます。 また、 ベタ を内層接続層に 「縫い合わ
せる ( ステ ィ ッ チ )」 ためにも頻繁に使用されます。 例えば、 小さ なベタ領域
にビアを追加し、 多数のビアでグラウン ド内層へ接続する こ とによ り、 よ り強
固な接続を行う こ とができます。

このよ う なビアを追加する と、 PADS Layout はビアに千鳥プロパテ ィ に指定
し、 配線ビア と区別し ます。

レ イアウ ト 設計に千鳥ビアを追加する方法は以下のとおり です ：

• 1 つのビアを繰り返し追加する。 ビアがカーソル上に表示され、 配置を行えま
す。 詳細 ： 千鳥ビアを追加

• ネ ッ ト やピンペア、 ベタ領域などをビアで囲み、 ビアシールド を行う ( ビア
シールド を追加コ マン ド )。 例えば、 ピンペアの周り にビアシールド を追加し、
RF 溝を作成できます。

詳細 ： ビアシールドの追加

• ベタやベタハッ チ形状を、 千鳥ビアパターンで埋める ( 千鳥ビア コマン ド )。
千鳥ビアパターンには 2 つのモー ドがあ り ます ： 

o 形状をビアで埋める。

詳細 ： ビアパターンで形状を塗潰し

o ビアを形状の周辺内部に追加する。

詳細 ： 形状の周辺内部にビアを配置 

ビア タ イプの設定

[ ビア ] ダイアログボ ッ クスを使い、 配線時に層を変更する際、 どのビアを挿入する
かを決定し ます。 ビア タ イプを選択する と、 [ ビア追加 ] や [ 指示位置にビア追加 ]
コ マン ドの実行時に配線時には、 そのビア タ イプが使用されます。 配線中にビア タ イ
プを変更する こ と もできます。

参照 ： 配線中にビア タ イプを変更するには

ビア タ イプを設定するには、

• 以下のいずれかのモー ド レスコ マン ド を入力し ます ：

VA( 自動ビア選択 ) － その層変更に対応する全てのビア ( 貫通、 非貫通 ) から
選択されます。 PADS Layout で、 その層変更に適し た非貫通ビアを見つかった
場合、 そこから ビアの選択が行われます。 適し た非貫通ビアがなかった場合、
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貫通 / 非貫通の層変更に対し て、 貫通ビアから選択されます。 その後、 配線中
のネ ッ ト に許可されたビアについて、 [ 配線の規則 ] ダイアログボ ッ クスで検
査が行われます。 複数のビアが候補と なった場合、 PADS Layout は最小ド リル
径またはよ り小さ なパッ ド寸法を持ったビアを挿入し ます。 自動ビア選択で
は、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 配線 ] タ ブに表示された層ペアで開
始 / 終了されるビアのみが許可されます。

自動ビアモー ド を使う には、 配線の層ペア と非貫通ビア定義の層ペアが一致す
る必要があ り ます。 例えば、 層 1 から 4 に非貫通ビアが設定され、 配線層ペア
が層 1 から 8 まで設定されている と、 自動モー ドはビアの挿入を行いません。

VP( 非貫通ビア ) －自動ビア選択は行われますが、 非貫通ビアに限定されます。

VT( 貫通ビア ) －貫通ビアのリ ス ト がアク テ ィ ブにな り ます。 デフ ォル ト と し
て使う ビアを ク リ ッ ク し、 [ 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。 層ペア間で移動する度
に挿入されるビア と な り ます。

または

• モー ド レスコ マン ド V を入力し Enter キーを押し ます。ビアモー ド を選択できる
[ ビア ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

ビアは、 デフ ォル ト の間隙規則と配線中のネ ッ ト に付随する間隙規則の優先するいず
れかに従い、 間隙違反を起こ し てはな り ません。 [DRC オン ] に設定されている場合、
配線やビアで間隙問題が発生する と、 層変更が完了できません。

ビアの挿入後、 [ ビアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ビア タ イプを
変更する こ とが可能です。 

参照 ： ビアのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

エン ド ビアモー ドの使用

配線をビアやタ ッ ク、 テス ト ポイ ン ト で終了するには、 シ ョ ー ト カ ッ ト のエン ド ビア
モー ド メ ニューから エン ド ビアモー ド コ マン ド を選択し ます。 使用可能なモー ド を
Table 24-2 に記載し ます。

選択し たモー ドは、 他のモー ド を選択するか PADS Layout を閉じ るまで有効にな り ま
す。

Table 24-2. エン ド ビアモー ド

モー ド 解説

ビアを追加し ないで配線
終了

配線を タ ッ クで終了し ます。 これがデフ ォル ト 設定
です。

ビアを追加し て配線終了 ビアを追加し て配線を終了し ます。
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ヒ ン ト ： [DRC オン ] に設定されている場合、 禁止領域でテス ト ポイ ン ト を追加し よ
う とする と、 「テス ト ポイ ン ト 禁止領域違反」 メ ッ セージが表示され、 テス ト ポイ ン
ト は追加されません。

関連 ト ピ ッ ク 　

バス配線の使用

層ペアの使用

2 つの層間での作業が多い場合は、 それら をデフ ォル ト の層ペアに設定し、 右ク リ ッ
ク メ ニューで配線層切り替えを ク リ ッ クするか、 または Ctrl+T を使いビアを追加し
て、 も う一方の層に切り替えを行います。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの配線タ ブで層ペアを設定し ます。 また、 モー ド
レスコ マン ド  PL も使用可能です。 モー ド レス コマン ド と層番号はスペースで区切っ
て く だ さい。

層ぺア以外の層を変更するには、 モー ド レスコ マン ド L または右ク リ ッ ク メ ニューの
レベルを選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

配線中に層を変更するには

テス ト ポイ ン ト を追加
し て配線終了

テス ト ポイ ン ト ビアを追加し ます。 
参照 ： テス ト ポイ ン ト の配置、 テス ト ポイ ン ト プロ
パテ ィ の設定

Table 24-2. エン ド ビアモー ド  (cont.)
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ビアシールドの追加

ビアシールド とは、 配線済みネ ッ ト やピンペア、 ベタ領域などを囲む千鳥ビアの集合
です。 例えば、 ノ イズからの影響を抑えるためにネ ッ ト をビアでシールド できます。
例 ：

ビアシールド を追加するには

1. まだ行っていない場合は、 [ ビアパターン ] タ ブでビアシールドのオプシ ョ ン
を設定し ます。 詳細 ： ビアシールド処理オプシ ョ ンの指定

ヒ ン ト ： 以後の作業のため、 PADS Layout にビアパターン設定が保存されま
す。 以前行った設定を変更し たい場合のみ、 この手順を行います。

2. ネ ッ ト 、 ピンペア、 またはベタ領域を選択し ます。

ヒ ン ト ： 差動ペアの周り にビアシールド を追加するには、 まずフ ィ ルタ を
ネ ッ ト またはピンペアに設定し ます。 次に、 差動ペアを構成するピンペア
または 2 つのネ ッ ト を選択し、 周り にビアシールド を追加し ます。

例 ：

シールド操作によ り各ネ ッ ト にシールドが行われるため、 差動ペアの配線間に
不要なビアが表示される場合があ り ます。 そのよ う な場合は、 不要なビアを削
除する必要があ り ます。
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3. 右ク リ ッ ク メ ニューのビアシールド を追加を選択し ます。

結果 ： 選択し たネ ッ ト 、 ピンペア、 またはベタの周り にビアが配置されます。

例外 ： [DRC オン ] に設定されている場合は、 ビアシールド追加操作を行って
も、 設計規則に違反するビアは追加されません。

制限事項 ： 配線を編集し ても、 PADS Layout ではビアシールド内のビアパターンは更
新されません。 配線編集後にビアシールドの追加が再度必要な場合もあ り ます。 その
よ う な場合は、 まずビアシールド を削除し てから新たに追加し て く だ さい。

関連 ト ピ ッ ク 　

ビア

[ ビアパターン ] タ ブのオプシ ョ ン

配線を面取り ベタ図形に変換
配線は面取り し たベタに変換できます。 配線を面取り ベタ図形へ変換する と、 通常の
面取り ベタ図形の作成に比べ 2 つの利点があ り ます。 よ り強力な対話型配線でまず配
線を行い、 配線を面取り図形に変換する際に自動的にネ ッ ト 指定を行う こ と もできま
す。

1. ピンペア ( 複数可 ) またはネ ッ ト を選択し ます。

制限事項 ： 配線済み / 部分的に配線済みのピンペアや、 再利用ブロ ッ クに
属するピンぺアは、 選択から除外されます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの面取り図形に変換を選択し ます。

3. [ ピンペアを面取り図形に変換 ] ダイアログボ ッ クスで希望のピンペアを選択
し ます。 Ctrl+ ク リ ッ ク、 Shift+ ク リ ッ ク、 または [ 全選択 ] と [ 全て選択解除 ]
ボタ ンをシ ョ ー ト カ ッ ト と し て使用し ます。

制限事項 ： 設計で選択されたピンペアのみが選択済みピンペア リ ス ト に表示さ
れます。

4. [ 変換パラ メ ータ ] 領域の [ 外形線幅 ] ボ ッ クスでベタ外形線幅の値を入力し ま
す。

ヒ ン ト ： ベタは外形と塗潰し で構成されるため、 外形線幅を小さ く 設定し、 鋭
角なコーナーを作成する こ とができます。 鋭角なコーナーを作成するには、 値
を小さ く し、 丸みを帯びたコーナーを作成するには値を大き く し ます。 全ての
コーナーは外形幅の半分の半径で円滑化されます。

5. 配線幅を使う チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 配線幅を面取り された図形幅と し て
使用し ます。 配線幅が複数存在する場合は、 配線の実線幅が使われます。
[ 変換パラ メ ータ ] 領域上部の [ 選択済み配線幅 ] の値は、 選択済みピンペア
リ ス ト で選択された項目の配線幅の範囲を表し ます。
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または、

配線幅を使う チ ェ ッ クボ ッ クスの選択を解除し、 [ 変換面取り図形幅 ] ボ ッ ク
スに値を入力し ます。

6. [ コーナー部の面取り比率 ] ボ ッ クスには、 面取り コーナー幅と面取り図形幅
の比率を指定する値を入力し ます。 比率が 1.0 の場合、 面取り コーナー幅は
面取り図形と同じにな り ます。 さ らに細い面取り コーナーにするには比率の値
を小さ く し ます。

7. 設定角度以下のコーナーを面取り処理チ ェ ッ クボ ッ クスのチ ェ ッ ク をはずす
と、 90 度以下の角度 ( 鋭角コーナー ) でのみ面取り を行います。 

または、

設定角度以下のコーナーを面取り処理チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 90 度から
180 度の範囲内で、 全ての角度が面取り される上限を指定し ます。 90 度以下の
コーナーは常に面取り されます。

8. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 配線は面取り図形に変換され、 元の配線線分は未配線処理されます。
既存ビアはそのまま保存され、 固定されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

ベタの面取り図形の作成

面取り ベタ図形へ変換後に配線を復元

作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 修正

面取り ベタ図形へ変換後に配線を復元
元の配線はベタへの変換後に未配線処理されます。 面取り図形を置き換えるには配線
の再配線を行う必要があ り ます。

1. 選択フ ィ ルタ を [ ネ ッ ト を選択 ] に設定し、 ネ ッ ト を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの面取り図形を選択を ク リ ッ ク し ます。 

3. Delete キーを押し ます。

4. ピンペアまたはネ ッ ト の再配線を行います。

制限事項 ： 面取り図形のビアは、 配線から面取り図形に変換される際に固定
されるため削除されません。
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配線長モニ タの使用
配線長モニ タは、 配線中の配線長の計算と表示を行います。 カーソルを動かし て配線
を行う と、 ネ ッ ト やピンペアの配線済み長さおよび未配線長、 および関連規則がカー
ソル付近と ステータ スバーに表示されます。 

配線長モニ タは次のコ マン ド によ り使用可能と な り ます ：

配線 / 追加配線
ダイナ ミ ッ ク配線
移動線分
コーナーの移動
ビアの移動

手順

配線長モニ タ を有効にするには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ。

2. 配線長表示チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： シ ョ ー ト カ ッ ト キーの Ctrl+PageUp で、 配線長モニ タの ON/OFF を切り替え
る こ とができます。 配線長モニ タの ON/OFF 切り替えを行っても、 現在の配線コ マン
ドは終了し ません。 配線を継続する こ とは可能です。 

配線長モニ タ表示の ON/OFF はカーソルでのみ行えます。 配線長モニ タは常にステー
タ スバーに表示されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

コ ンセプ ト ガイ ドの 「配線長モニ タ」

テ ィ ア ド ロ ッ プの使用

テ ィ ア ド ロ ッ プ

テ ィ ア ド ロ ッ プは配線と ピン間の接続性を向上させます。 PADS Layout の設定によ り
テ ィ ア ド ロ ッ プを配線中に作成、 あるいは配線後に挿入ができます。 新しい配線に
オプシ ョ ンの設定、 または既存配線のテ ィ ア ド ロ ッ プの修正も可能です。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• テ ィ ア ド ロ ッ プの作成

• 全てのテ ィ ア ド ロ ッ プを削除する
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• テ ィ ア ド ロ ッ プ表示を無効にする

• テ ィ ア ド ロ ッ プを選択し て無効にする

• テ ィ ア ド ロ ッ プの制限事項

• CAM のテ ィ ア ド ロ ッ プ

テ ィ ア ド ロ ッ プの作成

[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 配線 ] タ ブにあるオプシ ョ ンを使用し て、 テ ィ
ア ド ロ ッ プを作成し ます。 新規配線上のテ ィ ア ド ロ ッ プのオプシ ョ ンを設定するに
は、 [ テ ィ ア ド ロ ッ プ ] タ ブを使います。 全ての変更は、 新規に行われる配線に適用
されます。 これらの設定は設計と共に保存されます。

既存パッ ド にテ ィ ア ド ロ ッ プを作成するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ。

2. オプシ ョ ン領域でテ ィ ア ド ロ ッ プ作成チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 パッ ド
に入る線分やパッ ドから出る線分を追加し た時に、 テ ィ ア ド ロ ッ プが自動的に
追加されます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。 テ ィ ア ド ロ ッ プが有効にな り ます。

例外 ： パッ ド に入る配線がセン タ リ ングされていないと テ ィ ア ド ロ ッ プが既存
パッ ド に表示されない場合があ り ます。 パッ ドから最初のコーナーへ再配線を
行い、 これら を修正し て く だ さい。

前回の PADS Layout セ ッ シ ョ ンでテ ィ ア ド ロ ッ プのオプシ ョ ンを設定し ていない場
合、 PADS Layout ではデフ ォル ト のテ ィ ア ド ロ ッ プ形状が使用されます。 [ オプシ ョ
ン ] ダイアログボ ッ クスのテ ィ ア ド ロ ッ プ タ ブで追加テ ィ ア ド ロ ッ プ機能がある場
合、 テ ィ ア ド ロ ッ プオプシ ョ ンで更に具体的な設定が可能です。 

ヒ ン ト ： 特定の配線上でテ ィ ア ド ロ ッ プを使用し た く ない場合は、 シ ョ ー ト カ ッ ト
メ ニューの配線を ク リ ッ ク し、 テ ィ ア ド ロ ッ プを無視を選択し ます。 テ ィ ア ド ロ ッ プ
は現在配線中の配線には表示されませんが、 次の配線から表示されます。

全てのテ ィ ア ド ロ ッ プを削除する

テ ィ ア ド ロ ッ プの作成手順を逆に行う こ とによ り全てのテ ィ ア ド ロ ッ プを削除できま
す。

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ。

2. オプシ ョ ン領域で [ テ ィ ア ド ロ ッ プ作成 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。
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テ ィ ア ド ロ ッ プ表示を無効にする

テ ィ ア ド ロ ッ プを設計から削除し な く ても、 一時的に表示を無効にできます。

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > テ ィ ア ド ロ ッ プ タ ブ。

2. [ パラ メ ータ ] 領域で [ テ ィ ア ド ロ ッ プ表示 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ま
す。

テ ィ ア ド ロ ッ プを選択し て無効にする

テ ィ ア ド ロ ッ プをピンレベルで選択し て無効にできます。

1. ピンを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. [ ピンのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスのテ ィ ア ド ロ ッ プチ ェ ッ クボ ッ クス
を OFF にし ます。

複数ピンに対し て無効にするには、 選択フ ィ ルタ をピンのみに設定し、 選択矩形を
使って複数ピンを選択し ます。 選択し た全てのピンのテ ィ ア ド ロ ッ プが有効になって
いる限り、 [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスからテ ィ ア ド ロ ッ プを無効にする こ と
ができます。

テ ィ ア ド ロ ッ プの制限事項

テ ィ ア ド ロ ッ プの配置には、 次の制限事項があ り ます。

• 正方形パッ ド にはデフ ォル ト 形状のテ ィ ア ド ロ ッ プは配置できません。

• 配線コーナーがパッ ド またはビア内にある場合や、 配線線分が短すぎる場合、
配線へテ ィ ア ド ロ ッ プを配置できません。 この問題を解消するには、 追加テ ィ
ア ド ロ ッ プオプシ ョ ンの [ 自動調整 ] を使用し ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボッ クスの [ テ ィ ア ド ロ ッ プ ] タ ブにこのオプシ ョ ンがあ り ます。 [ 自動調整 ]
を使用し て、 テ ィ ア ド ロ ッ プの長さ と幅の比率を設定できます。 [ 自動調整 ]
が選択されている場合、 配線コーナーがパッ ドやビア内にあった り、 配線線分
が指定し た長さ比率に対し て短すぎる場合、 配線上のテ ィ ア ド ロ ッ プの長さ調
整が行われます。

CAM のテ ィ ア ド ロ ッ プ

テ ィ ア ド ロ ッ プのプロ ッ ト を行う際、 経路幅と同じ線幅が使用されます。 テ ィ ア
ド ロ ッ プが不定形 ( アニュ ラ ) パッ ドの場合、 パッ ドの外側の半径と内側の半径の差
が経路幅よ り小さい場合は、 その幅が線幅と し て使用されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

テ ィ ア ド ロ ッ プのプロパテ ィ 変更

テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ ―配線ダイアログボ ッ クス
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テ ィ ア ド ロ ッ プのプロパテ ィ 変更

全層上で選択し たテ ィ ア ド ロ ッ プのいずれかまたは全てのテ ィ ア ド ロ ッ プに関し て、
テ ィ ア ド ロ ッ プ形状、 長さ比率、 幅の比率が変更可能です。 また、 設計から個々の
テ ィ ア ド ロ ッ プを削除する こ と もできます。

テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ を変更するには、

1. テ ィ ア ド ロ ッ プが付属する配線を選択し ます。 両端にテ ィ ア ド ロ ッ プがある
配線の中央を選択する と、 両方のテ ィ ア ド ロ ッ プが編集できます。 1 つのテ ィ
ア ド ロ ッ プのみを修正するには、 変更を行う テ ィ ア ド ロ ッ プ付近の配線を選択
し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し ます。

3. テ ィ ア ド ロ ッ プボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ ―配線ダ
イアログボ ッ クスが表示されます。

例外 ：

• 複数の配線を選択し、 その配線上にテ ィ ア ド ロ ッ プを修正する と、 既存の
テ ィ ア ド ロ ッ プのみ修正されます。 配線にテ ィ ア ド ロ ッ プの設定は適用され
ません。 新規作成されるテ ィ ア ド ロ ッ プには、 常に [ オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボッ クスの [ テ ィ ア ド ロ ッ プ ] タ ブの設定が適用されます。 

• [ 適用 ] 領域で [ 層 ] や [ 全て ] を選択する と、[ 自動調整 ] は ON でも OFF でもない
状態に変わり ます。 複数の配線に対し て [ 自動調整 ] 設定が読み込まれてお り、
その設定が異なる時にこの状態にな り ます。 ただ し、 [ 自動調整 ] を変更する
こ とは可能です。

• [ 層 ] または [ 全て ] を選択する と、テ ィ ア ド ロ ッ プのプレビ ューは行えません。

関連 ト ピ ッ ク 　

テ ィ ア ド ロ ッ プの使用

テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

テ ィ ア ド ロ ッ プのチ ェ ッ ク

ダイアログボッ クスを使い、 テ ィ ア ド ロ ッ プのチ ェ ッ ク と エラーの表示を行います。
エラー位置、 層、 エラーの簡単な説明がレポー ト されます。

必須事項 ： テ ィ ア ド ロ ッ プは確認する前に有効にする必要があ り ます。 ツール
メ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ > テ ィ ア ド ロ ッ プ生成チ ェ ッ クボ ッ クスを選択 > 
OK を ク リ ッ ク し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• テ ィ ア ド ロ ッ プ検査の実行
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• テ ィ ア ド ロ ッ プエラー結果の確認

• エラー結果の保存や印刷

• デフ ォル ト テ ィ ア ド ロ ッ プレポー ト フ ァ イル名の変更

テ ィ ア ド ロ ッ プ検査の実行

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > テ ィ ア ド ロ ッ プ タ ブ。

2. 検査を ク リ ッ ク し ます。

3. 開始を ク リ ッ ク し て、 検査を実行し ます。

4. エラーが見つかった場合、 検査終了後にエラー数を表示し た メ ッ セージ
ウ ィ ン ド ウが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し ます。

テ ィ ア ド ロ ッ プエラー結果の確認

エラー詳細

エラー結果は位置座標ボ ッ クスに記載されます。 エラーリ ス ト には、 X、 Y 位置、 層、
エラータ イプが含まれます。

1. リ ス ト からエラーを選択し ます。

2. [ 内容説明 ] ボ ッ クスに、 位置座標リ ス ト で選択し たエラーの詳細な情報が
表示されます。 こ こには、 競合するオブジ ェ ク ト に関する情報も含まれます。

ヒ ン ト ： ダイアログボ ッ クスが開かれているかど うかに関わらず、 現在のエラーリ ス
ト は残り ます。 エラー記号は、 エラー消去を ク リ ッ クするまでそのままの状態で残り
ます。 [ エラー消去 ] は、 実際のエラーではな く エラー記号を消去し ます。

設計のエラーを表示

設計のエラー記号が表示されます。

必須事項 ： エラー記号を表示するには、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、
色が正し く 指定されている必要があ り ます。 設計領域のエラーは、 [ 画面表示職を定
義 ] ダイアログボ ッ クスで層ご とに定義し たエラーチ ェ ッ クボ ッ クスの色で表示され
ます。 [ 位置座標 ] ボ ッ クスでエラーを選択する と、 設計領域のエラーは、 強調表示
色で表示されます。

• リ ス ト からエラーを選択し ます。

結果 ： ( [ 画面移動禁止 ] が ON になっていなければ ) 作業ウ ィ ン ド ウがエラー領域に
パン し ます。 設計にズームし ている場合、 さ らに確認しやす く な り ます。

ヒ ン ト ：
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1. 画面移動禁止チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と、 項目を選択し た時に、 設計領
域がそこへ移動し ないよ う設定できます。

2. エラー記号はエラー消去を ク リ ッ クするまで設計から削除されません。
[ エラー消去 ] は、 実際のエラーではな く 、 エラー記号を削除し ます。 エラー
は設計内で修正し て く だ さい。

エラー結果の保存や印刷

また、 現在のエラー結果はデフ ォル ト テキス ト エデ ィ タ で表示できます。

• 最新のレポー ト 結果をデフ ォル ト テキス ト エデ ィ タ で表示するには、 レポー ト
表示を ク リ ッ ク し ます。 結果はデフ ォル ト テキス ト エデ ィ タから印刷や保存が
行えます。

デフ ォル ト テ ィ ア ド ロ ッ プレポー ト フ ァ イル名の変更

テ ィ ア ド ロ ッ プ検査を行う と、 各検査形式ご とに独自の名前を持ったレポー ト フ ァ イ
ルが作成されます。

• フ ァ イル名を指定するには、 レポー ト フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

結果 ： デフ ォル ト 名を使用し ない場合は、 レポー ト に任意の名前を付けられる
[ 名前を付けて保存 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。 

ヒ ン ト ：

• レポー ト 名を指定し ないと、 常にデフ ォル ト 名で保存されます。

• 名前を指定し た場合、 再度変更するまで、 その名前がそのレポー ト 形式の
デフ ォル ト 名と な り ます。

配線時

配線接続の始点と終点の変更

配線を行う結線を選択し た時、 反対側から配線を開始し たい場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト
メ ニューの [ 終了点交換 ] コ マン ド を ク リ ッ ク し ます。 既に接続された配線線分は
保持されます。 [ 終了点交換 ] コ マン ド を使う と、 両端から配線を行えます。

弧を作成するには

配線時に弧を描 く コーナーを作成するには、 

1. 配線中、 右ク リ ッ ク メ ニューで円弧追加を選択し ます。 最終コーナーから伸び
る線分が円弧に変換されます。
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2. カーソルを動かし、 半径を調整し ます。 

3. ク リ ッ ク し て円弧を完成させます。 配線はこの地点から続きます。

参照 ： 弧やマイ ターを引き伸ばすには

マイ ターを作成するには

丸みを帯びたコーナーをマイ ターする こ とによ り、 よ り小さ く 滑らかな弧を作成する
こ とができます。

マイ ターコーナーを作成するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン。

2. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの設計タ ブでマイ ターを円弧に設定し ます。 

3. 比率を設定し ます。 

比率は配線幅に対する弧の半径です。 例えば、 12 ミ ル配線に対し て、 比率を
1 にする と、 半径は 12 と な り、 比率を 2 にする と半径は 24 にな り ます。 

4. マイ ターを適用するには、 コーナーを選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューから
マイ ター追加を選択し ます。 

自動マイ ター

作図形状のコーナーで自動的にマイ ターを行う には、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボッ クスの設計タ ブで自動マイ ターを選択し ます。 マイ ター領域でマイ ターの寸法と
形状を設定し ます。 また、 作図コ マン ドが有効になっている時には、 シ ョ ー ト カ ッ ト
メ ニューから自動マイ ターの選択 / 選択解除が行えます。

円弧に変換コ マン ド を使用し て、 直線の線分から円弧を作成できます。

参照 ： 弧やマイ ターを引き伸ばすには

配線中に層を変更するには

配線中に層の変更を行う には、 配線有効時に モー ド レスコ マン ド L を入力し ます。

• L と新しい層番号を入力し Enter キーを押し ます。

PADS Layout は、 最終コーナーにビアを配置し、 配線を選択し た層に移動し ます。 配
置されるビア タ イプは、 ビア タ イプの選択ダイアログボ ッ クス設定で決定されます。
配線色はそれに応じ変化し層リ ス ト ボ ッ クスには新しい層が表示されます。 

また、 右ク リ ッ ク メ ニューから層を選択する こ と もできます。 2 つの層間で交互に
変更する場合、 層ペアを設定し、 層切り替えコ マン ド Ctrl+T を使えます。
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関連 ト ピ ッ ク 　

層ペアの使用

配線中にビア タ イプを変更するには

配線中に使用されているビアを変更するには

1. 右ク リ ッ ク メ ニューのビアを追加を選択し ます。 [ ビア ] ダイアログボ ッ クス
が表示されます。

2. ビアモー ド領域で新しいビア タ イプを選択し ます。

3. ビア リ ス ト から使用するビアを ク リ ッ ク し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。 再び変更するまで、 このビア タ イプが使用されます。 

自動を ク リ ッ クする と、 PADS Layout は以下を元にし てビアを選択し ます ：

• 配線規則ダイアログボ ッ クスでネ ッ ト に許可されたビアの設定

• ド リルペア設定ダイアログボ ッ クスで層変更可能と されているビアの設定

上記の両方に複数のビアが当てはまる場合は、 よ り小さい ド リル径とパッ ド寸法の
両方またはいずれかが使用されます。

他のオプシ ョ ンは ：

配線中に配線幅を変更するには

配線幅を変更する と、 現在の配線幅は最終コーナーから変更され、 最終コーナーの前
の線分は元の配線幅のままにな り ます。 以降の全ての線分は、 ネ ッ ト 上の次のピンに
到達するまで、 新しい線幅が使用されます。 再び変更を行う まで、 その線幅が結線と
関連付けられた状態にな り ます。 

新たな線幅は残りの結線に対し て適用されます。 ただ し、 ネ ッ ト の推奨配線幅設定は
変更されません。 部分的な配線で終了し、 後でそれを使用し た場合、 個別に設定し た
線幅は有効なままです。

配線中に線幅を変更するには、

1. モー ド レスコ マン ド W を入力し ます。

2. 新しい線幅を入力し、 Enter キーを押し ます。 ステータ スバーの線幅領域はそ
れに応じ変化し ます。

非貫通 自動検索では非貫通ビアに限定されます。

貫通 貫通ビアのリ ス ト が有効にな り ます。 層変更時に挿入される
デフ ォル ト のビアを選択し ます。
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また、 [ グ リ ッ ド / 線幅 ] ダイアログボ ッ クスでも、 配線中の配線幅を変更できます。

配線後に配線幅を変えるには、

1. 項目を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューでプロパテ ィ を選択し ます。 また編集メ ニューから探索を
選択し、 同様の幅を持つ全ての配線を検索 / 選択し、 新しい線幅に変更する こ
と もできます。

参照 ： 既存配線幅を変更するには

他の層上の配線の ト ラ ブルシューテ ィ ング

ビアを使い配線中に他の層への切り替えが行えます。 ただ し、 他の層への配線を阻む
様々な規則や設定があ り ます。 問題が発生し た場合は次の項目を確認し て く だ さい ：

• [ 選択済の層 ] リ ス ト にビア タ イプがあ り ますか ? 各階層レベルの配線規則で、
[ 選択済みのビア ] リ ス ト から配線ビアを削除し て無効にできます。

• [ 選択済の層 ] リ ス ト にある層は層の傾向に含まれていますか ? 各階層レベルの
配線規則で、 [ 層の傾向 ] 領域にある [ 選択済のビア ] リ ス ト から配線ビアを削
除し て無効にできます。

• 選択フ ィ ルタ で[層]チ ェ ッ クボ ッ クスはOFFになっていますか? 選択フ ィ ルタの
[ 層 ] タ ブで、 [ 層 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にできます。 配線を行お う と し て
いるビアのパッ ド も含め、 層では何も選択できな く な り ます。

• 会話層が最前面に来ていますか? [一般設定の各種定義]で[会話層を最前面表示]
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 層を全面に表示できるため、 層上の項目選択
がよ り容易に行えます。

• その層上や特定の実装部品付近でネ ッ ト の配線ができないよ う設定された、
制約条件規則はあ り ませんか？

異なるネ ッ ト で配線を終える

異なるネ ッ ト 名を持つ配線で線分を終えるには、 ECO ツールバーの配線コ マン ド を使
います。 PADS Layout では 2 つのネ ッ ト を意図的に 1 つの層と し て統合し ている もの
とみな し、 ECO と し て扱います。 データベースにもそのよ う に記録されます。 統合し
たネ ッ ト の内のいずれかの名前を使用するか、 別の名前を使って、 ネ ッ ト に新規名称
を指定し て く だ さい。 

参照 ： ECO 操作
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複数オブジ ェ ク ト の中からオブジ ェ ク ト を選択

複数オブジ ェ ク ト の中からオブジ ェ ク ト を選択
設計オブジ ェ ク ト を選択後に、 さ らに選択フ ィ ルタ シ ョ ー ト カ ッ ト が使えます。
右
ク リ ッ ク メ ニューから選択シ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます。

• 電気オブジ ェ ク ト からネ ッ ト を選択

• オブジ ェ ク ト から ピンペアを選択

• ネ ッ ト から ク ラスを選択

• ピンペアからグループを選択

• 線分 / コーナーから図面オブジ ェ ク ト を選択

電気オブジ ェ ク ト からネ ッ ト を選択

電気オブジ ェ ク ト の関連ネ ッ ト を簡単に選択できます。 電気オブジ ェ ク ト には、 配線
オブジ ェ ク ト 、 ピン、 ベタ オブジ ェ ク ト 、 銅箔面、 未配線が含まれます。

配線、 結線、 ピン等を含むネ ッ ト 全体を選択するには、

1. オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのネ ッ ト を選択を選択するか、 F6 キーを押し ます。

オブジ ェ ク ト から ピンペアを選択

ピン、 配線線分、 コーナー、 タ ッ ク、 ビアに付随する全てのピンペアを選択するに
は、

1. オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのピンペアを選択を選択するか、 F5 キーを押し ます。

ネ ッ ト から ク ラスを選択

ク ラスは共通の設計規則設定を持つネ ッ ト の集合です。 ク ラスはグラ フ ィ ッ ク を使用
し て定義する こ と も、 [ ク ラス規則 ] ダイアログボ ッ クスから設定する こ と も可能で
す。

参照 ： 設計規則の設定

ネ ッ ト ク ラスを作成する と、 ネ ッ ト ク ラスにあるピン、 配線、 未配線ピンぺアなどの
全ての項目をすばや く 選択し た り、 ネ ッ ト のク ラスを決定する こ とができます。
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1. ネ ッ ト を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのク ラスを選択を選択し ます。 

ピンペアからグループを選択

グループは共通の設計規則設定を持つピンペアの集合です。 グループの定義は
[ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスで行う こ とができます。

参照 ： 設計規則の設定

グループのピンペアを選択するには、

1. グループのピンペアを選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのグループを選択を選択し ます。 

線分 / コーナーから図面オブジ ェ ク ト を選択

線分やコーナーから全ての図面オブジ ェ ク ト を選択するには、

1. 図面線分や線分を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの形状を選択を選択し ます。 

配線後
こ こ では、 配線済みの配線パターンのク リーンア ッ プや修正、 全面的な再配線、
プロテ ク ト 済みの配線を修正から保護する際に使用するツールの詳細を説明し ます。 

ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ
ク ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セージが
表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。 ただ し、 物理的再
利用から配線パターンを配線パターンを コ ピーする こ とは可能です。

現行アク テ ィ ブな層の配線の下にある障害物を表示するには透視画面表示モー ド、
モー ド レスコ マン ド  T を使います。

配線を保護するには

配線を保護するには、 オブジ ェ ク ト を選択し て、 [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
で保護を有効にし ます。 完全に配線された結線や部分配線済みのピンぺアやネ ッ ト
レベルを保護する こ とができます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「配線保護」 
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ピンペアの保護

1. 配線線分や未配線を選択 > 右ク リ ッ ク > ピンペアを選択 > 右ク リ ッ ク > 
プロパテ ィ 。

2. 配線を固定チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

全てのネ ッ ト を保護

1. 配線線分や未配線を選択 > 右ク リ ッ ク > ネ ッ ト を選択 > 右ク リ ッ ク > 
プロパテ ィ 。

2. 配線を固定を ク リ ッ ク し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

未配線を保護するには

未配線を保護するには、 オブジ ェ ク ト を選択し、 [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
から保護を有効にし ます。 完全に未配線処理の結線や、 部分的に配線された結線の
未配線部分を、 ピンぺアやネ ッ ト レベルで保護する こ とができます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「配線保護」 

ヒ ン ト ： 部分配線の未配線部分は、 初めに配線部分の保護を行わないと保護できませ
ん。

未配線をピンペアレベルで保護するには、

1. 未配線を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。 

参照 ： ピンペアのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス 

3. 完全に未配線の結線を保護するには未配線を固定を ク リ ッ ク し ます。 ネ ッ ト
に部分配線が含まれる場合、 このオプシ ョ ンが利用できます。 

部分配線の未配線部分を保護するには、 配線を固定を ク リ ッ ク し てから、
未配線を固定を ク リ ッ ク し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

全てのネ ッ ト を保護するには、

1. 未配線を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのネ ッ ト を選択を選択し ます。 
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3. 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し ます。

参照 ： ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

4. 未配線を固定を ク リ ッ ク し ます。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。

配線やダイナ ミ ッ ク配線で再配線を行う には

再配線は、 既存配線に沿った任意の場所で新たな再配線を開始 / 終了する こ とによ
り、 行う こ とができます。 再配線の開始や終了は、 線分、 ピン、 ビア上で行えます。
ただ し、 以下の 2 つの条件を満たす必要があ り ます ：

• 既存および新規配線は同一ネ ッ ト 名を持つ必要があ り ます。

• ネ ッ ト のベタ共有が有効である必要があ り ます。

ベタ共有を有効にするには、 ネ ッ ト の配線規則ダイアログボ ッ クスからベタ
共有を選択し ます。 全ネ ッ ト で共有を有効にするには、 [ 設計規則 ] ダイアロ
グボッ クスでデフ ォル ト を ク リ ッ ク し、 配線領域でベタ共有を選択し ます。

配線線分上で再配線を開始するには、

1. 再配線を行う線分を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの配線を選択し ます。 新しい配線が選択部で開始されま
す。

配線中の配線を T 分岐し たい線分上に合わせて、 カーソルが二重丸の形状に
なった時、 配線を完了できます。 接続ループを作成する と 「ループ削除を し ま
すか？」 メ ッ セージが表示されます。 強調表示された線分を削除するには OK
を、 ループ内の他の線分をサイ クル選択するには次を ク リ ッ ク し ます。 強調表
示線分を削除するには OK を ク リ ッ ク し ます。

3. 配線を完了するには、 ダブルク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク メ ニューの完了を
選択し ます。

ヒ ン ト ：

• 固定済みテス ト ポイ ン ト であるビアやジャ ンパピンを持つ線分の再配線を行っ
ても、 固定済みテス ト ポイ ン ト は削除されません。 テス ト ポイ ン ト は未配線で
接続され、 残った状態にな り ます。

• 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と再利用オブジ ェ ク ト
は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セージ
が表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

透視画面表示モー ド、 モー ド レスコ マン ド  T を使用し て、 現在アク テ ィ ブな層の配線
の下にある障害物を表示できます。
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スケ ッ チ配線から再配線を行う には

ダイナ ミ ッ ク配線使用時に、 スケ ッ チ配線を使用し て、 2 つのピン間の配線線分を
再配線できます。 この場合、 ピンは実装部品ピン、 ビア、 タ ッ クなどです。

スケ ッ チ配線ではタ ッ ク を動かせないため、 誤った方向に向かっているの配線や、
それ以外の理由で タ ッ クがある場合は、 スケ ッ チ配線を行えません。 

スケ ッ チを使い配線を再配線するには、

1. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 設計 ] タ ブの [ オン ラ イ ン DRC] 領域
で、 [DRC オン ] を選択し ます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計規則検証」

2. 編集を行う線分の最初の部分を選択し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューのスケ ッ チを選択し ます。 カーソルと共に移動する細い点
線が表示されます。 この線を使い、 新規配線の通常位置を印付けし ます。 コー
ナーに入る必要はあ り ません。 

4. ク リ ッ ク し て、 スケ ッ チ配線の完了位置を指定し ます。 定義されたパスを
通り、 配線が完了し ます。 　

動詞モー ド でスケ ッ チ

設計ツールバーのスケ ッ チ配線ボタ ンは同一の配線機能を提供し ますが、 配線過程は
異なる手順を用い行います。

1. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 設計 ] タ ブの [ オン ラ イ ン DRC] 領域
で、 [DRC オン ] を選択し ます。 

2. スケ ッ チ配線 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 編集を行う配線を選択し ます。 カーソルと共に動 く 細い点線が表示されます。
この線を使い新しい配線の通常位置を印付けし ます。 コーナーに入る必要は
あ り ません。

4. ク リ ッ クによ り スケ ッ チ配線の終わり を示し ます。 配線を完了するには定義済
みパスで配線を行います。 　

ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ
ク ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セージが
表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

円滑化制御の使用

円滑化オプシ ョ ンを使い、 配線パターンの円滑化 ( 不要な コーナーや線分を削除し、
き、 障害物間の配線パターンをセン タ リ ングし ます )、 管理されたネ ッ ト 長のため配
線を保護、 バス配線後の円滑化操作を実行、 パッ ド入力 / 出力の円滑化を行います。 
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[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの配線タ ブにある これらのオプシ ョ ンは、 円滑化、
自動配線、 およびバス配線コ マン ド に適用されます。

配線線分の円滑化を行う には

円滑化を行う と、 不要な線分が配線から削除され、 可能な限り 90 度コーナーは 45 度
コーナーに変換されます。 このオプシ ョ ンはダイナ ミ ッ ク配線を使う際に使用可能で
す。 

配線線分の円滑化を行う には

1. オン ラ イ ン DRC を DRC オンに設定し ます。

2. 配線線分を選択し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューの円滑化を選択し ます。

ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ
ク ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セージが
表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

パッ ド入力角度を変更するには

[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの設計タ ブの [ ラ イ ン / 配線角度 ] 設定によ り、
配線完了時のパッ ド入力角度が決定し ます。 また、 ステータ スウ ィ ン ド ウでラ イ ン /
配線角度を使用する こ と もできます。 配線完了後は、 パッ ド入力角度をピンに変更で
きます。

1. 線分を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのパッ ドへの経路修正を ク リ ッ ク し ます。 可能な場合、
最終線分の方向が変わり、 それに応じ て付随する線分の調整も行われます。

新たなパッ ド入力角度で間隙エラーが発生する場合、 この処理はキャ ンセルさ
れます。

ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ
ク ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セージが
表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

配線パターンのコ ピーとペース ト

配線パターンを 1 つ作成し て、 それを コ ピーし て似たよ う な結線に貼り付ける こ とに
よ り、 反復的な配線パターンを作成する こ とができます。 層変更やパス内のビアも、
この内容に含まれます。 メ モ リーパターンや SMD フ ァ ンアウ ト において、 この配線
コ ピーが有用です。

配線のコ ピーとペース ト を行う には、
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1. ピンペアまたは線分を選択し ます。

2. 編集メ ニューのコ ピーを ク リ ッ クするか、 Ctrl キーを押し ながら C を押し ま
す。 選択された全ての線分やビアが動かせる状態になるか、 移動モー ド でカー
ソルにコ ピーされ貼り付いた状態にな り ます。

3. 必要であればシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューコ マン ド を使いコ ピーの回転や搭載面変
更を行います。

4. 貼り付けを行いピンに追加し たい位置を指定し ます。 コ ピーが貼り付けられ、
再度コ ピーを行えるよ う、 コ ピー内容はカーソルに貼り付いたままにな り ま
す。

その後カーソルは、 最後の配置と同じ距離と方向に移動し た場所に自動的に
引き込まれます。 これよ り、 反復的な配線パターンの挿入が容易にな り ます。

5. Esc キーを押すと、 以降のコ ピーをキャ ンセルできます。

コ ピーされた配線は有効な電気結線のみに貼り付けされます。 何もない場所には貼り
付けできません。 コ ピーされた配線が目標ピンペアよ り短い場合は、 コ ピーの終点か
ら も う一方のピンまで、 結線が作成されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

BGA で配線のコ ピーと貼り付け

コ ンセプ ト ガイ ドの 「カ ッ ト 、 コ ピー、 削除」

配線ループの作成

以前のパスを削除する こ と な く 同一ネ ッ ト の地点間で再配線を行えます。 これによ り
新しい配線は既存配線から分岐し、 ループを作り ます。

配線ループを使用するには、

1. 分岐を行う配線線分の位置を指定し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの配線ループを選択し ます。 新しい配線が選択位置で開始
し ます。

3. 新しい配線の各コーナーの位置を指定し ます。

4. ループが既存配線に戻る位置を指定し ます。

また、 シ ョ ー ト カ ッ ト キー Ctrl+J でも、 ループ配線を開始できます。

ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ
ク ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セージが
表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。
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配線線分を移動するには

配線線分を移動するには、

1. 配線線分を選択し ます。

2. 以下のいずれかを行い、 移動を開始し ます。

• 右ク リ ッ ク メ ニューの移動を選択。

• Ctrl+E

• 配線線分を選択し て ド ラ ッ グ。[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの一般設定
タ ブで、 [ ド ラ ッ グと ド ロ ッ プ ] または [ ド ラ ッ グ移動な し ] を選択し ます。

選択し た配線が固定されます。

3. ク リ ッ ク し て配線位置を指定し ます。

移動時の押し退け

ダイナ ミ ッ ク配線ツールの使用時、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューで配線実行時の配線押し
退け ON/OFF や配線の移動を設定できます。 配線の押し退けを行う には、 一時的に重
複を作成し、 配線が [ 移動 ] モー ド になっている時に右ク リ ッ ク メ ニューから [ 押退 ]
を ク リ ッ ク し ます ( チ ェ ッ クマーク を OFF にし ます )。

ヒ ン ト ：

• [DRC オン ] または [DRC 警告 ] に設定する と、配線の再配置時に間隙規則に違反
し た配線は行えません。

• 固定済みテス ト ポイ ン ト であるビアやピンに付属する配線を動かすと、 テス ト
ポイ ン ト 変更を表す警告ダイアログボ ッ クスがオプシ ョ ン と共に表示されま
す。 

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

• 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ ク
ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セー
ジが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集操作を中止し ます。

透視画面表示モー ド ( モー ド レス コマン ド T) を使用する と、 現在有効な層の配線の
下にある障害物を表示できます。

配線線分を削除するには

配線線分を削除するには、

1. 線分を選択し ます。



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0544

配線
配線後

2. Del キーを押すか、 編集メ ニューから削除を選択し ます。

配線線分を削除する と、 結線が復元されます。

ヒ ン ト ：

• テス ト ポイ ン ト であるビアに付属する配線を削除する と、 テス ト ポイ ン ト が固
定されていない限り、 ビアは配線と共に自動的に削除されます。 テス ト ポイ ン
ト が固定済みの場合、 ビアは未配線に接続されたまま と な り ます。

• 物理的再利用の一部である線分を削除し よ う とする と 「コ マン ドは再利用要素
に適用できません」 とい う メ ッ セージがステータ スバーに表示されます。

ピンに固定された線分の未配線処理を行う には

実装部品の各ピンに固定された最初の線分の未配線処理を行う こ とができます。
[ 追従線分を未配線処理 ] を使用し、 部品で終了し ている接続の再配線を行えます。
線分が再配線される と、 配線と交わる結線の終端にタ ッ クが表示されます。 未配線線
分がビアで終了し ている場合、 ビア と未配線ピンの間に結線が作成されます。

ピンに付随する線分の未配線処理を行う には、

1. 付随する線分の未配線処理を行う実装部品を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの追従線分を未配線処理を選択し ます。 最初の線分に未配
線処理が行われ配線終端にタ ッ クが表示されます。

ヒ ン ト ： 物理的再利用の一部である線分の未配線処理を行お う とする と、 「コ マン ド
は再利用要素に適用できません」 とい う メ ッ セージがステータ スバーに表示されま
す。

既存配線幅を変更するには

プロパテ ィ ダイアログボ ッ クスを使用し て、 線分、 ピンペア、 ネ ッ ト レベルで配線済
みの配線線幅を変更できます。

線分幅の変更

1. 線分を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. 線幅領域に新しい幅を入力し適用または OK を ク リ ッ ク し ます。

ピンペアやネ ッ ト の線幅の変更

1. 線分を選択 > 右ク リ ッ ク > ピンペアを選択またはネ ッ ト を選択。
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2. ピンペアやネ ッ ト が強調表示されている時に、 右ク リ ッ ク メ ニューから プロパ
テ ィ を選択するか、 ツールバーのプロパテ ィ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ ピン
ペアのプロパテ ィ ] または [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスが表示
されます。

参照 ： ピンペアのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス 1

3. 線幅ボッ クスに新しい幅を入力し、 適用または OK を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正する と 「再利用オブジ ェ ク ト は修
正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セージが表示され
ます。 OK を ク リ ッ ク し て編集操作をキャ ンセルし ます。

配線コーナーを弧に変換

［円弧へ変換］ を使用し て、 2 つの交差する配線線分から円弧を作成できます。 [ オプ
シ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの設計タ ブにある [ マイ ター ] 領域内の角度ボッ クスで、
どの配線コーナーを円弧に変換するかを設定し ます。 例えば、 角度ボ ッ クスに 90 度
と入力し た場合、 90 度以下の配線コーナーのみが円弧に変換されます。

配線コーナーを円弧に変換するには、

1. 配線のコーナーを選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから円弧に変換を選択し ます。 

3. カーソルで円弧の半径を調整し、 ク リ ッ ク し て終了し ます。

作成された円弧の半径の調整や、 円弧を コーナーに再変換するには、 [ 配線 ] シ ョ ー
ト カ ッ ト メ ニューのス ト レ ッ チを使用し ます。

1. 

円弧またはマイ ターを コーナーに戻すには、 2 本の線が交差するポイ ン ト の外側を ク
リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ：

• 固定済みテス ト ポイ ン ト であるビアやピンに取り付けられた配線を移動または
引き伸ばすと、 警告ダイアログボ ッ クスが表示され、 テス ト ポイ ン ト に行われ
る変更に関する情報と オプシ ョ ンが表示されます。

参照 ： Troubleshooting

• 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と、 「再利用オブジ ェ
ク ト は修正できません。 最初に再利用の破棄を行って く だ さい」 とい う メ ッ
セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集操作をキャ ンセルし ます。
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ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正する と 「再利用オブジ ェ ク ト は
修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セージが表示
されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集操作をキャ ンセルし ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

マイ ターを作成するには 

弧やマイ ターを引き伸ばすには

引き伸ばし を使い、 配線線分にあるマイ ターや円弧の拡張や縮小を行います。 

円弧やマイ ターを引き伸ばすには

1. マイ ター線分または円弧を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから ス ト レ ッ チを選択し ます。 カーソルに配線が貼り付い
た状態にな り ます。

3. カーソルを動かし、 オブジ ェ ク ト の縮小や拡張を行います。

4. ク リ ッ ク し て完了し ます。

円弧やマイ ターを コーナーに戻すには、 2 つの線の交差点の外を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ：

• 固定済みテス ト ポイ ン ト であるビアやピンに付属する配線を動かすと、 テス ト
ポイ ン ト の変更を表す警告ダイアログボ ッ クスがオプシ ョ ン と共に表示されま
す。

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

• 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正する と 「再利用オブジ ェ ク ト は修正
できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい うのメ ッ セージが表
示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集操作をキャ ンセルし ます。

ス ト レ ッ チコ マン ド による配線線分の移動

ス ト レ ッ チコ マン ド を使用し、 終端の一方または両方に角度を持つ直線の配線線分を
移動できます。 角度は維持され、 線分の長さは引き伸ばし時に調節されます。

ス ト レ ッ チコ マン ド では、 終端に円弧がある直線の配線線分は移動できません。 ス ト
レ ッ チコ マン ドが使用できるかど うかは、 ステータ スバーに表示されます。

ヒ ン ト ： 全ての円弧と マイ ターの修正を行う には、 円弧修正およびマイ ター移動コ マ
ン ド を使用し ます。
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関連 ト ピ ッ ク 　

弧を作成するには

マイ ターを作成するには

コーナーを移動するには

作図オブジ ェ ク ト や配線上のコーナーは、 移動する こ とができます。

1. 移動する コーナーを選択し ます。

2. マウスでコーナーを動かし ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューの円弧に変換を選択し ます。 コーナーは円弧にな り、
カーソルに貼り付いた状態にな り ます。 円弧を希望の位置へ動かし、 ク リ ッ ク
で完了し ます。

4. 選択し たコーナーの移動時に他の配線を押し退けるには、 右ク リ ッ ク メ ニュー
の押退を選択し ます。

5. ビアやタ ッ ク を水平や垂直線分に制限するには、 右ク リ ッ ク メ ニューから
90 度方向を選択し ます。

6. 45 度線分を許可するには右ク リ ッ ク メ ニューから 45 度方向を選択し ます。

7. 任意角度で線分を許可するには任意角度を ク リ ッ ク し ます。

8. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 設計 ] タ ブのオン ラ イ ン DRC 設定に
関わらず、 間隙規則を無視するには右ク リ ッ ク メ ニューの間隙無視を選択し ま
す。

ヒ ン ト ：

• [ 設計 ] ツールバーの [ 移動 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 コーナーがカーソルに
貼り付いた状態にな り ます。

• [オプシ ョ ン ]ダイアログボ ッ クスの[設計] タ ブにある [実装部品移動中は配線が
ス ト レ ッ チ ] を選択する と、 線分はボタ ンを離すと カーソルに貼り付いた状態
にな り ます。

• 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ ク
ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セー
ジが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

コーナーを移動するには

図形コーナーのプロパテ ィ 修正
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ビアやタ ッ ク を移動するには

ビアやタ ッ ク を移動するには

1. ビアやタ ッ ク を選択し ます。

2. カーソルでビアまたはタ ッ ク を ド ラ ッ グし ます。

3. 選択し たコーナーを動かすと同時に他の配線を押し退けるには、 右ク リ ッ ク
メ ニューの押退を ク リ ッ ク し ます。

4. ビアやタ ッ ク を水平や垂直線分に制限するには、 右ク リ ッ クから直コーナーを
ク リ ッ ク し ます。

5. 45 度線分を許可するには右ク リ ッ クから斜辺を ク リ ッ ク し ます。

6. 任意角度で線分を許可するには任意角度を ク リ ッ ク し ます。

7. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 設計 ] タ ブのオン ラ イ ン DRC 設定に関
わらず、 間隙規則を無視するには右ク リ ッ ク メ ニューの間隙無視を選択し ま
す。

ヒ ン ト ：

• 固定済みテス ト ポイ ン ト であるビアを移動する と、 警告ダイアログボ ッ クスが
表示され、 テス ト ポイ ン ト に行われる変更についての情報と オプシ ョ ンが表示
されます。

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

• テス ト ポイ ン ト であるビアをテス ト ポイ ン ト 禁止領域に移動し た場合、 DRC が
ON の場合、 メ ッ セージが表示され、 テス ト ポイ ン ト が消去されます。

• 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ ク
ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セー
ジが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。 

中途配線の削除

中途配線とは、 ラ ッ ツネス ト でどのピンにも接続されていない配線のス タ ブや支線の
こ と です。 それに対し、 部分配線とは、 ラ ッ ツネス ト のフ ラ イ ト ラ イ ンがまだ表示さ
れている未完了の配線を指し ます。

PADS Layout では配線シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューで [ テス ト ポイ ン ト を追加し て終了 ]
を選択する こ とによ り、 テス ト ポイ ン ト で配線を完了できます。 これによ り懸垂ビア
や中途配線が作成されます。 後で懸垂ビアを取り除きたい場合は、 右ク リ ッ ク
メ ニューから [ 中途配線を選択 ] を選択し ます。 PADS Layout では、 基板上で これら
の配線タ イプを全て選択する こ とが可能です。 

懸垂ビアや中途配線を選択し て、 未配線処理や削除ができます。
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ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ
ク ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい物理的」 とい う メ ッ
セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

配線を分割するには

分割コ マン ドは、 選択し た線分を 2 つに分割し ます。

線分を分割するには、

1. 分割を行う線分を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの分割を ク リ ッ ク し ます。 線分がカーソルに貼り付いた
状態にな り ます。

3. ク リ ッ ク し て、 線分の分割位置を指定し ます。 線分は 2 つに分割されます。

動詞モー ド で分割

4. 設計ツールバーで分割ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. 分割を行う配線を選択し ます。 線分がカーソルに貼り付いた状態にな り ます。

6. ク リ ッ ク し て、 線分の分割位置を指定し ます。 線分は 2 つに分割されます。

分割中の線分の交換

配線分割の際、 カーソルに貼り付いた線分を交換できます。

1. 分割を完了する前に、 右ク リ ッ ク メ ニューの交換を選択し ます。 も う一方の線
分がカーソルに貼り つきます。

現在の角度モー ド設定は貼り付いた線分の動作に適用されます。

2. 上記の説明とお り、 線分の分割を続けます。

ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ
ク ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい物理的」 とい う メ ッ
セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

配線線分にコーナーを加えるには

[ コーナー追加 ] を行う と、 選択し た線分を 2 つに分割し ます。

コーナーを追加するには

1. コーナーを追加する線分を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのコーナーを追加を選択し ます。 線分がカーソルに貼り付
いた状態にな り ます。
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3. ク リ ッ ク し て新規コーナーの位置を指定し ます。 線分は 2 つに分割されます。

動詞モー ド でコーナーを追加

4. 設計ツールバーでコーナーを追加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

5. コーナーを追加する配線を選択し ます。 線分がカーソルに貼り付いた状態に
な り ます。

6. ク リ ッ ク し て新規コーナーの位置を指定し ます。 線分は 2 つに分割されます。

ヒ ン ト ：

• 現在の角度モー ド設定は貼り付いた線分の動作に適用されます。

• オン ラ イ ン DRCが[DRCオン ]設定時にエラーが発生する と、(障壁帯が表示され
る )、 コーナーは指定位置に最も近い有効位置に加えられます。

• 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ ク
ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい物理的」 とい う
メ ッ セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

既存配線にビアを追加

[ ビア追加 ] コ マン ド では、 選択し た配線の選択地点で貫通を行います。 この操作を
行っても、 現在の層設定は変更されません。

ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ
ク ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい物理的」 とい う メ ッ
セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

千鳥ビア

自動ベタ、 分割内層接続、 CAM 内層接続を含むベタ領域間の接続には千鳥ビアを使
います。 千鳥ビアは孤立ビア とはみな されず、 配線の最適化を行う際にも削除されま
せん。

例外 ： 配線線分やコーナー、 終端には、 任意の数のビアを加えられますが、 千鳥ビア
と し ては扱われません。

こ この ト ピ ッ クでは ：

• 千鳥ビアを追加

• 千鳥ビアを選択

• 千鳥ビア タ イプの変更

• 千鳥ビアの削除
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• 配線ビアを千鳥ビアに変換する 

千鳥ビアを追加

千鳥ビアはネ ッ ト と関連付けられている必要があ り ます。 千鳥ビアは、 設計内で選択
されたオブジ ェ ク ト のネ ッ ト を通し て追加されます。

千鳥ビアを追加するには、

1. 何も選択されていない状態で、 右ク リ ッ ク メ ニューのネ ッ ト を選択を ク リ ッ ク
し ます。 

2. ネ ッ ト オブジ ェ ク ト を選択し ます。

ヒ ン ト ： ネ ッ ト オブジ ェ ク ト には配線線分、 ビア、 ピン、 未配線、 ベタ、 自動
ベタ、 分割内層接続ベタが含まれます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューのビアを追加を選択し ます。 ビアがカーソルに貼り付いた
状態にな り ます。

4. ク リ ッ ク し て千鳥ビアを配置し ます。 次の千鳥ビアがカーソルに貼りつきま
す。 ビアは繰り返し追加できます。

ヒ ン ト ： 選択し たネ ッ ト で未配線ネ ッ ト が表示されている場合、 新規の未配線
が千鳥ビアに接続されます。

5. 千鳥ビアの追加を終了するには、 右ク リ ッ ク メ ニューからキャ ンセルを選択し
ます。

結果 ： ビアを未配線に追加する と、 結果は [ 千鳥 ] が有効なビア と な り ます。 配線線
分や配線コーナーにビアを追加する と、 ( 未固定の ) 内層接続ビア と な り ます。
デフ ォル ト で、 設計に追加される千鳥ビアは、 追加時に常に千鳥設定が与えられま
す。 配線に追加されるビアには該当し ません。

注意 ： [ 実装部品を削除 ]、 [ 結線を削除 ]、 [ ピンを削除 ] といった ECO 操作中や、
部品変更や配線解除といった操作中に、 千鳥ビアが削除されないよ う に設定できま
す。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 設計 ] タ ブにある [ グループ編集 ] 領域
で [ 補助ビアを維持 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。
参照 ： 配置と配線オプシ ョ ンの編集

千鳥ビアを選択

千鳥ビアを選択できるよ う にするには、 千鳥ビア選択を有効にする必要があ り ます。

千鳥ビアを選択するには、

1. 何も選択されていない状態で、 右ク リ ッ ク メ ニューのフ ィ ルタ を ク リ ッ ク し ま
す。 
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2. 選択フ ィ ルタの [ オブジ ェ ク ト ] タ ブで千鳥ビアを ク リ ッ ク し ます。 [ ビア ] の
サブネ ッ ト と な り ます。

3. 閉じ るを ク リ ッ ク し ます。

4. 千鳥ビアを選択し ます。

千鳥ビア タ イプの変更

SMD ビア、 貫通ビア、 非貫通ビア といった種類のビアを千鳥ビア と し て使用できま
す。 デフ ォル ト のビアが正しいビアではない場合、 ビア タ イプを修正できます。

1. 千鳥ビアを選択し ます ( 複数可 )。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューで [ プロパテ ィ ] を選択し ます。

3. [ ビア名 ] リ ス ト で正しいビアを選択し ます。

ヒ ン ト ： [ パッ ド ス タ ッ ク ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新規ビアを作成
できます。 

参照 ： ビアパッ ド ス タ ッ クの追加

千鳥ビアの削除

1. 削除する千鳥ビアを選択し ます。

2. Delete キーを押し ます。

配線ビアを千鳥ビアに変換する

配線線分やコーナー、 終端に追加されるビアは千鳥ビア とはみな されません。 千鳥ビ
ア同様、 これらの配線ビアはネ ッ ト 領域の相互接続と し て使えますが、 内層接続ビア
と し て扱われます。 配線ビアを千鳥ビアにするには、 千鳥設定を有効にし ます。

ビアを千鳥ビアに変換するには、

1. ビアを選択し ます ( 複数可 )。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し ます。

3. 千鳥チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

ビアを固定するには

コ ンセプ ト ガイ ドの 「千鳥ビアの追加」
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テス ト ポイ ン ト を追加

既存の線分や配線に沿って、 手動でテス ト ポイ ン ト を追加できます。 デフ ォル ト では
テス ト ポイ ン ト は固定されておらず、 ボタ ンから使用可能です。

既存線分や配線にテス ト ポイ ン ト を追加するには、

1. 線分やコーナーを選択し ます。 配線にテス ト ポイ ン ト を追加する際には、 複数
選択は使用できません。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのテス ト ポイ ン ト を追加を選択し ます。 テス ト ポイ ン ト が
配線に追加されます。 挿入されるビアは [DFT 検査 ] ダイアログボッ クスの
オプシ ョ ン タ ブで選択し た タ イプのビア と な り ます。

動詞モー ド

配線を動詞モー ド で追加できます。

1. 設計ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 設計ツールバーでテス ト ポイ ン ト を追加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. テス ト ポイ ン ト を追加する配線線分またはコーナーを選択し ます。 テス ト
ポイ ン ト が配線に追加されます。 挿入されるビアは [DFT 検査 ] ダイアログ
ボッ クスのオプシ ョ ン タ ブで選択し た タ イプのビア と な り ます。

ヒ ン ト ：

• また、 既存のビアやピンをテス ト ポイ ン ト にする こ と もできます。

参照 ： ビアのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス、 ピンのプロパテ ィ ダイアログ
ボッ クス、 ジャ ンパピンのプロパテ ィ

• オン ラ イ ン DRC がオンに設定されている時、禁止領域でテス ト ポイ ン ト を追加
し よ う とする と、 「テス ト ポイ ン ト 禁止領域違反」 メ ッ セージが表示され、
テス ト ポイ ン ト は追加されません。

• 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ ク
ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい物理的」 とい う
メ ッ セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

• ヒ ン ト ： ビアまたはピンにテス ト ポイ ン ト フ ラグがついている場合、 [ オプ
シ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 配線 ] タ ブで [ テス ト ポイ ン ト 表示 ] が選択さ
れている と、 設計上でそのビアまたはピンに矢印が表示されます。
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コーナーを削除するには

配線や図形コーナーを削除するには、

1. コーナーを選択し ます。

2. 編集メ ニューから削除を ク リ ッ ク し ます。 コーナーで交わった 2 つの線分が
1 つの線分にな り ます。

ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ
ク ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい物理的」 とい う メ ッ
セージが表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

コーナーを移動するには

図形コーナーのプロパテ ィ 修正

ビアを削除するには

ビアを削除するには、

1. ビアを選択し ます。

2. 編集メ ニューで削除を選択し ます。 ビアが削除されます。 必要な場合、 付随す
る線分の層が変更されます。

ヒ ン ト ： 物理的再利用内の配線オブジ ェ ク ト を修正し よ う とする と 「再利用オブジ ェ
ク ト は修正できません。 最初に再利用の解除を行って く だ さい」 とい う メ ッ セージが
表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て編集作業をキャ ンセルし ます。

ビアを固定するには

コ ピーされた配線は有効な電気結線にのみ貼り付けされます。 何もない領域には貼り
付けできません。 コ ピーされた配線が目標のピンペアよ り短い場合は、 コ ピーの終点
から も う一方のピンまでラ ッ ツネス ト で接続されます。

ビアを固定し て、 動かないよ う にするには、

1. ビアを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. 固定チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

3. 適用または OK を ク リ ッ ク し ます。

ビア位置を修正し、 製造基板上のテス ト ポイ ン ト と し て設定できます。 イ ンサーキ ッ
ト テス ターのポイ ン ト は、 テス ト ポイ ン ト 位置と一致し ています。 基板の再設計と再
製造を行う と、 固定済みテス ト ポイ ン ト によ り新規設計ではビアが移動し ないため、
コ ス ト のかかるテス ト 機器一新を避ける こ とができます。
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テス ト ポイ ン ト を ク リ ッ クする と、 レポー ト フ ァ イルのテス ト ポイ ン ト セクシ ョ ンに
ビア位置が含まれます。 また [ テス ト ポイ ン ト ] チ ェ ッ クボ ッ クスは、 自動配線によ
り ビアが自動的に挿入されて、 テス ト ポイ ン ト と し て固定済みであるかを示し ます。
この方法でテス ト ポイ ン ト を挿入する と、 [ 固定済 ] チ ェ ッ クボ ッ クス と [ テス ト ポイ
ン ト ] チ ェ ッ クボ ッ クスが選択された状態で、 テス ト ポイ ン ト を返し ます。

パスからマイ ターを削除するには

マイ ターとは、 コーナーを置き換える 45 度方向の線分も し く は円弧です。 1 つも し く
は複数の配線済みピンペア、 作図図形、 多角形から、 全てのマイ ターを削除できま
す。

1. 配線されたピンペア、 ド ラ フ ト パス、 ポリ ゴンを選択し ます。

2. 右ク リ ッ クから マイ ター削除を ク リ ッ ク し ます。 選択パスの全マイ ターは削除
され 90 度コーナーに置き換えられます。

ピンペアから配線を削除するには

配線済みピンペアから全ての配線やビアを削除するには、

1. ピンペアを選択し ます。

2. Del キーを押すか、 編集メ ニューの削除を ク リ ッ ク し ます。 2 つのピン間の
ラ ッ ツネス ト ラ イ ンが配線済みピンペアに置き換わり ます。

ネ ッ ト と内層接続を接続

内層接続領域を設置し、 適切なネ ッ ト と接続する こ とは、 設計のプロセスにおける
最初の配線作業です。 以下の 2 つの方法で内層接続領域を設置できます ：

• 層を内層銅箔面形式と し て定義

層構成を定義を使い、 全層を内層銅箔面形式に設定し ます。 関連性ボタ ンを
使い、 この層にネ ッ ト 名 ( 複数可 ) をサーマルリ リーフで接続し ます。
参照 : ネ ッ ト 名の指定

• ベタ領域を描画

内層接続領域を通過する絶縁配線を行いたい場合に、 この方法を使います。
す。 自動ベタ領域は、 その層を内層接続層と し て定義する必要はあ り ません。
代わり に、 自動ベタ外形に接続し たいネ ッ ト のネ ッ ト 名を割り当てます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「ベタ と共にネ ッ ト を接続」
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ベタに SMD パッ ド を接続するには

SMD パッ ドからベタへの配線は、 パッ ドの下またはパッ ド付近にビアを設置する必
要があ り ます。 ビアが内層接続ネ ッ ト 上にある と、 その層のパッ ドの外側の直径を元
に、 ビアのパッ ド ス タ ッ クで定義された、 内層接続層のサーマルリ リーフパッ ド を受
け取り ます。

表示を設定し、 SMD パッ ド に接続するには、

1. 画面表示メ ニュー > ネ ッ ト 。

2. 一覧表示でデフ ォル ト を選択し ます。

3. 必要であれば、 配線と それに続 く 未配線を選択し、 未配線の詳細を表示をな し
に設定し ます。

4. 適用を ク リ ッ ク し ます。 表示から全ての未配線結線が削除されます。

5. ネ ッ ト リ ス ト でベタ ネ ッ ト を特定し、 一覧表示に追加し ます。

6. 内層接続ネ ッ ト を選択し、 詳細表示を内層接続ネ ッ ト を除外し たネ ッ ト 全体に
設定し ます。 これによ り全てのピン間の結線および部分的に配線されたベタ配
線が表示されます。 ただ し、 部分的に配線された結線は表示されません。

7. 適用を ク リ ッ ク し ます。 内層接続ネ ッ ト 接続のみが表示されます。

パッ ドの下や、 パッ ド付近にビアを配置する と、 内層接続層に配線を行った場合、
ピン間の結線は非表示にな り ます。

参照 ： 内層接続の接続性検査

ジャ ンパ

ジャ ンパの使用

ジャ ンパは、 配線中または配線後に配線上に配置できます。 PADS Layout ではジャ ン
パピンをビア と し て扱います。 ジャ ンパピン間の間隙には電気プロパテ ィ はあ り ませ
ん。 ジャ ンパピンの間隙検査時は、 ビアの設計規則が適用されます。

ヒ ン ト ： PADS Router はジャ ンパを読み込み自動配線できます。

こ こ では、 以下について説明し ます。

• ジャ ンパ追加

• ジャ ンパ設定

• ジャ ンパ制限
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• ジャ ンパリ ス ト レポー ト の作成

ジャ ンパ追加

配線時にジャ ンパを追加するには、

1. 右ク リ ッ クからジャ ンパの最初のピンが表示される場所を指定し ジャ ンパを
追加を ク リ ッ ク し ます。 ジャパンの最初のピンが表示されます。

2. マウスを動かし ジャ ンパを引き伸ばし ます。 [ 最小長 ] と [ 最大長 ] の範囲内
で、 あらかじめ定義し た増分でジャ ンパを引き伸ばすこ とができます。 角度
モー ド も適用されます。

3. ク リ ッ ク し てジャ ンパを完了し ます。 通常配線が続きます。 ジャ ンパを配置
し た場合、 DRC が有効な場合は、 間隙の設計規則が検査されます。

配線にジャ ンパを追加するには、

1. ジャ ンパの最初のピンが表示させたい場所で配線を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのジャ ンパを追加を選択し ます。 ジャ ンパの最初のピンが
表示されます。

3. マウスを動かし ジャ ンパを引き伸ばし ます。 [ 最小長 ] と [ 最大長 ] の範囲内
で、 あらかじめ定義し た増分でジャ ンパを引き伸ばすこ とができます。 角度
モー ド も適用されます。

4. ク リ ッ ク し てジャ ンパを完了し ます。 通常配線が続きます。 ジャ ンパを配置
し た場合、 DRC が有効な場合は、 間隙の設計規則が検査されます。

注意 :2 番目のピンは同一ネ ッ ト の配線上に入れる必要があ り ます。

[ 任意角度 ] モー ドは、 配線にジャ ンパ追加時は無効と な り ます。

ジャ ンパ設定

設計にジャ ンパを追加する と、 デフ ォル ト ジャ ンパが使われます。 デフ ォル ト ジャ ン
パの設定や設計上の特定ジャ ンパの設定を変更できます。 デフ ォル ト ジャ ンパの属性
は powerpcb.ini フ ァ イルに保存されます。 設計上の特定ピンの設定を変更するには、
ピンのプロパテ ィ を開きます。

ジャ ンパ設定を変更するには、

• 設定メ ニューから ジャ ンパを選択し ます。 [ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クスが表
示されます。 ダイアログボ ッ クスを使い、 新規ジャ ンパの設定を し た り、 既存
ジャ ンパの設定を変更し ます。
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ジャ ンパ制限

• ジャ ンパは、一括では外形対外形のデフ ォル ト 設計規則やオン ラ イ ン DRC には
準拠し ません。

• ジャ ンパのシルク図形は設定できません。

• [ 探索 ] でジャ ンパを検索する こ とはできません。

• [ ク ラス タ部品配置 ] では、 ジャ ンパは無視されます。

• CAM 出力では、 ジャ ンパのシルク図形外形のプロ ッ ト を行う前に、 ジャ ンパ
が存在する層の [ 実装部品外形線 ] を有効にする必要があ り ます。 ジャ ンパ外
形は 10 ミ ルに設定され、 修正は行えません。

ジャ ンパリ ス ト レポー ト の作成

[ レポー ト ] ダイアログボ ッ クスを使って、 設計内の全ジャ ンパ情報を含むレポー ト
を作成できます。

ジャ ンパリ ス ト レポー ト を作成するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > レポー ト 。

2. 出力するレポー ト フ ァ イルを選択リ ス ト で Jumper List を選択し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： レポー ト は C:\PADS Projects\report.rep に書き込まれ、 デフ ォル ト の
テキス ト エデ ィ タ で表示されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

レポー ト

ジャ ンパの設定

設計にジャ ンパを追加する と、 デフ ォル ト ジャ ンパが使われます。 ジャ ンパのデフ ォ
ル ト 設定または設計上の特定ジャ ンパ設定を変更できます。 デフ ォル ト ジャ ンパの属
性は powerpcb.ini フ ァ イルに保存されます。 設計上の特定ピンの設定を変更するには、
ピンのプロパテ ィ を開きます。

ジャ ンパやジャ ンパパッ ド ス タ ッ クの設定や修正を行う には [ ジャ ンパ ] ダイアログ
ボッ クスを使います。 部品面または半田面にある SMD ジャ ンパ ( 単一層ジャ ンパ )
を作成し た り修正が行えます。 

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• デフ ォル ト ジャ ンパの設定
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• 設計ジャ ンパ設定

• ジャ ンパパッ ド ス タ ッ クの設定

デフ ォル ト ジャ ンパの設定

デフ ォル ト のジャ ンパ設定を変更できます。 設定は powerpcb.ini フ ァ イルに保存され
ます。

1. 設定メ ニュー > ジャ ンパ。

2. 適用領域でデフ ォル ト を ク リ ッ ク し ます。

3. [ ジャ ンパ寸法 ] 領域の最小長と最大長ボ ッ クスで、 デフ ォル ト ジャ ンパの
最小値と最大値を入力し ます。

4. [ ジャ ンパ寸法 ] 領域の増加間隔ボ ッ クスでジャ ンパを [ 最小長 ] と [ 最大長 ]
の間で引き伸ばし を行える増分を入力し ます。

5. パッ ド ス タ ッ ク を設定し ます。

6. ジャ ンパが貫通穴ジャ ンパの場合、 ド リル径ボ ッ クスで ド リル径を入力し ま
す。 丸いパッ ド を持つ表面実装ジャ ンパの場合、 ド リル径を 0 にし ます。

7. ジャ ンパのシルク図形の外形を表示するには、 シルク表示チ ェ ッ クボ ッ クスを
選択し ます。

ヒ ン ト ：

• CAM 出力では、 ジャ ンパのシルク図形外形のプロ ッ ト を行う前に、 ジャ ン
パが存在する層の [ 実装部品外形線 ] を有効にする必要があ り ます。

• ジャ ンパ外形は 10 ミ ルに設定され、 修正は行えません。

設計ジャ ンパ設定

設計上の既存のジャ ンパ設定を変更できます。

1. 設定メ ニュー > ジャ ンパ。

2. 適用オブジ ェ ク ト 領域でデフ ォル ト を ク リ ッ ク し ます。

3. 参照名リ ス ト でジャ ンパ名を設定し ます。

4. パッ ド ス タ ッ ク を設定し ます。

5. ジャ ンパが貫通穴ジャ ンパの場合、 ド リル径ボ ッ クスで ド リル径を入力し ま
す。 丸いパッ ド を持つ表面実装ジャ ンパの場合、 ド リル径を 0 にし ます。

制限事項 ： ジャ ンパ寸法と シルク表示の設定は設計ジャ ンパでは使用できません。
この情報を修正するには、 ジャ ンパのプロパテ ィ を使います。
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ジャ ンパパッ ド ス タ ッ クの設定

ジャ ンパや個々ジャ ンパピンのパッ ド ス タ ッ ク情報を設定できます。

1. ピン リ ス ト で、 ジャ ンパ ( 全て ) または変更するピンを選択し ます。 

ヒ ン ト ： ジャ ンパの個々のピンを リ ス ト に追加し、 カス タ マイズできます。
ピン リ ス ト を維持するには追加または削除ボタ ンを使います。

2. 形状 / 直径 / 層リ ス ト で、 ジャ ンパパッ ド ス タ ッ クの変更を行う層を選択し ま
す。

例外 ： 設計ジャ ンパの修正時、 設計の個々の層を リ ス ト に追加し、 設計ジャ ン
パを カス タ マイズできます。 形状 / 寸法 / 層リ ス ト を維持するには追加または
削除ボタ ンを使います。

3. [ パッ ドパラ メ ータ ] 領域でパッ ド ス タ イルリ ス ト からパッ ド形式を選択し ま
す。 ( 通常 ) パッ ド、 サーマル ( パッ ド )、 アンチパッ ドから選択し ます。

制限事項 ： 外層にはアンチパッ ド を作成できません。 形状 / 直径 / 層リ ス ト で
外層 (< 開始 > または < 終了 >) を選択する と、 アンチパッ ドは使用できませ
ん。

4. パッ ド形式を選択し ます。 次の中から選択し ます ： 円、 正方形、 アニュ ラ、
不定形

制限事項 ： アニュ ラ形状や不定形形状は、 通常のパッ ド形式でのみ使用可能で
す。

5. 直径ボッ クスにパッ ド形式の直径を入力し ます。

例外 ： サーマルはさ らに設定が必要です。 詳細はサーマルの設定をご覧下さ
い。

6. ( 正方形パッ ドのみ ) コーナー形式を選択し て、 半径を入力し ます。

ヒ ン ト ：

• [ 全体にデフ ォル ト 使用 ] を ク リ ッ ク し、 層と ピンのサーマルおよびアンチパッ
ド形状を、 設計規則や設計オプシ ョ ン > サーマルタ ブで指定されたデフ ォル ト
形状に設定できます。 このボタ ンはパッ ド形式リ ス ト がサーマルやアンチパッ
ド に設定されている場合のみ使用可能です。

• サーマルと アンチパッ ド表示設定では、分割 / 混合層や CAM ネガ内層 (RS-274X
出力 ) で使用される、 サーマルと アンチパッ ドの寸法および形状を制御し ま
す。 

• [ ド リル径に対するパッ ド径 ] を選択し、 ド リル径に相対的な内部および外部
パッ ドの値を表示できます。

• [ パッ ド確認画面 ] で、 パッ ド設定のプレビ ューを表示できます。
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関連 ト ピ ッ ク 　

ジャ ンパプロパテ ィ 修正

ジャ ンパ名プロパテ ィ の修正

ジャ ンパピンプロパテ ィ の修正

ジャ ンパの使用

ジャ ンパプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパ名のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパピンプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパプロパテ ィ 修正

ジャ ンパのプロパテ ィ を変更するには、

1. ジャ ンパピンを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

2. ジャ ンパボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ジャ ンパのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
が表示されます。

別の方法

• [ジャ ンパ]ダイアログボ ッ クスで [シルク表示]チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する
と、 ジャ ンパ外形を選択できます。 右ク リ ッ ク メ ニューの [ プロパテ ィ ] を
選択する と、 [ ジャ ンパのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスが開きます。

• ジャ ンパを選択するにはジャ ンパの中央を ク リ ッ ク し ます。 ジャ ンパピン
と ジャ ンパ名の両方が選択色で表示されます。 右ク リ ッ ク メ ニューの
[ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 ジャ ンパのプロパテ ィ ダイアログボ ッ ク
スが表示されます。

• ジャ ンパ名を選択し、右ク リ ッ ク メ ニューから [ プロパテ ィ ] を選択し ます。
[ ジャ ンパのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開 く には [ ジャ ンパ ] ボタ
ンを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

ジャ ンパ名プロパテ ィ の修正

ジャ ンパピンプロパテ ィ の修正

ジャ ンパの使用

ジャ ンパプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパ名のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパピンプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
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ジャ ンパ名プロパテ ィ の修正

ジャ ンパ名プロパテ ィ を変更するには、

1. ジャ ンパ参照番号を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. ジャ ンパ名のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスで編集を行います。

別の方法 ： ジャ ンパを選択し ます。 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を ク リ ッ
ク し ます。 ジャ ンパのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスが表示されます。 ラベル
リ ス ト から修正を行う名前を選択し ます。 ラベルボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
ジャ ンパ名のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスが表示されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

ジャ ンパピンプロパテ ィ の修正

ジャ ンパプロパテ ィ 修正

ジャ ンパの使用

ジャ ンパプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパ名のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパピンプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパピンプロパテ ィ の修正

ジャ ンパピンで次の情報を表示できます ： ジャ ンパピンの一部であるネ ッ ト 、 参照
番号、 ピン番号、 ジャ ンパピンに付随する結線、 ジャ ンパピンの位置座標。 

ジャ ンパピンプロパテ ィ を変更するには、

1. ジャ ンパピンを選択し ます。

2. 右ク リ ッ クでプロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。 ジャ ンパプロパテ ィ ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

注意 ： 固定済みテス ト ポイ ン ト であるジャ ンパピンのパッ ド ス タ ッ ク を変更する と、
注意 ： テス ト ポイ ン ト 固定ダイアログボ ッ クスが表示されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

ジャ ンパ名プロパテ ィ の修正

ジャ ンパプロパテ ィ 修正

ジャ ンパの使用

ジャ ンパプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパ名のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパピンプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
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[ 配線を固定 ] チ ェ ッ クボ ッ クス

選択し た配線または配線を保護し ます。 

プロパテ ィ の編集

ネ ッ ト プロパテ ィ の修正

ネ ッ ト プロパテ ィ を修正するには、

1. ピンペアを選択 > 右ク リ ッ ク  > ネ ッ ト を選択 > 右ク リ ッ ク  > プロパテ ィ

2. ダイアログボ ッ クスで必要に応じ て設定を修正し ます。

3. 終了し たら OK を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ネ ッ ト が物理的再利用の一部になっている場合、 ダイアログボ ッ クス内の一
部のオプシ ョ ンは使用できません。

関連 ト ピ ッ ク

ネ ッ ト を表示するには

ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ネ ッ ト を表示ダイアログボ ッ クス

ピンプロパテ ィ の修正

ピンのプロパテ ィ を修正するには、

1. ピンを選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し ます。 ピンのプロパテ ィ ダイアログ
ボッ クスが開きます。 ビアのパッ ド ス タ ッ ク を編集できます。

ヒ ン ト ：

• 固定済みテス ト ポイ ン ト であるピンを修正する と、 警告ダイアログボ ッ クスが
表示され、 テス ト ポイ ン ト に対し て行われる変更についての情報とオプシ ョ ン
が表示されます。

参照 ： Troubleshooting

• ネ ッ ト が物理的再利用の一部になっている場合、 ダイアログボ ッ クス内の一部
のオプシ ョ ンは使用できません。

ピンペアのプロパテ ィ 修正

ピンペアのプロパテ ィ を修正するには、
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1. ピンを選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し ます。 ピンペアのプロパテ ィ
ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. ダイアログボ ッ クスの設定を必要に応じ て修正し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

ピンペアのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

配線コーナーまたはタ ッ ク プロパテ ィ の修正

配線コーナーのプロパテ ィ を修正するには、

1. 配線コーナーを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ 。

2. [ 結線 ] 領域で、 配線コーナーが属す結線を選択し ます。

3. X、 Y ボ ッ クスに X、 Y の位置座標を入力し ます。

4. ピンペアボタ ンを ク リ ッ ク し、 配線コーナーが属するピンペア設定を修正し ま
す。

5. ネ ッ ト ボタ ンを ク リ ッ ク し、 配線コーナーが属するネ ッ ト 設定を修正し ます。

6. 規則ボタ ンを ク リ ッ ク し、 配線コーナーのピンペア規則を修正し ます。

7. ダイアログボ ッ クスの他の領域には、 配線コーナーの情報が表示されます。

• ネ ッ ト －配線コーナーが属すネ ッ ト を表示し ます。

• プロテ ク ト 状況－配線コーナーが属すネ ッ ト が保護されているかを表示
し ます。

• 層－配線コーナーが位置する層を表示し ます。

• 配線⇔配線間隙－配線間の間隙規則を表示し ます。

• 規則の階層－ピンペア規則が設定された階層レベルを表示し ます。

ヒ ン ト ：

• ダイアログボ ッ クスが開かれている時に別のネ ッ ト を選択する と、 選択し た
コーナーの情報に更新されます。

• ネ ッ ト が物理的再利用の一部である場合、 ダイアログボ ッ クス内の一部の
オプシ ョ ンは使用できません。

関連 ト ピ ッ ク 　

ピンペアのプロパテ ィ 修正
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ネ ッ ト プロパテ ィ の修正

設計規則の設定

ビアのプロパテ ィ 修正

ビアのプロパテ ィ を修正するには、

1. ビアを選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し ます。 ビアのプロパテ ィ ダイアログ
ボッ クスが表示されます。 選択し たビアに関し て、 以下を修正できます ：

• ビアの位置座標。 [ 移動 ] コ マン ド も使用可能です。

• ビア タ イプ

ダイアログボ ッ クスが開いている間に他の配線コーナーを選択する と、 選択し
たコーナーの情報に更新されます。

ヒ ン ト ：

• 固定済みテス ト ポイ ン ト であるピンを修正する と、 警告ダイアログボ ッ クスが
表示され、 テス ト ポイ ン ト に行われる変更についての情報と オプシ ョ ンが表示
されます。 

参照 ： ト ラ ブルシューテ ィ ング

• ネ ッ ト が物理的再利用の一部になっている場合、 ダイアログボ ッ クス内の一部
のオプシ ョ ンは使用できません。

関連 ト ピ ッ ク 　

ビアのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

配線線分のプロパテ ィ 修正

配線線分プロパテ ィ を修正するには、

1. 配線線分を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し ます。 配線のプロパテ ィ ダイアログ
ボッ クスが表示されます。 全ての選択線分に関する次の情報を修正できます ：

3. 線分の終点座標。 [ 移動 ] コ マン ド も使用可能です。

4. 線分幅

5. 線分の層。 層を変更する と、 必要な場合ビアが追加されます。

6. OK を ク リ ッ ク し ます。 
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ダイアログボッ クスが開いている時に別の配線コーナーを選択する と、 選択し た
線分の情報に更新されます。

ヒ ン ト ： ネ ッ ト が物理的再利用の一部の場合、 ダイアログボ ッ クス内の一部の
オプシ ョ ンは使用できません。

未配線接続規則を表示するには
適切な階層レベルで、 選択し た未配線結線に適用される規則ダイアログボ ッ クスを
表示できます。 例えば、 未配線結線に関連付けられたピンペアに、 特定の規則が定義
されている場合、 [ ピンペアの規則 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。 特定の規
則がピンペアに定義されていない場合は、 [ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クス
が表示されます。

[ 規則 ] ダイアログボ ッ クスを表示するには、

1. 表示する規則を持つ未配線結線を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの規則の表示を選択し ます。

ピンペア規則を表示するには
正しい階層レベルで、 ピンペアに適用される規則ダイアログボ ッ クスを開 く こ とが
できます。

[ 規則 ] ダイアログボ ッ クスを表示するには、

1. 表示し たい規則を持つ未配線結線を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの規則の表示を選択し ます。

結果 ： ピンペアに特定の規則が定義されている場合、 [ ピンペアの規則 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。 ピンペアやネ ッ ト に規則が設定されていない場合、
[ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

保護配線を外形モー ド で表示
設計に保護された配線が含まれる場合、 他の配線を逆の外形線パターンで表示できま
す。 つま り、 通常配線が塗潰されている場合は保護配線は外形線で表示されます。
その逆も また同様と な り ます。 

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「配線保護」

保護された配線を、 逆の外形線で表示するには、

1. ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ。
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2. プロテ ク ト 配線表示チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

PADS Router リ ン ク を使用し た自動配線

設計の自動配線

PADS Layout リ ン クで PADS Router の自動配線オプシ ョ ンを設定でき、 その情報を
PADS Layout から PADS Router に転送されます。 データは設計フ ァ イルに保存されま
す。 リ ン ク を使い、 PADS Router を自動的に実行し、 現在の設計フ ァ イルを前面で開
いて自動配線の進行を確認できます。 PADS Router をバッ クグラウン ド ( 非表示 ) で
実行する こ と も可能です。 また、 .pcb フ ァ イルを保存し、 後に PADS Router で配線
する こ と もできます。

配線オプシ ョ ンを設定し、 PADS Router から PADS Layout を起動し て自動配線を行う
には、

1. ツール > PADS Router

2. [ 動作内容 ] 領域で実行する動作を選択し ます。 オプシ ョ ンは以下のとお り で
す ：

PADS Router を開 く － PADS Router を開き設計フ ァ イルを読み込みます。 配線
前に (PADS Layout ではな く )PADS Router で設計フ ァ イルに修正を行えます。 

非表示で自動配線－ PADS Router および PADS Router モニ タ を開きます。 ただ
し、 PADS Router はバッ クグラウン ド で実行されます。 レ イアウ ト コ マン ドは
無効にな り、 自動配線が完了するまで、 または Router モニ タ で停止ボタ ンが
押されるまで、 待機カーソルが表示されます。 

全面表示で自動配線－ PADS Router および PADS Router モニ タ を開きます。
PADS Router は全面に表示され、 アク テ ィ ブなプログラムと な り ます。 

PCB フ ァ イルを保存－現在の設計に、 選択し た配線仕様を保存し ます。 この
オプシ ョ ンは PADS Router や PADS Router モニ タ を開きません。 後に PADS 
Router で開 く こ とのできる .pcb フ ァ イルを保存し ます。

3. [ 配線仕様 ] 領域で設定を ク リ ッ ク し て、 配線仕様を設定し ます。

参照 ： 配線仕様の定義

4. [ オプシ ョ ン ] 領域で、 設定を ク リ ッ ク し た時に [ オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボッ クスのどのタ ブを表示するかを選択し ます。

参照 ： オプシ ョ ン設定

5. 出力フ ァ イル名を入力するか、 命名保存を ク リ ッ ク し ます。 PADS Router への
出力フ ァ イルは PADS Layout 設計フ ァ イルと同じ .pcb 拡張子を持ちます。
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ヒ ン ト ： PADS Router では PowerPCB 3.5 以降のバージ ョ ンのみ使用可能です。

6. 続行を ク リ ッ ク し ます。

[ 非表示で自動配線 ] を選択し た場合、 PADS Router モニ タは表示されますが、 デスク
ト ッ プに PADS Router は表示されません。

[ 前面で自動配線 ] を選択し た場合、 PADS Router モニ タが表示されます。 また PADS 
Router は現在の PADS Layout 設計を開き自動的に自動配線を行います。

参照 ： PADS Router モニ タ ダイアログボ ッ クス

配線後の間隙と検査
配線間隙は、 配線の端点と他の導体項目の端点との間で許容される間隔です。 [ 間隙
の設計規則 ] で、 このプロパテ ィ をネ ッ ト に指定し ます。 拡張設計規則オプシ ョ ンを
使用する と、 ピンペア、 ピンペアグループ、 ネ ッ ト 、 ネ ッ ト ク ラスレベルで、 デフ ォ
ル ト ではない間隙規則を指定できます。

設計内の間隙違反を検索するには、 [ ツール ] メ ニューの [ 設計検証 ] コマン ド を使用
し ます。 [ 設計検証 ] では各違反に記号が付けられ、 各違反を中心に画面表示を行え
ます。

配線、 パッ ド、 ビアの間隙設定については、 設計規則で説明し ています。 エラーの検
査 ( 間隔エラー、 エアギャ ッ プエラー、 高速配線でのエラー ) については、 設計検証
で説明し ています。
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Chapter 25
ベタ、 自動ベタ、 銅箔面の塗潰し

選択領域の塗り潰しおよびハッ チ
選択し た自動ベタ領域に対し て塗潰しやハッ チを行う こ とができます。 

塗潰し を行な う と、 ベタ領域が再計算され、 ベタ外形線内にある現在の禁止領域の全
間隙が間隙規則に従って作成し直されます。 ハッ チ とは現在のセ ッ シ ョ ンの既存のベ
タ多角形をハッ チラ イ ンで埋める こ と で、 ベタ領域は再計算されません。 この情報は
保存されないため、 設計フ ァ イルを開 く たびに、 設計の塗潰しやハッ チを行う必要が
あ り ます。 通常は単にハッ チを使用し ます。 間隙エラーを起こす自動ベタ多角形を変
更する場合や間隙規則を変更する場合は、 塗潰し を使用し て下さい。 

塗潰し またはハッ チを行う には、

オブジ ェ ク ト モー ド で、

1. 自動ベタ オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから塗潰し またはハッ チを選択し ます。

動詞モー ド では、

1. 作図ツールバーの塗潰し またはハッ チボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 これによ り、
カーソルに操作が追従し ます。

2. 塗潰し またはハッ チ対象の自動ベタ を選択し ます。 塗潰しやハッ チ操作では、
[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 作図の各種定義 ] タ ブの設定内容が使用
されます。 

関連 ト ピ ッ ク

ベタ形状に固有のネ ッ ト 名を指定

自動ベタ領域の作成と塗潰し

自動ベタ と浮動銅箔領域で検索

選択領域の塗り潰しおよびハッ チ

自動ベタ塗潰しの優先順位を設定
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[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの使用

[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの使用
[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新たな自動ベタ領域の塗潰しや
修正された自動ベタのハッ チを行った り、 分割 / 混在内層接続層への接続を行いま
す。

1. ツールメ ニュー > ベタ マネージャ。

2. 設定し たい領域を表すタ ブを ク リ ッ ク し ます。 塗潰し、 ハッ チ、 内層接続層へ
接続から選択し ます。

3. タ ブを ク リ ッ クする と、 選択し た タ ブのオプシ ョ ンが表示されます。 希望の
オプシ ョ ンを変更し ます。

4. オプシ ョ ンの設定後、 開始を ク リ ッ クする と、 塗潰し、 ハッ チ、 あるいは内層
接続が行われます。

分割 / 混在内層接続上に接続を作成する

1. ツールメ ニュー > ベタ マネージャ > 内層接続層へ接続タ ブ

2. 層リ ス ト で層を ク リ ッ ク し ます。

3. 開始を ク リ ッ ク し ます。

選択された各層に対し て接続が作成されます。 分割 / 混在内層タ ブの混在内層表示は、
自動的に全内層詳細に切り替わり ます。

ビアパターンで形状を塗潰し
( 塗潰し自動ベタや自動ベタのハッ チ外形などの ) 形状を千鳥ビアで塗潰すには、
[ 格子 ] モー ド で [ 千鳥ビア ] 操作を行います。 例 ：
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Figure 25-1. ビアで塗潰された形状

ビアで形状を塗潰すには、

1. まだ行っていない場合は、 [ ビアパターン ] オプシ ョ ンで千鳥形状オプシ ョ ン
を設定し ます。 詳細 ： ビアパターンのオプシ ョ ン設定。

[ ビアパターン ] タ ブで、 パターンを格子に設定するか、 オブジ ェ ク ト を選択
し てからそのよ う に設定し ます。 ( 手順 3 参照 )

ヒ ン ト ： PADS Layout では、 以後の操作で使用できるよ う、 ビアパターン設定
が保存されます。 設定を変更し たい場合のみ、 この手順を実行し ます。

2. ビアで塗潰す形状を選択し ます。 形状は以下にな り ます ：

• 描画されたベタ

• 塗潰し された自動ベタ または内層接続領域

• 自動ベタ または内層接続領域のハッ チ外形線

必須事項 ： ベタやハッ チ外形線はネ ッ ト と関連付けられている必要があ り ま
す。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューの千鳥ビアを選択し ます。

ヒ ン ト ： 選択し た形状のパターン設定 ( 格子または周囲 ) を無視するには、
千鳥ビアモー ド を選択し ます。 次にパターンを選択し ます。

結果 ： 選択し たベタ またはハッ チ外形線がビアパターンで塗潰されます。

例外 ： [DRC オン ] に設定し ている場合、 設計規則に反する場合は千鳥ビア操作を
行っても、 ビアは追加されません。
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関連 ト ピ ッ ク

ビア

形状の周辺内部にビアを配置

形状の周辺内部にビアを配置
[ 周囲 ] モー ド で [ 千鳥ビア ] コマン ド を実行する と、 ベタ領域やハッ チ外形線の周辺
内部にビアを配置できます。 例 ：

形状の周辺内部にビアを配置するには、

1. まだ行っていない場合は、 [ ビアパターン ] オプシ ョ ンで千鳥形状オプシ ョ ン
を設定し ます。 詳細 ： ビアパターンのオプシ ョ ン設定。

[ ビアパターン ] タ ブで、 パターンを周囲に設定するか、 オブジ ェ ク ト を選択
し てからそのよ う に設定し ます。 ( 手順 3 参照 )

ヒ ン ト ： PADS Layout では、 以後の操作で使用できるよ う、 ビアパターン設計
が保存されます。 設定を変更し たい場合のみ、 この手順を実行し ます。

2. ビアで塗潰す形状を選択し ます。 形状は以下にな り ます ：

• 描画されたベタ

• 塗潰し された自動ベタ または内層接続領域

• 自動ベタ または内層接続領域のハッ チ外形線

3. 右ク リ ッ ク メ ニューの千鳥ビアを選択し ます。

ヒ ン ト ： 選択し た形状のパターン設定 ( 格子または周囲 ) を無視するには、
千鳥ビアモー ド を選択し ます。 次にパターンを選択し ます。

例外 ： [DRC オン ] に設定し ている場合、 設計規則に反する場合は千鳥ビア操作を
行っても、 ビアは追加されません。
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関連 ト ピ ッ ク

ビア

ビアパターンで形状を塗潰し

空洞部分をビアで囲む
千鳥ビア操作を行って形状の周辺内部にビアを配置し ても、 デフ ォル ト ではその形状
内の空洞周辺にはビアが配置されません。

必須事項 ： PADS Layout を終了し てから、 powerpcb.ini フ ァ イルを編集し て く だ さい。

千鳥ビア操作のデフ ォル ト 動作を変更するには、

1. テキス ト エデ ィ タ で powerpcb.ini フ ァ イルを開きます。 フ ァ イルは以下の場所
に保存されています。

C:\MentorGraphics\<PADS バージ ョ ン >\SDD_Home\Programs

2. VS_StitchVoids の値を 1 に変えます。 例 ：

[ViaShield]
VS_StitchVoids=1

3. PADS Layout を再起動し ます。

結果 ： 千鳥ビア操作を行う と、 形状の周辺内部だけでな く 、 その形状内の空洞周辺に
も ビアが配置されます。 例 ：

Figure 25-2. 空洞を囲むビア
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Chapter 26
参照名

アセンブ リ図面の参照名の作成
アセンブ リ図面層の参照名を作成するには、

1. 標準ツールバーの層リ ス ト で、 部品面をアクテ ィ ブな層と し て選択し ます。

2. 部品面の全ての実装部品を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択
し ます。 [ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. ラベルタ ブを ク リ ッ ク し ます。 < ラベル > リ ス ト で新規作成を ク リ ッ ク し ま
す。

4. ラベルボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. ラベルの層をアセンブ リ図面部品面にし ます。

6. 半田面の実装部品についても、 手順 1 ～ 3 を繰り返し て、 半田面アセンブ リ
図面層にラベルを指定し て下さい。  

関連 ト ピ ッ ク

参照名の非表示

参照名のシルク図形への移動

項目の選択

参照名の移動
オブジ ェ ク ト モー ドの使用

参照名を移動するには、

1. 参照名を選択 > 設計ツールバーボタ ン > 参照名を移動ボタ ン

2. ク リ ッ ク し て、 参照名の移動先を指定し ます。

動詞モー ドの使用

参照名を移動するには、

1. 設計ツールバーボタ ン > 参照名を移動ボタ ン

2. 移動し たい参照名を選択し ます。 参照名がカーソルに貼り付いた状態にな り ま
す。
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3. ク リ ッ ク し て、 参照名の移動先を指定し ます。

参照名のシルク図形への移動
参照名をシルク図形層に移動するには、  

1. 編集メ ニューのフ ィ ルタ を ク リ ッ ク し、 [ 選択フ ィ ルタ ] ダイアログボ ッ クス
を開き、 ラベルチ ェ ッ クボ ッ クスのみを ON にし ます。 他のチ ェ ッ クボ ッ クス
のチ ェ ッ クは全て OFF にし て く だ さい。 選択フ ィ ルタ を閉じ ます。

2. 設定メ ニューの画面表示色を定義を ク リ ッ ク し、 [ 画面表示色を定義 ] ダイア
ログボッ クスを開き、 部品面と シルク図形層以外の全ての層のチ ェ ッ クボ ッ ク
スを OFF にし ます。 部品面と シルク図形層の参照名の列に、 背景色以外の色
を設定し て下さい。 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

3. 標準ツールバーの層リ ス ト で、 部品面をアクテ ィ ブな層と し て選択し ます。

4. 何も選択し ていない状態で、 右ク リ ッ ク メ ニューの全項目を選択を ク リ ッ ク
し ます。 部品面層の参照名ラベルが選択されます。 実装部品に参照名ラベルが
ない場合は作成し て下さい。 

5. 右ク リ ッ ク メ ニューから プロパテ ィ を選択し ます。

6. ラベルの層を部品面シルク図形層に変更し、 OK を ク リ ッ ク し ます。 参照名
ラベルが部品面シルク図形層に移動し ます。 

7. 半田面のラベルにも この手順を繰り返し て、 ラベルを半田面シルク図形層に
移動し て下さい。  

関連 ト ピ ッ ク

アセンブ リ図面の参照名の作成

参照名の非表示

項目の選択

参照名の非表示
結果 ： [ 部品ラベルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

参照名を非表示にするには、

1. 参照名を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

2. 画面表示リ ス ト でな し を ク リ ッ ク し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。 参照名が非表示にな り ます。

ヒ ン ト ： [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 参照名を層で非表示
にする こ と もできます。 
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関連 ト ピ ッ ク

アセンブ リ図面の参照名の作成

参照名のシルク図形への移動

項目の選択
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Chapter 27
ECO―基板と回路図の変更を同期

ECO ツールバーを使用し て Layout Driven Design を実行できます。 ECO ( 回路設計変
更命令 ) には、 部品形状、 部品、 ネ ッ ト 、 ピンペア、 パッ ド ス タ ッ ク、 属性、 設計規
則の削除、 追加、 変更などが含まれます。 設計内でこれらの変更を行う には、 ECO
モー ド を使用する必要があ り ます。 ECO モー ド では、 PADS Layout は変更を ECO
フ ァ イル (.eco) と呼ばれるテキス ト フ ァ イルに記録できます。

また、 [ 比較 /ECO] ダイアログボ ッ クス ( ツールメ ニュー > ネ ッ ト リ ス ト を比較 ) を
使用し て ECO フ ァ イルを作成する こ と もできます。 その ECO フ ァ イルを使って回路
図を更新またはバッ クワー ド ア ノ テー ト できます。

ECO モー ド を使用するには
ECO モー ド を使用するには、

• ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路図変更 (ECO) のオプシ ョ ン
ダイアログボ ッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが
表示されます。

ECO モー ド での作業
設計にネ ッ ト リ ス ト をデータ入力し て基板レ イアウ ト 上で作業を開始し たら、 設計の
変更を記録するには ECO モー ド で作業を行って く だ さい。 回路図と設計が常に一致
するよ う、 変更内容はすべて回路図に転送できます。

ECO モー ド を使用するには、

1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイアログボ ッ クスに ECO フ ァ イルの名称
を入力し ます。

3. ECO フ ァ イルを定義し ます ：

• 設計変更を記録し た く ない場合、 ECO フ ァ イルに書込チ ェ ッ クボ ッ クスを
OFF にし ます。

• フ ァ イルに追加チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にする と、 既存フ ァ イルを上書き
できます。
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• フ ァ イルに追加を選択し ない場合、 新規または別の ECO フ ァ イルに名称を
つける こ とができます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。 ECO ツールバーが表示されます。

5. ECO ツールバーコ マン ド を使用し て、 既存のネ ッ ト リ ス ト や部品表がない状態
で、 オンザフ ラ イでサンプルや試作設計を構築する こ とができます。 ECO ツー
ルバーのコ マン ドの 1 つを ク リ ッ クする と、 小文字 "v" がカーソルに追従し て
コ マン ドが動作中である こ と を表し ます。 その後はコ マン ド を適用するオブ
ジ ェ ク ト を繰り返し選ぶこ とができます。

6. ECO モー ド時、 Backspace キーを押すか、 右ク リ ッ ク メ ニューのバッ クア ッ プ
を選択する と、 実行し た動作を元に戻すこ と も可能です。

ヒ ン ト ： プロテ ク ト 済配線または物理的再利用要素上で ECO 操作を実行し よ う と し
た場合、 保護ステータ スを変更するか再利用を破棄し ないと、 いかなるオブジ ェ ク ト
も変更できないこ と を注記する メ ッ セージが表示されます。

プロテ ク ト の解除と再利用の破棄を除 く 変更は、 ECO 各種定義で [ECO フ ァ イルに
変更を記述する ] 設定になっている場合、 ECO フ ァ イルに記録されます。

関連 ト ピ ッ ク

回路図と設計間でのデータのやり取り  

ECO フ ァ イルの保存
ECO 登録済みのオブジ ェ ク ト のみ ECO フ ァ イルに含める こ とができます。 ECO に未
登録の部品は、 回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイアログボ ッ クスで [ECO 登録済
部品のみ出力 ] が選択されていない場合に ECO フ ァ イルの一部と なる こ とができま
す。 ECO の変更内容は UNDO バッ フ ァ内に保持されています。 ECO フ ァ イルへの変
更内容の保存方法は、 以下があ り ます。

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

ツールバーオプシ ョ ンの終了後

1. ECO ツールバーボタ ン > ECO オプシ ョ ンボタ ン

2. ECO ツールボ ッ クスを閉じ てから ECO フ ァ イルに書き込むを ク リ ッ ク
し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

4. ECO ツールバーを閉じ ます。 ECO フ ァ イルが保存されます。 ツールバーの 
[Undo] は、 バッ フ ァがク リ ア される とグレ イ ( 単色 ) 表示にな り ます。 
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設計の保存後

1. ECO ツールバーボタ ン > ECO オプシ ョ ンボタ ン

2. OK を ク リ ッ ク し ます。

3. ECO ツールバーを閉じ ます。

4. 設計を保存し ます。

新規設計フ ァ イルのオープン時

• 新規フ ァ イルが開かれる と  ECO 操作は自動的に終了し、 UNDO バッ フ ァの
内容は .eco フ ァ イルに保存されます。  

PADS Layout の終了時

• PADS Layout を終了する と現在の ECO 操作は自動的に終了し、UNDO バッ フ ァ
の内容は .eco フ ァ イルに保存されます。 

回路設計変更操作

結線の追加

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

ピンペア間に結線を追加するには、

1. ECO ツールバーボタ ン > 結線を追加ボタ ン

2. 結線内の最初のピンを選択し て く だ さい。

3. 結線内の 2 番目のピンを選択し て く だ さい。 このピンが別のネ ッ ト の一部で
ある場合、 あるいはピン機能のデバイス ネ ッ ト 名が ON になっている場合、
結合し たネ ッ ト の新たな名前を付けるよ う メ ッ セージが出ます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「先行定義し たネ ッ ト 名称」 項目

4. 必要に応じ て、 合成し たネ ッ ト に新規名称を入力し て く だ さい。  

参照 ： ネ ッ ト 名と部品名の使用禁止文字
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ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示され
ます。

新規実装部品を イ ンポー ト し て、 設計に追加するには、

1. ECO ツールバーボタ ン > 実装部品を追加ボタ ン

2. パー ト タ イプを フ ィ ルタ リ ングするには、 フ ィ ルタ領域にワイルド カー ド また
は式を入力し、 適用を ク リ ッ ク し ます。

3. パー ト タ イプ リ ス ト 内のパー ト 名を ク リ ッ ク し て追加を ク リ ッ ク し ます。
実装部品がポイ ン タに追従し ます。

• 選択されたパー ト タ イプが指定された名称で設計に存在する場合、 「ラ イブ
ラ リからの読込を省略し て、 設計データ中のパー ト タ イプを使用し ます」
とい う メ ッ セージが表示されます。 OK を選択し て作業を続けます。 手順 4
に進んで く だ さい。

• 設計内に指定し たパー ト タ イプは存在せず、 部品形状名は存在する とい う
場合、 「部品形状 < 名称 > は設計内に存在し ます。 ラ イブ ラ リからの部品形
状の読込は省略され、 設計データが使用されます」 とい う メ ッ セージが表
示されます。 このメ ッ セージはラ イブ ラ リ部品と設計部品のター ミ ナル数
が同じ場合にのみ表示されます。 OK を選択し て作業を続けます。 手順 4
に進んで く だ さい。

• 指定されたパー ト タ イプが存在せず、 新規部品形状のター ミ ナル数が既存
部品のター ミ ナル数に一致し ない場合、 「部品形状 < 名称 > が設計内に存在
し てお り、 ラ イブ ラ リ部品形状には設計の部品形状とは異なる ター ミ ナル
数があ り ます。 ラ イブ ラ リからのパー ト タ イプ取得を中止し て く だ さい」
とい う メ ッ セージが表示されます。 この場合、 部品追加プロセスがキャ ン
セルされます。

• ター ミ ナル数が代替部品形状と一致し ない場合、 「ラ イブ ラ リパー ト タ イプ
< ラ イブ ラ リ名 ： パー ト タ イプ名 > にター ミ ナル数の異なる部品形状があ
り ます。 ラ イブ ラ リからのパー ト タ イプ取得を中止し て く だ さい」 とい う
メ ッ セージが表示されます。 この場合、 部品追加プロセスがキャ ンセルさ
れます。

ヒ ン ト ： 設計がデフ ォル ト 層モー ド で追加される部品形状が増加層モー ド にあ
る場合、 設計に部品形状を追加する こ とはできません。 層構成定義ダイアログ
ボッ クスを使用し て増加層モー ド に設計を変更し ます。

4. 閉じ るを ク リ ッ ク し て、 ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

5. 部品を新たな位置座標に移動し て、 ク リ ッ ク し て位置を指示し ます。 新規
部品に使用可能な参照名が自動的に付加されます。
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ヒ ン ト ： ECO 登録済の部品のみ ECO フ ァ イルに含むこ とができます。 部品の ECO
登録は、 ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを取得ダイアログボ ッ クスで行います。

配線の追加

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

現行ネ ッ ト リ ス ト への追加や変更をする配線の入力、 または異なったネ ッ ト 名の線分
上の配線を終了するには、

1. ECO ツールバーボタ ン > 配線を追加ボタ ン

2. 配線を開始するピンを選択し て く だ さい。

3. 「基本配線」 の説明に従ってコーナーと ビアを追加し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト
メ ニューを使用し て も配線操作を制御できます。

4. 配線を終了するピンを選択し て く だ さい。 このピンが異なるネ ッ ト の一部であ
る場合、 または [ ピン関数からネ ッ ト 名抽出を行わない ] が ON になっている
場合、 合成し たネ ッ ト の新規名称を求めるプロンプ ト が表示されます。

ネ ッ ト 名称は、 新規作成されたネ ッ ト や配線に対し て自動的に生成されます。 

5. 必要に応じ て、 合成し たネ ッ ト に新規名称を入力し て く だ さい。  

ヒ ン ト ： ECO モー ド での配線操作中、 ネ ッ ト とは関係な く 、 カーソルが適当な終了
位置に近い場合二重丸 (bull’s-eye) に変化し ます。 

DRC オンモー ド で配線する 
同一ネ ッ ト の一部ではない、 またはネ ッ ト リ ス ト を所有し ていないピン間の配線時、
すべての項目は障害とみな されます。 ピンに接続するには、 右ク リ ッ ク メ ニューから
目標を選択を選択し て、 配線を終了し たいピンを ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

ネ ッ ト 名と部品名の使用禁止文字

コ ンセプ ト ガイ ドの 「先行定義し たネ ッ ト 名称」 項目

部品の自動番号再指定

ヒ ン ト ： このコマン ド を初めて使用する際には、 ECO オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス 
が表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されます。

設計の最終配置の完了後、 参照名が特定のパターンで連続するよ う、 番号を再指定す
る こ とができます。 これによ り、 製造後の基板上で実装部品を簡単に見つけられるよ
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う にな り ます。 部品の参照名の自動番号再指定では、 た と えば上側から下側へ、 左側
から右側へ連続的に読めるよ う に指定されます。  

ヒ ン ト ： ジャ ンパは自動番号指定には含まれません。

自動番号指定は ECO 操作であるため、 部品の自動番号指定を行う前に ECO モー ド を
開始する必要があ り ます。 作成される ECO フ ァ イルには、 関連する設計フ ァ イルへ
のバッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンの部品名の変更が含まれます。

To renumber a design:

1. ECO ツールバー > 自動番号再指定ボタ ン

2. 使用し たい参照名の接頭辞が接頭辞一覧で選択されている こ と を確認し ます。
接頭辞は最低でも 1 つは選択し て く だ さい。

3. セル寸法領域で部品の番号再指定スイープのマ ト リ クス寸法を入力し ます。

4. 先行 ・ 優先領域で番号再指定の選択を し ます。

• 部品面および半田面の両方に部品がある設計の場合は、 片側から反対側に
連続番号指定チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 すべての部品に連続的に番
号を指定できます。 番号再指定開始層で部品あるいは半田を ク リ ッ ク し ま
す。 

• 部品面と半田面のそれぞれに対し て番号再指定チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、
開始位置と増分に値を入力し ます。

• 両方またはいずれかの面に対し て番号再指定のパターンボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。

実装部品の変更

実装部品変更コ マン ド を使用し て、 1 つまたは複数の実装部品のパー ト タ イプ、 また
は同じ名称の全てのパー ト タ イプを、 設計内の他の実装部品のパー ト タ イプあるいは
ラ イブ ラ リ内のパー ト タ イプに変更し ます。 また、 設計内の実装部品を ラ イブ ラ リの
よ り新たなバージ ョ ンへ更新する こ と も可能です。 ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを更
新をご覧 く だ さい。

必須事項 ： パー ト タ イプを変更するには ECO モー ド を使用し ている必要があ り ます。

1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. DRO と入力し て Enter キーを押し、 設計配線規則チ ェ ッ ク機能をオフにし ま
す。

3. ECO ツールバーの実装部品を変更ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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4. 変更するパー ト タ イプの実装部品を選択し て く だ さい ( 複数可 )。 1 つの実装部
品を選択するには、 設計領域で実装部品を ク リ ッ ク し ます。 複数の実装部品を
選択するには、 右ク リ ッ ク メ ニューの探索を選択し、 [ 探索 ] ダイアログ
ボッ クスを使用し ます。 詳細 ： オブジ ェ ク ト 検索ダイアログボ ッ クス

5. 下記のいずれかの方法で実装部品を変更し ます。 

a. 実装部品を設計内の異なるパー ト タ イプに変更する場合は、 代替と し て
使用し たいパー ト タ イプの実装部品を ク リ ッ ク し ます。

b. 実装部品を ラ イブ ラ リ内のパー ト タ イプに変更する場合は、 右ク リ ッ ク
メ ニューのラ イブ ラ リ参照を選択し ます。 [ ラ イブ ラ リ参照 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。 パー ト タ イプを絞り込むには、 フ ィ ルタ領域に
ワイルド カー ド または数式を入力し、 適用を ク リ ッ ク し ます。 項目を選択
し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。 

6. 変更を確認するプロンプ ト が表示されます。 属性を保持チ ェ ッ クボ ッ クスを
選択し て属性を保持し ます。

7. 修正し たパー ト タ イプによ り PCB 部品形状が変更されていた り、 異なるピン
数を持っている場合、 ピン番号を指定ダイアログボ ッ クスの使用によ り旧部品
形状ピン番号を新規部品形状ピン番号にマ ッ プする必要があ り ます。

制限事項 ：

• 設計がデフ ォル ト 層モー ド で、 追加される部品形状が増加層モー ドの場合、 設
計に部品形状を追加する こ とはできません。 層構成を定義ダイアログボ ッ クス
を使用し て増加層モー ド に設計を変更し ます。

• ピン位置が同じ で新たな ター ミ ナルがテス ト サイ ド にパッ ド を持っている場
合、 部品の変更を行っても テス ト ポイ ン ト は維持されます。 維持されない場
合、 テス ト ポイ ン ト は削除されます。  

ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを更新

ラ イブ ラ リの新たなバージ ョ ンからパー ト タ イプデータ を更新する こ とができます。
新規のパー ト タ イプには異なる部品形状指定がな されている場合があるので、 表示に
影響がある場合があ り ます。 

必須事項 ： パー ト タ イプを変更するには ECO モー ド を使用し ている必要があ り ます。

1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. DRO と入力し て Enter キーを押し、 設計配線規則チ ェ ッ ク機能をオフにし ま
す。

3. ECO ツールバーの実装部品を変更ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. 変更するパー ト タ イプの実装部品を選択し て く だ さい ( 複数可 )。
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5. 右ク リ ッ ク メ ニューから ラ イブ ラ リ参照を選択し ます。 [ ラ イブ ラ リ参照 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。

6. 選択し たパー ト タ イプを同じ名称の新たなラ イブ ラ リ定義に更新するには、
ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを更新チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 選択し た
パー ト タ イプのラ イブ ラ リ定義が検索され、 自動的に強調表示されます。 

7. 置換を ク リ ッ ク し ます。

8. 変更を確認するプロンプ ト が表示されます。 属性を保持チ ェ ッ クボ ッ クスを選
択し て属性を保持し ます。

9. 変更されたパー ト タ イプが PCB 部品形状を変更し た り、 異なるピン数を持っ
ている場合、 ピン番号を指定ダイアログボ ッ クスの使用によ り、 古い部品形状
ピン番号を新たな部品形状ピン番号にマ ッ プする必要があ り ます。

制限事項 ：

• 設計がデフ ォル ト 層モー ド で追加される部品形状が増加層モー ド にある場合、
設計に部品形状を追加する こ とはできません。 層構成定義ダイアログボ ッ クス
を使用し て増加層モー ド に設計を変更し ます。

• ピン位置が同じ で新たな ター ミ ナルがテス ト サイ ド にパッ ド を持っている場
合、 部品の変更を行っても テス ト ポイ ン ト は維持されます。 維持されない場
合、 テス ト ポイ ン ト は削除されます。  

ピン番号を指定ダイアログボ ッ クスの使用

パー ト タ イプを変更し て、 部品形状やピン番号が変更される場合、 新たな部品形状ピ
ン番号に結線を再指定する必要があ り ます。 [ ピン番号を指定 ] ダイアログボ ッ クス
を使用し て、 旧部品形状結線を新規部品形状結線を正し く マ ッ プ し ます。

ネ ッ ト 名称欄では旧コ ラムに表示されている既存の部品形状ピン番号に接続されてい
るネ ッ ト を表示し ます。 可能な限り新規の部品形状ピン番号は一致し ています。 一致
する ものが無い場合、 新コ ラムのセルは空および / または未指定のピン リ ス ト にピン
番号が表示されます。

• ピンを解除するには、 新コ ラムから ピン番号を選択し ( 複数可 )、 解除を
ク リ ッ ク し ます。

• ピンを指定するには、 未指定ピン リ ス ト から ピン番号を選択し ( 複数可 )、 新
コ ラムでセルを選択し、 指定を ク リ ッ ク し ます。 新コ ラムの一番上の選択され
たセルから ピン番号の指定が開始されます。

• ピンを未接続にし てお く 場合は、 新コ ラムでセルを空の状態にし ておき、
未指定ピン リ ス ト にピン番号を置いておきます。

ヒ ン ト ： パー ト タ イプでピンに信号が指定されている場合、 ピン名称の後に括弧の
中に信号が表示されます。
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ECO モー ド で部品を コ ピー

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

既存部品のコ ピー作成は回路変更とみな され、 ECO モー ドが動作し ている必要があ り
ます。  

1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. コ ピーする部品を選択し ます。

3. 以下のいずれかの操作を行います ：

ECO ツールバーの実装部品を追加ボタ ンを ク リ ッ ク

または

編集メ ニューのコ ピーを ク リ ッ ク し てポイ ン タ を新たな位置へ移動し、 編集
メ ニューの貼り付けを ク リ ッ ク し ます。

どち らの方法でも実装部品はポイ ン タに貼り付いた状態にな り ます。 部品を新たな位
置座標に移動し て、 ク リ ッ ク し て位置を指示し ます。 新規部品に対し て使用可能な参
照名が自動的に付加されます。

実装部品の削除

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

基板から実装部品を削除するには、

1. ECO ツールバーボタ ン > 実装部品を削除ボタ ン

2. 削除する実装部品を選択し ます。 部品削除を確認のプロンプ ト が表示されま
す。

3. 実装部品に接続されている配線を削除する場合には、 チ ェ ッ クボ ッ クスを
使用し て、 削除する こ と を確認し て、 OK を ク リ ッ ク し て く だ さい。 

テス ト ポイ ン ト が部品と共に削除されます。

結線の削除

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。
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結線削除を使用し て、 ピンペアの削除、 ネ ッ ト からのピンの削除、 またネ ッ ト を 2 つ
に分割などを行います。 結線に属するテス ト ポイ ン ト ビアも削除されます。

結線を削除するには、

1. ECO ツールバーボタ ン > 結線を削除ボタ ン

2. 以下のいずれかを実行し て く だ さい ：

ネ ッ ト の削除

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

全てのピンペアを削除し、 ネ ッ ト から全てのピンを解除するには、

1. ECO ツールバーボタ ン > ネ ッ ト を削除ボタ ン

2. 削除するネ ッ ト 内のピン、 未配線ピンペア、 配線、 ビアを選択し ます。

ネ ッ ト 削除によ り、 ネ ッ ト に属するテス ト ポイ ン ト ビアも削除されます。

実装部品の名称変更

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

実装部品の参照名を変更するには、

1. ECO ツールバーボタ ン > 実装部品名を変更ボタ ン

ピンペアの削除 削除するピンペア間の結線または配線を選択し ます。 ネ ッ
ト に 1 つのピンペア しか無い場合は、 どち らのピンを削除
し てもそのピンペアが削除されます。

ピンの接続解除 接続解除するピンを選択し ます。 ネ ッ ト に複数のピンペア
がある場合、 ピンに接続される配線線分を削除するオプ
シ ョ ン と プロンプ ト が表示されます。

ネ ッ ト の分割 分割するネ ッ ト のピンペア間の結線を選択し ます。 新規
ネ ッ ト の名前を指定するか、 PADS Layout で自動的に新規
ネ ッ ト 名を作成するよ う にし ます。 ネ ッ ト 名称の最大長さ
は 47 文字です。 { }、 アス タ リ スク (*) やスペース、 クエス
チ ョ ンマーク、 カ ンマを除 く 任意の英数字が使用できます。
分割されたネ ッ ト に対し て [ ネ ッ ト 毎の色 ] 設定が存在す
る場合、 新たなネ ッ ト では同じ表示色設定が使用されます。
参照 ： ネ ッ ト に色を割り当てる
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2. 変更を行う参照名の部品を選択し て く だ さい。 新規参照名の入力を求める
プロンプ ト が表示されます。

3. 新規参照名を入力し て く だ さい。

4. 参照名に接頭辞を含むか、 同じ接頭辞を持つ選択し た全部品を変更するには、
新たな参照名と接頭辞を入力し て OK を ク リ ッ ク し ます。

現在の実装部品の名称変更

部品を追加する再に部品の名称を変更する こ とができます。 これによ り、 部品の参照
名が自動的に変更されます。 

1. 新規部品を配置する前に、 右ク リ ッ ク メ ニューの現在部品名称を変更を選択
し ます。 新規参照名を問い合わせるプロンプ ト が表示されます。

2. 参照名を入力し て OK を ク リ ッ ク し ます。

現在のネ ッ ト の名称変更

新規結線または配線を追加する際に、 ネ ッ ト の名称変更を行う こ とができます。

1. 新規結線または配線を完了する前に、 右ク リ ッ ク メ ニューの現ネ ッ ト 名称を
変更を選択し ます。 新規名称を問い合わせるプロンプ ト が表示されます。

2. 名称を入力し て OK を ク リ ッ ク し ます。 ネ ッ ト 名称の最大長さは 47 文字です。 

参照 ： ネ ッ ト 名と部品名の使用禁止文字

ネ ッ ト の名称変更

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

ネ ッ ト 名称を変更するには、

1. ECO ツールバーボタ ン > ネ ッ ト 名を変更ボタ ン

2. 名称変更を行う ネ ッ ト 内のピン、 未配線ピンペア、 配線、 ビアを選択し ます。
新規名称の入力を求めるプロンプ ト が表示されます。

3. 名称を入力し て OK を ク リ ッ ク し ます。 ネ ッ ト 名称の最大の長さは 47 文字
です。 

参照 ： ネ ッ ト 名と部品名の使用禁止文字
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自動的に ECL ター ミ ネータ を交換するには

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

ECL ター ミ ネータの指定を自動的に交換 (ECL ピン間でネ ッ ト 名を交換 ) するには 、

1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. ECO ツールバーの終端抵抗を自動指定ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： このコ マン ド では物理的再利用の部品は無視されます。

ゲー ト の交換

等価ゲー ト は交換できます。 ゲー ト は以下の場合に等価にな り ます。

• 同一パッ ケージを共有し ている場合

• 一致する、 0 ではない交換 ID を持つ場合

• ピン数が等しい場合

2 つのゲー ト 上のネ ッ ト を交換するには、

1. ECO ツールバーボタ ン > ゲー ト を交換ボタ ン

2. ピンを選択し ます。

交換可能な候補がすべて強調表示されます。 選択し たピンの交換 ID と一致す
る、 ゼロ以外の交換 ID を持つ候補は強調表示色で強調表示されます。 異なる
交換 ID または未定義の交換 ID を持つ候補は補色で強調表示されます。 交換
ID が 0 のピン とは交換できません。

3. 強調表示されているピンから交換を行う ピンを選択し て く だ さい。  

参照 ： 最後の交換を元に戻す

ヒ ン ト ： ゲー ト が規則付きピンペアの内の 1 本でも ピンを持っている場合、 交換は
できません。

[ 実装部品移動中は配線がス ト レ ッ チ ] チ ェ ッ クボ ッ クス ([ オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボッ クスの設計タ ブ ) が ON になっている場合、 交換されたゲー ト のピン と接続し た
配線が再配線されます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスが OFF になっている場合、 配線線分
は交換実行前に配線解除されます。
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自動的にゲー ト を交換

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

ゲー ト を自動的に交換し て、 ピンペアの配線長を最短化するには、

1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. ECO ツールバーのゲー ト を自動交換ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： このコ マン ド では物理的再利用の部品は無視されます。

ピンの交換

警告 ： コネク タが位置固定されていない場合、 交換の対象と な り ます。

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

2 本のピン上のネ ッ ト を交換するには、

1. ECO ツールバーボタ ン > ピンを交換ボタ ン

2. ピンを選択し ます。

交換可能な候補がすべて強調表示されます。 選択し たピンの交換 ID と一致す
る、 ゼロ以外の交換 ID を持つ候補は強調表示色で強調表示されます。 異なる
交換 ID または未定義の交換 ID を持つ候補は補色で強調表示されます。 交換
ID が 0 のピン とは交換できません。

3. 強調表示されているピンから交換を行う ピンを選択し て く だ さい。  交換 ID が
0 のピン とは交換できません。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： 最後の交換を元に戻す

ヒ ン ト ： 配線規則のあるピンペアを交換する こ とはできません。

[ 実装部品移動中は配線をス ト レ ッ チ ] チ ェ ッ クボ ッ クス ([ オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボッ クスの設計タ ブ ) が ON になっている場合、 交換されたピン と接続し た配線が
再配線されます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスが OFF の場合、 配線線分は交換の実行前に
配線解除されます。
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自動的にピンを交換する

このコ マン ド では物理的再利用の部品は無視されます。 基板上にコネク タがあ り、
コネク タ を交換し た く ない場合には、 固定する必要があ り ます。

ヒ ン ト ： このコ マン ド を最初に使用し た際には回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイ
アログボッ クスが表示されます。 OK を ク リ ッ クする と ECO ツールバーが表示されま
す。

ピンを自動的に交換し て、 ピンペアの配線長を最短化するには、

1. ECO ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. ECO ツールバーのピンを自動交換ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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最後の交換を元に戻す

交換を実行し た直後であれば、 最後の交換の取り消しや、 ピン交換のコ マン ド を取り
消すこ とができます。  

交換を元に戻すには、

• 交換モー ド である場合は、 右ク リ ッ ク メ ニューから最終交換を取り消し を選択
し ます。

または

• 交換モー ド を終了し て、 ツールバーの元に戻すボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ネ ッ ト リ ス ト の比較

設計の比較および更新

ネ ッ ト リ ス ト 比較を使用し て、 ある設計の 2 つのバージ ョ ンを比較し、 元のバージ ョ
ンの更新に必要な各種フ ァ イルを作成し ます。

一般的に、 PADS Layout では、 以下の形式で保存されている 2 つの設計バージ ョ ンを
比較する こ とができます。

• メ モ リ内の PCB レ イアウ ト

• 回路図または PCB レ イアウ ト である PADS フ ォーマ ッ ト ASCII ネ ッ ト リ ス ト
フ ァ イル ( .asc)

• PCB レ イアウ ト フ ァ イル

PADS Layout および回路図ツールが同じ コ ンピ ュータ上にある場合は、 回路図ツール
を使用し て各種設計バージ ョ ンをよ り簡単に比較 / 更新できます。 詳細は以下をご参
照 く だ さい。

• DxDesigner の場合は、 DxDesigner Link あるいは ePD Link へのリ ン ク をご使用
く だ さい。

参照 ： DxDesigner からの変更を  PADS Layout に更新、 PADS Layout からの変更
を DxDesigner に更新

• PADS Logic の場合、[OLE PADS Layout リ ン ク ] ダイアログボ ッ クスを使用し ま
す。

参照 ： PADS Logic ヘルプの 「PADS 製品間のク ロスプロービング」 と 「設計
タ ブ」 

設計を比較し て更新するには、
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1. ツールメ ニュー > ネ ッ ト リ ス ト を比較を ク リ ッ ク し ます。 [ 比較 /ECO] ダイア
ログボッ クスが表示されます。

2. ド キュ メ ン ト タ ブを ク リ ッ ク し て、 比較する設計と作成する フ ァ イルを選択
し ます。

参照 ： 設計フ ァ イルと出力オプシ ョ ンの選択

3. 比較タ ブを ク リ ッ ク し て実行し たい比較オプシ ョ ンを選択し ます。

参照 ： 比較オプシ ョ ンの選択

4. 更新タ ブを ク リ ッ ク し て実行し たい更新オプシ ョ ンを選択し ます。

参照 ： 更新オプシ ョ ンの選択

5. 実行を ク リ ッ ク し て、 設計の比較を実行し ます。 ( ド キュ メ ン ト タ ブ上の出力
オプシ ョ ン領域にあるオプシ ョ ンを選択する と、 実行ボタ ンが使用可能にな り
ます。 )

結果 ：

• 設計を比較する と きに、元の設計がメ モ リ にあ り、 [ 比較 /ECO] ツールダイアロ
グボッ クスの [ 更新 ] タ ブにある元の設計を更新を選択し た場合は、 比較作業
の終了時に更新内容は元の設計に自動的にデータ入力されます。

• 比較中は、 [ 処理状況 ] ダイアログボ ッ クスで、 比較の進行状況を見る こ とがで
き、 作成された各種フ ァ イルを表示するボタ ンが表示されます。

ヒ ン ト ： 比較中に発生し た メ ッ セージまたはエラーは layout.err に書き込まれ、 \PADS 
Projects フ ォルダに保存されます。 

更新内容を元の設計にデータ入力

設計の各バージ ョ ンを比較し た後、 更新内容を元の設計にデータ入力し ます。  

設計比較の際、 元の設計がメ モ リ にあ り、 [ 比較 /ECO] ダイアログボ ッ クスの [ 更新 ]
タ ブにある元の設計を更新を選択し た場合は、 比較作業の終了時に更新内容が元の設
計に自動的にデータ入力されます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計の比較と更新」 項目

更新し た元の設計と新規設計との一致の確認

設計フ ァ イルと出力オプシ ョ ンの選択

[ ド キュ メ ン ト ] タ ブを使用し て、 比較する設計と作成する フ ァ イルを指定する こ と
ができます。   
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参照 ： 設計の比較および更新

ヒ ン ト ： 回路図を  PCB レ イアウ ト と比較し たい場合には、 各設計を比較する前に、
回路図ツールから  PADS フ ォーマ ッ ト  ASCII ネ ッ ト リ ス ト  フ ァ イル (.asc) をデータ
出力し て く だ さい。 

設計フ ァ イルと出力オプシ ョ ンを選択するには、

1. [ 元の PCB 設計と比較 ] 領域で更新する設計を指定し ます。 以下のいずれかを
実行し て く だ さい ：

• メ モ リ内にある設計を元の設計と し て使用するには、 現在の PCB 設計を
使用を選択し ます。

• 現在の PCB 設計を使用の選択を OFF にし、 元の設計フ ァ イル名を入力する
か選択し ます。 元の設計フ ァ イルはバイナ リ形式 (.pcb) でも ASCII フ ァ イ
ル (.asc) でもかまいません。

ヒ ン ト ： 新規設計には元の設計と同じ フ ァ イル名をつける こ とはできません。 

2. [ 変更内容のある新規 PCB 設計 ] 領域で、 元の設計に配置し たい変更内容を含
んでいる設計を指定し ます。 以下のいずれかを実行し て く だ さい ：

• メ モ リ内にある設計を新規設計と し て使用するには、 現在の PCB 設計を
使用を選択し ます。

• 現在の PCB 設計を使用の選択を OFF にし、 新規設計フ ァ イル名を入力する
か選択し ます。 新規設計フ ァ イルはバイナ リ形式 (.pcb) でも ASCII フ ァ イ
ル (.asc) でもかまいません。

ヒ ン ト ： 新規設計には元の設計と同じ フ ァ イル名をつける こ とはできません。

3. 2 つの設計バージ ョ ン間の相違点の内容を記載し たレポー ト フ ァ イルを作成す
る場合は、 差分レポー ト を生成を選択し ます。 このフ ァ イルは Layout.rep とい
う名前で \PADS Projects フ ォルダに格納されます。

4. ECO フ ァ イルを作成する場合は、 ECO フ ァ イルを生成チ ェ ッ クボ ッ クスを選
択し て、 名称を新規入力するか選択し ます。 ECO フ ァ イルには、 元の設計を新
規設計に一致させるための更新に必要な変更内容を記述し た ECO コ マン ドが
含まれています。

5. 回路図に戻す情報を含むフ ァ イルを作成し たい場合には、 回路図にバッ クア ノ
テー ト する ASCII フ ァ イルを生成チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 ASCII フ ァ
イル名ボ ッ クスに、 作成する フ ァ イル名とパスを入力し て く だ さい。

6. 比較タ ブまたは更新タ ブを ク リ ッ ク し て、 選択内容を さ らに指定するか、 実行
を ク リ ッ ク し て設計を比較し ます。 出力オプシ ョ ン領域にあるオプシ ョ ンを選
択する と、 実行ボタ ンが使用可能にな り ます。
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関連 ト ピ ッ ク

設計の比較および更新

コ ンセプ ト ガイ ドの 「差分レポー ト 」 項目

更新し た元の設計と新規設計との一致の確認

更新内容を元の設計にデータ入力し た後、 更新し た元の設計が新規設計と一致するか
を検証する こ とができます。  

設計の各種バージ ョ ンが一致するかを確認するには、

1. ツールメ ニュー > ネ ッ ト リ ス ト を比較 > ド キュ メ ン ト タ ブ

2. 差分レポー ト を生成を選択し て、 [ECO フ ァ イルの生成 ] オプシ ョ ンを非選択
にし、 実行を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 処理状況 ] ダイアログボ ッ クスで、 レポー ト を表示を ク リ ッ ク し て差分レ
ポー ト を表示し ます。 相違点がまだ存在する場合は、 ECO ツールバーコ マン ド
を使用し て設計を修正し ます。

4. ECO フ ァ イルのコ マン ドが、 更新し た元の設計の基準原点に部品を追加し た場
合には、 確実に部品を配置し、 新規の未配線ピンペアを配線し て く だ さい。

5. 検証作業の終了後、 設計の整合性をチ ェ ッ ク し て く だ さい。 ツールメ ニューで 
設計検証 を ク リ ッ ク し ます。

比較オプシ ョ ンの選択

[ 比較 ] タ ブを使用し て比較の対象とする設計要素を指定し ます。

ヒ ン ト ： 設計の比較の際、 PADS Layout では再利用定義は無視され、 物理的再利用の
実際の要素が使用されます。

比較オプシ ョ ンを選択するには、

1. Table 27-1 で示す、 比較を行う設計機能を選択し て く だ さい。 

Table 27-1. 設計機能の比較

オプシ ョ ン 説明

登録済部品のみ ECO
比較

この比較オプシ ョ ンでは、 ECO 未登録部品は除外
されます。 ECO 未登録部品は、 PCB 設計にあ り回
路図にはない機械的部品または非電気的部品を含
むこ と もあ り ます。 比較中、 全ての部品を含める
には、 [ 登録済部品のみ ECO 比較 ] のチ ェ ッ ク を
はずし て く だ さい。 
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2. Table 27-2 に示す、 設計の構成要素名の比較方法を選択し ます。 

3. 元の設計内の未使用ピンネ ッ ト を除外し て設計の比較を実行し たい場合は、
未使用のピンネ ッ ト を無視を選択し、 未使用ピンネ ッ ト の名称を入力し ます。  
ネ ッ ト 名称の最大長さは 47 文字です。 { }、 アス タ リ スク (*) やスペース、
クエスチ ョ ンマーク、 カ ンマを以外の任意の英数字が使用可能です。

未使用ピンのネ ッ ト には、 論理的なネ ッ ト 指定を持たないピンが含まれていま
す。 未使用ピンのネ ッ ト は、 SPECCTRA で配線を行う場合や、 他の PCB ツー
ルでの PCB 設計処理中に作成される場合があ り ます。 

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンを選択し ないで回路図または以前の PCB レ イアウ ト
から PCB レ イアウ ト を更新し た場合、 未使用ピンのネ ッ ト は削除される こ と
があ り ます。 

ECO 登録済属性のみ
比較 

この比較オプシ ョ ンでは、 ECO 未登録属性は除外
されす。
ヒ ン ト ：
• [ 属性比較レベル ] 領域の [ 全属性を無視 ] を選択

し た場合、 このオプシ ョ ンは使用できません。  
• ビア属性は ECO 登録されず、 ECO 処理中に追

加、 削除、 変更できません。  

部品形状を比較 比較には部品形状が含まれます。  

Table 27-2. 設計要素名の比較

オプシ ョ ン 説明

ネ ッ ト 名と参照名を
比較。  必要に応じ て
名称変更

参照名と ネ ッ ト 名を使用し て比較し ます。  
配線済みの配線への変更を最小限に抑えるのに適し て
います。 このオプシ ョ ンを選択する と、 部品の位置交
換が必要になる場合があ り ます。 例えば、 R1 と R12 を
交換し た際に、 配線完了し た線の変更内容が最小限で
あった場合、 同時に R12 が R1 に、 R1 が R12 に変更さ
れ、 R1 と R12 が元のネ ッ ト に再接続されます。

ネ ッ ト 名と参照名を
比較。  名称変更の代
わり に部品を追加ま
たは削除を優先。

一部の参照名が変更され、 ネ ッ ト 名は変更されていな
いとい う前提条件で、 参照名と ネ ッ ト 名を使用し て比
較し ます。  
部品の位置交換と、 その結果発生する可能性のある設
計の分裂を最小限に抑えるのに適し ています。 

接続性と名称でな く
ト ポロジを比較。 必
要に応じ て名称変更

参照名やネ ッ ト 名を使わずに比較し ます。  ピン名や
パー ト タ イプ名などを使用し て比較し ます。 
部品と ネ ッ ト が名称変更され、 相互接続の変更が最小
の場合に設計を比較するのに適し ています。
例 ： 設計上で自動番号変更のみ実行し た場合。

Table 27-1. 設計機能の比較 (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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4. [ 属性と設計規則の比較 ] 領域で、 属性の比較を行うか、 設計規則の比較を行
うか、 または両方を行うかを選択し ます。 

5. 比較タ イプでは、 Table 27-3 に示す比較するオブジ ェ ク ト のタ イプを選択し ま
す。 

Table 27-3. 設計要素の属性の比較

選択 オブジ ェ ク ト タ イプ 比較内容

比較属性 PADS Logic オブジ ェ ク ト
タ イプ
ヒ ン ト ： 部品のみ定義され
た PADS Logic のネ ッ ト リ
ス ト を比較する場合に、 こ
のオプシ ョ ンを選択し ま
す。

部品属性のみ ( 部品と ネ ッ ト )
各部品は対応する部品形状とパー ト
タ イプから属性を受け取リ ますが、
修正は部品レベルのみで行われます。

DxDesigner オブジ ェ ク ト
ヒ ン ト ： 基板、 部品、 ネ ッ
ト 、 ピン属性が定義された
DxDesigner ネ ッ ト リ ス ト を
比較する場合に、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。

基板、 部品、 ネ ッ ト 、 ピン属性
各部品は対応する部品形状および
パー ト タ イプから属性を受けます。
ネ ッ ト は、 自身が属するネ ッ ト ク ラ
スから属性を継承し ます。 部品と
ネ ッ ト の相違点は、 部品レベルのみ、
ネ ッ ト レベルのみでそれぞれ更新さ
れます。 ピン属性はデフ ォル ト で階
層を受けません。 

全オブジ ェ ク ト タ イプ
ヒ ン ト ： PADS Layout 設計
の異なるバージ ョ ン間で比
較を行う場合、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。

全ての属性 ( 基板、 部品、 ピン、
ネ ッ ト ク ラス、 パー ト タ イプ、 部品
形状 )。
属性の階層はデフ ォル ト で受けませ
ん。 全てのオブジ ェ ク ト タ イプは、
現在レベルでそれぞれ比較、 更新さ
れます。 

設計規則の
比較

PADS Logic オブジ ェ ク ト
タ イプ

ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラスの規則

DxDesigner オブジ ェ ク ト
タ イプ

• ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラスの規則
• 一般的な規則
• 差動ペア規則

全オブジ ェ ク ト タ イプ 全ての設計規則
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6. まだ実行し ていない場合は、 比較する設計バージ ョ ンを ド キュ メ ン ト タ ブで
選択し ます。

7. 任意で、 更新タ ブを ク リ ッ ク し て元の設計を更新するオプシ ョ ンを選択し ま
す。

8. 実行を ク リ ッ ク し て、 設計の比較を実行し ます。

関連 ト ピ ッ ク

設計の比較および更新

更新オプシ ョ ンの選択

更新タ ブを使用し て、 元の設計に更新するデータの種類を指定し、 ラ イブ ラ リデータ
を更新するかを指定し ます。 

参照 ： 設計の比較および更新

更新オプシ ョ ンを選択するには、

1. 設計比較の結果作成される ECO フ ァ イルを自動的に PADS Layout にデータ入
力する こ とによ り、 メ モ リ内の PCB レ イアウ ト を更新し て新規設計と一致す
るよ う にし たい場合は、 元の設計の更新を選択し ます。

ヒ ン ト ： 以下の両オプシ ョ ンを選択し ないと [ 元の設計の更新 ] オプシ ョ ンは
使用できません。

• ド キュ メ ン ト タ ブの[比較と更新する元のB設計]領域にある現在のPCB設計
を使用オプシ ョ ン

• 更新タ ブにある元の設計を更新オプシ ョ ン

2. ド キュ メ ン ト タ ブ上の [ 比較と更新する元の設計 ] 領域にある現在の PCB 設計
を使用を選択し ていて、 ECO フ ァ イルを メ モ リ内の元の PADS Layout 設計に

属性の比較
と設計規則
の比較の両
方

PADS Logic オブジ ェ ク ト
タ イプ

• 部品とネ ッ ト 属性
• ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラスの規則
• 一般規則と条件付規則
• 差動ペア規則

DxDesigner オブジ ェ ク ト
タ イプ

• 基板、 部品、 ネ ッ ト 、 ピン属性
• ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラスの規則
• 一般的な規則
• 差動ペア規則

全オブジ ェ ク ト タ イプ • 全てのオブジ ェ ク ト タ イプの属性
• 全ての設計規則

Table 27-3. 設計要素の属性の比較 (cont.)
選択 オブジ ェ ク ト タ イプ 比較内容
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自動的にデータ入力する前に差分レポー ト または ECO フ ァ イルを表示し たい
場合は、 元の設計を更新する前に停止を選択し ます。

ヒ ン ト ： [ 元の設計の更新 ] を選択し ないと このオプシ ョ ンは使用できません。

3. [ 更新するデータ ] 領域で、 元の設計に含める設計変更を選択し ます。

4. DxDesigner を現在使用し てお り、 DxDesigner の ViewPCB で作成し た PADS
フ ォーマ ッ ト ASCII パー ト タ イプ フ ァ イル (.p) を自動的にデータ入力する こ と
によ って PADS Layout パー ト ラ イブ ラ リ を更新し たい場合は、 ラ イブ ラ リの
パー ト タ イプを更新を選択し て、 以下の操作を行います。

a. [ パー ト タ イプ ASCII フ ァ イル ] ボ ッ クスに、 PADS フ ォーマ ッ ト ASCII
パー ト タ イプ フ ァ イル名を入力するか、 参照ボタ ンを使ってフ ァ イルを指
定し ます。

b. PADS フ ォーマ ッ ト ASCII パー ト タ イプ フ ァ イルからパー ト タ イプをデー
タ入力する ラ イブ ラ リ を  [ データ入力先 ] ボ ッ クスに指定し ます。 リ ス ト か
ら既存ラ イブ ラ リ を選択するか、 New Library を ク リ ッ ク し て新規ラ イブ ラ
リ を作成できます。   

c. ラ イブ ラ リ内に既存の部品が入力された際の上書きオプシ ョ ンを選択し ま
す。  

ヒ ン ト ：

• DxDesigner を使用し た PADS フ ォーマ ッ ト  ASCII パー ト タ イプ フ ァ イル (.p)
作成の詳細は、 DxDesigner の ViewPCB ヘルプをご参照 く だ さい。

• PADS Logic を使用し ている場合、 PADS Layout と  PADS Logic では同じ ラ イ
ブ ラ リ を共有し ているため、 [ ラ イブ ラ リのパー ト タ イプを更新 ] を選択す
る必要はあ り ません。  

5. ド キュ メ ン ト タ ブまたは比較タ ブを ク リ ッ ク し て選択内容を さ らに指定する
か、 実行を ク リ ッ ク し て設計を比較し ます。

関連 ト ピ ッ ク

設計の比較および更新

ネ ッ ト 名と部品名の使用禁止文字

ネ ッ ト 名や部品名には以下を除 く 英数字が使用できます。  

ネ ッ ト 名に使用できない文字 ： 

スペース
カ ンマ (,)
括弧 ( { } )
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アス タ リ スク  (*)
クエスチ ョ ンマーク  (?) 

部品名に使用できない文字 ： 

スペース
カ ンマ (,)
括弧 ( { } )
アス タ リ スク  (*)
クエスチ ョ ンマーク  (?) 
ピ リ オ ド  ( . )
アンパサン ド  (&)

DOS モー ド で ECOGEN を使用し て設計を比較

設計を変更し た後、 DOS モー ド で ECOGEN 実行フ ァ イルを実行し、 以下を行う こ と
ができます。

• 元の設計と新たなバージ ョ ンの設計との比較

• 新規設計と一致させるために元の設計の更新に必要なフ ァ イルの作成 

または、 PADS Layout の [ 比較／ ECO ツール ] ダイアログボ ッ クスを使用し て設計を
比較できます。 

参照 ： 設計の比較および更新

ヒ ン ト ： 回路図を  PCB レ イアウ ト と比較し たい場合、 各設計を比較する前に、 回路
図ツールから  PADS フ ォーマ ッ ト  ASCII ネ ッ ト リ ス ト  フ ァ イル (.asc) をデータ出力し
て く だ さい。 

DOS モー ド で ECOGEN を使用し て設計を比較をするには、

1. Windows のコ マン ド プロンプ ト を開きます。

Windows 2000、 Windows NT または Windows XP の場合は以下の操作を行って
く だ さい。

• ス ター ト メ ニューから プログラム > アクセサリ  > コマン ド プロンプ ト を
選択。

2. ecogen.exe フ ァ イルがある フ ォルダ
( 例 ： C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs) に
移動し ます。

3. ECOGEN を実行するには、 以下のフ ォーマ ッ ト を使用し て ecogen コ マン ド を
入力し ます。
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ecogen <new_design> <original_design> [<eco_out>] [-u<unused net 
name>] [-e<error file>] [-d<report file>] [-r[a][p]] [-a<attr mask>] 
[-f] [-l <rules mask>] [-n<new_design_title>][-
o<original_design_title>] [-g] [-s] [-m] [-q] [-i <output unit>]

ヒ ン ト ：

• コ マン ド ラ イ ン引数は、 必ず newDesign、 originalDesign、 ecoFile の順で入力
し て く だ さい。 

• 引数にスペースが含まれる場合、 引数を " " で囲って く だ さい。

• コ マン ド フ ァ イル内にすべてのパラ メ ータが 1 行にある場合は、
ECOGEN@< コマン ド フ ァ イル > と入力する こ と もできます。

• ECOGEN では再利用定義は無視され、 比較には物理的再利用の実際の要素
が使用されます。

Table 27-4 に、 パラ メ ータの使用方法を記載し ます。 [ ] 内のオプシ ョ ンは任意です。 

Table 27-4. パラ メ ータの使用

パラ メ ータ 内容

newDesign 元の設計に加えたい変更内容を含む設計フ ァ イル。  
originalDesign 新規設計と一致させるよ う に更新する設計フ ァ イル。  
[eco_out] ECO 指示文を含む ECO コ マン ド フ ァ イル。 このフ ァ イル

を元の設計にデータ入力し、 元のフ ァ イルを更新する こ と
ができます。 

[-aAttributeMask] 属性比較と比較対象の属性 (AttributeMask)
このマスクは、 属性の比較対象と なるオブジ ェ ク ト  タ イプ
を選択し ます。 マスクは、 カ ンマで区切られた ( スペース
な し ) 一連のオブジ ェ ク ト タ イプです。 以下のオブジ ェ ク
ト タ イプを指定できます ： PCB、 PART、 PARTTYPE、
PARTDECAL、 NET、 NETCLASS、 PIN
AttributeMask は、 スペースを入れず、 カ ンマで区切って
文字列と し て指定し ます ( 例 ： -aPART,NET)。
比較において全属性を無視し たい場合は、 -a スイ ッ チを指
定し ないで く だ さい。 -a スイ ッ チを使用し ない場合、 既存
属性は変更されず、 属性変更の ECO コマン ドが作成され
ません。
た と えば PADS Logic において部品と ネ ッ ト 属性を比較し
たい場合、 -aPART,NET スイ ッ チ値を使用し ます。 
た と えば DxDesigner の回路図において、 基板、 部品、
ネ ッ ト 、 ピン属性を比較し たい場合は、 -aPCB、 PART、
NET、 PIN スイ ッ チ値を使用し ます。 
全オブジ ェ ク ト タ イプに対し て属性を比較するには、
-aPCB、 PART、 PARTTYPE、 PARTDECAL、 NET、
NETCLASS、 PIN スイ ッ チ値を使用し ます。
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-dReportFile 元の設計と新規設計との間の差分を含むフ ァ イル。  
[-eErrorFile] ECOGEN ステータ スおよびエラー メ ッ セージを含む設計

フ ァ イル。 イ ンス ト ール時に選択し たデフ ォル ト のエデ ィ
タが自動的に開き、 エラーフ ァ イルが表示されます。 

[-f] 部品形状の指定の比較を有効にし ます。  
[-g], [-q] ヒ ン ト ：

• ネ ッ ト 名と参照名を比較し、 必要に応じ て名称を変更
し たい場合、 -g および -q スイ ッ チは使用し ないで く だ
さい。 

• 配線済みの配線への変更を最小にと どめるのに適し て
います。 このオプシ ョ ンを選択する と、 部品の位置交
換が必要になる場合があ り ます。

例 ： た と えば、 R1 と R12 を交換し た際に、 配線完了し た
配線の変更内容を最小と なった場合には、 同時に R12 を
R1 に、 R1 を R12 に名称変更を行い、 R1 と R12 を元の
ネ ッ ト に再接続し ます。  

参照名と ネ ッ ト 名の比較を無効にするには、 -g スイ ッ チを
使用し ます。  
結線状況および ( 名称ではな く ) 接続形態を比較し、 必要
に応じ て名称変更するには、 このスイ ッ チを使用し ます。 
ピン名やパー ト タ イプ名などを使って比較し ます。 

部品名変更を省略するには -q スイ ッ チを使用し ます。 
ネ ッ ト 名と参照名の比較を行っても、 部品名変更ではな く
部品の追加や削除を行いたい場合、 このスイ ッ チを使用し
ます。 一部の参照名が変更され、 ネ ッ ト 名は変更されてい
ない場合に、 参照名と ネ ッ ト 名を使用し て比較し ます。

[-iOutputUnit] ECO と レポー ト フ ァ イルの寸法の値の出力単位を指定し ま
す。 ( このスイ ッ チを指定し ない場合、 ECOGEN では新規
設計の出力単位が使用されます。 )
以下の出力単位を指定する こ とができます ：
BASIC、 MILS、 INCHES、 METRIC。
ECOGEN が認識できない出力単位を指定し た場合 ( 単位名
の入力 ミ スを し た場合など ) は、 BASIC が使用されます。

Table 27-4. パラ メ ータの使用 (cont.)
パラ メ ータ 内容
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[-lRulesMask] 規則の比較およびオブジ ェ ク ト タ イプ、 規則タ イプ、 比較
対象の規則の種類 (RulesMask) を指定し ます。
RulesMask では、 以下を指定できます ：
• オブジ ェ ク ト タ イプ ： PCB、 NET、 NETCLASS、

PINPAIR、 GROUP。 オブジ ェ ク ト タ イプを 1 つも指定
し ない場合、 全オブジ ェ ク ト タ イプの規則が比較され
ます。

• 規則タ イプ ： 間隙 (CLR)、 配線 (RT) と高速回路 (HS)。
規則タ イプを 1 つも指定し ない場合、 3 つ全てのタ イプ
が比較されます。

• 規則の種類 ： 一般的な規則 (GEN)、 制約条件規則
(CON)、 差動ペア (DFP)。 規則タ イプを 1 つも指定し な
い場合、 3 つ全てのタ イプが比較されます。

• RulesMask は、 カ ンマで区切られた ( スペースな しの )
一連のオブジ ェ ク ト  タ イプです。 例 ：
-lNETCLASS,GROUP,CLR

RulesMask を指定し ない場合、 すべてのオブジ ェ ク ト タ イ
プのタ イプや種類が比較されます。

[-m] 部品配置の比較を有効にし ます。 PCB レ イアウ ト を回路図
と比較する場合、 ePlanner によ って作成された配置情報を
含む DxDesigner 回路図に対し てのみこの機能を使用できま
す。

[-nNewDesignTitle] レポー ト ヘ ッ ダーに使用される新規設計名の文字列。

[-oOldDesignTitle] レポー ト ヘ ッ ダーに使用される元の設計名の文字列。

[-r[a][p]] ECO 登録済みの部品 [p] または属性 [a] のみの比較を有効
にし ます。
ECO 登録済み部品および属性のみ比較するには、 -rap 
スイ ッ チを使用し ます。  
ECO 登録済み属性のみ比較するには、 -ra スイ ッ チを使用
し ます。 ビア属性は、 ECO 登録されず、 ECO 処理中には
追加、 削除、 変更できません。  
ECO 登録済み部品のみ比較するには、 -rp スイ ッ チを使用
し ます。
ECOGEN において、 全ての部品および属性を比較し たい
場合には、 -r スイ ッ チを使用し ないで く だ さい。
設計上の機械部品または非電気部品を比較し たい場合に
は、 -rap および -rp スイ ッ チは使用し ないで く だ さい。  

[-uUnusedNetName] 論理的なネ ッ ト 指定のないピンを含む、 未使用ピンのネ ッ
ト を表示し ます。 SPECCTRA 配線の結果、 未使用ピンネ ッ
ト が生じ ます。 SPECCTRA で使用し たネ ッ ト 名を使用し て
く だ さい。 ネ ッ ト 名称の最大の長さは 47 文字です。 { }、
アス タ リ スク (*) やスペース、 クエスチ ョ ンマーク、 カ ン
マを除 く 任意の英数字を使用できます。

Table 27-4. パラ メ ータの使用 (cont.)
パラ メ ータ 内容
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例 ： 

ecogen \ePD\3.1\project\logic.asc C:\PADS Projects\pcb.asc design.eco
-lNET,CLR -uNOT_CONNECTED

この例では、 ECOGEN は、

• 変更前の元の設計 (logic.asc) と新規設計 (pcb.asc) を比較し ます。

• 元の設計 (logic.asc) を更新するために使用する ECO フ ァ イル (design.eco) を作成
し ます。

• ネ ッ ト 間の間隙規則を比較し ます。

• NOT_CONNECTED で、 SPECCTRA 配線の結果と し て生じ た未使用ピンを指定
し ます。
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規則の比較における制限事項

• ECOGEN では、 -l スイ ッ チを指定し な く ても常に実装部品と部品形状規則、
フ ァ ンアウ ト とパッ ド入力角度の規則を比較し ます。

• ECOGEN は層に対する変更情報を生成し ません。 条件付き規則などの層に依存
する規則では、 比較される層同士の番号が一致し ている こ と を確認し て く だ さ
い。

元の設計を更新するには、 以下のいずれかを実行し ます ：

• DxDesigner 回路図を PADS Layout からの変更で更新する場合は、PADS Layout か
らの変更を DxDesigner に更新をご覧 く だ さい。

• PADS Layout 設計を DxDesigner からの変更で更新する場合は、 回路図と設計間
でのデータのやり取り をご覧 く だ さい。

• PADS Logic 回路図を PADS Layout からの変更で更新する場合は、 PADS Logic
ヘルプの 「フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン とバッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン」 をご覧
く だ さい。

関連 ト ピ ッ ク

設計の比較および更新

設計規則の使用

ECO で使用される規則のフ ォーマ ッ ト

この ト ピ ッ クでは、 ECO 操作中に設計規則を作成、 修正する と きに、 ECO フ ァ イル
内で使用する構文を説明し ます。 この規則の登録項目は、 規則の機能を有する回路図
入力システムから、 または規則の機能を有する回路図入力システムへと、 バッ クワー
ド ア ノ テーシ ョ ンプロセスの一部と し て渡すこ とができます。 また、 他の PCB 設計
へ規則をデータ入力する こ と もできます。

ヒ ン ト ： ECO フ ァ イルを既存の設計にデータ入力する と、 規則の登録項目は同じ名称
を持つネ ッ ト にのみ適用されます。 名称が一致するネ ッ ト が存在し ない場合は、
エラーレポー ト (.ERR) が作成されます。 データ を読み込む前に、 その設計を開いて、
目的の結線の名称を変更し て く だ さい。 

ECO フ ァ イルの規則セクシ ョ ンのヘ ッ ダー情報は、 ECO フ ァ イルの例で図示されま
す。    

• ECO フ ァ イルでの設計規則の書式設定 

• ECO フ ァ イルでの一般的な間隙規則の書式設定 

• ECO フ ァ イルでの条件付き間隙規則の書式設定



ECO―基板と回路図の変更を同期
設計規則の使用

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 607

• ECO フ ァ イルでの一般的な高速回路規則の書式設定 

• ECO フ ァ イルでの条件付き高速回路規則の書式設定 

• ECO フ ァ イルでの一般的な配線規則の書式設定 

• ECO フ ァ イルでの差動ペア規則の書式設定

• ECO フ ァ イルでのネ ッ ト ク ラス規則の書式設定 

• ECO フ ァ イルでのピンペアグループ規則の書式設定 

• ECO フ ァ イルの例 

設計規則を回路図に指定 
回路図から  PCB 設計に情報を送る こ とができます。 回路図に 設計規則 を指定する際
の詳細は、 DxDesigner の回路図設計ヘルプをご覧 く だ さい。 

回路図設計ヘルプを表示するには、 

1. ツールメ ニュー > PCB ネ ッ ト リ ス ト の作成。

2. ヘルプボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ECO フ ァ イルでの設計規則の書式設定

5 つの階層レベルで設計規則を適用し ます。 最も低いレベルのデフ ォル ト レベルでは、
他に指定がなければ、 PCB 上の全てのオブジ ェ ク ト に規則が適用されます。

Table 27-5 に、 設計規則の階層レベルを記載し ます。 

一般的な設計規則

設計規則は、 オブジ ェ ク ト 一覧に適用される こ とがよ く あ り ます。 以下の表記法を
使用し ます。

HIERARCHY_OBJECT <type>:<name> 

Table 27-5. 設計規則の階層レベル

階層レベル 設計規則オブジ ェ ク ト

デフ ォル ト HIERARCHY_OBJECT PCB:PCB

ネ ッ ト HIERARCHY_OBJECT NET:< ネ ッ ト 名 >

ク ラス  HIERARCHY_OBJECT CLS:< ク ラス名 >

ピンペア HIERARCHY_OBJECT CON:< ピンペア名 >

グループ HIERARCHY_OBJECT GRP:< グループ名 >
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規則をネ ッ ト  DATA0 から  DATA3 まで適用する場合は、 以下のよ う に指定し ます。

HIERARCHY_OBJECT NET:DATA0
HIERARCHY_OBJECT NET:DATA1
HIERARCHY_OBJECT NET:DATA2
HIERARCHY_OBJECT NET:DATA3

条件付き設計規則

条件付き規則は、 1 つのオブジ ェ ク ト から別のオブジ ェ ク ト に対し て適用されます。
ECO フ ァ イルでは以下のフ ォーマ ッ ト を使用し ます ：

<from_type>:<from_name> <against_type>:<against_name> [<layer_name>]

これは、 条件付き規則について、 元のオブジ ェ ク ト 、 対象オブジ ェ ク ト 、 層名を参照
する場合の表記法です。 角括弧で囲まれた層名は、 任意の引数です。 

例 ：

NET:GND CLS:Clock_Nets

上記のよ う に、 元のオブジ ェ ク ト と対象のオブジ ェ ク ト 指定する と、 その設計の全階
層に規則が適用されます。 規則を 「TOP」 とい う  1 つの層にのみ適用する場合は、 以
下のよ う に層の名前を付加し ます。

NET:GND CLS:Clock_Nets TOP

条件付き間隙規則と条件付き高速回路規則をサポー ト し ています。 条件付き配線規則
はあ り ません。
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ECO フ ァ イルでの条件付き間隙規則の書式設定

ECO フ ァ イルで条件付き間隙規則を作成または修正するには、 以下の書式を使用し ま
す。 

*CREATE_CONDITIONAL_RULES* CLEARANCE
(or MODIFY_CONDITIONAL_RULES* CLEARANCE) 
<from_type>:<from_name> <against_type>:<against_name> [<layer_name>]
TRACK_TO_TRACK <value>
VIA_TO_TRACK <value>
VIA_TO_VIA <value>
PAD_TO_TRACK <value>
PAD_TO_VIA <value>
PAD_TO_PAD <value>
SMD_TO_TRACK <value>
SMD_TO_VIA <value>
SMD_TO_PAD <value>
SMD_TO_SMD <value>
COPPER_TO_TRACK <value>
COPPER_TO_VIA <value>
COPPER_TO_PAD <value>
COPPER_TO_SMD <value>
TEXT_TO_TRACK <value>
TEXT_TO_VIA <value>
TEXT_TO_PAD <value>
TEXT_TO_SMD <value>

ECO フ ァ イルで条件付き間隙規則を削除するには、 以下の書式を使用し ます。

*DELETE_CONDITIONAL_RULES* CLEARANCE
<from_type>:<from_name> <against_type>:<against_name> [<layer_name>]

ECO フ ァ イルでの条件付き高速回路規則の書式設定

ECO フ ァ イルで条件付き高速回路規則を作成、 修正するには、 以下の書式を使用
し ます。

*CREATE_CONDITIONAL_RULES* HIGH_SPEED
(or MODIFY_CONDITIONAL_RULES* HIGH_SPEED) 
<from_type>:<from_name> <against_type>:<against_name> [<layer_name>]
PARALLEL_LENGTH <value>
PARALLEL_GAP <value>
TANDEM_LENGTH <value>
TANDEM_GAP <value>

ECO フ ァ イルで条件付き高速回路規則を削除するには、 以下の書式を使用し ます。

*DELETE_CONDITIONAL_RULES* HIGH_SPEED
from_type>:<from_name> <against_type>:<against_name> [<layer_name>]

ECO フ ァ イルでの差動ペア規則の書式設定

ECO フ ァ イルで差動ペアを作成、 修正するには、 以下の書式を使用し ます。  
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*CREATE_DIFFERENTIAL_PAIR* <object1> <object2>
GAP <value>
MIN_LENGTH <value>
MAX_LENGTH <value>
*MODIFY_DIFFERENTIAL_PAIR* <object1> <object2>
GAP <value>
MIN_LENGTH <value>
MAX_LENGTH <value>
*DELETE_DIFFERENTIAL_PAIR* <object1> <object2>

ECO フ ァ イルでの一般的な間隙規則の書式設定

ECO フ ァ イルで間隙の規則を作成、 修正するには、 以下の書式を使用し ます。

*CREATE_GENERAL_RULES*CLEARANCE
(or *MODIFY_GENERAL_RULES* CLEARANCE)
HIERARCHY_OBJECT <type>:<name>
MIN_TRACK_WIDTH <value>
REC_TRACK_WIDTH <value>
MAX_TRACK_WIDTH <value>
TRACK_TO_TRACK <value>
VIA_TO_TRACK <value>
VIA_TO_VIA <value>
PAD_TO_TRACK <value>
PAD_TO_VIA <value>
PAD_TO_PAD <value>
SMD_TO_TRACK <value>
SMD_TO_VIA <value>
SMD_TO_PAD <value>
SMD_TO_SMD <value>
COPPER_TO_TRACK <value>
COPPER_TO_VIA <value>
COPPER_TO_PAD <value>
COPPER_TO_SMD <value>
TEXT_TO_TRACK <value>
TEXT_TO_VIA <value>
TEXT_TO_PAD <value>
TEXT_TO_SMD <value>
OUTLINE_TO_TRACK <value>
OUTLINE_TO_VIA <value>
OUTLINE_TO_PAD <value>
OUTLINE_TO_SMD <value>
DRILL_TO_TRACK <value>
DRILL_TO_VIA <value>
DRILL_TO_PAD <value>
DRILL_TO_SMD <value>
SAME_NET_SMD_TO_VIA <value>
SAME_NET_SMD_TO_CRN <value>
SAME_NET_VIA_TO_VIA <value>
SAME_NET_PAD_TO_CRN <value>
DRILL_TO_DRILL <value>
BODY_TO_BODY <value>
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ECO フ ァ イルで一般的な間隙の規則を削除するには、 以下の書式を使用し ます。

*DELETE_GENERAL_RULES* CLEARANCE
HIERARCHY_OBJECT <type>:<name> 

ECO フ ァ イルでの一般的な高速回路規則の書式設定

ECO フ ァ イルで高速回路規則を作成、 修正するには、 以下の書式を使用し ます。

*CREATE_GENERAL_RULES* HIGH_SPEED
(or *MODIFY_GENERAL_RULES* HIGH_SPEED) 
HIERARCHY_OBJECT <type>:<name>
MIN_LENGTH <value>
MAX_LENGTH <value>
STUB_LENGTH <value>
PARALLEL_LENGTH <value>
PARALLEL_GAP <value>
TANDEM_LENGTH <value>
TANDEM_GAP <value>
MIN_DELAY <value>
MAX_DELAY <value>
MIN_CAPACITANCE <value>
MAX_CAPACITANCE <value>
MIN_IMPEDANCE <value>
MAX_IMPEDANCE <value>
AGGRESSOR < ON | OFF>
SHIELD < ON | OFF > <gap_value> <net_name>
MATCH_LENGTH < ON | OFF > <tolerance_value>

ECO フ ァ イルで一般的な高速回路規則を削除するには、 以下の書式を使用し ます。

*DELETE_GENERAL_RULES* HIGH_SPEED
HIERARCHY_OBJECT <type>:<name>

ECO フ ァ イルでの一般的な配線規則の書式設定

ECO フ ァ イルで配線の規則を作成、 修正するには、 以下の書式を使用し ます。   

*CREATE_GENERAL_RULES* ROUTING
(or *MODIFY_GENERAL_RULES* ROUTING) 
HIERARCHY_OBJECT <type>:<name>
LENGTH_MINIMIZATION_TYPE <NONE | TOTAL |HORIZONTAL|VERTICAL
SERIAL | PARALLEL | MID_DRIVEN >
DISPLAY_RATSNEST < ON | OFF >
COPPER_SHARE < ON | OFF >
AUTO_ROUTE < ON | OFF >
ALLOW_RIPUP < ON | OFF >
ALLOW_SHOVE < ON | OFF >
ROUTE_PRIORITY < ON | OFF >
VALID_LAYERS <layerName>...
VALID_VIA_TYPES <via_name>...

ECO フ ァ イルで一般的な配線規則を削除するには、 以下の書式を使用し ます。 一般的
な配線規則を削除する際には、 パラ メ ータ を指定し ないで く だ さい。 
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*DELETE_GENERAL_RULES* ROUTING
HIERARCHY_OBJECT <type>:<name>

ECO フ ァ イルでのネ ッ ト ク ラス規則の書式設定

ECO フ ァ イルでネ ッ ト  ク ラスの作成、 名称変更、 削除を行う には、 以下の書式を
使用し ます。  

*CLASS* <classname>
<net_name>.. .<net_name>
*RENCLASS* <old_class_name> <new_class_name>
*DELCLASS* <class_name>

既存のク ラスにネ ッ ト を追加するには、 以下のよ う に新規ク ラスを作成する と き と
同じ書式を使用し ます。  

*CLASS* <existing_classname>
<net_name_to_add>
. . . 
<net_name_to_add>

既存のク ラスからネ ッ ト を削除するには、 以下のよ う に指定し ます。  

*EXCNET* <classname>
<net_name_to_exclude>
. . .
<net_name_to_exclude>

ECO フ ァ イルでのピンペアグループ規則の書式設定

ECO フ ァ イルでピンペア グループを作成、 名称変更、 削除を行う には、 以下の書式
を使用し ます。    

*GROUP* <group_name>
<pin_pair_name>.. .<pin_pair_name>
*RENGROUP* <old_group_name> <new_group_name>
*DELGROUP* <group_name>

既存グループにピンペアを追加するには、 以下のよ う に新規グループを作成する と き
と同じ書式を使用し ます。  

*GROUP* <existing_group_name>
<pin-pair_to_add>
. . . 
<pin-pair_to_add>

既存グループから ピンペアを削除するには、 以下のよ う に指定し ます。   

*EXCCON* <group_name>
<pin-pair_to_exclude>
. . .
<pin-pair_to_exclude>
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回路図と設計間でのデータのやり取り

DxDesigner からの変更を PADS Layout に更新 
設計をレ イアウ ト する時に、 回路図に変更が生じ、 これを設計にデータ入力し たい場
合があ り ます。 このプロセスを フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン と呼びます。 設計を更新す
る方法は 2 種類あ り ます。

ヒ ン ト ： この処理は、 PADS-Designer との間で行う こ と もできます。

• DxDesigner の ViewPCB ( ツールメ ニューから選択 ) を使用し ます。 この方法は 
ePlanner をご使用の場合にも推奨し ます。 

参照 ： DxDesigner ヘルプ メ ニューの回路図設計ヘルプ 

• PADS Layout の DxDesigner Link ( ツールメ ニューから選択 ) を使用し ます。  

参照 ： フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン

ヒ ン ト ： 旧バージ ョ ンでは ViewDraw Link と呼ばれています。 

参照 ： PADS Logic ヘルプの 「ECO フ ォワー ド およびバッ クワー ド ア ノ テー
シ ョ ン」

PADS Layout からの変更を DxDesigner に更新

設計をレ イアウ ト する時に、 変更を行い、 変更内容を回路図に更新する場合があ り ま
す。 このプロセスをバッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン と呼びます。 設計を更新する方法は 
2 種類あ り ます。

ヒ ン ト ： この処理は、 PADS-Designer との間で行う こ と もできます。

• DxDesigner の ViewPCB ( ツールメ ニューから選択 ) を使用し ます。 この方法は 
ePlanner をご使用の場合にも推奨し ます。 

参照 ： DxDesigner ヘルプ メ ニューの回路図設計ヘルプ 

• PADS Layout の DxDesigner Link ( ツールメ ニューから選択 ) を使用し ます。  

参照 ： バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン

ヒ ン ト ： 旧バージ ョ ンでは ViewDraw Link と呼ばれています。 

参照 ： PADS Logic ヘルプの 「ECO フ ォワー ド およびバッ クワー ド  ア ノ テーシ ョ ン」
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ECO フ ァ イルの例
*PADS-ECO-MILS*
*PADS-ECO* ENGINEERING CHANGE ORDER REPORT
*REMARK* -- DEMOA.PCB -- Mon Jan 03 12:00:00 2000
*REMARK* Create a net class containing 3 nets
*CLASS* CLASS1$$$1879$$$1906$$$1928
*REMARK* Rename it to CLASS2
*RENCLASS*CLASS1 CLASS2
*REMARK* And delete it
*DELCLASS* CLASS2
*REMARK* Create a pin pair group containing 5 pin pairs
*GROUP* GROUP1U2.2 U1.2 U3.2 U2.2 U3.2 U4.2 U1.5 U2.5 U4.5 U1.5
*REMARK* Rename it to GROUP2
*RENGROUP*GROUP1 GROUP2
*REMARK* And delete it
*DELGROUP* GROUP1
*REMARK* Create default clearance rules for the board
*MODIFY_GENERAL_RULES* CLEARANCE
HIERARCHY_OBJECT PCB:PCB
MIN_TRACK_WIDTH 10
REC_TRACK_WIDTH 10
MAX_TRACK_WIDTH 12
TRACK_TO_TRACK 12
VIA_TO_TRACK 12
VIA_TO_VIA 12
PAD_TO_TRACK 12
PAD_TO_VIA 12
PAD_TO_PAD 12
SMD_TO_TRACK 12
SMD_TO_VIA 12
SMD_TO_PAD 12
SMD_TO_SMD 12
COPPER_TO_TRACK 12
COPPER_TO_VIA 12
COPPER_TO_PAD 12
COPPER_TO_SMD 12
TEXT_TO_TRACK 12
TEXT_TO_VIA 12
TEXT_TO_PAD 12
TEXT_TO_SMD 12
OUTLINE_TO_TRACK 12
OUTLINE_TO_VIA 12
OUTLINE_TO_PAD 12
OUTLINE_TO_SMD 12
DRILL_TO_TRACK 12
DRILL_TO_VIA 12
DRILL_TO_PAD 12
DRILL_TO_SMD 12
SAME_NET_SMD_TO_VIA 12
SAME_NET_SMD_TO_CRN 12
SAME_NET_VIA_TO_VIA 12
SAME_NET_PAD_TO_CRN 12
DRILL_TO_DRILL 12
BODY_TO_BODY 12
*REMARK* Create routing rules for net class CLASS1
*CREATE_GENERAL_RULES* ROUTINGHIERARCHY_OBJECT CLS:CLASS1
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LENGTH_MINIMIZATION_TYPE VERTICAL
DISPLAY_RATSNEST OFF
COPPER_SHARE OFF
AUTO_ROUTE OFF
ALLOW_RIPUP OFF
ALLOW_SHOVE OFF
ROUTE_PRIORITY 3
VALID_LAYERS Top Bottom
VALID_VIA_TYPE STANDARDVIA
*REMARK* Create high speed rules for net $$$1963.Assign GND as a
*REMARK* shield net.(GND がまず内層接続層に指定される必要があ り ます )
*CREATE_GENERAL_RULES* HIGH_SPEED
HIERARCHY_OBJECT NET:$$$1963
MIN_LENGTH 0
MAX_LENGTH 50000
STUB_LENGTH 1000
MIN_DELAY  0.000000
MAX_DELAY 10.000000
MIN_IMPEDANCE 50.000000
MAX_IMPEDANCE 150.000000
MIN_CAPACITANCE 0.000000
MAX_CAPACITANCE 10.000000
PARALLEL_LENGTH 1000
PARALLEL_GAP 200
TANDEM_LENGTH 1000
TANDEM_GAP 200
AGGRESSOR OFF
SHIELD OFF 200 GND 
MATCH_LENGTH OFF 200
*REMARK* Create high speed rules for pin pair group GROUP1
*CREATE_GENERAL_RULES* HIGH_SPEEDHIERARCHY_OBJECT GRP:GROUP1
MIN_LENGTH 0
MAX_LENGTH 50000
STUB_LENGTH 1000
MIN_DELAY  0.000000
MAX_DELAY 10.000000
MIN_IMPEDANCE 50.000000
MAX_IMPEDANCE 150.000000
PARALLEL_LENGTH 1000
PARALLEL_GAP 200
TANDEM_LENGTH 1000
TANDEM_GAP 200
AGGRESSOR OFF
*REMARK* Create routing rules for pin pair CON:U4.6-U1.6
*CREATE_GENERAL_RULES* ROUTINGHIERARCHY_OBJECT CON:U4.6-U1.6
AUTO_ROUTE OFF

ALLOW_RIPUP OFF

ALLOW_SHOVE OFF
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ROUTE_PRIORITY 3
*REMARK* Create conditional clearance rules for net $$$1928
*REMARK* against net $$$1951 on all layers.
*CREATE_CONDITIONAL_RULES* CLEARANCENET:$$$1928 NET:$$$1951
TRACK_TO_TRACK 12
VIA_TO_TRACK 12
VIA_TO_VIA 12
PAD_TO_TRACK 12
PAD_TO_VIA 12
PAD_TO_PAD 12
SMD_TO_TRACK 12
SMD_TO_VIA 12
SMD_TO_PAD 12
SMD_TO_SMD 12
COPPER_TO_TRACK 12
COPPER_TO_VIA 12
COPPER_TO_PAD 12
COPPER_TO_SMD 12
TEXT_TO_TRACK 12
TEXT_TO_VIA 12
TEXT_TO_PAD 12
TEXT_TO_SMD 12
*REMARK* Create conditional high speed rules for net $$$2008
*REMARK* against net $$$2016 on all layers.
*CREATE_CONDITIONAL_RULES* HIGH_SPEEDNET:$$$2008 NET:$$$2016
PARALLEL_LENGTH 1000
PARALLEL_GAP 200
TANDEM_LENGTH 1000
TANDEM_GAP 200
*REMARK* Create conditional clearance rules for pin pair net U4.6-U1.6
*REMARK* against pin pair U2.6-U1.6. Applies only on layer BOTTOM.
*CREATE_CONDITIONAL_RULES* CLEARANCECON:U4.6-U1.6 CON:U2.6-U1.6 BOTTOM
TRACK_TO_TRACK 12
VIA_TO_TRACK 12
VIA_TO_VIA 12
PAD_TO_TRACK 12
PAD_TO_VIA 12
PAD_TO_PAD 12
SMD_TO_TRACK 12
SMD_TO_VIA 12
SMD_TO_PAD 12
SMD_TO_SMD 12
COPPER_TO_TRACK 12
COPPER_TO_VIA 12
COPPER_TO_PAD 12
COPPER_TO_SMD 12
TEXT_TO_TRACK 12
TEXT_TO_VIA 12
TEXT_TO_PAD 12
TEXT_TO_SMD 12
*REMARK* Delete the conditional clearance rules for pin pair net U4.6-U1.6
*REMARK* against pin pair U2.6-U1.6 on layer BOTTOM.
*DELETE_CONDITIONAL_RULES* CLEARANCECON:U4.6-U1.6 CON:U2.6-U1.6 Bottom
*REMARK* Create a differential pair of nets $$$1906 and $$$2008
*CREATE_DIFFERENTIAL_PAIR* NET:$$$1906 NET:$$$2008
GAP 10
MIN_LENGTH 10
MAX_LENGTH 100
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*REMARK* Create differential pair of pin pairs U2.8-U1.8 and U4.6-U1.6
*CREATE_DIFFERENTIAL_PAIR* CON:U2.8-U1.8 CON:U4.6-U1.6
GAP 10
MIN_LENGTH 10
MAX_LENGTH 100
*END*
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Chapter 28
レポー ト

レポー ト の作成
[ レポー ト ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計のプロパテ ィ やネ ッ ト リ ス ト 情報
を含むレポー ト を作成する こ とができます。 定義済みのレポー ト 形式に加え、 レポー
ト 形式を カス タ マイズし て作成する こ と も可能です。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• レポー ト の作成

• アセンブ リバリ アン ト を使用し てレポー ト を作成する

• レポー ト 形式の追加 ・ 削除

レポー ト の作成

レポー ト を作成するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > レポー ト

2. [ 出力するレポー ト フ ァ イルを選択 ] リ ス ト でレポー ト 形式を選択し ます
( 複数可 )。

ヒ ン ト ： 使用し たいレポー ト 形式がない場合、 カス タムのレポー ト 形式を
作成できます。 

3. OK または適用を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： レポー ト が C:\PADS Projects\report.rep に書き込まれ、 デフ ォル ト の
テキス ト エデ ィ タに表示されます。

ヒ ン ト ： 複数のレポー ト 形式を選択し た場合、 report.rep には全てのレポー ト が
含まれます。

アセンブ リバリ アン ト を使用し てレポー ト を作成する

ベースの設計の代わり にアセンブ リバリ アン ト を使用し てレポー ト を作成する こ とが
できます。

1. フ ァ イルメ ニュー > レポー ト
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2. [ 出力するレポー ト フ ァ イルを選択 ] リ ス ト でレポー ト 形式を選択し ます
( 複数可 )。

3. アセンブ リバリ アン ト を使用チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にし て、 名称リ ス ト から
バリ アン ト を選択し ます。

ヒ ン ト ： イ ンス ト ールされていない部品は <<Not Installed>> と表示され、 代替
部品は正しいパー ト タ イプで表示されます。 データの中には代替部品のデータ
が反映されないものもあ り ます。 例えば、 未使用レポー ト ではデフ ォル ト の
パー ト タ イプのゲー ト 指定は反映されますが、 代替部品のゲー ト 指定は反映さ
れません。 [ アセンブ リバリ アン ト を使用 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが OFF の場合、
生データベースのデータがレポー ト されます。

4. OK または適用を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： レポー ト が C:\PADS Projects\report.rep に書き込まれ、 デフ ォル ト の
テキス ト エデ ィ タに表示されます。

ヒ ン ト ： 複数のレポー ト 形式を選択し た場合、 report.rep には全てのレポー ト が
含まれます。

レポー ト 形式の追加 ・ 削除

[ 出力するレポー ト フ ァ イルを選択 ] リ ス ト でレポー ト 形式の追加や削除が可能です。
レポー ト 形式を追加し たい場合、 レポー ト 生成言語を使用し てまず形式フ ァ イルを
作成し ます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「カス タ マイズ可能なレポー ト 」 項目

レポー ト 形式を追加 / 削除するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > レポー ト

2. リ ス ト にカス タ マムのレポー ト 形式を追加、 またはレポー ト 形式フ ァ イルを
データ入力し たい場合、 以下を行います ：

a. 追加を ク リ ッ ク し ます。

b. [ レポー ト のフ ォーマ ッ ト フ ァ イル ] ダイアログボ ッ クスで、 形式フ ァ イル
を検索し、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： レポー ト 形式がリ ス ト に追加され、
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Settings フ ォルダに
コ ピーされます。

3. リ ス ト から レポー ト 形式を削除し たい場合は削除を ク リ ッ ク し ます。 未使用、
状況、 制限レポー ト 形式を削除する こ とは出来ません。

結果 ： レポー ト 形式がリ ス ト から削除され、 フ ァ イル名の拡張子が .fmt から
.del へ変更されます。
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4. OK または適用を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「レポー ト の作成」

ジャ ンパリ ス ト レポー ト の作成

設計規則レポー ト の作成
[ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クスよ り設計規則情報を含むレポー ト を作成
する こ とが出来ます。

設計規則レポー ト を作成するには、

1. 設定メ ニュー > 設計の規則 > レポー ト ボタ ン

2. [ 規則形式 ] 領域で任意の規則形式を選択し ます。

3. [ ピンペア ]、 [ グループ ]、 [ 実装部品 ]、 [ ネ ッ ト ]、 [ ク ラス ]、 [ 部品形状 ]
領域で以下のいずれかを行います。

• 全てのオブジ ェ ク ト をレポー ト するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• 特定のオブジ ェ ク ト のみレポー ト するには、 一覧内の項目を選択し ます
( 複数可 )。

ヒ ン ト ： [ ピンペア ] 領域では、 [ ネ ッ ト ] リ ス ト からネ ッ ト を選択する こ とに
よ り、 [ ピンペア一覧 ] の内容を絞り込むこ とができます。

4. [ 規則形式 ] 領域で選択し た規則形式のデフ ォル ト の規則をレポー ト するには、
デフ ォル ト 規則チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にし ます。

5. [ 出力 ] 領域で、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

• 規則設定－デフ ォル ト 規則とは異なる全ての規則をレポー ト し ます

• 規則値－デフ ォル ト 規則の値も含めて全ての規則の値をレポー ト し ます

6. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： レポー ト が C:\PADS Projects\rules.rep に書き込まれ、 デフ ォル ト のテキス ト
エデ ィ タに表示されます。

物理的再利用レポー ト の作成
選択された物理的再利用に関し て、 それらの名称、 形式、 要素の情報を含むレポー ト
を作成する こ とが出来ます。

レポー ト を作成するには、
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1. 物理的再利用を選択し ます。 

参照 ： 物理的再利用の選択

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから レポー ト 内容を選択し ます。

結果 ： レポー ト が C:\PADS Projects\rules.rep に書き込まれ、 デフ ォル ト のテキス ト
エデ ィ タに表示されます。
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Chapter 29
設計エラーのチ ェ ッ ク

テス ト ポイ ン ト の比較
[ テス ト ポイ ン ト を比較 ] を使用し て、 現在のフ ァ イルと別フ ァ イル間で、 ASCII
フ ォーマ ッ ト のテス ト ポイ ン ト 設定を比較し ます。 [ テス ト ポイ ン ト を比較 ] では
テス ト ポイ ン ト リ ス ト のみを比較するため、 完全なデータベース整合性検査とは
異な り ます。

テス ト ポイ ン ト を比較するには、

1. 旧バージ ョ ンの設計フ ァ イルの ASCII テス ト ポイ ン ト フ ァ イルが必要です。

参照 ： テス ト ポイ ン ト ASCII フ ァ イルの作成

2. ツールメ ニューのテス ト ポイ ン ト を比較を ク リ ッ ク し ます。 [ テス ト ポイ ン ト
比較 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. 比較する ASCII テス ト ポイ ン ト フ ァ イルを指定、 またはフ ァ イル名を入力し ま
す。 拡張子 .asc を入力する必要はあ り ません。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。 PADS Layout は、 開いたフ ァ イルの内部 ASCII テス ト
ポイ ン ト リ ス ト を作成し、 指定し たフ ァ イルと比較し ます。 

比較する ASCII フ ァ イルが PowerPCB バージ ョ ン 2.x 以前の場合や、 テス ト ポ
イ ン ト セクシ ョ ンが ASCII フ ァ イル内にない場合は、 エラー メ ッ セージが表示
されます。 比較用に別のフ ァ イルを作成し て く だ さい。

差異があった場合、 それら を記載し た出力エラーフ ァ イル tpasc.lst が開きます。

テス ト ポイ ン ト ASCII フ ァ イルの作成
旧バージ ョ ンの設計の ASCII テス ト ポイ ン ト リ ス ト を作成するには、

1. PADS Layout で .pcb フ ァ イルを開きます。

2. フ ァ イルメ ニューの各種データ出力を ク リ ッ ク し ます。 [ 各種データ フ ァ イル
を出力 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. フ ァ イル名ボ ッ クスに名前を入力し ます。

4. 保存を ク リ ッ ク し ます。 [ アスキーフ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスが表
示されます。

5. リ ス ト から PowerPCB V3.0 フ ォーマ ッ ト を選択し ます。
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6. 単位系リ ス ト で現在の単位系を ク リ ッ ク し ます。

7. 全てのチ ェ ッ クボ ッ クスを選択するには、 全選択を ク リ ッ ク し ます。

8. OK を ク リ ッ ク し ます。

DFT( テス ト 容易化設計 )

DFF 検査を使用する場合のプロセスフ ロー

以下のプロセスを使用し て、 基板製造エラーを解決し ます。

1. PADS Layout と PADS Router を使用し て、 設計のレ イアウ ト を行います。

2. CAM 文書を作成し ます。

3. 基板製造検査の設計検証各種定義を設定し ます。

4. 設計検証を実行し ます。

5. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クス と レ イアウ ト エデ ィ タ を併用し て、 基板製造
エラーを確認、 修正し ます。

6. 製造エラーが解消されるまで、 手順 3 ～ 5 を繰り返し ます。  

CAM350 リ ン ク を使用し た DFF 検査プロセス 
CAM350 を使用する場合、 以下のプロセスで基板製造エラーを解決し ます。

1. PADS Layout と PADS Router を使用し て、 設計のレ イアウ ト を行います。

2. CAM 文書を作成し ます。

3. CAM 文書を CAM350 に出力し ます。  

4. 基板製造検査の設計検証各種定義を設定し ます。

5. 設計検証を実行し ます。

6. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クス と レ イアウ ト エデ ィ タ を併用し て、 基板製造
エラーを確認、 修正し ます。

7. CAM350 で、 エラー内容を確認し ます。 PADS Layout を使用し て、 基板製造
エラーを修正し ます。

8. 製造エラーが解消されるまで、 手順 3 ～ 7 を繰り返し ます。  
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テス ト ポイ ン ト 検査の実施

DFT 検査を使用する と、 イ ンサーキ ッ ト テス ト (ICT) でサポー ト されるテス ト ポイ ン
ト を管理できます。 テス ト ポイ ン ト の設定によ り、 設計の初期段階で ICT 要件を満た
すこ とができ、 設計の手戻りが削減する こ と で生産性が向上し ます。

DFT 検査を実行する と、 設計が自動的に PADS Layout から PADS Router に転送されま
す。 PADS Layout で設定されたオプシ ョ ンを使用し て、 PADS Router は全てのネ ッ ト
の適合性を解析し、 適用可能なネ ッ ト にテス ト ポイ ン ト を追加し ます。 PADS Router
では、 DFT 検査中にネ ッ ト の配線が行われる場合があ り ます。 PADS Router での作業
が終了する と、 設計は PADS Layout に戻されます。 適用不可能である と PADS Router
が判定し たネ ッ ト に対し ては、 PADS Layout はテス ト ポイ ン ト を基板外形の外側にオ
プシ ョ ンで追加する場合があ り ます。 DFT 検査が終了する と、 DFT 検査基板レポー
ト が表示されます。 

必須事項 ： PADS Router がイ ンス ト ール済みで、 PADS Layout で DFT 検査を実行でき
る ラ イセンスがある こ とが必要です。 DFT 検査は PADS Router ラ イセンスの層数制限
にかかわらず実行できます。 

ヒ ン ト ： BGA を使用し ている場合、 DFT 検査を実行する前に BGA のフ ァ ンアウ ト を
行って く だ さい

DFT 検査を実行するには、  

1. ツールメ ニュー > DFT 検査。

2. [DFT 検査 ] ダイアログボ ッ クスで、 テス ト ポイ ン ト の配置オプシ ョ ンや
プロパテ ィ の変更に使用する タ ブを ク リ ッ ク し ます。  

• オプシ ョ ン

• プロパテ ィ

• 割当

3. 必要に応じ て、 タ ブでプロパテ ィ を修正し ます。

4. 実行を ク リ ッ ク し ます。 自動検査プロセスが開始し ます。 

ヒ ン ト ： DFT 検査では設計上で定義されたテス ト ポイ ン ト 禁止領域が尊重
されます。 

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「テス ト 設計」

PADS Routing コ ンセプ ト ガイ ドの 「テス ト ポイ ン ト の自動配置」
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テス ト ポイ ン ト の配置

[DFT 検査 ] ダイアログボ ッ クスの [ オプシ ョ ン ] タ ブにはテス ト ポイ ン ト 配置の
オプシ ョ ンがあ り ます。  

ヒ ン ト ： 設計の手戻り を防ぐため、 [DFT 検査 ] オプシ ョ ンの設定に際し てはテス ト
エンジニア と相談し て く だ さい。 

[ オプシ ョ ン ] タ ブは以下の目的で使用し ます。

1. ツールメ ニュー > DFT 検査 > オプシ ョ ン タ ブ。

2. [ テス ト ポイ ン ト 作成 ] 領域でテス ト ポイ ン ト の作成方法を定義し ます。 既存
のビアプロパテ ィ を保持し たまま、 配線済みの適用可能なネ ッ ト にテス ト ポイ
ン ト を追加する こ とができます。 

3. [ プローブ経由 ] 領域で、 ビアプローブのテス ト ポイ ン ト プロパテ ィ を設定し
ます。

4. [ 使用配置ビア位置 ] 領域で、 ビアテス ト ポイ ン ト を配置するグ リ ッ ド を指定
し ます。

5. [ 使用可能なネイル径 ] 領域で、 テス ト ポイ ン ト のネイル直径を指定し ます。

6. [ 最小パッ ド プローブ径 ] 領域で、 最小パッ ド領域を指定し ます。 プローブが
接触するのに十分な領域を確保するため、 ビア と実装部品ピンの両方に対し、
最小パッ ド プローブ径を設定し ます。

関連 ト ピ ッ ク

テス ト ポイ ン ト 検査の実施

テス ト ポイ ン ト プロパテ ィ の設定

[DFT 検査 ] ダイアログボ ッ クスの [ プロパテ ィ ] タ ブには、 テス ト ポイ ン ト の
プロパテ ィ が用意されています。

ヒ ン ト ： 設計の手戻り を防ぐため、 [DFT 検査 ] オプシ ョ ンの設定に際し てはテス ト
エンジニア と相談し て く だ さい。 

[ プロパテ ィ ] タ ブは以下の目的で使用し ます。

1. ツールメ ニュー > DFT 検査 > プロパテ ィ タ ブ。

2. [ プローブ最短距離 ] のオプシ ョ ンを使用し て、 プローブ と他の設計オブジ ェ
ク ト の間の最小距離を指定し ます。  

ヒ ン ト ： プローブ と他の設計オブジ ェ ク ト の間に必要と される間隙は、 主と し
て ICT( イ ンサーキ ッ ト テス ト ) で使用される ATE( 自動試験装置 ) の物理的制
約によ って決ま り ます。 ATE 取り付け具から伸びるプローブは、 障害物な く
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PCB と接触する必要があ り ます。 これは、 テス ト ポイ ン ト が実装部品本体や
パッ ド、 取り付け穴、 基板のエ ッ ジから固定距離を維持し、 また、 それらの間
には最短距離がある必要がある こ と を意味し ます。 

3. ス タ ブ長ボ ッ クスに長さ を入力し て、 ネ ッ ト をテス ト プローブにアクセス可能
とするための配線ス タ ブの最大長を指定し ます。  

4. [ 複数のテス ト ポイ ン ト のあるネ ッ ト ] オプシ ョ ンで、 ネ ッ ト に対し て 0 ある
いは複数のネイルピンを指定し ます。 デフ ォル ト では、 各ネ ッ ト に 1 つの
プローブ ( ネイルピン ) が割り当てられています。 

ネ ッ ト に適用されるピンの数を変更するには、 [ 複数のテス ト ポイ ン ト のある
ネ ッ ト ] 領域で、 そのネ ッ ト に対するネイルピンのセルに新しい値を入力し ま
す。

ヒ ン ト ：

• ネイルピンが 0 または複数あるネ ッ ト のみを表示するには、[1 以外のネイル
ピンのネ ッ ト のみを表示 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。  

• ネ ッ ト 上にネイルピンを必要と し ない場合、 ネ ッ ト の [ ネイルピン ] セルを
ダブルク リ ッ ク し て、 ゼロ (0) を入力し ます。  

• リ ス ト を別のコ ラムで並べ替えるには、 リ ス ト 上部にある コ ラムヘ ッ ダー
を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

テス ト ポイ ン ト 検査の実施

テス ト ポイ ン ト 割り当ての設定

[ 割当 ] タ ブを使用し て、 実装部品やビア タ イプへのテス ト ポイ ン ト 割り当てを許可 /
禁止し ます。 デフ ォル ト では、 ネ ッ ト 上の全てのピンにテス ト ピン割り当てが可能で
あ り、 その重み付けも均等に割り当てられています。 

ヒ ン ト ： 設計の手戻り を防ぐため、 [DFT 検査 ] オプシ ョ ンの設定に際し てはテス ト
エンジニア と相談し て く だ さい。 

実装部品またはビアへのテス ト ポイ ン ト 割り当てを設定するには、

1. ツールメ ニュー > DFT 検査 > 割当タ ブ

2. テス ト ポイ ン ト と し て割り当てないよ う にするには、 除外チ ェ ッ クボ ッ クスを
選択し ます。

3. テス ト ポイ ン ト と し て割り当てられるよ う にするには、 優先チ ェ ッ クボ ッ クス
を選択し ます。

4. 重み付けを均等に割り当てるには、 除外と優先のチ ェ ッ クボ ッ クスを両方 OFF
にし ます。
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ヒ ン ト ：

• 複数行のチ ェ ッ クボ ッ クス値を一度に変更するには、 該当の行を選択し て
からチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます

• 特定のコ ラムの値でスプレ ッ ド シー ト を並べ替えるには、 コ ラムヘ ッ ダー
を ク リ ッ ク し ます。  

関連 ト ピ ッ ク

テス ト ポイ ン ト 検査の実施

PCB 部品面のみのプローブ

PCB の部品面のみをプローブするには、

1. 基板の半田面に、 テス ト ポイ ン ト 禁止領域を作成し ます。

2. ツールメ ニューで、 DFT 検査を ク リ ッ ク し ます。 [DFT 検査 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

3. オプシ ョ ン タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ プローブ経由 ] 領域で、 PCB 部品面側チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

5. 実行を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 半田面にはテス ト ポイ ン ト 禁止領域があるため、 DFT 検査では無視され
ます。 PCB の部品面のみがプローブ されます。

位置固定済テス ト ポイ ン ト のジャ ンパピンを修正

位置固定済テス ト ポイ ン ト のジャ ンパピンのパッ ド ス タ ッ ク を変更する と、 「ジャ ン
パピンの 1 個はテス ト ポイ ン ト と し て位置固定されています。 その変更をジャ ンパに
適用し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ま
す ：

• はい－変更を適用し て、 位置固定されたテス ト ポイ ン ト の状態を維持し ます。   

• いいえ－変更をキャ ンセルし ます。 

位置固定済テス ト ポイ ン ト のジャ ンパピンを移動する と、 「ビアはテス ト ポイ ン ト に
指定されています。 継続し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 以下のいず
れかを選択し ます ：

• テス ト ポイ ン ト 固定を無効にする－ [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [配線 ]
タ ブにある [ テス ト ポイ ン ト 固定 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが OFF にな り ます。

• OK －ジャ ンパピンの移動と テス ト ポイ ン ト の状態の維持を可能にし ます。
ジャ ンパピンは新しい位置で位置固定されます。   
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• いいえ－移動をキャ ンセルし ます。 

位置固定済テス ト ポイ ン ト のピンを修正

実装部品ピンのパッ ド ス タ ッ ク を修正する と、 「全実装部品の部品外形 xxx の変更を
行いますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 全ての部品形状形式への変更を適
用するには、 [ 全て ] を選びます。 選択し た部品形状への変更を適用するには、 [ 選択
済 ] を選びます。 変更を取り消すには、 [ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク し ます。

実装部品ピンが位置固定されたテス ト ポイ ン ト である場合、 [ 全て ] または [ 選択済 ]
を選ぶと、 「パッ ド ス タ ッ ク中に位置固定されたテス ト ポイ ン ト を含んだ部品も更新
し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

• はい－修正を適用し て、 位置固定されたテス ト ポイ ン ト の状態を維持し ます。   

• いいえ－変更をキャ ンセルし ます。 

位置固定済テス ト ポイ ン ト に追従し た配線の修正

位置固定済テス ト ポイ ン ト のビアに追従する配線の移動や変更を行お う とする と、
「コ マン ドはテス ト ポイ ン ト に指定されたビアの移動を行います。 テス ト ポイ ン ト を
無視し てコ マン ド を継続するか、 あるいは配線の修正中にもテス ト ポイ ン ト を位置固
定し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ま
す ：

• テス ト ポイ ン ト 固定を無効にする－ [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [配線 ]
タ ブにある [ テス ト ポイ ン ト 固定 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが OFF にな り ます。

• OK －位置固定済テス ト ポイ ン ト の設定を無視し て、 変更を実行し、 配線上で
ビアを移動し ます。 テス ト ポイ ン ト は新しい位置で再度固定されます。   

• 位置固定保持－変更を実行し ますが、 ビアは移動し ません。 位置固定されたテ
ス ト ポイ ン ト の位置が維持されます。 配線は変更できますが、 テス ト ポイ ン ト
ビアは移動し ません。   

• いいえ－修正をキャ ンセルし ます。

位置固定済テス ト ポイ ン ト のビアを修正

ビアのパッ ド ス タ ッ ク を変更する と、 「全てのビアを XXX 形式のビアに変更し ても
よろ しいですか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 修正を適用するには [ はい ]
を、 変更を取り消すには [ いいえ ] を選択し ます。

ビアが位置固定されたテス ト ポイ ン ト の場合、 [ はい ] を選ぶと、 「パッ ド ス タ ッ ク中
に位置固定されたテス ト ポイ ン ト を含んだ部品も更新し ますか ?」 とい う メ ッ セージ
が表示されます。 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：
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• はい－変更を適用し て、 位置固定されたテス ト ポイ ン ト の状態を維持し ます。   

• いいえ－変更をキャ ンセルし ます。 

更新内容にテス ト ポイ ン ト を含まない場合、 テス ト ポイ ン ト のパッ ド ス タ ッ クは接頭
辞 TP_ が付いた名前で保存されます。 例えば、 STANDARDVIA のパッ ド ス タ ッ ク を
変更する と、 テス ト ポイ ン ト のパッ ド ス タ ッ クの名前は TP_STANDARDVIA に変更
されます。 

位置固定済テス ト ポイ ン ト であるビアの名前を修正する と、 「コ マン ドはテス ト ポイ
ン ト と し たビアのビア形式を変更し て し まいます。 継続し ますか ?」 とい う メ ッ セー
ジが表示されます。 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

• テス ト ポイ ン ト 固定を無効にする－ [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [配線 ]
タ ブにある [ テス ト ポイ ン ト 固定 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが OFF にな り ます。

• OK －変更を適用し て、 テス ト ポイ ン ト の状態を維持し ます。   

• キャ ンセル－変更をキャ ンセルし ます。 

位置固定済テス ト ポイ ン ト であるビアを移動する と、 「ビアはテス ト ポイ ン ト に指定
されています。 継続し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 以下のいずれか
を選択し ます ：

• テス ト ポイ ン ト 固定を無効にする－ [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [配線 ]
タ ブにある [ テス ト ポイ ン ト 固定 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが OFF にな り ます。

• OK －ビアの移動と テス ト ポイ ン ト の状態の維持を可能にし ます。 ビアは
新しい位置で固定されます。   

• いいえ－移動をキャ ンセルし ます。 

位置固定済テス ト ポイ ン ト のある実装部品やユニオン、 ク ラ
ス タの順次移動

順次移動の対象と し て選択された部品やユニオンが位置固定済テス ト ポイ ン ト のピン
を含む場合、 「実装部品 / ユニオン XXX のピンはテス ト ポイ ン ト に指定されていま
す。 継続し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 以下のいずれかを ク リ ッ ク
し ます ：

• はい－テス ト ポイ ン ト であっても部品を移動し ます。 テス ト ポイ ン ト は
新しい位置で位置固定されます。 

• いいえ－その実装部品またはユニオンをスキ ッ プ し ます。

• キャ ンセル－移動シーケンスをキャ ンセルし ます。

順次移動の対象と し て選択し たク ラス タが位置固定済テス ト ポイ ン ト のピンを含み、
[ 破棄 ] モー ドが ON の場合、 「ク ラス タ XXX の構成部品のピンはテス ト ポイ ン ト に
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指定されています。 継続し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 以下のいず
れかを ク リ ッ ク し ます ：

• はい－テス ト ポイ ン ト であっても ク ラス タ を移動し ます。 テス ト ポイ ン ト は
新しい位置で固定されます。 

• いいえ－そのク ラス タ をスキ ッ プ し ます。

• キャ ンセル－移動シーケンスをキャ ンセルし ます。

位置固定済テス ト ポイ ン ト のある実装部品、 ク ラス タ、 ユニ
オンの移動、 分散、 整列

位置固定済テス ト ポイ ン ト のピンを持つ実装部品を移動し よ う とする と、 「ビアは
テス ト ポイ ン ト に指定されています。 継続し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示され
ます。 

注意 ： これは、 [ 回転 90°]、 [ 任意角度回転 ]、 [ 搭載面変更 ]、 [ 放射移動 ]、
[ グループの回転 90°]、 [ グループの搭載面変更 ] に適用されます。 また、 [ ク ラス タ
破棄 ] などのク ラス タ部品の自動配置操作にも適用され、 実装部品の部品形状が変更
されます。 以下のいずれかを ク リ ッ ク し ます ：

• テス ト ポイ ン ト 固定を無効にする－ [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [配線 ]
タ ブにある [ テス ト ポイ ン ト 固定 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが OFF にな り ます。

• OK －位置固定されたテス ト ポイ ン ト の設定を無視し て、 変更を実行し、 実装
部品を移動し ます。 テス ト ポイ ン ト は新しい位置で再度固定されます。   

• いいえ－変更をキャ ンセルし ます。

CAM350 へのデータ出力
CAM350 リ ン ク を使用し て PADS Layout 設計を変換するには、

1. PADS Layout 設計を作成し ます。

2. フ ァ イルメ ニューの各種データ出力を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルの種類 ] リ ス
ト で CAM350 を選択し、 保存を ク リ ッ ク し ます。 [CAM350 リ ン ク ] ダイアロ
グボッ クスが表示されます。

3. [ フ ァ イルのみ作成 ] または [ フ ァ イルを作成し て自動的に CAM350 を起動 ]
のいずれかを選択し ます。  

4. CAM 文書の層オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. 円弧の近接許容誤差値を選択し ます。

6. 作成される .cam フ ァ イルの名前と保存場所を入力し ます。  
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7. OK を ク リ ッ ク し ます。

8. CAM350 で製造プロセスを実行し ます。  

設計フ ァ イルが CAM350 に格納される と、 設計の DFM 解析を実行する こ とができま
す。 DFM エラーが存在する場合には、 PADS Layout にエラーをバッ クワー ド ア ノ
テー ト し、 エラーを特定し て修正し ます。 その後、 新規 CAM350 データベースを生成
し、 すべての DFM エラーが修正されたかど うかを確認する こ とができます。 PADS 
Layout または CAM350 のどち らでも CAM 出力を実行できます。

PADS Layout データ を CAM350 の .cam フ ァ イルに変換する処理ルーチンはエラーと
警告を検出し、 標準の PADS Layout エラーフ ァ イル (Layout.err) にそのエラー内容を
報告し ます。 

マークア ッ プの追加
[Markups] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計に関する課題のログを取る こ とがで
きます。 課題の位置を外形表示または強調表示するため、 課題に 2D ラ イ ンマーク
ア ッ プを追加できます。 また、 設計オブジ ェ ク ト をマークア ッ プに リ ン クする こ と も
可能です。 課題のみをデータ出力し た り、 設計全体と課題をデータ出力し て、
visECAD で追加情報を確認し た り ログを取る こ とができます。

必須事項

課題と 2D ラ イ ンマークア ッ プの追加を開始するには、 最低でも 1 つの ト ピ ッ クセク
シ ョ ンの作成が必要です。

手順

1. 編集メ ニューのマークア ッ プを ク リ ッ ク し ます。

2. ト ピ ッ ク を追加 ボタ ンを ク リ ッ ク し て ト ピ ッ ク を追加し ます。
た と えば、 他の設計者のために設計をレビ ューし た際にシルクスク リーン配置
に関する問題を見つけた と し ます。 その場合、 マークア ッ プ ト ピ ッ ク を 「シル
クスク リーン」 と名づける こ とができます。

3. 課題を追加 ボタ ンを ク リ ッ ク し て課題を追加し ます。
た と えば、 最初の課題が実装部品下の参照名の配置だった場合、 マークア ッ プ
の課題を 「 参照名 R54 の配置」 と名づける こ とができます。

4. マークア ッ プを追加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

5. 右ク リ ッ ク メ ニューからオプシ ョ ンを選択し てから 2D ラ イ ンを追加し ます。 

制限事項 : 2D ラ イ ンマーカーの線幅や層の位置は、 データ出力 / 再入力時には
保持されません。

6. 2D ラ イ ンを描画し て課題の箇所を強調表示し ます。 
た と えば、 問題の参照名を囲むよ う に矩形を描画し ます。
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7. マークア ッ プに設計項目を リ ン ク  する こ と も可能です。

8. マークア ッ プを保存し ます。

結果

• その設計に対し て課題が記録され、 共有の準備ができま し た。

• マークア ッ プには、 その層での 2D ラ イ ンの色が使用されます。

関連 ト ピ ッ ク

Markups のデータ入力

マークア ッ プの保存
[Markups] ダイアログボ ッ クスに追加されたマークア ッ プの保存方法は 2 種類あ り ま
す。 フ ァ イルメ ニュー > 保存 ( またはダイアログボ ッ クス上の保存ボタ ンや Ctrl+S) を
使用し てもマークア ッ プは保存されません。

以下のいずれかを行って く だ さい ：

• [Markups] ダイアログボ ッ クスで [ データ出力 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 マーク
ア ッ プを .clb フ ァ イルにデータ出力

• フ ァ イル > 名前を付けて保存を ク リ ッ ク し、 設計のスナ ッ プシ ョ ッ ト を生成し、
それと マ ッ チする .clb フ ァ イルを作成

マークア ッ プのデータ出力
CAMCAD や visECAD といった他のソ フ ト ウ ェ アツールで使用できるよ う、 マーク
ア ッ プをデータ出力する こ とが可能です。 マークア ッ プのデータ出力には複数の方法
があ り ます。 マークア ッ プは、 [Markups] ダイアログボ ッ クスからのデータ出力や、
フ ァ イル > 各種データ出力を使用し て、 マークア ッ プ情報のみを含むシンプルな .clb
フ ァ イルのデータ出力が可能です。 または、 多 く の設計要素と と もにマークア ッ プを
含む CC フ ァ イルをデータ出力する こ と もできます。

[Markups] ダイアログボ ッ クスの使用

1. [Markups] ダイアログボ ッ クスで、 データ出力 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. [ コ ラボレーシ ョ ンデータに名前を付けて保存 ] ダイアログボ ッ クスで .clb
フ ァ イルの名前を入力し ます。

3. 保存を ク リ ッ ク し ます。
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フ ァ イル > 各種データ出力の使用

1. フ ァ イルメ ニューの各種データ出力を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト
でコ ラボレーシ ョ ン フ ァ イル (*.clb) または CC/CCZ フ ァ イル (*.cc, *.ccz) の
いずれかを選択し ます。

3. .clb フ ァ イルまたは .cc/.ccz フ ァ イルの名前を入力し ます。 

4. 保存を ク リ ッ ク し ます。

結果

マークア ッ プがフ ァ イルにデータ出力されます。 設計上で異なる層上に複数のマーク
ア ッ プ ラ イ ンを配置し た場合、 この情報は無視され、 .clb フ ァ イルではすべてのマー
クア ッ プが 1 つの層上に出力されます。

関連 ト ピ ッ ク

CAMCAD Professional Link ダイアログボ ッ クス

CC/CCZ フ ァ イルのデータ出力

Markups のデータ入力
CAMCAD や visECAD といった他のソ フ ト ウ ェ アツールで作成し たマークア ッ プを
データ入力できます。 マークア ッ プのデータ入力方法は 2 種類あ り ます。 [Markups]
ダイアログボッ クスまたはフ ァ イル > 各種データ入力を使用し ます。

制限事項

• [Markups]ダイアログボ ッ クスに存在するマークア ッ プはすべて新規データ入力
前に削除されます。

[Markups] ダイアログボ ッ クスの使用

1. [Markups] ダイアログボ ッ クスで データ入力 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. [ コ ラボレーシ ョ ンデータ入力 ] ダイアログボ ッ クスで、 データ入力する .clb
フ ァ イルを選択し ます。

3. 開 く を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イル > 各種データ入力の使用

1. フ ァ イルメ ニューで各種データ入力を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 各種データ フ ァ イルを入力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト
で、 コ ラボレーシ ョ ン フ ァ イル (*.clb) を選択し ます。
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3. 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し てデータ入力する .clb フ ァ イル を選択し ます。

4. 開 く を ク リ ッ ク し ます。

結果

• コ ラボレーシ ョ ンデータの内容が、 [Markups] ダイアログボッ クスにデータが
入力されます。

• 他のソ フ ト ウ ェ アからデータ入力された形状には、 PADS Layout にないものも
あ り ます ( 付箋メ モなど )。 PADS Layout では、 これらの形状は 2D ラ イ ンを使
用し て可能な限り正確に表示されます。 

• データ入力された形状に付属する文字は設計内には配置されませんが、 
[Markups] ダイアログボ ッ クスのテキス ト ボ ッ クスに表示されます。

設計オブジ ェ ク ト を課題マークア ッ プに リ ン クする
設計オブジ ェ ク ト を課題マークア ッ プに リ ン クできます。 コ ンポーネン ト 、 ネ ッ ト 、
ビア、 ド ローイ ング ( 基板外形、 2D ラ イ ン、 禁止領域 ) を リ ン クできます。

手順

1. 設計上で設計オブジ ェ ク ト を選択し ます ( 複数可 )。

2. [Markups] ダイアログボ ッ クスで、 マークア ッ プの上で右ク リ ッ ク し、 選択済
みリ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

結果

[Markups] ダイアログボ ッ クスのエレ メ ン ト ツ リーの各エレ メ ン ト タ イプの下に設計
項目が表示されます。

関連 ト ピ ッ ク

設計オブジ ェ ク ト を課題マークア ッ プから リ ン ク解除する

マークア ッ プの追加

設計オブジ ェ ク ト を課題マークア ッ プから リ ン ク解
除する

マークア ッ プ とのリ ン クから項目を解除し、 [Markups] ダイアログボッ クスのエレ メ ン
ト ツ リーから項目を削除できます。
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手順

• [Markups] ダイアログボ ッ クスのエレ メ ン ト ツ リーで、 項目上で右ク リ ッ ク し、
リ ン ク解除を選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

設計オブジ ェ ク ト を課題マークア ッ プに リ ン クする

3D PCB Viewer を使用する
設計を 3D PCB Viewer に送信し て 3D で表示する こ とができます。

必須事項

設計の 3 次元表示を行う には、 設計要素に値を適用し ている必要があ り ます。 た と え
ば、 3D で厚さ を表示する場合には層定義で層に厚さの値を設定する必要があ り ます。
部品形状に高さ を指定する際は geometry.height 属性を使用する必要があ り ます。

手順

• 画面表示メ ニューで 3 次元表示を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 設計が 3D PCB Viewer で開きます。

サーマル解析の実行
設計情報を HyperLynx Thermal に直接送信する こ とができます。 .hyp、 .emn、 .emp
フ ァ イルが作成され、 HyperLynx Thermal にデータ入力されます。

必須事項

フ ァ イルを HyperLynx Thermal にデータ入力する前に自動ベタや内層接続領域を塗り
潰す必要があ り ます。

手順

• ツールメ ニューで解析 にカーソルを合わせ、 サーマル解析を ク リ ッ ク し ます。

結果

すべてのデータが使用可能である限り、 設計は HyperLynx Thermal で開き、 解析の準
備ができた状態と な り ます。 自動ベタや内層接続領域が塗り潰されていない場合、 そ
れら を塗り潰し て再試行し て く だ さい。 実装部品のすべての高さが、 実装部品の 
geometry.height 属性に与えられていない場合、 高さの入力を求められます。
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関連 ト ピ ッ ク

[ 高さ を喪失 ] ダイアログボ ッ クス

設計検証

設計検証

[ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 個々の設計エラーや設計全体のエラー
をチ ェ ッ クする こ とができます。 以下の内容のエラーをチ ェ ッ クできます ： 間隙、
結線状況、 高速回路、 ビア数、 内層接続、 テス ト ポイ ン ト 、 基板製造、 ワイヤボン
ド。 参照名、 パー ト タ イプ、 属性ラベルについては間隙違反のチ ェ ッ クは行われませ
ん。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 設計検査の実行

• 設計エラー結果のチ ェ ッ ク

• エラーの ト ラ ブルシューテ ィ ング

• エラー結果の保存と印刷

• 製造関連エラーを CAM フ ァ イルで確認

検査内容の情報

• ツールメ ニュー > 設計検証。
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設計検査の実行

[ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 個々の設計エラーや設計全体のエラー
をチ ェ ッ クする こ とができます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証。

2. [ 検査内容 ] 領域で、 検査の種類を選択し ます。

3. [ 設定 ] ボタ ンが使用可能な場合は ( 最大ビアカウン ト やテス ト ポイ ン ト の検査
では使用できません )、

a.  設定を ク リ ッ ク し て、 その検査内容について さ らに設定を行います。

b. [ 設定 ] ダイアログボ ッ クスで設定を行ったら、 OK を ク リ ッ ク し ます。

4. 開始を ク リ ッ ク し て、 検査を実行し ます。

5. 検査処理が終了する と、 検出されたエラーの数を示し た メ ッ セージウ ィ ン ド ウ
が表示される場合があ り ます。 OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： 設計内のエラー個所にエラー記号が表示され、 エラーの詳細は [ 設計検証 ]
ダイアログボッ クスに表示されます。

参照 ： エラー記号の説明

設計エラー結果のチ ェ ッ ク

エラー詳細の表示

検査で検出されたエラーは、 [ 位置座標 ] ボ ッ クスに表示されます。 位置座標
(X、 Y)、 層、 エラー形式が表示されます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証。

2. リ ス ト からエラーを選択し ます。

結果 ： [ 内容説明 ] ボ ッ クスに、 エラーの説明が表示されます。

3. [ 位置座標 ] リ ス ト で選択し たエラーについて、 詳細な情報を見る こ とができ
ます。 競合するオブジ ェ ク ト の情報も含まれます。

4. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスでの作業が終了し たら、 閉じ るを ク リ ッ ク
し ます。

ダイアログボッ クスが開いた状態でも閉じ た状態でも、 現在のエラーリ ス ト はそのま
ま残り ます。 エラー記号は、 [ エラー消去 ] を ク リ ッ クするまでそのままの状態で残
り ます。 [ エラー消去 ] は、 エラーそのものではな く 、 エラー記号を削除し ます。
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設計内でエラーの表示

設計内のエラー記号を見る こ とができます。 作業領域内のエラー記号は、 エラー形式
を表し ます。

必須事項 ： エラー記号を見るには、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 色
が正し く 指定されている必要があ り ます。 設計領域内のエラーは、 [ 画面表示色を定
義 ] ダイアログボ ッ クスで層ご とに定義し たエラーチ ェ ッ クボ ッ クスの色で表示され
ます。 [ 位置座標 ] ボ ッ クスでエラーを選択する と、 設計領域内のエラーは強調表示
色で表示されます。

• リ ス ト からエラーを選択し ます。

結果 ： ([ 画面移動禁止 ] が設定されていなければ ) 作業領域がエラーの場所に
パン し ます。 設計にズームし ている場合、 さ らに確認しやす く な り ます。

ヒ ン ト ：

• 画面移動禁止チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と、 エラーを選択し ても、 作業
領域がその場所にパン し ません。

• エラー記号は、 エラー消去を ク リ ッ クするまでそのままの状態で残り ます。
[ エラー消去 ] は、 実際のエラーではな く エラー記号を消去し ます。 エラー
は設計内で修正し て く だ さい。

ダイアログボッ クスが開いた状態でも閉じ た状態でも、 現在のエラーリ ス ト はそのま
ま残り ます。 エラー記号は、 [ エラー消去 ] を ク リ ッ クするまでそのままの状態で残
り ます。 [ エラー消去 ] は、 エラーそのものではな く 、 エラー記号を削除し ます。

参照 ： エラー記号の説明

エラーの ト ラブルシューテ ィ ング

サブネ ッ ト エラー

結線状況の検査で、 サブネ ッ ト エラーがレポー ト される こ とがよ く あ り ます。
サブネ ッ ト エラーにはい く つか原因があ り ます。

• 未指定ネ ッ ト －ネ ッ ト が内層接続領域に指定されていません。 内層領域形状の
プロパテ ィ を開き、 ネ ッ ト に形状が指定されている こ と を確認し て く だ さい。
形状が外形線モー ドの時のみ、 ネ ッ ト を指定する こ とができます。

• 小さ な未配線 －[画面表示色を定義]ダイアログボ ッ クスで全ての層を OFFにし
ます。 結線に目立つ色を指定し、 設計内に未配線がないか検索し て く だ さい。 

ヒ ン ト ： パッ ドの中央まで完全に配線されていないピンへの結線が見つかる場
合があ り ます。 パッ ド と配線には別の色を指定し、 透視画面表示モー ド を有効
にする と、 パッ ドの下にある配線が見つけやす く な り ます。
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• メ ッ キな しの実装部品ピン－実装部品ピンのパッ ド ス タ ッ ク をチ ェ ッ ク し、
[ メ ッキ有 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている こ と を確認し て く だ さい。

• 内層接続サーマルのないビア － [ ビアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開
き、 [ 内層接続サーマル ] チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている こ と を確認し ま
す。

例外 ： [ 同一層の結線状況 ] による内層接続の全面検査でも、 絶縁された内層
接続によ ってのみ起こ るサブネ ッ ト エラーが表示されます。
参照 ： 内層接続検査の設定

内層接続の未接続ピンエラー

内層接続の検査では、 内層接続の未接続ピンエラーが報告される こ とがあ り ます。
このエラーにはい く つか原因があ り ます。

• メ ッ キされていないピンやビア

• 内層接続層上にある、 ド リル径 + ド リル超過寸法よ り大きいパッ ド径のピン

• サーマル属性設定のないピン

エラー結果の保存と印刷

現在のエラー結果をデフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ で確認する こ とができます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証。

2. 一番最後に実行し た検査のレポー ト 結果をデフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ で表
示するには、 レポー ト 表示を ク リ ッ ク し ます。 デフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ
で、 結果を印刷し た り保存できます。

デフ ォル ト のレポー ト フ ァ イル設定

設計検証を実行する と、 各検査内容に対し独自の名前を持ったレポー ト フ ァ イルが
作成されます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証。

2. 各検査内容のデフ ォル ト のフ ァ イル名を指定するには、 レポー ト フ ァ イルを
ク リ ッ ク し ます。

結果 ： [ 名前を付けて保存 ] ダイアログボ ッ クスが開きます。 レポー ト に
デフ ォル ト の参照名を使用し た く ない場合は、 そこ で実行するレポー ト の
名前を指定できます。 

ヒ ン ト ：

• レポー ト に名前を指定し ない場合、 常にデフ ォル ト のフ ァ イル名で保存
されます。
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• 名前を指定する と、 再び変更するまで、 そのフ ァ イル名がそのレポー ト
形式のデフ ォル ト と し て使用されます。

製造関連エラーを CAM フ ァ イルで確認

[ 製造関連 ] 検査を実行し てエラーがレポー ト された場合、 そのエラーに関連する
CAM 層文書を確認する こ とができます。 [ 確認画面 ] ボタ ンは、 [ 製造関連 ] 検査が
有効になってお り、 エラーを表示し た時のみ使用できます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証。

2. [ 位置座標 ] ボ ッ クスでエラーを選択し ます。

3. 確認画面を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： [CAM の確認画面 ] ダイアログボ ッ クスが開きます。

ヒ ン ト ：

• エラー記号は CAM 文書に追加されないため、 [ 確認画面 ] を ク リ ッ クする前に
設計領域にズームし ている と便利です。 CAM の確認画面が、 同じ領域にパン
し て開かなかった場合は、 [CAM の確認画面 ] ウ ィ ン ド ウにある [ 作業領域 ]
ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 作業領域の表示に合わせる こ とができます。

• [CAM の確認画面 ] ウ ィ ン ド ウで [ 設定 ] を ク リ ッ クする と、指定し た文書の確認
画面設定を変更できます。

CAM350 フ ァ イルのバッ クワー ド ア ノ テー ト

バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン処理は、 DFM エラー用に指定された CAM350 フ ァ イル
を解析する こ とから始めます。 フ ァ イルに リ ス ト されるエラーの場所ご とに、 エラー
記号が PADS Layout データベースに追加されます。

ヒ ン ト ： CAM350 フ ァ イルが解析される前に、 PADS Layout データベースの既存
DFM エラー記号は消去されます。 

CAM350 フ ァ イルを PADS Layout にバッ クワー ド ア ノ テー ト するには、

1. CAM350 で、 DFM エラー解析を実行し て、 フ ァ イルを保存し ます。

2. PADS Layout で設計フ ァ イルを開きます。

3. ツールメ ニューの設計検証を ク リ ッ ク し ます。 [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ ク
スが表示されます。

4. 製造関連を ク リ ッ ク し て、 設定を ク リ ッ ク し ます。 [ 基板製造工程検査を設定 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。

5. DFM エラーが保存された CAM350 フ ァ イルの名称を入力し ます。  
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6. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスで開始を ク リ ッ ク し ます。 DFM エラー記号が
表示された場合には、 設計内にエラーがあ り ます。 エラーの位置は位置座標
リ ス ト にも表示されます。

7. 存在するエラーを修正し、 CAM350 データベースを再生成し ます。

高速回路検査にネ ッ ト またはク ラスを追加

ネ ッ ト やク ラスに対し、 特定の電気特性検査を実行する こ とができます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > 高速回路検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク > ネ ッ ト
追加またはク ラス追加を ク リ ッ ク

2. ネ ッ ト またはク ラスを選択し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ：

• Ctrl キーを押し た状態でク リ ッ ク し て、 複数の項目を選択できます。

• Shift キーを押し た状態でク リ ッ クするか、 カーソルを ド ラ ッ グし て、 範囲
を選択できます。

関連 ト ピ ッ ク

高速回路規則 ( 電気特性検査 ) の設定

EDC パラ メ ータの設定

間隙検査の設定

[ 間隙検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 間隙検証の際に検査する
間隙を指定し ます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > 間隙検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク。

2. 実行し たい間隙検査の形式の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 OK を
ク リ ッ ク し ます。

制限事項 ： 

• 間隙検査では、 設計内の可視領域のみ検査し ます。

• 参照名、 パー ト タ イプ、 属性ラベルは、 間隙違反の検査対象ではあ り ません。

• 間隙検査では、 2D ラ イ ンに対し て検査を行いません。

• CAM 内層接続では間隙検査は行われません。

関連 ト ピ ッ ク

設計検証



設計エラーのチ ェ ッ ク
設計検証

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 643

設計規則の設定

単一千鳥ビア検査の設定

設計検証中に、 [ 結線状況 ] 検査を使って、 単一配線ビア と単一千鳥ビアをレポー ト
する こ とができます。 ( 単一千鳥ビアは、 どのハッ チ外形線やベタ領域にも接続され
ていません。 ) ただ し、 単一千鳥ビアの検査と レポー ト を行う には、 まず CAM 内層
接続を無視するよ う設定する必要があ り ます。

単一千鳥ビアを検索、 レポー ト するには、

1. ツールメ ニュー > 設計検証。

2. [ 検査内容 ] 領域で、 結線状況を選択し、 設定を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 接続性チ ェ ッ ク を設定 ] ダイアログボ ッ クスで、 単一千鳥の CAM 銅箔接線
を無視チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にし ます。

結果 ： 設計を検証する と、 検査中に検出された他のエラーと と もに、 単一千鳥ビアは
エラーと し て報告され、 設計内に記号が付きます。

ラ テ ィ ウム検査の設定

ラテ ィ ウム検査を設定するには、

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > ラテ ィ ウム設計検証を選択 > 設定を ク リ ッ ク。

2. 各ネ ッ ト または階層レベルにおいて、 他の禁止領域形式に対し て間隙検査を
行う場合、 全てのネ ッ ト チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 

3. 基板外形線と基板カ ッ ト アウ ト の間隙規則を検査するには、 基板外形線チ ェ ッ
クボッ クスを選択し ます。

4. 基板外文字を検査し、 基板外文字のすべてのイ ンス タ ンスを間隙エラーと し て
記録するには、 基板外文字チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

5. 禁止領域制限違反を検査するには、 禁止領域チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

6. 同一ネ ッ ト のオブジ ェ ク ト 間の間隙を、 [ 間隙の規則 ] ダイアログボ ッ クスで
の設定とお り検査するには、 同ネ ッ ト チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。  

参照 ： 設計規則の設定、 同一ネ ッ ト チ ェ ッ ク

7. 全てのド リル穴間の間隙を検査するには、 ド リル⇔ド リルチ ェ ッ クボ ッ クスを
選択し ます。 パッ ド ス タ ッ ク ド リル径 + ド リル超過寸法が、 メ ッ キされた穴の
直径と な り ます。

ヒ ン ト ： ド リルと ド リル間のエラーは、 ド リルペアの 1 層のみでレポー ト され
ます。
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8. [ 間隙の規則 ] ダイアログボ ッ クスで指定されている最小幅と最大幅を超過し
ていないかど うか、 配線を検査するには、 配線幅チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ま
す。

参照 ： 設計規則の設定

9. 以下を行う場合、 配置外形チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• デフ ォル ト 層モー ド で、 外形線対 ( 電気層ではな く ) 層 20 の外形線を検査 

• 増加層モー ド で、 外形線対層 120 の外形線を検査

ヒ ン ト ： 層 20( または層 120) 上に、 実際のシルク図形実装部品の外形線と正確
には一致し ない外形線を作成する こ とができます。 この層に大きな外形線を設
定する こ と で、 実装部品付近の領域を空ける こ とができ、 他の目的で使用でき
ます。 配置外形の検査によ り、 この領域を確実に空ける こ とが可能です。

10. SMD 上のビア制限違反を検査するには、 SMD 上のビアチ ェ ッ クボ ッ クスを
選択し ます。

参照 ： パッ ド入力設計規則の設定

11. 差動ペア制限違反を検査するには、 差動ペアチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

参照 ： 差動ペア設計規則の設定

12. 長さ制限違反を検査するには、 配線長チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

参照 ： 高速回路規則の設定

13. 設計上のテス ト ポイ ン ト を検査するには、 テス ト ポイ ン ト チ ェ ッ クボ ッ クスを
選択し ます。 この検査は、 プローブ間隙、 プローブ用の最小ビア / パッ ド径、
SMD ピンプローブ、 実装部品面側の実装部品ピン上のテス ト ポイ ン ト 、 ネ ッ
ト ご とのテス ト ポイ ン ト 数、 ネイル直径の設定をチ ェ ッ ク し、 それらの設定を
DFT 検査プログラムでの設定内容と照合し ます。 

参照 ： テス ト ポイ ン ト 検査の実施

ヒ ン ト ：

• 参照名、 パー ト タ イプ、 属性ラベルは、 間隙違反の検査対象ではあ り ません。

• ラテ ィ ウム設計検証では、 設計の可視領域のみを対象に間隙検査を行います。
基板外形線に対する間隙検査を行う場合は、 オブジ ェ ク ト の端点と基板外形線
の中心線間が対象と な り ます。

• ド リルと ド リル間のエラーは、 ド リルペアの 1 層のみでレポー ト されます。

• テス ト ポイ ン ト 検査は、[ 設計検証 ] または [ ラテ ィ ム (Latium) 検査内容を設定 ]
ダイアログボ ッ クスのどち らで実行し ても同じ です。 ラテ ィ ウム設計検証を実
行する予定であれば、 他のラテ ィ ウム検査と と もにテス ト ポイ ン ト 検査を実行
する こ とによ り、 PADS Layout と PADS Router 間での設計の転送の手間を減ら
すこ とができます。
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関連 ト ピ ッ ク

設計検証

製造関連検査の設定

[ 基板製造工程検査条件を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 基板製造検査を
有効にするか、 既存の CAM350 データベースから DFF エラーを読み込み、 設計に
ア ノ テー ト し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 製造関連検査の実行

o アシ ッ ド ト ラ ッ プの検査

o スラ イバーの検査

o 欠落サーマルの検査

o 配線幅 / パッ ド径の検査

o パッ ド上のシルク図形の検査

o アニュ ラ リ ングの検査

o ソルダーブ リ ッ ジの検査

• DFF エラーを戻す

製造関連検査の実行

必須事項 ： 基板製造検査には、 Table 29-1 に記載のとお り、 特定の CAM 文書が必要
と な り ます。 検査を実行する前に、 これらのフ ァ イルを作成し て く だ さい。 

Table 29-1. 基板製造検査に必要な CAM 文書

検査内容 CAM 文書内で必要な層

アシ ッ ド ト ラ ッ プ 全ての電気層

ベタ スラ イバー 全ての電気層

ソルダーマスクスラ イバー 部品面と半田面のソルダーレジス ト 層

ソルダーブ リ ッ ジ 部品面と半田面の電気層と ソルダーレ
ジス ト 層 

欠落サーマル 全てのネガ CAM 内層接続層

最小アニュ ラ リ ング 全ての電気層と ソルダーレジス ト 層

パッ ド上のシルク図形 部品面と半田面のソルダーレジス ト 層
と シルク図形
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• ツールメ ニュー > 設計検証 > 製造関連検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク。

アシ ッ ド ト ラ ッ プの検査

アシ ッ ドが溜まって し ま う よ う な小さ な領域を検出し ます。 この検査は、 CAM 文書
で定義された全ての電気層で実行されます。

1. アシ ッ ド ト ラ ッ プチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. 最大寸法ボ ッ クスに、 検出するアシ ッ ド ト ラ ッ プの最大値を入力し ます。 この
値よ り小さい領域に対し、 フ ラグをつけます。

3. 最大角度ボ ッ クスに、 その層に存在する配線やパッ ド などの最大角度を入力し
ます。 これよ り小さい角度を構成する項目は全て、 アシ ッ ド ト ラ ッ プ と し て
フ ラグが付けられます。

スラ イバーの検査

ベタ スラ イバーと ソルダーレジス ト スラ イバー領域の検査を実行し ます。 この検査で
は、 CAM 文書に定義される とお り、 部品面ソルダーレジス ト 層と部品面電気層、
および半田面ソルダーレジス ト 層と半田面電気層を比較し ます。

1. スラ イバーチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. [ 最小ベタ領域 ] ボ ッ クスに、 ベタ スラ イバーの最小値を入力し ます。 この値
よ り小さいスラ イバーに対し フ ラグを付けます。

3. [ 最小マスク ] ボ ッ クスに、 ソルダーレジス ト スラ イバーの最小値を入力し ま
す。 可視状態になっている場合、 部品面および半田面ソルダーレジス ト 層を検
査し、 この値よ り小さい幅のスラ イバーにフ ラグを付けます。 

欠落サーマルの検査

各サーマル接続が有効かど うか、 また隣接データがサーマルスポークに重複し ていな
いかを検証し ます。

制限事項 ： 欠落サーマルは、 ネガ CAM 内層でのみ検査されます。

1. 欠落サーマルチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. 最小間隙ボ ッ クスに、 別のオブジ ェ ク ト によ ってブロ ッ ク されないサーマル
スポークのパーセンテージを入力し ます。 開口部の不足は、 全て 「欠落」 と
みな されます。

3. 最小スポーク数リ ス ト に、 別のオブジ ェ ク ト によ ってブロ ッ ク されないサーマ
ルスポークの最小許容数を入力し ます。 これよ り小さい数の場合、 全て 「欠
落」 とみな されます。
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配線幅 / パッ ド径の検査

小さすぎる配線やパッ ド にフ ラグを付けます。 CAM 文書で定義された全ての電気層
に対し て検査を行います。

1. 配線幅 / パッ ド径チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. 最小配線幅ボ ッ クスに、 配線幅の最小値を入力し ます。 この値よ り小さい配線
幅に対し フ ラグを付けます。 この検査は、 全ての可視電気層で実行されます。

3. 最小パッ ド ボ ッ クスに、 最小パッ ド寸法を入力し ます。 この値よ り小さい直径
のパッ ド に対し フ ラグを付けます。 この検査は、 全ての可視電気層で実行され
ます。

パッ ド上のシルク図形の検査

CAM 文書に定義される とお り、 部品面層と半田面層でパッ ド上のシルク図形を検査
し ます。

1. パッ ド上のシルク図形チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. 最小間隙ボ ッ クスに、 シルク図形と ソルダーレジス ト による露出領域の間の
最小許容距離を入力し ます。

アニュ ラ リ ングの検査

この検査を使用し て、 電気層、 ド リル層、 マスク層と比較し て、 部品面と半田面で
最小アニュ ラ リ ングに対し フ ラグを付けます。 

• パッ ド と マスク間、 ド リルと マスク間、 ド リルとパッ ド間の検査を行う には、
アニュ ラ リ ングチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

パッ ド⇔マスク

パッ ド と そのソルダーレジス ト 開口部の間の間隙を検査し ます。 オフセ ッ ト および
アニュ ラ リ ングは、 指定し た間隙値に対し て検査されます。 これによ り、 部品面電気
層と部品面ソルダーレジス ト 層、 および半田面電気層と半田面ソルダーレジス ト 層を
比較し ます。 

1. パッ ド⇔マスクチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. 最小間隙値をボ ッ クスに入力し ます。

3. 検査に使用する層を、 層リ ス ト から選択し ます。

ド リル⇔マスク

ド リルと そのソルダーレジス ト 開口部の間の間隙を検査し ます。 オフセ ッ ト および
アニュ ラ リ ングは、 指定し た間隙値に対し て検査されます。 これによ り、 部品面ド リ
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ル層と部品面ソルダーレジス ト 層、 および半田面ド リル層と半田面ソルダーレジス ト
層を比較し ます。

1. ド リル⇔マスクチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. 最小間隙値をボ ッ クスに入力し ます。

3. 検査に使用する層を、 層リ ス ト から選択し ます。

ド リル⇔パッ ド

ド リルと そのド リルに関連付けられたパッ ド間の間隙を検査し ます。 オフセ ッ ト およ
びアニュ ラ リ ングは、 指定し た間隙値に対し て検査されます。 この検査は、 指定し た
各層で実行されます。

1. ド リル⇔パッ ド チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. 最小間隙値をボ ッ クスに入力し ます。

3. 検査に使用する層を、 層リ ス ト から選択し ます。

ソルダーブ リ ッ ジの検査

ソルダーレジス ト ブ リ ッ ジの検査を行います。 同一マスク開口部で、 パッ ドのベタが
隣接するオブジ ェ ク ト に過度に接近し、 ブ リ ッ ジが作成される こ とがあ り ます。 隣接
オブジ ェ ク ト が、 この距離よ り もパッ ドから離れている場合、 マスク層が露出し て
も、 ブ リ ッ ジ とはみな されません。 これによ り、 CAM 文書に定義される とお り、 部
品面ソルダーレジス ト 層と部品面電気層、 または半田面ソルダーレジス ト 層と半田面
電気層を比較し ます。

1. ソルダーブ リ ッ ジチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

2. [ 最小間隙 ] ボ ッ クスに最小間隙値を入力し ます。

3. 検査に使用する層を、 層リ ス ト から選択し ます。

DFF エラーを戻す

基板製造エラーの検査に CAM350 を使用し ている場合、 CAM350 フ ァ イルから DFF
エラーを読み込むこ とができます。

• [CAM350 フ ァ イル名 ] ボ ッ クスに、 .cam フ ァ イルの名前とパスを入力するか、
[ 参照 ] を ク リ ッ ク し て DFF エラーを PADS Layout にバッ クア ノ テー ト し て設
計検証を行う フ ァ イルの場所を指定し ます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「製造関連検査定義」 項目

設計検証
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高速回路規則 ( 電気特性検査 ) の設定

[ 電気特性検査 (EDC)] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 個々のネ ッ ト と ク ラス、 また
は設計全体の高速回路検査を有効にし ます。

必須事項 ： EDC 実行前に、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 内層接続層を定
義し てお く 必要があ り ます。 2 層の基板に関し ては、 一時的に、 どち らかの層を内層
接続層と設定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 高速回路検査を有効にする

• タ スクの削除

• 電気特性検査 (EDC) パラ メ ータの設定

• 設計規則の設定

• 電気特性検査設定の再利用

高速回路検査を有効にする

設計全体の検査を有効にし た り、 特定のネ ッ ト やク ラスに対し て特定の検査を行う
必要がある場合は、 [ タ スク一覧 ] リ ス ト に追加できます。 [ タ スク一覧 ] リ ス ト で
は、 各項目に対し て異なる検査を有効にする こ とができます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > 高速回路検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク。

2. [ タ スク一覧 ] リ ス ト に特定のネ ッ ト やク ラスを追加する必要がある場合、
ネ ッ ト 追加やク ラス追加を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： リ ス ト 内には、 項目がネ ッ ト であれば (N) が、 ク ラスであれば (C) が
表示されます。

3. [ タ スク一覧 ] リ ス ト で項目を選択する と、 その項目に対し て高速回路検査を
有効にし ます。

4. 有効にし たい検査の形式のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： 複数のネ ッ ト やク ラスを同時に定義するには、 [ タ スク一覧 ] リ ス ト
で複数項目を ク リ ッ ク し ます。 選択し た 2 つの項目間で矛盾する値があった
場合、 チ ェ ッ クボ ッ クスはグレー表示されますが、 ク リ ッ ク し て ON または
OFF にする こ とができます。

5. 残りの項目に対し ても、 手順 2 と 3 を繰り返し ます。
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タ スクの削除

[ タ スク一覧 ] リ ス ト から特定のネ ッ ト やク ラスを削除する こ とができます。 カス タ
ムの検査を削除できます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > 高速回路検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク。

2. [ タ スク一覧 ] リ ス ト から タ スク を選択し て、 削除を ク リ ッ ク し ます。

電気特性検査 (EDC) パラ メ ータの設定

電気特性検査 (EDC) を有効にするのに加え、 電気特性検査 (EDC) パラ メ ータ を設定
する こ とができます。 [EDC パラ メ ータ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 PCB の物
理プロパテ ィ 設定や検査のカス タ マイズ、 レポー ト の詳細レベル設定などが行えま
す。

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > 高速回路検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク。

2. パラ メ ータ を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： EDC パラ メ ータの設定

設計規則の設定

[ 電気特性検査 ] ダイアログボ ッ クスから設計規則にアクセスできます。 [ 規則 ] ダイ
アログボッ クスを使用し て、 最大および最小長、 同層平行と層間平行検査の間隙と
いった高速回路の規則や、 ス タ ブ長やデイジーチ ェ イ ン といった他の制限を設定し ま
す。

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > 高速回路検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク。

2. 検査規則の編集や設定が必要な場合、 [ 規則 ] ダイアログボ ッ クスへの
シ ョ ー ト カ ッ ト である規則ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

参照 ： 設計規則の設定

電気特性検査設定の再利用

電気特性検査の設定を再利用する こ とができます。 現在の電気特性検査のタ スク、
パラ メ ータ、 規則設定を保存できます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > 高速回路検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク。

2. 保存または命名保存を ク リ ッ ク し て、 設定を .edp フ ァ イルに保存し ます。

3. 開 く を ク リ ッ クする と、 .edp フ ァ イルから設定を取得し ます。

関連 ト ピ ッ ク

EDC パラ メ ータの設定
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EDC パラ メ ータの設定

[EDC パラ メ ータ ] ダイアログボッ クスを使用し て、 層の厚さや銅箔厚といった一般
的な規則を定義し ます。 設計検証レポー ト の表示内容の詳細も指定できます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 層定義の設定

• 同層平行検査の詳細設定

• 連鎖接続 ( デ ィ ジーチ ェ イ ン ) 報告の設定

• 他の検査の詳細設定

• 線分レポー ト に線分座標を含める

• 違反のみを表示

• パッ ド下の線分を削除

層定義の設定

[ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで既に層の定義を行っているかも しれませんが、
こ こ でも [ 層の厚さ ] 表を使用し て設定を修正し た り、 まだ行っていなければ設定を
行う こ とができます。 電気特性検査 (EDC) を実行する前にこれらの定義を設定し て
く だ さい。

基板厚－基板厚さの合計を現在の設計単位系で表示し ます。

層の値を設定するには、

1. 層設定が正し く 行われていない場合は、 層ボタ ンを ク リ ッ ク し て [ 層構成を定
義 ] ダイアログボ ッ クスを開き、 こ こで層のプロパテ ィ 、 名前、 機能などを定
義し ます。

必須事項 ： EDC 実行前に、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 内層接続
層を定義し てお く 必要があ り ます。 2 層の基板に関し ては、 一時的に、 どち ら
かの層を内層接続層と設定し ます。

2. 各誘電体層に関し ては、 [ 種類 ] セルをダブルク リ ッ ク し、 「層」 がプ リ プレグ
かサブス ト レー ト かを選択し ます。

別の方法 ： セルを ク リ ッ ク し た後に [ 編集 ] を ク リ ッ ク し て設定する こ と も
可能です。

3. 各層に対し て、 [ 厚み ] セルを ク リ ッ ク し、 値を入力し ます。
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例外 ： コーテ ィ ングが必要ない場合、 厚さは 0 に設定し ます。

4. 各誘電体層に対し て、 [ 絶縁層 ] セルを ク リ ッ ク し、 誘電率の値を入力し ます。

ヒ ン ト ： 銅箔厚さは、 重さ または設計単位で表示、 編集する こ とができます。 使用
し たい銅箔厚の単位を ク リ ッ ク し て く だ さい。

同層平行検査の詳細設定

同層平行検査と層間平行検査に対し、 検査内容およびレポー ト 内容の詳細を設定する
こ とができます。

1. [ 同層平行 ] 領域の [ 違反検査 ] リ ス ト で、 検査をどのよ う に行うかを選択し ま
す。 以下から選択し ます。

ネ ッ ト / ピンペア－ネ ッ ト 全体またはピンペアに対し て、 同層平行と層間平行
の配線規則を検査し ます。

線分－個々の線分に対し て、 同層平行と層間平行の配線規則を検査し ます。

2. [ 同層平行 ] 領域の [ 詳細報告 ] リ ス ト で、 必要なレポー ト 詳細を選択し ます。
以下から選択し ます。

ネ ッ ト 名のみ－ネ ッ ト 名と違反のみを表示し ます。

侵略 / 損失－特定の侵略側と損失側ネ ッ ト を表示し ます。

線分－侵略ネ ッ ト と損害ネ ッ ト に加えて、 線分座標と層を表示し ます。

連鎖接続 ( デ ィ ジーチ ェ イ ン ) 報告の設定

デ ィ ジーチ ェ イ ンス タ ブ検査レポー ト の詳細レベルを指定し ます。

• [連鎖接続(デ ィ ジーチ ェ イ ン )]領域の[詳細報告] リ ス ト で、必要なレポー ト 詳細
を選択し ます。 以下から選択し ます。

ネ ッ ト 名のみ－ T 分岐の数と、 ネ ッ ト がデ ィ ジーチ ェ イ ンかど うかを表示
し ます。

ス タ ブ－各ス タ ブ内のピングループ、 各グループの合計ス タ ブ長、 T 分岐の
数、 ネ ッ ト がデ ィ ジーチ ェ イ ンかど うかを表示し ます。

ピンペア－全ピンペアのピン対ピンの長さ、 ス タ ブ作成用にま とめて追加され
る合計ピンペア長、 T 分岐の数、 ネ ッ ト がデ ィ ジーチ ェ イ ンかど うかを表示し
ます。

重量 ( オンス ) 平方面積あた りの銅の重さ をオンスで表し ます。

設計 現在のデータベースの単位系と同じ計測単位系で表し ます。
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線分－全ての配線コーナーの座標および層、 全ピンペアのピン対ピンの長さ、
ス タ ブ作成用にま とめて追加される合計ピンペア長、 T 分岐の数、 ネ ッ ト が
デ ィ ジーチ ェ イ ンかど うかを表示し ます。

他の検査の詳細設定

他の検査に対し ても さ まざまな設定が行えます。

1. [ その他の検査 ] 領域の [ 違反検査 ] リ ス ト で、 配線長と遅延規則をどのよ う に
適用するかを指定し ます。 以下から選択し ます ：

ネ ッ ト / ピンペア－ネ ッ ト 全体またはピンペアに対し て、 配線長と遅延の配線
規則を検査し ます。

線分－個々の線分に対し て、 配線長と遅延の配線規則を検査し ます。

2. [ その他の検査 ] 領域の [ 詳細報告 ] リ ス ト で、 静電容量、 イ ンピーダンス、
遅延、 配線長などのレポー ト 詳細を指定し ます。 以下から選択し ます ：

ネ ッ ト －ネ ッ ト の開始ピンおよび終了ピンのほか、 静電容量、 イ ンピーダン
ス、 遅延、 配線長のネ ッ ト 値を表示し ます。

ピンペア－ピン間のポイ ン ト と ピンペア値のほか、 静電容量、 イ ンピーダン
ス、 遅延、 配線長のネ ッ ト 値を表示し ます。

線分－個々の線分座標のほか、 静電容量、 イ ンピーダンス、 遅延、 配線長の線
分値を含みます。

3. 静電容量の計算に、 信号名を持つベタ多角形を含むには、 ベタ も含むチ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し ます。

4. イ ンピーダンス、 ( 単位長さ ご との ) 遅延、 ( 単位長さ ご との ) 静電容量などの
伝送線路の電気的パラ メ ータ を計算するには、 計算にフ ィ ールド ソルバー使用
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます 。

参照 ： BoardSim ユーザーガイ ド

線分レポー ト に線分座標を含める

[ 同層平行 ]、 [ 連鎖接続 ( デ ィ ジーチ ェ イ ン )]、 [ その他の検査 ] セクシ ョ ンのいずれ
かの [ 詳細報告 ] で [ 線分 ] が選択されている場合、 線分座標をレポー ト に入れる こ
とができます。

• 線分座標をレポー ト チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

違反のみを表示

高速回路レポー ト 内で、 違反を含む項目のみを リ ス ト する こ とができます。

• 違反のみをレポー ト チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。
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パッ ド下の線分を削除

パッ ド領域内の配線線分を無視する こ とができます。 配線時、 パッ ド中央に配線され
ます。 最終線分は除外されます。

• パッ ド下の線分を削除チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

設計検証

内層接続検査の設定

[ 混在内層を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 内層検査を設定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• サーマルの接続性のみ確認

• 間隙と ネ ッ ト 接続性の検査

• 同一層上の接続状況

サーマルの接続性のみ確認

設計において、 分割 / 混在または CAM 内層接続サーマルの接続性を検査できます。
この検査を使用し て、 サーマル属性設定を持たないピンやビアを検索し た り、 内層接
続層にないピン ( サーマルが接続されない ) を検索し ます。 [ ジャ ンパピンのプロパ
テ ィ ]、 [ ピンのプロパテ ィ ]、 [ ビアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスでサーマル属
性を設定できます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > 内層接続検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク

2. サーマルの接続性のみ確認を ク リ ッ ク し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスで開始を ク リ ッ ク し て、 検査を実行し ます。

ヒ ン ト ： サーマル属性を持たない配線済みのピンは、 エラーと し てマーク されませ
ん。

参照 ： 内層接続サーマル属性の指定

間隙とネ ッ ト 接続性の検査

設計において、 分割 / 混在内層接続層の間隙と ネ ッ ト 接続性を検査できます。 設計内
で分割 / 混在内層接続層が接続されていない場合、 検査開始前に銅箔接続が行われま
す。



設計エラーのチ ェ ッ ク
設計検証

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 655

必須事項 ： 間隙やネ ッ ト 接続性の検査の前に、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クス
で内層接続層と指定された各ネ ッ ト の銅箔領域が存在する必要があ り ます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > 内層接続検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク。

2. 間隙と接続性を確認を ク リ ッ ク し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスで開始を ク リ ッ ク し て、 検査を実行し ます。

ヒ ン ト ： 内層接続層のパッ ド に対し て、 メ ッキ有無、 ド リル径＋ド リル超過寸法を
超えている内層接続層のパッ ド径、 内層接続ネ ッ ト への接続などを検査し ます。

同一層上の接続状況

この検査によ り、 分割 / 混在内層接続層上で銅箔面領域が連続的になっている こ と を
確認し ます。 特定のネ ッ ト の銅箔面領域は、 別の層へ接続されずに、 ベタ同士が接触
し ている必要があ り ます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > 内層接続検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク。

2. 間隙と接続性を確認を ク リ ッ ク し ます。

3. 同一層の結線状況チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し ます。

5. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスで開始を ク リ ッ ク し て、 検査を実行し ます。

関連 ト ピ ッ ク

設計検証

エラーの ト ラ ブルシューテ ィ ング 

適切な同一層上の接続状況
2 つの銅箔面はサーマルスポー
クで接続され、 同一層上にあ り
ます。

エラー状態
同一ネ ッ ト 上に 2 つの銅箔面が
あ り ますが、 異なる層上のパッ
ド と配線によ って接続されてい
ます。
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設計エラーのチ ェ ッ ク
設計検証

ワイヤボン ド検査の設定

[ ワイヤボン ドの検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ワイヤボン ド
検証時にどのワイヤボン ド規則を検査するかを指定し ます。

1. ツールメ ニュー > 設計検証 > ワイヤボン ド検査を選択 > 設定を ク リ ッ ク。

2. 実行し たい検査の形式の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 OK を ク リ ッ ク
し ます。

ヒ ン ト ： 検査されない規則は、 ワイヤボン ド レポー ト の中で 「設定されていません」
と表示されます。

関連 ト ピ ッ ク

ワイヤボン ド規則ダイアログボ ッ クス

設計検証

内層接続の接続性検査

[ ツール ] メ ニューから設計検証で接続性検査を実行する と、 エラーが検出されな
かった場合はネ ッ ト チ ェ ッ クが接続されます。 

内層接続検査を実行する と、 内層接続レベルの接続パッ ド ス タ ッ クにパッ ドが存在
するか ( 例 ： パッ ド寸法は 0 よ り大きいか、 ド リル径はパッ ド寸法を超えているか )
チ ェ ッ ク し ます。 SMD パッ ドへのリ ン クの場合、 パッ ドから ビアへの接続が内層接
続層につながっているかど うかを検査し ます。
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Chapter 30
自動寸法

自動寸法プロセス
自動寸法線ツールバーには、 設計の自動寸法を行う ツールが含まれています。 自動寸
法線ツールバーは部品形状エデ ィ タ でも使用できます。

1. 自動寸法線ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

2. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 自動寸法線 ] タ ブで、 自動寸法の設定を
行います。 自動寸法オブジ ェ ク ト が追加される層には、 特に注意し て く だ さ
い。

警告 ： 電気層に追加された文字と ラ イ ンは銅で加工されます。 文書オブジ ェ ク
ト には文書層を選択し て く だ さい。

参照 ： 自動寸法線オプシ ョ ンの編集

3. 設計オブジ ェ ク ト の自動寸法前に、 選択フ ィ ルタ で自動寸法を行う オブジ ェ ク
ト タ イプを設定し て く だ さい。

参照 ： 選択フ ィ ルタの使用

4. 自動寸法を行う オブジ ェ ク ト のタ イプに基づき、 寸法ボタ ンを選択し ます。

参照 ： 寸法線の作成

5. 複数の直線に対し寸法線を追加する場合、 さ まざまな寸法線形式が使用できま
す。 右ク リ ッ ク メ ニューから寸法線形式を選択し ます。

参照 ： 寸法線形式の選択

6. 作成する寸法線および設計内の延長線と オブジ ェ ク ト の線幅に基づき、 異なる
端点設定を選択する必要があ り ます。 右ク リ ッ ク メ ニューから端点の設定を選
択し ます。

参照 ： 端点の設定

7. 単独の基本オブジ ェ ク ト に自動寸法線を加えるのではない限り、 自動寸法を行
う個所を手動で識別する必要があ り ます。 右ク リ ッ ク メ ニューから引込みモー
ド を選択し ます。

参照 ： 寸法線のポイ ン ト 引込み

8. 自動寸法線を加えるオブジ ェ ク ト を選択し、 ク リ ッ ク し て自動寸法線を配置す
る場所を指定し ます。
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9. 自動寸法が終了し たら、 [ 選択 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 自動寸法操作を終了
し ます。 標準ツールバーの [ 選択 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 開いているツー
ルバーが閉じ ます。

ヒ ン ト ： 画面表示 > [ 間隙 ] ダイアログボッ クスを使用し て、 設計に寸法線を追加す
る こ と もできます。

関連 ト ピ ッ ク

[ 間隙を画面表示 ] ダイアログボ ッ クス

寸法線の作成
自動寸法線ツールを使用し て、 自動または手動で寸法線を作成できます。 1 つの設計
オブジ ェ ク ト が選択された状態で自動寸法線ボタ ンを ク リ ッ クする と、 1 つの項目の
寸法線が作成されます。 最初の項目の寸法が終わったら、 次のデータ項目を選択し、
ボタ ンを再度ク リ ッ ク し ます。 自動寸法モー ドは固定されるため、 そのまま次のデー
タ項目を選択し て自動寸法を継続する こ とが可能です。 自動寸法モー ド を終了するに
は、 ツールバーの [ 選択 ] ボタ ンを ク リ ッ クするか、 画面表示 > ツールバー > 自動寸
法線ツールバーを選択する と、 ツールバーが閉じ ます。

• 自動寸法モー ド での寸法線

• 垂直寸法モー ド での寸法線作成

• 斜辺寸法モー ド での寸法線作成

• 任意角度回転の寸法線作成

• 角度モー ド での寸法線の作成

• 円弧や円の寸法線作成

• 引出線の作成

自動寸法モー ド での寸法線

自動寸法モー ドは、 新たに追加し た寸法線の方向を自動的に決定し ます。 自動寸法
モー ド で線分を選択する と、 システムは線分の長さ を測定し、 選択し た線と平行な
寸法線を追加し ます。 自動寸法モー ドは、 それぞれの点を自由に選択する こ とができ
ないこ と を除 く と、 斜辺寸法モー ド と機能が似ています。 自動寸法モー ド では、 右
ク リ ッ ク メ ニューの引込みモー ドは使用できません。 

自動寸法モー ド では、 円弧と円を同じ よ う に扱い寸法線を作成し ます。 自動を ク リ ッ
ク し て、 寸法線を作成する円弧または円を選択し て下さい。 斜辺寸法モー ド を使用す
る利点は、 モー ド を切替えずに、 線分と円弧の両方またはいずれかの寸法線を作成で
きる こ と です。 

自動寸法モー ド で寸法線を追加するには、 
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1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 自動ボタ ン

2. 寸法線を作成する線分または円弧を選択し て下さい。 寸法線を配置するため、
寸法線のイ メ ージがカーソルに追従し て移動し ます。 

3. ク リ ッ ク し て寸法線の位置を指定し ます。

制限事項 ： 自動寸法モー ドは選択された線分のみに作動するため、 引込みモー ドは
使用できません。

水平寸法モー ド での寸法線作成

水平寸法モー ド では、 水平位置の X 方向である寸法線を常に作成し ます。 角度がある
線分を選択し た場合には、 X 軸の基礎と なる距離が測定されます。 完全に垂直位置で
ある Y 方向の線分では、 エラー メ ッ セージが表示されます。 カーソルを使用し て選択
し た複数の点にも、 同じ方向の規則が適用されます。

水平寸法モー ド で新し く 寸法線を作成するには、

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 水平ボタ ン

2. 必要に応じ て、 引込みモー ド および端点の設定を選択し ます。

3. 寸法線を作成する線分を選択するか、 2 箇所の点を指示し て下さい。 寸法線が
カーソルに貼り付いた状態にな り ます。

4. ク リ ッ ク し て寸法線の位置を決定し ます。

続けて追加項目の寸法線を作成する こ とができます。

垂直寸法モー ド での寸法線作成

垂直寸法モー ド では、 垂直位置の Y 方向である寸法線を常に作成し ます。 角度がある
線分を選択し た場合には、 高さの距離が測定されます。 完全に水平位置である X 方向
の線分では、 エラー メ ッ セージが表示されます。 カーソルを使用し て選択し た複数の
点にも、 同じ方向の規則が適用されます。

垂直寸法モー ド で新し く 寸法線を作成するには、

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 垂直ボタ ン

2. 必要に応じ て、 引込みモー ド および端点の設定を選択し ます。

3. 寸法線を作成する線分を選択するか、 2 箇所の点を指示し て下さい。 寸法線が
カーソルに貼り付いた状態にな り ます。

4. ク リ ッ ク し て寸法線の位置を決定し ます。

垂直寸法モー ドは有効な状態なので、 追加項目の寸法線を作成する こ とができます。



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0660

自動寸法
寸法線の作成

斜辺寸法モー ド での寸法線作成 
斜辺寸法モー ドは、 選択し た線または 2 点がなす角度と同じ角度の寸法線を作成し ま
す。 斜辺寸法モー ドは、 自動寸法モー ド に似ていますが、 選択し た線の寸法線を作成
する こ とに加えて、 測定位置を決定する 2 つの点を指示する こ と もできます。 

斜辺寸法モー ド で寸法線を作成するには、

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 斜辺ボタ ン

2. 必要に応じ て、 引込みモー ド および端点の設定を選択し ます。

3. 寸法線を作成する線分を選択するか、 2 箇所の点を指示し て下さい。 寸法線が
カーソルに貼り付いた状態にな り ます。

4. ク リ ッ ク し て寸法線の位置を決定し ます。

斜辺寸法モー ドは有効な状態なので、 追加項目の寸法線を作成する こ とができます。

任意角度回転の寸法線作成 
任意角度の回転寸法モー ドは斜辺寸法モー ド と同様の寸法線を作成し ますが、 度数を
指定する こ とによ って寸法線オブジ ェ ク ト 全体が回転するため、 さ らに柔軟な設定が
可能です。 また、 測定値をずら し て表示する こ と もできるので、 1 箇所に複数ある寸
法線を見る場合に便利です。 

任意角度の回転寸法モー ド で寸法線を作成する と、 正の Y 軸を 0 度と し て、 現在の角
度がプロンプ ト ウ ィ ン ド ウに表示されます。 別の値を入力し て、 寸法線オブジ ェ ク ト
全体を回転し てずらすこ とができます。 正の値は反時計回り、 負の値は時計回り で回
転し ます。 

任意角度の回転寸法モー ド で寸法線を作成するには、

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 回転ボタ ン

2. 必要に応じ て、 引込みモー ド および端点の設定を選択し ます。

3. 寸法線を作成する線分を選択するか、 2 箇所の点を指示し て下さい。

4. 使用する回転角度を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。 寸法線がカーソルに貼り
付いた状態にな り ます。

5. ク リ ッ ク し て寸法線の位置を決定し ます。

回転寸法モー ドは有効な状態なので、 追加項目の寸法線を作成する こ とができます
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角度モー ド での寸法線の作成

角度モー ド では、 角度を測定し寸法線を作成し ます。 2 本の線分、 1 本の線分と 2 箇
所の点、 または 4 箇所の点によ って角度を指定できます。 使用可能な引込みモー ド に
よ って、 これらの設定を制御し ます。

角度モー ド で寸法線を作成するには、

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 角度ボタ ン

2. 必要に応じ て、 右ク リ ッ ク メ ニューから引込みモー ド を選択し ます。

3. 寸法線を作成する線分を選択するか、 角度を定義する 2 箇所の点を指示し て
下さい。 角度の寸法線がカーソルに貼り付いた状態にな り ます。

4. ク リ ッ ク し て寸法線の位置を決定し ます。

角度モー ドは有効な状態なので、 追加項目の寸法線を作成する こ とができます

円弧や円の寸法線作成  
円弧モー ドは、 半径または直径を算出し て、 円弧や円の寸法の測定値を示す寸法線を
作成し ます。

円弧や円の寸法線を作成するには、

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 円弧ボタ ン

2. 必要に応じ て、 右ク リ ッ ク メ ニューから端点の設定を選択し ます。

3. 寸法線を作成する円弧または円を選択し て下さい。 半径方向の寸法線がカーソ
ルに貼り付いた状態にな り ます。

4. ク リ ッ ク し て寸法線の位置を決定し ます。

円弧モー ドは有効な状態なので、 追加項目の寸法線を作成する こ とができます

ヒ ン ト ： 円弧モー ド では、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスで文字をマニュアル
位置に設定し てお く と効果的です。 この設定によ って円弧や円に関する引出線が作成
できます。

引出線の作成

引出線モー ドは、 選択し た情報または点に向けて通常の矢印を作成し ます。 引出線
は、 一方の端に矢印、 も う一方にはユーザーが指定し た文字列がある簡単な線です。 

引出線を作成するには、

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 引出線ボタ ン
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2. 選択し た線の中間点など、 特定の点から引出線を作成し たい場合は、 右ク リ ッ
ク メ ニューの引込みモー ド を選択し ます。

3. 寸法線を作成する線分を選択するか、 矢印の点を指示し て下さい。 直角に移動
する線が伴なった直線がカーソルに即座に追従し ます。 

4. 曲がり角を追加し て、 その地点までの引出線を固定するには、 マウスを ク リ ッ
ク し ます。 ダブルク リ ッ クする と引出線が完成し ます。 

5. 引出線の文字列を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

自動寸法プロセス

寸法線形式の選択
こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 連鎖寸法線の作成

• 基準線での寸法線の実行

連鎖寸法線の作成

継続形式の自動寸法線では、 デイジーチ ェーン形式で寸法線を作成し ます。 継続を
ON にする と、 最後に選択し た箇所が、 それに続 く 寸法線の最初の起点と な り ます。 

継続モー ド で寸法線を実行するには

1. 自動寸法線ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 自動寸法線ツールバーで、 水平、 垂直、 斜辺などの寸法作成ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。  

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから継続を選択し ます。 メ ニューの継続コ マン ドの横に有
効を示すチ ェ ッ クマークが表示されます。 

4. ク リ ッ ク し て、 最初の寸法点の位置を指定し ます。 ステータ スバーに 「継続の
2 点目を入力し て く だ さい」 と表示されます。

5. ク リ ッ ク し て、 次の寸法点の位置を指定し ます。

6. カーソルを動かし て寸法線を配置し、 最初の寸法線オブジ ェ ク ト の位置を
ク リ ッ クで決定し ます。

7. 全箇所で 4 と 5 の手順を繰返し て く だ さい。

8. 寸法線の作成を終了するには、 右ク リ ッ ク メ ニューの継続を再度ク リ ッ ク し ま
す。 継続コ マン ドの横のチ ェ ッ クマークが OFF にな り ます。
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基準線での寸法線の実行

寸法線と し て基準線を選択する と、 同じ開始箇所からの複数の寸法線を定義し ます。
基準線での寸法線を実行するには、

1. 自動寸法線ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 自動寸法線ツールバーで、 水平、 垂直、 斜辺などの寸法作成ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。  

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから基準線を選択し ます。 メ ニューの基準線コ マン ドの横
に有効を示すチ ェ ッ クマークが表示されます。 

4. 基準線と なる寸法線の位置を ク リ ッ ク し て下さい。 ステータ スバーに 「基準線
の 2 点目を入力し て く だ さい」 と表示されます。

5. ク リ ッ ク し て、 次の寸法点の位置を指定し ます。

6. カーソルを動かし て寸法線を配置し、 最初の寸法線オブジ ェ ク ト の位置を
ク リ ッ クで決定し ます。

7. 全箇所で 4 と 5 の手順を繰返し て く だ さい。

8. 寸法線の作成を終了するには、 右ク リ ッ ク メ ニューの基準線を再度ク リ ッ ク し
ます。 基準線コ マン ドの横のチ ェ ッ クマークが OFF にな り ます。

既存の延長線を基準線と し て設定 
既存の延長線を新たな基準線と し て設定する こ とができます。

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 選択モー ド ボタ ン

2. 新たな基準線と し て使用する延長線を選択し て下さい。  

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから基準線を選択し ます。 メ ニューの基準線コ マン ドの
横に有効を示すチ ェ ッ クマークが表示されます。 

4. 自動寸法線ツールバーから、 選択し た延長線の向き と同じ寸法線のボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

5. ク リ ッ ク し て、 次の寸法点の位置を指定し ます。

6. カーソルを動かし て寸法線を配置し、 最初の寸法線オブジ ェ ク ト の位置を
ク リ ッ クで決定し ます。

7. 全箇所で 4 と 5 の手順を繰返し て く だ さい。

8. 寸法線の作成を終了するには、 右ク リ ッ ク メ ニューの基準線を再度ク リ ッ ク
し ます。 基準線コ マン ドの横のチ ェ ッ クマークが OFF にな り ます。

関連 ト ピ ッ ク

自動寸法プロセス
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自動寸法
端点の設定

自動寸法線の直線と矢印オプシ ョ ンの編集

端点の設定
端線の設定オプシ ョ ンでは、 描画された線の中心も し く は線のいずれかの端点からオ
ブジ ェ ク ト の測定を行い、 寸法線を作成する こ とができます。 デフ ォル ト では、 描画
された線の太さに関係な く 、 実際の中心線から全ての線を測定し ます。 部品間の寸法
線の作成にこのデフ ォル ト が必要ですが、 2 本の近接する配線間での設計規則の間隔
を示すには、 端線の設定を [ 内側端点を使用 ] に変更する必要があ り ます。 

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 自動ボタ ン

2. 下記の表の説明に従って、 右ク リ ッ ク メ ニューで端点の設定を選択し ます。
選択されたモー ドの横にはチ ェ ッ クマークが表示されます。 

ヒ ン ト ：

• 他のモー ド を選択するまで、 このモー ドは有効と な り ます。 シ ョ ー ト
カ ッ ト メ ニューを使用し て引込みモー ド を設定する こ と もできます。

• 端線の設定オプシ ョ ンは、 線の長さの測定にも影響し ます。 通常の寸法作
業を正確に行えるよ う、 他の設定を使用し た後には、 必ず [ 端点を使用 ] に
戻し て く だ さい。

関連 ト ピ ッ ク

自動寸法プロセス

コ ンセプ ト ガイ ドの 「寸法線」 項目

寸法線のポイ ン ト 引込み
引込みモー ド では、 カーソルをオブジ ェ ク ト の指定個所 ( コーナーや中心など ) に
引込み、 寸法線を作成するポイ ン ト を正確に決定できます。  

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 引込みモー ドの使用

• 寸法作業中の引込条件の変更

Table 30-1. 端点の設定のオプシ ョ ン

端点の設定 説明

端点を使用 オブジ ェ ク ト の中心から測定し ます。

内側端点を使用 も う一方の点に近い方の端点から測定し ます。

外側端点を使用 も う一方の点から遠い方の端点から測定し ます。
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引込みモー ドの使用

システムのデフ ォル ト 設定では自動引込みモー ド になっています。 このモー ド では、
寸法線の各ポイ ン ト を認識できるよ う、 選択し た線分または円弧全体の両端が選択
されてます。 手動の引込みモー ド を選択する こ と もできます。

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 寸法形式ボタ ン

2. 自動引込みを無効にするには、 右ク リ ッ ク メ ニューから、 以下の表に記載する
引込みモー ドのいずれかを選択し ます。 選択されたモー ドの横にはチ ェ ッ ク
マークが表示されます。

ヒ ン ト ： 別のモー ド を選択するまで、 または PADS Layout を終了するまで、
このモー ドが有効と な り ます。 

3. 自動引込みを再度有効にするには、 右ク リ ッ ク メ ニューで現在選択されている
引込みモー ド を ク リ ッ クする と、 チ ェ ッ クマークが外れます。

制限事項 ： 自動および円弧の寸法線作成では、 各種引込みモー ドは使用できません。
自動および円弧の寸法線作成は、 選択し た点ではな く 選択し た線分と円弧に適用され
るため、 自動引込みモー ドのみ使用可能です。  

寸法作業中の引込条件の変更 
寸法線のポイ ン ト の選択の際に、 引込みモー ド を調整する こ とができます。 この機能
は、 角度の寸法を行う時に重要と な り ます。

寸法作業中に引込条件を変更するには、

1. 自動寸法線ツールバーボタ ン > 寸法形式ボタ ン

2. 必要に応じ て、 右ク リ ッ ク メ ニューで引込みモー ド を選択し ます。

制限事項 ： 自動および円弧の寸法線作成では、 各種引込みモー ドは使用できま
せん。 自動および円弧の寸法線作成は、 選択し た点ではな く 選択し た線分と円
弧に適用されるため、 自動引込みモー ドのみ使用可能です。 

3. 最初の寸法記入点を選択し ます。

4. 必要に応じ て、 右ク リ ッ ク メ ニューで引込みモー ド を選択し ます。

5. 次の寸法記入点を選択し ます。

6. 角度寸法線形式を選択し た場合は、 必要に応じ て手順 4、 5 を繰り返し て、
角度のも う一辺を選択し て く だ さい。 
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ペアレン ト 寸法線オブジ ェ ク ト の選択

引込みモー ド

下記の表に、 引込みモー ド と その説明を記載し ます。 

関連 ト ピ ッ ク

自動寸法プロセス

ペアレン ト 寸法線オブジ ェ ク ト の選択 
選択し た寸法線の要素から、 ペアレン ト 寸法線オブジ ェ ク ト を選択するには、

1. 寸法線オブジ ェ ク ト の一部分を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから形状を選択を ク リ ッ ク し ます。 寸法線全体が選択
されます。

関連 ト ピ ッ ク

コ ンセプ ト ガイ ドの 「寸法線モー ド」 項目

寸法線と寸法線オブジ ェ ク ト の移動
移動コ マン ド またはオブジ ェ ク ト のダイナ ミ ッ ク ド ラ ッ グを使用し て、 寸法線や寸法
線オブジ ェ ク ト を移動できます。

Table 30-2. 引込みモー ド

引込みモー ド 説明

コーナーに引込み 線分や円弧の両端に引込みます。 コーナーとは設計オブジ ェ
ク ト の方向が変わる個所です。

中心点に引込み 線分や円弧の中間の地点に引込みます。 PADS Layout では、
円弧は右側の開始点から引かれる とみなすため、 このモー ド
では、 円は左側の 180 度地点で選択されます。

任意の点に引込み 線分、 円弧または円の最も近い点へ引込みます。 

中心に引込み 最も近い円、 円弧、 またはパッ ドの中心点に引込みます。 

円 / 円弧上の点に
引込み

円弧や円の半径上の地点に引込みます。 

交点 / 閉点に引込
み

複数のオブジ ェ ク ト が交差する点に最も近い箇所に引込みま
す。 

円 / 円弧の 90 度交
点に引込み 

円弧または円上の 0、 90、 180、 270 度の直角交点に最も近い
箇所に引込みます。 直角交点がない円弧は選択できません。 

指示点に引込み禁
止 

グ リ ッ ド上のどの点でも引込むこ とができます。 
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こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 寸法線全体の移動

• 寸法線オブジ ェ ク ト の移動

• 文字をデフ ォル ト 位置へ移動

• オブジ ェ ク ト のダイナ ミ ッ ク ド ラ ッ グ

• 長さの変更
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自動寸法
寸法線と寸法線オブジ ェ ク ト の移動

寸法線全体の移動

寸法線全体を移動するには、

1. 複数選択または形状を選択コ マン ド を使用し て、 寸法線オブジ ェ ク ト を選択
し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの移動を ク リ ッ ク し ます。 寸法線オブジ ェ ク ト がカーソル
に貼り付いた状態にな り ます。

3. ク リ ッ ク し て寸法線オブジ ェ ク ト の位置を決定し ます。

寸法線オブジ ェ ク ト は選択状態のままです。 必要に応じ て さ らに移動を行えます。

キーボー ドから座標を入力し て寸法線オブジ ェ ク ト を移動するには、 [ 寸法線のプロ
パテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し ます。

寸法線オブジ ェ ク ト の移動

寸法線矢印 ( と ラ イ ン )、 文字列、 延長線、 引出線分といった、 個々の寸法線オブ
ジ ェ ク ト を移動できます。

個々の寸法線オブジ ェ ク ト を移動するには、

1. 寸法線オブジ ェ ク ト を 1 つ選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの移動を ク リ ッ ク し ます。

3. ク リ ッ ク し て寸法線オブジ ェ ク ト の新しい位置を指示し ます。

ヒ ン ト ： 

• 文字の新たな位置および矢印の配置は、 現在の各種定義設定によ り決定されま
す。

• 延長線を選択し て移動する と、 寸法線と寸法線文字の両方が自動的に変更さ
れ、 新しい測定値を表示し ます。 測定値を変更せずに延長線を伸ばすには、
長さ変更コ マン ド を使用し ます。 このコ マン ドは矢印の移動と同様に機能し ま
すが、 選択し た延長線のみに使用されます。

文字をデフ ォル ト 位置へ移動

1. 自動寸法線の文字を ク リ ッ ク し て選択し ます。 文字が選択できない場合は、
選択フ ィ ルタの設定内容を確認し て く だ さい。 

2. 右ク リ ッ ク メ ニューのデフ ォル ト 位置を選択し ます。

ヒ ン ト ： 既存の引出線に新たに線分を追加するには、 引出線を選択し、 右ク リ ッ ク
メ ニューから、 [ コーナー追加 ] と [ 分割 ] を ク リ ッ ク し ます。
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オブジ ェ ク ト のダイナ ミ ッ ク ド ラ ッ グ

1. オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 選択し たオブジ ェ ク ト にカーソルを合わせ、 マウスの左ボタ ンを押し た状態
で、 ド ラ ッ グ操作を開始し ます。

3. マウスをオブジ ェ ク ト の新しい位置へ移動させ、 マウスの左ボタ ンを離し ま
す。

ヒ ン ト ： 上記手順を行う には、 ツール > [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 一般
設定 ] タ ブで、 ド ラ ッ グ操作がド ラ ッ グと ド ロ ッ プに設定されている必要があ り ま
す。

長さの変更

延長線を選択し て [ 長さ変更 ] コ マン ド を使用する と、 実際の測定値は変更せずに、
寸法線と矢印の位置を調整できます。 寸法線オブジ ェ ク ト は、 新規の寸法線が作成
された時と同様、 カーソルに追従し て移動し ます。 

1. 長さ を変更し たい延長線を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから長さ変更を選択し ます。 寸法線オブジ ェ ク ト がカーソ
ルに貼り付いた状態にな り ます。

3. ク リ ッ ク し て寸法線の新しい位置を指定し ます。

関連 ト ピ ッ ク

自動寸法プロセス

測定値の初期化

ペアレン ト 寸法線オブジ ェ ク ト の選択

寸法線の削除
寸法線要素を削除するには、

1. 以下のいずれかの方法を使用し て、 削除する寸法線要素を選択し ます ： 

• 寸法線の一部を選択。 右ク リ ッ ク メ ニューの形状を選択を ク リ ッ ク し ます。

• 複数選択を使用し て、 寸法線に属する個々の要素を順次選択。 

• 選択矩形で寸法線全体を選択。

2. Delete キーを押すか、 編集メ ニューの削除を ク リ ッ ク し ます。
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測定値の初期化

測定値の初期化
測定文字を初期化するには、

1. 自動寸法線の文字を ク リ ッ ク し て選択し ます。 文字が選択できない場合は、
選択フ ィ ルタの設定内容を確認し て く だ さい。 

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの測定を初期化を選択し ます。

3. [ 文字列値 ] ダイアログボ ッ クスに新規の測定値を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ま
す。

IDF へ出力中に不明な高さ を指定
[ 高さ を喪失 ] ダイアログボ ッ クスは、 IDF への出力時、 設計上のパー ト タ イプ と部
品形状ペアの高さ情報が不明な場合に表示されます。 Geometry.Height 属性が存在し な
い場合や、 IDF に出力されるパー ト タ イプや部品形状ペアの高さが 0 に設定されてい
る場合、 [ 高さ を喪失 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

IDF へデータ出力中に、 不明の高さ を指定するには、

1. [ 高さ ] ボ ッ クスに、 パー ト タ イプ と部品形状ペアのパッ ケージ高さ と設置
高さ を入力し ます。

ヒ ン ト ： 高さに値 0 を指定する と、 IDF フ ァ イルは正し く データ入力されます
が、 機械設計システムによ っては、 高さの入力を要求される場合があ り ます。  

2. 全てのパー ト タ イプ と部品形状ペアに、 この高さ を適用し たい場合は、 [ 全部
品対象 ] を選択し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： IDF へのデータ出力が再開されます。

関連 ト ピ ッ ク

IDF フ ァ イルに部品高さ情報を出力

CAM350 リ ン クの設定
[CAM350] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 .cam 出力フ ァ イルのオプシ ョ ン設定と
生成を行います。  

1. ツールメ ニュー >CAM350。

2. [ モー ド ] 領域で、 以下から選択し ます。

• [ フ ァ イルのみ作成 ] を選択する と、 .cam フ ァ イルのみ作成し ます。
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• [ フ ァ イルを作成し て CAM350 を起動 ] を選択する と、CAM350 の .cam フ ァ イ
ルを作成後、 CAM350 を起動し、 フ ァ イルをロー ド し ます。

3. [ 層オプシ ョ ン ] 領域で、 CAM350 データベースフ ォーマ ッ ト に変換する PADS
設計の範囲を選択し ます。 以下から選択し て く だ さい。

• CAM文書(ネ ッ ト と部品を含む)－部品と ネ ッ ト の情報を含むCAM文書を変
換し ます。 CAM 文書で指定されたプロ ッ ト 方向は適用されません。 このオ
プシ ョ ンは、 CAM350 でネ ッ ト リ ス ト および DRC を検証するのに有効で
す。

必須事項 ： このオプシ ョ ンを使用する前に、 ベタはすべて塗潰し、 分割 /
混在内層接続層はすべて接続し ます。 また、 ツール > オプシ ョ ン > [ 分割内
層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブの [PCB フ ァ イルに保存 ] 領域で、 [ 全内層
接続データ ] を選択し ます。 これによ り、 すべてのベタデータが CAM350
に渡されます。

• CAM 文書 ( 画像のみ、 方向は適用済 ) －オフセ ッ ト 、 回転、 反転表示、 比率
を含むプロ ッ ト 方向を持つ CAM 文書を変換し ます。 これは、 実装部品や
ネ ッ ト の情報を必要と し ない CAM350 にガーバーフ ァ イルを直接変換する
際に便利です。

必須事項 ： このオプシ ョ ンを使用する前に、 (PADS Layout のフ ォ ト プロ ッ
ト 出力フ ォーマ ッ ト が RS-274D に設定されている場合 )CAM350 のデフ ォ
ル ト 単位 ( ミ ルまたはイ ンチ ) と CAM350 のデフ ォル ト 精度が、 PADS 
Layout の単位および PADS Layout のフ ァ イル /CAM フ ォ ト プロ ッ ト 出力用
の精度と それぞれ一致し ている こ と を確認し ます。 

CAM350 リ ン クは、 このオプシ ョ ン と共に pads3.arl( イ ンチ単位系 ) と
pads3m.arl( メ ー ト ル単位系 ) フ ァ イルを使用し ます ( ガーバーフ ァ イルが
RS274-D フ ォーマ ッ ト の場合 )。 *.arl フ ァ イルによ り、 PADS Layout の
CAM で生成されるアパーチャ レポー ト フ ァ イル (*.rep) が CAM350 でどの
よ う に解釈されるかが決定し ます。

• CAD 層⇒ CAM 層 ( 同番号層 ) － CAM ド キュ メ ン ト の変換は行いません。
PADS Layout データベースで定義された通り に CAD 層を変換し ます。 これ
は、 CAM350 の PADS-ASCII フ ォーマ ッ ト データ入力操作を使用し て CAD
層を変換する、 従来の CAM プロセスで役立ちます。 

必須事項 ： このオプシ ョ ンを使用する前に、 ベタはすべて塗潰し、 分割 /
混在内層接続層はすべて接続し ます。 また、 ツール > オプシ ョ ン > [ 分割内
層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブの [PCB フ ァ イルに保存 ] 領域で、 [ 全内層
接続データ ] を選択し ます。 これによ り、 すべてのベタデータが CAM350
に渡されます。

4. 自動ベタ などの多角形形状の円弧は、 直線エ ッ ジを使って近似されます。 [ 円
弧近接許容誤差 ] ボ ッ クスに、 実際の円弧経路と近似直線線分間の許容距離の
最小値を入力し ます。 これは、 [ 一般設定 ] タ ブで設定し た設計単位で表示さ
れます。
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5. [CAM350 フ ァ イル名 ] ボ ッ クスに、 .cam フ ァ イルのパス と名前を入力するか、
[ 参照 ] を ク リ ッ ク し てフ ァ イル位置を指定し ます。 デフ ォル ト のフ ァ イル名
およびパスは、 現在の設計フ ァ イル名とパス と同じ です。

関連 ト ピ ッ ク

DFF エラーを戻す
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Chapter 31
CAM 出力

CAM 文書の定義
[CAM 記録文書の定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 最大 250 の CAM 文書の定義と保存
を行えます。

ヒ ン ト ： CAM 文書に追加された変更を設計フ ァ イルに組み込むには、 .pcb 設計フ ァ
イルの保存が必要です。

こ こ では、 以下について説明し ます。

• CAM 文書概要

• CAM 文書ワーク フ ローの追加

• CAM 文書の追加

• CAM 文書の編集

• 1 つの CAM 文書をプレビ ュー

• フ ォ ト プロ ッ ト フ ァ イルのアパーチャ レポー ト

• CAM 文書の削除

• CAM 文書リ ス ト の並び替え

• 出力の作成

• CAM 文書設定の表示

• CAM 出力文書のフ ォルダを選択

• CAM 文書設定の保存

• CAM 文書設定の出入力

• CAM 文書を フ ァ イルで一覧表示

CAM 文書概要

CAM とはコ ンピ ュータ支援製造 (Computer Aided Manufacturing) の略語です。 CAM
ツールを用いる事によ り、 ガーバー出力 ( 製造出力 ) 以外にも、 印刷やプロ ッ ト が
行えます。 
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設計を新し く 開始する際には、 デフ ォル ト の出力形式は用意されていません。 [CAM
記録文書の定義 ] ダイアログボ ッ クスは空です。 異なる種類の設計にはそれぞれに独
自セ ッ ト の出力フ ァ イルが必要です。 14 の層がある設計には 2 つの層を持つ設計よ り
も大きな出力フ ァ イルセ ッ ト が必要です。 各設計に必要と なる出力文書設定の定義が
必要です。 設定は .pcb フ ァ イルに保存し、 各フ ァ イルは独自の CAM 文書リ ス ト を保
有し ます。 類似し た設計で再使用できるよ う、 文書設定の出力 / 入力が行えます。

CAM 文書を追加する と、 プ リ セ ッ ト された ( スク リ プ ト のよ う な ) 出力設定を追加す
る こ とにな り、 設計に対し て実行され、 必要な出力文書形式が作成されます。 プ リ
セ ッ ト (CAM 文書 ) には文書形式、 表示されるオブジ ェ ク ト 、 設計位置、 出力デバイ
スが含まれます。 

[CAM 文書の定義 ] ダイアログボ ッ クスに文書設定リ ス ト がある場合、 現在の設計に
対し て設定を実行し、 出力 ( 印刷、 フ ォ ト プロ ッ ト のいずれかも し く は両方 ) できま
す。 文書は 1 つずつ、 またはバッ チモー ド で印刷できます。

制限事項 ： 最大 250 の CAM 文書設定を作成できます。

CAM 文書ワーク フ ローの追加

1. 文書のプロパテ ィ を定義し ます。 CAM 文書名、 文書形式 ( また、 後処理
ツールと し て CAM350 を使う場合は製造層も ) を設定する必要があ り ます。

参照 ： CAM 文書の追加と編集

2. 層を指定し、 文書内の項目の可視性を設定し ます。

参照 ： CAM 文書で設計オブジ ェ ク ト を表示

3. プロ ッ ト オプシ ョ ンを選択し ます。 文書内での設計の位置、 オブジ ェ ク ト の
省略、 CAM 内層接続層オプシ ョ ンを設定し ます。

参照 ： CAM 文書プロ ッ ト オプシ ョ ンの設定、 NC ド リルプロ ッ ト オプシ ョ ンの
設定

4. 文書の出力形式を指定し ます ： フ ァ イル、 プロ ッ タ、 印刷。

5. 出力形式を選択後、 出力デバイスを設定し ます。

参照 ： 印刷と プロ ッ ト 、 PostScript を フ ァ イルに印刷、 ペンプロ ッ タの設定、
フ ォ ト プロ ッ タ を出力の設定、 NC ド リルデバイス出力オプシ ョ ンの設定

CAM 文書の追加

1. フ ァ イルメ ニュー > CAM

2. 追加ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 リ ス ト に CAM 文書を追加し ます。 
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結果 ： これによ り [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 ] ダイアログボ ッ クスが開き
ます。 CAM 文書設定を作成し、 [CAM 文書の定義 ] ダイアログボ ッ クスに戻り
設定を保存し、 設計に対し て設定を適用し ます。

CAM 文書の編集

1. フ ァ イルメ ニュー > CAM

2. CAM 記録文書リ ス ト で文書を選択し、 編集ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 これに
よ り文書設定の編集が行える、 [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を編集 ] ダイアログボ ッ
クスが開きます。

1 つの CAM 文書をプレビ ュー

設計に対し て設定を適用する前に、 CAM 文書設定結果のプレビ ューが行えます。

1. フ ァ イルメ ニュー > CAM

2. CAM 文書リ ス ト から文書を選択し、 確認画面を ク リ ッ ク し ます。
[CAM の確認画面 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

参照 ： CAM 文書のプレビ ュー

フ ォ ト プロ ッ ト フ ァ イルのアパーチャ レポー ト

CAM 文書で使われるアパーチャ文書を作成できます。

必須事項 ： アパーチャ文書を作成するには、 CAM 文書フ ォ ト プロ ッ ト 定義が設計に
対し実行されている必要があ り ます。 CAM 文書が印刷あるいはペン出力に設定され
ている と文書を作成し ません。

1. フ ァ イルメ ニュー > CAM

2. CAM 文書リ ス ト で CAM 文書を選択し ます。

3. アパーチャ レポー ト を ク リ ッ ク し ます。

4. [ アパーチャ レポー ト フ ァ イル名 ] ダイアログボ ッ クスで、 レポー ト 名を入力
し、 保存を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： アパーチャ レポー ト がデフ ォル ト テキス ト エデ ィ タ で開きます。

CAM 文書の削除

1. フ ァ イルメ ニュー > CAM

2. CAM 文書リ ス ト で文書を選択し、 削除ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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CAM 文書リ ス ト の並び替え

CAM 文書の順番を変更し て、 整理する こ とができます。

1. CAM 文書リ ス ト で CAM 文書を選択し ます。

2. 上側または下側ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 選択し た文書を リ ス ト 内で移動し ま
す。

出力の作成

現在の設計に対し、 1 つまたは複数の CAM 文書設定を実行できます。

1. CAM 文書リ ス ト で CAM 文書を選択し ます。 ド ラ ッ グ操作や Shift キーと ク
リ ッ クで文書範囲を選択できます。 隣接し ていない複数文書を選択するには、
Ctrl キーを押し ながら ク リ ッ ク し ます。

2. 実行を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： プロンプ ト ウ ィ ン ド ウで、 作成する文書の検証が行われます。 作成された
CAM 出力は印刷、 プロ ッ ト 、 または CAM デ ィ レ ク ト リ内のフ ァ イルへの書き込み
が行われます。

層構成の定義ダイアログボ ッ クスで混在内層接続層と し て指定し た層で CAM を実行
する と、 「分割 / 混在内層接続が検知されま し た。 塗潰し と DRC 検査を行いますか ?」
とい う メ ッ セージが表示されます。 複数の分割 / 混在内層接続層で CAM を実行する
場合、 このメ ッ セージは一度だけ表示されます。

• 分割 / 混在内層接続層で塗潰し処理を実行後、 設計検証の内層接続検査を行い、
層の分割 / 混在内層接続層データ を作成するには、 [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。
内層接続検査は混在内層接続層設定ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ンを使用し
て実行されます。

• 処理をキャ ンセルするには [ いいえ ] を ク リ ッ ク し ます。エラーについての詳細
を見るには、 手動で設計検証を実行し、 内層接続検査を行います。

ヒ ン ト ：

• パッ ドや他のオブジ ェ ク ト が PCB 部品形状エデ ィ タ でベタに関連付けられてい
る場合、 CAM では異なって解釈されます。 参照 ： 関連付けられたベタの使用

• カ ラー印刷出力では、文字が 2D ラ イ ン と合成されていた り寸法線の一部と なっ
ている場合、 ラ イ ン項目にはグレースケールやプ リ セ ッ ト された色が使用され
ます。 基板上の全ての任意文字は [ 選択済項目 ] ダイアログボ ッ クスで文字に
指定された色が使用されます。
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CAM 文書設定の表示

CAM 文書設定の概要は、 [ 要約 ] ボ ッ クスで参照できます。 

• CAM 文書リ ス ト で文書を選択し、 [ 要約 ] ボ ッ クスで設定を確認し ます。

CAM 出力文書のフ ォルダを選択

CAM 文書を実行し てフ ァ イルに出力する場合、 フ ァ イルは CAM デ ィ レ ク ト リ に
保存されます。 デフ ォル ト では、 CAM デ ィ レ ク ト リは powerpcb.ini フ ァ イルの
CAMDir で呼び出される \PADS Projects\Cam\default 下にあ り ます。

• 任意のデ ィ レ ク ト リ を表示し、 設計と共に保存するパスを作成するには CAM
デ ィ レ ク ト リ リ ス ト で <Create> を選択し ます。

CAM 文書設定の保存

CAM 文書リ ス ト に追加された CAM 文書を保存できます。 ソ フ ト ウ ェ アは現在の
ソ フ ト ウ ェ アセ ッ シ ョ ンに保存されますが、 .pcb フ ァ イルには保存されません。

必須事項 ： CAM 文書に追加された変更を設計フ ァ イルに組み込むには、 .pcb 設計
フ ァ イルを保存する必要があ り ます。

• 保存ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

CAM 文書設定の出入力

CAM 文書設定を出力し て他の設計に入力する こ とによ り、 類似し た設計で CAM
文書設定を再使用できます。

• 設定を別フ ァ イルに保存するには出力を ク リ ッ ク し ます。 フ ァ イルを
default.cam と名前付ける と、 各 .pcb フ ァ イルに対しデフ ォル ト CAM 設定
と し て使用されます。

• 入力を ク リ ッ ク し、 .pcb フ ァ イルの CAM 設定と し て使う、 出力された設定
を呼び出し ます。

CAM 文書を フ ァ イルで一覧表示

CAM 文書の一覧を保存できます。 また、 設計文書と共に印刷や保存を行えます。

1. 一覧表示を ク リ ッ ク し ます。 

2. [ リ ス ト 化フ ァ イル名 ] ボ ッ クスが表示されます。 名前を入力し て保存を
ク リ ッ ク し ます。
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結果 ： 一覧が保存され、 デフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ でそのフ ァ イルが開き
ます。

CAM 文書の追加と編集
文書の追加、 文書の編集ダイアログボ ッ クスを使用し て、 CAM 文書を定義し ます。

こ こ では以下について説明し ます ：

• CAM 文書形式の解釈

• CAM 文書の追加や編集

• 出力デバイスの選択

• TrueLayer 関連付けの使用

CAM 文書形式の解釈

CAM 文書を追加する際、 作成する CAM 文書形式を選択する必要があ り ます。
各 CAM 文書形式には特定のオプシ ョ ンのセ ッ ト があ り ます。

ヒ ン ト ： CAM 文書形式のデフ ォル ト 設定は、 部品形状層の使用と一致し ない場合が
あ り ます。 CAM 確認画面で必ず文書の確認を行い、 作成する文書形式に対し て、 必
要な全ての設計要素が表示されている こ と を確かめます。

個別設定－独自の文書定義を作成し ます。 [ 項目を選択 ] ダイアログボ ッ クスを使用
し て、 どのオブジ ェ ク ト を文書に表示するかを指定し ます。

CAM 内層－ CAM 内層接続層を文書化し ます。 PADS Layout では、 CAM 内層接続層
は常に全面銅箔面と な り ます。 作業領域の可視性を高めるため、 CAM 内層接続面は
ネガ画像と な り、 PADS Layout の背景色が使われます。 CAM 確認画面オプシ ョ ンで、
CAM 文書のネガ画像を反転できます。 デフ ォル ト では、 CAM 確認画面の導体要素は
白で表示されます。 層 25( 増加層モー ド では 125) は、 追加ベタが非ベタ ( ネガテ ィ ブ
層 ) の CAM 内層接続面オブジ ェ ク ト でよ く 使用されます。 また、 層 25 はサーマルや
アンチパッ ドの超過寸法の定義に使用できますが ( 以前の方法 )、 プロ ッ ト オプシ ョ
ンダイアログボ ッ クスで CAM 内層接続のカス タムサーマル設定を行った方がよ り効
果的です。 必要な場合、 [ 項目を選択 ] ダイアログボ ッ クスで層 25 を追加し ます。

配線 / 分割内層接続－内層接続領域と配線の両方も し く はいずれかを含む層を文書化
し ます。 分割 / 混在内層や非内層接続層にはこの形式を使用し ます。 導電性要素は、
CAM 確認画面で黒で表示されます。

シルク－部品面と半田面のシルク図形層を文書化し ます。 層 20( 増加層モー ド では
120) は、 シルク図形外形線の代わり に、 配置や押し退けの外形線に使用されます。
必要な場合、 [ 項目を選択 ] ダイアログボ ッ クスで層 20 を追加し ます。 導電要素は
CAM 確認画面で黒色で表示されます。
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メ タルマスク－部品面と半田面のメ タルマスク層を文書化し ます。 黒 く 表示された領
域はメ タル位置です。 白 く 表示された領域はメ タルマスクです。 メ タルは表面実装部
品にのみ使用されます。 貫通穴実装部品のパッ ドは表示されません。

レジス ト －部品面と半田面のレジス ト 層を文書化し ます。 黒 く 表示された領域はソル
ダー位置です。 白 く 表示された領域はレジス ト です。 

アセンブ リ図面－アセンブ リ図面を文書化し ます。 部品面層と シルク図形層、 また /
も し く は層 20 に実装部品外形線が作成されている場合があ り ます。 [ 項目を選択 ]
ダイアログボッ クスで、 必要な層を追加し ます。 導電性要素は CAM 確認画面では
黒で表示されます。

ド リル確認図面－ド リル位置を文書化し ます。 ド リルテーブルが自動的に追加され、
ド リル穴図画オプシ ョ ンダイアログボ ッ クスで指定し た位置に表示されます。

NC ド リル－ NC ド リルフ ァ イルを作成し ます。 この文書は閲覧を目的と し ておらず、
設計で必要な x、 y 位置と各ド リル寸法が含まれています。 

フ ォ ト データ検証－既存の文書の表示と検証を行います。 別の設計から文書を閲覧す
る こ と も可能です。 フ ォ ト データ検証ではマク ロ、 アパーチャ選択、 PADS Layout
ガーバー出力の領域塗潰し コ マン ド をサポー ト し ています。 フ ォ ト プロ ッ ト 検証で
は、 PADS Layout で作成された RS-274-X ガーバーフ ァ イルのみ処理できます。

CAM 文書の追加や編集

文書追加 / 文書編集ダイアログボ ッ クスを使用し、 新規または既存の CAM 文書を定
義し ます。

ヒ ン ト ： TrueLayer オプシ ョ ンを使用する場合に TrueLayer が層と CAM 文書にどのよ
う に適用されるかについては、 TrueLayer 関連付けの使用をご覧下さい。

1. フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン、 または文書を選択し て編集を ク リ ッ
ク し ます。

結果 ： 操作に応じ て、 [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 ] ダイアログボ ッ クスまた
は [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を編集 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。 いず
れのダイアログボ ッ クスでも使用方法は同じ です。

2. [ 記録文書名 ] ボ ッ クスで、 プロ ッ ト 形式と出力デバイスを表す文書名を入力
し ます ( 例 ： 「シルク図形部品面層－印刷用」 )。 これは保存フ ァ イル名とは異
な り ます。 保存フ ァ イル名は、 [ 出力フ ァ イル ] ボ ッ クスで定義し ます。

3. 記録文書形式リ ス ト でデフ ォル ト のプロ ッ ト 設定を選択し ます。 文書形式を選
択する と、 プロ ッ ト する層と項目のセ ッ ト が自動的に作成されます。 これら を
そのまま使うか、 カス タ マイズできます。 [ 要約 ] ボ ッ クスでデフ ォル ト 文書
形式の設定の概要を参照できます。
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例外 ： [ 記録文書形式 ] の選択時に層の関連を選択するよ う プロンプ ト され、
リ ス ト に層が存在し ない場合、 層構成の設定を再度行う必要があ り ます。 層構
成を定義ダイアログボ ッ クスへのシ ョ ー ト カ ッ ト である [ 層の設定 ] を ク リ ッ
ク し ます。 も し く は、 設定メ ニューを開 く ために全ての CAM ダイアログボ ッ
クスを閉じ る必要があ り ます。

4. [ 出力フ ァ イル ] ボ ッ クスで、 デフ ォル ト 名をそのまま使用するか、 新たに出
力フ ァ イル名を入力し ます。

5. 後処理には CAM350 が使用する場合、 製造層リ ス ト から プ リ ン ト 基板の製造
に使用する層を選択し ます。 製造層は、 CAM350 リ ン ク を使用する CAM350
データベースへの変換の際のみに使用されます。

6. 出力デバイスを ク リ ッ ク し ます。 プロ ッ ト と ド リル図面には、 印刷、 ペン、
も し く はフ ォ ト を選択し ます。 NC ド リル出力用に [ ド リル ] て常に選択され
ています。

• デバイス設定を ク リ ッ クする と、 選択し たデバイス形式に関する設定が行
えるプ リ ン タ設定、 ペンプロ ッ ト 設定、 フ ォ ト プロ ッ ト 設定、 NC ド リル設
定などのダイアログボ ッ クスが開きます。

7. デフ ォル ト 層と PADS Layout によ り選択された項目を使用する場合は、 何も行
う必要はあ り ません。 ただ し、 以下の操作で出力内容の修正を行えます ：

• 層を ク リ ッ クする と、 [ 項目を選択 ] ダイアログボ ッ クスが開きます。 こ こ
で、 この文書内で表示する層や項目の修正が行えます。

• オプシ ョ ンを ク リ ッ クする と、 選択し たプロ ッ ト 形式に応じ た以下のオプ
シ ョ ンダイアログボ ッ クスが表示されます。

• アセンブ リ を ク リ ッ クする と、 アセンブ リバリ アン ト を選択ダイアログ
ボッ クスが表示されます。 アセンブ リバリ アン ト に基づいて CAM 出力を
行うか、 使用するアセンブ リバリ アン ト を選択するか、 選択できます。
CAM ではアセンブ リバリ アン ト の編集を行えません。

制限事項 ： [ アセンブ リ ] ボタ ンはアセンブ リバリ アン ト を作成するまで使用
できません。

ボタ ン 設定内容

プロ ッ ト オプシ ョ ン プ リ ン タ、 ペン、 フ ォ ト
プロ ッ ト

ド リル図面オプシ ョ ン ( ド リル
図面が文書形式と し て選択され
ている時のみ、 [ プロ ッ ト オプ
シ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスか
ら使用できます。 )

ド リル図面

NC ド リルオプシ ョ ン NC ド リル出力
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参照 ： アセンブ リバリ アン ト ダイアログボ ッ クスを使う

8. 選択内容の確認画面を ク リ ッ ク し、 層と オプシ ョ ン設定のプレビ ューを行い、
設定が期待通りのものか確認し ます。

9. 実行を ク リ ッ ク し て、 定義を行った文書を作成し ます。 

別の方法 ： OK を ク リ ッ ク し、 文書設定を [CAM 文書の定義 ] ダイアログボ ッ
クスに読み込みます。

10. この CAM 文書形式と出力デバイスの現在の設定をデフ ォル ト 設定し て保存す
る場合、 デフ ォル ト と し て保存を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 手動で ド リルテーブルを作成し、 これをデフ ォル ト のド リルテーブル
と し て使う場合、 [ デフ ォル ト と し て保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 

11. OK を ク リ ッ ク し て変更を適用し ます。

出力デバイスの選択

基本的に、 プ リ ン ト アウ ト ( 印刷 )、 または製造業者に送信する フ ァ イル作成のいず
れかを行います。 確認を行う ためにフ ァ イルを印刷し て、 その後でフ ァ イルを製造業
者に送る こ と もできます。 唯一の違いは、 文書追加または文書編集ダイアログボ ッ ク
スで選択する出力デバイスの形式です。 

出力デバイスには、 印刷、 ペン、 フ ォ ト 、 ド リルの 4 種類があ り ます。 混同しやすい
プロ ッ タ形式が 2 つあるため注意し て く だ さい。 1 つは、 職場で一般的に見られるペ
ンプロ ッ タ で、 も う 1 つは製造で使用される フ ォ ト プロ ッ タ です。 つま り、 出力を紙
上に印刷またはプロ ッ ト し た り、 フ ォ ト プロ ッ ト フ ァ イルを製造業者へ送る こ とがで
きます。 また、 別の出力形式と し て NC ド リルフ ァ イルがあ り ます。 このフ ァ イルは
フ ォ ト プロ ッ タ で使用する フ ァ イルと同様に製造業者に送られますが、 ビアのド リル
作業を行う コ ンピ ュータ化された ド リルマシンにも入力し ます。

TrueLayer 関連付けの使用

実装部品の搭載面変更を行う と、 デフ ォル ト では、 実装部品の属性も共に搭載面が変
更されます。 例えば、 設計内で実装部品をある面から反対側に変更し ます。 参照名属
性は表示され、 部品面シルク図形層に配置されていても、 自動的に半田面のシルク図
形層へ搭載面が変更されます。 その場合、 TrueLayer 関連付けが使用されています。
この機能は、 層構成の定義で正し く 層設定が行われているかにも依存し ます。 
TrueLayer 機能は、 起動時にコマン ド ラ イ ンスイ ッ チを ソ フ ト ウ ェ アに適用する こ と
によ り無効化できます。

参照 ： 起動オプシ ョ ン、 実装部品面層と文書層の関連付け
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CAM 文書で設計オブジ ェ ク ト を表示
CAM 文書追加時に、 [ 項目を選択 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 その文書で表示
する層と項目を定義し ます。 層と項目の色も設定可能です。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• プロ ッ ト を行う層と層オブジ ェ ク ト を選択する

• 関連付けられたベタの使用

• 層で設定されていないオブジ ェ ク ト のプロ ッ ト を行う

• オブジ ェ ク ト に色を適用

• 個別ネ ッ ト に色を適用する

• 設定のプレビ ュー

プロ ッ ト を行う層と層オブジ ェ ク ト を選択する

CAM 文書に入れる層や層オブジ ェ ク ト を有効にできます。

1. フ ァ イルメ ニュー > CAM

2. 新規 CAM 文書を作成するには追加を ク リ ッ ク し、 選択文書を編集するには
文書名リ ス ト から文書を選択し編集を ク リ ッ ク し ます。

3. 層を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 使用可能 ] 領域に表示された層を選択し ます。

5. [ 選択済 ] ボ ッ クスに層を追加するには、 追加を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 ] ダイアログボ ッ クスで [ デフ ォル ト と
し て保存 ] を ク リ ッ ク し ても、 選択し た層はデフ ォル ト と し て保存されませ
ん。 

6. [ 選択済 ] リ ス ト で層が選択された状態で、 出力し たいオブジ ェ ク ト を選択し
ます。 オブジ ェ ク ト を選択し ないと、 CAM 文書ではその層において何の項目
も表示されません。

例外 ：

• 設計内でラベルの表示を有効にし ていない場合、 CAM では属性ラベルの出力
を行いません。 ラベルを表示するには、 ラベルのプロパテ ィ ダイアログボ ッ ク
スの [ 表示 ] リ ス ト を表示し ます。

• テス ト ポイ ン ト チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 指定し た層で全てのテス ト
ポイ ン ト ( 実装部品ピン と ビア ) が表示されます。 デフ ォル ト では、 テス ト
ポイ ン ト は基板の半田面に位置し ています。 設計の部品面にレジス ト 文書作成
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時は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスで [ 部品面アクセス ] と設定された
テス ト ポイ ン ト のみが CAM 文書内で表示されます。 レジス ト 文書にはテス ト
ポイ ン ト がデフ ォル ト で追加されます。 これによ り テス ト ポイ ン ト 、 具体的に
はテス ト ポイ ン ト ビアのマスクが解除されます。 通常、 ビアはレジス ト で覆わ
れ、 CAM 文書の確認画面では白で表示されます。

関連付けられたベタの使用

パッ ドや他のオブジ ェ ク ト が PCB 部品形状エデ ィ タ でベタに関連付けられている場
合、 CAM では異なって解釈されます。 ベタ形状と開放ベタの関連付けは、 部品形状
で強固な断切の作成に使用される方法の 1 つです。 解釈は以下のよ う にな り ます ：

• ター ミ ナルはビア と し て解釈されます。

• 閉じ たベタ形状はパッ ド と し て解釈されます。

• 開放ベタ ( ベタ で描画されたパス ) は配線と し て解釈されます。

ヒ ン ト ： [ ビア ]、 [ パッ ド ]、 [ 配線 ] チ ェ ッ クボ ッ クス と と もに [ ベタ と合成し た
ピン ] 領域のオプシ ョ ンを使用し て、 CAM 文書の表示内容を全て設定する こ とが
できます。

関連付けられたベタ と と もに作成された部品形状がある場合、 [ ベタ と合成し たピン ]
領域では、 さ らにオブジ ェ ク ト 可視性オプシ ョ ン も使用可能です。

1. [ ベタ と合成し たピン ] 領域の拡張選択内容チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て、
オブジ ェ ク ト チ ェ ッ クボ ッ クスの選択を有効にし ます。 このオプシ ョ ンでは、
パッ ド、 ビア、 配線の通常オプシ ョ ン とは別に、 関連ベタ項目を選択できま
す。

2. ベタに関連付けられたパッ ド を表示するには、 パッ ド チ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し ます。 

3. ピンに関連付けられた開放ベタ を表示するには、 開図形ベタ チ ェ ッ クボ ッ クス
を選択し ます。

4. ピンに関連付けられた塗り潰しベタ を表示するには、 塗り潰しベタ チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し ます。

参照 ： ター ミ ナルとベタの関連づけ

層で設定されていないオブジ ェ ク ト のプロ ッ ト を行う

層ご とに設定されていないオブジ ェ ク ト を CAM 文書に入れる こ とができます。

• その他領域で、 CAM 文書に含める項目の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し ます。 基板外形線 ( および基板カ ッ ト アウ ト )、 結線、 メ ッキ付き長穴、
非メ ッ キ長穴から選択し ます。
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• 実装部品外形線領域で、 CAM 文書に含める項目の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クス
を選択し ます。 部品面または半田面の実装部品外形線から選択し ます。 

オブジ ェ ク ト に色を適用

プ リ ン タやペンプロ ッ タ えの出力時、 CAM 文書オブジ ェ ク ト に色を適用する こ とが
できます。 カ ラーパレ ッ ト にはプ リ ン タやプロ ッ タ で出力できる色のみ表示されま
す。 グレースケールでのみ印刷が行えるデバイスの場合、 パレ ッ ト にはグレースケー
ルが表示されます。

• 選択済表示色領域で、 パレ ッ ト 内の色を ク リ ッ ク し、 設計オブジ ェ ク ト の横に
あるボッ クスを ク リ ッ ク し ます。 項目への色指定は、 [ その他 ]、 [ 実装部品外
形線 ]、 [ 優先項目 ] 領域で行えます。

必須事項 ： オブジ ェ ク ト 色見本が表示される前に、 設計オブジ ェ ク ト のチ ェ ッ
クボッ クスを選択する必要があ り ます。

ヒ ン ト ： 単色出力デバイス ( プ リ ン タ / プロ ッ タ ) では、 黒のみが使用可能です。 各
文書形式の ( その他、 優先項目、 および / または実装部品外形線で選択し た項目に対
する ) 選択色を保存し、 これらの設定をその形式の新規文書のデフ ォル ト 設定と し て
使用できます。 詳細は、 CAM 文書の追加と編集をご覧下さい。 

個別ネ ッ ト に色を適用する

印刷時に、 [ ネ ッ ト を表示 ] ダイアログボ ッ クスでネ ッ ト に指定された色を使用でき
ます。

• 出力時に [ ネ ッ ト を表示 ] の色を使用するには、ネ ッ ト 毎の色チ ェ ッ クボ ッ クス
を選択し ます。

設定のプレビ ュー

• [ 選択済項目 ] ダイアログボ ッ クスで行った設定のプレビ ューを行う には、
[ プレビ ューボタ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

参照 ： 1 つの CAM 文書をプレビ ュー

関連 ト ピ ッ ク 　

CAM 文書のオーバーレ イ

CAM 文書プロ ッ ト オプシ ョ ンの設定
[ プロ ッ ト オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 プロ ッ ト オプシ ョ ンを設定
し ます。 このダイアログボ ッ クスでは ド リル図面オプシ ョ ン も使用できます。
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ヒ ン ト ： SMD ジャ ンパのジャ ンパピンは、 SMD 実装部品の出力と同じ よ う に、 メ タ
ル層に出力されます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• プロ ッ ト の位置付けを理解する

• プロ ッ ト の位置

• プレビ ューの解釈

• オブジ ェ ク ト の省略

• フ ァ イル名情報をプロ ッ ト に含める

• 現在の表示のみプロ ッ ト を行う

• OLD オブジ ェ ク ト のプロ ッ ト

• ラ イ ン とパッ ドの塗潰し

• パッ ド超過 ( 以下 ) 寸法を全体的に調整

• CAM 内層接続層オプシ ョ ンの設定

• CAM 内層接続面サーマル画像の解釈

• ド リル記号および ド リル図面オプシ ョ ンのアクセス

プロ ッ ト の位置付けを理解する

プロ ッ ト の位置座標設定を使用し、 設計の印刷やペンプロ ッ ト を行う ページでの最適
な表示を行います。 よ り重要なのは、 プロ ッ ト 位置設定によ り、 設計内の層にある全
ての文書が完全に整列し ている こ と を確実とする こ と です。 効率良 く 層を揃えるに
は、 基板または一般的な基準点を使用するか、 プロ ッ ト 位置調整の 2 つの隣接し た面
を使用する こ と です。

プロ ッ ト の位置

[ プロ ッ ト オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 位置座標 ] 領域を使用し て、 プロ ッ ト
表示を調整できます。 確認画面を使用し て、 出力を行う フ ァ イルやページの正しい位
置付けを設定し ます。

1. フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加または編集ボタ ン > オプシ ョ ン

2. 方向リ ス ト で設計の方向角度を設定し ます。 0、 90、 180、 270 の中から角度を
選択し ます。

3. 比率ボッ クスで、 実寸法に対するプロ ッ ト 寸法の比率を設定し ます。 2 ： 1 の比
率にする と、 プロ ッ ト 寸法は実寸法の 2 倍の大き さにな り ます。



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0686

CAM 出力
CAM 文書プロ ッ ト オプシ ョ ンの設定

4. 画像の反転表示を行う には反転画像チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

5. 参照名の反転表示を行う には参照名反転チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

6. 位置調整リ ス ト でプロ ッ ト 表示の調整を選択し ます。 端点の形式 / コーナーの
位置調整では、 一番外側にあるオブジ ェ ク ト が使用され、 基板 / 一般的な基準
点との併用が効果的です。 以下から選択し て く だ さい ：

図面中央－設計を出力メ デ ィ ア境界の中央に配置し ます。

左下－出力を出力メ デ ィ アの左下に合わせます。

右下－出力を出力メ デ ィ アの右下に合わせます。

左上－出力メ デ ィ アの左上に合わせます。

右上－出力を出力メ デ ィ アの右上に合わせます。

オフセ ッ ト －出力原点を x と y オフセ ッ ト に合わせます。

図面適合倍率－出力メ デ ィ ア内で出力内容が表示されるよ う、 倍率の自動調整
を行います。

[ 図面中央 ] と [ 図面適合倍率 ] 以外のオプシ ョ ンを選択し た場合、 余白オフセ ッ ト の
定義が行えます。 X オフセ ッ ト および Y オフセ ッ ト ボ ッ クスに値を入力し、 余白オフ
セ ッ ト 値を設定し ます。 オフセ ッ ト を設定する と、 設計を出力メ デ ィ ア境界内で動か
せるよ う にな り ます。 オフセ ッ ト に設定された値によ り、 設計の原点がその位置に置
かれます。

プレビ ューの解釈

確認画面には、 プロ ッ ト 領域または印刷ページに対する設計の位置が表示されます。
青い外形線は設計の基板外形を表し ます。 ド リル図面作成時は、 確認画面領域には
( 有効になっている場合 ) 穴径一覧がピン ク色の外形で表示されます。 デフ ォル ト で
は、 ド リル図面はコーナーが設計原点に来るよ う に配置されます。 設計と重複するの
を避けるため、 穴径一覧の再配置が必要な場合があ り ます。 詳細は、 ド リル穴図画オ
プシ ョ ンの設定をご覧下さい。

オブジ ェ ク ト の省略

CAM 文書から参照名や部品のパッ ド を省略する こ とができます。

1. 参照名ボ ッ クスに、 省略する全ての参照名の接頭辞をするか、 特定の参照名を
入力するか、 参照名の範囲を カ ンマで区切って指定し ます。 ある範囲の参照名
を省略するにはチルダを使用し ます。 各入力の間にはスペースを入れないで く
だ さい。 例 ： J,U1,R2~5

2. 参照名ボ ッ クスで指定し た参照名で表される部品を CAM 文書から除外するに
は、 パッ ド除外チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。
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フ ァ イル名情報をプロ ッ ト に含める

プロ ッ ト には設計フ ァ イル情報を含める こ とができます。

• .pcb 名と日時をプロ ッ ト に含めるには、 作業名出力チ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し ます。 

制限事項 ： このオプシ ョ ンは出力デバイスがフ ォ ト プロ ッ タの場合は使用できませ
ん。

現在の表示のみプロ ッ ト を行う

レ イアウ ト エデ ィ タ で表示されている設計部分のみプロ ッ ト を行えます。

レ イアウ ト エデ ィ タの現在の表示のみプロ ッ ト するには、 ウ ィ ン ド ウ画面出力チ ェ ッ
クボッ クスを選択し ます。 設計全体をプロ ッ ト するには、 このオプシ ョ ンを OFF に
し ます。

ヒ ン ト ： パッ ド フ ラ ッ シュはフ ラ ッ シュ中央がレ イアウ ト ウ ィ ン ド ウ内にある場合の
み表示されます。

OLD オブジ ェ ク ト のプロ ッ ト

CAM 文書に OLE オブジ ェ ク ト を含める こ とができます。

OLE オブジ ェ ク ト のプロ ッ ト を行う には、 OLE オブジ ェ ク ト をプロ ッ ト チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し ます。 このオプシ ョ ンは出力を印刷する時のみ使用できます。 OLE
オブジ ェ ク ト のフ ォ ト プロ ッ ト やペンプロ ッ ト を行えません。

制限事項 ： 方向が 0 に設定されていない場合、 このオプシ ョ ンは選択できませ
ん。

ヒ ン ト ： OLE オブジ ェ ク ト は CAM 確認画面ダイアログボ ッ クスには表示され
ませんが、 プロ ッ ト 位置決定の計算に使用されます。

ラ イ ン とパッ ドの塗潰し

ラ イ ン とパッ ドの塗潰し を制御できます。 

• ラ イ ン とパッ ド を塗潰し てプロ ッ ト を行う には、 ラ イ ン / パッ ド を塗り潰し
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 ラ イ ン とパッ ドの塗潰し を行わない場合、
描画時間が短縮されます。
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パッ ド超過 ( 以下 ) 寸法を全体的に調整

電気層にある実装部品パッ ドやビアの超過 / 以下寸法を全体的に設定する こ とが可能
です。 SMD メ タルのプロ ッ ト やソルダーレジス ト に対し て設定できます。

制限事項

PADS2007 よ り、 超過 ( 以下 ) 寸法の値は電気層にのみ適用し ます。 この値を全層に
適用するには、 超過 ( 以下 ) 寸法の値を全層に適用をご覧 く だ さい。

手順

• 超過 ( 以下 ) 寸法 ボ ッ クスに正または負の値を入力し、 パッ ド と ビアに対する
一般的に適用する超過 ( 以下 ) 寸法を作成し ます。

参照 ： ソルダーレジス ト と メ タルの制御

ヒ ン ト ： 

o 内層接続層のプロ ッ ト の場合、 このオプシ ョ ンによ り間隙が作成されます。
正の値を入れる と、 プロ ッ ト されるパッ ド径が大き く な り、 負の値を入れ
る と プロ ッ ト されるパッ ド径が小さ く な り ます。

o また、 このオプシ ョ ンを使用し て、 内層接続層にあるパッ ドやサーマル形
状を大き く し た り、 小さ く できます。 このオプシ ョ ンでパッ ドやサーマル
を定義する際、 パッ ド ご とに異なる超過 ( 以下 ) 寸法の値は設定できません
が、 ラ イブ ラ リやパッ ド ス タ ッ クで寸法や層設定を行わな く てよいため、
時間の短縮にな り ます。

CAM 内層接続層オプシ ョ ンの設定

CAM 内層接続層の高度な機能を有効化できます。 

• CAM 内層接続ビアサーマルを生成チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 内層接続
ネ ッ ト に関連付けられたビアのサーマルを作成できます。 このオプシ ョ ンが選
択されていない場合、 サーマルの作成は行われず、 ビアに関連付けられた全て
の内層接続ネ ッ ト へのソ リ ッ ド接続が出力されます。 このオプシ ョ ンは CAM
内層接続プロ ッ ト でのみ使用できます。

• 個別サーマル設定を使用チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 パッ ド ス タ ッ クのプ
ロパテ ィ ダイアログボ ッ クスで定義されたサーマルと アパーチャー設定が使用
されます。 

必須事項 ： パッ ド ス タ ッ クで定義されたカス タムアンチパッ ド を使用する
CAM 内層接続では、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 分割内層接続層 /
混在内層接続層 ] タ ブの [ 未使用パッ ド を削除 ] チ ェ ッ クボ ッ クスの選択が必
要です。 この設定が有効にし ない場合、 デフ ォル ト のアンチパッ ド設定が使用
されます。 
参照 ： 分離 / 混在銅箔面オプシ ョ ンの編集
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このオプシ ョ ンは、 RS-274-X がフ ォ ト フ ロ ッ タ出力形式と し て選択されてい
る際に、 CAM 内層接続のプロ ッ タのみで使用できます。 カス タムサーマルは
デフ ォル ト でパッ ド寸法に間隙を足し たものをサーマルスポークの定義に使用
し ています。 デフ ォル ト の CAM 内層接続サーマルでは、 パッ ド径がサーマル
スポークの外側の幅に使用されます。 CAM350 では、 この形状が大きすぎるた
め、 パッ ド を CAM350 用に修正し て く だ さい。

制限事項 ： CAM 内層接続層のカス タムサーマルは、 RS-274-D フ ォ ト プロ ッ タ
出力形式では機能し ません。

CAM 内層接続面サーマル画像の解釈

CAM 内層接続サーマルは、 [CAM の確認画面 ] ダイアログボッ クス ( およびレ イアウ
ト エデ ィ タ ) で、 以下のよ う に表示されます。 これらの計算は、 印刷、 ペンプロ ッ
ト 、 フ ォ ト プロ ッ ト 操作の出力で使用されます ：

• サーマルの外形直径はフ ォ ト プロ ッ タの設定ダイアログボ ッ クスで設定し た
アパーチャ幅と一致し ます。

• 内径は外径の 75％です。

• スポーク数は常に 4 つで、 対角線上に配置されます。

• スポーク幅は外径の 1/6 です。

ヒ ン ト ： CAM 内層接続のカス タムサーマル内側の幅は [ パッ ド ス タ ッ クのプロパ
テ ィ ] ダイアログボ ッ クスで定義し たパッ ド寸法で定義されます。 外側の幅は、
デフ ォル ト の同一ネ ッ ト 対コーナー規則と し て設定されます。

ド リル記号および ド リル図面オプシ ョ ンのアクセス

• ド リルボタ ンを ク リ ッ ク し ド リル図面のオプシ ョ ンダイアログボ ッ クスを開
き、 使用する ド リル記号を設定し、 穴径一覧を設定し ます。

制限事項 ： ド リル記号ボタ ンはド リル穴図画文書形式選択時でのみ使用できます。

関連 ト ピ ッ ク 　

CAM 文書の定義

超過 ( 以下 ) 寸法の値を全層に適用
超過 ( 以下 ) 寸法の値を、 属性階層の PCB レベルに適用された属性を使用し て、 非電
気層に適用する こ と も可能です。 
PADS2007.1 以降では、 設計を開いた時も し く は ASCII フ ァ イルを入力し た時に、 属
性は全ての設計に自動的に追加されます。 開いている設計が PADS2007 で作成され
ている場合、 属性値は 「いいえ」 に設定されており、 超過 ( 以下 ) 寸法は電気層のみ
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に適用されます。 開いている設計が別のバージ ョ ンで作成されている場合、 属性は
「はい」 に設定され、 超過 ( 以下 ) 寸法は全層に適用されます。

手順

1. 設計内でオブジ ェ ク ト ( 実装部品、 実装部品パッ ド、 ネ ッ ト など ) を選択し、
右ク リ ッ ク メ ニューから属性を選択し ます。

2. 属性リ ス ト で、 PCB PCB を ク リ ッ ク し ます。
ヒ ン ト ： 属性階層の PCB レベルにある PCB 属性が表示されます。

3. CAM.Apply Oversize To All Pads 属性が属性リ ス ト に表示されます。 

4. 超過 ( 以下 ) 寸法値を全層に適用するには 「はい」 を、 この値を電気層のみに
適用するデフ ォル ト 設定を使用するには 「いいえ」 を ク リ ッ ク し ます。

結果

• 超過 ( 以下 ) 寸法は正し く 適用されま し たか ? レジス ト 層やメ タル層に適用され
る階層設定があ り、 超過 ( 以下 ) 寸法値は優先度が一番低 く なっています。
詳細 ： ソルダーレジス ト と メ タルの制御

階層の PCB レベルに PCB 属性に、 属性が表示されていますか ? 属性を正しい値で
追加し て く だ さい。

ド リル穴図画オプシ ョ ンの設定
[ ド リル穴図画オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスを使用し て ド リル穴図画の凡例と
記号のパラ メ ータ を設定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• ド リル穴図画ワーク フ ローの作成

• 穴径一覧を有効にする / 位置付け

• ド リル記号の指定

• ド リルデータ テーブルへのデータ入力

• マルチコ ラム ド リルデータボ ッ クス内のデータの説明

• ド リルデータ テーブル内データの並べ替え

• ド リルテーブルエン ト リの修正

• 選択内容の保存

ド リル穴図画ワーク フ ローの作成

1. [CAM 文書の定義 ] ダイアログボ ッ クスで追加を ク リ ッ ク し ます。 
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2. [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 ] ダイアログボ ッ クスの [ 記録文書名 ] ボ ッ クス
で名前を入力し ます。

3. [ 記録文書形式 ] リ ス ト で ド リル確認図面を選択し ます。

4. 層の関連性を選択し OK を ク リ ッ ク し ます。

5. オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

6. [ プロ ッ ト オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスで ド リル記号を ク リ ッ ク し ます。

7. [ 穴径一覧 ] 領域で一覧表を有効にし、 位置と寸法を定義し ます。

ヒ ン ト ： 穴径一覧 ( および ド リルデータ ) の値の表示は、 設計単位オプシ ョ ン
( ミ ル、 ミ リ、 イ ンチ ) の設定に依存し ます。 

穴径一覧を有効にする / 位置付け

ド リル図面に穴径一覧を自動的に追加できます。 穴径一覧のデフ ォル ト 位置は、 設計
オブジ ェ ク ト と重複する こ とのある、 設計の基準原点 (0、 0) と な り ます。 ド リル図面
内で穴径一覧のデフ ォル ト 位置を変更できます。 

1. [ 穴径一覧 ] 領域で一覧表チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 プロ ッ ト に凡例を含め
ます。

2. 文字高ボ ッ クスに、 文字の高さ を設計単位で設定し ます。

3. 図面枠の線幅ボ ッ クスに、 図面枠の線幅を設計単位で設定し ます。

4. 位置座標ボ ッ クスに、 穴径一覧の X、 Y 位置を設計単位で設定し ます。
[ デフ ォル ト で保存 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ても、 位置座標は保存されません。

ヒ ン ト ： OK を ク リ ッ ク し て、 プロ ッ ト オプシ ョ ンダイアログボ ッ クスの確認画面で
基板外形線に対するを確認できます。 基板外形線は青で、 穴径一覧の枠はピン クで
表示されます。

制限事項 ： CAM 文書のド リル確認図面において出力できるのは、 穴径一覧のみです。
設計には埋め込まれません。

ド リル記号の指定

[ ド リルデータ ] 領域の [ シンボルマーク を作図 ] オプシ ョ ンを使用し て、 記号の描画
方法を指定し ます。 記号のプレビ ューボ ッ クスでは選択し た ド リル記号の ( 例えば
プ ラス記号＋ ) 画像が確認できます。

1. 文字の高さボ ッ クスで ド リル記号の文字の高さ を設定し ます。

2. シンボルの線ボ ッ クスに、 ド リル記号のシンボルと文字に使用する線幅を入力
し ます。 
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3. シンボルの高さボ ッ クスに、 ド リル記号のシンボル高さ を設定し ます。

ド リルデータ テーブルへのデータ入力 
ド リルデータ領域の右下部分にある 5 つのボタ ンを使用し て、 ド リルテーブルに表示
される ド リル寸法の入力を制御し ます。

• 特定のメ ッキつき ド リル寸法を ド リルテーブルに追加するには、 メ ッキ付きを
追加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 新しいエン ト リが次に使用できる ド リル記号に
割り当てられます。

• 特定のメ ッキな し ド リル寸法を ド リルテーブルに追加するには、 メ ッキな し を
追加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 新しいエン ト リが次に使用できる ド リル記号に
割り当てられます。

• ド リルテーブルから入力内容 ( 複数可 ) を削除するには、 エン ト リ を選択し、
削除ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 複数選択するには、 Ctrl または Shift を押し なが
ら、 ク リ ッ ク し ます。 

• リ ス ト でまだ定義されていない現在の設計フ ァ イル内の項目用のド リル径を作
成 ( 追加 ) するには、 増加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

• ド リルテーブルを空にし て、 全ての既存データ を設計データベースのデータ で
置き換えるには、 再生成ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 増加または再生成を ク リ ッ ク後、 設計データベースに存在する場合は、 長穴
に対する入力も ド リルテーブルでは反映されます。 ド リルテーブルに長穴を手動で追
加するには、 [ メ ッキ付きを追加 ] または [ メ ッ キな し を追加 ] を ク リ ッ ク し、
< 幅 >X< 長穴の長さ > ( 例 ： 0.020 X 1.000) の形式を使用し て入力し ます。

マルチコ ラム ド リルデータボ ッ クス内のデータの説明

シンボル列

シンボルは、 ド リル寸法がテーブルに読み込まれた順番で指定されます。 手動で作成
されるエン ト リ に対し ては次に使用できるシンボルが使用されます。 シンボルの使用
はド リル寸法に限定されます。 64 の対応シンボルに対するシンボル割り当て順は以下
のとお り です ：

• 使用可能な 12 の画像シンボルの内の 6 個が最初に使用されます ( ＋、X、長方形、
ひしがた、 砂時計、 リ ボン型 )

• 文字シンボル＋ A から＋ Z が割り当て されます。

• 残り 6 つの画像シンボル ( 長方形＋、長方形 X、ひしがた＋、ひしがた X、円＋、
円 X) が割り当て されます。

• 長方形＋ A から長方形＋ Z が割り当て されます。
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数量列

数量列は設計内の各ド リル径の数を表示し ます。 デフ ォル ト の CAM フ ァ イルから読
み込まれた ド リル寸法や、 設計データベースに含まれていても現在の設計で使われて
いない代替ド リル寸法に対し ては、 0 値が含まれる場合があ り ます。

メ ッ キ列

メ ッ キ列には、 各ド リル寸法のメ ッキ形式がメ ッキ ( はい ) または非メ ッキ ( いいえ )
かを表示し ます。 それぞれが独自のメ ッキ形式を持つ場合、 テーブル内に ド リル寸法
が重複し て表示される場合があ り ます。

貫通 / 非貫通列

貫通 / 非貫通列のチ ェ ッ クボ ッ クスは、 その列に リ ス ト された ド リルが文書に出力さ
れる ( チ ェ ッ クボ ッ クス選択 ) か、 出力されない ( チ ェ ッ クボ ッ クス解除 ) かを指定
し ます。 ボッ クスはデフ ォル ト で ON になっています。

ヒ ン ト ：

• [ ド リルデータ ]領域で [全体/一部のコ ラムを表示]チ ェ ッ クボ ッ クスが選択され
ている場合のみ、 この列が表示されます。

• この列が表示されている時、 任意のド リル径で貫通および非貫通ド リルが存在
する場合、 これらは個別に数えられ、 別々の列に表示されます。 この列が表示
されていない場合、 任意のド リル径の貫通および非貫通ド リルは 1 つと し て数
えられ、 同じ列に表示されます。

ド リルデータ テーブル内データの並べ替え

ド リル図面テーブルの入力後、 データ を ド リル径やド リル穴の個数で並べ替え、 その
後メ ッ キタ イプで並べ替える こ とができます。 

ヒ ン ト ： ド リル図面テーブルには、 手動でデータ を入力し た り、 増加や再生成を用い
設計データベースの情報を入力し ます。 新規デフ ォル ト 設定の保存し ておらず、 テー
ブルにデータがまだ存在し ない場合、 [ 増加 ] や [ 再生成 ] を使用する と テーブルに
データが寸法順の昇順で入力され、 次に メ ッキあ り、 メ ッキな しの順で表示されま
す。

ド リル図面テーブルでデータ を並び替えるには

1. ド リル図面テーブルで任意の列 ( 径、 個数、 メ ッ キ ) を ク リ ッ ク し ます。 

2. 別の列ヘ ッ ダー ( 径、 個数、 メ ッキ ) を ク リ ッ クする と、 その列の値で並べ替
えを行います。 

最終的な並び替え順序は、 並び替え対象と なった列が選択された順序と な り ます。 
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例えば、 [ 寸法 ] 列を最初にク リ ッ クする と、 データが数値の昇順または降順で表示
されます。 次に [ メ ッキ ] 列を ク リ ッ クする と、 数値での並べ替え順序は維持しつつ、
リ ス ト 内のデータがメ ッキまたはメ ッキな しの順で再度並び替えられます。 その後、
[ 個数 ] 列を ク リ ッ クする と、 前の並び替えはオーバーラ イ ド され、 個数順に並べ替
えが行われます。

例

Table 31-1 は、 径 ( 昇順 )、 メ ッ キの順で並べ替えを行った結果を表示し ます。

並べ替え と増加または再生成

[ 増加 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 設計内にあってテーブルにはない ド リル径を、
テーブルに追加し ます。 [ 再生成 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 入力済みの全てのデー
タ を空にし、 設計データベースのデータ と置き換えます。 [ 増大 ] と [ 再生成 ] では、
次の並べ替え優先度を使用し てデータが入力されます。

• [ 増大 ] または [ 再生成 ] を ク リ ッ クする前にデータ を並べ替えた場合、開いてい
る CAM 文書で現在指定されている順番も し く は現在の編集セ ッ シ ョ ンの設定
で指定された順番で、 適切なデータが入力されます。

• 現在のセ ッ シ ョ ンで並べ替えを行っていな く ても、 並べ替えデフ ォル ト 設定を
保存し ている場合は、 [ 増加 ] または [ 再生成 ] を ク リ ッ ク し た時に、 保存され
たデフ ォル ト 設定に従い、 データが入力されます。

Table 31-1. 並べ替え結果例

シンボル 径 個数 メ ッキ 許容誤差

+ 0.0135 35 はい +0.000/0.0135

X 0.02 125 はい +/-0.003

長方形 0.037 62 はい +/-0.003

ひしがた 0.048 X 1.020 44 はい +/-0.003

長方形＋ 0.056 8 はい +/-0.003

長方形 X 0.072 4 はい +/-0.003

ひしがた＋ 0.11 6 いいえ +/-0.005

円＋ 0.156 4 いいえ +0.005/-0.002
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ド リルテーブルエン ト リの修正

[ ド リルデータ ] 領域に表示される ド リルテーブルの入力内容を修正するには、

1. 特定のド リル内容に関連するシンボルを修正するには、 シンボル列で目的のシ
ンボルをダブルク リ ッ ク し、 使用可能な ド リル記号リ ス ト からシンボルを選択
し ます。 次回、 そのエン ト リ を ク リ ッ ク し た際に、 [ シンボルマーク を作図 ]
領域のシンボル確認画面に反映されます。 

制限事項 ： シンボルの使用は排他的と なっています。 重複するシンボル指定を
作成する と変更は保存できません。

2. 特定のド リル内容の許容誤差を指定または変更するには、 [ 許容誤差 ] 列で目
的の許容誤差の値をダブルク リ ッ ク し、 新規の値を入力し ます。 

ヒ ン ト ： [ 許容誤差 ] 列には 32 文字までの文字列が入力可能で、 許容誤差と共
に製造注釈を入力する こ とができます。 適切な許容誤差を入力するよ う注意し
て く だ さい。 テキス ト フ ィ ールド間で許容誤差データのコ ピー & ペース ト を
行う こ とができますが、 複数セルのコ ピーはできません。

制限事項 ： 径、 個数、 メ ッキ列のデータは編集できません。

選択内容の保存

ド リルテーブルを手動で作成し た場合、 またはテーブルの内容を全ての CAM ド リル
図面にデフ ォル ト と し て再使用し たい場合、 この内容をデフ ォル ト と し て保存できま
す。 

• デフ ォル ト で保存を ク リ ッ ク し ます。 

ヒ ン ト ： [ デフ ォル ト で保存 ] を ク リ ッ ク し ても、 穴径一覧の位置座標は保存されま
せん。

関連 ト ピ ッ ク 　

CAM 文書の追加と編集

CAM 文書の定義

アセンブ リバリ アン ト

実装部品をアセンブ リバリ アン ト に置換

実装部品をアセンブ リバリ アン ト で置換える と、 [ バリ アン ト / 置換 ] ダイアログボッ
クスが表示されます。 実装部品を置き換える と、 置換えはアクテ ィ ブな実装部品と し
て参照されます。 置換え前の元の実装部品はデフ ォル ト と し て参照されます。 デフ ォ
ル ト 実装部品は、 ベースオプシ ョ ン と基本データベースに格納されます。
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• 実装部品の置換

• 実装部品ステータ スの説明

• 置換の差分表示

• バリ アン ト のプレビ ュー

実装部品の置換

1. ツールメ ニュー > アセンブ リバリ アン ト

2. 実装部品の置換を開始するには、 以下の方法があ り ます ：

• 実装部品を置き換えるアセンブ リバリ アン ト を名称リ ス ト でク リ ッ ク し、
変更する実装部品名を選択し、 状況領域で置換済を ク リ ッ ク し ます。 

または

• マルチコ ラムリ ス ト で実装部品を選択し、 状況領域で置換済を ク リ ッ ク し
ます。

または

• 動詞モー ド リ ス ト で置換を ク リ ッ ク し、 レ イアウ ト エデ ィ タ で実装部品を
選択し ます。 

3. [ バリ アン ト / 置換 ] ダイアログボ ッ クス内のマルチコ ラムリ ス ト のアク テ ィ ブ
列でパー ト タ イプをダブルク リ ッ ク し ます。 マルチコ ラムリ ス ト に置換えられ
る実装部品の属性 ( 値 )、 デフ ォル ト 値、 およびアクテ ィ ブ値 ( 置換え値 ) を表
示し ます。

4. リ ス ト から、 置換に使用する値を選択し ます。 

5. OK を ク リ ッ ク し て置換を完了し ます。

6. OK を ク リ ッ ク し てアセンブ リバリ アン ト に置換の保存と適用を行います。

ラ イブ ラ リから別のパー ト タ イプを選択するには、 参照を ク リ ッ ク し ます。

制限事項 ： フ ァ ミ リ、 ピン数、 ゲー ト 数、 シグナルピンは置換は行えません。 この情
報は、 別のパー ト タ イプを選択し た時に更新されます。

実装部品ステータ スの説明

[ 状況 ] 領域には実装部品のステータ スが表示されます ：

現在 [ 置換済 ] や動詞モー ド を ク リ ッ ク前の状態。

新規 [ 置換済 ] や動詞モー ド を ク リ ッ ク後の状態。
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例えば、 [ 挿入済 ] の実装部品の [ 置換 ] を行いたい場合、 実装部品はバリ アン ト に挿
入されているため、 [ 現在 ] には [ 挿入 ] と表示されます。 実装部品の新規置換を作成
し ているため、 [ 新規 ] には [ 置換済 ] と表示されます。

置換の差分表示

マルチコ ラムリ ス ト で、 差分があるデフ ォル ト と アクテ ィ ブ実装部品の値のみを表示
できます。 これには、 手動で変更し た項目や別のパー ト タ イプを選択し たために変更
された項目が含まれます。

• 差分を表示チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

バリ アン ト のプレビ ュー

置換のプレビ ューが行えます

• 確認画面ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 詳し く はバリ アン ト のプレビ ューをご覧下
さい。 

アセンブ リバリ アン ト ダイアログボ ッ クスを使う

[ アセンブ リバリ アン ト ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新規バリ アン ト 作成、 バ
リ アン ト の確認や編集、 バリ アン ト のプレビ ュー、 バリ アン ト 削除、 バリ アン ト のレ
ポー ト 作成が行えます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• アセンブ リバリ アン ト の作成

• バリ アン ト 設計実装部品の挿入、 未挿入、 置換

• アセンブ リバリ アン ト の修正

• 実装部品でアセンブ リバリ アン ト の修正を行う

• アセンブ リバリ アン ト の削除

• アセンブ リバリ アン ト のプレビ ュー

• アセンブ リバリ アン ト のパー ト リ ス ト 作成

• アセンブ リバリ アン ト のアセンブ リ図面の作成

アセンブ リバリ アン ト の作成

アセンブ リバリ アン ト を作成するには、

1. ツールメ ニュー > アセンブ リバリ アン ト
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2. 新規置換名ボ ッ クスに、 最大 26 文字の新規バリ アン ト 名を入力し ます。

3. 作成を ク リ ッ ク し ます。 基本オプシ ョ ンにある全ての項目を含む新規バリ アン
ト が作成されます。

4. 表示リ ス ト を使用し て、 マルチコ ラムリ ス ト に表示する項目を フ ィ ルタ リ ング
し ます。

5. 設計内の実装部品の未挿入または置換を行います。

6. 新規バリ アン ト の定義が完了し たら、 OK または適用を ク リ ッ ク し て新規バリ
アン ト に変更を保存し ます。 新規バリ アン ト を元に、 基本オプシ ョ ン も更新さ
れます。

続けて新規バリ アン ト を作成できます。

バリ アン ト 設計実装部品の挿入、 未挿入、 置換

バリ アン ト 設計実装部品の挿入、 未挿入、 置換には、 2 通りの方法があ り ます。

マルチコ ラムリ ス ト の使用

[ 状況 ] 領域のマルチコ ラムリ ス ト を使用し て、 実装部品ステータ スの修正が行えま
す。

制限事項 ： 基本オプシ ョ ンは他のバリ アン ト を元にし ているため、 ステータ スを直接
修正する こ とはできません。 マルチコ ラムリ ス ト で基本オプシ ョ ンを参照し ている場
合、 ステータ スの修正は行えません。

1. [ 名称 ] リ ス ト でバリ アン ト を選択し ます。

2. マルチコ ラムリ ス ト で新規バリ アン ト から未挿入にし たい項目を選択し、
未挿入を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： マルチコ ラムリ ス ト を並べ替えるには、 列ヘ ッ ダーを ク リ ッ ク し ま
す。

3. マルチコ ラムリ ス ト で置換を行う項目を選択し、 置換を ク リ ッ ク し ます。
各項目に対しバリ アン ト / 置換ダイアログボ ッ クスが表示されます。

4. 必要な置換を行い、 OK を ク リ ッ ク し ます。 [ アセンブ リバリ アン ト ] ダイアロ
グボッ クスに戻り ます。

設計領域 / レ イアウ ト エデ ィ タの使用

レ イアウ ト エデ ィ タ を使用し て実装部品ステータ スの修正が行えます。 レ イアウ ト
エデ ィ タ ( ダイアログボ ッ クス外 ) の動詞モー ド では、 実装部品にどのよ う な操作を
実行するかを決定できます。

1. [ 名称 ] リ ス ト でバリ アン ト を選択し ます。
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2. [ 管理 ] 領域で挿入または未挿入を選択、 または動詞モー ド リ ス ト の置換を選
択し ます。

3. ダイアログボ ッ クスの外でク リ ッ ク し ます。 ダイアログボ ッ クスは開いたまま
ですが、 アク テ ィ ブではあ り ません。

4. 設計領域で、 操作を実行する実装部品を 1 つずつ選択し ます。

ヒ ン ト ： 動詞モー ド で置換を使用する と、 各実装部品の選択後にバリ アン ト /
置換ダイアログボ ッ クスが表示されます。

5. 実装部品の選択終了後、 または動詞モー ド を変更し たい場合、 ダイアログボ ッ
クス内でク リ ッ ク し ます。 項目に対し て実行し た操作がダイアログボ ッ クス内
のマルチコ ラムリ ス ト に反映されます。

ヒ ン ト ： 基本オプシ ョ ンは修正できません。

アセンブ リバリ アン ト の修正

アセンブ リバリ アン ト を修正する こ とによ り、 例えば、 [ 名称 ] リ ス ト でク リ ッ ク し
たバリ アン ト に挿入済みの実装部品を [ 未挿入 ] や [ 置換 ] する こ とができます。

アセンブ リバリ アン ト を変更するには、

1. ツールメ ニュー > アセンブ リバリ アン ト

2. 名称リ ス ト でステータ スを見たいバリ アン ト を ク リ ッ ク し ます。

3. アセンブ リバリ アン ト 内の全ての実装部品を見るには、 表示リ ス ト の全てを
ク リ ッ ク し ます。 マルチコ ラムリ ス ト にバリ アン ト の実装部品ステータ スが
反映されます。

4. マルチコ ラムリ ス ト で、 バリ アン ト の [ 挿入 ]、 [ 未挿入 ]、 [ 置換 ] を行う
任意の実装部品を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： マルチコ ラムリ ス ト を並べ替えるには、 列ヘ ッ ダーを ク リ ッ ク し ま
す。

5. 挿入、 未挿入、 または置換を ク リ ッ ク し ます。

置換を ク リ ッ クする と、 置換を行う各バリ アン ト でバリ アン ト / 置換ダイアロ
グボッ クスが表示されます。

実装部品のステータ スを [ 置換済 ] から [ 挿入済 ] に変える と、 バリ アン ト は
デフ ォル ト 実装部品を使用し ます。

実装部品が既にバリ アン ト で置換済みで、 置換えの値を変更し たい場合、
マルチコ ラムリ ス ト で実装部品を選択し て [ 状況 ] 領域で編集を選択し ます。
[ バリ アン ト / 置換 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

6. [ バリ アン ト / 置換 ] ダイアログボ ッ クスで必要な置換を行い、 OK を ク リ ッ ク
し ます。 [ アセンブ リバリ アン ト ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。
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7. OK または適用を ク リ ッ ク し ます。

実装部品でアセンブ リバリ アン ト の修正を行う

こ こ では、 [ 形式 ] リ ス ト で [ 実装部品 ] を ク リ ッ ク し て [ アセンブ リバリ アン ト ] を
修正する方法を説明し ます。 名称リ ス ト で選択された実装部品がオプシ ョ ンで
[ 挿入 ] される と、 オプシ ョ ンでアン [ 挿入 ] または置換えが行えます。

1. ツールメ ニュー > アセンブ リバリ アン ト

2. 形式リ ス ト から実装部品を選択し ます。

3. 名称リ ス ト でステータ スの参照を行う実装部品を選択し ます。

4. 全てのバリ アン ト 内の実装部品のステータ スを表示するには、 [ 表示 ] リ ス ト
で全部品を ク リ ッ ク し ます。

5. マルチコ ラムリ ス ト で [ 挿入済 ]、 [ 未挿入 ]、 [ 置換 ] を実行する実装部品の
バリ アン ト を選択し ます。

実装部品が既にバリ アン ト で置換されていて、 その置換を変更し たい場合、
マルチコ ラムリ ス ト でバリ アン ト を選択し て [ 状況 ] 領域で編集を ク リ ッ ク し
ます。 [ バリ アン ト / 置換 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

ヒ ン ト ： マルチコ ラムリ ス ト の分類を行う には列ヘ ッ ダーを ク リ ッ ク し ます。

6. [ 挿入済 ]、 [ 未挿入 ] または [ 置換 ] を ク リ ッ ク し ます。

[ 置換 ] を ク リ ッ クする とバリ アン ト / 置換えダイアログボ ッ クスが表示されま
す。

実装部品のステータ スを [ 置換 ] から [ 挿入済 ] に変える と、 バリ アン ト は
デフ ォル ト 実装部品を使用し ます。

7. [ バリ アン ト / 置換 ] ダイアログボ ッ クスで必要な置換を行い、 OK を ク リ ッ ク
し ます。 [ アセンブ リバリ アン ト ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。

8. バリ アン ト への変更を保存するには、 OK または適用を ク リ ッ ク し ます。 置換
された項目は基本オプシ ョ ンからは削除されます。

アセンブ リバリ アン ト の削除

1. ツールメ ニュー > アセンブ リバリ アン ト

2. 名称リ ス ト で削除する実装部品を ク リ ッ ク し ます。

3. 削除ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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アセンブ リバリ アン ト のプレビ ュー

全てのアセンブ リバリ アン ト で [ 挿入済 ] 実装部品を表示できます。 実装部品の位置、
アセンブ リバリ アン ト での実装部品と他の実装部品の空間的な位置付け、 作成し た実
装部品が何の代替と なるか、 といったアセンブ リバリ アン ト 情報を見る こ とができま
す。

実装部品を表示、 非表示、 他の色で表示するには、

1. ツールメ ニュー > アセンブ リバリ アン ト

2. 名称リ ス ト でプレビ ューを行うバリ アン ト を選択し ます。

3. 確認画面を ク リ ッ ク し ます。 [< バリ アン ト > の確認画面 ] ダイアログボ ッ クス
が表示され、 バリ アン ト のアセンブ リ図面が表示されます。

4. バリ アン ト を ク リ ッ ク し て、 [ 確認画面 / オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスを開
きます。 プレビ ュー表示を変更するには、 [ 確認画面 / オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボ ッ ク スを使用し ます。 マルチコ ラムリ ス ト ボ ッ クスに、 そのバリ アン ト の確
認画面ウ ィ ン ド ウでオブジ ェ ク ト が表示になっているかど うかが表示されま
す。

5. 可視性を変更し たいアセンブ リバリ アン ト の実装部品セルをダブルク リ ッ ク し
ます。

• 実装部品を非表示にするには、 いいえを ク リ ッ ク し ます。

• 実装部品を表示するには、 はいを ク リ ッ ク し ます。

• 実装部品の色を選択するには、画面表示色を ク リ ッ ク し ます。 [ 画面表示色 ]
ダイアログボ ッ クスが表示されます。 選択実装部品を表示する色を ク リ ッ
ク し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。 [ 確認画面 / オプシ ョ ン ] ダイアログボッ
クスへ戻り ます。 マルチコ ラムリ ス ト で、 その実装部品のステータ スが
[ はい ] にな り ます。 色がある場合、 その部品は表示されます。

6. OK を ク リ ッ ク し ます。 [ バリ アン ト の確認画面 ] ダイアログボ ッ クスに戻り ま
す。 確認画面領域に、 設定し た可視性ステータ スが反映されます。

アセンブ リバリ アン ト のパー ト リ ス ト 作成

アセンブ リバリ アン ト を元にパー ト リ ス ト を作成できます。 

• レポー ト ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 アセンブ リバリ アン ト を使用し てレポー ト を作成するをご覧下さい。 

アセンブ リバリ アン ト のアセンブ リ図面の作成

アセンブ リバリ アン ト からアセンブ リ図面を作成できます。 詳細は、 CAM 文書の追
加と編集およびアセンブ リ図面のアセンブ リバリ アン ト を選択をご覧下さい。
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アセンブ リ図面のアセンブ リバリ アン ト を選択

[ アセンブ リバリ アン ト を選択 ] ダイアログボ ッ クスでバリ アン ト を選択する こ とに
よ り、 アセンブ リバリ アン ト のアセンブ リ図面を作成できます。

1. 文書を追加ダイアログボ ッ クスでアセンブ リ を ク リ ッ ク し ます。

制限事項 ： アセンブ リ文書形式を選択し ない場合、 このボタ ンは使用できませ
ん。

2. アセンブ リ図面の設計入力にアセンブ リバリ アン ト を使用する場合、 [ アセン
ブ リバリ アン ト を選択 ] ダイアログボ ッ クスで、 アセンブ リバリ アン ト を使用
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： データベース内の全部品 ( 生データベース ) を使用するには、 チ ェ ッ
クボッ クスの選択を解除し ます。

3. [ 名称 ] リ ス ト でバリ アン ト を選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

CAM 文書のオーバーレ イ

CAM プレビ ューオプシ ョ ンの設定
[CAM 確認画面を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 反転、 プロ ッ ト 方向表示、
複数 CAM 文書のオーバレ イ を行います。 全文書のプレビ ュー属性を変更できます。

ヒ ン ト ： プレビ ュー設定を使う には、 1 つ以上の CAM 文書が定義されている必要が
あ り ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• CAM 文書のオーバーレ イ

• CAM 文書の反転

• CAM 文書のプロ ッ ト 方向の表示

CAM 文書のオーバーレ イ

文書の可視性を有効にする こ とによ り、 複数の CAM 文書のオーバレ イが可能です。

• 各文書で可視属性チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

CAM 文書の反転

CAM 文書の表示を反転できます。 CAM 内層接続層はネガ層で、 他の層とは異って表
示されるため、 反転表示が必要な場合があ り ます。
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• 各文書で反転チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

CAM 文書のプロ ッ ト 方向の表示

CAM 文書プロ ッ ト オプシ ョ ンで定義されるプレビ ューデータの縮尺と方向を設定で
きます。

• 文書で方向チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

CAM 文書のオーバーレ イ

CAM 文書のプレビ ュー
CAM 文書操作の際に、 [CAM の確認画面 ] ダイアログボッ クスを使用し て、 出力の
プレビ ューを行えます。 最終的な CAM 文書に表示される全項目と、 プロ ッ ト 紙内で
の位置が表示されます。

ヒ ン ト ： ツールメ ニューの設計検証を使用し て製造関連の検査を実行し、 選択し た
エラーの層に関連し た CAM 文書を確認し たい場合も、 [CAM の確認画面 ] ダイアロ
グボッ クスを使用できます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 表示のコ ン ト ロール

• 異なる文書の表示

• 複数文書の表示

表示のコ ン ト ロール

[CAM の確認画面 ] ダイアログボ ッ クスでは、 表示のコ ン ト ロールを行う方法がい く
つかあ り ます。

• [ ズーム ( 拡大 / 縮小 )] 領域で次のボタ ンを使用し ます ：

o 基板ボタ ン－選択し た文書の内容を確認画面に収めて表示し ます。

o 拡張ボタ ン－ワールド座標系(座標システム全体)を確認画面に収めて表示し
ます。

o 作業領域ボタ ン－現在の画面表示を確認画面に収めて表示し ます。

• またマウスを使用し て表示の変更を行う こ と もできます ： 

o 右ク リ ッ クする と、 カーソル位置を中心に 2 の倍数でズームアウ ト し ます。
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o 左ク リ ッ クする と、 カーソル位置を中心に 2 の倍数でズームイ ン し ます。

o ク リ ッ ク & ド ラ ッ グによ り、 カーソル位置を中心にズーム矩形を描画でき
ます。 指定カーソル位置から画面上部に向かって対角線上に ド ラ ッ グする
と、 ズームイ ン し ます。 指定カーソル位置から画面下部に向かって対角線
上に ド ラ ッ グする と、 ズームアウ ト し ます。

• プレビ ューが正し く 表示されない場合は初期化を ク リ ッ ク し ます。 [CAM の確
認画面 ] ダイアログボ ッ クス以外のアプ リ ケーシ ョ ンにフ ォーカス し た場合、
プレビ ューが正し く 表示されません。 例えば、 他のアプ リ ケーシ ョ ンから確認
画面に戻った場合、 [ 初期化 ] を ク リ ッ クする必要があ り ます。

異なる文書の表示

セ ッ シ ョ ンで保存し た複数 CAM 文書のプレビ ューを切り替える こ とができます。

• [ 文書 ] リ ス ト でプレビ ューを行う文書を選択し ます。

複数文書の表示

反転、 プロ ッ ト 方向の表示、 複数 CAM 文書のオーバレ イが行えます。

• 設定ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 CAM の確認画面設定ダイアログボ ッ クスが
表示され、 CAM 文書属性の変更が行えます。

関連 ト ピ ッ ク 　

CAM 文書のオーバーレ イ

印刷と プロ ッ ト
こ こ では、 設計の印刷やプロ ッ ト を行う様々な方法を説明し ます。

Windows プ リ ン タへの出力

CAM 文書をプ リ ン タ で出力できます。

ヒ ン ト ： ヘルプウ ィ ン ド ウのフ ァ イルメ ニューから印刷 ト ピ ッ ク を ク リ ッ ク し、
Windows と プ リ ン タ間の接続を検証し て く だ さい。

1. フ ァ イルメ ニュー > CAM

2. CAM フ ァ イル出力先のデフ ォル ト のフ ォルダを、 CAM デ ィ レ ク ト リ リ ス ト
から選択し ます。 <Create> を ク リ ッ クする と、 新規フ ォルダを作成できます。
デフ ォル ト フ ォルダは \PADS Projects\Cam\default. です。
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3. CAM 記録文書領域で追加を ク リ ッ ク し ます。 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加ダ
イアログボ ッ クスが表示されます。

4. 記録文書形式から使用する文書形式を選択し ます。 ( 例 ： シルク )

5. [ 層の関連性定義 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。 使用する層を選択し
て OK を ク リ ッ ク し ます。 関連付けられた全ての項目、 配線、 ビアが [ 要約 ]
領域に追加されます。

6. 出力デバイスで、 印刷ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 これは出力デバイスを示し て
います。 全ての印刷は Windows プ リ ン タ プロパテ ィ で制御されます。 プ リ ン
タの設定と プ リ ン タ プロパテ ィ の定義については、 Microsoft WIndows ヘルプ
をご覧 く だ さい (Windows2000 では、 ス ター ト メ ニューからヘルプを選択、 
WindowsXP ではス ター ト メ ニューからヘルプ とサポー ト セン ターを選択し ま
す )。

7. デバイス設定を ク リ ッ ク し ます。 [ プ リ ン タの設定 ] ダイアログボ ッ クスが表
示されます。 このダイアログボ ッ クスでプ リ ン タ を選択し、 [ プ リ ン タのプロ
パテ ィ ] で解像度、 印刷部数、 方向などの文書プロパテ ィ を設定できます。 こ
のダイアログボ ッ クスについての詳細は Microsoft Windows オン ラ イ ンヘルプ
をご覧 く だ さい。

プ リ ン タ と文書プロパテ ィ の設定後、 OK を ク リ ッ ク し ます。

8. 記録文書名に、 文書形式、 出力形式、 層などを示す適切な名前を入力し ます。
OK を ク リ ッ ク し ます。 [CAM 記録文書の定義 ] ダイアログボ ッ クスの [CAM
記録文書 ] リ ス ト に文書が追加されます。

9. [ 選択項目 ] ダイアログボ ッ クスを開 く には、 層を ク リ ッ ク し ます。 情報を出
力する層を設定し て、 追加を ク リ ッ ク し ます。

10. 色の変更を行います。 [ 選択済表示色 ] 領域で使用する色を ク リ ッ ク し、 色を
指定するオブジ ェ ク ト のチ ェ ッ クボ ッ クスを有効にし ます。 新たな色がオブ
ジ ェ ク ト の横に表示されます。 色と オブジ ェ ク ト 横のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク
リ ッ ク し て、 色の指定 / 再定義を続けます。

11. オプシ ョ ン設定が完了し たら、 OK を ク リ ッ ク し ます。 [ 文書 ( ド キュ メ ン ト )
を追加 ] ダイアログボ ッ クスに戻り ます。

12. 印刷を行う には実行を ク リ ッ ク し ます。 「以下の出力を生成し ますか ?」 とい う
メ ッ セージが表示されます。

13. はいを ク リ ッ ク し て印刷を行います。

関連 ト ピ ッ ク 　

PostScript を フ ァ イルに印刷

CAM 文書のオーバーレ イ
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PostScript を フ ァ イルに印刷

PADS Layout は Windows プ リ ン タ プロパテ ィ を使用し てフ ァ イルへの PostScript 印刷
に対応し ています。 プ リ ン タの設定と プ リ ン タ プロパテ ィ の定義については Microsoft 
Windows のヘルプをご覧 く だ さい (Windows2000 では、 ス ター ト メ ニューからヘルプ
を選択、 WindowsXP ではス ター ト メ ニューからヘルプ とサポー ト セン ターを選択し ま
す )。 

PostScript フ ァ イルを作成する前に、 フ ァ イルを印刷するプ リ ン タの設定を行う必要
があ り ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• フ ァ イルを出力するプ リ ン タの設定

• CAM 文書を フ ァ イルに出力する

フ ァ イルを出力するプ リ ン タの設定 
1. 使用し ているプ ラ ッ ト フ ォームに基づき、 プ リ ン タ情報を探し ます ：

• Windows 2000 では、 ス ター ト を ク リ ッ ク、 設定にカーソルを合わせ、
コ ン ト ロールパネルを ク リ ッ ク、 プ リ ン タ をダブルク リ ッ ク し ます。

• Windows XP Professional では、 ス ター ト を ク リ ッ ク、 設定にカーソルを合わ
せ、 コ ン ト ロールパネルを ク リ ッ ク、 次にプ リ ン タ と フ ァ クシ ミ リ をダブ
ルク リ ッ ク し ます。

• Windows XP Home では、 ス ター ト から コ ン ト ロールパネルを ク リ ッ ク し、
プ リ ン タ と その他のハー ド ウ ェ アを ク リ ッ ク、 プ リ ン タ と フ ァ クシ ミ リ を
ダブルク リ ッ ク し ます。

2. フ ァ イル出力に使用する PostScript プ リ ン タ を右ク リ ッ ク し、 プロパテ ィ を
ク リ ッ ク し ます。 プロパテ ィ ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3. ポー ト タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. 印刷するポー ト 下のポー ト 列で、 フ ァ イルに出力と説明が表示された FILE:
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト ： この手順はローカルのプ リ ン タ で有効です。 ネ ッ ト ワーク プ リ ン タ を
使用する場合、 ポー ト 情報の選択や変更を行う ためのアクセス権限が必要な場
合があ り ます。

5. OK を ク リ ッ ク し ます。 フ ァ イルへの出力が行えます。

CAM 文書を フ ァ イルに出力する

1. 上記手順を行い、 フ ァ イルを出力するプ リ ン タ を設定し ます。
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2. フ ァ イルメ ニューで CAM を ク リ ッ ク し ます。 [CAM 記録文書の定義 ] ダイア
ログボッ クスが表示されます。

3. CAM フ ァ イル出力先のデフ ォル ト フ ォルダを、 CAM デ ィ レ ク ト リ リ ス ト から
選択し ます。 <Create> を ク リ ッ クする と、 新規フ ォルダが作成できます。
デフ ォル ト フ ォルダは \PADS Projects\Cam\default です。

4. [CAM 記録文書 ] 領域で追加を ク リ ッ ク し ます。 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加
ダイアログボ ッ クスが表示されます。

5. 記録文書形式から使用する文書形式を ク リ ッ ク し ます。

6. [ 層の関連性定義 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。 使用する層を選択し
て OK を ク リ ッ ク し ます。 関連付けられた全ての項目、 配線、 ビアが [ 要約 ]
領域に追加されます。

7. 出力デバイスで、 印刷ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

8. デバイス設定を ク リ ッ ク し ます。 [ プ リ ン タの設定 ] ダイアログボ ッ クスが表
示されます。 このダイアログボ ッ クスでプ リ ン タ を選択し、 [ プ リ ン タのプロ
パテ ィ ] で解像度、 印刷部数、 方向などの文書プロパテ ィ を設定できます。 こ
のダイアログボ ッ クスについての詳細は Microsoft Windows オン ラ イ ンヘルプ
をご覧 く だ さい。

プ リ ン タ と文書プロパテ ィ の設定後、 OK を ク リ ッ ク し ます。

9. 記録文書名に適切な名前を入力し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。 CAM 文書定義
を行い、 印刷オプシ ョ ン設定の完了し たら、 通常の印刷と同様に印刷を行えま
す。

参照 ： 印刷と プロ ッ ト

ヒ ン ト ： 出力フ ァ イルを生成前する前に、 設計フ ァ イルが読込まれている こ と
を確認し て く だ さい。

10. [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 ] ダイアログボ ッ クスで実行を ク リ ッ ク し ます。
「以下の出力を生成し ますか？」 とい う メ ッ セージが表示されます。

11. 印刷を行う にははいを ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルへ出力 ] ダイアログボ ッ ク
スが表示されます ( フ ァ イル出力を行う プ リ ン タが設定されている必要があ り
ます )。

12. ダイアログボ ッ クスで出力フ ァ イルに使用する名前とパス ( 任意 ) を指定し ま
す。 デフ ォル ト パスは \My Documents\PADS Projects\Cam\default ですが、 上記
手順 3 で変更されている場合もあ り ます。

13. OK を ク リ ッ ク し ます。 出力フ ァ イルが作成されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

CAM 文書のオーバーレ イ
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ペンプロ ッ タの設定

[ ペンプロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 様々なペンプロ ッ ト
オプシ ョ ンを設定できます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• ペンプロ ッ ト オプシ ョ ンの設定

• ペンプロ ッ ト 寸法の制御

• ペンプロ ッ タの設定

ペンプロ ッ ト オプシ ョ ンの設定

[ ペンプロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 様々なペンプロ ッ ト
オプシ ョ ンを設定できます。

1. 設定を ク リ ッ ク し ます。

2. デバイスのペン本数 (1 ～ 16) を入力し、 ペン線幅を ミ ルで入力し ます。 

3. 設計の X と Y 軸を反転するには、 軸回転チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

4. 色を指定するには、 選択済みの色のタ イルを ク リ ッ ク し、 [ ペンの色 ] 領域で
ペン番号を ク リ ッ ク し ます。 リ ス ト 内の各ペンに対し て手順を繰り返し ます。

ヒ ン ト ： 色指定は [ 選択項目 ] ダイアログボ ッ クスを介し て、 CAM 文書の
カス タ マイズに使用されます。

5. プロ ッ ト 寸法ボタ ンを ク リ ッ クするか、 その他を ク リ ッ ク し てカス タム寸法を
定義し ます。 その他を ク リ ッ ク し た場合、 使用する X、 Y 寸法を入力し ます。

6. [ 機種 ] リ ス ト でプロ ッ タデバイスを選択し ます。

ペンプロ ッ ト 寸法の制御

プロ ッ ト 寸法を設定するには、 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から標準のプロ ッ ト 寸法を選択
するか、 カス タム ( イ ンチ ) またはカス タム ( ミ リ ) を選択し、 カス タム寸法を定義
する X、 Y 寸法を入力し ます。 

ペンプロ ッ タの設定

[ 機種 ] リ ス ト で使用するプロ ッ タデバイスを選択し ます。 リ ス ト に使用する機種が
ない場合、 高度な設定を ク リ ッ ク し、 ペンプロ ッ タの高度な設定ダイアログボ ッ クス
を開き、 デバイス リ ス ト に新たな機種を追加し ます。

関連 ト ピ ッ ク

ペンプロ ッ タの高度なオプシ ョ ンの設定
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CAM 文書のオーバーレ イ

ペンプロ ッ タの高度なオプシ ョ ンの設定

[ ペンプロ ッ タの高度な設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新規ペンプロ ッ タ を
使用可能プロ ッ タの [ 機種 ] リ ス ト に追加し ます。 

制限事項 ： PADS によ り提供されるプロ ッ タ高度設定は編集できません。 このダイア
ログボッ クスから新規に作成された貴族プロ ッ タのデータのみ編集できます。 新規
プロ ッ タは、 対応する 2 つのイ ン タ フ ェース言語 (HPGL、 HGML) のいずれかに対応
し ている必要があ り ます。 現在、 他のプロ ッ ト 言語や形式には対応し ていません。

1. [ プロ ッ タ機種型名 ] 名ボ ッ クスで、 使用し たい別のペンプロ ッ タ名を入力し
ます。 

制限事項 ： 既存の PADS で提供された機種名は再利用できません。

2. [ 機種フ ォーマ ッ ト ] リ ス ト で、 プロ ッ タが使用する イ ン タ フ ェース言語
(HPGL または HGML) を選択し ます。

3. スケーリ ング比率を入力し、 プロ ッ タ解像度を設定し ます。 乗数および序数
ボッ クスに数を入力し ます。 定義する比率は、 ミ ル (0.001 イ ンチ ) から プロ ッ
ト 単位に変換される比率と な り ます。

例 ： Hewlett Packard 製プロ ッ タのほとんどでは解像度が 0.0025mm(1/40mm) と
なっています。 これは、 1 イ ンチ (1000 ミ ル ) の距離が 1016 プロ ッ タ単位 (25.4 
X 40) とい う こ と を意味し ます。 し たがって、 1016 から 1000 の比率が定義さ
れます。 実際に使われる比率は 254 から 250 と な り、 これは 1016 から 1000 と
同等です。

4. プロ ッ タの原点が紙の中央にある場合、 中央を基準点に設定チ ェ ッ クボ ッ クス
を選択し ます。 原点が左下コーナーや他の位置にある場合、 このチ ェ ッ クボ ッ
クスを OFF にし ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

ペンプロ ッ タの設定

CAM 文書の定義

NC ド リルプロ ッ ト オプシ ョ ンの設定
[NC ド リルオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス使用し て、 NC ド リル文書の追加や既存
文書の編集時の NC ド リル出力プロ ッ ト パラ メ ータ を定義し ます。

1. [ 出力位置座標 ] 領域の回転リ ス ト で、 ド リル図面の回転を定義し ます。
反時計回り回転の 0、 90、 180、 270 度から選択し ます。
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2. X、 Y、 原点オフセ ッ ト ボ ッ クスに、 ド リル機の原点に合わせるために基板を
どの く らい動かすかを指定し ます。 正数 X は基板を右に動かし、 正数 Y は基
板を上に動かし ます。

3. 画像の反転が必要な場合は、 反転チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

4. [ 間隔と反復 ] 領域の X、 Y 数ボ ッ クスでパターンを反復する回数を指定し ま
す。

5. 距離 X、 Y ボ ッ クスで隣接するパターン間の距離を指定し ます。 重複を避ける
ため、 距離は基板外形寸法と同じかそれ以上に設定し ます。 全てのボ ッ クス値
が 0 の場合、 間隔と反復はあ り ません。

6. [ 穴 ] 領域で、 貫通ビアを作成する場合は貫通ビアチ ェ ッ クボ ッ クス選択し ま
す。

7. 非貫通ビアを作成する場合は、 非貫通ビアチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• 非貫通ビアの場合は、 ド リルを行う層ペアを選択し ます。 ド リルペア リ ス
ト で ド リルペアを選択し ます。

8. メ ッ キ付きピンのド リルを行う には、 メ ッキ有ピンチ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し ます。

9. メ ッ キ無し ピンのド リルを行う には、 メ ッキ無ピンチ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し ます。 メ ッキ無し ピンは、 通常マウン ト 穴と な り ます。

10. テス ト ポイ ン ト 位置のプロ ッ ト を行う場合、 テス ト ポイ ン ト チ ェ ッ クボ ッ クス
を選択し ます。

11. 位置ご とのド リル穴径の一覧を作成するには、 一覧出力生成チ ェ ッ クボ ッ クス
を選択し ます。 NC ド リルの CAM 文書を実行する と、 拡張子 .lst が付いた
CAM フ ァ イルも作成されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

CAM 文書の定義

NC ド リルデバイス出力オプシ ョ ンの設定
[NC ド リル設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 Excellon 出力や Drill Listing
パラ メ ータ を設定し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 出力形式の設定

• ユニ ッ ト の設定

• 形式文字列の編集

• 整数部と小数点の桁を編集する
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• ゼロ出力の省略

• 座標系の設定

• ド リル速度と供給率の制御

出力形式の設定

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > NC ド リル文書形式 > デバイス設定
ボタ ン

[ 出力形式リ ス ト ] で、 ASCII フ ォーマ ッ ト で ド リルフ ァ イルを出力するには ASCII
を、 EIA( 米国電子工業会 )RS-244 標準フ ォーマ ッ ト で ド リルフ ァ イルを出力するには
EIA-244 を選択し ます。

ユニ ッ ト の設定

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > NC ド リル文書形式 > デバイス設定
ボタ ン

[ 単位 ] リ ス ト で、 ミ リ ( ミ リ メ ー ト ル ) またはイ ンチ ( ミ ル ) 選択し ます。

例外 ： [Excellon] タ ブの [ 単位 ] リ ス ト では、 あらかじめ定義された整数部と小数点の
複数選択が可能です。

形式文字列の編集

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > NC ド リル文書形式 > デバイス設定
ボタ ン

文字列を編集するには、 [ 形式文字列 ] 領域の [ 文字列 ] フ ィ ールド をダブルク リ ッ ク
し ます。 ボッ クスに必要な文字列値を入力し ます。

例外 ： [Excellon] タ ブのデフ ォル ト 文字列は、 [Drill Listing] タ ブのデフ ォル ト 文字列
とは異な り ます。

ヒ ン ト ： フ ォーマ ッ ト 情報についての詳細は、 < ツール名 >/Settings フ ォルダにある
drill.dat フ ァ イルのヘ ッ ダーをご覧下さい。

整数部と小数点の桁を編集する

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > NC ド リル文書形式 > デバイス設定
ボタ ン

小数点位置の前 ( 整数部 ) と後 ( 小数点以下 ) の数値を入力し ます。 これによ り出力
フ ァ イルの座標精度が定義されます。
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例外 ： [Excellon] タ ブでは、 [ 単位 ] リ ス ト の選択内容にあらかじめ定義された整数部
と小数点が含まれているため、 [ 桁数 ] フ ィ ールドは使用できません。

ゼロ出力の省略

設計に対し て最適なオプシ ョ ンを選択し ます。

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > NC ド リル文書形式 > デバイス設定
ボタ ン

o 先行および末尾のゼロを得るには、 な し を ク リ ッ ク し ます。

o 先行ゼロを省略するには、 リーデ ィ ングを ク リ ッ ク し ます。

o 末尾のゼロを省略するには、 ト レーリ ングを ク リ ッ ク し ます。

座標系の設定

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > NC ド リル文書形式 > デバイス設定
ボタ ン

[ 座標系 ] リ ス ト で、 絶対座標を使用するには絶対座標を、 相対座標を使用するには
相対座標を選択し ます。

ド リル速度と供給率の制御

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > NC ド リル文書形式 > デバイス設定
ボタ ン

o 既存の内容を修正するには、 [ 速度 / 供給 ] 領域をダブルク リ ッ ク し ます。
ボッ クス内の [ サイズ範囲 ]、 [ ド リル速度 (SFPM)]、 [ 供給率 ( イ ンチ / 分
)] を編集し ます。 　

o 新規に入力を追加するには、 追加を ク リ ッ ク し ます。 

o 入力内容を削除するには、 リ ス ト ボ ッ クスからサイズを選択し、 削除を
ク リ ッ ク し ます。

o [ サイズ範囲 ] ボ ッ クスの値が、 基板上の各ド リル穴に適し ているかを確認
するには、 検証を ク リ ッ ク し ます。 ド リル寸法が正しいか、 ド リル範囲が
誤っている こ と を知らせる メ ッ セージが表示されます。

ヒ ン ト ： ド リル速度は 1 IPM( ミ リの場合は 1 mm/s) ご との増加で、 10 ～ 500 IPM
( ミ リの場合は 4 ～ 212 mm/s) の間で設定できます。

関連 ト ピ ッ ク 　

CAM 文書の定義
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フ ォ ト プロ ッ タ を出力の設定
[ フ ォ ト プロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 フ ォ ト プロ ッ ト 設定
およびプロ ッ タへの出力が行えます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• D コー ド リ ス ト の管理

• 最大アパーチャ数

• 自動 D コー ド

• 手動 D コー ド

• アパーチャ寸法を設定する

D コー ド リ ス ト の管理

D コー ド にはフ ォ ト プロ ッ タに必要なアパーチャが含まれます。 D コー ド リ ス ト は
自動作成または手動によ り管理が行えます。 D コー ド リ ス ト は全ての定義済みアパー
チャが含まれます。

ヒ ン ト ： CAM フ ァ イルを生成する前に、 アパーチャ リ ス ト を再生し ます。

最大アパーチャ数

• [ アパーチャ数 ] ボ ッ クスに、 最大アパーチャ数の値を入力し ます。

制限事項 ： フ ォ ト プロ ッ タの高関数設定ダイアログボ ッ クスで RS-274-X 形式
を選択し ている と、 アパーチャ数は 989 に設定され、 使用不可と な り ます。

自動 D コー ド

• 設計に情報を追加する と共に自動でアパーチャ を追加するには、 進行中に増加
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

• 現在のリ ス ト にない設計フ ァ イル内の項目の D コー ド を自動生成するには、 
増加を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： [ 増加 ] を行う と、 長円形と長方形フ ラ ッ シュアパーチャ を 90 度方向
でのみ追加し ます。

• 現在の D コー ド リ ス ト を空にし て、設計内の全項目に対し て自動的に D コー ド
を追加するには、 再生成を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： [ 再生成 ] を行う と、 長円形と長方形フ ラ ッ シュアパーチャ を直交方
向でのみ追加し ます。
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手動 D コー ド

• D コー ド リ ス ト に新規 D コー ド を追加するには、追加を ク リ ッ ク し、[D] 接頭辞
を除いた値 を入力し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。

• D コー ド を削除するには、 D コー ド リ ス ト で コー ド を選択し て、 削除を ク リ ッ
ク し ます。

アパーチャ寸法を設定する

選択された D コー ドのアパーチャ寸法を設定できます。

• 同一のアパーチャ を持つラ イ ン と フ ラ ッ シュ項目を描画するには、 同寸法
アパーチャ を フ ラ ッ シュ / ラ イ ンで共用チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 

• フ ラ ッ シュアパーチャ を設定するには、 フ ラ ッ シュ形状を ク リ ッ ク し ます。
アパーチャ を描画するには、 ラ イ ン形状を ク リ ッ ク し ます。 [ 同寸法アパー
チャ を フ ラ ッ シュ / ラ イ ンで共用 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている と、
ラ イ ン形状は使用不可と な り ます。

• 正方形、 長方形、 長円形の形状の幅や、 円やサーマル形状の外形寸法を設定す
るには、 線幅ボ ッ クスに値を入力し ます。 指定し た形状に対し て適切ではない
値がある場合、 このボ ッ クスは使用できません。

• 長円形や長方形の高さ を設定するには、 高さボ ッ クスに値を入力し ます。 指定
し た形状に対し て適切ではない値がある場合、 このボ ッ クスは使用できませ
ん。

• アニュ ラ リ ング形状の内径寸法を指定するには、 内径ボ ッ クスに値を入力し ま
す。 指定し た形状に対し て適切ではない値がある場合、 このボ ッ クスは使用で
きません。

• 形状の塗潰しに使用する幅を指定するには、 塗潰し幅ボ ッ クスに値を入力し ま
す。 形状例は非直角パッ ド です。 線幅は大き く する と フ ォ ト プロ ッ ト 時間が短
縮できますが、 形状の近似精度が下がり ます。

• システムテキス ト のハッ チに用いる線幅を指定するには、 文字塗潰し幅ボ ッ ク
スに値を入力し ます。 線幅は大き く する と フ ォ ト プロ ッ ト 時間が短縮できます
が、 文字の近似精度が下がり ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

フ ォ ト プロ ッ タの高度なオプシ ョ ンの設定

CAM 文書のオーバーレ イ
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フ ォ ト プロ ッ タの高度なオプシ ョ ンの設定
[ フ ォ ト プロ ッ タの高関数設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 フ ォ ト プロ ッ ト
フ ァ イル出力のカス タ マイズを行います。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 値の制御

• 出力フ ォーマ ッ ト の制御

• RS274X フ ォーマ ッ ト の説明

• ペンプロ ッ ト 寸法の制御

値の制御

1. CAM フ ァ イル計測単位を設定するには、 ミ ルを使用するにはイ ンチを、 ミ リ
メ ー ト ルを使用するには ミ リ を ク リ ッ ク し ます。

2. 出力フ ァ イル座標の精度を指定するには、 整数部と小数点以下の桁数を入力し
ます。 [ 整数部 ] と [ 小数点以下 ] ボ ッ クスに桁数の値を入力し ます。 

3. 出力フ ァ イルの座標を設定するには、 絶対座標または相対座標を ク リ ッ ク し ま
す。 絶対座標では基準原点が使用されます。 相対座標では、 前の座標に相対す
る座標で測定されます。 

4. 出力フ ァ イルでゼロを省略するかど うか定義し ます ： 

• 先行および末尾のゼロを得るには、 な し を ク リ ッ ク し ます。

• 先行ゼロを省略するには、 整数部を ク リ ッ ク し ます。

• 末尾のゼロを省略するには、 小数点以下を ク リ ッ ク し ます。

5. 重複する座標を出力フ ァ イルから削除するには、 重複座標を省略チ ェ ッ ク
ボッ クスを使用し ます。

出力フ ォーマ ッ ト の制御

RS-274-X または RS-274-D フ ォーマ ッ ト で出力できます。 出力フ ァ イルフ ォーマ ッ ト
は、 他のフ ォ ト プロ ッ ト データ と共に devicesn.dat フ ァ イルに保存されます。
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RS274X 出力フ ォーマ ッ ト

RS-274-X データ フ ォーマ ッ ト には、 アパーチャ情報が埋め込まれます。 詳細は、
Table 31-2 をご覧 く だ さい。

注意 ： これらのオプシ ョ ンを使う際は、 (PADS Layout と Gerber viewer のどち らで出
力し たかに関わらず ) 最終 RS-274-X 出力と RS-274-D 出力を比較し ます。 Gerber 
viewer で比較を行い、 過剰または足り ない個所がないかを確認し ます。

制限事項 ： 

RS274X を選択する と、

• [ 円の挿入 ] オプシ ョ ンは使用不可と な り、 自動的に [ 全部 ] に設定されます。
RS274X をサポー ト する全デバイスがこの設定に対応し ます。

Table 31-2. RS274X 塗潰し & マク ロオプシ ョ ン

塗潰し と マク ロ 説明

塗潰し モー ド G36、 G37
使用

塗潰し モー ド G36、 G37 では、 設計内の ( ソ リ ッ ド
形状と システムフ ォ ン ト 文字を含む ) 全ての塗潰し
領域 を、 塗潰し モー ド で描画し ます。 このオプシ ョ
ンを選択し た場合、 形状全面の塗潰し モー ド  と シス
テムフ ォ ン ト 文字の塗潰し モー ド  は選択状態にな
り、 使用できません。

形状全面の塗潰し モー ド 形状全面の塗潰し モー ド では、 「全面同箔」 プロパ
テ ィ を持つ形状の描画に塗潰し モー ド を使用し ま
す。 
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 U 塗潰し モー ド G36、
G37 使用 が選択されていない時のみ、 選択可能で
す。

システムフ ォ ン ト 文字の
塗潰し モー ド  

システムフ ォ ン ト 文字の塗潰し モー ド  では、 システ
ムフ ォ ン ト 文字の描画に塗潰し モー ド を使用し ま
す。
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 U 塗潰し モー ド G36、
G37 使用 が選択されていない時のみ、 選択可能で
す。

注意 ： 上記のオプシ ョ ンでは、 塗潰し領域を描画するのに G36、 G37 ペアが使
用されます。 上記の塗潰しオプシ ョ ンのいずれも指定されていない塗潰し領域
については、 PowerPCB1.6 以前と同様、 線でハッ チ されたプロ ッ ト 出力されま
す。

アパーチャマク ロを使う RS-274-X ガーバーフ ァ イルで、 関連付けられたピン
のベタのアパーチャマク ロを定義し ます。 このオプ
シ ョ ンが OFF の場合、 RS-274-D 出力と同様、 関連
ベタはハッ チベタ と な り ます。 一部ソ フ ト ウ ェ アで
対応し ていない D コー ドの再利用が防止できます。
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フ ォ ト プロ ッ タ設定ダイアログボ ッ クスの [ アパーチャ数 ] は使用不可と な り、
自動的に 989 に設定されます。 RS274X をサポー ト する全デバイスがこの設定
に対応し ます。

RS274D 出力フ ォーマ ッ ト

RS-274-D データ フ ォーマ ッ ト にはアパーチャ情報は埋め込まれません。

• 円弧や円の描画方法を定義し ます。 

o フ ォ ト プロ ッ タが円状補間に対応し ない場合、 [ な し ] を ク リ ッ ク し ます。
円弧や円は短い直線線分で描かれます。

o フ ォ ト プロ ッ タが完全な 360 度の円状補間に対応し ていない場合、 1/4 を
ク リ ッ ク し ます。

o フ ォ ト プロ ッ タが完全な 360 度の円状補間に対応し ている場合、 全部を
ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： ガーバー出力でハッ チ線が大量に作成されるのを防ぐには、 RS274X 出力を
使用し ます。 これはベタの面取り図形パスにも当てはま り ます。

RS274X フ ォーマ ッ ト の説明

RS-274-X は Gerber System 社の Gerber Format Guide (Document Number:0000-000-RM-
000, Part Number: 414-100-002) に基づいています。 PADS Layout の RS-274-X は、 フ ォ
ト プロ ッ タ用の CAM で作成されるデータ フ ォーマ ッ ト です。 フ ォ ト プロ ッ タ高関数
設定ダイアログボ ッ クスで RS-274-X 出力フ ォーマ ッ ト を選択する と、 Table 31-3 の内
容を含むガーバーフ ァ イルが生成されます。

Table 31-3. TD-274-X 出力例

領域 説明

AM アパーチャマク ロ

AD アパーチャの説明

FS フ ォーマ ッ ト ステー ト メ ン ト

MO 単位モー ド

IN 画像名

LN 層名

LP 層形式

G36,G37 塗潰し領域制御
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これらの機能は 9500、 9800、 9900、 GPC、 および G74 や G75 の複数四分円形
( マルチクア ド ラ ン ト ) 補間機能コー ド をサポー ト する Insight/2020 フ ォ ト プロ ッ タ で
使用可能です。 フ ォ ト プロ ッ タ設定によ り、 これらのパラ メ ータの一部がガーバー
フ ァ イルにも表示されます。 ただ し、 Table 31-4 に記載するパラ メ ータは常にガー
バーフ ァ イルに表示されます。

RS-274-X フ ァ イル詳細

アパーチャ テーブル

円、 長円形、 長方形といったシンプルなアパーチャは全て、 ガーバー出力フ ァ イルで
%ADDxx*% パラ メ ータ と し て記述されます。 フ ォ ト プロ ッ ト アパーチャ レポー ト
フ ァ イルも作成されます。

アパーチャマク ロ

ピンに関連付けられたベタ領域は、 固有のアパーチャ フ ラ ッ シュ と し て出力されま
す。

• 50 以下の頂点を持つラ イ ン形状多角形ベタおよび円形ベタがサポー ト されてい
ます。 

• 50 以下の頂点を持つラ イ ン形状多角形全面ベタおよび円形全面ベタがサポー ト
されています。

• 円弧形状のベタ外形は、 最大 50 の頂点を持つ多角形ポリ ゴン近似を使用し た
ガーバーのアパーチャマク ロ と な り ます。 %AM*% パラ メ ータは頂点の数を
最大 50 に制限し ます。

• CAM 内層接続のサーマルリ リーフはマク ロ フ ラ ッ シュ と し て出力されます。

ヒ ン ト ：

Table 31-4. ガーバーフ ァ イルに常に表示されるパラ メ ータ

パラ メ ータ 説明

設計名 %IN job name *% 。
job name は設計名です。

モー ドパラ メ ータ 単位を示し ます。
例 ： %MOIN*%、 %MOMM*%

フ ォーマ ッ ト ステー ト メ ン ト
パラ メ ータ

%FSLAX45Y45*% といったフ ォ ト プロ ッ
タ高関数設定ダイアログボ ッ クスで選択し
たフ ォーマ ッ ト オプシ ョ ンの説明。
例 ： %FSLAX45Y45*%
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• PADS Layout は実装部品ピンに関連付けられたベタ カ ッ ト アウ ト はサポー ト し
ていません。

• PADS Layout は実装部品ピンに関連付けられたハッ チベタはサポー ト し ていま
せん。 関連付けられたベタは全て、 グ リ ッ ド間隔や線幅に関係な く 、 CAM で
はソ リ ッ ド ( 全面 ) と し て表示 / 出力されます。

塗潰し領域

( ハッ チではな く ) 全面ベタや自動ベタ領域は (G36, G37) 領域塗潰し モー ド で出力さ
れます。 ハッ チ領域はベク ター形式で出力されます。 円形のベタ領域、 円弧形状の
多角形、 円形および多角形ベタ カ ッ ト アウ ト の全てに対応し ています。

ペンプロ ッ ト 寸法の制御

プロ ッ ト 寸法を設定するには、 ド ロ ッ プダウン リ ス ト よ り、 一般的なプロ ッ ト 寸法を
選択するか、 カス タム ( イ ンチ ) またはカス タム ( ミ リ ) を選択し、 カス タム寸法を
定義する X、 Y 寸法を入力し ます。 

関連 ト ピ ッ ク 　

フ ォ ト プロ ッ タ を出力の設定

CAM 文書のオーバーレ イ

CAM Plus アセンブ リ マシン イ ン ターフ ェースの使
用

CAM Plus コマン ドは様々な自動組立てやピ ッ クアン ド プレースマシン と互換性の
ある CAM( コ ンピ ュータ支援製造 ) 出力フ ァ イルを生成し ます。 CAM Plus を使用
する前に part.def と呼ばれる情報フ ァ イルを用意し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• 部品定義フ ァ イルの作成

• CAM Plus オプシ ョ ンの設定

• エラー メ ッ セージの解釈と ト ラ ブルシューテ ィ ング

部品定義フ ァ イルの作成

CAM Plus オプシ ョ ンを使う には part.def フ ァ イルを手動で作成する必要があ り ます。
設計フ ァ イルに使われる全ての部品は part.def フ ァ イルに リ ス ト されている必要が
あ り ます。 デフ ォル ト で部品定義フ ァ イルは \Libraries folder から読み込まれます。
詳細については、 コ ンセプ ト ガイ ドの 「部品定義フ ァ イル」 項目をご覧下さい。
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CAM Plus オプシ ョ ンの設定

1. フ ァ イルメ ニュー > CAM Plus

2. [ 部品定義フ ァ イル名 ] ボ ッ クスに part.def と入力し ます。 フ ァ イルはデフ ォ
ル ト では \Libraries フ ォルダから読み込まれます。

3. [ 設定 ] 領域で、

a. [ 実装面 ] リ ス ト から基板の実装面を選択し ます。

b. [ 部品 ] リ ス ト から文書に含めるパー ト タ イプを選択し ます。 表面実装部
品、 貫通ピン部品、 全部品、 マスクから選択し ます。 マスク部品は挿入
ク ラス と し てマシンで選択された形式に割り当て されています。

c. part.def( 部品定義フ ァ イル ) に含まれる追加情報を設計内の部品に追加する
には、 部品定義を読込みチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

この情報は全部品の挿入ク ラスを定義し ます。 [ 部品定義を読込み ] は、
データベース内の部品情報について、 部品定義フ ァ イルをスキャ ン し ます。
データベースのパー ト タ イプ名と定義フ ァ イルのパー ト タ イプ名で完全に
一致し たものが見つかった場合、 製造出力用に情報が結合されます。

d. 属性値を読込チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 PADS Layout 設計の各部品の属
性値を読み、 各部品種を部品定義フ ァ イル part.def. と比較する際に属性値
をパー ト タ イプ名に付け追加し ます。 

例えば、 値属性が 100K の R1/4W パー ト タ イプは、 部品定義フ ァ イルに次
のよ う に登録されます ：

R1/4W{100K}, ins=un6241, bodydiam=200, leaddiam=30, anvil=2

e. ASCII 検証フ ァ イルを生成するには、 比較フ ァ イルチ ェ ッ クボ ッ クスを
選択し ます。

この ASCII フ ァ イルは、 \PADS Projects\Cam\< 基板フ ァ イル名 > フ ォルダに
保存されます。 このフ ァ イルは挿入部品のパスを記載する 2D ラ イ ンデータ
を含みます。 フ ァ イルの名前は、 作成される イ ン ターフ ェースプログラム
に拡張子 .asc が付いたものと な り ます。 このフ ァ イルは ASCII ln コ マン ド
を使用し て PADS Layout に読み込みます。 挿入パスを層 19 の 2D 線と し て
記載し ます。 部品の Part_Num 値が見付からない場合、 Part_Num は 「不明」
と表示されます。

f. 全ての出力を 1 つのコ マン ド で実行するには、 バッ チ部品定義フ ァ イル
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

実行される各プログラムに対し、 bt または bb の接尾辞名を持つ
( 例 ： dym318bt.smt、 un6241bb.put) 出力フ ァ イルが生成されます。 この
フ ァ イルが既に存在する場合、 「既存フ ァ イルを上書き し ますか ?」 とい う
メ ッ セージが表示されます。 [ はい ] または [ いいえ ] を選択し ます。 フ ァ
イルは上書き され、 CAM サブ フ ォルダに置かれます。 選択し たカテゴ リの
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各部品がフ ァ イルに追加されます。 insert.lst レポー ト に、 各部品と挿入を行
う マシンがリ ス ト されます。 バッ チコ マン ド では検証フ ァ イルは作成され
ません。

4. [ ジオ メ ト リ ] 領域で、

a. 基板オフセ ッ ト の値を入力し、 0、 0 システム原点から、 マシンの位置だぼ
オフセ ッ ト を設定し ます。

このオフセ ッ ト 値は設計座標をマシン原点に変換し ます。 設定できる値は
0 から 10 の範囲です。 オフセ ッ ト 値はイ ンチです。 ( 例 ： 1250 は 1.25 イ ン
チ )。 各マシンに対し、 新しい基板オフセ ッ ト 設定が必要な場合もあ り ま
す。

b. [ 間隔 / 反復 ] の値の入力によ り、 出力プログラムフ ァ イル作成時に基板を
単一設計と扱うか、 同時に基板数を挿入するかを定義し ます。

基板数を挿入時に、 Table 31-5 に表される様に、 使用する間隔 / 反復の回数
イ ン ターバルと回数手順数を X と Y 方向に定義できます。 CAM Plus はオ
フセ ッ ト と間隔／反復値に対し現在の設計単位を表示し ます。 各マシンは
現在の設計単位に関わらず、 常にデータが変換される独自の単位系を持ち
ます。 CAM Plus は全ての基板に部品を挿入するアセンブ リ プログラムフ ァ
イルを生成し ます。

デフ ォル ト は間隔 / 反復な し で、 X と Y の間隔 1 と同等です。

5. [ 出力形式 ] リ ス ト でマシン形式を選択し ます。

フ ァ イルは選択し たク ラスの全部品に対し作られます ： マスク、 貫通穴、 表面
実装部品、 部品面、 半田面。 ク ラスにある全部品は、 挿入ク ラスが特定マシン
に属すかに関わらず、 この出力フ ァ イルに含まれます。

6. 該当する場合、 [ 共通ツール ] と [ 共通軸出力 ] リ ス ト から適切な設定を選択
し ます。 

制限事項 ： Universal マシン形式またはバッ チ部品定義フ ァ イルを選択し た
場合、 Universal 固有のイ ンス ト ラ クシ ョ ンが使用可能です。

7. [ 実行 ] を ク リ ッ ク し ます。

8. 現在の出力状況を [ 状況メ ッ セージ ] ボ ッ クスで確認し ます。

Table 31-5. X、 Y 間隔 / 反復オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 解説

X 回数 X 方向でのコ ピー数。 最大数は 20 です。

Y 回数 Y 方向でのコ ピー数。 最大数は 20 です。

X 距離 各基板の原点間の X 方向の距離。 最大距離は 10 イ ンチです。

Y 距離 各基板の原点間の Y 方向の距離。 最大距離は 10 イ ンチです。
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9. C:\PadsProjects\CAM\Newfolder(Design Name)\ でフ ァ イル名を参照し ます。

エラー メ ッ セージの解釈と ト ラ ブルシューテ ィ ング

CAM Plus では、 padscim.err フ ァ イルにエラーを表示し ます。 

関連 ト ピ ッ ク 　

コ ンセプ ト ガイ ドの 「CAM Plus アセンブ リ マシン イ ン ターフ ェース」
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Chapter 32
スク リ プ ト の使用

Sax Basic スク リ プ ト と エデ ィ タ機能を使用し て、 既存の PADS Layout 機能に追加し
た り、 既存の PADS Layout 機能を置換、 強化、 カス タ マイズするためのスク リ プ ト を
設計 / 開発できます。

• スク リ プ ト の作成

• スク リ プ ト の管理

• スク リ プ ト のデバッ グ

• ベーシ ッ ク言語のヘルプへのアクセス

スク リ プ ト の作成
スク リ プ ト を作成する こ とによ り、 重複する作業を単純化させる こ とができます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

スク リ プ ト を作成する

スク リ プ ト を作成するには、

1. ツールメ ニュー > ベーシ ッ クスク リ プ ト  > ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ

PADS Layout と PADS Logic では、 [SAX Basic Engine] ダイアログボッ クスが
表示されます。

2. New ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• スク リ プ ト を作成する

• オー ト メ ーシ ョ ンステー ト メ ン ト を挿
入する

o オブジ ェ ク ト リ ス ト と プロシージャ
リ ス ト を使用

o ActiveX オー ト メ ーシ ョ ン メ ンバー
ダイアログボ ッ クスの使用

• 次のステー ト メ ン ト を設
定する

• 次のステー ト メ ン ト を表
示する

• スク リ プ ト の保存
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オー ト メ ーシ ョ ンステー ト メ ン ト を挿入する

オー ト メ ーシ ョ ンステー ト メ ン ト をスク リ プ ト の下に自動的に追加する こ とができま
す。

オブジ ェ ク ト リ ス ト と プロシージャ リ ス ト を使用

オブジ ェ ク ト リ ス ト と プロシージャ リ ス ト を使って、 ステー ト メ ン ト を選択 ・ 挿入
し ます。 このリ ス ト には最も一般的に使用されるステー ト メ ン ト が含まれています。

1. Object リ ス ト を ク リ ッ ク し、 オブジ ェ ク ト タ イプを選択し ます。 オブジ ェ ク ト
リ ス ト には現在のモジュールのすべてのオブジ ェ ク ト が表示されます。 特定の
オブジ ェ ク ト に属し ていないプロシージャは (General) オブジ ェ ク ト にグルー
プ化されます。

2. Procedure リ ス ト を ク リ ッ ク し、 挿入する太字でないプロシージャ を ク リ ッ ク
し ます。 プロシージャ リ ス ト には現在のオブジ ェ ク ト のすべてのプロシージャ
が表示されます。 太字でないプロシージャ を選択する こ とによ り、 そのプロ
シージャに適し たプロシージャ定義が挿入されます。

スク リ プ ト の下にステー ト メ ン ト が表示されます。

ActiveX オー ト メ ーシ ョ ン メ ンバーダイアログボ ッ クスの使用

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で右ク リ ッ ク メ ニューから Debug > Browse を
選択し ます。

[ActiveX Automation Members] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ステー ト メ ン ト を
選択 ・ 挿入し ます。 このダイアログボ ッ クスには数多 く のステー ト メ ン ト のリ ス ト が
入っています。

ヒ ン ト ： 一番下のラ イ ン以外のラ イ ンにポイ ン タがある場合、 そのラ イ ンは上書き
されます。

次のステー ト メ ン ト を設定する

スク リ プ ト の特定ラ イ ンを強制的に次に実行する こ とができます。 ステー ト メ ン ト は
現在のサブルーチンか関数からのみ選択できます。

次のステー ト メ ン ト を設定するには、

1. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で、 次に実行させたいラ イ ン上にカーソルを
置きます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの Debug > Set Next Statement を選択し ます。

命令ポイ ン タが選択されたラ イ ンの横に表示されます。 このラ イ ンのみが次に実行さ
れます。 スク リ プ ト の他の箇所へ移動し た後、 このラ イ ンに戻り たい場合、 [Show 
Next Statement] を ク リ ッ クする と戻る こ とができます。
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次のステー ト メ ン ト を表示する

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で、 右ク リ ッ ク メ ニューから Debug > Show 
Next Statement を選択し ます。

命令ポイ ン タが次に実行されるステー ト メ ン ト を示し ます。 実行中のスク リ プ ト を
一時停止させるか次に実行するステー ト メ ン ト を設定する こ とによ り、 次のステー ト
メ ン ト が設定されます。 設定されたステー ト メ ン ト はスク リ プ ト のど こからでも探す
こ とができます。

スク リ プ ト の保存

1. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で Save ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 必要に応じ てフ ァ イル名を入力し、 Save を ク リ ッ ク し ます。

関連 ト ピ ッ ク

• コ ンセプ ト ガイ ドの 「ベーシ ッ クスク リ プ ト 」

スク リ プ ト の実行

[Run] を使用し て、 現在選択されているスク リ プ ト を実行できます。 また、 一時停止
し たスク リ プ ト も [Run] で再開できます。 スク リ プ ト の実行中は作業領域内でマウス
を使う こ とはできません。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• スク リ プ ト の実行

• 実行中のスク リ プ ト を一時停止する

• 実行中のスク リ プ ト を停止する

スク リ プ ト の実行

[ ベーシ ッ クスク リ プ ト ] ダイアログボ ッ クスからスク リ プ ト を実行できます。 ベー
シ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タから もスク リ プ ト を実行できます。 スク リ プ ト をエデ ィ タ
から実行し た場合、 スク リ プ ト を一時停止 / 停止する こ とができます。

[ ベーシ ッ クスク リ プ ト ] ダイアログボ ッ クスから実行

1. ツールメ ニュー > ベーシ ッ クスク リ プ ト  > ベーシ ッ クスク リ プ ト

2. リ ス ト からスク リ プ ト を選択し ます。

実行し たいスク リ プ ト がリ ス ト 内に表示されていない場合、 フ ァ イル読込を
ク リ ッ ク し て、 読み込むスク リ プ ト を検索し ます。
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3. 実行を ク リ ッ ク し ます。 スク リ プ ト は実行時にコ ンパイルされます。 同時に複
数のスク リ プ ト を実行する こ とはできません。 

選択し たスク リ プ ト でコ ンパイルエラーが発生し た場合、 自動的に Basic スク リ プ ト
エデ ィ タが開き、 そこ で修正を行えます。

ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タから実行

1. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ でスク リ プ ト フ ァ イルを開きます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから Macro > Run を選択し ます。

別の方法 ： ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ ツールバーの Start/Resume ボタ ンを ク リ ッ
ク し ます。

実行中のスク リ プ ト を一時停止する

長いスク リ プ ト の実行中に、 スク リ プ ト を一時停止させ、 他の設計タ スク を行う必要
がある場合があ り ます。

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で右ク リ ッ ク メ ニューから Macro > Pause を
選択し ます。

別の方法 ： ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タのツールバーにある [Pause] ボタ ン
を ク リ ッ ク し ます。 

ヒ ン ト ： スク リ プ ト を一時停止し た場合、 [Run]、 [Step Over]、 [Step to Cursor] でもス
ク リ プ ト の実行を再開させる こ とができます。 右ク リ ッ ク メ ニューから  Run を
選択し、 スク リ プ ト の実行を再開し ます。

実行中のスク リ プ ト を停止する

実行中のスク リ プ ト はいつでも停止できます。 ただ し、 一度スク リ プ ト を停止する と
そこから実行を再開する こ とはできません。 [Run] を ク リ ッ クする と、 スク リ プ ト は
最初から開始されます。

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で、 右ク リ ッ ク メ ニューから Macro > End を
選択し ます。

別の方法 ： ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タのツールバーにある [Stop] ボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： スク リ プ ト 実行中、 ツールメ ニュー上の [ ベーシ ッ クスク リ プ ト ] の
サブ メ ニューに [ ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ ] と [ ベーシ ッ クスク リ プ ト ]
と と もに Stop scriptname が表示されます。 Stop scriptname を ク リ ッ クする と、
現在実行中のスク リ プ ト が停止し ます。

関連 ト ピ ッ ク

• コ ンセプ ト ガイ ドの 「ベーシ ッ クスク リ プ ト 」
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スク リ プ ト の管理
こ こ では、 以下について説明し ます

既存のスク リ プ ト を開 く

スク リ プ ト は .bas 拡張子を持つスク リ プ ト フ ァ イル内で作成、 保存されます。
.bas フ ァ イルのデフ ォル ト の格納場所は C:\PADS Projects\ です。 既存のスク リ プ ト を
開 く には、

1. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で Open ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. スク リ プ ト を選択し て、 Open を ク リ ッ ク し ます。

一度に 9 つまでのスク リ プ ト を開 く こ とができます。

開いているスク リ プ ト を管理する

[Sheet] のサブ メ ニューにある コマン ドは、 スク リ プ ト の管理に使用し ます。 一度に
9 つまでのスク リ プ ト を開 く こ とができるため、 #uses を開いた り、 シー ト を閉じ た
り、 複数シー ト を閉じ た り、 表示 / 編集するスク リ プ ト を選択し た りする こ とができ
ます。

#uses モジュールを開 く

#Uses モジュールは他のスク リ プ ト から呼び出されるベーシ ッ クスク リ プ ト です。
これらの二次的なスク リ プ ト を開 く には、　

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で右ク リ ッ ク メ ニューから Sheet > Open Uses
を選択し ます。

• 既存のスク リ プ ト を開 く

• 開いているスク リ プ ト を管理
する

o #uses モジュールを開 く

o 開いているスク リ プ ト を
閉じ る

o 開いているスク リ プ ト を
すべて閉じ る

o 特定のスク リ プ ト を表示
する

• スク リ プ ト の編集

• ユーザーダイアログボ ッ クスの
編集

• オー ト メ ーシ ョ ンステー ト メ ン
ト の検索

• スク リ プ ト を印刷する

• スク リ プ ト を保存する

• 変数を確認する
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スク リ プ ト で呼び出された #uses は、 ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ ではスク リ プ ト
シー ト と し て表示されます。 それぞれに番号の付けられた タ ブが割り当てられ、 編集
/ 実行する こ とができます。

開いているスク リ プ ト を閉じ る

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で右ク リ ッ ク メ ニューから Sheet > Close を
選択し ます。

または、 ガ ターにある番号のついたスク リ プ ト のタ ブをダブルク リ ッ ク し ても閉じ る
こ とができます。

開いているスク リ プ ト をすべて閉じ る

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で右ク リ ッ ク メ ニューから Sheet > Close All を
選択し ます。

特定のスク リ プ ト を表示する

複数のスク リ プ ト が開いている際に特定のスク リ プ ト を表示する こ とが可能です。
一度に 9 つまでのスク リ プ ト を開 く こ とができます。

特定のスク リ プ ト を表示するには、

• 右ク リ ッ ク メ ニューから Sheet を選択し ます。 次に、 サブ メ ニューにある開い
ているスク リ プ ト のリ ス ト から表示させたいスク リ プ ト を ク リ ッ ク し ます。
また、 ガ ターにある番号のついたスク リ プ ト のタ ブを ク リ ッ ク し ても表示させ
る こ とができます。

スク リ プ ト の編集

ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タから選択し た文字を コ ピーまたは切り取り、 ク リ ッ プ
ボー ド に格納できます。 また、 選択し た文字を ク リ ッ プボー ドからテキス ト ウ ィ ン ド
ウに貼り付ける こ と もできます。 ク リ ッ プボー ドから他のアプ リ ケーシ ョ ンへ文字を
貼り付ける こ と も可能です。

スク リ プ ト の文字を コ ピー、 切り取り し て貼り付けをするには、

1. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で、 コ ピーまたは切り取り し たい文字を選択
し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューから Edit > Copy または Cut を選択し ます。

3. 右ク リ ッ ク メ ニューから Edit > Paste を選択し て、 スク リ プ ト 文字を貼り付け
ます。 アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウに選択し た文字が貼り付けられます。

別の方法 ： ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ  のツールバーにある Copy、 Cut、
Paste ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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ユーザーダイアログボ ッ クスの編集

UserDialog は Begin Dialog...End Dialog ブロ ッ クで定義されます。 ユーザーダイアログ
をグラ フ ィ カルに編集するには、

1. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で、 カーソルをスク リ プ ト の UserDialog
ブロ ッ クに置きます。

2. Edit UserDialog ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

参照 ： Sax Basic Editor On Line Help 
(C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\sbe5_000.hlp)

オー ト メ ーシ ョ ンステー ト メ ン ト の検索

長いスク リ プ ト で作業を し ている際に、 特定のステー ト メ ン ト を検索できます。

1. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で、 Object リ ス ト を ク リ ッ ク し、 オブジ ェ ク ト
タ イプを選択し ます。 オブジ ェ ク ト リ ス ト には現在のモジュールのすべてのオ
ブジ ェ ク ト が表示されます。 特定のオブジ ェ ク ト に属し ていないプロシージャ
は (General) オブジ ェ ク ト にグループ化されます。

2. Procedure リ ス ト を ク リ ッ ク し、 太字のプロシージャ を選択し ます。 プロシー
ジャ リ ス ト には現在のオブジ ェ ク ト のすべてのプロシージャが表示されます。
太字のプロシージャ を選択する こ と で、 スク リ プ ト 内のプロシージャが検索さ
れます。

ステー ト メ ン ト がベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タに表示されます。

スク リ プ ト を印刷する

ベーシ ッ クスク リ プ ト を印刷するには、

1. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ でスク リ プ ト を開きます。

2. ツールバーにある Print ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

スク リ プ ト を保存する

1. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で Save ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 必要に応じ てフ ァ イル名を入力し、 Save を ク リ ッ ク し ます。

変数を確認する

Quick Watch は、 カーソルの下の式の値を近 く のウ ィ ン ド ウに表示し ます。

• 右ク リ ッ ク メ ニューから Debug > Quick Watch を ク リ ッ ク し ます。
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別の方法 ： ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で Quick Watch ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

参照 ： Sax Basic Editor On Line Help 
(C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\sbe5_000.hlp)

関連 ト ピ ッ ク

• コ ンセプ ト ガイ ドの 「ベーシ ッ クスク リ プ ト 」

スク リ プ ト のデバッ グ

スク リ プ ト を実行する際、 段階的に実行する こ と も、 スク リ プ ト のある箇所で実行を
停止する こ と もできます。 これらのデバッ グを行う には、 スク リ プ ト を停止させたい
箇所にブレークポイ ン ト を挿入し ます。

この ト ピ ッ クでは以下について説明し ます ：

ブレークポイ ン ト の設定、 解除

スク リ プ ト のデバッ グにおいてブレークポイ ン ト の設定 / 解除機能は役に立ちます。
スク リ プ ト 実行中にブレークポイ ン ト に遭遇する と、 ベーシ ッ クエンジンはスク リ プ
ト を一時停止し ます。

スク リ プ ト にブレークポイ ン ト を設定するには、

1. ブレークポイ ン ト を挿入する ラ イ ンにカーソルを置きます。

2. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タのツールバーにある Toggle Break ボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

別の方法 ： ベーシ ッ クエデ ィ タ で右ク リ ッ ク メ ニューから Debug > Toggle 
Break を選択し ます 。

結果 ： 現在のカーソル位置にブレークポイ ン ト が挿入されます。 ガ ター領域にブレー
クポイ ン ト マーカが表示されます。

スク リ プ ト 実行中にブレークポイ ン ト に遭遇する と、 ベーシ ッ クエンジンはスク リ プ
ト 一時停止し ます。 スク リ プ ト の次のラ イ ンが命令ポイ ン タ で示されます。

スク リ プ ト のデバッ グ

ブレークポイ ン ト が挿入されたら以下のタ スクでスク リ プ ト をデバッ グできます。

• ブレークポイ ン ト の設定、 解除

• スク リ プ ト のデバッ グ

• スク リ プ ト からすべてのブレーク
ポイ ン ト を解除する

• ラ ン タ イムエラーの修正



スク リ プ ト の使用
スク リ プ ト の管理

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 731

スク リ プ ト の中の 1 行を実行するには、

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タのツールバーにある Step Over ボタ ンを ク リ ッ
ク し ます。 

現在のラ イ ンでサブルーチン呼び出し を実行し たい場合、

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タのツールバーにある Step Into ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。 

別の方法 ： ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で、 右ク リ ッ ク メ ニューから Debug 
> Step Into を選択し ます。

サブルーチンから呼び出し を実行し た箇所へ戻るには、

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ  のツールバーにある Step Out ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。 

スク リ プ ト を カーソル位置まで再生するには、

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で右ク リ ッ ク メ ニューから Debug > Step to 
cursor を選択し ます。

現在の箇所から実行を続けるには、

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で Run ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

別の方法 ： ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で、 右ク リ ッ ク メ ニューから Macro 
> Run を選択し ます。

スク リ プ ト からすべてのブレークポイ ン ト を解除する

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で、 右ク リ ッ ク メ ニューから Debug > Clear All 
Breaks を選択し ます。

これによ り、 スク リ プ ト 中のすべてのブレークポイ ン ト が解除されます。

ラ ン タ イムエラーの修正

ラ ン タ イムエラーが起きた場合、 スク リ プ ト デバッ ガーは段階モー ド に切り替わり、
ステータ スバーに詳細な メ ッ セージを表示し ます。 命令ポイ ン タがエラーを起こ し た
ラ イ ンを示し ます。 エラーの修正後、 スク リ プ ト の実行を再開できます。

関連 ト ピ ッ ク

• コ ンセプ ト ガイ ドの 「ベーシ ッ クスク リ プ ト 」

ベーシ ッ ク言語のヘルプへのアクセス

スク リ プ ト 書き込み中や実行中にヘルプにアクセスできます。
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スク リ プ ト の使用
スク リ プ ト の管理

ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タのヘルプにアクセスするには、

• ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タの編集領域内で色のついたアイテムを選択また
はク リ ッ ク し、 F1 キー を押し ます。

現在のステー ト メ ン ト のヘルプが表示されます。

参照 ： Sax Basic Editor Help. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ で右ク リ ッ ク し、 Help に
カーソルを合わせ、 Editor Help を ク リ ッ ク し ます。 
(C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\sbe5_000.hlp)
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Chapter 33
ト ラ ブルシューテ ィ ング

警告 ： 位置固定済テス ト ポイ ン ト ダイアログボ ッ ク
ス

テス ト ポイ ン ト を含むク ラス タの修正、 位置固定済みテス ト ポイ ン ト であるビア、 ピ
ン も し く はジャ ンパピンの修正、 位置固定済みテス ト ポイ ン ト に接続された配線の修
正を行う と、 警告ダイアログボ ッ クスが表示されます。 修正し ている ものがビアかピ
ンか配線によ って、 この警告ダイアログボ ッ クスの機能は異な り ます。 以下の ト ピ ッ
クでは、 各状況における位置固定済みテス ト ポイ ン ト への対処オプシ ョ ンを説明し ま
す。

• 位置固定済テス ト ポイ ン ト のジャ ンパピンの修正

• 位置固定済テス ト ポイ ン ト のピンの修正

• 位置固定済テス ト ポイ ン ト のビアの修正

• 位置固定済テス ト ポイ ン ト に追従し た配線の修正

• 位置固定済テス ト ポイ ン ト のある実装部品、 ク ラス タ、 ユニオンの移動、 分
散、 整列

• 位置固定済テス ト ポイ ン ト のある、 実装部品、 ユニオン、 ク ラス タの順次移動

データベースの問題の修復
PADS Layout で修復不能な問題が発生する と、 エラーコー ド と と もに、 「オン ラ イ ン
ヘルプの データベース問題の修復をご覧 く だ さい」 とい う メ ッ セージが表示されま
す。

以下の ト ピ ッ クでは、 データベースエラーに直面し た際の対処の手順、 および失った
データの回復 / 復元方法を説明し ます。  

通常の編集操作中のデータベースエラー

フ ァ イル読み込み中、 ASCII または DXF のデータ入力中のデータベースエラー
チ ェ ッ ク
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ト ラ ブルシューテ ィ ング
フ ァ イル読み込み中、 ASCII または DXF のデータ入力中のデータベースエラーチ ェ ッ ク

ロス ト データの検証と修復

ASCII を使用し てのデータベース整合性の検査

現在のデータベース と元のデータベースでネ ッ ト リ ス ト を比較

破損データベース と元のデータベース間に差分がある場合のデータ修復

ASCII を使用し てのデータベース整合性の検査

関連する ト ラ ブルシューテ ィ ング ト ピ ッ ク

ク ラ ッ シュ検出、 BMW と BLT

フ ァ イル読み込み中、 ASCII または DXF のデータ
入力中のデータベースエラーチ ェ ッ ク

フ ァ イル読み込みの際には必ず、 データベース整合性の検査が行われます。 PADS 
Layout では、 データベースの値と制限が、 条件を満たす範囲内であるかが検証されま
す。 

問題が発生し た場合、 以下のいずれかが表示されます ：  

• 条件に合った値の入力を促すダイアログボ ッ クス  

• 自動データベース修正ルーチンを確認するよ う促す メ ッ セージ

• 「致命的なデータベースエラー」 メ ッ セージ。 この場合でも、 データ を修復す
る こ とは可能です。 詳細は、 「データベースの問題の修復」 をご覧 く だ さい。

データベースの修正ルーチンは、 以下の 2 つのモー ド を使用し ます。

• データ を自動的に修正または挿入し て、 設計を修正

• エラーデータ を設計から削除

入力されたデータ も し く は自動修正ルーチンを使用し てエラーを修正し た後に、 新規
のデータベース上で対話形式の検査を実行し て く だ さい。 少な く と も以下の検査を
行って く だ さい ( 他の検査も実行可能です )。 

• 間隙検査

• ネ ッ ト リ ス ト の比較 

• 接続性検査

• 内層接続検査

これらの検査の手順については、 設計検証をご参照 く だ さい。 このデータ検証では、
修正されたデータベース と元のデータベース間の差分を表示し ます。
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通常使用時のデータベース整合性チ ェ ッ ク
フ ァ イル読み込み時に行われるデータベースの整合性の検査と同じ検査を実行するに
は、 I と入力し、 Enter キーを押し ます。 データベース内の値が、 条件を満たす範囲内
であるかど うか検証されます。 問題がある場合には、 許容範囲内の数値入力を促すダ
イアログボッ クスや、 データベース修正ルーチンの自動実行を促すダイアログボ ッ ク
スが表示されます。 処理と修正動作に関する説明については、 「フ ァ イル読み込み中、
ASCII または DXF のデータ入力中のデータベースエラーチ ェ ッ ク」 をご参照 く だ さ
い。

通常の編集操作中のデータベースエラー
PADS Layout では、 通常の使用の際に メ モ リ内の設計データ を常に監視し ています。
重大なエラーが発生し た場合には、 設計はバッ クア ッ プ フ ァ イルに保存され、 「致命
的なデータベースエラー」 メ ッ セージが表示されます。 エラー発生後、 フ ァ イルを
保護するために以下の操作を行って く だ さい。

1. バッ クア ッ プ フ ァ イル Layout.pcb および 3 つのシーケンシャルバッ クア ッ プ
フ ァ イル (Layou1.pcb、 Layou2.pcb、 Layou3.pcb) を コ ピーし、 新規フ ァ イル名
を付けて保存するか、 ハー ド デ ィ スク上の別フ ォルダに保存し ます。

2. PADS Layout を再起動し ます。

3. 元の Layout.pcb バッ クア ッ プ フ ァ イルを読み込みます。 エラー内容によ って
は、 フ ァ イルが読み込まれ、 作業を継続できる こ と もあ り ます。

4. Layout.pcb が読み込めない場合は、 シーケンシャルバッ クア ッ プ フ ァ イルを
読み込み、 エラーが発生し た時点と一番近いフ ァ イルを使用し て く だ さい。

フ ァ イルの読み込み後、 「ASCII を使用し てのデータベース整合性の検査」 の手順に
従って く だ さい。

エラーの再現が可能な場合は、 テ クニカルサポー ト にご連絡 く だ さい。 その際、 以下
の内容をテ クニカルサポー ト にお伝え く だ さい。

• 問題を再現する手順

• ソ フ ト ウ ェ アおよびハー ド ウ ェ ア構成

• 登録番号

• 設計フ ァ イル ( ト ラブルシューテ ィ ング用に送付可能な場合のみ )
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ト ラ ブルシューテ ィ ング
破損データベース と元のデータベース間に差分がある場合のデータ修復

破損データベース と元のデータベース間に差分があ
る場合のデータ修復

ネ ッ ト リ ス ト の比較チ ェ ッ ク実行後、 部品または結線情報に少し でも違いがあった場
合には、 以下の 2 つの方法で、 失ったデータ を復元できます。

データの損失が少ない場合、

1. ECO ツールバーを開き、 配線、 ピンペアを追加、 部品を追加、 ネ ッ ト 名を
変更、 実装部品名を変更などのコ マン ド を使って、 手動で設計を補正し ます。

2. データが復元できたら、 ネ ッ ト リ ス ト を比較し、 補正後の設計と元の設計との
間に違いがないこ と を確認し ます。  

3. 違いがないこ と を差分レポー ト で確認できたら、 PADS Layout の別の設計検証
ルーチンを実行し、 間隙、 接続性、 内層接続のネ ッ ト データが正しいこ と を
確認し ます。

データ損失が大規模な場合、

• ECOGEN プログラムを使用し て、 データ を復元し て く だ さい。 ECOGEN は、
Windows 内でも、 また DOS 上でス タ ン ド アロン と し ても動作するプログラム
です。 ECOGEN は設計の現在のネ ッ ト リ ス ト と以前のネ ッ ト リ ス ト を比較し
ます。 以前のバージ ョ ン と同じ部品および結線データが含まれるよ う、
ECOGEN の比較では、 設計の現在のバージ ョ ンを更新するためのコマン ド を
含めたフ ァ イルを作成し ます。

レジス ト リ フ ァ イルの修正
レジス ト リ フ ァ イル powerpcb.reg には、 PADS Layout の OLE コ ンポーネン ト が正し
く 登録されるのに必要な全てのレジス ト リ  キーが定義されています。 また、 ク ラ イア
ン ト と し て動作する他のプログラムは、 このレジス ト リ フ ァ イルを介し て PADS 
Layout の OLE オー ト メ ーシ ョ ンサーバーにアクセス し ます。 レジス ト リ フ ァ イルは、
イ ンス ト ールプログラムによ って自動的に作成され、 リ フ ァ レンス用に powerpcb.exe
と同じ フ ォルダに保存されます。  

警告 ： レジス ト リ フ ァ イルの内容は書き換えないで く だ さい。 PADS Layout のレジス
ト リのエン ト リが正し く ないと、 PADS Layout を実行できな く な り ます。

レジス ト リ フ ァ イルが壊れた場合、 修正する こ とができます。 レジス ト リ を修正する
には、

1. ス ター ト メ ニューを ク リ ッ ク、 プログラムにカーソルを合わせ、 Windows 
Explorer を ク リ ッ ク し、 Windows エクスプローラ を開きます。

2. powerpcb.reg フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し ます。 Windows のレジス ト リ にこの
フ ァ イルが追加され、 powerpcb.reg の変更内容が更新されます。 
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詳細は、 PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーのヘルプの 「 ト ラ ブルシュー
テ ィ ング」 をご参照 く だ さい。 

ASCII を使用し てのデータベース整合性の検査 
PADS Layout からバイナ リ フ ァ イルの ASCII バージ ョ ンを保存できます。 データ
ベースにエラーがあるか壊れている と思われる場合には、 ASCII フ ォーマ ッ ト を
使用し て、 データベース上で整合性の検査を実行できます。 

ASCII データの入力を行う と、 データベースが適切な値を含んでいる こ と を確認する
ためのデータベース整合性検査が実行されます。 PADS Layout で実際にバイナ リデー
タがメ モ リ内に再構築される時には、 二次チ ェ ッ クが行われます。 データが見つから
ない、 不完全、 または不正確である場合には、 ASCII 入力ルーチンはエラーを報告し
ます。 

整合性チ ェ ッ ク を実行するには、 最初に設計の ASCII フ ァ イルを作成し ます。 

1. フ ァ イルメ ニューの各種データ出力を ク リ ッ ク し ます。 [ 各種データ フ ァ イル
を出力 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2. ASCII フ ァ イルの名前を入力し ます。

3. 保存を ク リ ッ ク し ます。

4. [ アスキーフ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスで全選択を ク リ ッ ク し、 単位
を基本単位系に設定し、 フ ォーマ ッ ト を選択し ます。 OK を ク リ ッ ク し ます。

注意 ： PADS レ イアウ ト から Perform 6 ASCII フ ォーマ ッ ト へデータ出力する こ とはで
きません。 

ASCII のデータ出力が完了し たら、 現在の .pcb 設計フ ァ イルを保存し、 新規フ ァ イル
を作成し ます。 新規フ ァ イル内では、

1. フ ァ イルメ ニューの各種データ入力を ク リ ッ ク し ます。 [ 各種データ フ ァ イル
を入力 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2. 作成し た ASCII フ ァ イルの名前を選択し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し ます。 読み込み中にエラーが検出されなければ、 データベー
スは安定し ています。

問題がある場合、 エラーフ ァ イルが生成されます。 詳細 ： 「フ ァ イル読み込み
中、 ASCII または DXF のデータ入力中のデータベースエラーチ ェ ッ ク」
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ASCII を使用し てのデータベース整合性の検査
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Chapter 34
PADS Layout 内の OLE

PADS Layout のオブジ ェ ク ト 埋め込み機能によ り、 他のフ ァ イルやアプ リ ケーシ ョ ン
を、 PADS Layout の設計に リ ン クオブジ ェ ク ト または埋め込みオブジ ェ ク ト と し て挿
入する こ とが可能です。 Microsoft Word 文書、 BOM を含む Microsoft Excel スプレ ッ ド
シー ト 、 ビデオやオーデ ィ オク リ ッ プなどを挿入できます。 PADS Layout は、 フ ァ イ
ルを作成し たアプ リ ケーシ ョ ン と通信を行い、 表示する情報と その表示方法に関する
指示を ソースアプ リ ケーシ ョ ンよ り受けるため、 挿入されたオブジ ェ ク ト のフ ォー
マ ッ ト を認識できな く ても構いません。

制限事項 ： PADS Logic、 PADS Layout、 PADS Router フ ァ イルの、 OLE オブジ ェ ク ト
と し ての ( 他の PADS フ ァ イルを含む ) 他フ ァ イルへの挿入はサポー ト し ていません。
他のフ ァ イルに挿入された PADS Logic、 PADS Layout、 PADS Router フ ァ イルは正常
に機能せず、 コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ン内で ( ビジュアル ) 編集する こ とはできませ
ん。 

PADS Layout へ OLE オブジ ェ ク ト の挿入
リ ン クオブジ ェ ク ト または埋め込みオブジ ェ ク ト を挿入するには、

1. 編集メ ニューの新規オブジ ェ ク ト の挿入を ク リ ッ ク し ます。 [ オブジ ェ ク ト の
挿入 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2. [ 新規作成 ] または [ フ ァ イルから作成 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規作成 ] は、
新規 OLE オブジ ェ ク ト を作成し ます。 [ フ ァ イルから作成 ] は、 既存フ ァ イル
を OLE オブジ ェ ク ト と し て挿入し ます。

3. [ 新規作成 ] を選択し た場合、 作成し たい OLE オブジ ェ ク ト の種類を選択し ま
す。 [ フ ァ イルから作成 ] を選択し た場合、 OLE オブジ ェ ク ト と し て挿入し た
いフ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。

4. [ フ ァ イルから作成 ] を選択し て、 挿入オブジ ェ ク ト を元のフ ァ イルに リ ン ク
し たい場合、 リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 リ ン ク を選択し ないと、 埋め込みオブ
ジ ェ ク ト と な り ます。

5. リ ン クオブジ ェ ク ト や埋め込みオブジ ェ ク ト をアイ コ ン と し て表示し たい場合
は、 アイ コ ンで表示を ク リ ッ ク し ます。

6. OK を ク リ ッ ク し て、 リ ン クオブジ ェ ク ト または埋め込みオブジ ェ ク ト を
PADS Layout に挿入し ます。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「オブジ ェ ク ト のリ ン ク と埋め込み」
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ヒ ン ト ： オブジ ェ ク ト を PADS Layout の設計に挿入する と、 .ole フ ァ イルにデータ を
出力し た り、 他の設計にデータ入力する こ とが可能です。

OLE オブジ ェ ク ト の選択
Word の非テキス ト 項目を管理するのと同様に、 OLE リ ン クや埋め込みオブジ ェ ク ト
を選択し て管理し ます。 OLE オブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し て選択し ます。

OLE オブジ ェ ク ト の選択には制約があ り ます。

• 同時に複数のオブジ ェ ク ト を選択できません。

• 領域選択を使って複数の OLE オブジ ェ ク ト を選択する こ とはできません。

• PADS Layout オブジ ェ ク ト を一緒に選択し ていても、 コマン ドは選択し た OLE
オブジ ェ ク ト のみに適用されます。 OLE オブジ ェ ク ト のジ ョ ブ実行優先度は、
PADS Layout の実装部品よ り高 く なっています。

ヒ ン ト ： OLE オブジ ェ ク ト の下にある PADS Layout 項目を選択するには、 OLE
オブジ ェ ク ト を移動し ます。

OLE オブジ ェ ク ト を選択し た場合 ：

• 右ク リ ッ クする と、 OLE オブジ ェ ク ト に適用できる コマン ドが、 シ ョ ー ト カ ッ
ト メ ニューに全て リ ス ト ア ッ プ されます。

• Word の非テキス ト オブジ ェ ク ト と同様に、 選択されている こ と を示すサイズ
変更ハン ドルを使用し て矩形領域を指定する と、 オブジ ェ ク ト が選択されま
す。 ( 選択されたオブジ ェ ク ト を囲む矩形領域のコーナーとサイ ド に表示され
る小さ な黒い正方形が、 サイズ変更ハン ドルです。 )OLE オブジ ェ ク ト には、
選択状態である こ と を示す PADS Layout の強調表示は使用されません。

PADS Layout での OLE オブジ ェ ク ト の編集
OLE リ ン クオブジ ェ ク ト や埋め込みオブジ ェ ク ト の編集は、 PADS Layout オブジ ェ ク
ト の編集と似ています。 [ 編集 ] メ ニューのカ ッ ト 、 コ ピー、 ペース ト コマン ド を使
用し て、 OLE オブジ ェ ク ト を カ ッ ト 、 コ ピー、 ペース ト する こ とができます。

ヒ ン ト ： 部品形状エデ ィ タ内では、 OLE オブジ ェ ク ト を カ ッ ト 、 コ ピー、 ペース ト で
きません。

OLE リ ン クまたは埋め込みオブジ ェ ク ト で、 以下の編集操作を実行できます。

• OLE オブジ ェ ク ト のコ ピー

• OLE オブジ ェ ク ト のカ ッ ト

• OLE オブジ ェ ク ト のペース ト
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• OLE オブジ ェ ク ト 背景色の変更

• OLE オブジ ェ ク ト の移動

• OLE オブジ ェ ク ト のサイズ調整

• OLE オブジ ェ ク ト の削除

警告 ： 取消ややり直し コ マン ドは、 OLE オブジ ェ ク ト には適用されません。 OLE
オブジ ェ ク ト の編集は慎重に行って く だ さい。

OLE オブジ ェ ク ト のコ ピー

OLE オブジ ェ ク ト を コ ピーするには、

1. カ ッ ト する OLE オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 編集メ ニューのコ ピーを ク リ ッ ク し ます。

警告 ： 取消ややり直し コ マン ドは、 OLE オブジ ェ ク ト には適用されません。 OLE
オブジ ェ ク ト の編集は慎重に行って く だ さい。

OLE オブジ ェ ク ト のカ ッ ト

OLE オブジ ェ ク ト を カ ッ ト するには、

1. カ ッ ト する OLE オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 編集メ ニューのカ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。

警告 ： 取消ややり直し コ マン ドは、 OLE オブジ ェ ク ト には適用されません。 OLE
オブジ ェ ク ト の編集は慎重に行って く だ さい。

OLE オブジ ェ ク ト のペース ト

OLE リ ン クオブジ ェ ク ト や埋め込みオブジ ェ ク ト の編集は、 PADS Layout オブジ ェ ク
ト の編集と似ています。 [ 編集 ] メ ニューのカ ッ ト 、 コ ピー、 ペース ト コマン ド を使
用し て、 OLE オブジ ェ ク ト を カ ッ ト 、 コ ピー、 ペース ト できます。

ヒ ン ト ： 部品形状エデ ィ タ では、 OLE オブジ ェ ク ト のカ ッ ト 、 コ ピー、 ペース ト は
できません。

OLE オブジ ェ ク ト を コ ピーするには、

1. Windows のペース ト バッ フ ァ に格納する項目を カ ッ ト またはコ ピーし ます。

2. 編集メ ニューのペース ト を ク リ ッ ク し ます。

項目が設計にペース ト されます。
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警告 ： 取消ややり直し コ マン ドは、 OLE オブジ ェ ク ト には適用されません。 OLE
オブジ ェ ク ト の編集は慎重に行って く だ さい。

OLE オブジ ェ ク ト 背景色の変更

OLE オブジ ェ ク ト 背景色を変更するには、

1. オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク メ ニューの白の背景色を選択し ます。 オブジ ェ ク ト に白の背景色が
使用される こ と を示すチ ェ ッ クがコ マン ドの横に表示されます。

OLE オブジ ェ ク ト の移動

Word で非テキス ト オブジ ェ ク ト を移動するよ う に、 OLE リ ン クや埋め込みオブジ ェ
ク ト を移動し ます。

OLE オブジ ェ ク ト を移動するには、

1. オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. マウスの左ボタ ンを押し た状態にし ます。

3. カーソルを動かし て、 オブジ ェ ク ト を移動し ます。

4. オブジ ェ ク ト の位置を決定し たら、 マウスボタ ンを離し ます。

OLE オブジ ェ ク ト のサイズ調整

Word で非テキス ト オブジ ェ ク ト のサイズ変更を行うのと同様に、 OLE リ ン クや埋め
込みオブジ ェ ク ト のサイズを変更し ます。

OLE オブジ ェ ク ト のサイズを調整するには、

1. オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. サイズ変更ハン ドルの上でマウスの左ボタ ンを押下し ます。 ( 選択されたオブ
ジ ェ ク ト を囲む矩形領域のコーナーとサイ ド に表示される小さ な黒い正方形
が、 サイズ変更ハン ドルです。 )

3. カーソルを動かし ます。 カーソルの動きに合わせ、 オブジ ェ ク ト のサイズが
変更し ます。

4. オブジ ェ ク ト のサイズを決定し たら、 マウスボタ ンを離し ます。

OLE オブジ ェ ク ト の削除

OLE リ ン クや埋め込みオブジ ェ ク ト は削除できます。
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OLE オブジ ェ ク ト を削除するには、

1. 削除する OLE オブジ ェ ク ト を選択し ます。

2. 編集メ ニューの削除を ク リ ッ クするか、 Delete キーを押し ます。 削除の確認を
たずねられます。

3. はいを ク リ ッ ク し て、 オブジ ェ ク ト を削除し ます。

警告 ： 取消ややり直し コ マン ドは、 OLE オブジ ェ ク ト には適用されません。 OLE
オブジ ェ ク ト の編集は慎重に行って く だ さい。

ヒ ン ト ： 設計内の全ての OLE オブジ ェ ク ト を削除するには、 [ 編集 ] メ ニューの
[OLE オブジ ェ ク ト を全て削除 ] を選択し ます。

OLE リ ン クの編集
OLE リ ン クオブジ ェ ク ト のリ ン クは編集する こ とができます。

OLE オブジ ェ ク ト のリ ン ク を編集するには、

1. 編集メ ニューのリ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 [ リ ン ク ] ダイアログボ ッ クスが
表示されます。

2. 編集し たい リ ン ク を リ ス ト から選択し ます。

3. 使用または編集し たいオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し、 [ リ ン ク ] ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。 [ リ ン ク ]
ダイアログボ ッ クスで行った変更をキャ ンセルする こ とはできません。

OLE オブジ ェ ク ト 内容の編集
オブジ ェ ク ト 内容の編集は、 PADS Layout 内 ( イ ンプレース編集 ) または別ウ ィ ン ド
ウで行う こ とができます。 どち らの場合も、 ソースアプ リ ケーシ ョ ンのコ マン ドや
ツールで編集するよ う に、 オブジ ェ ク ト 内容を編集し ます。

こ こ では、 以下について説明し ます ：

• PADS Layout 内でのイ ンプレースビジュアル編集

• PADS Layout 内の別ウ ィ ン ド ウで編集

ヒ ン ト ： コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ン内での PADS Layout オブジ ェ ク ト の表示、 選択、
削除、 保存に関する詳細は、 ソースアプ リ ケーシ ョ ンのド キュ メ ン ト をご参照 く だ さ
い。
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PADS Layout 内でのイ ンプレースビジュアル編集

OLE リ ン クや埋め込みオブジ ェ ク ト のソースアプ リ ケーシ ョ ンが PADS Layout 内で
開いた時に、 ビジュアル編集が行えます。 ソースアプ リ ケーシ ョ ンを開き、 オブジ ェ
ク ト が作成された環境でオブジ ェ ク ト を編集する こ とによ って OLE オブジ ェ ク ト を
編集する こ と も可能です。 

PADS Layout 内でオブジ ェ ク ト を編集するには、 オブジ ェ ク ト をダブルク リ ッ ク し ま
す。 

オブジ ェ ク ト の外側を ク リ ッ クする と、 ビジュアル編集を終了し ます。 変更は自動的
にオブジ ェ ク ト に反映されます。

制限事項 ： PADS Logic 内で、 PADS 埋め込みプログラムをビジュアル編集する こ とは
できません。

ヒ ン ト ：

• リ ン クオブジ ェ ク ト は PADS Layout では編集する こ とができません。 編集の際
は、 別ウ ィ ン ド ウが開きます。

• コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ンがイ ンプレースビジュアル編集をサポー ト し て
いない場合、 オブジ ェ ク ト は別ウ ィ ン ド ウで開きます。

PADS Layout 内の別ウ ィ ン ド ウで編集

埋め込みオブジ ェ ク ト を コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ンの外で編集するには、

• PADS Layout オブジ ェ ク ト を選択し ます。 編集メ ニューの PADS Layout
オブジ ェ ク ト にカーソルを合わせ、 編集を ク リ ッ ク し ます。

• Ctrl キーを押下し ながら、 OLE オブジ ェ ク ト をダブルク リ ッ クする と、 OLE
オブジ ェ ク ト を ソースアプ リ ケーシ ョ ンで編集できます。 ソースアプ リ ケー
シ ョ ンが開 く ので、 そこ でオブジ ェ ク ト を編集できます。

コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ンでオブジ ェ ク ト を更新するには、

• フ ァ イルメ ニューの更新を ク リ ッ ク し ます。 オブジ ェ ク ト が強制的に再描画さ
れます。

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 一般設定 ] タ ブで、 PADS Layout OLE
オブジ ェ ク ト の設定を行います。 [ 再描画中に更新 ] を選択する と、 編集用の
別ウ ィ ン ド ウで再描画を実行するたびに、 コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ンのオブ
ジ ェ ク ト が更新されます。

パフ ォーマンスを重視する場合は、 このオプシ ョ ンを OFF にし て く だ さい。

コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ンに戻るには、 フ ァ イルメ ニューの [ 閉じ て、 < ホス ト プロ
グラム > に戻り ます ] を選択し ます。
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ヒ ン ト ： 別ウ ィ ン ド ウで編集し たオブジ ェ ク ト を保存し たい場合は、 [ フ ァ イル ]
メ ニューの [ コ ピーを名前を付けて保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 編集し たオブジ ェ ク ト
はオ リ ジナルのコ ピーであ り、 このコ マン ド によ ってそのコ ピーを保存できます。
別ウ ィ ン ド ウでは他のフ ァ イルオープン、 新規フ ァ イル作成、 元の設計の保存はでき
ません。

OLE オブジ ェ ク ト の保存
PADS Layout 設計を保存する と、 リ ン クオブジ ェ ク ト や埋め込みオブジ ェ ク ト は自動
的に設計の一部と し て保存されます。 OLE オブジ ェ ク ト を別途保存し たい場合、 各種
データ出力を使用し て .ole フ ァ イルにオブジ ェ ク ト を保存し ます。 その後、 各種デー
タ入力を使用し て、 他の設計にオブジ ェ ク ト をデータ入力し ます。

PADS Layout OLE オブジ ェ ク ト を保存するには、

1. フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力。

2. フ ァ イルの種類リ ス ト から、 OLE フ ァ イル （* .ole) を選択し ます。

3. 保存する OLE フ ァ イルの名前を入力し ます。

4. フ ァ イルの場所を ク リ ッ ク し ます。

5. 保存を ク リ ッ ク し ます。
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Chapter 35
SPECCTRA ト ラ ンスレータ

このセクシ ョ ンでは以下について説明し ます ：

• SPECCTRA への最大ビア数の移行

• SPECCTRA 出力フ ァ イルの場所と配線設定

• イ ン ターフ ェース

• Do フ ァ イル

• 分割内層接続を使う

SPECCTRA への最大ビア数の移行
PADS Layout で最大ビア数を設定し て 、 SPECCTRA ト ラ ンスレータ でその設定を
自動的に SPECCTRA に渡すこ とができます 。

注意 ： SPECCTRA オプシ ョ ン ラ イセンスで最大ビア数規則がサポー ト されていない
場合 、 SPECCTRA はこの規則を無視または自動配線を無効にする場合があ り ます 。

SPECCTRA 出力フ ァ イルの場所と配線設定
Setup SPECCTRA Finish ダイアログボ ッ クスを使って 、 出力フ ァ イルの場所の指定 、
マイ ターパスの実行 、 再コーナーの実行 、 テス ト ポイ ン ト 挿入といった配線完了後の
SPECCTRA Router 処理を設定し ます 。

Setup SPECCTRA Finish ダイアログボ ッ クスで 、 PADS Layout へのデータ入力のため
の出力フ ァ イル設定と SPECCTRA Router 指示を設定するには 、

1. フ ァ イルメ ニューで各種データ出力を ク リ ッ ク し ます 。  

2. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト
で 、 SPECCTRA フ ァ イル (*.do) を選択し ます 。

3. 参照ボタ ンで既存フ ァ イルを選択するか 、 新規フ ァ イル名を入力し て 、 保存を
ク リ ッ ク し ます 。

4. SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスで DO File を ク リ ッ ク し ます 。

5. SPECCTRA DO File ダイアログボ ッ クスで Finish を ク リ ッ ク し ます 。
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6. ワイ ヤ フ ァ イルを指定するには 、 Wires File ボ ッ クスにフ ァ イルの場所を
入力するか 、 参照を使用し て選択し ます 。

7. 配線フ ァ イルを指定するには 、 Routes File ボ ッ クスにフ ァ イルの場所を入力
するか 、 参照を使用し て選択し ます 。

8. セ ッ シ ョ ン フ ァ イルを指定するには 、 Session File ボ ッ クスにフ ァ イルの場所
を入力するか 、 参照を使用し て選択し ます 。

9. Test Points 領域で SPECCTRA でイ ンス ト ールし たテス ト ポイ ン ト のオプシ ョ ン
を選択し ます 。

参照 ：  コ ンセプ ト ガイ ドの 「 SPECCTRA への DFT 検査設定の移行 」 項目 、
SPECCTRA ヘルプの 「 テス ト ポイ ン ト 」 項目

10. Miter 領域でマイ ターの変換タ イプを選択し ます 。

11. Recorner 領域で再コーナーオプシ ョ ンを選択し ます 。

12. ク ロスオーバーや間隙違反を除去するには 、 Delete Conflicts を ク リ ッ ク し ます

13. ノ ッ チを取り除き 、 余分な屈曲を取り除 く には Critic を ク リ ッ ク し ます 。

14. 余裕がある際に空間を広げるには Spread を ク リ ッ ク し 、 拡散値を Extra
ボッ クスに入力し ます 。

15. Reports 領域でレポー ト に加えるデータの種類を選択し ます 。

16. レポー ト フ ァ イルを指定するには 、 Report File Name ボ ッ クスに場所を入力
するか 、 参照で選択し ます 。

17. Apply を ク リ ッ ク し ます 。 .do フ ァ イルの最後のポイ ン タ位置に適切なラ イ ン
が追加されます 。

ヒ ン ト ： ラ イ ンを取り除 く には 、 Editor 領域で .do フ ァ イルの中のラ イ ンを
選択し 、 Delete キーを押し ます 。

関連 ト ピ ッ ク 　

SPECCTRA ヘルプ

イ ン ターフ ェース

自動で SPECCTRA へロー ド イ ン と ロー ド アウ ト

PADS Layout から SPECCTRA を起動する と 、 SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスに
よ って自動で SPECCTRA へのロー ド イ ン と ロー ド アウ ト が可能にな り ます 。

別の方法 ： PADS Layout とは別に SPECCTRA を起動し た場合 、 ス タ ン ド アロンの
SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスを使い手動で SPECCTRA へロー ド イ ン と ロー ド
アウ ト を行います 。
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バッ チモー ド で SPECCTRA router へのロー ド イ ン と ロー ド アウ ト を行う には 、

1. フ ァ イルメ ニューで各種データ出力を ク リ ッ ク し ます 。  

2. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト
で 、 SPECCTRA フ ァ イル (*.do) を選択し ます 。

3. 参照ボタ ンで既存フ ァ イルを選択するか 、 新規フ ァ イル名を入力し て 、 保存を
ク リ ッ ク し ます 。

4. SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスで 、 使用する .DO フ ァ イルを入力するか
、 参照を使用し て選択し ます 。

5.  .DO フ ァ イルを作成または編集するには DO File を ク リ ッ ク し ます 。

参照 ： .do フ ァ イルの作成と編集

6. SPECCTRA 自動起動情報を設定するには Setup を ク リ ッ ク し ます 。

参照 ： SPECCTRA 自動起動情報の設定

7. 出力フ ァ イル ( 配線フ ァ イルと セ ッ シ ョ ン フ ァ イル ) を指定するには 、 Setup 
SPECCTRA Finish ダイアログボ ッ クスにフ ァ イルの場所を入力し ます 。 フ ァ イ
ルにアクセスするには 、 SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスで DO File を
ク リ ッ ク し 、 SPECCTRA DO File ダイアログボ ッ クスで Finish を ク リ ッ ク し て
、 フ ァ イルの場所を入力し ます 。

参照 ： SPECCTRA 出力フ ァ イルの場所と配線設定

8. ビア禁止情報の送信 、 高度な規則の移行 、 配線円弧変換モー ド設定 、 未使用
ピンネ ッ ト の返還等のオプシ ョ ンを設定するには Option を ク リ ッ ク し ます 。

参照 ： SPECCTRA オプシ ョ ン設定

9. Continue を ク リ ッ ク し ます 。 設計は SPECCTRA に読み込まれ 、 配線がバッ チ
モー ド で実行されます 。

変換が完了する と 、 修正された設計フ ァ イルが画面に表示され 、 ([ 設定 ] ダイ
アログボ ッ クスで [Launch Mentor session] が OFF になっていなければ ) 新規
PADS Layout セ ッ シ ョ ンに読み込まれます 。 現行セ ッ シ ョ ンを妨げないよ う 、
ト ラ ンスレータは新規セ ッ シ ョ ンを開始し ます 。 一晩中 、 配線機能を実行し て
お く 場合 、 PADS Layout セ ッ シ ョ ンを閉じ てお く と メ モ リ を節約できます 。

手動で SPECCTRA へロー ド イ ン と ロー ド アウ ト

PADS Layout とは別に SPECCTRA を起動する場合 、 SPECCTRA イ ン タ フ ェースを
手動でコ ン ト ロールし 、 よ り自由に SPECCTRA を扱う こ とが出来ます 。 SPECCTRA
でデータの入出力を行う こ とができ 、 配線完了時の SPECCTRA router 動作のイ ンス ト
ラ クシ ョ ン ( マイ ターパス実行 、 再コーナー実行 、 テス ト ポイ ン ト 挿入など ) を設定
できます 。
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別の方法 ： PADS Layout から SPECCTRA を起動し た場合 、 SPECCTRA Link ダイア
ログボッ クスを使って自動で SPECCTRA へロー ド イ ン と ロー ド アウ ト を行います 。

手動で SPECCTRA を実行するには 、

1. PADS Layout を使用し ている場合は 、 .pcb フ ァ イルを保存し ます 。

2. Windows エクスプローラ を使い 、 PADS プログラムフ ァ イルデ ィ レ ク ト リ まで
移動し 、 pads2sp.exe をダブルク リ ッ ク し ます 。 SPECCTRA Link ダイアログ
ボッ クスが表示されます 。

例 ：

C:\MentorGraphics\<latest_version>PADS\SDD_HOME\Programs\pads2sp.exe

3. SPECCTRA 自動起動情報を設定するには Setup を ク リ ッ ク し ます 。

参照 ： SPECCTRA 自動起動情報の設定

4. .pcb フ ァ イルを SPECCTRA 形式に変換するには To SPECCTRA を ク リ ッ ク
し ます 。 To SPECCTRA ダイアログボ ッ クスが表示されます 。

参照 ： PADS Layout から SPECCTRA への設計データの変換

5. SPECCTRA を実行するにはス ター ト を ク リ ッ ク し 、 プログラム 、 SPECCTRA
にカーソルを置き 、 SPECCTRA を ク リ ッ ク し ます 。  

ヒ ン ト ： To SPECCTRA ダイアログボ ッ クスの Startup SPECCTRA チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択する こ とによ り起動する こ と もできます 。

6. SPECCTRA のフ ァ イル操作を使用し て 、 変換設計 (.dsn) フ ァ イルを読込みます

7. SPECCTRA の終了時に出力を .pcb 設計フ ァ イルに変換し直すには 、
To SPECCTRA を ク リ ッ ク し ます 。

参照 ： SPECCTRA から PADS Layout への設計データの変換

8. PADS Layout に新たな .pcb フ ァ イルを読込みます 。

PADS Layout から SPECCTRA への設計データの変換

To SPECCTRA ダイアログボッ クスを使って .pcb 設計フ ァ イルを SPECCTRA 設計
フ ァ イルに変換し ます 。

1. Windows エクスプローラ を使って ..\SDD_HOME\Programs デ ィ レ ク ト リ を
表示し 、 pads2sp.exe をダブルク リ ッ ク し ます 。

2. SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスで To SPECCTRA を ク リ ッ ク し ます 。

3. SPECCTRA に転送する フ ァ イルを指定するには 、 PCB File ボ ッ クスにフ ァ イ
ルの場所を入力するか 、 参照を使用し て選択し ます 。
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4. SPECCTRA で入力を行う設計フ ァ イルを指定するには 、 Design File ボ ッ クス
にフ ァ イルの場所を入力するか 、 参照を使用し て選択し ます 。

5. SPECCTRA に送信する 、 .do フ ァ イルを指定するには DO File ボ ッ クスに 、
フ ァ イルの場所を入力するか 、 参照を使用し て選択し ます 。 .do フ ァ イルは
SPECCTRA 操作を制御するスク リ プ ト フ ァ イルです 。

6. SPECCTRA が作成する出力フ ァ イル (.did) を指定するには 、 Did File ボ ッ クス
にフ ァ イルの場所を入力するか 、 参照を使用し て選択し ます 。 このフ ァ イルは
以降の SPECCTRA セ ッ シ ョ ンで入力 .do フ ァ イルと し て機能し ます 。

7. バッ チ変換完了後に SPECCTRA を開始するには Startup SPECCTRA を
ク リ ッ ク し ます 。

8.  .DO フ ァ イルの作成または編集を行う には DO File を ク リ ッ ク し ます 。

参照 ： .do フ ァ イルの作成と編集

9. ビア禁止情報の送品 、 高度な規則の移行 、 配線円弧変換モー ド設定 、 未使用
ピンネ ッ ト の返還等のオプシ ョ ンを設定するには 、 Options を ク リ ッ ク し ます

参照 ： SPECCTRA オプシ ョ ン設定

SPECCTRA から PADS Layout への設計データの変換

From SPECCTRA ダイアログボ ッ クスを使って 、 SPECCTRA によ り変更された設計
データ を .pcb 設計フ ァ イルに変換し直し ます 。

1. Windows エクスプローラ を使用し て 、 PADS プログラムフ ァ イルデ ィ レ ク ト リ
へ行き 、 pads2sp.exe をダブルク リ ッ ク し ます 。  

2. SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスで 、 From SPECCTRA を ク リ ッ ク し ます

3. 処理後に SPECCTRA によ り戻される配線情報フ ァ イルを指定するには 、
SPECCTRA Routes ボ ッ クスにフ ァ イル名を入力または選択し ます 。 .do
フ ァ イルの最後に 、 自動配線完了後にこのフ ァ イルを書き込むためのコ マン ド
を入れます 。

4. 配置と配線情報フ ァ イルを指定するには 、 Session File ボ ッ クスにフ ァ イル名
を入力するか 、 選択し ます 。 SPECCTRA 配置機能を使用し ていない場合は 、
このフ ァ イル名を指定する必要はあ り ません 。

5. 元 ( ソース ) の .pcb フ ァ イルを指定するには Original PCB File ボ ッ クスに場所
を入力または参照し ます 。

6. SPECCTRA フ ァ イルから作成される フ ァ イルを指定するには New PCB File
ボッ クスに場所を入力または参照し ます 。

7. ビア禁止情報の送信 、 高度な規則の移行 、 配線円弧変換モー ド設定 、 未使用
ピンネ ッ ト の返還等のオプシ ョ ンを設定するには 、 Options を ク リ ッ ク し ます
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参照 ： SPECCTRA オプシ ョ ン設定

SPECCTRA オプシ ョ ン設定

Options ダイアログボ ッ クスは SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クス 、 TO SPECCTRA
ダイアログボッ クス ( 単独型 ) 、 FROM SPECCTRA ダイアログボ ッ クス ( 単独型 ) の
何れかの Options ボタ ンを ク リ ッ クする と表示されます 。  

このダイアログボ ッ クスは 、 ビア禁止情報の送信 、 SPECCTRA への高度な規則の移
行 、 配線円弧変換モー ド設定 、 SPECCTRA からの未使用ピンネ ッ ト の返還等のオプ
シ ョ ンを制御し ます 。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「 未使用ピンネ ッ ト 」

1. フ ァ イルメ ニューで各種データ出力を ク リ ッ ク し ます 。  

2. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト
で 、 SPECCTRA フ ァ イル (*.do) を選択し ます 。

3. 参照ボタ ンで既存フ ァ イルを選択するか 、 新規フ ァ イル名を入力し て 、 保存を
ク リ ッ ク し ます 。

4. SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスで Options を ク リ ッ ク し ます 。

5. 部品形状から SPECCTRA へビア禁止領域を送るには 、 Layer Containing Via 
Keepout Shapes リ ス ト から必要な層を選択し ます 。

ヒ ン ト ： PADS Layout ではレ イアウ ト エデ ィ タの禁止領域に完全に対応し てい
ます 。 ビア禁止領域の作成は 、 部品形状で禁止領域を定義する方法が推奨され
ます 。

6. SPECCTRA にデフ ォル ト の選択層と選択ビア規則を移行するには 、 Pass 
Default Advanced Rules を ク リ ッ ク し ます 。 この規則は SPECCTRA に高度規則
オプシ ョ ンを必要と し ます 。 この SPECCTRA オプシ ョ ンがある場合はオプシ
ョ ンをオンにし 、 それ以外の場合はオプシ ョ ンをオフのままにし ます 。

参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「 PADS Layout から SPECCTRA への規則の変換 」  

7. 配線円弧変換を行う には 3 つのモー ドから 1 つを選択し ます 。

To Single Segment －各配線円弧を単一線分に置き換えます 。 これはデフ ォル ト
設定です 。

To Multiple Segment －配線円弧を複数線分に置き換えます 。 元の配線円弧は
よ り小さ な弧 ( 約 5 度 ) に分割され 、 その後各々の小さ な弧は単一線分に置き
換わり ます 。 結果は弧の代わり に複数の線分を持つポリ ラ イ ン と な り ます 。

To Quarter Arcs (QARCs) －既存の弧を四分円や他の線分に分割し ます 。
( 四分円は始点と終点の角度が 0-90 、 90-180 、 180-270 、 270-360 度の円弧で
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す ) 四分円は SPECCTRA QARC 構造に変換されます 。 残りの弧はポリ ラ イ ン
に変換されます 。  

8. 未使用ピンやフ ァ ンアウ ト 情報を PADS Layout に戻すには Return 
UNUSED_PINS routing to PADS Layout を ク リ ッ ク し ます 。 未使用ピンを含む
PADS Layout 設計のネ ッ ト 名を入力し ます 。 デフ ォル ト を使わない場合は新し
いネ ッ ト 名を入力し ます 。  

PADS Layout に戻る際未使用ピンやフ ァ ンアウ ト 情報を無視するにはこの
オプシ ョ ンをオフにし ます 。

ヒ ン ト ： SPECCTRA では未使用ピンネ ッ ト に +UNUSED_PINS+ と名前を付けますが
、 旧 バージ ョ ンでは *UNUSED_PINS* と名前を付けていま し た 。 SPECCTRA 
Translator では両方の名前を認識し ます 。

PADS Layout でのネ ッ ト 名の最大長は 47 文字です 。  {} 、 アス タ リ スク  * 、 スペース
以外全ての英数字が使えます 。

SPECCTRA 自動起動情報の設定

SPECCTRA Setup ダイアログボ ッ クスを使って SPECCTRA 自動起動情報を設定し ま
す 。

1. フ ァ イルメ ニューで各種データ出力を ク リ ッ ク し ます 。  

2. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト
で 、 SPECCTRA フ ァ イル (*.do) を選択し ます 。

3. 参照ボタ ンで既存フ ァ イルを選択するか 、 新規フ ァ イル名を入力し て 、 保存を
ク リ ッ ク し ます 。

4. SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスで Setup ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

5. SPECCTRA を起動するのに必要な実行フ ァ イルを指定するには 、 Executable
ボッ クスにフ ァ イルの場所を入力するか 、 選択し ます 。

6. SPECCTRA を起動するのに必要なパスワー ド フ ァ イルを指定するには 、
Password/Server ボ ッ クスにフ ァ イルの場所を入力するか 、 選択し ます 。

ヒ ン ト ： teal key ノ ー ド ロ ッ クまたはフ ローテ ィ ングラ イセンスを使用するに
は 、 standard port@host 形式でラ イセンスサーバーにポイ ン タ を置きます 。
例 ： 7508@myserver

7.  SPECCTRA メ ッ セージ出力フ ァ イルを指定するには 、 Message Output ボ ッ ク
スにフ ァ イルの場所を入力するか 、 選択し ます 。

8.  SPECCTRA ステータ スフ ァ イルを指定するには 、 Status ボ ッ クスにフ ァ イル
の場所を入力するか 、 選択し ます 。
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9.  SPECCTRA カ ラーマ ッ プ フ ァ イルを指定するには 、 Color Mapping ボ ッ クス
にフ ァ イルの場所を入力するか 、 選択し ます 。

10. SPECCTRA の画像表示を無効にし SPECCTRA をよ り高速に動作させるには
No Graphics を ク リ ッ ク し ます 。

11. .do フ ァ イルコ マン ド実行後に SPECCTRA を閉じ るには Quit After Do を
ク リ ッ ク し ます 。

12. SPECCTRA 開始前に全ての予備配線を削除するには No Preroutes を ク リ ッ ク
し ます 。

13. SPECCTRA でネ ッ ト 指定のないベタ を無視するには 、 Don’t Strip Orphan 
Shapes を ク リ ッ ク し ます 。

14. 1 イ ンチ以下の四角形または多角形を簡素な長方形にするには Simplify 
Polygons を ク リ ッ ク し ます 。

15. 必要なラ イセンス形式を以下から選択し ます ： フ ローテ ィ ング 、 FlexID キー
のノ ー ド ロ ッ ク 、 SSI キーのノ ー ド ロ ッ ク 。

16. .do フ ァ イルコ マン ド処理後に配線設計を PADS Layout に再読込みするには
Launch PADS Layout session を ク リ ッ ク し ます 。

SPECCTRA への禁止領域の移行

PADS Layout では 、 配置 、 配線 、 ビア禁止領域といった 、 様々な禁止領域の定義を
行う こ とが出来ます 。 配置禁止領域は place_ keepout と し て 、 配線禁止領域は
wire_keepout と し て 、 ビア禁止領域は via_keepout と し て 、 SPECCTRA ト ラ ンスレー
タによ って自動的に SPECCTRA へ移行されます 。

Do フ ァ イル

.do フ ァ イルの作成と編集

.do フ ァ イルは 、 SPECCTRA 操作を制御する編集可能なバッ チスク リ プ ト フ ァ イルで
す 。 .do フ ァ イルにコ マン ド ラ イ ンを追加し た り 、 編集する こ とが可能です 。 エデ ィ
タ を開始する と 、 SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスで指定された .do フ ァ イルが
編集用に読み込まれます 。

 .do フ ァ イルの作成または編集を行う には 、

1. フ ァ イルメ ニューで各種データ出力を ク リ ッ ク し ます 。  

2. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト
で 、 SPECCTRA フ ァ イル (*.do) を選択し ます 。
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3. 参照ボタ ンで既存フ ァ イルを選択するか 、 新規フ ァ イル名を入力し て 、 保存を
ク リ ッ ク し ます 。

4. SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスで次のいずれかを行います 。

• 新規フ ァ イルを作成するには DO File Name ボ ッ クスに新規名称入力し 、
DO File を ク リ ッ ク し ます 。

• 既存のフ ァ イルを編集するにはDO File Nameボ ッ クスに .do フ ァ イルの名前
を入力するか 、 選択し て 、 DO File を ク リ ッ ク し ます 。

5. Setup および All 領域の内容は Setup 領域で選択し たオプシ ョ ンに依存し ます 。
必要なオプシ ョ ンを選択し 、 Apply to Editor を ク リ ッ ク し て情報を .do フ ァ イ
ルに書き込みます 。 Editor 領域にコ マン ドが表示されます 。

• Order －元のネ ッ ト の順序を変更し 、 ネ ッ ト の配線がデイジーチ ェーン
またはス ターバース ト で行われるかを制御し ます 。

参照 ：  SPECCTRA ヘルプの 「 順序 」 と 「 ス ターバース ト 配線とデイジー
チ ェーン配線の選択 」

• Action －ワイ ヤ 再配線 、 ネ ッ ト 配線 、 そ し て自動配線のための結線 、
ビア 、 層の接続のアベイ ラ ビ リ テ ィ の制御を行います 。

参照 ： SPECCTRA ヘルプの 「 Protect/Unprotect 」 、 「 Fix/Unfix 」 および
「 Select/Unselect 」 項目

• Cost －配線コス ト を制御し自動配線の内部コス ト 表を無視し ます 。

参照 ：  SPECCTRA ヘルプ 「 Cost 」 、 「 Limit 」 、 「 Tax 」 、 「 Using 
Standard Autorouting Commands 」 項目

Cost 領域で Cost 、 All 領域で Layer を ク リ ッ クする と 、 Type 領域のオプシ
ョ ンが表示されます 。

参照 ： SPECCTRA ヘルプの 「 Type 」 、 「 Length 」 、 「 Way (Cost) 」 、
「 Way (Limit) 」 項目

• Test Point Rule－テス ト ポイ ン ト 配置ルーチンのためのSPECCTRAへのDFT
検査テス ト ポイ ン ト 配置オプシ ョ ンの移行を制御し ます 。

参照 ：  コ ンセプ ト ガイ ドの 「 SPECCTRA への DFT 検査設定の移行 」 、
SPECCTRA ヘルプの 「 テス ト ポイ ン ト 」 と 「 テス ト ポイ ン ト アンテナ 」
項目 。

Table 35-1. SPECCTRA リ ン クダイアログボ ッ クスオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 機能

Insert Test Points テス ト ポイ ン ト 挿入を許可し 、 Test Points 領域
のオプシ ョ ンを 利 用可能にし ます 。
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• All 領域 －動作を特定の選択オブジ ェ ク ト に制限し ます 。 この領域の内容は
Setup 領域で選択するオプシ ョ ンに応じ て変化し ます 。

• Only 領域 －動作を特定の選択オブジ ェ ク ト に制限し ます 。

6. フ ァ ンアウ ト 規則を設定するには Routing 領域を使います ： 方向 、 ピン タ イプ
、 最大長 、 Buss 方向を設定し 、 それぞれのパスの数を入力し ます 。

Allow Points at Pins 実装部品ピンにテス ト ポイ ン ト の配置を許可し
ます 。
DFT 検査に同じ ものはあ り ません 。 テス ト ポイ
ン ト はピン上で常に許可されます 。

Allow Antennas アンテナを許可し ます 。 長さ を設定し ます 。
DFT 検査に同じ ものはあ り ません 。

Max Length アンテナの長さ制限を定めます 。 デフ ォル ト の
最大長は制限無しのマイナス 1(-1) です 。

Center to Center テス ト ポイ ン ト 中心間の距離

Center to Comp Edge テス ト ポイ ン ト 中心から実装部品外形までの距
離

Image Outline Clearance 実装部品外形と テス ト ポイ ン ト キャ リ ア ( ビア
または実装部品ピン ) の間の間隙 。 画像外形間
隙な負数の場合 、 ゼロ (0) が設定されます 。

Test Side テス ト ポイ ン ト 配置の指定面を検索し ます 。

Use Via ビアをテス ト ポイ ン ト と し て使用し ます 。

GridX, Y テス ト ポイ ン ト グ リ ッ ド 。
参照 ： グ リ ッ ド オプシ ョ ンの編集

Table 35-1. SPECCTRA リ ン クダイアログボ ッ クスオプシ ョ ン
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7. 設計が収束される方法を も とに自動配線を行う には Smart Route を ク リ ッ ク
し ます 。 詳細は SPECCTRA ヘルプをご覧下さい 。

8. コ マン ド を .do フ ァ イルに入力するには Apply to Editor を ク リ ッ ク し ます 。
コ マン ドが Editor 領域に表示されます 。

9. 起動情報を設定するには Startup を ク リ ッ ク し ます 。

参照 ： SPECCTRA 自動起動情報の設定

10. Finish を ク リ ッ ク し て Setup SPECCTRA Finish ダイアログボ ッ クスでパラ メ ー
タ を設定し ます 。

参照 ： SPECCTRA 出力フ ァ イルの場所と配線設定

11. パラ メ ータ を保存するには Apply を ク リ ッ ク し ます 。

12. フ ァ イルを保存するには Save As を ク リ ッ ク し て 、 フ ァ イルの名前を入力し ま
す 。 これはオプシ ョ ン と な り ます 。

13. 変換と読込みを開始するには Continue を ク リ ッ ク し ます 。

SPECCTRA の .do フ ァ イル起動オプシ ョ ンの設定

Setup SPECCTRA Startup ダイアログボ ッ クスを使用し て 、 Wire または Best Save
フ ァ イルに保存された 、 以前入力し た配線を参照する ラ イ ンを .do フ ァ イルに含めま
す 。 SPECCTRA は起動時にこれらのフ ァ イルを参照し ます 。 また 、 ステータ スフ ァ
イル名と 、 SMD 上のビア 、 シー ド ビアおよびシー ド ビア最小距離のパラ メ ータ を含
める こ と もできます 。

上記フ ァ イルや機能の詳細については 、 SPECCTRA グループ内 「 SPECCTRA Design 
Language Reference 」  PDF フ ァ イル (spdlr.pdf) をご覧下さい 。

1. フ ァ イルメ ニューで各種データ出力を ク リ ッ ク し ます 。  

2. [ 各種データ フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト
で 、 SPECCTRA フ ァ イル (*.do) を選択し ます 。

3. 参照ボタ ンで既存フ ァ イルを選択するか 、 新規フ ァ イル名を入力し て 、 保存を
ク リ ッ ク し ます 。

4. SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスで DO File を ク リ ッ ク し ます 。

5. SPECCTRADo File ダイアログボ ッ クスで Startup を ク リ ッ ク し ます 。

6. ワイ ヤ フ ァ イルを指定するには 、 Wires File ボ ッ クスでフ ァ イルの場所を
入力するか 、 参照を使用し て選択し ます 。

7. ステータ スフ ァ イルを指定するには 、 Status File ボ ッ クスにフ ァ イルの場所を
入力するか 、 参照を使用し て選択し ます 。
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8. Best Save フ ァ イルを指定するには 、 Best Save ボ ッ クスにフ ァ イルの場所を
入力するか 、 参照を使用し て選択し ます 。

9. SMD パッ ド にビアを許可するには Via at SMD 領域で On を選択し ます 。 ビア
が必ずグ リ ッ ド上にあるよ う にするには 、 Grid 領域で On を選択し ます 。 ビア
が必ずパッ ド に収まるよ う にするには 、 Fit 領域で On を選択し ます 。

10. 一定以上の長さの 2 つのピン結線を分割するには 、 Seed Via を ク リ ッ ク し配線
長の値を Distance ボ ッ クスに入力し ます 。

11. Apply を ク リ ッ ク し ます 。

関連 ト ピ ッ ク 　

SPECCTRA ヘルプ

分割内層接続を使う

SPECCTRA と分割 / 混在内層接続面

SPECCTRA を使用し て内層接続多角形に電源ネ ッ ト を フ ァ ンアウ ト または配線する
場合 、 PADS Layout で内層接続多角形を定義する前に以下の重要情報をご確認 く だ さ
い 。

PADS Layout の分割 / 混在内層接続機能の開発中に 、 SPECCTRA の配線コ マン ドが内
層接続多角形を特定する動作の詳細が分かり ま し た 。 SPECCTRA で内層接続多角形
を電源ネ ッ ト に正し く 接続するには 、 以下の分割内層接続定義方法のいずれかをご使
用 く だ さい 。 この手順に従う こ とによ って 、 SPECCTRA における最高の配線品質が
達成できます 。

• 通常 、 SPECCTRA で設計を配線後に分割内層接続を定義する場合は 、
配線後の SPECCTRA での分割内層接続定義をご覧下さい 。

• 通常 、 SPECCTRA で設計を配線する前に分割内層接続を定義する場合は 、
配線前の SPECCTRA での分割内層接続定義をご覧下さい 。

配線のない分割 / 混在内層接続層 、 名前付きベタ 、 内層接続多角形は 、 SPECCTRA
で電源層と し て変換されます 。 SPECCTRA では 、 電源層は配線層とはみな されませ
ん 。 し たがって SPECCTRA では電源層には配線できません 。 これによ り 、 ルーター
に移行される層数が最小化されます 。 た と えば 、 2 つの配線層に対し てラ イセンスを
持つ SPECCTRA 設定では 、 2 つの電源層を含む 4 層設計を配線する こ とができます

SPECCTRA は 、 内層接続全体を 、 実装部品ピンをすべての内層接続ネ ッ ト に接続す
る領域と見な し ます 。 SPECCTRA フ ァ ンアウ ト および配線コ マン ド によ り 、 ピンか
ら ビアまでの短い配線を配置し 、 内層接続面への接続を実現する こ と で 、 SMD 実装
部品ピンを接続し ます 。

最良の結果を得るには 、
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• コ マン ド にフ ァ ンアウ ト パスの数を挿入する こ とによ り 、 複数配線パスを実行
する前に電源ピンの複数パスフ ァ ンアウ ト 処理を実行し て く だ さい 。 例えば 、
fanout (pin_type power) を fanout 5 (pin_type power) に変換し ます 。

• .do フ ァ イルの作成と編集の説明に従って 、 適切なフ ァ ンアウ ト オプシ ョ ンを
選択し て く だ さい 。

• 分割 / 混在内層接続層に関連付けられたネ ッ ト に設計規則を指定し ないで く だ
さい 。 設計規則がある場合 、 SPECCTRA で設計を開けません 。 SPECCTRA
ト ラ ンスレータによ り 、 分割 / 混在内層接続層に関連付けられた設計規則は
自動的に削除または無視されます 。

関連 ト ピ ッ ク 　

.do フ ァ イルの作成と編集

配線前の SPECCTRA での分割内層接続定義

配線前に分割内層接続を定義できる場合 、 PADS Layout および SPECCTRA の高度
機能を使って短時間で分割内層接続設計を配線する こ とができます 。 この機能を使用
するには次の手順に従って く だ さい 。

1. 層を分割 / 混在内層接続層形式と設定し ます 。 層に分割内層接続ネ ッ ト や
データ を追加する前に 、 層を分割 / 混在と設定する必要があ り ます 。
参照 ： 「 層を分割 / 混在内層接続層に設定 」 、 「 内層接続のネ ッ ト ダイアログ
ボッ クス 」

最良の結果を得るには 、 分割 / 混在の指定を内部の埋め込み内層接続層に限定
し ます 。 外部配線層を分割 / 混在内層接続層と し て設定する と 、 予期し ない結
果が発生する場合があ り ます 。

2. 内層接続多角形を定義し ます ： 「 内層接続領域の作成 」 および 「 自動分割 」 の
説明に従って 、 内層接続層に指定されたネ ッ ト ご とに分割内層接続多角形を
作成し ます 。

PADS Layout では重複する内層接続多角形を定義する こ とができますが 、
[ 銅箔接続 ] を実行する と重複は検地され 、 自動的に内層接続の塗り潰し領域
が調整され 、 重複が削除されます 。 SPECCTRA では重複する多角形の自動調
整機能を備えていないため 、 重複する多角形の変換を大量に行う と予期し ない
結果が発生する場合があ り ます 。

最良の結果を得るには 、

• 自動分割コ マン ドのみを使い内層接続を定義し ます 。 これによ り重複する
内層接続領域や内層領域カ ッ ト アウ ト が発生する こ とがな く な り ます 。

• 多角形や円形の内層接続を作成し たい場合 、 大きな多角形の中に小さ な多
角形を組み込むのではな く 、 先に小さ な多角形を作成し てから 、 その周り
に多角形を追加し ていきます 。
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3. SPECCTRA で設計の配線を行います ： 内層接続層に適切な層と ネ ッ ト データ
を指定後 、 設計を SPECCTRA に移行できます 。  

参照 ：  自動で SPECCTRA へロー ド イ ン と ロー ド アウ ト

4. 分割 / 混在内層接続多角形を塗り潰し ます ： SPECCTRA で配線完了し 、 設計
が PADS Layout に戻された後 、 内層接続多角形の塗り潰し を行います 。

5. 内層接続ネ ッ ト の接続性を確認し ます ： 内層接続の塗り潰し後 、 内層接続ネ ッ
ト の接続性を確認し ます 。 内層接続多角形と配線データがスキャ ン され 、 内層
接続多角形から切り離されたネ ッ ト 部分がレポー ト されます 。 上記を行う には
「 設計検証 」 、 「 内層接続検査の設定 」 、 「 分割または混在内層接続層の作成
」 、 「 内層接続検査の設定 」 をご覧下さい 。

配線後の SPECCTRA での分割内層接続定義

SPECCTRA で設計の配線後に内層接続の分割が必要な場合は 、 PADS Layout で次の
手順を行います 。

1. 層を分割 / 混在内層接続層形式と設定し ます 。 層に分割内層接続ネ ッ ト やデー
タ を追加する前に 、 層を分割 / 混在と設定する必要があ り ます 。
参照 ： 「 層を分割 / 混在内層接続層に設定 」 、 「 内層接続のネ ッ ト ダイアログ
ボッ クス 」

最良の結果を得るには 、

• SPECCTRA での自動配線前に 、 分割 /混在層の内層接続領域多角形を定義し
ないで く だ さい 。 SPECCTRA は全ての内層接続層が全ネ ッ ト に属すとみな
し 、 内層接続ネ ッ ト に接続された SMD ピンに対し て短いフ ァ ンアウ ト 配線
を追加し ます 。

• 分割 / 混在の指定は 、 内側の埋め込み内層接続層だけに限定し て く だ さい 。
外側の配線層を分割 / 混在内層接続層と し て設定する と 、 予期し ない結果
が発生する場合があ り ます 。

2. SPECCTRA で設計の配線を行います ： 内層接続層に適切な層と ネ ッ ト データ
を指定後 、 設計を SPECCTRA にできます 。  

参照 ：  自動で SPECCTRA へロー ド イ ン と ロー ド アウ ト

3. 内層接続多角形を定義し ます ： 「 内層接続の作成 」 および 「 自動分割 」 の記述
に従って 、 内層接続層に指定された各ネ ッ ト に対し 、 分割内層接続多角形を作
成し ます 。

ヒ ン ト ： 分割 / 混在内層接続の定義後に 、 設計を再度 SPECCTRA に移行し た
い場合 、 以下をご参照 く だ さい 。 参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「 PADS Layout
分割 / 混在内層接続層の配線 」

PADS Layout では重複する内層接続多角形を定義する こ とができますが 、
[ 銅箔接続 ] を実行する と重複は検地され 、 自動的に内層接続の塗り潰し領域



SPECCTRA ト ラ ンスレータ
分割内層接続を使う

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 761

が調整され 、 重複が削除されます 。 SPECCTRA では重複する多角形の自動調
整機能を備えていないため 、 重複する多角形の変換を大量に行う と予期し ない
結果が発生する場合があ り ます 。

最良の結果を得るには 、

• 自動分割コ マン ドのみを使い内層接続を定義し ます 。 これによ り重複する
内層接続領域や内層領域カ ッ ト アウ ト が発生する こ とがな く な り ます 。

• 多角形や円形の内層接続を作成し たい場合 、 大きな多角形の中に小さ な多
角形を組み込むのではな く 、 先に小さ な多角形を作成し てから 、 その周り
に多角形を追加し ていきます 。

4. 分割 / 混在内層接続多角形を塗り潰し ます ： SPECCTRA で配線が完了し 、
設計が PADS Layout に戻された後 、 内層接続多角形の塗り潰し を行います 。

5. 内層接続ネ ッ ト の接続性を確認し ます ： 内層接続の塗り潰し後 、 内層接続ネ ッ
ト の接続性を確認し ます 。 内層接続多角形と配線データがスキャ ン され 、 内層
接続多角形から切り離されたネ ッ ト 部分がレポー ト されます 。 上記を行う には
「 設計検証 」 、 「 内層接続検査の設定 」 、 「 分割または混在内層接続層の作成
」 、 「 内層接続検査の設定 」 をご覧下さい 。
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Chapter 36
DxDesigner リ ン ク

フ ォワー ド およびバッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン
回路図に修正を行った際、 既存の PCB レ イアウ ト へ変更の出力が必要な場合があ り
ます。 この過程を フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン といいます。 同様に、 PCB レ イアウ ト に
修正を行った際、 回路図に変更を出力し たい場合があ り ます。 この過程をバッ クワー
ド ア ノ テーシ ョ ン といいます。

フ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンには以下のステ ッ プが必要です ：

1. 2 つの設計バージ ョ ンのネ ッ ト リ ス ト 比較

2. 元の設計を新規設計と一致させるために必要な変更点が記述された ECO
(Engineering Change Order: 技術変更指示 ) フ ァ イルの作成

3. 元の設計への ECO フ ァ イルのデータ入力

DxDesigner Link を使用し て、 DxDesigner 回路図と PADS Layout 設計間でフ ォワー ド /
バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行う こ とができます。

関連 ト ピ ッ ク 　

DxDesigner と PADS Layout 間の接続

設計の比較

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン

バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン

DxDesigner と PADS Layout 間の接続
DxDesigner Link の [ ド キュ メ ン ト ] タ ブを使用し て、 DxDesigner の回路図と PADS 
Layout のレ イアウ ト 設計を接続し、 フ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン、
およびク ロスプローブを行います。

必須事項 ： DxDesigner でク ロスプロービングが有効になっている こ と を確認し て く だ
さい ( セ ッ ト ア ッ プ > ク ロスプロービング )。 [ ク ロスプロービング ] の左側にチ ェ ッ
クマークがあれば、 ク ロスプロービングは有効になっています。

DxDesigner Link を開始し て DxDesigner を PADS Layout と接続するには、

1. 回路図と関連付けられたレ イアウ ト 設計を開きます。
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ヒ ン ト ： このステ ッ プはオプシ ョ ンです。 レ イアウ ト 設計を開かない場合、
DxDesigner Link はデフ ォル ト の設計フ ァ イル (default.pcb) に接続し ます。 この
フ ァ イルは別の名前で保存できます。

2. ツールメ ニュー > DxDesigner

結果 ：

• DxDesigner Link ([ ド キュ メ ン ト ] タ ブ ) が表示され、[PADS Layout デザイ ン ]
フ ィ ールド に、 開いた設計フ ァ イル ( または default.pcb) が接続済と し て
表示されます。 ( 接続解除ボタ ンが有効な状態 )

• [DxDesignerプロジ ェ ク ト フ ァ イル] フ ィ ールド にDxDesigner Linkで前回選択
し たフ ァ イルが表示されます。

3. [DxDesigner プロジ ェ ク ト フ ァ イル ] フ ィ ールド で、 表示されたフ ァ イルを使用
するか、 [ 参照 ] ボタ ンを使用し て対応する回路図を選択し ます。

4. 接続を ク リ ッ ク し ます。

5. [ 設計名 ] リ ス ト から設計を選択し ます。

6. [ フ ォワー ド / バッ クワー ド定義フ ァ イル ] 領域で参照を ク リ ッ ク し、 2 つの
アプ リ ケーシ ョ ン間でのフ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンに使用する
pads<latest_release>.cfg フ ァ イルを選択し ます。 

ヒ ン ト ：

• DxDesigner にはデフ ォル ト の .cfg フ ァ イルがあ り ます。PADS リ リースでは 
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\standard フ ォルダに格納
されています。 PADS2007 ではフ ァ イル名は pads2007.cfg と な り ます。

• 定義フ ァ イルを メ モ帳で編集するには、 編集を ク リ ッ ク し ます。 定義フ ァ
イル編集の詳細については、 DxDesigner の回路図設計ヘルプをご覧 く だ さ
い。

参照 ： DxDesigner の回路図設計ヘルプの 「定義フ ァ イル構造」 項目

属性の移行の詳細については、 コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性の移行」 をご覧 く だ
さい。

結果 ： 以下のいずれかが行えるよ う にな り ます ：

• フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン。 参照 ： フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン

• バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン。 参照 ： バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン

• レ イアウ ト 設計と回路図の比較。 参照 ： 設計の比較

• ク ロスプローブ



DxDesigner リ ン ク
DxDesigner Link ダイアログボ ッ クスの使用

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 765

注意 ： ク ロスプローブを行う には、 DxDesigner Link ダイアログボ ッ クスの
[ ド キュ メ ン ト ] タ ブを使用し て、 PADS Layout の PCB フ ァ イルと DxDesigner
の回路図の両方を接続する必要があ り ます。 参照 ： ク ロスプローブ

DxDesigner Link ダイアログボ ッ クスの使用
DxDesigner Link ダイアログボ ッ クスを使用し て、 PADS Layout と DxDesigner の接続
を行います。 このリ ン クによ り製品間でデータ を転送し ます。 Table 36-1 にダイアロ
グボッ クスのタ ブ と その機能を記載し ます。

設計の比較
DxDesigner Link では、 ク ロスプローブやフ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン
以外にも、 回路図データ と PADS Layout 設計データの比較ができます。 比較の結果は
差分レポー ト か ECO フ ァ イル、 またはその両方で出力できます。

ヒ ン ト ： フ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン時の予期せぬ変更を避けるため、
フ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン実行前にデータ を比較する こ と を推奨し ま
す。

設計を比較するには、

1. DxDesigner Link を起動し ます。

参照 ： DxDesigner と PADS Layout 間の接続 

2. [ 各種定義 ] タ ブで、 比較する項目を選択し ます。

3. [ ド キュ メ ン ト ] タ ブで設計の比較を ク リ ッ ク し ます。

DxDesigner Link によ り、 以下の 3 種類のフ ァ イルが作成 / 表示されます ：

• 回路図と レ イアウ ト 設計フ ァ イルの差分をレポー ト し た差分フ ァ イル (.dif)

• エラーレポー ト (.err)

Table 36-1. DxDesigner Link ダイアログボ ッ クスのタ ブ

タ ブ 機能

ド キュ メ ン ト タ ブ 設計、 回路図、 フ ォワー ド / バッ クワー ド定義
フ ァ イルを選択し ます。

ラ イブ ラ リ タ ブ DxDesigner 設計からの部品を保存する PCB ラ イ
ブ ラ リ を選択し ます。

各種定義タ ブ 比較オプシ ョ ンを選択し ます。

選択内容タ ブ ク ロスプローブを行う方向を指定し ます。

実装部品配置タ ブ 配置 / 未配置の実装部品のリ ス ト を表示し ます。
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• 技術変更指示フ ァ イル (.eco)。 フ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン処理
では、 このフ ァ イルを使用し てレ イアウ ト 設計と回路図フ ァ イルの同期を行い
ます。

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン
DxDesigner Link では、 フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行う と DxDesigner の回路図から
PADS Layout の設計フ ァ イルにデータが送信され、 回路図と一致するよ う PADS 
Layout の設計が更新されます。 

[ フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスで、 フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンに
使用する回路図データのフ ィ ルタ リ ングを行います。

ヒ ン ト ： フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン時の予期せぬ変更を避けるため、 フ ォワー ド ア ノ
テーシ ョ ン前にデータの比較を行って く だ さい。

参照 ： 設計の比較

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行う には、

1. DxDesigner Link を開始し ます。

参照 ： DxDesigner と PADS Layout 間の接続 

2. [ ラ イブ ラ リ ] タ ブで、 ラ イブ ラ リ部品のデータ入力モー ド を選択し ます。

参照 ： ラ イブ ラ リ部品のデータ入力 

3. 既存の PADS Layout 設計の更新を行う場合、 [ 各種定義 ] タ ブで、 フ ォワー ド
ア ノ テーシ ョ ンの際に比較を行う項目を選択し ます。 ( 既存レ イアウ ト 設計の
フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行う と、 回路図と レ イアウ ト 設計が比較され、 レ
イアウ ト 設計が差分で更新されます。 )

参照 ： ア ノ テーシ ョ ンの各種定義の設定 

ヒ ン ト ： DxDesigner Link では、 以後の操作のため各種定義が保存されます。
この手順は、 以前選択し た設定を変更する場合のみ行います。

4. [ ド キュ メ ン ト ] タ ブで PCB へフ ォワー ド を ク リ ッ ク し ます。

5. [ フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスで、

• PADS Layout の PCB 設計が新規設計の場合は、 PCB を作成を選択し ます。

• 既存の PADS Layout 設計を更新するには PCB を更新を選択し ます。

6. [PCB に送るデータ ] 領域で、 PADS Layout 設計に送る回路図データ を選択し ま
す。 DxDesigner Link には ASCII フ ァ イル (.asc) の選択データが含まれ、 フ ォ
ワー ド ア ノ テーシ ョ ン処理の際に使用されます。 以下を送信できます ：

• 部品、 ネ ッ ト リ ス ト 、 属性名と属性値
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• 設計規則

• ラ イブ ラ リ部品情報

ヒ ン ト ： フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン操作で設計規則を含めるには、 [ 各種定義 ]
タ ブで設計規則を比較を選択し ていても、 [ 設計規則 ] オプシ ョ ンを選択し て
く だ さい。

7. オプシ ョ ンで、 PCB 設計を更新する前に一時停止チ ェ ッ クボッ クスを選択し ま
す。 このオプシ ョ ンを選択する と、 PADS Layout 設計に行われる変更箇所を含
む ECO フ ァ イルをレビ ューする こ とができます。 その後、 更新を継続するか
キャ ンセルを選択できます。

8. OK を ク リ ッ ク し ます。

結果 ： DxDesigner Link はフ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを実行し ます ：

• PCB を作成を選択し た場合、 DxDesigner Link は回路図データ を新規 PADS 
Layout 設計に送信し ます。

• PCB を更新を選択し た場合、 DxDesigner Link は回路図のデータ と既存の
レ イアウ ト 設計を比較し、 差分をレ イアウ ト 設計に更新し ます。

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンの実行中、 DxDesigner Link にはプロセスイ ンジケータが
表示され、 以下が行えます ：

• ア ノ テーシ ョ ン進行のモニ タ リ ング

• レポー ト 表示

• ア ノ テーシ ョ ンのキャ ンセル

関連 ト ピ ッ ク 　

フ ォワー ド およびバッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン

ラ イブ ラ リ部品のデータ入力
回路図からのデータ で PADS Layout 設計の更新を行う際、 ラ イブ ラ リパーツの転送や
更新も必要な場合があ り ます。 DxDesigner Link ダイアログボ ッ クスの [ ラ イブ ラ リ ]
タ ブを使用し て、 DxDesigner Link 情報の保存先 PADS Layout ラ イブ ラ リ と保存方法
を指定し ます。

ラ イブ ラ リ を設定するには、

1. DxDesigner > ラ イブ ラ リ タ ブ

2. [ ラ イブ ラ リ部品に対するデータ入力 ] モー ド領域で、 以下のいずれかを選択
し ます ：
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既存部品に重ね書きを し ない―回路図の部品で設計ラ イブ ラ リの部品を上書き
し ません。

既存部品に重ね書きを行う―回路図の部品で設計ラ イブ ラ リの部品を上書き
し ます。

各部品に重ね書きを行う場合には確認する―回路図の部品で設計ラ イブ ラ リの
部品を上書きする前に確認し ます。

3. [ ラ イブ ラ リ ] リ ス ト で DxDesigner 部品を保存する ラ イブ ラ リ を選択し ます。 

別の方法 ： 新規ラ イブ ラ リ を ク リ ッ ク し て DxDesigner 部品用の新規ラ イブ ラ
リ を作成し ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン

ア ノ テーシ ョ ンの各種定義の設定
DxDesigner Link では、 フ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン操作の両方において
回路図と PADS Layout 設計の比較が行われます。 フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンでは比較
結果を使って PADS Layout 設計を更新し ます。 バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンでは比較
結果を使って DxDesigner 回路図を更新し ます。 

DxDesigner Link の [ 各種定義 ] タ ブで、 比較する項目を選択し ます。

ヒ ン ト ：

• 設計の比較やフ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行う前に各種定義を
設定し ます。

• DxDesigner Link では、 以後の比較やア ノ テーシ ョ ン操作のため、 各種定義を
保存し ます。 これら を変更し たい場合のみ、 各種定義を設定し ます。

ア ノ テーシ ョ ンの比較オプシ ョ ンを設定するには、

1. [ 比較オプシ ョ ン ] 領域で、 比較する設計機能を選択し ます。

ECO 登録済部品のみを比較 PCB 設計にあって回路図にない機械部品
や非電気部品などの非 ECO 登録済部品を
比較し ません。 
すべての部品を比較するには、 [ECO 登録
済部品のみを比較 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを
OFF にし ます。

ECO登録済属性のみを比較 非 ECO 登録済属性を比較から外し ます。
ヒ ン ト ： ビア属性は ECO 登録済ではな く 、
ECO 処理時に追加、 削除、 変更する こ と
はできません。
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2. [ 名前比較オプシ ョ ン ] 領域で、 設計要素の名称をどのよ う に比較するかを選
択し ます。

3. 設計比較から、 PADS Layout 設計の未使用ピンのネ ッ ト を外す場合、 未使用
ピン ・ ネ ッ ト を無視チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て未使用ピンネ ッ ト の名前を入
力し ます。 ネ ッ ト 名は 47 文字以下で指定し ます。 {}、 アス タ リ スク  *、 スペー
ス以外の全ての英数字が使えます。

未使用ピンのネ ッ ト には、 論理的なネ ッ ト 関連性を持たないピンが含まれま
す。 PCB 設計プロセスにおいて SPECCTRA や他ツールで配線を行う と未使用
ピンネ ッ ト が作成される場合があ り ます。

部品形状を比較 部品形状も比較し ます。

部品配置の比較 部品配置も比較し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 ePlanner で作
成されたネ ッ ト スケジュール情報比較専用
の機能です。

設計規則の比較 設計規則も比較し ます。

ネ ッ ト 名と REFDES の比較 :
必要に応じ て名前を変更

参照名と ネ ッ ト 名を使用し て差分を比較し
ます。  
配線済みの配線への変更を最小限に抑える
のに適し ています。 このオプシ ョ ンを選択
する と、 部品の位置交換が必要になる場合
があ り ます。 た と えば、 R1 と R12 を交換
する と配線済の配線への変更が最小限と な
る場合、 R12 が R1 に、 R1 が R12 に同時
変更され、 その後 R1 と R12 が元のネ ッ ト
に再接続されます。

ネ ッ ト 名と REFDES の比較 :
名前を変更する代わり に部品
の追加や削除を行う

参照名の変更がほとんど行われず、 ネ ッ ト
名の変更が行われなかった とい う こ とに基
づき、 参照名と ネ ッ ト 名で差分を比較し ま
す。  
部品の位置交換と その結果生じ る発生する
可能性のある設計の分裂を最小限に抑える
のに適し ています。 

接続と ト ポロジーの比較 :
必要に応じ て名前を変更

参照名やネ ッ ト 名を使わずに、 差分を比較
し ます。 差分の比較には ピン名やパー ト タ
イプ名などを使用し ます。 
部品と ネ ッ ト が名称変更され、 小規模な相
互接続の変更が行われた場合 ( 設計上で自
動番号変更だけを実行し た場合など ) の設
計の比較に適し ています。



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0770

DxDesigner リ ン ク
バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン

警告 ： このオプシ ョ ンを OFF にし、 回路図や以前の PCB レ イアウ ト から PCB
設計を更新する と、 未使用ピンネ ッ ト が削除される場合があ り ます。

関連 ト ピ ッ ク 　

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン 

バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン 

バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン
DxDesigner Link では、 バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行う と PADS Layout 設計フ ァ
イルから DxDesigner 回路図にデータが送信され、 PADS Layout 設計と一致するよ う
回路図が更新されます。

[ バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスで、 バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ
ンに使用するレ イアウ ト 設計データ を指定し ます。

ヒ ン ト ： バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン時の予期せぬ変更を避けるため、 バッ クワー ド
ア ノ テーシ ョ ン前にデータの比較を行って く だ さい。

参照 ： 設計の比較

バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行う には、

1. DxDesigner Link を起動し ます。

参照 ： DxDesigner と PADS Layout 間の接続

2. [ 各種定義 ] タ ブで、 バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン時の比較に含める項目を
選択し ます。

参照 ： ア ノ テーシ ョ ンの各種定義の設定 

ヒ ン ト ： DxDesigner Link では、 以後の操作のため各種定義が保存されます。
この手順は、 以前選択し た設定を変更する場合のみ行います。

3. [ ド キュ メ ン ト ] タ ブで PCB からバッ クワー ド を ク リ ッ ク し ます。

4. [ バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ECO 各種定義 ] 領域
で、 バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン使用する ECO (Engineering Change Order: 技術
変更指示 ) フ ァ イルを選択し ます。 このフ ァ イル (.eco) には回路図と比較し た
際の PADS Layout 設計の差分が記載されています。 バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ
ンを行う と、 回路図を この差分で更新し ます。

• 既存の ECO フ ァ イルを使う には既存の ECO フ ァ イルを使う を選択し ます。
次に参照を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを選択し ます。
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ヒ ン ト ： バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン操作では、 レ イアウ ト 設計と同じ名
前で .eco 拡張子を持つフ ァ イルがまず検索されます。 そのよ う なフ ァ イル
が見つからない場合は、 ECO フ ァ イルを選択できます。

• DxDesigner で PADS Layout 設計と回路図を比較し、ECO フ ァ イルを新規作成
するには、 ネ ッ ト リ ス ト 比較を使用し て ECO フ ァ イルを作成を選択し ま
す。

ヒ ン ト ： 実装部品の Auto Renumber など、 大幅な変更がある際に既存の ECO
フ ァ イルを使用し ます。

5. [ 回路図へ送るデータ ] 領域で、 DxDesigner 回路図に送信するデータ を選択
し ます。 以下を送信できます ：

• 部品、 ネ ッ ト リ ス ト 、 属性名と属性値

• 設計規則

ヒ ン ト ： バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン操作で設計規則を含めるには、 [ 各種定
義 ] タ ブで設計規則を比較を選択し ていても、 [ 設計規則 ] オプシ ョ ンを選択し
て く だ さい。

6. オプシ ョ ン と し て、 PCB 設計を更新する前に一時停止チ ェ ッ クボッ クスを選択
し ます。 このオプシ ョ ン選択によ り、 DxDesigner 回路図への変更箇所を含む
ECO フ ァ イルを見直すこ とができます。 その後更新の継続またはキャ ンセルを
選択できます。

7. ECO 作成の各種定義を設定するには、 各種定義タ ブを ク リ ッ ク し ます。

8. OK を ク リ ッ ク し ます。

バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンの実行中、 DxDesigner Link ではプロセスイ ンジケータが
表示され、 以下が行えます ：

• ア ノ テーシ ョ ン進行のモニ タ リ ング

• レポー ト 表示

• ア ノ テーシ ョ ンのキャ ンセル

関連 ト ピ ッ ク 　

フ ォワー ド およびバッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン

バリ アン ト データ を PADS Layout に入力
DxDesigner Link を使用し て、 バリ アン ト マネージャデータ を  PADS の アセンブ リ
バリ アン ト 機能にデータ入力できます。
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必須事項

• DxDesigner の設計と PADS Layoutの設計が両方と も開いている必要があ り ます。

• バリ アン ト データの転送を行う前に、 DxDesigner の設計と PADS Layout の設計
が同期し ている必要があ り ます。 つま り、 両方の設計で参照名が一致し ている
必要があ り ます。 一致し ていない場合、 通常のフ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンまた
はバッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行って設計を同期し て く だ さい。

手順

1. [ ツール ] メ ニューで DxDesigner を ク リ ッ ク し ます。

2. DxDesigner Link の [ ド キュ メ ン ト ] タ ブで、 DxDesigner Project フ ァ イルに接続
し ます。

3. [Variants] タ ブで Create DxD AV file ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 
<project_name>_DxDVariants.asc フ ァ イルが作成され、 次のステ ッ プの準備と し
て [DxDesigner AV ASCII file] フ ィ ールド にパスが入力されます。

別の方法 ： よ り手動のプロセスでは、 DxDesigner から .asc フ ァ イルを作成し、
[Variants] タ ブの [DxDesigner AV ASCII file] フ ィ ールド でフ ァ イルへのパスを
入力するか [ 参照 ] ボタ ンで選択する こ とができます。 詳細は、 Variant 
Manager Users Manual の Export data to PADS button をご覧 く だ さい。DxDesigner 
Link による DxDesigner と PADS 間での直接の接続を許可し ない設定になって
いる場合、 この方法が使用できます。

4. オプシ ョ ン と し て、 アセンブ リバリ アン ト データ フ ァ イルのプレビ ューを行う
場合、 Show DxD Variants ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. Import AV to PADS Layout を ク リ ッ クする と、 アセンブ リバリ アン ト データが
アセンブ リバリ アン ト 機能にデータ入力されます。

結果の確認

バリ アン ト データが正し く 入力されたかを確認できます。

1. [ ツール ] メ ニューで [ アセンブ リバリ アン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 名称 ] リ ス ト でバリ アン ト を選択し ます。

3. 参照名のリ ス ト で、 実装部品のステータ スを確認し、 DxDesigner のバリ アン ト
マネージャの結果と比較し ます。 

関連 ト ピ ッ ク

DxDesigner ダイアログボッ クス、 [Variants] タ ブ

DxDesigner’s Variant Manager Users Manual

バリ アン ト データ を PADS Layout に手動で入力
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バリ アン ト データ を DxDesigner に出力

バリ アン ト データ フ ァ イルの比較

バリ アン ト データ を PADS Layout に手動で入力
データ フ ァ イルを出力し てから入力する こ と で、 バリ アン ト データ を手動で入力する
こ とができます。

必須事項

• バリ アン ト データの転送を行う前に、 DxDesigner の設計と PADS Layout の設計
が同期し ている必要があ り ます。 つま り、 両方の設計で参照名が一致し ている
必要があ り ます。 一致し ていない場合、 通常のフ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンまた
はバッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行って設計を同期し て く だ さい。

手順

1. DxDesigner で設計を開き、 バリ アン ト マネージャ を起動し ます。

2. バリ アン ト マネージャのツールバーで、 Export data for PADS ボタ ンを ク リ ッ
ク し ます。

3. PADS Layout で設計を開き、 [ フ ァ イル ] メ ニューの [ 各種データ入力 ] を選択
し ます。

4. [ 各種データ フ ァ イルを入力 ] ダイアログボ ッ クスで、 
<project_name>_DxDVariants.asc フ ァ イルの場所を指定し ます。 フ ァ イルは
DxDesigner プロジ ェ ク ト の .prj フ ァ イルと同じ フ ォルダに格納されています。

5. フ ァ イルをデータ入力し ます。

結果の確認

バリ アン ト データが正し く 入力されたかを確認できます。

1. [ ツール ] メ ニューで [ アセンブ リバリ アン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 名称 ] リ ス ト でバリ アン ト を選択し ます。

3. 参照名のリ ス ト で、 実装部品のステータ スを確認し、 DxDesigner のバリ アン ト
マネージャの結果と比較し ます。 

関連 ト ピ ッ ク

DxDesigner ダイアログボッ クス、 [Variants] タ ブ

DxDesigner’s Variant Manager Users Manual

バリ アン ト データ を PADS Layout に入力
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DxDesigner リ ン ク
バリ アン ト データ を DxDesigner に出力

バリ アン ト データ を DxDesigner に出力

バリ アン ト データ フ ァ イルの比較

バリ アン ト データ を DxDesigner に出力
DxDesigner Link を使用し て、 アセンブ リバリ アン ト データ を DxDesigner のバリ アン ト
マネージャに出力できます。

必須事項

• DxDesigner の設計と PADS Layoutの設計が両方と も開いている必要があ り ます。

• バリ アン ト データの転送を行う前に、 DxDesigner の設計と PADS Layout の設計
が同期し ている必要があ り ます。 つま り、 両方の設計で参照名が一致し ている
必要があ り ます。 一致し ていない場合、 通常のフ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンまた
はバッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行って設計を同期し て く だ さい。

手順

1. [ ツール ] メ ニューで DxDesigner を ク リ ッ ク し ます。

2. DxDesigner Link の [ ド キュ メ ン ト ] タ ブで、 DxDesigner のプロジ ェ ク ト フ ァ イ
ルに接続し ます。

3. [Variants] タ ブで Create PADS AV file ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 
<project_name>_PADSVariants.asc フ ァ イルが作成され、 次のステ ッ プの準備と
し て [PADS Layout AV ASCII file] フ ィ ールド にパスが入力されます。

4. オプシ ョ ンで、 アセンブ リバリ アン ト データ フ ァ イルをプレビ ューする場合、 
Show PADS Variants ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. Import AV to DxDesigner を ク リ ッ クする と、 アセンブ リバリ アン ト データが
DxDesigner のバリ アン ト マネージャに入力されます。 

結果の確認

バリ アン ト データが正し く 入力されたかを確認できます

• DxDesigner のバリ アン ト マネージャで、 コ ンポーネン ト のステータ スを確認
し、 PADS Layout のアセンブ リバリ アン ト 機能の結果と比較し ます。

関連 ト ピ ッ ク

DxDesigner ダイアログボッ クス、 [Variants] タ ブ

DxDesigner’s Variant Manager Users Manual

バリ アン ト データ を PADS Layout に入力
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バリ アン ト データ を PADS Layout に手動で入力

バリ アン ト データ フ ァ イルの比較

バリ アン ト データ フ ァ イルの比較
DxDesigner Link で、 DxDesigner のバリ アン ト マネージャからのアセンブ リバリ アン ト
データ フ ァ イルと PADS Layout のアセンブ リバリ アン ト からのアセンブ リバリ アン ト
データ フ ァ イル と を比較する こ とができます。

必須事項

DxDesigner Link で [Variants] タ ブを有効にするには、 DxDesigner と PADS Layout の一
方または両方に接続されている必要があ り ます。

手順

1. [ ツール ] メ ニューで DxDesigner を ク リ ッ ク し ます。

2. DxDesigner Link で Variants タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [DxDesigner AV ASCII file] フ ィ ールド に DxDesigner アセンブ リバリ アン ト
データ フ ァ イルへのパスを追加し ます。

4. [PADS Layout AV ASCII file] フ ィ ールド に PADS アセンブ リバリ アン ト データ
フ ァ イルへのパスを追加し ます。

5. Compare AV ASCII ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

結果 ： VariantCheck.txt レポー ト フ ァ イルが開きます。

関連 ト ピ ッ ク

DxDesigner ダイアログボッ クス、 [Variants] タ ブ

DxDesigner’s Variant Manager Users Manual

バリ アン ト データ を PADS Layout に入力

バリ アン ト データ を PADS Layout に手動で入力

バリ アン ト データ を DxDesigner に出力

ク ロスプローブ

DxDesigner と PADS Layout 間のク ロスプローブ

DxDesigner と PADS Layout 間のク ロスプローブの開始は、 一方または両方のアプ リ
ケーシ ョ ンが実行されているかによ って異な り ます。 効果的なク ロスプローブには
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DxDesigner リ ン ク
ク ロスプローブ

全てのアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウ (PADS Layout、 DxDesigner、 DxDesigner Link
ダイアログボッ クス ) を表示し ます。

ク ロスプローブを開始するには、

1. DxDesigner Link を開始し ます。

参照 ： DxDesigner と PADS Layout 間の接続

2. DxDesigner で DxDesigner 回路図フ ァ イルを開いていない場合は、 DxDesigner 
Link ダイアログボ ッ クスの [ ド キュ メ ン ト ] タ ブで参照を ク リ ッ ク し、 一致す
る DxDesigner 回路図フ ァ イルを探し ます。 フ ァ イルが既に開いている場合は
次の手順に進みます。

3. 接続を ク リ ッ ク し ます。

4. 必要に応じ て、 DxDesigner Link ダイアログボ ッ クス と両方のアプ リ ケーシ ョ ン
が表示されるよ う にウ ィ ン ド ウのサイズを調整し ます。

5. [ 選択動作 ] タ ブ と [ 実装部品配置 ] タ ブで、 必要に応じ てク ロスプローブ時の
選択オプシ ョ ンを設定し ます。

関連 ト ピ ッ ク

ク ロスプローブ選択の設定 

配置済み部品 / 未配置部品の表示 

ク ロスプローブ選択の設定

ク ロスプローブ時、 2 つのアプ リ ケーシ ョ ンでどのよ う にオブジ ェ ク ト が選択される
かを設定し たい場合があ り ます。 その場合、 DxDesigner Link ダイアログボ ッ クスの
[ 選択 ] タ ブで PADS Layout と DxDesigner 間でのオブジ ェ ク ト 選択を設定し ます。 

ヒ ン ト ： このタ ブは、 DxDesigner Link が PADS Layout と DxDesigner の両方に接続
されている場合にのみ使用できます。

選択を設定するには、

1. DxDesigner と PADS Layout を接続し ます。

参照 ： DxDesigner と PADS Layout 間の接続 

2. 選択タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 選択内容を伝達 ] 領域で DxDesigner から  PADS Layout チ ェ ッ クボ ッ クスを
選択する と、 選択された DxDesigner オブジ ェ ク ト に対応する PADS Layout オ
ブジ ェ ク ト の選択を許可し ます。
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ヒ ン ト ： [DxDesigner 選択内容 ] ボ ッ クスには DxDesigner でどのオブジ ェ ク ト
が選択されているかが表示されます。

4. PADS Layout から DxDesigner チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 選択された
PADS Layout オブジ ェ ク ト に対応する DxDesigner オブジ ェ ク ト の選択を許可し
ます。

ヒ ン ト ： [PADS Layout 選択内容 ] ボ ッ クスにはど PADS Layout でどのオブジ ェ
ク ト が選択されているかが表示されます。

5. PADS Layout Zoom リ ス ト で PADS Layout で使用する拡大レベルを選択し ます。

6. DxDesigner Zoom リ ス ト で DxDesigner で使用する拡大レベルを選択し ます。

関連 ト ピ ッ ク

DxDesigner と PADS Layout 間の接続 

配置済み部品 / 未配置部品の表示 

コ ンセプ ト ガイ ドの 「選択リ ス ト の管理」

配置済み部品 / 未配置部品の表示

ク ロスプローブ時、 どの部品が配置済でどの部品が未配置なのかを識別し たい場合が
あ り ます。 識別する こ と で、 容易に部品を選択し て配置する こ とができるよ う にな り
ます。 回路図と設計での部品の配置を表示するには、 DxDesigner Link ダイアログボ ッ
クスの [ 実装部品配置 ] タ ブを使用し ます。 

ヒ ン ト ： このタ ブは、 DxDesigner Link が PADS Layout と DxDesigner の両方に接続
されている場合のみ使用できます。

部品の配置を表示するには、

1. DxDesigner と PADS Layout を接続し ます。

参照 ： DxDesigner と PADS Layout 間の接続 

2. 実装部品配置タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 実装部品を表示 ] 領域で配置済部品を ク リ ッ クする と配置済の部品が、
未配置部品を ク リ ッ クする と未配置の部品が表示されます。 

None も う一方のアプ リ ケーシ ョ ンで選択が行われても、
表示の変更を行いません。

Zoom to Selected も う一方のアプ リ ケーシ ョ ンで選択された場合、
その実装部品にズームし ます。

Pan to Selected も う一方のアプ リ ケーシ ョ ンで選択された場合、
その実装部品にパン し ます。
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DxDesigner リ ン ク
ク ロスプローブ

ヒ ン ト ： DxDesigner のコ ンポーネン ト リ ス ト および PADS Layout のコ ンポーネ
ン ト リ ス ト の内容は、 何を選択するかによ って変わり ます。

4. 回路図内で選択チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と、 DxDesigner のコ ンポーネン
ト リ ス ト に記載されている全ての実装部品が選択されます。

関連 ト ピ ッ ク 　

ク ロスプローブ 

ク ロスプローブ選択の設定
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Chapter 37
ク ラ ッ シュ検出 、 BMW と BLT

ク ラ ッ シュ検出ダイアログボ ッ クス
[ ク ラ ッ シュ検出 ] ダイアログボ ッ クスはク ラ ッ シュ時に開き 、 PADS 環境レポー ト
や該当する フ ァ イルを圧縮 PADS Dump フ ァ イルに保存できるよ う になっています 。
その時にはこのフ ァ イルを Mentor カス タ マーサポー ト に提出できます 。 レポー ト に
フ ィ ー ドバッ ク を添付し た り 、 オプシ ョ ン と し て BMW メ デ ィ アやプロジ ェ ク ト フ ァ
イルも添付できます 。

ア クセス

• ソ フ ト ウ ェ アがク ラ ッ シュ し 、 ソ フ ト ウ ェ アの .ini フ ァ イルでク ラ ッ シュ検出
が有効になっていない限り このダイアログボ ッ クスは開きません 。

ク ラ ッ シュ検出ダイアログボ ッ ク スの有効化 / 無効化

この機能はデフ ォル ト ではオフ と な り 、 .ini フ ァ イルのスイ ッ チで制御されます 。

• .ini フ ァ イルにスイ ッ チが存在し ないか .ini フ ァ イルの [General] セクシ ョ ン内の
CrashDetection スイ ッ チの値が 0 の場合 、 ク ラ ッ シュ検出はオフにな り ます 。
ク ラ ッ シュ時の環境のレポー ト は作成されません 。

• .ini フ ァ イルの[General]セクシ ョ ン内のCrashDetectionスイ ッ チの値が1の場合 、
ク ラ ッ シュが検知され 、 [ ク ラ ッ シュ検出 ] ダイアログボ ッ クスが表示されま
す 。

BMW と BLT
BMW( ベーシ ッ ク メ デ ィ アウ ィ ザー ド ) と BLT( ベーシ ッ ク ログテス ト ) は 、 PADS 
Logic 、 PADS Layout 、 PADS Router のセ ッ シ ョ ンを記録し 、 再生するツールです 。
PADS ツールにおいて問題が発生し た場合 、 その問題の特定と解決を行う PADS テ ク
ニカルサポー ト エンジニアに情報を提供をする際に役立ちます 。

PADS ツールで発生し た問題の PADS テ クニカルサポー ト へのご報告の際に 、 問題の
原因と なった操作のセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アを BMW で記録し ていただ く よ う お願い
する場合があ り ます 。 PADS テ クニカルサポー ト エンジニアは 、 BLT でそのセ ッ シ
ョ ンを再生し 、 問題の特定と解決に活用し ます 。
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BMW でのセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アの作成
セ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アを作成するには 、 問題が発生し た時点で既に BMW セ ッ シ ョ
ンログが有効になっている必要があ り ます 。 問題発生時にセ ッ シ ョ ンログが有効にな
っていなかった場合 、 セ ッ シ ョ ンログを有効にし てから 、 新規セ ッ シ ョ ンで問題を再
現し て く だ さい 。

また 、 記録し たい問題が PADS ツールのク ラ ッ シュの原因であったかど うかによ って
現在と直前のいずれの PADS ツールセ ッ シ ョ ンを元にし てもセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ ア
を作成できます 。

以下の表に 、 各状況に応じ たセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アの作成手順を記載し ます 。

ログは 有効
で し たか ?

PADS ツール
はク ラ ッ シュ
し ま し たか？

以下の手順に従って く だ さい

はい いいえ 通常セ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アの作成

いいえ いいえ 通常セ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アの作成

はい はい ク ラ ッ シュ し たセ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ
アの自動作成

いいえ はい ク ラ ッ シュ し たセ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ
アの手動作成
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通常セ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アの作成

再現するセ ッ シ ョ ンが PADS ツールのク ラ ッ シュ を起こ さ なかった場合は 、 この手順
を使用し ます 。

現在のセ ッ シ ョ ンからセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アを作成するには 、

1. PADS ツールを起動し ます 。

2. モー ド レスコ マン ド BMW ON を入力し 、 Enter キーを押し てセ ッ シ ョ ンログ
を有効にし ます 。 BMW OFF コマン ド で BMW を無効にするまで 、 以後の
セ ッ シ ョ ンでも ログは有効な状態にな り ます 。

ヒ ン ト ： フ ァ イルを開 く 前に 、 必ずセ ッ シ ョ ンログを有効にし ます 。

3. 問題が発生し たフ ァ イルを開きます 。

4. 問題を引き起こ し た一連の操作を行います 。 この操作および基板や構成へ行う
変更は 、 現在のセ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ンログフ ァ イルに保存されます 。

5. モー ド レスコ マン ド BMW を入力し 、 Enter キーを押し ます 。  

6. [ メ デ ィ アウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスで 、 現在のセ ッ シ ョ ンのメ デ ィ ア
を作成を ク リ ッ ク し ます 。  

7. [ ユーザーイニシャル ] ボ ッ クスに名前のイニシャルを入力し ます 。 ( フ ァ イル
のオーナーを特定できるよ う 、 再生メ デ ィ アフ ァ イル名にはユーザーのイニシ
ャルが入り ます 。 )

8. [ 開 く ] コ マン ド を最初に使用し てから最後の [ 保存 ] コマン ド までの間に記録
された入力内容を全て削除するには 、 最終保存の前に動作を削除を選択し ます
。 これで問題の原因と なった一連の操作の前に行われた操作を削除する こ とが
できます 。 テ クニカルサポー ト エンジニアが問題を特定しやす く な り ます 。

9. OK を ク リ ッ ク し て 、 セ ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ ァ イルを作成し ます 。

ク ラ ッ シュ し たセ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アの自動
作成

再現するセ ッ シ ョ ンが PADS ツールのク ラ ッ シュ を起こ し 、 以下の制限事項のいずれ
にも該当し ない場合は 、 この手順に従って再生メ デ ィ アを作成し ます 。

制限事項 ：

• 以下の場合のみ 、 この手順を使用できます ：

• 前回の( ク ラ ッ シュ し た ) セ ッ シ ョ ンが開始し た時 、 BMW ログが既に有効に
なっていた場合 。

• セ ッ シ ョ ンの最初から最後までログが有効になっていた場合 。
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• 前回の(ク ラ ッ シュ し た)セ ッ シ ョ ンで 、 (期間は関係な く )他のPADSツールのイ
ンス タ ンスも並行し て実行されていた場合 、 この手順では有効な結果が得られ
ません 。

前回のセ ッ シ ョ ンからセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アを自動作成するには 、

1. PADS ツールを起動し ます 。

2. モー ド レスコ マン ド BMW ON を入力し 、 Enter キーを押し てセ ッ シ ョ ンログ
を有効にし ます 。 BMW OFF コマン ド で BMW を無効にするまで 、 以後のセ
ッ シ ョ ンでも ログは有効な状態にな り ます 。

ヒ ン ト ： フ ァ イルを開 く 前に 、 必ずセ ッ シ ョ ンログを有効にし ます 。

3. 問題が発生し たフ ァ イルを開きます 。

4. 問題を引き起こ し た一連の操作を行います 。 この操作および基板や構成へ行う
変更は 、 現在のセ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ンログフ ァ イルに保存されます 。

5. ク ラ ッ シュ後 、 PADS ツールを再起動し ます 。 ク ラ ッ シュ し たセ ッ シ ョ ンのメ
デ ィ アフ ァ イルを保存するかど うか確認するダイアログボ ッ クスが表示されま
す 。 はいを ク リ ッ ク し て 、  セ ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ ァ イルを作成し ます 。

ク ラ ッ シュ し たセ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アの手動
作成

再現するセ ッ シ ョ ンで PADS ツールがク ラ ッ シュ し 、 前述の制約事項に該当するため
ク ラ ッ シュ し たセ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アの自動作成で説明する自動作成
手順が使用できない場合は 、 以下の手順に従って く だ さい 。

前回のセ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アを手動作成するには 、

1. PADS ツールを起動し ます 。

2. モー ド レスコ マン ド BMW ON を入力し 、 Enter キーを押し てセ ッ シ ョ ンログ
を有効にし ます 。 BMW OFF コマン ド で BMW を無効にするまで 、 以後のセ
ッ シ ョ ンでも ログは有効な状態にな り ます 。

ヒ ン ト ： フ ァ イルを開 く 前に 、 必ずセ ッ シ ョ ンログを有効にし ます 。

3. 問題が発生し たフ ァ イルを開きます 。

4. 問題を引き起こ し た一連の操作を行います 。 この操作および基板や構成へ行う
変更は 、 現在のセ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ンログフ ァ イルに保存されます 。

5. ク ラ ッ シュ後 、 PADS ツールを再起動し ます 。

6. シ ョ ー ト カ ッ ト BMW を入力し 、  Enter キーを押し ます 。  

7. [ メ デ ィ アウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスで 、 直前のセ ッ シ ョ ンのメ デ ィ ア
を作成を ク リ ッ ク し ます 。  
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8. セ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アフ ァ イルのオーナーを区別するため 、 [ ユーザーイニ
シャル ] ボ ッ クスに名前のイニシャルを入力し ます 。

9. OK を ク リ ッ ク し て 、 セ ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ ァ イルを作成し ます 。

セ ッ シ ョ ンログフ ァ イル
BMW セ ッ シ ョ ンログが有効な時は常に 、 \PADS Projects フ ォルダに 2 セ ッ ト のセ ッ
シ ョ ンログフ ァ イルが保存されます 。 1 これらのログフ ァ イルには現在のセ ッ シ ョ ン
と直前のセ ッ シ ョ ンで実行し た操作が記録されます 。

BMW では 、 セ ッ シ ョ ンログフ ァ イルは以下のよ う に名前が付けられます ：

ヒ ン ト ： これらのログフ ァ イルはダイナ ミ ッ ク フ ァ イルです 。 そのため 、 セ ッ シ ョ ン
を開始する度に 、 現在のセ ッ シ ョ ンログフ ァ イルは前回のセ ッ シ ョ ンログフ ァ イルに
名前が置き換わり 、 現在のログセ ッ シ ョ ン フ ァ イルが新規に作成されます 。 以前の [
前回のセ ッ シ ョ ンログフ ァ イル ] の内容は消去されます 。

セ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ ァ イルを作成する と必ず 、 セ ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ
ァ イルで説明されているよ う に 、 適切な一連のログフ ァ イルが永久的に保存されます
。

注意 ： \PADS Projects フ ォルダに <pads_tool>_Session.log とい う名前のログフ ァ イル
が存在する こ とがあ り ます 。 このフ ァ イルは 、 BMW で作成されるセ ッ シ ョ ン再生メ
デ ィ ア とは関係あ り ません 。  

セ ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ ァ イル
セ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アを作成する度 、 BMW は \PADS Projects フ ォルダに新しいセ
ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ ォルダを作成し 、 そこに以下のフ ァ イルを コ ピーし ます 。

• セ ッ シ ョ ン記録用の .pcb または .sch フ ァ イル

• セ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ンログフ ァ イル 。 その後 、 BMW は 、 これらのフ ァ イル
名をセ ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ ォルダ名に基づいて変更し ます 。

セ ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ ォルダは 、 <month><day><initials><sequential letter> のよ う に名
前がつけられ 、

1. [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ フ ァ イル ] タ ブで 、 セ ッ シ ョ ンログフ ァ イルの保存先フ
ォルダを設定する こ とができます (PADS Router のみ ) 。

現在のセ ッ シ ョ ンログフ ァ イル 前回のセ ッ シ ョ ンログフ ァ イル

<pads_tool>_Next.log
<pads_tool>_Next.reg
<pads_tool>_Next.ini

<pads_tool>_NextBak.log
<pads_tool>_NextBak.reg
<pads_tool>_NextBak.ini
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• <month><day> は日付を表し ます 。

• <initials> は 、 メ デ ィ アフ ァ イルのオーナーを区別するために メ デ ィ アウ ィ ザー
ド で入力し た名前のイニシャルです 。

• <sequential letter> は 、 特定の日に作成されたデ ィ レ ク ト リ を順序付けるために
自動的に割り当てられた文字です 。

例 ：  \PADS Projects\0530jsb は 、 イニシャル js で 5 月 30 日に作成され 、 その日に作ら
れた 2 番目のセ ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ ォルダである こ と を表し ています 。

セ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ ア作成時は 、 以下のフ ァ イルがセ ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ ォルダに
書き込まれます 。

セ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アの BLT での再生
BMW で作成し たセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アを BLT で再生し ます 。  

セ ッ シ ョ ンを再生するには 、

1. モー ド レスコ マン ド BLT を入力し て 、 Enter キーを押し ます 。

2. [ メ デ ィ アデ ィ レ ク ト リ ] リ ス ト から再生セ ッ シ ョ ン メ デ ィ アを選択し て 、 OK
を ク リ ッ ク し ます 。

結果 ：  セ ッ シ ョ ンが再生されます 。

ヒ ン ト ： メ デ ィ アフ ォルダ と セ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アフ ァ イルに独自の名前を付ける
には 、 [ メ デ ィ アデ ィ レ ク ト リ ] リ ス ト からセ ッ シ ョ ン メ デ ィ アを選択し 、 [ 新名称 ]
ボッ クスに新しい名前を入力し て 、 [ 名称変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

/BMW コ マン ド ラ イ ンスイ ッ チ
PADS ツールを起動する度に 、 前回のセ ッ シ ョ ンで メ デ ィ アを作成するかど うか
BMW で自動的にプロンプ ト し たい場合は 、 /BMW コ マン ド ラ イ ンスイ ッ チを使用し
て PADS ツールを開きます 。 または 、 /BMW-xx (xx は 、 複数ユーザーを区別するため
にフ ォルダ と フ ァ イル名で使用されるユーザーのイニシャル ) を使用し ます 。

<folder_name>.log セ ッ シ ョ ンログ

<folder_name>.reg Windows レジス ト リ でのプログラム特有の
設定

<folder_name>.ini 構成フ ァ イル (.ini フ ァ イル )

<folder_name><sl>.pcb( 必要な場合 )
<folder_name><sl>.sch( 必要な場合 )
<sl> は 、 複数のフ ァ イルの連番文字を
表し ます 。  

<folder_name>.log に関連する フ ァ イル 。 こ
れらのフ ァ イルは自動的に名前が変更され
、 セ ッ シ ョ ン メ デ ィ アフ ォルダに追加され
ます 。
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制限事項 ： BMW コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを使用し ても 、 前回のセ ッ シ ョ ンのメ デ
ィ ア しか作成されません 。 現在のセ ッ シ ョ ンのメ デ ィ アを作成するには 、 モー ド レス
コ マン ド BMW をご使用 く だ さい 。
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用語集

— あ行 —
アー ト ワーク

プ リ ン ト 基板製造に使用するパッ ドや配線パターンなどが印刷された透明フ ィ ルムで
す 。 シルクスク リーン 、 半田マスクなど 、 設計の各層ご とに固有のアー ト ワークがあ
り ます 。

アキシャルリー ド
実装部品本体から まっすぐ突き出て 、 プ リ ン ト 基板への挿入時に 90 度曲がる接続ピ
ンです 。 通常 、 アキシャルリー ドは 、 抵抗器 、 コ ンデンサ 、 ダイオー ド などの個々の
実装部品に関連付けられます 。

アクセス可能ネ ッ ト
テス ト ポイ ン ト を定義する こ とができるネ ッ ト です 。 DFT 検査はすべてのネ ッ ト を
分析し ます 。 DFT 検査によ ってテス ト プローブがアクセスできる と判明し たネ ッ ト
は 、 アクセス可能ネ ッ ト です ( 順応ネ ッ ト と も呼ばれます ) 。

アクセス不可ネ ッ ト
テス ト ポイ ン ト を定義できないネ ッ ト です 。 DFT 検査はすべてのネ ッ ト を分析し ま
す 。 DFT 検査によ ってテス ト プローブでアクセスできないと判断されたネ ッ ト が 、
アクセス不可ネ ッ ト です ( 非順応ネ ッ ト と も呼ばれます ) 。

アクセラ レータキー
マウスを使わずにコ マン ドの実行やシステム設定の変更ができるキーの組合せです 。
PADS 製品のド キュ メ ン ト では 、 シ ョ ー ト カ ッ ト キーと呼びます 。

アコーデ ィ オン
配線を長 く するための 、 信号波の形に似た配線パターンです 。 配線パターンには切れ
目がな く 、 層の変更もあ り ません 。

アコーデ ィ オン間隙
コー ド間のピ ッ チを設定するアコーデ ィ オンの間隙です 。 間隙はユーザー定義の数値
を 、 同一ネ ッ ト の配線から コーナーへの間隙で乗算し たものです 。
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ヒ ン ト ： 同一ネ ッ ト の配線から コーナーへの距離が 0 である場合 、 間隙の計算には
配線幅が使われます 。

参照 ： アコーデ ィ オン 、 振幅 、 ペア配線間隙

アシ ッ ド ト ラ ッ プ
アシ ッ ド ト ラ ッ プ とは 、 エ ッ チングの表面張力のせいで 、 ある領域内でアシ ッ ドが
ト ラ ッ プ された位置です 。 アシ ッ ド によ って 、 歩留り を破損するオーバーエ ッ チング
が発生し ます 。

アセンブ リ図面
プ リ ン ト 基板上の各部品の名称 、 型式 、 実装方向が記述された最終的な設計ド キュ メ
ン ト です 。 アセンブ リ図面は 、 最終製造のアセンブ リ に使用されます 。

アセンブ リバリ アン ト
PCB 製造上の特殊な定義です 。 アセンブ リバリ アン ト では 、 実装部品の使用 / 非使用
、 異なる部品形状の部品タ イプ との交換を指定し ます 。 1 枚の基板に複数のアセンブ
リバリ アン ト がある場合もあ り ます 。

アナログ回路
コ ンデンサ 、 抵抗器 、 ダイオー ド など 、 個々の部品で構成される設計回路です 。

アパーチャ
フ ォ ト プロ ッ タ マシン ( 作画機 ) 上のアパーチャホイールに取り付ける 、 独自形状の
ウ ィ ン ド ウ 、 または穴です 。

アパーチャ テーブル
設計の印刷に必要なプロ ッ タの設定で線幅を合わせるためのアパーチャのテーブルで
す 。 PADS Layout は自動的にテーブルを作成し ますが 、 手動でも作成できます 。

プ リ ン ト 基板製造用のアー ト ワークは 、 アパーチャ を通った光を透明フ ィ ルムに感光
させて作成されます 。 レーザープロ ッ タの出現で 、 アパーチャホイールは使用されな
く な り ま し たが 、 アパーチャ テーブルは 、 レーザープロ ッ タ を稼動させるためにまだ
必要です 。

穴メ ッ キ
2 枚以上の層を接続するために 、 ド リル穴からパッ ドの片側に半田を流し込む製造プ
ロセスです 。
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アニュ ラパッ ド
パッ ドの外径と内径を指定し て 、 ド ーナ ッ ツ形状のパッ ド を作成し ます 。 内径の穴は
基板にハン ド ド リルで穴開けをする際に ド リルの先端が中心になるよ う にするために
使用されていま し た 。 現在はほとんど使用されていませんが 、 特定の用途に使用でき
るよ う に提供し ています 。

ア ノ テーシ ョ ン ( フ ォワー ド / バッ クワー ド )
フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン とは 、 設計フ ァ イルを更新し て回路図フ ァ イルと一致させ
る処理のこ と です 。 バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン とは 、 回路図フ ァ イルを更新し て設
計フ ァ イルと一致させる処理のこ と です 。

アレ イ
行や列に配置された 、 ボンデ ィ ングパッ ド などの項目グループです 。

アンダーフ ィ ル
フ リ ッ プチ ッ プ構成で 、 ダイ とサブス ト レー ト 間のク ロス リ フ ァ レンスフ ァ イルの
不整合から相互接続信頼性を保護するために 、 ダイの下に注入する素材です 。

アンチパッ ド
内層接続層などで 、 その層に接続し てはならない貫通穴ピンのための間隙と し て 、
パッ ド径よ りやや大きい寸法のパッ ドのプロ ッ ト です 。

一次オブジ ェ ク ト
プロジ ェ ク ト エクスプローラの [ オブジ ェ ク ト 表示 ] タ ブ内の一次オブジ ェ ク ト グル
ープには 、 削除不可の設計要素が含まれ 、 オブジ ェ ク ト 階層の高レベルに表示されま
す 。 以下は一次オブジ ェ ク ト です 。

1. 層

2. 実装部品

3. 部品形状

4. ネ ッ ト オブジ ェ ク ト ( ネ ッ ト 、 ピンペアを含む )

5. ピア タ イプ

一般設定タ ブ
測定単位やポイ ン タの寸法など 、 設計全体に影響する設定を含む [ オプシ ョ ン ] ダイ
アログボッ クスのタ ブです 。

イ ンサーキッ ト 検査
最終的な製品のネ ッ ト や未使用ピンに対し て 、 正常な電圧 、 正常な部品 、 ブ リ ッ ジな
どの全面的な検査を行います 。 テス ト ポイ ン ト の位置は 、 イ ンサーキ ッ ト 検査では非
常に重要です 。

イ ンス ト ール済オプシ ョ ン
ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージの一部と し て 、 ご購入いただき イ ンス ト ールされた PADS 製
品の機能です 。
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イ ンピーダンス
配線内の電流に対する抵抗値です 。 測定単位はオーム (Ohms) です 。

ウ ェ ッ ジボン ド
ボンデ ィ ングによ ってワイ ヤ をウ ェ ッ ジ形状にするサーマル圧縮ワイ ヤ ボンデ ィ ン
グの形式です 。

ウ ェハー
多 く の種類のチ ッ プを組み立てる こ とができる 、 薄い円板状の半導体材料 ( 通常は
シ リ コ ン ) です 。

ウ ェハーソー ト
まだウ ェハー形状の時に 、 ワイ ヤ ボン ド上で行う各ダイの電気的テス ト です 。

浮き島
自動ベタ で作成された 、 どの部分から も分離されている小さ な領域です 。

埋め込みオブジ ェ ク ト
オブジ ェ ク ト を管理するために必要なデータ と情報をすべて含むオブジ ェ ク ト です 。
コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ン ド キュ メ ン ト のフ レームワーク内に含まれ 、 その一部分で
もあ り ます 。

参照 ： リ ン ク済オブジ ェ ク ト

英字ピン
ピン番号の代わり になる記述文字があるピンです 。 例えば 、 グラウン ド ピンの GND
などです 。 英字ピンの割り当ては 、 ラ イブ ラ リ マネージャのパー ト タ イプエデ ィ タ で
行います 。

英数字ピン
英数字のピン番号があるピンです 。 英数字ピンの名前は接頭辞と接尾辞で構成されま
す 。 接頭辞 、 または接尾辞に英字と数字を使用できます 。 A1 、 1A 、 DATA07
( 「 DATA 」 が接頭辞 、 「 07 」 が接尾辞です ) など 。

エ ッ ジ
ポリ ゴン ( 多角形 ) の片側です 。

エ ッ ジ
選択フ ィ ルタのオプシ ョ ンで 、 幾何線分の選択を有効 、 または無効にし ます 。

エ ッ ジダイ
ウ ェハーの外縁沿いにある 2 ～ 3 列のダイスです 。

円滑化
配線の障害物の間にある 、 不要なコーナー 、 線分 、 および中心配線パターンを自動的
に削除する コ マン ド です 。

円弧化
既存の直線線分から円弧を作成し ます 。 直径は線分の長さから得られます 。
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延長線
測定されているポイ ン ト から伸びる線です 。

オー ト メ ーシ ョ ン
異なるアプ リ ケーシ ョ ン間で相互に通信するための方法です 。 PADS 製品は使用中の
データベースなどの一部のデータ を作成し た り 、 フ ァ イルのオープンやオブジ ェ ク ト
の選択などの一部機能を 、 他のアプ リ ケーシ ョ ンでも使用可能にし ます 。

押し退け
新たに配置される部品のために 、 部品を移動し て空領域を作る部品配置機能です 。
動作は定義された間隙規則に基づきます 。

オブジ ェ ク ト
オブジ ェ ク ト とは 、 設計内にある独立し た 1 個の項目のこ と です 。 例えば 、 配線線分
、 部品 、 描画線分 、 ビアなどがオブジ ェ ク ト です 。

オブジ ェ ク ト モー ド
1 個以上のオブジ ェ ク ト を選択し てから 、 それらのオブジ ェ ク ト に対する コ マン ド を
選択する こ と です 。

参照 ： 動詞モー ド

オフセ ッ ト
パッ ド ス タ ッ クの電気的な中心から 、 長方形 、 または楕円形のパッ ドが移動し た距離
です 。

オフセ ッ ト パッ ド
認識／選択 、 または特別な設計配慮をするために 、 パッ ド ス タ ッ クの電気的中心から
接続点をずら し た長方形や楕円形のパッ ド です 。

オフ ラ イ ンプロ ッ ト
処理のためにプ リ ン タ 、 またはプロ ッ タにコ ピーされる前に 、 フ ァ イルに送信される
プロ ッ ト です 。

オングス ト ローム
1 オングス ト ロームは 、 1 マイ ク ロ メ ー ト ルの 1 万分の 1(10-4um) です 。

オン ラ イ ン DRC
配線 、 または部品配置中に 、 指定された配線規則のチ ェ ッ ク をする PADS 機能です 。

オン ラ イ ンプロ ッ ト
プ リ ン タ 、 またはプロ ッ タに直接送信されるプロ ッ ト です 。

— か行 —
ガーバー

フ ォ ト プロ ッ タ を駆動するために使う言語を指し ます 。 これはアパーチャの選択 、
フ ラ ッ シュの移動 、 フ ラ ッ シュのオン / オフの命令が記述されている ASCII フ ァ イル
です 。
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開ク ラス タ
自動ク ラス タ作成時に削除 、 または交換が出来る ク ラス タ です 。

貝殻固定
PCB の部品面と半田面の両方をテス ト するためのテス ト フ ィ クスチャです 。

開始層
ド リルペア 、 またはビア定義の最初の層です 。

開始ゾーン
ソースピン と集合ポイ ン ト の間の 、 差動ペアの一部です 。

参照 ： 差動ペア 、 集合ポイ ン ト

ガイ ド配線
2 個以上のピンペア間を同時に 、 整然と流れるよ う なパターンで配線するための参考
と なる 　 第 1 接続のために使われる配線線分です 。

回転
軸または選択地点を中心と し て 、 部品またはオブジ ェ ク ト を 90 度ずつ回転する コ マ
ン ド です 。

回復
イ ンス ト ールや操作にかかわる問題の解決 、 または 、 指定された一連の操作を実行し
て破損し たデータベースを修復する こ と を指し ます 。

拡張規則
間隙 、 配線と高速回路の配線規則にはク ラス (1 個以上のネ ッ ト ) 、 グループ (1 個以
上のピンペア ) 、 個々のピンペア 、 部品形状 、 実装部品と差動ペアが含まれています
。 拡張配線規則オプシ ョ ンな しの場合 、 ネ ッ ト レベルだけに配線規則を割り当てる こ
とができます 。

拡張領域
設計内の全項目の中で最も大きな X と Y の領域です 。 これには 、 基板外形線の外側
にある情報 ( 寸法線 、 製造上の注意など ) が含まれています 。

仮想ポイ ン ト
配線線分に沿いにある 、 設計規則 ( 主に配線規則と実装部品規則 ) の変更を示すポイ
ン ト です 。 仮想ポイ ン ト は通常 、 自動配線操作中に 、 必要に応じ て自動的にネ ッ ト に
挿入されます 。 仮想ポイ ン ト を作成 、 配置 、 または編集する こ とはできません 。

参照 ： サブネ ッ ト
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仮想メ モ リ
RAM が不足し た と きに 、 メ モ リ を書き込むスワ ッ プ フ ァ イル形式のハー ド デ ィ スク
上の領域です 。 スワ ッ プ フ ァ イルの容量は 、 ハー ド デ ィ スクの空容量 、 またはオペレ
ーテ ィ ングシステムによ って制限されます 。

片面基板
全てのパッ ド 、 配線 、 部品が基板の片方に配置された設計です 。

片面ダイ
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド と BGA グ リ ッ ド配列が面の片方にあるダイです 。

参照 ： 文書層

カ ッ ト アウ ト
ベタや自動ベタ と関連付けられた場合に 、 銅箔領域が無い部分のこ と です 。

参照 ： 重複カ ッ ト アウ ト

間隙
配線と配線 、 配線とパッ ド 、 パッ ド とパッ ド などの配線済みのオブジ ェ ク ト 間の間隔
です 。

間隙 ( アコーデ ィ オン )
アコーデ ィ オンの間隙は 、 コー ド間のピ ッ チを設定し ます 。 間隙はユーザー定義の数
値で 、 同一ネ ッ ト の配線と コーナー間の間隙で乗算されます 。

ヒ ン ト : 同一ネ ッ ト の配線と コーナー間の距離がゼロの場合 、 配線幅は間隙の計算に
使用されます 。

貫通穴
ある層から他の層に導通させるために 、 穴開けと メ ッキを し た穴です 。 ビア と も呼ば
れます 。

貫通穴
メ ッ キな し貫通穴もあ り ますが 、 貫通穴は 、 メ ッキされた貫通穴と同じ意味で使われ
ます 。 穴の内側がメ ッキされている こ と を示し ます 。 回路基板上に配置できる実装部
品には 、 2 つの基本タ イプがあ り ます 。 表面実装技術 (SMT: Surface Mount 
Technology) は基板表面に部品を半田付けし 、 貫通穴 (TH: through hole) 実装部品はメ
ッ キ穴に半田付けされた 、 基板を通過するワイ ヤ リー ド を持ちます (thru-hole と綴ら
れる こ と もあ り ます ) 。

貫通穴ビア
プ リ ン ト 基板設計の電気層すべてを貫通し ているビアです ( 非貫通ビアの逆です ) 。
貫通ビア と呼ばれる こ と もあ り ます 。
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管理された間隙エ リ ア
配線が平行に配線され 、 ペア配線間隙によ って分離された差動ペアの一部です 。 管理
された間隙エ リ アは集合ポイ ン ト で始ま り 、 分割ポイ ン ト で終了し ます 。

参照 ： 集合ポイ ン ト 、 ペア配線間隙 、 分割ポイ ン ト

管理された間隙長
差動ペアでは 、 全体の配線長に対する管理された間隙エ リ ア配線長の比率をパーセン
テージで表し ます 。

参照 ： 差動ペア

管理された長さ ネ ッ ト
長さ規則を もつネ ッ ト 、 または長さ規則を持つピンペアを含むネ ッ ト です 。

以下の高速規則はネ ッ ト 長さ規則です 。

1. 最小 / 最大の長さ
整合する長さ
差動ペア

基準
オブジ ェ ク ト を配置する前に 、 較正のために使われる整列マークや 、 ターゲ ッ ト のタ
イプが基準です 。

少な く と も 3 種類の基準があ り ます 。

• パネル基準 ： 基板のパネル全体の整列に使用される 。

• 基板基準 ： 特定の基板上の実装部品の整列に使用される ( パネルの上 、 または
外 ) 。 基準は ( 通常 ) 各基板の 3 個のコーナーの近 く に配置された丸い固体タ
ーゲッ ト で 、 基板の両側には実装部品が配置される 。 ピ ッ クアン ド プレースシ
ステムは 、 基板上のターゲ ッ ト ( 直径約 .040" の光る輪 ) をスキャ ン し 、 マシ
ンが部品の配置をする前に 、 それら を整列する 。

• 実装部品基準 ： 高いピン カウン ト の細いピ ッ チ リー ド付き実装部品の精密許容
差配置に使用される 。 細いピ ッ チ実装部品のフ ッ ト プ リ ン ト ( プ リ ン ト 基板部
品形状 ) には 、 フ ッ ト プ リ ン ト の反対のコーナーに 、 通常 2 個の基準が含まれ
る 。 これによ ってピ ッ クアン ド プレースを行う マシンが細いピ ッ チ実装部品を
フ ッ ト プ リ ン ト 上に正確に整列する こ とができる 。

基準部品
ユニオンを作成し た と きに最初に選択し た部品の部品タ イプです 。 基準部品は 、 左側
の位置に置いて第 2 の部品と結合し た り 、 最初に選択し た原形部品に合わせて再配置
する こ とができます 。
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基準寸法線
寸法線の形式の一種で 、 データ寸法線など 、 すべての寸法線は共通の始点を持ってい
ます 。

規則
ネ ッ ト 、 または設計用に設定された諸条件です 。

規則設定
ピンペア 、 グループ 、 ク ラスなど 、 ユーザー割り当ての非デフ ォル ト 規則です 。

規則値
デフ ォル ト 規則 、 または規則設定の割り当てに無関係な 、 任意の項目の値です 。

基板外形線
プ リ ン ト 基板の実際の形状のこ と で 、 ラ イ ンや円弧で定義されます 。 基板外形線は
0 層に入力され 、 全ての層で表示されます 。

基板マーク
設計者は通常 、 ID 情報を基板上に記載し ます 。 基板部品番号 、 アセンブ リ部品番号
、 会社名 、 製品名 、 リ ビジ ョ ンレベル 、 シ リ アル番号 、 著作権情報 、 帯電防止記号 、
警告メ ッ セージ 、 UL ラベル 、 テス ト ラベル 、 その他の情報などです 。 これらの情報
は 、 シルクスク リーン層にはイ ン ク 、 部品層と半田層では銅 、 または両方を使って印
刷されます 。 これらは基板マーク と呼ばれます 。

ヒ ン ト ：

• 電気層に追加し た文字は 、 銅で作成されます 。 製造層 、 組み立て層 、 および
文書層に追加し た文字は 、 シルクスク リーン処理中に作成されます 。

• 設計に基板マーク を追加するには 、 [ 文字入力 ] コ マン ド を使います 。

参照 ： PADS Layout のヘルプの 「 フ リーテキス ト の追加 」

基本オプシ ョ ン
アセンブ リバリ アン ト の基本オプシ ョ ンには 、 既存の全バリ アン ト にある全実装部品
が含まれます 。 つま り 、 フ ィ ルタ されたデータベースが含まれます 。 アセンブ リバリ
アン ト で 、 実装部品をアン イ ンス ト ール 、 または交換する と 、 その部品は基本オプシ
ョ ンから削除されます 。 基本オプシ ョ ンにはイ ンス ト ール済みのオプシ ョ ンのみが含
まれるため 、 基本オプシ ョ ンは生データベースのサブセ ッ ト でもあ り ます 。 基本オプ
シ ョ ンを使用する と 、 全バリ アン ト の全項目や 、 全バリ アン ト の中の基本オプシ ョ ン
を確認する こ とができます 。

基本オプシ ョ ンは常に存在し てお り 、 削除する こ とはできません 。

基本単位
PADS データベース内の計測値の最小単位です 。 PADS データベースのすべての数値
はバイナ リ形式の基本単位で保存され 、 現在のユーザー単位 ( ミ ル 、 ミ リ 、 イ ンチ )
に変換されて画面に表示されます 。 .pcb 形式で情報を再度出力する場合は 、 基本単位
でデータ出力し ます 。
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以下の単位に変換されます 。

1. 1 ミ ル =38100 基本単位

2. 1 ミ リ =1500000 基本単位

共晶半田
最適条件温度で溶解する錫と鉛の合金 ( 錫 63% 、 鉛 37%) です 。

強調表示
ユーザー定義の色 ( 通常は白 ) で 、 オブジ ェ ク ト が選択された状態にある こ と を示し
ます 。

強度
強度は 、 PADS Router の自動配線処理中に判断の重み付けを行う ために 、 ビアなどの
オブジ ェ ク ト に割り当てられた値です 。 強度を高 く する と 、 項目の使用数は低 く な り
ます 。 例えば 、 設計に追加するビア数を最小にするには 、 ビアの使用強度を高 く 設定
し ます 。

極座標部品形状
貫通ピンを持つ 、 単半径で円形パターンの部品形状です 。

極座標 SMD 部品形状
SMD 長方形またはフ ィ ンガーパッ ド を持つ 、 単半径で円形パターンの部品形状です

共有ラ イブ ラ リ
ネ ッ ト ワーク を介し て 、 複数のユーザーがアクセスできる ラ イブ ラ リ です 。

禁止層
配線が無効化された層 、 または層バイアス規則によ って禁止された層です 。 層が禁止
された場合 、 その層では配線ができません 。 ネ ッ ト やピンペアなどの特定のオブジ ェ
ク ト を禁止する こ と もできます 。

禁止領域
オブジ ェ ク ト を自動的に禁止する領域です 。 禁止プロパテ ィ によ っては 、 実装部品 、
指定し た高さ を超える実装部品 、 ド リル穴 、 配線とベタ 、 自動ベタ と銅箔面領域 、
ビア と ジャ ンパ 、 およびテス ト ポイ ン ト の配置を防止する こ とができます 。

屈曲配線
任意角度結合配線と BGA パッ ド を接続する配線で 、 BGA を通過する と きは蛇行
パターンを形成し ます 。

グラウン ド内層
無接続のパッ ド と ビアの周囲の間隙以外は 、 完全に銅箔で充填された設計層を指し ま
す 。

ク ラス
設計規則の共通セ ッ ト を有するネ ッ ト の集合です 。
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ク ラス タ
[ ク ラス タ配置 ] で 、 相互に隣接し て配置される部品のグループです 。

グラ ブバー
ウ ィ ン ド ウの上または左側にある 、 水平または垂直のバーです 。

グラ フ ィ ッ クキャ ッ シュ
グラ フ ィ ッ ク を最適化する PADS の設定です 。 powerpcb.ini フ ァ イルと powerlogic.ini
フ ァ イルの DisableCaching の入力設定で操作し ます 。

グ リ ッ ド
配置された部品や配線済の線分の間に正確な間隔を と るために 、 作業領域を寸法間隔
で分割する こ と です 。 また 、 寸法間隔を示す小さ な白い点もグ リ ッ ド と呼びます 。

グループ
共通の設計規則を共有するピンペアの集合です 。

ク ロスプロービング
1 個の PADS アプ リ ケーシ ョ ンの中で PADS プログラム間のリ ン ク を使って 、 別の
PADS アプ リ ケーシ ョ ンでの選択を反映し ます 。

ク ロス リ フ ァ レンスフ ァ イル
PADS Layout と DxDesigner など 、 2 つの環境で作成された設計オブジ ェ ク ト をマ ッ ピ
ングする フ ァ イルです 。

クワ ッ ド
4 つの側面にパッ ドがある 、 四角形の IC です 。

ゲー ト
電気回路の要素です 。 これには 1 本以上の信号入力と 、 入力状態と入力を解釈する
ために使用されるロジ ッ クの種類に依存する 1 本の出力があ り ます 。

ピン交換には 、 同等入力の交換が伴います 。

ゲー ト 交換には 、 全体の同等要素との交換が伴います 。

ゲー ト アレ イ
カス タム機能を提供するために相互接続し ているゲー ト を規則的に配置し た IC です

形状
個々の線分の選択ではな く 、 幾何学オブジ ェ ク ト 全体の選択を有効 、 または無効に
する選択フ ィ ルタ設定です 。

形状寸法
半導体ダイ上の線 、 または機能間の最小の線幅 、 または間隔を指し ます 。

結合された浮き島
配線 、 未配線の銅線 、 またはジャ ンパによ って既に結合されているサブセ ッ ト 項目の
最大数です 。
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参照 ： サブネ ッ ト 、 複数のサブネ ッ ト

結線
ピンペアやネ ッ ト などの連結ポイ ン ト です 。

検索
データベース内のオブジ ェ ク ト やオブジ ェ ク ト グループの検索や選択ができる PADS
のコ マン ド です 。

検索
特定の情報を探し ます 。 [ 探索 ] コ マン ド を使用する方法などがあ り ます 。

コー ド
半分のアコーデ ィ オンです 。

参照 ： アコーデ ィ オン 、 振幅 、 間隙 ( アコーデ ィ オン )

コーナー
配線や線分の方向を変更する点です 。 [ 選択フ ィ ルタ ] は幾何図形や配線コーナーの
ピ ッ ク を有効 / 無効にし ます 。

交換
ピン 、 ゲー ト 、 または部品全体の交換を行う部品配置の最適化処理です 。

製品の .ini フ ァ イルの設定入力で 、 PADS 製品の設定フ ァ イルへの経路を指定し ます

合成
線分と線分 、 線分と文字などを結合させて 、 1 個の選択可能なオブジ ェ ク ト にする こ
と です 。

合成規則配線
2 個のサブネ ッ ト が共有する 1 個のピン ( 通常は SMD) に取り付けられた配線です 。
通常このタ イプの配線は 、 自動配線操作によ って作成されます 。

参照 ： 合成フ ァ ンアウ ト 、 サブネ ッ ト

合成されたベタ
部品形状エデ ィ タ内で端子と合成されたベタ です 。
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構成属性
構成属性は 、 名称の接頭辞によ って関連付けられています 。 例えば DFT 属性の構成
構成は 、 DFT.Nail Count Per Net 、 DFT.Nail Number 、 および DFT.Nail Diameter です
。 これらの構成属性をま とめたものが属性グループです 。

合成フ ァ ンアウ ト
2 個のサブネ ッ ト に共通する 、 1 個のピンからのフ ァ ンアウ ト です 。 通常は自動配線
操作によ って作成されます 。

合成フ ァ ンアウ ト は実装部品ピンへのアクセスを提供し ます 。 合成フ ァ ンアウ ト がな
ければ 、 実装部品ピンへはアクセスできません 。

参照 ： フ ァ ンアウ ト 、 サブネ ッ ト

高速回路チ ェ ッ ク
電気特性検査 (EDC ： Electro Dynamic Checking) ユーテ ィ リ テ ィ を使う こ と です 。 長
距離に渡り って近接し て平行に走っているためにク ロス ト ーク を生じ る可能性がある
配線を探索するシ ミ ュ レータ タ イプのチ ェ ッ ク機能です 。

高速フ ィ ルタ設定
項目を何も選択し ていないと きに表示される 、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューのアイテムで
す 。

一般的な タ スクに対し て選択フ ィ ルタ を設定する と 、 素早 く [ 探索 ] コマン ドや選択
フ ィ ルタ で指定された [ 全選択 ] を実行できます 。

高速計測コ マン ド
モー ド レスコ マン ド Q を使用する と 、 ポイ ン タの側に測定線が表示されます 。 ポイ ン
タの移動に合わせて 、 dx 、 dy 、 斜辺情報が表示されます 。

厚膜フ ィ ルム処理
特殊ペース ト からサブス ト レー ト 上へ導体 、 絶縁体と受動素子をスク リーンする
ハイブ リ ッ ド マイ ク ロエレ ク ト ロニクスプロセスです 。

高密度相互接続
非常に細かい配線と間隔次元を使っている基板 、 サブス ト レー ト 、 実装部品を含む
パッ ケージの種類です 。

コ ス ト
層の使用を減らすこ と です 。 コ ス ト が高 く なる と 、 配線に使用する層が少な く な り ま
す 。

コネク タ
プ リ ン ト 基板のある部分と他のデバイスを接続するための特殊な実装部品です 。

混在銅泊面層
パッ ド ( 配線 、 ベタ 、 文字など ) 以外の障害物を含む内層接続層 ( 銅箔面 ) を指し ま
す 。
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コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ン
アプ リ ケーシ ョ ンはそれ自身のド キュ メ ン ト に 、 埋め込まれた項目やリ ン ク された項
目を取り込むこ とができます 。 コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ンによ って管理される ド キュ
メ ン ト は 、 アプ リ ケーシ ョ ンで作成されるデータ と OLE コ ンポーネン ト の両方を保
存し て 、 表示する必要があ り ます 。 コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ンはユーザーに対し て 、
新規項目の挿入や既存項目の編集を許可し なければな り ません 。

PADS 製品にオブジ ェ ク ト を挿入する と きは 、 PADS 製品がコ ンテナアプ リ ケーシ ョ
ン と な り ます 。 PADS フ ァ イルを別のアプ リ ケーシ ョ ンに挿入する と きは 、 別のアプ
リ ケーシ ョ ンがコ ンテナアプ リ ケーシ ョ ン と な り ます 。

— さ行 —
サーマル

貫通穴ピンパッ ド 、 ビア 、 または表面実装パッ ドのマルチスポーク結線で 、 内層接続
層や銅箔面領域へ接続し ます 。

サーマル圧縮ボンデ ィ ング
中間の金属や溶解を使わないワイ ヤ ボンデ ィ ングの方法で 、 熱と圧力の組合せから
生じ る材料フ ローです 。 サーモコ ンプレ ッ シ ョ ンボンデ ィ ング (thermocompression 
bonding) と も呼ばれます 。

サーマル拡散係数
温度変化による材料の配線長変化を決定し た量です 。 ダイ とサブス ト レー ト の間の
熱膨張差分は品質保証のために考慮する必要があ り ます 。

サーマルリ リーフ
同一ネ ッ ト 上の銅箔面上にあるスポーク形状パターンで 、 周辺ベタのビア 、 または
ピンに接続し ます 。 サーマルリ リーフは内層接続層で熱が拡散するのを防ぎ 、 ピンの
半田付けを効率化し ます 。

最小幾何
半導体ダイ上の線 、 または機能の間の最小線幅 、 または間隔を指し ます 。

サイ クル選択
Tab キーを使用し て 、 選択箇所の近辺にあるオブジ ェ ク ト を連続的に切り換えて選択
する こ と です 。

最適化
部品配置された部品の再配置やピンやゲー ト の交換を し て 、 配線長の最短化を行い 、
配線に必要なビアの数を減ら し ます 。

最適化パス
各配線と各試行内容を解析し て 、 余分な配線の削除 、 ビア数の削減 、 および配線完了
し た配線長の最短化などの配線パターン品質を改善する自動配線パスです 。 このパス
には配線整形化と円滑化の処理も含まれています 。
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再配線
配線 、 またはその一部が現在 利 用し ている経路とは別の経路を指定し て再度 、 配線
を行う こ と です 。

再描画 / 再表示
現在の画面イ メ ージ と カーソルを更新し ます 。

再 利 用
CBP 指定プレビ ューを参照し て く だ さい 。

再 利 用形式
作成中の再 利 用の形式を識別する名称です 。 再 利 用形式は 、 ラ イブ ラ リ部品タ イプ
に相当し ます 。

再 利 用定義
フ ァ イルに保存される物理的再 利 用のマス ターコ ピーです 。 保存されたバージ ョ ン
の物理的再 利 用を 、 他の設計で使用し ます 。 物理的再 利 用による生成物はすべて 、
このフ ァ イルに基づきます 。

作業領域
設計を作成する実際の作業領域です 。

削除
設計から完全に情報を削除し ます 。

作図操作
設計に非電気的情報 ( 配置や配線とは関連し ない ) を追加する操作です 。

作図の各種定義タ ブ
文字設定 、 デフ ォル ト 線幅 、 参照名設定およびハッ チ設定を管理する [ オプシ ョ ン ]
ダイアログボッ クスのタ ブです 。

差動ペア
並列配線され 、 実用的な全長のペア配線間隙によ って分離された 2 個のネ ッ ト 、 また
は 2 個のピンペアのグループです 。 差動ペアは通常 、 正反対の面で生成された 2 個の
電気信号を伝送し ます 。

参照 ： ペア配線間隙

サブス ト レー ト
ラ ミ ネー ト ペアを構成する銅ラ ミ ネー ト 層の間の物質 、 または完成し た多層基板の
ケースの中のラ ミ ネー ト のセ ッ ト です 。

サブス ト レー ト ボン ドパッ ド
ダイからのワイ ヤ ボン ドが接続されるサブス ト レー ト 上のベタ領域です 。
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サブネ ッ ト
2 個のピンに接続する配線と ビアの集合です 。 サブネ ッ ト は 、 共通の実装部品ピンの
みを経由し て交わり 、 配線分岐 、 ビア 、 または仮想ポイ ン ト などの他のノ ー ド を通過
し ません 。

サブネ ッ ト は 、 ネ ッ ト のピンペアが共通設計規則以外の 、 ユニークな値を持つと きに
発生するエラーや混乱を避けるのに役立ちます 。

参照 ： ノ ー ド 、 サブネ ッ ト 、 結合された浮き島 、 仮想ポイ ン ト

単一ネ ッ ト 内の 1 個のサブネ ッ ト

サブ ミ ク ロン
1 ミ ク ロンよ り も短い単位です 。

参照名
同じ タ イプの部品を識別するために 、 設計の各部品に割り当てられた名称 。 通常 、
部品タ イプを示す文字 、 その後に番号が付きます 。 例えば C2 は 、 設計内の 2 番目の
コ ンデンサを表し ます 。

シー ド
ク ラス タ構築中に [ ク ラス タ配置 ] が使う部品で 、 他の部品を ク ラス タに追加するた
めに外側方向に検索し ます 。

シールド処理
干渉から保護するために 、 他のネ ッ ト の周り を囲むよ う にネ ッ ト を配線する こ と です

システム属性
PADS 製品 、 外部プログラム 、 またはオー ト メ ーシ ョ ンスク リ プ ト (Sax Basic など )
によ って設定 、 使用される重要な属性です 。 システム属性のプロパテ ィ と システム
属性の属性辞書の入力項目は修正できません 。

システムツールバー
PADS プログラム特有のシステムツールバーです 。 標準 、 配線 、 選択フ ィ ルタ などの
システムツールバーがあ り ます 。

実時間再表示
画面の再描画時に 、 ウ ィ ン ド ウ内のオブジ ェ ク ト のアクテ ィ ブな再生成を有効にする
機能です 。 実時間再表示を無効にし た場合 、 再生成はバッ クグラウン ド で行われ 、
バッ クグラウン ドの再生成プロセスが完了し た と きにウ ィ ン ド ウが更新されます 。
実時間再表示を無効にする と 、 画面の再生成は最速にな り ます 。

実寸線幅
1 ピ クセル中心線表示とは反対に 、 指定し た幅で配線を表示し ます 。
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実装部品面側
通常部品が実装されるプ リ ン ト 基板の部品面 、 または正面 。

自動寸法線タ ブ
新規作成し た寸法線の外観を決定する 、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス内のタ ブ
です 。

自動配線パス形式
パス形式は 、 自動配線をどのよ う に設計に配線するかを決定する自動配線計画の一部
です 。

自動ベタ
ベタ を経由し ているが 、 ベタに付属し ない 、 または接続されていない配線と ピンの
周囲の絶縁領域に 、 ベタ領域を描画する処理です 。

ジャ ンパ
1 層のプ リ ン ト 基板設計のほとんどで使われる 、 配線を交差させる物理的部品です 。
0 Ohm の抵抗器 、 またはジャ ンパパッ ド間に張られたワイ ヤ がジャ ンパにな り ます

Table Glossary-1. パス形式

パス 説明

中央 実装部品ピン 、 またはビアから配線を等間隔で配置し 、 チャネル
で使用可能なスペースに均等配置する 。

フ ァ ンアウ ト ビアから ピンへアクセスができない SMD 実装部品のピン と配線に
ビアを配置する 。

マイ ター 指定し た角度の配線コーナーをすべて対角コーナーに置換する 。

最適化 各配線と各試行内容を解析し て 、 余分な配線の削除 、 ビア数の削
減 、 および配線完了し た配線長の最短化などの配線パターン品質
を改善する 。

パターン 未配線結線のグループを検索し て 、 標準の C 配線パターン 、
Z 配線パターン 、 メ モ リパターンで配線する 。

配線 未配線がすべて結線されるまで 、 順番に配線する 。

テス ト
ポイ ン ト

自動配線パスは設計の検査可能性を解析し てどのネ ッ ト が試験が
必要なのかを判断し 、 配線を調整し て検査可能性を改善するため
にテス ト ポイ ン ト を挿入する 。

調整 長さ制御された配線の長さ を調整する 。 調整パスは 、 長さ規則に
基づいて完了し た配線を調整し 、 長さ制御された配線を設計規則
に合わせて調整する 。
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集合ポイ ン ト
ソースピンの近 く にあるポイ ン ト です 。 この点から差動ペアの配線が始ま り 。 ペア
配線間隙で一緒に配線されます 。

ヒ ン ト ： 上図のラベルは 、 左側にあるピンのセ ッ ト から始ま って右側にあるピンの
セ ッ ト で終了する配線に対応し ます 。 配線が右側にあるピンのセ ッ ト から始まる場合
、 ラベル位置は反対にな り ます 。

参照 ： 差動ペア

自由に設計
ネ ッ ト リ ス ト や部品表を使用せずに 、 [ECO 操作 ] を使用し て新規の設計を行う こ と
です 。

終端抵抗
配線のイ ンピーダンスを終了抵抗値に合わせるための 、 高速回路設定用のピン タ イプ
です 。 終端抵抗は信号の反射を軽減し 、 回路の品質を向上させます 。

修正
選択し たオブジ ェ ク ト の情報を変更する こ と です 。

重複カ ッ ト アウ ト
重複するカ ッ ト アウ ト は 、 1 個のカ ッ ト アウ ト 領域にま とめられます 。

参照 ： カ ッ ト アウ ト

重複線分
層上の 、 重な り あった複数の配線線分です 。
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重複ベタ
重複するベタは 1 個のベタ領域にま とめられ 、 可能であればカ ッ ト アウ ト されます 。

参照 ： ベタ 、 ベタ接続性

終了層
ド リルペアやビア定義が終了する層です 。 [ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアロ
グボッ クスで 、 終了層に関する情報を入力し ます 。

終了ゾーン
分割ポイ ン ト とデステ ィ ネーシ ョ ンピンの間にある 、 差動ペアの部分です 。

ヒ ン ト ： 上図のラベルは 、 左側にあるピンのセ ッ ト から始ま って右側にあるピンの
セ ッ ト で終了する配線に対応し ます 。 配線が右側にあるピンのセ ッ ト から始まる場合
、 ラベル位置は反対にな り ます 。

参照 ： 差動ペア 、 分割ポイ ン ト

順応ネ ッ ト
アクセス不可ネ ッ ト を参照し て く だ さい 。

障害物
配線をブロ ッ クするオブジ ェ ク ト 。 プロテ ク ト されたピン 、 ビア 、 配線 、 禁止領域 、
基板外形線 、 ハッ チ外形線は障害物になる可能性があ り ます 。

例外 ： ハッ チ外形線が障害物である場合も 、 イ ン タ ラ クテ ィ ブ配線 、 自動配線 、 また
は配線の編集を し ている と きはハッ チ外形線は設計から除去されるので 、 配線を完了
する こ とができます 。

自動ベタハッ チ外形線 、 自動ベタ外形線 、 および内層接続領域はイ ン タ ラ クテ ィ ブ
配線 、 自動配線 、 配線編集の障害物にはな り ません 。
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条件付き規則
信号が 、 他の特定信号の近辺に配線された場合にのみ 、 適用される配線規則です 。
条件付き規則は違反規則と も呼ばれます 。

障壁帯
オン ラ イ ンの設計規則エラーを表示するために 、 配線操作中に配線の終端点に付加す
る形状です 。

シ ョ ー ト カ ッ ト キー
メ ニューを使わずに 、 キーボー ドから直接コ マン ド を実行できるキーの組み合わせで
す 。

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー
選択し たオブジ ェ ク ト に応じ て実行可能な操作を表示する メ ニューです 。

シ ョ ルダー
ソースピン と集合ポイ ン ト の間 、 または分割ポイ ン ト とデステ ィ ネーシ ョ ンピンの間
の差動ペア配線の一部です 。

参照 ： 差動ペア 、 集合ポイ ン ト 、 分割ポイ ン ト

シルクスク リーン
全部品の参照名と実装部品外形線を含むアー ト ワーク層で 、 最終基板作成プロセスで
使用されます 。

信号
電気導体によ って実装部品のピン間を伝送される電圧 、 または電流です 。

信号源
ピンから出力する信号を示すピン タ イプです 。

信号ピン
部品タ イプ作成時に回路図入力プログラム 、 PADS Logic によ って割り当てられる
信号ネ ッ ト ( 例えば GND) があるピンを指し ます 。

振幅
アコーデ ィ オンの振幅は 、 アコーデ ィ オンの高さ ( アコーデ ィ オンが水平の場合 ) 、
またはアコーデ ィ オンの幅 ( アコーデ ィ オンが垂直の場合 ) を設定し ます 。 振幅は
ユーザー定義の数値で 、 同一ネ ッ ト の配線と コーナー間の間隙で乗算されます 。
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ヒ ン ト ： 同一ネ ッ ト の配線と コーナー間の距離が 0 の場合 、 振幅の計算には配線幅が
使われます 。

侵略ネ ッ ト
EDC (Electro Dynamic Checking ： 電気特性検査 ) プログラムの実行中に 、 干渉の信号
源とみな されるネ ッ ト やピンペアを指し ます 。

ズーム / 拡大 ・ 縮小
オブジ ェ ク ト を拡大 、 または縮小し て画面に表示し ます 。 ズームイ ン とズームアウ ト
によ って 、 その作業領域に表示される ものは影響されます 。

参照 ： プロテ ク ト

推奨規則
推奨規則に従う と配線が完了し ない場合を除いては 、 可能な限り絶対規則と同様に
重視される ものです 。

推定全長
配線長モニ タは 、 配線長の合計 (Rt) と 、 重複線分を含む全ネ ッ ト の配線長 (Nt) と 、
配線が終了し ていない未配線の長さ (U1) を合計し て 、 推定全長を計算し ます 。

ヒ ン ト ： 重複線分は一度だけ計算されます 。

参照 ： 配線長 、 未配線長

スク ラ イブ ラ イ ンまたはソーラ イ ン
ウ ェハー上の隣接するダイ間の分離線です 。 ウ ェハーを個別のダイに切り落とすと き
に 、 この経路が切断領域と し て使われます 。
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スケ ッ チ配線
ユーザーがカーソルを使用し て 、 新しい配線経路を指定し て既存の配線を再配線する
PADS Layout のコ マン ド です 。

ス タ ッ クア ッ プ
プ リ ン ト 基板本体を実装するための金属層と電気層です 。 信号金属層は信号配線が敷
かれます 。 内層電気接続層は直流電圧に接続されます 。 誘電体層は非導電性材料で構
成され 、 2 枚の金属層に分かれる 、 または基板の表面を覆います 。

ス タ ブ
他の配線に入って T 分岐を作る配線です 。 ス タ ブ長は EDC プログラムでチ ェ ッ クで
きます 。

ステ ッ プモー ド
デバッ ガで 1 度に 1 行ずつコー ド を実行するモー ド です 。

ス ト ラテジ
基板の自動配線方法を定義するオプシ ョ ンのセ ッ ト です 。

ス ト ロング
部品配置操作中にク ラス タの構成部品を出来る限り互いに接近させます 。 部品配置の
最短距離は 、 設計規則の部品間隙と同じ です 。

スパイダーボンデ ィ ング
集積回路ダイ を 、 そのパッ ケージ リー ドへ接続する方法です 。 リー ド フ レームはチ ッ
プの上に配置されてお り 、 全結線はボンデ ィ ング機械のたった 1 度の操作によ って作
られます 。 TAB 手法では 、 相互接続にこの方法を 利 用し ます 。

スラ イス
ウ ェハーを表す用語です 。

スワ ッ プ フ ァ イル
プログラムが RAM メ モ リ不足になって 、 メ モ リ をデ ィ スクに書き込むと きに作成さ
れる フ ァ イルです 。

寸法調整ハン ドル
テキス ト 以外の選択済みオブジ ェ ク ト を囲む四角形領域のコーナーと辺に沿って表示
される 、 小さ な黒い四角のこ と です 。

整合性チ ェ ッ ク
job 、 .dxf 、 .asc フ ァ イルを読み込むたびに実行されるデータベースチ ェ ッ ク機能で
す 。 モー ド レスコ マン ド 「 I 」 を入力し て Enter キーを押すと 、 作業中にも実行でき
ます 。

整合配線長
等配線長の必要条件で 、 入力値は同一ク ラスに属するネ ッ ト の最大長／最短長の許容
誤差を示し ます 。
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製造
半導体製造においては 、 半導体のウ ェハー内の装置を作る フ ロン ト エン ド プロセスだ
けを指し 、 パッ ケージ組立 、 またはバッ ク エン ド ステージは含みません 。

成長
既存のク ラス タに部品を追加する 、 自動ク ラス タ部品配置機能です 。

静電容量
配線長や信号遅延の要因と なる配線線分内部の電荷の比率です 。

整列
配置済みの部品を他の部品と位置合わせする こ と です 。

セグ メ ンテーシ ョ ン フ ォル ト
システムク ラ ッ シュ 、 または不正な操作を実行し たために 、 PADS 製品が終了する こ
と を指し ます 。

整列ツール
寸法作成時に各場所にある小さい一時的マーカーです 。

絶縁物
電流などの熱や電気属性を断熱 、 絶縁する材料です 。

設計規則
検査される電気特性や導体に対し て実施される間隔と一般的な配線規約のこ と です 。
[ ツール ] メ ニューの [ 設計検証 ] を選択する と検証ができます 。

設計タ ブ
設計条件 、 一般的な配線条件 、 および特定の表示や部品移動方法の設定を管理する
[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス内のタ ブです 。

設計領域
設計が作成される実際の作業領域です

セ ッ シ ョ ンログ
アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウの [ ステータ ス ] タ ブに表示される 、 現在のセ ッ シ ョ ンに
関する情報です 。

絶対規則と推奨規則
PADS Layout は 、 絶対 (hard) 規則も し く は推奨 (soft) 規則を PADS Router へ送信でき
ます 。 絶対規則は PADS Router が違反できないもので 、 違反し た場合は配線が完了し
ない可能性があ り ます 。 推奨規則は 、 推奨規則に従う と配線が完了し ない場合を除い
ては 、 可能な限り絶対規則と同様に重視される ものです 。

同一ネ ッ ト 規則には絶対規則も推奨規則もあ り ます 。 同一ネ ッ ト の絶対規則は同一ネ
ッ ト の SMD と ビア間およびビア と ビア間です 。 PADS Router はこの規則に違反し て
はな り ません 。 推奨規則は 、 最初のコーナー規則 ( パッ ド と コーナー間 、 SMD と コ
ーナー間 、 ト レース と コーナー間 ) です 。 規則に従う ための試みがすべて失敗し た場
合のみ 、 PADS Router はこれらの規則に違反し ます 。
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推奨規則の最初のコーナー規則は 、 円形パッ ド だけに適用されます 。

PADS Router または PADS Layout で [ パッ ド入力角度特性 ] オプシ ョ ンを使用し て 、
規則を絶対にするか推奨にするかを設定する こ とができます 。

絶対座標
設計領域の原点 ( 座標 0, 0) から測定し た距離です 。

接着剤
PC の基板に表面実装部品を付けるために使用する物質です 。

全選択
[ 編集 ] メ ニューのコ マン ド で 、 選択フ ィ ルタ で指定し た項目すべてを選択する こ と
ができます 。 何も選択し ていない場合 、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューでこのコ マン ド を選
択できます 。

選択状態
編集 、 移動 、 プロパテ ィ 表示 、 または削除のために 、 オブジ ェ ク ト が強調表示された
状態です 。

選択フ ィ ルタ
特定の項目の選択を有効 、 または無効にするためのダイアログボ ッ クスです 。

選択モー ド
オブジ ェ ク ト をポイ ン ト し 、 マウスの左ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。 オブジ ェ ク ト に
対し て実行する コ マン ド を選択し ます 。

全配線長
現在の配線済みの長さに 、 関連ネ ッ ト 、 またはピンペアの未配線部分のマンハッ タ ン
長の合計を足し た長さ です 。

次の条件がすべて満た されている場合 、 ピンペアの全配線長がレポー ト されます 。
ピンペアの長さ規則が定義されていて 、 関連ネ ッ ト が高速ネ ッ ト で 、 ベタ共有が無効
になっている場合 。

ピンペア規則がレポー ト される場合 、 ピンペアの推定全配線長が表示されます 。 それ
以外の場合 、 ネ ッ ト の全配線長がレポー ト されます 。

線分
X/Y 座標始点と X/Y 座標終点で定義される単一の作図線 、 経路 、 または配線です 。

層
CAD データベース標準機能で 、 グラ フ ィ カル情報を類似情報 ( 寸法線 、 構築ラ イ ン 、
文字など ) をシー ト と し て分割し ます 。 PCB アプ リ ケーシ ョ ンでは 、 さ まざまな製造
層を個別に作成 、 出力する こ とができます 。

増加層モー ド
層の数を 、 デフ ォル ト の 30 個から最大 250 個まで増加できるモー ド です 。 電気層の
最大数は 64 個 、 非電気層の最大数は 186 個です 。
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層間並行配線
互いに平行に走っているか検査される 、 別の層に存在する配線です 。

配線が互いに平行し て長い距離に配線され 、 かつ間隙が狭すぎる場合 、 ク ロス ト ーク
が発生する可能性があ り ます 。

相互接続
2 個 、 またはそれ以上の回路素子の間の導電性結線です 。

相対座標
システム原点ではな く 、 始点を基準にし た座標です 。

層バイアスネ ッ ト
層バイアスネ ッ ト は 、 1 個以上の ( すべてではない ) 電気配線層に対し て層のバイア
スを指定する設計規則を持つ 、 任意のネ ッ ト です 。

層ペア
2 枚の配線層を切り替えるには 、 [ 層切換え ] コ マン ド を使用し ます 。 両面基板では
、 切換えは自動的に 1( 部品面 ) と 2( 半田面 ) に設定されます 。

層の切換え
配線中に層ペアを切換えます 。

属性
設計内のオブジ ェ ク ト と関連付けられた情報が含まれます 。 属性には 、 部品のラ イブ
ラ リ記述に含めた り 、 部品リ ス ト にデータ出力する こ とができる部品情報の形式が含
まれています 。 例えば 、 部品製造者 、 パッ ケージ形式 、 発注番号などです 。

属性のグループ
構成属性のグループです 。 例えば DFT グループには 、 以下の属性が含まれます 。

1. DFT.Nail Count Per Net
DFT.Nail Number
DFT.Nail Diameter

属性の ECO 登録
ECO プロセス中に追加 、 削除 、 または変更できるのは 、 [ 属性のプロパテ ィ ] ダイア
ログボッ クスの [ オブジ ェ ク ト ] タ ブで設定し た ECO 登録済の属性だけです 。 ビア属
性は登録された属性ではないので 、 ECO プロセス中に追加 、 削除 、 または変更はで
きません 。

ECO モー ドのと きだけ 、 ECO に登録し た属性を修正する こ とができます 。

ECO に未登録の属性は 、 ECO 操作中に .eco フ ァ イルに記録されません 。

ECO 登録済の属性を比較するには 、 [ 比較 /ECO ツール ] ダイアログボ ッ クスの
[ 比較 ] タ ブ上の [ECO 登録済属性のみ比較 ] オプシ ョ ンを使用し ます 。

測定単位
共通で使用される測定単位です 。



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0812

— た行 —
ダイ

特定の電気の回路が組み立てられた 、 1 個の正方形 、 または矩形の半導体材料です 。

ダイウ ィ ザー ド
この機能によ り ダイ部品定義を変数と し て作成し た り 、 DGSII 、 またはフ ォーマ ッ ト
済み ASCII フ ァ イルを使用し てダイ説明事項を入力する こ とができます 。 ダイウ ィ ザ
ー ドは 、 Advanced Packaging Toolkit レ イアウ ト エデ ィ タに直接ダイキャ プチャ を提供
するので 、 実装部品 IQ の代わり にな り ます 。 このため .ciq フ ァ イルの転送は不要に
な り ます 。

ダイス
ダイ (die) の複数形です 。

ダイナ ミ ッ ク配線
ダイナ ミ ッ ク配線ツールを使用し て 、 自動的に折り返しや他の配線を押しのけて結線
を完了し て作成し た配線です 。

ダイ フ ラグ
サーマル管理や電気的接続のためにダイの下に置かれる メ タル形状を指し ます 。
フ ラワーパターン と も呼ばれます 。

ダイボンデ ィ ング
半導体のダイ を 、 エポキシ接着剤 、 金の共晶 、 または半田合金でサブス ト レー ト
パッ ケージに接着する こ と です 。 ダイア タ ッ チ メ ン ト と も呼ばれます 。

タ ッ ク
配線を現在の位置にアン カーするダイ ヤ モン ド型のオブジ ェ ク ト です 。 ある状況下
では 、 タ ッ クは自動的に作られますが 、 選択し た配線に手動で加える こ と も可能です

ダブルク リ ッ ク
2 回連続するマウスク リ ッ クです 。 通常は編集動作を始める 、 または現在の動作を完
了し ます 。

端子
部品形状で定義された 、 ピンの電気的な中心です 。

遅延
信号が配線を通過するのに要する時間のこ と です 。

チ ッ プ
パッ ケージングのない集積回路です 。 ダイ と も呼ばれます 。

チ ッ プオンボー ド
回路基板 、 またはサブス ト レー ト にチ ッ プが直接ボンデ ィ ングされているパッ ケージ
構成です 。
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チ ッ プキャ リ ア
4 つの側面に I/O 結線がある正方形 、 または長方形の IC パッ ケージです 。

チ ッ プスケールパッ ケージ
サブス ト レー ト の寸法が 、 ダイ よ り 1.2 倍大きいパッ ケージ構成です 。

チ ッ プボン ドパッ ド
サブス ト レー ト へのワイ ヤ ボン ドが接続されるダイ上の相互接続エ リ アです 。

千鳥ビア
反復的にネ ッ ト ( 配線上 、 または銅箔面領域内 ) へ追加された 、 任意の SMD ビア 、
貫通穴ビア 、 または非貫通ビアです 。 これらのビアはフ リービア と も呼ばれ 、 電流や
サーマルの必要性など 、 多様な目的で追加されます 。 例えば 、 千鳥ビアを銅箔面領域
に配置し て 、 2 個の層の間に電気を伝導する こ とかできます 。 千鳥ビアはネ ッ ト に指
定される必要があ り ますが 、 それらに接触する ト レースを備えている必要はあ り ませ
ん 。

中央パス
実装部品ピン 、 またはビアから配線を等間隔で配置し 、 チャネルで使用可能なスペー
スに均等配置する自動配線パスです 。

ぶら下がり配線
ぶら下がり配線とは 、 どのピンにも ラ ッ ツネス ト で接続されていない配線のス タ ブま
たは分岐です 。 参照 ： 中途配線

中途配線
中途配線とは 、 ラ ッ ツネス ト のフ ラ イ ト ラ イ ンがまだ可視状態である未完成の配線で
す 。 配線中 、 またはバス配線中に [ 終了 ] を ク リ ッ ク し た場合 、 または配線線分の一
部を削除し た場合に発生し ます 。 参照 ： ぶら下がり配線

チ ェ ッ ク
間隙や接続性など 、 事前に定義された規則を設計が遵守し ているかを検証し ます 。

超音波ボンデ ィ ング
超音波エネルギーと圧力を使って 、 熱な し でボン ド を作成するワイ ヤ ボンデ ィ ング
手法です 。

調整パス
長さ制御された配線の長さ を調整する自動配線パスです 。 このパスは 、 完全に配線さ
れたネ ッ ト 、 またはピンペアのみの配線の長さ を検査し ます 。 長さ規則と長さ制御が
有効な場合 、 パスは以下の条件に基づいて各ネ ッ ト 、 または各ピンペアの現在の長さ
を分析し ます 。

• 近接する配線線分の累積長さが 、 配線長さの最小から最大範囲内にある場合 、
調整パスは配線を無視し て調整し ない 。

• 配線が最大配線長さ よ り も長い場合 、 調整パスは配線を引き剥がし 、 配線の
待ち行列に置 く 。
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• 配線が最小配線長さ よ り も短い場合 、 調整パスはアコーデ ィ オンパターンを
追加し て長さ を変更する 。

頂点
作業領域内の単独点で 、 X 座標と Y 座標で定義されます 。

追従配線
バス配線の一部である結線やピンペアの集合です 。 ガイ ド配線の経路に沿って配線さ
れます 。

ツール穴
すべての基板には 、 空白基板メ ーカーが基板製造時に層を整列するために使う 、 少な
く と も 2 個のツール穴が必要です 。 設計にツール穴がない場合 、 基板メ ーカーがそれ
を追加し ます 。 ツール穴は一般的に許容誤差は +/-.002" の .125" のメ ッ キな し穴です
。 基板が小さすぎてツール穴を作れない場合 、 メ ーカーは基板外形線の外側に穴を作
り ます ( 最終組み立て段階で取り除かれます ) 。 基板ツール穴とパネルツール穴とい
う 、 2 種類のツール穴があ り ます 。 大半の基板は 、 1 枚のパネル上で複数の基板を製
造するために 、 1 枚の基板イ メ ージを大きなパネルの上に載せる こ と を繰り返し て製
造されます 。 基板ツール穴は個々の基板を整列するために使われます 。 パネルツール
穴は 、 製造と組み立て段階で 、 パネル全体を整列するために使われます 。

ヒ ン ト ： ツール穴を作成するには 、 部品形状エデ ィ タ と [ パッ ド ス タ ッ ク ] ダイアロ
グボッ クスを使います 。 ラ イブ ラ リの一部と し て単一端子オブジ ェ ク ト を保存する と
再 利 用できます 。

参照 ： PADS Layout のヘルプの 「 ター ミ ナルを追加 」 、 「 パッ ド ス タ ッ ク を編集 」

ツールチ ッ プ
ボタ ンの下に表示される コ マン ド名やボタ ンの説明がツールチ ッ プです 。

データ出力
設計フ ァ イルを PADS フ ォーマ ッ ト ASCII 形式か DXF 形式に変換するために使用す
る変換コ マン ド です 。

データ寸法線
全ての寸法が共通の開始点から測定された寸法線の形式です 。 原点の延長線は 0 と
マーク され 、 その点からの測定値が各寸法線に反映されます 。

参照 ： PADS Layout のヘルプの 「 ベースラ イ ン寸法の実行方法 」

データベースの単位系
設計内で 、 ミ ル 、 ミ リ 、 イ ンチが使用できます 。

データベースの変換
PADS の非ネイテ ィ ブ形式のフ ァ イル (.asc や .dxf) から 、 ネイテ ィ ブ形式のフ ァ イル
(.pcb) に変換する処理です 。
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テープによる自動ボンデ ィ ング (TAB)
高分子テープ上で内層リー ド ボン ド を形成するために 、 シ リ コ ンチ ッ プをパターン化
された金属配線 、 またはリー ド に接続するパッ ケージ方法です 。 リー ド ボン ドは通常
、 組み立ての次の段階でサブス ト レー ト 、 または基板に取り付けられます 。

テープボールグ リ ッ ド アレ イ (TBGA)
TAB リー ド を 、 ボールグリ ッ ド アレ イによ って置き換える TAB パッ ケージ方法です

テ ィ ア ド ロ ッ プ
配線をパッ ド に円滑に変化させるための三角の形状です 。

デ ィ スクの空容量
プログラムが使用可能なハー ド デ ィ スク ド ラ イブの空領域の物理的な合計量です 。

デ ィ スク リー ト 素子
回路要素を一つ含むデバイス 。 例と し て 、 抵抗や ト グルスイ ッ チがあ り ます 。

テス ト ポイ ン ト
テス ト ポイ ン ト は 、 基板の電気素子と テス ト デバイスのプローブ間の接触点の役目を
果たすオブジ ェ ク ト のグループです 。 テス ト ポイ ン ト には 、 ネ ッ ト のノ ー ド上のポイ
ン ト 、 実装部品ピンやビアのポイ ン ト で代用する こ と もできます 。 またテス ト ポイ ン
ト は 、 ネ ッ ト に組み込まれていない実装部品ピンのよ う な 、 未使用の実装部品ピン上
のポイ ン ト であってもかまいません 。

ビアまたはピンにテス ト ポイ ン ト フ ラグがついている場合 、 [ オプシ ョ ン ] ダイアロ
グボッ クスの [ 配線 ] タ ブで [ テス ト ポイ ン ト 表示 ] が選択されている と 、 設計上で
そのビアまたはピンに矢印が表示されます 。

テス ト ポイ ン ト パス
自動配線パスは設計の検査可能性を解析し てどのネ ッ ト が試験が必要なのかを判断し
、 配線を調整し て検査可能性を改善するためにテス ト ポイ ン ト を挿入し ます 。 配線中
、 または配線後にテス ト ポイ ン ト を挿入するかを選択できます 。

参照 ： 詳細に関し ては 、 PADS Router ヘルプの 「 配線中のテス ト ポイ ン ト 指定 」 、
「 配線後のテス ト ポイ ン ト 指定 」 、 「 テス ト ポイ ン ト の自動配置 」 の ト ピ ッ ク を参照
し て く だ さい 。

デフ ォル ト
PADS 製品の起動時に設定される条件やオプシ ョ ンです 。

デフ ォル ト 実装部品
デフ ォル ト 実装部品は 、 現在のアセンブ リバリ アン ト に配置される前のオ リ ジナル実
装部品です 。 デフ ォル ト 実装部品は 、 常に生データベースにあ り ますが 、 [ 基本オプ
シ ョ ン ] にある とは限り ません 。
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参照 ： 有効実装部品

デフ ォル ト 層モー ド
最大 30 までの電気層 、 または電気層と非電気層の組み合わせで構成される設計の層
モー ド です 。 デフ ォル ト 層モー ドから増加層モー ド に変更するには [ 層構成を定義 ]
ダイアログボッ クスの [ 最大層 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

電気層
配線が可能で 、 DRC でチ ェ ッ クできる層です 。

電源の内層接続層
プ リ ン ト 基板に電力を供給する内層接続層です 。 電源を必要とする各実装部品の正し
いピンに分散されます 。

同一ネ ッ ト 規則
他のネ ッ ト に対し てではな く 、 同じ シグナル名 、 またはネ ッ ト に属する結線について
、 間隔などの条件を設定する こ と です 。

同一ネ ッ ト チ ェ ッ ク
ネ ッ ト に沿って 、 [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスで指定し た 、 オブジ ェ ク ト 間の
間隙をチ ェ ッ ク し ます 。 以下のチ ェ ッ ク を行います 。

• パッ ド エ ッ ジの間 。

• パッ ド エ ッ ジ と配線の内閣の間 。

• SMD エ ッ ジ とパッ ド エ ッ ジの間 。

• SMD エ ッ ジ と配線の内閣の間 。

このチ ェ ッ クは伝導性オブジ ェ ク ト 間の鋭角 ( 下図に示すパッ ド と配線の間の鋭角 )
によ って基板製造時に発生する半田ブ リ ッ ジを防止し ます 。
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搭載面変更
選択し た項目を基板の反対側の面に移動する コ マン ド です 。

透視層
相互に重なっている複数のオブジ ェ ク ト を確認できるよ う に 、 層を透明に表示する
モー ド です 。 これはモー ド レスコ マン ドの T です 。

動詞モー ド
ポイ ン タにコ マン ド を付加する こ とによ ってコ マン ド を開始し 、 次にそのコ マン ド を
適用するオブジ ェ ク ト を選択し ます 。

オブジ ェ ク ト を何も選択し ていないと きにコ マン ド を選択する と 、 動詞モー ド にな り
ます 。 ポイ ン タに付加された小さ な V マークは 、 選択し たコマン ドがアク テ ィ ブであ
る こ と を示し ます 。 動詞モー ド をキャ ンセルするまで 、 コ マン ドはポイ ン タに付加さ
れたままです 。

参照 ： オブジ ェ ク ト モー ド

同層平行
同一層の上で平行に走る配線はチ ェ ッ ク されます 。

配線が互いに平行し て長い距離に配線され 、 かつ間隙が狭すぎる場合 、 ク ロス ト ーク
が発生する可能性があ り ます 。

導体
熱や電流フ ローを引き起こす素材です 。 プ リ ン ト 回路設計における導体は 、 実装部品
のピンを接続する金属片です 。

銅箔面層
表面全体が銅箔で覆われた設計層です 。 内層接続層に接続されていない情報は除外さ
れます 。

銅箔面ネ ッ ト
銅箔面層に割り当てられたネ ッ ト です 。

特殊シンボル
コネク タ と し て指定する代替部品形状です 。 論理ピン形式を各代替品と関連付ける と
、 回路図でコネク タ ピン機能の画像表示を 利 用できます 。

特定用途向け集積回路
顧客の特定必要条件に合う よ う に設計された IC です 。

ト ポロジー
ネ ッ ト 内のピンに接続する配線のパターン と順番です 。

取り消し
最後に実行し たコ マン ドの内容を取り消すコ マン ド です 。
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取り付け穴
ほとんどの ( すべてではあ り ません ) 基板には取り付け穴があ り ます 。 取り付け穴は
通常 、 基板の周辺にあ り ます ( 通常はコーナーにあ り ます ) 。 完成製品にプ リ ン ト 基
板を取り付けるため ( コ ンピ ュータのケースにマザーボー ド を取り付けるなど ) また
はプ リ ン ト 基板に実装部品をねじ止めするため ( 補強材と エジ ェ ク タ タ ブなど ) のド
リル穴です 。

メ ッ キあ り と メ ッキな しの 2 種類の取り付け穴があ り ます 。 メ ッキ取り付け穴の内側
は銅箔で 、 通常は基板の両面に銅の大きなアニュ ラ リ ングがあ り 、 穴の内側の銅のシ
リ ンダ ( メ ッキされた ) によ って接続されています 。 これらの穴は通常 、 GROUND
バス 、 または内層に接続され 、 筐体に基板回路をグラウン ド する方法を提供し ます
( シールドのため ) 。 筐体内部の装置に基板を取り付けるねじの頭の直径よ り も 、 取
り付け穴のリ ングの直径はほんの少し大きいです 。 メ ッキな し取り付け穴の用途も同
じ ですが 、 違いは内側を メ ッキされていないこ と と 、 銅のリ ングがないこ と です 。 こ
のため 、 筐体に基板をグラウン ド する こ とはできません 。

ヒ ン ト ：

• 銅メ ッ キの厚さが異なるため 、 またツール穴に必要な精密許容差に違反するた
め 、 メ ッ キ取り付け穴をツール穴と し て使う こ とはできません 。 メ ッキな し取
り付け穴は内側に メ ッキがないため 、 ツール穴と し ても使う こ とができますが
、 穴の寸法の許容差を厳密に制御し 、 ツール穴の必要条件を満たす必要があ り
ます 。

• ツール穴を作成するには 、 部品形状エデ ィ タ と [ パッ ド ス タ ッ ク ] ダイアログ
ボッ クスを使います 。 ラ イブ ラ リの一部と し て単一端子オブジ ェ ク ト を保存す
る と 、 再 利 用ができます 。

参照 ： PADS Layout のヘルプの 「 ター ミ ナルを追加 」 と 「 パッ ド ス タ ッ ク を編集 」

ド リルチャー ト
ド リル図面の上に作成される図で 、 ド リル穴径と一致する ド リルシンボルを示し ます
。 ド リル凡例と も呼ばれます 。

ド リル超過寸法
プ リ ン ト 基板の製造過程で 、 DRC のために ド リル寸法を大き く する こ と です 。
メ ッ キし た貫通穴に適用されます 。

ド リルペア
主にベ リー ド ビアやブ ラ イ ン ド ビア用に 、 製造中に一緒に穴を開けて メ ッキする層を
定義し ます 。

ド リルシンボル
ド リル図面上の様々な ド リル穴位置と寸法を表すユニークなシンボルです 。

ド ローパッ ド
フ ォ ト プロ ッ ト されるパッ ド で 、 通常はフ ィ ンガーパッ ド ですが 、 アパーチャ を開き
、 その状態で基板上を移動し てパッ ド形状を形成し ます 。
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— な行 —
内層

プ リ ン ト 配線基板の部品面と半田面以外の場所にある設計層です 。 内層は 、 配線層 、
内層接続層 、 またはその組み合わせにな り ます 。

長穴
プ リ ン ト 基板にある楕円形の穴で 、 メ ッキされている場合も 、 そ う でない場合もあ り
ます 。

生データベース
生データベース は 、 アセンブ リバリ アン ト に関係な く 、 開いているデータベース内の
全実装部品を格納し ます 。 新規アセンブ リバリ アン ト は生データベースに基づいて作
成されるので 、 生データベース内の実装部品は 、 アン イ ンス ト ールか代替されない限
り 、 新しいバリ アン ト の中に置かれます 。

二次オブジ ェ ク ト
二次オブジ ェ ク ト グループは 、 一次オブジ ェ ク ト を細かい階層に分類し ます 。 二次
オブジ ェ ク ト グループには個別の項目を追加 、 または削除する こ とができます 。
以下は二次オブジ ェ ク ト です 。

1. ネ ッ ト ク ラス

2. ピンペアグループ

3. 条件付規則

4. 整合長ネ ッ ト グループ

5. 整合長ピンペアグループ

6. 差動ペア

入力角度
パッ ド に入力される配線の角度です 。

任意回転
軸 、 または選択地点を中心にし て部品 、 またはオブジ ェ ク ト を度回転する PADS の
コ マン ド です 。

任意角度の結合配線
SBP フ ァ ンアウ ト を屈曲配線に接続する配線の部分です 。

任意のベタ
他のベタやパッ ド に関連付けられていない開ベタや閉ベタ です 。

塗潰し
以前に定義された自動ベタ領域の塗潰し を行います 。

ネイル直径
テス ト プローブの直径です 。
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ネガ
正確に作成された 、 内層接続層の反転写真画像です 。 普通の作図テ クニ ッ ク を使って
、 空領域 ( 空隙 、 ク リ アラ ンス ) を作成し ます 。 反転された場合には 、 ク リ アラ ンス
用に製図されていないデータ以外は 、 全て銅箔面にな り ます 。

ネス ト されたマク ロ
他のマク ロから呼び出されるマク ロを指し ます 。

ネス ト 済埋めこみ
ネス ト 済み埋めこみとは 、 OLE を使用し て 、 オブジ ェ ク ト を他のオブジ ェ ク ト に挿
入し た状態のこ と です 。 例えば 、 PADS Layout の設計に PADS Logic の回路図を挿入
し た り 、 回路図に Microsoft Word ド キュ メ ン ト を挿入する こ と です 。

ネ ッ ト
単一の信号を構成するすべてのピンペアを指し ます 。 ネ ッ ト には最低 1 個 、 または
それ以上のサブネ ッ ト が含まれます 。

参照 ： サブネ ッ ト

ネ ッ ト ク ラス
共通の設計規則のセ ッ ト を持つネ ッ ト の集合です 。

ネ ッ ト 長さ規則
ネ ッ ト 、 またはピンペアの配線長を管理する規則です 。

ネ ッ ト 長さ規則には 、 最小 / 最大長 、 一致する長さ 、 差動ペアなどの高速規則があ り
ます 。

管理された長さ ネ ッ ト とは 、 長さ規則が指定されたネ ッ ト 、 または長さ規則が指定
されたピンペアがあるネ ッ ト を指し ます 。

ネ ッ ト 名
ネ ッ ト の機能を表すために付けられた特定の名称 (GND 、 PWR 、 DATA0 など ) で
す 。

ヒ ン ト ： ネ ッ ト 名の最大長は 47 文字です 。 { 、 } 、 * 、 および半角スペースを除 く
英数字を使用できます 。

ネ ッ ト リ ス ト
設計内の各信号のポイ ン ト 間の結線リ ス ト で 、 参照名 ( 部品名 ) と ピン番号を含みま
す 。

ネ ッ ト リ ス ト フ ァ イル
設計内のすべてのネ ッ ト と 、 ネ ッ ト を構成するすべての実装部品ピンを含む PADS の
ASCII フ ァ イルです 。 このフ ァ イルには 、 設計内の全部品のリ ス ト や 、 サブス ト レー
ト ボン ドパッ ド番号と新規作成されたサブス ト レー ト ボン ドパッ ドの機能を管理する
設定項目が含まれる こ と もあ り ます 。



PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 821

ネ ッ ト ワークセキュ リ テ ィ
複数のオプシ ョ ンでプログラムされた 1 個のセキュ リ テ ィ キーを 、 同時に 1 個以上の
システムで使う方法です 。

ノ ー ド
配線が他の配線と交わる個所 (T 分岐 ) 、 配線が他の層に転移する個所 、 または配線
がピン 、 ビア 、 または浮動終了点で終了する個所を指し ます 。 具体的には 、 任意のピ
ン 、 ビア 、 ベタ 、 配線分岐 、 仮想ポイ ン ト 、 配線終点がノ ー ド にな り えます 。

参照 ： 仮想ポイ ン ト

ノ ー ド ロ ッ ク
特定のホス ト ID のラ イセンスです 。

— は行 —
ハー ド ブレ イ クアウ ト

表面実装部品で使用される結合されたベタ を使用し て 、 分散配線をシ ミ ュ レー ト し ま
す 。 この手段の欠点は 、 配線チャネルがブロ ッ ク される可能性がある こ と です 。

バイアスピンペア
層のバイアスピンペアは 、 1 個以上の ( すべてではない ) 電気配線層に対し て層の
バイアスを指定する設計規則を持つ 、 任意のピンペアです 。

配線
配線された連結性を表す配線群です 。

配線
パッ ド間の金属をエ ッ チングし て指定し た線幅の配線を作成する こ と です 。

配線
物理的なエ ッ チングを示す線分です 。 配線は 、 1 ピ クセルの単線 、 または実際の線幅
を示す二重線で表示されます 。

配線角度
配線に新規コーナーが追加された と きに 、 近接する線分に適用される角度です 。 配線
角度が直角であれば 、 近接する線分は互いに対し て 90 度の角度にな り ます 。
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配線計画
PADS Router が設計を自動配線するために使用する総合情報です 。 この情報には 、
PADS Router が実行すべき配線パス形式 、 その結果に生成される配線をプロテ ク ト す
るかど うか 、 オブジ ェ ク ト に割り当てる強度が含まれます 。

配線経路
同一層にある同一配線の 、 連続する配線線分です 。 経路はノ ー ド で開始 、 および終了
し 、 ノ ー ド を通過する こ とはできません 。

配線コーナー
2 本の配線線分が交わる頂点です 。 配線コーナーは部分配線の終了点にもな り ます 。
配線線分は直線の上に位置する こ と もあ り ます 。

配線コ ピー
コ ピー & ペース ト を使用し て作成し た 1 本の配線や連続配線の複写です 。

配線順序
自動配線機能が実装部品 、 ネ ッ ト 、 ネ ッ ト ク ラスを配線する順番です 。

配線線分
配線の一部分です 。 配線線分は 1 個の開始点と 1 個の終了点を持ちます 。 配線線分は
円弧にもな り ます 。
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終了点に配線線分が追加される と 、 配線線分は繋がって連続する経路にな り 、 同一線
分に属し ます 。

配線長
配線長モニ タは 、 累積する配線の長さ と し て 、 配線長を計算し ます 。 中途配線の終点
から配線を開始し ない限り 、 この値は常に 0 で始ま り ます 。 中途配線の終点から配線
を開始し た場合 、 配線長には中途配線の長さ も含まれます 。 配線が分岐し た場合 、 分
岐点からの長さが計算されます 。

参照 ： 推定全長 、 未配線長

配線長最短化
高速配線を実施するために 、 未配線を最短距離に設定する 、 または特定の ト ポロジー
に設定する配線機能です 。

配線パス
自動配線パスは 、 自動配線中に行われる作業の大部分を占める 、 コ ア と なるパスです
。 PADS Router は未配線がすべて結線されるまで 、 順番に配線を行います 。 配線パス
には 、 直列 (serial) 、 リ ッ プア ッ プ ・ アン ド ・ リ ト ラ イ (rip up and retry) 、 プ ッ シュ ・
アン ド ・ シャ ブ (push and shove) 、 およびタ ッ チ ・ アン ド ・ ク ロス (touch and cross) 処
理が含まれます 。

配線パス形式
複数のパス形式があ り 、 各パス形式は特定の作業を完了するよ う に設計されています
。 パスは複数のアルゴ リズムを使用し た り 、 複数のサブパスを実行する こ と もあ り ま
す 。

以下のパス形式がサポー ト されています 。

配線ループ
元の配線から枝分かれし て 、 再び同じ配線に戻りループを作成し ているピンペアです

配置チ ェ ッ ク プ リ ン ト
配置チ ェ ッ ク プ リ ン ト を作成するには 、 CAM アセンブ リ図面を生成し ます 。

• 中央パス

• フ ァ ンアウ ト

• マイ ターパス

• 最適化パス

• パターンパス

• 配線パス

• テス ト ポイ ン ト

• 調整パス
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プ リ ン ト 基板設計者は 、 エンジニアから回路図と ネ ッ ト リ ス ト を受け取った後 、 ( 通
常は ) 基板の配線に最適な方法で実装部品を基板上に配置し ます 。 エンジニアではな
く 、 設計者の意図に沿った配置になる場合もあるので 、 配線作業を進める前に 、 基板
の両面の実装部品すべての位置を示す配置チ ェ ッ ク プ リ ン ト を 、 エンジニアから要求
される こ とがあ り ます 。 これによ って 、 エンジニアは部品の位置と設計者による部品
の配置を確認できます 。 配線作業を行う前に 、 設計者と エンジニアの両者が配置チ ェ
ッ ク プ リ ン ト に同意する必要があ り ます 。

破棄
ク ラス タの構成部品を現在の配置から ク ラス タの中央へ配置し直すこ と です 。

薄膜フ ィ ルム処理
導電性 、 または絶縁性の蒸着フ ィ ルムを使用する こ と です 。 これはサブス ト レー ト 上
で電子実装部品と導体を形成するパターン 、 または実装部品の連続する層の間の絶縁
材と し て使われます 。

バス
共通の仕様を共有し ている一連の結線で ( メ モ リ アレ イ 、 データ配列など ) 、 通常は
それぞれ並列に配線されています 。

バス配線
2 個 、 またはそれ以上のピンペアの間を 、 近距離かつ整然と し たパターンで同時に配
線を行います 。

パターンパス
未配線結線のグループを検索し て 、 配線する自動配線パスです 。 この処理には 、 標準
の C 配線パターン 、 Z 配線パターン 、 メ モ リパターンが使用されます 。

バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン
設計フ ァ イルと一致するよ う に 、 回路図フ ァ イルを更新する こ と です 。

パッ ケージ
内側のダイ実装部品への電気的アクセスを提供する端子を持つ電子部品を保護するた
めのコ ンテナです 。

ハッ チ
ベタの塗潰しパターンの 1 つです 。 指定された線幅と間隔で水平 、 または垂直の線分
に使用されます 。

パッ ド機能
実装部品ボン ドパッ ドが接続されるダイ信号の名称です 。

パッ ド ス タ ッ ク
設計の各層のピンやビア上で 、 重な り合ったパッ ド 、 ド リル 、 またはペース ト を指し
ます 。
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パッ ド超過寸法
パッ ドの画像をネガフ ォーマ ッ ト でプ リ ン ト する と きに 、 正確な間隙を確保するため
に 、 内層接続層では普通よ り大きなパッ ド を使用し ます 。

注意 ： パッ ド超過寸法は 、 パッ ドの周辺からではな く 、 中心から測定されます 。 例え
ば 、 寸法が 3 ミ ル超過し ている場合 、 実際の測定値はパッ ドの中心から全方向におい
て 1.5 ミ ルと な り ます 。

パッ ド入力
パッ ドの端を交差する最初のピンに 、 配線が入る 、 または出るポイ ン ト です 。

パッ ド入力角度
配線がパッ ド に入力される角度を定義する PADS Layout と PADS Router のコマン ド 。
90 度 、 45 度 、 またいは任意の角度に対応し ます 。

パッ ド番号
実装部品ボン ドパッ ドの番号です 。

幅
配線やラ イ ンの太さ です 。

パブ リ ッ クネ ッ ト
物理的再 利 用の範囲内に部分的に含まれたネ ッ ト です 。 パブ リ ッ クネ ッ ト は優先配
線方向と し て 、 再 利 用に存在し ます 。

メ イ ンウ ィ ン ド ウのコ ンボボ ッ クス内の配線層名の横にある水平 [H] 、 または垂直
[V] の方向名称です 。 これは配線を完成させる最適な方向を示し 、 システム 、 または
ユーザーが設定する こ とができます 。

パラ レルポー ト
プ リ ン タポー ト のこ と で 、 通常は LPT1 、 または LTP2 が割り当てられています 。

パレ ッ ト
[ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスにあるユーザー定義可能なカ ラーチャー ト
です 。

パン
ズームや再表示をせずに 、 画面を上下 、 または左右に動かすこ と です 。 スク ロールバ
ー 、 またはポステージス タ ンプを使います 。

範囲選択
複数の幾何線分や配線線分をま とめて選択する操作です 。 開始線分を ク リ ッ ク し て 、
Shift キーを押し ながら終了線分を右ク リ ッ クする と範囲選択されます 。

パン操作
設計の寸法は変更せずに 、 上下 、 または左右に画面を移動する操作です 。

半田
デバイスの各ピンをプ リ ン ト 基板に取り付けるために使用される合金です 。
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半田ダム

半田対象の導体上に溶融半田が拡散するのを防ぐために使用する少量の半田マスクで
す 。 その領域の半田マスクは意図的に空になっています 。

半田マスク
パッ ド位置を除 く 基板全体を覆う絶縁物質用のアー ト ワーク層です 。 半田マスクは保
護膜を作り 、 半田付け処理時の短絡を防止し ます 。

半田マスク リ リーフ
一部の実装部品には 、 熱分散が必要な広い領域があ り ます 。 他の実装部品には 、 基板
に半田付けする必要のある広い金属化領域 ( ピンではないもの ) があ り ます 。 この部
分の下にあるベタ領域を半田付け用に露出するために 、 半田マスク層はこの領域を示
すカ ッ ト アウ ト を持つ必要があ り ます 。 これらのカ ッ ト アウ ト は 、 半田マスク リ リー
フ と呼ばれます 。 細いピ ッ チの実装部品のパッ ド間の距離が短すぎる場合 、 パッ ド間
の半田マスクのウ ェ ブ 、 またはフ ィ ンガーが壊れて基板の上を転がる こ と もあ り ます
。 この状態を防ぐため 、 半田マスク リ リーフが実装部品のパッ ド領域全体に適用され
ます 。 一般的にはギャ ング リ リーフ と呼ばれます 。

半田面
プ リ ン ト 配線基板の裏側 、 または下側です 。 組み立て後の処理と し て 、 すべてのピン
を半田付けするために基板を特別な半田槽に入れる こ とから半田面と呼ばれます 。

バンプチ ッ プ
I/O パッ ド上でバッ フ ァ金属で処理された後に 、 半田または金のバンプを追加し 、 サ
ブス ト レー ト 上に直接的なチ ッ プア タ ッ チ メ ン ト を実現するためにボンデ ィ ングエ リ
アを提供するダイ 、 またはチ ッ プです 。

ヒー ト シン ク
熱を周囲の空気に放散させるか 、 持ち去るか 、 放射するのに役立つアセンブ リのこ と
です 。

ビア
ある層から他の層に導通させるために 、 穴開けし 、 メ ッキし た穴です 。

ビアペア
管理された間隙エ リ アの配線中に 、 差動ペア用に配線層を変更するために使う 、 1 対
のビアです 。

参照 ： ビア 、 差動ペア

ビアを追加し て配線終了
配線のシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー内で開始されたモー ド で 、 配線中に中途配線をビアで
終了し ます 。

ビアを追加し ないで配線終了
配線のシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー内で開始されたモー ド で 、 配線中に中途配線をビアな
し で終了し ます 。
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被害ネ ッ ト
高速回路検査中 、 または電気特性検査中に 、 侵略ネ ッ ト と し て タグをつけられている
他のネ ッ ト から妨害を受けるネ ッ ト です 。

非貫通ビア
基板の全電気層間を貫通し ていないビアです 。 ブ ラ イ ン ド ビア とベリー ド ビアはどち
ら も非貫通ビアです 。

引き込みモー ド
交点 、 線上の任意の点 、 領域内の任意の点 、 線分全体 、 円弧の中心点などの特定のパ
ラ メ ータに基づいて 、 自動寸法時に強制的にカーソルをグ リ ッ ド上に引き込む 、 様々
な使用ができるモー ド です 。

ビジュアル編集
リ ン ク 、 または埋め込みされた OLE オブジ ェ ク ト のソースアプ リ ケーシ ョ ンを コ ン
テナアプ リ ケーシ ョ ンで開 く と 、 ビジュアル編集状態にな り ます 。

ピ ッ ク ・ アン ド ・ プレース
自動プ リ ン ト 基板アセンブ リ機械です 。 設計から適切な部品のタ イプ 、 位置 、 および
方向を出力する と駆動し ます 。

非電気部品
ピンを持たない部品です 。 例えば取り付け用ねじは部品表のイ ンベン ト リ を追跡する
ために回路図に表示されます 。

表面実装デバイス
パッ ドは 、 基板に挿入されるのではな く 接着されます 。

ピン
部品への結線を表す貫通穴 、 または表面実装端子です 。 また 、 パッ ド ス タ ッ クにおい
てはピンはパッ ド と呼ばれます 。

ピンアレ イ / ピング リ ッ ド アレ イ
パッ ケージの半田面の表面に列と行の形で分布されたピンを持つパッ ケージです 。

詳細は 、 PADS Layout ヘルプの 「 英数字ピン タ ブを使用する場合 」 を参照し て く だ さ
い 。

参照 ： ピン タ イプ

ピン タ イプ
Source(S) 、 Load(L) 、 Terminator(Z) 、 Undefined(U) などのピンの電気的性質を示す
記号です 。 例えば 、 ステータ スバーには 「 U1.1.S 」 とが表示されます 。

ピン タ イプ
ピン と ピンペアは 、 以下のピン タ イプのいずれかに分類されます 。

• Source

• Bidirectional
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• Open Collector

• Or-Tieable Source

• Tristate

• Load

• Terminator

• Power

• Ground

• Nonelectrical

ステータ スバーに表示されるピン識別子の最終部分がピン タ イプです 。 以下は例です

Pin:U10.C.Open Collector

参照 ： ピン番号

1 ピンネ ッ ト
ピンを 1 個だけ持つネ ッ ト 。 単一ピンネ ッ ト と も呼ばれます 。 PADS 製品では 、 ネ ッ
ト には必ず最低 2 個のピンが必要です 。

ピン番号
実装部品内のピンを区別するための数字 、 または英字で構成された名称です 。

ステータ スバーに 、 以下の形式でピンの情報が表示されます 。

Pin:[Component name].[Pin number].[Pin type]

以下は一例です 。

Pin:Y1.N.Nonelectrical

参照 ： ピン タ イプ

ピンペア
配線 、 未配線 、 および両側のピンのペアです 。 ネ ッ ト は 1 個以上のピンペアを包含で
きます 。

ピンペアグループ
設計規則を共有するピンペアの集合です 。

非 ECO 登録部品
回路図と レ イアウ ト 設計で見られる部品です 。 [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [
一般設定 ] タ ブで ECO 登録部品と し て選択されていない部品が 、 非 ECO 登録部品で
す 。

• 回路の非ECO登録部品は 、 回路図には必要ですが 、 回路基板のレ イアウ ト には
存在し ません 。 例えばチ ッ プ ソケ ッ ト は部品表のイ ンベン ト リ を追跡するため
に回路図に表示されます 。
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• レ イアウ ト の非ECO登録部品は 、 レ イアウ ト 設計には必要ですが 、 回路図には
存在し ません 。 例えば 、 グラウン ド された メ ッキ取り付け穴です 。

フ ァ イル共有
複数のユーザーがネ ッ ト ワーク を介し て同一のフ ァ イル ( 複数も可 ) にアクセスする
こ と です 。

フ ァ ブレス
自身のウ ェハース製造設備を持たず 、 ウ ェハース製造を下請契約する半導体会社です

フ ァ ンアウ ト
配線を円滑にするために SMD パッ ド に追加される配線線分 、 またはベタ形状です 。
フ ァ ンアウ ト は通常 、 実装部品パッ ドから ビアに接続する 1 本以上の配線線分で構成
され 、 外層上の信号を 1 枚以上の内部信号層か接続層に送信し ます 。 同一実装部品上
の複数のパッ ド を実装部品から遠ざけて配線しやす く するために 、 特殊な繰り返しパ
ターンが必要にな り ます 。

以下の用途にフ ァ ンアウ ト を使います 。

• オフグ リ ッ ドパッ ド を処理できない自動配線機能に 、 オング リ ッ ド アクセスを
許可する 。

• 配線を容易にし 、 結線を保証する 。

• ビアを使って 、 SMD ピンを内部銅泊面層に接続する 。

• SMD パッ ド を 、 広い配線間隔がとれる内部信号層に接続する 。

フ ァ ンアウ ト パス
この自動配線パスは 、 ビアから ピンへのアクセスができない SMD 実装部品のピン と
配線に 、 ビアを配置し ます 。

フ ィ ールド ア ッ プグレー ド
セキュ リ テ ィ キーのプログラムオプシ ョ ンで 、 plicense.exe か同等物を使用し てキー
解除コー ド を入力し ます 。

フ ィ ンガーパッ ド
エ ッ ジコネク タのよ う に連続し て配置された 、 多数の長いパッ ドの 1 つです 。

フ ィ ルタ
選択可能なオブジ ェ ク ト を制御する設定ダイアログボ ッ クスです 。

フ ォ ト プロ ッ ト
機械を使用し て 、 プ リ ン ト 配線基板を製造するためのアー ト ワーク を作成し ます 。 こ
の機械は透明フ ィ ルムを露光し て 、 または画像を透明フ ィ ルムにラス タ し て 、 アー ト
ワーク を作成し ます 。

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン
回路図からのデータ を使用し て 、 設計フ ァ イルを更新するプロセスです 。
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不規則な配線長
ペア配線間隙に配線されていない 、 差動ペア配線のセクシ ョ ン 、 または線分です 。

参照 ： 差動ペア

複数層プ リ ン ト 基板
部品面と半田面上の配線層や内層接続層に加えて 、 配線層や内層接続層を含む設計を
指し ます 。

複数のサブネ ッ ト
ネ ッ ト に 、 ユニークな設計規則 ( 配線幅の違いなど ) を持つピンペアが最低 1 個含ま
れる場合 、 ネ ッ ト は自動的に複数個のサブネ ッ ト に分割し ます 。 同じ設計規則を持つ
2 個のピンペアが 、 異なる規則を持つ最低 1 個のピンペアによ って分割された場合 、
ピンペアは分割されたサブネ ッ ト とみな されます 。 ゆえにサブネ ッ ト は 、 ネ ッ ト 内部
の壊れていないフ ラグ メ ン ト を形成するピンペアの浮き島であ り 、 各フ ラグ メ ン ト は
同一の規則を持ちます 。

参照 ： サブネ ッ ト 、 結合された浮き島

ネット内の複数のサブネット

フ ッ ト プ リ ン ト
与えられた部品形状のパッ ドの並び方を表し ます 。 例えば 、 14 ピン DIP のフ ッ ト プ
リ ン ト は 7 個のパッ ドが 2 列平行に並んでいて 、 Y 方向の間隔が 100 ミ ルで 、 X 方
向の間隔は 300 ミ ルです 。

物理的再 利 用
再 利 用する設計オブジ ェ ク ト の集合です 。 オブジ ェ ク ト は相互に関連付けられてい
ます 。 オブジ ェ ク ト の集合は 、 フ ァ イルに保存する こ とができます 。

物理的再 利 用要素
再 利 用を含むオブジ ェ ク ト です 。 要素は 、 実装部品 、 配線 、 ビア 、 テキス ト 項目 、
および他の要素を含むこ とができます 。

不定形パッ ド形状
作成するには特別なアパーチャ 、 またはプロ ッ ト 順序が必要なパッ ド ス タ ッ クです 。

不適切物質
望ま し く ない漂遊容量 、 誘導結合 、 または抵抗リーク 、 または望ま し く ない ト ラ ンジ
ス タ作用のこ と です 。
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部品外形線幅
部品形状エデ ィ タ で作成された 2D ラ イ ン形状の線幅です 。 部品形状内部のシルクス
ク リーンやド キュ メ ン ト データ を表し ます 。 形状には 、 文字 、 参照名 、 および部品形
状内のベタは含まれません 。

部品形状
部品の物理的な表示 、 またはフ ッ ト プ リ ン ト のこ と です 。

部品形状
部品タ イプに割り当てられた 、 部品の物理的形状の表示 、 またはフ ッ ト プ リ ン ト です

部品形状ベタ
実装部品の物理的な表現の範囲内で作成された開放ベタ 、 閉鎖ベタ 、 結合ベタ 。

部品形状文字
実装部品の物理的な表現の範囲内で作成される ド キュ メ ン ト 文字です 。

部品固定
実装部品を現在の位置から動かないよ う に固定する こ と です 。

部品搭載面
実装部品が実装されているプ リ ン ト 基板の面 ( 最上層面 、 または最下層面 ) です 。

部品配置操作
既存の部品配置を最適化するために 、 設計に部品を追加 、 または移動する作業の総称
です 。

部品名
参照名で表された 、 それぞれの部品を表す文字列です 。

部品リ ス ト
同じ設計に属するすべての部品の出力リ ス ト です 。 通常 、 参照名 、 部品名 、 部品タ イ
プ 、 および各タ イプの総数がリ ス ト されます 。

プ ラ イベー ト ネ ッ ト
物理的再 利 用の範囲内に完全に含まれるネ ッ ト です 。

参照 ： パブ リ ッ クネ ッ ト

ブ ラ イ ン ド ビア
プ リ ン ト 基板の他の層を貫通せずに 、 1 枚の外層と 1 枚以上の内層と接続するビアで
す 。

プ ラスチ ッ クボールグ リ ッ ド アレ イ
パッ ケージサブス ト レー ト の半田面の表面全体に整列された 、 相互接続する球状の半
田のアレ イ を持つ表面実装パッ ケージです 。
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プラスチ ッ ク リー ド チ ッ プキャ リ ア
四辺全てに リー ドがある一般的な表面実装パッ ケージで 、 リ フ ロー処理の熱に耐えら
れないデバイス用のソケ ッ ト と し てや実装部品の交換を容易にするために用いられま
す 。

フ ラ ッ シュパッ ド
フ ォ ト プロ ッ タ上で少しの間アパーチャ を開いて 、 基板を移動させずに 、 パッ ド形状
を形成し ます 。

フ ラワーパターン
サーマル管理や電気的接続のためにダイの下に置かれる金属の形状で 、 ダイ フ ラグと
も呼ばれます 。

セラ ミ ッ ク製の表面に実装される密封パッ ケージです 。

フ リ ッ プチ ッ プ
下向きに実装されるよ う に設計された IC で 、 デバイスの I/O ボンデ ィ ングパッ ド上
の管理された破損半田柱によ って接着されます 。

プ リ プレグ
多層基板をプレス加工する と きに使う 、 サブス ト レー ト ラ ミ ネー ト ペア層を張合せる
樹脂含浸シー ト です 。

プ リ セ ッ ト フ ァ イル
ダイ設計について設定し た各種定義設定を保存する ラ イブ ラ リ IQ フ ァ イルです 。 他
の設計でも使用する こ とができます 。 基板パッ ド各種定義フ ァ イルの拡張子は .pre で
す 。

ブレークポイ ン ト マーカー
スク リ プ ト やマク ロ内のブレークポイ ン ト を示す 、 アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウのガ ター
にある小さ な茶色の点です 。

プレーテ ィ ングテール
BGA ビアを 、 メ ッ キバーやバスバーに接続する配線です 。

フ ローテ ィ ングラ イセンス
多数のク ラ イアン ト がラ イセンスを使用できるよ う に 、 中央のセキュ リ テ ィ サーバー
でラ イセンスを管理する方法です 。

フ ローテ ィ ングツールバー
アプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウの辺から切り離し て 、 画面上の任意の位置に配置できる
ツールバーです 。

プロービング
操作を検証するために 、 非常に細かいプローブを使用し てテス ト コ ンピ ュータに一時
的に接続し て 、 個々の IC ダイ をテス ト する こ と です 。

プロテ ク ト
配線と取り付けられたビアを接着し て 、 自動配線機能による変更を防ぐ こ と です 。
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プロテ ク ト 済配線
配線保護機能によ って保護された状態の配線です 。 つま り 、 移動も修正もできません

プロテ ク ト 済未配線
配線保護機能によ って保護状態にある未配線の結線 、 または中途配線の未配線箇所で
す 。 つま り 、 配線 、 移動 、 修正はできません 。

プロパテ ィ
選択し たオブジ ェ ク ト の情報を表示 、 または編集するためのダイアログボ ッ クスのセ
ッ ト です 。

分割
選択し た配線の指定点に新規コーナーを作成し て 、 再配線を可能にする コ マン ド です

分割銅箔面
互いに電気信号を隔離するために 、 2 個以上のセクシ ョ ンに分割された全面銅箔の接
続層を指し ます 。

分割ポイ ン ト
デステ ィ ネーシ ョ ンピンの近 く の 、 差動ペア配線が分かれるポイ ン ト です 。 これ以降
は個別に配線されて完了し ます 。

参照 ： 差動ペア 、 ペア配線間隙

分散
ク ラス タ配置の一部レベルで使用できる コ マン ド です 。 これを選択し た場合 、 貼り付
けていない部品 、 またはク ラス タ を基板上からすべて除去し 、 部品の形状ご とに分類
し て基板外形線の外側に配置し ます 。

分散配線
内層接続にバイ ン ド線の表面を実装部品に接続するビアで終わっている中途配線です

文書層
PADS Layout データベースにおいて電気層よ り上位の層で 、 これらにはアセンブ リ図
面 、 ア ノ テーシ ョ ンや 、 製造に必要な説明のための文字やラ イ ンが格納されています

ペース ト
表面実装デバイスのピンをプ リ ン ト 基板に貼り付けるために使用される物質です 。

ペース ト マスク
表面実装部品の全パッ ド用のペース ト 位置があるアー ト ワーク層を指し ます 。
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ペア層
配線中にコ マン ド で切り換えが可能な開始層と終了層です 。 層を変更する と きに使う
デフ ォル ト の層を指定し ます 。

ペア配線間隙
差動ペアの管理された間隙エ リ ア内の配線の間の 、 固定されたエ ッ ジ間の間隙です 。

参照 ： 管理された間隙エ リ ア 、 差動ペア

ペアレン ト オブジ ェ ク ト
線 、 弧 、 角などの個々の設計要素が属するオブジ ェ ク ト を指し ます 。

閉ク ラス タ
自動ク ラス タ作成時に 、 削除 、 または交換ができないク ラス タ です 。

ベタ
電気層にあるポリ ゴンで 、 プ リ ン ト 基板上の 、 金属で塗潰す領域を示し ます 。

ネ ッ ト にベタが割り当てられた場合 、 配線 、 またはビアによ ってネ ッ ト に結合されま
す 。 ベタ と ネ ッ ト が同一ネ ッ ト に属し ていない場合 、 ベタはネ ッ ト にと って障害物に
な り ます 。

参照 ： 重複するベタ 、 ベタ接続性

ベタ接続性
未配線は常に 、 ベタ外形線上の任意の点に接続される とい う こ と です 。 ベタ外形線は
円弧も含める こ とができます 。 以下の図に 、 ベタがどのよ う にネ ッ ト に接続するかを
示し ます 。

参照 ： ベタ 、 重複ベタ

ベ リー ド ビア
2 枚の内層だけを接続するビアです 。
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編集
設計を修正する動作です 。

放射状リー ド
ビンが部品よ り垂直に下に突き出て 、 実装部品の外形内に収まる独立し た部品を指し
ます 。 例えば 、 コ ンデンサなどです 。

ボールグ リ ッ ド アレ イ
サブス ト レー ト を使って 、 ハンダ合金球の配列に 1 個以上のダイ を相互連結させるパ
ッ ケージ方法です 。

ボールボンデ ィ ング
金のワイ ヤ と チ ッ プボン ドパッ ドの間に 、 よ り多 く の接点を提供するボンデ ィ ング
手法です 。 この手法ではサーマル圧縮を使用し て 、 金のワイ ヤ を溶かし てボールを
形成し ます 。

歩留り
許容ユニ ッ ト 数と許容可能な最大数との比率です 。

ボンデ ィ ングパッ ド
アル ミ ニウム 、 または金のワイ ヤ がダイ を実装部品パッ ケージに接続する集積回路
ダイの周辺部のまわり に置かれる金属化し たエ リ アです 。

ボンデ ィ ングレ ク タ ングル
すべての層でテキス ト 以外のグラ フ ィ ッ ク を囲む最小の長方形です 。

ポジ
普通の作図テ クニ ッ ク を使用し て 、 領域やエアギャ ッ プを消去し た内層接続層の画像
です 。 ネガ用に反転し た場合 、 間隙用に描画されていない領域が実際の内層接続層に
な り ます 。

ポリ ゴン
3 本以上の線分で構成される閉鎖形状です 。

— ま行 —
マイ ク ロ メ ー ト ル

1 メ ー ト ルの 100 万分の 1(10-6) で 、 1 イ ンチのおよそ 4000 万分の 1 です 。 ミ ク ロン
の同義語です 。

マイ ター
コーナーを対角線分や円弧で置換する こ と です 。

マイ ターパス
90 度の配線コーナーをすべて対角コーナーに置換する自動配線パスです 。

マク ロ
マク ロエンジン命令を使って処理される内部オブジ ェ ク ト で 、 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン
ターフ ェースを持つものと持たないものがあ り ます 。
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マスク
グラウン ドや電源の内層接続層によ って分離されて 、 別々の層にある 2 個の配線の間
の電気妨害を防ぐ こ と です 。

マルチチ ッ プモジュール
サブス ト レー ト 上に 100 個以上の I/O と 4 枚以上の層を持つ 、 複数のダイ ( つま り
20% 以上のシ リ コ ン ) 付きのパッ ケージです 。

マンハッ タ ン距離 ( デルタ X+ デルタ Y)
BoardSim で配線されていないネ ッ ト 長の概算に使用し ます 。 非直線配線経路には
パーセンテージ乗法を加えます 。

名称変更
部品やネ ッ ト に別の名称を割り当てる こ と です 。

ミ ク ロン
マイ ク ロ メ ー ト ルの用語です 。 1 メ ー ト ルの 100 万分の 1(10-6) で 、 25.4 ミ ク ロンは
1 ミ ルです 。

未使用ピン
ネ ッ ト に接続されていないピンです 。

緑の点
作業領域の左上の隅にある 、 現在の状況を表す点です 。 システムがアイ ドル状態 、
または待機状態のと きは緑色です 。 CAM 作業中などで作業領域がユーザー入力を
受け付けないと きは赤です 。

未配線
ピン 、 またはベタに繋がる細い直線の線分は 、 接続を表し ます 。 リ ン ク と も呼ばれま
す 。

未配線処理
配線を結線に戻すコ マン ド です 。

未配線長
配線長モニ タは 、 未配線の長さ (U1) を 、 現在の配線線分 ( ポイ ン タに付加された
もの ) の終了点からデステ ィ ネーシ ョ ンへの距離と し て計算し ます 。

未配線長の計算方法は 、 現在の配線角度によ って変わり ます 。

配線モー ド ： 計算方法 ：

直角 マンハッ タ ン長

対角 未配線終点間の最短の対角経路の長さ

任意の角度 ポイ ン ト 間の距離
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未配線が直接 、 結線ポイ ン ト に再接続された と き 、 未配線長は再計算されます 。
配線角度も この計算に影響を与えます 。

参照 ： 配線長 、 推定全長

命令ポイ ン タ
アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウの端にある 、 小さ な黄色い矢印です 。 これはスク リ プ ト 、
またはマク ロの現在の行を示し ます 。

メ ッ キ穴
穴の内部表面が銅箔で覆われた ド リル穴で 、 それぞれの側がパッ ド に結合し ています
。 メ ッ キ穴パスは 1 つの層から別の層へと接続し ます 。

メ ッ キな し穴
半田で リ フ ローされていないパッ ドのこ と で 、 通常は取り付け穴専用です 。 メ ッキな
し穴は 、 半田フ ローに適応するよ う に超過寸法でのド リル ( 穴開け ) はされていませ
ん 。

メ ッ キの状態を設定するには 、 PADS Layout の [ パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイ
アログボッ クスを使います 。 PADS Router では 、 [ ピンプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ
クスの [ パッ ド ス タ ッ ク ] タ ブを使います 。

メ モ リパターン
明らかに反復可能なパターンを形成する メ モ リデバイス間の配線の集合です 。

面取り
はす縁を作成するために角を切り落と された長方形です 。

面取り図形
完全に塗潰されたベタ で 、 配線のよ う にピン と ビアを接続する導体の役割を果た し ま
す 。 しかし配線と異なる点は 、 丸みを帯びた外角を生成する丸いアパーチャで作成さ
れるので 、 面取り経路のベタは内部を満た された指定し た鋭角の外形にもな り ます 。
面取り経路を作成する場合は 、 四角 、 または面取り し たコーナーの形状を作成するオ
プシ ョ ンを設定し ます 。 面取り経路によ って作成されたベタは 、 全面銅箔プロパテ ィ
を持ちます 。 このプロパテ ィ は [ ベタハッ チグ リ ッ ド ] と [ 作図の線幅 ] の設定をオ
ーバーラ イ ド し て塗潰し を行います 。 面取り経路のベタ用の間隙規則は 、 配線の間隙
規則に一致するよ う に変更されます 。
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モー ド レスコ マン ド
キーボー ドから実行できる コ マン ド です 。 コ マン ド には表示オプシ ョ ン 、 設計の設定
、 マウスク リ ッ ク操作の置き換えなどがあ り ます 。

参照 ： 面取り

モアレ
完成し たアー ト ワークのコーナーに位置する合わせマーク ( ターゲッ ト マーク ) のオ
ブジ ェ ク ト です 。 これは設計検証と製造の段階で 、 それぞれの層と層を正確に重ねる
ために使用されます 。

モ ノ リ シ ッ クデバイス
1 個のダイ 、 またはチ ッ プ上に回路が完全に含まれるデバイスを指し ます 。

— や行 —
やり直し

取り消された操作を再実行する こ と です 。

有効実装部品
アセンブ リバリ アン ト の中にある有効な代替実装部品です 。 有効とは 、 この代替実装
部品が現在のバリ アン ト で使用されている こ と を意味し ます 。

参照 ： default.asc

有効層
新規情報の追加先である設計層です 。

優先配線方向
メ イ ンウ ィ ン ド ウのコ ンボボ ッ クス内の配線層名の横にある水平 [H] 、 または垂直
[V] の方向名称です 。 これは配線を完成させる最適な方向を示し 、 システム 、 または
ユーザーが設定する こ とができます 。

誘電体
絶縁体などの電流の非導体です 。

誘電率
製造材料が有する固有の電気的特性を示す数値 (FR-4 など ) です 。

ユニオン
ク ラス タ配置で使用される部品で 、 個々に相対的な位置関係が割り当てられています
。 ク ラス タ配置でユニオンを移動する と き も 、 これらの位置関係は保持されます 。
一般的な例は 、 バイパスコ ンデンサと IC の関係です 。

読み取り属性
PADS 製品のダイアログボッ クスで値を変更する こ とができない属性です 。 ただ し 、
属性のプロパテ ィ と属性辞書の入力内容は変更できます 。 また 、 ラ イブ ラ リの属性値
も修正できます 。
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— ら行 —
ラ イブ ラ リ

PADS 製品同梱 、 またはユーザー作成の部品タ イプ 、 部品形状 、 作図項目の集合です

ラ ッ ツネス ト
設計上で配線されていない結線表示を指す用語です 。

ラテ ィ ウム規則
ラテ ィ ウム規則には以下の規則があ り ます 。

• 部品間隙規則

• 部品配線規則

• 差動ペア規則

• SMD 規則のビア

リー ド間隔
実装部品の隣接リー ド間の距離です 。

リー ド ピ ッ チ
リー ド線幅と リー ド間隔の和です 。

リー ド フ レーム
金属配線の配列を作成するためにエ ッ チングされる板金フ レームワークです 。

リー ド レスチ ッ プキャ リ ア
リー ドのないセラ ミ ッ ク IC パッ ケージ (LCC ： Ceramic IC package) です 。 パッ ケージ
半田面のエ ッ ジ周辺のパッ ド だけがあ り ます 。

領域選択
オブジ ェ ク ト や複数のオブジ ェ ク ト を選択する方法です 。 [ 編集 ] メ ニューの
[ フ ィ ルタ ] を ク リ ッ クする と領域選択が有効にな り 、 選択矩形内にある項目はすべ
て選択されます 。

両面基板
2 枚の配線層 ( 内層はあ り ません ) で製造されたプ リ ン ト 基板です 。

両面ダイ
片面にサブス ト レー ト ボン ドパッ ドがあ り 、 片面に BGA グ リ ッ ド アレ イがあるダイ
です 。 2 つの面は 、 ビアを経由し て接続されています 。

参照 ： 片面ダイ

リ ングジオ メ ト リ
ダイ フ ラグ リ ングの形状です 。 サポー ト されている形状 ( リ ングジオ メ ト リ ) は 、
長方形 、 丸みを帯びた長方形 、 面取り された長方形 、 円弧です 。
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リ ン ク済オブジ ェ ク ト
オブジ ェ ク ト がリ ン ク される と 、 そのオブジ ェ ク ト の表現と そのソースへのリ ン クは
、 フ レームワークの中に格納され 、 コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ンのド キュ メ ン ト の一部
にな り ます 。 オブジ ェ ク ト はソース と リ ン ク されており 、 ソースは最初に作成された
物理的な場所に存在しつづけます 。 従って 、 オブジ ェ ク ト が含まれている フ ァ イルは
、 オブジ ェ ク ト が埋め込まれている フ ァ イルよ り も小さ く な り ます 。

リ ン ク済オブジ ェ ク ト を含むフ ァ イルを開 く たび 、 オブジ ェ ク ト は 、 フ ァ イルの最終
保存日時以降にソースが変更されていないこ と を確認するためにソースを検査し ます
。 ソースが変更されている場合 、 リ ン ク済オブジ ェ ク ト は自動更新し ます 。

ループ
元の配線から枝分かれし て 、 再び同じ配線に戻りループを作成し ている配線を持つピ
ンペアです 。

ループ配線
既存の配線にループを作成するために使用し ます 。

レ コー ド ロ ッ ク
2 人以上のユーザーが同じ ラ イブ ラ リ実装部品に同時にアクセスする こ と を許可し ま
す 。 しかし 、 実装部品の保存ができるのは 1 人のユーザーだけです 。

論理フ ァ ミ リ
CAP(capacitor ： コ ンデンサ ) や RES(resistor ： 抵抗器 ) などの電気的タ イプを指定し
て C や R などの適当な参照名で表し ます 。

— わ行 —
ワイ ヤ ボンダー

チ ッ プボン ドパッ ド とサブス ト レー ト ボン ドパッ ド間をワイ ヤ で接続する機械です

ワイ ヤ ボンデ ィ ング
細いワイ ヤ でチ ッ プを次レベルのパッ ケージに電気的に接続する処理です 。 ワイ ヤ
は 、 金線またはアル ミ ニウムです 。

ワイ ヤ ボン ド
ダイ上のボンデ ィ ングパッ ド と実装部品パッ ケージを接続する細いワイ ヤ( 通常は
アル ミ ニウムまたは金 ) です 。

ワイ ヤ ボン ド ウ ィ ザー ド
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を作成 、 配置し 、 実装部品ボン ドパッ ド とサブス ト レー
ト ボン ドパッ ドの間に自動ワイ ヤ ボン ド フ ァ ンアウ ト を生成する 。 BGA ツールバー
の機能です 。

ワイ ヤ ボン ド エデ ィ タ
ワイ ヤ ボン ド エデ ィ タ で選択し たダイ部品を開いて ( 分解し て ) 、 サブス ト レー ト
ボン ドパッ ド だけでな く 、 個々の実装部品ボン ドパッ ド とワイ ヤ ボン ド を移動 、
追加 、 削除 、 および編集する こ とができます 。 ダイ寸法の編集もできます 。
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ワイ ヤ ボン ド フ ァ ンアウ ト
実装部品ボン ドパッ ドからサブス ト レー ト ボン ドパッ ド に円弧を描き 、 ダイ ピン と
サブス ト レー ト パッ ケージピンを接続するワイ ヤ( 通常は金 ) のパターンです 。

— アルフ ァベ ッ ト —
ACTM#

セキュ リ テ ィ キーの 16 桁の番号です 。

apl.dcr
Novel ネ ッ ト ワークセキュ リ テ ィ の設定フ ァ イルです 。

BGA
Ball Grid Array( ボールグ リ ッ ド アレ イ ) の略語です 。

BGA フ ァ ンアウ ト
BGA アレ イパッ ド を BGA ビアに接続する 、 単独線分のフ ァ ンアウ ト です 。 この単独
線分フ ァ ンアウ ト は常にビアで配線終了し ます 。

BGA/PGA 部品形状
千鳥アレ イパターンを含む 、 BGA/PGA の全マ ト リ クス部品形状です 。

bmp
Microsoft Word などの他のプログラムやド キュ メ ン ト にペース ト ( 貼り付け ) できる
画像フ ァ イルです 。 PADS 製品では 、 画面上の画像を取り込むために [ ビ ッ ト マ ッ プ
にコ ピー ] コマン ド を使用し ます 。

C 配線パターン
文字 C に似たパターンを形成する配線の集合です 。

CAD
Computer-Aided Design( コ ンピ ュータ支援設計 ) 、 または Computer-Aided Drafting
( コ ンピ ュータ支援製図 ) の略語です 。

CAE
Computer-Aided Engineering( コ ンピ ュータ支援エンジニア リ ング ) の略語です 。
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CAE 形状
PADS 製品の回路図シンボルのグラ フ ィ ッ ク表示です 。

CAM
Computer-Aided Manufacturing( コ ンピ ュータ支援製造 ) の略語です 。

CAM 記録文書
設計の作成や保存を行う プロ ッ ト 形式と出力媒体の組み合わせです 。 例えば CAM 記
録文書名リ ス ト に 「 部品面シルク 、 フ ォ ト プロ ッ ト 出力 」 や 「 部品面シルク 、 レーザ
ープ リ ン タ出力 」 などを追加し て 、 必要に応じ て選択し て実行できます 。

CAMDir
powerpcb.ini フ ァ イルの設定入力で 、 CAM 出力先と なる CAM マス ターフ ォルダを
指定する こ とができます 。

CBP
Chip Bond Pad( チ ッ プボン ドパッ ド ) の略語です 。

CBP 指定プレビ ュー
実装部品ボン ドパッ ドがリ ングに指定される と きに作成される 、 サブス ト レー ト ボン
ドパッ ド とワイ ヤ ボン ド を表示するプレビ ューです 。 [CBP を リ ングに指定 ] ダイア
ログボッ クスが有効になっている と き 、 このプレビ ューが作業領域に表示されます 。

CBP ダイ側
CBP が存在するダイの側を指し ます 。 通常 、 CBP のあるダイ側は 、 フ ァ ンアウ ト 側
と同一です 。 しかし 、 複雑なワイ ヤ ボン ド フ ァ ンアウ ト のパターンでは 、 この 2 つ
の側が異なる場合もあ り ます 。

CBP フ ァ ンアウ ト 側
CBP がワイ ヤ ボン ド されるべき SBP ガイ ドの側面のこ と です 。 通常 CBP のフ ァ ン
アウ ト 側面は 、 そのダイ側面と同一ですが 、 よ り複雑なワイ ヤ ボン ド フ ァ ンアウ ト
のパターンではこの二つの側面が異なる場合もあ り ます 。

CMOS
Complementary Metal Oxide Semiconductor( 相補形金属酸化膜半導体 ) の略語です 。

COB
Chip On Board( チ ッ プオンボー ド ) の略語です 。

Com ポー ト
Communications Port( 通信ポー ト ) の略語です 。 このポー ト を使用し て 、 コ ンピ ュータ
と周辺装置 ( プロ ッ タ 、 モデム 、 他のコ ンピ ュータ など ) を接続し ます 。

CSP
Chip Scale Package( チ ッ プスケールパッ ケージ ) の略語です 。

CTE
Coefficient of Thermal Expansion( サーマル拡散係数 ) の短縮形です 。 TCE と も呼ばれ
ます 。
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D コー ド
フ ォ ト プロ ッ タ マシンのアパーチャに割り当てられた固有の番号で 、 プログラム内の
識別のために使用し ます 。 D コー ドはアパーチャ テーブルに含まれています 。

Do フ ァ イル
SPECCTRA ルーターの ASCII 設定フ ァ イルで 、 バッ チ配線を実行するための配線コ
マン ド をユーザーが定義できます 。

default.asc
新規フ ァ イルの作成時に 、 この ASCII フ ァ イルにアクセス し ます 。 このフ ァ イルは
グ リ ッ ド寸法やデフ ォル ト 画面表示色など 、 開始時の設計情報を提供し ます 。

default.cam
通常は 、 C:\MentorGraphics\< 最新バージ ョ ン >PADS\SDD_HOME\Programs フ ォルダ
にある フ ァ イルで 、 CAM 出力に使用するデフ ォル ト アパーチャ 、 スピー ド 、 フ ィ ー
ド設定 、 ド リルシンボルなどの情報が含まれています 。 このフ ァ イルは 、
powerpcb.ini フ ァ イル内の UserDir 変数で指定されるので 、 同じ フ ォルダに存在する必
要があ り ます 。

参照 ： 増加層モー ド

devicesn.dat
通常 、 C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs フ ォルダにある
フ ァ イルで 、 CAM プ リ ン タ と プロ ッ タのド ラ イバデータが含まれています 。 この
フ ァ イルは 、 UserDir の powerpcb.ini 変数が指定する フ ォルダの中に存在する必要が
あ り ます 。

DFM
Design for Manufacturing( 製造設計 ) の略語です 。

DFT 検査
DFT 検査は全ネ ッ ト のアクセス可能性 ( 順応性 ) を解析し 、 アクセス不可能 ( 非順応 )
なネ ッ ト すべてを記載し たレポー ト を作成し ます 。

DIP
Dual In-line Package( デュアルイ ン ラ イ ンパッ ケージ ) の略語です 。

DisableCaching
powerpcb.ini フ ァ イルの設定入力です 。 1 に設定する とグラ フ ィ ッ クは最適化されま
せんが 、 0 に設定する とグラ フ ィ ッ クが最適化されます 。

DRC
Design Rule Check( 設計規則チ ェ ッ ク ) の略語です 。

drill.dat
NC ド リル出力形式のオプシ ョ ンを決定する 、 ユーザー定義可能な ASCII フ ァ イルで
す 。 このフ ァ イルは 、 powerpcb.ini フ ァ イルの UserDir 変数で指定されたフ ォルダに
存在する必要があ り ます 。
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dxfset.dat
ド リル径寸法の情報と 、 [DXF 設定 ] ダイアログボ ッ クスの基本単位内のラ イブ ラ リ
名の同等物を含むフ ァ イルです 。

DXF
Data eXchange Format( データ変換形式 ) の略語です 。 異なるシステム環境の間でグラ
フ ィ ッ クスデータベースフ ァ イルを共有するための標準の ASCII 形式です 。

ecad hint.map
ユーザー定義のテキス ト フ ァ イルで 、 作成 、 編集 、 および保持ができます 。 このフ ァ
イルを使用する と 、 PADS Layout の近似部品を 、 Pro/ENGINEER で作成し た幾何学
的に正確な実装部品に置換する こ とができます 。 このフ ァ イルは現在の作業フ ォルダ
、 または Pro/ENGINEER software loadpoint\text フ ォルダのどち らかに存在する必要が
あ り ます 。

ECO
Engineering Change Order( 回路設計変更命令 ) の略語です 。

ECO オプシ ョ ン
ECO 出力フ ァ イルの名前や他各種パラ メ ータの設定を し ます 。 [ ツール ] メ ニュー 、
または [ECO] ツールバーの [ECO オプシ ョ ン ] ボタ ンを ク ッ クする と 、 ECO の各種
定義を設定できます 。

ECO 操作
結線リ ス ト 、 または部品リ ス ト を修正する動作です 。

ECO モー ド
PADS Layout で ECO ツールバーを開 く と 、 このモー ド に切り替わり ます 。 バッ ク
ワー ド ア ノ テーシ ョ ンに備えて 、 結線リ ス ト や部品リ ス ト に影響する変更事項はフ ァ
イルに記録されます 。

参照 ： ECO

EDA
Electrical Design Automation( 電気設計オー ト メ ーシ ョ ン ) の略語です 。

EDC
Electrodynamic Checking( 電気特性検査 ) の略語です 。

EnableMacroLanguage
powerpcb.ini フ ァ イルの設定入力です 。 1 の場合はス ター ト ア ッ プの際に全てのマク
ロパラ メ ータの読み込みを行い 、 0 の場合はス ター ト ア ッ プの際にマク ロパラ メ ータ
の読み込みを行いません 。

Esc
ESC キー 、 または Cancel キーを使用し て 、 進行中の作業を中断させる こ と です 。
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file.dir
powerpcb.ini フ ァ イルの設定入力で 、 設計フ ァ イルのデフ ォル ト 位置を指定する もの
です 。

FlushUndoBeyondSize
powerpcb.ini フ ァ イルの設定入力です 。 これは現在のコマン ドの空き容量を作るため
に 、 PADS Layout がアン ド ゥバッ フ ァから以前のコマン ド を削除する前に 、 アン ド ゥ
バッ フ ァの最大サイズを決定し ます 。 現在のコ マン ド を追加する と アン ド ゥバッ フ ァ
の最大容量を越える場合 、 PADS Layout は以前の各種コマン ド を削除し て 、 アン ド ゥ
バッ フ ァが現在のコ マン ド を保存できるよ う にし ます 。

FR-4
Fire Retardant Number Four( 防火材 4 番 ) の略語です 。 積層板アプ リ ケーシ ョ ンに使わ
れるエポキシ樹脂サブス ト レー ト 材料です 。

GDI メ モ リ
Windows のデバイスやグラ フ ィ ッ ク用に予約されている メ モ リ です 。

GUI
Graphical User Interface ( グラ フ ィ カルユーザーイ ン ターフ ェース ) の略語です 。 メ ニ
ューやコ マン ド などによ って 、 ユーザーと ソ フ ト ウ ェ アプログラム間の相互作用を提
供し ます 。

HDI
High Density Interconnect ( 高密度相互接続 ) の略語です 。

HPGL
Hewlett Packard Graphics Language ( ヒ ューレ ッ ト パッ カー ド グラ フ ィ ッ ク言語 ) の略語
で 、 標準的なペンプロ ッ タのイ ン ターフ ェース言語です 。

IC(Integrated Circuit)
Integrated Circuit ( 集積回路 ) の略語です 。

IDF
Intermediate Data Format ( 中間データ フ ォーマ ッ ト ) の略語です 。 電機設計と機械設計
システムの間のデータ交換に使用される業界標準フ ォーマ ッ ト です 。

IMAPS
International Microelectronics and Packaging Society の略語です 。

INI フ ァ イル
起動パラ メ ータ を含む ASCII フ ァ イルで 、 フ ァ イル名拡張子は .ini です 。

Windows の INI フ ァ イルには 、 グラ フ ィ ッ クス ド ラ イバ 、 マウス ド ラ イバ 、 フ ォ ン ト
などの情報が含まれます 。

プログラムの INI フ ァ イルには 、 フ ォルダ構造 、 表示色 、 デフ ォル ト エデ ィ タ などの
情報が含まれます 。
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IPC
PADS 製品における Interprocess Communications ( プロセス間通信 ) の略語です 。

JEDEC
Joint Electron Device Engineering Council の略語です 。

Joint Electron Device Engineering Council
Electronic Industries Alliance ( 米国電子工業会 ) の半導体工学の標準化機構である
JEDEC は 、 電子工学産業の全分野を代表する同業組合です 。

keyview.exe
キー内にプログラムされたオプシ ョ ンを表示するために使用される実行フ ァ イルです
。 keyview.exe を実行する と 、 キーオプシ ョ ンのリ ス ト を含む keyview.txt とい う フ ァ
イルが作成されます 。

Layout.rep
データベース整合性テス ト によ り出力されるエラーレポー ト フ ァ イルで 、
\PADSProjects フ ォルダに出力されます 。

LCC
Leadless Chip Carrier ( リー ド レスチ ッ プキャ リ ア ) の略語です 。

LibDir
ラ イブ ラ リ フ ァ イルの位置を指定する 、 powerpcb.ini フ ァ イルの設定入力です 。

Library Manager
部品のラ イブ ラ リへのアクセス と編集を許可する PADS の機能です 。

LogCompressionMode
powerpcb.ini フ ァ イルの設定入力で 、 log フ ァ イルに記録されたマウス動作を制御し
ます 。 1 ( デフ ォル ト ) に設定する と 、 圧縮されたマウス動作の記録ができます 。 0
に設定する と 、 すべてのマウス動作の記録ができます 。

LOGMode
powerpcb.ini フ ァ イルの設定入力で 、 log フ ァ イルへのオン ラ イ ンのマク ロ記録を設
定し ます 。 0 ( デフ ォル ト ) に設定する と 、 マク ロの記録はできません 。 1 に設定す
る と 、 マク ロ記録が可能にな り 、 next.log フ ァ イルが作成されます 。

LPT ポー ト
パラ レルプ リ ン タポー ト のこ と で 、 通常は LPT1 、 または LPT2 が参照されます 。

MCM
Multichip Module ( マルチチ ッ プモジュール ) の略語です 。

menufile.dat
すべてのリ ス ト と シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの構造と文字が登録されている フ ァ イルで
す 。 menufile.dat フ ァ イルは 、 powerpcb.exe と同じ フ ォルダに配置する必要があ り ま
す 。
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NC ド リル
Numerical Control ( 数値制御 ) ド リルの略語です 。 それぞれの穴の X-Y 座標と ド リル
寸法を含む出力フ ァ イルを作成し て 、 この情報を機械に送って自動的に ド リル穴をあ
ける技術です 。

netlist.fmt
ピン情報な しのネ ッ ト リ ス ト を作成するレポー ト 形式を設定する 、 ASCII フ ァ イルで
す 。

next.ini
powerpcb.ini の LOGMode 設定入力に 1 が設定されている場合に
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs フ ォルダに生成される
フ ァ イルです 。 next.ini フ ァ イルは powerpcb.ini のコ ピーで 、 next.log に書き込まれた
と きに作成されます 。

next.log
powerpcb.ini の LOGMode 設定入力に 1 が指定されている場合に 、
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs フ ォルダに生成される フ
ァ イルです 。 next.log フ ァ イルには 、 PADS Layout セ ッ シ ョ ンでの全作業が記録され
るため 、 作業段階を再現し て実行し た り 、 問題を解明する と きに役立ちます 。

NLM
Novell ネ ッ ト ワークで使用される フ ァ イルの形式です 。 例えば ssisrvr.nlm は 、 PADS 
Layout のネ ッ ト ワークセキュ リ テ ィ の NLM フ ァ イルです 。

nrus.exe
Novell ネ ッ ト ワークセキュ リ テ ィ と併用されるプログラムで 、 ネ ッ ト ワークセキュ リ
テ ィ オプシ ョ ンの総数 、 使用可能なネ ッ ト ワークセキュ リ テ ィ オプシ ョ ン 、 および使
用中のネ ッ ト ワークセキュ リ テ ィ オプシ ョ ンを認識し ます 。

pagesfile_sys
Windows NT のスワ ッ プ フ ァ イルで 、 ハー ド デ ィ スクへの仮想メ モ リの書き込みを許
可し ます 。

parts1.fmt
参照名 、 部品タ イプ 、 および論理形式を含むレポー ト フ ァ イルを生成するための
ASCII 形式の部品リ ス ト フ ォーマ ッ ト フ ァ イルです 。

parts2.fmt
部品タ イプ 、 参照名 、 および部品解説を含むレポー ト フ ァ イルを生成するための
ASCII 形式の部品リ ス ト フ ォーマ ッ ト フ ァ イルです 。

PBGA
Plastic Ball Grid Array ( プ ラスチ ッ クボールグ リ ッ ド アレ イ ) の略語です 。

PLCC
Plastic Leaded Chip Carrier ( プ ラスチ ッ ク リー ド チ ッ プキャ リ ア ) の略語です 。
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plicense.exe
このプログラムは 、 セキュ リ テ ィ キーのフ ィ ールド ア ッ プグレー ド処理中にキーの検
証と プログラムを行います 。

powerpcb.ini
デフ ォル ト 設定が保存された PADS Layout の初期化フ ァ イルです 。

powerpcb.mdb
エラー メ ッ セージ 、 プロンプ ト 、 その他の文字列を含む PADS Layout メ ッ セージのフ
ァ イルです 。 このフ ァ イルは powerpcb.exe と同じ フ ォルダに配置する必要があ り ます

powerpcb.reg
PADS Layout OLE コ ンポーネン ト を正し く 登録するために必要な全レジス ト リキーを
定義する フ ァ イルです 。 また 、 ク ラ イアン ト と なる他のプログラムは 、 このレジス ト
リ フ ァ イルを通し て 、 PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーにアクセス し ます 。

イ ンス ト ールプログラムは自動的にこのフ ァ イルを作成し て 、 powerpcb.exe と同じ
フ ォルダ内に保存し ます 。 レジス ト リ でエラーが起こ った り 、 フ ァ イルが破損し た場
合でも 、 フ ァ イルの内容を復元する こ とができます 。

QFP
Quad Flat Package ( ク ォー ド フ ラ ッ ト パッ ケージ ) の略語です 。 四辺からそれぞれリー
ド ピンを引き出し た表面実装 IC です 。

RAM
Random Access Memory ( ラ ンダムアクセス メ モ リ ) の略語です 。 システムがプログラ
ムを実行するために使用可能な ( ハー ド デ ィ スクではな く チ ッ プ上の ) 揮発性の記憶
領域です 。

ru.cfg
nrus.exe プログラムが Novell ネ ッ ト ワークセキュ リ テ ィ をサポー ト するために使用す
る設定フ ァ イルです 。

SBP
Substrate Bond Pad ( サブス ト レー ト ボン ドパッ ド ) の略語です 。

SBP ガイ ド
仮想のスナ ッ プ ラ イ ンで 、 ワイ ヤ ボン ド フ ァ ンアウ ト の生成中は 、 サブス ト レー ト
ボン ドパッ ドはこれに沿って配列されます 。 各 SBP ガイ ドは 、 この SBP ガイ ド と共
に配列された SBP リ ングに関連付けられたサブス ト レー ト ボン ドパッ ドの配列を決
定し ます 。

SBP ガイ ド プレビ ュー
SBP ガイ ドの番号 、 ジオ メ ト リ 、 または位置を リ アルタ イムに表示するプレビ ューで
す 。 [ ワイ ヤ ボン ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスが有効になっている と き 、 この
プレビ ューが作業領域に表示されます 。
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設計の中に配置し て再 利 用する こ と もできます 。

参照 ： プ ラ イベー ト ネ ッ ト

SBP フ ァ ンアウ ト
SBP を任意角度の結合配線に接続する単独線分のフ ァ ンアウ ト です 。

SBP リ ング
SBP ガイ ド に沿って配列された 、 一式のサブス ト レー ト ボン ドパッ ド です 。 サブス ト
レー ト ボン ドパッ ドは 、 配置された リ ングに追従し ます 。 ワイ ヤ ボン ド フ ァ ンアウ
ト を作成する と きは 、 各実装部品ボン ドパッ ド を特定の SBP リ ングに割り当てます

SMD
Surface Mounted Device ( 表面実装デバイス ) の略語です 。 プ リ ン ト 基板の外側表面だ
けに取り付けられた 、 部品取り付け用のド リル穴が不要な実装部品のピンです 。

SMT
Surface Mount Technology ( 表面実装技術 ) の略語です 。

SOIC
Small-Outline Integrated Circuit の略語です 。

SPECCTRA
Cadence Design Systems の自動配線プログラムの製品名です 。

ssiact.exe
セキュ リ テ ィ キーのポー ト アクセス時間を正確に調整するために 、 タ イ ミ ング設定時
間の測定に使用するプログラムです 。

SystemDir
PADS 製品の設定フ ァ イルの経路を示す 、 .ini フ ァ イルの設定入力です 。

T 分岐

別の配線に分岐する配線です 。

TAB
Tape Automated Bonding ( テープによる自動ボンデ ィ ング (TAB)) の略語です 。

TBGA
Tape Ball Grid Array ( テープボールグ リ ッ ド アレ イ (TBGA)) の略語です 。

testpnts.fmt
テス ト ポイ ン ト 名称 、 信号名 、 X 座標 、 Y 座標などに関の情報を含む ASCII フ ァ イ
ルです 。 レポー ト フ ァ イルジ ェ ネレータがこのフ ァ イルを作成し ます 。

TrueLayer
PADS Layout での操作のデフ ォル ト モー ド です 。 このモー ド では 、 実装部品が基板の
片面から別の面に移動された と き 、 文書層のオブジ ェ ク ト は実装部品と共に移動し ま
す 。 例えば基板の最上層に実装部品を配置し た と き 、 その実装部品の参照名は 、 シル
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クスク リーン最上層に表示されます ( 文書層は基板の最上層と関連付けられています
) 。 実装部品を基板の半田面に移動する と 、 実装部品の参照名もシルクスク リーン最
下層に移動し ます 。

TrueLayer は CAM 内で文書レベルパッ ド形状のペース ト マスク を正確にプロ ッ ト し ま
す 。 定義の移動先である層は 、 [ 実装部品層を指定 ] ダイアログボ ッ クスで設定し ま
す 。 実装部品と文書層を関連付けるを参照し て く だ さい 。

デフ ォル ト では 、 TrueLayer モー ドは有効です 。 無効にするには 、 コマン ド ラ イ ン
スイ ッ チ 「 /NTL 」 を使います 。 起動オプシ ョ ンを参照し て く だ さい 。

TTL
Transistor-Transistor Logic ( 論理集積回路 ) の略語です 。

romansim.fnt
PADS ス ト ローク フ ォ ン ト のグラ フ ィ ッ ク定義を含むデフ ォル ト フ ァ イルです 。 シス
テムフ ォ ン ト が使用されていないと きに 、 PADS 製品の文字を表示するために使われ
ます 。

UndoMemorySize
powerpcb.ini フ ァ イルの入力項目で 、 取り消し コマン ド用の ECO 操作を保存するバッ
フ ァの最大容量を制限し ます 。

UserDir
PADS Layout のユーザー構成フ ァ イルの経路を指定する 、 powerpcb.ini フ ァ イルの設
定項目です 。

Visual Basic
Visual Basic は 、 80 年代後期に Microsoft Corporation がユーザーに Windows 95 と
Windows NT に対する統一言語を提供するために開発し た 、 シンプルなスク リ プ ト 言
語です 。 PADS Logic のよ う な Windows アプ リ ケーシ ョ ンに 、 Word や Excel のよ う
な Visual Basic の機能があれば 、 ユーザーは標準のスク リ プ ト 言語を使ってアプ リ ケ
ーシ ョ ンを カス タ マイズする こ とができます 。

WB
Wire Bond ( ワイ ヤ ボン ド ) の略語です 。
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Z 配線パターン
Z の文字に似たパターンを形成する配線の集合です 。
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フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンダイアログ

ボッ クス , 766
設計の比較 , 765

DxDesigner Link ダイアログボ ッ クス , 768
ク ロスプローブ選択の設定 , 776
ラ イブ ラ リ タ ブ , 767
各種定義タ ブ , 768
選択動作タ ブ , 776
配置タ ブ , 777

DXF, 251
データ入力 , 251
ド リル径と記号 , 254

DXF データ入力ダイアログボ ッ クス , 251
DXF のド リル径と記号 , 254

— E —
ECL ター ミ ネータ自動交換 , 590
ECOGEN, 601

DOS モー ド , 601
ECO のネ ッ ト ク ラス , 373, 612
ECO モー ド , 579
ECO 操作 , 579, 613

ECO フ ァ イルの保存 , 580
ECO モー ド , 579
PADS Layout で回路図を更新 , 613
ネ ッ ト の削除 , 588
ネ ッ ト の名称変更 , 589
パー ト タ イプの変更 , 584
バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン , 613
ピンの交換 , 591, 592
ピンペアの追加 , 581
フ ァ イルの例 , 614
フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン , 613
ラ イブ ラ リから実装部品の追加 , 582

回路図変更を設計に更新 , 613
既存部品のコ ピーを作成 , 587
規則のフ ォーマ ッ ト , 606
結線の削除 , 587
交換済みゲー ト , 590, 591
自動 ECL ター ミ ネータ交換 , 590
配線の追加 , 583
部品の削除 , 587
部品の自動番号再指定 , 583
部品名の変更 , 588, 589

EDC 検査 , 649
パラ メ ータ設定 , 651
高速回路設定の保存と取得 , 649

— G —
GUI 制御

グ リ ッ ド / 線幅ダイアログボ ッ クス , 
317

モー ド レスコ マン ド , 60
外形線表示モー ド , 273
起動のデフ ォル ト 設定 , 230
透視画面表示モー ド , 272
配線幅領域 , 467
編集の基本 , 263

— I —
IDF, 255

IDF データ を出力ダイアログボ ッ クス
, 256

IDF データ入力ダイアログボ ッ クス , 
255

データ出力 , 256, 257
データ入力 , 255
部品高さ情報 , 259

— J —
JEDEC ピン - 部品形状への指定 , 162

— N —
NC ド リルオプシ ョ ン , 709
NC ド リルデバイス設定 , 710

— O —
OLE, 740

OLE オブジ ェ ク ト の入力と出力 , 250
OLE オブジ ェ ク ト の編集 , 740, 741, 

743, 744
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オブジ ェ ク ト のコ ピー , 741
オブジ ェ ク ト のペース ト , 741
オブジ ェ ク ト の移動 , 742
オブジ ェ ク ト の削除 , 742
オブジ ェ ク ト の選択 , 740
オブジ ェ ク ト の保存 , 745
ビジュアル編集 , 744
リ ン クおよび埋め込み , 739
リ ン クの編集 , 743
背景色の変更 , 742

OLE オブジ ェ ク ト のサイズ調整 , 742

— P —
PADS Router リ ン ク , 567

概要 , 567
PADS Router、 切り替え , 59
PADS-Designer, 613
PADS-Designer （DxDesigner Link 参照） , 

765
PCB Back, 613
PostScript の印刷 , 706
pxr フ ァ イル , 763

— R —
reu フ ァ イル , 437
RS-274-X 設定 , 715

フ ォ ト プロ ッ ト の高度な設定 , 715

— S —
SBP, 176

移動 , 206
追加 , 176
編集 , 201

SMD パッ ド , 168
実装部品パッ ド ス タ ッ クの編集 , 168
内層接続と接続 , 556

SPECCTRA Translator, 754
.do フ ァ イルエデ ィ タ , 754
および禁止領域 , 754

SPECCTRA ト ラ ンスレータ
自動でロー ド イ ン と ロー ド アウ ト , 748
手動でロー ド イ ン と ロー ド アウ ト , 749

SPECCTRA の分割 / 混在内層接続層
SPECCTRA 配線前の定義 , 759

SPECCTRA の分割内層接続
SPECCTRA 配線後の定義 , 760

SPECCTRA 配線設定 , 747
stp フ ァ イル , 230

— T —
TrueLayer

および CAM, 278
層との関連付け , 278

— V —
ViewDraw, 226, 613
ViewDraw （DxDesigner Link 参照） , 765

— ア —
アコーデ ィ オン , 321
アスキーフ ァ イルを出力ダイアログボ ッ

クス , 249
アセンブ リバリ アン ト ダイアログボ ッ ク

ス , 697
アセンブ リバリ アン ト を選択ダイアログ

ボ ッ クス , 702
ア ノ テーシ ョ ン

DxDesigner Link
定義の設定 , 768

アレ イ実装部品 , 414
アンチパッ ドの設定 , 154
イ ンス ト ールオプシ ョ ンダイアログボ ッ

クス , 43, 45
オプシ ョ ン タ ブ , 43
ラ イセンスフ ァ イルタ ブ , 45

エラー , 637
表示 , 637

エラー メ ッ セージ
データベースの問題の修復 , 733

エラー記号 , 637
オブジ ェ ク ト , 272, 288, 471, 472

カ ッ ト , 471
コ ピー , 471
ペース ト , 472
色 , 285
強調表示 , 272
同じ形式の全てのオブジ ェ ク ト に値を

指定 , 354, 361
任意角度回転 , 417
非表示にする , 289
表示 , 289
表示する , 288
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オブジ ェ ク ト タ ブ - 属性プロパテ ィ ダイア
ログボッ クス , 350

オブジ ェ ク ト のカ ッ ト , 471
オブジ ェ ク ト のサイズ調整 , 742
オブジ ェ ク ト の強調表示 , 272
オブジ ェ ク ト の挿入ダイアログボ ッ クス , 

739
オブジ ェ ク ト の属性ダイアログボ ッ クス , 

361
オブジ ェ ク ト の任意角度回転 , 417
オブジ ェ ク ト モー ド , 263
オブジ ェ ク ト を表示 , 288
オプシ ョ ン , 295

グ リ ッ ド , 315
サーマル , 336
ダイ部品 , 305
テ ィ ア ド ロ ッ プ , 334
一般設定 , 310
作図 , 307
自動寸法 , 296
設計 , 295
配線 , 317
配置と配線 , 301
分割内層接続層 / 混在内層接続層 , 323

オプシ ョ ン - ラ イセンス , 43, 45
オンザフ ラ イ設計 , 579

— カ  —
ガーバー , 715
カス タ マイズ

シ ョ ー ト カ ッ ト キー , 85
ツールバー , 75
メ ニュー , 79

カ ッ ト アウ ト , 497
ベタのカ ッ ト アウ ト , 480
基板カ ッ ト アウ ト , 243
内層接続 , 497

ク ラス , 373
ク ラス タ部品配置 , 424

ユニオン , 421
自動ク ラス タ部品配置 , 427
配置ク ラス タ を設定 , 430

ク ラスの規則ダイアログボ ッ クス , 373
グ リ ッ ド , 317
グ リ ッ ド / 線幅ダイアログボ ッ クス , 317

グ リ ッ ド タ ブ - オプシ ョ ンダイアログボ ッ
クス , 315

グループ , 379
グループ操作 , 379

ラ イ ン と文字オブジ ェ ク ト の合成 , 464
規則レポー ト , 619
合成解除 , 465
削除 , 379
定義 , 379
搭載面変更 , 414
分解 , 465

ク ロスプローブ , 775
DxDesigner と PADS Layout を接続する

, 775
ク ロスプローブ選択の設定 , 776
ゲー ト , 122, 123, 590

自動交換 , 591
手動の交換 , 590
代替形状をゲー ト に指定 , 122
代替部品形状をゲー ト に指定 , 123

ゲー ト タ ブ - 部品情報ダイアログボ ッ クス
, 122

ゲー ト の部品形状を指定ダイアログボ ッ
クス , 123

コーナー , 549
配線線分を追加 , 549

コネク タ タ ブ - 部品情報ダイアログボ ッ ク
ス , 132

コ ピー＆ペース ト 操作 , 471
OLE オブジ ェ ク ト , 741
PowerBGA での配線 , 180, 213
オブジ ェ ク ト , 471
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド , 179
ビ ッ ト マ ッ プ と し てコ ピー , 471
基準原点の設定 , 467
既存の再利用 , 444
既存の部品 , 587
実装部品ボン ドパッ ド , 179
配線パターン , 541
物理的再利用 , 443

— サ —
サーマル , 153

長穴のサーマル , 153
サーマル / アンチパッ ド  - 設定 , 147, 153
サーマル / アンチパッ ド  - 定義 , 145
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サーマルタ ブ - オプシ ョ ンダイアログボ ッ
クス , 336

サーマル生成 - 表示の制御 , 490
サーマル表示 , 490
サイ クル , 266

サイ クル選択 , 266
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド , 186
ワイヤボン ド をサイ クル選択 , 187

サイ クル選択 , 266
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド , 176

コ ピー , 179
移動 , 206, 207
追加 , 176
編集 , 201

サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの中心を調
整 , 178

サブネ ッ ト エラー , 637
ジャ ンパ , 556

ジャ ンパダイアログボ ッ クス , 558
ジャ ンパ名プロパテ ィ ダイアログボ ッ

クス , 563
使用 , 556
修正 , 561, 562

シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ン , 55
シ ョ ー ト カ ッ ト キー

マク ロに割り当て , 89
作成 , 85
正規表現の使用 , 87

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー
カス タ マイズ , 77
リ セ ッ ト , 78

ズーム , 237
スク リ プ ト , 727

デバッ グ , 730
管理 , 727
作成 , 723
実行 , 725

スケ ッ チ配線 , 540
ス タ ン ド アロンの SPECCTRA Link ダイア

ログボッ クス , 749
ス ト レ ッ チ , 546
セキュ リ テ ィ , 43, 45

オプシ ョ ンのチ ェ ッ ク イ ン / チ ェ ッ ク
アウ ト , 43

ラ イセンスフ ァ イルの表示 , 45

セ ッ シ ョ ンログ , 62

— タ  —
ター ミ ナル , 138

ター ミ ナルプロパテ ィ ダイアログボ ッ
クス , 157

ター ミ ナル番号の修正ダイアログボ ッ
クス , 158

ベタ との関連付け , 140
ベタの関連付けの解除 , 157
移動 , 158
削除 , 162
追加 , 138
番号の移動 , 159
番号交換 , 160
番号変更 , 160

ター ミ ナルの番号再指定 , 160
ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成

ダイアログボ ッ クス
CBP タ ブ , 216

ダイナ ミ ッ ク自動配線 , 512
ダイナ ミ ッ ク配線エデ ィ タ  (DRE), 510

PowerBGA, 220
ダイ ピン , 200
ダイ実装部品タ ブ - オプシ ョ ンダイアログ

ボ ッ クス , 305
ダイ寸法 , 201

編集 , 201
ダイ部品 , 175

BGA で更新 , 215
ラ イブ ラ リ IQ からの入力 , 175
ラ イブ ラ リ IQ 更新 , 218
追加 , 175
同期 , 214
編集 , 221

ダイ部品の同期 , 214
タ ッ ク , 511

バスを タ ッ クで終了する , 512
移動 , 548
追加 , 511

チ ェ ッ ク , 43, 45
イ ンス ト ールオプシ ョ ン , 43
テ ィ ア ド ロ ッ プ , 530
ラ イセンスフ ァ イル , 45
設計規則 , 369

ツールバー
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ボタ ンを削除 , 84
リ セ ッ ト , 77
作成 , 75
表示と非表示 , 76
名称変更 , 77

テ ィ ア ド ロ ッ プ , 527
および CAM, 527
チ ェ ッ ク , 530
テ ィ ア ド ロ ッ プを検査ダイアログボ ッ

クス , 530
作成 , 527
修正 , 530
制限事項 , 527

テ ィ ア ド ロ ッ プ タ ブ - オプシ ョ ンダイアロ
グボッ クス , 334

テ ィ ア ド ロ ッ プを検査ダイアログボ ッ ク
ス , 530

データベース , 735
エラーチ ェ ッ ク , 734, 735
整合性 , 735, 737

データベースの問題の修復 , 733
概要 , 733
差分がある場合のデータ修復 , 736

データ修復 , 736
データ出力 , 245, 246, 613

ASCII, 249
IDF, 256
OLE フ ァ イル , 250
回路図への変更 , 613
機械設計システムへデータ出力 , 256

データ入力 , 245
ASCII フ ァ イル , 248
Designer ネ ッ ト リ ス ト , 226
DXF フ ァ イル , 251
ECO フ ァ イル , 613
IDF フ ァ イル , 255
OLE フ ァ イル , 250

テス ト ポイ ン ト , 553
ASCII での検査 , 623
ビア との固定 , 554
プロパテ ィ 設定 , 626
位置固定済テス ト ポイ ン ト 警告 , 733
検査 , 625
追加 , 553
比較 , 623

割り当て許可を設定 , 627
テス ト ポイ ン ト の配置 , 626
テス ト ポイ ン ト の比較 , 623
テス ト ポイ ン ト プロパテ ィ の設定 , 626
テス ト ポイ ン ト 割り当ての設定 , 627
デバッ グ , 69, 730
デフ ォル ト , 230

起動設定 , 230
設計規則 , 372
属性 - 設定 , 365

デフ ォル ト と し て保存ボタ ン , 678, 690
ド キュ メ ン ト タ ブ - DxDesigner Link, 763
ド ラ ッ グと ド ロ ッ プ , 410
ド ラ ッ グと追従 , 409
ト ラ ブルシューテ ィ ング , 733

データベースの問題の修復 , 733
データ修復 , 736
致命的なデータベースエラー , 734, 735

ド リルチャー ト - 定義 , 690
ド リルペアの設定 , 171

— ナ —
ネ ッ ト , 209, 505, 600

ク ラスから選択 , 373
ク ラスへ追加 , 373
ク ラス作成 , 373
ネ ッ ト から ピンペアを選択 , 379
ネ ッ ト でビアを許可 , 377
ビアでシールド , 524
ベタ を指定 , 485
色の指定 , 505
規則の定義 , 377
許可するビアを決定 , 391
異なるネ ッ ト で配線を終了 , 535
削除 , 199, 373, 588
修正 , 563
特定の層に制限 , 391
内層接続との関連付け , 489
内層接続と接続 , 555
表示 , 505
名称での使用禁止文字 , 600
名称変更 , 209, 441, 589

ネ ッ ト と項目間の間隙 , 474
ネ ッ ト の規則ダイアログボ ッ クス , 377
ネ ッ ト の分割 , 587
ネ ッ ト リ ス ト , 226
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Designer からデータ入力 , 226
ネ ッ ト を表示ダイアログボ ッ クス , 505
ネ ッ ト 間の間隙 , 473
ネ ッ ト 名の指定 , 280
ネ ッ ト 名の指定解除 , 280

— ハ —
バス配線 , 512

ガイ ド配線の制御 , 512
シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュー , 512
バスへコーナーを追加 , 512
バスへビアを追加 , 512
バスを タ ッ クで終了する , 512
ビア タ イプ , 521
ビアパターンのサイ クル切り替え , 512
ビアを追加し て配線終了モー ド , 522
使用 , 512
手動バス配線モー ド , 512
例 , 512

バス配線のためのガイ ド配線 , 277
バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン , 613

CAM350 フ ァ イルから PowerPCB へ , 
641

概要 , 613
バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンダイアログ

ボッ クス , 770
パッ ケージフ ァ イル , 763
パッ ド ス タ ッ ク

および分割 / 混在内層接続のサーマル
/ アンチパッ ド設定 , 153

ド リルペアの設定 , 171
ネ ッ ト でビアを許可 , 377
ビア , 170
ローカルでの変更と部品形状レベルで

の変更 , 169
削除 , 171
部品形状エデ ィ タ , 158
編集 , 168, 170

パッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ダイアログ
ボッ クス

再利用 , 448
パッ ド入力角度 , 541
パッ ド入力角度の規則ダイアログボ ッ ク

ス , 400
パラ メ ータ , 651, 753

バリ アン ト / 置換ダイアログボ ッ クス , 
695

パン , 237
ビア , 170, 391, 550

シールド処理
オプシ ョ ン , 327

ネ ッ ト で許可 , 377
バスへ追加 , 512
バス配線のサイ クルパターン , 512
ビアパッ ド ス タ ッ クの編集 , 170
フ リー , 550
移動 , 548
下向き矢印 , 815
空洞部分をビアで囲む , 573
固定 , 554
削除 , 554
使用 , 520
種類 , 520
修正 , 565
単一千鳥ビア , 267, 643
千鳥 , 267, 550

オプシ ョ ン , 327
配線の規則 , 391

ビア - 移行する最大数 , 747
ビアシールド , 524
ビア タ イプ , 521

制限 , 391
設定 , 521
配線中の変更 , 534
未制限 , 391

ビアのシールド処理
オプシ ョ ン , 327

ビアの最大数 , 391
ビアパターンのサイ クル切り替え , 512
ビアを追加し て配線終了モー ド , 522
ビア上の下向き矢印 , 815
ビ ッ ト マ ッ プ と し てコ ピー , 471
ピン

下向き矢印 , 815
交換 , 214, 592
削除 , 587
手動の交換 , 591
修正 , 125, 563
名称変更 , 133

ピンウ ィ ザー ド , 137
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ピンペア , 612
グループから削除 , 379
グループ作業 , 612
ビアでシールド , 524
規則 , 383, 405
結線の追加 , 581
修正 , 563
追加 , 379
特定の層に制限 , 391

ピンペア規則の表示 , 566
ピン ラベル , 173
ピン関数からネ ッ ト 名称を抽出 , 199
ピン上の下向き矢印 , 815
ピン番号

色の設定 , 285
表示 / 非表示にする , 290

フ ァ イル , 226, 235
データ出力 , 245, 246
データ入力 , 245, 246
ネ ッ ト リ ス ト から新規作成 , 226
形式 , 216
作成 , 225
開 く , 232
保存 , 235, 580, 745

フ ァ イルを開 く ダイアログボ ッ クス , 232
フ ァ ンアウ ト の規則ダイアログボ ッ クス , 

398
フ ァ ンアウ ト 作業の手順 , 222
フ ォ ト プロ ッ タ , 713

アパーチャ設定 , 713
高度設定 , 715

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン , 613
フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンダイアログ

ボッ クス , 766
フ リービア , 550
プレースホルダラベル , 142

作成 , 142
修正 , 164

フ ロー , 55
プロ ッ ト オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス , 

684
プロパテ ィ , 147

タ ッ ク , 564
テ ィ ア ド ロ ッ プ , 530
ネ ッ ト , 563

ビア , 565
ピン , 563
ピンペア , 563
ラベル , 434, 436
項目 , 156
作図オブジ ェ ク ト , 458
作図端点 , 457
図形コーナー , 457
配線コーナー , 564
配線情報 , 565
配線線分 , 565
物理的再利用 , 441
文字 , 453

プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
ジャ ンパ , 563
ピンペア , 563
禁止領域 , 458
配線 , 565

ベーシ ッ ク言語 , 731
ペース ト , 471

オブジ ェ ク ト のペース ト , 472, 741
ビ ッ ト マ ッ プ と し てコ ピー , 471
ペース ト バッ フ ァ , 467

ベタ と内層接続領域の修正 , 497
ベタ マネージャダイアログボ ッ クス , 570
ベタ操作 , 480

カ ッ ト アウ ト の作成 , 480
ター ミ ナルとの関連付け , 140
ベタ をネ ッ ト に指定 , 485
固有のネ ッ ト 名を指定 , 480
作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ , 458
千鳥ビア , 570, 572

ヘルプ
ベーシ ッ ク言語のヘルプ , 731

ペンプロ ッ タ , 708
基本設定 , 708
高度な設定 , 709

— マ —
マイ ター , 533

ス ト レ ッ チ , 546
パスから削除 , 555
移動 , 462
作成 , 533
配線内 , 533

マク ロ , 66
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シ ョ ー ト カ ッ ト キーの作成 , 89
デバッ グ , 69
管理 , 66
再生 , 68
作成 , 65

マク ロ言語の導入 , 71
メ ッ キ ド リル寸法 , 690
メ ニュー

コ マン ド を作成する , 79
項目を削除 , 84

メ ニューアイテム
作成 , 79

モー ド レスコ マン ド , 60

— ヤ —
ユニオン , 421

修正 , 415

— ラ  —
ラ イセンスフ ァ イル , 45
ラ イセンスフ ァ イルの表示 , 45
ラ イブ ラ リ , 167

パー ト タ イプ と部品形状を ラ イブ ラ リ
へ保存 , 167

ラ イブ ラ リ リ ス ト , 106
検索オプシ ョ ン , 106
検索順序 , 106
出力と入力 , 111
属性 , 107
部品のレポー ト , 112

ラ イブ ラ リから属性をロー ド , 341
ラ イブ ラ リ タ ブ - DxDesigner Link, 767
ラ イブ ラ リの検索順序 , 106
ラ イブ ラ リ マネージャ , 106, 107, 111

PCB 部品形状の修正 , 120
ゲー ト に部品形状を指定 , 123
ゲー ト 設定の修正 , 122
コネク タ , 132
パー ト タ イプ と部品形状を ラ イブ ラ リ

へ保存 , 167
ラ イブ ラ リから属性をロー ド , 341
ラ イブ ラ リ リ ス ト の順序の修正 , 106
ラ イブ ラ リ属性の名称変更 , 107
レポー ト マネージャ , 112
ロジ ッ ク フ ァ ミ リの編集 , 120
一般的な部品プロパテ ィ の編集 , 117

英数字ピンの修正 , 133
作図項目を追加 , 466
実装部品の追加 , 582
新規属性の追加 , 107
属性の管理 , 107
属性の削除 , 107
属性の追加 , 110
部品情報ダイアログボ ッ クス , 116
部品属性の修正 , 130

ラ イブ ラ リ属性を管理ダイアログボ ッ ク
ス , 107

ラ イブ ラ リ属性を参照ダイアログボ ッ ク
ス , 110

ラ イ ン
一覧 , 114

ラ イ ン と文字オブジ ェ ク ト  - 合成 , 464
ラ イ ン と文字オブジ ェ ク ト の合成 , 464
ラテ ィ ム (Latium) 検査内容を設定ダイア

ログボ ッ クス , 643
ラベル , 455

ラベル配置の先行定義 , 164
移動 , 455
作成 , 141, 142
修正 , 164, 165, 436
新規部品ラベルの追加 , 432

リ ス ト
全ての BGA ピン ラベル , 203
特定 BGA ピン ラベル , 204

リ ン クおよび埋め込み , 739
PADS Layout 内のオブジ ェ ク ト , 739

レジス ト リ フ ァ イル , 736
レポー ト , 619

BGA の接続 , 186
ワイヤボン ド規則 , 217
規則 , 621
作成 , 619
物理的再利用の内容 , 442

レポー ト の生成 , 619
ロー ド , 749

手動 , 749
ロー ド イ ン , 748

自動 , 748
ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ダイアログボ ッ クス , 

120
ロジ ッ ク記号
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一覧 , 114

— ワ —
ワイヤボン ド , 173

フ ァ ンアウ ト 作業の手順 , 222
レポー ト , 217
規則 , 178, 197
検査 , 656
追加 , 173
編集 , 202

ワイヤボン ド エデ ィ タ , 221
ワイヤボン ドの検査内容を設定ダイアロ

グボッ クス , 656
ワイルド カー ド , 115
ワイルド カー ド で絞込み , 115

— 漢字 —
後に移動 , 484
移動 , 408

OLE オブジ ェ ク ト , 742
コーナー , 547
ター ミ ナル , 158
ター ミ ナル番号 , 159
ダイ実装部品サブス ト レー ト ボン ド

パッ ド , 207
タ ッ ク またはビア , 548
ド ラ ッ グと ド ロ ッ プ , 410
ド ラ ッ グと追従 , 409
ボン ドパッ ド , 206
マイ ター , 462
ラベル , 455
延長線 , 666
作図オブジ ェ ク ト , 456
参照名 , 575
自動寸法オブジ ェ ク ト , 666
実装部品 , 408
実装部品アレ イ , 414
重複部品 , 419
寸法線文字 , 666
寸法線矢印 , 666
配線線分 , 543
引出線分 , 666
部品形状名 , 163
物理的再利用 , 447
放射 , 411
文字 , 455

連続 , 408, 412
一般設定タ ブ - オプシ ョ ンダイアログボ ッ

クス , 310
一般的な間隙規則 , 610
色 , 288

OLE オブジ ェ ク ト 背景色の変更 , 742
オブジ ェ ク ト の設定 , 285
オブジ ェ ク ト を表示 , 288
オブジ ェ ク ト

非表示にする , 289
ネ ッ ト 毎 , 505
パレ ッ ト , 287
ピン番号の設定 , 285
印刷 , 704
設定 , 288
保存 , 292

印刷
PostScript の印刷 , 706
Windows プ リ ン タへ , 704

印刷のグレ イスケール , 704
埋め込み内層接続面 , 496
英数字ピン タ ブ - 部品情報ダイアログボ ッ

クス , 133
円滑化制御 , 540, 541
円弧 , 532

ス ト レ ッ チ , 546
作図線分から円弧化 , 463
自動寸法 , 658
配線コーナーの変換 , 545
配線内 , 532

円弧アレ イ , 410
延長線 , 658, 666
押し退け

押し退け , 419
外形線検査 , 642

画像で選択モー ド , 222
画面

オブジ ェ ク ト を非表示にする , 289
ピン番号を表示する , 290

画面表示色
設定 , 285

回転 , 417
オブジ ェ ク ト , 417
ボン ドパッ ド , 210

回転オブジ ェ ク ト , 213
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回路図ネ ッ ト リ ス ト からの設計の作成 , 
226

開始
ワイヤボン ド エデ ィ タ , 213

外形モー ド , 566
外形線 , 419

外形線幅の変更 , 419
検査 - 押し退け , 642

外形線表示モー ド , 273
各種定義タ ブ

DxDesigner Link, 768
確認

ワイヤボン ドの規則 , 178
角度モー ド での寸法線作成 , 658
管理

スク リ プ ト , 727
セ ッ シ ョ ンログ , 62
マク ロ , 66

貫通ビア , 520
間隔と反復

コ ピーされた配線 , 213
間隙 , 473, 474

一般的な規則 , 610
間隙の規則 , 389
制約条件規則 , 609
設定 , 642
配線後 , 568
表示 , 473, 474

関連付け , 140, 278
ネ ッ ト と内層接続領域 , 489
ベタ と ター ミ ナル , 140
実装部品層と文書層 , 278

基準原点を設定モー ド を終了する , 405
基準線での寸法 , 662
基板 , 片面基板 , 278
基板カ ッ ト アウ ト , 243
基板外形線 , 243
基板製造工程検査条件を設定ダイアログ

ボッ クス , 645
基本配線 , 509
機械設計システム , 256

データ出力先 , 256
データ入力元 , 255

規則 , 369, 405
ECO で使用される フ ォーマ ッ ト , 606

ク ラス , 373
グループ , 379
チ ェ ッ ク , 369
デフ ォル ト , 372
ネ ッ ト , 377
パッ ド入力 , 400
ピンペア , 383
フ ァ ンアウ ト , 398
レポー ト , 621
間隙 , 389
高速 , 396
差動ペア , 403
実装部品 , 388
情報 , 369
制約条件付き , 401
設計規則の階層 , 369
転送 , 369
配線 , 391
表示 , 405
部品形状 , 386

起動
部品形状エデ ィ タ , 135

起動オプシ ョ ン , 55
起動フ ァ イル , 230

起動フ ァ イルを出力ダイアログボ ッ ク
ス , 230

起動フ ァ イルを設定ダイアログボ ッ ク
ス , 231

作成 , 230
指定 , 231

極座標グ リ ッ ドの設定 , 410
禁止領域 , 474, 754

SPECCTRA に渡す , 754
概要 , 474
作成 , 474
修正 , 167, 474

禁止領域を渡す （SPECCTRA に） , 754
結線 , 581

ネ ッ ト の名称変更 , 589
ベタ マネージャダイアログボ ッ クス , 

570
ベタ をネ ッ ト に指定 , 485
削除 , 198, 587
生成 , 202
追加 , 174, 581
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結線コ マン ド  - キャ ンセル , 178
検査 , 642

ラテ ィ ウム設計 , 643
高速回路 , 642
製造関連 , 645
単一千鳥ビア , 643

検索 , 268, 270, 271
サーマル属性で検索 , 271
テス ト ポイ ン ト 形式で検索 , 270
禁止領域で検索 , 268
自動ベタ で検索 , 271
属性で検索 , 268
特定のネ ッ ト で検索 , 508
浮動銅箔領域で検索 , 271
物理的再利用で検索 , 270

原点 , 467
現在のネ ッ ト  - 名称変更 , 589
現在の配線幅 , 467
交換 , 418

ECL ター ミ ネータ , 590
ゲー ト , 590, 591
ター ミ ナル番号 , 160
ピン , 214, 591, 592
最後の交換を取り消し , 593
部品 , 418

更新オプシ ョ ンの選択 , 599
項目を選択ダイアログボ ッ クス , 682
項目間の間隙 , 473
高速回路検査 , 649

パラ メ ータ設定 , 651
高速回路の規則ダイアログボ ッ クス , 

396
設定の取得 , 649
設定の保存 , 649

高速検査
一般的な規則 , 611
制約条件規則 , 609

合成 - ラ イ ン と文字オブジ ェ ク ト , 464
合成し たオブジ ェ ク ト の分解 , 465
差動ペア , 403

規則 , 403
作業 , 609
削除 , 403
新規ペアの規定 , 403

再生成 , 690, 713

CAM ド リル図面オプシ ョ ンボタ ン , 
690

フ ォ ト プロ ッ タ設定のボタ ン , 713
再配線 , 539
再利用構成を作成 , 445, 446
最後に追加された結線の削除 （バッ ク

ア ッ プ） , 209
最後に追加された結線を削除 , 209
最後の交換を取り消し , 593
最大ビア数の移行 (SPECCTRA へ ), 747
最大層番号 , 276
最大層番号を増加する , 276
作業手順 - ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト , 

222
作図操作

塗潰し優先順位の設定 , 484
作図オブジ ェ ク ト の合成解除 , 465
作図の各種定義タ ブ - オプシ ョ ンダイアロ

グボ ッ クス , 307
作図線分 / コーナーから円弧化 , 463
作図操作 , 451

オブジ ェ ク ト の追加 , 449, 450, 451
マイ ターの移動 , 462
基板外形線または基板カ ッ ト アウ ト の

作成 , 243
作図オブジ ェ ク ト の移動 , 456
作図の各種定義タ ブ , 307
作図項目のプロパテ ィ ダイアログボ ッ

クス , 458
作図項目を ラ イブ ラ リ に保存 , 466
作図項目を ラ イブ ラ リへ追加 , 466
作図線分から円弧化 , 463
作図端点の修正 , 457
自動ベタ と内層接続設定の修正 , 497
自動ベタ領域の作成と塗潰し , 483
図形コーナーの修正 , 457
線分の削除 , 463
文字の追加 , 452

作成 , 225
ECO モー ド で既存部品を コ ピー , 587
カ ッ ト アウ ト , 243, 480, 497
ク ラス , 377
グループ , 383, 464
スク リ プ ト , 723
ダイ , 182, 183, 184, 216
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ダイ フ ラグと リ ング , 182
テス ト ポイ ン ト ASCII フ ァ イル , 623
プレースホルダラベル , 142
マイ ター , 533
マク ロ , 65
ユニオン , 421
レポー ト , 619
ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト , 185
ワイヤボン ド接続レポー ト , 186
埋め込み内層接続面 , 496
円弧 , 532
基板外形線 , 243
禁止領域 , 474
自動ベタ領域 , 483
新規フ ァ イル , 225
設計規則 , 370
属性 , 341, 354
属性ラベル , 141
長穴 , 156
内層接続領域 , 468, 487, 488
配線ループ , 542
部品形状 , 137
物理的再利用 , 437
連鎖寸法線 , 662

削除 , 464
OLE オブジ ェ ク ト , 742
ク ラスからネ ッ ト を削除 , 373
グループ , 379
グループから ピンペアを削除 , 379
コーナー , 554
ター ミ ナル , 162
テーブルのド リル線画エン ト リ , 690
ネ ッ ト , 199, 588
ネ ッ ト ク ラス , 373
パスからマイ ターを削除 , 555
ビア , 554
ビアパッ ド ス タ ッ ク , 171
ピンペアから配線を削除 , 555
ボン ドパッ ド , 198
ユニオンおよび構成部品 , 421
ラ イブ ラ リ属性 , 107
ワイヤボン ド , 199
結線 , 198, 587
差動ペア , 403
作図線分 , 463

自動寸法線 , 669
属性 , 341, 354
千鳥ビア , 550
中途配線 , 548
配線線分 , 543
部品 , 587
部品形状指定 , 120
物理的再利用 , 444

参照名
アセンブ リ図面層 , 575
シルク図形層 , 576
非表示 , 576

参照名を非表示にする , 576
指定 , 480

CBP を リ ングに指定 , 178
オブジ ェ ク ト に色を指定 , 291
ネ ッ ト と分割 / 混在内層接続 , 489
ネ ッ ト に色を指定 , 505
ネ ッ ト 名 , 280
ベタ をネ ッ ト に指定 , 485
ベタ形状に固有のネ ッ ト 名を指定 , 480
同じ オブジ ェ ク ト タ イプへ属性を指定

, 361
信号名をピンに指定 , 125
層の厚さ , 282
内層接続サーマル属性 , 499
部品形状へ JEDEC ピン配列を指定 , 

162
部品形状を部品に指定 , 120
複数のオブジ ェ ク ト タ イプに属性を指

定 , 354
始点と終点 - 変更 , 532
使用禁止ネ ッ ト 名 , 600
使用禁止部品名 , 600
自動

ECL ター ミ ネータ交換 , 590
ク ラス タ部品配置 , 424
ゲー ト の交換 , 591
交換済みピン , 592
部品番号再指定 , 583

自動ベタ操作
塗潰し優先順位の設定 , 484

自動ベタ と銅箔面領域の禁止領域 - 作成 , 
474

自動ベタ操作 , 570
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ベタ マネージャダイアログボ ッ クス , 
570

設定の修正 , 497
自動寸法 , 658

オフアングル回転 , 658
プロパテ ィ , 670
ペアレン ト 寸法線オブジ ェ ク ト の選択

, 666
移動 , 666
引出線 , 658
円弧と円 , 658
角度 , 658
基準線 , 662
削除 , 669
自動方向 , 658
垂直方向 , 658
水平方向 , 658
整列 , 658
端点の設定 , 664
引込みモー ド , 664
連鎖寸法線 , 662

自動寸法線 , 657
オフアングル回転 , 658
円弧と円 , 658
自動回転 , 658
垂直方向 , 658
水平方向 , 658
整列 , 658
任意角度 , 658
比率 , 658

自動寸法線タ ブ , 296
自動寸法線タ ブ - オプシ ョ ンダイアログ

ボッ クス , 296
自動配線 - ダイナ ミ ッ ク , 512
自動配線パスの調整 , 321
自動番号再指定 , 583
自動分割 , 495
自動方向寸法線 , 658
式 , 115
実装部品 , 420

規則の定義 , 388
修正 , 420
搭載面変更 , 414
配置プロセス , 407

実装部品アレ イ , 414

作成 , 414
修正 , 415

実装部品の規則ダイアログボ ッ クス , 388
実装部品ボン ドパッ ド , 174

コ ピー , 179
移動 , 206
追加 , 174
編集 , 200

斜辺寸法モー ド での寸法線作成 , 658
手動配線モー ド , 512
修正 , 434

CBP, 204, 205
アレ イ , 415
テ ィ ア ド ロ ッ プ , 530
ネ ッ ト , 563
ピンペア , 563
ユニオン , 421
ラ イブ ラ リ リ ス ト の順序 , 106
ラベル , 434
禁止領域 , 167
信号名 , 125
属性 , 130, 164
属性の階層 , 350, 354
属性ラベル , 165
電気層数 , 277
配線 , 537
物理的再利用 , 441

終了 , 535
ガイ ド配線 , 512
バス接続 , 512
配線 , 535

出力
.liq フ ァ イル , 214

信号ピン タ ブ - 部品情報ダイアログボ ッ ク
ス , 125

信号長パラ メ ータ , 651
新規フ ァ イル , 225

起動フ ァ イルを設定ダイアログボ ッ ク
ス , 231

作成 , 225
新規形状ラベルを追加ダイアログボ ッ ク

ス , 143
新規部品ラベルを追加ダイアログボ ッ ク

ス , 432
垂直寸法モー ド での寸法線作成 , 658
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水平寸法モー ド での寸法線作成 , 658
制御 , 265

サーマル表示 , 490
ネ ッ ト 表示 , 505
選択 , 265, 266

制約 , 369
制約条件規則 , 401

間隙規則 , 609
高速回路規則 , 609
作成 , 401

整列 , 416
切り替え、 PADS Router へ , 59
接続

内層接続と ネ ッ ト , 555
未配線接続の規則 , 566

接続性検査 - 内層接続 , 656
設計オプシ ョ ン , 295
設計タ ブ - オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス

, 301
設計データの変換 , 750, 751

PADS Layout から SPECCTRA へ , 750, 
751

設計の規則 , 178, 197, 203
ワイヤボン ド , 178, 203

設計の比較 , 765
設計フ ァ イルと出力オプシ ョ ンの選択 , 

594
設計をオンザフ ラ イで行う , 579
設計規則

ECO 内 , 606, 607
ク ラス , 373
ク ラスの作成 , 373
グループ , 379
グループの作成 , 379
チ ェ ッ ク , 369
デフ ォル ト , 372
ネ ッ ト , 377
パッ ド入力 , 400
ピンペア , 383
フ ァ ンアウ ト , 398
レポー ト , 621
ワイヤボン ド , 197
階層 , 369
間隙 , 389
間隙と配線後の検査 , 568

規則ダイアログボ ッ クス , 621
検証 , 637
高速 , 396
差動ペア , 403
実装部品 , 388
情報 , 369
制約条件規則 , 401
設定 , 370
転送 , 369
配線 , 391
表示 , 405
部品形状 , 386
未配線規則の表示 , 566

設計規則の転送 , 369
設計検証 , 637

EDC, 637, 649
エラーの表示 , 637
エラー記号 , 637
間隙検査内容を設定ダイアログボ ッ ク

ス , 642
基板製造工程検査条件を設定ダイアロ

グボ ッ クス , 645
規則 , 637
混在内層を設定ダイアログボ ッ クス , 

654
使用 , 637
内層接続の全面検査の設定 , 654
内層接続検査 , 656

設定 , 295, 753
アンチパッ ド , 153, 154
オブジ ェ ク ト の基準原点 , 405, 448, 467
オプシ ョ ン , 295
カ ラーパレ ッ ト , 287
サーマル , 153
ダイの表示色 , 211
デフ ォル ト 属性 , 365
パラ メ ータ , 651
ベタ と内層接続領域の定義 , 497
画面表示色 , 285
自動ベタの塗潰し優先順位 , 484
属性プロパテ ィ , 343
部品形状エデ ィ タ での色の設定 , 288
文字のデフ ォル ト 位置 , 666

線分の解除 , 544
選択 , 263
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OLE オブジ ェ ク ト , 740
オブジ ェ ク ト , 265
サイ クル選択 , 266
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド , 210, 217
ダイ実装部品 , 211
ペアレン ト 寸法線オブジ ェ ク ト , 666
モー ド , 263
ユニオン , 421
ワイヤボン ド , 210
画像で選択ダイアログボ ッ クス , 220
項目 , 263
実装部品ボン ドパッ ド , 210, 216
選択フ ィ ルタ , 265
選択フ ィ ルタのオブジ ェ ク ト タ ブの使

用 , 265
選択フ ィ ルタの層タ ブの使用 , 266
単一千鳥ビア , 267
単独オブジ ェ ク ト , 264
千鳥ビア , 267
配線オブジ ェ ク ト , 506
複数オブジ ェ ク ト , 265
物理的再利用 , 440

選択フ ィ ルタ ダイアログボ ッ クス , 265
オブジ ェ ク ト タ ブ , 265
層タ ブ , 266

選択モー ド , 263
選択内容の確認画面ダイアログボ ッ クス , 

703
全層に対する画面表示色を指定ダイアロ

グボッ クス , 288
層 , 275, 276, 281, 391

CAM 出力する層の選択 , 682
オブジ ェ ク ト に色を指定 , 290
パッ ドサイズの定義 , 147
モー ド , 276
関連指定 , 278
最大層番号を増加する , 276
制限ネ ッ ト と ピンペア , 391
層の厚さ を指定する , 281
層構成を定義ダイアログボ ッ クス , 275
電気層の再指定 , 281
電気層を増加する , 277
配線の開始層を選択 , 509
配線中の変更 , 533
分割 / 混在内層接続層 , 279

未制限 , 391
無効 , 277
優先配線方向 , 279
有効 , 277

層 25, 276
層の関連付け , 278

実装部品層と文書層 , 278
層の厚さ ダイアログボ ッ クス , 281
層を分割 / 混在内層接続層に設定 , 279
層を無効にする , 277, 500
層を有効にする , 277
層構成を定義ダイアログボ ッ クス , 275
層数 , 277
増加 , 690, 713

CAM ド リル図面オプシ ョ ンボタ ン , 
690

オンザフ ラ イで行う フ ォ ト プロ ッ タ , 
713

フ ォ ト プロ ッ タ設定のボタ ン , 713
測定文字の初期化 , 670
属性 , 366

オブジ ェ ク ト の属性ダイアログボ ッ ク
ス , 361

オブジ ェ ク ト への指定 , 354
オブジ ェ ク ト へ属性を指定 , 361
デフ ォル ト 属性の設定 , 365
パー ト タ イプに指定 , 130
プロパテ ィ  - 設定 , 343
プロパテ ィ タ イプ , 343, 347, 349
ラ イブ ラ リから ロー ド , 341
ラ イブ ラ リ属性の名称変更 , 107
更新 , 341
作成 , 142
削除 , 341, 354, 361
自動読み込み , 341
辞書 , 341
修正 , 130, 164, 165, 350, 434
属性プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス , 

343
属性リ ス ト ( 一覧 ) ダイアログボ ッ ク

ス , 354
属性を画面表示ダイアログボ ッ クス , 

359
単位を カス タ マイズ , 366
非部品形状の属性と ラベル , 164
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部品形状エデ ィ タ でのラベル属性 , 141
編集 , 165, 434
要約 , 354

属性タ ブ - 部品情報ダイアログボ ッ クス , 
130

属性の階層 - 修正 , 350
属性の要約 , 354, 359
属性プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス , 343
属性マネージャダイアログボ ッ クス , 354

コ ラムを非表示にする , 354
コ ラムを表示する , 354

属性マネージャに表示する属性を選択 , 
354

属性を画面表示ダイアログボ ッ クス , 359
属性単位のカス タ マイズ , 366
単位 - 属性のカス タ マイズ , 366
単一千鳥ビア

検査 , 643
選択 , 267

探索コ マン ド , 267
サーマル形式で検索 , 268
テス ト ポイ ン ト で検索 , 268
自動ベタ と浮動銅箔領域で検索 , 268
探索ダイアログボ ッ クス , 267
探索内容のコ マン ド , 268
部品配置時に使用 , 408

探索ダイアログボ ッ クス , 267
端点

バスへ追加 , 512
端点の設定 , 664
千鳥

ビアの使用 , 570, 572
千鳥ビア , 550, 573

オプシ ョ ン , 327
空洞部分を囲む , 573
形状を塗潰し , 570
形状周辺内部 , 572
削除 , 550
選択 , 267
追加 , 550

致命的なデータベースエラー , 733
長さ を管理された配線 , 321
追加 , 173, 449, 450

BGA に結線を追加 , 174
BGA の配線 , 177

BGA ピン ラベル , 173
CBP - 実装部品ボン ドパッ ド , 174
SBP - サブス ト レー ト ボン ドパッ ド , 

176
オブジ ェ ク ト への追加 , 361
オブジ ェ ク ト へ属性を追加 , 341, 354
ター ミ ナル , 138
ダイ部品を ラ イブ ラ リ IQ から BGA へ

追加 , 175
テス ト ポイ ン ト , 553
ド リル穴情報 , 259
ネ ッ ト を ク ラスへ追加 , 373
バスへコーナーを追加 , 512
バスへビアを追加 , 512
ビアパッ ド ス タ ッ ク , 170
ピンに例外を追加 , 147
ピンペア , 581
ピンペアをグループへ追加 , 379
ピンペア間の結線 , 581
フ ァ ンアウ ト , 175
メ ッキまたは非メ ッキ ド リル寸法 , 690
ユニオンへ部品を追加 , 421
ロジ ッ ク フ ァ ミ リ , 120
ワイヤボン ド , 173
既存の再利用 , 442, 443
既存配線にビアを追加 , 550
禁止領域 , 474
再利用 , 438
作図オブジ ェ ク ト , 449, 450, 451
作図項目を ラ イブ ラ リへ追加 , 466
新規部品ラベル , 432
設計に実装部品を追加 , 582
属性を設計に追加 , 140
千鳥ビア , 550
特殊シンボル , 132
配線 , 583
配線線分にコーナーを追加 , 549
部品の属性 , 130
部品を BGA へ追加 , 176
文書 , 678
文字 , 452

定義 , 673
CBP セ ッ ト , 189, 190
CBP 番号指定 , 194, 196
NC ド リルオプシ ョ ン , 709
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SBP プロパテ ィ , 212
サブス ト レー ト ボン ドパッ ドのパッ ド

間隔 , 212
ダイ外形 , 187, 188, 189
ダイ実装部品の各種定義 , 194
パッ ド関数 , 192, 193
プロ ッ ト オプシ ョ ン , 684
ワイヤボン ド規則 , 197
部品形状エデ ィ タ でサーマルと アンチ

パッ ド を定義 , 145
電気層 - 修正 , 277
電気層の再指定 , 281
電気特性検査 (EDC） , 649
電気特性検査 (EDC） ダイアログボ ッ クス

, 649
搭載面変更 , 414
透視画面表示モー ド , 272
動作選択タ ブ - DxDesigner Link, 776
動詞モー ド , 263
銅箔面領域の禁止領域 - 作成 , 474
特殊シンボルを参照ダイアログボ ッ クス , 

133
長穴 , 155

サーマル , 153
ピンに作成 , 156
部品形状内に作成 , 156

長穴ピン
ピンに作成 , 156

内層接続 , 488
SMD パッ ド と接続 , 556
カ ッ ト アウ ト の作成 , 497
ネ ッ ト との関連付け , 489
ネ ッ ト と接続 , 555
埋め込みの作成 , 496
作成 , 487, 488
自動分割 , 495
接続済みのパッ ドの結線を表示 , 501
設定の修正 , 497
分割 , 495

内層接続 - 接続性検査 , 656
内層接続データ  - 破棄 , 500
内層接続検査 , 654

混在内層を設定 , 654
内層接続の全面検査 , 654

内層接続層のパラ メ ータ , 651

内層接続操作
ビアでシールド , 524

内層接続面
作成 , 468

入力
SBP 関数 , 203
ラ イブ ラ リ IQ からのダイ部品入力 , 

175
塗潰し , 490

パッ ド ス タ ッ ク , 500
自動ベタ領域 , 483
塗潰し とハッ チ , 490, 569
分割 / 混在内層接続層 , 490, 500
分割 / 混在内層接続層の塗潰しパッ ド

, 500
優先順位の設定 , 484

配線 - 対話型配線モー ド
BGA 配線ウ ィ ザー ド , 220
ダイナ ミ ッ ク自動配線 , 512
ダイナ ミ ッ ク配線エデ ィ タ , 220, 510
基本配線 , 509
配線長モニ タ , 527

配線 ( 自動および対話型 )
長さ指定制約 , 321

配線コーナー - 円弧へ変換 , 545
配線タ ブ - オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス

, 317
配線の規則 , 391

編集 , 391
配線の編集 - 配線後

配線を追加 , 177
配線の保護 , 537

配線 , 537
未配線 , 538

配線ループ - 作成 , 542
配線規則

一般 , 611
配線接続 - 始点と終点の変更 , 532
配線設定 , 506

ECO での配線の追加 , 583
外形線表示モー ド , 273
結線の表示を制御 , 509
層に優先配線方向を定義 , 279
透視画面表示モー ド , 272
配線オブジ ェ ク ト の選択 , 506
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配線の開始層を選択 , 509
幅 , 467
未配線の保護 , 538

配線線分 , 565
配線長の最短化 , 408
配線長モニ タ , 527

使用 , 527
無効にする , 527
有効にする , 527

配線幅 - 修正 , 534, 544
配線分割 , 549
配線編集 - 配線後 , 537

コーナーを追加 , 549
タ ッ ク またはビア , 548
テス ト ポイ ン ト を追加 , 553
ネ ッ ト と内層接続を接続 , 555
パッ ド入力角度の変更 , 541
ビアの削除 , 554
ビアを追加 , 550
ビア固定 , 554
ピンペアから配線を削除 , 555
マイ ターのス ト レ ッ チ , 546
異なるネ ッ ト で配線を終了 , 535
円弧への変換 , 545
既存配線の幅の変更 , 544
再配線 , 539, 540
線分の解除 , 544
端点の移動 , 547
端点の削除 , 554
中途配線の削除 , 548
内層接続の接続性検査 , 656
配線の保護 , 537
配線パターンのコ ピー & ペース ト , 

541
配線ループ , 542
配線線分の移動 , 543
配線線分の円滑化 , 541
配線線分の削除 , 543
配線長モニ タ , 527
配線分割 , 549

配線編集 - 配線時
ビア タ イプ変更 , 534
マイ ターの作成 , 533
円弧の作成 , 532
接続の始点と終点の変更 , 532

層の変更 , 533
層ペアを使用し て層変更 , 523
配線長モニ タ , 527
配線幅の変更 , 534

配線編集 - 配線後
SMD パッ ド と内層接続を接続 , 556
検査 , 568

配置 , 424
オブジ ェ ク ト の回転 , 417
オブジ ェ ク ト の任意角度回転 , 417
ド ラ ッ グと ド ロ ッ プで移動 , 410
ド ラ ッ グと追従で移動 , 409
参照名の移動 , 575
自動ク ラス タ部品配置 , 424
実装部品アレ イ , 414
実装部品の移動 , 408
実装部品配置のプロセス , 407
部品交換 , 418
部品配置時に探索を使用 , 408
放射移動 , 411

配置タ ブ - DxDesigner Link, 777
比較オプシ ョ ンの選択 , 596
引込みモー ド , 664
引出線 , 658
非メ ッキ ド リル寸法 , 690
開 く , 232

フ ァ イル , 232
部品形状 , 135
物理的再利用 , 447

非貫通ビア , 520
表示 , 273, 473, 474, 509

ネ ッ ト , 405, 505
ネ ッ ト 名毎 , 509
ピンペア , 405
色毎 , 508
外形線表示モー ド , 273
間隙 , 473, 474
結線 , 501
再表示 , 243
再描画 , 242
透視画面表示モー ド , 272
特定の表示領域 , 242
配線の保護 , 566
表示グ リ ッ ドの設定 , 317
保存 , 243
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表示色 , 211
部品 , 600

交換 , 418
自動番号再指定 , 583
重複部品の移動 , 419
整列 , 416
名称での使用禁止文字 , 600

部品エデ ィ タ , 106
部品ラベル , 432
部品ラベルのプロパテ ィ ダイアログボ ッ

クス , 434
部品外形 - 設定 , 257
部品形状 , 120, 167, 386

ゲー ト に千鳥を指定 , 120
ラ イブ ラ リへ保存 , 167
一覧 , 114
規則の定義 , 386
作成 , 137

部品形状エデ ィ タ , 135, 391
アンチパッ ド を定義 , 145
サーマルを定義 , 145
ター ミ ナルからベタの関連付けを解除

, 157
ター ミ ナルの移動 , 158, 159
ター ミ ナルの削除 , 162
ター ミ ナルの追加 , 138
ター ミ ナルの番号再指定 , 160
ター ミ ナル番号の交換 , 160
ター ミ ナル番号の修正ダイアログボ ッ

クス , 158
ダイ部品形状 - 編集 , 200
パッ ド ス タ ッ ク , 158
ピンウ ィ ザー ド , 137
プレースホルダラベルの作成 , 142
ベタ と ター ミ ナルの関連付け , 140
ラベルの修正 , 165
色の設定 , 288
起動 , 135
禁止領域の修正 , 167
属性ラベルの作成 , 141
配線規則にビアを追加 , 391
部品形状ラベルのプロパテ ィ ダイアロ

グボッ クス , 165
部品形状を開 く , 135

部品形状名のプロパテ ィ ダイアログ
ボ ッ クス , 163

部品形状名の移動 , 163
部品形状エデ ィ タ  部品形状の規則ダイア

ログボ ッ クス , 391
部品形状の規則ダイアログボ ッ クス , 386
部品形状ラベル

プロパテ ィ , 165
部品情報ダイアログボ ッ クス , 116

PCB 部品形状タ ブ , 120
ゲー ト タ ブ , 122
コネク タ タ ブ , 132
一般設定タ ブ , 117
英数字ピン タ ブ , 133
信号ピン タ ブ , 125
属性タ ブ , 130

部品情報ダイアログボ ッ クス - PCB 部品
形状タ ブ , 120

部品情報ダイアログボ ッ クス - 一般設定タ
ブ , 117

部品操作
PowerBGA に部品を追加 , 176
ター ミ ナルプロパテ ィ ダイアログボ ッ

クス , 157
ター ミ ナル番号の修正ダイアログボ ッ

クス , 158
パー ト タ イプの修正 , 584
パー ト タ イプの変更 , 584
ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ダ

イアログボ ッ クス , 158
ピンペアのプロパテ ィ , 563
ピン交換 , 418
ラ イブ ラ リから実装部品の追加 , 582
ラ イブ ラ リへ保存 , 167
既存部品のコ ピー , 587
再利用内で名称変更 , 441
実装部品アレ イの作成 , 414
実装部品パッ ド ス タ ッ クの編集 , 168
部品の削除 , 587
部品の自動番号再指定 , 583
部品名の変更 , 588, 589

物理的再利用 , 438
レポー ト 内容 , 442
移動 , 447
開 く , 447
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基準原点の設定 , 448
再利用構成を作成 , 446
作成 , 437
削除 , 444
修正 , 441, 448
選択 , 440
追加 , 438, 443
定義の編集 , 440
破棄 , 442
保存 , 441

物理的再利用の破棄 , 442
分割 / 混在内層接続層 , 487

カ ッ ト アウ ト の作成 , 497
サーマル / アンチパッ ド  - 設定 , 153
ネ ッ ト との関連付け , 489
ネ ッ ト に指定 , 489
埋め込み内層接続面の作成 , 496
既存の設計を分割内層接続層の設計に

変換 , 501
結線を表示 , 501
作成 , 487, 488
自動分割 , 495
設定の修正 , 497
層と し て指定 , 279
層を分割 / 混在内層接続層に設定 , 279
塗潰し , 490
内層接続サーマル属性の指定 , 499
内層接続面の分割 , 495
分割内層接続層の検査 , 654

分割内層接続層 / 混在内層接続層タ ブ - オ
プシ ョ ンダイアログボ ッ クス , 323

分散 , 424
文書 - CAM, 673
文書の追加または編集ダイアログボ ッ ク

ス , 678
文書の定義 , 673
変換 , 501

既存の設計を内層接続面に変換 , 501
配線コーナーから円弧へ , 545

変更 , 588
ダイ外形 , 187
パー ト タ イプ , 584
実装部品接頭辞 , 588
配線時に配線幅を変更 , 534
配線接続の始点と終点 , 532

配線中にビア タ イプ変更 , 534
片面基板 , 278
編集 , 221, 263

CBP - 実装部品ボン ドパッ ド , 200
OLE オブジ ェ ク ト , 740, 743
OLE リ ン ク , 743
PowerBGA で部品形状を編集 , 200
SBP - サブス ト レー ト ボン ドパッ ド , 

201
イ ンプレースビジュアル編集 , 743
ダイ外形 , 187
ダイ寸法 , 201
ダイ部品 , 221
ネ ッ ト のク ラス , 373
パッ ド ス タ ッ ク , 168, 169
ビアパッ ド ス タ ッ ク , 170
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起動フ ァ イル , 230
再表示 , 243
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未配線規則の表示 , 566
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未配線接続 - 規則 , 566
名称変更 , 588

ク ラス , 373
ネ ッ ト , 209, 589
ピン , 133
再利用内のネ ッ ト と実装部品 , 441
実装部品 , 588, 589

文字操作 , 452
追加 , 452
移動 , 455
修正 , 453
文字の反転表示 , 455

文字の反転表示 , 455
例 , 614

ECO フ ァ イル , 614
バス配線例 , 512

連鎖寸法線 , 662



Third-Party Information

This section provides information on open source and third-party software that may be included in the PADS Layout product.

• This software application may include JPEG Image Compression version 6b third-party software, which is distributed on
an "AS IS" basis, WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, either express or implied.  JPEG Image Compression
version 6b may be subject to the following copyrights:

© 1991-1998, Thomas G. Lane.  All Rights Reserved.

In plain English:

1. We don't promise that this software works.  (But if you find any bugs, please let us know!)
2. You can use this software for whatever you want.  You don't have to pay us.
3. You may not pretend that you wrote this software.  If you use it in a program, you must acknowledge somewhere in
your documentation that you've used the IJG code.

In legalese:

The authors make NO WARRANTY or representation, either express or implied, with respect to this software, its quality,
accuracy, merchantability, or fitness for a particular purpose.  This software is provided "AS IS", and you, its user, assume
the entire risk as to its quality and accuracy.

This software is copyright © 1991-1998, Thomas G. Lane.
All Rights Reserved except as specified below.

Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute this software (or portions thereof) for any purpose,
without fee, subject to these conditions:
(1) If any part of the source code for this software is distributed, then this README file must be included, with this
copyright and no-warranty notice unaltered; and any additions, deletions, or changes to the original files must be clearly
indicated in accompanying documentation.
(2) If only executable code is distributed, then the accompanying documentation must state that "this software is based in
part on the work of the Independent JPEG Group".
(3) Permission for use of this software is granted only if the user accepts full responsibility for any undesirable
consequences; the authors accept NO LIABILITY for damages of any kind.

These conditions apply to any software derived from or based on the IJG code, not just to the unmodified library.  If you
use our work, you ought to acknowledge us.

Permission is NOT granted for the use of any IJG author's name or company name in advertising or publicity relating to
this software or products derived from it.  This software may be referred to only as "the Independent JPEG Group's
software".

We specifically permit and encourage the use of this software as the basis of commercial products, provided that all
warranty or liability claims are assumed by the product vendor.

© 1991 by the Massachusetts Institute of Technology

Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this software and its documentation for any purpose is hereby granted
without fee, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both that copyright notice and this
permission notice appear in supporting documentation, and that the name of M.I.T. not be used in advertising or publicity
pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission.  M.I.T. makes no representations
about the suitability of this software for any purpose.  It is provided "as is" without express or implied warranty.

• This software application may include zlib version 1.2.3 third-party software.  Zlib version 1.2.3 is distributed under the
terms of the zlib license and is distributed on an "AS IS" basis, WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, either express
or implied.  See the license for the specific language governingrights and limitations under the license.  You can view a
copy of the license at: <install_folder>/9.0PADS/docs/legal/zlib_libpng.pdf. Zlib version 1.2.3 may be subject to the
following copyrights:



© 1995-2005 Jean-loup Gailly and Mark Adler

This software is provided 'as-is', without any express or implied
warranty.  In no event will the authors be held liable for any damages
arising from the use of this software.

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose,
including commercial applications, and to alter it and redistribute it
freely, subject to the following restrictions:

1. The origin of this software must not be misrepresented; you must not
claim that you wrote the original software. If you use this software
in a product, an acknowledgment in the product documentation would be
appreciated but is not required.
2. Altered source versions must be plainly marked as such, and must not be
misrepresented as being the original software.
3. This notice may not be removed or altered from any source distribution.

Jean-loup Gailly jloup@gzip.org
Mark Adler madler@alumni.caltech.edu



End-User License Agreement
The latest version of the End-User License Agreement is available on-line at:

www.mentor.com/terms_conditions/enduser.cfm

END-USER LICENSE AGREEMENT (“Agreement”)

This is a legal agreement concerning the use of Software (as defined in Section 2) between the company acquiring
the license (“Customer”), and the Mentor Graphics entity that issued the corresponding quotation or, if no
quotation was issued, the applicable local Mentor Graphics entity (“Mentor Graphics”). Except for license
agreements related to the subject matter of this license agreement which are physically signed by Customer and an
authorized representative of Mentor Graphics, this Agreement and the applicable quotation contain the parties'
entire understanding relating to the subject matter and supersede all prior or contemporaneous agreements. If
Customer does not agree to these terms and conditions, promptly return or, if received electronically, certify
destruction of Software and all accompanying items within five days after receipt of Software and receive a full
refund of any license fee paid. 

1. ORDERS, FEES AND PAYMENT. 

1.1. To the extent Customer (or if and as agreed by Mentor Graphics, Customer’s appointed third party buying agent)
places and Mentor Graphics accepts purchase orders pursuant to this Agreement (“Order(s)”), each Order will
constitute a contract between Customer and Mentor Graphics, which shall be governed solely and exclusively by the
terms and conditions of this Agreement, any applicable addenda and the applicable quotation, whether or not these
documents are referenced on the Order. Any additional or conflicting terms and conditions appearing on an Order
will not be effective unless agreed in writing by an authorized representative of Customer and Mentor Graphics.

1.2. Amounts invoiced will be paid, in the currency specified on the applicable invoice, within 30 days from the date of
such invoice. Any past due invoices will be subject to the imposition of interest charges in the amount of one and one-
half percent per month or the applicable legal rate currently in effect, whichever is lower. Prices do not include
freight, insurance, customs duties, taxes or other similar charges, which Mentor Graphics will invoice separately.
Unless provided with a certificate of exemption, Mentor Graphics will invoice Customer for all applicable taxes.
Customer will make all payments free and clear of, and without reduction for, any withholding or other taxes; any
such taxes imposed on payments by Customer hereunder will be Customer’s sole responsibility. Notwithstanding
anything to the contrary, if Customer appoints a third party to place purchase orders and/or make payments on
Customer’s behalf, Customer shall be liable for payment under such orders in the event of default by the third party.

1.3. All products are delivered FCA factory (Incoterms 2000) except Software delivered electronically, which shall be
deemed delivered when made available to Customer for download. Mentor Graphics retains a security interest in all
products delivered under this Agreement, to secure payment of the purchase price of such products, and Customer
agrees to sign any documents that Mentor Graphics determines to be necessary or convenient for use in filing or
perfecting such security interest. Mentor Graphics’ delivery of Software by electronic means is subject to Customer’s
provision of both a primary and an alternate e-mail address.

2. GRANT OF LICENSE. The software installed, downloaded, or otherwise acquired by Customer under this Agreement,
including any updates, modifications, revisions, copies, documentation and design data (“Software”) are copyrighted,
trade secret and confidential information of Mentor Graphics or its licensors, who maintain exclusive title to all Software
and retain all rights not expressly granted by this Agreement. Mentor Graphics grants to Customer, subject to payment of
applicable license fees, a nontransferable, nonexclusive license to use Software solely: (a) in machine-readable, object-
code form; (b) for Customer’s internal business purposes; (c) for the term; and (d) on the computer hardware and at the
site authorized by Mentor Graphics. A site is restricted to a one-half mile (800 meter) radius. Customer may have
Software temporarily used by an employee for telecommuting purposes from locations other than a Customer office, such
as the employee's residence, an airport or hotel, provided that such employee's primary place of employment is the site

 IMPORTANT INFORMATION 

USE OF THIS SOFTWARE IS SUBJECT TO LICENSE RESTRICTIONS. CAREFULLY READ THIS 
LICENSE AGREEMENT BEFORE USING THE SOFTWARE. USE OF SOFTWARE INDICATES YOUR 
COMPLETE AND UNCONDITIONAL ACCEPTANCE OF THE TERMS AND CONDITIONS SET FORTH 

IN THIS AGREEMENT. ANY ADDITIONAL OR DIFFERENT PURCHASE ORDER TERMS AND 
CONDITIONS SHALL NOT APPLY.

http://www.mentor.com/terms_conditions/enduser.cfm


where the Software is authorized for use. Mentor Graphics’ standard policies and programs, which vary depending on
Software, license fees paid or services purchased, apply to the following: (a) relocation of Software; (b) use of Software,
which may be limited, for example, to execution of a single session by a single user on the authorized hardware or for a
restricted period of time (such limitations may be technically implemented through the use of authorization codes or
similar devices); and (c) support services provided, including eligibility to receive telephone support, updates,
modifications, and revisions. For the avoidance of doubt, if Customer requests any change or enhancement to Software,
whether in the course of receiving support or consulting services, evaluating Software or otherwise, any inventions,
product improvements, modifications or developments made by Mentor Graphics (at Mentor Graphics’ sole discretion)
will be the exclusive property of Mentor Graphics.

3. ESC SOFTWARE. If Customer purchases a license to use development or prototyping tools of Mentor Graphics’
Embedded Software Channel (“ESC”), Mentor Graphics grants to Customer a nontransferable, nonexclusive license to
reproduce and distribute executable files created using ESC compilers, including the ESC run-time libraries distributed
with ESC C and C++ compiler Software that are linked into a composite program as an integral part of Customer’s
compiled computer program, provided that Customer distributes these files only in conjunction with Customer’s compiled
computer program. Mentor Graphics does NOT grant Customer any right to duplicate, incorporate or embed copies of
Mentor Graphics’ real-time operating systems or other embedded software products into Customer’s products or
applications without first signing or otherwise agreeing to a separate agreement with Mentor Graphics for such purpose.

4. BETA CODE. 

4.1. Portions or all of certain Software may contain code for experimental testing and evaluation (“Beta Code”), which
may not be used without Mentor Graphics’ explicit authorization. Upon Mentor Graphics’ authorization, Mentor
Graphics grants to Customer a temporary, nontransferable, nonexclusive license for experimental use to test and
evaluate the Beta Code without charge for a limited period of time specified by Mentor Graphics. This grant and
Customer’s use of the Beta Code shall not be construed as marketing or offering to sell a license to the Beta Code,
which Mentor Graphics may choose not to release commercially in any form.

4.2. If Mentor Graphics authorizes Customer to use the Beta Code, Customer agrees to evaluate and test the Beta Code
under normal conditions as directed by Mentor Graphics. Customer will contact Mentor Graphics periodically during
Customer’s use of the Beta Code to discuss any malfunctions or suggested improvements. Upon completion of
Customer’s evaluation and testing, Customer will send to Mentor Graphics a written evaluation of the Beta Code,
including its strengths, weaknesses and recommended improvements.

4.3. Customer agrees that any written evaluations and all inventions, product improvements, modifications or
developments that Mentor Graphics conceived or made during or subsequent to this Agreement, including those
based partly or wholly on Customer’s feedback, will be the exclusive property of Mentor Graphics. Mentor Graphics
will have exclusive rights, title and interest in all such property. The provisions of this Subsection 4.3 shall survive
termination of this Agreement.

5. RESTRICTIONS ON USE. 

5.1. Customer may copy Software only as reasonably necessary to support the authorized use. Each copy must include all
notices and legends embedded in Software and affixed to its medium and container as received from Mentor
Graphics. All copies shall remain the property of Mentor Graphics or its licensors. Customer shall maintain a record
of the number and primary location of all copies of Software, including copies merged with other software, and shall
make those records available to Mentor Graphics upon request. Customer shall not make Software available in any
form to any person other than Customer’s employees and on-site contractors, excluding Mentor Graphics
competitors, whose job performance requires access and who are under obligations of confidentiality. Customer shall
take appropriate action to protect the confidentiality of Software and ensure that any person permitted access does not
disclose or use it except as permitted by this Agreement. Log files, data files, rule files and script files generated by or
for the Software (collectively “Files”) constitute and/or include confidential information of Mentor Graphics.
Customer may share Files with third parties excluding Mentor Graphics competitors provided that the confidentiality
of such Files is protected by written agreement at least as well as Customer protects other information of a similar
nature or importance, but in any case with at least reasonable care. Standard Verification Rule Format (“SVRF”)
and Tcl Verification Format (“TVF”) mean Mentor Graphics’ proprietary syntaxes for expressing process
rules. Customer may use Files containing SVRF or TVF only with Mentor Graphics products. Under no
circumstances shall Customer use Software or allow its use for the purpose of developing, enhancing or marketing
any product that is in any way competitive with Software, or disclose to any third party the results of, or information
pertaining to, any benchmark. Except as otherwise permitted for purposes of interoperability as specified by
applicable and mandatory local law, Customer shall not reverse-assemble, reverse-compile, reverse-engineer or in
any way derive from Software any source code.



5.2. Customer may not sublicense, assign or otherwise transfer Software, this Agreement or the rights under it, whether by
operation of law or otherwise (“attempted transfer”), without Mentor Graphics’ prior written consent and payment of
Mentor Graphics’ then-current applicable transfer charges. Any attempted transfer without Mentor Graphics’ prior
written consent shall be a material breach of this Agreement and may, at Mentor Graphics’ option, result in the
immediate termination of the Agreement and licenses granted under this Agreement. The terms of this Agreement,
including without limitation the licensing and assignment provisions, shall be binding upon Customer’s permitted
successors in interest and assigns.

5.3. The provisions of this Section 5 shall survive the termination of this Agreement.

6. SUPPORT SERVICES. To the extent Customer purchases support services for Software, Mentor Graphics will provide
Customer with available updates and technical support for the Software which are made generally available by Mentor
Graphics as part of such services in accordance with Mentor Graphics’ then current End-User Software Support Terms
located at http://supportnet.mentor.com/about/legal/.

7. LIMITED WARRANTY. 

7.1. Mentor Graphics warrants that during the warranty period its standard, generally supported Software, when properly
installed, will substantially conform to the functional specifications set forth in the applicable user manual. Mentor
Graphics does not warrant that Software will meet Customer’s requirements or that operation of Software will be
uninterrupted or error free. The warranty period is 90 days starting on the 15th day after delivery or upon installation,
whichever first occurs. Customer must notify Mentor Graphics in writing of any nonconformity within the warranty
period. For the avoidance of doubt, this warranty applies only to the initial shipment of Software under the applicable
Order and does not renew or reset, by way of example, with the delivery of (a) Software updates or (b) authorization
codes or alternate Software under a transaction involving Software re-mix. This warranty shall not be valid if
Software has been subject to misuse, unauthorized modification or improper installation. MENTOR GRAPHICS’
ENTIRE LIABILITY AND CUSTOMER’S EXCLUSIVE REMEDY SHALL BE, AT MENTOR GRAPHICS’
OPTION, EITHER (A) REFUND OF THE PRICE PAID UPON RETURN OF SOFTWARE TO MENTOR
GRAPHICS OR (B) MODIFICATION OR REPLACEMENT OF SOFTWARE THAT DOES NOT MEET THIS
LIMITED WARRANTY, PROVIDED CUSTOMER HAS OTHERWISE COMPLIED WITH THIS AGREEMENT.
MENTOR GRAPHICS MAKES NO WARRANTIES WITH RESPECT TO: (A) SERVICES; (B) SOFTWARE
WHICH IS LICENSED AT NO COST; OR (C) BETA CODE; ALL OF WHICH ARE PROVIDED “AS IS.”

7.2. THE WARRANTIES SET FORTH IN THIS SECTION 7 ARE EXCLUSIVE. NEITHER MENTOR GRAPHICS
NOR ITS LICENSORS MAKE ANY OTHER WARRANTIES EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY, WITH
RESPECT TO SOFTWARE OR OTHER MATERIAL PROVIDED UNDER THIS AGREEMENT. MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS SPECIFICALLY DISCLAIM ALL IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT OF
INTELLECTUAL PROPERTY.

8. LIMITATION OF LIABILITY. EXCEPT WHERE THIS EXCLUSION OR RESTRICTION OF LIABILITY
WOULD BE VOID OR INEFFECTIVE UNDER APPLICABLE LAW, IN NO EVENT SHALL MENTOR GRAPHICS
OR ITS LICENSORS BE LIABLE FOR INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING LOST PROFITS OR SAVINGS) WHETHER BASED ON CONTRACT, TORT OR ANY OTHER
LEGAL THEORY, EVEN IF MENTOR GRAPHICS OR ITS LICENSORS HAVE BEEN ADVISED OF THE
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. IN NO EVENT SHALL MENTOR GRAPHICS’ OR ITS LICENSORS’
LIABILITY UNDER THIS AGREEMENT EXCEED THE AMOUNT PAID BY CUSTOMER FOR THE SOFTWARE
OR SERVICE GIVING RISE TO THE CLAIM. IN THE CASE WHERE NO AMOUNT WAS PAID, MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS SHALL HAVE NO LIABILITY FOR ANY DAMAGES WHATSOEVER. THE
PROVISIONS OF THIS SECTION 8 SHALL SURVIVE THE TERMINATION OF THIS AGREEMENT.

9. LIFE ENDANGERING APPLICATIONS. NEITHER MENTOR GRAPHICS NOR ITS LICENSORS SHALL BE
LIABLE FOR ANY DAMAGES RESULTING FROM OR IN CONNECTION WITH THE USE OF SOFTWARE IN
ANY APPLICATION WHERE THE FAILURE OR INACCURACY OF THE SOFTWARE MIGHT RESULT IN
DEATH OR PERSONAL INJURY. THE PROVISIONS OF THIS SECTION 9 SHALL SURVIVE THE
TERMINATION OF THIS AGREEMENT.

10. INDEMNIFICATION. CUSTOMER AGREES TO INDEMNIFY AND HOLD HARMLESS MENTOR GRAPHICS
AND ITS LICENSORS FROM ANY CLAIMS, LOSS, COST, DAMAGE, EXPENSE OR LIABILITY, INCLUDING
ATTORNEYS’ FEES, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH CUSTOMER’S USE OF SOFTWARE AS
DESCRIBED IN SECTION 9. THE PROVISIONS OF THIS SECTION 10 SHALL SURVIVE THE TERMINATION
OF THIS AGREEMENT.

http://supportnet.mentor.com/about/legal/


11. INFRINGEMENT. 

11.1. Mentor Graphics will defend or settle, at its option and expense, any action brought against Customer in the United
States, Canada, Japan, or member state of the European Union which alleges that any standard, generally supported
Software product infringes a patent or copyright or misappropriates a trade secret in such jurisdiction. Mentor
Graphics will pay any costs and damages finally awarded against Customer that are attributable to the action.
Customer understands and agrees that as conditions to Mentor Graphics’ obligations under this section Customer
must: (a) notify Mentor Graphics promptly in writing of the action; (b) provide Mentor Graphics all reasonable
information and assistance to settle or defend the action; and (c) grant Mentor Graphics sole authority and control of
the defense or settlement of the action.

11.2. If a claim is made under Subsection 11.1 Mentor Graphics may, at its option and expense, (a) replace or modify
Software so that it becomes noninfringing, or (b) procure for Customer the right to continue using Software, or
(c) require the return of Software and refund to Customer any license fee paid, less a reasonable allowance for use.

11.3. Mentor Graphics has no liability to Customer if the claim is based upon: (a) the combination of Software with any
product not furnished by Mentor Graphics; (b) the modification of Software other than by Mentor Graphics; (c) the
use of other than a current unaltered release of Software; (d) the use of Software as part of an infringing process; (e) a
product that Customer makes, uses, or sells; (f) any Beta Code; (g) any Software provided by Mentor Graphics’
licensors who do not provide such indemnification to Mentor Graphics’ customers; or (h) infringement by Customer
that is deemed willful. In the case of (h), Customer shall reimburse Mentor Graphics for its reasonable attorney fees
and other costs related to the action.

11.4. THIS SECTION IS SUBJECT TO SECTION 8 ABOVE AND STATES THE ENTIRE LIABILITY OF MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS AND CUSTOMER’S SOLE AND EXCLUSIVE REMEDY WITH RESPECT
T O  A N Y  A L L E G E D  P A T E N T  O R  C O P Y R I G H T  I N F R I N G E M E N T  O R  T R A D E  S E C R E T
MISAPPROPRIATION BY ANY SOFTWARE LICENSED UNDER THIS AGREEMENT.

12. TERM. 

12.1. This Agreement remains effective until expiration or termination. This Agreement will immediately terminate upon
notice if you exceed the scope of license granted or otherwise fail to comply with the provisions of Sections 2, 3, or 5.
For any other material breach under this Agreement, Mentor Graphics may terminate this Agreement upon 30 days
written notice if you are in material breach and fail to cure such breach within the 30 day notice period. If a Software
license was provided for limited term use, such license will automatically terminate at the end of the authorized term.

12.2. Mentor Graphics may terminate this Agreement immediately upon notice in the event Customer is insolvent or
subject to a petition for (a) the appointment of an administrator, receiver or similar appointee; or (b) winding up,
dissolution or bankruptcy.

12.3. Upon termination of this Agreement or any Software license under this Agreement, Customer shall ensure that all use
of the affected Software ceases, and shall return it to Mentor Graphics or certify its deletion and destruction,
including all copies, to Mentor Graphics’ reasonable satisfaction.

12.4. Termination of this Agreement or any Software license granted hereunder will not affect Customer’s obligation to
pay for products shipped or licenses granted prior to the termination, which amounts shall immediately be payable at
the date of termination.

13. EXPORT. Software is subject to regulation by local laws and United States government agencies, which prohibit export
or diversion of certain products, information about the products, and direct products of the products to certain countries
and certain persons. Customer agrees that it will not export Software or a direct product of Software in any manner
without first obtaining all necessary approval from appropriate local and United States government agencies.

14. U.S. GOVERNMENT LICENSE RIGHTS. Software was developed entirely at private expense. All Software is
commercial computer software within the meaning of the applicable acquisition regulations. Accordingly, pursuant to US
FAR 48 CFR 12.212 and DFAR 48 CFR 227.7202, use, duplication and disclosure of the Software by or for the U.S.
Government or a U.S. Government subcontractor is subject solely to the terms and conditions set forth in this Agreement,
except for provisions which are contrary to applicable mandatory federal laws.

15. THIRD PARTY BENEFICIARY. Mentor Graphics Corporation, Mentor Graphics (Ireland) Limited, Microsoft
Corporation and other licensors may be third party beneficiaries of this Agreement with the right to enforce the
obligations set forth herein.



16. REVIEW OF LICENSE USAGE. Customer will monitor the access to and use of Software. With prior written notice
and during Customer’s normal business hours, Mentor Graphics may engage an internationally recognized accounting
firm to review Customer’s software monitoring system and records deemed relevant by the internationally recognized
accounting firm to confirm Customer’s compliance with the terms of this Agreement or U.S. or other local export laws.
Such review may include FLEXlm or FLEXnet (or successor product) report log files that Customer shall capture and
provide at Mentor Graphics’ request. Customer shall make records available in electronic format and shall fully cooperate
with data gathering to support the license review. Mentor Graphics shall bear the expense of any such review unless a
material non-compliance is revealed. Mentor Graphics shall treat as confidential information all information gained as a
result of any request or review and shall only use or disclose such information as required by law or to enforce its rights
under this Agreement. The provisions of this section shall survive the termination of this Agreement.

17. CONTROLLING LAW, JURISDICTION AND DISPUTE RESOLUTION. The owners of the Mentor Graphics
intellectual property rights licensed under this Agreement are located in Ireland and the United States. To promote
consistency around the world, disputes shall be resolved as follows: This Agreement shall be governed by and construed
under the laws of the State of Oregon, USA, if Customer is located in North or South America, and the laws of Ireland if
Customer is located outside of North or South America. All disputes arising out of or in relation to this Agreement shall
be submitted to the exclusive jurisdiction of Portland, Oregon when the laws of Oregon apply, or Dublin, Ireland when the
laws of Ireland apply. Notwithstanding the foregoing, all disputes in Asia (except for Japan) arising out of or in relation to
this Agreement shall be resolved by arbitration in Singapore before a single arbitrator to be appointed by the Chairman of
the Singapore International Arbitration Centre (“SIAC”) to be conducted in the English language, in accordance with the
Arbitration Rules of the SIAC in effect at the time of the dispute, which rules are deemed to be incorporated by reference
in this section. This section shall not restrict Mentor Graphics’ right to bring an action against Customer in the jurisdiction
where Customer’s place of business is located. The United Nations Convention on Contracts for the International Sale of
Goods does not apply to this Agreement.

18. SEVERABILITY. If any provision of this Agreement is held by a court of competent jurisdiction to be void, invalid,
unenforceable or illegal, such provision shall be severed from this Agreement and the remaining provisions will remain in
full force and effect.

19. MISCELLANEOUS. This Agreement contains the parties’ entire understanding relating to its subject matter and
supersedes all prior or contemporaneous agreements, including but not limited to any purchase order terms and
conditions. Some Software may contain code distributed under a third party license agreement that may provide additional
rights to Customer. Please see the applicable Software documentation for details. This Agreement may only be modified
in writing by authorized representatives of the parties. All notices required or authorized under this Agreement must be in
writing and shall be sent to the person who signs this Agreement, at the address specified below. Waiver of terms or
excuse of breach must be in writing and shall not constitute subsequent consent, waiver or excuse.

Rev. 090402, Part No. 239301



エンドユーザ・ライセンス契約書（「本契約」）

この合意書は、 ソ フ ト ウ ェ アの使用に関し、 ラ イセンスを入手するエン ド ユーザと し て会社の権限ある代表者であるお客様と、 Mentor Graphics Corporation および
Mentor Graphics (Ireland) Limited （これら二社が直接、 またはその子会社を通し て活動する場合を含み、 以下 「メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス」 と総称する） の間に成
立する、 正式な契約です。 この契約の主題に関し、 それぞれの権限ある者が署名し たラ イセンス契約がある場合を除き、 本契約と該当する見積書は、 お客様と メ
ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの間の完全なる合意を定めたものであ り、 これらに先立ちまたは同時にな された合意に と っ て代わる ものです。 これらの条件に同意され
ない場合、 ソ フ ト ウ ェ アの受領後 ５ 日以内にソ フ ト ウ ェ アおよび全ての付属品目を直ちに返却し、 電子的手段によ り受領し た と きはその破棄を証明し て、 支払済
みラ イセンス料の全額払戻をお受け く だ さい。

第 １ 条 　 注文、 料金および支払
　 　 第 １ 項 　 お客様の有効な見積書 （以下 「メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス見積書」 とい う） に応じお客様またはメ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スが同意し た場合においては、
お客様の指定する第三者買付代理人が発行し た購入注文書を メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スが承諾する限り で、各注文は成約し て両当事者間の契約を成すものと し ます
（メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スが承諾し た購入注文書を以下 「本注文書」 と い う ）。 本注文書は、 専ら本契約、 該当する覚書および該当する メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス
見積書の条件に準拠する ものと し、 これらの書面が本注文書で参照されるか否かを問いません。本注文書に表示された本契約またはメ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス見積
書に追加する、 またはこれら と抵触する条件は、 お客様と メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スそれぞれの権限ある代表者が書面で同意し ない限り、 無効と し ます。
　 　 第 ２ 項 　 お客様は請求された金額を、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス見積書で別途定める場合を除き、 請求書発行月月末締め、 翌月末支払にて、 指定された通貨に
よ り メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スへ支払います。 支払期日を過ぎた請求額には、 月 １ ?％または適用される法定利率のいずれか低い方の率が利息と し て加算される。
税金免除証明書が提出されない限り、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは全ての適用される税金をお客様に請求し ます。 お客様は、 源泉徴収税またはその他の税金を何ら
の控除な く 、 支払 う ものと し ます。 お客様による支払に課せられるいかなる税金も、 お客様の責任と し ます。 また、 お客様がお客様の代わり に第三者買付代理人
に購入注文書の発行およびその支払を委託し ている場合、 当該第三者買付代理人が支払を怠った場合、 甲は、 当該注文の支払義務を免れる ものではあ り ません。
　 　 第 ３ 項 　 全ての製品は、 メ デ ィ アにて出荷される場合は CIP Destination (Incoterms 2000) にて引き渡され、電子的手段によ り提供される場合はダウンロー ド可
能な時点で引き渡されたものとみな されます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは、 当該製品の購入価格に対する支払を確保するため、 本契約に基づき出荷される全ての
製品に対し て先取特権を保有し ます。お客様は、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スが当該先取特権を要請し遂行するために必要ないかなる書類にも記名押印または署名す
る こ とに同意し ます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スによる本ソ フ ト ウ ェ アの電子的手段による出荷は、 お客様の指定担当者および代行者の E-mail ア ド レスの提供を
条件と し ます。

第 ２ 条 　 ラ イセンスの許諾  本契約に基づき、 お客様によ っ てイ ンス ト ール、 ダウン ロー ド またはそれ以外の方法で入手されたソ フ ト ウ ェ ア ・ プログラム （その
ア ッ プデー ト 、 修正、 改訂、 コ ピー、 ド キュ メ ンテーシ ョ ンおよびデザイ ン ・ データ を含み、 以下 「本ソ フ ト ウ ェ ア」 と い う ） は、 著作権によ り保護されてお り、
本ソ フ ト ウ ェ アの全部に対し独占的権原を保持し、 かつ本契約で明示的に許諾されていない全ての権利を留保する メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセン
サー （メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スに対する使用許諾者、 以下同様） の営業秘密および秘密情報です。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 適切なラ イセンス料の支払を
条件に、 本ソ フ ト ウ ェ アを使用でき る譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 （ ａ ） 機械読取り可能なオブジ ェ ク ト ・ コー ド の形態によ り、 （ ｂ ） お客様の内部業務目
的のために、 （ ｃ ） ラ イセンス期間中、 そ し て （ ｄ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが承認し たコ ンピ ュータ ・ ハー ド ウ ェ アな らびにサイ ト で使用する場合に限り、 お
客様に対し許諾し ます。 なお １ サイ ト は、 半径 ０ ． ５ マイル （ ８ ０ ０ メ ー ト ル） 以内に制限されています。 本ソ フ ト ウ ェ ア、 支払済みラ イセンス料または購入済
みサービスに応じ て異なる メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの標準規定は、 （ ａ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの再配置、 （ ｂ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの使用制限 （例えば、 認定されたハー
ド ウ ェ ア上での単一ユーザによる単一セ ッ シ ョ ンの実行、 または限定期間の使用等の制限を含み、 これらの制限はオーソ ラ イゼーシ ョ ン ・ コー ド または類似の仕
組を利用し て技術的に実施される）、 な らびに （ ｃ ） 電話サポー ト 、 ア ッ プデー ト 、 修正および改訂を対象とするサポー ト ・ サービス、 に適用されます。 甲が本ソ
フ ト ウ ェ アに何らかの変更依頼や強化依頼を乙に し た場合、 それがサポー ト ・ サービスの受領、 コ ンサルテ ィ ング ・ サービス、 本ソ フ ト ウ ェ アの評価、 またはそ
れ以外の作業のいずれかにかかわらず、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス単独の選択によ り いかなる発明、 製品の改良、 修正または開発物は、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス
の独占的財産と な り ます。
  
第 ３ 条 Ｅ ＳC ソ フ ト ウ ェ ア  お客様が組込みソ フ ト ウ ェ ア開発 （以下 「Ｅ ＳC」 とい う） 用の本ソ フ ト ウ ェ アを使用する ラ イセンスを購入し、 本契約が適用される
場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 お客様がコ ンパイルし たコ ンピ ュータ ・ プログラムの不可欠な部分と し て、 複合プログラムに連係される Ｅ ＳC Ｃ および
Ｃ++ コ ンパイ ラの本ソ フ ト ウ ェ ア と共に頒布される Ｅ ＳC ラ ン タ イム ・ ラ イ ブ ラ リ を含めて、 Ｅ ＳC コ ンパイ ラ を用いて生成された実行可能フ ァ イルを複製およ
び頒布できる譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 お客様に対し許諾し ます。 但し これらのフ ァ イルは、 お客様がコ ンパイルし たコ ンピ ュータ ・ プログラムとの組
合せでのみ頒布される こ と を条件と し ます。 本条で明示的に許諾される ものを除き、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スのリ アルタ イム ・ オペレーテ ィ ング ・ システムま
たは他の Ｅ ＳC 用の本ソ フ ト ウ ェ アを コ ピーし、 またはこれをお客様の製品に組込むいかなる権利も、 初めに メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス との間で当該目的の契約
を別途締結し、 またはその他方法によ り合意し ない限り、 お客様に対し許諾されません。  
  
第 ４ 条 ベータ ・ コー ド  
第 １ 項 　 本ソ フ ト ウ ェ アには、 実験試用および評価用のコー ド （以下 「ベータ ・ コー ド 」 と い う ） を含んでいる場合があ り ます。 このコー ド は、 メ ン ター ・ グラ
フ ィ ッ ク スの明示的な許諾な し に使用できません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが承認し た場合、 ベータ ・ コー ド を試験および評価する実験的使用のための一時的
で譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが特定する限定期間中のみ、 お客様に対し無償で許諾し ます。 この許諾およびお客様によるベー
タ ・ コー ド の使用は、 ベータ ・ コー ド のラ イセンスを販売するためのマーケテ ィ ングまたは申込とは解釈されないものと し ます。 メ ン タ ー ・ グラ フ ィ ッ ク スは、
ベータ ・ コー ド をいかなる形態でも商業的に リ リース し ないこ と を選択できます。
第 ２ 項 　 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スがお客様に対し ベータ ・ コー ド の使用を許諾する場合、 お客様はベータ ・ コー ド を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが指示する環境
下で評価および試験する こ とに同意し ます。 お客様には、 ベータ ・ コー ド の使用期間中、 不具合または改良の提案等について、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス と定期
的に連絡し て頂きます。 またお客様の評価および試験が完了し だい、 ベータ ・ コー ド の長所、 弱点および推奨する改良点を含めて、 評価書をお客様から メ ン ター ・
グラ フ ィ ッ ク スへお送り頂 く ものと し ます。
第 ３ 項 　 お客様は、 評価書、 および メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが本契約の期間中またはその後に考案または創作する全ての発明、 または製品の改良、 修正も し く
は開発物も、 お客様からのフ ィ ー ドバッ クに一部または完全に基づ く ものを含めて、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの独占的財産と なる こ と に同意し ます。 メ ン ター ・
グラ フ ィ ッ ク スは、 当該財産の全部について独占的な権利、 権原および権益を保有し ます。 本項の規定は、 本契約の終了または期間満了後も存続し ます。  
  
第 ５ 条 使用の制限  
第 １ 項 　 お客様は、 許諾された使用をサポー ト するため合理的に必要な場合のみ本ソ フ ト ウ ェ アを コ ピーできます。 各コ ピーには、 本ソ フ ト ウ ェ アを メ ン ター ・
グラ フ ィ ッ ク スから受領し た際に組込まれてお り、その記憶媒体および包装に添付されていた全ての告知文および表示を含めなければな り ません。 コ ピーは全て、
メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーの所有物に留ま り ます。 お客様は、 他のソ フ ト ウ ェ ア と融合し たコ ピーを含めて、 本ソ フ ト ウ ェ アのコ ピー全
部に関し数量および主たる保管場所の記録簿を保持し、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが要求し だい当該記録を利用でき るよ う に し ます。 お客様は、 メ ン ター ・ グラ
フ ィ ッ ク スの競合相手を除外し た う えで、 その職務の履行が本ソ フ ト ウ ェ アへのア クセスを必要と し、 かつ秘密保持義務を負 う、 お客様の従業員およびお客様施
設現場に在する請負業者以外の者に対し て、 本ソ フ ト ウ ェ アをいかなる形態で も利用可能に し てはな り ません。 またお客様は、 本ソ フ ト ウ ェ アの秘密性を保護す
るため適切な措置を講じ、 かつ本ソ フ ト ウ ェ アへのア ク セスを許されたいかなる者も、 本契約で許可される場合を除き、 これを開示または使用し ないこ と を保証
する ものと し ます。 本ソ フ ト ウ ェ アによ り、 または本ソ フ ト ウ ェ アのために生成されたログ ・ フ ァ イル、 データ ・ フ ァ イル、 ルール ・ フ ァ イルならびにス ク リ プ
ト ・ フ ァ イル （以下 「本フ ァ イル」 と総称する） は、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スの秘密情報を含む場合があ り ます。 お客様は、 本フ ァ イルを第三者と共有する こ と
ができますが、 当該第三者はメ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スの競合相手を除外する ものと し、 また本フ ァ イルを同種の情報と同等の注意義務を も っ て保護する こ と （た
だ し注意義務の程度は合理的に必要と される善良なる管理者の注意を下回ら ないものとする） を書面で同意し ている こ と を条件と し ます。ス タ ンダー ド ・ベ リ フ ィ
ケーシ ョ ン ・ ルール ・ フ ォーマ ッ ト （以下 「SVRF」 と い う ） および Tcl ベ リ フ ィ ケーシ ョ ン ・ フ ォーマ ッ ト （以下 「TVF」 と い う ） とは、 プロセスルールを表現

 重 要 事 項
このソフトウェアの使用（本契約第２条に規定される）はライセンス条件の適用を受けます。ソフトウェアを使用する前に、このライセンス契約書をよくお読み
ください。ソフトウェアを使用することにより、お客様は本契約で定める条件の完全かつ無条件な承諾を表すことになります。ご注文書に追加または異なる条件
が含まれる場合、それらは適用されません。



するための メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スの商標構文です。 お客さんは、 SVRF または TVF を含む本フ ァ イルを メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス製品とのみ使用する こ とがで
き る。 いかなる場合においても、 お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ ア と何らかの形で競合する製品を開発、 強化、 またはマーケテ ィ ング目的で使用または使用の許可を し
てはならず、 第三者にベンチマークの結果やそれに付随する情報を開示し てはな り ません。 当該国または地域で適用される強行法規に従い相互運用性の目的で認
められる場合を除き、 お客様は、 逆アセンブル、 逆コ ンパイル、 リバース ・ エンジニア リ ング、 その他いかなる方法でも、 本ソ フ ト ウ ェ アから ソース ・ コー ド を
引出そ う と し てはな り ません。
第 ２ 項 　 お客様は、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの書面による事前同意およびその時点で該当する ト ラ ンス フ ァー料の支払な く 、 本ソ フ ト ウ ェ ア、 本契約または本
契約に基づ く 権利を、 法適用の効果またはその他によるかを問わず、 サブ ラ イセンス （再使用許諾）、 譲渡、 その他の方法で移転する こ と （以下 「移転実施」 とい
う） はできません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの書面による事前同意がない移転実施は、 いずれも本契約の重大な違反になる ものと し、 本契約および本契約に基
づき許諾されたラ イセンスはメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの選択によ り催告な く 直ちに終了し ます。 本契約の諸条件は、 ラ イセンスおよび譲渡に関する条項を含め、
お客様の相続人、 地位承継者または譲受人に対し て も拘束力を持ちます。
第 ３ 項 　 本条の規定は、 本契約の終了または期間満了後も存続し ます。  
  
第 ６ 条 サポー ト ･サービス 　 本ソ フ ト ウ ェ アに対するサポー ト ・ サービスをお客様が購入し た場合、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは一般に提供し ている本ソ フ ト ウ ェ
アに対するア ッ プデー ト ならびに技術サポー ト をお客様に提供し ます。現行サポー ト ・サービスの条項はメ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スのホームページまたは次のウ ェ
ブサイ ト に記載される通り です。
http://supportnet.mentor.com/about_jp/legal/index.cfm

第 ７ 条 　 限定的保証  
第 １ 項  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その保証期間中、 本ソ フ ト ウ ェ アが適切にイ ンス ト ールされている場合は、 該当するユーザ ・ マニ ュ アルで定める機能上
の仕様と実質的に一致する こ と を保証し ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 本ソ フ ト ウ ェ アがお客様の要求を満たすこ と、 または本ソ フ ト ウ ェ アの稼動に中断
も し く はエラーが生じ ないこ とは保証し ていません。 保証期間は、 本ソ フ ト ウ ェ アの引渡後 １ ５ 日目またはイ ンス ト ール時点のいずれか早い方から起算する ９ ０
日間と し ます。 お客様は不一致を保証期間中に メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ書面で通知し なければな り ません。 本項の保証は、 本ソ フ ト ウ ェ アの誤用、 許諾され
ていない修正、 も し く は不適切なイ ンス ト ールがな されていた場合には有効と な り ません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの全責任およびお客様唯一の救済手段は、
お客様が本契約を他の点でも全て遵守し ていたこ と を条件に、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの選択によ り、 （ ａ ） 本ソ フ ト ウ ェ アがメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ返却
されてから支払済み価格を払戻すか、 （ ｂ ） 本項の限定的保証を満た さ ない本ソ フ ト ウ ェ アを修正または取替える こ との、 いずれか一方と し ます。 また、 （ ａ ） 各
種のサービス、 （ ｂ ） お客様へ期間を限定し て、 も し く は無償で許諾される本ソ フ ト ウ ェ ア、 または （ ｃ ） 実験用ベータ ・ コー ド は、 全て 「現状のまま」 の条件で
提供される ものと し、 これらについて メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは一切の保証を行いません。
第 ２ 項  本条に定める と こ ろが、 本契約に基づ く 唯一の保証と な り ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーは、 本契約に基づき提供される本ソ
フ ト ウ ェ アまたは他の資料について、 明示的、 黙示的または法定上かを問わず、 他のいかなる保証も行いません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセン
サーは、 商業性、 特定目的への適合性、 および知的財産の非侵害について、 一切の黙示的保証を否認し ます。  

第 ８ 条 責任の限定  本条で定める責任の排除および制限が、 法令または規則によ り無効と される場合を除き、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサー
は、 いかなる場合も間接的、 付随的、 派生的または特別な損害 （逸失利益または節約機会の喪失を含む） について、 その損害の可能性を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク
スまたはそのラ イセンサーが予め知ら されていた場合といえど も、 契約、 不法行為、 またはその他の法理に基づ く かにかかわらず、 その責めを負わないものと し
ます。 いかなる場合も、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーの本契約に基づ く 責任は、 当該請求が生じ た本ソ フ ト ウ ェ アまたはサービスの対価と
し てお客様が支払済みの金額を超えないものと し ます。 支払済み金額がない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーは、 いかなる損害について
も一切の責任を負わないものと し ます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終了後も存続し ます。  
  
第 ９ 条 人命に関る活動  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーは、 その不具合または不正確が死亡事故または人身傷害を もたらす可能性のある応用
分野では、 本ソ フ ト ウ ェ アの使用に起因または関連するいずれの損害について も、 その責めを負わないものと し ます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終
了後も存続し ます。  
  
第 １ ０ 条 免 責  前条にい う 分野での本ソ フ ト ウ ェ アの使用に起因または関連する全ての請求、 損失、 代価、 損害、 経費または賠償責任 （弁護士報酬を含む） につ
いて、 お客様には メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーを補償し免責する こ と に同意頂きます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終了後も存
続し ます。  
  
第 １ １ 条 侵 害  
  第 １ 項  米国、 カナダ、 日本、 または欧州特許庁の加盟国において、 本ソ フ ト ウ ェ アが特許も し く は著作権の侵害または営業秘密の不正使用である と、 お客様が
提訴された場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その選択および費用負担で防御または解決し ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 当該侵害訴訟に帰すべき訴訟
費用および損害賠償でお客様に対する最終裁定額を支払います。 本条に基づ く 義務を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが履行する条件と し て、 お客様には、 （ ａ ） 提訴の
事実を直ちに メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ書面で通知し、 （ ｂ ） 当該訴訟を防御または解決するために、 全ての合理的な情報および支援を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク
スへ提供し、かつ（ ｃ ）当該訴訟を防御または解決する単独の裁量権を メ ン ター・グラ フ ィ ッ ク スへ付与し なければなら ないこ と を了解の う え、これに同意頂きます。  
  第 ２ 項  前項に基づき権利侵害の申立がな された場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その選択および費用負担によ り、 （ ａ ） 非侵害と なるよ う に本ソ フ ト ウ ェ
アを代替も し く は修正するか、 （ ｂ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの使用を継続でき る権利をお客様のために取得するか、 （ ｃ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの返却を要求し、 かつ使用によ
る合理的な控除額を差引いた支払済みラ イセンス料をお客様へ払戻すこ との、 いずれかを行う こ とができます。  
  第 ３ 項  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 権利侵害の主張が、 （ ａ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの供給によ ら ない製品との組合せ、 （ ｂ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス
以外による本ソ フ ト ウ ェ アの修正、 （ ｃ ） 変更な しの現行リ リ ース以外による本ソ フ ト ウ ェ アの使用、 （ ｄ ） 侵害する方法 ・ 工程の部分と し ての本ソ フ ト ウ ェ アの
使用、 （ ｅ ） お客様が作成、 使用または販売する製品、 （ ｆ ） 本ソ フ ト ウ ェ アに含まれるベータ･コー ド 、 （ ｇ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの顧客に対し その補償を
行わない メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スのラ イセンサーによ り提供される本ソ フ ト ウ ェ ア、 または （ ｈ ） お客様の故意とみな される侵害のいずれかに基づ く 場合は、
お客様に対し一切の責任を負いません。 また上記 （ ｈ ） のと き、 お客様は当該訴訟に関連し て メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スに生じ た弁護士報酬その他の費用を、 終
局判決があ り し だい メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ補償する ものと し ます。  
  第 ４ 項  本条は第 ８ 条に従う ものと し、本契約に基づき ラ イセンス された本ソ フ ト ウ ェ アによる特許も し く は著作権の侵害または営業秘密の不正使用に係るあら
ゆる主張について、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーの全責任、 な らびにお客様唯一の救済手段を定める ものと な り ます。  
  
第 １ ２ 条 期 間  
第 １ 項 　 本契約は期間満了または終了時まで有効に存続し ます。 お客様が許諾されたラ イセンスの範囲を超え、 または第 ２ 条、 第 ３ 条ないし第 ５ 条の規定を遵守
し ない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スからの通知を も っ て本契約は直ちに終了し ます。 その他重大な契約違反があ り、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの書面による
通知から ３ ０ 日以内に是正されない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スはその通知から ３ ０ 日を も っ て本契約を終了する こ とができます。 本ソ フ ト ウ ェ アが期間限
定の使用のために提供された場合、 本契約は当該許諾期間の満了を以っ て自動的に終了し ます。
第 ２ 項 　 甲が破産または、 (a) 管財人、 破産管財人、 または類似の被任命者を指名、 あるいは (b) 解散または倒産申請をする場合、 通知の上、 乙は本契約を直ちに
終了する こ とができます。
　 　 　 第 ３ 項 　 本契約または本ソ フ ト ウ ェ アのラ イセンスの終了次第、 お客様は、 該当する本ソ フ ト ウ ェ アの全ての使用を止める こ と を保証し、 コ ピー全部を含
む、 当該本ソ フ ト ウ ェ アを止め メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ返却、 または削除および破棄し、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スに書面による破棄証明を提出する こ とに同
意頂きます。  
　 第 ４ 項 　 契約または本ソ フ ト ウ ェ アのラ イセンスの終了前に出荷された製品またはラ イセンスに対する甲の対価支払義務は免除される ものではな く 、 本契約終
了時に直ちに支払 う ものと し ます。

第 １ ３ 条 輸 出  本ソ フ ト ウ ェ アは、 一定の製品、 当該製品の情報、 および当該製品から直接作成された製品を、 一定の国および人物へ輸出または迂回流出する こ
と を禁じ る各国法および米国政府機関による規制の対象と な り ます。 お客様には、 初めに各国および米国政府機関から必要な全ての承認を取得する こ と な く 、 本
ソ フ ト ウ ェ アまたは本ソ フ ト ウ ェ アから直接作成された製品を、 いかなる方法でも輸出し ないこ と に同意頂きます。  
  
第 １ ４ 条 米国政府による ラ イセンス使用  本ソ フ ト ウ ェ アは、 も っぱら民間の経費によ り開発され、かつ制限的権利 (RESTRICTED RIGHTS) が適用された う えで提
供される商用のコ ンピ ュータ ・ ソ フ ト ウ ェ アです。 US FAR 48 CFR 12.212 および DFAR 48 CRF 227.7202 に従い、 米国政府またはその下請業者による使用、 複製
または開示は、 強制適用のある連邦法に反し ない範囲で、 本契約の規定と条件のみを適用する ものと し ます。  
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第 １ ５ 条 第三受益者  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが本契約に基づき ラ イセンスする Microsoft または他のラ イセンサーの本ソ フ ト ウ ェ アに関し て、 Microsoft また
は該当する ラ イセンサーは、 本契約の定める義務を強制する権利を持った、 本契約上の受益者たる第三者に当た り ます。  
  
第 １ ６ 条 ラ イセンス使用の検査  お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ アへのア ク セス、 本ソ フ ト ウ ェ アの所在ならびに使用を管理し ます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは、 合理
的な期間の予告を行なった う えで、 お客様のソ フ ト ウ ェ ア管理システム、 ならびに本契約、 覚書または米国その他輸出管理規制の遵守を確認するために合理的に
必要と される記録を、 お客様の通常の営業時間中に検査する権利を有する ものと し ます。 この検査には、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの求めに応じ て検索し提供さ
れる FLEXlm または FLEXnet レポー ト のログ ・ フ ァ イルが含まれる こ とがあ り ます。 お客様は、 記録を電子フ ォーマ ッ ト で提供するよ う に し、 またラ イセンス検
査を支援するための情報収集に全面的に協力し ます。 重大な違反が発見された場合を除き、 当該検査の費用は乙負担と し ます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは、 その
依頼または検査の結果得られた全ての情報を秘密に保持し、 法律に従い、 あるいはメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの権利を本契約または覚書に基づき執行するために
必要な情報のみを使用または開示する ものと し ます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終了後も存続し ます。  

第 １ ７ 条 準拠法、 裁判管轄および紛争解決  本契約は、 日本法に準拠し て解釈される ものと し ます。 本契約に起因または関連し て生じ る全ての紛争は、 東京地方
裁判所を専属的合意管轄地と し て これに服し ます。 国際物品売買契約に関する国連条約の条項は本契約に適用されません。  
  
第 １ ８ 条 可分性  本契約でいずれかの条項が、 管轄権を有する裁判所によ り無効、 執行不能、 または違法である と判示された場合、 その条項は本契約から切離さ
れて、 残りの条項が完全に有効なまま存続する ものと し ます。  
  
第 １ ９ 条 雑則  本契約は、 主題に関し、 両当事者の完全な合意を定めたものと な り、 購入注文書等に記載される条件等、 本契約に先立ち、 または同時にな された
一切の合意に取っ て代わり ます。 一部の本ソ フ ト ウ ェ アには第三者のラ イセンス契約に基づき配布される コー ドが含まれ、 お客様に追加の権利が付与される場合
があ り ます。 詳細は該当する本ソ フ ト ウ ェ アの ド キュ メ ンテーシ ョ ンをご覧 く だ さい。 本契約は、 両当事者の権限ある代表者が署名し て書面にて合意し た場合の
み、 修正する こ とができます。 条件の放棄または違反の免除は書面による同意を要し、 その後の同意、 権利放棄または免除を構成し ないものと し ます。
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